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日 諸 藩 ヲシテ 、元 治 以來警 守 宿衞セ ル兵 額、 及ビ 在藩ノ 見兵ヲ 錄上セ シム。  

阿波 藩 ラ シ テ 、岩屋 砲臺 ヲ守 ラシ ム。  

堀 m:4= 一 養 ノ 家臣、 上書 シ テ 正 養 人覲ノ 遲延 ヲ謝ス 。  

慶喜、 黑田 直養ラ シ テ、 前 田 利 同 二 代リ、 上野 山內 ヲ守ラ シ ム  

卷ニ 十九  ■  . 

日 大 原重德 二 内宮、 戶田忠 至 二度 支ノ事 ラ管セ ：ン ム。  

臼杵、 三日月 一 一藩-一 一 一條 城 柵 門ノ警 守、 大溝藩 一一 一 一條 城三條 ロノ 消防 ヲ命シ 、林 田 藩 ノ醍國 忠順ノ 

衞兵 ヲ 罷 メ  、紀伊 藩 ヲシテ 、苫ケ 崎砲臺 ノ 守備 ヲ嚴 ニセ シム。  

本 多 忠實 ノ 請 ラ 允 シ 、山 田 奉行 其舊 ニ仍 ラシ ム。  

加 藤 明實、 東海道 ノ 先鋒 ヲ辭ス ルヲ 禀ス。  

久松 勝吉、 宗家 久松定 昭ノ爲 ニ哀ラ 請フ。  ：  

細 川 喜廷、 其 支族 細 川 利 永ヲ、 京師 二 召スヲ 禀ス。  

京 極 高 厚 京 二 抵ル、 三浦弘 次、 高木 正坦、 ソノ 老臣 ヲ シ テ京 一一 抵ラ シ ム。  

長 崎き 議所、 慶喜 以下 ノ 罪狀ヲ 管下 二 布告 ス。  

慶喜、 松 平慶永 二 因リ、 家ヲ 德川茂 承 二 讓 リ テ退隱 セン コト ヲ請フ 、慶永 其奏狀 ヲ 郤ク。  

慶喜、 老中 格大給 乘謨ヲ 罷ム。  
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慶喜、 酒 井忠篤 所管 ノ 砲兵 ヲ其 家臣 ト爲ス コ トラ 聽ス。  一一 一六 

五 日 郡 山、 高 概 以下 十 藩 ヲシテ 、畿 .S 諸國舊 代宫ノ 支配 地 ヲ管セ シム。  一一 一六 

毛 利 敬 親 ノ 老臣 吉川經 幹、 八幡 討 賊ノ功 ヲ 賞ス。  -  一毫 

松 平慶永 北陸 道ノ 先鋒 兵 ヲ出ス コ トヲ 辭ス。  一一 一一 一一 

木 下 俊愿ノ 歸國ヲ 聽ス。  ー臺 

井利 敎 ノ罪ラ 免シテ 入覲ヲ 命ズ。  一 一一 一一 一一 

久留な 通靖、 舊日田 代官 ノ 支配 地 ヲ鎭撫 ス ル ヲ禀 シ 、其 區所ヲ 請 フ 。  一一 一 一五 

加 藤 泰秋及 ヒ稻葉 正 邦、 松 前 德廣ノ 老臣、 京 -1 至 ル。  一一 一一 七 

東 山道 鎮撫 總督岩 倉 具定、 加納、 高 富 一 一藩 區所 ノ狀ヲ 奏スヌ  一寿 

山陰 道 鎮撫 使 西 園 寺 公望、 鳥 取 二 至ル。  一一 一一 九 

慶喜 、老中 格 會計總 裁 立 花 種恭ヲ 罷ム。  •  一 一一 冗 

舊神 奈川泰 行、 各國 公使 局外中立 布告 ノ コ トラ. M 喜 二 報ス。  一 一一 一九 

卷 三 十 

六 P 東海、 束 山、 北陸 三 道 鎭 撫使ヲ 改メテ 、先鋒 總督兼 鎮撫 使ト 爲ス。  一四 セ 

參與祌 山 君 風、 卜 時維惠 ニ辨事 ヲ兼ネ シ メ  、參與 毛 受洪ヲ 罷ム。  一六 一 

飫 肥藩ラ シテー 一條 城 柵 門、 綾部 藩ヲシ テ、 津藩 ニ代リ 山崎關 ヲ守ラ シム。  一六 一 

細 川 廢順ヲ シ テ 、内 藤 政擧ヲ 京師 ニ召サ シム。  一六 一一 

鍋 島茂實 、 失火 警急 ノ際、 朝 參等ノ 事例 ヲ禀 問ス。  一 六 三 

池 田 茂攻、 日 置忠尙 ノ 隊長 瀧 正 信 ヲ、 兵 庫 二 押送 スルヲ 禀ス。  一六 S 

久松 勝吉ノ 家臣、 藩 兵 京 二 至ルヲ 禀シ、 間 部 詮道ノ 家臣、 兵 ヲ出シ テ 王事 ニ服セ ン コ トヲ 請フ。  一六 M 

龜并か ム監、 牧野 誠 成、 朽木爲 綱、 關長克 及 ビ 大岡忠 敬 ノ 老臣、 京-一至 ル。  一六 六 


八 


七 


~~ -  ~ -  ~ -  ~~ -       •  ~~ - 八  八 八 

七七七 五 四 三 五        一 ◦ 


七 六 
-f 六 


佐 竹義堯 、老臣 ヲ 京師 二 遣シ、 六 師應援 ノ命ヲ 拜ス。  

慶胄， 太 田 資美ラ シ テ、 駿府ノ 守兵 ヲ撤セ シ ム。  

卷 三十 一 

日 高 倉 永祐、 西 園 寺 公望、 四條隆 平、 岩 倉 具定、 柳 原 前 光 ヲ多與 、松 尾 相 永、 松 尾 相 保 ヲ參與 兼辨事 

ト爲シ 、參與 土 倉正彥 二 刑法 局 判事 ヲ兼ネ シム。  

吉 E 、龜 山、 高須、 西 大路 四 藩ヲシ テ、 東海、 東北. 一 一道 官軍 ノ餽 餉輜重 ヲ管セ シ ム。  

隆 IT 肥 後 以下 一 1ト 七藩ヲ シ テ、 東海、 東 山、 山陽、 山陰、 南海、 西 海 諸道 舊 代官 ノ 支配 地 ヲ 管セシ 

ム o〇.^ 垣、 龍 野 以下 十八 藩ヲシ テ、 舊 幕府 ノ預地 及 ビ會、 桑 一 一藩 職 田 等 ノ廩穀 、版圖 ラ檢シ テ 錄上セ シム。 

松 平 賴升ヲ 討會ノ 先鋒 ト爲 ス。  

植村家 保 ヲシテ 、舊ニ 仍リ、 市中 ヲ 巡邏 セ シム。  ••  

薩、 長、 土、 肥 及ビ越 前、 藝州ノ 諸 藩、 各國 公使 ヲ シテ 人朝セ シ メンコ トヲ 建議 ス。  

毛利廣 封、 京 二 至ル。  

大和 鎮撫 總督久 我 通久、 奈良 二 至ル。  

伊達 慶邦ノ 老臣 三好淸 房、 京 二 至ル。  

卷 三 十 二 

日 加賀、 摩 以下 一 ート 四藩ヲ シテ、 諸 藩 政令 傳達ノ コ ト ヲ管セ シ ム。  

戶田氏 共ヲ シテ、 功 ヲ立テ 罪 ヲ贖ハ シ ム。  

因幡 藩 ノ兵ヲ 東 山道 二 出ス ヲ以テ 、東海道 ノ兵ヲ 罷歸ス ルヲ 聽ス。  

龜山 藩、 鳥 羽藩ノ 老臣 ヲ 京師 二 護送 スルヲ 禀ス。  

吉 井信 籠ノ 老臣， 京 二 至ル。  

慶喜、 酒 井 忠篤ヲ シテ、 出 羽 村 山 郡 ヲ管セ シム。  
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榊 原 政 敬、 謝罪 恭順 ヲ廣喜 ニ勸 告ス。  一一 一一 一一 一一 

九 曰 天皇 親征、 本 月下 旬 ヲ以テ 期 トス ルヲ 布告 ス。  一一 一一 一六 

總裁熾 仁 親王 ヲ束征 大總督 、澤爲 量 ヲ奧羽 鎮撫 總督、 醋關忠 敬 テ同副 總督. 議定 嘉言 親王 ヲ 海軍 總 督ト爲 ス。： 一一 一一 ーセ 

諸 藩禁門 警衞兵 ノ  、菊 阜旗幕 ヲ用 フル ヲ. ム。  一一 

諸藩ヲ シ テ、 不逞 ノ徒ヲ 撿察セ シ ム。  一一 go 

土 佐藩ノ 東海道 先鋒 兵 ラ改テ 、東 山道 先鋒 ト爲 ス 。〇 松 平茂昭 ノ 北陸 道 先鋒 ヲ罷 ム 0  一一 S 

九 鬼隆備 ノ 山崎關 門守衞 ラ 罷 メ 、松 平定 安 ヲ以テ 之-一代へ 、山 名義 濟 ヲシテ 生 野ヲ守 ラシ ム。  一一 g 一一 一 

備 前藩ヲ シ テ、 松 山 藩 十： 及ビ松 平武聰 ノ臣、 伏 見ノ擧 ニ與 リシ モノ ヲ 監守 セシ ム。  一 SSJ 

鍋 島 茂實、 北 陛道從 軍 ノ 事項 ヲ條 問ス。  一一 g 四 

柳澤 保申ノ 歸國ヲ 聽ス。  -.  一一 瑩 

備前 藩， 讃岐諸 S  ノ-警 守ヲ、 土 佐 藩 二 交付 ス ル ヲ禀 ス 。  一一 gjfj 

片桐廣 篤 及 ビ丹羽 氏中ノ 老臣、 京 二 至ル。  一一 gj 六 

松 平 忠誠、 征討 府ノ 召命 ヲ奉セ スシテ 、東 歸ス ル ノ故ヲ 陳ス。  一一 g 六 

外國 事務 總督 伊達宗城、 書 ヲ 英、 米 等六國 公使 二 贈リ、 神戶 ノ暴擧 ラ謝ス o〇 瀧 正 信 ヲ シ テ 自靈 セ シ ム。  一 

卷 三 十 三 

r 曰 寨幣使 一 ブ畝傍 陵 二 遣シ、 天皇 元服 ヲ加 ヘシ ヲ吿 ク。  一一,, 5 一 

列藩 貢 士  ノ制ヲ 定ム。  一一, -ー 

京 坂 / 富 商 二 翁 シテ、 親征ノ 經費ヲ 供給 セシ ム。  一一 IQ 一一 

德川俊 勝 ノ請ヲ 聽シ、 成瀨 正肥ヲ シテ、 藩事ヲ 兼理セ シ ム。  一一 一 0 四 

W 幡藩 老臣、 四國 征討 ノ 役 二  、藩 共調發 ノ期 ヲ失セ シ罪ヲ 謝ス。  一一 01 

市 橋長義 ノ 四 塚警守 ヲ 罷ム。  き 六 


曰 


曰 


曰 


平戶藩 ヲシ テ、 奈良ノ 守兵 ヲ撤セ シム。  

大岡 忠敬ノ 家臣、 軍 行 供 張 ノ任ニ 勝 エサ ル事ヲ 陣ス。 〇 岩 村、 加納ー 一藩 供 張 分 管 ノ地ラ 更換セ ン コト ヲ請フ 

遠 藤 3^ 城 ノ 家臣、 亂城 ノ爲 ニ哀ヲ 請フ。  

秋 月 種殷ノ 子種 樹、 父 一一 代 リテ京 一一 至 ル。  

德川 氏、 小 笠 原 長 行 ノ返身 ヲ許ス C  

卷 三 十 四 

諸 藩ヲ分 チテ、 大中小 三等 ト爲 ス。 〇 徵士ハ 舊藩ト 關渉ナ キヲ詭 告ス。  

諸藩ヲ シテ、 藩士 ノ開成 所敎官 一一 任ス ル者ノ 姓名 ヲ錄 上セ シム。  

北 Si 道 551^ 藩ヲ シ テ 、宫軍 供 億 ノ備ヲ ナサ シム。  

東 山道 總督岩 倉具定 上書 シ テ 、諸 藩 ヲ シ テ 舊 幕府 ノ 領地 ヲ管セ シム ルコト ヲ論ス o〇 參謀北 島秀朝 

等、 尾 張 藩 勤王 誘導 ノ事ヲ 稟議 ス。  

本莊 宗武ノ 老臣、 其 ffil 弟 某 ヲシテ 從軍セ シメ、 前 罪 ヲ贖ハ ン コトヲ 請フ。  

毛 利 高 謙 京 二 至ル。  

大總 督府參 謀廣澤 眞臣ヲ 罷メ、 尋テ參 與西鄉 隆盛、 林 通顯ヲ 以テ之 二 代フ。  

膳 所 藩 ヲ シ テ - 草津驛 ノ 運貨、 重量 檢査所 ヲ管セ シ ム 。  

松 平 慶憲病 ヲ謝シ 、嗣子 直致ヲ シテ己 二 代 ラシ メンコ トラ 乞フ。  

加 藤 泰令ノ 歸國ラ 聽ス。  …：： -  

一柳 末德、 播磨 地方 鎮撫 ノ狀ヲ 上ル。  

東征 大總督 熾 仁 親王、 軍令 及ヒ廟 算書ヲ 諸道 總督ニ 頒ッ。  

慶喜、 江 戶城ラ 退キ、 東歆山 大慈院 二 入ル。  

郡 山 藩 ノ 洞 ケ嶺、 白 川 越 守兵 ヲ 罷ム。  

毛 利 敬 親 ヲ シ テ 、花 山 院家理 ヲ 京師 二 護送 セシ ムコ  
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制度 局、 御 艦 及 ヒ 軍艦旗 ノ 徽章 ヲ 定メン コトヲ 請フ。  

淺野茂 長、 備 *. 以西 平定 ノ狀ヲ 上ル。  

慶喜、 松 平慶永 一一 因 リテ罪 ラ謝シ 、鎮撫 使 ノ東 下ラ止 メンコ トラ 請フ。  

德川茂 承、 慶喜 ノ嗣タ ル ヲ辭セ シ コ トヲ 陣ス。  

松 平 K 倫、 京 二 至リ、 慶喜ノ 支族 タ ル ヲ以 テ罪ヲ 待ッ。  

蒔田廣 孝、 松 平 親責、 仙 石 政 固 及 ヒ 岩城隆 邦、 久松勝 行 ノ 老臣 京 一一 至 ル 。織 田 信 成、 西 上 ノ 途病 二 

羅リ 歸國ス ルチ 禀ス。  

卷 三十 K 

卜 四日 松 平 直 己、 同 直 哉 ラシ テ宗家 二 屬シテ 、王事 ニ服セ シム。  

長 門藩ヲ シ テ、 松 山 討伐 ノ際、 柿獲セ ル 汽船 ヲ以テ 、運輸 ノ用ニ 充テ シ ム。  

.  識訪 忠誠 ノ 老臣 京 二 至ル。  

大坂 裁判所 總督 醍醐 忠順 等、 各國 公使-一 、新-一外 國 事務局 ヲ 置キ、 1 天皇 近日 公使 ラ召見 セン ト 

スル ヲ告ク 0  

. 德川 氏、 若年 寄 京 極 高富ヲ 罷 メ 、 大岡忠 敬 ノ 歸國 ヲ 聽ス。  

十五 日 外國 公使 朝見 ノ議ヲ 诀ス。  

秋 月種樹 ヲ 參與 ， 靑山 ヲ 參與 兼内國 事務局 判事 ト 爲ス。  

東征 大總督 熾 仁 親王 陛辭 ス。  一：： 

松 平 賴聰ノ 入京 ヲ許シ 、功 ヲ立テ テ 自ラ自 ラ贖ハ シ ム。  

松 平定 昭ノ罪 重キヲ 以テ聽 サス、 土 佐 藩 ニ命シ テ、 松 山城 ヲ管 守セ シ ム。  

六 鄕政鑑 、菊 章旌旗 ヲ賜ハ ン コトヲ 請フ、 聽サ ス。  

松平慶 永、 慶喜旣 二 罪 ヲ謝ス ルヲ 以テ、 東征 ノ師 ヲ止メ ン コトヲ 請フ。  


毛 利 元 周、 同 元蕃、 同 元 純 ノ 老臣 京 二 至 リ 、官位 復舊 ノ恩 ヲ謝ス o〇 增山 正修、 内 藤 正 誠 ノ 老臣 京 一一 至 ル 

北陸 道 先鋒 總督高 倉 永祜、 福 井 二 至ル。  

土 佐藩ノ 守兵、 佛國 船員 ヲ^  二 殺傷 ス。  

酒井忠 篤、 江戶 ラ辭 シテ藩 一一 歸ル。  

卷 三 十 六 

十六 日 議定 松 平 慶永等 ヲシテ 、各國 公使 朝見 ノ事ラ 掌 ラシ ム。  

南部 利 剛ヲシ テ、 伊達 慶邦 討會 ノ師ヲ 應援セ シメ、 丹 羽 長 國ヲシ テ白川 城 ラ仙臺 藩 一一 交付 セ シム。 …-: 

延 響寺ノ 僧徒、 舊ニ 仍リ日 吉社ノ 社 事 ヲ管セ ン コ トヲ 請フ。  

山陰 道 鎮撫 使 西 園 寺 公望、 宫津藩 ノ 入京 ヲ許ス 、是 日 其 老臣 謝狀 ヲ 上 ル。  

榊 原 政 敬、 阿部 正恒、 大給 乘謨、 立 花 鑑寬ノ 老臣 京 二 至 ル。 …：..  ，  

土 井利 敎、 人覲邏 延スル 所以 ヲ陣 ス。  

東 山道 先鋒 總督岩 倉 具定、 堀 田 正 養 ノ邑ヲ 收ム、 尋 テ之ヲ 復ス。  

長 崎 裁判所 總督澤 宣嘉、 舊 代官 等ヲ シテ職 役 ニ服セ シム。  

松平容 保、 引責 返隱 シ テ 、慶喜 ノ 罪 ヲ宥サ ンコト ヲ請ヒ 、會津 一一 歸ル C  

ト 七日 奉幣使 ヲ春日 社 二 遣ス。  -  ,  

外國 公使 召見ノ コ ト ヲ 布告 ス。  

各國 公使 ノ客 館ヲ 定ム。  

山 內豐信 父子 ヲ シ テ、^ 浦爭鬪 ノ事ヲ 處分セ シム"  

久留島 通靖ノ 歸國ヲ 聽ス。  

黑田長 知 及 ヒ 久世廣 文、 大久保 敎義、 有 馬 氏弘， 內田 正擧、 井上 正已、 田 沼 意 尊、 瀧 脇 信敏、 林忠崇 

ノ 老臣 京 一一 至ル o〇 板 倉 勝弘 病ヲ以 テ入覲 遲延ス ル ヲ 謝ス。 〇 津輕承 昭ノ 老臣 歸國 シテ 征討 ノ軍 
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ニ從 ハンコ トヲ 請フ。  

卜 八日 德川 氏ノ兵 艦、 紀 伊海 一一 入 ルノ報 ァリ、 紀伊、 阿波、 津三藩 ヲシテ 探偵 セシ ム。  

淺野 茂勳チ シ テ、 舊ニ 仍リ 河邊川 以西 ノ地ラ 經理セ シム。  

石 川 成之ノ 歸國ラ 聽ス。  

池 田 慶德、 再 ヒ辭宫 退隱ヲ 請フ。  

小 笠 原 長國、 ^日長 崎 會議所 二 哀請セ シ意ヲ 申シ、 允 裁 ヲ乞フ 、聽サ ス。  

蜂須賀 茂韶、 京 二 至 ル o〇 遠山 友祿、 再 ヒ 入 覲通延 ス ル ラ禀 謝ス。  

九州 鎮撫 總督澤 宣嘉、 部内 諸 藩 ノ 向背 ヲ 問フ。  

十九 日 拜 任ノ宣 一一、 總裁 朱印 ヲ鈴 スル ノ制ヲ 定ム。 〇 議定 松 平慶永 一一 内國 事務局 輔、 參與白 川 資訓ニ 

神祇 事務局 輔、 參與東 園 基 敬 二 辨事 ヲ兼ネ シ メ  、大原 重德、 正 親 町 寶德、 中院通 富、 三條西 季知ヲ 

ス。  

京都 裁判所 ヲ 置ク。  -  

從祉諸 軍 ヲ シテ、 往來 必 ス 印 票 ヲ用ヒ シム。  

^浦 爭鬪ノ 事 二 ヨリ、 外交 ノ 聖旨 ラ各國 公使 ニ傳 詭ス。  

池 田 茂 政、 致仕 ラ聽 ス。  

松平慶 永、 慶喜ノ 奏狀ヲ 呈シ、 且親 征ノ擧 ヲ止メ ン コトヲ 請フ。  

丹 羽 長國、 歸藩シ テ 兵備 ヲ 整へ、 命ヲ待 タント スルヲ II ス。  

松 平定 敬、 書 ラ 人道 公 現 親 王 二 呈 シ 、慶喜 ノ爲 一一 哀ヲ 請フ。  

卷三 十七 

二十日 議定 德大 寺實則 二 內國 事務局 督、 議定 晃 親王 二 外國 事務局 督 議 定嘉彰 親王 -ー 軍 防 局 事務局 督、 

議定 中 御門 經\ 一  二 合計 事務局 督ラ 兼ネ シ メ  、幟 仁 親王 ヲ 議定 兼 神祇 事務局 督、 近衞 忠房ラ 議定 兼 


刑法 事務局 督、 鷹 司 輔熙ヲ 議定 兼 制度 事務 员督ト 爲シ、 參與 後藤 元 燁ヲ總 裁 局 顧問、 顧問 木戸 孝 一 

允 ヲ 蕃 與ト爲 ス 、其 他 各局ノ 輔、 判事、 辨事 ーブ更 任ス。  

島津 忠義、 淺野茂 勳等ヲ 親 征扈蹕 先隊、 細 川 護久、 毛 利 廣討等 ヲ後隊 ト爲シ 、加 藤明實 等ヲシ テ内 

侍所ヲ 守衞セ シ ム。 〇 大阪 行在所 及ヒ太 政官代 ノ地ヲ 定ム。  

墨 是可銀 ノ價位 ヲ定メ  、我 貨幣 ト同シ ク 通行 セ シム。  

初テ 太政宫 日誌 ヲ刊 刻ス。  1 

前 田 慶寧ノ 前 罪 ヲ宥シ 、將 來ヲ戒 飭ス。  

山内豐 信、 堺港鬪 爭ノ事 ヲ以テ 、見 職 ヲ解カ ン コ トヲ 請フ。  

毛 利 敬 親、 上書 シテ木 戶孝龙 、廣澤 眞臣、 楫取素 彥ノ職 ヲ罷メ ン コ トヲ 請フ、 是日 素彥ヲ 罷ム。  

市 橋 長義、 東 山道 督餉ノ 役 ヲ免セ ン コ トラ 請 フ、, サス。  

毛 利 元 功 ノ 英 國遊擧 ノ請ヲ 聽ス。  

吉 井信 謹 ノ 家臣、 徵發 ノ期ヲ 緩クセ ン コ トヲ 請フ。  

青木 重義及 ヒ 酒 井 忠强、 稻葉正 善、 山 口 弘達ノ 老臣 京 二 至ル。  

東海道 ノ 先鋒 兵、 名古屋 一一 會ス。 〇 總督橋 本 實梁名 古星ヲ 發ス。 〇 東 山道 ノ兵 モ 亦大垣 二 會ス o〇 總督岩 

. 倉 具定、 明日 將-ー 大 垣ヲ發 セント シ、 書ヲ呈 シテ、 本道 ノ 事情 ヲ 告グ。  

廿 一 日 親 征ノ期 近キニ 在ルヲ 以テ、 輦下ノ 守備 ヲ戒 ム。  

慶喜ノ ま 罪 表 ヲ卻ケ 、松 平慶永 二 翁シ テ、 罪ヲ大 總督ニ 請 ハシム。  ん 

織 £ 長 易ノ歸 51 ラ聽 ス。  

德川茂 承 及 ヒ小笠 原 貞竽ノ 老臣 京 ニ至ル o〇 土方 雄 永 上京 遲延ヲ 謝ス。  え 

大總督 熾 仁 親王、 名 古屋ニ 至ル。  1 

德川 氏、 土岐 賴知ノ 歸國ラ 聽ス。  A 
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卷 一一 一 十 < 

廿 二日 鍋 島 茂富ヲ 議定 兼外國 事務局 權輔、 平田鐵 3^ ヲ參與 兼祌祇 事務局 判事 ト爲ス 

戶田忠 至 ヲシテ 、舊 ニ仍リ テ 山陵 修補 ノコ トヲ 管セ シム。  

大澤 基壽及 ヒ 京 極 高 福 ヲ 朝臣 ト 爲ス。  

關長 ま、 蒔 田 廣孝ノ 歸國ラ 聽ス。 ：：  

龜井 兹監、 其 家臣 大國隆 正、 福 羽 美 靜ヲ薦 擧ス。  

佛國 公使 二  、堺港 爭鬪ノ 犯罪者 ヲ處 分スル コトヲ 告ク。 ：>  

田 齊泰京 二 至ル。  -  

德川 氏、 老中 稻葉 正邦ヲ 罷ム。  

廿 三日 4!- 銀舊 貸、 姑 ク新貸 ト拉ヒ 行 ハシム。  

池 H, 茂 政、 其臣神 戶爭鬪 ノ故ヲ 以テ、 屛居シ テ命ヲ 待ッ。  

前 田 慶寧ヲ シ テ、 親 兵 編制 ノ 費用 ヲ上ラ シム。  

毛 利 元 周-一 、義弟 元懋 ヲ嗣ト 爲スヲ 聽ス。  

松 平 直 己、 松 平 直 哉、 京 二 至ル。  

土 佐 藩士 箕浦元 章 等 ノ 佛人妄 殺 ノ罪ラ 正シ、 死 ヲ辦港 二 賜フ。  

:h 四 曰 始テ理 lil ヲ 京師 二 置キ、 言 路ラ洞 開ス。  -  

諸家 二 令 シ 、其 皁隸 ノ 祭赛 演劇 等 ノ地ニ 至リ、 撗暴 ノ行ヲ 爲スヲ 禁ス。  

松 平 賴位ノ 罪 ヲ釋シ 、職 位ヲ 復ス。  ……- 

小濱藩 保管 ノ 舊水戶 藩士 武田藎 等 ヲ釋シ 、本 藩 一一 復歸セ シム。  

酒 井 忠義 二 大坂ノ 藩邸 ヲ 還付 ス。  

拳須賀 茂韶、 上書 シテ親 征ノ擧 ヲ止メ ン コ トヲ 建議 ス。  


朽木爲 綱、 屛居シ テ命ヲ 待ッヲ 禀ス。  五一 一一 一 

本 莊宗秀 、京 二 至ル。  Ms 

上 杉 齊憲ノ 老-臣 、京 二 至ル。  五 S 

安部 信發、 井上 正順ノ 老臣、 京-一至 ル。  五一 五 

卷三 十九 

廿 五日 攝、 播ノ 土民-接 亂ス、 明 石、 龍 野 二 藩 ヲシテ 、之ヲ 鎭輯セ シム。  五一 七 

. 福 山藩ヲ シテ、 松 山 征討 ノ兵 ヲ撒セ シ ム。  さ 一一 一 

片桐貞 篤 ノ 歸國ラ 聽ス。  五一 一一 一一 

德川慶 勝、 德川茂 承、 松 平 茂昭、 上書 シテ 東征 ノ師ヲ ^メ ン コ トヲ 請フ、 批シテ 大總督 ニ請ハ シム。  1<^ーーーーー 

,2: 國 事務： lir 北陸 道 先鋒 總督高 倉 永祜二 移 書 シテ、 其 職掌 ヲ讒 示ス。  五一 一 五 

土 井利 敎及 ヒ 牧野 康濟 ノ 老臣、 京 二 至ル。  さ 一六 

戶田忠 行、 旁 近 ノ諸藩 一一 移 書シ、 相 共 一一 德川氏 ノ爲ニ 恩赦 ヲ請ハ ン コ トヲ 謀ル。 …… ：  ifi 一一 六 

せ 六日 再 ヒ親征 ノ期ヲ 布告 ス。  一七 

九 條道孝 ヲ奧羽 鎮撫 總督、 總督 澤爲量 ヲ 副 總督、 副總督 醍醐 忠敬 ヲ 參謀ト 爲ス。  さ 一七 

佛、 英、 蘭三國 公使 入京 ノ期ヲ 布告 ス。  璧 0 

諸侯 二 令 シテ、 立烏帱 子、 裏附、 狩 衣 等 ラ服ス ル ヲ 許ス。  Hi 六 

松 平 慶永ノ 勤勞ヲ 賞シ、 直 衣ラ服 スルヲ 許ス。  M 七 

丹 羽 氏 中 及 ヒ 其 家臣、 勤王 誓 書 ヲ 上ル。  1- 一一 ーセ 

織 田 信 學ノ子 信敏、 父 二 代 リテ人 覲シ、 水 野 勝知ノ 老臣 京 二 至ルっ  聖セ 

伊達 慶邦， 上 杉齊憲 上書 シ テ 、討會 ノ 不可 ヲ陣シ 、叉 之 ヲ奧羽 ノ諸藩 一一 告ク。  憂 七 

廿 七日 祌祇 事務局 督幟仁 親王 ラ罷メ  、白 川 資訓ヲ 以テ之 一一 代へ、 龜井 兹監ヲ 議定 兼 神祇 事務 輔ト 爲ス。  五 S 一一 一 
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軍 防 事務局 刺 事 吉并德 春、 權判 事大 村 永 盆ヲシ テ、 軍制 ヲ 議定 セ シ ム。 •：：： …-… -  

鷲 尾 隆聚ノ 部 兵 ヲ以テ 親兵ト 爲ス。  

長 門 藩 兵 ノ兵庫 警守ヲ 罷ム。  

龜井茲 監ノ猿 力 辻 守衞ヲ 罷メ、 小 笠 原 J!: 竽ヲ シテ、 在京 ノ兵 ヲ撤セ シ ム。  

一 柳賴紹 ノ子賴 明、 京 二 至ル。  

土方 雄 永、 及 ヒ 大久保 忠禮ノ 老臣、 京 二 至 ルっ  

大總 督呀、 嘗 ラ 2： 國、 軍 防 一 一局 一一 致 シ 、東國 諸侯 入京 ノ 事宜 ヲ 報ス。  

卷 HI 十 

r> 日 天皇 在京 ノ 諸侯 ヲ召見 シ國事 二 努メン コトヲ 詔 詭シ、 又 特ニ物 ヲ島津 忠義 父子、 毛 利廣封 ハ乂子 ニ賜フ 

凡ソ 上申 稟請ノ 書ハ、 辨事 3!  二進 啓セ シ ム。  

外國 公使 入京 二 ヨリ、 道饗 祭ヲ禁 門外 二 修ス。  

. 松 平 武聰ノ 入京 ヲ許シ 、功 ヲ立テ 其 罪 ラ贖ハ シ ム。  

相 馬 季齓ノ 請 二 因リ、 人 親 ノ期ヲ 緩 二 スル ヲ聽ス C  

牧野 貞利ノ 老臣 京 二 至リ、 人覲ノ 遲延ス ルヲ 謝ス。  

姬 路藩ノ 老臣、 兵隊 及ヒ 船隻ヲ 東征 ノ用 ニ供セ ン ト請フ 、批シ テ 後命ラ 俟タシ ム。  

有 馬 道 純 京 二 至ル。  

有 馬 麼賴及 ヒ戶澤 正實、 立 花 種恭、 津輕 承叙ノ 老臣、 京 二 至 ル。  

廿 九日 薩、 長、 藝三藩 ヲシテ 、外國 公使 朝參ノ 際、 建 春、 日華、 月華ノ 三門 ヲ守 衞セ シム。  

永 井尙服 ノ 家臣、 大坂 行幸 ノ 際、 奉迎 ノ 條欽ヲ 稟請 ス。  

本 多忠鄰 一一 歸國ヲ 聽ス。  

岡 部長 寛 二 歸國ヲ 聽ス。  


井伊 直憲 ノ 家臣、 柳瀨 關 門廢置 ノ 事ヲ稟 請ス。  1 さ 

森忠典 ノ 子 忠儀及 ヒ 前 田 利 ノ 老臣、 京 二 至ル。  0^ 

稻葉正 邦、 慶喜ノ 謝罪 狀ヲ 携へテ 上京 セ ン ト ス、 遂 一一 其 行 ヲ栗サ ス。  .-i 七 一一 

卷 四十 一 

晦 a 佛國 公使、 蘭國 公務 代理 總 領事 參 e 謅見ス 。英國 公使、 途中 剌客ノ 要擊ス ル所ト ナリ， 遂ー 一朝 ス ルヲ果 サス。 …天 一一 

外國 事務局 督晃親 王 等 ヲシテ 、英國 公使 ヲ 慰問 シ、 又 諸 藩 二 令シテ 犯人 ラ搜 索セ シム。  H 八 1- 

大 原俊實 ヲ 海軍 先鋒 ト 爲ス。  六 8 

井^ 直憲、 大坂 行幸 二 扈從 スル ラ辭シ 、老臣 ヲ シ テ 沿路 ヲ 警護 セ シメン コトヲ 請フ。  さ 一 

有 馬 氏弘、 疾ヲ 謝シ、 在」 一 0^ ノ 老臣ヲ シテ事 ニ從ハ シ メンコ トヲ fg フ。  六 0 一 

鍋島齊 正、 長 岡 護美、 靑山 忠敏及 ヒ 黑田 直養ノ 老臣、 京 二 至 ル。  さ 一一 

是 月 參與樱 井元 憲ヲ 罷ム。  さ 一一 

制度 事務局 權 判事 井上 長 秋、 衣服 ノ制 ヲ定メ ン コトヲ 建議 ス。  さ 一一 

毛利廣 封、 一 定ノ 國是ヲ 守リ、 萬國ト 拉立セ ン コトヲ 建議 ス。  六 g 

土 佐 藩士 石 田忠卿 等、 ii 鉋、 小豆 一 一島 鎭撫 ノ狀ヲ 陳ス。  六 一一 一一 

本 多 忠鵬、 前 田 利同ノ 老臣、 京 二 至 ル。  さ 一 a 

卷四 十二 

三  月 

朔 日 鍋 島 齊正ラ 議定、 毛 受洪、 長 岡 護美 ヲ參與 ト爲シ 、洪 及ヒ田 中輔、 坊城俊 章 一一 辨事、 齊正 、護美-一 軍 

防 事務局 輔 ヲ兼ネ シ メ  、參與 荒 川 良知 ヲ罷 ム。  さ 一七 

嗜殺 ノ禁ヲ &ス。  さァ 

加 藤明實 ノ 錦旗 守衞 ラ 罷メ、 伊東 長 5^ ヲ以テ 之 一一 代フ C 〇 赤德藩 ノ 姬路 守兵 ヲ 罷ム。 〇 柳 澤保& ヲ シ 
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ァ 安治川 ロノ 守兵 ヲ督セ シ ム c〇 池 ffl 政禮ノ 歸國ヲ 聽ス。  -  

興 福 寺 寧 侶 ヲシテ 御 服櫃ヲ 護衞セ シム。  

軍 防寧務 all 督嘉彰 親王、 英國 公使 遭難 ノ コ トニ ョ リ、 上書 シテ 罪ヲ 乞フ。  

池 田 茂攻、 播磨、 美 作、 備中諸 藩 以下 歸順 ノ狀ヲ 奏ス。  

鍋 島 直彬及 ヒ扳倉 勝已ノ 老臣、 京 二 至ル。  

東 山道 先鋒 總督岩 倉 具定、 下 識訪驛 二 抵ル。  

二 日 車駕 啓行ノ 期ヲ延 フル ラ 布告 ス。  

.  參與久 保 田 秀雄ヲ 罷ム。  

英國 公使、 明日 參朝ス ルヲ 以テ、 薩摩、 紀伊 以下 諸 藩 ヲシテ 、禁 門及ヒ 道路 ヲ警 守セ シ ム。… 

立 花種恭 ノ 請 一一 因 リ 、宗家 ノ 隊伍-一 附シテ 、征役 一一 從フ コトヲ 聽ス。  

九 鬼隆義 ノ請ニ 因リ、 米ラ 獻シテ 軍資 二 供 スルヲ 聽ス。  

松 平定 安- 失火 ノ 際、 ハ t 朝 等 ノ 事宜 ヲ稟請 ス。  

奧羽 鎮撫 總督 九條道 孝、 副總 督澤爲 量、 京師 ヲ發 ス。  

大久保 忠禮、 堀 田 正 倫 等 四十 三人 連署 シ テ、 慶喜ノ 爲ュ哀 ラ請プ 。批シ テ 大總督 一一 上ラ シ ム 

藤 堂 高潔、 京 二 至ル。  

北陸 道 先鋒 總督高 倉 永 祜金澤 二 至ル。  

慶喜、 王師 東下ス ルヲ 以テ、 其臣 隸ヲ戒 筋ス。  

三 HI 外國 公使 朝見 スルラ 以テ、 參賀ヲ 停ム。  

英國 公使 參內 謁見 ス 、佛、 蘭 一 ー國 公使 モ亦禁 内 二 參 同ス。  

一 柳賴 明、 親征 ニ從ハ ン コトヲ 請フ。 水 野 勝知ノ 歸國ヲ 聽ス。  

佛、 英、 蘭 一 一 ー國 公使 退京 ノ際ノ 警衞ヲ 、加 賀以 下 諸 藩 一一 命ス"  
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板 倉 勝殷ノ 老臣、 京 二 至ル。  

卷四 十三  1 

日 蜂須賀 茂韶ヲ 議定 兼 刑法 事務局 輔、 荒 尾 成 章 ラ參與 兼 刑法 事務局 判事、 平 田鐵胤 ヲ內國 事務 頁半 

事ト爲 シ 、參與 田 宮篤輝 二 内國 事務局 判事、 寺 島宗則 一一 制度 事務局 判事 ヲ兼ネ シム。 ：  

久留米 藩 ヲシ. テ 神戶ヲ 警守セ シ ム、 尋テ柳 河、 大洲ー 一藩 一一 紳戶、 西宮ノ 守衞ヲ 命シ、 久留米 藩 ヲ罷ム n 

藤 堂 高 邦 二 シテ、 宇治 關門ヲ 警守セ シム。  

京 極 高 典 ノ 市中 取締 ヲ罷メ  、松 平 義勇 ヲ以テ 之 二 代フ。  

也 田 茂 政. 淺野茂 勳ヲシ テ、 舊 一一 依リ、 舊松山 封地、 及ヒ. 河逄川 以西 ノ地 ヲ管セ シム。  

永 井 直諒、 永 井 直 哉、 谷 衞滋ノ 歸藩ヲ 聽ス。  

伊達 宗德、 松 山 平定 セ ルラ 以テ、 其兵ヲ 班へ スヲ 稟ス。  

土屋寅 直、 松 平 賴繩、 阿部 正恒ノ 老臣、 京 二 至 ル。  ：• 

英國 公使 ラ龔擊 セル 二 一枝 眞洞、 朱 雀貞固 ヲ 梟首 ス。  -,  

佛、 英、 蘭三國 公使 京都 ヲ辭 ス。  .：：•  

牧野 貞利、 黑田直 養、 德川氏 二 請ヒ、 江戶 ョ リ其藩 二 歸ル。  

日 丸龜、 大洲 以下 ト四 藩ノ 吏人 ヲ 諸道 二分 遣ス。  

蜂須 賀茂韶 ヲシテ 、姑ク 京都 ヲ 留守 セ シム。  

毛 利 元 周 致仕 ス、 養子 元懋テ シ テ其封 ヲ襲カ シ ム。  

脇 坂 安斐、 堀直賀 ノ 歸國ヲ 聽ス。  

板 倉 勝尙ニ 人朝ヲ 命ス。  

小 笠 原 長 國屛居 シ テ罪ヲ 待ッ、 入京 シ テ 後 命 ラ俟タ シム。  

si.^  ノ 老臣、 上書 シ テ 其 主 ノ爲 M 哀ヲ 請フ、 是 日長 行 ラシ テ歸順 ノ實ヲ 擧ケテ 、後 命 ヲ 俟シム 
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松 平 賴英、 本 多 助成 ノ 老臣、 京 二 至ル。  、  七 g 

大總督 熾 仁 親王、 駿府城 二 人ル、 先鋒 總督 橋本實 粱等來 會ス。  七 0五 

卷四 十四 

六 日 九州 鎮撫 總督澤 宣嘉ヲ シテ西 海道 ヲ 統轄 セ シ ム。  さ 七 

高 松 保 村ヲ、 其 ハ乂保 實ノ邸 二 幽ス。  七 一一 

山 2 豐範ノ 請 二 因リ、 大坂 ヨリ 歸藩ス ル ヲ 聽ス。  七 一一 一 

大總督 熾 仁 親王、 三道ノ 先鋒 總督 一一 令シ、 本 月 十五 日ヲ期 シテ江 戶城ヲ 進擊セ シ ム。  七 一一 一 

東 山道 先鋒、 成ヲ勝 沼驛ニ 破ル。  七 ニー 一 

田 安 慶賴ニ 命. ン、 慶 喜ヲシ テ 謝罪 ノ實ヲ 擧ケ シメ、 且 緩急 ノ際 親子 內 親王 ヲ 護衞セ シ ム。  七 一一 一一 

德 川氏ノ 家臣 淺野 氏祐 等、 書 ヲ佛國 公使 一一 致シ、 橫須 賀製鐵 所造營 ノエ ヲ停 ム。  さ 五 

七 日 大津 裁判所 ヲ 置ク。  七 一六 

諸 藩 ニ令シ テ士 庶 ノ逋逃 ヲ禁シ 、言 路ラ 洞開セ シ ム。  セ 一六 

堀 親義ノ 致仕 ヲ聽シ 、酒 井 忠惇ノ 官位 ラ據 ク。  七 一六 

鍋 島茂實 ノ 支族 直 彬ヲ シテ、 長 崎 鎭衞ヲ 按行セ シム。  ： …七 一八 

議定 島津 忠義 傣金 ヲ辭ス 、聽 サス。  七 一九 

山， M 豐範 * 別 子 銅山 ヲ管 理セ ン コトヲ 請フ、 聽サ ス。  七 一九 

柳 生 俊 盆 、京 極高朗 ノ 歸藩ヲ 聽ス。  せ 一 0 

細 川 興 貫、 淼川俊 方 老臣、 京 ニ至ル o〇 丹 羽 長國、 支族 一 撟國敬 ヲシテ 代勤セ シ メ ン コ トラ 請フ、 遂ニ 果サ ス。： 七 一二 

勝 山 藩、 美 作 警備 ノ兵ヲ 撒還セ ン コ トヲ 禀ス。  七 一一 一一 一 

石川總 管、 德川氏 二 請ゥ テ藩 二 歸 ル。  七ョ 一一 

八 日 撟 本實麗 ラ參 與ト 爲ス。  七 一一 一一 一 
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市中 取締 三藩チ 京都 裁判所 二 屬ス。  

典 藥少允 高 階 經由等 ノ請ヲ 聽シ、 歐方ノ 所長 ヲ采 用セ シム。  

松 平賴聰 軍資金 ヲ献 シテ、 罪ヲ 謝ス。  

生 駒 親 敬 ヲ奧羽 鎮撫 使 二 屬ス。  

東 本願 寺 光勝 ノ 献金 ヲ 賞ス。  

遠 藤 齓城ノ 家臣、 上書 シ テ 胤城 ノ人覲 遲延ス ルヲ禀 スヌ…  

青山 幸宜京 二 至ル。  

松 平定 敬、 德川氏 一一 告ケテ 、其 別 邑柏崎 一一 赴ク。  

親子 內 親王、 田 安 慶賴ヲ シテ、 其 臣隸ラ 撫輯セ ジム。  

九 日 天皇、 三 職 ヲ太政 官代ニ 召 シテ、 蝦夷 ノ 事宜 ヲ詢ヒ 給フ。  

毛 利 廣封ヲ 議定 ト爲シ 、議定 鍋 島 齊正ヲ シテ、 制度 事務局 輔 ヲ兼ネ シ ム 

薩摩藩 ノ鷲尾 隆聚邸 守衞、 建 部 政 世 ノ 華 頂 宮警衞 ラ 罷ム。  

戶田 氏、 京-一 至ル。  

松 平 賴升ノ 老臣、 京 二 至ル。  

卷 四十 五  . 

十 日 浪士ノ 私 一一 貴紳 一一 託 シテ、 其附屬 兵ト稱 スルヲ 禁ス。  

奧平 昌邁ヲ シテ、 ハ乂昌 服 一一 代リ、 大坂ヲ 守 衞セ シ ム。  

秋 月藩ヲ シ テー -條 城ノ棚 門ヲ守 衞セ シ ム。  

慶喜、 東 山道 總督岩 倉 具定 一一 因 リ テ 、哀請 書 ラ 上ル。  

十 一 日 神武 天皇 祭 使 ヲ畝傍 陵 一一 遣 シテ、 -幣 帛ヲ 奉ス。  

在京 ノ 諸侯 ヲ シ テ 、官位 任叙ノ 年月日 ヲ 錄上セ シム。  
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藤 堂 高 邦 ヲ シ テ 、 宇治 關門 ノ守衞 ヲ撿セ シム。  

戶 澤正實 ノ請 一一 因リ、 歸 藩シテ 兵備 ヲ 修理 スルヲ 聽ス。  …- 

榊原攻 敬、 奧平 昌邁. 上書 シ テヽ慶 喜ノ爲 ニ哀ヲ 乞フ。  

海軍 先鋒 大原 俊實 京師 ラ 發ス。  

中 川 久眧、 毛 利 高 謙、 京 二 至ル。  

松平慶 永、 上書 シ テ、 姑ク 東征 ノ師ヲ 止メン コトヲ 請フ。  

卷四寸 六 

トニ 日 毛 利 敬 親 ノ請ュ 因リ、 老臣 吉川 經幹ヲ 支封ト 爲スヲ 聽ス。  

松 平 賴升ヲ 討會ノ 先鋒 ト爲 ス。  

議定 山 S 豐信 ヲ シ テ 、疾 ヲ 大坂 二 養 ハシム。  

黑田 長溥、 老臣 ヲ シ テ 長 崎 ラ 按行 セシメ  、其 異狀 ナ キラ 禀ス。  ：  

松 平 忠和ノ 老臣、 藩 兵 京 二 至 ル ヲ稟シ 、使役 二 供 セン コト ヲ 請フ。  

本多忠 直、. 酒 井 忠經及 ヒ 本 多 忠紀ノ 老臣、 京 二 至ル。  

大總督 熾 仁 親 王、 入道 公 現 親 王 二  0 シ 、慶喜 ヲシテ 謝罪 ノ實 ヲ表セ シム。  

慶喜、 復 其臣隸 ノ輕擧 妄動 ヲ戒 ム。  

ト三 日 副 島 種 臣ヲ以 テ參與 兼 制度 事務局 判事 ト爲シ 、議定 細 川 護久 ノ 刑法 事務局 輔ヲ 罷ム。  

薩、 藝， 長 三 藩 ノ大坂 市街 取締 ヲ收 メテ 巡邏 ト爲シ 、高 島 藩 兵 ヲシテ 、一 一條 城ノ柵 門ヲ警 守セ シ ム。 

祠宮 ヲ 神紙宫 二 屬 シ 叉別當 社僧 ヲ シ テ 蓄髮 セ シム。  

久留島 通 靖ノ請 二 因リ、 封邑 二 保 防ヲ築 キテ、 不虞 ニ備 フル ヲ 許ス。  

備前藩 ヲシテ 、其 拘留 ス ル松平 武聰ノ 家臣 ヲ、 武聰 一一 還付 セ シム。  

一 柳 未德、 京 二 至ル。  
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小 笠 原 忠枕ノ 老臣、 兵 ヲ率ヰ テ京ニ 至ル。  

親子 E 親王、 書ヲ 東海 先鋒 總督橋 本 實粱、 東 山道 先鋒 總督岩 倉具定 一一 致シ、 其 進軍 ヲ止メ ン コ ト 

ヲ 請フ。 〇 具定板 橋驛ニ 至ル。  ：  

卷四 十七 

十四日 天皇、 紫宸殿 一一 御シ、 公卿 諸侯 ヲ率 ヰテ、 天神地祇 ヲ祭リ 、國是 五章ラ 約定 シ給 フ。  

新 發田藩 兵ヲ シテ華 頂 宫ラ 護衞セ シム。  

英國 公使、 兇徒 ノ處罰 一一 關スル 法令 ノ 公布 ヲ 促ス。  

阿部 正靜、 白 川-一 復封 セン コト ヲ請フ 。報 セス。  

細 川 利 永、 本 莊道美 京 二 至ル。  -.  

勝義 邦、 大總 督府參 謀西鄕 隆盛 ノ營ニ 至 リテ、 慶喜 謝罪 ノ情 願ヲ陴 請ス。 隆盛 乃チ 東海、 東 山 1 0 

ノ 先鋒 總督ニ 牒シ、 假 一一 明日 ノ 進軍 ヲ 止ム。  

卷四 十八 

ト 五日 親 征ノ旨 趣ヲ申 詭 ス。  

禁令 五條 ヲ 海内 二 頒チ、 舊 慕府ノ 揭榜ヲ 撒ス。  =  

內國 事務局 權 判事 長 谷川 景隆ヲ 、参 與 兼內國 事務局 判事 ト爲 シ 、議定 伊達宗城 ノ 大坂 裁判所 總督ラ K 恥 ム 

池 E 政 詮ヲシ テ、 宗家 池 m 茂 政 ノ後ラ 承 ケシメ 、政 詮ノ子 政 保 一一 ハ乂 ノ封ヲ 襲カシ ム。  

阿波、 土 佐 一 一藩 ノ近江 取締 ヲ罷 ム。  

牧野 誠成ヲ シテ、 歸藩シ テ 守備 ヲ修メ シム。  

靑 山幸宜 、 上 書哀 ラ請フ 、在京 屛居シ テ後命 ヲ待タ シム。  

舊韮山 代官 江川 英武 ノ管 地舊 ニ仍ラ シム。  …： 

井上 正直、 久松 勝吉、 相良賴 基、 板 倉 勝 弘及ヒ 鳥居 忠寳、 小 笠 原 貞正ノ 老臣、 京 一一 至ル。  
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北陸 道 先鋒 總督萵 倉 永祜、 高 田 二 抵ル。  八 八 六 

十六 日 松 平尙服 京-一至 リ、 上書 罪 ラ謝シ 、起居 ヲ候 セン コトヲ 請フ。  ：：… <  八 六 一 

渡邊草 綱、 高木 正坦、 京 一一 至 ル。  八八ノ 一 

堀 親義、 田 安 慶賴ノ 書 ヲ大總 督宫ニ 呈シ、 進軍 ヲ止メ ン コ トヲ 請フ。  八 化 一 

德 川氏ノ HH 僚、 江 戶城ヲ 避テ、 安 慶賴ノ 第二 徙ル。  八 九 0 一 

十七 日 長 崎 裁判所 參諜 大隈重 信ヲ、 參與 兼外國 事務局 判事 ト爲 ス。  八 九 一一 

在京 諸侯、 五節 參賀 等ノ 條規ラ 定ム。  八 九 一 

内國 事務局、 其 民政 掛 ヲ 西 奉行 二 徙 シ 、民政 役所 ト 稱ス。  八 九 一一 一 

.  if^" ぶ 高潔、 黑田長 知、 池 W 章攻ラ シテ、 親征ニ 扈從セ シ ム。 相 良賴基 扈從ヲ 請フ、 聽 サス。  八 九 一一 一 

；^^中藩 ヲ シ テ 蛤 門 ヲ { 寸衞 セ シム。  い  八 九 プ，； 

梳 村 家 保、 松 平直靜 ノ請ニ 因リ、 歸藩シ テ疾ヲ 養フヲ 聽ス。  八 九 六： 

松 平麼倫 、上書 シテ、 K 喜 ノ爲ニ 哀ヲ乞 フ。  八 九セ： 

大河 5: 信 古、 稻葉久 通、 安部 信發、 京-一至 ル。  八九ノ 

大總督 熾 仁 親王、 窨 ヲ英國 公使 一一 遣 リテ、 東征 ノ コ ト ヲ 告ク。  八 九 八 一 

十八 日 詔 シテ准 后藤 原氏ヲ 尊ヒテ 皇太后 ト 曰ヒ、 大宫ト 稱ス。  八 九 八 一 

朝責 ノ 名稱 ヲ冒 シテ、 金銀 ヲ 貸與 スルヲ 禁ス。  九 8 

德川德 成 ノ、 親 征ニ先 チテ大 坂 ニ赴ク ヲ聽ス 、松 平慶永 モ亦病 ヲ以テ 扈蹕ヲ 辭ス。  九 8^ 

毛 利 元 純、 人覲ノ 次、 大坂ニ 逗留 スルヲ 稟ス。  さ 一一 

稻ほ 一太 淸及ヒ 南部 信順ノ 老臣、 京-一 至ル。  さ 一一 
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明治 元年 戊辰 一 一月 三日 

〇 一 一月 

三日、 諸 藩 二 令シ、 元 治 甲子 以後 諸 國ノ警 守、 去年 十一 一月 來宿衞 徵發ノ 兵 額、 及 ヒ在藩 ノ見兵 

等ヲ 錄上セ シ厶。 

.ー 去ル 子年 ョ リ以來 、諸國 御 警衛 其 外 持 場 等 之 ja^、  . 

一 去年 卜 1 1 月 九日 以來、 御 警衞其 外出 丘 〈等、 出先 兵隊 之 人 數等之 事、 

一 當時 在家 兵隊 其 外人 數之 事、 

右 早々 可 申出 事。 

警衞 出兵 之 書 附左之 通 相 認可 差 出 候、 

隊長 何人 番頭 何 人 司令 士 何人 銃隊 何人 大砲 何 挺 其 外 附屬之 向 

德川義 宜家記 

〇 諸 藩 届書 

1 去 ル 子年 以來、 諸 國御警 衞其外 持 塌等無 之 候 事、 

1 去年 4- 一 一年 九日 以来、 御 警衞其 外出 £(等 出先 兵隊 千 五 百 人、 

總督毛 利 内 匠  參謀四 人 軍 監十人 司令 士 二十 人 半隊 司令 士 二十 人 

復古 記 卷ニ 十八 (上.) 明治 元年 二月 三日  一 


a 古記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  一 

嚮導 押 伍 八十 人 • 大砲 無 之 器械 小 荷駄 方 五十人 

一 右 兵隊 ヨリー 一 百 人 宛 御門 御 守 衞仕候 事、 

一 同斷 ョ リ 山陰 道 西 園 寺 殿御 警衞ト シ テ 御供 仕 候 事 

一同 斷 ヨリ 七 百 人 伏 見 大坂罷 越 候 事、 

一 去 冬 十 一 月下 句、 山陽 道 a リ、 總 督堅 田 大和 一 手 備前 片上糧 越、 正月 廿 三日、 豫州松 山 へ S 被 仰 付 候 -ー 付、 同 手 千 百 

人 直 樣彼地 出張 仕 候 事、 

一 右手 ヨリ 八 百 人 浪花 出張 仕 居候 事、 

但毛利 内 匠手ト 交代 仕 候 事、 

一 當時 在京 兵隊 千 五 百 人、 

但總督 毛 利 内 匠 一 手 之 事、 

右 之 通 御 坐 候、 以上。  - 

長 門 宰相 内 

二月 五日  寺內暢 三 

輦下日 載 

〇 

一 去ル 子年 ョ リ 以来、 諸 國御警 衞其外 持 場 等 之 事、 

右 御ケ條 朝廷 ヨリ 被 仰 付 候 儀 無 御座 候、 

一 當時 在家 兵隊 其 外人 數之 事、 

右 御ケ條 兵隊 人 數高之 儀、 早急 在所 表 へ 申 遣 取調 之 上申 上 候 樣可仕 候、 


今度 江 戶表卸 征伐 -ー 付、 人 數出之 儀、 先日 モ 御沙汰 -ー 付、 早速 申 遣 置 候 間、 是又人 高 申 越 次第 申 上 候 樣可仕 候、 兼々 當家 

之義 ハ 、磐 城國 海防 之 儀 相 心得 居、 浦々 御陴星 ヨリ 注進 次第、 人 數指出 候 ノ譯- 一 相 成 居、 尙亦此 度會津 表、 如何 樣之 異變 

相 生 間 モ難計 候處、 隣 藩 之 儀 -ー 付、 時機 二 寄リ、 領分 堺迄 ハ 人数 繰 出 候 手配 モ御坐 候 間、 小 家 之 薄 カ微勢 二 付、 他 邦 迄 


之 出 勢 等 ハ 相 屆兼候 儀 ト奉存 候、 乍 去 今度 御 親 征之儀 ハ 格別 之 御 儀 -ー 付. 

中 候、 尤前申 上 候 通、 此表 二 テ ハ 人數高 ハ 相 分 リ兼候 得 共 略 左 二 申 上 候、 

隊長 * 人  番頭 貳人  銃 頭 三人 

小 荷駄 奉行 量 人  甲 士貳十 人 程 大砲 打 手 士« 十 人 程 

概方兩 三人  三 四 挺  鐵 砲足輕 七十 人 程 

役々 附屬帶 刀 t3->l 

之者竝 小人 共 百 入 程 

右 ハ 大略 申 上 候、 互 細 之 儀 ハ 申 越 次第 早速 可 申 上 候、 此段 御請 申 上 候、 以上。 

二月 五日 


〇 

去ル 子年 巳來、 諸 國御警 衞其外 持 場 等 無 之 候 事、 

去年 十一 一月 九日 已來、 御 警衞其 外出 兵 等、 左 之 通、 

總督壹 人  參謀 1 一人  軍監ー 一人 

嚮導 押 伍一 一十 四 人 銃隊 1 一 百 人 大砲 無 之 

右 兵隊 中 ヨリ 五 拾 人 宛 、給 御門 御 警衞仕 候 事、 

復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二  三日 


如何 樣ニ モ相 配リ、 江戶 表へ ハ人數 指 出 可 

使番兩 三人 

書記 役 壹兩人 

小役人 菟十人 程 


秋 田 万 之 助 家老 


己 

春 藩 記 


司令 士六人 半隊 司令 士六人 

器： M 小 荷駄 方 病院 共 三 拾 三人 


復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  •  四 

一 同斷 ヨリ 六 拾 人、 浪華 出張 仕 候 事、 

一 當時 在京 丘 ハ除贰 百 人、 

右 之 通 御座 候。 

毛 利 淡 路守内 

辰 二月 五日  大野 內藏 之丞 

毛 利 元 功 家 記 

〇  . 

昨 四日、 御 達 御 坐 候-一 付、 子年 以来、 被 仰 付 候廉々 左 之 通、 

元 治 元年 5. 子 七月 朔日、 

一竹 田 街道 御警衞 引揚， 洞 ケ峠御 警衞被 仰 付 候、 

同年 七月 十九 日、 

一 日 之 御門 前 御 守衞 御免、 洞 ケ峠御 警衞被 仰 付 候、 

同年 七月 十九 日、 

1 輦穀之 下 騒擾-一 付、 九 門 內外御 守衞蒙 仰， 洞 ケ峠人 數引揚 、日 之 御門 御守衞 出張、 

同年 七月 廿 七日、 

一 日 之 御門 前 御 守衞 御免、 洞 ケ峠御 警衞被 仰 付 候、  ， 

同一 一 丑年 八月 十一 一日、 

一 伏 見 豐後橋 御 警衞被 仰 付 候、 

慶應ニ 寅年 五月 五日、  . 


一 伏 見 豐後橋 御警衞 御免、 油 小路 竹 田 街道 御 警衞被 仰 付 候、 

同年 八月 七日、 

一京 都 御 守衞蒙 仰 人 京、 

同年 十月 廿 八日、 

一堂 上方 六方 御 守衞被 仰 付 候、 

慶應三 卯年 正月 一 一日、 

一 孝 明 天皇 崩御 -ー 付、 御 法事 中火 之番被 仰 付 候、 

同年 四月 一 一日、 

一泉 涌 寺 御陵 御 守衞被 仰 付 候、 

同年 十一 一月 十一 一日、 

一 內侍所 御 守衞被 仰 付 候、 

同年 十二月 十四日、  - 

一市 中 巡邏 被 仰 付 候、 

同年 十一 一月 十七 日、 

一泉 涌 寺 御守衞 御免、 

內侍所 非常 之 節、 永々 御 守衞被 仰 付 候、 

慶應四 辰年 正月， 1- 八日、 

1 東海道 官軍 御 差 出 -ー 付、 先鋒 御 人 數御繰 出 被 仰 付 出張、 

同年 正月 廿日、 

復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日 


5 


復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日 

一 內侍所 御 守 衞如元 被 仰 出 候、 

右 之 通 御 屆申上 候、 以上。 

二月 五日 

〇 

內 侍所爲 御守衞 出張 人數、 拉能 登守參 朝 之 節 召 連 候 供 連 人數、 

家老 共 ヨリ 足 輕ニ至 迄 百 三 拾 « 人 大砲 三 挺 

三 上表 爲 取締 出張 人數、 

家老 共 ヨリ 足輕- 一至 迄 五 拾菟人 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

二月 五日 

一 去ル 子年 以來 禁闕御 {寸 衞人數 凡 千 人 餘相詰 居、 其 後 相 重 申 候、 

一 持 場 乾 御門、 

一 去 卯年 十一 一月 九日 以來 御所 六 s; 内 御 警衞、 並 伏 見、 鳥 羽、 淀、 八幡、 橋 本 一 

代 等 申 付 候、 總 兵士 貳千五 百 一 一十 四 人、 

右 之內、 


加 藤 能 登 守 家 來 

西 村 均 兵 衞 

加 藤 明 實家記 


加 藤 能 登 守 

加 藤 明 實家記 


大坂 出張、 且丹 波路、 兵 庫、 大和 邊 へ 分 勢 交 


一 司令 士八拾 四 人 一 銃隊四 大隊 トニ 小隊 一 大砲 四 座 外 附屬七 百 貳拾ハ 人 

一 當時國 許 在家 兵士 凡 一 一 萬 人餘、 

右 ハ 去ル 子年 以来 御 警衞持 場、 又 ハ 去年 十一 一月 九日 以來 同斷、 其 外出 先 兵隊 人数 等、 且當 時國許 在家 兵士 員數御 ffl 御 見 

合 相 成 候 間、 早々 可 申 上旨 被 仰 渡 趣拜承 仕、 取調 申 候處、 右 之 通 御座 候、 此段申 上 候、 以上。 

薩摩 少將内 

二月 六日  內田仲 之 助 

島津 忠義 家 記 

〇 

一 去 子年 ョ リ以來 、御 警衞其 外 持 場等ノ 事、 

一 去年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞其 外出 兵 出先 兵隊 人 數等ノ 事、 

一 當時 在家 兵隊 其 外人 數ノ 事、 

右三 ケ條 取調 可 申出 趣、 御 達 ノ御旨 奉畏、 當時 在家 兵隊 其 外人 數 大砲 等 ノ儀、 於爱許 吟味 相屆不 申-一 付、 迅速 國 許へ 相 運 取 

調 ノ上可 申 上 候、 尤對馬 守 儀、 代々 朝鮮 押ノ御 役儀 相 勤 候 一一 付、 是迄御 警衞持 場 等 無 御座 候、 十一 一月 九日 以來、 何方 へ モ出 

兵 仕不ホ 候、 此段御 達 -ー 依 御 届 申 上 候、 以上。 

宗對馬 守 家来 

二月 六日  平 田 爲之允 

.  宗重正 家 記 

〇 

ー去ル 子年 ョ リ以來 、諸 國御警 衞其外 持 場 等 之 儀 左 -ー 申 上 候、 

復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  七 


野戦 砲 四 挺 

野戦 砲 一 一挺 


復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三 =t  八 

一 舊臊 九日 夜 ョ リ同 十四日 迄 御 臺所門 御警衞 邸内 詰 合 之 h ョ リ 出張 人数、 

頭 役 二人 士 十七 人 足輕 二十 二人 野 戰砲ニ 挺 

一 同 十五 日ョ リ 正月 ー 日 迄、 市中 nj- 廻 之 人數、 

士ニ 十八 人 足輕 四十 人 

一 ；止月 十二 日 ヨリ 闇 峠へ 出張 之 人數、 

士 組頭 一人 士 三十 人 足輕頭 二人 足輕 六十 二人 

一 同 十八 日、 闇峠ョ リ 引拂， 只今 南都 へ 在留 罷在候 人數、 

十： 組頭 一 人 ±十 五 人 足 輕頭ー 一人 足輕 四十 四 人 

一 當時 在家 兵隊 之 人數、 

士 組頭 や 人 士 二百 四十 二人 中小 姓 頭 二人 中小 姓 四十 人  徒士頭 二人 

徒士 五十人 足輕頭 二十 五 人 足 輕七百 人  野 戰砲ニ ト五挺 但桌 場置附 大，； W ハ 別-一 御座 候 

右 之 通手當 -ー 御座 候、 尤右 軍役 外 之士並 輕卒モ 御座 候 得 共、 急速 巨細 -ー 取調 出 來仕兼 候 -ー 付、 軍役 專要之 人 數而已 大段奉 

申 上 li^  、以上。 

二月 六日  松 浦 肥 前 守 

別紙 在家 兵隊 之 円、 

ー當時 南都へ 在留 之 人數、 

士 組頭 一人 士 十五 人 足輕頭 二人 足輕 四十 四 人 野 戰砲ニ 挺 

一 當時 在京 之 人数、 

士 組頭 二人 士ニ 十五 人 中小 姓 頭 一人 中小 姓 二十 人 徒士頭 一人 


徒士 二十 人 足輕頭 一人 足輕 五十人  野 戰砲四 挺 

一 在所 表ョ リ申 越シ、 追々 著 京 可 仕 害 之 人數、 

士 六十 人 足 輕頭六 人 足輕百 五十人 野 戰砲四 挺 A 

總 計、 

士 組頭 三人 士百人  中小 姓 頭 一人  中小 姓 二十 人 

徒士 二十 人 足 輕頭九 人 足輕 二百 四 ト四人 野 戰砲ト 挺 

右人 數高御 ffl 被 仰 付 候 得 ハ 差 出 可 申 候、 尤 時宜 -ー 寄 リ增減 可 有 御座 候、 以上" 

二 月. 六 日 


〇 


用人 其 外 役々 相 略 候 


覺、 

ー去ル 子年 以來. 諸 國御警 衞其外 持 場 等 無 御座 候 事、 

一 去年 十一 一月 九日 以来、 御 警衞其 外出 兵 等 之 儀 無 御座 候 事" 

一 弊 藩 兵隊 在京 之 人数 無 御座 候 事、 

右 之 通 奉 申 上 候、 以上。 


月 


曰 


〇 


徒士頭 一 人 


松 浦 肥 


前 守 

松 浦詮家 記. 


m 古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二 B 三日 


毛 利 左 京亮内 

時 田少輔 

毛 利 元 敏家記 


し 

プ 


復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  一 〇 

一 咋 四日、 御 達 御座 候 御 警衞之 儀、 去ル 子年 以來並 去 十一 一月 九日 以後 共、 人 數指出 候 儀 無 御 坐 候、 其 餘御達 之 趣奉畏 候、 右 

御請 奉 申 上 候、 以上。 

伊達 若狹 守家來 

二月 六日  黑田勝 左衞門 

伊 達 宗 敬 家 記 

〇 三月 二日 再 申 書 

在家 兵隊 當時有 合 之 人數、 

銃隊ー 一 百 五十人 位 

御 警衞出 丘 (之 人數、  . 

隊長 一人 司令 士，  二人 

右 之 外 附屬、 

目附 勘定 奉行 兵粮 方 

右 之 通 御座 候、 以上。 


銃隊ー 一 中隊 


都合 十 人位 


三 月 


伊達 若狹守 家 來 

家 藤 三 郞 兵 衞 

伊達 宗敬家 記 


〇 

去ル 子年 以來、 雪 母 坂 御 守 衞罷在 候處、 今般 更 -ー 蒙 仰、 當時 一 際 厳重 出張 仕 居候、 

去 nr 十日、 國カ相 應人數 差 出 候樣、 依 御沙汰 人数 上京 爲仕 候處、 其 後出 格 之 御 下 札 之 御 旨 趣 -ー 付、 不取敢 前段 御守衞 所 へ 


勤番 爲致 候。 

1 雪 母 坂 御守衞 人数、 

番頭 二人 士分 三十 人 

一 當時 在家 人數、 

家老 三人 番頭 用人 三人 

大砲 二 挺 

右 之 内此度 出兵 人數、 

名代 家老 一 人 

戦士 一 一十 五 人 

作 事 方 一 一人 

右 

二 月プ 日 


〇 


徒士 十五 人 


物 頭 三人 


番頭 用人 一 人 

右肇ー 一人 

附露之 向 四十 五 人 


物 頭 二人 

醫師 一 人 


足輕 五十人 


士分 三十 七 人 


大砲 三 梃 


附屬之 向 五十人 


徒士 二十 五 人 


使番ー 人 


徒 土 共 四十 人 


兵粮 奉行 

大砲 二 挺 


足輕 三十 八 人 


人 


分 部 若狹守 

分 部 光謙 家 記 


覺 、 

文久三 亥年 四月、 攘夷 御 決定 二 付、 泉 州 大鳥郡 高石儐 海岸 御 警衞被 仰 付、 不取敢 出兵 仕、 咋 卯年 迄 五ケ 年 之 間 相 勤 ，r 

一 月 御免被 仰 付、 人數引 上申 候、 

同年 五月、 依 御内 勅 登 京、 奉伺 天機 奉拜 龍 顔 天盃 頂戴 仕、 泉 州 海岸 爲撿知 罷越申 候、 

元 治 元年 六月、 泉 州境 御 警衞被 仰 付、 大和 橋へ 出兵、 同 七月、 御免被 仰 付 候、 

復 古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日 1 1   ,  一 一 


復古 記 卷ニ 十八 (ト： ) 明治 元年 二月 一一 一日  一 二 

一同 年 六月、 京都 不 容易 趣 承知 仕 候-一 付、 不待 召爲伺 天機 登 京 仕、 七月 十八 日 動 搖之砌 、依 御沙汰 參 朝 御 常 御殿 御 

守衞被 仰 付 相 勤 申 候、 同 八月 御 暇 被 下 置 歸邑仕 候、 

一同 年 七月、 豐後橋 ヨリ 宇治橋 御 警衞被 仰 付 出兵 仕、 同月 中 御免、 市中 巡邏 被 仰 付、 尙又 市中 巡邏 御免、 洛外 巡邏 

被 仰 付、 同 九月 御免被 仰 付、 人數 引取 申 候、 

一同 年 十二月、 常 野之賊 上向 之 趣 I ーテ、 侬 召 人数 召 連 登 京、 時々 參 朝 御 守衞仕 候、 且豐後 橋、 宇治橋 御 警衞被 仰 付， 璺 

後 橋 へ 出1;:;ハ、翌=^=^年正月、 御免、 人數引 上、 一 一月、 御 暇 被 下 置 歸邑仕 候、 

一 右 同斷、 常 野之賊 上向 -ー 付、 領分 中 仙 道 鏡 村 へ 關門取 建 出兵 仕 候、 

一 慶應元 ft 年 十 一 月、 京都 御 守衞被 仰 付、 四 ッ塚關 門 へ 出兵、 唯今 以御 守衞相 勤罷在 候、 

一 同 三 卯年 十月、 依 召 登 京 奉伺 天機、 同 十 一 月、 諸 藩 上京 無 之 - 一 付、 一 ト先御 暇 被 下 歸邑仕 候、  . 

一 同 十一 一月 朝政 御 一 新 之 旨 拜承仕 候 -ー 付、 爲伺 天機 不待 召 登 京、 唯今 以滯在 相 勤罷在 候、 

右 之 段 御 屆申上 候、 以上。 

橋下總 守家來 

二月 六日  大津 佐三郞 

. 市 橋 長 義家記 

〇  . 

去月 六 日、 御 屆奉申 上 置 候 通、 四ッ 嫁 關 門 御警衞 出張 爲 仕置 候人數 之覺、 

隊長責 人 番頭 * 人 司令 士 三人 戰士三 拾 六 人 銃 隊六百 人 大砲三門 

右 之 通 申 上 候、 以上。 

市 撟下總 守家來 


月 六 日 


大 津 


佐 三 

市 橋 長 


家 記 


〇 


去月 七日、 御 屆奉申 上 置 候 通、 供 方 竝星敷 詰人數 之覺、 

用人 壹人 物 頭 « 人 留守居 兩人  士分 貳拾人 

右 之 通 申 上 候、 以上。 


徒 士戴拾 三人 


月 


曰 


魏砲足 輕氪拾 人 

市 橋下總 守家來 

大津 佐三郞 

市 橋 長 義家記 


. 〇 

覺、  、 

在家 之 人數、 

重臣 ヲ始步 士至迄 合テ 百 四 拾 六 人  足輕 合テ 百 拾 七 人 

右之內 -ー テ、 在所 留守居 拉 上京 供 四ッ塚 出兵 等爲仕 居候、 此段御 屆申上 候、 以上" 

二月 六日 

〇 

去ル 三日 被 仰 出 之 趣- 1 付、 左 之 通 御 屆申上 候。 

復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  ， 


市 橋下總 守 家 來 

大津 佐三郞 

市 橋 長 義家記 


復 古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  一四 

二月 六日  池 田相模 守 

本家 ヨリ 附人、 

番頭 二人  組士 四十 二人 徒隊 一隊 但人數 二十 人 

司令 十二 一人 統 除ニ隊 右人 數 二十 人  • 

小頭 四 人  武器 方 一 隊  小 荷駄 方 一 隊 

右 之 內組士 一  隊、 銃隊 一 隊、 去月 三日 ョ" 伏 見 表 並 橋 本 邊大津 口 へ 罷出、 當時桑 名 表へ 本 藩 -ー爲 致附屬 出張 仕 候、 

在家 へ ハ 老幼 者少々 相殘候 外、 兵 除 等 ハ 無 御座 候。  池 田德定 家 記 

〇 

覺、 

飛驊守 儀、 去 子年 五月 奉 蒙 御 暇 候砌、 自國 領分 之義 ハ 、 絕海之 孤島 夷 舶通海 之 要路 -ー 候 間、 防禦 嚴整 不汙 御國 體樣、 

指揮 可 仕 S 奉 蒙 勅命 居候、 

一 同 丑年 於 江府、 幸橋ョ リ 新橋 之 間 警衞被 申 付、 滯府罷 在 候處、 同 寅年 六月 十九 日 被 差 免、 長 崎 應援被 中 付 置 候 義モ有 之、 

且自國 爲警衞 早 々 歸邑 防禦 候 樣被申 付 候、 

一 飛驊守 上京 仕 候 節、 召 連 候 銃 隊手當 、左 之 通、 

隊長. m 人 番頭 « 人 司令 士五人 銃隊五 4- 人 大砲 贰挺 

右 之 外、 在所 兵隊 之儀ハ 早々 飛驊守 へ 申 越、 其 上 奉 申 上 候、 以上。 

五島 飛 驊 守 家 來 

二月 六日  太 田 秋 之 助 

W 島 盛 德家記 


〇 一 一月 六日 京 極 高 厚 上申書 

當 辰年 正月 十四日 桂 御所 御 警衞被 仰 付、 人 數差出 置 申 候. - 

當時御 警衞罷 在 候 人数、 左 之 通、 

司令官 一人 屬吏四 人 銃卒 四十 人 鼓手 一人  豊岡藩 e-n 

〇 一 一月 六日 上申書 

覺、 

去ル 亥年、 御 親 兵 願 之 通 御 聞 濟人數 差 出 置、 其 後 御免 二 相 成 候 得 共、 非常 之 節 御守衞 仕度 志 -ー テ、 亥年 以來 心得 テ以テ 乍 

柳、 數不絕 差 出 置！^、 然ル處 追々 切迫 之 情 相 見 へ 、舊 臘來人 數相增 三十 人餘 家老 召連罷 登、 其 節 御 届 申 上 候義ニ 御座 候、 . 

一過 日 戰爭之 節、 五條 殿御 警衞 兼テ被 仰 付、 六人ッ 、交代 一一 テ差出 置、 只今-一 相 勤 居 申 候、 

一 正 mr 上旬、 内侍 所、 日ノ 御門 並 南門 御 旗 御 警衞被 仰 付、 人數 四十 人 餘差出 置、 其 後內侍 所、 日ノ 御門 御免、 南門 御 旗警衞 

計 二相 成、 二十 人ッ、 只今-一 差 出 申 候、 

一 去ル 三日、 ニ條 城へ 行幸-一 付、 依 御沙汰、 ニノ 丸 內堀爲 御 固、 人 數三卜 人 差 出 申 候、 

右 之 通 御座 候、 以上。 

加 藤 出 雪 守 內 

寺 井 庄九郞 

加 藤泰令 家 記 

〇 

一中 立賣 御門 御 警衞、 去 亥年 被 仰 付 置 候處、 元 治 二 年 丑 正月 御免被 仰 付 候 事、 

一 去年 十一 一月 以來ー 一階 町 御 警衞、 

復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  一 ^ 


役 古記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 一一 一日 

四 條樣爲 御 警衞、 土 分 拾 人 差 出 申 候 事、 

長 崎 表 御警衞 舊來被 仰 付 置 候處、 御一新 御 改革-一 付、 右 御 警衞向 改テ被 仰 付 候 事、 

當時 在家 兵隊 其 外人 數之儀 ハ 、於國 許 取調 之 上 可 申 上 候 事、 

豐後國 日 S 表、 並 -ー筑 前 國抬土 郡 日 ffl 支配 地へ、 左 之 通 警衞人 數指出 守 衞仕居 申 候 事、 

日 K 表 御 警衞、  . 


鐵砲大 頭 竟人 番頭 1^ 人 

大砲 拾 挺 陪卒 百 四 人 

恰土郡 内 日 田 支配 地 警衞、 

隊長 覺人 鉄砲 大頭 量 人 


足 輕銃隊 百 三 拾 人 

右 之 通 二 御座 候、 以上。 


大砲 拾 挺 


e: 七 


曰 


〇 

在家 兵隊 撒 人數、 左 之 通. 

先手、 

番頭 六 人 

大砲 役 一 一十 四 人 


Hsta ノ 1 ゾ入 

戰士百 一 一人 


七 人 


士銃隊 百 拾 七 人 


足 輕銃隊 百 三 拾 人 


番頭 童 人 

陪卒 


物 頭 

百 拾 六 人 


七 人 


士銃隊 百 拾 七 人 


黑 田 美 濃守內 

井上 六之丞 

黑 E 畏知 家 記 


- 二人 

小頭 十一 一人 


使 番六人 

銃卒百 五十人 


大砲 隊長 六 人 

旗 之 者 十 1 一人 


旗 奉行 一 一人 物 頭 十 人 

戰士百 四十 一 一人 

旗 之 者 十 人 馬 印 持 四 人 


旗本、 

家老 四 人  用人 三人  側役 二人  軍 奉行 一人 

近習 頭 五 人  使番 三人  目 付 三人  武具 方 二人 

大砲 隊長 四 人 大砲 役 十六 人 小頭 十四 人 銃卒百 八十 人 

遊 軍隊、 

備頭 一 人 物 頭 一 一人 使番一 一人 戰士 三十 五 人 農兵 一 一 百 五十人 旗 之 者 一 一人 

右 之 外 先手 旗本 遊 軍隊 附屬小 役 之 者 凡百 人、. 

總合千 百 三十 三人、  ， 

右 之 内當時 在家 人數、 

家老 一 一人  物 頭 一 一人 酉 守 居 一人 目 付 一人  士分 十 一 人 醫師ー 一人 

祐筆 二人  定詰 一人 徒 目 付 一人 徒士 十二 人 小頭 二人  足輕 十五 人 

小 役 之 者 三十 人 農兵 十五 人 

右人 數之内 ヨリ、 當時ー 一條 御城 樋 ノロ 柵 御門 御 番所 詰 相 勤罷在 候、 此段奉 申 上 候、 以上。 

稻築 右京亮 內 

二月 七日  村 瀨角衞 

稻葉久 通 家 記 

〇 

一 在京 人數 百 人 大砲 壹門 

2 正月 十二 日 ヨリ、 伏 見 表へ 出張 被 仰 付、 差 出 置 候 人數、 

復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  一七 


復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日 

隊長 « 人  士分 拾 人 足 輕貳拾 人 

ー當時 在所へ 殘置候 人數、 貳百人 內 十六 ロット 

右 之 外 役 掛其外 老幼 之 者 御座 候、 

一 去 子ノ年 ヨリ 以來、 持 續候御 警衞等 之 儀ハ無 御座 候、 

右 之 通 御座 候 閒此段 申 上 候、 以上。 

二  EE 七日 


〇 

在家 兵 除、 

銃隊三 大隊 

右 之 外 附屬、 

陴場 奉行 三人 

醫師九 人 

右 之 通 御座 候、 以上。 


除 長 三人 副 除 長 三人 小隊 司令 士ニ 十四 人 

兵粮 奉行 三人 小 荷駄 奉行 三人 軍監」 ハ人 

鼓手 十二 人 


月 七日 


京 極 下總守 

京 極 壽 吉 家 記 


諸 有司 七十 二人 大砲 十二 挺 

使 番六人 斥候 六 人 • 


伊東 左 京大 夫內 

長 倉德助 

. 伊東 祐歸家 記 


〇 岡 部長 寬 上申書 

去ル 子，、 攝泉侮 口 醯要之 御 場所 ュ付、 守 禦充實 可 仕 旨 奉 蒙 御內 勅、 堺表北 御 臺場御 警衞被 仰 付、 人數差 出罷在 候處、 


足 輕大將 二人 戦士 六 拾 人 足 輕六拾 人 大砲 五 挺 

番頭 二人 用人 五 人 士分 百 五 拾 人 足 輕九拾 五 人， 


尙又 一 咋 寅年、 -南 御臺場 同樣被 仰 付 候、 今 以人數 差 出御 座 候 事、 

一 當 辰年 正月 三日 以來、 不 容易 形勢、 人數 上京 之儀搴 伺候 處、 伺 之 通 被 仰 出 候 -ー 付、 早速 人数 上京 仕 候 事、 

一 同 正 en 廿 七日、 大坂 市中 取締 被 仰 付 候 -ー 付、 早速 人 數差出 申 候 事、 

京 詰、 

重役 一人 重役 附 士分 七 人 足 輕拾人 大砲 二 挺 

大坂 詰、 

番頭 一人 

江戶 詰、 

重役 一 一人 

小役人 4- 人 

^詰、 

重役 一 人 

小役人 拾 八 人 

岸 和 田 城 並 海岸 固人數 共、 

重役 三人 番頭 三人 

右 之 通 御座 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

二月 八日 

〇 

復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日 


番頭 一人 


足 輕大將 一 一人 


用人 二人 


戰十： 五 拾 人 


士分 百 一 一 拾 人 


足 輕四拾 人 


小役人 七 拾 三人 


長柄 之 者 百 三 拾 人 

大砲 拾 挺 

足 輕三拾 五 人 

岡 部長 職 家 記 

一九  ， 


復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  二 0 

一 去ル 子年 且又 去年 十一 一月 九日 以来、 諸 國御警 衞其外 持 場 出兵 等 之 先 無 御座 候、 

一 當時 在京 人數無 御座 候、 近々 伊勢 守 上京 之 上、 人數 書付 可 差 出 候、 

右 之 趣 御請 申 上 候、 以上。 

毛 利 伊勢 守 内 

二  3 八日  野 村 脩 左衞門 

毛 利 高 謙 家 記 

。再 申謇 

一 伊勢 守 召 連 候家來 上下 七拾餘 人、 

內 三十 人 供 廻  四十 人餘 銃隊 

右 ハ去ル 十一 日 登 京 滞留 罷在 候、 斯 非常 之 御 時節柄、 小 藩 相應之 御用 向 被 仰 付 被 下 候 ハ 難 有 仕 合 可奉存 候、 以上。 

毛 利 伊勢 守家來 

長 谷川 績 


三月 廿七 日 

辨事御 役所 


P  Hr  毛 利 高 謙 家 記 

御 中 


〇 柳 生 俊 益 上申書 

去ル 四日、 御 書 附ヲ以 被 仰 渡 候條々 左 二、 

一 去ル 子年 ヨリ 以來、 諸 國御警 衞其外 持 揚等左 二  、 

文 久三癸 亥年 五月、 大坂眞 田 山 御 警衞被 仰 付 候、 同年 八月 廿 八日 御免" 


同年 八月 廿 八日、 同所 中道 村 邊御固 被 仰 付 候、 同年 十 一 月 十六 日 御免、 

同年 十 一 月.！ '六日、 同所 市中 巡邏 被 仰 付 候、 元 治 元 甲子 年 七月 廿 四日 御免、 

同年 七月 廿 四日、 淀川 筋 樋 ノロ 船改被 仰 付 候、 慶應元 こ ft 年 四 „«廿 五日 御免、 

同年 四月 廿 五日、 大坂 市中 巡邏 被 仰 付 候、 同年 閏 五月 御免、 

同年 閏 五月 卄 八日、 同所 市中 柵 門 御 警衞被 仰 付 候、 慶應 1 一 丙 寅年 十 一 月朔日 御免、 

慶應三 丁 卯年 十 一 月 十一 一日、 江 戶芝增 上 寺 山 內御固 被 仰 付 候、 同年 十一 一月 大政 返上 二 付人 數引 拂、 

右 御警衞 出兵 人數 ハ兼テ 割合 被 仰 出 候-一 付、 左-一、 

隊長 一人 士分 七 人 銃 隊足輕 二十 人 大砲 一門 但 非常 之 節 或ハ持 場-一 ヨリ 增人數 差 出 シ申候 

一 去年 十一 一月 九日 以来、 御 警衞其 外出 兵 等 出先 兵 除 之 人數無 御座 候、 

一 當時 在家 兵 嫁 其 外人 數、 可 書 出樣被 仰 渡 候 -ー 付、 左 二  、 

士分 總計百 拾 六 人 銃隊ー 一隊 大砲 五門 

右 之 通 御座 候、 此段御 受申上 候、 以上。 

： ] .V  3  .  柳 生 俊 郎家記 

二月 パ曰 

〇 

覺、 

一 文 久三癸 亥年 五月， 從舊 幕府 攝海御 警衞被 申 付、 持 場 難 波 橋 口、 元 治 元 甲子 年 七月 十八 日コ ボレロへ 持 場替、 慶應元 乙 S 

年 十二月 御 警衞被 冤、 人數左 二、 

隊長 《 人 目 付 壹人 銃士 拾 人 足 輕三拾 人 大砲 壹門 

一 當時御 警衞固 場所 等 無 御座 候、 

复占記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  一二 


復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  ニニ 

一 在家 之 人數、 

隊長 貳人 番頭 三人 司令 士 六 人 銃隊 九 拾 人 大砲 四 門 

右 之 內當御 地 へ 召 連 レ 候 人員、 

番頭 壹人 司令 士  1^ 人 銃隊 三 拾 人 

一 人 數出之 儀 御 達 次第、 在所 表 ヨリ 差 出 候 人員、 

隊長 壹人 番頭 « 人 司令 士 15^ 人 銃隊 1^ 拾 人 大砲 壹門 大砲 方 五 人 

. 右 之 外江戶 表へ 殘シ置 候 人員、 

士 五 拾 人 足輕 戴 拾 人 

右 之 通 御座 候、 此段御 屆奉申 上 候、 以上。 

永 井 信 濃 守 家 来 

二月 八日  關要 

永 井 直 哉 家 記 

〇 

去ル 四日、 被爲， 仰 渡 候 御 旨 趣 奉拜承 候、 

一 去 子 歳 以來、 海岸 警衞仕 居 申 候、 

一 去年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞其 外出 兵 等 之 儀 ハ無御 坐 候、 

一 當時 在家 兵隊 其 外人 數之儀 ハ 、早速 在所 表 へ 申遣シ 候、 取調 次第 言上 可 仕 候、 

一 蒙 御沙汰、 此度人 數左之 通 上京 仕 候、 

家老 一人 番頭 一人 隊長 三人 銃 手 六十 人 足輕卅 二人 野戦 砲 五 挺 


其 外 附屬之 者 1 一十 人 

右 之 通 奉 言上 候、 以上。 

松平內 膳正內 

二月 九日  長 島 專左衞 門 

久 松定弘 家 記 

〇 九日 上申書 

去ル 亥年 四月、 城 州 塚 原 村 -ー 於テ、 京都 御 警衞被 仰 付、 人數 出張 仕 居候 處、 當辰 正月 廿日、 更 二 從 朝廷 右 場所 御警衞 

被 仰 付 候、 

在京 家老 《 人 同 用人1^=^< 同 (I 士共三 拾 人 同 足輕拾 三人 

塚 原 陣屋 詰、 

家老 《 人 用 人壹人  物 頭 三人 (1  士共三 拾 人 足 輕貳拾 六 人 雷 振壹挺 

三百 目壹挺  百 目玉 筒貳挺  木砲鱟 挺 

在所、  、 

家老？ < 用人 四 人 物. 頭 三人 (赫士 共 七 拾 人 顯錄 |錄 き 

江戶殘 人數、 

用人 三人 (I 共 贰拾四 人 足 輕七人 

右 之 通 二 御座 候、 以上。  . 

二月  九 鬼 大隅守 

九 鬼 寧 隆家記 

復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  二三 


一目 付 一人 


使番 二人 


復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二  三日  二 四 

〇 十日 上申書 

出 役人 數、 

1 家老 一人  一旗 頭 一人  一 銕砲物 頭 五 人 

一 附屬百 二十 八 人 一 鎮砲 足輕百 十六 人 一旗 組 八 人 

人數貳 kn た、 卜贰人 

殘リ 人數、 

一城 代 一人  一 家老 五 人 一番 頭 三人  一 用人 六 人 

一目 付 三人  一 使 番六人  ー附屬 三百 五 人  一 持 銃 四十 人 

一 旗組士 一人 一 大砲 拾 一 一門 但シ 五 百 目 以上  . 

據人數 合 七 百 四十 三人 但シ 農兵 少々 取 立 テ有之 候、 

右人 數ヲ 以テ、 城 海岸 川筋 人數溜 リ迄モ 夫々 手配 致守衞 候、 尤依 時宜 - ー銃隊 二 モ 組立 可 申 候、 鎗隊- 一 モ相用 候 儀 御 連 候， 


銕砲物 頭 四 人 

統 砲足輕 九十 六 人 


辰 一 一月 

子年 以來 御警衞 之覺、 

元 治 元年 六月 廿 四日、 

同年 七月 廿日、 

同月 廿 五日、 

同年 八月 五日、 

同年 十月 十五 日、 


奈良 街道 平野 口 出張、 

伊丹へ 陴替、 

津門 村へ 陴替、 

廣田 村へ 陣替、 

五毛 村へ 陣替、 


慶應元 乙 丑年 閏 五月七日、 廣田 村へ 陣替、 

同年 七月 廿 六日 引拂、 

右 之 通 出 役人 數差出 申 候、 以上。 

持 場 之覺、 

1 坂 地 御 警衞、 

右ハ 前々 ョ リ相 動、 非常 出火 之 節、 出 役人 數差出 申 候、 

一 平 左衞門 新田 西 肩 ヨリ 津門川 東 肩 迄 海岸、 

右ハ 領分 海岸 之 外 -ー 御座 候、 

一 今津 村石堡 塔、 

右 ハ 非常 之 節、 大砲 打 方 人心 得罷在 候、 

右 之通リ 二 御座 候、 尤尼ケ 畸城之 儀 ハ 、京 坂 耍衝之 場所 -ー 付、 關城之 心得 肝要 之 旨、 先 領主 ョ リ丰傳 有 之、 坂 地警衞 之人數 

モ、 時 之模樣 二 寄、 本 城 守備 之 用 -ー 相 用 候 振 -ー 相 成 居候、 

一 去年 十一 一月 九日 以來之 御警衞 出兵 等 無 御座 候、 乍併不 容易 形勢 御座 候 二 付、 本 城 守備 心得 罷在 候處、 正月 六日、 西宫 ヨリ 

山 崎 闊門迄 之閒、 別 テ樞耍 之 地 二 付、 宜本城 堅固 守備 王事 勤 勞候樣 奉 蒙 御沙汰 候 二 付、 尙亦 厚相 心得 罷在 候、 其 後 近傍 

• 穩 二相 見へ 候-一 付、 於 洛中 相應之 御用 相 勤 度 奉 存候得 共、 六日 御 達 之 御趣モ 御座 候-一 付、 如何 心得 可 申 哉 之 旨、 去月 

十七 日 參與御 役所へ 奉伺 候處、 不及其 儀 旨 御 附札被 成 下、 御 守 衞場モ 有 之 事故、 其邊專 心得 可 申 旨、 以御 取次 御 口 達 御座 

候 故、 京地 屋敷へ モ 別段 人 數爲差 登不申 候、 以上。 

一一 3,  櫻 井遠 江 守 

樱井忠 興 家 記 

復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  二 五 


復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三 1 


二 六 


〇 

備中 國爲御 取締、 松 山 表 へ 去月 十五 日 人數差 出、 今以 滞陣 罷在 候、 

當時 在家 人數、 

家老 二人  中老 一人  用人 五 人 

徒士 五十 三人 足輕 百 三十 六 人 大砲 六 挺 

右之內 在京中 召 連 罷在候 者、 

家老 一人  用人 一人 物 頭 二人 士分 

足輕 二十 一人 其 外 附屬之 者 十 人 

備中松 山 表 へ 出張 罷在候 者、 


五 人 


十九 人 


士分 九十 六 人 


徒士 十六 人 


人 


中老 一 人 

其 外 附屬之 者 六 人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

二月 十一 日 


〇 一 一月 十 一 日 上申書 一 一通 

覺、 

物 頭戴騎  亂 同 

大砲 方 拾！^ 人  附屬之 者 

ン 上下 五 百 人 


士分 十五 人 


徒士 十 人 


足輕 四十 二人 


先手 小銃 五 拾 人 

使 番四騎 


嚮導 貳拾人 

目れ 役!， ヌ 


行軍 砲 六 挺 

兵粮 方 六 人 


大砲 


伊勢 守 

關長克 家 記 


大砲 長 六 人 

附屬之 者 


外 二、 

番頭 壹騎  使 番貳騎 戰 士小统 15^ 拾 人  嚮導 附屬之 者 行軍 砲貳挺 

大砲 長貳人 附屬之 者 長柄 組 小銃 貳拾人 嚮導 附屬之 者 兵粮 方貳人 附屬之 者 

^ 上下 貳百 人餘 

右 之 通リ、 辰 之 正月 四日、 領分 爲鎭撫 、領分 境 へ 人 數差出 置 候處、 備前少 將中國 鎮撫 人 數差出 候 -ー 付、 美 作 守人數 追々 橾出、 

御 同家 手 へ 差 加リ、 此節 姬路表 へ 前書 之人數 出張 仕 居候、 尤彼地 開城 二 付、 番頭 以下 應援 領分 境 迄 差 出 置 候 人 數之分 ハ 、城 

下 へ 引 揚居申 候、 此外差 向 用意 之 人數無 御座 候、 此段御 届 申 上 候、 以上 Q 

森 美 作 守 家来 

平 田數雄 

森 忠儀家 記 

〇 

覺、 

元 治 元 子年 十月 四日、 大阪 城代 松 平 伊豆守 ョ リ、 京 橋 へ 御 警衞被 仰 付 候 段、 同所 藏屋數 詰 家来 之 者 へ 御 達 二 付、 同 十九 日 左 

之 人数 差 出 候、  . 

物 頭貳騎 士分 貳拾人 足 輕貳拾 人 大砲 戴 門 

右 之 通リ差 出、 御 警衞相 勤 居候 處、 a 應 1 一 寅年 十 一 月朔 日、 老中 板 倉 伊賀 守 ヨリ、 傳法川 水陸 並常吉 新田 御 臺場御 警衞持 場 

替被仰 付、 前書 之 人 數差出 置 候處、 當辰 正月 六日 同所 引拂申 候、 此段御 届 申 上 候 、以上。 

森 美 作 守家來 

平 田數雄 

復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  二 七 


復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三 1 


〇 

幸 松 丸 家來人 數覺、 

重臣 四 人 

徒士 五十人 

メ 

右之內 當時 

京都 詰、 

重臣 一 人 

同 下役 三人 


用人 七 人 

足 輕四ト 人 


番頭 三人 物 頭 四 人 

足輕 以下 四十 人 


酉 守 居 一 人 

足 輕七人 


番頭 一人 物 頭 一人 

小者 


二八 


森 忠儀家 記 


目 付 一 一人 


士 七十 人 


士 一  人 


醫師 一 人 


賄 方 一 人 


伹 右人 數、 正月 十四日 安志 出立、 同廿 四日 入京、 

リ 一 里 南 US 万 津固メ 出張、 


番頭 一人 

足 輕十人 


物 頭 一人 

小者 


士七人 


醫師 一 人 


賄 方 一 人 


同 下役 三人 


伹 正月 十八 日、 同所 二 出張、 

大坂定 詰、 

菌守居 一 人 足輕ー 一人 


徒 士五人 


I 戶住 ©T  ？ i  , 、 

：  用人 二人 番頭 一人 物 頭 一人 $  二人 徒 士五人 足董 人 


重臣 一 人 

同 以下 十 人 

右 之 通何レ モ 譜代、 尤右ノ S 江戶 住居 在所 共 老幼 モ 御座 候、 此段御 届 申 上 候 、お 上。 


小 笠 原 幸 松 丸 家来 

志 水 五 右衞門 


. 二  cnj 十 一 日 

ニ户 4  安志 藩 記 

〇1 一月 十一 一日 上申書 

去ル 四日、 以御 書付 被 仰 渡 候 御 趣意 奉畏 候、 御請 左-一、  vcll>^x 

去 ル變年 六月 ョ リ、 泉 州大鳥 郡湊 村、 石津村 海岸 御 霧 相 勤 居 重、 當 正月、 伏 見逄 不 容易 蒙 候 二 付 右人 數 I 不取 

敢 上京 仕 候、 委細 別紙 -ー 奉 申 上 候、 以上。 

覺、 

1 富 今上 京 之 人數、 左 -ー、  ,  C  、 

一隊 長 豐人 一物 頭 5  i 受 二 小隊 一大 砲 議 ー擎 ¥< 

其 外附屬 貳拾五 人 

1 在家 兵隊 其 外人 數、 左 -ー 、 

士分 三 拾 人 附屬 貳拾人 

直通 御座 候、 以上。  青木 源 五 郞家來 

復 古 記 卷ニ 十八. (上) 明治 元年 二月 三日  二 九 


復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  =ー〇 

岩 田 啓 造 

麻 田 藩 記 

〇 

覺、 

一 播州 姬路 城下 鍛冶 町關門 へ 半 小隊 分 出兵、 當時警 衞罷在 候、 

一 當時 在家 人 數左之 通、  . ■ 

士 以上 九 拾 五 人 但地役 e 老人病 者 共  足輕 五 拾 七 人 右同斷  大礮 九 門 

右之內 -ー テ、 對馬守 出馬 之 節 ハ 、洋敎 一 一 小隊 分 之 人數、 召 連 候 心得 -ー 御座 候、 右御尋 -ー 付、 人數 取調 書 差 上申 候 、以上。 

一 柳 對馬守 家來 

二月 十二 日  福島漠 

一 柳 末 德家記 

〇 一 一月 十三 日 上申書 

昨 卯年 十一 一月 廿 四日、 參與御 役所 ョ リ被 仰 付、 當時般 舟 院御警 衞人數 左 之 通、 

1 番頭 貳人  一 物 頭 覺人  一 目 付 壹人  一 使番 * 人  一 士分 一 一 拾 五 人 

1 銃 辛 並足 輕 三 拾 人 一野 戰砲 二 挺 

右 之 通 御座 候、 以上。 

二月  堀 左 衞門尉 

覺、  . 

在家 人数、 


^ 百 五 拾 人 家老 以下 士分 

一 五 拾 人 ilfigi 一  百 人 在所 表  一一 i 候 

一 百 六 拾 人 銃卒 並足 輕 

內 

一 五 拾 人 纖 s?s  i 拾 人 在所 表 二 罷在 候 

右 之 外 軍事 二 不 拘者畧 之、 

一野 戰砲 七 挺 

但此外 城 中 -ー 据付有 之分畧 之、 

右 之 通 御座 候、 以上。 

一 一 H: 

〇 

覺、 

一 去ル 子年 以來、 諸國御 警衞. 持 場、 丹 後國田 邊應援 私心 得 居候 外 無 御座 候、 

一 去年 十一 一月 九日 以來、 當御地 市中 巡邏 被 仰 付 候、 尤當御 地 へ 召 連 罷在候 人數、 

家老 二人 用人 二人 者 頭 四 人 徒士 以上 七十 五 人 足輕ー 

合 百 八十 一 一人 

伹 右人 數之內 -ー テ 市中 巡邏 申 付 置 候、 

復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二  三日 


復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  一 1 ニー 

一 此度西 園 寺 殿、 爲 山陰 道 御 鎮撫 御 出張 之 節、 依 御 差 圖差出 候 供奉 人數、 

隊長 一 人 者 頭 一 一人 士分 拾 人 足輕 以下 雜人共 四十 九 人 

合 六十 二人 

一 當時 在家 人數凡 四百 人餘、 

總合六 百 四十 四 人、 - 

右 之 通 御座 候、 尤 在家 人數之 S  -ー  テ、 田邊 應援且 領内 樞要之 場所 固メ、 人數 差配 仕 心得 二 御座 候、 此段申 上 候、 以上。 

二月 十四日  小 出 伊勢 守 

小 出 英尙家 記 

〇  . 

去. ル 四日、 用達 之 者へ 被 仰 渡 候 子年 以來 諸國御 警衞、 其 外 持 場 K1 儀、 申 上 候 樣奉畏 候、 在京中、 元 治 元 子年 十一 一月 ヨリ 翌 

正月 中 迄、 御所 御臺所 御門 御 警衞相 勤 申 候、 卽今 在家 出兵 人數ハ 一 小隊、 

指揮 役爱人  司令 士貳人 嚮導 四 人 押 伍壹人 統士三 拾 二人 大砲 量 門 

同 指揮 役 « 人 同 打 手 八 人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

二月 十四日  久松大 藏少輔 

多 古 藩 記 

〇 一 一月 十五 日 上申書 三 通 

%、 

,, 1 番頭 壹人 一司 令士 壹人 ー銃隊 三十 二人 一大 砲 二 挺 一 附屬 人員 二十 六 人 


右 一 隊、 當時高 野 村 御 警衞場 へ 差 出 置 申 候、 

右 之 通 御座 候 、以上。 


一 一 月 

〇 

覺、 

在家 家人 數、 

一二 百 十一 人 

内 


家老 士 

步行士 


•  V- 當 屋敷へ 

,.ス  罷在 


统卒竝 

足輕 


百 九. r 六 人 

五 拾 六 人 皿 ま r 


一十 八 人 


高 野 村 へ 

B 能 在 


三 拾貳 人 高 野 村，^ せ 


右 之 外、 

ヒ洽ん 悴銳雄 召 連 

士ダソ 江戸 表 ヨリ 罷歸候 

但足輕 共 

三 拾 人 江戸 屋& 

但早々 在所へ 引越 候 樣申付 置 候 得 共 未 著不仕 候、 

復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 一一 一日 


百 十二 人 在所へ 


罷在 


百 八 人 在所へ 醫 


仙 石讃岐 守家來 

島 村像甫 

辦 事局 ーョ c 


西 園 寺 へ 

三ノ 附添罷 * 


三 三 


M 古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三 口 

右 之 通 御座 候、 以上。 

一 一 月 

一 子年 以前 鞍馬口 市 原 S 下 鴨 口 高野 村 御 警衞 被 仰 付 候 付、 右兩所 へ 人 數需、 其 後 市 原 村 御免 二 相 成、 藤 村 ハ 今 

以人數 差 出御 警衞相 勤 申 候、 

一 丹 後久 美 濱陴星 爲警衞 人 數差出 一 應引揚 、其 後 猶又京 極 飛 驛守家 來ト申 合、 當 正月 迄 警衞相 勤 申 候 

一 但馬國 生 野 銀山 變動 之砌、 人數差 出、 翌年 春 迄 警衞相 勤 中 候、 

一 北國筋 浮浪 之 徒 一 條之 節、 領分 但馬國 藤ケ淼 へ 固 人 數差出 申 候、 

右 之 通-一 御座 候、 以上。 

仙 石 讚岐守 家来 

.• 島 村慊甫 

二月  ， 

辨 事局 記 

私 領分 一一 一河 國雲郡 田 原、 偏 狹秦地 二 テ、 收納讓 、上下 疲弊 仕、 士卒 之 扶養 武震整 モ不行 屆、 且城繁 海岸 霧モ 

聊備置 候 間、 差 向 左 之 人数 丈 ハ 、御沙汰 次第 差 出 可 申 候、 猶此上 募兵 調整 可 仕 心得 -ー 御 坐 候、 

一 去ル 子年 ョ リ以來 、諸 國御警 衞其外 持 場 等 無 御 坐 候、 

一 去年 十二月 九日 以來、 御 警衞其 外出 兵 等 之 儀 無 御 坐 候、 


三 四 

仙 石 讃岐守 家来 

島 村慊甫 

, ■  —！ I   ^ 事 局； 記. 


1 當時 在家 兵隊 其 外人 數之儀 左 之 通、 

除 長 营： 人  一 一 小隊 右差圖 役附屬 大砲 一 一門 打 手附屬 

右ハ 夫役 之 外、 

士卒 總 メ 百 貳三拾 人位 差 出 可 申 候、 

但 自身 引 纏 ヒ 罷出候 節 ハ 、別 -ー 馬 側 之 從兵召 連 申 候、 

右 之 通 御座 候、 以上。 

二月 十五 日  三 宅 備後守 

田 原 藩 記 

〇 

覺、 

一 去年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞持 場 出兵 等 無 御座 候、 

一 主人 在京中 人 數左之 通、 

番頭 鼋人 物頭1|^<  士分 151^ 十五 人 足輕ー 一十 人 大砲 一 門 附屬之 者 一 一十 五 人 

一 當時 在家 人數、 

番頭 壹人 物 頭 « 人 士分 一 一十 人 足輕 十五 人 大砲 一 門 附屬之 者 拾 人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

織 田攝津 守家來 

二月 十六 日  坂 井 權右衞 門 

織 田 長 献家記 

復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 一一 一日  三 五 


復 古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  一一 一六 

〇 

去ル五 日、 御 渡 之 御 書付 菟通拜 見 仕 候、 侬之 別紙 相 添 此段申 上 候、 以上。 

二月 十六 日  米津 伊勢 守 

覺、 

一 去ル 子年 以來、 並 去年 卜 一 一月 九日 以來 共、 江 戶表之 外 諸 國御警 衞等相 勤 候 儀 無 御座 候、 

一 當時 在家 共 隊人數 之 儀 非常 御用 備置候 分、 左 之 通、 

銃 隊半隊 大砲 一門 

右 之 通-一 御座 候、 以上。  、 

二  cr  .  辨 事局 記 

〇 十九 日 上申 翁 

青山 左 京大 夫 在家 之 兵隊 其 外人 數共、 左 之 通、 

隊長 六 人 ， 番頭 拾責人 司令 士 三 拾貳人 銃隊 七百貳 人 大砲 十九 門 

大砲 手 百 四 人 附屬之 者若黨 以下 贰百三 拾 人 

右 總人數 高-一 御座 候、 

内 

一 京地 七 口 御 固 之 内、 鷹 ケ峰ロ ョ リ長 坂、 周 山 邊迄四 里 半 之 間御警 衞人數 高、 尤周 山村 關門 へ 平常 差 出 置 候 人數、 竝 非常 之 

節 差 出 候人數 共、 

隊長 .蒐 人  番頭 貳人 司令 士 六 人 銃隊 菟百九 拾 五 人 大砲 二 門 

大砲 手 拾貳人 附屬之 者若黨 以下 除 之 


一 領分 福 住、 古市、 追 入 村、 右三 ケ所 番所 へ 平常 出張 拉 非常 之 節 差 出 候 人数 共、 

司令 士 六 人 銃隊 百 四 拾 四 人 附屬之 者若黨 以下 除 之 

一 市中 御 取締 被 仰 付 候 -1 付、 右 御用 掛リ之 者、 竝 市中 見廻 リ 京地 屋敷 常 居 之 者 共、 

顏 g 厕取 以下 百 大砲 一一 一門 

一 3 陰 道 御 鎭撫使 爲御警 衞差出 置 候 人数 之 内、 御定被 仰 出 當時御 附添罷 在 候 人數、 

番頭 以下 士分 五 人 

お 之餘ハ 一 ト先被 差 返、 猶追テ 御沙汰 次第 差 出 候 心得 一一 テ、 當時 在所 表 二 備置 候人數 高、 

司令 士  « 人 銃隊 四 拾 三人  附屬之 者若黨 以下 除 之 

右 之 通、 人數 夫々 手配 仕罷在 候、 其餘ハ 京地 御 警衞、 拉左 京大 夫 直 勢 守 城 領分 口々 等 之手當 -ー 御座 候、 

一 去 ル 子年 以前 ヨリ、 京地 七 口 之 内 、鷹 ケ峰ロ 周 山村 關門 番所 へ 、相應 之 人數差 出、 御 警衞仕 候 儀 -ー 御座 候、 

右 之 段 申 上 候、 以上。 

青山 左 京大 夫家來 

二月  太 田 彌五郞 

靑山 忠誠 家 記 

〇 十九 日 上申書 

松 平 圖書頭 在家 之 兵隊 其 外人 數、 左 之 通、 

隊長 三人  番頭 十 人 司令 士 十四 人 銃隊 凡 五 百 人 大砲 十二 門 

砲手 六十 人 附屬之 者： 凡 四百 五十人 

右 之 内 圖書頭 直 勢 三百 四 ト 人 

復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  一 II 七 


復古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 三日  =1 八 

但出陴 常備-一 御座 候、 御當地 大火、 且御 場所柄 出火 等 -ー テ、 在所 ヨリ 出馬 候 節、 右人 數差畧 仕 候、 

一 城 州 老之坂 御 固 所 出張、 

番頭 一人 司令 士 三人 銃隊 三十 人 大砲 一門 砲手 七 人 

一 領分 簾 山 固 番所 出張 同前、 

一 保津村 愛宕 街道、 同村 峯堂、 法 貴 ハ<: 、寒 谷、 山 本 村、 

お- d.KJ^&f^rt^ 長 原註、 此ケ條 、去ル 子年 以來、 度々 

ま 5 クが著 月 は^ 差 出 候 得 共、 平常 ハ差 出置不 s.、 

下 長 一 人 銃卒 五人充 附屬之 者 除 之  . 

一城 下 東西 入口 番所 出張、 

司令 士 一  人 銃士 五 人 下 長 一 一人 銃隊 七人充 附屬之 者若黨 以下 除 之 

1 御當地 市中 御 取締 被 仰 付 候 -ー 付、 右用掛 之者拉 京地 屋敷 常 居 之 者、 

家老 以下 足輕 以上 五十八 人 

1 右同斷 -ー 付、 市中 見廻 リ方、 拉圖書 頭 滞京 二 付、 供 方 兼勤 都合 七十 人、 

右 之 通人 數夫々 手配 仕 候、 其餘 ハ 居城 守 衞之手 當御坐 候、 

一 去ル 子年 以來、 城 州 老ノ坂 領分 魔ノ 山、 拉ロ々 番所へ、 相應之 人數差 出、 警衞仕 候 儀 一一 御座 候、 

右 之 段 申 上 候、 以上。 

. 松 平圖書 頭家來 

二月  皆 川誠藏 

松 平信 正 家 記 

〇  . 


川 人 番頭 兼帶 貳ハ人 

附屬 拾 人 


足輕頭 貳人 


目 付 壹人 


用人 番頭 兼帶 三人 一旗 奉行 三人 

使番 五 人  ー銃隊 百 六 拾 六 人 

臼砲 三門 海軍 砲 卜 門 


足輕頭 四 人 

大砲 十九 門 


京都 表出 兵 兵隊 人數、 

一 家老 « 人 

ー銃隊 七 拾貳人 

メ八拾 八 人 

在家 兵隊 人數、 

一 家老 三人 

一 目 付 k 人 

2: 野戰砲 六 門 

ー附屬 貳拾 三人 

メ威百 七 人 

總人數 贰百九 拾 五 人 

外-一 農兵 少々 取 立 有 之、 

卜 リ人數 ヲ以、 E 邊城 海岸、 竝 山陰 道 鎭撫御 總督ョ リ被仰 付 候 丹 波 國何鹿 郡 等 之 取締 仕 候、 兵制 ノ儀 時宜 一一 寄、 銃 隊槍隊 二 モ 

兼 川 仕 候、 以上。 

牧野 豐前 守家來 

二月. r 九日  伏 木熊吉 

牧野 弼成家 記 

〇 弼成家 記-一 云、 元 治 元年 甲子 三月 十五 日、 一 一條 御城 警衞被 仰 付、 隊長 以下 人 數三拾 七 人 差 出 候 事、 

元 治 元年 甲子 七月 一 一.： '日、 京都 表不 容易 形勢-一 付 御所 御 警衞被 仰 付、 同一 一十一 一日、 隊長 以下 人 數九拾 菟 人 大砲 一 一門 差 出、 

復 古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 一一 一日  一一 ーナ 


復 古 記 卷ニ 十八 (上) 明治 元年 二月 一一 一日  、  四 〇 

元 治 元年 甲子 十一 一月 九日、 野 州 脫走之 賊徒、 北 國筋ョ リ 京地 之 方へ 亂入候 モ難計 候 -ー 付、 領分 口々 嚴重相 固 可. a. 旨 達 有 之、 

若狹ロ へ 、隊長 以下 人數 九拾貳 人、 大砲 一 一門 差 出、 

慶應 元年 乙 丑 四月 十三 日 長征 之 節、 左右 御 備被仰 付、 五 e: 一 一十 七 a 出馬、 引率 隊長 以下 貳百貳 拾 * 人、 大砲 五門、 雜卒貳 百 

六 拾 八 人、 

慶應四 年 戊辰 正月 十八 日、 山陰 道 鎮撫 使 西 園 寺中將 殿下 向、 同一 一十 一 日 御 發陴- 一 付、 爲護衞 、番頭 以下 人數 四十 五 人 差 出、 

〇  . 

士分 七 人 足輕三 T- 人 小 銳廿挺 大砲 一門 小者 三十 人 

右 者、 文 久三癸 亥年 五月 廿ー 一日 ヨリ、 大坂表 御 警衞木 津川御 番所 相 勤候處 御免、 同年 八月 廿 九日 ヨリ、 市中 見廻 被 仰 付、 又 

候 御免、 元 治 元 甲 子年 七月 廿 四日 ヨリ、 淀川 筋 樋 ノロ 通 船 改被仰 付、 十 一 月 三日 御免、 

右 之 通 二 御座 候、 以上。 

遠山 信 濃 守家來 

二月 二十日  中原  中 

遠山. M 綠家 記 

〇 

覺、 

給 人 貳十人 中小 牲 以下 六， 十 人 足輕 八十 人 小者 九十 人 

右 者、 當時 在家 人數 M 御座 候、 此段御 屆奉申 上 候、 以上。 

遠山 信 濃 守家來 

二月 二十日  中原  中 

遠山 友祿 家 記 


復古 記卷ー 干 A 中 


毓隊 蒐百 四十 人 

醫師 1«- ヌ 


小者 百 一人 


砲 四 挺 一 

夫 方ノ者 五 拾 人 


〇 

北陸 道爲 御先 鋒 出張 人數 之覺、 

一 隊長 司令 士 貳ハ拾 五 人 

一 輜重掛 司令 等 要務 之 者 六 拾 三人 

メ 四百 人 

右 京大 夫 在京中 召 連 候人數 之覺、 

一 士分 八 拾 人 一 足輕 五 拾 人 

メ貳百 三 拾 一 人 

越前敦 賀表 出張 人數 之覺、 

一 士分 三 拾 五 人 一 砲手 貳拾五 人 

メ貳百 五十八 人 

總メ八 百 八十 九 人 

殘テ七 百 九十 四 人 

内 

士分 四百 六十 二人 足輕 三百 三十 二人 

右 殘人數 之 内 ヲ以テ 、敦 賀表 非常 手 宛、 拉 領分 辦 へ 差 出、 海岸 手配 等 取 計 申^ リメ 上 

二月 廿 一 日 

復 古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 


銃卒 百 九十 八 人 


右 司令 砲手 貳拾人 


酒 井 右 京大 夫 内 

福 岡 小 源 太 


復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日  四 一一 

,  洒井忠 祿家記 

去ル 四日、 用 達 之 者 へ 被 仰 渡 候 子年 以來 諸國 御警衞 向、 其 外 持 場 之 儀 申 上 候 樣奉畏 候、 侬之 別紙 之 通 御請 奉 申 上 陵、 以 

上 0 

二月 廿 一日  . 林 昌之助 

別紙 

去 子年 以來、 諸國御 警衞向 相勤不 申、 其 外 持 場 等 無 御座 候、 

一 去年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞向 無 御 坐 候、 

一 當時 在家 兵隊 人 數左之 通 御 坐 候、 

隊長 一 人 司令 士 一 灭 嚮導 四 人 銃士 一 小隊 大砲 一門  . 

大砲 指揮 役 打 手 共 八 人 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

二月 廿 一日  林  昌之助 

林 忠弘家 記 

〇 

一 去ル 子年 以來、 日向 守 御警衞 口々 へ 差 出 候人數 別紙 之 通 御座 候、 

當時 在家 兵隊 人數、  - 

家老 ヨリ 小 役 之 者 マテ 凡 四百 人 但 幼年 病 氣之者 相 除 

組 小頭 足輕附 屬ノ者 五 百 二十 三人 大砲 二 拾七铤 


右 之 內 、御 當地火 役、 拉 火元 見 役 相 勤 候 二 付、 日向 守 手廼リ 共、 在京 人 數左之 通、  く，.  J 

九 拾 五 人 組 小頭 足輕共 七 拾五 人 外 二 消防 人足 並 小人 又 I 三百 六 拾 人 

右 之 sl、，i 正月 六 曰、 曰 向 S 、響 3 リ山霤 門 迄 之閒、 別テ i 地 -ー 付、 本 I 畢備 王事| 可 仕篇、 蒙 

卸 少汰埃 一一 付、 右 殘リ人 數ヲ以 テ手當 仕置 候， 以上。  • 

If  永 井 日向 守家來 

.  吉田 ffi 左衞門 

二 月 二 十 二 日 

〇 別紙 

御 警衞ロ 々 竝差出 候人數 之覺、 

一 文久 三年 亥 五月 晦日 ヨリ、 慶璧 卯年 一 一月 マ テ、 河 州牧方 诸邊、 御 霧 相勤 申 候人數 、左 崖 、きき 合え 

者 頭 二人 I 奉行 一人 音 付 一人 平士拾 一人 大筒 方 九 人 あ 之 者 f  ノ 

且 AtrnM 一人 足 輕廿四 人  武器 長柄 拾 筋 鎮砲廿 挺  大筒 三 梃 

一 元 台？ 年 正月 ョ リ 同年 五月 迄、 1 一條 御城 I 警衞、 丹 波 口、 I 苑ロ御 固 被 仰 付、 相 勤 候 人數、 左 之 通 

、p 四 拾 八 人 小 役 之 者 廿八人 組 小頭 二人 足 輕七拾 九 人 中間 百 九 拾 三人 

一 文久三 亥年 七 rrr- ヨリ 元 治 一 一 丑年 マテ、 京都 火 之 御 番相勤 申 候 人數、 左 之 通、 

I 一騎 者 頭 一騎 i  ニ騎  平士囊  小 役 之 者， 

一 utti 人 足舊拾 一 人 .5 三 拾 一 人 百 拾 八 人 又 者 三 拾 四 人 

一 元^ 元 子年 一 一月 五曰ョ リ 同年 一 一月 十九 曰 マ テ、 阿野 宰相 中將殿 へ 、爲 御舊差 出 候 人數、 左 之 通、 

平 T,- 一二 人 中.. -  ーノ  ^'l.fia  、  、，>.^,|墜，，，長4^  a. 寸矣盧 、先代 飛驊 守听勞 一一 付、 爲 名代、 重役 之 者 

一元 治 元 子年 六月、 今般 不 容易 形勢-一 付 持 場 口々 へ 人 數弓纏 出^ 被 ^亡 係虔 う-弁 ES 戶.^ ィ 

復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 


復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二  一一 一日  四 四 

人數引 纏、 牧方御 罔 所へ 出張 仕 候、 增 人數、 

家老 一人 者 頭 一人 大目 付 一人 平 士五人 小 役 之 者 一人 足 輕拾五 人 

一 元 治 一 一 丑年 七月 ョ リ慶應 三 卯年 三月 マ テ、 相 田 倉 番所 相 勤 申 候， 

一元 治 一 一 丑-年 閏 五月 ョ リ 同年 七月 マ テ、 下 總國新 宿 勤番 相 勤 申 候、 

一同 年 七月 ョ リ 同年 I 一 一月 マ テ、 京都 火 之 御 番相勤 申 候、 I 帽 候す * 久人 一一 top ョ. 

一 慶應ニ 寅年 七月 八日 ョ リ 同年 七月 廿 九日 マ テ、 京都 火 之 番相勤 申 候、 H い 右 

一 慶應三 卯年 一 一月 ヨリ 同 四 辰年 正月 マ テ、 洞 ケ峠御 警衞相 勤 メ申候 人數、 左 之 通、 

者 頭 二人 大目 付 一人 平 士七人 大筒 方 六 人 小 役 之 者 拾 二人 組 小頭 二人 

足 輕四拾 人 

一慶 應三 卯年 二月 ヨリ 同 四 年 辰 正月 マテ、 河 州 牧方御 固 所、 同 州 佐 太へ 引 移 リ相勤 申 候 人數相 減シ、 左 クー 恵、 

平 士五人 小 役 之 者 一 一人 足 輕八人 

一 慶應三 卯年 十 一 月 ヨリ 同年 十一 一月 マ テ、 非常 之 節、 鍛冶 橋 門 固人數 心得 相 勤 申 ，J^、 

一 慶應三 卯年 十一 一月 廿 八日、 廿 九日 孝 明 天皇 御 一 周忌 -ー 付、 泉 浦 寺 山 內御警 衞相勤 候 人數、 左ち s、 

家老 一人  者 頭 一人  菌守居 一人 大目 付 一人 使役 一人  平 士四、 

小 役 ノ者十 人 組 小頭 二人 足 輕廿人 下 坐 見 二人 虜ノ者 十三 人 中間 三十 六 人 

當時 在京 人數、 

一 慶應三 卯年 十一 一月、 火元 見 役 被 仰 付、 相 勤 罷在候 人數、 

火元 見役扣 共五騎 足 輕十人 中間 廿人 

一慶 應三 卯年 十二月、 京都 火 役 被 仰 付、 相 勤罷在 ri^ 人數、 


者 頭 一騎 

足 輕四拾 


人 


近習 目 付 一 一人 

徒 士目付 一 人 


家老 一騎 

紐 小頭 一 一人 

日向 守 手！ 一 リ人數 

用人 一 一騎 

中小 性 八 人 

又 者 四 拾 五 人 

其餘 常住 之 者、 

菌守居 一 人 

佑 之 通 御座 候。 

〇 一 一十一 一日 上申書 

一 當時 御 警衞固 場 等 無 御座 候 、 

一 在家 之 人數、 隊長 六 人 

內 

在所 E 邊 住居 之 者、 隊長 三人 

若 山 住居 之 者、 隊長 三人 


大目 付 一騎 

鴛ノ者 三 拾 

小生 八 人 

歩行 拾 一 一人 


人 


纏 役ニ騎 

小人 中間 

挑 灯 持 共 


小人 中 Si 百 拾 八 人 


平 士三騎 小 役 ノ者拾 人 

又 者 三 拾 四 人 


醫者 一 人 

小 役 ノ者廿 七 人 


祐筆 一 一人 

足 輕廿ー 一人 


同 手代 一 人 小 役 之 者 五 人 . 足 輕四人 中間 七 人 


司令 士拾六 人 銃隊 三百 六 拾 人 大砲 隊四拾 人 


司令 士八人 

司令 士八人 


銃 隊百八 拾 人 

銃 隊百八 拾 人 


大砲 隊 155^ 拾 人 

大砲 隊貳拾 人 


右 之 C 、當御 地 へ 召 連 候人數 隊長 1« 人 

右 之 通 御座 候、 此段御 届 奉 申 上 候、 以上。 


司令 士四人 銃 隊百貳 拾 人 


供 頭 一 一人 

小人 中間 百 拾 一 一人 


永 井 直 諒 家 記 


月 

復 古 


己 


卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 


安藤 飛驛 守 家 来 

淺井郡 右衛門 

四 五 


復 古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 一一 一日 


〇 


四 六 

安藤 直行 家 記 一 


去 ル 四日、 御 達 之 御 別紙、 左 -ー 御請 仕 候、 

在家 人數 老若 共、 

一 家老 四 人  一 用人 八 人 

ー胁麵 百 五十人 餘 一 大砲 .f- 四 門 

メ人數 三百 十 人  . 

右之內 -ー テ、 美 作國爲 取締、 池 田備前 守.^ 人數 出張 

一 


頭分 十九 人 


士分 ョ" 

—Ki 迄— 


百 三十 人餘 


付 差 加 候 人數、 左 之 通 • 


用人 一人 一頭 分 二人  一 |g 共 


一人 


士分 

徒士 


十五 人 


小頭 


人 


此外附 屬雜人 共 八十 人餘 


大砲 一門 


  I 十五 人 一大 砲 一門 

一番手、 

一 家老 一人 一頭 分 

. ^夂附 屬雜人 共 八十 人餘 但ー 一番手 之 方ハ、 備前 守^ 其 後 御 達 -ー 付、 去ル 八日 領内 迄 退陣 仕 

右 之 通 御座 候、 尤 在家 人數之 内、 美作國 御領 地、 拉 領内、 取締 差配 仕 候 心得 -ー 御座 候、 此段申 上 候 、以上。 

三 浦備後 守 家 來 

二月 サ 二日  渡邊 恆太郞 

三 浦顯次 家 記 

〇 二十 三日 上申書 . 

覺、 


一 當 時御警 衞人數 出張 無 御 坐 候、 

1 在家 人 數七百 四 拾 九 人、 

內 

隊長 一 一人 番頭 四 入 

右 淀 城備之 人數、 

隊長 三人  士 百 拾 八 人 

右美 濃 守 供 廻 之 人數、 

外 二、 

隊長 一人  ± 貳百 六十 人 

右 江 戶詰之 者、 

右 之 通 御 坐 候、 此段申 上 候、 以上。 


月 


司令 士 拾 二人 


足輕 百 七 拾 九 人 


足輕 百 貳拾人 


一 一 百 八十 一 人 足輕 百 五十人 


稻葉美 濃 守 留守居 

岡 鉚之助 

稻葉正 邦家 記 


〇ー 一. H 二日 上申書 

今般 御 親征被 仰 出 候 一一 付テ ノ御 書付 之 趣、 謹 テ拜承 仕 候、 私儀 進退 奉伺 置 謹愼中 一一 御座 候 得 共、 軍旅 厚 用意 仕候テ 奉 

待 ，少汰 、無 逼滯 出兵 盡 *s 仕度 奉存 候、 兵隊 人 數之儀 ハ 、別紙 之 通 二 御座 候、 此段 御請 奉 申 上 候、 以上。 

3  松 平 右近 將監 


月 十 

復古 記 


卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二  B 三日 


四 七- 


復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 一一 一日  八 

〇 別紙 

覺、 

西洋 銃隊、 

1 一 一十三 小隊 此人數 六 百 六十 七 人、 

但ー小 除-一 付 指揮 役貳人 銃手廿 二人 鼓手 爱人 世話 方貳人 兵粮 方貳人 

一 除外 人数 百 六十 三人、 

都合 八 百 三 拾 人 

右 在家 掬 人數ニ 御座 候、 以上。 

二月 十六 日  松 平 右近 將監 

辨 事局 記 

〇 一 一十 四日 上申書 

昨 卯年 十二月 九日 以来 、御 警衞其 外 出兵 等 無 之 候 、 

當時 在家 兵 除 凡 五 百 人  2： 海岸 警衞 凡 一 一 百 五十人 

右 殘兵除 之 中 ヨリ、 兵 部 大輔薰 次 郎等 召 連 候 積、 此外 領内 警衞、 且諸 役人 近 士隨從 之 者 迄、 凡 三百 人餘 御座 候， 

右 之 通 -ー 御座 候、 此段奉 申 上 候、 以上。 

明 石 中 將家來 

一一 月  友 部權六 

松 平 直 致 家 記 

〇 松 平忠和 上申書 


去 子年 以來 、諸 國御警 衞其外 持 場 等 ノ事、 

長 崎 表 之 儀 ハ從來 持 場 一一 テ、 是迄人 數差出 シ來申 候、 

去年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞其 外出 兵 等 出先 兵隊 人數之 事、 

去 十一 一月 以來、 御警衞 出兵 不仕 候、 

當時 在家 兵隊 其 外人 數之 事、 

在家 兵隊 八 百餘人 

此內 二 テ、 肥 前 國松浦 郡警衞 手當罷 在、 其 外人 數之儀 ハ 申 上 候 程 無 御座 候。 

松 平 忠和家 記 

〇 本條、 忠和家 記 二  、廿 g! 日附 二 テ差 出ス、 官 ニ達ス ル日ヲ 失 スト、 因テ此 二 收ム。 

〇 

一 當辰 正月 三日 夜 ヨリ、 有 合 之 人 數ヲ以 、相應 之 御用 奉 願 候處、 乾 御門 警衞 へ 相 加 リ候樣 被 仰 付、 差 出 候 人數、 

重臣 貳人 隊長 貳人 伍長 五 人 銃 隊廿五 人 其 外 附屬之 向 八 人 

一 當時 在家 兵 除 其 外人 數 千 五 百 人 右 之内戰 -ー堪 候 者 三分 之 一 

右、 先日 相 認差上 候 樣御達  >ー 付、 大數 取調 奉 申 上 候、 以上。  I 


二月 ±1 四日 

〇 一 一十 五日 上申書 

去 子年 以來、 諸國御 警衞向 相勤不 申、 其 外 持 場 等 無 御 坐 候、 

復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 


秋 月 長 門 守家來 

坂 田  莠 

.aj 事局  一一 m 


四 九 一 


復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二！ 三日 

一 去年 十一 一月 九日 以来、 御警衞 向別 段 無 御 坐 候、 

一 當時 在家 兵隊 人數、 左 之 通、 

隊長 一 人 司令 士 一 一人 嚮導 四 人 銃士 一  小隊 大砲 一 門 

大砲 指揮 役 打 手 共 八 人 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 


K0 


米倉 丹 後 守 

內國 事務局 叢書 

米 倉 昌 言 家 記 


〇 二 十五 日 上申書 

覺、 

在家 人數、 左 之 通、 

一 八 拾 三人 家老 以下 士分 一 百 拾 人 足輕 

內 

貳拾五 人 侍 分 三人 鼓手 役 四 拾 三人 足輕 大砲 二 門 

右 腰折 地 藏邊、 御 警衞被 仰 付 出張 罷在 候、 

三 拾 四 人 侍 分 拾 K 〈人 足輕 

右當地 へ 召 連罷在 候、 

貳拾覺 人 侍 分 五 拾 五 人 足輕 

右 在所 表-一 罷在 候、 

右 之 外在 府罷在 候 人數、 左 二、 


一 拾 五 人 侍 分 一 拾 八 人 足輕 

但 早速 罷登リ 候 手 害 仕置 候、 

右 之 通 御座 候、 以上。 

片桐主 膳 正家來 

二月 卄 一日  川上 爲右衞 門 

辨 事局 記 

〇 

去ル 子年 以來、 諸國御 警衞向 相勤不 申、 其 外 持 場 等 無 御座 候、  - 

1 去年 十一 一月 九日 以來、 御警衞 向別 段 無 御座 候、  - 

1 當時 在家 兵隊 人数、 左 之 通 御座 候、 

隊長 « 人 £1^ 貳人 屬吏五 人 銃隊三 拾貳人 大砲 « 挺 附屬之 者 六 人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

二月 廿 七日  瀧 脇 丹 後 守 

内國 事務局 叢書 

〇 

去ル 子年 以來、 諸 國御警 衞向相 勤不申 候、 其 外 持 場 等 無 御座 候、 

一 去 卯年 十二月 九日 以來、 御 警衞相 勤 候 儀 無 御座 候、 

一 當時 在家 兵隊 人数、 左 之 通、 

隊長 壹人 司令 士 贰人 嚮導 四 人 銃卒 一 小隊 大砲 * 門 但打手 共 

復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日  S1 


復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 

右 之 通 御座 候、 尤此外 附屬之 者、 時宜 -ー 寄、 相 增候儀 モ 可 有 御座 候、 以上 ( 

二月 廿 八日 


〇 


五 二 

井上 辰 若 丸 

內國 事務局 叢書 


去ル 四日、 用達 之 者へ 被 仰 渡 候 子年 以来 諸國御 警衞、 其 外 持 場 之 儀、 申 上 候 樣奉畏 候、 然ル處 、是迄 御 警衞等 相 勤不申 候、 

一 卽今 在家 兵隊 人數、 左 之 通、 

一 嚮導 四 人 一 押 伍 « 人 ー銃士 三 拾貳人 

一同 打 手 八 人 


司令 士 貳人 

右 指揮 役 壹人 


一指 揮 役 壹人 

一 大砲 壹門 

右 之 通 御座 候、 以上。 

二月 廿 八日 

〇 

一 去 子年 以来、 諸國御 警衞向 相勤不 申、 其 外 持 場 等 無 御座 候、 

一 去 卯年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞向 相 勒候儀 無 御座 候、 

一 當時 在家 兵隊 人員、 左 之 通 御座 候、 

一 指揮 役 « 人 一 司令 士 貳人  一 嚮導 四 人 

一 大砲 爱門  一 大砲 指揮 役 壹人 一 同 打 手 八 人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

二 月廿 八 日 


內田主 殿 頭 

內國 事務局 叢書 


押 伍 壹人 


銃隊 三 拾 二人 


森 川 內膳正 


內國 事務局 叢書 


〇  . 

去ル 子年 以來、 諸國 出兵 等、 其 外 去年. H 一月 九日 以來、 御 警衞竝 出兵、 且當時 在家 共 隊等之 儀、 御 達 御 坐 候處、 近 來外夷 出没 

之 折枘、 海岸 曲直 拾 九 里餘、 小 藩 微力 之 事故、 防禦 人數 士分 一 鄉支 二 モ屆兼 候 二 付、 獵師其 外 農民 壯丁之 者 相 撰、 兼テ 差配 

罷せ. 疾# 共、 夫 共 分配 六ケ鋪 事宜 二 寄、 隣 領海 岸 無 之 藩々 へ 申 合、 人 數繰出 手配 -ー 御座 候閒、 他 國出勢 ハ 十分 行 屆兼候 得 共 • 

今般 鎭撫 使奧羽 筋へ 御發向 ニ付テ ハ、 會藩等 之 變動モ 難 計、 同 國之儀 二 モ御坐 候 間、 時宜 二 寄、 別紙 之 人數、 御差圖 次第 出 

兵 可 仕 候 、且又 去 ル 子年 以來當 節 迄、 御 警衞人 數出等 相 勤 候 儀 無 御座 候、 出兵 高 之 儀 ハ 、猶 精密 取調 申 上 候 儀 モ 可 有 御 坐 候 

得 共、 不取敢 、先 此段可 申 上旨 申 付 越 候、 以上。 


二月 廿 八日 

〇 別紙 

覺、 

侍大將 « 人 

使番 人 

小役人 拾 八 人 

右 之 通 -ー 御座 候、 以上。 


番頭 1^ 人 

中 頭 貳人 

鎮 砲足輕 七 拾 人 


小 荷駄 奉行 壹人 

銃 槍平士 九 拾 人 

役々 附屬帶 刀 拾 八 人 


相 馬 因幡 守家來 

村津 貞兵衞 


物 頭 菟人 

大砲 打 戴 拾 « 人 

小者 仲間 貳 百人餘 


中 目 付 壹人 

大砲 三 挺 

辨 事局 記 


〇 


《應元 丑年 四月、 東照宮 一 一 百 五 拾囘御 忌、 於 日光 山， 1^ 

復 古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 


【部 御 執行 二 付、 梶井 御門 跡 御參向 、 御 途中 御 附添御 警衞被 

五三 


復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 

仰 付 候 -ー 付、 御 法 會相濟 、御 歸京之 節 迄、 右 之 節々 御附 添、 御 警衞無 滞 相 勤 申 候、 

一 去 卯 十一 一月 九日 以來、 御 警衞向 無 御座 候、 

一 當時 在家 兵隊 人數、 左 之 通 御座 候、 

指揮 役 愛人  司令 士 貳人 嚮導 四 人 銃 辛 一 小隊 

右 指揮 役 爱人 同 打 方 之 者 六 人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

二月 廿 八日 

〇 

去 子年 以來、 諸國御 警衞向 相勤不 申、 其 外 持 場 等 無 御座 候、 

一 去 卯年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞向 相 勤 候 儀 無 御座 候、 

一 當時 在家 兵隊 人數、 左 之 通 御座 候、 

隊長 营-人 司令 士 貳人 嚮導 四 人 銃士 一  小隊 

大砲 一門 大砲 指揮 役 打 手 共 八 人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

二月 廿 八日 

〇  * 

ー去ル 子年 ョ リ以來 、持 續之諸 國御警 衞其外 持 場所 無 御 坐 候、 


五 四 


大砲 壹門 


大久保 中 務少輔 

辨 事局 記 


目 付 役 壹人 


醫師 » 人 


井 上 


宫 內 

辨 事局 記 一 


去年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞其 外出 兵 等、 何方へ モ 兵隊 人數差 出不申 候、 

常事 在家 兵 除 其 外人 數、 別紙 之 通 御 坐 候、 此段申 上 候、 以上。  一 


二 月廿九 日 

〇 別紙 

在家 備向惚 人数、 

備頭 八 人 内 一 人此度 上京 

銃 隊貳千 六 百 五ト人 内 三百 九十 Ht 人 右同斷 

i5 之 通 御 坐 候、 以上。  • 


隊長 五十人 內 十四 人 右同斷 

大砲 戴 拾 九 挺 其 外 附屬之 向. 


月 


小 笠原豐 千代 丸 菌守居 

入 江 宗 記 


役々 五十六 人 


小 笠原豐 千代 丸 留守居 

人 江 宗 記 

が  事局  一一 一-" 

小 笠 原 忠忱家 記 


〇 

去 ル 子年 以來、 諸 國御警 衞向相 勤不申 候、 其 外 持 場 等 無 御座 候 

一 去ル 卯年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞向 相 勤 候 儀 無 御座 候、 

一 當時 在家 兵隊 人數、 左 之 通、 

隊長 • 壹人 司令 士 贰人 嚮導 四 人 銃卒 

同 打 方 之 者 七 人 

右 之 通 御座 候、 尤此外 附屬之 者、 時宜 二 寄、 相 增候儀 モ可有 御座 候、 此段申 上 置 候、 以上。 

复 古記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 


小隊 大砲 壹門 右 指揮 役 壹人 


五 五 


復 古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 

二月 廿 九日 

〇  , 

去 ル 子年 以來、 諸 國御警 衞向相 勤不申 候、 其 外 持 場 等 無 御座 候、 

一 去ル 卯年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞向 相 勤 候 儀 無 御座 候、 . 

一 當時 在家 兵隊 人數、 左 之 通、 

隊長 費 人  司令 士 戴 人 嚮導 ra; 人 銃卒 

右 指揮 役 愛人 同 打 方 之 者 七 人 

右 之 通 御座 候、 尤此外 附屬之 者、 時宜 -ー 寄、 相 增候儀 モ可有 御座 候、 此段申 上 候、 以ヒ 0 

二月 廿 九日 


五六 

加 納嘉 元次郞 

內國 事務局 叢書 

加 納久宜 家 記 


わ-! 


大砲 管 門 


有 馬 兵 庫 頭 

內國 事務局 叢書 


〇  .： 

去ル 子年 ョ リ 以来、 諸 國御警 衞其外 持 場 等 之 事、 

右 之 通 御 達 御座 候處、 大和 守 儀、 元 治 元 子年 八月 十七 日、 江 戶內海 御 警衞、 戴番 五番 之 御臺場 御預被 仰 付、  ： 

一慶 應三 卯年 三月 十三 日、 右御臺 場御預 御免被 仰 付、  . 

一 右 同日、 上 總國富 津御備 場 御用 被 仰 付、 今以相 勤罷在 候、  一 

一 慶應ー 一 寅年 十月 ョ リ同 十一 一月 迄、 京都 御 警衞被 仰 付、 上京 可 仕 之處、 不快 二 付、 重臣 へ 人數相 添爲差 登、 朔平 御門 御： 

警衞相 勤 申 候、 

寅年 京都 御警衞 人數、  一 


家老 爱人 

物 頭？. ぼ 人 

組 使役 ft 人 

歩行 目 付貳人 

右 之 外 賄 役 之 者 


年寄 壹人 

銃隊 支配 « 人 

組 目 付壹人 

銃 隊三拾 人 程 


番頭 * 人 

組頭 « 人 

組 士貳拾 人 程 

潢目組 拾 六 人 程 


大目 付 « 人 

使 番詈人 

大砲 差 圖役四 人 程 

足 輕七拾 五 人 程 


勘定 奉行 « 人 

目 付壹人 

大砲 方 拾 貳人程 

小者 


大砲 貳挺 小銃 百 五 拾 挺 

1 同 三 卯年 正月 ョ リ同 三月 迄、 詰 越 被 仰 付 候處、 正月 五日 御免被 仰 付、 

右 之 通 御座 候、 

去年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞其 外出 兵 等、 出先 兵隊 之 人 數等之 事、 

右 之 通 御 達 御座 候處、 御 達 -ー 相當リ 候廉無 御座 候、 此段申 上 候， 以上。 

慶應四 辰年 二月 

〇 

覺、 

一 去 子年 以来、 諸 國御警 衞其外 持 場 御尋之 事、 

此段舊 來長畸 御 警衞、 cd 叉 近 來對州 援兵 持 場 -ー 相 成 居候 事、 

一 去年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞其 外出 兵 先 兵隊 人 數等御 tsl^ 之 事、 

此段 何方へ モ人數 差 出 候 儀 無 御座 候 事、 

一 當時 在家 兵隊 其 外人 數御尋 之 事、 

復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 


松 平 大和 守家來 

縑田三 郞大夫 

松 平 直 方 家 記 


五 七 


復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日  五」 

此段 別紙 之 通、 兵隊 備置、 其 外 江府、 大坂、 長 崎 勤番 鼓 在所 表、 夫々 役人 鼓 附属 之 者 共 ハ 、 兵隊 人數外 ， 一 御座 候、 舊來土 

著 農兵 之義、 領分 境目 番所 其 外 取締 場所 へ 、番人 等 1 一 相 用 候 儀 -ー 御座 候、 

右 之 通 取調 奉 申 上 候、 以上。 

小 笠 原 佐 渡 守 家来 

二月  山 田 勘 右衞門 

〇 別紙  ■ 

覺、 

在家 兵隊、 

* 番手、 

除 長 壹人 

番頭 貳人 

者 頭 三人 

橫目 豐人 

使番 豐人 

小 荷駄 奉行 

賄 方 三人 

普請 奉行 * 人 

醫師 貳人 


但銃士 指揮 爱人 

但平士 三 拾 人 

但警衞 三人 小頭 六 人 

但手附 役 方 五 人 

但手附 五 人 

* 人 但警 衞壹人 

但手附 拾 人 

但手附 四 人 

徂手附 h 外科 五 人 


銃 士貳拾 五 人 附屬物 書壹人 鼓手 1^ 人 貝 手貳人 


組 子 七 拾 五 人 


小頭 菟人 組 子 贰拾五 人 


大工 拾 五 人 


野戰砲 菟挺 但 砲手 隊長 壹人 同 指揮 貳人 砲手 拾貳人 


ダ貳百 三 拾 七 人 

，番手 

家老 « 人 

^人 « 人 

番頭 貳人 

者 頭 三人 

持 筒 頭 « 人 

近習 頭 壹人 

側 向 貳拾人 

馬 役 * 人 

徒 頭 15^ 人 

潢目 _貳 人 

使番 115^ 人 


伹銃士 指揮 壹人 銃 士貳拾 五 人 附屬物 書壹人 

但警衞 .貳 人 差 添 « 人 手附 三人 鈹手 三人 

但平. H 三 拾 人 

伹警衞 三人 小頭 六 人 組 子 七 拾 五 人 

ョ」 警衞 » 人 小頭 氮人 組 子 貳拾人 


貝 手 三人 


但手附 三人 

但徒 士貳拾 人 

徂手附 役 方 拾 人 

但手附 拾 人 

小 荷駄 奉行 壹人  徂警 衞爱人 

賄 方 四 人 手 附拾五 人 


普請 奉行 * 人 

醫師 五 人 

茶道 ^人 

祐筆 貳人 

復古 記 


但手附 四 人 

但 手附內 外科 拾 人 

但手附 臺子六 人 


小頭 貳人 組 子 貳拾五 人 


大工 貳拾人 


卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 


五 

九 


復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二 IWI 一一 日  六 G 

一 野戰砲 四 挺 但 砲手 隊長 壹人 同 指揮 四 人 砲手 貳拾四 人 

メ 三百 八 拾 九 人 

一 船 奉行 爱人 伹手附 拾 人 船 手 之 者 百 人 

狗 3  メ人數 七 百 三 拾 七 人 

以上、 

右 之 通、 在家 兵隊 備置、 非常 之 次第 柄 -ー 寄、 夫夫 人 數繰出 候 心得 御座 候、 以上。  ， 

小 笠 原 佐 渡 守 家來 

辰 二月  山 田 勧 右衞門 

小 笠 原 長 國家記 

〇 

一慶 應四 辰年 正月 十七 日、 桑 名 城へ 先鋒 嚮導 被 仰 付、 同年 二月 二日 引取、 其 儘 在所 表-一 備罷在 候樣被 仰 付、 人 數左之 

通、 

隊長 壹人 番頭 賣人 司令 士六人 銃 隊百三 拾 二人 大砲 挺 打 手 八 人 

外 二 附屬之 者 

一 同年 正月 卜 四日 ョ リ、 鈴 鹿 山 御 警衞被 仰 付、 當時 出張 罷在候 人數、 

前同斷 

ー當時 有 栖川宮 御門 御 守 衞罷在 候人數 士分 拾 五 人、 

右 差 引 在家 兵隊 人數 老幼 共 六 百 五 拾 八 人 


內  、 

. 當節 在京 供 連 人 數四拾 五 人 外 -ー 附屬之 者 

右 差 引 候 得 ハ 當時 在家 兵隊 人數 老幼 共 六 百 拾 三ゾ 

右 之？ 御座 候。  . 石 川 宗十郞 

- 一月  石 川 成 德家記 

oi 成 I 記-一 云、 元 治季年 八月 朔曰、 城 州 八幡 II 仰 付 、隊長 I 以下 夫 I 九十 八 人 差出 ス、 同 二 丑年 五月 被 

一 同年 十 一 月 十日、 京師 油 小路 御 警衞被 仰 付 候 付、 人 數差出 候 事、 

一 S 應ー 一 寅年 七月 十四日、 竹 田 街道 御 警衞ヲ モ被 仰 付 候 事、 

〇 

一 去 子年 ョ リ以來 、諸國 御 警衞向 相勤不 申、 其 外 持 場 等 無 御座 „^ 

一 去年 十一 一月 九日 以來、 御警衞 向別 段 無 御座 候、 

一 當時 在家 兵隊 人數、 左 之 通 御座 候、 

隊長 豐人 番頭^ 人 司令 士四人 

銃隊 士分 一 小隊 足輕ー 小隊 大砲 貳門 右附 屬之 品 用意 

右 之 通御座候 、以上。  大岡越 前 守 

二月  大岡忠 敬 家 記 

復 古 記 卷二 十八 (中) 明治 元年 二月 三日  r 


復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 

.K 一 一 

〇 三月 朔日 上申書 

去ル 子年 以來、 諸 II 其 外 持 場 I 儀、 可 申 上旨 被 仰 達 奉 畏候 、右 ハ元治 二 丑年 正月 十日、 石歸 御門 御 警衞 被 ^ 

付、 于今相 勤 居候、 此段御 答 旁 申 上 候、 以上。  1 

井伊 掃 部頭內 

三 月  大塚 八十 五郞 

井伊 直 憲家記 

去年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞其 外出 兵 等、 出先 兵隊 之人數 等、 可 申 上旨 被 仰 達奉畏 候、 右ハ、 今般 東 山道 討 手 被 仰 付， 侯 

二 付、 御總督 二 隨從、 左 之 通 出兵 仕 候、 

隊長 一人 物豐人 讓三百 五十人 大砲 二 挺 • 附屬 役人 百 二十 一人 1-11 

右 之 通 二 御座 候、 以上。  ，1 

•  井伊 掃 部頭內 

三月  大塚 八十 五郎 

0  井伊 直 憲家記 

當時 在家 兵隊 其 外人 數之 儀、 可 申 上旨 被 仰 達奉畏 候、 左 -ー申 上 候、 

隊長 五 人 物 頭 十七 人 銃隊千 四十 人 大砲. H 一挺 附屬 役人 二百 人 

但雜兵 之 分 ハ 相 除 置 申 候、 

右 ハ當時 在家 兵隊- 1 御座 候、 


隊長 一人 物 頭 三十 人 銃隊 二百 十 人 

右 ハ 石藥師 御門 御警衞 人數、 當時 在京 仕 候、 右 之 通 二 御座 候。 

三 月 


大砲 一 一挺 附屬 役人 百 人 但雜兵 之 分 ハ 相 除 置 申 候 


井伊 掃 部頭內 

大塚 八十 五郎 

井伊 直 憲家記 


羞^ 二 。 年 十二 I 曰、 H 戶內海 六之霧 被 i 付、 憲人數 差 出 候處、 當 正月 廿日、 塞 場ず 被 差 免、 代 リ松平 三 河 守 

被 pi 處. 同 方 人 i 向出ず f  二 付、 §1 右人 數 出府 蠻處、 I 守、 人數養 置篇被 串 i 付、 其 儘 左 

之 通 差 出 置 候、 儀-一 御座 候、 

一番 頭 竟人 一物 頭 V 入 一大 銃 方 士分 SS 人 一足 輕 四 拾 五 人 

一 附屬ノ 者 三 拾 五 人 

合 百 七 人 

右 之 通 御座 候、 此段申 上 候、 以上。 


三月 朔日 


眞 田 信 濃 守 內 

長 谷川 深 美 

眞田幸 民家 記 


〇 


當時 在家 兵隊 其 外人 數、 

諸士 以上 貳百五 拾 七 人 一 徒士席 百 六 拾 八 人 

復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 


足輕 小頭 五 拾 人 


足輕 五 百 九 拾 三人 

六 三 


復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日  六 四 

一 仲間 菟百 三十 人 

合千^^百九拾八人 

右 ハ 東 山道 出兵 書 上人 數、 拉 京都 屋敷 詰、 江戸 五 屋敷 酉 守 番人 數、 同所 臺場預 リ人數 共 引殘、 在家 人數 -ー 御座 候、 右人 數ノ 

内 ヲ以、 臨時 出 共ノ兵 隊居守 丘 ハ隊、 拉近々 信 濃 守 上京 -ー 付、 召 連 候 人數共 分配 仕 候 儀 M 御座 候、 此段申 上 候、 以上。 

眞田信 濃守內 

三月 朔日  長 谷川 深 美 

眞田幸 民家 記 

〇 

一 去 子年 以來、 諸國御 警衛 向 相勤不 申、 其 外 持 場 等 無 御座 候、 

一 當年ー 一月 七日 御親征 官軍 通行 之 節、 東海道 日 坂 宿 ョ リ金谷 宿 迄、 兵食 取 計、 宿 之 警衞、 人馬 繼立 世話 向 被 仰 付、 其 外 

御 警衞向 無 御座 候、 

一 當時 在家 兵隊 人數、 左 之 通、 

隊長 鱟人  I 令 1^ 兼 二人 屬吏 三人 銃隊 三十 二人 大砲 一門 附屬之 者 七 人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

三月 朔日  田 沼 玄蕃頭 

田 沼 意 齊家記 

〇 

去ル 子年 ヨリ 以来、 諸 國御警 衞其外 持 場 之義、 竝 去年 十一 一 ほ 九日 以來、 御 警衞其 外出 兵 等 出先 兵隊 之 人 數等之 儀、 早速 取調 

申 上候樣 御沙汰 之 趣 奉拜承 候、 右兩條 トモ、 紀 州家ョ リ御屆 申 上 候-一 付、 別段 不申上 候、 尤去ル 亥年 以來熊 野 三 山 爲御警 


衞、 三 小隊 之 人數備 置、 平常 共 三 山番 所 へ 、右 統隊之 内 ヨリ 交代 御 警衞爲 相 勤 申 候 

一 當時 在家 之 人數、 左 之 通、 

隊長 四 人  番頭 拾蒐人 司令 士 嚮導 共 四 拾 八 人 銃隊 四百 六 拾 人 大砲 六 門 

礮士三 拾 六 人 馬 廻 七 拾 人 

右 之 内 當御地 へ 召 連 候 人數、 左 之 通、 

隊長 « 人 番頭 三人 司令 士 嚮導 共 拾 六 人 銃 隊六拾 人 近習 馬 過 四 拾 人 

右 之 通 御 坐 候、 此段御 屆奉申 上 候、 以上。 

水 野大炊 頭家來 

三月 二日  早見 友藏 

新 宮藩記 

〇 

一 去 ル 子年 ヨリ 已來、 諸 國御警 衞其外 持 場 之 事、 

此儀、 去ル a 年 冬 中、 京師 爲御 警衞 上京 仕、 其 節 高 別紙 二 申 上 候、 且其餘 ハ德川 氏 ヨリ 被 命 候、 江戸 近海 持 場 等 之 儀 -ー 

付、 不申上 候、 

去年 十一 一月 九日 已來、 御 警衞其 外出 兵 出先 兵隊 之 人 數等之 事、 

此儀 御警衞 出兵 等 之 儀 無 御座 候、 

當時 在家 兵隊 其 外人 數之 事、 

此儀 別紙 -ー 申 上 候、 

右 御 本文 之 趣 御 達 -ー 付 御 答申 上 候、 以上。 

復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 一一 一日  ， ーノ  _3 


復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月！ 一一 日 


三月 二 日 

〇 別紙 

ー去ル 丑年 冬 中、 京師 御警 衞相模 守人數 高、 

番頭 « 人  平 士廿四 人 大筒 頭 « 人 

同 與頭五 人 足 輕百廿 人 同小 頭 拾 五 人 

右 之 外 主人 近習 馬 廻リ、 

在家 兵隊 歩兵 一 大隊 士銃隊 一 一 中隊 

右 之 通 御座 候、 以上。 

三 s  二日 


〇 

去 丁 卯年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞等 無 御座 候、 

一 當時 在家 兵隊 其 外人 數左 -ー 申 上 候、 

總人數 左 之 通、 

隊長 四 人  番頭 四 人 

小銃 百 八 拾 挺 大砲 九 挺 但 野戰简 

合 五 百 八 拾 一 人 


大筒 役 四 人 

總 奉行 壹人 

大砲 一 砲臺 


組頭 五 人 

徒士 以上 一 一 百 十 一 人 


六 六 

堀 田相模 守家來 

井 口 宗 兵 衞 


大筒 方 四 人 

附屬拾 人 

外 -1 遊 擊之者 


先 筒 頭 五 人 


堀 田相模 守家來 

井 口 宗 M 衞 

辨 事局 記 


銕砲頭 七 人 

足輕 以下 雜人共 三百 五十人 


右 總人數 之 内 、奥州 領分 瀨上陴 屋詰家 來人數 、左 之 通、 

隊長 一人 番頭 一人 組頭 一人 小銃 二十 挺 大砲 一挺 但野戰 筒 徒士 以上 十六 人 

足輕 以下 雜人共 二十 人 

合 三 拾 九 人 

.E 陽 道 賊徒 征討、 備前 安藝 兩藩 へ 被 仰 付 候 節、 池 田備前 守差圖 二 付、 去月 十一 一日、 備中國 截冶山 へ 差 出 置 候 人數、 左 之 

通、 

隊長 一人 番頭 一人 組頭 一人 銕砲頭 二人 小銃 五十 九 挺 大砲 二 梃 但野戰 筒 

徒士 以上 五十 一 人  足輕 以下 雜人共 百 三十 八 人 

合 百 九 拾 四 人  . 

右人 數 同一 一月 十一 一日 引揚 -ー 相 成 候、 

右 同人 差圖 n 付、 去月 十四日、 美 作 國福渡 へ 差 出 置 候 人數、 左 之 通、 

隊長 一人 番頭 一人 組頭 一人 銕砲頭 二人 小 鋭 二十 八挺 大砲 ニ挺但 野戰简 

徒士 以上 三 拾 一 人  足輕 以下 雜人共 五十 九 人 

合 九 拾 五 人 

右人 數ー 一月 廿 一 日、 美作國 ョ リ引揚 -ー 相 成 候、 

一 當御地 へ 召 連 候 手 廻 人數、 左 之 通、  - 

番頭 一人 組頭 一人 鎮砲頭 一人 小銃 三十 二 挺 徒士 以上 四 拾 四 人 

足輕 以下 雜人共 四 拾 五 人 

合 九 拾 一 一人 

復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 


六 七： 


復古 記 卷ニ 十八 (中) 明^ 元年 二月 三日  六 八 

右 之 通、 人 數差賦 仕 全 在所 へ 殘置候 人數、 左 之 通、 

隊長 一人 番頭 一人 組頭 一 人 鎮砲頭 一 一人 小銃 四十 一 挺 大砲 五 挺 但野戰 筒 

徒士 以上 六十 九 人 

合 百 六 拾 六 人 

右 之 通 御座 候、 尤右 人員 之 内、 病人 幼少 等モ 御座 候、 彌 出兵 罷 成候義 ハ 、巨細 急速 難 取調 御座 候、 此段申 上 候、 以上。 

三月 二 日  木 下 備中守 

木 下 利 恭家記 

〇 

去 子年 以來、 諸 國御警 衞其外 持 場 等 之 儀、 被 仰 付ハ無 御座 候 得 共、 兼 テ新潟 港 援兵 被 仰 付 置、 子年 以来、 度々 依 御 達、 左 之 

通人 數差出 申 候、 

物 頭 一人  目 付 一人 勘定 役 一人 祐筆 一人 醫師 一人 小頭 一 一人 吟味 役 一 人 

銕砲足 輕三卜 人 大砲 一挺 其 外 附屬之 向 四十 六 人 程 

右 同所 へ 一 一番手 備置候 人數、 左 之 通、 

番頭 一 人 砲士 十五 人 大砲 一 挺 徒 目 付 一 人  其 外 附屬之 向 

越後 國村 松濱、 中 村濱、 兼 テ持場 被 仰 付 置、 左 之 通人 數備置 申 候、 

物 頭 一人  §1 兼 一人 小頭 四 人 大砲 一挺 足輕 三十 人  其 外 附屬之 向 

右 之 通 御座 候、 以上。 

堀 左 京 亮 家 來 

三月 二日  稹政 右衞門 


辨 事局 記 

去 ル f きリ、 霞 御 警衞其他持場 、着 年 十一 一月 已後、 is 出兵 出先 兵隊 人 I 之 儀、 取調 御屆可 申き、 右 ハ 當藩 二 

於テ ハ 、右 之 類 無 御座 候、 當時 在家 兵隊、 其 外人 數之 儀ハ 、別紙 之 通 御座 候 間、 此段御 屆申上 候、 以上。 

, , ,  S 倉 攝津守 

辰 三月 二日  ネ, ぷも r と 

御 傳達所 

〇 別紙 

一家 來總 人數 四百 貳十人 

内 

± 貳百 四十 三人 足輕 百 七十 七 人 

此內 兵隊 二 小隊 四十 八 人 ヲ以ー 小隊 トス 

右 之 通 御座 候、 以上。  ^  h 

：  坂 倉 護 律 守 

g 三 月 二 曰  ネ も r ど 

板 倉 滕弘家 記 

先月 四 曰、 御 蓄.^ 以、 被 仰 渡 I 時、 在家 人 II 儀、. S 別紙 逢 、在所， リ申越 候、 此段御 環 上 候、 以上。 

中 川 修理 大夫內 

復 古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二 ほ 一一 一日  メ九 


復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 

三月 五日 

〇 別紙 

覺、 

備頭八 人 物 頭贰拾 三人 

外 -ー 諸 役 貳拾四 人 

右 之 通、 當時 在家 人 數凡積 -ー 御座 候、 以上 


七 〇 

柳 井新 次郞 


士百八 拾 人 足輕 三百 五 拾 人 大小 砲 七 百挺餘 


三 月 五 


曰 


中 川 修理 大夫内 

柳 井新 次郞 

辩 事局 記 


〇 

元 治 元 子年 秋 中、 京師 御 警衞被 申 付、 猶又冬 中 詰 越 被 申 付 在京 仕 候、 

但 在京中 所々 御 固 被 申 付人 數 出張 爲仕 候、 

甲府 御城 代、 兼 テ被申 付 置、 去 卯年 十一 一月 人 數召連 相 詰 候處、 當 正月、 御城 代 被 差 免 候 付、 彼 地 引 拂歸邑 仕 候、 

右 召 連 候 人數、 

年寄 一 人  番頭 一 一人 川 人 一 一人  公用 一 一人  別 手 組頭 一 一人 

目 付 役 四 人 使番 二人 小 與頭四 人 平士 世話役 九 人 砲手 廿八人 

鼓 士四人  外-一役々 ノ者 


家老 一人 

組 子 七十 四 人 

銃 手 六十 四 人 

右 之 通 御座 候、 

在家 人數 徒 並 以上 銃 除 


大隊 足 輕銃隊 三 中隊 大砲 六 門 外遊 擊之者 


右人 數之内 ヲ以、 居留 拉 臨時 出兵 等分 配 仕 候 儀 -ー 御座 候、 此段申 上 候 、以上。 


三月 七日 


大久 保加賀 守家來 

正木 權大夫 

大久保 忠良 家 記 


〇 


覺、 


一 隊長 豐人 一 番頭 登 人 • 一  目 付 壹人  一 ？ 四 拾 人 一 足輕 拾 五 人 外 5fl 之！！. 

S  、去 ル 寅年 以来、 武州戶 部 町 I  二 付、 同所 へ 家来 共 種 之 籠 遣、 守衞疆 候、 先般 御 逢 趣 御 ま 間、 御 屆申上 候 

W 條戶部 町 之 義ハ、 東海道 程 ケ谷驛 ヨリ、 橫濱へ ノ 入口 關門 二 御 坐 候、 此段モ 爲念申 上 置 候、 以上。 

PI  {  •  水 野 肥 前 守 家來 

. 荒木 左 膳 

三 弓 七日 

j  內國 事務局 叢書 


年 十二月 五 曰 御所 御 震 御門 御 警衞 被 仰 付、 人薩 出 申 候、 靈元乙 丑年 正月 五日 置 被 成 候-一 付、 


〇 

元 治 元 甲子 

人 數引拂 申 候、 

去年 十一 一月 九日 以來、 御警衞 向別 段 無 御座 候、 

常時 在家 兵隊 人数、 左 之 通 御座 候、 

隊長 一人 司令 士 二人 嚮導 四 人 

士分 一 小隊 足輕ー 小隊 大砲 一 一門 

復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 


復古 一記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日  .ご， 一 

右 附屬之 品 用意 

右 之 通裨座 候、 以上。 

. 三月 七日  本庄宫 內少輔 

本 莊 道 美 家 記 

〇  .  , 

去 子年 以来、 諸 國御警 衞向相 勤不申 候、 其 外 持 場 等 無 御座 候、 

一 去 卯年， H 一月 九日 以來、 御 警衞向 相 勤 候 儀 無 御座 候、 

一 當時 在家 兵隊 人数、 左 之 通、  、 

隊長 壹人 ，1 於" 触 十四 人 統卒 一一 小隊 

五 百 目 砲 二 挺 ®§ 役 拾 _貳 人 

右 之 通 御座 候、 尤附屬 之 者、 時宜 -ー 寄、 相 增候儀 モ 可 有 御座 候、 此段申 上 候、 以上。 

三月 九日  細 川玄蕃 頭 

內國 事務局 叢書 

〇 三月 トー 一日 上申書 

一 去 子年 以來、 諸國御 警衞向 相勤不 e. 、其 外 持 場 等 無 御座 候、 

一 去年 十一 一月 九日 以来、 御 警衞向 相 勤不申 候、 

一 當時 在家 兵隊 人數、 左 ノ通御 坐 候、 

一隊 長 壹人 一司 令士  二人  一 嚮導 四 人 ー銃隊 三士 灭 

一 大砲 量 門 一 右 司令 士 費 人 一 砲手 八 人 一 鼓手 一 一人 


右 之 通 御 坐 候、 以上。 

二月 廿 九日 


山 口 長次郞 

內國 事務局 叢書 

山 口 弘達家 記 


〇 

覺、 

勤 役 並 在家 兵隊 

一 在家 兵隊 書 出候樣 御沙汰 之處、 小 藩 之 儀-一 付、 平常 番組 相 分 候 程 之 人 數モ無 御座 候閒、 城兵 役 附附屬 之 者 札除キ 祸 

沙汰 次第、 出兵 之 兵隊 並 在家 之 人數書 上可然 哉、 

一 御親征 n 付 官軍 御 通行 之 節、 宫宿 ヨリ 荒 井 宿 迄、 兵食 取 賄、 宿々 警衞 人馬 繼立 世話 向 被 仰 付、 三 宅 備後守 大岡越 

前 守 家來申 合、 宫宿ョ リ岡崎 宿 迄、 持 場 割合 金 一 郞勤中 -ー 御座 候、 

在家 兵隊 並 人 教書 

隊長 一名 組頭 二 名 g| 兼 二 名 S 兼 六 名 砲 士卒 A 拾 名 大砲 手 六 名 

大砲 二位 

右 之 外、 附屬 之者ハ 出兵 被 仰 付 候 節、 書 上 可 申 哉、 

在家 人數 メ貳百 六 拾 人 

一 當時 宿々 御 警衞中 二 付、 書面 之 人數無 御座 候、 

右 之通泰 伺候、 以上。 


辰 三月 十 二 日 

復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月！ 一一 日 


內藤金 一 郞家來 

川 西 六 右衞門 

七三 


復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日 


七 四 

內國 事務局 叢書 


〇 


覺、 

一 在家 人數 隊長 ョ リ足輕 迄 人数 四百 五 拾 人 程 但五拾 歳 以下 拾 七 歳 以上 一 三 一男 迄、 當時 軍役 -ー相 用 候 分、 

右 之 通 -ー 御 坐 候、 尤 出兵 人 數增減 之 儀 ハ 、場所 遠近 且應 御用 之 時宜、 可成 丈 差 出 可 申 候、 

右 御請 申 上 候樣、 在所 表 伊賀 守ョ リ申付 越 候 付、 此段申 上険、 以上。 


三 月 十三 日 


松 平 伊賀 守家來 

赤 座 壽 兵 衞 

內國 事務局 叢書 

松 平 忠禮家 記 


〇 


在家 抱 人數、 左 之 通、 但 江戶ョ リ 引取 殘人數 並 大坂詰 共、 

一 家老 五 人  一番 頭 三人  一 用人 拾 « 人 

一 醫師 拾 人 一 徒士 七 拾 人 一 小役人 百 五 拾 人 

ー步兵 三 拾 人 

メ凡六 百 九 拾 * 人 

右 之 通 御座 候處、 此内 老幼 軍役 難 相 勤 者 モ數多 御 坐 候、 

右 之 €： ョ リ當時 京 詰 人數、 左 之 通、 

一 家老 壹人 一 番頭 戴 人  一 用人 壹人 

ー醫師 菟人 ー徒士 拾|5^< 一  小役人 拾 三人 


物 頭 拾 人 

足輕 百 九 拾 人 


兵士 百 六 拾 人 

船 手 五 拾 人 


物 頭 * 人 

足輕 三 拾 費 人 


兵士 菟拾九 人 


メ九拾 11^ 人 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

松平但 馬守內 

三 月 十三 日  八 田 造酒 允 

内國 事務局 叢書 

去ル 子年 以來、 諸國 出兵 等、 其 外 去年 十一 一月 九日 以来、 御 警衞鼓 出兵、 且當時 在家 兵隊 等 之 儀、 御 達 御座 候處、 右 ハ去ル 子年 

以來、 當節 迄、 御 警衞等 相 勤 候 儀 無 御座 候、 尤在 家人 數 儀、 左 二 申 上 候、 

侍大將 壹人  番頭 二人  旗 奉行 二人  物 頭 二人  目附 二人 

使番 四 人  小 荷駄 奉行 二人 銃 槍 兵士 三 拾 人 大砲 打 二 拾 人 小役人 二 拾 人 

警固士 拾 四 人 鎮 砲足輕 七 拾 人 役々 附屬帶 刀 之者竝 小者 仲間 百 五 拾 人 

右 之 通 御座 候、 此段申 上 候、 以上。 

戶澤 中務大 輔家來 

三月 十四日  ； b 村 直 記 

新 莊藩記 

〇 三月 十五 日 上申書 

去ル 子年 以來、 諸 國警衞 其 外 持 場、 去年 十一 一月 九日 以來、 警衞 出兵 等 出先 兵隊 人數、 在家 兵隊 人數、 早々 可 申出 旨、 家 來之者 

へ 被 仰 聞 御 書付 之 趣奉畏 候、 舊來長 崎 表 持 場 相 心得 罷在候 付、 司 所 並領境 へ 差 出 候 人數、 且又 去年 十一 一月 九日 以來 兵隊 出 

先 並當時 在家 之 人數、 則 別紙 之 通 御座 候、 此段申 上 候、 以上。 

復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 一一 一日  七 S 


復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 三日  七チ、 

一一 月  大村丹 後 守 

〇 別紙 

子年 以來、 警衞 人數之 事、 

一 元 治 元 子年 長 崎 不穩振 合 -ー 付、 七月 ョ リ 翌春 迄警衞 人數、 左 之 通 差 出、 

士大將 一 一手、 

一士 大將 二人  一 者 頭 四 人  一馬 廻 二十 四 人  一士 百 三十 八 人 

一 lag 六 人  ー鎮 砲足輕 百 九十 人 一 小者 百 二十 六 人 一大 砲 支配 一人  一士 十一 

一 小者 三人 

右人 數メ五 百 六 人 

同時 領内 福 田 固 出張、  - 

一大 砲 支配 三人  一士 三十 六 人  ー醫者 二人  ー錢 砲足輕 三十 人  一 小者 十 人 

右人 數メ 八十 一 人 

一 慶應三 卯年 五月 ョ リ當 正月 迄、 長 崎 表 西 山、 浦 上 口 兩所關 門警衞 人數、 左 之 通、 

浦 上 口、 

一 者 頭 一人 一馬 廻 一人  一士 三人 ー銕 砲足輕 十一 人 

右人 數メ 十六 人 

西 山 口、 

一馬 廻 二人  一士 三人 ー鎮 砲足輕 八 人 

右人 數メ 十三 人 


鎮 砲足輕 五十人 


辅 手足 輕 五十人 


大村丹 後 守 


司令 士 九十 員 


一 同年 六月、 長 崎 邪宗 門 柿 之 節 出張 人數、 

一 者 頭 二人 一馬 廻 一人  一士 十四 人 

一 小者 十三 人 

右人 數メ百 三十 人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

辰 二月 

〇 別紙  . 

出先 兵隊 人數、 並當時 在家 兵隊 人數之 事、 

ー銃隊 五 大隊 但大 隊長 以下 銃 士迄ー 大隊 三百 七 員 宛 

大隊 長 五 員 參謀 十 員 助 謀 五 員 但 斥候 監軍此 兩役之 S ヨリ 兼 

押 E 長 ヨリ 以下 役士 並醫師 迄、 二百 二十 五 員 銃士 千 二百 員 

メ千五 百 三十 五 員 

e 二 大隊 長崎警 衞手當 

伹此內 一 大隊、 當 正月 長畸 市中 鎭撫、 立山 役所 警衞差 出、 跡 一 大隊 ハ 時機 次第 操 出 候 手 箸 罷在候 

同 一 大隊 本陴 

. 旦. pu^ 闕下不 穩御振 合， 一 付、 此内 ヨリ、 兵士 六十 人 差 出、 當 正月 變動二 付、 大津固 引續桑 名^手 被 仰 付 候 付、 四 

拾 人相 增、 凡百 人 之 辻 大砲 « 門 差出罷 在 候、 

同一 大隊 領內 海岸 並 口 々 手當 

同 一 大隊 欢島 城跡 殘應 變手當 

復古 記 卷ニ 十八 (中) 明治 元年 二月 一一 一日  七 七 


復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日 

一 砲隊 五 小 除  小隊 長 五 員  砲車 長 十 員 

メ九 十五 員 

大砲 拾 挺 

總メ 千 六 百 三十 員 

右 之 通 御座 候、 以上。 

辰 二月 

復古 記卷ー 一十 A 下 


七 八 


砲士 八十 員 


大 村 


丹 後 守 

大村純 熙家記 


〇 


在家 人 數覺、 

士分 三百 人餘 


以下 三百 人餘 


右人 數 -ー テ、 領 2： 取締 居城 警戌迄 仕置 候、 此段奉 申 上 候-以上 „ 


三 月 


十 日 


〇 


六 鄕兵庫 頭 家 來 

岡 造 酒 之 丞 

內國 事務局 叢書 

六 鄕政鑑 家 記 


覺、 

元 治 元 子年 五月 廿 八日- 

慶應ー 一 寅年 十 一 月 三日； 


半 藏ロ御 門番 被 仰 付、 依 之 市中 廻リ 御免、 

雉子 橋 御 門番 被 仰 付、 依 之 半 藏ロ御 門番 御免- 


慶應三 卯年 七月 四日、  御門 番久々 相 勤 候-一 付 御免、 

同年 卜 二月 ト 八日、 市中 爲 取締 巡邏 被 仰 付、 今以相 勤罷在 候、 

同 四 辰年 正月 九日、 松 平 修理 大夫投 御 家 來貳人 御 預ケ被 仰 付、 二月 十七 日 御免、 

右 之 通 御座 候、 以上。 

内 藤長壽 麿家來 

慶應四 辰年 三月 廿 二日  白 石 七 左 門 

,  內國 事務局 叢書 

〇 三月 廿 四日 上申書  I  j 

兼 テ御達 御 坐候當 時、 在家 人數書 別紙 之 通 御 坐 候 得 共、 內百餘 人 hd 戶 住居 -ー テ、 當時在 虚遠江 國橫須 賀表 へ 引越 申 付 到 著 

仕 候 、依 之 別紙 相 添 此段申 上 候、 以上。 

西 尾隱岐 守家來 

三月  並 河 半 三 

軍 務 

御 役所 

〇 別紙 

一 六 百 五 拾 人 在家 總人數 

四百 貳拾人 士分 貳百三 拾 人 足輕 百 人 農兵 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

西 尾隱岐 守家來 

復 古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 一 1 一日  七 九 


復古 記 卷ニ 十八 (fM 明治 元年 二月 三日 

三 月 


〇 


覺、 . 

一 在家 兵隊 其 外人 數、 左 之 通、 

番頭 一人 鐵砲物 頭 二人 砲 士卄人 

太鼓 役 一 人 兵粮 方 四 人  鐵砲 足 輕廿人 

小 砲 玉 藥三荷 持 夫 小者 准 右 

何 モ和流 相 用 申 候 

右兵 除 之 外在 家 拉御當 地 詰 合 人數、 左 之 通、 

重臣 一人 士分 十四 人 徒士 十三 人 

右 ハ去ー 一月 十日、 御 屆申上 置 候。 

三月 廿 四日 


〇 一 一月 十日 上申書 見 ル所ナ シ。 

〇 

覺、 

丹 波 守 家 來人數 諸士 以上 百 九 拾 六 人 


醫師 一 人 

大砲 三 挺 


並 


八 〇 

河 半 三 

花房 藩 記 


使番 一人 

5ii 六掉 


貝 役 一 一人. 


渡 邊丹後 守家來 

山 田 義平太 

内國 事務局 叢書 


諸士 以下 三百 七 人 


合 テ五百 三人 


一 右之內 出兵 人數 諸士 以上 五 拾 人 諸士 以下 九 拾 1w 人 

右 之 通 御座 候、 尤 右之內 老幼 病人 等モ 御座 候、 此段御 屆申上 候、 以上" 

三月 廿 四日 

〇 

一 去ル 子年 以来、 諸 國御警 衞向相 勤 1^ 申、 其 外 持 場 等 無 御座 候、 

一 去年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞其 外出 京 等 無 御座 候、 

一 當時 在家 兵隊 人數、 左 之 通 御座 候、 

隊長 壹人  番頭 壹人 

小 荷駄 奉行 爱人 著 到 役 « 人 

歩 物見 貳人  三 器 役 三人 

小役人 四 人  足輕 小頭 四 人 


合 テ百四 拾貳人 


鳥居 丹 波 守家來 

淸水丈 


辨 事局 記 


陣場 奉行 壹人 

大筒 奉行 三人 

武具 役壹人 

銕砲足 輕五拾 人 

右 之 通 御座 候、 出兵 御警衞 人數、 御差圖 次第、 在所 ョ リ差出 可 申 候、 此段 御請 申 上 候、 以上。 

黑田筑 後 守家來 

三 nl^i" 五 曰  r.  鷂見ー 


者 頭貳人 

同 術 士拾五 人 

醫師壹 人 

小人 六 拾 人 


軍 目 付 * 人 

戰士四 拾 人 

書記 役 « 人 

大砲 貳挺 


使 番貳人 

下目 付 I 貝. S 

賄 方貳人 


擧 


〇 

去ル 子年 以来、 諸國御 警衞、 其 外 持 場 等、 拉 去年 十二月 九日 已來、 御 警衞、 其 外出 兵 出先 兵隊 之人數 等、 取調 可 申 上旨 被 

復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日  /一 


復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日  八 二 

仰 渡奉畏 候、 然處 何方 へ モ人數 差 出不申 候、 尤右 御沙汰 之 節、 一 通家來 之者ョ リ御屆 申 上 置 候 得 共、 猶 取調 奉 差 上 候、 

一 當時 在家 兵隊 人數、 左 之 通、 

士分 貳百拾 五 人 徒士 以下 九十 八 人  足輕 同心 百 二十 四 人 鄉足輕 三百 人 

右 之 通 -ー 御座 候、 以上。 

三月 廿 五日  大關 泰次郞 

辨 事局 記 

〇 

覺、 

一 擦 人 數貳百 四 拾 五 人 內 士分 內甙 人當時 在京 百 拾 人 足輕 百 三 拾 人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

蒔 田 相 模守內 

三月 廿 五日.  武藏新 吾 

薛田廣 孝 家 記 

〇 

ー去ル 子年 ヨリ 以來、 諸 國御警 衞其外 持 場 等 之 事、 

右 御 警衞持 場 等 無 御座 候、 

一 去年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞其 外出 兵 等 出先 兵隊 人 數等之 事、 

右 備中松 山 表 攻撃 之 節 出兵 人員 御屆、 確聽 ™ 域^-年 

一 生 兵 四拾貳 人 総計 兵員 六 拾 七 人 


戰爭無 之-一 付、 死亡 無 御座 候、 

右 ハ備中 松 山 表 攻擊之 節、 出兵 人員 書面 之通リ 御座 候、 此段御 屆申上 候、 以上 „ 

四月 十七 日 

軍 務 官 

御 中  . 


蒔 田 相 模守内 

小 倉 熊 雄 


大砲 方 七 人 

蒔 田 廣孝家 記 


右 出兵 人員 六 拾 七 人 

隊長 壹人 嚮導 三人 嚮導 補 三人 銃 卒廿六 人 鼓手 二人 

大砲 貳挺 下部 廿五人 

右 之 外 御警衞 出兵 等 無 御座 候。 

〇 當時 軍務 宫 ノ稱 ナシ、 恐クハ 軍 防 局 ノ誤ナ ラン。 

〇 

口上 之覺、 

當ー 一月 四日、 在家 人數 取調 書 差 出 候樣被 仰 付、 同 七日、 國元 遠方 -ー 付、 往返 中 御 猶豫相 願 置 候處、 今般 國元 ヨリ 申 越シ、 當 

時 在家 共隊其 外人 數、 左 之 通、 

隊長 贰人 番頭 四 人 司令 士 六 人 士 六十 人 步銃除 百 八十 人 車臺砲 五 架 

右 之 外 諸 役 諸器械 相應 二 相 調 申 候、 以上。 

石 川 若 狹守留 主 居 

復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日  八 三 


復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日 

三月 dn 七 


曰 


〇 

去ル 子年 以来、 諸國御 警衞向 相勤不 申、 其 外 持 場 等 無 御座 候、 

一 去 卯年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞向 相 勤 候 儀 無 御座 候、 

一 當時 在家 兵 除 人數、 左 之 通、 

隊長 * 人  司令 士 贰人  嚮導 四 人 銃卒 三 拾菟人 

司令 砲手 共 六 人 小 荷駄 方 鱟人 足輕 菟人 中間 五 人 

メ 五十 贰人 

右 之 通 御座 候、 尤此外 附屬之 者、 時宜 -ー 寄、 相 增候儀 モ 可 有 御座 候、 以上。 

三月 卄 八日 


〇 


八 

田 


守 外 

辨 事局 記 


大砲 爱門 


稻葉備 後 守 

辨 事局 記 


當時 在家 兵隊 其 外人 數、 

ー諸士 百. 貳人 一 徒士席 六 拾 三人 一足 輕 小頭 拉足輕 百 三 拾 五 人 一中 間 小頭 拉 中間 百貳拾 三人 

合 四百 貳拾 三人 

右 者、 甲州路 へ 出兵 竝 官軍 兵食 取扱 方 人數、 一 一條 城 柵 御門 御警衞 京都 詰 人數、 江戶三 屋敷 留守番 人数 ハ 引殘、 當時 在家 人數 

-ー 御座 候、 右人 數之 S ヲ以、 臨時 出兵 之 兵隊、 居 守 兵隊、 竝 因幡 守 上京 之 召 連 候 人數共 分配 仕 候 儀 -ー 御 坐 候、 此段奉 申 上 候、 

以上。、 


三月 晦日 


識訪 因幡 守家來 

林 魯兵衞 

酿訪忠 醴家記 


〇 

去ル 子年 以来、 諸 國御警 衞竝持 場 等 相 勤 候 之 儀 無 御座 候、 

去月 ト 七日、 東 山道 鎮撫 使 高 松ぬ 附屬 官軍 先鋒 敎導 隊ト 申僞、 諸 所 暴行 候 相樂ぉ 4藏 人 數爲铺 押 人 數出之 傲 御總督 

一 付 ヨリ 被 仰 付、 侬之、 

番頭 《 人 物 頭壹人 目 付 《 人 郡 奉行 壹人 • . 代官 《 人 平 士拾人 徒 士拾人 

足 輕貳拾 人 

右 之 通 * 近領 追分 宿 へ 向 ケ差出 鎭靜、 廿ー 一日。 人數引 上ケ申 候、 

去月 廿日、 德 川故領 御影 陴屋 へ 爲 取締、 當分 人数 出 之 儀、 尾 張ぬ ヨリ 申達 有 之、 依 之、 

郡 奉行 覺人 代官 壹人 足 輕拾人 

右 之 通 差 出、 當月十 日 引拂申 候、 

上 州、 武州 村々 小 民 共、 無糢之 博徒 打雜、 多人数 諸所潢 行、 豪農 富 商 等 之 人家 猥リ -ー 打 毀、 信州路 へ モ 立 入、 旣 二 私 領分 近 

傍迄，^^千人程モ罷越、同樣之所業 二 及 候 付、 爲 取締、 當月十 一 日、 

家老 覺人 番頭！^ 人  物 頭 » 人  大目 付 威人 目 付 三人 

代官 三人 平 士貳拾 人 徒 士貳拾 人 足 輕四拾 五 人 

右 之 通、 人 數諸所 へ 分配 差 出 シ 、早速 鎭靜、 十三 曰 , 不殘引 上 ケ 申 候、 

一 當時 在家 兵隊 人數、 左 之 通、 

復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日 


郡 奉行 貳， 人 


八 五 


復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日 

隊長 壹人 司令 士四人 嚮導 八 人 銃卒貳 〈小隊 大砲 威 門 

右 之 通 御座 候 得 共、 出兵 之 儀 ハ 、遠近 竝 時宜 -1 寄、 少々 增減之 儀 モ 可 有 御座 候、 以上。 

三月 晦日 


八 六 


牧 野 遠 江 守 

. ^事局 Ijl 一" 


〇 

當 二月 三日、 被 仰 渡 候 在家 兵 除、 別紙 之 通 相備置 御沙汰 次第 繰 出 候 積-一 御 坐 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

秋 田 中 將家來 


三 月 


〇 別紙 


長 瀨兵部 


軍將 * 人 

大砲 四 挺 

以上 

三 月. 


〇 


覺、 


番頭 貳人 


兵士 以下 輕卒迄 七 百 九 拾 人 右 之 内 西洋 隊モ差 加 申 候、 


土 岐阜 人 正 家来 人數、 


秋 田 中 將家來 

長 瀨兵部 

內國 事務局 叢書 


者 頭 七 人 

中小 性 以下 三 拾 五 人 

足輕 四ん 


在所 住居、 

家老. 贰人  用人 五 人 

. 給 人 四 拾 四 人 醫師五 人 

江戸 住居、 

家老 貳人  用人 四 人 

給 人 五 拾 四 人 醫師四 人 

大坂藏 屋敷 住居、 

留守居 壹人 役人 八 人 

作 州陴星 詰、 

役人 四 人 足 輕貳人 

當時 京都 詰、 

家老 爱人 諸 士五人 役人 貳人 

右人 數之內 出兵 之 分、 

中隊 司令 士壹人  小隊 同貳人 

鼓手 貳人  雜卒  一 

右 之 通 御座 候、 尤右之 内 老幼 病人 等 御座 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

辰 三月 

復古 記 卷ニ 十八 (下】 明治 元年 二月 三日 


者 頭 七 人 目 付貳人 勘定 頭貳人 

中.^^ 以下 五 拾 九 人 徒士 以下 六 拾 七 人 


勘定 頭 三人 

徒士 以下 四 拾 五 人 


徒 士頭四 人 

足 輕九拾 人 

徒 士頭五 人 

足 輕七拾 人 


足 輕五人 


嚮導 t.- 人 銃士壹 小隊 三 拾貳人 銃卒？ 小隊 三 拾. 貳ゾ 


土 岐隼人 正家來 

秋 田 金 米 

內國 事務局 叢書 

八 七 


復 古 記 卷ニ 十八 (下； 明治 元年 二月 三 H  八 八 

〇 

當時 在家 人數書 上、 

土 分 三百 五 拾 四 人 足 輕百五 拾 人 附屬六 拾 五 人 大砲 拾 挺 

右 之 人數ニ テ、 領内 海岸 堅メ 場八ケ 所、 S 城廻リ 迄、 警衞 仕置 候、 此段奉 申 上 候、 

南部 遠 江 守家來 

辰 四月 二日  田 中 益 太 

內國 事務局 叢書 

〇 

覺、 

一 小統隊 士卒 凡 六 百 人 程 但 司令 共 

一 大銃九 門 

一 同 煩 手 凡 五十人 程 但 司令 共 

一 火 小銃 手 之 外 士卒 凡 五 百 五十人 程 

右 之 通、 在家 兵隊、 其 外人 數共、 如此 御座 候、 以上。 

宇 和 島 侍從内 

ra: 月 I  二日  木 原 半兵衞 

.  內國 事務局 叢書 

〇 

去ル 子年 以來、 諸國御 警衞向 相勤不 申、 其 外 持 場 等 無 御座 候、  ，  . 


一 去 卯年 十一 一月 九日 以来、 御 警衞向 相 勤 候 儀 無 御座 候、 

一 へ。 S 時 在家 兵隊 人數、 左 之 通、 

隊長 《 人 司令 士 貳人 敎導 四 人 銃卒 一 小隊 

右 之 通 御座 riS; 、尤此 外 附屬之 者、 時宜 二 寄、 相 增候義 モ可有 御座 候、 以上。 


四月 十 


曰 


大砲 壹挺 • 但打手 共 

牧野 伊勢 守家來 

塚 田六郞 

內國 事務局 叢書， 


〇 

當時 在家 兵隊、 

全隊 指揮 爱人 隊長 貳人 司令官 . ^人 銃 除 九十 广ノ 

旦 シ 、洋式 野 戰砲鱟 門 二 司令官 擊手共 六人ッ 、 、 


詖長及 ヒ擎共 六 人 勘定 方 響 八 人 ぜ^ II 及" 五 丈 

右 之 丘つ. S 一一  テ 御 固 ヲ始、 出兵 領內 取締 迄、 警戌仕 候 間、 此段御 屆ケ申 上 候、 以上。 


四月 十 乃 日 


大砲 四 門 


堀 恭之進 内 

南 保 善 右衞門 

內國 事務局 叢書 


〇 


在家 兵隊 榴數、 

复 古記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日 


八 九 一 


復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 一二 日  九 〇 

一隊 長 二人 一頭 役 二十 人  一士 列 百 人 一足 輕類 百 六十 五 人 

此外小 荷駄 附作事 方、 竝 武器 持 人 下人 等 略 之、 

右 之 通 御座 候、 以上。 

松 平 佐 渡 守家來 

四月 廿 二日  兒玉十 郞右衞 門 

御 役所  內國 事務局 叢書 

〇 

一 去ル 子年 以來、 諸國御 警衞向 相勤不 申、 其 外 持 場 等 無 御座 候、 

一 去 卯年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞向 其 外出 兵 等 無 御座 候、  • 

一 當時 在家 兵隊 人數、 左 之 通 御座 候、 

隊長 壹人 番頭 貳； 人 物 頭壹人 司令 士六人 

銃 嫁、 

士分 一 一 小隊 足輕 一 小隊 大砲 一 一門 司令 士 砲手 共 拾 六 人 

右 附屬之 品 用意 

右 之 通 御座 候、 此段御 屆申上 候、 以上。  ■ 

大久保 三 九 郞家來 

四月 廿 七日  水 野 庸八郞 


內國 事務局 叢書 

御 役所 

〇 

覺、 

一 在家 人數、 隊長 ヨリ 足輕迄 、人数 五 百 貳拾九 人 程 

旦五 拾歳以 拾七歲 以上、 二三 男 迄、 當時 軍役-一 相 用 候 分、  、 ！ . 

右 之 ^4  二 御 I、 尤 出兵 人 If 儀 ハ 、場蕩 近 I 御用 之 S 、可成 丈需可 I 旨、 ia リ申 i 間、 

候 以上  戶田丹 波 守家來 

£  關杏 右衛門 

辰閏 四月 三日 

辨事  內國 事務局 叢書 

御 役所 

〇 

覺、 

去 ル 子年 以來、 諸 國御警 衞其外 持 場 等、 左 之 通 御座 候、 

^.^^pp, 曰 光山 舊、 先代. S 正 二 被 申 付、 同 十六 曰江戶 出立、 同 十 t2i 勤 居候 處；. 七月.^ 九日 一 

右兩所 III 行 候-一 付、 人數 出兵 追討 篇被申 付、 依 之、 曰 光山 霧 ハ被截 候 付、 同 十 曰 致 出立、 野 州 小山 宿へ ノ 

) SIS; 六、 s^iM 一  テ軍列相整 、同 十六 曰 Ei 、夫ョ リ筑波 山 下 へ 人 I 込 、九月 十八 I 水戶表 へ 人數 

复 古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日 


復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日  九 一一 

繰 込 候 樣被申 付、 同 廿日 同所へ 著 、七月 五日 同 十日 浮浪 徒 ト戰爭 、十一 月 五日 浮浪 徒 平定， I 付、 十一 月 十日 人 數歸苻 仕 候、 

一 慶應三 丁 卯年 十 一 月 八日、 非常 之 節、 江 戶城淸 水門 外 へ 人 數出達 有 之 候、 

一 同 十三 日、 同斷之 節、 同 田 安 門外 へ 人 數差出 候 樣達有 之、 尤淸 水門 外 へ 人數出 之儀ハ 被 差 免 候、 

1 同 十一 一月 十八 日、 屋敷 柬寄七 八町ヲ 持場ト 相定、 巡邏 仕 候樣、 以 書付 被 申 渡 候、 

一 同 十一 一月 廿 三日、 江 戶城ー ーノ丸 炎上 二 付、 田 安 門外 へ 一 小隊 人 數差出 申 候、 

右 之 通 御座 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 


五 月 


曰 


板 倉 甲斐 守家來 

永 島 利 


も W- 

御 役所 


行 政 官 記 


〇 


當春御 達 御 坐 候、 在家 兵隊 其 外人 數 取調 仕 候處、 別紙 之 通 御 坐 候、 此段御 届 奉 申 上 候、 以上。 

松 平 左 京大 夫 内 

五月 十二 日  神 先 廣太郞 

〇 別紙  . 

一 兵隊 贰百五 拾 人 

右 之 外 二 老若 竝役付 之 者 貳百人  ； 

ー去ル 子年 以來、 拉 去年 十一 一月 九日 以來 共、 諸國御 警衛 其 外出 兵 等 ハ無御 坐 候、 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 


五月 十二 日 


松 平 左 京大 夫 

松 平 賴英家 記 


去^ 四 曰、 被 仰 出 候 御沙汰 之 趣、 III 外人 I 事、 取 調|董 候、 i 中納言 へ 通 仕 候、 且章 年以來 御^ 

衞、 同 去年 十一 一月 九日 以来、 御警衞 出張 等 之 儀、 別紙 書付 指 出 申 候、 此段 御請 申上忙 


水 戶中納 言 家 来 

St 飼 貞之進 


ふ 門 1 方 f 衞、 中納 II 平 I 門 佐 へ 被 仰 付、 擎年秦 門 簾 去 箭斷、 御霧 同人 富 民 ^ 

y  i 昨 卯 JSi 蘭 西國へ 出帆 後、 逢 大靈瞎 正 鈴 木 縫殿 始 へ 更 二 被 仰 下、 同 十一 一 月同處 御免、 utf 武陵 1 

被 仰 付、 人數祖 詰、 去月 廿日、 水 戶表爲 囘復願 濟之上 引 拂東下 仕 候、 此段申 上 候。  =：  B 武 r  1 

〇 

覺、 

一隊 長 ま 一 諸役 人 二 拾 人 一 籠 役 拾 人  一士 分 百 三 拾 人 

右 之 通御坐候 、以上。  松 平 大學頭 家来 

柳 橋 s 記 

松 平 喜 德 家 記 

〇 

復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三 曰  1 一 


復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日  九 四 

ー去ル 子年 以來、 諸國 御警衞 云々 之 儀、 左 二、 

文久 三年 四月 廿 三日 以来、 攝州河 遷郡神 崎 川筋 御 警衞罷 在 候處、 當 正月 七日 人 數引拂 候樣、 關東之 達 , 一 候 得 共、 素ョ リ 

外 國渡來 之爲、 京師 之 御 守 衞ト相 心得 罷在候 付 、正月 十六 日、 參與御 役所 へ 如何 相 心得 可 申 哉、 改テ伺 書 差 出 候處、 德 

テ是迄 之 通 御 警衞可 仕 旨 御沙汰 -ー 付、 同月 廿ー 一日 ョ リ御警 衞罷在 候處、 尙叉ー 一月 五日 引 拂可申 旨、 御沙汰  > 一寸、 引拂 

申 候、 

慶應 三年 九月 十五 日、 關東之 達 -ー 付、 攝州豐 島 郡長 興 寺 村 焰硝藏 警衞罷 在 候處、 當 正月 七日、 右人 數引拂 候 樣是亦 達 二 

付、 人數 器械 不殘 引拂 候、 

一 去年 十一 一月 九日 以來、 御 警衞其 外出 兵 云云 之 儀、 左 二  、 

攝州神 崎 川筋 御 警衞之 儀、 此 迄通リ 心得 可 申 旨 御沙汰 -ー 付、 正月 廿ー 一日 右 同所 へ 出兵、 人 數左之 通 差 出 候處、 一 一月 五日 

尙叉引 拂可申 旨 御沙汰 二 付、 同 八日 人 數引拂 候、 

隊長 « 人 司令 士 八 人 散 兵隊 廿四人 步 兵隊 卅四人 大砲 二 門 十 人 

一 當時 在家 兵隊 云 々之 儀、 左 二、 

家老 三人  番頭 貳人 三人  目附 四 人 物 頭 六 人 士分 四 拾 人 

徒士 四 拾 人 弓 組 ニ隊 鎮砲組 ニ隊 長柄 組 ニ隊 

右 之 外、 內外 事務 - ー屬ス ル者、 士分 ヨリ 足輕 - 一至 ル迄 四十 人餘、 

尤 非常 之 節 ハ此例 二 拘リ不 申、 

右 之 通 御座 候、 以上。 

•  九 鬼 長 門 守 

九 鬼 隆義家 記 


〇 以上 三 書 上申 ノ日ヲ 失ス、 故 ニ此ニ 收ム、 又 下 文加賀 以下 四十 一 一藩 拉 二 上申 文 テ佚ス 、故 二 家 記 中 一一 在ル モノ ヲ橘撮 

シテ 左ニ附 1!^ ス。 

〇 加賀藩  . 

元 治 元年 七月 十九 日、 仙 洞 御所 及 給門ヲ 衞ル、 

同年 七月 廿 四日、 幕 令 ヲ以テ 蛤門ョ リ轉シ 、淸和 院門ヲ 衞ル、 

同年 八月 十 一 日、 長 防 征討 一一 付 出兵、 

同年 十一 一月 三日、 水 藩浪士 追討 -ー 付 出兵、 

廣應 元年 間 五月 十 一 日、 淸和院 門 ヨリ 轉シテ 、南門 及ヒ日 御門 ヲ衞 ル、 

同 三年 七月 八日、 朔 平門ヲ 衞ル、 

同年 同月 十六 日、 南門 前 及ヒ日 御門 前ヲ 衞ル、 

同年 十一 一月 九日、 禁内ヲ 衞ル、 

同年 同月 十三 日、 禁 内及ヒ 日 御門 ノ 守 衞ヲ 免ス、 

同年 同月 十八 日、 洛中 洛外 ヲ 巡邏 ス へ キ命 ァリ、 

明治 元年 正月 十 一 日、 橋 本 關門ヲ 守ル、 兵員 三百 五十人、 大礮四 門。  .  前 田 慶寧家 記 

〇 仙臺藩 . 

一 元 治 元年 甲子 正月、 伊達 慶邦、 大樹 上洛 中、 和 宮御方 御警衞 出府、 六月 歸國仕 候 事、 

一同 年 七月 十九 日、 松 平 大膳大 夫 家 來盆田 右衞門 等、 多人数 御所 近ク亂 入、 其節慶 邦人 數下 立賣 御門-一 テ、 防禦 仕リ 叙 

賞 有 之 候 事、 

一 慶應 元年 乙 a 閏 五月、 長 州 征伐 トシ テ 大樹 出陣-一因 テ、 慶邦江 戶警衞 ヲ命セ ラレ 出府、 同 九月 、病-一由 テ 一 門 某 等ヲシ 

復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日  九 S 


復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 一二 日  九 六 

テ之ニ 代 ラシ ム、 翌年 六月 二 至ル、 

以上 人 數相知 レ 不申候 事。  伊達 宗基 家 記 

。津藩 

元 治 元 子年 ョ リ以來 、諸 國御警 衞其外 持 場 等 之 事、 

元 治 元 甲子 年、 

六月 廿 五日、 

一 長 州 人 多 人數、 伏 見 拉山崎 邊へ屯 集、 其 外 追々 出 坂、 不 容易 趣 相 聞 候 間、 人數呼 寄候樣 御沙汰 ノ處、 高猷 父子 病氣 二 付、 家 

老藤堂 仁 右衞門 名代 トシ テ、 人數 三百 五 拾 人 引率、 上京 仕 候、 

七月 六日、 

一 向日町 御 警衞被 仰 付 候 間、 早々 人 數差出 候 樣御達 御座 候、 

七月 十九 日、 

一 今朝 ヨリ 不 容易 形勢 二 及 候 付、 御所 爲御警 衞人數 召 連、 早々 上京 致候樣 御沙汰 御座 候、 

同 曰、 

一 山 崎 御 固 被 仰 付 候 間、 早々 人數差 出候樣 御沙汰 御座 候、 

七月 廿日、 

一朔 平 御門 御 警衞被 仰 付 候 段、 御沙汰 御座 候、 追テ 十月 七 曰 被 免 候、  < 

七月 廿 三日、 

一 防、 長 追討 被 仰 出 候 付、 西 之 宫御固 被 仰 付 候、 右-一 付 伺 之 上、 新 在家 御 固 被 免 候、 伹シ翌 丑 三月 十四日 西 之 宮御固 

被 免 候、 


一 高潔 不快、 少々 快方 二 付、 御 守 衞人數 召 連、 八月 三日 國元發 足、 同 六 曰 京 著、 追テ 九月 六 = 夕 京都 發足、 同 十 曰 歸國仕 候 

1 月 七日、 

一所 司 代 松 平 越 中守投 ヨリ、 朔平 御門 前 御 固 被 成 御免 候 間、 神宮 御 警衞之 儀、 嚴 重手 當致 候樣御 書取 御波、. 

レー 月廿 九日、  . 

一 常 野脫走 賊徒、 京地 へ 罷登候 モ 難 計 二 付、 東海道 應援被 仰 付人 數差出 候、 

十一 一月 朔日、 

1 前同斷 n 付、 尾 州 路逢拉 勢 州 古 馬屋 村 等 へ 人數差 出、 不日 賊徒 越前路 へ 落 行 降伏 -ー 付、 人 數引揚 申 1^ 

I 一 一月、 

一 一 橋 中納首 i;r 常 野 脫走之 賊徒 爲御 追討 御 出張 二 付、 人 數差出 申 候、 

K 應元乙 丑年、 

一 一月、 

一高 献當春 三 ヶ月 詰 京都 御守衞 輪番-一 付、 人數指 出、 朔平 御門 前 御 警衞被 仰 付、 聞 五月 十一 日 被 成 御免 候 

三月 廿 三日、 

一 山 崎 表 御 警衞被 仰 付、 人 數八百 五 拾 人 差 出 申 候、 

六月 廿日、 

一 下立賫 御門 御 警衞被 仰 付 候、 

慶應四 戊辰 年、 

正月 十八 日、 

一朝 敲 追討 被 仰 出、 桑 名 城 討 手 被 仰 付、 同月 廿 八日 、人数 四百 三 拾 二人、 桑 名 表へ 著陴、 無 程 轴使御 直達-一 テ、 越 中 弟 

復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日  九 七 


復 古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日  九 八 

萬 之 助、 拉 -ー 家來、 寺院 -ー 恭順 罷在候 者 共、 御預被 仰 付、 尾 張 藩 申 合 守 衞罷在 候處、 十月 九日 被 免 候 付、 人 數引揚 申 

候、 

丁 卯 十一 一月 九日 以來、 御 警衞其 外出 兵 等 出先 兵隊 員 數等之 事、 

一 山 崎 關門御 警衞、 兵 除 凡 千 四 拾 六 人、 

一 下立賫 御門、 同 凡 貳百九 拾 八 人、 

一 神宮 御 警衞、 同 凡 四百 貳拾菟 人、 

但 内分 藤 堂 佐 渡 守人數 共、 

一 桑 名 御 追討、 同 凡 四百 三 拾 二人、  ， 

一 當時 在家 兵隊 其 外人 數之 儀、 扣留等 無 御座、 何分 調 方 行 届不申 候。  藤 堂 高 潔 家 記 

〇 越 前 藩 

元 治 元 子年 正月 七日、 日 御門 外 御 固 被 仰 付、 

同年 三月 十一 一日、 唐 御門、 蛤 御門 御 固 被 仰 付、 

日 御門 外 御 固 被 免、 ， 

同年 四月 七日、 京師 非常 之 節 應援被 仰 付、 

同年 六月 廿 六日、 伏 見 邊御警 衞之儀 被 仰 付、 

^町 御門 御 警衞被 免、 

同月 廿 七日、 堺町 御門 拉大佛 前 御 警衞被 仰 付、 

同年 七月 五日、 北 野 御旅 所 拉妙心 寺 邊御警 衞被仰 付、 

同年 八月 十日、 征長副 將ノ命 ヲ蒙ル 、茂 昭人數 引 纏 出張、 總 人員 一 一千 五 百 八十 人、 大砲 十三 門、 


同年 十一 一月 九日、 堺町 御門 警衞俊 願暫被 免、 

月 卜 日、 野 州脫走 浪士 追討-一 付 出 i:r  . 

慶應 元年 正月 十日、 堺町 御門. 警衞如 前 被 仰 付、 

同 一 一年 四月 廿 五日、 懾 州神戶 衞被仰 付。  松 平 茂 昭家記 

〇備 前 藩 

1 元 治 元年 £■ 子 七月 一 一 曰、 魔 ケ峰警 衞ラ命 セラ レ \f -ま^^w&^ーf«¥f  ；リ 在京 ノ人數 、番頭、 物 頭、 組士、 足 輕其外 共 出張 

ス , 

1 同月 わ 九日、 今 出 川 御門 f〕 衞ヲ、 下立賫 御門 へ轉セ ラレ 、番頭 以下 差 出ス、 

一同 月 同日 御所 爲 衞、 番頭 以下 差 出ス、 

一 同 八月 十三 日、 山陽 道 討 手 一 一 ノ手命 セラ レ 、士 一月 八日、 先手 脇備、 旗本、 小 荷駄、 備 後備 分家 一 人、 家老 三人、 中老 一 人、 

番頭 八 人、 物 頭 三十 八 人、. H 鐵砲 以上 四百 一 一十一 一人、 徒目附 以下 百 八ト八 人、 小頭 四十 五 人、 足輕 三百 六十 人、 總人數 八 千 

一 一 百 三レ九 人、 陪臣 夫 方 共 ヲ率テ 、出馬 國 境-一 滞陣 ス、 

一 慶應元年乙？^:;閏五月土ニ日、下立賫御門警衞ヲ淸和院御門 へ轉セ ラル、 

一 同 十月 ra 日、 關白殿 ョ リ 、頃日 夷 船 渡来 出願 ノ 次第 不 容易 被 思 召 候閒、 早 々 人 數差出 シ、 厚ク 御 警衞可 仕 御内 命 有 之 、 

家老 初 一隊 ノ人數 上京 爲致 候、 

一 同一 一年 丙 寅 十一 一月 九日、 御所 爲警衞 、分家 池 田 丹 波 守 一 手 差 出ス、 

一 同 三年 丁 卯 十月 ト五 曰、 德川慶 喜 大政奉還 以來、 都 r 形勢 不 容易 趣 一一 付、 禁闕御 守衞ノ 心得 ヲ以、 家老、 番頭， 物 頭、 其 

外 共 總人數 千 五 百餘人 上京 爲致 候、 

一 同 卜 一 一月 十日、 蛤 御門 勢衞 暫時 受持ラ 命 セラ ル、 

一 0 不日、 攝州西 ノ宫警 衞ヲ命 セラ レ 、家老、 番頭、 W 下 總勢千 六 百 餘人差 出ス、 

復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二 ほ 三日  九九 


復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二  三 m  一  〇〇 

一 明治 元年 戊辰 正月 四日、 大津警 衞ヲ命 セラ レ 、戰兵 一 一 百 九十 五 人、 雜卒百 五十 餘人、 右 之 S 、分家 池 m 丹 波 守 人数 併合 差 

出ス、 

一 同 十 一 曰、 備中松 山 追討 ヲ命セ ラレ、 家老、 番頭 以下、 總勢千 百 七十 餘人、 外 二 一  族 池 田 鼎 五 郞政實 等、 御 旗 ヲ護シ 出馬、 

一 同 十三 日、 姬路 追討 應援ヲ 命 セラ レ 、茂 政陣代 分家 池 田 信 濃 守 出馬、 手勢 五 百 十七 人、 外 二 家老、 番頭 以下、 總勢八 百 九十 

八 人、 

合 千 四百 十五 人。  池 田 章 政 家 記 

〇 阿波 藩 

元 治 元 甲子 年 正月 三日、 南門 御 固 被 仰 付 旨 傳奏ヲ 以被仰 出 候 事、 

明治 元 戊辰 年 正月 三日、 大津驛 御 警衞被 仰 付 候 事、 

同年 同月 十五 日、 於 兵 庫 表、 東久世 少將ョ リ、 同所 警衞之 儀 被 免、 人 數之義 ハ , 大 坂表ョ リ御達 次第 進退 可 致 旨 被 仰 渡 候 

處、 同月 十八 日、 仁 和 寺 宮樣、 大坂 御本營 ヨリ 共 庫 表 警衞之 儀 如 元 被 仰 付 候 事、 

同年 同月 廿 四日、 宜秋門 內御警 衞被仰 付 候 事、 

同年 二月 三日、 御 親 征-ー 付、 攝海警 衞被仰 付 候 事、 

明治 元 戊辰 年 已後廢 藩 迄、 在家 兵隊 人數、 左 之 通、  _ 

總人數 六 千 八 百 員。  蜂须賀 茂韶家 記 

〇 米澤藩 • 

慶應 元年 十 一 月 十四日、 來 寅年 春 中京 都 御警衞 在京 被 仰 付 候 an 、大目 附 ョ リ被 達、 右 -ー 付、 爲 名代 嫡子 式部 大輔、 翌年 正 

月 七日 上京、 其 節 人員 九 百.！" 人、 

同一 一年 正月 十 一 日、 南 御門 前 御 警衞被 仰 付 候 旨、 所 司 代 ヨリ 被 達、 同年 四月 廿 九日 被 免、 


同年 七月 一 一十 日、 洛中 御 取締 トシ テ、 家 來之者 差 出、 晝夜共 巡邏 可 致 旨、 所 司 代 ヨリ 被 達。  上 杉 茂憲家 記 

〇 姬路藩 

元 治 元 S. 子年 以來、 御 警衞持 揚左之 通、 

一 元 治元屮 子年 十一 一月 七日、 攝州 面 ノ宮御 輕衞被 免 候、 

但文久 三 亥年 六月 ヨリ 御 警衞罷 在 出張 人數 番頭 以下 四百 五 人、 

一 同年 十一 一月 十三 日、 常 州 脫走之 賊徒 函上之 趣 相 聞 候 -ー 付、 山 崎 御 警衞酒 井 若 狹守被 免、 右 代 被 仰 付 候、 

但慶應 元 乙 丑年 正月、 右 御 警衞被 免 候、 出張 人 數不相 知、 

一 同 三 丁 卯年 五月 卄 四日 、江戸 内海 ニノ 砲 臺警衞 被 申 付 候、 

但翌 辰年 三月、 被 免、 出張 人 數不相 知。  洒井忠 邦家 記 

〇 伊豫 松 山 藩 

元 治 元 子年 以來、 諸 國警衞 持 場、 

一 元 治 元 子年 三月 七 五日、 京都 一 一條 ロ輕 衞ヲ免 セラ ル、 ，瞻 iSl 年 命十セ 一一 ーフ 月ル 十、 

一 同年 四月 朔日、 御所 南門 前警衞 テ命セ ラレ、 同年 六月 廿 七日 免 セラ ル、 

一 同年 五月 六日、 御所 九 門外 巡邏 ヲ命セ ラレ、 同年 六月 六日 免 セラ ル、 六月.^ 一  日 再 命 セラ レ 、同月 廿 七日 免 セラ ル、 

一 同年 六月 六日、 伏 見 警衞ヲ 命 セラ レ 、同月 十 一 日免セ ラル、 

一 同年 六月 廿 七日、 京都 三 條通リ 守衞ヲ 命セ ラレ、 七月せ  一 d 免 セラ ル、 

一 慶應元 丑年 七月 朔日、 和 泉國^ 表 警衞ヲ 命 セラ レ 、同年 十 一 月 九 曰 免 セラ ル、 

一 同年 十月 五日、 京都 三條大 宫警衞 ヲ命セ ラレ、 同年 十 一 月 四日 免セ ラル、 

一 慶應ー Kfi. 七月 一 一日、 武 州神奈 川警衞 ラ冤セ ラル 、倾赚 Jgl 政 命 ル 

復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二  一一 一日  一 〇 一 


復 古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二お 三 H  ー〇 二 

一 明治 元 辰年、 在家 兵隊 槪數 、隊長 五 人、 副 長 五 人、 兵士 長 拾 人、 十； 宫類總 員 貳百八 拾 九 人、 平 士類總 員 千 六 百 拾 寛 人、 卒類 

總員氰 千 九 百 拾 五 人、 大砲 四 拾 門。  久松定 謖家記 

〇 一 一本松 藩 

安 攻五年 戊 午 六月 一 不 一 日、 上 總國富 津御備 場 戌 衞之命 ヲ奉ス 、慶應 三年 丁 卯 三月 十三 日 免ス、 此閒之 出 丘ハ、 時勢 之 緩急 二 

K テ增减 ァリト 雖モ、 平常 人員 部將 以下 三百 九拾壹 人、 大砲 十 門、 

元 治 元年 5- 子 八月、 賊徒、 常 陸、 下野 ノ間 二 暴 起ス、 時 二 水戶藩 應援ノ 急命ラ 奉- ン、 部將 以下 千 五 人、 大砲 十 門 ヲ出シ 、十 一 

月 ニ至テ 凱旋 ス、  . 

慶應 元年 こ 丑 十月 ョ リ同 十一 一月 マ テ、 京都 御 警衛 之 命 ヲ奉シ 、養父 長國 上洛 シ、 朔平 御門 ヲ 守護 ス、 隊長 以下 千 六 拾 五 人、 

大砲 十 門、 

疫應 三年 丁 卯 五月 I 一十 四日 、奥州 白 川 城在番 ヲ命セ ラレ、 兵員 ヲ出ス 、部將 以下 三百 六十 六 人、 大砲 五門、 明治 元年 戊辰 闺 

四月 二十 日 、賊徒 二 襲擊セ ラル 、時 一一 戌 兵該城 ヲ自燒 シテ、 悉 クニ 本 松 二 退 軍ス、 

明治 元年 戊辰 正月、 京都 御警衞 ノ爲メ 兵 ヲ出ス 、部將 以下 九十 九 人。  丹 羽 長裕家 記 

〇 津山藩 

文久 三年 癸 亥 五月、 攝海御 警衞被 仰 付、 元 治 元年 S. 子 十月 引拂、 但 出張 人員、 士大將 以下 百 四拾貳 人、 大砲 六 門、 

元 治 元年 S- 子 七月 一 一日、 右人 數ヲ以 、大坂 表 京 橋 口 輕衞被 仰 付 候 付、 尙攝 海へ ハ、 自國津 山 表 ヨリ、 後 詰 ノ人數 前書 \ 一通 出 

兵 致 候、 但大 坂表ハ 七月 廿 六日 引拂、 

元 治 元 S. 子年 在家 兵員、 士大將 五 人、 番頭 五 人、 鐵砲頭 十 人、 兵士 六 百 五十人、 銃 卒五百 人。  松 平 偷 家 記 

〇 中 藩 

文 久三癸 亥年 十月 晦日、 日 田 支配 所、 處々 浪士 暴行 之 g  、代官 ヨリ 報知 -ー 付、 物 頭 以下 九十 三人 國 境-一 差 出シ、 同 四 子年 


三月 十五 日 弓拂 

同年 十二月 三日、 江 戶內& 御殿山 下 御臺場 守備 ノ命 ラ蒙 ル、 依 テ除長 以下 百 六 拾 八 人 I」、 平 具 乂番之 ヲ守ル 、慶應 二 丙 寅 

年 八月 廿 八日 警衞被 免、  ， ， 

元 治元5. 子年 八月 十七 日、 京師 二 於 テ長州 征伐. 下ノ關 口先 鋒  一 ノ先被 命、 大膳 大夫昌 服、 同年 十 一 え 曰 ヨリ 同月. r 五日 

迄、 豐 國企救 郡 へ 出張、 同一 一 乙 丑年 正月 五日 總軍 歸陴、 此時 出張 總員、 除 長、 參謀、 物 頭、 目 付、 使番、 旗 暴行 四十 五 人、 大砲 

司令 士、 銃 隊役士 、番士 、徒士 、足 輕六百 八 卜 五 人、 小 荷駄 奉行、 陣場 奉行、 同附屬 役、 醫士 四十 五 人、 帶刀、 小者 及 ヒ夫卒 千 三 

百 五十 九 人、 通計 155^ 千 百 三十 四 人、 

慶應ニ 丙 窗ハ年 四月 わ 九日、 長 防ノ脫 徒、 石 州 南部 邊屯集 二 付、 備後國 所領 地 警備 ノ爲メ 、物 頭 以下 四 拾 四 人ヲ繰 出ス、 同年 

八月 五日 退散 一一 付 引拂、 

同年 六 0^ 十五 日、 長 州 御 征討、 上ノ關 口先 鋒ーノ 先、 松 平 隱岐守 人 數應援 ノ命ヲ 蒙リ、 豐後國 竹 田津、 竝 一一 豐前國 牛 佐へ 隊 

長 以下 總人數 三百 三 拾 人 繰 出ス、 同年 十月 十七 日 引拂， 

同 £■」 月 十五 日、 宇佐 郡 11 日 市 村邊、 浮浪 ノ徒嘯 集 一一 付、 日 m 御 郡 代 ヨリ 警備 之 儀 申 來リ、 物 頭 以下 八 拾 七 人 同所へ 繰出シ 

同年 十月 十九 日 引拂、 

司 年 九月 卜 六日、 長州ノ 軍艦、 小 倉領ゥ 4 ノ島ヲ 砲 擊ス、 早速 國境 警衞ノ 爲メ、 隊長 以下 人 數百人 繰 出ス、 同日 軍艦 退去 一一 付 

弓 & 

麼應四 戊辰 年 正月 五日 、江戸 海軍 所 警衞ノ 命 ヲ蒙リ 、番頭 以下 人 數五拾 八 人 備置ク  ー 

同年 正 3  4. 五日、 日 田 支配 地 四日 市 村 へ 、亂暴 ノ者有 之、 鎭 壓ノ爲 メ  、物 頭 以下 人 數百ニ 一 拾 七 人 繰 出 シ 、同月 六日 引拂 

奧平 昌邁家 記 

〇 大聖 寺 藩 

復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日  一 〇 三 


復 古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日  一 〇 四 

元 治 元年 ョ リ麼應 四 年 一 一月 迄、 諸 國警衞 出兵 持 場 等 略記、 

一 元 治 元年 一 一月、 將軍家 茂 上洛 、留守 警衞被 命、 六月 將軍 歸府 -ー 付 被 免、 

一 同年 七月 十三 日 、江戸 上野 山內增 警衞被 命、 十一 一月 七日 被 免、 

一 同年 十一 一月 七日、 攝州兵 庫 表 警衞被 命 、人数 指 出、 慶應ー 一年 五月 一 一十 五日 被 免、 

一 同年 十一 1、 脫走浪 ±武 田 耕雪齋 等數百 人、 越 前 國へ可 立 入哉ノ 風聞 有 之 一一 付、 豫テ領 境 口々 相 固メ、 且丸岡 藩へ 援兵 指 

出ス、 

一 慶應 元年 正月、 當夏中 三 ヶ月 詰、 京都 御 警衞被 命、 四月 九日 利暨儀 上京、 南 御門、 朔平 御門 等ヲ警 衞ス、 

一 同 三年 正月 四日、 上野 山 内 警衞被 命、 人數指 出ス、 七月 一 一十 九日 被 免、 _ 

一 同年 一 一月 十三 日、 京都 御 警衞當 年 夏 中 三 ヶ月 詰 被 命、 六月 四 曰 直 - 一秋 三 ヶ月 詰 被 命、 十 一 月 九 曰 被 免、 

一 慶應四 年 正月 卜 一 日、 危急 ノ御 時節、 各國カ 相應ノ 人数 引 纏メ、 速-一 上京 ノ旨被 仰 出 候處、 病氣 一一 付、 爲 名代 重臣 野 口 物 

集 女 -ー 人 數引纏 ヒ、 先ッ 上京 申 付、 一 一月 京都市 中 巡邏 被 命、 

一 當峙 在家 兵隊 

歩兵 一 一 大隊 但ー 一十！^ ヲ以 一 小隊 トス、 六 小隊 ヲ合テ 一 大隊 編制、 外 二百 八十 八 人、 三 司 官等、 

砲兵 一 大隊 徂砲ニ 門 ヲ以テ 一 分隊 トス、 四 分隊 ヲ合テ 砲手 六 拾 四 人ニテ 一 砲 除 編制、 外 11 三 拾 四 人、 三 司 官等。 

前 田 利 鬯家記 

〇 大 S 一藩 

一 文久三 癸少. i 年 三月 晦曰、 京都 御 警衞被 命、 場所 之 儀ハ、 伏 見 街道 ヨリ 宇治 邊相 心得 候 事、 

一 元 治 元 甲子 年 七月 廿 三日、 寳塔寺 御 警衞被 免、 山 畸御固 被 命、 

一 慶應元 乙？^ 年 正月 十日、 伏 見 ョ リ 宇治 邊迄、 御 t3 衞被 命、 


同年 正月 十五 日、 日 御門 前 御 警衞被 命、 同年 四月 九日 被 免、   」， 

同年 II ー發 -ー 付、 氏薩之 上大坂 へ 出張、 五月 舊山翁 一 圓 取締、 書 wi 被 命、 總人數 番頭 以下 百 三.' 一 人 

^H^^illlli  I 外 二 大砲 四 門、 右 -ー 付 茶 曰 山 I 

ハ被 免、 

同 三 丁 卯 年 八月 廿 四日、 兵 庫 開港、 居留地 御 取 開 -ー 付、 大坂 取締 被 命 

一 同 四 戌 辰年 正月、^ 女 正 上京 之 節 人員、 軍事 總裁 以下 三百 十三 人、 外 -ー 銃隊四 小隊、 砲隊 一 分隊、 

在家 人數、  ， ， し、。  戸田 氏 共 家 記 

一 ，J:| ハ隊千 六 百 八 拾 五 人、 隊外 人員 六 百 三 T- 九 人。 

つ ^  ^^roj 】滔 

一 元 台 元 子年、 佐 州 御 警衞年 番-ー 付、 三月 中、 物 頭 以下 百 六十 三人 差 渡、 翌丑 四月 中 引取 候 事、 .？，5  -< 

iui;rr 曰、 野 i ま ノ徒追討 被 命、 右 -ー せ、 江戸 並 在所 人 數追 々進 發、 水戶表 へ 繰 込、 a  二  ^ 

； 、听 々 "固 I 處 、雷 、藻 水 戶表脫 走 二 付、 信 州 |驛迄 進軍 之處 、囊 逃亡 致 候 -ー 付、 凱旋之差 圖 有 之、 十  一 5^ 

六日、 同 f ぶ戶並 在所 表へ 引取、 擎ハ不 仕 候、 SS 人數、 士 £、i 以下 千 一一 一 百 四 拾 四 人 繰 出 候 事 

一 同一 一 丑年 一 一月 十九 日、 當 四月、 日光 神 忌 二 付、 下向 ノ  f 方、 途中 警衞被 命、 人 數響九 拾 ま 出ス 

一 |._  一 K 年 一 一月 仕 一 曰、 夏 中 m ヶ月 詰、 京都 御 警衞被 命、 家老 以下 五 百 五十 七 人、 召 連 上京 ス、  t 

一 同ヒ月 中、 交代 明 限 二 ハ |共、暫滞京被 仰 付 重、 不快 二 付、 ill 之 通 被 仰せ、 尤 御警衞 人數 I 以下 百五 拾 

七人義，^|3^所.»<#1  . 

一 明治 元年 戊辰 一 一月、 在家 人員 贰千 四百 人 程、 

Jr  dli4a  .vi 、原註、 京都、 在 戸 〔其 

外  千 五 拾 人 8^ 外 所々 せ 勤 人員、 

復 古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年  一 I 三 曰 


復 古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三 口  一〇 六 

伹從來 臨機 兵隊 組立 候 -ー 付 、共 員區分 判然 難 相 立 事。  溝 口 直 正 家 記 

元 治 元年 十一 一月 十日 ヨリ 慶應ー 一年 正月 十日 マ テ、 京師 猿 ケ辻御 衞、 隊長 以下 總人數 六 拾 五 人、 

慶應 三年 三月 十五 日 ヨリ 同年 七月 マ テ、 京師 二 赴キ、 日 之 御門 御 勢衞、 隊長 以下 五 百 四 拾 七 人。  阿部 正 功 家 記 

〇 土沛藩 

元 治 元年 六月 中 ョ リ、 在所 近傍 浪十： 徘徊 暴行 之 形勢 一一 付、 度々 人數差 出、 往.々 交戰 一一 及 ヒ 候 得廿： ハ、 出張 ノ 人員 等詳ナ ラ ス 、 

十一 一月 二 至リ、 領分 外出 張ノ 人数 引揚、 尤ロ々 警衞向 之 儀ハ、 是迄ノ 通 差 置 申 候。  土 屋舉直 家 記 

〇 舉直家 記 上申 文數通 ヲ載セ タリ、 然レ トモ 緊切 ナ ラサル ヲ以 テ 其 要 ヲ摘 錄ス。 

〇 延岡藩 

一 文 久三癸 亥 五月 廿 四日、 神 奈川石 崎 關門警 衞被申 付、 重役 以下 總人數 五 拾 八 人 差 出、 翌甲 子年 六月 被 免 候 事、 

一 文 久三癸 亥、 高 鍋 藩 申 合、 日向 細 島湊へ 砲臺ー 一ヶ所 建築、 同所 爲^ 人數差 出、 翌年 九月 被 免 候 事、 但 人員 砲數等 詳ナ ラス、 

一 元 治 元 s- 子 正月、 豐 後日 田縣支 配所 日向 富萵 陣屋 へ 、佐 土 原 高 鍋 三 藩 交代 二 テ、 者 頭 以下 人數. 貳拾 三人 差 出 候 事、 

一 慶應元 乙 丑 、幕府 征長之 節、 旗本 後備 被 申 付、 六月 廿 八日 著 坂、 翌年 六月 藝州ロ 討 手應援 被. S. 付、 八月 廿 一 日 著藝、 同月 卄 

七日 休 兵ノ令 ァリ、 九月 廿 八日 總人數 引拂、 海路 歸藩致 候、 此時 出張 總員、 士大將 、番頭、 者 頭、 銃隊 頭、 目 付 一 一十 人、 兵隊 

三百 四十 四 人、 屬吏、 徒士 七十 九 人、 帶刀、 小者 竝失卒 千 三十 一 人、 大砲 卜 一 門、 

一 明治 元 戊辰 正月 四日、 德 川氏ョ リ大坂 野 田 口 警衞被 申 付、 同所 詰 合 人数、 隊長 以下 百 七 ト人許 差 出、 同 七日 總人數 引拂候 

事。  内 藤 政 舉家記 

〇久 居 藩 

一隊 長 以下 侍分拉 陪臣 二百 五十人  一 小銃 除 二十 ニ隊 五 百 二十 八 人 


一大 砲 一座 礮隊 頭分 三人 砲兵 五十二 人 

總 人員 八 百 三十 六 人 雜卒 凡 三百 人 計 

.K.,^ 數ノ  2： 一一  テ 神宮 御 警衞ュ 孤 臨時 出張 ノ人 數備 置、 

宇治 御 警衞所 人數、  - ： 

一 番頭、 鐵砲頭 以.. 加勢 番手 共 七十 三人、 增詰 、謹 砲頭、 大砲 令士 以下 九十 三人、 大砲 一 一門、 蛋九人 

一 で 台. 元 子年 ョ リ 舯宫爲 御 警衞、 南 勢 通 村 -ー陴 a 砲臺取 建、 人數 出張 致 サセ候 事 

一 同年 六月 、江戸 表 一一 テ 非常 ノ節、 御堀 端 一 番町 へ 人 數出シ 被 中 付 候 事、 

一 同年 八月、 同所 一一 テ千住 宿 勤番 被 申 付、 御堀 端 一 番 町人 數出シ ノ俊、 被 免 候 事、 

一 慶應元 丑年 闺 K 月、 非常 ノ節、 淺草 御門 内 へ 人 數出ノ 儀、 被 申 付 候 事、  右 3  家 

一 同一 一 寅年、 伏 見 ョ リ 宇治橋 邊御警 衞被申 付 候 事。  ま " 

一元 治 元 子年 八月 朔日、 城 州 八幡 御警衞 被 仰 付、 隊長、 甲 長 以下 夫卒共 三百 九 ト八人 差 出ス、 同 二 丑年 五月 被 免、 

一 同年 十 一 月. L 日、 京師 油 小路 御 警衞被 仰 付 候 付、 人 數差出 候 事、 

一 慶應ー 一 窗ハ年 七月 十四日、 竹 田 街道 御 警衞ヲ モ被仰 付 候 事、 

一 I 辰年 正月 卜 七 曰、 桑 名 城 へ 先 籠幌仰 付、 同年 一 一月 一 一 曰 引取、 i 在所 表 -ー III 仰 付、 出張 人 I 長、 番 

頭 以下 百 四 卜 八 人、 大砲 一 一門、 外 二 附屬之 者、  ョ I  お， f  a 

一 同年 正月 十四日 ョ リ、 鈴 鹿 山 御 警衞被 仰 付、 當時 出張 罷在候 人数、 前 同斷。  石" r  家 き" 

信 M  一 一年 丙 寅五 月、 德 川家大 坂表ョ リ 上京 -ー 付、 右 隨行被 申 付篇、 急 速登坂可致旨 被 申 付、 同月せ ハ日東 裏 足 

復 古 m 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日  一 0. 


復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日  一 〇 八 

致 候、 同年 七月 卄 六日、 於大坂 表、 德川家 ヨリ 藝州ロ 討 手 應援被 申 付、 同 八月 七日 右 被 免、 更- 一大 坂 表 御 警衞被 申 付、 銃 兵 一 一 

小隊、 大砲 二 門 差 出ス、 外 二役 夫 百 四十 人。  .  內藤. 信 美 家 記 

〇 掛川藩 

駿 府警 衞 出張 人員 除 長、 番頭 以下 一 一十三 人、 銃 兵 一 一 百 五十人、 大砲三門、 外 -ー 附屬史 三十 人、 

右 之 外 當時 在家 丘ハ隊 三百 人 諸 役々 其 他 1.」 ハ事關 係 無 之 分 三百 人。  太 E 资美家 記 

〇 關 藩 

元 治 元年 九月 一 一日 、領内 常 州 信 太 郡 江戸 崎 村 不穩趣 二 付、 爲 取締 出兵、 

同年 十月 五日、 右 出張 先ョ リ直 - 一同 國峯山 攻擊、 同所 ヲ乘 取リ、 同月 廿 三日 同 國那阿 湊へ出 共 之處， 暴徒 降伏 -ー 付、 十一月 

五日 關宿表 二 凱陴、 

元 治 元年 九十 兩月 中、 下總國 葛钸郡 布施、 取手 兩驛拉 右 布 内 村 渡船場 等 警衞ト シ テ、 右 布施 驛 へ 出兵、 

同年 十 一 十一 一雨 0: 中、 同 國同郡 中 田 驛關門 警衞ト シ テ出兵 、 

慶應三 丁 卯年 中、 在家 共隊其 外人 數六百 五十 七 人。  久世廣 業 家， 記 

〇 津和野 藩 

一慶 應三 卯年 4- 二月 十二 日、 日 御門 御 警衞被 仰 付、  、 

一 同年 十一 一月 十四日、 京地 市中 巡邏 被 仰 付、 但ー 一條 共 兵員 書留 無 之、 

一 明治 元 辰年 正月 十六 日 禁闕爲 御 守 衞銃隊 六十 八 名 出兵 申 付 候、 

舊津和 野 藩 士卒 槪數、 

一 一 門 以下 騎土 百 五 拾 人 


一 士族 千 貳百九 拾 五 人 一 卒 11^ 百 拾 四 人 

合計 千 六 百 五 拾 九 人 

右 ハ 戊辰 之 頃、 舊藩 士卒 人員 如此 御座 候 也。  龜井 玆監家 t 

〇 鲼江藩 

元 治 元年 七月 三日、 伏 見 豐後橋 ョ リ 宇治 邊警衞 被 申 付、 

同年 七月 六日、 伏 見 警衞被 申 付、 

同年 十二月 二日、 常 野 脫走之 徒、 上京 可 致 哉 之 風聞 二 付、 帝都 所々 口々、 拉九 門警衞 W 外見 廻、 無油斷 厳重 相 心得 候樣、 關白 

殿 被 命 候 33、 所 司 代 ヨリ 達セ ラル、 

同年 十一 一月 八日、 同上 -ー 付、 國境迄 人 數差出 可 致、 追討 旨 被 申せ、 

同年 十一 一月 九日、 伏 見 ヨリ 宇治 邊警衞 被 免、 

同一 一年 正月 十日、 同上 警衞被 申 付、 

慶應ー 一年 六月 十六 日、 越 前國敦 賀表 警衞被 S. 付、 伏 見 ョ リ 宇治 邊警衞 被 免。  間 部 詮 道 家 f 

〇 上 山 藩 

一 文久ー 一 癸 亥年 十一 一月、 同 三 5- 子年 士 一月 二 至 ル、 東海道 口 品 川 驛關門 警衞之 台 命 ヲ受勤 之、 

一 慶應元 こ 丑年 閏 五月 十一 一日、 將軍家 茂 公 再度 上洛、 留守中 虎ノ門 外 ヨリ 新橋 迄 非常 之 節、 人 數出警 衞之承 台 命 勤 之、 

一 同 三 丁 卯年 九月 ョ リ 十一 一月 迄、 白金 臺町邊 市中 取締 之 台 命 ヲ受、 人數差 出勤 之。  松 平信 庸家 記 

〇 松 前 藩 

慶應ー 一 丙 寅年 八月、 品 川 關門ラ 警備 ス、 人員 番頭 以下 八洽八 人、 大砲 一 一門、 

復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日  一 〇 リ 


復 古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日  一 ー〇 

同 三 丁 卯年 十一 一月 廿 七日、 千 住 關門ヲ 警備 ス、 人員 番頭 以下 九 拾 七 人、 大砲 一 一門。  松 前 脩廣家 記 

〇 今 尾 藩 

元 治 元 S. 子年、 舊水戶 藩武田 耕雪齋 暴動 之 事件 -ー 付、 該年十 一 月 一 一十 九日、 養父 正 美 見 兵 引率 シ 、 尾 濃兩國 へ 出張 之砌、 丘ハ 

員 除 長 以下 九拾贰 人、 銃隊ー 一 小隊、 大砲 四 門。  竹 腰 正 舊家記 

〇 鳥 羽 藩 

諸 國御警 衞持場 出兵 人員 書 

元 治 元年 七月 十九 日、 京都 表 御變事 一一 付、 伺 之 上 御警衞 人數差 出、 汕 小路 逢ラ守 衞ス、 

同 二 年 二月 廿 八日、 新 宿 勤番 被 仰 付、  ， • 

同年 四月 十八 日， 毛 利大膳 父子 始不 容易 企 有 之、 旁 御 征伐 トシ テ、 五月 十六 日 御 進 發被遊 候 二 付、 左右 備被仰 付、 五月 三日 

人 數召連 出 坂 御 待 受ス、 從兵 家老、 番頭 以下 三百 七 人、 大砲 十 門、 役夫 五 百 人、 

慶應ー 一年 九月 十三 日、 於大坂 表、 小 笠 原 #: 岐守殿 ヨリ 家 來之者 御 召 呼、 此度京 街道 筋、 野 田 街、 網 島 柵 門 御 警衞被 仰 付、 御 進 

發 御供 ハ被 免、 

同 三年 卯 九月 十七 日、 内 樱田御 門番 被 仰 付 候、 

同年 十一 一月 十四日、 京都 不穩 形勢-一 付 、人数 召 連 上京 可 仕處、 内 樱田御 門番 中 二 付、 不取敢 、在所 鳥 羽 ヨリ 隊長、 番頭 以下 百 

十 人 差 出ス。  稻 a 長 敬 家 記 

〇 高 取 藩 

元 治 元年 四月 六日、 五條 邊浪士 徘徊 二 付、 在所 取締 向 厳重 被 申 付、 依テ當 秋大坂 加番被 免、 

同年 十月、 傳法川 水陸 警護、 同所 通 船 改方被 申 付、 依 テ是迄 ノ警衞 場所 被 免。  植村家 壶 家 記 

〇 松 岡 藩 


元 治 元年 甲子 五月、 水戶 置、 議府ョ リ 出兵 I 被 I 候 二 付、 助 川陴星 へ 讓、 其 節 人員 番頭 以下 貳百五 拾 三人、 

同年」 ハ月、 水戶 市中 取締 ト シ テ 出張、 人員 物 頭 以下 百十貳 人"  , 1 1 實.^ き』 

一 陵 應元乙 丑年 十一 一月 ョ リ 同一 一 丙 寅年 六月 迄、 嵯峨御 警衞、 

一 同一 一 丙 寅年 八月 ョ リ同三 丁 卯年 四月 迄、 京都 御 警衞、 

一 同 三 丁 卯年 四月 ョ リ 同年 十一 一月 迄、 竹 田 口 御 警衞、 

以上 並 -ー 番頭 置 人、 番士戴 拾 人、 

一 同 四 戊辰 年 正月 七日 ヨリ 同月 七 四日 迄、 和 州 闇 出兵、 隊長 以下 一 一 卜 五 人.  家 

一 萬 時 在家 兵^、 小隊 長 四 人、 半. 隊長 四 人、 分隊長 四 人、 旗手、 嚮導、 押 伍、 銃隊四 小隊、 彈藥 器械 方 四 人 

>  ； , , 、！ こ 、。  小 笠^ 畏守家 & 

.ー 在家 人数 士族 百 六 拾 人卒九 拾賣人 

〇 飯 野 藩 

麼應三 丁 卯年 十一 一月 廿 七日、 品 川 宿 關門御 警衞被 仰 付、 同 四 年 一 一月 廿 四日 被 免。  保 科 正 益 家 き" 

O00.0 

在家 兵隊 人員、 大隊 長 一 一人、 I 四 人、 敎佐 一 一人、 分 簾 一 一人、 中央 禅 官四 人、 儘 八 人、 小隊 長 拾 一 一人、 分 I 一 一 拾 四 人 

嚮導 拾 一 一人、 大砲 四 門 拾 六 人、 樂隊拾 四 人、 兵卒 三百 八 拾 八 人。  1  $ 島底彬 t,,  S 

〇 直- 彬家記 一一 、宗家 直大 北陸 道 先鋒 ノ命ヲ 蒙ル、 直 彬其軍 ヲ督シ テ、 京師 一一 朝ス、 兵員 三百 餘 スト、 盖シ此 在家 兵隊 ノタ 

ナリ 0 

〇 泉 藩 

一 慶應 三年 丁 卯 十 一 月廿 五日、 舊 幕府 ヨリ 上野 山 內警衞 ラ命セ ラル、 明治 元年 戊辰 一 一月 一 一日、 右 警衞免 セラ 1  ノ 

復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 一一 一日  一 一 一 


復 古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二  一 曰  ニニ 

本 多 忠伸家 記 

〇 栢原藩 

一 文 久癸亥 年 四月 朔日、 京都 所 司代ョ リ、 京都 丹 波 口 老ケ坂 御 警衞被 仰 付、 右 差 出 候 總人數 ，士 大將、 物 頭 以下 百 六 拾 人、 大 

.3D  一  一  m、 

5-  _  -PI 

一 同月、 八幡 行幸-一 付、 千 束 村 御 固 メ被仰 付 候 事、  . 

一 同年 八月、 淸和院 御門 御 固 メ 被 仰 付、 侍大將 以下 總人數 四 拾 五 人 差 出 ス 、 

, 一 元 治 元年 七月 朔日、 塚 原陣星 へ 出馬 一一 せ、 兼 テ在陴 之 外 二 召 連 候 人數、 士大將 以下 百 人、 右 在 陣ノ人 數ヲ合 シ テ 、 貳百六 

拾 人、 八月 三日 歸藩、 

一 慶應四 年 正月 三日、 公家 御門 前 御 固 メ被仰 付、 右人 數、 侍大將 以下 九十 一 人、 

■ 一  同年 同月 六日、 白 川 越 坂 木口 御 警衞被 仰 付、 隊長 以下 五 ト 五 人 差 出ス、 

一 同年 正月 十日、 西 園 寺 殿、 山陰 道鎭撫 二 付、 爲警衞 、隊長 以下 凡 七十 人 差 出ス、 右 二 付 白 川 ロハ 御免、 

一同 年 正月 十八 日、 城 州 塚 原 御固メ 御免。  織 S 信 親 家 記 

〇 大垣藩 支 封  • 

文 久三癸 亥年 十一 一月、 神宮 御 警衞被 仰 付 候-一 付、 三河國 伊良湖 崎 日出 村 へ 砲臺築 立、 大砲 五門、 砲 隊長 以下 一 ート九 人、 

夫 方 一 不人差 出ス。  戶 H 氏 良家 記 

〇 黑石藩 

文 久三癸 亥 年. M 一月 九日 當時 一 橋 內警衞 、至翌 子年 七月、 

元 治 元 甲子 年 七月 廿六 日 金 座 下 吹 所 螫衞、 至翌 丑年 七月。  津輕承 叙 家 記 

〇 柳 本 藩 


文 久三癸 亥年 五月 ョ リ慶應 元 こ 丑年 十 一 月 迄、 大坂 川口 戎島御 警衞並 市中 巡邏 相 勤 申 候、 右警衞 中、 隊長、 番頭 以下 三 わ 一 

■ 、、大 包 一 一 SJ 、、夫 廿人差 出ス。  織 田 信 及 家 記 

〇 敦賀藩 

一 y 治 元 甲子 年 七月 十九 日、 

一 京地 不穩 形勢-一 付、 番頭 以下 人 數四— 一 人、 大津驛 迄 差 出ス、  . 

同年 十一 一月 六日、 

一 常 野 脫走ノ 徒 3^ 獲 ノ爲メ  、臨機 人數差 出ス、 

慶應ニ 丙 寅年 十二月 廿 四日、  ： 

一 城 州 洞 ケ峠御 警衞被 命、 番頭 以下 總人數 八 拾 一 人 差 出ス。 

〇 丹 後 峯山藩 

去ル 子年 以來、 諸國御 警衞持 場等ノ 事、 領分 ノ外無 御座 候、 

當時 在家 兵隊 其 外人 數等之 事 在家 兵隊 百 五 拾 人。 

〇 宍戶藩  . 

一 當時 在家 兵隊 人數、 隊長 以下 七十 六 人。 

〇 阿波 藩 二 令シ テ 、岩屋滅|?^!1磨砲臺ノ警守ヲ 嚴 ニセ シム。 

阿波 少將 

今般 御親征 二 付テハ 、攝海 警衞向 專要之 事 -ー 候條、 岩屋 臺場 一 入 嚴重致 手當、 賊船ト 見受候 ハ 、、速-一 打碎、 聊手拔 無 之 

樣 御沙汰 候 事。  蜂 須賀茂 韶家記 

復古 記 卷 二十.^  (下) 明治 元年 二月 三日  一 一 三 


酒 井 忠經家 記 

京 極 高 富 家 記 

松 平 賴位家 記 


復古 記 卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三日  一 一 CT- 

〇 安部 信 發疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲシテ 京 二 至 ラシ 厶、 11， 堀 田 正養ノ 家臣 書 ヲ上リ 、正 養 入觐ノ 

遲延ヲ 謝ス。 

奉 歎願 候 口上 覺、 

方今 不 容易 形勢、 早速 上京、 奉 天氣窺 度心體 二 候 得 共、 何分 主人 豐前 守定 府中 -ー 付、 精々 迎之人 數モ差 向、 於 主人 モ 早速 

上京 仕度 趣 -ー候 得 共、 彼是 混 雜遲延 相 成 奉 恐 人 候 得 共、 何卒 上京 仕 候 迄 之處、 格別 御仁 惠之 御沙汰 被 成 下 候樣、 伏テ奉 

頃 上 候、 i 今 -ー モ 上京 仕 候 得 ハ 、乍 恐抽 丹誠 奉 盡精忠 度 候 -ー 付、 願 之 通 御 聞 濟被成 下 候樣、 偏 二 御 憐愍 之 御沙汰 奉懇 

願 候、 恐惶 敬白。 

堀 田 豐 前 守 家 來 

二月 三日  駒 井林 平 

參 與 

御 役 堀 田 正 養家 記 

〇 德川慶 喜、 黑田直 養 ノ 新橋お 警守 ヲ罷メ  、前 田 利 同 二 代 リテ、 上野 山 內ヲ守 ラシ ム 。難 細 誠 


復古 記 卷ニ+ < 終 


總 閱 

一 等 編修 官 臣長松  幹 

慕 修兼校 勘 


復 
古 

記 


等 編修 官 臣 長 


装 


一 等 掌 記 

原 纂 

十一 一等 出仕 

校 錄 

六 等 掌 記 

八 等 掌 記 

繕 寫 

一 等繕寫 

二等 繕寫 

二等 繕寫 


臣 

臣 


四星恒 之 

石津 發三郞 

澤渡廣 孝 

松 捕 辰 男 


川 長 和 

島  春 

園 賢 意 


卷ニ 十八 (下) 明治 元年 二月 三 B 


復古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 四日  一 一六 

復古 記 卷ニ 十九 

明治 元年 戊辰 一 一月 四日 ニ起リ 五日 ニ至ル 

〇 一 一月 

四日、 大原 重德ー 一命 シ テ、 內宮ノ 事 ヲ管シ 、戶 田忠至 一一 宮中 度 支ノ事 ヲ管セ シ厶。 

大原 宰相 

御 內儀拉 は 向 取締役 被 仰 出 候 事。  E 辻 安 仲 手記 

〇 

戶田 大和 守 

御 臺所御 用 拉ロ向 取締 被 仰 出 候 事。  W 迁 安仲 手記 

〇 案ス ル -ー、 忠至ノ 度 支 ヲ管ス ル、 丁 卯 十一 一月-一 ァリ、 盖シ是 二 至 リ更命 セ ラレ シナ ラン、 又重德 履歴 二 五日 ト爲シ 、忠 

至 家記ハ 原記ヲ 失ス。  .. 

〇 臼杵、 三日月 一 一藩 - 一命 シテ、 二 條城ノ 栅門ヲ 警守シ 、大溝 藩 一一 一 一條 城 三條ロ  ノ 消防 ヲ掌ラ シ 

メ  講ま崎 、 林 田 藩 ノ酸醐 忠順ノ 衞兵ヲ 罷厶 、績 i 凝 又 紀伊藩 一 1 令シ テ 、苫カ 

島 llfsf  ？、 砲臺ノ 守備 ヲ嚴 一一 セシ ム。 

紀 伊中 納 言 


今般 御親征 二 付テ ハ 、苫ケ 島 臺場之 儀、 海門 第 一 之 要地 二 候條、 一 入 厳重 一一 致 手當、 賊船ト 見受候 ハ 、 、速 二 打 碎キ可 申、 

聊手拔 無 之樣可 入念 旨 御沙汰 候 事。  善?、^ お 茂 承 家 記 

0 大溝藩 記 二  、 一 一月 三日 穗波 三位 投御ロ 達、 一 一條 御城 馬場、 三條 口火 之 御番御 m 被 仰 付 候 間、 四 藩 輕 ザ gi、 申 談シ、 勤 

番 M 蒙 御 達トァ リ、 案スル 二  、五日 被 免ノ達 書中 二  、昨夕 被 仰 付候處 ノ文ァ リ、 三日 恐クハ 四日 ノ誤 ナル ヘシ、 故 二 本日 

二 收ム。 

〇 本 多 忠貫ノ 請ヲ允 シ 、伊勢 太廟ヲ 守衞 シ、 及ヒ 其屬地 ヲ管 スル、 皆故ノ 如クナ ラシ ム。 

？.' 力 守 儀 伊勢 兩宮 御守衞 神領 支配 仕罷在 候處、 正 遷宮 式 年-一 付、 諸事 式 例 等 無 懈怠 取 計、 都テ 御 ま 崇相立 候 樣精忠 

盡カ仕 候 間、 出 格 之 御 儀 ヲ以、 永々 兩宮御 守衞ハ 勿論、 神領 支配 罷在候 樣奉蒙 御 命 候 得ハ、 人民 共 安堵 モ仕、 猶 取締 向 等 

自然 行屆候 問、 此旨 謹テ奉 懇願 候、 以上。 

本 多河內 守家來 


正月 廿 五日 


淸 水 


宗 十 郞 

本 多 忠貫家 記 


〇 


本 多 河内 守 


本 多 忠賞家 記 


兩宫御 守衞 神領 支配 之 儀、 是迄之 通可爲 奉行 旨 御沙汰 候 事。 

二月 四日 

〇 加 藤 明實、 遠 藤 城ノ 封地 ヲ管ス ルヲ 以テ、 東海道 ノ 先鋒 ヲ辭ス ルヲ 稟ス。 

兼 テ御届 申 上 候 東 山道 鎭撫 御總督 ぬ， 岩 倉 侍從ぬ ョ リ、 遠 藤 但馬守 知行 所 取締 之 儀、 弊 藩 へ 蒙 仰 候 二 付テ ハ 、 何分 在 

表 人少、 行届不 申、 深ク 心配 仕 候 間、 桑 名 城 御 取懸、 先鋒 出張 之 儀 可 相 成ハ、 御免被 成 下 度、 右人 數ヲ 以、 三 上表 取締 行 届 

復古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 四日  一 一七 


復古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 四日  一 一八 

候樣 仕度、 於 桑 名驛、 橋 本少將 お、 柳 原 侍從ぬ へ 重臣 之 者 ョ リ奉願 上 候處、 去 朔日願 之 通 被 成 下 御免 候 -ー 付、 昨 三日 夜、 四 

日 市 ヨリ 引取、 右人 數ヲ以 、三 上表 へ 出張 取締 仕 候樣、 在所 表 ヨリ 申 越 候、 此段不 取 敢御屆 申 上 候、 以上。 

二月 四日  . 加 藤 能 登 守 

加 藤 明實家 記 

〇 久松 勝吉、 宗家 久松 定昭 ノ タメ 一一  哀 ヲ乞ヒ 、定昭 及 ヒ 其 家臣 ノ 謝罪 書ヲ 上 ル 。 

今度 松 平定 昭 IS 家 來共 ョ リ、 別紙 三 通 之 通リ、 哀願 仕 候 -ー 付、 其 情 實深相 察 候處、 奉對 天朝、 毛頭 異心 無 之 樣奉存 候、 實 

天譴 之 御 次第 奉 恐 入 候 得 共、 斯ク 謝罪 仕 候 得 者、 何卒 寛大 仁恕 之 御 取扱 被 成 下 度 奉懇祈 候、 私義 同宗 之 家筋、 日夜 不堪 心痛 

罷在 候、 何分-一 モ 朝廷 向宜敷 御 執 奏之程 偏 奉 希 上 候。 

二月  松 平 內膳正 

〇 別紙 

土 州 總督深 尾 左 馬 之 助 へ、 左 之 通 歎願 書 兩通差 出 候 事、 

此度、 德川慶 喜 之 妄擧ヲ 助 候條、 其 罪 不輕趣 ヲ以、 御 征伐 被 仰 出 候 段、 恐 入 不堪 泣 血悲欵 候、 於定 s?、 聊 朝廷へ 異心 無 之 

候處、 今般 被 仰 聞 候 趣-一 付 テハ、 ま 早 哀訴 可 申 上 樣モ無 之 奉 恐 入 付、 所領 差 上、 謹而 天譴 奉 待 候 間 朝 命 違背 不仕候 儀 

御 諒察 被 成 下、 乍此 上、 德川家 之義ハ 三百 年 治平 之 功被爲 思 食、 ー脉之 祭紀相 存候樣 朝廷 向 宜御執 奏被成 下 度 奉懇祈 

候、 以上。 

正月 廿 七日  松 平定 昭 

主人 定昭義 、德川 家 之 妄擧ヲ 助 候 段、 其 罪 不輕趣 ヲ以テ 御 追討 被 仰 出、 定 §«始 臣下 一 同 奉 恐 人 候、 就テハ 所領 差 上 天譴 

ヲ奉待 候條、 全奉對 天朝 恐 敬 之 至情 ヲ表候 心底-一而、 定眧- 一 於テハ 如何 體之 御沙汰 被 仰 出 候 共、 聊 遺憾 有 御 坐 間 敷 


疾蓦 共、 定 義、 德川家 ノ爲、 医 救 之 所不至 ハ 如何 計 モ可有 御 坐、 乍 併奉對 天朝、 聊異 心無 御 坐 候 儀 ハ 、神明 -ー 誓 テ欺罔 無 

も、 臣下 共 -ー 仕候テ ハ、 右 等 之 心情 今 一 應奉 哀訴 度 奉 存候得 共、 ま 早 九重 道絕、 只々 悲欵 泣血ノ 至奉存 候、 乍此上 寛大 之 

御 少汰モ © 坐 M ハ 、 、寳以 天地 覆 育之 御大 恩 難 有 仕 合奉存 候、 此段宜 御 執 成 被 下 候 樣泣血 萬 願 之 至奉存 候、 以上。 

. . 正 ^七日  松 平定 昭家來 共 

長 川 隊長 堅 田 大和 へ 左 之 通 歎願 書 差 出 候 事、 

此度以 、兵馬 被需候 旨奉 恐 入 候、 於毫、 聊 朝 命-一 逢 背シ 王師 二 抗拒 仕 候 心底 毛頭 無 御 坐、？ 所領 差 上、 寺 

J へ 蟄居 仕、 謹 而奉待 天 裁 候 間、 異心 無 之條御 諒察 被 成 下、 朝廷 向 宜御執 奏被下 度奉存 候、 誠 恐 誠 惶頓首 謹言。 - 

二月  松 平 定 昭 

久松 定弘家 記 

〇 本件 曰 ヲ失ス 、家 記、 四 曰 ノ次六 曰ノ前 一一 錄 セル ヲ以テ 、姑 ク本曰 一一 收ム C 

〇 細 川 喜廷、 其 支族 細 川 利 永 ず 京師 二 召スヲ 稟ス。 

未 家 田 U 若狹守 儀、 速 ， 一 上京 可 仕 旨、 頃日 被 仰 出 候 -ー 付、 御請 之 儀 ハ 、 同人 重役 之 者 ョ リ申上 置 候 通 御 坐 候、 然ル處 若狹守 

義、 未 上京 之 程合モ 相分不 申、 敲 地中 居住 罷在候 得ハ、 自然 ト關門 拒 絕等之 煩 ヲ以、 遲引仕 候 哉モ難 量奉存 候、 依 之、 越 中.. 4 

家 來志裹 i ト串 者、 此節 江 戶表 へ 差 下、 i 章 i 京 仕 II、 越 中 i 來江戶 表 へ 舊候者 共 モ 、連 二 引 揚候 樣 

申 遣 候 笞卸坐 候、 此段無 屹度 申 上 置 候 間、 御 聞 置 可 被 成 下 候、 以上。 

細 川 越 中 守內 

二月 ra  3  青地 源 右衞門 

細 川 利 永 家 記 

き 古記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 四日  一 一九 


復古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二お 四 IH  一  二 〇 

〇 京 極 高 厚 京 一一 抵ル 、三 浦弘 次、 高木 正坦、 疾ヲ謝 シ 、老臣 ヲ 、ン テ 京-一 抵ラ シ 厶 。gislfe 

〇 長 崎會議 所、 德川慶 喜 以下 ノ罪 狀ヲ 管下 一一 布 吿シ、 其徒ヲ 潛匿ス ル ヲ禁ス 

德 

勢 

備 

上 總大多 喜 

右 者侬爲 朝敵、 今般 征討 被 仰 出 候-一 付而 者、 右 之 餘類當 地へ 相越シ 、潜伏 可 致 モ難計 候 間、 若 及 見聞 候ハ、 、早々 可 申： 

出、 萬 一 隱置 、後日 於相顯 者、 當人 者不申 及、 所 役人 迄、 可 被 處嚴科 候、  ： 

徂是迄 致滯留 居候 輩 者、 早々 當地引 拂候樣 申 聞 置、 其 筋々 へ 可 申出 候 事、  ， 

右 之 通 市中 不洩樣 可相觸 候、 

右 之 通 相 觸候閒 、得 其 意向々 へ 可 相 達 候。  一 

辰 二月  長 崎驟記 

〇 德川慶 喜、 自 ラ老ヲ 吿ケ 、 支族 德川茂 承 ヲ以テ 嗣 ト爲サ ント 欲シ、 奏狀ヲ 极平慶 永 一一 託ス。 

慶永、 其 自反ノ 意 ナキヲ 以テ、 之 ヲ却ケ 、老臣 本 多義 I 等 ヲ江戶 一一 遣 シ テ、 名義 ヲ 指陳 セ シム、 


川 慶 喜 

州會津 

州 桑 名 

州 高 松 

州 松 山 

中 松 


又書ヲ 大久 保忠寛 二 致シテ 、其 意 ヲ 申ス。 

慶 喜相賴 以来、 乍不 及、 勤 王 之 道心 ヲ盡 シ罷在 候 得 共、 事々 不行 届、 恐悚^-至 一一 付、 退隱 仕、 相 續之儀 ハ 、 紀伊 中納言 へ 

被 仰 付 被 下候樣 仕度 奉存 候、 此段御 奏聞 被 下 候 樣御賴 申 候、 以上。 

■  ：  J  慶喜 

正 月 五 日  a£  I 

.  ■  ^平 大藏 大輔殿 

春嶽 私記 

〇 副書 

一. 翰 拜晋、 然者 相續之 儀、 紀 伊中 納 言へ 差 極 相 願 候 而ハ、 朝廷へ 奉對、 恭順-一 不相當 姿-一 付、 三 家 三 卿 之 S 蜀廷之 思 

召 ラ以、 被 仰 付候樣 致度存 意之 處、 家 來之者 共、 遮而紀 伊中 納言 へ 相 願候樣 申立 候 -ー 付、 別紙 之 通 相 願 候 得 共、 右 ハ甚以 

恐 入 候 儀 一一 付、 何 レモ 三 家 三 卿之內 朝廷 之 思 召 次第、 被 仰 付 候樣致 度、 右 等 之 次第 被 差 含、 早々 御 周旋 有 之 樣御賴 申 

！ 、夫々 手 镇モ有 之 -ー 付、 否 早々 御 模樣御 申 越 有 之樣存 候、 草々 不一 " 

正月  慶 喜 

松 平大藏 大輔殿 

尙々 事務 多端 代筆 申附候 段、 御仁 海 所 希。  春嶽. - r 

〇 春嶽 私記 二 云、 四日、 去月 一 一十 六日 立 二 テ 南部 彥助到 著、 去 ル 一 一.^ 五日、 西 丸 へ 重役 御 呼 出 二 付、 林 矢 五郞罷 出候處 、板 倉 

殿御 達-一 テ、 別紙 御 奏聞 並 御 直 書 御 渡 有 之、 可然御 周旋 相 成 候 樣御賴 、且 朝敵-一 ハ不 被爲在 段、 吳々 御 牟開キ 二相 成 候 

樣、 且亦御 相續紀 侯ト御 願， ーハ 候へ トモ、 是ハ 朝廷 之 思 召-一 被 任 候、 御 含 之 段 御 演說有 之 由、 右-一 付、 直々 朝廷へ 御 

指 出 可 被遊歟 トモ 思 召 候 得 共、 事 之體、 此地之 形勢 ト ハ餘リ 一一 御輕 易之 御 次第 一一 テ、 御 披露 相 成 候 ハ 、 、却 テ御爲 二 モ相成 

復古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 四日  ニニ 


復古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 四日  二三 

間 敷 トモ 思 召、 且此間 被 指 上 候 御請 之 御諫書 モ 、御覽 -ー 相 成 候 ハ 、 、 御 了解 之 御 儀 モ 可 被 爲在候 へ ハ、 旁此 御 奏聞 甞 ハ 、 

御手 前 - ー御捭 置、 今 一 應、 尙又御 謝罪 之 御 趣意 相 立 候樣、 可 被 仰 上 トノ御 儀 二 テ、 御 奏聞 狀ハ御 返上、 今 一 ト際御 謝罪 之 

御 條理、 分明 二  ffl 立 候 樣トノ 思 召 通 リ被仰 含、 本 多 修理 出府 被 仰 付 可 然トノ 御诀議 二 相 成、 依 之、 一 應御直 書 之 御請 、今晩 

御徒 飛脚 柳 本 兵吉、 被 指 立 之 御請、 如 左、 

謹而奉 言上 候、 盆 御機嫌 能被爲 入、 先般 海上 無 御恙、 御 東歸奉 恐悦 候、 仰 先達 而 ヨリ 毎々 尊書 頂戴 被 仰 付 難 有 仕 合奉存 候、 

殊 -ー 正月 廿 五日 御 渡 之 尊書 並 御 相續御 願書、 咋 ra 日、 京 著 拜見仕 難 有 奉畏、 直 二 太 政 宫代總 裁 宮迄可 指 出 之 所、 恐 入 候 得 

共、 愚存之 儀モ有 之、 態 ト不指 出 候、 右 一一 付テ ハ 言上 仕度、 旁 一 兩日之 内、 家老 本 多 修理 其 御 地 へ 差 上申 候、 板 倉 伊賀 へ 面 

會、 委敷聞 取 候 樣乍恐 奉 願 上 候、 中々 筆頭 -ーッ クサ ル、 處 二 無 之、 何分 -ー モ微忠 御 亮察 被 成 下、 至當之 御所 置爲御 家奉懇 

願 候、 書餘 萬々 之 心緒 ハ 家老 へ 申 含 候、 誠 恐 誠 惶頓首 謹言 味 死 百拜。 

一 一月 四 ^ほ^- - 日  慶永上 

〇 七日、 修理 出立、 伊藤 友 四 郞被指 添、 同人 持參ノ 大久保 一 翁老 へ 之 御 直 書、 如 左、 

密呈、 春 寐料峭 、先 以德川 公益 御機嫌 能 被爲人 奉恐悅 候、 隨而 足下 愈御淸 安、 會計總 裁 被 命 候 由、 御 苦勞之 儀、 乍 去 爲御家 

扑賀、 慶永迄 モ遙ニ 安堵 之 次第-一 候、 下 官碌々 瓦全 罷在、 且舊冬 於 朝廷、 議定 職 被 仰 付、 其 後 固辭、 更-ー 被 命、 先般 

又々. 2： 國 事務 總督被 命、 如 下 官不背 之 者ヲ、 御 « 川 恐 入候ハ 勿論 -ー テ、 宗家 之 御 恥辱 朝廷 之 御 失 體無此 上奉存 候、 乍 

併 奉 命 之 上 ハ 、何分 二 モ诀死 盡忠罷 在 候 心底 二 御座 候 間、 寸 心之處 ハ 御 承知 1^ 上 候、 公 御 東 下 後 ハ 、實 -ー 德川 支族 之 身分 

一一 テ ハ 、片身 狹ク、 太攻宫 へ 參勤致 シ 、 親征或 ハ 出兵 等ノ 評議 之 節 ハ 、實 -ー 殘念 無限 ハラワ タ 斷チキ ラレ 候 心地 二 テ候、 

不肖 之 心、 御恕察 偏-一^上 候、 今日 迄、 太政宫 出仕 朝廷 御用 取扱 候モ、 一 ッ M ハ 宗家 之 御爲御 謝罪 相 立、 御 家 御開 運 之 

盡カ 仕度 ト存込 候 計 -ー 而、 如 不肖 下官 ハ、 一日 モ 在職 ハ 出来 兼 申 候、 衩 今度 從公， 御 直 書 被 下 候 二 付、 所存 言上 仕度 儀 モ 

有 之、 且此地 之 景況 申 上、 旁 家老 本 多 修理 差 出 申 候、 表 向 ハ 伊賀 へ 申 上 候 事ト存 候、 尙 事柄 -ー ョ リ候テ ハ 、御前 へ 被 召 出、 


f  -i-li  、太， 之 景況 下、 I 愚 存御聞 取 奉 願 度、 留守居 伊藤 友 s ト申者 差 添下シ 候、 修理 儀 御前へ 被 召 出 

, 矣.^ 、、友^ モ同樣 奉 願 度. ^、修理 近頃 カラ ッンボ 一一 御座 候閒、 上意 之 趣 伺 取 モ六ケ 數哉ト 被 案 申 候、 且又 足下-一 モ何 

卒 uli 下、 $所存| 御 聞 取 被 下 I、 何分 二 モ讓匿 重 御所 置囊願 候、 偏 -ー SS 依糕、 此 

御 謝罪| 不相立 候 へ ハ 、京師 - ー於テ fi モ無 之、 i 之 次第 二 テ候、 所存 之 趣 ハ 、 謹 へ 委細 二 申 I 間、 同人 ョ 

； 取 被 下 崖， isr 先日 ヨリ 每々 御 報 翰 忝、 殊-ー ft 筆 惠賜辱 毎々 御 懇切 之 事 致 多謝 候、 一 々返答 不赘 候、 室賀 甲斐 モ 在京 

中 毎々 相談 ィ タ シ申 候、 何卒 萬 事此邊 御相讓 下、 甲斐 へ モ盡カ 之 儀 被 仰 下 度 候、 何ソ 呈上 ト存候 へ トモ、 今 便 取込、 後 

信 可 指 3^ 候、 用事 拜答旁 如此、 書 外 之 心緖ハ 修理へ 申 含 候 也。  C  . . 

, ；  於 京 師邸 R  永 

二月 六日  i 

會 is 事務 總裁 大久保 君 

尙々 時下 御皇專 一 存候、 下官、 宰相、. S 大 輔兩 人之樣 二 相 聞 朝廷 向 不都合 之廉 有さ 故、 奉辭 大藏大 輔候 間、 此邊 モ 

御 字 之 節、 被 仰 上 可 被 下 候 C  .  、  3  i 

0 附又 云。 二月 八日、 彥根藩橫 川羅、 去ル廿 三日 江戶 表出 立、 昨 旦⑩之 趣、 毛受鹿 之 介 迄 申出-一 付、 今 i 之介ョ 

シ 1參？上 、藝甲 奪 殿 a リ之暴 持參指 出シ、 且相皇 候 口上 モ有之 趣 二 付、 拜謁被命 御 聞 取 二 相 成處、 專ラ 御舊 

さ條- ーテ、 甲 州 I モ靈靈 儀-一望-一 付、 猶御心 付 之條々 被 仰 聞、 直樣 引返 シ御返 霊 御 返答 之 次第、 羅 ヨリ， 仲 

、 達 tK- 樣、 御 直 -ー 被 仰 含 之、 E- 州ョ リ之呈 書 如 左 

奉 I 苦宾、 未タ 春寒 去 兼候、 先 I 御 勇健 鎏 御座 靈霍、 然ハ 今般 之 御 事柄-一 付、 微 g モ 霊ヲ蒙 、官位 被召 上 

突- < 、傳 承士奉 恐 入- 、右樣 之 身分 二 テ、 書簡 等差 出 候 モ不愼 之 至 恐 人 候 得 共、 臣子之 分 默止難 仕、 且君上 御 恭順 之 御 底 

意 ハ キ日 二 至？ モ、 聊 御替ハ 不饕在 候處、 II 之擁塞 -ー 寄、 不計モ 朝敵 之 御名 被 讓候場 へ 立 至 候 段、 君 上 二 モ 

深 御 痛心 被爲 在、 御 側近 勤 居候 微臣實 -ー泣 血 悲歎 之 至奉存 候、 然ル處 、此閒 尊公 樣 ヨリ、 i 迄モ御 恭順 被 遊 篇トノ 趣 

.  0 古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 四日  一一 一三 


.  復古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 四日  一二 四 

承知 仕、 不替 御厚薩 不堪 銘肝 奉感荷 候、 舊冬於 坂 地 蒙 仰 候 已來、 病氣 -ー テ不任 心底 罷過候 次第、 就テ ハ 、 此上御 恭順 御 底 

意 貫徹 仕 候樣、 御 查カ被 成 下 度 至 願 二 御座 候、 只々 御 恭順 ト耳申 候迚、 御 運 籌被成 方モ有 御座 間 敷奉存 候、 別紙 件々 ヲ 

以、 御 賛考被 成 下 候 樣奉願 候、 微臣 儀從来 知遇 モ蒙 居候 -ー 付、 微行 拜謁 仕、 心肝 吐露 仕度 奉 存候得 共、 御 嫌疑 -ー フ レ候テ 

ハ恐入 候 得 者、 不得 止. 事、 書中 ヲ以奉 願 候、 委細 之 情 實難奉 if 且 途中 懸念 -ー モ奉存 候 へ ハ 、兼々 面 晤モ致 候 -ー 付、 井伊 家 

臣橫 川源藏 へ 密々 申 含 置 候閒、 御 直 -ー 別紙 ケ條之 趣 御 聽上可 被 成 下、 時宜 -ー 寄、 不苦候 ハ 、 御 近臣 之內 一 人 御 指 越、 途中 

迄 潜行 拜晤 仕度 懇願-一 御座 候、 潛蟄 中執 筆 別 テ錯亂 御 椎見奉 願 上 候、 先 《奉 申 上 度 文 略 御免 可 被 成 下 候、. R 々頓 首。 

正月 廿 三日 認  甲斐 

大藏 大輔枚 

另 紙 

靜寬 院宮樣 ヨリ、 御 歎願 之 御 次第 モ可被 爲在ト 奉存候 二 付、 尊公 樣厚御 盡カ之 段 奉 願 上 度 候、 將臣子 ョ リ モ追々 欵願 

可 奉 願 候 間、 宜御含 奉 願 上 候、 

一 於 臣子申 上 候 迄 之 儀モ無 御座 候 得 共、 御 家柄 之 御 儀 二 モ被爲 在、 一 際 御 盡カ奉 願 上 候、 且兵御 差 向 御 延日之 段 奉 願 度、 

夫々 盡度 愚意 有 之 候 間、 何分 ニモ、 一端 破レ -ー 相 成候テ ハ、 吳々 モ 皇國 之御爲 -ー 不相成 ハ 、 能々 御 熟慮 可 被 成 下 候、 

中々 筆談 難 申 上 御 坐 候 間、 極 密御聽 取 奉 願 候、 密々 御 家臣 一 寸御差 下 シ之段 奉 願 上 度 候、 

右 御 返書 如 左、 

正月 廿 三日 之 懇翰、 一 一月 八日 朝、 彥藩潢 川 源 藏參邸 差 出、 忙手 披閱、 春寒 料 峭之處 、先以 、我 宗家 德川公 御 東 下 後 之 御 安全 

ヲ詳- 一 被 垂示、 歡天喜 地初テ 安堵 之 至奉存 候、 隨テ 足下 愈 御 多祥 御 勤務、 不相替 爲御家 御 逢 力 扑賀令 降 慮 候 事-一 候、 下官 

正月 中旬、^ 太 政 官内國 事務 總督之 勅命 降下、 如 臣者昧 愚 -ー シ テ 奉職、 却テ 宗家 之耻 辱、 朝廷 之 失體、 速 可 奉固辭 之處、 

我 宗家 德川公 謝罪 之 道 相 立 候 迄 ト存シ 、固 辭奉ラ ス 、因循 奉職 罷在候 儀 ハ 、下 ioc 之 微忠仰 亮察 候、 教 足下 モ 朝譴 被止官 


i 疾義 、不等 止 事、 下官 ハ 誠 二 御 心中 嘸々 ト落淚 推察 申 候、 德川 公之 御 恭順 之 御 底意 ハ、 今日-一至 リ候 テモ、 聊御 替リ無 

之 ト ノ. 二 被 仰 下、 何 ョ リ以難 有、 先日 ョ リ大久 保 一翁 ヨリ ハ 中越、 於下官 ハ 江戸 ョ リ御 恭順 之 儀 不被仰 越 ト モ、 下官 一 

人 、 惠 U 公之 御 おん 頃丈ケ ハ 、兼 テ思召 相 伺 居候 事故、 能々 心得 常々 感服 致 居 申 候、 乍 去， 御 心 ハ イカ 程 御 恭順 候ト モ 、 其 

姿 二 至リ御 恭順 之實効 無之テ ハ 、天下 承知 ィ タ シ 不申 ハ 、是亦 明白 之 事 一一 テ、 過去 之 事 一一 候 得 共、 御上 京 御先 供 之 行 違 云 

云 ト被仰 立 候 トモ、 第 一 歸國セ シ メ ン ト 朝廷へ 被 仰 立 候、 會桑 御先 へ 被 遣、 會桑 具足 著 用 一一 テ伏見 へ 上 ル、 先 供 二 具足 

著 H ハ 如何、 是ーッ 也、 於 坂 城、 薩 藩 之 罪 ヲ被揚 君側 之 姦ヲ除 ク爲、 軍 列-一可 馳加御 軍令 諸 藩へ 布告、 尙 朝廷へ モ被 

仰 立、 書附 ラ以テ 、尾 越 へ 被 出 君側之姦 ヲ除ク 軍 列 二 可馳加 ト ノ儀、 進軍 i ァ ラ ハレ タ リ、 上京 先 供 ト被仰 立 相違 ス、 

是ニッ 也、 德川 公捨華 城、 御 東 下 後、 城 中 地雷 起リ、 終-一 炎上、 是三ッ 也、 小事 色々 有 之 候 得 共、 一 ツモ 御 恭順 之 形 ナク、 天 

下叛 2 朝敵 ヲ稱シ 候 テモ、 下官ゴ トキ 支族 之 末 坐-一居 リ、 夫テ モ 恭順 之心デ 御坐リ マ ス ト ハ、 ドフモ 申 開キ難 出来、 不 

可 首 苦、 い、 實ニ御 察 可 被 下 候、 下官ハ 別テ御 懇命 蒙 候 者 故、 マ ケテ モ御ヒ 4 キ申度 候 得 共、 ドフ考 候 テモ、 御 恭順 之 御 心 

ノ  S- ヒラ キロ  二 出シガ タク、 只今 ト相成 候 テハ、 乍 内々、 土 藝細川 一一 テモ 人心 日々 離 レ候姿 二 テ、 殘念徹 骨 申 候、 段々 祸 

申 越 宾儀誠 一一 以 感服、 別テ御 側近 ク御出 之 身分 一一 テ ハ 、泣 血 悲歎 御 察 申 候、 於 下官モ 同然 一一 付、 右 之 通 故 御 恭順 之 御 心 ハ 

難 有疾辱 共、 此上御 恭順 之 御實効 顯然願 ハ 敷奉存 候、 第 一 德川公 御. 謹慎 二 テ恐 入、 謹 テ待斧 鎖 ト申被 仰 立 二 相 成、 會桑拉 

板 老其外 巨魁 之 輩、 先 押 込 被 仰 付 候テ、 如何 樣共所 置 致 度ト、 朝廷へ 御 伺-一 相 成 候ガ、 則御實 効-一 テ其節 於 朝廷 モ公 

義.？ 立、 於 U. 官者 支族 之 身 一一 テ ハ何ト モ 申立 樣無之 候 得 共、 當職 ヲ以、 精々 盡 カイ タ シ、 社稷 ヲ存ス ル儀、 至 願コ、 二 止 

リ申资 、此所 ハ 御 安， い 可 被 下 候、 雪 江 ヨリ 川 越 山 田 太 郞左衞 門 へ 委細 申 越、 下官 ヨリ モ 大和 守 へ 申 越、 尙遠江 守 家 來有馬 

帶 刀へ モ申 S 候、 先日 雪江 ヨリ 大久保 一翁へ モ、 委細 以書狀 * 遣 候、 昨日 家老 本 多 修理 江戸へ 遣 候 節、 一翁へ モ 委細 以 

書 狀申遣 候、 何卒 一 翁、 大和 守、 帶刀、 太 郞左衞 門 家老 本 多 修理、 同 差 添 伊藤 友 四郞、 御宅 へ 被 召 呼、 京地 之 事情 御 聞 被 下、 

大盡？ も 牛依賴 候、 尙黃川 源藏へ モ下官 逢 候テ、 詳々 申 聞 候 間、 意 衷御聞 取 可 被 下 候、 御 親 征モ被 仰 出、 近々 錦^ 華 城 へ 行 

復古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 四日  ニー 五 


復古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 五日  一二 六 

幸、 何 レ不遠 内ト存 候、 一刻 モ早フ 御 謝罪 1\1 道 相 立 候樣致 度、 夜 白 奉 翹望候 靜寬 院宮御 使於婦 知、 一 昨日 京 著、 長 谷 新 

宰相 ョ リ承リ 申 候、 II： 分 事柄-一 ョ リ盡カ モ可致 候 得 共、 ド フ モ 只御隱 居計リ 二 テ ハ、 下官モ 周旋 六ケ敷 哉ト存 候、 先日 條 

城 へ 參リ n~ い 御 本丸 御殿 へ 上 リ拜見 申 候、 城 春 草木 深 感慨無量、 長 an 小姓 局 御 勝 所 等 其 儘 二 シ テ亂雜 不可 言、 机 鏡 立 

紙德利 諸道 具 其 儘 見 ル-ー 不可 忍、 堂上 杯 モ被參 候テ、 恥ケ敷 穴へ デモ 人 度 心中 御 察 可 被 下 候、 色色 申入 度 海山 候 得 共、 

不盡 言、 大略 報 答如此 * 書 外源藏 へ 申 含 候、 時下、 爲御家 御 自重 專 一 存候、 下官之 苦心 此 返報 ヲ 力 ク 一一 臨 £  、 落淚數 行、 鳴 

呼 之 一 一字-一 付シ候 也。 

二月 八日  -慶永 

知己 S '州 室 氏 座 下 

〇 慶喜、 老中 格大給 乘譲ヲ 罷 厶。 

〇 酒井忠 篤、 所管 ノ砲 兵難 J^ff 、卜 ヲ錄 シテ、 家臣 ト爲サ ン コト ヲ慶喜 一一 請フ、 之ヲ 聽ス。 

左衞門 尉附屬 大砲 組 之 者 共、 往々 處置方 之 儀、 是迄再 應申上 置 候 次第 御座 候 得 共、 今以 何等 之 御沙汰 無 御 坐 候處、 咋 今不容 

易 御 時勢 相 成、 浪人 之 名義 有 之候テ ハ 、夫 是差支 之 次第 二 有 之、 當惑罷 在 候 間、 家來 -1 被 仰 付 候樣、 急速 御沙汰 被 成 下 度、 

此段奉 願 候、 以上。  . 

酒 井 左 衞門尉 家老 

二  e: 四日  松 平 權十郞 

願 之 通 大砲 組 之 者 共、 家來 二 召 抱 候 樣可仕 候。  洒 井忠寶 家 記 

五日、 郡 山、 高槻、 高 取、 芝 村、 狹山、 丹 南、 岸 和 田、 伯 太、 尼 崎、 三 田 十 藩 -ー 命シ テ 、假 -ー 畿 內諸國 


九 櫻 長 遠 

鬼 井 pp, マ 
隆忠 「つ -' 丄 

義興守 守 


fi じ S じ 


渡 岡丹筑 
^ 後 前 


綱 職 守 ^ 


tiLnL 


舊 代官 ノ 支配 地 ヲ管セ シム、 又 更革ノ 際、 民心 危疑、 貨幣 流通 ノ便ヲ 欠クヲ 以テ、 十 藩 ヲシテ 

之ヲ 論 安 シ、 且强盜 剽掠ヲ 監防セ シ ム 、尋テ 丹 南藩ヲ 罷ム。 

柳澤 甲斐 守 

永 井 日向 守 

山成國 本え 官小 堀數 馬、 小 堀 右 膳、 多羅 尾 主税、 角 倉 伊織 支配 地 御領 ト相成 候 間、 兩 藩へ 取締 被 仰 付 候、 卽今 形勢-一 付、 

民、 い 方向 ヲ.. >  ヒ 、多端 之 苦情 訴出、 御 治定之 御所 置 ハ 、追 テ御達 可 有 之 候 得 共、 差 向 人民 安 業 貢 米 等 之 儀、 無滯相 運候樣 

取 計、 早々 太 政官代 へ 可 申出 候 事。 

一 一 月 

〇  - 


柳 澤保申 家 記 

永 井 直 諒家記 


岡 部 

渡 邊 


右 和 泉國元 代官 内海 多次郞 支配 地 云々、 01 

〇 章 綱 家 記 一一 八日 トス 、今 長 職 家 記 一一 從フ。 

〇 


右 攝津國 元 代官 小堀數 馬、 小 堀 右 膳、 齋藤 六藏、 內海 多次郞 支配 地 云々、 ^れ^ 

C  一  iffi 瘗 


0 井 

九 鬼 


復 古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 五日 


二 七 


復古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 五日 

此度 取締 被 仰 付 候 御領 之 S 、年貢 殘穀並 高 辻 帳、 早々 取調、 内國 會計兩 裁判所へ 可 差 出 候 事 • 

御領 所用 向爲 取扱 候 役人 兩 三人 宛、 在京 候 樣可致 事。 

〇  . 


大和 國元 代官 石原淸 一 郞、 中 村 勘 兵衞、 角食與 市、 木 村 宗右衞 門 支配 地 云々、 

〇 副 達 同上 文 

〇 


二八 

櫻 井 忠興家 記 

村 駿河守 

田 攝津守 

植村家 壶 家 記 

織 田 長 默家記 

植村家 壷 家 記 


,  北 條相模 守 

高木 主 水 正 

河内 國元 代官 小堀數 馬、 小 堀 右 膳、 石原淸 一 郞、 多羅 尾 主税、 齋藤 六藏、 内海 多 次郞、 木 村 宗右衞 門 支配 地 云々、 g が^ 

高 木 正 善 家 記 

〇 副 達 同上 文  高木 正 善 家 記 

〇 郡 山、 高槻、 岸 和 田、 伯 太 四 藩 ハ副達 ナシ、 盖シ家 記之ヲ 佚ス。 

〇 

金銀 取引 拉爲替 取組 等 之 儀、 御變革 クー 折 柄 -ー 付、 危 フミ 候 向 モ有之 哉ト相 聞、 以之外 之 事 -ー 候、 

御 新政 之 儀ハ、 萬 事 條理相 立 候 樣-ー ト之 御主 意-一 候閒、 自今 別 テ無掛 念、 是迄之 通 取引 可 致 候、 萬 一 心得 違 之 者 モ候ハ 御 

取亂之 上、 御沙汰 之 品 モ可有 之 候 事， 

右 十 藩 囘達之 事、 


植村家 壶家記 

但 急速 之 事。 

一 驛々 亂妨 I 者 人民 ヲ掠メ 、困苦 二ず I 所モ复 II 間、 早々 人 數差出 、取 糧議 仰 付 候 事、 

二月 五 曰 

右畿 €： 十 藩 へ 順 達 之 事、 

別紙 之 通 被 仰 付 候閒、 早々 順 達 可 致 候 事、 

恨 囘リ留 ヨリ 太政宫 代 へ 返上 可 有 之 候 事。 

二月 五日 

柳澤 甲斐 守 

永 井 日向. 守 

植村駿 河 守 

織 田 攝津守 

北 條相模 守 

高木 主 水 正 

岡部筑 m 守 

渡 逢 丹 後 守 

松 平 遠 江 守 

九 鬼 長 門 守 

右 留守居 
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植村家 壺家記 

〇 十日 再 達 書 

高 木 主 水 正 

河. s: 國元 代官 支配 地 御領 ト相成 候 間、 其 藩 へ 取締 被 仰 付 候處、 其方 在府 -ー 付 被 差 除 候 事。  高 木 正 善 家 記 

〇 ト 四日 再 達 害 

植村駿 河 守 

織 田攝津 守 

右 大和 國元 代官 石原淸 一 郞、 中 村 勘 兵衞、 角倉與 一 、木 村 宗右衞 門 支配 地 御領 ト相成 候 間、. 兩藩 へ 取締 被 仰 付、 年貢 殘 

穀拉高 辻 帳、 早々 取調 可 差 出、 其 外 御 達 之 趣 有 之 候 得 共、 大和 國御 委任 一一 テ、 鎭撫 總督被 召 置 候 二 付テ ハ 、 總テ 彼方 へ 申 

SK81 候 樣可致 候 事。  雖 W  « 騎絲 ：| 

〇 一 一月 十九 日 再 達 書 

樓 井遠 江 守 

九 鬼 長 門 守 

攝津國 元 代官 齋藤 六藏 支配 地 之 分、 兵 庫 裁判所 之 支配  >ー 相 成 候 間、 過日 取締 之 儀、 兩藩 へ 被 仰 付 候 得 共、 不及其 儀 候、 此 

段 申達 候 事。  樱 井忠與 家 記 

〇 案ス ル - 一忠 興 家記ュ 、舊 代官 内海 多次郞 支配 地ノ 取締 ヲ罷メ シ ハ本月 一 一十 六日 一一 ァリ、 小 堀 数馬ノ 支配 地ハ 八月 六日 

ユア リ、  ， 

〇 一 一月 一 一十 六日 再 達 書 

岡 部 筑 前 守 


渡 邊丹後 守 

. s.fc  ，  J^;waJ=:-、 以下、 上文 ト 大同 少異、 但  渡 逢 章 綱 家 記 

和 泉國元 代官 內泡 多次郞 支配 も 取ヲ^ 坂 二 作ル、 

〇 案ス ル 一一 、高 取、 芝 村 一 一藩 ノ 取締 ヲ S 能メ シ ハ 四月 一 不八曰 一一 ァリ、 郡 山、 高槻ー i 能 免 ノ事ハ 、條末 ノ柳澤 保 申 家 記 二 

zt^ ェ タリ、  ， 

)^  ' 1M 申お 円 書 

一 元 i 宫小堀 兩人之 儀 ハ 、是迄 之 通 被 i 付 候 得 共、 同人 へ 所 置 方 之 俊 ハ 、遠 江 守、 長 門 守 ョ 、萬 端 指揮 仕 候 心得 -ー テ宜 

敷 哉、 

一 支配 所 追々 取調 候 上ハ、 遠 江 守、 長 門 守預リ 所、 夫々 區別仕 候 テ宜敷 候 哉、 

一 布吿及 公事 訴訟 等 之 儀 ハ 、大事 ハ 可 奉伺、 小事 ハ 取 計 候 上 -ー テ、 御 届 申 上 候 テ宜敷 候 哉、 

右 之條件 奉伺 候 間、 早々 御 差圖之 程 奉 願 候、 以上。 

二月  お^ 

〇 十三 日批紙 

第 一 條 伺 之 通、 

第二 條 兩藩申 談之上 可 伺 出 候 事、 

第三 條 伺 之 通、  . 

〇 忠興家 記-一 ハ、 十二 日 伺 十九 日付 札ト ァリ。 

〇j 郡 山、 高 槻ニ藩 申請書  ， 

出城 國本 代官 小堀數 馬、 小 堀 右 膳、 多羅 尾 織 之 助、 角ま^ 織 支配 地 御領 ト相成 候 間、， 斐守、 日向 守へ、 取締 被 仰 付 候 二 

復 古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 五日  . -  一三 一 


遠 

長 


江 守 

門 守 


九 鬼隆義 家 記 

櫻 井 忠與家 記 


復 古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 五日  •  一三 二 

せ 、常 九日 心得 方 奉伺 候處、 御 年貢 向ハ 勿論 萬 端兩藩 -ー テ取計 候樣、 御 差圖有 1\1 候、 然 ル處、 小 堀數馬 1 角 貧 伊織、 多羅 尾 織 

之助ョ リ ハ 、右 支配 向 之 儀、 是迄 \ 一通 可 相 心得 樣、 御 達 御座 候 旨 申 越 候、 伎 之、 甲斐 守、 日向 守 心得 方 如何 仕 候テ宜 御座 候 哉、 

此段 奉伺 候、 以上。 

二月 廿 七日  兩藩 掛兩人 

〇 批紙 

山城 國 取締、 其兩藩 へ 被 仰 付 候處、 元 代官 小堀數 馬、 小 堀 右腠、 多羅 尾 織 之 助、 角 倉 伊織 追々 歸順之 趣 相顯候 二 付、 四 人 之 

者 へ モ 、是迄 支配 地 其 兩藩ト 熟 和 -ー 申 合 相 勤 候樣、 被 仰 付 候 -ー 付、 熟 和 申談御 趣意 貫徹 候樣 精々 可 取 計 候、 

柳 澤保申 家 記 

〇 保 申 家 記 二 云、 本文 當 九日 心得 方 奉伺 ト 御座 候 ハ 、一 一月 九日 兩藩 留守居 ョ リロ 上 ヲ以、 取締 心得 方 相 伺候 處、 四 家 御 

代官 ヨリ、 諸 書物 類 引 上、 御 年貢 取 立 ハ 勿論 萬 事兩藩 -ー テ取計 可然、 自然 書類 差 送 リ不申 候 ハ 、 、太 政官 ヨリ 御 談有之 候 

由、 御 差 ai 御座 候 旨 、留守居 申 聞 之 ト留有 之、 取締 被 冤 日限 糙ニ 相 分 リ不申 候 得 共、 戊辰 年 十月 七日、 用 懸家來 之 者 へ 、 

山城 國 取締 用 掛差免 候 旨留有 之。 

〇 毛 利 敬親老 臣吉 川經幹 ノ 八幡 討賊ノ 功ヲ 賞ス。 

,  吉川監 物 

其 藩 事、 多年 報 國之志 不淺、 殊 二 去月 六日 賊徒 壟 來ノ砌 、於 淀、 八幡 邊防 戰、 命猛令 退散 候 段、 叙 感不斜 候、 尙 此上勵 忠勤、 可 

爲 皇家之 干城 旨、 御沙汰 候 事" 

, ,」  輦下日 載 

二月 i 日  吉川經 健 家 記 

〇 松平慶 永、 身 議定 蛾 二 在リ、 且輦下 ノ警守 一一 服ス ルヲ 以テ、 北陸 道ノ 先鋒 兵 ヲ出ス コ ト勿ラ 


ント 請フ、 之ヲ 聽ス。  i 

今度 北陸 道鎭撫 使、 其領々 へ 御 參著之 上、 爲御 先鋒、 領地 ffl 應ノ人 數差出 候 樣御達 可 相 成 旨、 差掛 リ候テ ハ 不都合 -ー モ可加 

成 二 付、 前以御 S 達 有 之 段、 若 州 小濱表 二 ォ ィ テ差出 置 候家來 へ 、御 達 御座 候 g 、越 前 守 ョ リ申越 候、 然 ル處、 私儀， 昨年来 

上京 仕 居、 別 テ當春 闕下不 容易 騷棧 一一 立 至候條 故、 禁闕 御警衞 御沙汰 之 次第 モ有 之、 追々 人 數爲指 登 候 所、 御 固 場 モ被仰 

付、 其 上 御 役 被 仰 付 候 二 付、 日勤 等 二 テ、 彼是 多 人 數滯京 爲致候 事 -ー 御座 候、 元來 不肖 之 私、 過分 之 御 役儀 ヲ蒙リ 、不堪 其 任. 

ハ 勿 ii  -ー  御座 候 得 共、 専ラ御 役 筋へ 擧國之 力 ヲ盡シ 、御 奉公 仕 候 心底 之處、 叉々 御先 鋒 へ 出兵 致候テ ハ 、下 タ地國 許 薄地 小 

人 數之處 、藩 屛之任 立 兼 候樣相 成、 兩樣之 御 奉公 相 勤 兼 殆當惑 仕 候、 兼テ 殊遇 之 寵命ヲ 蒙 候 上、 彼是 奉 願 候 ハ 奉 恐 入 候 得 

共、 右無據 次第 御 汲 察 被 成： 卜、 何卒 御 厚 評 之 上、 何 レトカ 一 途 -ー盡 力 仕 候 儀、 出來 候樣宜 御沙汰 被 成 下 候樣、 奉 願 上 候、 以上。 

二月 四日  越 1：=： 1. 辛 才 

〇 本日 批紙 

京師 御 警衞人 數モ差 出 有 之、 且越前 宰相 上京 之 儀 二 モ候閒 、北陸 道鎭 撫使爲 先鋒 人數指 出-一 不及候 事。 i^?- 私 記 

〇 木 下 俊愿、 浪徒本 藩 ノ近疆 一一 嘯聚ス ルヲ 以テ、 歸邑ヲ 乞フ、 是日、 之 ヲ聽ス ofsf、 . 

〇 一 一日 申請書 

豐前 宇佐 郡 之 御 許山ト 申近邊 へ 、浮浪 之 徒 蜂起 致シ候 趣、 右 ハ領俊 愿内豐 後 速 兒郡之 W 境界 祁接シ 、居城 ヨリ 纖四里 計 

リ之 場所 二 御坐候、依之、爲鎭撫下向仕度^#存候、尤鎭撫候 ハ 、 、早速 上京 仕 候、 此段 奉伺 候。  木 下俊愿 家 記 

〇 俊 愿家記 一一 云、 二日 願書 差 出、 五 曰-一至 リ何ノ 御沙汰 モ無〕 Z 故、 再應 伺候 處、 五 曰 午後 歸邑ノ 命 ヲ蒙ル 、別 一一 達 書 ナシ。 

〇 土 井利 敎ノ 家臣 哀請ス ル所ァ ルヲ 以テ、 利敎 召命 ニ應 セサル ノ罪ヲ 貸シ、 命シ テ、 速 一一 入觐 

セシム ◦ 

復古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 五日  ， 一三 三 
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三 州 刈 谷 

i 井淡路 守 

昨年 來兩庋 之 詔 命、 且 大赦 被 仰 出 候處、 未タ遂 奉-一 不至、 不都合 之 至-一 候 間、 急 度 御沙汰 可被爲 在 之處、 其方 元 家 

來^ ハ^;;:,— fjj, パパ、 以テ、 有志 之 f リ欵願 之 筋モ有 之、 暫御 猶豫 被 遊 候 間、 早速 違 奉 上京 可 致、 御沙汰 候 事。 

二 弓  土 井利 敎家記 

〇 利敎家 記-一 云、 丁 卯 十一 一月-一至、 重臣 津田 新十郞 留守居 差 添、 淡 路守上 京 難 致、 侬テ爲 名代、 出 京 可 致、 旅 中 別 谷 表へ 

立 寄、 當今之 場合、 德川家 へ 志 ヲ寄候 方、 至當 -ー 可 有 之條、 諸士 一  同 右 二 相 心得 候 之樣說 有 之、 諸 席 集議之 上、 旣 二 秋 以来 

再應致 建言 置 候 通、 速 -ー 上 京 相 成 候 方可然 趣、 義理 之 順逆 及 討論、 遂 二 新 十郞外 同列 共 諸. H 之 議論 -ー 伏 シ 、同意 之 趣 二 付、 

陣ハ上 京 之爲、 關東 へ 之迎 人員 相 撰、 早々 差 下、 同人 儀 ハ暫相 止 居候 樣申談 候處、 於 關東外 藩 へ 申 合 之 廉モ有 之、 又 自身 

取 ifes: 川 邊モ有 之、 旁 別人 罷下 候テ ハ 、差 支 之 簾モ有 之、 且 ハ 爲 名代 罷越出 京 モ 不致、 別人 致 東 下、 此儘滯 在候テ ハ 、役 前 

モ 不相 立、 諸. H 之 衆論 二 同意 之 上 ハ.、 關東 へ 罷 下候テ モ 、誓テ 異心 有 之 間 敷、 速 二 上 京 之 蓮 ヒ 一一 執 計 可 申條、 一 同 懸念 無 

之、 si\H 狄遮テ 相 望 申 候 一一 付、 同意 之 上 ハ 、役 前 へ 對シ、 左 モ可有 之 次第 一一 候 得 共、 關東 同列 之 存意モ 可 有 之、 且外藩 へ 申 合 

之 儀 モ有之 趣、 旁 同人 底意 モ難 計、 始終 之 程 無心 元 被存候 二 付、 猶 評議 之 上、 用 方 拉目附 役之內 « 人 宛 差 添 之 儀 申立、 則 右 

二 決定、 同月 一 一十 六日 刈 谷表發 足？^ 下致シ 候處、 戶塚驛 一一 テ淡路 守 一一 行 逢、 翌年 辰 正月 十四日、 所 努之趣 一一 テ刈 〔4: 表 一一 滞在 

致シ 候、 同 十六 日 病中 ナカラ 押テ 自身 出席 致シ、 方今 之 場合 二 臨ミ、 進退 之 可否 相 尊、 且銘々 存慮申 聞 度 向ハ、 後刻 直 一一 可 

承 旨 申閬、 諸. H 退席、 夕刻 二 至、 重役 詰 所 へ « 人別 呼 寄、 建言 可 及 趣意 之 有無 相尋 候、 右 ハ 去 秋 以来、 度々 及 建言 候 者、 每事 

連合 致シ 申立 候 二 付、 今般 ハ前顯 之 如ク、 豐人宛 呼 出、 連合 之 力 ヲ折キ 、威 權ヲ以 相尋候 所存 ト 被；^ 候、 偖囊 人宛罷 出候テ 

ハ、 自然 志 之 程 陳述 難 致 向モ有 之、 銘々 沈默 大切 之 場合、 篤ト 熟考 之 上、 建言 可 致 趣 二 テ 退座、 同 十八 日 二 至、 倉田珪 太郞、 

福 frc 鉄 太郞之 兩士、 去ル 十六 日 尋之儀 二せ、 愚意. 一度 旨 申出 候處、 重役 始其他 列座 之 上 二 テ、 淡路 守へ 覺人 宛存意 申述候 


處、 神.^ 之， い 入 享， 足 之 g 懇 二 挨拶 有 之、 則 退座 致歸宅 候處、 倉 田 挂太郞 方 へ 、同志 之. 2： ヨリ 押テ及 建言 候 故、 聞ヱ惡 敷、 嚴 

重 之 少汰玎 被 及 哉 之 模樣、 ぃ附有 之^  二 付、 身 屈候テ ハ意念 難盡、 不得止 事、 一 賠 近傍 へ 立 退、 同志 之 內石川 良藏、 日 萵姓平 一 

之 兩士ヲ 吾 ラヒ、 具 二 三人、 同一 一十 日脫 藩致シ 候、 淡 路守勤 王 之 素志 二 有 之 段 ハ 、具 二 側 勤 之 者 ヨリ 及 承 候 得 共、 全 要路 一 

二 li 、諸事 壅 i シ居、 上下 之意更 一一 不通、 如 新入 京 遲緩之 計 ヒ 一一 及 候 事、 向後 之 爲籠 痛心 候 一一 付、 家法 一一 背キ 、 一 

ニ脫走 之段ハ 不本意 之 至 候 得 北ハ、 聊志念 相 貫キ候 上、 速 一一 歸藩、 其 上 家法 -ー被 所 候樣、 銘々 旅 中 ヨリ 其 筋 へ 申達 上 京 仕 一 

^、然 ル 二、 同審 wffl 與四郞 儀モ、 主家 爲筋之 儀-一 付、 深 致 苦慮、 初春 以來脫 藩 入 京 罷在候 二 付、 前後 物語 二 オヨ ヒ、 洛中 知： 

己 之 方 iis 鎮、 東西 奔走 疆候內 、猶 今般 別 豐以 藝、 上 京 被 仰 出 候 I 承 仕 候、 5 昨年来 今般-一議 • 一 

及 三度、，.， 上暫き 二 テモ 猶豫罷 在候テ ハ 、重々 之 不都合 一一 可 立 至、 實 一一 大切 ノ 場合 痛 情 至極、 片時 モ難 打捨 置、 迅速 歸 藩，^: 

志 茛徹相 成 候樣致 度、 尤與四 郞儀ハ 、老體 殊更 所 5 テ、 行 歩 難 相 成-一 付、 挂太郞 、良藏 、姓 平 之 三士、 二月 五曰發 京 仕 候。 _ 

〇 久留島 通靖、 書 ヲ上リ 、曰 田 代官 雀 田 某 IP  ノ奔竄 スルヲ 以テ、 假ニ 兵ヲ出 シーア、 其 地ヲ鎭 I 

撫ス ルヲ 稟シ、 其 區處ヲ 請フ。  一 

豐 後日 田 故 郡 代陴屋 ハ 、 伊豫 守 領分 邇之地 二 御座 候處、 右 驟令達 田 治 部右衞 門、 兼 テ苛刻 之 暴政 不少、 小 民 怨望仕 居候 一 

義、？ 目 ii 、豊賺 i 仕 候 二 付テ 、ノ  、治 f 雷 向背 i 箭、 正月 士ハ县 問 i メ、 一  介 i 養 候處、 治 一 

部右衞 門始賊 吏、 不殘 週^ 仕 候、 侬之、 右 陣屋 拉近境 治 部 右衞門 支配 仕 居候 土地、 不取敢 人數差 出、 鎭撫仕 居候 趣、 伊豫 守 在， 

所 家來共 ヨリ 申 越 候、 如 相、 い 得可然 哉、 奉伺 候、 猶 委細 ノ儀ハ 、追々 注進 次第 御屆可 上 候、 以上。  一 

久留島 伊豫 守 家来  一 

こ—.」 コ  宮 野；^ 一： 

二月 3 日 

久留島 通 靖家記 一 

復 古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 五日  一三 五 


復古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二： 《 五日  一一 1 一六 

〇 案スル 二、 七日 ニ至リ 、岡、 森 一 一藩 二 命 シ テ 、日 E ヲ管 セシム 、故 二 別 二 本書 ノ批紙 ナシ。 

0 謝 八日 上 .&W  • 

昨 七日 夜、 伊豫 守 在所 ヨリ 使 之 者 一 人 到 著 仕 候處、 治 部 右衞門 支配 地 玖珠、 日 田、 下 毛 三 郡 在 町 商 民 安 業 仕 候樣、 精々 鎭定 

仕 居候 -; 付、 庫 等 夫々 封印 付 置 候、 僻地 - 一至 リ候テ ハ 、未タ 取調 行屆キ 不申候 得 共、 荒增之 大数 左 二  、 

1 倉  凡 十四 

右 之 外在々 -! モ可有 之 哉 二 相 聞 候 得 共、 篤ト 取調へ ノ上可^^申上候、 

一記 錄類 

右 ハ陣星 5： へ 一 切 相 見 H 不申 候、 賊吏遁 逃 之 砌持去 候 趣 相 聞 候、 猶 取調 之 上 可 奉 申 上 候 事、 

一大 砲  三門 

ー合藥  凡 一石 

右 ハ 日 田 郡高瀨 村里 正 宅 -ー 有 之 候 -ー 付 差 押 置 申 候、 

右 之 段 御 屆置申 上 候、 以上。 

.  久留島 伊豫 守家來 

宫野孫 一 

久留島 通 靖家記 

0 纏 裏 請 書  . 

伊豫 守 家來 ョ リ御屆 申 上 置 候 豐後國 元 郡 代 窪 E 治 部 右 衞門遁 逃 之砌、 諸 帳面 類 何方 へ 持 去 候 哉、 一 切 相 見 へ 不申候 n 付、 

治 部 右 衞門始 手 附之者 行 衞搜索 仕 候 内、 肥 後隈府 ト申處 二 潛匿仕 居候 段 承 及 候 故、 掛合 之處、 同藩 ョ リ、 治 部 右衛門 手附之 

者 別紙 之 人数 召铺、 伊豫 守 家來 へ 引渡 -ー 相 成 候 故、 吟味 仕 候處、 散亂仕 居候 諸 帳 類漸々 取 集 申 候、 金穀 出納 高 辻 等兩藩 二 テ 


相 分 不申儀 モ有之 故、 立會之 上、 帳面 類 相 渡、 會計爲 仕 居 申 候、 尤脫走 仕候モ 難測ノ 故、 手當 仕置 候、 右 會計相 濟候上 ハ 、右 

ノ者共 如何 處置可 仕 哉、 此レ枚 奉伺 候、 以上。  に。 

久留島 伊豫 守 家來 

島 S 泰雄 

中 川 修理 大夫 家來 

中 川潛叟 

民政 御 役所  . 

〇 批紙 

冶 部 右 衞門手 附五人 遁逃之 者、 是迄奸 曲 相 働 キ候者 一一 候ハ、 、夫々 其 罪 ヲ以テ 、刑 一一 處シ候 テ可然 、若 唯 恐怖 之餘致 遁逃ノ 

ミ 二 候ハ、 、放逐 可 致 御沙汰 之 事。  久 留 島 0 靖 家 き" 

〇 本條 月日 詳ナラ ス、 故-一 此-ー 附記 ス 、文中 所謂 別紙 モ 亦 原記ラ 佚 ス 。 

〇 加藤泰 秋、 京 二 至ル、 稻葉正 邦、 松 前 德廣、 竝 一一 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シテ京 一一 至ラ シム C  ii& 家 

記、 內國事 

務局 叢書 

〇 東お 道 鎭撫總 督岩倉 具定、 加納、 高 富 一 一藩、 tM 所 ノ狀ヲ 奏ス。 

上略 抑徵臣 等、 蒙 大任 下向 仕 候處、 寸 功未 相 立、 君命 ヲ辱候 儀 可 有 之 哉 ト深ク 恐縮 仕 候、 頃日、 大垣表 迄 進軍 致シ、 士 民ノ訴 

S 皮是 承リ屆 候處、 何 レモ 復古 之 御大 業 難 有奉感 戴、 日々 王化 一一 服シ 候模樣 一一 相 見へ 候、 乍 去、 近 江、 美 濃 等 之 大小 名 

過半、 K 主 ハ關東 一一 在、 其從ハ 在！ i ュ テ、 無 他念、 勤 王 可 仕 旨欵願 二 及ビ候 者、 不少候 得 共、 右等ハ 不得 已處ョ リ出ル 苦 計 

二 テ、 其 實八兩 端 ヲ抱キ 、家祿 ヲ全セ ン ト之 意、 一 例 寛大 之計ヒ 一一 モ難相 成、 別紙 之 通 リ處置 * 附候、 尤其主 ヲシテ 勤 王 

m 古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 五 口  一一 一一 七 


m 古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二お 五日  一一 一一 八 

之 道 相 立、 寳 效相顯 レシ メ候ハ 、、再度 御沙汰 可 被 爲在旨 申 聞 置 候、 右 等 ハ嚴酷 寡 恩 一一 候 樣可被 思 召 候 得 共、 賞罰 公平 

ュ 無 i\ ー候テ ハ 、民心 之歸嚮 如何 可 有 之 哉、 尤當 道之處 置、 御 委任 ヲ奉蒙 候 事故、 斷然 執行 仕 候、 此段宜 敷 御 奏聞 之 程 奉 仰 

願 候、 餘ハ 他日 言上 可 仕 候、 誠 恐 誠檀謹 首。 

二月 五日  八 千 丸 

具  定 

總裁ほ 中  ， 

議定. f 中. 

參 與ほ中 

下 參 與. f 中 

来. W 道總督 府建留 

〇 別紙 一 一通 

永 井 肥 前 守 

.  家來 共 へ 

其方 共 中； 人 今日 二 至リ、 朝敵 德川麼 喜 一一 屬シ 居候 段、 不埒 之 儀 二 付、 知行 可 被 召 上 害 之處、 其方 共 歎願 之 儀モ有 之、 且主 

人 肥 前 守 事、 近日 賊中ラ 脫シ、 歸國之 上、 勤 王 之 實効可 相 立 由、 申 越 候 趣 一一 モ相聞 ヱ、 旁以 暫時 之 s: 、猶豫 被 成 下 候條、 

御 趣意 厚ク相 心得、 急々 盡カ可 仕 候、 萬 一 偷安峻 日、 實效難 相 立 候 節 ハ 、 厳重 之 御所 置 可 被 爲在候 問、 心得 違 無 之 樣可致 

候 事。 

辰 一,，  .  凍 山道 總督 府達留 

一-月  、^井-何 服 家 記 


本莊宫 s: 少輔 

家 來 共 へ 

其方 北ハ 主人 今日 - 一至 リ、 朝敵 德川慶 喜 - ー屬シ 居候 段、 不埒 之 儀 二 付、 知行 可 被 召上笞 之處、 其方 共 欵願之 趣不惯 二 付、 

未 其 S 沙汰 二 ハ不被 爲及候 間、 急々 關柬へ 罷下リ 、主人 相 誘 歸國之 上、 謝罪 之 鹿 相 立、 動 王之實 効 相顯レ 候ハ、 其 節 至 

。.= "ウー 御所 置 可 被爲在 候、 若 偷安喷 日、 實効不 相 立候ハ 、、厳重 之 御沙汰 可 有 之 候 問、 心得 違 無 之 樣可致 候亊。 

ミ a  ^s- 山 道 總 督 府 達 

成 辰 二月  本莊 せ4 美 家 記 

〇 本件 上 中 ノ日ラ 失ス、 故 一一 本日 一一 收ム。 

〇 山陰 道 鎮撫 使 西 園 寺 公望、 鳥 取 二 至ル。 «i 鳴 

〇 德川慶 喜、 老中 格 會計總 裁 立 花 種恭ヲ 罷ム。 S 

〇 舊； 奈川 奉行、 各國 公使 局外中立 ヲ 布吿ス ルヲ慶 喜 二 報シ、 又 其 文中 御門 陛下 ト 大君 トノ 

間 二 戰鬪起 ルノ語 アル ヲ以テ 、之ヲ 改削セ シ メント 請フ。 

〇 四日 書翰 

以 狀致 啓上 候、 然 ハ米國 ホルト ノンへ 外 引合 筋 有 之罷越 候處、 今 卯 中 刻、 英 國蒸氣 軍艦 ス 子 I プ、 兵 庫 港 ヨリ 入津 致シ、 

同國 公使 ョ リ申越 候 別紙變 寫 § 胁 ff ほ 一 gfKt ヒ i, 聞、 以後、 軍艦 5 ケ 並武？ X 方 之 儀ハ、 難 整、 尤 I 共 

同 樣之俊 二 テ、 此方 限 之 事 二 無 之 段 ハ、 ネル トメ ンョ リモ 申立、 且和蘭 岡士- ハ ン デル ダ ッ ク へ 外用 向 有 之、 支配 組頭 差遣 候 

ST  、前 害ホ ル トメ ン同樣 之 儀 申 聞、 英米 蘭 三ケ國 公使 ョ リ、 各岡士 へ 申 越 候趣テ モ&聞 候、 依 之、 譯文富 差 進、 右 之 段 可 得 御 

意如斯 御座 候、 以上。 

復古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 K 曰  一三 九 


復 古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 五日  一四 〇 

二月 四日  依 S 伊勢 守 

.  水 野 若狹守 

江 連加賀 守牧 

倚 以木文 之 趣、 御 勘定 奉行、 外國 奉行、 御 目 付 へ モ S. 遺候條 二 有 之 候、 

一 米國ホ ル トメ ン承込 居候 趣 巾 聞 候廉々 、別紙 差 進 候 間、 御 老中 方 へ 御 申 上方 等、 可 然御取 計 可 被 下 候、 以上。 

別紙 

辰 一 一月 四日、 水 野 若狹守 米國ネ ル トメ ンへ 對話之 節、 同人 申立 簾 書、 

一 * 國 公使 ョ リ書狀 之 趣 二 テハ、 勑使 管-人 ハ 兵卒 引 連 無 之、 兩人 ハ 兵卒 召 連 美濃國 マ テ罷越 候 趣、 

一 英人サ ト ゥ並 醫師ゥ ヱ リス ト. S. 者 上京 之 趣、 醫師之 儀 ハ 、 療養 之爲 上京 致 シ候儀 モ 可然候 へ 共、 サト ゥ之儀 ハ 疑 敷 儀 二 

奉存 候、 何 力 極密之 儀 モ 可 有 之 卜 奉存 候、 

1 仁 和 寺宫、 三條 前中納 言、 柬久世 少將、 外國 事務 取扱 候 3" 甞翰 -ー テ申越 候 由、  - 

一 英佛宿 寺戰爭 一 1 テ損シ 候 由、 尤無程 修復 出 來可相 成 由、 

一 備前 家老 引渡 相 成 候樣、 外國人 ヨリ 申立 候處、 右 ハ 皇ョ リ取？ シ之 上、 引渡 候 積 返答 有 之、 尤備前 一一 テ差出 不中候 ハ 、 、 

皇ョ リ 備前ヲ 征討 イタ シ候 趣、 各 公使 上 坂 致 シ候樣 、度々 東 久世ョ リ申越 候へ 共、 備前之 落 著 無 之 故、 ィ マタ上 坂不致 候、 

一 此度ノ 戰爭ハ 皇ト 大君 ノ戰爭 一一 有 之 候 間、 土地 不殘 引渡 候樣關 東へ 申 遣 候 段、 各國 公使へ 東 久世ョ リ 申込 有 之 候.^、 

一 長 崎 奉行 被 命 候 者 有 之、 同 港 へ 相 越 候 由、 

一 先日 之戰爭 一一 テ、 薩長 人 數貳百 五 拾 人 程 死亡 致シ候 由、 

一 米 公使 ョ リ同國 人 へ 之 布告 文參リ 候、 右 ハ 國 中戰爭 1 一 付、 萬國 公法 之 通、 武器 類 軍艦 雙方 へ 膏渡候 儀 、ノ 勿論 通 船 モ 不相 

成 旨 一一 有 之 候、 右 一一 付 テハ、 兼 テ御買 上 相 成 候鐵張 船モ、 御 引渡 申 倏難出 來困リ 入 候、 


一 蒸氣 軍艦 五艘 程、 洋中 -ー 相 見 候、 英之 儀ハ右 五艘 何方へ 相 渡 候 哉、 難 計 心配 致シ候 

一 新 潟 開港 之 儀 問 合 候處、 常 分 開 キ不申 旨、 東 久世ョ リ挨^ 有 之、 右樣 二 テ ハ 、江戸 モ同樣 ーー可有^-ト奉存候、 

一 神奈川 表之 儀、 種々 御手 配 有之 候 へ 共、 京都 モ御 手配 有 i 處、 旣 二 S 其 外 之 人 §  -ー 屋、 議ヲ 奪取 候、 同變 

俄 有 之 候テ ハ 、御 不都合 申 迄 モ無之 候 問、 右ヲ 御手 本 一一 、御 處置相 成候樣 仕度 奉存 候。  外務省 記 

〇 書中 注々 事寳ヲ 失スル モ ノ ァ リ、 然 レ ト モ、 當日ノ 情狀ラ a ル へ キヲ以 テ之ヲ 收錄ス 、外務省 記 二 云、 右 神奈川 奉行 巾 

立ノ 書翰 ヲ以 テ考フ レ ハ、 正月 一 一十 五 曰 二、 兵 庫 二 於 チ各國 公使 其 固々 人民 等へ、 局外中立 ヲ 布吿セ シカト モ、 神奈 川へ 

ハ、 二月 四日、 入津 ノ 英國 軍艦 ス子 ー プ 著艦ノ 後、 兵 庫 二 テ ノ 布告 ヲ 傳達シ タリ シハ明 カナリ。 

〇 本日 書翰  . 

武器 賫買 差留 方、 各國 公使 觸書文 言 之 儀 二 付. &上候 書付、 

_  神 奈川奉 行 

武器 賫買 差留 方、 各國 公使 ョ リ觸書 之 文面、 新聞紙 二 布告 有 之、 右 ハ昨 四日 &上候 通 -ー テ、 委細 御 承知 被 爲在候 儀 ト奉存 

候、 然處右 觸書之 初-一、 日本 國 中-一 テ 御門 陛下 ト 大君 之 間 一一 戰鬪 起レ ル趣、 公報 アリシ 一一 ヨリ 云々 有 之、 左 候 テハ、 

上^ 御 事、 今上 へ 被 爲對、 御 戰鬭相 成候樣 二 相閬、 兼 テ被仰 出 候 御 謹愼御 恭順 之 御 趣意 ト反シ 候 而已ナ ラス、 君臣 之 御 

名分 難 si  -ー  奉存候 次第 -ー テ、 不都合 至極 之 文意ト 奉存 候、 勿論、 右 ハ 京都 ョ り 各 K ム使 へ 達 振 前書 之 通 故、 右 チ證ニ 

致 シ 、 相 觸候儀 二 モ 可 有 之 候 へ 共、 先入 ハ主 トナル 之理 一一 テ、 始終 彼 一一 證セ ラレ 候 一端 トモ 奉存候 間、 右文 意 ハ 速 二 公使 

へ 御 懸合之 上、 御 打消 相 成 候 方 ト奉存 候、 尤 私共 ヨリ 新聞紙 局 へ 及 懸合候 共、 同局 之 儀ハ、 公 ffl 之 文字 ヲ其儘 植付 候 迄 故 

添 删可致 權無之 筋 -ー 付、 其 儘 差 置 候 儀 -ー 御座 候、 依 之 此段申 上 置 候、 以上。 

復 古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 五日  一四 一 


復 古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二お 五日 

月 五日 


1 四 二 

水 野若狹 守 

侬 H 伊勢 守 

本文 普 告文 之 儀、 昨日 差 上 候 ハ米、 蘭 二 ケ國- ーテ、 英國ハ 外 一一 規刖書 相 添 差 出、 右ハ 私せ" ハへモ 差 越 候 得 共、 長文 二 テ飜 

譯出來 兼 候 間、 差 上不申 候、 乍 去、 御門 云々 トノ 文字 ハ同樣 -ー 有 之、 孛國 文ハ獨 逸文 故、 發輝ト 難 相 分 趣 -ー御 坐 候、 以 

上。  外務省 記 

〇 舊外國 奉行 意見書 

書面 之 趣 一 覽仕 候處、 此度賫 船 竝雇船 等、 差 留方之 儀 -ー 付、 英 * 佛蘭孛 伊 公使 ョ リ觸甞 之 文意 中、 御 名義 -ー 關渉 仕、 不都合 

\ 一廉、 早々 公使 へ 御 懸合之 上、 御 打消 相 成 候 方 可 然トノ 趣-! 有 之、 勘辨仕 候處、 當節柄 右 等 之 意味、 御國内 ハ 勿論、 外國 へ 訛 

傳ィ タ シ、 公報 ト相 心得 候樣 一一 テ ハ 、是迄 御邏讓 \ー 御 深意 モ相立 不申恐 入 候 次第 一一 テ、 申 上 之 趣尤之 次第 二 相 聞 候 問、 ィ ッ 

レ 二 モー 應三 公使へ 御 懸合相 成、 尤外 公使へ モ、 豫メ被 仰 入 置 候 方 ト奉存 候、 侬之、 別紙 御手 前 i;^ 方 ヨリ、 各國 公使へ 之 御 

書簡 案. 拉瑞 葡白コ ンシ ュルへ 私共 ヨリ 之 書簡 案 共、 取調 此段申 上 候。 

二月 日  川 勝 近 江 守 

江 連加賀 守 

石 川 河内 守 

平 岡 和 泉 守 

糟星筑 後 守 

酒 井對馬 守 

杉 浦 武三郞 


翰 案 

英 公 使 へ 

以書狀 致 啓上 候、 然ハ、 先般 伏 見 之 戰爭ニ 付、 貴^ 拉 米蘭孛 公使 等 二 於テ、 萬國 公法 中立 之 法 ニ隨カ ハ レ、 賣船、 雇 船 等 禁止 

之條、 其國民 へ 普 告被致 候 書面 中、 御門 陛下 ト 大君 之 問 二 戰鬪 起リ シ ト ノ文段 相 見 H 候へ 共、 右 戰爭之 根元 ハ 、我 大君 上 

洛之先 供、 鳥 羽 街道 四 ッ塚關 門 通行 之砌、 薩藩之 ェ」 ノ謂 レナ ク差 ffi- ミ、 彼方 ヨリ 不意 一一 砲 擊致シ 候 一一 付、 當方 一一 於 テモ、 無 

餘儀應 砲 二 及ヒシ ニテ、 素 ヨリ 御門 之 兵 ト戰鬪 二 及 ヒシ儀 二 無 之、 乍然、 一時 之紛 綜 ヲ以テ 、近畿 ヲ騷 擾シ、 御門 陛下 

ヲ驚カ シ、 民心 ヲ 動力 シ候テ ハ 、我 大君 至 正 無私 之 御 素志 一一 相昃候 二 付、 大坂ヲ 引拂、 兵險ヲ 收メ、 御 東 下 相 成 候 儀 - 一有 之 

候 間、 前書 貴^ ヨリ 貴國 人民 へ 之 普 告書之 n、 御門 陛下 ト 大君 ト 

可 得 御意 如此 御座 候、 以上。 

二月 日 


、早々 御 改正 御 觸直シ 被 下 度、 右 


前 同文 言 


ネ 

伊 


以書狀 致 啓上 候、 然 ハ 、先般 伏 見戰爭 -ー 付、 英米 蘭孛 公使 二 於 テ、 萬國 公法 中立 之 法 -ー 隨 

m 古記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 五日 


佛、 米、 蘭、 孛、 伊 公使へ 

貴お 竝英、 蘭、 米、 孛、 伊 公使 

貴 英、 佛、 蘭、 孛、 伊 公使 

： 貴 英、 佛、 米、 孛、 伊 公使 

： 貴 英、 佛、 米、 蘭、 伊 公使 

；貴^ 拉英、 佛、 米、 蘭、 孛 公使 

丁抹 政府 全 權_ 

魯コ ンシュ ル- 

」 ， 賫船、 還 船 等禁. ^之 儀、 其國民 

一 四 三 


设 古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二  H;K 日  一四 四 

へ 布告 セラ レ シ 書面 中、 御門 陛下 ト 大君 之 閒 一一 、 戰 鬪起リ シ 卜 ノ 文し 2^ 相 見 ヱ 候 得 井、 右 戰爭之 根元 ハ 、 我 大君 上洛 之 先 

供、 鳥 羽 街道 四 ッ塚關 門 通行 之砌、 薩 藩 之 者、 無 謂 差 报ミ、 彼方 ヨリ 不意 -ー砲 發致シ 候 ヨリ，、 當方 -ー於 テモ、 無 餘儀應 砲 -1 及 

ヒ シ 一一 テ、 素ョ リ . 御門 之 兵 ト戰鬪 一一 及ヒ シ俊ニ 無 之、 乍然、 一 時之紛 ヲ以テ 、近畿 ヲ騒. 投シ、 御門 陛下 ヲ驚 カシ、 民心 

ヲ 動力 シ候テ ハ、 我 大君 至 正 無私 之 御 素志 一一 相 li^ 候 一一 付、 大坂ヲ 引拂、 兵險ヲ 收メ、 御 東 下 相 成 候 儀-一有 之 候 間、 旣- 一、 右 四 

ケ國 公使 等 へ 、前條 布告 霄 改正 之 儀 賴入置 候 二 付、 其 段賣^ へ モ御 心得 有 之 度、 右 可 得 御意 如 斯御坐 候、 以上。 

一 一 月 

〇 本書 文 首 ノ 署銜、 恐 ク ハ 脫誤 ァ ラン、 姑ク 原文 二 從フ、 

瑞西 代任 コ ン シュ ルゼ チラ— ル 

葡白コ ン シュル へ 

前 同文 言、 右 總裁之 命 二 侬リ可 得 御意 如 斯御坐 候、 以上。 

外國 奉行 

. 連  名 

外務省 記 

0 外務省 記 二 云、 各國 へ ノ 書翰 案 施行 セ シャ Ki 錄ナ シ、 明治 七 年 四月、 水 野 千 波 雜 攝若滅 P ホ^、 へ 顚末ヲ 問フ、 千 波 云 へ 

ラク、 其顷、 閣老へ 建白 シ、 尙神奈 川 在留 各國 公使 等へ モ 天朝 一一 對シ 奉リ、 毫末 モ抗衡 シ奉ル 二 非ス、 全ク 先甌ノ 卒忽ョ 

リ 、 一 時 戰鬪ノ 勢 一一 至 リシ 力 トモ 、慶喜 一一 於テハ 、深ク 其 粗暴 ヲ 恐 レ 、速 -1 鎭撫 シ 、兵 ヲ纒 メテ、 江戶 二 歸城 シ 謹愼 ス、 然ル 

一一 、布告 ノ文ヲ 以テ、 各國ニ 報知 ァラ ハ、 ： 大朝ニ 對シ抗 衡ノ趣 二 聞 ヱ、 麼喜ノ 本意 二 遠へ リト辯 駭セシ 事ハ、 確 二 覺ァレ 

ト モ 、建白 以後 ノ 處分 ハ 、外國 奉行 ノ知ル 所 ナレハ 、其 後 ノ 事 ハ 神奈川 一一 テハ 知レ 難シ、 同時 在勤 舊 奉行 ヲ 訊問、 施行 ノ有 

無チ 報知 ス へ シト、 其 後 不日 シテ、 右 ハ混雜 中確ト 施行 ノ 有無 ヲ 覺ヱサ レ トモ、 面 語 一一 辯シ、 事濟シ 一一 モ アルへ シト、 返答 


判然 ナ ラス、 慶應四 年、 各國 書翰 取扱 記ヲ考 フルー 一、 各國ノ 部-一、 英、 米、 蘭、 佛、 孛、 伊 公使、 瑞 、菊、 白コ ン シュル へ、 御門 

ト大 ト戰鬭 有之ト ノ布 告文 段、 打消 方 御 書翰 案、 但 武器 寶 買神奈 川 奉行 建白書 へ 下ケ札 評議 モ ノ ト チ添、 五十 四番 二 テ 

廻シ 二 出 スト 而已ァ リテ、 以後 ノ 施行 ヲ記サ 、 レ ハ、 各國 公使へ 達セサ リシ ハ明 カナリ。 


復 古 記 卷ニ 十九 


終 


總 閲 

一 等 編修 宫 臣 長 

慕 修兼校 勘 

一 等 編修 官 臣 長 

1 等 掌 記 臣 K 

原 暮 

十二 等 出仕 臣 石 


松 

屋 恒 

津 發 三 


幹 

之 


六 等 掌 記 

八 等 掌 記 

寫 

一等 繕寫 

二等 繕 寫 


臣 


澤 

松 


復古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二月 五日 


渡 廣 

沛 辰 

川 長 

島 

一 raK 


孝 


き 


m 古 記 卷ニ 十九 明治 元年 二 日  一 四，- ノ 

二等 繕寫 e 藤 圊 賢 意 


復古 記卷 三十 

.  明治 元年 戊辰 二月 六日 

〇 一 一月 

六日、 東海、 東 山、 北陸 三道鎭 撫使ヲ 改テ、 先鋒 總督蒹 鎭撫使 ト爲シ 、薩 摩、 長 門 以下 二十 一 一藩 

ノ兵ヲ 以テ之 二 屬ス、 又薩摩 以下 七 藩 一一 令 シテ、 艦舶 ヲ出サ シム。 

,  橋 本少將 

今度 御 親征被 仰 出 候-一 付、 東海道 鎭撫使 之處、 可爲 先鋒 總督兼 鎭撫使 之 g 、被 仰 出 候 事。 

二月 六日 

但、 是迄隨 從諸藩 之 兵隊、 總テ 一 應被 免 候 間、 可爲 引取 候、 尤改メ 諸 藩 被 差 向 候、 此段御 達 置 候。 東海道 先鋒 記 

〇 

•  柳 原侍從 

今度 御 親征被 仰 出 候-一 付、 東海道 鎭撫使 之處、 改 メ可爲 先鋒 副 總督兼 鎭撫使 之 旨、 被 仰 出 候 事。 

二月 六日 

但、 是迄隨 從諸藩 之 兵隊、 總テ 一 應被 免 候閒、 可爲 引取 候、 尤改メ 諸 藩 被 差 向 候、 此段相 達 置 候。 東 海 道 先 鋒 記 

〇 

各 通  岩 倉大夫 

復 古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日  .  一四 七 


復古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日 


に ITy ヒ、 東海 逍ヲ 

玄罔上 山 造- 1 作ル. 


〇 


ヒ、 m 海道 ヲ北 

タ同止 陸 道 I 一作 ル、 

〇i 三 道參謀 


〇 尋テ津 田 山 三郞ヲ 以テ、 洋之助 一一 代へ.. 東 山道 參 謀-一 伊知地 正治ヲ 加フ。 


一 四 八 

岩 倉 八 


千 丸 

大 垣 藩 記 


各 通 高 倉 三 位 

四 條大夫 

北陸 道 先鋒 記 

東海道 總督府 參 謀 

木 梨 精一 郞 

海 江 田武次 

東 山道 總督 府參謀 

乾 退 助 

宇田 栗 園 

北陸 道總督 府參謀 

船 越 洋之助 

小 林柔吉 

東海、 北陸 二道 先鋒 記 

東 山道 總督府 叢 書. 


各 5i  薩 摩少將 

長 門 宰相 

今般 御 親征被 仰 出 候-一 付 テハ、 東海、 東 山 兩道之 先鋒 被 仰 出 候條、 國カ相 當人數 差 出、 諸事 總督之 指揮 ヲ請、 令勉勵 

候樣 御沙汰 候 事。 

二 月 六 日 

但、 十五 日 迄 二  、東海道 ハ 桑 名 へ 、東 山道 ハ 總督 本陣 へ 出張 可 有之樣 御沙汰 候 事。  « 柳 §  » 総 g 

〇 

各 通  德川元 千代 

紀 伊中 納  一一 一一 口 

細 川 右 京大 夫 

池 田備前 守 

藤 堂 和 泉 守 

山 內侍從 

今般 御 親征被 仰 出 候-一 付 テハ、 東海道 先鋒 被 仰 付 候條、 國 カ相當 人数 差 出、 諸事 總督之 指揮 ラ受、 令勉 勵候樣 御沙 

汰候 事。 

二月 六日  ■ 

但、 二月 十五 日 迄、 桑 名へ 相揃、 總督へ 相 伺候 樣被 仰 付 候 事。  i 川 家 Si 

〇 德川德 成 ノ 但書 ハ 、桑 名 ヲ 城下-一作 リ 1 山 S 豐範 ハ 桑 名 へ 參集 ノ 事-一作 ル C 

〇 

復 古 記 卷 一一 一十 明治 元年 二月 六日  一四 九 


復 古 m 卷 三十 明治 元年 二月 六日 


右 今般 

〇 


今般 

候 事。 

〇 


一 K0 

各 通. 大久保 加賀守 

.  井上 河 2： 守 

. 松 平和 泉 守 

水 野 出 羽 守 

御親征 -ー 付、 其 藩 東海道 出兵 被 仰 付 候 間、 國カ 相應之 人數差 出、 總督府 之 指揮 ヲ受可 申 候 事。 

二月 七日  大 久保忠 以下 各 家家 記 

各 通  因幡 中將 

井伊 掃 部 頭 

戸田 ia< 女 正 

池 田 修瑰 

池 田 相模守 

御 親征被 ゆ 出 二 付、 東 山道 先鋒 被 仰 付 候條、 國カ相 ゆ m 人数 差 出シ、 諸事 總督之 指揮 ヲ請、 令勉 勵候樣 御沙汰 


二月 六日 

一月 十五 日 迄 二、 總督 本陣へ 相 揃 候樣被 仰 付 候 事。 


池 田 輝知以 

k. 洛 M'm 記 


各 通 


眞 田 信 濃 守 

秋 元 但馬守 


右 今 股 御 親 征-ー 付、 せ (藩 東 山道 出兵 被 仰 付 候 間、 國カ相 應之人 數差出 總督府 指禪ラ 受候樣 御沙汰 候 事 

オノ  f  .?v>3 ィ ：  眞田幸 民 家 m 

二月 七日  秋 元 興 朝家 記 

〇 

各 通  越 前中將 

酒 井 若狹守 

今般 御 親征被 仰 出 候-一 付、 北陸 道 先鋒 被 仰 付 候條、 國カ相 當人數 差 出、 諸事 總督之 指 禪ヲ受 、令勉 勵候樣 御沙汰 候 

1A。 

二 月 六 日  春 SK ム 一己 

但、 二月 十五 日 迄 二、 總督木 陴へ相 摘 候樣被 仰 付 候 事。  洒井 祿家記 

〇 八日 達 書 

肥 前 侍 從 

今^ 御 親征被 仰 出 候 一一 付、 北陸 道 先鋒 被 仰 付 候條、 國カ相 當人數 差 出、 諸事 總督之 指揮 ヲ請、 令勉勵 候樣、 御沙汰 候 

事。 

-但、 二月 十五 日 迄、 總督 本陣へ 相 描 候樣被 仰 付 候 事。 .  鍋 島 直 大家 記 

〇 

各 通  薩 摩少將 

長 門 宰相 

肥，； 1 侍從 

.  土 佐侍從 

復古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日  一 五一 


復 古 記 卷 三十 明治 元年 二 H 六日  ー五 二 

久留 米中 將 

此度 御 親 被 仰 出 候-一 付、 其 藩 持 合 之 軍艦 一艘 御用 被 仰 付 候條、 諸事 總督之 指揮 ヲ請ケ 、勉勵 可 致 御沙汰 候 事。 

二 月 六 日 

旦、 一 一月 卜 五日 ヨリー 一十 日 迄 之 間、 兵 庫 港 著碇之 上、 早速 太 政宫代 軍務 局へ 届出 候樣、 被 仰 出 候 事。 

ィ  .  島津 忠義 以下 各 家 

家 記 東海道 先鋒 記 

〇 山 S 豐範家 記-一原 記ラ 佚ス。 - 

〇 

各 通  筑前 宰相 

安 藝 中 將 

此度 御 親征被 仰 出 候-一 付、 其 藩 之 蒸氣船 « 艘 御用 被 仰 付 候條、 諸事 總督之 差 圖ヲ受 、相 勤候樣 御沙汰 候 事。 

二 月 六 日 

但、 一 一月 ト 五日 ヨリー 一十 日 迄 之 間、 兵 庫 港へ 著碇之 上、 早速 太 政官代 軍務 局へ 届出 候樣、 被 仰 付 候 事。 - 

、  淺野長 勳家記 

Ml 田 長 知 家 記 

〇  . 

征東 出張 

藩 々 へ 

一 鋭 隊砲隊 之 外、 用捨 之 事、  — 

一 隊長、 司令、 輜重掛 等實地 要務 之 外、 冗官 用捨 之 事、 但其 主人 之 儀 ハ 在京 不苦候 事、 

一 無 用 之 衣類 雜具 類持參 W 捨之 事、  ,  , 


陸海 何 
道道 

先先 某 

觸 

11 12  n  L 


お 之通 疲 仰 I 條、 I 所ハ I、 太 春 代 軍 i へ 、別紙 難 逢、 早.^ 附出纏 御沙汰 候 事。 * 

ズズ /■ 1  i ゆ 陸 軍務 局 

一 一 月  -i 

ー銃隊 可 人 一 右 役 付 何人 一 砲 何 挺 一 右 司令 砲手 共 何人 一 持 夫 何人， 

一 以上 何 ^ 人 

右ハ、 今般 可々 道 張 申 付 候 分、 前 嘗ノ通 御座 候、 以上。 

何 之 

匕 

〇  先 鋒 

出張 藩へ 

此度 御親征 . 付、 各藩 人數 -ー 應シ、 震 重、 陣營 -ー テ各醫 打 寄、 病院 相 立 療治 之 手 常 可 致 纏、 可 M 心^ ^ 晚 ^Ijf !f 

二月  北陸 is 先鋒 記 

〇 諸 藩 上申書  f ヒト， 

一 鶴 三百 靈人 一 砲 五 挺  一 右 司 砲手 一一 g ハ人 一 小 t 付 役人 拾. 九 人 

一 陪卒 土工 夫 百 人位 一 以上 四百 六 拾 四 人 

外  >ー 一 持 失 百 人位 一 小 荷駄 馬 四 拾 匹 

右二 行中 途驛々 雇人 馬、 

右 東海道、 

復 古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日  一 五三 


復 古 記 卷 三十 明治 元年 二 月 六： W  .  一  K 四 

一統 隊 三百 拾 三人  一 砲 五 挺  一 右 司 砲手 三 拾 六 人 一 小 荷駄 付 役人 拾 五 人 

一 陪卒 土工 夫 百 八 人 一 以上 四百 七 拾貳人 

外 二 一  持 夫 百 人位 一 小 荷駄 馬 四 拾 匹 

右二 行中 途驛々 雇人 馬、 

右 東 山道、  . 

右 者， 今般 東海道、 東 山道 出張 申 付 候 分、 前書 之 通 御座 候、 以上。 

二月 八日  薩 摩少將 

島津 忠義 家 記 

〇 

今度 御沙汰 之 趣 一一 付、 別紙 人 數差出 候 一一 付テハ 、醫 師ヲ モ 一 同 差 出、 病院 へ 加入 可 仕 之處、 春來 之戰爭 -1 付、 偽瘡之 モ ノ 

多 人數、 詰 合 之醫師 一一 テ手合 兼 候 付、 國元 へ 申遣シ 、未 上 著 不仕候 間、 此度 出兵 之 間 -ー 合 不申候 間、 不快 尙傷瘡 等 相 受ケ候 

節ハ、 此度御 一 手 病院-一 於テ、 療養 被 仰 付 候樣、 兼 テ桊願 候、 以上。 

長 門 宰相 内 

二  0: 八日  .  寺 €： 暢三 

覺、 

一 銃 隊百八 拾 人 一司 令 八 人 一 輜桌掛 其 外 役 付 八 人 一夫 方 之 者 四 拾 八 人  ， 

以上 貳百四 拾 四 人 

右、 今般 御 親征ニ 付、 東海道 先鋒 トシ テ差出 候 分、 前書 之 通 御 坐 候、 以上。  輦下日 載 

〇 八日 上申書  ( 


五 百 人 貳拾人 砲 十 挺 右 司令 砲手 共 貳拾八 人 夫 方 之 者 六 拾六ス 

以上 六 百 拾 四 人  _ 

お、 今般 東海^ 爲 先鋒、 出張 申 付 候 分、 前書 之 通 御 坐 候、 以上。 

一 一 月 


川 元 千代 ， 

德 川義宜 家 記 


〇 

大除 司令 壹人 

目 付 爱人 

作 事 方 八 人 

以上 ra 百 七 人 


一 中隊 司令 一 一人 

一 下役 五 人 

一 陪卒 一 一十 人 

右紀州 


小. 隊 司令 一 一人  一 士官 拾 八 人 

斥候 1 一人  一 醫師 一 一人 

夫 方ノ者 百 八十 人 


銃險 百 六十 人 

小 荷駄 方 六 人 

海道 先鋒 記 


侍 銃 隊七拾 八 人 

司令 砲手 共 四 拾 八 人 


〇 本條、 德川茂 承 家 記-一原 記 ヲ佚モ 

〇 

覺、 

厂總帥 淸水數 馬 

一 大砲 六 挺 

合 五 百 拾 六 人 

一 大砲 輜重持 夫 百 人 以上 六 百 拾 六 人 

右 、 今般 東 海道 爲 先鋒 出張 申 付 候 分、 m 書 之 通 御座 候 、 、w> 上。 

二 月 八 日 

復 古 記 卷 三十 明治 元年 二 H 六 


銃隊 三百 六 拾 七 人 一 


右 役 付 番頭、 物 頭 一 一 拾" 


細 川 右 京大 夫 

一 五五 


復 古 記 卷 一一 一十 明治 元年 二お 六日  一 五六 

細 川 護久 家 記 

〇 十日 上申書 

覺、 

ー銃隊 1 二百 五 拾 人 隊長 令士共  一 輜重隊 役々 醫師共 七 拾 人  一大 砲 四 挺 

一 右 司令 砲手 共 三 拾 人 一 夫 方 之 者 百 貳拾人 

以上 五 百 七 拾 人 

右 ハ 、今般 東海道 爲 先鋒 出張 申 付 候、 刖 前書 之 通 -ー 御座 候、 以上。  . 

池 田 少將內 

二 月  澤 井 宇 兵 衞 

.  岡 山 藩 東征 始末 

〇 

覺、 

厂總帥 藤 堂 仁 右衞門 •  ■ 一 銃 除 五 百 八十 人 一役 付 百 二十 七 人 一大 砲 四 挺 

一 右 司令 砲手 共 三十 九 人 ■ 一  持 夫 三百 六十 人 

伹 大小 砲彈藥 運送人 失 共、 

一 乘馬七 匹 一 大砲 牽馬 四 匹 

以上 人 計 千 百 六 人 

馬 十 一 匹 

右 ハ 、今般 東海道 出張 申 付 候 分 、前書 之 通 御座 候、 以上。 


二月 十一 日  伊賀 中將 

藤 堂 高 潔 家 妃 

〇 

一 銃 除 六 拾 四 人 一 右 役せ 拾 人 一 砲 一挺 一 右 司令 砲手 共 七 人 一 持 夫 八 人 

一 隊長 軍 目 輜重掛 旗鈹手 並實地 -ー 不可欠 夫人 等 凡百 人 

以上 百 拾 九 人  - 

右 ハ 、今般 東海道 出張 申 付 候 分、 前書 之 通 御座 候、 以上。 

H3 久 i 四 戊 g 年  松 平和 泉 守家來 

二月 十九 日  水 野 宗右衞 門 

今 井圖書 

相澤長 左衞門 

荻 野 五 右衞門 

松 平 三 郞 九 

鈴 木 與右衞 門 

松 平 乘承家 記 

一 銃隊ー 二百 人 一 右 役 付せ 一人  一 g 四 挺  一 右 司令 砲手 共 三 拾 二人 一 使 番四騎 

一目 附 四騎  ー輜重 廿八人  一 持 夫 五十人 

以上 四百 五 拾 人 

m 古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日  一 K 七 


月 


井 
上 
伏 河 

谷 

井お 又 守 
上海 左 豕 

正道 衞 老 
a 先 門 


後 古 記 卷 一一 一十 明治 元年 二月 六日 

右 ハ 、ベ 「.投 東海道 出張 中 付膀分 、前審 ノ通 御座 候、 以上 „ 


五八 


〇 以上 一 一條 東海道 總督 二 上ル 者-一 係 ル 

〇 八日 因幡 藩 上申 甞 

一 小統八 小隊 人員 二百 五十 四 人 一旗 頭 一人 

一役々 四十 八 人  一軍 式懇リ 十一 人 

一大 砲 半 座 四 門 砲手 二十 四 人 司令 士 一人 役々 

一 旗頭 始メ 自分 戰兵之 者 九十 九 人 

總人數 高 六 百 四十 八 人 

一 銃隊 司令 士共 一 一十 六 人 一 先手 銃隊 司令 士共 十一 一人 

一夫 方 之 者 二十 人 

メ 七十 人 

一 統隊 司令 士共 十四 人 

メ七 十八 人 

右、 兩 分家 分、 

燃 馬 十 匹 

以上 七 百 九十 六 人 I 


先手銃；隊^3令士共 二十 三人 


除 長 三人 

輜重隊 三十 人 


十 人 


鋒 記 

—家， Ji, 


司令 t= 三人 

夫 方 之 者 百 五十一 人 一 


夫々 役 付 軍 式懸共 


輜重隊 八 人 


一人 


夫 方 之 者 


F 一 


一人 


右、 今般 東 山道 先鋒 出張 申 付 候 分、 前書 之 通 御座 候、 以上。 

〇 

一 御 旗 一 旒持士 一 一人  一旗 一 一 旒旗指 之 者 四 人  一隊 長 一人 

一 附屬諸 役人 九十 六 人 一大 砲 半 座  一 右 司令 砲手 共 三十 六 人 

您人數 七 百 五十 九 人 

右、 今般 東 山道 爲 御先 鋒 出張 申 付 候 分、 前書 之 通 御座 候、 以上。 

, ■■ 二月 十— 旧     .  ,  


池 田 輝 知 家 記 

銃隊 三百 人 

賽 兵 夫 方 之 者 三百 二十 人 I 


井伊 掃 部 頭 

井伊 底 憲 家 記 


〇 


覺- 


右 司令 其 外 役 付 三十 一人 


ー銃隊 ^35^ 百 三十 人 

以上 三百 九 人 

右、 柬 山道 先鋒 ト シ テ差出 候 分、 前書 之 通 御座 候、 以上。 

二月 十三 日  • 

〇 

先般、 太攻官 二 於テ、 此度 出兵 人員 取調 申立 候 樣御達  >ー 付、 左 之 通、 

銃隊 三百 十二 人 右役附 五十人  砲 六 梃 

復 古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日 


夫 方 之 者 四十 八 人 


長 門 宰相 內 

寺 内 暢 三 

輦 下日载 


右 司令 砲手 共 五十六 人 

一 K 九 


极 古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日  ニハ 〇 

持 夫 百 七十 八 人 以下 役附 四十 二人 又 者 百 五十八 人 駄馬 六十 匹 

但&附 堂 匹-一 付 一 人ッ、 

以上、 

右 ハ 、今般 東 山道 出張 申 付 候 分、 前書 之 通 御座 候、 以上。 

二月 十六 日  眞 田 信 濃 守 

眞田幸 K 家 記 

〇 戸田 氏 共 家 記 二  、兵數 ヲ載セ ス 、東 山道 總督麻 日記、 大垣 へ 袖 印 五. 百 七十 枚 渡 スト ァ リ。 

〇 

一 銃隊 四百 贰 〈拾 人  一 右 役 付 十 一 人  一 砲 四 挺 一 司令 砲手 共 菟拾人 

一 斥候 使 番玉藥 兵粮 方 其 外 役 四十 五 人  一 夫 方 之 者 三百 五十六 人 

以上 八 百 貳拾四 人 

右、 今般 北陸 道爲 先鋒 出張 申 付 候 分、 前書 之 通 御座 候、 以上。 . 

肥 前 侍從內 

二月 十四日  百武作 右衞門 

鍋 島直大 家 0 

〇 

銃隊 貳百 四十 人 2 士分 以上 二百 十 人 

隊長 司令 士  二十 五 人 砲 gl 挺 右 司令 砲手 共 二十 人 輜重掛 等 要務 之 者 六十 三人 

夫 方 之 者 五十人  醫師 二人 


. 以上 四百 人  .  一 

右、 今般 北陸 道爲 先鋒 出張 申 付 候 分、 前書 之 通 二 御座 候、 以上。 

二月 十六 日  酒 井 右 京大 夫 

洒井忠 祿家記 

〇 山 内 豐範、 大久保 忠禮、 秋元禮 朝、 水 野 忠敬家 記、 上申書 ヲ 失ス。  一 

〇 參與神 山 君 風、 十 時 維惠ヲ 以テ辨 事ヲ兼 シメ、 參與毛 受洪ヲ 罷厶。 f?i や  j 

各 通  神 山 左多衞 一 

.  十 時攝津 

徵士參 與職辨 事 被 仰 付 候 事。  ■  職務 進退 錄 

0  一 

毛 受鹿之 介 一 

是迄、 參與職 被 仰 付 置 候處、 自今 被 免 候 事。  職 務 進 0  0  ： 

〇飫 肥藩ヲ シ テ 一 一 條城 栅門ヲ 警守セ シ メ、 跡き i  、津 藩兵ノ 山崎關 警守ヲ 罷メ、 綾部 藩 兵 ヲ以テ 一 

之 二 代フ。  一 

藤 堂 和 泉 守 I 

右、 山 崎 關門警 衞被成 御免 候 旨 御沙汰 候 事、  一 

二月 六日  一 

但、 跡 御 警衞九 鬼 大隅守 へ 被 仰 付 候閒、 同家 へ 可 引渡 候。  藤 堂 高 潔 家 記 一 

復古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日  一六 一  一 


復古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日  一六 二 

〇 

九 鬼 大隅守 

右、 山 崎關門 警衞被 仰 付 候 旨 御沙汰 候 事、 

二月 六日 

但、 是迄、 藤 堂 和 泉 守 へ 被 仰 付 有 之 候 間、 同家 ョ リ可 引受 候、  .  九 鬼 寧 隆 家 記 

o| 七日 上申書 

山 崎 關門御 警衞被 • 仰 付 候 旨、 尤是迄 藤 堂 和 泉 守へ 被. 仰 付 有 之 間、 同家 ヨリ 可 引受 段、 御 書付 ヲ以被 仰 渡奉畏 候、 然ル 

處、 當 正月 七日 奉 願 候 通、 去 ル 亥年 ョ リ、 織 田 出 雪 守 私 へ 城 州 塚 原 村陴星 拜領被 仰 付、 人數 出張 仕 居候 處、 今般 之 形勢 二 

付、 出 雪 守 儀 ハ人數 召 連、 出京 仕 候閒、 差 向、 私 一 手-一 テ陴星 下見 張 勤番 相 勤 候處、 去月 廿日、 右 場所 更ニ從 朝廷、 被 仰 

付 難 有 仕 合奉存 候、 何分 小 家 少人數 之 儀、 不行届 心痛 仕 居候 次第、 前書 山 崎 御 警衞之 儀 ハ 、 和 泉 守 相 勤 候 跡、 殊 -ー 要衝 御手 

廣之御 場所、 迚モ小 家 一一 テハ、 人數 分配 仕方 モ無 之、 決テ相 勤リ不 申、 却テ 朝廷 之 御 爲不宜 儀ト、 乍 恐 奉存候 一一^、 何卒、 

山 崎 御警衞 之儀ハ 御免被 成 下、 右 塚 原 陣屋、 此儘被 仰 付 被 下 置候ハ 、、可 相 成 丈 御 警衞可 仕 ト奉存 候、 此段宜 敷 御 執奏被 

成 下 候 樣奉欵 願 候、 以上。 

- 二月 七日  九 鬼大隅 守 

九 鬼 寧 隆家記 

〇 寧 隆家記 一一 云、 右 願書 御 取 上 難 相 成 候 問、 國 カ相應 ノ人 數ヲ以 テ可相 勤 旨、 御附札 ヲ 以被仰 渡 候。 

〇 钿 傾 _ 1 命 シ テ 、 內 藤政擧 ヲ 京師 一一 召シ、 其 家臣 ノ 野 田 ロヲ守 リシ モノ ヲ シ テ屛居 セ シ 


.  細 川 越 中 守 

内 藤 慵.！ q 寸家來 之 者 歎願 之 趣、 於 出先 輕率之 取 計 -ー 及 候 家来 之 者、 爲相愼 置、 自分 儀 ハ早々 上京 可 有 之 旨， 備後守 へ 可 相 達 

,j ^事。  內藤政 舉家記 

〇 鍋 島 茂實、 失火 警急ノ 際、 朝 參等ノ 事例 ヲ禀 問ス。 

一 非常 出火 之 節、 西 唐 御門 ヨリ 參入、 諸大夫 之閒、 南 御 假建所 ヨリ 參 內、 奉伺 天 氣候テ 、宜有 御座 哉、 

旦、 侍 從著服 之 儀 ハ 、 火事 装束 等 一一 テ參内 仕、 其 儘 奉伺 天 氣候テ 不苦儀 -ー 可 有 御座 哉、 將叉供 方 之 儀 ハ 、胴 服 裁 付 相 

ffl 不苦儀 二 可 有 御座 哉、 

一 右同斷之節、九ロノ御門内、馬乘不苦儀-ー御座候哉、供連^!内、馬上之者ハ、御門外 一一 テ 下馬 爲致可 申 哉、 尤 家老 之 面々 ハ、 

不苦 儀-一 ハ有 御座 閒敷 哉、 

一 右 同斷之 節、 夜分 -ー 候 ハ 、九-口 御門 內 二 テ、 高 張 挑燈相 用、 唐 御門 外 一一 相殘置 人數、 手挑燈 一一 テ參 内 仕 候 テ宜有 御座 哉、 

一 右 同斷之 節、 爲乘 -1 テ驅付 候顿、 堂上 方 へ 御行 逢 申 上 候 節ハ、 其 儘 御 禮節不 仕、 御行 違 申 上、 尤用濟 引取 候 節ハ、 下馬 之 心 

得 二 テ宜有 御座 哉、 

但、 家老 以下 如何 相 心得 可然 儀-一 御座 候 哉、  _  . 

一 市中 出火 之 節、 出馬 參 内 可 仕 候 方、 東 加 茂、 西 堀川、 南 一 一條、 北 鞍馬 ロト 相 心得 可 奉伺 天氣、 尤 格別 延燒 -ー 不至、 早速 

鎭火 , 一 モ 相 成 候 ハ 、、其 儀 -ー 不及 心得 -ー テ宜有 御座 哉、 

一 非常 大雷 大風 地震 等 之 節モ、 奉伺 天氣 心得 -ー テ宜有 御座 哉、 

一 非常-一 付、 參 內之上 退出 之 節ハ、 御模樣 次第、 以非藏 人 何 レ之御 方へ 申 上、 退出 之 心得-一 テ宜有 御座 哉、 

右 之條々 奉伺 候 間、 御 下知 被 成 下 度、 此段申 上 候、 以上。 

肥 前 侍從內 

復 古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日  一六 三 


八 並 


： 四 


鍋 島 直 大家 記 


ス、 又 松 山 I、 藩士 


復古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日 

二 月 

〇 十四日 批紙 

第二 條 主人 之 外 下馬 第七條 參與 衆へ 可 申 上、 

〇 直 大家 記 -ー 云、 御 下 ケ札ヲ 以被相 渡、 其 外 之廉々 ハ 、書面 之 通 相 心得 不苦 旨、 非 藏人演 達 有 之 

〇 池 田 茂 政、 明日 ヲ以テ 、日 置 忠尙ノ 隊長 瀧 正 信 I』 一一 ヲ兵 庫一 一 押送 ス ルヲ 一回 

鹿 田 某務、 等ヲ 拘留 スル ノ狀ヲ 聞ス。 

.  備 前 守 家 老 

.  日 置帶刀 

,  馬 廻 士知高 百 石 

瀧 善三郞 

.  年齢 三十 二 歳 

右 者、 先般 神戶 通行 之砌、 外 國人ト 行 鏈之儀 -ー 付、 公法 ヲ以、 御 處置被 爲在候 間、 其 節 發砲號 令 之 士官、 割腹 被 仰 付 旨 御 達 

二 付、 右人 體之 者、 明 七日、 兵 庫 表へ 差 出 申 候、 此段不 取 敢御届 申 上 候、 以上。 

二月 六日  . 外務省 記 

〇 

豫州松 山 松 平 伊豫 家 來鹿田 務並持 筒 役 之 者 八 人、 其 外 中間 小者 共 都合 五十八 人、 馬 五 匹、 藝州 船八艘 -ー 乘組、 去ル 十四日、 

領分 下津井 へ 致 漂 著 候 n 付、 不殘取 押 及 化 問 候處、 大坂 落人 二 候 得 共、 軍事 二 檇候者 二 ハ 無 之 由 申出 候、 右 船中 相改 候處、 

武器 雜具積 込 居 申 候 付、 是 又取柙 へ 、夫々 警固 仕置 申 候、 此段宜 樣御執 奏奉希 候、 以上。 


正 月  .  備 前少將 

池 田 章 政 家 記 

再 申 書 

豫 へ 仏 山 落人 之 儀 -ー 付、 別紙 之 通 一 一月 六 日 差 出 置 候處、 今以 何等 之 御沙汰 モ 無 御座、 於國元 モ 、 甚以難^«之簾モ有之、素 

ョ リ 右人 数 ハ至テ 輕輩之 者 -ー テ、 爲指御 構 モ 不被爲 在 候 儀 二 御座 候 ハ 、、本 國へ 引取 候樣被 仰 付 度 奉 願 候、 何分 早急 

御沙汰 被 成 下 候樣、 只管 奉 願 候樣、 國元 ョ リ申附 越 候、 以上？ 

池 田侍從 留守居 

三 0;  澤井 宇 兵 衞 

〇 批紙 

申出 之 通、 本國 へ 差 歸不苦 候、 尤 其藩ョ リ松山 出張、 土 州 藩 之 者 へ 可 引渡 候 事。  池 田 章 政 家 記 

〇 上申、 批答拉 -ー 日ヲ 失ス。 

〇 久松 勝吉ノ 家臣、 藩 兵 京 二 至ルヲ 禀シ、 間 部 詮道ノ 家臣、 兵ヲ 出シテ 王事 ニ服セ ン コトヲ 請 

フ。 

去月 六日、 於 御 假建所 被 仰 渡 之 趣 奉拜承 候、 早速 在所 表 へ 申達 候處、 人 數爲差 登、 咋日京 著 仕 候 二 付、 此段御 届 奉 申 上 候、 

以上。 

今 治 留守居 

二月 六日  長 島 專左衞 門 

久松定 弘家記 

復古 記 卷 一一 一十 明治 元年 二月 六日  ープ五 


復古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日  •  一六 六 

今般 王攻御 復古-一 付 テハ、 素 ヨリ 王事-一 勤勞 仕度、 於 闕下 相應之 御用 被 仰 付 被 下 置 候 樣奉願 上 候、 就テハ 御 

下知 次第 人數 等差 出 可 申 哉、 宜 御沙汰 被 成 下 候 樣奉願 候、 以上。 

.  間 部下 總守 名代 

二  0;  ， づ ヅ. H-N 

間部詮 道家 記 

〇 龜井 兹監、 牧野 誠 成、 朽木爲 綱、 關長克 京 二 至ル、 ssi 大岡忠 敬、 疾 ヲ以テ 老臣 ヲ シテ代 

リテ京 一一 至 ラシ ム。 默細 §  , 

〇 佐 竹 義堯、 老臣 ヲ 京師-一 遣シ、 六 師應援 ノ命ヲ 拜シ、 且 使者 ヲ奥羽 ノ諸藩 二 發シテ 朝 旨ヲ歷 

說ス。 

〇 佐 竹 義脩家 記-一 云、 御 達 書 一 一月 一 一日 到 著、 御請 ト シテ 家老 小 野 岡右衞 門、 六日 出足 登 京、 尙又新 莊戶澤 中務大 S  、天童 緻 

田 左 近 將監. 、山形 水 野眞ー 一郎、 上 ノ山松 平 伊豆守 、長？^ 米 律 伊勢 守 へ 使者 ト シテ川 井 小 六、 莊内酒 井 左衞門 尉、 松 山 酒井紀 

伊 守、 本 莊六鄉 兵 庫 頭、 龜田岩 城 左 京大 夫 へ 使者 トシ テ岡内 之丞、 盛 岡 南部 美 濃 守、  <戶 南部 遠 江 守、 弘前津 輕越中 守へ 使 

者 トシ テ志賀 爲吉、 米澤 上杉彈 正大 弼、 米澤 新田 上 杉駿河 守、 仙 臺松平 陸奧守 へ 爲 使者 根 岸 靱負指 立 候。 

〇 使者 口演 

今お 從 天朝、 就 德川慶 喜 叛逆、 爲 追討、 近日 官軍 自 東海、 東 山、 北陸 三 道、 可 令 進發之 旨、 被 仰 出 候-一 付 テハ、 奧羽之 諸 藩" 

宜知尊 王 之 大義、 相 共謀 援六師 征討 之 勢 旨 御沙汰 候、 依 テ奉應 勅命 候 儀 申 迄モ無 之、 奉 報 御 國恩候 ハ此節 ト奉存 

候 故、 御 互-一 御 戮カ之 樣被致 度 候、 別 テ御隣 國聽舰 〔韻附 一一 If 、之 儀 一一 モ候閒 、御 存慮致 承知 度、 以 使者 申達 猴。 


〇 本康、 澤爲量 征討 記錄 一一 、米 澤仙臺 -ー 遣ル書 ハ 、援 六師 征討 之 勢旨ノ 下、 其 御許樣 へ モ 御沙汰 御座 候 害 ト奉存 候 仏チ 

ハ 奉應カ 命. 5^ ハ 申 迄 モ無之 候、 然者右 京大 夫 儀、 年 來國役 多端 微力 -ー 候 得 共、 奉 報 御國恩 候者此 節ト存 候お 御 互 -ー 御默 

力 之樣被致 度 候、 兼テ 格別 御 i 之 儀 isl き 観". 1? 嘲 -ー モ 御座 候 間 f  - 一作 リ 、且仙臺 、弘 前、 本莊、 雷 、天童 ハ 

親戚 ノ故ヲ 以テ、 稱 呼及ヒ 行文 間 少シク 他藩ト 差異 ァリ、 今 家 記 删定ス ル所ノ モノー 一  從フ、 下 諸 藩 復書モ 亦 后"。 

〇 諸 藩 留守 へ 使者 演舌 

*4、 鉀 It 校-一 ハ御 留守-一 候 得 共、 御 重役-一 ハ定テ 御 存慮之 程 モ被指 心得 候 箸 故、 可 承 之 旨、 主人 申 付 越^ 

佐 竹 義脩家 記 

〇 譜代 家 へ E 演舌書 

惠 U 家 之 儀 ハ 、旣 二 三百 年来 之 御 治世 中、 恩義 ヲ受候 ハ 御 同前 之 事 一一 候へ ハ 、御 同家 ヲ繮略 一一 致 候 存慮聊 無 之 候 得 共 ^德 

家-一至 リ 朝敲 タル 御 擧動有 之 ヨリ、 官軍 被 差 向 之 間、 應援可 致トノ 勅命 ラ蒙候 上ハ、 臣 タル ノ 職掌 ヲ盡ス ノ外無 他 

事 候、 就テハ 朝敲タ ル方ハ 、親疎 不撰卽 我敏ト 致候覺 悟-一有 之 候、 當時ハ 御 譜代 家迚 モ全ク 王臣タ ル上ハ 、御 奉 命 之 儀 

申 迄 モ無之 害 二 候得 共、 若 又 其 御 方 二 ヨリ、 一 圖ニ德 川家ヲ 大切 トノミ 被存、 萬 一 錦旗へ 砲發 等 被成候樣 之 儀御座候 テ 

ハ 、其 身永ク 朝敵 之 奐名ヲ 千載 一一 被殘候 而巳ナ ラス、 第一 德川家 之 御 罪名 ヲ被重 候而已 二 テ、 御爲筋 一一 ハ 聊相成 申 間 敷 

其 故 ハ 先般 朝廷 御 達 二 モ 、假令 譜代 臣下 之者タ リ ト モ 、悔悟 盡忠之 輩 ハ 、寛大 之 思 食 二 テ御 採用 可 被爲、 在戰功 二 侬テ 

一 了末惠 rr 家之義 二 付 、歎願 之 儀 モ候ハ 、 、其 筋 -ー 寄、 御 許容 可 有 之 哉 之 御 旨 モ候得 ハ 、旁 朝廷 へ 御 忠勤 之 上、 德川家 之 儀 f 

歎願 被 成 候 ハ 、 、其 御身 之 御名 義モ正 敷、 德川家 之御爲 -ー モ可相 成、 此虚篤 ト御賢 考有之 度 事。 佐 竹 義脩家 き" 

〇 諸 藩 答 書 

左衞門 尉在 府中 二 付、 拙者 共、 心得 方 可 申 上旨 奉得其意 候、 菌之趣 ハ、 左衞 門 尉へ モ 被 仰 達 有之奉畏罷在申 候、 猶指 

圖向 モ 可 有 之奉存 候、 此段宜 御 取 成 所 仰 候。  - 

復 古 記. 卷 三十 明治 元年 二月 六日  一六- 


復古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日  一六 八 

酒 井左衞 門尉內 

二 月. 廿 三 日  石 原 平 右衞門 

朝 

〇 

紀伊守 在 麻 中 二 候 得 共、 存慮之 程、 拙者 共モ指 心得 候 害 故、 可 申 上 之 旨 奉 得 其 意 候、 勑詫之 趣 被 仰 達 之 儀 未 申 越 候 -ー 付、 

敦共御 答申 上 兼 候、 此段宜 御 取 成 被 下 度奉存 候。 

酒井紀 伊守內 

二月 廿 六日  山 內貞之 助 

永 井 丹 治 

佐 竹 義條家 記 

〇 南部 利 剛答書  . 

如 仰、 今般、 就 德川慶 喜 叛逆、 爲 追討、 近日 官軍、 自 東海、 東 山、 北陸 三 道、 可 令 進 發之旨 被 仰 出 候 二 付テ ハ 、奧羽 之 諸 藩、 宜 

知 尊 王 之 大義、 相 共謀 援六師 征討 之 勢 旨、 其 御 許^へ モ 御沙汰 御座 候 二 付、 奉應 勃 命、 御 互-一 御 戮カ被 致 度 段、 以御使 

者 被 仰 越 御 同意 存候、 此方 へ モ御同 樣御達 御座 候 二 付、 從 是モ以 使者 可 及 御 案 內候處 、會津 御 追討 應援之 儀、 指向 相 蒙 候 

二 付 不能 其 儀 候、 委細 ハ 尙從是 モ 、以 使者 可 申達 候。 

二月 廿 日  佐 竹 義條家 記 


倉 助四郞 

井 兵 部 

佐 竹 義修家 記 


〇 

今般、 從 天朝、 德川慶 喜 追討 之 儀 -ー 付、 主人 伊豆守 在府 留守 二 ハ 候 得 共、 重役 共存 意之 程、 被 成 御 承知 度 旨、 御尤之 御儀委 

曲 拜承仕 候、 先刻 モ申上 候 通、 素ョ リ奉應 勅命 候 儀 ハ、. &迄モ 無 之 候 得 共、 只今 江 戶表ョ リ急飛 到来 仕 候 所、 伊豆守 儀、 來 

5 一日 彼 地 發足罷 下 候 趣 申 越 候、 依 之、 同月 十一 一三 日頃 迄-一 ハ在著 可 仕 之 間、 篤ト 主人へ 申 聞、 早速 以 使者 御 國許迄 御 挨拶 

可 申 上 候 間、 此段宜 御 取 繕 被 仰 上 置 被 下 度 奉 願 候。 

松 平 伊豆守 內 

•  二月 廿 九日  松 平成 之 進 

佐 竹 義脩家 記 

〇 

今般、 從 天朝、 就 德川慶 喜 叛逆、 爲 追討、 近日 官軍、 自 東海、 東 山、 北陸 三 道、 可 令 進發之 旨、 被 仰 出 候附テ ハ 、奧羽 之 諸 藩 

宜知尊 王 之 大義、 相 共謀 援六師 征討 之 勢 旨、 彈正 犬弼へ モ 御沙汰 御座 候 害 ト被思 召、 依テ 被奉應 勅命 候 儀ハ、 御 申迄モ 

無 御座 候 所、 御 許；； ¥ 年 來御國 役 御 多端、 御 微力 二 ハ 御座 候 得 共、 被 奉 報 御 國恩候 ハ 、 此節ト 思 召 候 故、 御 互 二 御戮 カ之樣 

被 成 度、 兼テ 格別 御 懇意 之 儀 -ー モ 御座 候閒、 御 相談 旁以御 使者 被 仰 聞 候 趣、 恭致 承知 候、 

右御挨 梭旁以 使者 申達 候。 

上杉彈 正大 弼 使者 

三月  相 浦. 官藏 

.  佐 竹 義脩家 記 

今度、 關東 へ 官軍 被 指向 候 二 付、 奧羽之 諸 藩 共、 謀 可 援御勢 旨、 從 朝廷 御沙汰 御座 候處、 御 隣 領之儀 -ー モ 候閒、 中 務大輔 

復古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日  一^ 九 


復古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日  .  一七 0 

存慮被 成 御 承知 度、 委曲 御 使者 ヲ以被 仰 下、 且 時候 御見舞 共 御 口上 之 趣、 被爲 入御 念 候 御 儀、 早速 江府表 へ 可 申達 候、 右 二 

付テ ハ 、中 務大輔 留守中 -ー 候 得 共、 重役 之 者 存慮之 程 モ 心得 有 之 箸 故、 可 申 上旨 蒙 御沙汰 奉畏 候、 右 留守中 故 取 極 自己 之 御 

請 ハ難申 上 候 得 共、 勅命 御座 候 上ハ、 御 勠カ相 願、 奉 報 御 國恩度 儀ハ、 御 同樣之 事-一 奉存 候、 敦レ中 務大輔 ヨリ ハ、 其內 

御 挨接可 申 上 候 得 共、 先ッ 私共 限 リ此段 御請 奉 申 上 候。 

戶澤中 務大輔 内 

二 月  寺 內彌藏 

川 部 伊織 

佐 竹 義脩家 記 

〇 

今般、 從 天朝、 德川慶 喜 叛逆、 爲 追討、 近日 官軍、 自 東海、 東 山、 北陸 三 道、 可 令 進發之 旨、 被 仰 出 候、 就 テハ、 奧羽之 諸 藩 

宜知尊 王 之 大義、 相 共謀 援六師 征討 之 勢 旨、 御沙汰-一 候、 依テ 勅命 御 尊 奉 御座 候 儀ハ申 迄モ無 御座、 被 奉 報 御國恩 

候 ハ 此節ト 思 召 候 故、 御 互 一一 御 戮カ之 樣被成 度、 別 テ御同 州 之 儀 -ー モ候 問、 存慮可 申 上旨 承知 仕 候、 御前 書 被 仰 出 候 儀 ハ 

眞次郞 儀モ御 同樣奉 勅 罷在候 上 ハ 、刺 命 二 從、 奉 報 御 國恩候 外 存意無 御座、 尤當時 在 府中、 殊更 小 藩 人少罷 在、 萬端不 

行屆 心配 罷在 候處、 御 使者 柄 ヲ得奉 恐 入 候、 御 同 州 之 儀 一一 モ 御座 候 得 ハ 、何分 -ー モ御 助力 奉 相 願 度 心得 -ー 御座 候、 萬 一 事件 

之 節ハ、 可 然樣御 心 添 被 成 下候樣 仕度、 此段奉 願 候、 右 之 趣、 早々 眞次郞 へ 可 申 聞 候.， 右 御 答申 上 候。 

.  水野眞 次郞內 

二月  水 野 三 郞右衞 門 

大道 寺源內 

佐 竹 義脩家 記 


今般、 も 天朝 被 &出候 次第-一 付、 奉應 勅命 候 儀 申 迄モ無 之、 泰報 御國恩 候ハ、 此節ト 被 思 食、 御 互-一 御戮カ 之樣被 

成 f 召、 f 御 同 州 之 儀 -ー モ篇、 存慮 被 成 御 承知 誉、 以御 使者 被 仰 下、 委細 承知 仕 候、 左 近將監 -ー モ御同 案 之 儀 二 候 

«s 、碑戮 力 被，. 度 奉 存險、 別 テ小家 之 儀 二 モ 御座 候 間、 此上共 1€ 端 無 御 服 藏御敎 示 之 程 御賴仕 候。 

f  ^  .  織 田 左 近將監 使者 

.  高 橋 與ー郞 

J  ,  佐 竹 義脩家 記 

今般、.， 天朝、 就惠 U 慶喜 叛逆、 爲 追討、 近日 官軍、 自 東海、 東 山、 北陸 三 道、 可 令 進發之 旨、 被 仰 出 候、 附テハ 奧羽之 諸 

蕃、 宜 I 王 之 大義、 相 共謀 援六 師 征討 之 勢 旨 御沙汰-一 付、 奉應 勅命 候儀 御 申 迄モ無 御座、 被 奉 報 御 置 候 ハ此節 

ト被田 5 召 疾故、 御 互-一 御 戮カ之 樣被成 度、 別 テ御同 州 之 儀-一 モ候 間、 存慮御 承知 被 成 度、 以御 使者 被 仰 下 候 趣 恭奉存 候 駿 

河 守 儀 ハ 、兼テ 本家 彈 正大 弼指圖 -ー 從候儀 -ー 付、 餘 二 存慮 モ 無 御座 候、 附テ ハ 彈 正大 匿 來 H リ 一 同 束 テ及責 答 候 間、 御 聞 

取 可 被 下 候、 右 御 挨拶 以 使者 申 述候。 

上 杉 駿河守 使者 

相 甫官藏 

二月  ォ ー 1 . に 

佐 竹 義脩家 記 

〇 上 杉齊憲 以下、 皆日ヲ 失ス。  . 

今般、 從 天朝、 被 仰 出候不 容易 御沙汰 之 趣 御座 候-一 付 テハ、 以御 使者 被 仰 進候 段奉讓 候、 則 迅速 江戸 表へ 可 S 偉 

复 占 記 卷三十 明治 元年 二月 六 曰  一七 一 


復古 記 卷 一一 一十 明治 元年 二月 六日  一七 二 

乍然、 被 仰 進 候 通、 兵 庫 頭 二 モ奉應 勅命、 可 奉 報 御 國恩時 ト奉存 候、 付. ァハ 自然 御 人 勢 御 繰 出 等 之 節ハ、 宜御 指圖御 

戮カ被 成 下 候樣、 以 書中 兼 テ御賴 申 上 候 上 ハ 、最早 別段 之 存慮モ 無 之 害、 隨テ、 私共 一一 モ其御 重役お 方 へ 御 賴申上 置 候 通 二 

テ、 異存 モ無 御座 候閒、 萬 一 相 變儀有 之 節ハ、 可然御 指揮 被 成 下 候樣猶 叉奉賴 候、 右 御請 申 上 候、 誠 恐 謹 白。 

六 鄉兵庫 頭 內 

三月 朔日  、  金澤權 太夫 勝 盛 

幡江右 膳道敦 

,  佐 竹 義脩家 記 

〇  . 

今般、 從 天朝 御沙汰 被 爲在候 -ー 付、 伊勢 守 存慮被 成 御 承知 度 旨、 以御 使者 委曲 被 仰 達、 且 時候 御見舞 共 御 口上 之 趣 被爲人 

御念 候、 御 儀 早速 江戶表 へ 可 申達 候、 伊勢 守竝 重役 共在府 二 付、 御請 迚 ハ 難 相 成 候 へ 共、 可奉應 勅命 事 ハ 申 迄モ無 之儀ト 

奉存 候、 何 レ 其 内、 從 伊勢 守 御 挨梭可 申 上 候 得 共、 先 以私存 意之 程 申 上 候、 宜御取 繕 奉 願 候。 

米津 伊勢 守 内 

三月 朔日  根本 策 馬 

佐 竹 義條家 記 

〇 伊達 慶邦答 書 

今般、 從 天朝、 就 德川慶 喜 叛逆、 爲 追討、 近日 官軍、 自 東海、 東 山、 北陸 三 道、 可 令 進發之 旨、 被 仰 出 候 附テ、 奧羽之 諸 藩、 

宜知尊 王 之大ぉ 我、 相 共謀 援六師 征討 之 勢 旨 御沙汰-一 付 テハ、 奉應 勅命、 被 奉 報 御 國恩候 儀 此節候 所、 御 隣 國且御 間 

柄 -ー モ候 間、 御 互 一一 御 戮カ之 樣被成 度、 態々 以御 使者， 被 仰 進 候 趣具サ 一一 致 承知、 殊御 目錄之 通被懸 貴意 忝 次第 存候、 被 仰 

進 候 趣 御 尤之御 事 、幾重-一 モ御戮 力 之 樣可致 候、 右次 第ハ 此方 ヨリ 其 御許投 迄、 先般 以 使者 申達 候 儀 モ有之 候 得 共、 追々 尙 


叉 別而可 申達 取調 之 所、 今般 被 仰 越 候 -ー 付、 御 答 相 兼 直 -ー 以 別紙 申達 候。 

使 者 

三 月  遠 藤主税 

今 泉 孫四郞 

演舌、 

陸奧守 儀、 德川家 御 追討 之 應援、 竝會津 襲擊之 御沙汰 相 蒙 候 二 付、 皇國之 御爲、 存慮之 趣 致 建白 度、 家老 上京 申 付 候 儀 

二 付、 爲御 相談、 以 使者 申達 置 候 通-一 候處、 今般、 從 太 政官、 御紋御 旗下 賜、 且奧羽 鎮撫 使澤 三位ぬ、 醍醐 少將 ぬへ、 在京 

之 人 數御附 屬被仰 付、 當領 へ 御 指向 御 下 國之御 達 有 之、 殊討人 之 人 數屯集 之爲メ  、白 川 城 御 貸 渡 二 相 成 度、 京師 詰 家來內 二 

テ奉願 候、 所願 被 指 許 候 段 モ 、致 上京 候 家老 ョ リ 、海陸 行 違申來 候、 舉竟 道路 遼遠、 互 二 事情 不相通 故 之 儀不及 是非、 此上 ハ 

奉 命 之 廉不相 立候テ ハ 、恐 入 奉存候 -ー 付、 出陣 之爲、 先手 其 外人 數相揃 候 間、 建白 之 趣 へ 、御沙汰 之 次第 二 害、 尙又 諸事 御 申 

合 可 致 候、 然 -ー 其 御 許 校、 上杉彈 正大 弼 南部 美 濃 守 へ 打 合、 應援之 御沙汰 相 成 候 由、 今般 本 政官代 ョ リ被仰 渡 候、 依 テ 

ハ其御 許 校 一一 テ、 御 應援刺 手 當モ可 被 爲在存 候、 彼是 可 申達 取調 之 所、 先般 申達 候 使者 へ 行 違 被 仰 越 候 二 付、 右 等 之 趣 共 

直 -ー 申達 候、 此旨宜 申達 之 由、 陸 奧守申 付 候。 

…  佐 竹 義脩家 記 

三 月 

〇 岩 城 隆邦答 書 

ベ 「|5< 、御 £ 命 之 趣、 左 京大 夫 在 江 二 付、 早速 申達 候 ハ 、 、安心 可 仕、 於 私共 モ難 有奉畏 候、 抑 就 京 攝之變 動、 萬 一 輕擧 妄動 或 

r 瓜-疑 猶豫、 心得 違 之 者 有 之、 終 御大 國之御 取扱 相 成 候 テハ以 之 外 御座 候 間、 其 邊於左 京大 夫深ク 心配 仕、 專ラ可 致鎭撫 旨" 

fe^ テ 私共 へ 申 付 越、 夫々 詭達仕 候 所、 右體 心得 違 之 者 無 之、 就テ ハ 、先日 以 使者 御 賴申上 候 通、 甚以 微力 御座 候 得 共、 可奉從 

勤 王 之 御 指揮 奮 勵罷在 候、 此段、 一 先 私共 ヨリ 御請 奉 申 上 候。 

復古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日  一七 三 


復古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日  一七 四 

三月  大平 伊織 

佐 藤 勘 解 由 

山中 齢 助 

尙以 何方 也 朝敲 蜂起 不意 襲 來之節 ハ 、早 連 應援之 御 人數、 御 指向 被 成 下 候 樣奉存 候。  佐 竹 義脩家 記 

〇| 岩城隆 邦、 佐 竹 義堯ニ 遣ル書 

從 前々、 朝 命 御 遂奉之 儀ハ申 迄モ無 御座 候 得 共、 今般 從 御所、 各藩へ 御沙汰 之 趣、 彌以 御遂 f 感戴 奮勵仕 候樣、 左 

京大 夫^ 被 仰 付、 一 藩 擧テ奉 畏候得 共、 積年 之 疲弊、 且小藩 之 微力、 深 御 心痛 被 思 召 上 候、 右 -ー 付、 其 御 許 5^  -ー  ハ 、舊來 之 

御 間柄、 殊-ー 御 隣單ト 申、 別 テ御依 賴被思 召 上 候 間、 小 藩 從來尊 王 之 志 歙聞相 達 候樣御 取扱 之 儀、 偏 御 賴被仰 上 候、 時 

宜 ニ應、 御家來 共-一至 迄、 可 然樣御 指揮 被 下 度、 此段 御賴、 御 使者 ヲ以被 仰 上 候。 

.  使 者 

一 一 月  遠 藤 七 右衞門 

/  澤爲量 征討 記錄 

〇 伊達 慶邦 以下、 皆日ヲ 失ス。  ， 

〇 津輕承 昭答書 

今般、 從 天朝、 就 德川慶 喜 叛逆、 爲 追討、 近日 官軍、 自 東海、 東 山、 北陸 三 道、 可 令 進發之 旨、 被 仰 出 候 附テハ 、奧羽 之 諸 藩 

宜知拿 王 之 大義、 相 共謀 援六師 征討 之 勢 旨、 越 中 守へ モ 御沙汰 御座 候 害 ト被思 召、 依 テ奉應 勅命 候 儀 申 迄モ無 之、 奉 報 

御 國恩候 ハ 此節ト 被 思 召 候 故、 御 互 二 御 戮カ之 樣被成 度 被 思 召 候 -ー 付、 別 テ御隣 國之儀 二 モ候 間、 越 中 守 存慮被 成 御 承 

知 度、 以御 使者 被 仰 進 候 御 口上 之 越 承知 致シ御 同意 存候、 右 御 答申 達 候。 

使 者 


.  士  5 賀 爲 吾 

佐竹義 ~ 脩 家 記 

.  澤爲量 征討 記錄 

〇 

今般、 從 天朝、 就 德川慶 喜 叛逆、 爲 追討、 近日 官軍、 自 東海、 東 山、 北陸 三 道、 可 令 進發之 旨、 被 仰 出 候、 附テ ハ奧羽 之 諸 藩、 

宜知尊 王 之 大義、 相 共謀 援六師 征討 之 勢 旨、 其 御 許^へ モ就 御沙汰、 被奉應 勅命、 被 報 御 國恩候 ハ此節 付、 御 互-一 

御 戮カ之 樣被致 度、 別 テ御近 國-ー モ有 之、 存慮モ 被 成 御 承知 度、 以御 使者 被 仰 越 候 趣、 御 同意 之 至 致 承知 候、 此方へ ハ國カ 

相 應人數 差 出 可 申 之條、 蒙 勅命、 人 數相揃 置 候 所、 暫時 見合 被 仰 出、 尙 今般 御親征 行幸-一 付、 速-一人 數差出 候樣侬 

卸 沙汰、 當月 八日 ヨリ 追々 人 數差立 申 候、 右御挨 拔旁以 使者 申達 候。 

南 部 遠 江 守 使者 

.  太 田 喜 満 多 

澤爲量 征討 記 錄 

〇 以上 ニ條、 拉 二月 日ヲ 失ス。 

〇 諸 藩 再 答 書 

今般、 從 御所、 被 仰 出 候 御 旨 之 儀、 奉 敬 承 候 上 ハ 、 皇國之 御 爲致盡 力 候 外 存慮無 御座、 眞次郞 儀 ハ 、 當時在 府中 二 テ 

別 テ人少 二 罷在、 殊 二 小 藩 之 儀 二 モ有 之、 手 當方之 儀、 精々 申 付 ハ 御座 候 得 共、 何分 行届不 申、 甚タ 手薄 一一 罷在 心配 仕 候、 萬 

一 事 變振來 候 節ハ、 御 同 州 之 儀-一 モ 御座 候 間、 何分 -ー モ御 助力 被 成 下 候樣、 御 鎚申候 外 無 御座、 兼 テ御賴 申 上 置 候樣、 眞次 

郞ョ リ申付 越 候。 

水 野 眞次郞 使者 

三月  友 松彌五 左衞門 

復古 記 卷 一一 一十 明治 元年 二月 六日  一 七 ^ 


• 復古 記 卷 一一 一十 明治 元年 二月 六日  一七 ナ 

澤爲量 征討 記錄 

〇 

今般、 天朝、 德川慶 喜 叛逆、 爲 追討、 官軍、 自 東海、 東 山、 北陸 三 道、 可 令進發 旨、 被 仰 出 候、 附テハ 奧羽之 諸 藩、 iHl 知 

尊 王 之 大義、 相 共謀 援六師 征討 之 勢 旨、 御沙汰-一 候、 依 テ奉應 勅命、 乍 不及盡 微力、 奉 報 御 國恩度 存慮罷 在 候、 御 隣 

領之儀 別 而御戮 力 被 下候樣 仕度、 右 御賴以 使者 申 上 候。 

戶澤中 務大輔 使者 

三 月  中 村 善 作 

澤爲量 征討 記錄 

〇 以上 一 一條、 日ヲ 失ス。 

〇 

德川慶 喜 叛逆、 爲 追討、 近日 官軍、 自 東海、 東 山、 北陸 三 道、 可 令 進發之 旨、 被 仰 出 候、 附テハ 奧羽之 諸 藩、 宜知簟 王 之 

大義、 相 共謀 援六師 征討 之 勢 旨、 御沙汰-一 付、 奉應 勅命 候 儀 申 迄モ無 之、 奉 報 御 國恩候 ハ此時 ト御存 被 成 候 故、 御 互 

二 御 戮カ之 樣被成 度、 別 テ御同 州 之 儀 一一 モ 御座 候閒、 存慮被 成 御 承知 度 之 旨 承知 仕 候、 勅命 之 儀 ハ 奉畏 居候 得 共、 無 間 モ 

大御 軍議 被 仰 出 候 付、 將軍宮 樣御歸 洛被爲 在 候 段、 御沙汰-一 相 成 候 上ハ、 右 勅命 之 儀， 自然 過去 候 事-一 相 成 候儀ト 

奉 存疾、 乍 去、 改テ 御 親征被 仰 出 候 廉ニテ 、重テ 勅命 之 次第 モ有 之、 是叉奉 畏候得 共、 德川家 之 儀ハ、 格別 之 家柄 ニモ 

有 之、 慶 喜儀ハ 朝敵 之 身 二 罷成候 共、 更 一一 御 敵 對等申 上候體 -ー 無 之、 墳墓 之 地 一一 謹愼 i 能 在 候 仕 合 -ー 付、 祖宗 累代 之 タメ  、 

別段 哀訴 申 上 居候、 此段以 使者 申 上 候。 

,  . 酒 井 紀伊守 使者 

山 本 丈 右衞門 


澤爲量 征討 記錄 

〇 

今般、 從 天朝、 德 川慶喜 追討 之 儀 御 達 御座 候 件々、 別 テ御同 州 二 モ候 間、 存意被 成 御 承知 度 趣、 委曲 以御 使者 被 仰 下拜承 

仕 候、 其砌在 府中 -ー 付、 從家來 共 御 答申 上 置 候 通， 泰 勅命 候 儀 ハ 申 迄 モ 無 之、 素 ョ リ 皇國之 大小 名 -ー ォ ヰテハ 、都テ 、王 

臣 之儀ハ 勿論、 尊 王 之 條理ハ 厚相 心得 罷在候 事-一 テ、 別テ 先祖 勘 四郞信 一儀 ハ、 織 田 信 長 依 奏聞、 從 正 親 町 天皇、 度 

度 之 被 賞 軍功、 被 任 伊豆守 候 儀、 東照宮 未 天下 御 掌握 已前之 折 柄-一 テ、 全以 朝恩 之 深 事大 海モ難 及、 三代 目 山城 守 忠國儀 

ハ、 中宮 之侬爲 親族、 從 後水尾 天皇、 當代屋 形號蒙 勅許、 其 後 大猷院 お、 上洛 之砌、 致 供奉 候 所、 日 ノ丸之 御纏 賜 之、 今 

子孫 -ー 至持傳 居候 儀、 實以 天恩 之 高 事、 大山 モ難 及、 片時 モ 忘却 不 仕奉感 佩 居候 事 -ー 御座 候、 就テ モ被仰 下 候 通、 御同樣 

戮カ 追討 可 仕 箐 之處、 私家 之 儀ハ、 德川普 代 ト相唱 候 中 二 モ、 別格 之 由緒 有 之、 祖先 以來ー 一 百有餘 年、 代々 臣下 之 禮ヲ以 勤 

仕罷 在、 今 諸侯 列 二 相 連 居候 儀 モ 、全 慕 恩 相 受候事 -ー 候 得 ハ 、弓箭 砲 銃 ヲ差向 候 儀， 今日 皇國之 人情 二 於テ、 殆恐 惑痛欵 

之 餘リ、 日夜 不安 寢食涕 泣罷在 候、 去迚、 重 勅命 違背 之 姿 -1 相 成候テ ハ 、幕 恩 ヲ忘即 仕 候 ヨリ、 其 罪 猶大ナ ル事 ニテ、 王 

國之 土地 人民 押領仕 候譯柄 -ー モ 相當、 誠以 進退 相 迫、 如何 共 可 仕樣 無 御座、 苦心 此事 御座 候、 此程 朝廷 へ 奉 愁訴 置 候 儀 モ 

御座 候 之 間、 御 同 州 御大 國之 儀、 何卒 弊 家 之 切迫 御 諒察 被 下、 微力 相應之 御用 被 仰 付 候樣、 乍 憚 宜御執 成 被 下 度、 幾重 二 モ 

御 鎚奉賴 候、 此段以 使者 申 上 候。 

松 平 伊豆守 使者 

松 平賴母 

澤爲量 征討 記錄 

〇 以上 一 一條、 月日 ヲ失ス 、但酒 井忠医 ハ家記 二 云、 四月 朔日、 使 ヲ發シ テ 返書 ヲ致 スト。 

〇 太 田資美 家臣、 駿府ノ 守兵 ヲ撤セ ンコ トヲ德 川慶喜 一一 請フ、 是日、 之ヲ 許ス。 

復古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日  一七 七 


復古 記 卷 三十 明治 元年 二月 六日  一七ん 

&次郞 S 、駿府 表 爲御警 衞罷越 候處、 去 ル朔日 御 届 申 上 候 通、 御 謹 愼之條 被 仰 出、 且從 朝廷 被爲 召 候-一 付、 病 氣之趣 

御斷申 上、 爲 名代 重役 之 家來差 出、 傍、 駿府表 -ー 罷 在候テ ハ 不都合 -ー 付、 人數殘 置、 總次郞 儀 ハ 在所 掛川 表最寄 -ー 付、 一 ト先 

1. 揚可 申， い 辱、 t 遠路 之 儀、 御 指 圖ヲ不 相 待 進退 可 仕 候 間、 在所 表へ 引取 候 上、^ 御 届 可 申 上旨、 各^ 迄 申 上 置 候處、 未ダ在 

所 表 へ 引取 候 哉否不 中越 候 得 共、 今般 近畿 關西 二 御^地 御座 候 御 面々 へ 、 被 仰 渡 候 御 書付 之 趣、 益 御 恭順 之 御 旨 趣 相 立 

宾樣 一一 トノ御 儀 二 付、 駿府表 へ 殘置候 人数、 不殘 在所 へ 引揚揃 置、 最前 御 達 御座 候 通、 本 多紀伊 守敕、 佐 久閒繙 五郞救 ョ リ 

P. 塞 次第、 連 -ー 人數差 出、 時宜 -ー 寄、 總次 郞儀モ 出張 御 警衞行 届 候樣、 差 圆盡カ 可 仕方 一一 相 心得 可 申 哉、 右 之趣總 次郞 へ 申 

聞 可 相 同 之處、 往返 彼是 手間取 候 間、 各投迄 御内 慮 奉伺 候、 以上。 


太 田 


月 五日 


書面 之 通 相 心得 候 樣可仕 候 事。 


總次 郞家來 


太 田 資美家 記 


復 古 記 卷 三十 終 


S 閱 

一 等 編修 官 

藝修兼 校 勘 

一 等 編修 官 

一 等 掌 記 


E 長 松 


長 


星 恒< 


幹 

ぜー火 

之 


復 
古 
記 


原 


0 

十二 等 出仕 臣 


校 錄 


六 等 掌 記 E 

八 等 掌 記 E 

寫 

一等 繕寫 臣 

二等 繕寫 臣 


石 津發三 


松 


度 廣 

沭 辰 

川 長 


孝 

男 


春 


等 繕 寫臣藤 園 賢 意 


卷 三十 明治 元年 二月 六日 


セ九 


原 條倉倉 

職 侍 大三大 
務 

進從夫 位夫 


錄 


復古 記 卷 一一 一十一 明治 元年 二月 七日  . 一八 ◦ 

復古 記 卷三 十一 

明治 元年 戊辰 二月 七日 

〇 一 一月  . 

七日、 東 山道 先鋒 總督岩 倉 具定、 北陸 道 總督高 倉 永祜、 副總督 四條隆 平、 參與 助役 東海道 副總 

督柳原 前 光 ヲ以テ 參與ト 爲シ、 I ひ， 松 尾 相 永、 I 難？、 松 尾 相 保 II や ヲ參與 兼 辨事ト 爲シ、 參 

與土 倉正彥 一一 刑法 局 判事 ヲ兼シ ム 。 

各 通  岩 

杉 

參與職 被 仰 出 候 事。 

〇 進退 錄 二  、西 園 寺 公望 モ 亦此命 ァ リ、 案スル 二、 公望 ハ丁卯 十二月 旣ニ 參 與ト爲 レリ 、お-一之 ヲぉル 

〇 

各迎  松 尾但馬 

松 尾伯誉 

钱资但 綠 

參與職 辨事被 仰 付 候 事。  * 」 」 


o  一 

土 倉 修理 介 一 

海陸 軍務 掛被 免、 刑法 局 判事 被 仰 付 候 事。  土 倉正彥 履歴書 

〇 吉田、 g  、龜 山、 I、 高須、 西 大路 四 藩 二 令 シテ、 東海、 東 山 二道、 官軍 ノ餽 餉輜重 ヲ管セ シム、 又 一 

二道 ノ諸 藩ヲ シ テ供張 傳遞ノ 事 ヲ掌ラ シム C  j 

松： 平 刑 部大輔 

今般 御 親征ニ 付、 總軍 丘ハ糧 差配、 輜重 運送 附添取 計 被 仰 付 候 事。 

二  大河 內信 古家 記 

〇 案ス ル 二  、本條 總軍ノ 上、 東海道 ノ三字 ヲ脫ス ル 二 似 タリ、 下條東 山道 ノ例 見ルへ シ。  一 

〇  I 

石". 1  ー刁. r  W  一 

右、 此度 御 親 征-ー 付、 其 藩 東海道 先鋒 諸 隊之輜 重 運送 取 計 被 仰 付 候 § 御沙汰 候 事。  石 川 成德家 記： 

〇 成德家 記、 八日 トス、 然レ トモ、 本日、 出張 藩々 へ 達 書中、 旣 一一、 其 小 荷駄 方タ ル ヲ載ス ルラ 以テ、 本日-一 收ム。 A 

0  一 

各 通  松 平 範次郎 一 

市 橋 下總守 一 

今^ 御 親 征-ー i! 、東 山道 總軍 兵糧 差配、 輜重 運送 附添取 計 被 仰 付 候 事。  一 

松平義 生家 記 一 

二月  巿橋長 義家記 i 

復古 記 卷 三十 一 明治 元年 二月 七日  一八 一  一 


復古 記 卷 一一 一十一 明治 元年 二月 七日 


八 二 


〇 

總軍丘 ハ糧、 輜重方 心得、 

總軍之 小 荷駄 ハ 、各 我 藩々 之 手 一一 テ運 送致 候 へ ト モ ，若シ 出張 藩々 ョ リ相賴 候 へ ハ 、請 取 運送 致 可 申 事、 

日々 通行 之 時 ハ 、諸隊 之 兵食 ハ 、其驛 二 テ取 設置 候テ 、滞陣 二 相 成 候 へ ハ 、總 兵糧 方 二 テ、 兵食 之 世話 取 計 可 致、 尤金米 共、 

是迄德 川 領地 -ー 貯蓄 有 之 分 ハ 、取 越 相 用 不苦候 事、 

但シ會 計 事務局 ヨリ モ、 役人 御 差 添 -ー 祁成候 事、 

二月 


大河 內信 古家 記 

_ 加， 藤 —明 « 家 Ji_ 


休驛 


一 白米 四 合 金 一 朱 

一白 米 二 合 錢 百 文 

右 之 通 一人-一 付、 手 當可有 之 事。 

〇 東海道 

加 藤 能 登 守 

右、 今般 御 親 征-ー 付、 別紙 割合 之 通、 驛 々官軍 通行 之 節、 兵食 取 計、 宿々 警衞、 人馬 繼立 世話 向、 被 仰 付 候 旨 御沙汰 之 事。 

二月 七日 

但、 心得 方 之 儀ハ、 別紙-一 被 仰 出 候 事" 

〇 別紙 

諸道 宿驛 取締 


ま 海道 先鋒 記 

加 藤明實 家 M. 


宿 

む 

さ 日掛舞 荒宫桑 坂土大 持 
谷 坂 川 坂 井ョ名 下山 津 場 
迄 ョ迄ョ 迄リ迄 ョ迄ョ 、 


一 京都 ヨリ 出先 礎陴 迄、 別紙 之 通、 休 泊定被 仰 付 候條、 銘々 引 請 之驛々 へ 、番兵 ヲ置、 諸 兵 通行 之 用便 ヲ調 へ 、諸事 ヲ 監督 

ス ヘシ。 萬 一就 御用 通行 之 面々、 猥ニ權 威 ヲ張リ 、粗暴 ノ 振舞 等 於 有 之ハ、 無 用捨 召 柿、 太 政官代 刑法 局へ 可 申出 忙 

自然 手 餘リ候 節 ハ 、討 果候テ モ 不苦候 事、 

一 器械 彈藥 運輸 ノ 便利 ヲ 整へ、 長陴 一一 堪ル覺 悟 肝要 之 事、 

一 礎陴 ハ 勿論、 休 泊 等 兵糧 之貯 へ 肝要 之 事、 

一 宿 陣 所 等 不自由 之 儀ハ、 出陣 之 常-一 付、， ¥ 可 相辨ハ 勿論 之 事 二 候條、 諸事 簡易-一 仕向 ケ被 仰 付 候 事， 

一 驛 々南 一行 之 兵隊 へ 給 候 米穀 ハ 、其方 角 一一 テ取計 置 可 申、 跡 一一 テ 朝廷 ョ リ金穀 共 被 下 置 候 事 

御 親 被 仰 出宾就 テハ、 前書 之 條々、 宜相 守、 冗費 ヲ省キ 、萬 民 之 疾苦 一一 不立 至樣、 精々 可 致 心配 御沙汰 之 事- 

海陸 軍務 局 

會計 事務局 

加 藤明實 家 記 

〇 各藩 達 書 各 通 トス、 今 其 一 例 ヲ擧ク 、下 之 ニ傚フ 

〇 

リ 加 藤 能 登 守 

リ 增山對 馬 守 本 多 河內守 土方 聱 千代 

內藤金 一 郞 三 宅 備後守 大岡越 前 守 

リ 西 尾 隠岐 守 

リ 田 沼 玄蕃頭 

復古 記 卷三 十一 明治 元年 二月 七日  一八 三 


島 田 ョ ，- 

中 迄 


復 古 記 卷三 十一 明治 元年 二月 七日 

本 多 紀伊守 松 平 丹 後 守 


東海道 先鋒 記 

明 賓 家 記— 


〇 


御親征 出兵 休 泊附、 一 

東海道、 

京都 大津休 草 津泊ー 

〇 東 山道  一 


石 部 休 水口 泊 土 山 坂 ノ下休 關 龜山泊 莊野 石藥師 四日 市 休 桑 名 

,  加 藤 明 貴家 記 


本 多 主 膳 正 


右、 今般 御親征 云々、 道 

宿々 持揚、 


草津ョ リ 

高宫迄 

柏 京 ョ リ 

關ケ原 迄 

川 戸 ョ リ 

殺 沼 迄 

細久 手ョ" 

下 默訪 迄 


本 


主 膳 正 

豐 前 守 

淡 路 守 

本莊宮 2 少輔 

松 平 鏠殿頭 


戶 


多 

田 


鳥 井本 ョ 

醒ケ井 迄 


分 部 若狹守 

稻 垣 若 狹 守 

松 平 能 登 守 

永 井 肥 前 守 €： 藤 若 

松 平 伊賀 守 藤 志 


0; 井 ヨリ 

美 江 寺 迄 

太 田 ヨリ 

御嶽 迄 


摩 守 


遠 


き 口 農 { 寸 


東 山道 總督府 叢 紙 

遠山 友祿 家 記 


〇 

御親征 出兵 休 泊附、 

東 山道、  . 

京都 大津休 草津泊 守 山 休 武佐泊 愛知川 休 鳥 井本 泊 醒ケ井 休 今須泊 垂井休 大垣 

遠 .W 友綠家 記 

〇 薩摩、 肥 後 以下 二十 七 藩, 1 令 シテ、 東海、 東 山、 山陽、 山陰、 南海、 西 海 諸道、 舊 代官 ノ 支配 地 

ヲ管セ シメ、 安藝、 備前 以下 四 藩 ノ檢查 ヲ罷ム 、又大 垣、 龍 野 以下 十八 藩 二 令 シテ、 舊慕 府ノ預 

地 及 ヒ 松平容 保、 松 平定 敬 ノ 職 田 等 ノ廩穀 版圖ヲ 撿シテ 、之ヲ 錄上セ シム。 

薩 摩少將 

お、 日向 國元郡 代 窪 田 治 部 右衞門 支配 地、 今般 御領 ト相成 候 間、 取締 被 仰 付 候、 卽今 形勢 一一 付、 民心 方向 ヲ失ヒ 、多端 之 

苦情 訴出、 御 治定之 御所 置 ハ 、追 テ御達 可 有 之 候 得 共、 差 向、 人民 安 業 貢 米 等 之 儀、 無 滞 相 運 候樣取 計、 早々 太 政官代 へ 可 

申出 候 事。 

但 取締 被 仰 付 候 御領 之. 2:、 年貢 殘穀拉 高 辻 帳、 早々 取調、 內國、 會計兩 裁判所へ 可 差 出 事、 

一 御領 所用， M 爲 取扱 候 役人 兩 三人 ッ 、在京 候 樣可致 事、 

一 驛々 亂 妨强盜 者、 人民 ヲ掠シ 、困苦-一迫 リ候 場所 モ有之 由 相 聞 候 間、 早々 人數差 出、 取 鎭候樣 被 仰 付 候。 

島津 忠義 家 記 

〇  ' 

復古 記 卷三 十一 明治 元年 二月 七日  一八 五 


復 古 記 卷 三十 一 明治 元年 二月 七日 

右、 肥 後 國元郡 代 謹 田 治 部 右衞門 支配 地 云々、 I が-ぼ 

〇  . 


右、 越 前國元 代官 新 見 内 膳 支配 地 云々、 ij^-.^ 

〇 


以下 同 


右、 石 見國元 代官 鍋 田 三 郞右衞 門 支配 地 云々、 2!  5i 

〇 

備後國 元 代官 鍋 田 三 郞右衞 門 支配 地 云々、 2j 好^ 


1 八 六 

細 川 謹久家 記 

松 平 越 前 守 

內國 事務局 記 

毛 利 大膳大 夫 

輦下日 載 

阿部 正 桓家記 


〇 正 桓家記 ， 一 云、 最初 取締 被 仰 付 候 節、 郡 方 役々 三人、 彼 地 へ 差遣 候 所、 其節旣 二 廣島藩 持 -1 相 成 居、 同藩 役々 出張 罷 

在、 甚 案外 之樣 子-一 テ、 福 山 藩へ 取締 被 仰 付 候 儀ハ、 未タ 何等 之 御 達 モ無之 ト申聞 候 故、 右 差遣 候 者せ パハ 一 應歸藩 仕、 

如何 之 行 違 -ー 候 哉、 其 段 於 西 京 其 御 筋 へ 相 伺候 所、 御 一 新 御 當分御 多端 \ 一 故 -1 モ被爲 在 候 哉、 K 後 何等 之 御沙汰 モ無 之、 

自然 消 へ ，ー 相 成 候樣覺 候、 尤右西 京 -ー テ相 伺候 委細 之手續 ハ 、 記錄 散逸 仕 取調 付 兼 候。 

〇 

奧平大 膳大夫 

【、豐 前 國元郡 代 窪 ffl 治 部 右衞門 支配 地 云々、 I れ，  奥 平 昌 邁 家 記 

〇奧 平昌邁 達書ノ 末尾-一、 正月 ト署ス 、然ル 二 家 記 現 ニニ 月 十四日 御 達 ト記シ 、且他 藩 皆 此日ニ ァリ、 昌邁獨 正月 二 ァ ル 

ノ&: ナシ、 故 二 本日 二 收ム。 


土 石 

方 川 

ず: 石 聾 宗 

m 一  ， 
野 成 チ + 

藩 ほ、 代 郞 
家 

n し n し 


松 靑 
平 山 

松靑 圖 左 

平 山 as 厅、 

信忠 — ^ 大 

lElS 頭 夫 
家家 

nLnL» 


松 松 
平 浦 
松 松 主 肥 
T 浦 殿 m 

あ、 - 3》 

和：; 頭 守 
家豕 


C 


右、脚>&國元郡代窪田治部右衞門支配地云々、9^媚^^ュ1雜"^省}^肚同兩1. 


〇 


中 川 修理 大夫 

久留島 伊豫 守 

中 川 久昭家 記 

久留島 通 靖 家 記 


以下 同 


右、 肥 前 國元郡 代！？； iffl 治 部右衞 門、 元 代官 高木 作 右衞門 支配 地 云々、 お^ 

〇  - 


以下 同 


右、丹波國元代官小堀數馬、小堀右膳支配地云々 、^1;1?< 

〇 


以下 同 


右、伊勢國元代宫岩田鍬三郞、多羅尾主稅支配地云々 、M^i 

〇 

右、 讃岐國 元 代官 櫻 井久 之 助 支配 地 云々、 

〇 

復古 記 卷 一一 一十 一 明治 元年 二月 七日 


京 極 佐 渡 守 

京 極 高 德 家 記 

一 八 七 


復-古 記 卷 三十 一 明治 元年 二月 七日 


以下 同 


一 八 八 

脇 坂 淡路守 

森 美 作 守 

脇 坂 安斐 家 記 

森 忠儀家 記 


右、 播磨國 元 代 宫齋藤 六藏、 撗田 新之丞 支配 地 云々、 お 5^ 

〇 忠儀家 記 一 1 ハ 九日 トス、 安斐 家 記 一一 云、 御 達 書 御 渡 之 節、 御 口 達 ヲ以、 松 平 肥 後 元 役 知、 竝播 磨國之 内、 田 安 一 橋領、 其 

餘 賊徒 一一 組 シ候舊 旗本 知行 所モ、 同樣兩 藩へ 取締 被 仰 付 候。 

〇 


右、 筑前國 元 郡 代 建 田 治 部 右衛門 支配 地 云々、 M 灯、 ぽ 

〇 長 德家記 -ー 云、 右 一一 付、 同月 廿 八日、 恰土郡 加 布 里 へ 取締 ノ爲メ  、一  小隊 出張 ィ タサセ 

同處 へ 出張、 諸 帳 類 受取 候 事。 

〇 


右、 美 濃 國元代 宵 岩 田 鍬三郞 支配 地 云々、 1^， 

〇 

右、 飛 驊國 元 代官 新 見內膳 支配 地 云々、 1£  、同 

〇 利恒家 記-一六 日 トス、 近畿 地方 以下 皆 本日 二 ァ ル ヲ以テ 此ニ牧 ム- 


黑 田 甲斐 守 

黑 田長德 家 記 

- 三月 五日 ョ リ、 郡村掛 リノ 役員 


松 平 範次郞 

靑山峯 之 助 

東 山道 總督府 叢 紙 

靑山幸 宜家記 


土 井能 登 守 

艰 山道 總督府 叢 紙 

土 井利 恒家記 


市 

最 


藤 能 

橋 下 

上 駿 


登 


守 

守 


以下 同 


右、 近 hd 國元 代官 石原淸 一 郞、 多羅 尾主税 支配 地 云々 

〇 明 實家記 * 三 藩 二 作リ、 養 紙、 兩藩 二 作ル、 蓋シ 最上 義連ハ 交代 寄 合 ナルヲ 以テ、 之ヲ改 删セシ モノ. ナ ラン 

〇 


加 藤明實 家 記 

東 山道 總督府 叢 紙 


三 


以下 同 


美 作國元 代官 櫻 井久 之 助、 潢田 新之丞 支配 地 云 々 、215^ 

〇 


備後守 

三 浦顯次 家 記 


關 伊 

蒔 田 相 


勢 

模 


守 

守 


以下 同 


關畏克 家 記 

^田 廣孝家 記 


右、 備中國 元 代官 櫻 井久 之 助、 鍋 田 三 郎右衞 門 支配 地 云々、 

〇 加議秋 I 一一  云、 一 一月 七日、 太 政 官代ー 一條 城 へ 留守居 役 御 呼 出 二 テ、 伊豫 國元 代官 地、 御領 ト相成 候 一一 付、 取締 被 


付 候 段、 內國 事務 御掛ョ 

〇 八日 達 書 


J  、原註、 御 達 書 コ，, 

^ 原文 缺ク、 已 


シテ高 知， へ 被 仰 付 候 一一 付、 直 一一 御免 ヲ蒙. 


山陽 道 取調 之 儀、 兼テ被 

播磨  脇 坂 

復古 記 


仰 付 候處、 左 之 通 藩 々 改被 仰 付 候 間、 取調 掛等、 夫 々 申 送 可 引渡 候 事， 

淡路守 淼 美 作. 守 

卷三 十一 明治 元年 二月 七日 


八 九 一 


備備美 
後 中 作 

復 

阿 關三古 
部 m 記 
主 伊 備 チき 
計 勢 後 十 
頭 守 守。。 


治 元年 二月 七日 


九 〇 


〇 


月 


蒔 H 相模守 


四國 取調 之 儀、 兼テ被 仰 付 候處、 

讃岐  京 極 佐 渡 

伊豫  加 藤 遠 江 

二月 八日 

〇 

別紙 歎願 甞、 無 餘儀相 賴越申 候 


左 之 藩々 へ改被 

守 


仰 付 候 間、 取調 掛等、 夫々 &送可 引渡 候 事。 


土 

宇 


池 田 章 政 家 記 

淺野長 勳家記 


P 

禾 


き 


山 內璺範 家 記 

伊 達 宗 家 記 


付 奉 指 上 候、 宜御 評議 被 仰 付候ハ 


、於容 堂 父子、 難 有 仕 合 -ー 奉存 候、 以上。 

土 佐 前 少將内 

二月.  山內 右近 

〇 別紙 

今度、 國筋 取締 方 之 儀、 京 極 佐 渡 守^、 加 藤 遠 江 守 2;^ へ 引渡 候樣 御沙汰 之 趣、 早速 土 佐 守 へ 申達 候 二 付、 追テ 御請 可 申 

上、 候然 一一 、根元 四 國筋之 儀ハ、 御 委任 之 上、 再 取締 方ヲ モ被仰 付、 乍 不人數 、精々 盡カ仕 候處、 未 奏功 一一 不相成 中、 右 之 御 

沙汰 被 仰 付、 畢竟 取締 方 不束 之 儀 モ有之 候 哉ト、 私共 戰モ 竊-ー 痛心 疑惑 仕 候、 御 評議 振 奉伺 候 儀ハ、 重々 恐 多 奉 存候得 

共、 宜國情 御酌 取 被 仰付度^#伏願險、以上。  . 


月 


山 內土佐 守內 

山 內隼人 

内國 事務局 叢書 

〇 木條批 紙、 原 記 ヲ佚シ 、家 記 中 モ亦見 ル所ナ シ、 案ス ル 一一 、加 藤 泰秋家 記、 伊豫 國元 代官 地 取締 被 仰 付 候處、 旣 -ー シテ 

高 知 藩 へ 被 仰 付 候 二 付、 直 二 御免 ヲ蒙 レリ ト、 然レハ 、此 書ヲ上 リシ ラ以テ 、再 命 セラ レシ ナル ヘシ 

〇 再 達 書 

石 川宗十 ii? 

土方 § 耳 千代 

.  土 井能 登 守 

靑山左 京大 夫 

松 平 圖書頭 

付、 是迄 差配 モ有之 事 -ー 候 得 共、 


土 井利 恒、 靑 山 巾々 

誠 以下 各 家家 Hi, 


先達 テ鎭撫 使 被 差 立 候 儀、 諸道 之 人民 方向 ヲ失ヒ 、苦情 所 訴ナク 、差 向 爲鎭撫 被 差 出 候 儀 

元 代官 支配 地 取締 向 等、 民 攻相關 候 事 ハ 、今般 御 達 之 趣 二 基、. 取 計 候 樣可致 候。 

但、 鎭撫使 ヨリ 之 命 ヲ以、 取締 向 相 計 候 次第 モ可有 之 候-一 付、 請 取 方 之 儀、 不都合 無 之 樣可致 候 

〇 本條宣 達、 石 川 成 之、 土方 雄 永、 土 井利 恒ハ 十二 日 二 ァリ、 靑山 忠敏. 松 平信 正ハ 十三 日 ユア リ。 

〇 十 三日 再 達 書 

松 平 越 前 守 

越前國 代官 支配 地 之 儀、 今般、 其 藩 へ 取締 方 被 仰 付 候 得 共、 兼テ 北陸 道 鎭撫使 高 倉 殿、 四條殿 へ 、同所 取 蹄 向 之 儀 ハ 御委 

任 被 仰 付 候 儀 二 付、 前件、 其 藩 へ 御 達シ相 成候篛 ハ 、追 テ萵倉 殿、 四條 殿御 歸洛之 上、 御沙汰 一一 可 相 成 候 間、 夫 迄之處 ノ 

0 古 記 卷三 十一 明治 元年 二月 七日   I   I   一  リー  I 


市 加 駿下能 

長 明 ず T 總、 登 

義實守 守 守 

家豕 


復古 記 卷 三十 一 明治 元年 二月 七日 

其 藩 取扱 二 不及候 事。 

〇 


美濃國 代官 支配 地 之 I み、 舰 f  、道 

〇 


以下 同 


飛驊地 代官 支配 地 之 儀 云 々 

〇 


靑 

松 


一 九 二 

內國 事務局 記 

山 峯 之 助 

平 範次郞 

内國 事務局 記 


土 井能 登 守 

土 井利 恒家. 記 


以下： r 


近 江國元 代官 支配 地 之 儀 云々、 妇 

〇 十 六日 再達誊 


AJ-at ぎ we 也 ro*. き 、以下 同上 文、 但シ束 海道 鎮、 

^i^!nMl ザ ial 支 酉^ 之 係 一ぶ々 撫. 橋 本 |气 柳 原 殿 一一 作ル、 

〇 十八 日 再 達 書 


市 

最 


石 

土 


上 


方 


宗 十 郞 

聱 千代 

石 川 成 德家記 


松 浦 肥 前 守 


松靑 圖 
平 山 〜 

す。 ilL* 

正 誠 Rl 


京 
大 
夫 


^し 5 し 


松 平 主 殿 頭 

肥讓元 代官 支配 地 之 儀云 々腿點 減、 §i.flf  、判  松 浦き家 記 

〇 三月 一 一十 七日 再 達 書 

脇 坂淡路 守 

森 美 作 守 

過日、 播磨國 元 代官 齋藤 六藏、 橫田 新之丞 支配 地、 其 外 一 橋 田 安 領松平 肥 後 元 役 知、 鼓 賊徒 隨從之 旗 本領 共 取締 之 儀、 其兩 

藩へ 被 仰 付 候 所、 齋藤 六藏元 支配 地 之 分ハ、 共 庫 裁 刺 所 支配 被 仰 出 候、 潢田新 1\ ー丞元 支配 地 ノ分ハ 、折 田要藏 支配 被 

仰 出 候 問、 右 之分ハ 取締 イタ シ 候-一 不及、 一 橋 田 安 領松平 肥 後 元 役 知 、鼓 賊徒 隨從之 旗 本領 之 儀ハ、 是迄之 通 取締 向 可 致 旨 

被 仰 出 候 事。 

三月  脇 坂 安斐 家 記 

〇 再 達 書 

青山 力 

松 平 

l.>t.<a.5nn 乞 己お JV 一き に々、 以下 文、 加 藤 明實等 - 一同 シ、 但シ . 

丹波國 代官 支 酉 地 之 僂 云々 山陰 道 鎭撫使 西 園 寺 殿-一作 ル、 

〇 本條、 月日 拉 二 詳ナ ラス。 

〇| 諸 藩 申請書 九條 

肥 後 國元郡 代 窪 田 治 部 右衞門 支配 所 云々 ト 御座 候ハ 、西 國都代 窪 田 治 部 右衞門 二 テ可有 御座 ト奉存 候、 

一 治 部 右衞門 支配 地 ハ 、豐 前、 豐後、 肥 前、 日向 ノ 内所々 有 之、 肥 後 國ノ内 天 艸島モ 有 之、 何レ ノ筒所 取締 被 仰 付 候 哉、 

一 肥後國 五ケ 莊那須 郡 之 儀、 治 部 右衞門 支配 有無 不分明 有 之 候 得 共、 國元 へ 申 遣、 支配 所 -ー 相違 無 之 候 ハ 、 、是又 取締 被 

復古 記 卷 一一 一十一 明治 元年 二月 七日  一九 一一 一 


第 第 第 

三 ニー  〇 

孫 條條批 


復古 記 卷三 十一 明治 元年 二月 七日  一九 四 

仰 付 1 一 テ可有 之 哉、 

但豐後 之 S 、是迄 德川氏 ヨリ 預ケ 來リ候 箇所 ハ、 最前 奉伺 候 通、 取締 被 仰 付 置 候 儀ト相 心得 申 候、 

右 ノ稷々 奉伺 候、 以上。 

細 川 越 中 守內 

二月 八日  青地 源 右衞門 

紙 

書面 之 通、 

窪 田 治 部 右衞門 支配 地 肥後國 内-一有 之 候 丈、 總ヲ 取締 被 仰 付 候、 

書面 ノ通可 相 心得 事。  •  細 川 護ク象 t 

〇 

肥 前 國窪田 治 部右衞 門、 高木 作 右 衞門元 支配 地、 今般 御領 ト相成 候 間、 深 溝 主 殿 頭、 松 渖肥前 守 一同 取締 被 仰 出 奉畏候 

二 付、 心得 方 左 二 奉伺、 

一 御領 ト相成 候 郡 村 地名、 爲 心得 奉伺 候、 

一 御領 之 g 、兩 藩-一 テ打込 請 持 候テハ 、互-一 存込 通行 届 兼 候 儀 モ可有 之 一一 付、 兩藩 在所 最寄之 地面、 分配 請 持 候 テハ可 如何 

有 之 哉、 

但、 御領 地 引 分 請 持 候 事 二 御座 候 ハ 、 、兩藩 熟談 之 上、 取 分 請 持 候テ直 御座 候 哉、 

一 隔遠之 御 場所 二 付、 大事 件 ハ 勿論 相 伺 可 申 候 得 共、 瑣末 事柄 ハ 御 委任 可 相 成 哉、 

伹、 大事 件 之事タ リ ト モ 切迫 之 事柄 ハ 、臨機 應變之 所 置 仕 候テ、 可然儀 二 御座 候 哉、 

一 ，今迄、 苛政 一一 苦 i  、忽難 指 置 窮民 モ 有 之 候 ハ 、貢 米之內 二 テ モ 、夫々 御 賑恤可 被 仰 付 哉 


1 指 當訟獄 向 之 儀、 當分 之處、 如何 相 心得 候 テ可然 哉、 

一 九州 鎭撫總 督御方 へ ハ 、如何 相 心得 候テ宜 御座 候 哉、 

一 此節裨 領安撫 之 儀-一 付、 朝廷 格別 御仁 政 被 仰 出 候、 依 之 何 モ安業 罷在候 樣申觸 候、 村々 へ 高札 相 用 候 テハ、 如何 可 

有 之 候 哉、 

伹、 御領 境 へ 榜示杭 相 建、 如何 相 認可 申 哉、 

一 租税 S 宿驛 人馬 等 之義、 郡 村 差 支 不相成 事件 ハ、 當分是 迄 之 通 致 置、 追テ 取調 之 上、 相 伺可然 儀-一 御座 候 哉、 

一 役人 出張所 竝 貢 米 詰 藏等在 來之分 ハ 、其 儘 相 用、 若最寄 -1 無 之、 新 -ー 取 建 候 節、 入費 ハ 貢 衆 之 内 ョ リ御下 渡 相 成 候 哉、 

一 出張所 慕 挑 燈等ハ 菊 御 紋相用 候テ宜 御座 候 哉、 

但、 御 品物 ハ御渡 相 成 候 哉、 

一 平常 ハ 、御用 辨相達 候 丈 之 人 數爲相 詰、 非常 警衞 之義 ハ 、間近 之 場所 二 付、 其 節 -ー 臨、 出兵 之 心得 -ー テ宜 御座 候 哉、 

一 貢 米 上納 之義 ハ 、何方 へ 運送 仕 候テ宜 御座 候 哉、 

很、 運送人 費之義 ハ 、貢 米 之 内 ョ リ御下 渡 相 成 候 哉、  . 

一 御領 所 之 儀-一 付、 飛脚 指 立 候節ハ 、繪符 之 儀、 如何 相認 候テ宜 御座 候 哉、 

右 之 事件、 程 能 御 差 圖被成 下 候 樣奉願 候、 以上。 

松 浦 肥 前 守家來 

二月 十日  田 村 文 右衞門 

〇 批紙  、 , 

第 一條 郡 村 地名 之義、 元 支配 陣屋-一 在 來候 書類 ヲ以テ 、穿 髮ヲ 遂ケ、 尙郡中 總代共 ラモ相 亂シ、 旦細 取調 之 上、 書面 ヲ以 

テ可申 聞 候、  ， 

復古 記 卷 一一 一十一 明治 元年 二月 七日  一九 五 


復 古 記 卷 一一 一十一 明治 元年 二月 七 曰  一九 プ 

第二 條 書面 之 通 可 相 心得 事、 

但書 同斷、 

第三 條 書面 之 通 可 心得 候 事、 

第四條 謹リ寶 S ハ、 I 之 通リ取 計ヒ、 貢 i 章 £ 調 可 申 聞、 尤 I 恤筋 S モ S 之趣モ 有 之候ハ 、 

可 被 相 伺候 事、 

第 五條 指 當リ訟 獄向之 儀 ハ 、公平 ヲ以及 所 置、 大獄 之 儀 ハ 、九州 鎮撫 總督方 へ 可 相 伺 事、 

第六條 假札相 用 ヒ可然 事、 

但書、 自領之 榜示相 立 候 ハ 、 、御領 ハ 不及其 儀 候 事、 

第七條 書面 之 通 可 相 心得 候 事、  - 

第八條 成 丈 在 來之分 相 用ヒ、 新規 之 義ハ伺 之 通 取 建 可 申 事、 

第九條 取締 場所 限 相 用 候 義ハ不 苦 候、 

第十條 書面 之 通 可 相 心得 候 事、 

第 十 一條 大坂 表へ 蓮 送 之 上、 同所 裁判所へ 可 被 申達 候、 

但、 入費 之義、 先 ッ當年 之 處ハ、 貢 米 之 內-ー テ償候 樣可致 候，  . ^國 事務 HP 

第 十二 條 追 テ御差 圖可有 之 事。 

勢^ 御領、 今 i 藩へ I 被 仰 付 奉 |、5 籠 仕、 人民 方向 ヲ定、 石高 村 II 上、 墨 知行 高-一 應シ、 受、 

候 心得 -ー 御 I、 乍 併、？ 差 向 il 儀 、ノ  、先 多量 元 支配 所 、ノ 宗十郞 方 へ 引受、 岩 田 元 I 所 ハ 擎代方 へ i 候テ 


紊 無之樣 簡易 - 一所 置 仕度 奉存 候、 尙互細 之儀ハ 、鎭撫 次第、 檢圖面 等 ヲ以可 奉伺 候、 以上。 

石 川宗十 郞家來 

二月 十日  堀 池 重 右衞門 

,  土方 聱 千代 家 來 

山中 祇九郞 

■ 石 川 成 德家記 

〇 十二 日 申請書 二通  I 

今 r<、£ 江國は i 之 儀、 三 藩 へ 被 仰 付 候 二 付、 石原淸 一 郞 へ 及掛合 候處、 大津 表金穀 取締 之 儀 ハ 、土 州 藩 今 坂 勘 六 へ 、大津 

表 御 出張 之 橋 木^ ヨリ 被 仰 付 候 趣、 且殘穀 之 儀ハ、 阿 州 藩士へ 取締 被 仰 付 候 趣-一 御座 候、 

一 松 平 肥 後 元 役知爲 取締、 長 州 藩士 出張 候 趣 御座 候、 

右 之條々 、如何 取 計 可 申 哉、 此段奉 窺 候、 以上。  ， 

市 橋下總 守家來 

長江 甚左衞 門 

加 藤 能 登 守家來 

西 村 均兵衞 

最上 駿河 守家來 

循岡 小一 郞 

加 藤 明 實家記 


〇 


復古 記 卷 一一 一十一 明治 元年 二月 七日 


九 七 


復古 記 卷 一一 一十一 明治 元年 二月 七日  一九 八 

今、 般近 江國元 代官 地 御領 ト相成 候-一 付、 三 藩へ 取締 被 仰 付 候-一 付 テハ、 石 原淸ー 郞、 多羅 尾主税 役所 諸 帳面 類 其外總 

テ、 朝廷へ 被 召 上 候テ、 御 渡 被 成 下 候 儀-一 御座 候 哉、 

一先 方 ヨリ 相 渡候樣 御沙汰 被 成 下 候 哉、 

1 三 藩 ヨリ 出向 請 取 候 儀 -ー 御座 候 哉、 

右 之 段 奉 窺 候、 以上。 

連名 同上 

加 藤 明 實家記 

〇  . 

伊勢 守、 相模守 儀、 今般 備中國 御領 地 御 取締 被 仰 付 難 有 仕 合奉存 候、 右-一 付、 取 計 向 並 心得 方 之 儀、 猶追々 可 奉伺 候 得 

共、 差 向 候 簾々 左 ュ奉申 上 候、 

一 右 御領 地 村 萵並諸 帳面 類 請 取 方 之 儀、 何 レ ノ向ョ リ御 引渡 一一 相 成 候 儀 一一 御座 候 哉、 

一 右 御領 地 請 取 方 相 濟候上 ハ 、不 取敢、 倉敷 元 代官 所 へ 、伊勢 守、 相模守 兩家ョ リ家來 之 者 差 出 置、 高 辻 帳 拉殘穀 其 外 年 

年 御收納 向、 取調 支配 爲仕 、且又 鎭撫方 人數之 儀ハ、 兩家 陣屋 へ 兼テ 用意 仕置、 非常 之 節ハ、 應援仕 候 心得 二 テ宜 御座 候 

哉、 

一 御領 地榜 示杭認 方、 左 之 通 二 テ宜 御座 候 哉、 

禁裏 御領 lg  I 田 伊 相-一村い 御 取締 支配 所、 贿 1、 . 

右 之 件々 奉伺 候 間、 宜御差 圖之程 奉 願 上 候、 以上。  • 

二月 十九 日  關 伊勢 守 

薛田 相模守 


關長克 家 記 

薛田廣 孝 家 記 

〇 長 克家記 二 云、 四月 一 一十 五日、 備中國 取締 御免 -ー 付、 是マ テ差出 候 書付 被 差 返 候ト、 廣孝家 記モ亦 同シ。 

〇 

一 廻 村 之 上、 村 役 其 外 判持竝 十五 *i 以上 在 村 之 者 共、 不殘出 役場へ 呼 出シ、 今般、 從 朝廷， 兩 藩へ 御 取締 被 仰 付 候 御 趣 

意 申達、 舊弊患 害 等 實事承 釓可申 事、 

一 兩藩之 指揮 屹度 相 守、 違犯 イタ ス間敷 g 申讒、 安堵 之 所 置 取 計 可 申 事、 

一 村 内 - 一身 業宜、 農業 出精 イタ シ、 衆人 之 手本 -ー モ可相 成人 物ハ、 出 役場へ 呼 出シ、 心得 方 篤 ト相尋 、念 相違 無 之 上 ハ 、名前 

相認、 引取 之 上、 賞 善 之 簾 相 伺 可 申 事、 

一 村 中 之人氣 -! 拘リ 候、 姦民 役人 ハ 勿論、 小 前 之 モノ タリ トモ 、篤 ト承亂 候 上、 難 差 置 分 ハ 、不 取敢、 出 役人 ノ  了簡 ヲ以、 夫 

々咎之 所 置 イタ シ置、 引取 之 上 相 伺 可 罪 之 事、 

一村 每 制札 場 相改、 今般 從 朝廷、 被 仰 出 候 御 制札、 於 其 所、 假二認 爲揭可 申 事、 

一 咋 年貢米 納銀 等殘之 有無 員數等 取調、 書面 -ー 相 認持歸 可 申、 殘米殘 銀 預リ銀 等 相改候 上、 出 役人 之 封印 付 置 可 申 事、 

一 村々 往還 筋 宿 驛等之 儀ハ、 廻 村 之 上 一一 テ、 地理 模樣柄 見定候 上、 在所 へ 早々 申 遣、 人 數差出 シ鎭撫 處置可 仕 候 事、 

一 村々 村 名、 村 高 帳、 免 割 帳、 人別 帳、 戶數 帳、 寺社 帳、 拉除 地、 證文地 等、 小 堀數馬 へ 申 付、 爲差出 持參、 廻 村 之 上 一 應 引合、 

相違 之 有無 相 調 可 申 事、 

右ハ， 此度丹 波國元 代官 小堀數 馬、 小 堀 右 膳 支配 地 天領 之 村々、 兩 藩へ 御 取締 被 仰 付 候-一 付、 右 御用 相 勤 候 役人、 近日 

廻 村 仕、 土地 之 形勢 モ 承知 仕度、 依 之、 右 之 簾々、 兩藩申 合 取 計 仕 候テ、 可然 御座 候 哉、 此段 奉伺 候。 

松 平圖書 頭家來 

慶應四 辰年 二月  松 島 重 右衞門 

復古 記 卷 三十 一 明治 元年 二月 七日  一九 九 


復古 記 卷 一一 一十一 明治 元年 二月 七日  二 00 

青山 左 京大 夫 家来 

永戶 彌次郞 

松 平信 正 家 記 

〇 本條、 上申 ノ日、 及 ヒ批紙 ヲ失ス 、盖シ 不日 一一 シ テ罷ム ルヲ 以テ、 批紙ヲ 下ササ リシナ ルへ シ、 上ノ 水口 及ヒ新 見藩ノ 

批紙モ 亦同シ C 

去月 七日 太政官 代へ 家来 之 者 御 喚 出-一 テ、 讃岐國 元 代官 櫻 井久 之 助 支配 地、 今般 御領 ト相成 候-一 付、 右 場所 取調 之 儀 

被 &付候 二 付、 早速 在所 表へ 申 遣 候處、 右國中 取調 之 儀ハ、 兼 テ土佐 少將へ 被 仰 付 御座 候 由 ニテ、 於 彼 手、 此節專 取調 

罷在候 a 一一  付、 中途 ヨリ 受取 候 テハ、 何 角 混 雜モ可 仕、 且 民心 疑惑 ヲ生シ 候 程モ難 計、 旁 心配 仕 候 一一 付、 是迄 通、 土 佐 少將へ 

被 仰 付 候 樣奉存 候、 此段 奉伺 候、 以上。 

三 月 三日  京 極 佐 渡 守 

〇批 紙 

書面 之 趣尤之 次第-一 付、 去月 七日 御沙汰 之 旨 ハ御取 解 相 成 候 事。  京 極 高德家 Sh 

〇 

美 作國元 代官 潢田 新之丞 支配 地、 御領 ト相 成、 取締 之 儀備後 守へ 被 仰 付 候 -ー 付、 早速 役人 共 入 村 申 付 候處、 薩藩折 田 要藏へ 

西 園 寺：^ ョ リ 別紙 之 通 リ御達 有 之 候 由、 右 要 藏家來 出張 先 一一 テ 承知 仕、 兩端相 成 候 二 付、 如何 取 計 可 仕 候 哉、 最 要藏ョ リ モ 

同 樣可奉 窺 害 -ー 申談候 旨、 出張 役人 共 ョ リ申越 候 二 付、 此段 奉伺 候、 已上。 

三浦備 後守內 

三， r 六日  渡邊 恆太郞 


折 田要藏 

右 ハ 、但州 生 野 元 代官 支配 地、 其方 へ 令 委任 候條、 萬 事宜 -ー 所 置 可 致 者 也。 

慶應四 年 二月 四日  鎭 撫總督 公望 御 判 

三 浦 顯次家 記 

〇 本條、 批紙ヲ 失ス。 

0 以上 舊 代官 地 管轄 ノ條件 一一 係リ、 次條 以下 ハ 、預地 及 ヒ 松平容 保、 松 平定 敬 ノ職田 檢査等 一一 係レル モノ ナリ。 

〇 七日 達 書 

戶田釆 女 正 

是迄、 德川氏 預地之 内、 年貢 殘穀 竝高附 帳、 早々 取調、 內國會 計兩局 へ 可 差 出 候 事。 

こ. J  戶田氏 共 家 記 

一 一 月 

〇 

脇 坂 淡路守 

森 美 作 守 

其 藩-松 平 肥 後 元 役 知、 美 囊郡宮 村 外 拾 五 ケ村、 加 東 郡、 加 西 郡 村 々 、去 卯年 收納殘 米、 早々 取調 之 上、 以 書面、 會計 裁判所 へ 

可 相 達 事、  ， 

但、 是迄之 差 引 有 之 分 ハ 、其 藩 二 テ 取調 之 上 致 差 引、 殘米之 分 ハ 本文 之 通、 以 書面 可 相 達 候 事。 i  % 安儀 斐%  ^ 

〇  . 

加 藤 能 登 守 

復古 記 卷三 十一 明治 元年 二月 七日  二 〇 一 


家 章 守 守 守輔守 
家政 
記以 


復古 記 卷 一一 一十 一 明治 元年 二月 七日 

以下 同 


其 藩、 松 平 肥 後 元 役 知、 卯年 云々、 

〇 八日 達 書 


各 通 


是迄、 德川氏 預地之 内 云々、 l、f 同 田ンぶ 

〇 榊 原 政 敬 家 記 二 云、 越後 國御預 所 御高 調 御 達 -ー 付、 取調 差 出 候 書類 ハ 燒失、 相 分不申 候。 

〇 高 取 藩 へ 口 達 書 

是迄、 德川氏 附屬之 旗下 領分 モ 、別紙 同樣相 心得 へ ク事。 

〇 


其 藩、 松 平 肥 後 元 役 知、 去 卯年 云 々 、|、， 一お % 

〇 九 目 達 書 


是迄、 德川 氏預地 之內云 々 、|7^同田^^ 


二 0 二 

加 藤 明 實家記 

池 田備前 

榊 原 式部 大 

加 藤 遠 江 


村 


筑 前 

駿 河 

池 田 

下 各 


植村家 壶家記 

高木 主 水 正 

高 木 正 善 家 記 

井伊 掃 部 頭 

井伊 直 憲家記 


〇 


是迄、 德川氏 預リ地 代官 |"14、 ノ 年貢 殘穀 並高附 帳、 早々 可 差 出 事" 


渡 岡丹筑 

邊部後 前 


綱 職 守 


nLnLi 


但其 外、 賊徒 隨從之 麾下 所領 等 モ有之 向 ハ 、右 二 準シ、 早々 可 差 出 事、 

右 之 通、 早々 囘達ィ タ シ、 留 ヨリ 返上 可 有 之 事。 

柳澤 甲斐 守 永 井 日向 守 植村駿 河 守 織 田 攝津守 北 條相模 守 高木 主 水 正 

岡 部 筑前守 渡 邊丹後 守 15 井遠 江 守 九 鬼 長 門 守  擁餅絲 鶴 « 誘 

〇 岡 部長 職、 植村家 壺ハ、 八日 旣ニ此 命 ァリ、 本條、 盖シ 畿内 十藩ヲ 連書ス ルヲ 以テ、 重複 セ シ ナリ， 今 之ヲ兩 存ス。 

〇 十日 達 書 

櫻 井 遠 江 守 

櫻 井 忠與家 記 


其 藩、 松 I^fi 中元 役 知、 去 卯年 云 々 、ls^s^ 

〇 


各 通 


岡 部 

渡 遷 


其 藩、 松 平 肥 後 元 役 知、 去 卯年 云々、 垌 

〇| 諸 藩 申請書 

〇 岸 和 田 藩 上申書 五 通 

咋日被 仰 出 候 是迄預 所 之 内、 年貢 殘穀 並高附 帳、 且 賊徒 所領 等 迄、 弊 藩 -ー テ早々 取調 可 申 上旨 奉畏 候、 不取敢 、此段 御請 奉 

申 上 候、 以上 Q 

1 一 月  岡 部長 職 家 記 

〇 

凡 高 一 萬 八 千 五 百 五十石 餘 一  橋  領  同 高 一 萬 三千 七 百 九十 石餘 田安領 

復古 記 卷 三十 1 明治 元年 二月 七日  二 〇 三 


卷 一一 一十 1 明治 元年 二月 七日 

餘 小 堀數馬 支配 所 


林 大學頭 

施行 院 

小 出 伊織 

同 斷 

同 斷 


知 行 

知 行 

知 行 


所 

J 


同 高 一 萬 四百 五十石 餘 

同 高 二十 石餘 

同 高 二百 四十 九石餘 

同 高 千 十 ニ石餘 


二 〇 四 

松 平 肥 後 j 


役 


同 高 

除 地 


十七 石 


細 川 右 京大 夫 家来 g 斤 

長岡帶 刀 わ 

稻葉 藤九郞 知 行 所 

御朱印 地ト唱 來候堺 十七 

ケ 所領 

同 斷松尾 寺 


方 貝 


半 


岡 部長 職 家 記 


復 古 記 

同 高 六 百石餘 

. 同 高 二 十 石 餘 

同 高 百 四石餘 

同 高 四千 二百 三十 八石餘 

同 高 二 石 餘 

同 高 五 石 五斗 餘 

右委 ク 取調 可 差 上 候 得 共、 至急 御尋 大略 申 上 候、 以上" 

二月 九日 

〇 

先般、 兩 藩へ 取調 被 仰 付 候 松 平 肥 後 元 役 知 地所 石高 等 取調 仕 候處、 右 村々 之 W  、先 納仕候 分 有 之 候 旨 申出 候 二 付、 請 取 書 

fl. 改候處 、無 印 之 分 モ有之 候 二 付、 精々 申 付 候 得 共、 何分 重複 二 相 成 候 段 歎 出 申 候、 如何 取 計 可 仕 哉、 此段 奉伺 候、 以上。 

.  岡 部筑前 守み 

三月 廿日  關. 

岡 部長 職 家 記 

先^、 和 泉國元 一 橋領、 筑前守 取締 被 仰 付 候 二 付、 先達 中、 去 卯年 分 殘穀殘 銀 並 -ー 取調 帳地圖 等、 奉 差 上 置 弓 續右取 立 二 

相 掛候處 、前 領役手 へ 是迄願 出 置、 未聞 濟 ハ 無 之 候 得 共、 尙又奉 願 度 段 申出、 右 二 付而 ハ 、徒 黨致候 者 モ有之 趣 二 付、 精 々や 

害 申 聞、 取 立 可 仕 候 得 共、 萬 一 强情申 募 候節ハ 、如何 取 計 可 仕 哉、 此段 奉伺 候、 以上。 

岡 部筑前 守內 


四月 三日  坂 井 又ダ郞 

〇 四月 十日 批紙  ， 

去 卯暮、 方之義 一一 付、 平均 直段ヲ 以テ、 收納ィ タ シ度 旨、 元 支配 所 へ 及 願 達 候處、 聞 濟モ無 之 趣、 今度 當暮 上納 之 節 -ー 至、 

又々 平均 直 段 ヲ以テ 及 欵願候 付、 種々 及 利 解 候へ 共、 村々 承伏 不致、 徒黨ヲ 結ヒ强 訴體之 所業、 不届之 事 一一 候、 自然 役場へ 

對シ、 不埒 之 義於有 之 ハ 、發頭 人 其 餘嚴重 可 及 取締 旨 被 仰 出 候 事。  岡 部. 長 職 家 記 

〇 

松 平 肥 後 元 役 知、 和 泉國南 郡、 日 根 郡 之內ー 一十 ケ村、 兩藩 へ 取調 被 仰 付、 則 取調 帳 差 上申 候、 然處 別紙 無 印 受取 書 差 出 候、 

勘定 差 引 一一 相 立 申 度 段 申立 候 得 共、 素 ヨリ 無 印之義 一一 付、 勘定 難 相 立 段、 理解 差 加 置 候處、 欵 願書 ヲ以、 押テ 申立 候 二 付、 其 

段 下 # 止、 先月 廿日 奉伺 候處、 先 納金 正月 三日 迄 之 分ハ引 立、 三日 以後 ハ不及 其 儀 旨 御 付 紙 ヲ以テ 被 仰 渡 候 段、 村々 へ 

申 渡 候處、 其 後 尙叉願 出 候 -ー 付 、何分 無 印 之 受取 書 -1 御座 候 故、 再三 理解 申 聞 候 得 共、 其 節 朝敵 ト申義 於 村々 ハ 不相 心得- 

敗走 之 節、 會津 役人 ョ リ嚴敷 取 立 故 相 納候處 、無 印 請 取 書 相 渡 候 -ー 付、 村 役 共 ョ リ段々 及 掛合候 得 共、 右 之 場合 -ー 付、 印形 

持參無 之、 不得止 無 印 受取 書 -ー テ相渡 候 段、 粗忽 之 至 候 得 共、 何分 至急 之 際不得 止、 右 之 次第 二 至 候 段 奉 恐 人 候、 乍 去 前文 

之義， 一 付、 無 印 之 分モ御 採用 被 成 下 度、 種々 願 出、 別紙 歎願 書 差 出 申 候、 併 村 役人 共 粗忽 S 我-一 付、 種々 說翁ヲ 加 候 得 共、 右 

御 採用 不相 成候テ ハ 、小 前 取 立 甚以六 ケ數旨 押テ願 出、 實二無 餘義相 聞 候 -ー 付、 不得止 事、 別紙 欵 願書 一 一通 相 添 奉伺 候 間、 

宜ク御 差 圖被成 下 候 樣奉願 候、 以上。 

四月 五日  板 倉修助 

〇 五月 十五 日批紙 

書面 同 之 通、 無 餘義相 聞 候 -ー 付、 無 印 之 分 タリ 共、 證書遂 吟味、 相 逢 無 之 候 得 ハ 、勘定 差 引 相 立 候 樣取計 可 申 事 

岡 部長 職 家 記 

復古 記 卷 三十 1 明治 元年 二月 七日  二 0 五 


復古 記 卷 一一 一十一 明治 元年 二月 七日  二 〇 六 

〇 本條、 別紙 及ヒ 歎願 書、 並 一一 之ヲ 佚ス。  . 

〇 尼畸、 三 田 一 一藩 申請書 三 通 

去ル 九日、 御 達 御座 候 是迄德 川 氏 預リ地 代官 年貢、 殘穀 竝高附 帳、 早々. 可 差 出 旨奉畏 候、 精々 手繰 可 仕奉存 候， 但シ 其外賊 

徒 隨從之 麾下 所領 等 モ有之 向 ハ 、右 -1 准シ、 早々 可 差 出 旨 被 仰 出 候、 右 賊徒 隨從之 向、 先達 テ被止 官位 候 分 ハ 、 御 達 向 一一 

テ、 姓名 承知 仕 候 得 共、 其 外 誰々 隨從仕 候 哉、 承知 不仕候 -ー 付、 取調 難行 届ト 心配 仕 候、 何卒、 右隨從 麾下 之 姓名 奉伺、 早々 

在所 表 へ 申 遣 度、 此段奉 願 候、 以上。 

櫻 井 遠 江 守 内 

二月 卜 二日  靑 谷 源次郞 

九 鬼 長 門守內 

わ U  , 太&; 

〇 十九 日批紙 

賊徒 隨從之 向、 被 止 官位 候 外 -ー 、取調 之 上 何分 申出 候 樣可致 候 事。  櫻 井 忠興家 記 

〇 三 S 十日 上申書 

兼テ被 仰 出 候 德川氏 麾下 所領 年貢、 殘穀拉 高 付 帳 取調 仕 候 一一 付、 帳面 差 上申 候、 何分 諸 領入組 之 場所柄 一一 テ、 自然 調 落 等 

有 之 候 得 者、 早々 以 書面 可せ 上 候、 此段御 斷申上 候。 

一 能 勢，？ I 左衞 門、 能 勢 日向 守、 能 勢大隅 守、 右三人 之 儀 ハ 朝廷 歸從仕 候 趣 -ー 付 取調 不仕 候、 此段申 上 候、 以上。 

樓 井遠 江 守家來 

三月  片岡 一郎 

.  九 鬼 長 門 守家來 


小 寺 泰次郞 

櫻 井 忠興家 記 

〇 本書、 所謂 帳面 家 記、 之ヲ 佚ス。  . 

〇 三月 十一 一日 上申書 

先達 テ、 九 鬼 長 門 守 ヨリ、 以 書面 奉伺 候 一 橋、 田 安兩家 所領 \ー 儀、 元 代官 地 同樣之 心得-一 テ、 殘穀拉 高 付 帳 取調 之 上、 取締 等 

可 仕 旨 奉伺 候處、 伺 之 通 可 相 心得 段、 去月 廿 三日、 以御附 札 被 仰 出 候、 右 二 付、 兩藩 申談之 上、 左 之 通區別 取締 仕度 奉存 候、 

此段 奉伺 候、 

島 下 郡 高 七 千 七 百 十五 石 四 斗貳勺 三才 

西 成 郡 高 四千 八 石 八 斗 一 一升 責合 

川邊郡 高 六 千 七 百 十二 石 六 斗 三 合 七 勺 

右 櫻 井遠 江 守 

豐島郡 高 五 千 百 十六 石 一 一斗 八 升 一 合 九 勺 一 才 

有 馬 郡  高 四千 七 百 五 石 一 キ四升 五合 

右 九 鬼 長 門 守 

右 之 通 御座 候、 以上。 


三 月 


復古 記 卷 n 一十一 明治 元年 二月 七日 


櫻 井 遠 江守內 

片両 一郎 

九 鬼 長 門守內 

小 寺 泰次郞 

二 〇 七 


復古 記 卷三 十一 明治 元年 二月 七日  二 

〇 三月 十七 日批紙 ，  - 

兩藩區 別 取締 之 儀、 可 爲伺之 通 候 事、 

伹、 有 馬 郡 之 分ハ、 ー應 兵庫縣 裁判所へ 取調 之 上、 追テ 御沙汰 有 之 候 事。  櫻 井 忠興家 f 

兼テ被 仰 付 候 松 平 越 中元 役 知 取調 之 儀、 其 後、 内海 多次郞 へ 御 達 之 御 品 モ有之 候 趣、 同人 申 聞 候閒、 別段 取調 不仕 心得 二 

御座 候、 此段御 届 申 上 候 、以上。 

櫻 井 遠 江 守 內 

三， T 八日  靑 谷 源次郞 

櫻 井忠興 家 記 

〇 一 一月 晦日 彥根藩 上申書 四 通 

掃 部 頭 儀、 斤 r! ェ國之 内、 別 帳 石高 之 地所、 是迄德 川 家 ヨリ 預リ 支配 罷在 候、 此段御 届 申 上 候、 以上。 

井伊 掃 部頭內 

關  由太郞 

一 一 月 

井伊 直憲 家 記 

別紙 申 上 候、 近 江 國別帳 石高 之 地所、 向後 尙掃部 頭 H 御 預ケ、 私 領同樣 支配 被 仰 付 被 下 置候樣 仕度、 此段可 奉 願 旨、 掃 部 

頭 申 付 越 候、 以上。 

井伊 掃 部頭內 


井伊 直 憲家記 

〇 

是迄、 德川氏 預地之 S 、年貢 殘穀並 高附帳 早々 取調、 內國會 計 兩御局 H 可 差 上樣、 去 九日、 被 仰 出奉畏 候、 侬 之、 高附 取調、 

別 帳 舉指上 候、 將又咋 卯年 貢 收納之 分 ハ 、舊 冬、 德川家 へ 借用 申立 遣 ヒ切候 -ー 付、 以 別紙 奉 願 候、 此段御 答申 上 候、 以上。 

井伊 掃 部頭內 

二月  關  由太郞 

井伊 直 憲家記 

〇 別紙 

井^ 掃 部 頭、 近 江 國領所 三 萬 石餘、 昨年 收納之 分 ハ 、累年 之 費 弊、 迚モ取 續方難 相 成 候 二 付、 借用 致 度 旨、 舊冬德 川 家 へ 申立、 

困窮 之 至極、 不得已 用度 -ー 遣 ヒ 切 申 候、 右 等 之 儀、 今日 朝廷 へ 奉 對申上 候 儀 ハ 、深 恐 入 候 得 共、 必至 難 ^§之 場合 御 垂憐被 

成 下 度、 此程桑 名 城 御 追討、 猶又束 山道 御先 鋒 等 被 仰 付、 追々 出兵 候-一 付テハ 、用度 彌以難 支、 卽今 手繰 可 仕樣 モ無御 

座、 深 心配 仕 候 次第 一一 付、 無 餘條、 今般 改テ拜 借 之 儀 朝廷 へ 奉 歎願 候條、 前文 之 事情 御 諒察 被 成 下、 何分 一一 モ御 聞濟之 

程、 只管 可 奉 懇願 as  、掃 部 頭 申 付 越 候、 以上。 

井伊 掃 部頭內 

二月  關. B 太郞 

.  井伊 直 憲家記 

〇 批紙、 原記ヲ 佚ス。 

〇  - 

近 江 國預所 村々 三 萬 石餘之 分、 咋冬之 物 成、 別 帳 之 通 -ー テ 借用 高 -ー 御座 候、 以上。 

復古 記 卷三 十一 明治 元年 二月 七日  二 0 九 


復古 記 卷三 十一 明治 元年 二月 七日 


月 


二 一  〇 

井伊 掃 部頭內 

W  由 ブ 食" 

 f, 井， 伊， 5fcL 


〇 彥根藩 上. & 書中、 所謂 別紙 家 記 皆 之 ヲ 佚ス。 

〇閏 四月 一 一十 四日 達 書 


松 平 三 河 守 


其方 預、 德川元 領分 高 並 地所 村 名 付 等、 凡テ 微細 -ー 取調 書、 急速 行政官 へ 差 出 候樣被 仰 出 候 事。 

〇 津山藩 上申 I 


大 庭 都、，？，.'… t ト 、 

元 御預所 美作國 西西條 C 鄉村高 書付 

高 * 萬 六 千 六 百 石 八 拾 堂 石 六 斗^ 升貳合 

此譯 


美作國 


大 庭郡菟 拾 八ケ村 


高 七 千 六 百 八 拾 八 石 五斗 三 升 八 合 

高 八 拾 七 石 三 斗 六 升 四 合 下見 村 

高 三百 五 拾 石 « 斗 三 升  三 坂 村 

高 九 拾 貳石四 升貳合  都 喜 足 村 

高 百 四拾鱟 石 七 斗 三 合  久見村 

高 六 百 拾 九 石 « 斗 八 合  社  村 

高 百 六 拾 三 石 七 斗 五 升 五合 田 羽根 村 

高 貳百四 拾 四 石 三 斗 四 升 七 合 初 和 村 


高 百 七 拾 九 石畳 斗 六 升 四 合 

高 三百 三 拾 贰ハ石 八 升 三 合 

高百菟 拾 九 石 贰斗三 升 三 合 

高 戴 百 七 拾 堂 石 六 斗 五 升 八 合 

高 三 拾 九 石 三 斗貳升 五合 

高 八 拾 六 石 八 升 七 合 

高 百 四 拾 八 石 六 斗 六 升 四 合 


法 

湯 

眞 


寺 

世 


界 

貫 

湯 

本 

世 七 原 

加 子 


原 


村 

ネ 

ネ 

キ 

ネ 


高 六 百 九 拾 石 四斗爱 升 七 4n 下 和 村 

高！^ 百 七 拾 貳石九 斗 八 升 別 所 村 

高 貳百六 拾 貳石四 合 四 勺 上長 田 村 

高 五 百 八 石 六 升 六合  下 福 田 村 

高 百 三 拾 四 石 七斗責 升 七 合 冨山根 村 

高 八 拾 七 石 三 斗 八 升 三 合 湯船 村 

高 四百 拾 四 石 三 斗 四 升 六合 下德 山村 

高 七 千 八 百 贰拾九 石 八 斗 四 合 西 西 條郡贰 拾 五ケ 村 

内 

高 三百 五 拾 貳石四 斗 七 升 六合 山城 村 

高 三百 六 拾 八 石 七 斗 六 升 七 合 土 生 村 

高 百 五 拾 四 石貳； 升 « 合  大  村 

高 四百 六 拾 五 石 九 斗 七 升 « 合 冨 西谷衬 

高 三百 六 拾 七 石 七 斗 四 升 三 合 黑 木 村 

高 百 五 拾 四 石 壹斗九 升貳合 西 星 村 

高 五 百 真 拾 四 石 壹升壹 合 久田下 原 村 

高 15^ 百 七 拾 三 石 五斗 九 升 五合 河内 村 

高 七 拾 八 石 壹 斗 六 升蓖合 女 原 村 

復古 記 卷 三十 1 明治 元年 二月 七日 


高菟百 六 拾 六 石 貳斗貳 升貳合 士 n 田 村 

高 四百 七 拾貳石 三斗覺 升 下 長 田， 村 

高 貳百八 拾 四 石 四 斗 四 升 五合 六 勺 上長 田 村分鄕 

高貳百 拾. 蒐石四 斗 六 升 七 合 冨掛田 村 

高 三百 六 拾 戴 石 三 斗 六 升 六合 中 福 田 村 

高四百^^拾責石九斗菟升九合 上 福 田 村 

高 四百 拾 三 石 六 斗 八 升貳； 合 上德 山村 


高 千 貳百九 拾 八 石 三 斗 五 升 七 合 中 *  〔仓 村 

高 貳百四 拾 七 石 五斗 三 升 八 合 冨 仲間 村 

高 五 拾 六 石 八 斗 六 升 六合 楠 .  村 

高 四百 四 拾 五 石 六 斗 三 升 八 合 冨 東 谷 村 

高 百 三 拾 三 石 七 斗 « 升  箱  村 

高 百 六 拾 五 石 七 斗 四 升 « 合 井坂 村 

高 百 四 拾 九 石 菟斗四 升  久田上 原 村 

高 « 百 三 拾 石 六 斗 七 升 四 合 杉  村 

高 九 拾 九 石 爱斗三 升！^ 合 至孝 農村 

二 1 一 


長 

上 


復古 記 卷 三十 

高 五 百 九 拾 八 石 * 升 九 合 

高 貳百貳 拾 四 石 壹斗賣 升 六合 

高 11^ 百 貳ハ拾 八 石 壹斗六 升 六合 

高 四百 拾 六 石 ral 斗貳合 

高 千 百 六 拾 三 石 斗 八 升 

內 

高 三百 三 拾 豐石九 斗 五 升 « 合 小 

高 百 六 拾 三 石 « 斗 六 升 六合 戶 

高 貳拾四 石 貳斗六 升  東 


明治 元年 二月 七日 

羽 出 


津 


齋 原！ 


ネ 

ネ 


高 _贰 百 三 拾 三 石 壹斗八 升 五合 

高 三百 四 拾 石 壹斗九 升 七 合 

高 菟百貳 拾 三 石 八 斗 八 升 


ニー  二 

養 野 

奧津川 西 

下 蜜 原 


村 

村 


東北 條郡 六ケ村 


賀 

黑 木 


ネ 


高 三百 六 拾 壹石三 斗 三 升 六合 

高 百 拾 六 石 五斗 四 升 五合 

高 六 拾 六 石 ¥ ハ升貳 合 


靑 


野 〔み 

下 


ネ 

村 

ネ 


右 ハ 、元 松 平 三 河 守 御 預所美 作 國大庭 郡、 西西條 郡、 東北 條郡鄉 村 高、 書面 之 通 御座 候 也。 

〇 案スル 一一、 預地 儉査ノ 命、 多ク ハー 一月 上旬 一一 ァリ、 津山 藩當時 佐幕 ノ嫌ラ 受ケタ 

ン、 其 同一 事タ ルヲ以 テ此ニ 併 錄ス。 

〇 

一 高 千 三百 五 拾 四 石 九 斗 八 升 五合 

内譯 五 百 〇 三 石 菟斗五 升 八 合 

百 五 拾 石 六 斗 

三百 八 拾 四 石 七 斗 九 升 五合 

〇 本條、 八 年 質問 ノ際 上申 セ シ モ 


松 平 康倫家 記 


故 二 遷延 シ テ闺月 二 至 リシナ 


攝津國 川 邊郡池 尻 村 

伊豫 國風早 郡 粟井 村 

同 國同郡 大浦村 

二 係ル、 今此ニ 附錄ス „ 


九 拾 六 石 七 斗 四 升氪合 

寛 百 十七 石 五斗 九 升 


同 國同郡 南 野 村 

同 國同郡 小濱村 

加 藤 泰秋家 記 


〇 松平賴 升、：！^ p 頭 封 9f 萬 山 石瀟其 老臣 ヲ シテ京 一一 抵 ラシ メ、 討 會ノ 先鋒 タラ ン コトヲ 請フ、 是曰、 之ヲ 

聽ス、 尋テ命 シ テ 、仙臺 藩 二 應援セ シ厶。 

〇 四日 申請書 

乍 恐 奉 願 上 候 口上 覺、 

奥州 田 村 郡 守 山 領主 

大學頓 家 來總代 

三本 木鎗 三 郞 

增子 鼎ー郞 

, 遠 藤 無位 

右 奉 申 上 候、 主人 大學頭 儀ハ、 先年 ョ リ 病氣- 一有 之、 養子 廿ー 一麿 儀ハ、 水 戶故前 中納言 末子-一 テ、 當年漸 十 歲-ー 相 成、 總テ家 

來打 寄、 乍不及 補佐 罷在 候處、 此度 御一新 之 折 柄、 藩 中 一同 何卒 勤王 之 道相盡 度、 種々 談合 仕 居候 處、 此 頃會津 御征 

討 之 御沙汰 被 爲在候 趣、 竊ニ傳 承 仕、 元 來會津 國柄之 儀ハ、 四方 峻山立 巡リ、 要害 堅固 之 土地-一 テ、 私共 在所 ハ、 會津ョ リ 

東 へ 去リ候 事、 九 里 之 場所 -ー テ、 何モ 風土 案内 之 儀 -ー モ候 得ハ、 御 征討 之 節 ハ 、大擧 頭 儀、 御先 手 -ー 被 召 加 被 下 候 得 ハ 、乍 

小 藩、 家中 一同 粉骨碎 身、 勤 王 仕度 志願-一 御座 候閒、 何卒 御 憐愍 ヲ以、 願 之 通 被 仰 付 被 下候ハ 、、大 擧頭始 一同、 重々 難 

有 仕 合奉存 候、 此段宜 御 取 成 御沙汰 偏-一 奉 願 上 候、 以上。 

遠 藤 無 位 印 

慶應四 辰年 二月  增子鼎 ー郞印 

三本 木 鎗 三 郞 印 

復古 記 卷三 十一 明治 元年 二月 七日  ニー 三 


復古 記 卷三 十一 明治 元年 二月 七日  ニー 四 

參與御 役所 

御 化 人 4^  松 平 喜 德家記 

〇 本日 達 書 

.  松 平 大學頭 

願 之 i  、神妙 之 至-一 候、 申立 之 通 被 仰 付 候、 且 近日 大 軍議 ラ被定 候 上、 御沙汰 之 儀 候閒、 兼テ 申達 置 候 事、 

■ こ  松 平 喜 德家記 

二月 

〇 十三 日 再 達 書 

松 平 大學頭 

右、 今设、 會津 追討 應援被 仰 付 候閒、 伊達 陸 奧守打 合 可 相 勤 御沙汰 候 事。 

.  松 平 喜 德 家 記 

二月 

〇| 舊守山 藩 三 浦義質 事蹟-一 云、 戊辰 三月 中、 會津容 保 叛逆-一 付、 大擧頭 討 手先 鋒 相 願、 御 旗 袖 印 迄 モ御下 ケ渡シ 二 付 

私義、 不取敢 、奥州 田 村 郡 守 山 k 屋 へ 出張 被 申 付、 夫 ヨリ 奧羽 逆徒 之 事情 相 探リ、 仙臺、 白 石 迄モ罷 越、 探索 ノ 事件 形勢、 西 

京表 へ *. 上、 官軍 御 討 入相 待 居候 苦心 無此 上、 乍 去 大擧頭 一 小 藩、 獨リ奧 羽 列藩 ノ盟 一一 不應、 勤 王ノ廉 ー圖ニ 貫キ 、 二 

御 賞 譽蒙リ 候。 

〇 植村家 保、 封內旣 ニ鎭靜 一一 就キ、 藩 兵 入京 スルヲ 以テ、 前 一一 仍リ、 市中 巡邏 ノ役 ニ服セ ン コ 

トヲ 稟ス、 之ヲ 可ス。 

和 州 表 賊徒 殘兵狼 籍之聞 御 坐 候 -ー 付、 市中 巡邏 之 儀 被 免、 一 先人 數 引取、 速 -ー 追討 可 仕 旨、 去月 十 一 日 被 仰 渡、 依 之、 國 

元 -ー テ夫々 へ 出兵 比 候處、 此 節鎭靜 二 相 趣 候 -ー 付、 人 數登京 仕 候 間、 以前 之 通、 市中 巡邏 相 勤 可 申 哉、 此段 奉伺 候。 


植村駿 河， 守家來 

二月 七日  橋 本 孝ニ郞 

植村家 壺家記 

〇 家 壶家記 -ー 云、 右 伺 書 差 出、 以前 之 通、 市中 巡邏 相 勤 申 候。 

〇 議定 島津 忠義、 細 川 護久、 I 絲 、淺野 茂勳、 极平慶 永、 山內豐 信、 及ヒ 毛利廣 封、 連署 疏ヲ 上リ、 

宇內ノ 大勢 ヲ察シ 、外交 ノ 規模 ヲ宏ニ シ、 各國 公使 ヲシテ 入朝 セ シメ ン コ トヲ 建議 ス C 

臣等謹 テ案ス ル 二  、古 之能ク 天下 ノ 大事 ヲ定メ 候 者ハ、 必 先天 下ノ 大勢 ヲ觀テ 、緩急 機 二 從ヒ、 處置 宜ラ得 候、 故 二 唯功德 

ノー 時 一一 光 被 スルノ ミナ ラス、 萬 世 不拔ノ 業、 是-ー 於 テ相立 候、 今 也 皇 上始テ 大統ヲ 繼カセ 給ヒ、 御 政權復 一二 歸 

シ、 凡百 ノ  4K3^ モ、 更始 一 新シ、 天下 萬 姓、 目 ヲ拭ヒ 治 ヲ望ム ノ秋 也、 卽 在朝ノ 百官、 自ラ奮 發シ、 內ハ 皇上 ノ御德 化ヲ輔 

ケ奉リ 、外ハ 皇威ヲ 萬國- 一張 リ、 臣子ノ 分 ヲ盡サ ン事ヲ 欲ス、 就中、 今日 ノ 急務 ハ、 皇國ト 外 國トノ 交際 ヲ講 明セ ス シ 

テ不協 儀 ニ奉存 候、 近頃 朝廷 始テ 外國 事務 ノ 官職 ヲ設ケ ラレ、 其 人ヲ御 撰擧遊 サレ、 專ラ御 力 ヲ盡サ レ候ハ 、天下 ノ人ヲ 

シテ、 方向 ス ル處 ヲ知ラ シ メ給ハ ン トノ御 趣意 二 テ、 皇威 ヲ萬國 二 赫耀セ シメ 候ハ、 此時 一一 可 有之ト 不堪 感銘 奉存 候、 

ー^^^、古語 二 モ、 人心 不同 ハ面 ノ如シ ト申 候テ、 在 上 在下ノ 人、 未タ 各々 區々 ノ議ヲ 執テ、 疑念 ナキ コ ト能ハ ス、 又或ハ 漢土 

人 ノ如ク 、自ラ 尊大 一一 シ テ、 外國人 ヲ禽獸 ノ如ク 蔑視 シ 、終 ニハ彼 一一 打 負ケ、 却テ 驅使セ ラレ 候樣 一一 成 行 候、 覆 轍 ヲ踐ム 二 

至ル へ キ 歟ト甚 憂慮 仕 候、 侬テ 熟考 仕 候處、 今日 ノ 先務 ハ、 上下 協同 一 和シ 宇內ノ 形勢 ヲ辨 シ、 皇國ー 大 革シテ 開業 ス 

へ キ 所以、 方向 確定 ス へ キ儀、 第一 ト奉存 候、 是迄 皇國ハ 一 方 一一 孤立 シ、 世界 ノ 事情-一 不達、 只 偷安ヲ 以テ志 トシ、 荏苒 衰 

微ヲ 致シ、 彼 力 爲二 制セ ラル へ キ次 第二 立 至 候ト、 各國 一一 航行、 衆 善ヲ包 取、 氣蓮 日々 二 開ケ、 政治、 文明、 兵食 充備 シ、 天 

下 二 縱橫致 シ 候ト 比較 致 シ 候 得 ハ 、 盛衰 之 原由 モ 刺 然 ト相分 リ可申 哉 ト奉存 候 、 元來 膺懲 ノ 重典モ 無クテ 不協儀 一一 ハ 候 

復古 記 卷 一一 一十一 明治 元年 二月 七日  ニー S 


復古 記 卷三 十一 明治 元年 二月 七日  一-一 > 

へ 北、、 控 i:  ノ銜 其方 ヲ 得- 5^ へ ハ、 遠 人 モ懷キ 服シ候 道理 一一 テ、 尤 無罪 ノ人ラ 1^ 懲致 シ候譯 一一 ハ無之 候、 中古 朝廷-一 モ玄蕃 

ノ宫 ヲ置セ 給ヒ、 鴻臚館 ヲ建サ セ ラレ、 遠 人 ヲ御緩 服 被 成 候 コ トモ 相 見 ヱ 居、 其 後天 正、 慶長ノ 間 一一 ハ、 蠻夷 トモ 、厘 西國 

一 1 渡來 交易 致 シ 候、 若 其 來港不 致 節 ハ、 大將軍 ヨリ 書簡 ヲ以テ 促， レ、 猶モ 通 緩 二 及 候 時 一一 ハ、 此方 ヨリ 大軍ヲ 發シ、 攻 

擊 二 可 及ナ， ゾト. &遣シ 候 儀 モ有之 候處、 島原ノ 一  亂已來 、始テ 幕府 ヨリ 鎮國ノ 令 有 之 候、 乍 併、 漢土、 和 蘭 一一 於テ 尸 猶 交易 

差 許 候 へハ、 一切-一外 國人 ハ攘ヒ 斥ケ候 ト申譯 一一 ハ更 一一 無 之處、 近年 攘夷 ノ！ i 盛 一一 相 起リ、 諸侯 ノ 、偶 擴斥致 シ候モ 有 之 

矣へ 共、 素 ヨリ 一 藩ノ 力. ヲ以テ 、不可 爲 ハ論ス ル ュ足 ラス、 且 先年 幕府 ヨリ、 ト年ヲ 期シテ 成功 ヲ奏シ 可 申 杯 ト申上 候ハ、 

陽 二 其 名 ヲ假リ 、陰 一一 其 私 ラ行 ヒ候 詐術 一一 テ、 先帝、 日夜 御 苦慮 被 爲遊候 御儀ト ハ 、 同年 之 論 一一 ハ 無 之 ト奉存 候、 然 レ ハ 

今日 皇國ノ 衰運 ヲ挽 囘シ、 皇威ヲ 海外 二 耀シ候 儀ハ、 萬々 一刀 兩斷之 朝 裁 ヲ以テ 、井蛙 管見ノ 僻論 ヲ去リ 、先ッ 在廷樞 

要 ノ  S. 方々 ョ リ豁眼 一一 被爲 成、 上下 同心 シ テ、 交際 之 道 無 一 一念 開 セラ レ 、 彼 カ長ヲ 取リ、 我 力 短ヲ補 ヒ 、萬 世之大 基礎 相据 

ラレ 候樣 奉專禱 候、 仰 キ願ク ハ 皇上ノ 御 英斷、 能ク 天下 ノ 大勢 ヲ御觀 察被爲 遊、 是迄犬 羊 戎狄ト 相唱候 愚論 ヲ去リ 、漢土 

ト， シク 視サセ ラレ 候 朝典ヲ 一定 セラ レ 、萬國 普通 ノ 公法 ヲ 以 、參朝 ヲ モ 被 命 候樣御 賛成 被爲 お、 其 じお へ 布告 シ テ 、 

ク 意 兆 之 人民 ヲ シテ、 方向 ヲ知 ラシ メ給ヒ 度儀ト 偏-一 奉 懇願 候、 誠 恐誠惶 頓首頓 首。 

二 月 七 日 

越 前 宰相 

土 佐 前 少 將 

長 門少將 

薩 摩少將 

安 藝 新少將 

細 川 右 京大 夫 


太 政官日 誌 

島津 忠義 家 記 

〇 毛利廣 封、 京- 1 至ル。 |£ 

〇 大和 鎭撫總 督久我 通久、 奈良 一一 至ル、 興 福 寺 僧侶、 假管ノ 事務 ヲ 交付 シ、 且舊奈 良 奉行 小 侯 

景德 I， 等ノ 誓書ヲ 上ル。 

〇 興， 一？. i 寺 記 -ー 云、 一 一月 七日、 鎭撫總 督久我 大納言^ 御 到 著、 本陣 興 福 寺 中 摩 尼 珠院、 十八 日、 先般 蒙 御 沙汰 候 御 委任 筋 之 

儀、 是迄 取扱 來候 事件 取 纏メ、 總督 へ 御 引渡 申 候 事。 

一 小 俣 伊勢 守 並與カ 同心 之 誓紙 寫ヲ以 、今日 總督殿 へ 及 披露、 御用 向 御 召 遣 有 之 度 旨、 當寺 ヨリ 相 願 候、 小 侯 身分 之 儀、 赤 

心 見 届 候 儀 二 付、 自今 興 福 寺へ 御 預ケ被 下 度 段 願 置 候 事、 與 力士 一名、 同心 三十 五名 連判、 誓紙 文面 右 二 準ス。 

〇 伊達 慶邦ノ 召命 ヲ受 ルャ、 藩 老石川 邦 光 1、 等、 頗ル薩 土 等 ノ擧ヲ 疑ヒ、 慶邦ノ 西上ヲ 沮ム、 

慶邦、 乃チ 老臣 三 好淸房 I、 ヲ シ テ 兵 ヲ率キ テ京ニ 至 ラ シ ム 、淸 房、 途上 i- 羽 伏 見 ノ變ヲ 聞キ、 書 

ヲ 同僚 二 遣リ、 其 正義 ヲ勗メ シム、 是日淸 房 京 二 至ル。 

〇 仙臺藩 記-一 云、 正月 十四 曰、 參政 三好監 物、 樂山? 1、 上京 ノ 先手 人數 三百 人 餘ヲ 引率 シ、 一 一月 七日 入京。 

〇 藩老 建言 書 

此度 同席 一 統上府 被 仰 付、 天下 之 形勢 今日 -ー差 迫リ候 ニ付テ ハ 、御 國家之 御所 置 如何 被 遊可然 哉、 存慮之 趣、 無遠慮 可 申 上 

ト之 尊饊ヲ 蒙リ、 御 書付 等 拜見被 仰 付 候處、 固 ヨリ 不肯之 輩、 時情ヲ モ 熟知 不仕、 存寄等 申 上 候 義ハ、 誠以 恐縮 之 至 一一 奉存 

候 得 共、 御上 京 之 儀 ハ 、國家 之 大事 件 -ー 有 之、 安危 隆替 之 機會、 今日 -ー 相 決候義 -ー 奉存候 間、 不憚 忌諱 建言 仕 候、 元來、 朝廷 

ョ リ被爲 召 候 御 趣意 ハ 、幕府 建白 之 筋 一一 付、 列藩 被爲 召、 公平 至 當之議 ヲ被相 定度ト ノ義 一一 被 爲在候 得 共、 旣 一一 德川家 御 建 
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白 之 書， 一 モ相 見得 候 通リ、 僅 一一 一 一三 藩 之 議ヲ以 、攝錢 將家ヲ モ被 相廢、 總裁 以下 之宫被 相 立 候 上ハ、 旣 一一 御 召 之 御 趣意 柄ハ * 

落 著 仕 候 ト申者 二 テ、 此末 暫時 天下 之 事、 總裁 議定 參與之 手 ヨリ 相 出 可 申、 容易 二 御上 京 被 遊 候 ハ 、 、奸徒 之 籠辂テ 御受不 

被 爲在者 二 モ有 御坐閒 敷、 誠以 大事 之 御 場合 ト奉存 候 得ハ、 御 家相 應之 御人數 御纏 ヒ、 正 々之 御 武威 ラ御 輝、 天下 正議 

之 諸 藩 ト合シ 、正 ラ助ケ 、奸ヲ ^リ、 一 擧シテ 被 奉安 帝座 候 御大 策 ヲ被相 立 候,、 御至當 ト奉存 候、 然ル 一一、 是 ハ至當 重大 

之 事件 一一 テ、 別テ 御大 策 被 相定候 上、 其 機 會モ有 之 事 一一 御座 候 得 ハ 、指 當リ 目前 之 急務 ト申候 ハ 、京 城 之 下 一一 、正奸 混淆、 如 

何ナ ル變動 ヲ釀シ 、僻遠 之 地ナト へ 御 遷幸 ヲ促シ 奉 リ候事 ナト有 之 モ難 計、 危急 切迫 之 御 場合 一一. 被 爲在候 得ハ、 疾 二 御 

用意 罷成 居候 御上 京 御供 御 人 數之中 ヨリ、 御 守 衞之兵 御 精撰罷 成、 其總督 一一 ハ忠貞 卓立 シ、 危急 - 一望 ミ、 身 家ヲ不 顧、 折衝 

禦侮之 任-一 堪ェ、 閫外之 權ヲ御 授ケ、 正奸 去就 之 分 ヲ不誤 之 士ヲ被 遊 御 撰擧、 朝廷 至當之 御所 置 振 御 確 論 被 相 立、 公事 老 

練 文字 有 之 輩へ 被 仰 付、 一 封 之 建白書 御 取調-一 相 成、 右 總督之 士へ被 相授、 勤 王 之 兵ヲ率 4、 蒸氣 船ナリ 陸行 ナリ、 早々 

上京 被 仰 付、 御前 -ー ハ 先以御 不例 被 仰 立、 早速 御上 京 被 成 兼 候 -ー 付， 御 守衞之 兵 而巳被 相 登、 御 見込 之 程 徹底 被 遊 御 建白， 勤 

王 之 御 趣意 十分 貫徹 仕 候 樣被遊 候義、 目今 之 急務 ト奉存 候、 右 勤 王 之 御 趣意 柄 ハ 、德川 家 へモ 、別-一 重臣 之 御使价 ラ以、 

厚 ク被仰 達 被 差 置候ハ 、 、德川 家 へ 之 御 信義 ヲ モ 可被爲 盡奉存 候、 乍 恐、 最前 ヨリ 利害 ヲ以、 去就 ヲ成 候テ ハ 、其 害 難 免、 大 

義ヲ以 去就 ラ诀 シ候ハ 、 、義之 至 ル所利 亦 至 ル ト奉存 候、 乍 恐、 此 度之義 ハ 、藩 祖小田 原、 伏 見 之 御 參陴ト ハ 、情 態大 二 異ナ 

ル者 一一 可 有 御 坐奉存 候、 京師 之 形勢 ハ、 時々 刻々 一一 相 變候事 一一 御座 候 得 ハ 、其變 報 ラ以、 貳百里 外 之義ラ 御所 置 罷成候 ハ 、 _ 

一 日々々 ト 衆議 紛擾 仕、 機 會ヲ失 ヒ候ニ 相 至 リ候モ 難 計奉存 候、 今日 之 形勢 ヲ主 トシ、 大義 被 相 定候樣 被爲在 度奉存 候、 德 

川 家 之義ハ 、藩 祖以來 、別段 之 御 親ミ、 鴻大之 御 恩顧 モ被 爲受 候義ハ 、今更 不及申 上、 別段 御 吟味 モ可被 爲在候 得 共、 权亦、 

最初 ヨリ 勤 王 之 御 趣意 ヲモ 貫徹 不仕、 德 川氏ト 存亡 ヲ共ニ ス ルナ ト 、申 論ヲ、 主ト 仕候ハ 、、大義-一 オイ テ 不可 ナル者 

有 之 閒敷ャ 、雖然 、京師 之 形勢 管 見 仕 候 二、 未 御卽位 モ不被 篇濟、 幼冲之 今上 ヲ要シ 奉リ、 僅-一二三 諸侯 之 議ヲ以 、天下 

未曾有 之大變 革ヲ相 決、 參與 等之官 へ 陪臣 被 相 加 候 ト申ハ 、更 一一 名分 相立不 申、 旣 一一 奸跡ヲ 顯シ候 ト由者 二 テ、 去就 之分モ 


判然 タ ル事 ト奉存 候、 紛擾 之 世 二 立 至 リ候上 二 ハ 、堂々 タ ル大藩 之 主 ト被爲 成、 容易 一一 御 發動可 被 爲在義 トモ 不奉存 候、 乍 

IT 御國元 二 自若 ト御 踏へ、 先 二 御 臣下 ヲ以御 指禪被 遊、 天下 之動靜 ー擧シ テ 可成 之 期ヲ御 認メ、 隣 ■ 之 諸 藩 迄 モ御率 ヰ、 

大山 之 動力 如ク、 御上 京 被 遊候テ モ不遲 ト奉存 候、 乍 幾多 勤 王 之 兵 被 差 出 候義、 御 猶豫罷 成候テ ハ , 譬ヒ 追々 御 直 二 御 

上京 被 遊 候 共、 藩 鎭之御 任、 御手 薄 二 モ被爲 至 間 敷 哉 ト奉存 候、 天下 之 御 處置振 十分 御 見込 之 程、 重臣 ヲ以御 建白 被 遊 候 

ハ 、、先々 御 直-一 御上 京 不被遊 候 共、 大國 之主タ ル 一一 恥 スト 奉存 候、 右 御 建白 之 書 ヲ持參 、勤 王 之 兵ヲ率 4、 總督被 仰 付 

候士 ハ 、如何 二 モ御妙 撰被爲 在、 大事 二 臨ミ 身命 ラ抛ッ 、塵芥 ヨリ モ輕ン シ候者 二 無 御座 候テ ハ 、 任 ニ堪 ヱ申閒 敷、 兵卒 ハ 

精 ヲ貴ヒ 多 ヲ不貴 候、 不練之 弱 兵 多 ク被相 出 候 テハ、 國カ之 費 弊ヲ增 候而已 ト奉存 候、 御國是 一 定、 御 建白 之 御 趣意 相 立 候 

ハ、、 第一 、御 封內 へ 御 布告 罷 成、.^. 氣 一 新 仕 候 樣被爲 在 度、 第一 マーハ、 御 隣 封 之 諸 藩 へ使价 トシ テ、 忠節 確立 之士ヲ 撰ヒ、 

兩 三人 モ被遣 、御 國論ヲ モ御詭 、各藩 之 議論 ヲ モ被爲 聞、 御 隣 交 之 情 ヲ厚ク シ 、 奧 羽之閒 二 大義 ヲ唱 へ 被 遊 候 ハ 、 、 各藩 之 

正奸モ 相知レ 、守 封 之 御 策 モ相決 可 申、 是則鎭 守 府之御 職掌、 京師 ハ 不及 申、 德川家 へ 之 御 勤不過 之奉存 候、 右 之 次第、 篤ト 

御 確定 モ 被 爲立候 御 事 ト ハ 奉 存候得 共、 聊區 々之 微衷 ヲ表 シ奉リ 候 事。 

正月 五日 §  三 澤信濃 

白 川上 野 

伊達 主 野 ノ 

伊達 彈正 

伊 達  窗 

伊達 將監 

伊達 藤五郞 
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石 川 大和 

〇 三 好淸房 書簡 

一 筆 啓上 仕 t 、今般、 京 坂 之條々 疾御 承知 モ罷成 候 通 二 有 之 候、 此上 ハ 、 拙者 共 所 置 振、 御 國論御 一 定 次第 - 一有 之 而 已ナラ 

ス 、第 一 、御園 家 安危 -ー 御 關係仕 候 御 場合、 貞山 樣以來 確乎 御 家筋、 此度之 御大 擧 次第 之 儀 二 有 之、 實以 正義 御 論被爲 立、 人 

、い 向背 相 心得 候樣、 御 職掌 御 盡カ罷 成 度、 成敗 ハ 不及 是非 候 間、 順逆 曲直 ラ 御正 シ罷 成、 正義 存ス ル所 へ 御 眼 著 御果斷 S 能 成 

候樣 仕度、 旋 泊中頗 ル 亂峯ナ カラ、 此ー 事 申 上 度 如 此御坐 候、 恐惶謹 首。 

正月 4- 九日  三. 好監物 

淸房 花押 

大 内 筑 後 

片 平大丞 i;¥  . 

下 郡 山 下野 校 

石 田 正 親 i;^ 

佐々 備中 i;^ 

〇M 建言 一 一通  、 

方今 之 形勢 不 容易、 旣 二 策 毂之下 二 オイ テ爭鬪 之擧動 二 至、 過ル 三日 以後 戰爭之 上、 德 川内府 公、 御 還 府被爲 成 候 御 事 二 

有 之 .咋 今 之 形勢 具 - 一難 辨事 -ー候 得 共、 御 家 之 儀 ハ全體 、幕府 へ 何分 御 合力 之樣 -ー 、 朝廷 ハ勿論 一 般 嫌疑 相 生 居、 殊 -ー 亦、 

此度之 事件， 一 付、 先般、 愚 慮 之 趣 奉 建白 候通リ - 一有 之、 縱令 薩長 等 暴行 之 所 置ト乍 申、 今 戴 朝 命 以行 其 事之義 - 一有 之、 御 

國家御 安危、 此時 一一 至リ 暫時 モ難相 捨場 合力 ト奉存 候、 右 二 付 段々 奉 言上 置 候 通、 卽今 ノ內、 御 一 門 衆 伊達 藤 五郎^、 ，達 

將監 ぬ、 三澤言 濃 殿 之 內爱人 へ 、石 田 正 親 被 相 副、 被 相 登 京師 之義、 幾重 二 モ御 周旋、 朝廷 始諸藩 之 嫌疑 築然 御開 明、 御英 


名 之 御 基本 被爲立 候樣、 御 承知 幾應 勘考 仕 候 共、 御專 要奉存 候、 伹木 土佐義 ハ 上京 罷在候 得 共、 同人 義 ハ別テ 幕府 へ 建言 仕 

候 事モ有 之、 薩長 始諸藩 探索 之 者 等、 逐一 -ー 聞拔 流布 仕 候 哉モ難 計、 且坂英 力 義ハ、 京師へ 御用 被 仰 付 被 相 登 候 御模樣 

奉伺 候處、 同人 義 ハ 、江 府詰合 之 事 一一 モ有之 候 一一 付、 內府公 還府後 御依托 一一 テ モ被爲 在 候 二 付、 爲御謀 策 被 相 登 候 哉 之 御 取 

受御 嫌疑 御 蒙リ、 猶又 同心 之籌策 杯ト御 取受不 被爲在 モノ 一一  モ無 御座 候。 £、 

月 二十四日  片倉 小十郞 

後藤 孫兵衞 

臣石澤 遠、 臣岡修 頓首拜 首、. 我 公 上京 發駕命 下 而來、 飛 輿 陸續、 羽 書 旁 午、 每得 一報、 志士 奮 躍、 義氣 十倍、 而我公 發駕、 始期 以 

月内、繼期以去月中旬、而今巳越^1威、更過ー 一旬、 未知 其 期、 S 藩 疑惑、 人心 動搖、 臣等每 聞 一 急報、 必就其 人 而問其 顔 末、 未甞 

不 慨然 歎 我 公 坐 失大機 也、 及 得 本 月 三日 急報， 不覺 痛哭 曰、 國事 去矣、 嗚呼 當 朝廷 與海 S 諸侯、 一 洗縑 倉以來 名分 墜地之 

舊弊、 而復 朝 咸隆赫 之 古、 天下 蒼生 誰 不仰其 盛典、 而我公 遷延 時 月、 坐失大 機、 是謂 天下 何、 語 不言 乎、 君命 召 不待駕 而往、 

今 我 公 奉徵命 三月、 于今此 在、 平日 猶 不可、 況今 時事 方 急、 亂形日 成、 此臣子 赴 君 父 之 急、 固 不必論 其 徵不徵 也、 苟生 王土 者、 

何 非 王臣、 況 我公擁 百萬提 封、 位 三百諸侯 之 右、 隱然 名望、 以係 天下 之 安危 三百 年、 于今而 其所爲 如此、 此特足 以愈速 天下 

之疑而 巳、 抑 朝廷 之 所以 有 是擧者 何 也、 外夷始 航以來 十五 年、 於 今 幕府 之 所 爲略可 知 也、 初 違 朝廷 之 旨、 背 諸侯 之議、 擅 

結 和 外 夷、 此 lis 制 之 罪之大 者、 而及 井伊 氏 手 大權、 殺戮 海内 正義 之士、 以水府 景山公 猶不免 幽囚、 爾來萬 姓 公憤、 無 所 漏泄、 

一 激爲樓 田 之變、 再 激爲坂 下 之變、 三 激爲筑 波之浪 徒、 四 激爲堺 門 之變、 五 激爲十 津川及 銀山 之浪 徒、 六 激爲九 門 之變、 七激 

爲伐長 之擧、 海 €： 慨家國 者、 以是、 致 非命 之 死 不知 幾千、 而 先帝 之 所以 會海內 諸侯， 以攘 夷之 大義、 誓于 天地 宗廟 者、 除 薩長 

一 一藩 之 外、 未 曾 聞 有 放 一 砲 一 矢、 以達 先帝 所以 告天之 誠 者 也、 而 先帝 猶不論 幕府 之 罪 者、 恐 其虐威 方微、 一 朝圖之 則行踐 

元 弘之覆 轍 也、 門 之 事 委罪毛 利 氏而遠 之、 先帝 之 戒于此 可 知 也、 不幸 先帝 中道 崩御 今上 幼 冲踐祚 、可 謂 天下 之大阨 
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也、 於是、 海 內凜懷 疑懼、 皆 謂 先帝 之 英邁 猶爲 幕府 之 所 擁閉、 况 以幼冲 今上 垂拱其 上、 叉 何 所不至 * 於是、 山 内 氏 首 建 王 

政 復古 之議、 將採擇 海 W 諸侯 草莽志 t 至 正 至當之 公議、 以建 百世 不拔之 大業、 行耀 皇國 武威 於 海外、 以安 先帝 之 靈於泉 

下、 抑 亦 偉也、 將 軍亦悔 前 過、 又 知 三百 年 積微之 勢、 不足 以鎭多 故 之 今 曰、 甘 辭大權 、於是 朝廷 詔 海内、 徵列侯 聽其議 、其 新 

置 議定 參與諸 職以是 也、 而今 我 藩 遣 一 价使之 外、 無 一 所爲、 近 借 紀藩蒸 氣船發 兵隊、 而其數 僅々 不満 三百、 我 藩 封土 與加薩 

頡額、 而其所 遣 僅々 三百、 此徒爲 海内 之 所 嘲 而已、 不可 以聞 朝廷 也、 且 朝廷 之 所 徵非兵 也、 議者、 以其廢 攝閼止 一 一十 四 卿 

朝 參其形 迹漸渉 過激 也、 皆 曰、 此擧皆 薩土諸 藩、 劫 幼 帝 而逞其 所 欲、 爲其 所以 令 海內者 皆僞勅 而已、 喧是何 言、 今上 幼冲 

臨 朝、 而 幕府 辭職、 將與 誰議萬 機、 攝關 以下 皆與 幕府 陰 相援結 爲姦、 ^門 之 變七卿 皆 先帝 之 股肱 腹心、 而皆奔 避、 此 皆攝關 

之 所 壅閉、 而今 當採擇 海内 正議、 以建萬 古 不拔之 大業、 令此 輩得預 其議、 刖叉 皆納 賄 鬻權、 務爲苟 安、 此亦 建武之 覆轍而 巳、 

漢昭帝 十四 歳 猶明燕 王 之僞、 可 謂 今上 之 叙 聖曾不 漢昭之 如 乎、 况有栖 川、 仁 和 寺 一 一親 王 任 旦奭之 位、 握 文武 之 柄、 三日 之變 

親以 日月 旗 章 令 六 軍、 此皆 天下 萬 姓 之 所 遍觀而 謂 1M 、其 所以 令 四方、 皆 今上 所 不知 而可 乎、 且源賴 朝 之 唱義以 高 倉 宮之令 

新田 義貞之 擧兵以 大塔宮 之 令、 海内 服 其義、 今薩. 土 之 所爲、 有 一 一親 王、 以 今上 伯叔 行 輔佐 之、 有 中山納 言、 以 今上 元 舅 左 

右 之、 義所向 百軍披 靡、 鈹行而 西、 不出 十日、 陷 淀拔大 坂、 東軍 駛舸而 東、 苟使其 所 爲獲罪 於 天地 鬼神、 M 其捷 不至此 也、 議者 

不察于 此妄、 以臆見 疑沮國 論、 使 我 公 坐失大 機、 不可 大息 乎、 伏 請、 我 公 奮 英斷、 與 一 一 一大 夫 密蓮神 策、 奮袂而 起、 劎及于 門、 

馬 及 于衢、 直 指 皇都而 西、 刖 門閥 勳戚 以下 苟知國 恩 者、 誰不 追及、 况發駕 命 下 以来、 文武 百 員爭待 期日、 叉 誰不欣 躍而從 之、 

臣子赴 君 父 之 急 者、 固 宜如此 也、 我 公 何 所 顧慮 而不出 于臣等 策 也、 且 臣等之 所 痛哭 有甚焉 者、 昔 者 上 杉 氏 之據會 津而擧 事、 

佐 竹 氏 侬倚觀 望不有 所屬、 事定之 日、 東 照 公 曰、 事 弓矢 者、 誰 不望取 天下、 如 景勝 不足 深咎、 唯 佐忭氏 之觀望 成敗、 將待其 勝 

者而附 之、 非 武門 之 所宜爲 也、 遂 削水戶 七十 萬 石、 移 封 秋 田 一 一十 萬 石、 今 薩長 諸藩以 朝命擧 義旗、 問 關東之 罪、 其 勢 必强者 

勝而 弱者 敗、 勝者 興而 敗者 亡、 此ー 一 者 有 天命、 而 一勝 一敗 一興 一 亡、 皆 事 弓矢 望 取 天下 者、 東 照 公之 所不深 罪、 而我公 因循 猶 

豫、 坐失大 機、 自 外而觀 之、 何 異佐竹 氏觀望 成敗 者、 他日 事定 朝廷 議其 罪、 刖東照 公所 謂 非 武門 所宜爲 者、 其 曲 其 直 有 目 


者必觀 之、 臣等亦 未 能 保 藩 祖百戰 所 井 百萬提 封、 果然 全 其 盤石 否 也、 上爲 朝廷 之 所譴、 下爲 海内 之 所 嘲、 我 公當是 時將何 

顔以謝 祖宗 在天 之靈 也、 此臣等 之 所以 痛哭 欲止而 不能 抑 也、 臣等 一 儒生、 不顧 事體、 不惲 忌諱、 縱言 至此、 固 非 謂臣等 能達于 

當今 時勢 也、 唯 此等理 、非 置 生 不能 解、 此等 語、 非 儒生 不能 言、 且 臣等雖 一 儒生、 世浴國 恩、 而國事 危急 至此、 默々 不言、 此亦 

一 怯懦 夫 而已、 平生 所學何 書、 平生 所 食 何 粟、 我 公 亦 何 ffl 一  怯懦 夫、 我 公以臣 等言爲 可、 請 速 裁 取 之、 若以 臣等爲 不可、 請 令 

文武 百 僚畧達 古今 治亂解 方今 時勢 者 、熟議 其 可否、 無 失 千秋 不再來 之 機、 而貽悔 於將來 也、 臣遠 臣修、 不勝激 切 屛營之 至、 恐 

懼 謹言。 

慶應四 年 正月  石 澤浚平 


記 卷 三十 


復古 記 卷三 十一 明治 元年 二月 七日 


總 閱 

一 等 編修 官 臣長松  幹 

纂修兼 校 勘 

一 等 編修 官 臣長，  莢 

一等 掌 記臣四 星 恒 之 

原 暮 

十二 等 出仕 臣石津 發三郞 

校 錄 


復 古 記 卷 一一 一十一 明治 元年 二月 七日  一一 一一 E 

六 等 掌 記臣澤 渡 廣 

八 等 掌 記臣松 浦 辰 

繕 寫 

一等 繕寫 E 小 川 長 

二等 繕寫臣 小 島 

二等 繕 寫臣藤 園 賢 


意 春 和 男 孝 


復古 記 卷 三士 


明治 元年 戌 辰 一 一月 八日 テ起リ 九日 ニ至ル 


月 

八 日 、 加賀、 薩摩 以下 二十 四 藩-一命 シ テ 、諸 藩 政令 傳達 ノ事ヲ 管 セシム 

〇 加賀藩 管下 

前 田 飛驊守 ^1 E 稠松 榊 原 式部 大輔 溝 口 誠 之 進 牧野 駿河守 

堀 左京亮 井伊 右京. 亮 堀 右京亮 柳澤 伊勢 守 柳澤 彰太郞 

牧野 伊勢 守 


斤 as 

fi£ ^一 ョ。 


〇 薩摩藩 管下 


伊東 修理 大夫 秋 月 長 門 守 島 津淡路 守 宗 對馬守 


〇： 


I 臺藩 管下 

南部 美 濃 守 

田 村 右 京大 夫 

木 多能 登 守 

復古 記 


丹 羽 左 京大 夫 

板 倉 甲斐 守 

2 藤 長壽麿 


阿部 美 作 守 

安藤 理三郞 

南部 美 作 守 


津輕越 中 守 

松 前 志 摩 守 

立 花 出 雲 守 


相 馬 因幡 守 

松 平 大擧頭 

津輕 式部 少輔 


藤 豐 前 守 

松 平日， M 守 

前田慶 寧 家 記 


島津 忠義 家 記 

秋 田 万 之 助 

南部 遠 江 守 


卷 n 一十 二 明治 元年 二月 八日 


復 古 記 卷一 一一 十二 明治 元年 二月 八日 


〇 尾 張 藩 管下 

松 平 刑 部大鞾 

大岡越 前 守 

水 野 出 羽 守 

〇 肥 後 藩 管下 

細 川 若狹守 

木 下 镦治郞 


松 平和 泉 守 

本 多 美 濃 守 

本 多 紀伊守 


細 川 豐 前 守 

松 平 左 衞門尉 


土 井 淡路守 

井上 n: 內守 

松 平 丹 後 守 


相 良 遠 江 守 

毛 利 伊勢 守 


〇 紀伊藩 管下 

德島藩 高 松 藩 丸龜藩 田邊藩 

〇 筑前藩 管下 

黑田 甲斐 守 有 馬 中 務大輔 立 花 飛驊守 


內藤金 一郎 

太 田 總次郞 

成 瀨隼人 正 


本 多 美 作 守 

西 尾 隱岐守 

竹 腰 龍 若 


〇 安藝 藩 管下 

淺野近 江 守 三 浦 備後守 

蒔 田 相模守 阿部 主計 頭 


中 川 修理 大夫 稻葉 右京亮 

久留島 伊豫 守 


新宮藩 多 度 津藩ー 


伊 達 宗 基 家 記 

池 田晃淵 私記 


三 宅 備後守 

田 沼 玄蕃頭 

德 川義宜 家 記 

松 平 中 務大輔 

細 W 護久 家 記 


德川茂 承 家 記 


小 笠原豐 千代 丸 小 笠 原 近 江 守 奧平大 膳大夫 

黑田長 知 家 記 


板 倉 驟津守 關 伊勢 守 伊東 播磨守 木 下 備中守 


淺野長 勳家記 


〇 三月-一至 リ松平 慶倫ヲ 加フ。 

〇 長 門 藩 管下 

毛 利 左京亮 毛 利 淡路守 毛 利 讃岐守 


〇 肥 前 藩 管下 

小 城 蓬 池 

〇 水戶藩 管下 

松 平 播磨守 

石 川 若狹守 

山 口 長次郞 

〇 因幡 藩 管下 

池 田 修理 

織 田 出 雪 守 

〇 津藩 管下 

藤 堂 佐 渡 守 

復古 記 


害 章 


土星 采女正 

堀 田 相模守 

井上 辰 若 丸 


池 田 相模守 

九 鬼 大隅守 


島 


大村 


牧野 越 中 守 

內田主 殿 頭 

寒莊. 5^ 力 


青山 左 京大 夫 

谷大膳 亮 


石 川 宗十郞 本 多 伊豫 守 

卷三 十二 明治 元年 二月 八日 


平戶 


乾 島 


福 江 


井上 筑後守 

森 川 内 膳 正 

松 平 大炊頭 


土 井 大炊頭 

久世出 雪 守 

中 山備中 守 


朽木近 江 守 松 平 圖書頭 


增山對 馬 守 土方 聱 千代 


輦下日 載 

鍋 島 直 大家 記 

松平大 藏少輔 

水 野 日向 守 

德川昭 武家 記 

小 出 伊勢 守 

池 田 輝 知 家 記 

ニニ 七 


復古 記 卷三 十二 明治 元年 二月 八日 

〇 越 前 藩 管下 


敦賀藩 


大野 藩 


勝 山 藩 


〇 備前藩 へ 達 書 

池 田 信 濃 守 池 田 丹 波 守 

本 多 肥 後 守 建 部 三ニ郞 

右諸觸 事從備 前可觸 事。 

〇 章 政 家 記 * ト日 トス。 

〇 彥根藩 管下 

本 多 主 膳 正 市 橋 下總守 

遠 藤 很馬守 戶田采 女 正 

松 卒能登 守 遠 山 信 濃 守 


〇 土 佐 藩 管下 

宇 和 島 藩 松 山 藩 


大洲藩 


〇 秋 田 藩 管下 

上杉彈 正大 弼 酒 井 左 衞門尉 


丸 岡 藩 


松 平 兵 部大辣 

一 柳 對馬守 


加 藤 能 登 守 

戸田 淡路 守 

本莊宫 內少輔 


西條藩 


戶澤中 務大輔 


觭江藩 


脇 坂 淡路守 

小 笠 原 幸 松 丸 


, 濱！^ 


森 美 作 守 

丹 羽 長 門 守 


分 部 若狹守 

靑山峯 之 助 


稻垣 若狹守 

永 井 肥 前 守 


ニニん 

藤 堂 高 潔 家 記 


松 平 茂昭家 記 

森 對馬守 

池 田 章 政 家 記 


堀 田豐前 守 

松 平 範次郞 

井伊 直 憲家記 


小 松 藩 


新 谷 藩 


吉田藩 


山 內豐範 家 記 

水& 眞次郞 松 平 伊豆守 酒 井 紀伊守 


六 鄹兵庫 頭 佐 竹 播磨守 岩 城 左 京大 夫 

〇 出 雪 藩 管下 

松 平 佐 渡 守 松 平 主計 頭 松 平 彈正忠 

京 極 飛驊守 

〇 出 雪 藩 ノ 管下、 家 記 之 ヲ佚ス 、蓋 シ 山陰 道 ハ 、因幡、 出 n 

藩 ヲ案シ テ之ヲ a 一 V ス 0 

〇 前 橋 藩 管下 

松 平 右京亮 秋 元 但馬守 土 岐隼人 正 

酒 井下 野 守 松 平魏丸 戸田 土 佐 守 

堀 田 蔬津守 大田原 姓 丸 戸田 長 門 守 


〇 郡 山 藩 管下 

植村駿 河 守 

北 條相模 守 

〇 原 記、 仙臺藩 管下 -ー 

〇 忍 藩 管下 . 

大岡主 膳 正 

復古 記 


片桐主 膳 正 織 田 攝津守 

高木 主 水 正 


織 田 左 近將監 米津 伊勢 守 上 杉 駿河守 

久保田 藩 記 

牧野 豐前守 京 極 主 膳 正 仙 石 讃岐守 

一藩 ノ分管  一一 ル、 今 丹波ハ 因幡 藩 二 屬スル ヲ以テ 、自 餘ノ諸 


松 平 攝津守 

鳥居 丹 波 守 

有 馬 兵 庫 頭 


板 倉主 計 頭 

大久保 三九郞 

細 川 玄蕃頭 


前 田 丹 後 守 

大關肥 後 守 

喜 連 川 左 馬頭 

松 平 直 方 家 記 


織 田 筑前守 _ 永 井信 濃 守 柳 生 低 馬 守 


柳 澤保申 家 記 


，请ロ 隼 人 助、 本管 下、 平野 權平 ァリ、 並 一一 交代 寄合ナ ルヲ以 テ之ヲ 除ク。 


安部 攝津守 大久保 加賀守 

卷 一一 一十 二 明治 元年 二月 八日 


大久保 出 雪 守 稻葉備 後 守 酒 井 姓次郞 

ニニ 九 


便 古記 卷三 十二 明治 元年 二月 八日 


阿部 駿河守 

林 昌之助 

〇 松 代 藩 管下 ， 

松 平 丹 波 守 

牧野 遠 江 守 

〇 岸 和 田 藩 管下 

稻葉美 濃 守 

戸田 大和 守 


米倉 丹 後 守 黑田筑 後 守 保 科 彈正忠 加納嘉 元次郞 


松 平 伊賀 守 

松 平 縫 殿 頭 


內藤 若狹守 

内 藤 志 摩 守 


諫訪 因幡 守 

堀 內藏頭 


本 多 豐後守 


櫻 井遠 江 守 永 井 日向 守 九 鬼 長 門 守 渡 邊丹後 守 


二三 〇 

水 野 肥 前 守 

松 平忠敬 家 記 

堀 左 衞門尉 

眞田幸 民家 記 

青木 源五郞 . 

岡 部長 職 家 記 

• 請フ、 是日、 


〇 戶田氏 共、 藩 兵ノ嚮 ニ罪ヲ 獲シモ ノヲ行 伍 二 編シ、 功ヲ 立テ自 ラ贖ハ シメン 

之 ヲ聽ス 、又 氏共ヲ シ テ高須 、西 大路 一 一藩 ト共 一一 本道 ノ糧餉 ヲ掌ラ シ ム 。 

比 度 御 親征被 仰 出、 采女正 儀、 東 山道 先鋒 被 仰 付 之 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 就 テハ、 國カ 相當之 人数 差 出 候 樣ニト 

ノ被 仰出モ 御座 候處、 當藩之 儀 ハ 、先達 テ大坂 表 へ 人 數差出 置、 淀邊 二於テ 不束 之儀モ 御座 候 付、 右 之 人数、 當分采 女 正 

へ 御 預被下 置 候 儀 -ー 御座 候、 然 ル處、 此度 之大擧 ハ 、千古 未曾有 之 御 儀 二 御座 候 間、 柯 卒御 趣意 Z 通、 擧國之 力 ヲ以、 忠勤 仕 

度奉存 M 、农テ ハ 誠-一 以奉恐 人 候 得 共、 前條御 預ケ之 人数、 此度 先鋒 之 軍隊 へ 差 加 へ 之 儀、 御 寛大 之 御垂憐 ヲ以、 御 許容 被 

成 下 置候樣 仕度、 左 候 上ハ、 一段 死力 ヲ盡シ 、決 戰爲仕 可 申 ト奉存 候、 此段 幾重 一一 モ奉欵 願 候、 以上。 

.  .  戶田采 女 正家來 

二  3 七日  士 n 田圑平 


〇 達 書 

戶田采 女 正 

家  來 . 

大坂戰 爭之人 數於國 元 謹 之 事、  . 

右、 追テ 御沙汰 迄、 其 儘 可 差 置 事。  戸田 氏 共 家 記 

〇 再 請 書 

別紙 之 趣、 昨 七日 奉 願 上 候處、 御 差 下 相 成 奉 恐 入 候、 然 ル處、 再 應奉願 上 候 ハ 、重々 奉 恐 入 候 得 共、 小 藩 之 儀 -ー 付、 本書 之 人 

數差 除候テ ハ 、 一 藩 之盡カ - 一至 リ兼、 心配 仕 候、 可 相 成 御 儀 一一 御座 候 ハ、、 今一 應御憐 評 之 程 奉 願 上 候、 以上。 

戶田采 女 正家來 

二月 八日  吉田圑 平 

〇 批紙 

再應 歎願 無 餘儀筋 二 付、 御 預人數 之 内、 隊長 其 外 頭 立 候 者 之 外 ハ 、此度 先鋒 之 軍隊 へ 相 加 へ 不苦候 事。 戶田氏 共 家 記 

〇 

大  垣 へ 

右 兼テ、 東 山道 筋 鎭撫使 兵 取 計 被 仰 付 有 之 候處、 此度 御 親征被 仰 出 候 -ー 付テハ 、松 平範 次郞、 市 橋 下總守 へ 兵糧 取 

計 向、 被 仰 付 候 得 共、 其 藩-一 モ、 是迄之 通、 右 兩藩ト 申 合、 合力 勵務可 致樣、 被 仰 出 之 旨 御沙汰 候 事。 

二月 八日  戸田 氏 共 家 記 

〇g 七日 上申書 

柬 山道へ 鎭撫 御總督 御發向 一一 付、 右 御用 度 兵糧 ヲ始、 當 手へ 取 計 方 被 仰 付 候テ、 夫是 取調 罷在 候處、 此度 御 親征被 

復古 記 卷ー 一一 十二 明治 元年 二月 八日  二三 一 


復古 記 卷三 十二 明治 元年 二月 八日 

仰出、^?叉改テ采女正 へ 、東 山道 先鋒 被 仰 付 之 候、 就テ ハ 、從前 之 通 御用 度 筋、 專ラ御 取調 可 仕 心得 一一 御 坐 候、 然處、 東 山 

道 之義ハ 海運 之 便 モ無御 坐 候 間、 東 山道 筋 之 列藩へ、 當今之 在リ穀 何程 ト申儀 取調、 御 軍用 二 備置可 申 旨、 急々 御 觸立御 

.J^ 豪 仕度、 右 ハ 御 出張 之 御 總督御 本陣 へ 相 伺、 御 取 計 可 仕 候 閒御聞 置 可 被 下 候、 且又、 是迄濃 州 笠 松 陴星表 支配 地 之 儀 二 

付、 別紙 之 通、 去ル 二日 御總督 御本陴 ヨリ 被 仰 出 之 候、 右ハ、 前條 御用 度 之 進退 二 關係モ 仕 候 儀 二 付、 此段モ 御 届 申 上 

候、 以上。  • 

戶田采 女 正家來 

二  T, , し 3  吉田圑 平 

二月 七日 

戶田氏 共 家 記 

〇 別紙 ハ之ヲ 略ス。 

〇 因潘 藩、 兵ヲ東 山道, 一 出シ、 輦下ノ 守兵 一一 乏シキ ヲ以テ 、東海道 ノ兵ヲ 罷歸セ ン ト請フ 之 

ヲ IS ス。 

今度 東 山道 出 丘ハ之 儀、 被 仰 付奉畏 候、 然 ル處、 國元 ョ リ操出 シ之人 數未タ 到着 不仕候 二 付テ ハ 、 當時 在京 之 者人少 二 テ、 

御門 御 守 衞之處 心配 仕 候 二 付、 何卒 東海道 ノ 出兵 御免被 仰 付 候 樣奉願 度奉存 候、 此段申 上 候、 以上。 

因幡 中將內 

二月 八 曰  河瀨 萬吉郞 

〇 批紙 

申出 候 通 被 成 御免、 其 段、 出先 總督 ョ リ其藩 出兵 之 者 へ 御沙汰 相 成 候 箸 之 事。  池 田 輝 知 家 S 

〇龜 山 静藩、 東海道 先鋒 總督 ノ令 ヲ以テ 、鳥 羽 藩 ノ 老臣 ヲ 京師 二 護送 スル ヲ禀ス 


志 州 鳥 羽 藩 家老、 先般 龜山 表へ i 能 越、 朝廷へ 歎願 筋 有 之-一 付、 可 然取計 吳候樣 依賴仕 候閒、 其 段 東海 御 鎭撫之 刺 使御附 

屬 参謀 衆 へ 相 伺候 處、 御 尋問 之 向 モ有之 候 由 二 テ、 警固 人數差 添、 四日 市驛 へ 召 連罷出 候樣、 御沙汰 之 通 取 計 候處、 次第 御 

尋之 上、 在所 於 烏 羽 表、 一 藩 謹 愼罷在 候樣、 尤欵願 之 筋 神妙 二 思 召、 歎願 書 ハ 御請 取 二 相 成 候 段 被 仰 渡、 其 後 桑 名 表 御 

出張 之 參謀衆 ヨリ、 先達 テ相達 置 候 烏 羽 藩 人、 早々 警固 人數差 添、 上京 仕候樣 御差圖 -ー付 、昨 七日 夕、 當地 へ 召 連 到 著 仕 候、 

此段御 届 申 上 候、 以上。 

,  石 川 宗十郞 家来 

. 二月 八日  黑田頑 一郎 

石 川 成 德家記 

〇 稻垣長 敬 家 記 二 云、 一 一月 朔日、 勢 州 桑名驛 -ー 於テ、 鎭撫使 參謀方 ョ リ石川 家 へ 御 達 -ー 付、 家 來山本 唯右衞 門、 門 野豐右 

衞門、 門野但 見、 卽刻 出立、 龜山 藩士 六 人附添 上京、 同 七日 京 著 仕 候。 

〇 吉 井信 謹、 平 王 氏 f  i ケ疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲシテ 京 二 至 ラシ ム。 §s 

〇 德川慶 喜、 酒 井 忠篤ヲ シ テ出羽 村 山 郡 ； ^鎮|、 ヲ 管セ シ 厶 。 

〇 酒 井 忠寶家 記 二 云、 一 一月 八日、 出 羽 國村山 郡 高 七 萬 四千 石 餘御預 所 二 被 仰 付 候 間、 取締 向 等 入念 可 申、 尤ロ 光永 ハ 所務不 

被 仰 付、 御代 宫並之 通、 諸 入用 被 下 候閒、 委細 ハ 御 勘定 奉行 へ 申 談候樣 被 仰 付、 一 一月 廿日、 江戶發 足、 白川驛 - 一至 ル日、 御府 

2： 取締 數年相 勤、 莫大 之 入費 相 嵩、 且 亥年 以來、 大砲 組 附屬被 仰 付、 住居 向 等 迄 取 建 候 付、 爲 御手 當、 右 地所 之 儀、 收納爲 御 

任 被 成 候 旨、 執 攻中ョ リ御達 有 之。 

〇 榊 原 政 敬、 書 ヲ德川 慶喜ニ 致シ、 其舉措 失宜ヲ 論シ、 反省 恭順、 謹テ罪 ヲ待タ ン コトヲ 勸ム。 

微臣政 敬 謹テ奉 言上 候、 今般 之 御大 難、 其 原由 顧 末纖悉 承知 不仕候 得 共、 今日 之 御 場合 二 立 至、 驚愕 悲痛、 日夜 不堪 號泣、 右 

復 古 記 卷三 十二 明治 元年 二月 八日  二三 三 ^ 


復古 記 卷三 十二 明治 元年 二月 八日  二 II 一四 

ハ御 上洛 御先 供 之 者、 如何 之 行 違 ヨリ、 突然 戰爭之 事 二 及 候 哉、 全ク 粗暴 過激 不堪 憤懣 ヨリ、 兵端 ヲ開候 二 モ可有 之、 其 故 

ハ 兵力 ヲ以御 壓倒被 遊 候 御 深慮 一一 候ハ 、、堂々 タ ル德川 御 家 之 御大 擧、 名義 ヲ明 シ、 檄ヲ傳 へ 天下 一一 布告 シ、 正大 公明、 三 

歲之 童子 モ其 義擧ナ ルヲ辨 知シ、 不令シ テ其難 二 赴キ、 踊躍 シテ死 一一 投ス ル ノ機ニ 乘シ、 且奇正 應援、 一 一 一 陰陽 之 御手 分 御 

手配 ハ不申 及、 御廟 算御 確定 被爲在 候テ、 御發可 相成ハ 勿論 之 儀. 一一 テ、 此度之 如ク、 ー擧  一丁 ン テ御 罪名 ラ被爲 負候樣 之御擧 

動ハ、 诀テ有 之 間 敷 ト奉存 候 得ハ、 定テ眞 之 思 食 ヨリ 出 候 儀 一一 ハ有之 間 敷、 偶然 之 行 違 ヨリ 相 發候事 二 モ可有 之、 乍然右 二 

付、 近畿 騒然、 被惱 窟襟候 事 一一 モ 立 至リ、 旣 -ー 征討 之 宣旨ヲ モ被下 候 次第 二 相 成 候 ハ 、 全ク 御先 供 之 者、 號 令之嚴 整明肅 

ナ ラサ ル ヨリ 所 致 一一 モ可有 之 哉、 深ク對 天朝 被 奉 恐 入 候 御 儀ト奉 恐察 候 得ハ、 速 一一 御 謝罪 之廉々 御 立 被 遊 候 儀、 乍 恐 勿 

論 之 儀 ト奉存 候、 且江府 二 於テ、 重役 之 者 へ 御 逢 之 御 奏聞 書寫、 並 坂 地 一一 於テ、 重役 之 者 戸川 伊豆守 ョ リ承リ 來候御 奏聞 書 

窵等之 趣、 熱 案 仕 候 得 ハ 、偶然 之 行 違 ョ リ、 相發候 兵端 -ー モ 有之閒 敷哉ト 思惟 仕 候 廉モ有 M 、恐懼 戰栗 不堪 悲歎 之 至奉存 候、 

抑 去 冬 十月、 御 政權御 歸シ、 且御辭 職 等 之 事件 ハ、 千古 之 御英斷 -ー テ、 深ク 宇内 之 形勢 御 洞察 被 遊、 皇國 萬國ト 並立 皇 

威海 外 一一 御 輝シ被 遊度ト ノ御 深慮 御 誠意 二 有 之、 其 上舊臘 九日、 斷然大 變革被 仰 出 候砌、 自然 輕輩之 過誤 ョ リ、 輦下騷 

擾、 御 幼冲之 天子 被惱 窟襟候 テハ、 深 ク被奉 恐 入 候トノ 御^ 念 御 憂慮 ヲ以、 御 下坂 御 潛居之 御擧、 誠 一一 神 祖以來 御 尊 

王 御 恭順 之 思 召、 御 繼述被 爲在候 儀ト奉 感服 候、 然ル處 、東西 之變 異相 發シ、 其餘 萬々 思 召 不被爲 應候御 儀 共有 之、 深ク 

爲 皇國御 勞心被 遊 候 ハ 、御尤 至極 之 儀 -ー テ、 不被 爲堪御 憤懣 候 儀ト奉 恐察 候 得 共、 御政權 ハ 、 先達 テ被 奉歸、 且御 職掌 無 

之 儀-一 テ、 御幼冲 ナカラ 聖斷 ヲ以、 御沙汰 之 趣-一 候 得ハ、 兎 モ角モ 君雖不 君臣 不可 以 不臣 之 節 ヲ御守 リ、 行々 皇國之 

御爲、 不可 然儀 ハ 再三再四 御 忠諫被 遊、 萬々 一 御 譴責 有 之 候 共、 所謂 天皇 聖明臣 罪 當誅之 場 二 被爲 立、 飽迄御 恭順 之 御 誠意 

ヲ 御盡シ 、寧靜 一一 シテ時 ヲ御俟 被 遊、 尙 幾重 二 モ御諫 諍 御 1M 救 被 爲在候 儀、 乍 恐 御 臣子之 御當然 一一 モ可有 之 哉、 何樣 御忠諫 

被 遊 候 共、 御 忠諫之 路ヲ相 塞キ、 益跋 晨シテ 神州 之危、 累卵之 勢-一迫 リ候ハ 、、 皇親 公卿 之 内 正義 之 御方ハ 勿論、 六十 

州 之牧伯 二 告ケ、 一 同 扶持 匡救 被 遊 候 方 一一 可 有 之、 然シテ モ奸臣 愈 威權ヲ 弄シ、 政綱 ヲ紊 リ候ハ 、 、時 ヲ量リ 勢 ヲ審ニ シ、 伊 


勢 之 御 宗廟、 及 ヒ 列聖之 山陵 一一 被爲告 神勅 ヲ奉シ 、天-一順 ヒ人 一一 應シ 、大義 擧ヲ發 シ、 天下 ト 共 二 有罪 一一 臨ミ、 斷然君 

側 之 奸ヲ御 拂ヒ被 遊候ハ 、 、日ヲ 刻シテ 御成功 モ 可被爲 在、 然ル處 、其 罪 惡瞹昧 人心 之 向背 未タ定 ラサ ルー 一、 一 時 御 憤懣 之 

餘、 輕易 - 一事 ヲ 擧候テ 御眞心 一一 於テ、 一 毫之御 私意 不被爲 在 候 共、 其處置 當然ヲ 不被爲 得、 且當時 御 政權御 職掌 モナ ク シ 

テ 、 妄擧ヲ 被 發候御 形 二相 成、 唯 事ノ成 ラサル ノ ミナ ラス 、幾許 之 生 靈肝腦 地 二 塗リ、 衆論 紛耘 人心 淘々 、華竟 被爲惱 宸 

襟 候而已 二 テ 、皇國 二 於 テ寸効 a< 益モ無 之、 一 朝 二 シ テ乍恐 朝敵 之 御 罪名 ヲ被爲 蒙、 神祖 以來、 尊 王 御 恭順 之 御 誠意、 

今般 御 一 新 之 御舉動 ョ リ、 蕩然ト 地ヲ拂 ヒ 、儼 然タ ル德川 氏 之 御宗社 危急、 旦夕 二 差 迫リ候 哉ト、 實以 悲歎 涕泣絕 言語、 手 

足 之 措所ヲ シ ラス 候 次第 一一 御座 候、 且當時 海外 之 諸國人 港、 外 二 交際 ヲ唱、 內 二 覬覦之 念 ヲ蓄候 モ難計 折 柄、 御國內 一一 干戈 

相 動、 其 弊 一一 乘シ 皇國之 大害テ 釀シ、 自是亂 階 ヲ被爲 開 候樣相 成候テ ハ 天朝 ハ 勿論、 御 祖宗 以來之 御神靈 一一 被 爲對、 

御 面目 モ無 之而 已ナラ ス 、千載 之 下 迄 モ 、御 罪名 ヲ被 爲受候 哉ト、 憂苦 痛心 之 至 リ奉存 候、 仰 願ハ爲 皇國御宗社^^ タ メ 、 

深ク御 反省 御 悔悟 被爲在 候テ、 速 一一 對 朝廷 御 異心 無 之 段、 明白 被 仰 上、 顯然御 謝罪 之廉、 御 立 被 遊候テ 神 祖以來 之 

御宗 社、 幾重 -ー モ御 保全 之 儀、 御 熟慮 被 遊 候 樣奉懇 祈 候、 年少 不肯之 私、 右 樣之儀 申 上 候ハ、 僭越 恐懼 之 至 奉 存候得 共、 先祖 

康 政以來 無量 御洪 恩奉感 戴、 其 子孫 タ ル者、 此御 大難 一一 臨ミ、 不肯ヲ 恽リ罷 在 候 場合 一一 モ無 之、 切迫 悲痛 之 餘リ、 敢テ冒 萬 

死 奉 申 上 候、 誠 恐 誠 惶頓首 謹言。 

正月 二十 九日  榊 原 式部 大輔 

榊 原 政 敬 家 記 

〇 政 敬 家臣 副書 

今般 之 御 事件 -ー 付、 式部 大輔 在所 へ 引 良 後、 寸志 申 上 度 所存 -ー 付、 速 二 出府 可 仕 之處、 北陸 道筋 へ 近々 勅使 下向 之 趣 被 致 

承知 候 二 付テハ 、猶叉 取調 等 一一 テ 延引 被 致 候 二 付、 先 私共 兩人 早々 出府 被 申 付、 昨夜 著 仕 候、 尤 在所 出立 之頃ョ リ、 時勢 相 

違 之廉々 可 有 御座 哉 モ候得 共、 右 所存 書 奉 差 上 候、 京都 表へ モ 重役 之 者 差 出、 乍 恐 御 罪名 御 除 相 成 候樣、 精々 相 願 候樣申 

復古 記 卷三 十二 明治 元年 二月 八日  ， 二三 K 


復 古 記 卷ー 一一 十二 明治 元年 二月 九日  ニー 一一 六 

付 遣 候、 尙追々 御 模樣可 奉 申 上 候 間、 何卒 宜敷御 執 成 被 指 上 被 下候樣 仕度 奉存 候。  榊 原 政 敬 家 記 

〇 政 敬 家 記 二 云、 一 一月 八日、 家臣 竹 田 勘 太郞、 生 田 季藏兩 人 出府、 德川家 へ 諫諍書 差 出 候 節、 同人 共 ョ リ、 御 目 付 淺倉藤 十 

郞へ差 出 スト。 

〇M 卜 三日 政 敬 家臣 上申書 

去 ル 八日、 式部 大輔 愚存之 趣、 乍 恐 書取 ヲ 以奉申 上 候處、 近日 之 内 御 書面 成、 何レ 御達モ 可 被 下 置 之 旨 一一 付、 御沙汰 相待罷 

在 候、 然 ル處、 今般 御 追討 使 御 差 向 可 被 爲在之 旨、 遙 -ー被 爲遊御 承知、 東歆山 へ 御 退キ、 御 謹愼御 恭順 被爲在 朝廷へ 只管 

御 詫 被 仰 上 候 旨、 一 昨夜 御 達 之 趣、 誠 -ー 以奉恐 入 候 御 次第、 式部 大輔、 右 之 趣 致 承知 候 ハ 、 、別テ 驚愕 涕泣可 仕 ト奉存 候、 

就テ ハ、 早速 歸鄕 仕、 右 之 趣 主人 へ 申 聞 度 ト奉存 候、 過日 御沙汰 之趣モ 御座 候 二 付、 爲念 一 應御伺 申 上 候。 

榊 原 政 敬 家 記 

〇 政 敬 家 記 二 云、 一 一月 十三 日、 右 趣意 御 目 付 淺倉藤 十 郞迄申 述候處 、同日 暮六ッ 時 頃、 御 目 付 河 田 相 模守被 申 聞 候 旨 左 之 通、 

先刻、 同役 へ 被 申 聞 候 趣 相 伺候 處、 淺野美 作 守 殿 被 相 達 候 ハ 、先日 御 指 出シ御 書取、 上樣 へ 奉 入御 覽候處 、具 -ー被 遊 御 承知、 

尤 至極、 流石 家柄 忠誠 之 程 御 満足 思 食 候、 素 ヨリ 上樣 -ー ハ 、被對 朝廷、 御 恭順 專御盡 被 遊 候 思 召 之處、 事 之 行 違 ヨリ、 今日 

之 御 次第 二 立 至 リ候得 共、 外 ョ リ見 候樣之 次第 n ハ 聊無 御座、 素々 御 恭順 之 思 召 可 被爲入 候處、 今日 之 御 次第、 德川 之被爲 

對宗 社、 御 申 譯モ無 御座、 只 御 一 身 一一 御 引受 被 遊、 御 謹愼御 恭順 被爲 在、 勿論 德川宗 社 御 存シ被 遊 度 思 召 ョ リ、 咋日 東歆山 

へ 御 動 坐 被爲在 候、 一 昨夜 御 達 之 趣 ハ 承知 可 被 致、 右 謹愼御 恭順 之 思 召、 深 遵奉 致シ 朝廷へ 對シ 不敬 之 儀 等 無 之 樣可被 

致 候、 勿論 御 家柄 之 俄、 御 存亡 ラ共 一一 被 成 候 事 -ー 付、 此段猶 御 存付之 所 ハ 、 何事 -ー テ モ無指 扣可被 申 聞 候、 又 御 賴被仰 出 候 

儀 モ可有 之 旨 被 申 聞 候。 

九日、 天皇 親征、 本 月下 旬 ヲ期シ 、坊城 俊 政 I 駄骄 ヲ以テ 行幸 奉行 ト爲シ 、參與 小 原忠寛 ヲシテ 


供 張 ノ事ヲ 經理セ シム。 

御親征 行幸 可爲當 月下 旬 被 仰 出 候 事、 

追テ 日限 更 -ー 御沙汰 候 事。  春嶽 私記 

〇 俊 政 履歴書-一 云、 行幸 奉行 被 仰 出 候 事。 

〇  , 

小 原 二 兵衞 

此度 御親征 行幸 被 仰 出 候-! 付、 右 御用 掛被 仰 付 候 事。 

二月  小 原忠寬 履， 歴 

〇 俊 政 履歴書 日 ラ失ス 、故 一一 此 一一 收ム。 

〇 總裁熾 仁 親王 ヲ拜 シーア、 東征 大總 督ト爲 シ、？ If  、參與 正 親 町 公董、 西 四 辻 公業、 廣澤 眞臣ヲ 

以テ參 謀 ト爲シ 、河 鰭 實文、 $ 、穂波 經度ヲ 錦旗 奉行 ト爲シ 、澤爲 量ヲ奥 羽鎭撫 總督ト 爲シ、 醍 

醐忠敬 ，之 二 副ス、 並 一一 本 月 十五 日 ヲ以テ 啓行セ シ 厶 、 又 議定 嘉言 親王 ヲ 海軍 總督 ト爲シ 、 趙 

赚： ：；、 庭 田 重 胤 ヲ參謀 ト爲ス 0  ■  . 

〇 有栖川 宮家 記 二 云、 今般 征 東大 總督 軍事 委任 之 旨 御 直 -ー 被 仰 出、 倉卒 之 際 別段 宣旨等 無 之。 

〇 按 スルー 一 、家 記 十日 二 收ム、 然レト モ參 謀及ヒ 海軍 總督 等ノ拜 命、 皆 本日 二 在リ、 大總督 明日 一一 至ル ノ理 ナシ、 蓋シ記 

者 習 朝 二 至リ之 ヲ記セ シナル へ シ。 

〇 

復古 記 卷 一二 十二 明治 元年 二月 九日  二三 七 


復古 記 卷三 十二 明治 元年 二月 九日 


各 通 


御 親 征大總 督可爲 參謀被 仰 下 候 事。 

二 月 九 日 

伹 シ來ル 十五 日 可 爲發遣 事。 

〇 河 鳍實文 へ 達 書 

御 親 征可爲 錦旗 奉行 被 仰 下 候 事。 

二月 九日 

但來ル 十五 日 可 爲發遣 候 事。 

〇 穗汲經 度 事蹟-一 云、 一 一月、 錦旗 奉行 被 仰 付、 同 十五 日 進軍 ス- 

〇 

就 御 親征、 可爲奧 羽鎭撫 總督被 仰 下 候 事。 ， 

二月 九日 

但 シ來ル 十五 日 可 爲發遣 候 事。 

〇 

就 御 親征、 可 爲奧羽 鎮撫 總督副 被 仰 下 候 事。 


正 親 町中 將 

西 匹 辻大夫 

廣澤兵 助 


正 親 町公董 陣中 日 誌 

西四钍 公 Iili-，1K 德家 Si 


河 鰭實文 家 記 


澤 三 位 


澤爲量 履歴 

醋 醐少將 


但シ來 十五 日 可 爲發遣 候 事。 

〇 細 奧羽鎭 撫使參 謀 

〇尋テ 一 一人 ヲ罷メ  、大山 綱 良、 世 良 砥德ヲ 以テ之 -ー 代フ。 

〇 

就 御 親征、 可爲 海軍 總督被 仰 下 候 事。 

二月 九日 

追テ 日限 被 仰出疾 事。 

〇 別紙 

1 隨從 士分 不可 過 五六 輩 或 七 八 輩 事、 但 下部 可 准 之 事、 

一 軍事 之 儀、 總テ參 謀 委任 之 儀-一 付、 家 來之輩 不可 預聞之 事、 

一 荷物 之 儀、 精々 無用 之品ラ 除候ハ 勿論、 總テ輕 便可爲 肝要 事。 

〇 

海軍 參謀被 仰 出 候 事。 

〇^ 十 一 日 達 書 


御親征 行幸 -ー 付、 海軍 參謀ー 一人、 其 藩 人選 二 テ、 早々 名前 可 差 出 候 事。 

復古 記 卷ー 一一 十二 明治 元年 二月 九日 


黑 

品 


但至雜 事總テ 示談 可 有 之 事、 


醍醐 忠敬家 記 

I 田 了 介 

"彌チ .05 


聖 護 院 宫 


聖護院 宫家記 


聖護院 宫家記 


庭 田 大 納 一一 吕 

庭 田 重 胤 履歴 

有 栖川宫 家 記 


前侍從 

鍋 島 直 大家 記 

ニー 一一 九 


復古 記 卷三 十二 明治 元年 二月 九日  二 四 〇 

〇 

御親征 行幸 -ー 付、 海軍 參謀ー 一人 相 選、 早々 名前 可 差 出 旨， 御 書付 ラ以被 仰 渡奉畏 候、 依 之、 左 之 者 共、 近々 國許 ヨリ 參著仕 

箸 二 付、 著 次第 早々 差 出 候 樣可仕 候、 此段 御請 旁 申 上 候。 

伊東 外 記 

以上  ■ 增 田 左 馬 助 

二月 十二 日  肥， 前侍從 

鍋 島 直 大家 記 

〇 諸 藩禁門 警衞兵 ノ 菊 章 旗慕ヲ 用 フル ヲ止メ  、其 出征 兵 ハ 官之 - 1 章 旗 ヲ頒 賜ス。 

先頃、 御 制度 御 改正 -ー 付、 諸 藩宫門 警衞被 仰 付 置 候、 銘々 旗 慕 並 挑燈等 -ー 至 迄， 菊 御 紋相用 候樣、 且 追討 被 仰 付 候 諸 藩、 

以來 一隊-一 一流 ッ、 菊 御 紋御旗 被 下 候 間、 家々 二 テ可相 調 旨 御沙汰-一 相 成 候 得 共、 右 御沙汰 ハ御 取消-一 相 成、 以來追 

討 被 仰 付 候 出兵 ノ 向へ ハ、 朝廷 ヨリ、 御 旗 御 渡-一 相 成 候 旨、 更-ー 被 仰 出 候 事。  .§津,^義日家箱 

〇 大政 變更ノ 際、 不逞 ノ徒、 名ヲ 勤王 一一 託 シテハ 良民 ヲ害 虐シ、 下情 或ハ 上達 セサラ ン コトヲ 

慮リ、 諸 藩 二 令 シ テ、 之ヲ 撿察 シ 、 且 衆庶 ノ 直-一之 ヲ 太政官 一一 赴 想 スルヲ 許ス、 又 諸道 ノ傳遞 

ハ、 必印 票ヲ照 シテ、 後 供給 セ シ厶。  - 

今般 朝政 御 一 新 一一 付 テハ、 萬 民 撫恤ノ 儀 ハ專務 ノ處、 當今、 御 國内御 多事 ノ折柄 一一 付、 自然 安民 之 道 等 間-一 相 成 候 際-一 

乘シ、 不逞 ノ徒、 妄ニ 四方 二 奔走 シ、 名ヲ勤 王. 一一 假リ、 良民 ヲ欺罔 シテ、 金穀ヲ 貪リ、 殘忍 二 民力 ヲ致驅 役 等、 甚以 御撫 

恤ノ御 趣意 一一 致 齟齬 候儀モ 多分 可 有 之 候 間、 民間 ノ於 苦情 ハ 、縱令 朝政 -ー觸 候 事 -ー 候 共、 聊無差 憚 可 申出 候、 尤 領主 地頭 


等 二 於 テモ、 厚 御 趣意 ヲ以テ 、民間 ヨリ 訴出候 節ハ、 速-一太 政宫へ 可 致 言上 候、 猶又差 掛リ候 件々、 左 ノ通被 仰 出 候閒、 領 

主 地頭 ヨリ 1^ 相 詭候樣 可 致 候、 

但、 從前 ノ 弊習 ヲ追テ 、言 路壅蔽 ノ事モ 難 測 候 間、 民間 ノ者 ヨリ、 直 二 太政宫 へ 訴出 候儀モ 勝手次第 ノ事、 

一 五畿 七道 諸 宿驛ノ 儀、 是 迄迚モ 印鑑 無 之 者 ハ 、繼立 申 間敷箦 ノ處、 近來宮 堂上 家來杯 ト唱、 印鑑 一一 引合 無 之 而已ナ ラス、 

無賛錢 n テ 人馬 繼立强 談仕候 者 有 之 趣、 以之外 ノ事 -ー 候 間、 以來 印鑑 引合 無 之、 且貸錢 跡拂等 二 テ ハ 、決 テ繼立 申 間 敷 候 

IK  二  東海道 先鋒 記 

r  -  J  宅 利 元 德 家 記 

〇 土 佐藩ノ 東海道 先鋒 兵 ヲ改テ 、東. 3 道 先鋒 ト爲ス 、松 平 慶永、 再 ヒ其子 茂昭ノ 北陸 道 先鋒 ヲ 

辭ス、 是日、 之ヲ 聽ス。 

山 €：  土 佐 守 

右 今般 御 親 征-ー 付 、東海道 先鋒 被 仰 付 候處" 相改東 山道 先鋒 被 仰 付 候 旨 御沙汰 候 事、 

但、 是迄東 山道 鎭撫使 隨從ノ  t: ハ ハ 、繰 昃シ 候樣被 仰 出 候 事。 

二月  東海道 先鋒 記 

〇 七日 申請書 

今般 御親征 -ー 付、 同氏 越 前 守 へ 、北陸 道 先鋒 被 仰 付 難 有 仕 合奉存 候、 然ル處 私儀 去年 來 上京 仕、 御 役 蒙リ、 人 數モ召 呼 

被 出 候 儀 -ー 付、 兼 テ申上 置 候 薄地 疲弊 之國 柄、 父子 兩途之 御 奉公 相 勤 候 程 之國カ 兵數、 何分 -ー モ行足 リ不申 候、 尤國 許へ ハ 

巾 遣 候 へ ト モ 、越 前 守 一一 於テ モ 、當惑 之 外ハ有 御座 間 敷 ト奉存 候 一一 付、 幸 私 在京 之 儀 二 モ 御座 候閒、 指向 此表詰 合 之 人數ラ 

以 御 親征之 御用 相 勤候樣 仕度 奉存候 間、 北陸 道 御先 鋒ト 御 引替 被 成 下 候 樣奉願 上 候、 當今之 御 時體、 右 樣奉願 候 儀 恐 入 

復古 記 卷ー 一一 十二 明治 元年 二月 九日  二 四 一 


復古 記 卷ー 一一 十二 明治 元年 二月 九日  二 ra 二 

候 得 共、 何卒 厚 御 諒察 之 上、 宜 御沙汰 被 成 下 候 樣奉內 願 候。 

二月 七日  慶永 

春嶽 私記 

〇  - 

越 前 宰相 

北陸 道 先鋒 出兵 之 儀-一 付、 願 之 趣 被 聞 食 候 間 不及出 パ候、 尙追テ 可 被 仰 付 儀 モ可有 之 g 御沙汰 候 事。 

二月 九日  春嶽 私記 

〇 舂嶽 私記 二 云、 今朝 岩 倉 殿 へ 雪 江 被 指 出、 此間 出願 之 上、 先鋒 之 儀、 一 咋日 御沙汰 止ミ相 成、 粗 安心 仕 居候 處、 又 々昨日 之 

降 命、 如何 之 御 趣意 ト御伺 之處、 卿 被 申 聞 候ハ、 則 其處へ モ心付 候へ トモ、 總體之 諸侯へ 被 命 候 ハ御親 征之故 也、 其 先鋒 二 

外レ候 テハ、 却テ 武門 之 耻辱ニ テ、 正-一 加州 杯へ ハ、 何共 不被 命ハ、 不首尾 之 姿 一一 テ、 其 御 家杯ハ 首尾 宜故也 トノ事 二 付 

御 親征之 先鋒 二 候へ ハ 、決 テ不 奉辭候 へ トモ、 夫-一 ョッ テ兩途 之 御 奉公 ト相 成候テ ハ 、於 國カ勤 マ リ不申 候 得 ハ 、大 藏大輔 

ハ 、當 地引拂 ヒ候 ヨリ 外 ハ無之 候へ トモ 、此 節左樣 -ー 申立 候 モ 恐 入 候 次第 故、 被 及 御 内談 候ト. &述 候處、 卿 被 申 候 ハ 、當地 

ヲ 去 候 事 ハ 決テ不 相 成 候 間、 人 數計歸 候 テハ 如何 トノ 事-一 付、 主人 在京 -ー テ 、家 來計歸 レト申 候 テモ、 主人 ラ按シ 中々 歸リ 

不申 候閒、 其 儀 ハ難出 來ト. S. 候處、 サ ラハ拜 借金 ヲ願 候テハ 如何、 五 萬 位 一一 テ手モ 合 可 申 哉 ト被申 候 付、 疲弊 之 事丈ケ ハ 

致 承知 居候 へ 共、 私儀 會計 二 ハ掛リ 居 リ不申 故、 如何程 一一 テ 都合 可 仕 哉 難 計ト申 候處、 夫 ハ 誠 -ー 困難 之 事 也 、則 昨日 モ何ト 

力 願 出 候 事 モ 可 有 之ト. &合タ ル 事 也 ト被申 候 一一 付、 唯今 之 行 形 一一 テハ、 當地 引取 候 ョ リ外 手段 無 之 候 へ トモ、 其 儀 難 相 適 

候ハ 、、當 坐卽按 一一 ハ 御座 候へ トモ、 當時有 合 之 人数-一 テ、 御 親 軍 之 御用 相 勤 候 様-一 ハ相成 申 間 敷 哉、 其 儀 ラ相願 候 テハ如 

何ト. &出 候處、 夫 ハ 至極 可然、 願 出 候 事 一一 相 成 候 ハ 、 、心得 居 可 ト ノ御挨 一一  テ退 坐、 歸邸之 上前 條申 上處、 御 評議 之 上、 

親 軍 御 川 御 勤、 御先 鋒ト御 振替 之 御 願書 被 差 出。 


〇 九 鬼 隆備、 再 ヒ山崎 關門守 衞ノ命 ヲ辭ス 、乃チ 松 平定 安 ヲ以テ 之-一代 プ、 又 山 名義 濟ヲ シテ 

生 野 雑霸嘲 ヲ 警守セ シ厶。 

山 崎 關門御 衞、 藤 堂 和 泉 守 跡 被 仰 付 候 as 、以御 書付 被 仰 渡 候處、 兼 テ城州 塚 原 村 御 警衞被 仰 付 置、 何分 小 家 少人數 

之 俄、 殊 -1 要害 御手 廣之御 場所、 迚 モ 人數 分配 仕リ方 モ 無 之 候 一一 付、 右山 崎 御 警衛 之 儀 ハ 御免被 成 下 候樣、 一 昨日 奉 歎. 願 候 

處、 願 之 趣 御 取 揚難被 成 候 間、 國カ祁 應之人 數ヲ以 、御 警衞可 仕 旨、 御附紙 ヲ以被 仰 渡奉畏 候、 然 ル處、 今般 御 警衞、 在家 

之 人 數甞出 候樣被 仰 出 候 二 付テ ハ 、則 別紙 一 ザ- 進 達 仕 候 通、 至テ少 人數之 儀、 如何様 心配 仕候テ モ 、 迚モ難 相 勤、 

何卒 前書 之 次第 御 深 察 被 成 下 置、 山 崎 御 警衞之 方 、偏 御免被 成 下 候樣、 不顧恐 奉 再 歎願 候、 何分 宜敷御 執 奏被成 下候樣 

奉 願 上 候、 以上。 

二月 九日  九 鬼 大隅守 

〇 批紙 

山 崎 御 弊 衞被免 候 事。  .  九 寧隆 家 記 

〇 

.  出 雪 少 將 

右、 山 崎關門 警衞被 仰 付 候 § 御沙汰 候 事。 

二 月 九 日 

伹、 是迄藤 堂 和 泉 守 へ 被 仰 付 有 之 候 之 間、 同家 ョ リ可 引受 候。  -  松 平定 安 家 記 

〇  、  , 

山 名主 水 助 

復古 記 卷三 十二 明治 元年 二月 九日  二 四 三 


復 古 記 卷三 十二 明治 元年 二月 九日  二 四 四 

但洲生 野 表、 非常 守衞被 仰 付 候 間、 同所 出 役 折 田要藏 S 申談 候樣、 御沙汰 候 事。  山 名義 路家記 

〇 備前藩 二 令 シテ、 松 山 1、 藩士 及 ヒ 松 平武聰 ノ臣、 伏 見ノ擧 一一 與 リシ モノ ヲ 監守 セ シ厶。 

板 倉 伊賀 義、 御 裁許 模様-一 ヨリ、 家 來儀モ 被 仰 付 品 モ可有 之 候 間、 夫 迄 之 處、 其 藩へ 御 預ケ之 事。 池 田 章 政 家 記 

松 平 右近 將監 裁許 之模樣 一一 寄、 被 仰 付 品 モ有之 候 間、 夫 迄 之處、 奮 八郞 以下、 其 藩へ 御 預リ可 申！ e$.。 池 田 章 政 家 記 

〇 鍋 島 茂實、 北陸 道 從軍ノ 事項 ヲ 條問 ス 。 

今度 御 親 征-ー 付、 北陸 道 御先 鋒 被 仰 付 候-一 付 テハ、 左 之廉々 奉伺 候、 

一 菊 御紋之 御 旗 一 流 拜領被 仰 付 候  >ー 付、 於 家々 相 整 候 樣御達 之 旨 候得廿 r 寸法 等 之 御 定モ可 有 御座 候條、 雜形被 相 渡 俄 

一一 テ可有 御座 哉、 

一 兵粮 之 俊、 遠國 運送 何分 届 兼 候 -ー 付、 於驛々 相 辨候樣 、前 以テ其 筋 二 御 通達 被 下 置、 木 錢米代 等 ハ 、 時々 相拂候 心得 二 テ 

可が 哉 

一 御用 有 之、 總督府 扨 又 諸手 へ 往來致 シ候節 之 御 印鑑 等、 何レ ノ筋ョ リ被相 渡 儀 一一 御座 候 哉、 

一 御 軍令 i\ 一儀 ハ 、總督 之 御 本 陣 へ 罷出候 上 、被 仰 渡 儀 二 可 有 御座 哉、 

一 總督御 本陣へ 罷出候 迄、 休： a 之 儀ハ、 自分 一一 テ相 極、 其 段 御 届 仕 候テ、 可然倦 - 一可 有 御座 哉、 

一 輜重其 外 持 運 人馬 之 儀、 召 連 候 儀 候 得 共、 不足 之 分 ハ 、驛々 ョ リ被差 出、 御 定賀錢 -ー テ被差 出 候 樣可被 仰 付 哉。 

肥 前 侍從內 

二月  百武作 右衞門 


第 一 條 追テ可 下賜 之條、 別段 相 整 二 不及 候、 

第一 一條 北陸 道之條 ハ 、休 泊 宿 驛御取 極 難 出来 候 間、. nz 分 -ー テ宿々 へ 相賴 、兵食 可相辨 候、 尤跡 一一 テ左之 通 被 下 置 候 事、 

一 . ^へ U  & 白米 M 合 き 1.^ 白米 U 合 

一 ノ.. =  ^ 金壹朱 熹休 錢 文 

第三 條 追 テ可被 相 渡 候、 

第四條 伺 通-一 テ候、 

第 五條 可然 候、 

第六條 可 相 成人 夫ハ 省、 宿々 繼 人足 ハ 、驛々 -ー テ爲差 出、 賀錢ハ 是迄定 之 通 -ー 可 相 心得 候 C  鍋 島直大 家 記 

〇 柳澤保 申、 藩 事 ヲ以テ 假歸ヲ 請 フ、 之ヲ 聽ス。 

私  0 

暫滯在 可 仕 候處、 此程 御鎭 臺御發 向、 且 今般 御 親征被 仰 出 候 二 付 テハ、 夫々 御警衞 向、 取締 一際 厳重-一 申 付 度 候閒、 

不苦 條-ー 御座 候 得ハ、 日數 五十 日 之 御 暇、 被 下 置候樣 仕度、 尤御川 之 節 ハ近場 之 儀-一 モ 御座 候 故、 御 達 次第、 一 日-一 上京 可 

仕 候、 此 g:! 奉伺 候、 以上。 

二月 九 曰  柳澤 甲斐 守 

柳 渾保ゅ 家 記 

〇 保 S. 家 記 二  、伺 之 通 被 仰 渡 ト ァリ。 

〇 備前 藩、 讃岐 諸島 g& み ノ警守 ヲ土佐 藩 二 六乂付 スルヲ 稟ス。 

讚岐 國鹽飽 島々 之 儀ハ、 備前守 領分 兒 島郡ト 接近 - 一有 之 候處、 上方 變動 後、 人民 動 搖之模 樣相見 候 二 付、 不 取敢、 聊之 人数 

渡海 爲致、 鎭撫之 義取計 置 申 候、 同國直 島之義 ハ 、去 ル 子年 御 警衞被 仰 付 居. & 場所 故、 鎭撫方 之 者 差 出、 取調 致 置 申 候、 同 

復古 記 卷三 十二 明治 元年 二月 九日  二 四 K 


復古 記 卷三 十二 明治 元年 二月 九！：！  二 四 六 

小豆 島 倉敷 支配， \ 一分、 盗賊 徘徊 致候樣 -ー 付、 是叉 人數指 出、 鎭撫致 置 申 候、 然ル處 、土 州 ヨリ 掛合有 之、 右三 島 之 儀 ハ 、 土 佐 

守 取調 所 -ー 付、 同藩 へ 受取 申 度 由 -ー 候 間、 夫々 引渡 シ仕 候、 尤 非常 之 節 ハ 時宜 -ー 害、 右島々 へ、 備前守 人 數差出 候 儀 モ 可 有 

IMiK 申談 候、 此段御 届 中 上 候 樣國元 ョ リ申附 越 候、 以上。  . 

池 田備前 守 家 來 

二月  澤井 宇兵衞 

池 E 章 政 家 記 

〇 片桐 tsr 京 二 至リ、 lig 丹 羽 氏 中、 疾 ヲ以テ 老臣 ヲ シ テ代 リテ京 ニ至ラ シ厶。 II、 

〇 松 平 忠誠、 紀伊 ヨリ 海 一一 航シテ 、吉田 t  、- 一至 リ、 老臣 ヲシテ 西上セ シメ、 征討 府ノ 召命 ヲ奉 

セ ス シテ、 東歸ス ルノ故 ヲ陳ス 、其 父忠國 1^ モ 亦使ヲ 京師 一一 遣シ、 疾 ヲ以テ 入觐ス ル能 ハサ 

ルヲ申 謝ス。 

下 總守條 、在 坂 中、 重病 二 テ引 籠罷在 候處、 德川 家並 會桑、 -ー  粗暴 之擧 動、 篤ト 承？^ 不申， 且俄 二 柬退之 旨 趣、 聊 承知 不仕、 

殆 周章 狼狠、 紀州表 へ i 能 越、 甚 不束 之 段 奉 恐 入 候、 然 ル 處宫 軍附屬 候樣、 奉 蒙 御沙汰 難 有 仕 合奉存 官軍 奉 附屬、 主 一 勤 

王 可 仕 志願 二 御 坐 候 問、 直 二 上京 可 仕處、 往來差 支、 主從 離散、 乘船 仕、 三 州吉田 浦へ 著 船 之虚、 船中 ヨリ 別テ 危篤 之 重病 ト 

ffl 成 候 上、 漸同處 一一 テ、 京師 大坂 等-一 テ 粗暴 不法 之 事實、 家來 ヨリ 承リ、 重々 驚 入 候 一一 付、 一 ト先、 歸府之 上、 右 等 之 次第 柄 

承リ； r 且ハ乂 織 部 正へ モ申 聞セ、 所存 承 リ度ト 決定 仕 候 二 付、 甚奉恐 入 候 得 共、 不取敢 、重臣 同所 ヨリ、 爲 名代 僅-一 著 船 之 人 

數而 已引卒 仕、 少人數 -ー テ奉恐 入 候 得 共、 當節 相應之 御用、 被 仰 付 被 下 度 段 奉 願 候 樣被申 付、 上京 之 折 柄、 桑 名 宿 通行 之 

節、 私 御 總督樣 御木 陴へ罷 出候樣 御沙汰 二 付罷出 候處、 參謀方 木 一  郞^ ヲ以、 御 尋相成 候 -ー 付、 御 答申 上 候處、 通行 

上京 不苦旨 御沙汰 之 趣、 同人 ョ リ被 e. 聞、 並 藩士 通行 方 御 印紙 モ被下 置、 京 著 仕 候 間、 前書 之 次第 御 許容 被 成 下 候 樣奉願 候、 


以上 ( 


月 

參 


松 平 下 總守內 

加藤大 


奥 

御 役所 


内國 事務局 叢 ，，=, — 

松 平忠敬 私記 


土臣加 藤大炊 へ 爲 名代 一 一 小 除 相 添、 上京 申 付、 正月 一 不 八日、 吉田驛 出發仕 候處、 官軍 御 東 下 -ー せ、 道中 

，漸 クー 一月 五日 京 著、 九日 參與所 へ 御 届書 差 出 申 候、 下總守 ハ 、一 一月 五日 江戶表 へ 著、 其 後 病 間 等モ無 之、 


〇 忠敬家 記 二 云？ 

筋 殊ノ外 混 雜仕リ 

三月 七日 忍 表へ 罷歸申 候。 

〇 忠國 上申書 一 一通. 

織 部 正 儀、 上京 仕候樣 四條 大夫樣 ョ リ、 以御直 書 御沙汰 御 坐 候 二 付、 不取敢 、上京 可 仕 箸 -ー 御 坐 候處、 多年 病 身罷 在 候 上、 

追々 及 老衰 二 モ 、長途 之 旅行 迚 モ難相 成、 且 在所 表 之 儀、 江戶 程近 之 儀 二 付、 當節柄 品々 心配、 及 ヒ 取締 方 申 付 候半テ ハ 不 

相 成、 旁 甚奉恐 入 候 得 共、 何分 上京 仕 兼 候、 依 之、 御請 書 持參、 不取敢 、上京 被 申 付 候 二 付、 昨 八日 著 仕 候、 下總 守條未 歸府不 

仕 心配 罷在 候、 歸府之 上 尸 、聢ト 存寄承 リ釓可 申、 素ョ リ勤 王 之 存心可 有 御 坐 候 二 付、 上京 候 樣可申 聞 候閒、 何卒 御聞屆 

被 成 下 度 相 願 候 樣被申 付 候、 此段奉 申 上 候、 以上。 

松 平織 部正內 

九日  奥 平謙輔 


月 

參 


役 所 


〇 


復古 記 卷三 十二 明治 元年 二月 九日 


内國 事務局 叢書 

松 平 忠敬家 記 


二 四 七 


後 古 記 卷三 十二 明治 元年 二 月 九日  二 四 八 

下總守 儀、 此程致 歸府候 -ー 付ぶ M 部： 止 ヨリ 兼 テ申上 候 通、 紀州路 へ 返 去 仕 候 始末 拉存 寄、 及 尋問 候處、 大坂表 俄 時 之 混 動 -ー 

テ、 出京 道路 モ無 1\1、寳 -ー 及 狼^、  一  紀州路 へ主從 離散、 乘船仕 候處、 存外 之 風波 二 テ、 海上 十日 餘モ 漂泊、 漸-! 參州吉 田 

m へ 著 船 仕 候 趣、 然ル處 病中 押テ上 坂、 長 路疲勞 之 上、 海上 漂泊、 旁 猶以重 體ト相 成、 且京坂 暴發之 事寳承 織 部 正 存念 致 

承知 皮 诀心仕 候 二 付、 爲 名代、 家來之 者ヲ以 爲伺、 下總守 儀 ハ、 去ル 五日、 一 先 歸府仕 候 二 付、 紀州表 一一 テ 不都合 之 段、 

嚴敷申 聞 存心相 尋候處 、素リ 主 一 勤 王 之 存念 二 テ、 聊ー 一心 無 之、 夫 故 途中 ヨリ 乍少 人數モ 引员シ 、上京 爲致候 心底 二 御 坐 

候 間、 此邊 御 洞察 被 成 下 度、 尤 病氣聊 -1 テ モ快相 成 候 得 ハ 、速 -ー 上京 仕 候 樣申聞 置 候 間、 今 暫之處 、重臣 之 者 名代 二 テ、 御 

許容 奉 願 度. &付越 候、 此段御 聞 屆被下 置 候 樣奉願 上 候、 以上。 

松 平織 部正內 

二月  .  ， 奧 平謙輔 

參 與  ， 

御 役所  内國 事務局 叢書 

〇 本書、 上申 ノ日ヲ 失 ス。 

〇 外國 事務 總督 伊達宗城、 書ヲ 英米 等六國 公使 一一 贈リ、 神戶ノ 暴擧ヲ 謝シ、 日 置 忠尙、 攏正信 

ノ處 決ヲ報 ス 、是 日、 正 信 兵 庫 永 福 寺 一一 自盡 ス 、內外 官吏 之 一一： ま厶。 

、以 手紙 致 啓上 候、 然ハ 今般 備前 家來、 無 故、 外國 公使 等拉其 人民 ヲ襲ヒ 候 段、 於 朝廷 新政 之砌、 旁 不行届 之 儀、 拙者 ョ リ御 

詫 可. S. 入、 且此 以後、 雙方 ョ リ 信莪ヲ 守、 相 交 候 一一 於テハ 、右 等 妄動 之 所爲無 之樣、 例 藩 へ 急 度 申 渡 置 候 -ー 付、 以來此 等 之 事、 

總テ 朝廷 二 テ受合 可 申、 此度之 儀、 如 別紙 、一一  日 置帶刀 謹慎 申 付、 瀧 善三郞 割腹 申 付 候 段、 各國 公使 へ 可&入 旨、 

蒙 勃 命 候、 以上。 


二月 九日  宇 和 島少將 

六ケ國 公使  . 

姓名 閣下 各； i  外務省 記 

〇 本 月 三日、 官制 ヲ更 定セ リ、 然レト モ宗城 ノ新命 未タ下 ラス、 故 一一 仍ホ 綱文舊 官銜ヲ 署ス。 

〇 十三 日 上申書 

備前守 冢老日 置帶刀 儀、 祌戶町 通行 之 節、 同勢 之 内、 外國 人へ 兵刃 ヲ加 へ 及發砲 候-一 付、 公法 ヲ以 テ御處 置-一 相 成、 右發砲 

號令之 者、 差 出 候 樣被仰 付 候 -ー 付、 則 左 之 通、 

日 置帶刀 馬廻士 

地 高 百 石  瀧 善 三 郞 

歳  一二 十二 

右 之 者、 去 ル 七日、 兵 庫 表 へ 差 出、 外國 御用 掛 へ 相 達、 警尚 仕置 候處、 同 九日 晚、 同所 於 永 福 寺、 各 國見證 ヲ受、 外 國掛、 薩州、 

長 州、 宇 和 島 家 來等立 合 之 上 割腹 仕 候、 死 體ハ帶 刀 手前 I 一  テ取 片付 仕 候、 右 之 段 御 屆奉申 上 候 、以上。 

備前 少將內 

二月 十三 日  澤井宇 兵衞 

池 田 章 政 家 記 

外務省 記 

〇 外務省 記 -ー 云、. 瀧 善 三 郞釗腹 之 席 -ー 臨ミ 口演、 左 之 通、 

去ル 十一 日、 神戶 通行 之 節、 夷人 ョ リ 無法 之 及 所業 候處ョ リ、 無據、 加 兵刃、 卽乘其 擧發砲 令 之 者 拙者 也、 然 ル處、 今般 

王攻御 復古， 更始 御一新 之 折 柄、 宇内 之 公法 ヲ以 御 處置被 遊、 釗腹被 仰 付 候 付 、則 割腹 イタ シ候、 御 檢證可 被 下 候。 

復古 記 卷三 十二 明治 元年 二月 九日  二 四 九 


後 古 記 卷三 十二 明治 元年 二月 九日 

復 古 記 卷三 十二 終 


二 五 〇 


總 閱 

一 等 編修 官 

纂修兼 校 勘 

一 等 編修 宫 

一 等 掌 記 


臣長松 


幹 


E 長  荧 

E 四 星恆之 


十二 等 出仕 E 石津 發三郞 


六 等 掌 記 

八 等 掌 記 

寫 

一 等繕寫 

二等 繕寫 

二等 繕 寫 


E 澤渡廣 孝 

E 松 浦 辰 男 

E 小川 長 和 

E 小島  春 

E 藤. 園 賢 意 


復古 記 卷三 十三 

明治 元年 戊辰 一 一月 十日 

01 一月 

十 日、 奉幣使 "町 ヲ畝傍 陵 二 遣 シ 、天皇 元服 ヲ加 ヘシ ヲ吿ケ 、且其 遲延ヲ 謝ス。 

天皇 我 詔 旨 止 掛畏岐 畝 傍 山 乃 東北 陵 爾恐美 恐 ^ 奏賜 g..^ 奏久 親王 公卿 等 議奏久 去 正月 爾 吉日 良 辰 乎擇定 S 隨令爾 首 服 乎 奉 

加 g 天下 乃 公民 乃 望 爾將適 止奏雅 掛畏岐 5 陵 乃 厚 岐御恤 深岐御 助爾侬 S 無事 久無故 久此乃 禮乎令 果行賜 布 夫 毛 加冠 乃 禮乎 

行お «告 申 波 往古 乃 佳例 f 故 亦 今度 毛 遣 使 S 其 由 令告申 賜.! 思 食 須間爾 不慮 毛 邦内爾 干戈 乎 動顺 あ 起 S 勇：5$^^,"爾 

亂走利 公民 者 柬西爾 奔述禮 道 g 布 路者穢 塞 利 不計毛 延引 S 今日 爾及ョ i 故 是以& 正 一 一位 行權 大納言 藤 原 朝臣 實德乎 差 

遣 S 禮代乃 御幣 乎 令 捧持 &奉出 賜 布此狀 乎平久 安久 聞 食 S 天地 日月 止共爾 竇位無 動 久常磐 爾堅磐 爾護賜 比 恤賜諧 恐 美 恐 g 

奏賜 S 久奏。 

慶應四 年 二月 十日  大内記 新作 

〇 列藩 貢士  ノ制ヲ 定メ、 五十 日ヲ 限リ、 京師 一一 貢セ シ厶、 後 藩主 ノ 議定 若 ク ハ 參與タ ル モノ 

ハ、 必シモ 貢 進セ サルヲ 令ス。  .  ， 

一 大藩  三 員 

一 中 藩  二 員  -. 

復古 記 卷三 十一 一一 明治 元年 二月 十日  二 五一 


m 古 記 卷三 十三 明沽 元年 二お 十日  二 K 二 

一 小 藩  一員 

右 者、 今般 王政 御一新 被爲 仰 出、 輿論 公議 ヲ執リ 候 御 趣意 ラ以、 各藩 ヨリ 貢. H トシ テ、 太 攻官へ 指 出 候樣被 仰 付 候 

條、 其 御 趣意 一一 相 基キ、 國々 國論 一一 モ可相 代 者、 人 撰 有 之、 指 出候檨 御沙汰 候 事、 

但、 右 拜承常 日 ヨリ 五十 日 ヲ限リ 、差 出 可. S. 、尤其 者參著 次第 辨事 役所 へ 可 届出 事。 

こ 1  .  毛 利 元德家 記 

二月  黑田長 知 家 記 

〇 三月 二十 九日 達 書  . 

各藩 ョ リ貢士 指 出 候 御 趣意 ハ 、先達 テ 御沙汰 之 通 候處、 主人 議定 職 或 ハ 參與職 等 被 仰 付 置 候 藩々 ハ 、 勤 役 中 其 儀 -ー 

不及 候、 尤 在勤 中 タリ トモ、 貢士指 出度 輩ハ、 勝手次第 一一 相 心得 候樣被 仰 出 候 事。 

£ 1,  利 元德家 記 

三月  .  官巾曰 記 

〇宫 中日 記ハ 晦日 一一 收ム。 

〇| 列藩 貢士 上進 書  ， 

右 之 者、 貢 士巾付 候 二 付、 此段 御屆仕 候、 以上。 

山 S  土 佐守內 

三月 八日  小 崎 左 司 馬 

.  內國 事務局 叢書 

〇 

小 野 崎 五 右衞門 


右 之 者、 貢 士申付 差 出 申 候、 此段申 上 候、 以上。 

三 月 十 


曰 


戸田 ffi^ 女 正家來 

壯合诸 之 介 

戶田氏 共 家 記 


〇 


今般 王政 御一新 被爲 仰 出、 輿論 公議 ヲ執リ 候 御 趣意 ヲ以、 各藩 ヨリ 貢士ト シーア、 太 攻官へ 差 出 候樣被 仰 付 候、 就 右、 

左 之 者 共 差 出 申 儀 -ー 御座 候、 此段御 屆申上 候。 

岩 村 右近 

大木 民 平 


以 上 


三 月 十 三 


〇 


兼 テ御届 €. 上 候 貢士、 右 名前 之 者、 昨日 上京 仕 候、 此段御 屆申上 候、 以上 „ 

三月 十五 日 

復 古 記 卷三 十三 明治 元年 二  HJ 十日  一 


肥 前 侍從內 

成 富彌六 -ぉ 衞 

内國 事務局 叢書 

貢 ±  志賀律 三 郞 

九 鬼 大隅守 

二 五三 


復 古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日 

御 役所 

〇 三月 十九 日 上申 


兼テ 御沙汰 之 通、 右兩 人貢士  -ー差 出 申 候、 此段御 屆仕候 樣申付 越 候、 以上。 


二  K 四 

九 鬼 寧隆家 記 

粟野 左 門 

鈴 木震吉 

宇 和 島 少將內 

木 原 半 l^i ハ衞 

伊達 宗 德 家 記 


〇 


御 一 新-一 付、 小 藩 一員、 國論- 一 モ可代 者、 人 撰 ヲ以、 爲貢士 差 出 候檨被 仰 出奉畏 候、 然ル處 、素、 人少、 御 趣意-一 的 當仕候 程 

ノ者無 1\ 一段 ハ、 先般 奉伺 候處、 猶遂 吟味 可 差出樣 御沙汰-一 付、 不得 止、 別紙 名前 御 屆奉申 上 候、 以上。 

森對馬 守家來 

三月 廿日，  平 井代 次郞 

〇 別紙 

豐 岡 淸之進 

森 俊滋家 記 

〇 

覺、 

.  貢士  伊吹 喜 三 太 


橋 本 興太郞 

右 者、 一 咋廿ー 一日 著 京 仕 候、 此段御 屆奉申 上 候、 以上。 

蜂須賀 阿波 守內 

三月 廿 四日  林 榮次郞 

內國 事務局 叢書 

〇 

貢 士之儀 -ー 付、 國論 二 モ 可 相 代人 物、 更 二 無 御座 候 趣、 先般 奉伺 候處、 尙遂 穿馨差 出候樣 御差圖 -ー 付、 甚 頑愚 之 者  >ー 御座 候 

得 共、 

.  野 閒傳三 

右 之 者 差 出 申 度、 此段御 屆奉申 上 候。 

三月 廿 四日  京 極 下 總 守 

,  內國 事務局 叢書 

京 極 壽 吉 家 記 

〇 

大關泰 次 郞貢士 

小山 勘 解 由 

今日 貢士之 儀、 伺 之 通、 被 仰 出 難 有 仕 合奉存 候、 依， 之、 貢士 同道 出頭 仕 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

大閼泰 次 郞家來 

三月せ i 日  那須眞 小一 

内國 事務局 叢書 

復古 記 卷 三十 I 一一  明治 元年 二月 十日  二 五 五 


復 古 記 卷 一一 一十三 明治 元年 二月 十 n!  二 五六 

〇 

兼テ被 仰 出 候貢士 i\ 一俊、 此度藤 井淸ー 一 ト申者 へ 申 付、 阼日到 著 仕 候、 御 川筋 御 指 圆被成 下 度奉存 候、 今 豐人之 儀 ハ 人 撰 取 

調 中 二 御座 候 間、 今 暫之處 御 猶豫被 成 下 度 奉 願 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

三月 廿 七日  酒 井 右 京大 夫 

内國 事務局 叢書 

〇 

大河 內刑 部大 輔家來 

小 池兩藏 

右 ハ 、先般 御沙汰 1 一 付、 爲貢士 差 出 申 候、 尤是迄 算數之 筋、 聊心掛 罷在候 者 -ー 御座 候、 宜御取 計 之 程 奉 願 上 候、 以上。 

大河 內刑 部大 輔家來 

三月せ 七日  ，■  澤田 佐ー郞 

内國 事務局 叢書 

〇 

.  長 門 守 家來 

阪田  莠 

右、 先般 被 仰 出 候 爲貢士 差 出 ゆ 候、 此段 御屆仕 候、 以上。 

秋 月 長 門 守家來 

三月 廿 七日  河 邊十郞 

內國 事務局 叢書 


〇 


右 之 者、 貢 士申付 差 出 申 候、 此段申 上 候、 以上 c 


三月 廿 七日 


〇 


右 貢士申 付、 從國許 呼 寄、 此節相 揃 候 間、 差 出方 御 差圖御 坐候樣 仕度 奉存 候、 以上， 

三月 廿 八日 


〇 


復古 記 卷 一一 一十一 一一 明治 元年 一 I 月 十日 


戸田 淡路 守家來 

鈴 木 房 太郞 

戶 田淡路 守家來 

有： b 衞門 

内國 事務局 叢書 

戶田氏 良家 記 

木 村 九 左衞門 

陸 原 慎太郞 

永 山 平 太 

加 賀宰招 中將內 

里 見 亥 三 郞 

內國 事務局 叢書 

前 田慶寧 家 記 

井伊 掃 部 頭 家 來 

日 下部 三 郞右衞 門 

北 川 德之允 

二 五 七 


復 古 記 卷三 十三 明-治 ー兀年 二月 十 H 

右 之 者、 爲貢士 差 出 申 候、 此段御 屆申上 候樣、 掃 部 頭 申 付 越 候、 以上。 

三 月廿 九日 


二 五八 

井伊 掃 部頭內 

山 田 彥右衞 門 

内國 事務局 叢書 


〇 


貢 土 


足 立 官 

高 井 義 八 

秦人、 I 養 i 出 串 候、 S 八 儀 ハ tsl 共、 iBS ハ 道中 露 -ー テ 、 大阪 -ー 董仕 居候、 快 方參雲第御 届 可 

奉 申 上 候、 以上。  _ 、  J 

1 少將內 

增 田健藏 

別 所 武三郞 

內國 事務局 叢書 

.  石 川 宗 十 郞家來 

新 太久馬 

右 之 者、 今般 養 I 登、 昨 廿八曰 S 仕 候、 逢 I、 宜御差 讓成下 候 議願上 候、 秦秦 ハ 、一 一條 S 元 御城 番組 星 

鋪之 C  -ー  當分 住居 仕 候、 此 段御屆 上 候、 以上。 


出 


三月せ 九日 


石 川 宗 十郞內 

三月：^ 九日  鈴 木甚内 

內國 事務局 叢書 

〇  • 

私家 來之 M: 、貢 士-ー  御 召 仕 可 被 下 候-一せ、 差 上 候樣於 太 政官被 仰 付、 在所 表 ヨリ 申 越 置 候處、 今日 

加  P 修 造 

右 之 者 參著仕 候 一一 付、 此段御 屆申上 候。 

京 極 佐 渡 守 使者 

三月 廿 九日  永 田 彥四郞 

內國 事務局 叢書 

〇 

口上 覺、 

今般 王政 御一新 被 仰 出、 輿論 公議 ヲ執候 御 趣意 ヲ以、 被 仰 付 候條、 其 御 趣意-一 相 基、 國々 國論ニ 可 相 代 者、 人 撰 

致 シ可差 出 旨、 先達 テ 御 役所 ヨリ 御沙汰 之 趣 奉 敬 承 候、 然ル處 、於 弊 藩、 右 御 趣意 - 一可 相 叶 人 體之者 * 壹人モ 無 御座、 實 

-1 奉 恐 入 候、 乍 併 御沙汰 之 儀 二 付、 御用 辨之程 無 覺束奉 存候得 共、 中 村 嘉左衞 門ト申 者、 差 出 申 度、 刖 同人 此程京 著 仕 候 間、 

此段御 屆申上 候、 宜敷御 指揮 可 被 成 下 候、 以上。 

本 多 美 濃 守 家 來 

三月 廿 九日  仲 益 五 郞 

復古 記 卷三 十一 一一 明治 元年 二月 十日  二 


復古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日  二 六 〇 

內國 事務局 叢書 

〇 

先般、 被 仰 出 候 貢士之 儀、 奉拜承 候、 然 ル處、 小 藩 一 向 人物 無 御座、 精々 相 撰 候 得 ハ 、御用 立 候 程 之 無 見定、 重々 奉 恐 入 候、 

乍 併 御斷申 上候テ ハ 、猶更 奉 恐 入 候 二 付、 別紙 名前 之 者 差 出 申 候、 御用 之 端 -ー モ相成 候 ハ 、 、重々 難 有奉存 候、 以上。 

櫻 井 遠 江 守 家 來 

三月 廿 九日  靑谷榮 三 

〇 別紙 

櫻 井 遠 江 守 家 來 

豐 田  連 

樱井忠 興 家 記 

〇 

間 部下 總守 重臣 

小 堀 十 太夫 

右、 今般 爲貢士 差 出 申 候 間、 此段御 屆申上 候、 以上。 

間 部下 總守 留守居 

三月 廿 九日  千 田 權右衞 門 

內國 事務局 叢書 


右 之 者、 爲貢士 差 出 申 候、 此段御 屆申上 候、 以. M< 


三月 晦日 


〇 


右 之 者 * 貢 士申付 指 出 候 間、 宜 御 指 圖可被 下 候、 此段御 屆申上 候、 以上 ( 


三月 晦日 


〇 


右 爲貢士 差 出 候處、 昨日 著 京 仕 候、 此段御 S 奉 申上險 、以上。 


〇 


三 月 侮 日 


復古 記 卷 三十 一一 一 明治 元年 二月 十日 


新名與 太夫 一 

有 馬 遠 江 守 家來 

今 村吟太 右衞門 

內國 事務局 叢書 

一 

一 

伊達 若狹 守家來 

白 江半藏 

伊達 若狹 守家來 

五島 甚兵衞 

伊達 宗敬 家 記 

櫻 井 熊 一 

一 

仙 石讃岐 守家來  _ 

岡 部 平 馬 

内國 事務局 叢 書 

二 六 一 


復 古 記 卷三 十三 明治 元年 二お 十日  •  二 六 二 

先達 テ、 被 仰 出 候貢士 トシ テ、 左之兩 人、 御當地 へ 參著仕 候 付、 此段御 屆申上 候、 尙又今 爱人可 差 出 之處、 人 撰 難行 屆 御座 

候せ、 今 暫御猶 豫被成 下候樣 仕度 奉 願 候、 以上。  . 


三 月 


紀 伊中 納 言 內 

西 ^ 


〇 別紙 


圖 書 


津 田兵彌 

本 居中衞 

內國 事務局 叢書 


〇 


覺， 

大： b 勝太郞 

右 者、 今般 爲貢士 、可 代國 論者、 人 撰 差 出 候樣被 仰 出 候處、 小邑 人才 乏敷、 其 撰 -ー 可 當者無 之、 御用 辨之程 無 覺束奉 存候得 

共、 依 御沙汰 差 出 申 候、 御 用途 御 召使 被 下 置 候ハ、 難 有 奉 存候旨 申 付 越 候 問、 此段 御^ 申 上 候、 以上。 

松 平 主 殿 頭家來 

大 岡益衞 

內國 事務局 叢書 


三 月 


〇 以上 一 一條、 日 ヲ失ス 

〇 


本 莊彈正 忠家來 


河 村 雪 三 

右 之 者、 今般 之 御沙汰 二 依テ、 爲貢士 指 出 申 候、 何分 未熟者、 其 器 二 不當候 段、 深 痛心 仕 候 得 共、 人才 無 之 ラ以、 御 斷申上 

候テ ハ 御 趣意 -ー 相 背 泰恐入 候 間、 不都束 者 萬々 御用 立 申 間 敷 候 得 共、 指 出 候 儀 二 御座 候、 御 含 置 可 被 成 下、 此段御 届 奉 申 

上 候、 以上。 

四月 朔日  本莊 彈正忠 

内國 事務局 叢書 

〇 

小 笠原豐 千代 丸家來 

傲 島太郞 

右 者、 今般 王政 御一新 被爲 仰 出 候 付、 各藩 ヨリ 貢士 トシ テ、 太 政 宫へ指 出 シ候樣 、被 仰 出 候 旨 御沙汰 之 趣、 豐 千代 

丸 奉拜承 候、 國論 二 モ可相 代人 體 二 ハ無 御座 候 得 共、 先 不取敢 、右 之 者 貢士申 付、 此節上 著 仕 候、 今 一 人 同 檨&付 候 得 共、 病 

氣 二 付、 一 同 發足難 仕、 快氣 次第 上京 可 仕 害-一 御座 候 間、 其 內御猶 豫之義 奉 願 候、 右 之 段 御 屆申上 候、 以上。 

■  小 笠原豐 千代 丸內 

四月 二日  高 田 淺之助 

小 笠 原 忠 忱 家 記 

〇 

左 京大 夫 家来 

稻津志 摩 介 

右 爲貢士 、咋朔 日 京 著 仕、 淸水下 抱 屋敷 -ー 罷在 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

復古 記 卷三 十三 明治 元年 二： 《 十日  二 六 一一 一 


復 古 記 卷 一一 一十三 明治 元年 二 H 十日 

四月 二日 

右、 先達 テ、 御 達 之 趣 御座 候 付、 右 之 者 貢 i 申 付、 上京 爲仕 候、 此段御 屆奉申 上 候 、以上。 

四月 二日 

〇 四月 一 一日 上申 

右 之 者、 兼テ被 仰 出 候 貢. H 、申 付 候 段 申 越 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 


〇 


二 六 四 

伊東 左 京大 夫家來 

長 倉德助 

内國 事務局 叢書 

土 井能 登 守 家 來 

伊藤 愼藏 

土 井能 登 守 家 來 

岡 田 ー學 

內國 事務局 叢書 

伊勢 守家來 

上野 直 右衞門 

小 出 伊勢 守家來 

大崎奧 左衞門 

小出英 家 記 

波 多 野 塵 也 


右 之 者、 爲貢士 差 出 申 候、 此段御 届 申 上 候、 以上。 

小 笠 原 左衞門 佐家來 

四月 二日  黑极. K 六 

內國 事務局 叢書 

〇  . 

貢 士 

松 下， 直衞 

右參著 仕、 神 泉苑町 御池 通 リ下ル 用達 大鳥 羽太 郞兵 衞方 -ー 、當分 住居 仕 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

稻葉備 後 守 家來 

四月 二日  高 橋 文 平 

內國 事務局 叢書 

稻葉正 善 家 記 

〇 四月 三日 上申 

王政 御 一 新 -ー 付、 各藩 ョ リ爲 貢士、 太攻官 へ 差 出 候樣被 仰 付 候 付、 左 之 者 共 差 出 申 候、 此段申 上 候樣、 元 千代 申 聞 候 付、 中 

上 4^。 

閒島萬 次郞 

遠山 彥四郞 

佐々 鉄三郞 

尾 州 

四月  尾 畸將曹 

復古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十 口  二 六 K 


復古 記 卷 一二 十一 一一 明治 元年 二月 十日  二 六 六 

.  德川義 家 記 

〇 

黑 田 美 濃 守家來 

三 木 省 吾 

太 田 申 之 助 

今般 、依 御 達、 爲貢士 、太 政 宫へ差 出 候美 濃 守家來 三人 之 内、 右 名前 ノ者京 著 仕 候 二 付， 此段御 屆申上 候、 以上。 

黑 田 美 濃守內 

四月 三日  花 1215 靜馬 

黑 S  S 知 家 記 

〇 

佐 藤 江 場 之 助 

闹 木 金 藏 

右 之 者、 貢 士申付 候 閒差出 申 候、 此段御 届 舉巾上 候、 以上。 

忍 少 將家來 

四月 三日  平野 桂之丞 

內國 事務局 叢書 

〇  • 

今般、 御一新 被爲 仰 出 候 、就 テハ國 々國 論-一 モ可相 代 者、 人 撰 仕 指 出候樣 御沙汰 之 御 旨奉畏 候、 然ル處 、何分 小 家 小人数 

二 テ、 御 附辨可 相 成 者 無 御 坐、 奉 恐 入 候 得 共、 重キ御 趣意 之 儀 一一 付、 再 撰 仕、 乍 不束、 別紙 名前 i\l 者 指 出度、 在 處表ョ リ呼 寄、 


今日 著 京 仕 候、 然虚、 道中 以來少 々風邪-一 テ相勝 不申候 間、 何卒 快 氣仕候 迄. 御 猶豫被 爲成下 度、 此段奉 願 候、 以上。 

.  青木 源 五 郞家來 


四月 三日 


〇 別紙 


右 之 通 御 坐 候、 以上。 

四月 三日 

右 之 者、 貢士申 付、 昨 三日 京 著 仕 候、 此段御 屆申上 候、 可 然御指 圖奉願 上 候、 以上。 

四月 四日 

御 役所 

復古 記 卷 三十 一一 一 明治 元年 二月 十日 


岩 田 啓 造 

青木 源 五 郞家來 

吉川幾 助 

當辰 三十 九 歳 

青木 源 五 郞家來 

岩 田 啓 造 

內國 事務局 霏書 

川 喜 多 新甫 

寺 田多郞 

藤 堂 和 泉 守 家 來 

三 田 村 上 介 


內國 事務局 叢書 

藤 堂 高潔 家 記 

二 六 七 


復古 記 卷 一一 一十三 明治 元年 二月 十日  一一 六 \ 

〇 

久松內 膳 正家來 

井上 藤 七 

右 之 者、 爲貢士 、京 著 仕 候、 宜敷御 差圖之 程 奉 願 上 候、 以上。 

.  久松内 膳正內 

四月 四日  長 島 專左衞 門 

內國 事務局 叢書 

久 松定弘 家 記 

〇 

口上 覺、 

當 e: 朔日、 申 上 置 候 近 江 守 家來、 貢士辻 内藏丞 儀、 今日 上 著 仕 候、 此段御 屆申上 候 、以上。 

.  小 笠 原 近 江 守家來 

四月 四日  桑 野 貢 

內國 事務局 叢書 

〇 

覺、  - 

十 時 信 人 

先般、 被 仰 出 候 貢士之 者、 早速 在所 表 へ e. 遣 置 候處、 右 之 者 差 出 申 候、 尤今壹 人之處 ハ 所勞 -ー 付、 暫時 御 猶豫可 奉 願 旨、 少 

將ョ リ&付 越 候、 此段御 届 申 上 候、 以上。 

柳 河 少將內 


四 s 五日  宫崎邦 之 助 

•  內國 事務局 叢書 

〇 

理 三 郞家來 

松 浦久. s: 

右 者、 爲貢士 著 京 仕、 旅 宿、 犬宫通 五辻 下ル 用達 平 田作 十郞方 二 罷在 候、 宜鋪御 差 圖奉願 上 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

安 藤 理 三 郞家來 

四月 五日  野々 山 甚右衞 門 

-aw  W 

御 役所  内國 事務局 叢書 

〇  . 

貢 士 

立 花 次 郞左衞 門 

右 之 者、 昨日 著 京 仕 候 間、 御用 之義、 被 仰 付 被 下 度奉存 候、 尤小藩 之 儀、 過日 被 仰 出 之 御 趣意 二相 當リ候 者、 無 御座、 不 

行 屆之段 恐 入 候 得 共、 此段御 屆申上 候、 以上。 

本 多 肥 後 守 家 來 

四月 五日  柴 S 小 膳 

内國 事務局 叢書 

〇 

復古 記 卷 三十 三 明治 元年 二月 十日  二 六 九 


设 古記 卷 三十  一二 明治 元年 二月 十 口  二 七 〇 

本 多 主 膳 正家來 

.  祇園 小 堀 町 屋敷 長 坂 範太郞 

當 K 三十 一歳 

右 之 者、 未熟 二 テ奉恐 入 候 得 共、 貢士  二 申 付、 昨 六日 出京 爲仕 候、 宜御差 圖 被 成 下 候樣、 奉 願 上 候 此段御 屆旁可 申 上旨 、主 膳 

正 申 付 越 候、 以上。 

本 多 主 膳正內 

四月 七日  中 神 齋之助 

內國 事務局 叢書 

〇  . 

私家 來、 松 岡 嘉之助 儀、 兼テ 御沙汰 之 趣 御座 候閒、 貢士  二 差 出 申 度 旨 等、 此程奉 願 候處、 早々 上京 仕候樣 御差圖 御座 候 間、 

早速 申 越 候處、 一 昨 五日 京 著 仕 候、 付 テハ差 出 候手續 等、 御差圖 御座 候樣 仕度、 此段御 屆旁猶 又 奉伺 候、 以上。 

四月 七日.  松 平 範次郞 

內國 事務局 叢書 

〇  . 

貢. H 差 出方 之 儀 二 付、 爲 心得、 左 之 件々 奉伺 候、 

一 貢 士平山 勇 太郞上 著罷在 候、 御 指揮 次第 同道 可罷出 候、  ， 

一 貢 士差出 候 上ハ、 抉 持 方 其外總 テ賜リ 物、 從 朝廷、 被 成 下 候 事 哉、 

但 宿所 等 之 儀 モ被下 候 事 哉、 

一 貢士之 者、 年限 交代 進退 之條 ハ 、其 主人々 々之存 意次 第 仕. 不苦儀 哉、 


一 貢 之 者、 妻子 召 呼 不苦儀 哉、 

右 之 趣. 早々 御 指 圆被成 下 候 樣此段 奉伺 候、 以上 „ 

四月 七日 


市 橋 下 總守內 

大津忠 右衞門 

内國 事務局 叢書 


〇 批紙 ハ之ラ 失ス。  . 

〇 

斐守 家來、 爲貢士 一  人 御 達、 御 期限 通 差 出 可 申 之處、 海上 相 隔候テ 及 通延候 付、 宜御聞 置 被爲下 度、 去 ルー 一日 奉 願 候處、 f 

川 御 差 支 筋 -ー モ相成 候 付、 不及 通滯、 速 -ー 可 差 出 g 、以 御せ 札、 被 仰 付奉畏 候、 然 二 今日 迄モ 京著不 仕、 深 奉 恐 入 候 、依 之、 

セロ合 之 人 撰 仕、 別紙 名前 書 差 出 申 候、 尤 在所 表ョ リ到著 仕 候 者 ト人撰 格別 之 相違 モ 御座 候 ハ 、 御 繰 替之儀 奉 願 儀 モ可有 

御座 候、 此段御 聞濟置 被爲下 候樣願 候、 以上。 

黑 m 甲 裴守內 

四 八日  上野 四 郞兵衞 


〇 別紙 

覺、 


以 上 


復古 記 卷三 十一 一一 明治 元年 二月 十日 


貢 士 

阿部 傳兵 衞 

黑 田 B- 斐守内 

二 七 一 


復古 記 卷三 十一 一一 明治 元年 二月 十日 

四月 八日 


上野 四郞 兵衞 

内國 事務局 叢書 


〇 


備 前 侍 從家來 

花房 七 太夫 

津田彥 左衞門 

右 者、 此度 御 一 新、 人材 御 登用 被 遊 候 -ー 付、 爲貢士 、國論 -ー 相 替候者 指 出 候 樣御達 之 趣 奉畏、 一 藩 中 吟味 仕 候 得 共、 差 向 右 

任 撰 -ー 相當候 者更無 御座 候、 彼是 通 延相成 候 -ー 付、 不取敢 、右 之 者 差 出 申 候、 尙追テ 可 然人體 御座 候節ハ 、 御 引替 之 儀 可 奉 

願 候、 此段申 上 置 候、 以上。 

備 前侍從 内 

澤井 權次郞 


四 月 


し 

すチ 


曰 


御 役所 


内國 事務局 叢書 


〇 


六角 通 油 小路 西 入 町 旅 宿 

.  貢士 關 春太郞 

右 之 者， 兼 テ御屆 申 上 候 通， 昨 八日 京 著 仕 候 二 付、 此段御 屆申上 候、 宜敷御 差 國可被 成 下 候、 以上。 

四月 九日  青山 左 京大 夫 


御 役所 


內國 事務局 叢 


〇 


貢. H 之義、 先達 テ御達 御座 候 付、 水 谷 止 戈 助ト申 モノ へ 申 付 候處、 發程之 期 二 臨、 病氣 一一 取 結、 御 達 之 日限 迄 一一 上京 難爲 仕、 

暫畔御 猶豫之 義奉願 候處、 御用 御 差 支 一一 相 成 候 付、 替 リ之モ ノ 取調、 早々 可 申 付 旨 被 仰 出、 在所 表 淡路守 へ 申達 候處 

御沙汰 之 趣 奉畏、 右 止 戈 助病氣 全快 迄、 當分 之閒、 加 集 球 磨ト申 モノ 代リ申 付、 則 京 著 仕 候閒、 此段御 屆申上 候、 先般 モ申上 

候 通、 御 達 面相 當之 人物 無 之、 不束 之 モノ  二 御 坐 候 間、 兼 テ御斷 可 申 上 置 旨、 淡路守 申 付 越 候 付、 此段モ 申 上 候 、以上。 

脇 坂淡路 守家來 

四月 九日  三 木新藏 

事 

御 役所 

兼テ S. 上 置 候 貢 土、 中 村 德五郞 京 著 仕 候、 此」； « 御 届 ゆ 上 候、 以上。 


内國 事務局 叢書 


月 九日 


永 井 日向 守 家^ 

吉田恒 左衞門 

永 井 直 諒 家 記 


〇 


兼テ、 貢擧仕 候飛驟 守家來 岩崎豐 太夫、 病氣 二 付、 差 出 候 義少々 御 猶豫奉 願 候處、 今日 ョ リ押テ 出勤 仕 候 間 御指圖 次第 差 

出 可 申奉存 候、 此段御 屆奉申 上 候、 以上。 

復古 記 卷 一一 一十三 明治 元年 二月 十日 


復古 記 卷三 十三 明治 元年 二  H: 十 H 

. 四月 九日 

事 

御 役所 


〇 


右 爲貢士 上京 申 付 候 之處、 昨 卜 一 日 此表著 仕 候、 此段御 屆申上 候 、以上。 


四月 十二 日 


〇 


去月 晦日、 御 g 申 上 候 貢士松 井發藏 儀、 咋十 一 日 著 京 仕 候、 此段御 雁& 上 候、 以上 ^ 


曰 


四月 十 

御 役所 


二 七 s; 

京 極飛驊 守家來 

岡 左 右之助 

内國 事務局 叢書 

前田稠 松家來 

西 田覺馬 

千秋 元 五 郞代リ 

林 太 仲 

前 田 稠松內 

磯野 新九郞 

內國 事務局 叢書 

前 田 利 同家 記 


藤 備後 守家來 

井上 貞太郞 

內國 事務局 叢書 


〇 

松 平圖甞 頭 家 來 

贡士  杉 山 彪太郞 

右 者、 過日 御 屆申上 置 候處、 今日 上京 仕、 星 敷 二 扣居申 候、 此段御 屆申上 候、 已上。 

松 平 圖書頭 内 

四月 十二 日  皆川溫 次郞 

內國 事務局 叢書 

〇 

別紙 名前 書 貢士之 者、 先日 中 到 著 仕 候處、 折節 從旅中 時候 相 障罷在 候閒、 暫時 御 猶豫奉 願 候處、 此程快 氣仕候 間、 御沙汰 次 

第 可 奉 差 出 候、 此段御 屆奉申 上 候、 以上。 

土 井 淡 路守家 來 

四月 十二  〈15 田 珪太郞 

. 御 役 所 

〇 別紙 

貢 土 名前、 

宿所  t  h  E  ^ 

艄藥師 通大宮 西へ 入、 成圓寺  ネ 1 卫 i*- 

當辰 二十 二 歳 

右 之 通 御座 候、 以上。 

復古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日  二 七 五 


復古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日 


四月，：' 二日 


〇 


兼テ、 御屆 B. 上 置 候 貢 士三橋 肇ト申 者、 今朝 著 仕 候、 此 段御屆 奉. m. 上 候、 以上" 


四月 十二 日 


〇 


右 之 者、 今般 被 仰 出 之 趣 ヲ以、 爲貢士 京 著 仕 候、 此段御 屆申上 候、 以上" 

四月 十三 日 

御 役所 

〇  - 


二 七 六 

土 井 淡路守 家来 

倉 田 挂太郞 

內國 事務局 叢 害 


加 藤 出 雪 守 內 

寺 井 莊九郞 

内國 事務局 叢書 

加 藤 泰令家 記 

松 平 伊賀 守家來 

樱 井純藏 

當辰 四十 三 歳 

松 平 伊賀 守家來 

赤 座 壽 兵 衞 


內國 事務局 叢書 

松平忠 鱧. 家 記 


熊 代 四 郞左衞 門 


月 十三 日 


右 之 者、 爲貢士 上京 仕 候、 於 途中 病氣 御座 候 付、 延著仕 候^、 此程御 屆申上 候處、 最早 快氣 仕、 咋日京 著 仕 候、 此段御 屆奉申 

上 候、 以上。 

安 藤 飛 驊守內 

淺井郡 右衞門 

內國 事務局 叢書 

安藤 直行 家 記 

若 狹 守家來 

星 野  都 

S 藤若狹 守家來 

三 澤 喜 右衞門 


〇 


右 者、 爲貢士 京 著 仕 候、 宜御差 固 奉 願 上 候、 此段御 屆奉申 上 候、 以上。 


四 月 


十 三 日 

ハ f  ノィ 


〇 


內國 事務局 叢書 

內藤頼 直 家 記 


織 田 出 雪 守 家 來 

田 逄源吾 

當辰ニ 十七 歳 

右 之 者、 今般 之侬 御沙汰、 爲貢士 差 出 申 候、 元 來庸劣 之 者 -ー ハ 御座 候 得 共、 過日 モ 歎願 仕 候 通、 小 藩 之 事 一一 テ人撰 之 仕方 

モ無 御座 、且又 期限 延引 一一 モ相成 奉 恐 入 候、 右 之 趣 宜敷御 斷申上 置 候樣、 出 雪 守 申 付 越 候、 此段御 屆奉申 上 候。 

復 古 記 卷 一一 一十三 明治 元年 二月 十日  二 七 七 


復古 記 卷 三十 三 明治 元年 二月 十日 


四 


月 十 

辨 事 


三 日 


御 役所 


二 七 八 

織 田 出 雪 守 家 來 

岡 田與三 右衞門 

内國 事務局 叢書 


〇 


牧 野 遠 江 守 家 來 

太 田 平 馬 

右考、 爲貢士 著 京 仕、 三條通 堀川 西 入、 町 用達 柏 星 富 三郞方 -ー罷 在 候、 尤 道中 ヨリ 痔疾 -ー テ、 養生 中 -ー 御座 候閒、 全快 次第 猶 

又 可 奉 申 上 候、 且兼々 御 趣意 柄モ 御座 候 得ハ、 精々 人 撰 ハ仕候 得 共、 素々 小 藩、 平生 養育 モ屆 兼、 皆庸 劣、 御 ffl- 一可 相立ト 

存候程 之 人物、 更 -ー 無 御座 恐 入奉存 候、 此上宜 布 御 差 圆奉願 上 候、 此_ 投御屆 申 上 候 、以上。 

牧 野 遠 江 守 家 來 

山 本 伴 右衞門 


月 十 

事 


三 日 


御 役所 


內國 事務局 叢書 


〇 


兼テ、 被 仰 出 候 通、 爲貢， 

申 上 候 、以上。 


山中 村 知 一 郞ト申 者、 咋日御 當地著 仕、 今 出 川 小川 西 二 入、 木星 莊兵衞 方 へ 止宿 罷在 候、 此 段御屆 

大村丹 後 守 家來 


內國 事務局 叢書 

〇 

先達 テ、 御 届 申 上 置 候 貢 士淸水 八右衞 門、 病氣 -ー 付、 暫時 延引 奉 願 置 候處、 追々 快方 二 付、 押テ 出立、 昨 十四日 京 著 仕 候 

段 御 屆申上 候、 以上。 

谷大膳 亮 家 来 

四月 十五 日  河 田 傳左衞 門 

御. 所  内國 事務局 叢書 

今般、 爲貢士 重臣 奧平幸 衞ト申 者、 京 著 仕 候 -ー 付、 此段御 屆奉申 上 候、 且今置 人 之 者、 未 京 著不仕 候、 著 次第 御 屆可奉 申 上 

候、 以上。 

奧平大 膳 大夫內 

四月 十ヒ日  富 士野彥 右衞門 

御 p-  內國 事務局 叢書 

〇  , 

先頃、 御屆 *. 上 置 候 貢 士圚田 保、 昨 十六 曰 到 著 仕 候、 如何 相 心得 可然 哉、 此段 奉伺 候、 以上。 

久留島 伊豫 守 家来 

四月 十七 日  島 田泰雄 

S 古記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日  一一 七ゴ 


復 古 記 卷 三十 三 明：^5元年ニ《:十：^ 

事 

御 役所 


〇 


二八 〇 

內國 事務局 叢書 

梅 戶養 元 

久松 大藏少 輔家來 

辻 捭 三 

.S 國 事務！： S 叢書 


先日、 御 稱豫奉 願 置 候處、 爲貢士 、右 之 者. & 付 上京 仕 候、 此段御 届 中 上 候、 以上。 

四月 十七 日 

御 役所 

〇 

先達 テ、 貢 士可差 出 旨 被 仰 達 候 付、 國許 へ 申 越 候處、 當表詰 合 之 中 ョ リ、 壹人可 差 出 旨 申 越 候 付、 左 之 通、 

遠 山  翠 

右 之 通、 今般 差 出 申 候、 外 一 人 國許ョ リ、 近々 爲差登 候 旨 申 付 越 候 間、 到 著 次第 早速 御 屆可仕 候、 右 旁 申 上 候、 以上。 

米澤 中將內 

四月 十八 日 


三 潴淸藏 

内國 事務局 叢書 

上 杉 茂 憲. 家 記 


〇 


今般、 貢 士差出 候樣被 仰 出 奉 謹 承 候、 私家 來八田 良 介、 萬 事 不調法 者 ニテ、 深 心痛 仕 候 得 共、 侬 御 趣意、 不顧恐 先此者 

差 出険儀 -ー 御座 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 


四月 十八 日 


〇 


in  、赁 ヒ 申 付 tSi; 處、 今日 上 著 仕 候、 差 出方 之 儀 御指圆 御座 候樣 仕度 奉存 候、 以上 „ 


四月 日 

御 役所 


〇 


右、 爲貢. H 上京、 昨日 釗著仕 候閒、 此段御 屆申上 候、 以上。 

四月 廿 二日 

御 役所 


覺、 


復古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日 


分 部 若狹守 

內國 事務局 叢書 

分 部 光謙 家 記 


柴山鋼 三 郞 

稻垣藏 人 . 

大 聖寺侍 從家來 

小 栗 勇 馬 

内國 事務局 叢書 

今 村 芳 世 

織 田 兵部大 輔家來 

芹， 澤 三 千 三 

內國 事務局 叢書 


二八 


復 古 記 卷三 十三 明治 元年 二  H; 十日  ，  二八 二 

,  稻 垣 若 狹 守家來 

.  田 村 左 中 

右 之 者、 此度貢 士申付 候、 然ル處 、甚 不調法 者 之 儀、 追々 期限 等 二 モ相成 奉 恐 人 候 閒差出 申 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

稻 垣 若 狹 守家來 

四月 廿 四日  • 淼  直 記 

御 役所  内國 事務局 叢書 

兼テ、 名前 指 出 置 候 貢 士弓削 丘 ハ藏赣 、咋日 登 京 仕、 旅 宿 之 條ハ、 一 一王 門 通 東 詰 御座 候 問、 此段御 屆申上 候、 以上。 

加 藤 遠 江 守 家 來 

四 tn: 卄 七日  口分田  貢 

内國 事務局 叢書 

〇 

中 將家來 

小 原 餘之介 ， 

右 者、 兼テ被 仰 出 候 貢 士貳人 之内覺 人、 右 之 者 へ 申 付 差 登 申 候、 此段御 屆申上 候、 以上 

美 作中將 留守居 

四月 廿 八日.  奧村 牧夫 

事 


p  ^  内國 事務局 叢書 

御 役 

右京亮 貢 士若林 勘 兵 衞ト申 者、 咋日上 著 仕 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

稻 葉 右 京 亮 内 

-']  ±： 瀨角衞 

四月： P 九日  t.l.^.' 

淬 事 

<  ^  稻葉久 通 家 記 

街^  Jw; 

〇  .  . 

左 京大 夫家來 

松 村傳藏 

右 者、 爲貢. H 者 京 仕、 旅 宿 一 條黑門 東 へ 入、 川 達 福 井 宗兵衞 方 -ー罷 在 候、 宜鋪御 差 圖奉願 上 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

岩 城 左 京大 夫家來 

四月 廿 九日  國分 逸平 

事 

P  vr-  f  • 內國 事務局 叢書 

铜 役 iw: 

〇 

三 浦備後 守家來 

河 村 尙ー郞 

. ^者、 今般 被 仰 出 候 二 付、 爲貢. H 差 出 申 候、 不案内 者 二 御座 候 間、 宜鋪御 差 圖可被 成 下 候、 此段御 屆申上 候、 巳 上。 

復古 記 卷三 十一 一一 明治 元年 二月 十日  .  ニノ 三 


復 古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日 


曰 


閏 四月 

tet-  ids' 

御 役所 


二八 四 

三沛備 後守內 

鳩 山 十 右衞門 

內國 事務局 叢書 


〇 


兼テ、 被 仰 出 候 弊 藩 貢士織 田行藏 儀、 咋日上 著 仕 候、 尤北野 社内 松 園坊方 -ー 止.： 爲仕 候、 此段御 届 申 上 候、 以上 

板 倉 甲 裴守内 

閏 四月 三日 

At"  latp 

御 役所 

〇 


永 島芣助 

内國 事務局 叢書 


所 勞快氣  > 一 付、 今朝 參著仕 候 間、 此段御 屆奉申 上 候、 以上。 

閎 四月 三日 

辛 ML 

御 役所 


貢 士 

野 間 傳 三 

京 極 下總守 留守居 

大岡藤 左衞門 

內國 事務局 叢書 


〇 榊 原 政 敬 家 記 -ー 云、 先般 大中小 藩々 ョ リ、 貢 士差出 候樣、 太政宫 ヨリ 御沙汰 御座 候 付、 家來 藤田眞 六、 辻 五太 夫 兩人申 


付、 眞六 儀ハ閱 四月 一 一日 萵田 出立、 同 七日 京 著、 五太 夫儀ハ * 四月 廿 六日 高 田 出立、 閏 四月 三日 京 著 仕 候 事。 

〇 

口上 覺、 

土 岐隼人 正 家来 

川 畸周次 

右 之 者 へ 貢 士申付 差 出 申 度、 尤遠境 之 儀、 御 期 I  二 上 著 難 計 奉存候 -ー 付、 御 日限 御猶豫 之儀、 先達 テ奉願 上 候處、 此節著 

京 仕 M  、差 出方 之 儀、 宜御指 圖被成 下 度 奉 願 候、 以上 


聞 四月 七日 


土 岐阜 人 正 家来 

秋 田 金 米 


P  i  CM  內國 事務局 叢書 

御 役所 

〇 

口上 覺、 

今般、 私儀 貢 士被申 付 上京 仕、 知 恩 院寺中 松 宿 庵 へ 寄宿 仕 候、 此段御 屆奉申 上 候、 以上。 

酒 井紀伊 守內 

閎 四月 七日  村田榮 i- 

？ 事 

ffl-  f  內國 事務局 叢書 

御 役 

〇 

復古 記 卷三 十一 一一 明治 元年 二月 十日  二-/ 五 


復 古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日 

兼テ 御沙汰 之 通、 右 KI 者、 爲貢士 差 出 申 候 二 付、 此段御 屆申上 候、 以上。 

闞 四月 七日 

御 役所 

〇 

右 名前 之 者、 爲貢士 、今般 上 著 仕 候閒、 心得 方 如何 可 被 仰 付 候 哉、 此段 奉伺 候、 以上 „ 

閲 四月 九日 

御 役所 


〇 


松 平 兵 部 大輔差 出 候 


二八 六 

足 立 武左衞 門 

本 多 豐 後 守家來 

中 島 小一 郞 

內國 事務局 叢書 

津輕 式部 少輔 家來 

ェ藤菊 之 助 

津輕 式部 少輔 家来 

長 崎 六 三 郞 

內國 事務局 叢書 


貢 士 

小 林健藏 


右 之 者、 昨日 上 著 仕 候、 此段御 屆奉申 上 候。 


四月 十日 

御 役所 


〇 


右、 貢 士被申 付、 昨夕 京 著 仕 候 -ー 付、 御 差 圖 次第 差 出 可 申 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 


闺 四月 


0 


〇 


右 之 者、 今度 爲貢士 差 出 申 候、 猶 上京 之 上 御 屆可申 上 候 得 共、 此段御 屆申上 候、 以上 „ 

閏 四月 十日 

. 御 役所 


〇 


復 4ct 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十 口 


松 平 兵 部大輔 家来 

友 部權六 

內國 事務 ES 叢書 

九 鬼 求 馬 

九 鬼 長 門守內 

村 山 半 之 助 

内國 事務局 叢書 

永 井 肥 前 守 家 來 

片岡： g 之 助 

永 井 肥 前 守 留守居 

中 村 郡 平 

內國 事務局 叢書 

二八 七 


復 古 記 卷 一一 一十一 一一 明治 元年 二お 十日  二八 パ 

小 林 助 右衞門 

右 之 者、 爲貢士 差 出 申 候、 尤 先達 テ病 氣-ー 付、 期日 延引 之 段 御 斷申上 候處、 替リ之 者 取調 差 出候樣 御沙汰 二 付、 取調 中、 全 

^  二 テ、 咋十 一 日 京 著 仕 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

堀 美 濃 守家來 

岡 四月-二日  淡 路藤橘 

—」， f  內國 事務局 叢書 

御 役所  堀 親 廣家記 

〇 

酒 井娃次 郞家來 

貢 士 植 野道 生 

右 者、 先達 テ厚被 仰出モ 御座 候處、 小 藩 之 儀 一一 付、 精々 人 撰 仕 候 得 共、 更 -ー 無 御座 候、 乍 併 追々 延引 相 成 奉 恐 入 候 一一 付、 右 

之 者、 先 常 分爲貢 十； 差 出 申 候、 此段申 上 候， 以上。 

酒 井 姓 次 郞家來 

辰閏 四月 十二 日  大坪道 也 

御 役 5^  內國 事務局 叢書 

〇 

武藤 加守衞 

右 之 者、 今般、 爲貢士 差 出 申 候、 此段御 届 申 上 候、 以上。 


一 柳 因幡 守 内 

閏 四月 十二 日  一柳 健 之 助 

御 役所  ..  內國 事務局 叢書 

〇 

今般 王政 御！ 新-一 付、 各藩 貢 士差出 候樣、 當 if^ 中 被 仰 出 候、 依 之、 伊達 陸 奧守家 來共之 内、 別紙 之 通、 貢 士被申 付、 此度 

上京 仕 候閒、 此段御 屆申上 候、 以上。 

伊達 陸奧守 留守居 

閏 四月 十四日  遠 藤 小三郞 

As  W 

御 役所  内國 事務局 叢書 

〇 別紙、 之ヲ 佚ス。 

〇 

田邊丑 三 郞 

小 林 源 共 衞 

右 之 者 共、 不調法 者 -ー ハ御坐 候 得 共、 貢士  二 差 出 申 候、 宜御差 圖被成 下 度 奉 願 候、 以上。 

稻葉美 濃 守 留守居 

閏 四月 十四日  岡 鉚之助 

事 

復古 記 卷三 十一 一一 明治 元年 二月 十日  二八 九 


復 古 記 卷三 十一 一一 明治 元年 二月 十日 

御 役所 


二 九 0 

内國 事務局 叢書 

稻 葉 正 邦 家 記 


〇 


貢 士之義 、兼テ 被 仰 出 候處、 何分 可然 人物 モ無 御座、 御用 辨之程 モ難計 奉 恐 入 候 得 共、 其 頃、 佐 伯 瀨左衞 門 ト申者 へ 申 付 

置 候處、 咋十 三日 御當地 へ 著 仕 候 間、 此段御 屆申上 候、 以上。 


閏 四月 十四日 


〇 


右 之 者、 貢士  -ー差 出、 京 著 仕 候 -ー 付、 此段御 屆申上 候、 以上。 

閏 四月 十五 日 

事 

御 役所 

兼テ、 御 猶豫奉 願 置 候 貢士、 堀內 謹右衞 門、 咋夕上 著 仕 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

閏 四月 十五 日 


木 下 備中守 家來 

吉村六 右衞門 

木 下利恭 家 記 

西 尾 隱岐守 家來 

片倉孝 三 郞 

西 尾 隱岐守 家來 

並 河 半 三 

内國 事務局 叢書 


牧野 豐前 守 家 來 

野 村 盆 之 助 


^ま 所  内國 事務局 叢書 

〇 

安 島 爲 之 進 

右 之 者、 爲 貢士， 上京 仕 候、 此段御 屆申上 候、 以上 リ 

山 口 長 次 郞家來 

閏 四月 十五 日  中村宗 1^ 

% 事 

P  ：  ？  內國 事務局 叢書 

御 役所  山 口 弘達家 記 

〇 

田 沼玄蕃 頭 家 來 

內田泰 司 

右 之 者、 爲貢士 差 出 申 候、 此段御 屆申上 候、 以上。  . 

田 沼玄蕃 頭 家 來 

閎 四月 十五 日  加 藤 富 作 

ぎ lolJT 

御 役 5^  內國 事務局 叢書 

〇 

先般、 被 仰 出 候 貢士之 儀、 何分 小 家 可 差 出 程 之 者 無 御座 候 -ー 付、 奉伺 候處 * 御 附札ヲ 以御差 圖相成 候 -ー 付、 早速 在所 表 へ 

復 古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日  二 九 一 


復 古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日  二 九 二 

申 遣シ、 猶又人 撰 仕 申 付 置 候 仁、 此頃 病氣罷 在、 急々 發足難 仕 段 申 越 候、 餘リ 延引 一一 モ相成 奉 恐 人 候 二せ、 別紙 名前 之者不 

調法 -ー 御座 候 得 共、 爲貢士 差 出 申 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

毛 利 伊勢 守內 


間 四 


月 

In ま 


十七 日 

御 役所 

御 中 


平野 左 


〇 別紙 


右 之 通 御座 候 、以上 „ 


月 

事 


七 

役 


曰 

所 


中 


野 村 脩 左衞門 

毛 利 伊勢 守 内 

平野 左 橘 

毛 利 高 謙 家 記 


〇 


先達 テ、 貢 士之儀 被 仰 出 候處、 小 藩人少 -ー テ、 差 上 候 人物 無 御座 -ー 付、 只管 御 斷申上 度 奉 存候得 共、 强テ 御斷申 上、 御 趣 

意 二 悖 リ候テ ハ 恐 入 奉存、 種々 入 撰 -ー 盡心仕 候へ 共、 何分 凡庸， 御 趣意 -ー 的 當仕候 者 無 之、 其 2： 甚 延引 -ー 相 成 候 -ー 付、 先ッ 

別紙 名前 之 者 差 出 申 候、 重テ 見込 之 人物 御座 候ハ 、 、其 節 御 引替 奉 願 候、 此段御 蹈申上 候、 以上。 

池田攝 津守內 

九日  淸水 福太郞 


四 月 


Tar 

御 役所 


c 另：^ 


池 田 攝津守 家來 

中 西 龍 見 

內國 事務局 叢書 

池 田德澄 家 記 


〇 


各藩 ヨリ 貢士差 出方 之 儀、 先般 御 達 御座 候處、 右人 體治定 不仕候 付、 暫時 御 猶豫之 儀 奉 願 置候處 、何分 小 藩 之 儀 -ー テ 國 1_ 一郎 

二 モ可 相 代 程 之 者 無 御座 心配 仕 候、 乍然 御 趣意 -ー 相 悖候テ ハ奉恐 入 候 付、 此節湯 淺次郞 左 衞門ト 申 者、 爲呼登 候處、 右 

人才 無 覺束者 二 御座 候 得 共、 先此段 御屆旁 奉伺 候。 

け 腰 伊豫 守家來 

山 羽 五郎八 


月廿ニ 

葛 

御 役所 


0 


行政官 叢書 


〇 


先般、 貢士差 出候樣 御沙汰 御座 候 一一 付、 人 撰 仕 候 得 共、 素 ヨリ 小 藩 人少之 儀-一 テ、 人材 モ無 御座、 差 出方 延引-一 モ射成 候 

間、 御 猶豫之 儀 奉 願、 猶人 撰モ仕 候處、 何分 御用 - 一可 相 立檨之 人物 モ無 御座、 追々 通延ニ モ相 成、 恐 入 當惑仕 候 、未熟者 二 ハ 

御座 候^ 共、 鈴 木 再三 ト申 者， 貢士申 付、 此節參 著 仕 候 間、 此段御 屆申上 候、 以上。 

三 宅備後 守家來 

M 古 記 卷ー 1 一十三 明治 元年 二月 十日  一一 九 三 


復 古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日  二 九 四 

閏 四月 廿 三日  生 田 空 助 

御 役所  行 政 官 叢 書 

〇 

土 井大炊 頭家來 

恩 田 啓 吉 

右 者、 爲貢士 京 著 仕、 旅宿汕 小路 御池 下ル 式阿彌 町、 家主 塚 本 長 兵衞方 二 罷在 候、 宜敷御 差 阖奉願 上 候、 此段御 屆申上 候、 

以上。  • 

土 井大炊 頭家來 

閏 四月 廿 八日  白崎久 太夫 

s-  所  土 井利 與 家 記 

去 一 一月 中、 被 仰 出 候 貢士、 « 員 申 付 候、 不調法 者 御座 候 得 共、 追々 延引 -ー モ罷 成、 奉 恐 入 候閒、 別紙 i\! 通 御 屆申上 候、 宜御 

差 圖 被 下 候 檨奉願 上 候、 以上。 

堀 田 出 羽 守 家來 

閏四 月廿九 日  1  至井湊 

御 役所 


貢 


垣 


見 武 造 


右 之 者、 三條通 大宫西 へ 入、 三寶寺 へ 旅 宿罷在 候、 此段御 屆申上 候" 


閏 四 


卄 九日 


月 

Ink 

御 役所 


堀 田 出 羽 守 家來 

室井湊 

堀 田 正 養家 記 


〇 


津輕越 中 守家來 

葛西鑽 之 丞 

伊東 次郞八 

右者、 爲 f 上京 申 付 候處、 伊東 次郞 八ぶ 者、 差掛 霞 二 テ、 同 曰 國元發 足 仕 兼、 葛羅之 丞ト申 者 上 著 仕 候 二 1、^,^ 

處 二 テ、 差 上 可 S  -ー 御 II、 時 曰 押 移 謹 逢 恐 is 間、 需雙差 上申 II、 御聞疆 仰 付 度 、此暴 

镇矣、 ぶ 上。 

I  律 輕越中 守 留守居 

赤 石 禮次郞 


SE 四月 

御 役所 

復古 記 卷 一一 一十一 一一 明治 元年 二月 十日 


內國 事務局 叢書 

二 九 K 


復古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日  一一 九 六 

〇 木條、 日ヲ 失ス。 

〇 

先般、 被 仰 出 候 貢士之 儀-一 付、 國 論-一 モ可相 代 者 無 御座、 如何 可 仕 哉 之 旨、 先達 テ 奉伺 候處、 精々 人 撰 差 出 可 申 段、 被 仰 

渡 候 間 、江戸 表へ 殘シ 置 候 越 智退次 郞ト申 者、 不調法 者 ュ 御座 候 得 共、 申 遣 置 候處、 咋夕京 著 仕 候、 此段御 屆申上 候、 以上 C 

丹 羽 長 門 守 家來 

五月 四日  -  上田 角 太夫 


lap 


役 所 


丹 羽 氏 中 家 記 


〇 


松 井 周 防 守家來 

貢 士  高 原  鼎 

右 之 者、 今般 貢 士申付 候 付、 上京 仕 候、 依 之、 御屆拉 心得 方 等、 如何 仕 候テ宜 御座 候 哉、 當時周 防 守 謹慎 中 御座 候 付、 此段奉 

司 宾、 上。 

松 井 周 防 守家來 

八日  津阪七 左衞門 

lap 


五 月 


御 役所 

〇 九日 批紙 

追テ 御沙汰 迄 差 扣可罷 在 事 e 


松 井 康英家 記 


〇  . 

口上書 

右、 貢士 同道 出頭 仕 候。 

五月 十日 

御 役 所 

右 之 者、 貢士申 付、 咋日上 著 仕 候、 此段申 上 候、 以上。 

五月 十二 日 

御 役所  i 


〇 


貢 士 


兼 子 元 亮 

松 平 播磨守 家來 

關 鑛三郞 

行政官 叢書 

稻現 平右衞 門家來 


小 林 


蓊 


兼テ、 指 出方 延引 之 教御屆 申 上 候 貢士、 右 之 者 指 出 申 候、 比 段 御 聞 置 可 被 下 候、 W 上 C 

復古 記 卷三 十一 一一 明 沿 元年 二月 十日 


稻垣 平右衞 門家來 . 

鈴 木 仲 右衞門 

行 政 官叢害 

吉本淸 助 

二 九 七 


復 古 m 卷 一二 十三 明治 元年 二月 十日  二.？ 八 

松平讃 岐守內 

五月 卄 二日  蘆 澤多膳 

P  ^  行政官 叢書 

〇 

覺、 

中 澤見作 

右 者、 先達 テ貢士 差 出 候樣被 仰 出 候 一一 付、 在所 表 へ 申 遣 候處、 土 京 仕 候 間、 差 出 申 候 テ不苦 儀 二 御座 候 哉、 此段 奉伺 候、 以 

上 Q 

小 笠 原 佐 渡 守家來 

五月 廿 二日 ，  田 林柬藏 

御 役所 

0 批ぁ  行 政官 叢書 

早々 差 出 可 申 候 事。  小 笠 原 長國家 記 

〇 

口上 覺、  - 

貢 士 

叵両 完次郞 


二十 八 歳 

右考、 先達 テ、 被 仰 出 候 貢士之 者、 咋廿 一 日 京 著 仕、 古 星 敷 內棚橋 傳之助 居 宅 へ 止宿 罷在 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

織 田攝津 守家來 

五月 廿 二日  三 良 太 

KOT 事 

a-  斤  織 田 長 猷家記 

街 役 

〇 

.  井伊 右京亮 家来 

g 本愿輔 

右 之 者、 爲貢士 差 出 申 候、 此段御 屆奉申 上 候、 以上。  ■ 

井伊 右京亮 内 

五月 廿 四日  •  ■  八 尾秀藏 

^ 事 

^  f  行政官 叢書 

乾テ、 被 仰 付 置 候貢士 白濱久 太夫 ト申 者、 昨日 當御地 著 仕 候、 智惠 光院通 一 條上 ル智 惠光院 へ 止宿 罷在 候、 此 段御屆 申. t- 

候、 以上。 

五 島 飛 驊守 家来 

五月 廿 五日  築 瀨廣記 

復 古 記  三十 三卷 明治 元年 二月 十日  二 カリ 


復古 記 卷 一一 一十 n 一  明治 元年 二 H; 十日 


三 〇〇 

五島 盛 德 家 記 


〇 


志 摩 守 家來 

■ 島  £ 


均 


S 藤 志 摩 守 家 來 

藤 田 百 助 


行 政官 叢書 


右 之 者、 貢 士申付 差 出 申 候 間、 宜錦御 差 圖可被 下 候、 此段御 屆申上 候、 以上 G 

五月 廿 七日 

す 事 

御 役所 

〇 

佐々 木廉藏 

右、 爲貢士 奉 差 出 候 二 付、 一 咋ー 一十 五日 京 著 仕、 大宮通 三 條上ル 町、 伊勢屋 久右衞 門 方 旅 宿 仕 候、 此段御 屆ホ上 候、 以上 ( 

_ ^田 相 模守 家來 

五月 廿 七日  武藤新 吾 

tet-  Jot 


〇 


p 1 -r  行 政 官， 叢、 ま a 

御 役所  ャ ^ 田 廣孝家 記 


建 部 三 一 一 郞家來 

貢士  生 田 平 格 


右 之 者、 昨廿 七日 當地 へ 著 仕、 候 二 付、 此段御 屆&上 候、 以上 


五 月 


3- 


八 


0 

役 


〇 


右 之 者、 此度貢 士申付 候、 然處甚 不調法 者 之義、 奉 恐 入 候 得 共、 江 戶表ョ 


月 三 


0 


御 役所 


〇 


建 部 三 二 郞家來 

松 本元 太郞 

行政せ 叢 書 

永 井信 濃 守 家 來 

重 山 亦七郞 

當 辰 三 十 歳 

-到著 仕 候 二 付、 此段御 屆申上 候、 以上。 

永 井信 濃 守 家 來 

岸  惠 藏 

永 井 直 哉 家 記 


森 


右 之 者、 貢士申 付、 早々 上京 可 爲致箦 之 所、 不快 二 テ 旅行 難 仕、 暫時 延引 之 旨、 先般 御屆 e. 上 置 候處、 此節 快方 二 付、 此度上 

著 仕- „M 、然處 今般 御 布告 相 成 候 建策 條件之 €:、 何分 不行屆 勝 ユ 可 有 之 候 得 共、 外 二 相 應之者 モ未無 之 二 付、 右 之 趣、 兼テ 

御 含 置 1\ 一 程 奉 願 度、 此段御 屆申上 候、 以上。 

立 花 出 雪 守 內 

復古 記 卷 一一 一十三 明治 元年 二月 十日  三 〇 一 


復 古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日 

六月 十九 日 

御 役所 


〇 


三 0  二 

庵 原 覺兵衞 

立 花 種 恭 家 記 

中 里行藏 

南 部 遠 江 守 家 來 

田 中 益 太 

南部 榮信 家 記 


右 爲貢士 、四月 廿 五日 在所 出立、 咋日京 著 仕 候 間、 此段御 屆申上 候。 

六月 廿 二日 

〇 

兼テ、 御 屆申上 置 候 貢 士太田 省 吾、 病氣 -ー 付、 差 出方 延引 之 段、 御 斷申上 置 候處、 此程 全快 -ー 付、 今日 同道 罷出 候閒、 此段御 

屆奉申 上 候、 以上。 

土方 大和 守 家來 

八月 廿日  高 槻悛平 

事 

御. ex 所  土方 雄志 家 記 

〇 

朽木近 江 { 寸家來 

中野齋 


右 之 者、 今般 之 御沙汰 二 依テ、 貢士 トシ テ指出 申 候、 何分 未熟者、 其 器 一一 不當候 段、 深 痛心 仕 候 得 共、 人才 無 之 ヲ以、 御斷 - 

S. 上候テ ハ 御 趣意 -ー 相 背 奉 恐 人 候 間、 不都束 者 萬々 御用 立 申 間 鋪候得 共、 指 出 候 儀 -ー 御座 候、 御 含 置 可 被 成 下、 此 段御屆 

奉 申 上 候、 以上。  一 

朽木近 江 守 一 

,  行政官 叢書 一 

〇 柳 澤保申 家 記 二 云、 御 達 二 付、 貢士ー 一員、 安元 彥助、 司直 山村 治 左衞門 誠意 差 出 候 事。 

〇 以上 ニ條、 月日 詳ナ ラス。 

〇 以上 百 一 一十 藩ノ 外、 諸家 記兒ル 所 ナシ。  一 

〇 京 坂 ノ 富 商 一一 論シ テ、 親征 ノ經費 ヲ 供給 セ シム。 

三 井 三郞助 下 村 正太郞 島 田 八 郞左衞 門 小 野 善 助 伊勢 星 彌太郞 

頃 彌兵衞 萬屋甚 兵 衞 萬屋 忠兵衞 5- 星次郞 兵衞 近 江 星 九 郞三莉 

比 度 御親征 一一 付、 當月、 先ッ 浪華へ 行幸 被 仰 出 候. 右 御 用途 筋 之儀ハ 皇威弛 張 之 根基 一一 候テ 御親征 御成功 之 御 

要，， 一 候 間、 御 趣意 ヲ以、 其方 共へ 右 御用達 被 仰 付 之 候、 千古 未曾有 之 御大 業 二 候 得ハ、 能々 朝恩 ヲ相辨 へ、 ー盃之 

御 奉公 可 致- 5^、 尤 暫時 之 御 融通 ヲ仕リ 上 候 迄 之 事 -ー テ、 必竟此 度 之 御用 途ハ、 御國內 一 般 合力 之 御 處置モ 可被爲 在候閒 、卽ー 

今 出 銀 致 シ候者 共 之 難 澀相成 候樣之 儀ハ、 诀テ無 之 候、 至急 之 御 場合 ヲ存 上、 心入ョ ロシキ 者へ ハ、 別格 之 御 賞美 モ可有 一 

之 候、 萬 一 心得 違 致シ、 其 力 ァリテ 其 力 ヲ盡サ 、 ル者ハ 、逆 意 一一 均 シキ筋 一一 候、 此旨屹 ト可相 心得 候 事。 京都府 記 

〇 京都府 記 二 云、 右 之 通 被 仰 渡、 十 人へ 金 五萬兩 調達 被 仰 付、 先 ッ大坂 迄 之處、 出御 御 極 リ相成 候 付、 厚相 心得 可 申 

段、 被 仰 渡 候 付， 左 之 通、  ， 

復古 記 卷 一一 一十三 明治 元年 二月 十日  三 〇 三 


復 古 記 卷三 十三 明治 元年 二 U; 十 a 

一 金 三 萬 兩  三 井 三郞助 

一 金 ー萬兩  下 村 正太郞 

一 金 一 禹 兩  伊勢 星 彌太郞 

B- 屋次郞 丘ハ衞 

右 之 通、 割付 ケ 御請 申 上 候 上、 翌十 一 日 會計御 局 へ 相納候 事、 

右此 五萬兩 之儀ハ 、前書 三百 萬兩之 2： ヲ、 不取敢 調達 イタ シ、 殘金 

但大坂 町人 モ同斷 之 由、 

一 前 同斷ニ 付、 大坂 町人 モ左之 通、 

鴻池屋 善 右衞門 

加 島 星 作兵衞 

辰 已星久 左衞門 

千草 星 龜之助 

島 星 市 之 助 

鴻池星 市兵衞 

米屋 伊太郎 

米 星 長七郞 


島 ra 八 郞左衞 門 

：!^ 原屋彌 丘ハ衞 

萬 星甚兵 衞 


三 〇g: 

小 野 善 助 

萬 星 忠 バ 衞 

近 江 SSl 九 郞三郞 


外 町家 ヨリ、 夫々 調達 イタ シ候 事、 


金 五 千 五百兩 

金 四千 五百兩 

金 三千 五百兩 

金 三千 五百兩 

ま 一 一千 七百兩 

金 ニ千兩 

金 一 一千 五百兩 


1 金 五 千 五百兩 

一 金 五 千 五百兩 

一 金 三千 五百兩 

一 金 三千 五百兩 

一 金 千 五百兩 

一 金 ニ千兩 

一 金 一 一千 五百兩 

一 金 千 八百兩 

メ金 五萬兩 

右 之 通 割付、 於 大坂表 相納候 事。 

〇 德川慶 勝、 書 ヲ上リ 、成 瀨正肥 久ク藩 政 一一 任シ、 士民之 一一 賴リ、 且 藩主 德成 幼弱 ナルヲ 以テ、 


加 島 星 久右衞 門 

米 星 平 右衞門 

平野 星 五 丘ハ 衞 

米 星 喜 兵 衞 

鴻池屋 莊兵衞 

加 島 屋十郞 丘ハ衞 

加 島 星 作 五郎 


舊ニ依 リテ、 藩 事 を 蒹理セ シメ ント 請フ、 是日、 之ヲ 聽ス。 

〇 正月 一 一十 七日 申請書 

謹テ奉 言上 候、 今般 王政 御一新-一 付、 先 臣家康 以來、 三 親 藩へ 附置候 成瀨阜 人正始 五家 之 者 共、 藩 屛へ被 列候 旨 被 仰 出 

臣慶勝 -ー オイ テモ難 有 仕 合奉存 候、 然處、 阜人正 儀ハ、 於 弊國、 年來國 政向爲 取扱、 國中 臣民 共 依賴罷 在、 殊-ー 元 千代 幼冲之 

折 柄、 輔導 筋 致 委託、 何分 -ー モ難 手放 者-一 候 間、 格別 之 朝議 ヲ以、 藩 屏へ被 列候 上モ、 是迄之 用向爲 取扱 候樣 仕度、 此段只 

管 奉 懇願 候、 誠 恐誠懼 頓首頓 首。  • 

正月 *  大納 言 慶勝上 

〇 批紙 

願 之 通 被 仰 付 候。  德川義 宜家記 

〇 批紙 、曰 テ失ス 、後條 一一 據 テ 此 一一 收ム。 

〇 本日 達 書 

成 瀨隼人 正 

是迄取 极來候 尾 藩攻審 向、 致 委任 度 段、 德川元 千代 願 1 一 ョ リ 、御 聞濟 -ー 相 成 候 間、 暫時 取扱 可 致 旨 御沙汰 候 事。 

成 瀨正肥 家 記 

〇 紀伊 藩ノ附 家老 水野忠 幹、 安藤 直 f 份、 水 戶藩ノ 中 山 信徵、 皆此事 ァリ、 今之ヲ 略ス。 

〇 四國 征討 ノ役、 因幡 藩 兵 調 發期ヲ 失ス、 老臣 ノ京 ニ在ル モノ、 上書 シテ罪 ヲ乞フ 、是 H  、批シ 

テ 1i 、罪 ヲ問ハ ス。 

先般、 四國御 征伐 被 仰 出 候-一 付 テハ、 弊 藩 儀、 奉 蒙 討 手 之 命 候處、 人數繰 出方 鍾延、 御 軍議 相 後 レ候條 、誠以 恐 人奉存 候- 

復古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日  三 〇 五 


復古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日  三 〇 六 

右 ニ付爲 謝罪、 私 同役 荒 尾 千 葉 之 助 急速 上京、 其節ノ 始末 一 々取亂仕候處、全大坂！|^-§んロ之者共ョ リ、報知方懸鍵レ、 彼是往 

I  ノ 混雜有 之険儀 二 御座 候、 依 之、 右 詰 合 之 者、 其 科 申 付 候 事 一一 御座 候、 然 ル處、 右混雜 ヨリ シテ、 御 陣中 一一 對シ、 御 不都合 

生 候倏、 舉竟 重役 共 不行屆 之 筋 一一 相當、 千 葉 之 助 二 於テ モ深奉 恐 入 候 一一 付、 折角 夫而已 上京 仕 候 得せ. ハ、 自分 言上 ヲ揮 リ、 

是 ョ リ早々 歸國謹 愼罷在 度奉存 候、 依 之、 當時詰 合 之 私 ヨリ、 右 事件 言上 謝罪 仕 候、 何卒 格別 之 御 評議 ヲ以、 何分 之 御沙 

汰宜奉 願 候、 以上。 

二月 七日  .  荒 尾駿河 

〇 本日 批紙 

情實 分明 不及歸 國謹愼 候 事。  池 田お 知 家 き" 

〇 市 橋 長義、 軍 行 供 張 ノ命ヲ 奉スル ヲ以テ 四 樣 守兵 ノ 撤否及 ヒ 其 歸藩ノ 可否 ヲ 禀請 ス、 乃チ 

四樣ノ 警守ヲ 罷ム。 

今 S 御 親征被 仰 出 御^, M 被 仰 付 難 有奉畏 候、 然ル處 、人數 不足 御座 候 間、 四ッ塚 御警衞 御免被 成 下 候 義-ー 御座 

候 哉、 此段 奉伺 候、 - 

但 近江國 御領 所 取締 被 仰 付 難 有奉畏 候、 右 鎭撫且 家來共 氣カヲ 養、 旁. 一 ト先 歸國被 仰 付 被 下 置 候 事 哉、 爲 心得 乍 

序 御内々 奉伺 候。  _ 

二月 十日  市 橋 下 總守 

〇 批紙 

四 ッ 塚 警衞被 成 御 冤 候、 其 身 ハ 是迄之 通 在京 可 致 候。  市 橋 畏義家 記 

〇 平戶藩 ノ請ヲ 可 シ テ 、奈 良ノ 守兵 ヲ撒セ シ ム 。 


や s 都 表 之 儀 ハ 、 最早 平 穩可相 成 儀 ト奉存 候閒、 先達 テ烏丸 殿御 差圖 -ー テ、 同所 へ. 在留 罷在 候家來 共、 爲 引取 候テ ハ ^分 可 

有 御座 哉、 此段 奉伺 候、 以上。 

二月 十日  .  松 浦 肥 前 守 

〇 批紙 

申出 之 通 引取 候樣被 仰 付 候 事。  松 浦 5^は 家 記 

〇 大岡 忠敬ノ 家臣、 邑中人 少キヲ 以テ、 軍 行 供 張 ノ任ニ 勝 エサ ラ ン コトヲ 陳ス、 命シテ 之ヲ勗 

メシ厶 、岩 村、 加納ニ 藩、 供 張 分 管 ノ地 ヲ更換 セント 請フ、 之ヲ 聽ス。 

今般 御 親 征二付 官軍 御 通行 之 節、 兵食 取 計、 宿々 警衞、 人馬 繼立 世話 向、 被 仰 付 候 § 御沙汰 御座 候 段、 難 有 仕 合 奉 

存候、 右 ハ以早 便、 越 前 守 へ 申 聞、 且 在所 三 州 西大平 陣屋 詰 家來共 へ モ 、申 遣 候 儀 二 御座 候、 然 ル處、 越 前 守 儀、 元來 在江戶 

-ー 付、 在所 詰家來 甚人少 御座 候、 就テ ハ 引 請 被 仰 付 候驛々 へ 警衞 番兵 差 出 候 儀、 何分 行 屆兼可 申 哉、 甚 心痛 仕 候 得 共、 組 

合モ 御座 候 儀 一一 付、 萬 端 申 合 取調 之 上、 窺 モ仕候 心得 一一 罷在 候處 * 咋 九日 御 呼 出 二 テ、 最早 近々 御 出兵 之 趣、 御 達 御座 候 

二 付テ ハ 、右 申 合 取調 之 儀、 遠隔 居候 故、 未 タ相整 兼、 甚 苦心 焦 思 仕 候、 然 ル處、 在所 三 州 西大平 陣屋 ョ リ書狀 著 申 越 候 ハ 、 

正月 一 一 卜 八日、 撟本少 將樣、 柳 原 侍從樣 ヨリ、 四日 市驛 へ、 重臣 御 呼 出-一 テ被 仰 渡御 座 候 節、 在所 詰 人 少之趣 申 上、 微力 相 

應之 御用 筋 相 勤 度 旨、 願書 差 出 候處、 別段 人 數差出 二 不及趣 二 テ、 探索 方 被 仰 付 候、 右 奉 申 上 候 通、 在所 詰 人 少之儀 二 

御座 候閒、 精々 心配 ハ可仕 候 得 共、 何卒 格別 之以 御 仁恕 御 垂憐之 程、 幾重 二 モ奉欵 願 候、 以上。 

大岡越 前 守 家 來 

二月 十日  渡 邊傳作 

〇 批紙 

復古 記 卷 n 一十三 明治 元年 二月 十日  三 〇 七 


復 古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日  三 C バ 

書面之通人少候=^^組合申合無差支樣、精々手配可有之事。 .  大岡忠 敬 家 記 

〇i 十三 日 西 大平藩 申請書 

一 御親征 行幸 御 道筋 何 街道 ト被 仰 出ハ無 御座 候 得 共、 越 前 守 在 江戶之 儀-一 付， 持 場驛へ 行幸 被爲 在 候ハ、 、在所 

詰 重臣、 越 前守爲 名代、 奉伺 天機， 且 領分 中 ハ 御 親 兵隊 之 御先 立 仕 候 儀-一 モ候 哉、 尤其節 重臣 之 者、 騎馬 戎服著 州 、從 

者 召 連 候テ宜 御座 候 哉、 

一 右 之 節 雨天 -ー 候 得 ハ 、雨具 相 川 不苦條 二 御座 候 哉、  • 

一 右 之 節、 御 警衞番 其 之儀ハ 御 親 丘 ハ隊其 外 諸隊、 被爲 在 候 御 儀 二 付、 如何 相 心得 可 ゆ 哉、 

一 右 之 節、 猶差掛 リ伺度 儀 モ出來 仕 候 節 ハ 、何 御 職務 へ 罷出 候テ宜 御座 候 哉、 兼 心得 罷在 度奉存 候、 

一 御 總軍之 小 荷駄 ハ 、藩々 之 手 -ー テ 運送 被 致 候 得 共、 若 御 出張 藩々 ョ リ相賴 候 ハ 、 、請 取 運送 可 仕 旨 被 仰 出 候處、 右ハ其 

節、 其 li ：々 役人 へ e. 付、 運送 爲仕 候テ宜 御座 候 哉、 尤 其驛々 へ モ 、 何驛 取締 ハ誰 藩へ 被 仰 付 候 段、 御 達 二 相 成 候 儀 -ー 御 

座 候 哉、 

一 日々 御 通行 之 時 ハ 、諸隊 兵食 ハ 、其 驛々 二 テ兵食 之 世話 取 計 可 致 旨、 被 仰 出 候處、 右 ハ 宿 役人 へ 申 付、 宿 方 -ー テ取賄 置、 

追テ金 米 共 御 下ケ之 上 二 テ相渡 候 儀 -ー 御座 候 哉、 德川 領地 -ー 貯蓄 有 之 分 ハ 取 越 相 用 候 モ 、前以 其 領地 へ 御達^ 成 居候 儀 

二 御座 候 哉、 尤德川 領地 掛隔 居、 急 連 之 節 ハ 、私領 一一 テ モ 、其 最寄村 方 へ 巾せ、 爲差出 候テ宜 御座 候 哉、 

一 御 休 泊 共 食 之 儀、 泊ハ. ai 米 阻 合、 金 覺朱之 割、 休ハ 白米 一 一 合、 錢百文 之 割-一 テ、 宿 方へ 中 付、 菜 等ハ. 方 心得 次第 二 テ、 宜 

御座 候 哉、 

一 御 休 泊 宿々 之 儀 ハ 、問屋 最寄 へ 番兵 屯所 設置、 繁 々i 伯 方 見 跑リ候 テ可然 哉、 

伹 番兵 之 者、 御 通行 先見 張 居、 高位 之 御 方々 樣御 通行 之 節ハ、 下座 可 仕儀-一 御座 候 哉、 何程 之 御方檨 ヨリ 仕 候テ宜 御座 

候 哉、  . 


一 御沐泊 御" 袖 剖 等 ハ 、せ〉、 藩々 ョ リ罷出 候 儀 -ー 可 有 之 候閒、 差 構 無 御座 候 テ宜候 哉、 

一 御 通行 之 節、 飼 葉 之 儀ハ、 被 仰 出 無 御座、 如何 心得 候テ iui 御座 候 哉、 

1 道中 度 船 場 等 之 儀モ、 人馬； 連 送 方 猪 方 同樣、 其 所 川 役人 へ 申 付 候テ、 可然義 二 御座 候 哉、 

ー驛々 へ 差 出 候 番兵 へ ハ 菊 御 紋御旗 御 渡 -ー 相 成 候 儀 -ー 御座 候 哉、 

一 御 川 -ー 付 道中 往返 之 節 ハ 御 親 征宿方 取締 御 ffl ト、 綺符 へ 認 e. 度奉存 候、 • 

條之 外、^ 組合 申 合 之 上、 取調 可 奉伺 ケ條モ 可 有 御座 候 得 共、 先 不取敢 、此段 奉伺 候、 以上。 

大岡越 前 守 家 來 

度 遗傳作 

〇 批紙 

第二 一條 何レ モ伺之 通-一 テ宜 候、 

第三 條 領分 中 取締 可 有 之 候、 

第 五條 祁賴候 者 有 之 候 ハ、、 無滯 運送 可 有 之 候、 

第七條 せ： 候、 

第八條 公卿 ガ 以上、 下座 可 有 之 候、 

第九條 宿 割 等 ハ差構 候 ニ不及 候、 

第十條 飼 葉 可蓄置 候、 

第 十 一條 川 場 之 儀ハ、 川 役人へ 可 申 付 候、 

第 十二 條 番兵へ ハ御旗 不被下 候、 

第 4- 三條 御親征 御川ト 認可 申 候。  大 1! 忠敬 き" 

復古 記 卷 n 一十三 明治 元年 二 H: 十日  三 〇 九 


復古 記 卷三 十三 明治 元年 二月 十日  三 一 〇 

〇 四條、 六條、 批紙 ナシ、 或ハ 散逸 セシ モノ 力。 

〇 

今般 就 御 親征、 兵食 取 計 御警衞 等、 諸家 へ 被 仰 付、 夫々 持 場 御 割合 書 -ー テ ハ 、行程 相隔、 糧米等 運送 不便 利 二 付、 自然 不 

行 屆之儀 有 之候テ ハ奉恐 入 候 間、 能 登 守 儀、 細久 手宿ョ リ大井 宿 迄ト、 持 場 御 取 極、 太 田 宿 ヨリ 御嶽 宿 迄 之 場所 ハ 、肥 前 守 

へ 御 繰 替被成 下 候 ハ 、 、萬 端 便利 二 相 成 候 間、 申 ir" 之 上 奉伺 候、 最早 朗限 二 候 間、 早々 在所 表 へ 申 遺 度奉存 候、 何卒 伺 之 通 

被 仰 出候樣 仕度、 此段奉 申 上 候、：^ 上。 

松 平 能 登 守 內 

二月 十日  丹 羽瀨榊 

永 井 肥 前 守 內 

吉田 哲次郞 

士ロ 田 遠 江 ^ 

松 尾伹馬 . 

松 尾 豐前投 

〇 批紙 

可 ？！，？？ 之 l:s^o  松 平 乘命家 記 

〇 遠 藤 胤城 ノ 家臣、 京師 一一 在ルモ ノ、 東 山道 總督 胤城 ノ封邑 ヲ收ム ルヲ 聞キ、 書 ヲ 上リ、 哀ヲ 

乞フ、 是日" 批シ テ 胤城 ノ 歸 順自效 ヲ待 テ之ヲ 申請 セ シ厶。 

今般 之 事件、 何共 奉 恐 入 候 次第 奉存 候、 然 ル處、 伹馬守 儀定 府之條 二 テ、 江 州 陴屋初 茶人 少 御座 候閒、 詰 合 之 者 共、 深 心痛 罷 


在，^ 折 柄、， 溢 野 井家、 緩 小路 家 御 出張 -ー 付、 少人數 差 出、 且 兵粮 米 等獻上 仕、 勤 王 之 趣意 モ相立 候 儀 ト奉存 i 能 在、 將亦泉 州 

領分 之條 ハ 、落人 近鄉 へ 立 越、 亂暴之 所業 モ難計 御座 候 問、 取繊等 仕、 正月 中旬 登 京、 御用 向 歎願 仕 候 心得 二 テ出坂 仕 候處、 

Ear.. ォ軍家 御 滞 坂 -ー 付、 相應之 御用 向、 被 仰 付 被 下 置 候樣、 歎願 書、 御 參謀御 役所 へ 差 上 候處、 俄 -ー 御歸京 被爲成 候閒、 

登 京 仕 候處、 御 總督岩 倉家ョ リ御達 之條々 、追々 申 越、 終-一 上 知 被 仰 付 候 段、 阼夕陴 星表ョ リ申 越、 全 私北ハ 心得 方 不行屆 

t  二 ョ リ之 條ト、 重々 奉 恐 入 候 、何卒 御 憐愍 之 御沙汰 之 程 不顧恐 奉 歎願 候、 以上。 

遠 藤 但馬 守家來 

二月 二日  松井宗 兵 衞 

。本日 批紙 

伹馬守 歸順之 寶効相 立 候 上、 欵願 申出 候 得 ハ 、其 節 何分 可 被 仰 出 候 事。 .  遠 藤 脱 城 家 旨 

〇 再. &書 

4U. 年 は 御， 1^ 政 御一新 被爲 仰 出 候-一 付 テハ、 但馬守 儀 ニモ、 登 京 可 仕樣 奉 蒙 朝 命、 冥加 至極 難 有 仕 合 奉存、 卽刻 上京 邀 

奉 可士心 二 御座 候處、 不 得.^ 情態モ 種々 御座 候 得 共、 右 等 一一 拘泥 不仕、 當春 早々 斷然馳 登、 第 一 遲滞之 罪 狀可奉 謝お 込 之 

. ^柄、 今般 之 形勢 一一. 立 至リ、 彌以 苦心 無 遣 方、 鬼 モ角モ 、登 京 迄 之處、 知行 所 詰 合 之 家來共 一一 テ、 盡カ 遵奉 之廉々 、失 體不仕 

樣可相 心得 旨、 嚴重申 付 越罷在 候處、 去月 中 征討 將軍 宮樣、 浪華 表 へ 御 出張 被 爲在候 二 付、 早速 私共 不取 敢罷 出、 相應之 

御 川舉蒙 仰 度 奉 歎願 候處、 御 採用 被 下 置、 難 有 御沙汰 モ有 之、 尙御 指禪奉 待、 大坂 表-一 滞在 仕 居候 處、 不日 御歸洛 被爲す 

候 二 せ、 引 續可奉 歎願 心底 一一 テ、 出京 仕 候處、 東 山道 鎭撫御 總督樣 御 下向、 御 執事 方 ョ リ、 江 州 愛知 = ^驛 # 本陣 へ 重立^ 

家 來之者 共 可 罷出樣 、同 國三上 何 瑪守陴 星へ. 御沙汰 御座 候處、 近年 海岸 爲 取締、 泉 州 知行 所 へ 假 陣屋 取 建、 私共 始 引越 罷す 

^  二 付、 三 上 陣屋 之 儀 ハ 、小役人、 土 著 ノ者而 已詰合 セ 置 候 一一 付、 右 御沙汰 之 節、 從來 但馬守 申 付 越 置 候 旨 趣 之 通、 右 樣之御 

時節 -ー 差 向候テ ハ 、 不奉待 御沙汰、 迅速 罷出、 御用 向 相 伺、 勤 王 一途 二 相 心得 可罷 在處、 御 脫走之 御堂 上方 御 下向 有ュ Z -、 
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右 二 付、 乍聊、 御用 ヲモ 祁達 度、 彼是 配意罷 在、 何分 小役人 共 計 二 テ 不行屆 、就中、 從 御 總督樣 御沙汰 之 儀 二 付、 私共 江 州 

表へ 可 罷出樣 申 越 候處、 路程 掛隔及 遲滞候 2:、 三 上 陣屋 始同國 知行、 御 召 上 之 趣、 被爲 仰 渡、 重々 恐 入 奉畏、 ffl; 馬 守始 私共 

身分 進退 之 儀、 再 可 奉 t:^ 御沙汰、 謹 愼罷在 候處、 豈計 哉、 意外 寬大 御仁 惠之 御沙汰 ヲ以テ 、家 來！： 十々 東 下 仕、 馬 守へ 忠諫 

祁加 へ 、 召 連罷登 候樣被 仰 付、 誠 以難有 冥加 二 相餘リ 候處、 加 之、 爲右路 費 御金 拜領被 仰 付、 剩 家 來粥川 K 郞左 衞門始 

妻子 拉土著 小 前 之 者 迄 無 所洩、 御 扶持 方 等 迄 被爲： 卜 置 候、 始終 言語 -ー 絕シ候 御仁 攻ヲ 蒙リ、 重々 難 有 仕 合 之 儀ハ、 難盡紙 

上 儀 -ー 奉存 候、 依 テ 神速 馳下 リ 、 伹馬守 へ 忠諫相 加 へ 、今般 廣大之 御仁 攻之 件々、 具 二 爲仕拜 承、 卽刻召 連、 不埒 之 謝？ 非 ハ 

不及 申、 憤然 邀奉、 謹テ 御沙汰 ヲ爲相 待 候 一一 付テ ハ、 此儘東 下 仕候テ ハ、 臣子之 情 態、 難 忍 次第 モ 御座 候 得ハ、 最早 江 州 知 

行 之儀ハ 天朝へ 奉 返納 候處、 相 殘リ候 泉 州、 房 州 知行 所 御沙汰 之 儀ハ、 但馬守 登 京 迄、 御猶 豫被爲 差 置 候樣、 不顧 恐惶. 
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ル 上 ハ 但馬守 篤 ク申付 置 候 旨 趣、 不相貫 候 儀 ハ 、全 私共 罪過 外 無 他事 御座 候 二 付、 如何 樣嚴重 之 御沙汰 ヲ蒙リ 候 共、 謹 

テ 可奉畏 候、 以上。 

遠 藤但馬 守  > 

. 辰 二月 十四日  家來共 

.  遠 藤 胤城 家 記 

〇 秋 月 種殷、 疾 ヲ謝シ 、其 子種 樹ヲ シ テ 代 リテ京 一一 至 ラ シ ム 。 難 

〇 小 笠 原 長國、 書 ヲ德川 氏 一一 致， シ、 長 行ノ疾 ヲ稱シ 、 其 職 ヲ返カ シメ、 且ッ將 二 嫡ヲ易 ヘント 

スルノ 意ヲ以 テス、 德川 氏乃チ 長行ノ 退身ヲ 許ス。 |§| 長 
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松 平 直 哉 主計 頭 

柳 生 俊 益 但馬守 

有 馬 氏 弘兵贘 頭 

戶 田 忠 至大 和 守 

蒔 田 廣 孝 相模守 

田 正 擧主殿 頭 

柳 澤德忠 彰 太 郞 

三ニ1 


松 浦  修 左 近將監 

新 莊 直 敬 下野 守 

一 柳 賴 轺 因幡 守 

前 田 利 豁丹後 守 

上 杉 勝 道 駿河守 

毛 利 元 純 讃岐守 

織 田 長 易 攝津守 

戶 田 氏 良淡路 守 

大 岡 忠 敬 越 前 守 

織 田 信 成 筑前守 

堀  之 美 右 京 亮 

酒 井 忠 經 右京 亮 

松 平 直 靜曰向 守 

稻 葉 正 善 備 後 守 

森 川 俊 方 内 膨 正 

一 柳 末 德對馬 守 

松 平 信 敏丹後 守 

永 井 直 哉 信 濃 守 

卷三 十四 明治 元年 二月 十一 日 


W 崎 藩 

高 富 藩 

黑川藩 

相 良 藩 

丹 南 藩 

下手 渡 藩 

三 草 藩 

小 倉ぎ 田 

黑 石 藩 

多 度津藩 


平戶 新田 

麻 生 藩 

小 松 藩 

七日 市 藩 

米澤 新田 

淸宋藩 

芝 村 藩 

大垣 新田 

西 大平藩 

柳 本 藩 

椎谷藩 

敦賀藩 

糸魚 川 藩 

館 山 藩 

生 實 藩 

小 野 藩 

小 島 藩 

櫛羅藩 


田 

田 


靑 

木 


復 古 記 

攝津 〇 

同上 

播磨 〇 

同上 

常 陸 〇 

同上 

上總 〇 

同上 

石 見 〇 時 一一、 封ヲ 失ヒテ 

美 作 ノ別邑 鶴 田 一一 ァリ、 

〇 通計 一 一 百 六十 九 藩 

會 津 藩 一 I 或 松 

松 山 藩 ■〇 松 

_<si  Js-n  f 伊勢 〇 同  公 

桑 名？^ 拾 壹萬石  お 


卷 三十 四 明治 元年 二月 十一 口 


木 


上 


重 

忠 


義源 K 郞 

世 三ニ郎 

已辰若 丸 

崇 昌之助 


松 平武聰 右近 將監. 一 


安 士  5 

士ロ 井 

高 m 

喜 連 川 

i 六 戶 


播磨 〇 

同上 

上野 〇 

同上 

下總 〇 

同上 

下野 〇 

無 高 


松 

hi 


笠 原 貞 

平 信 

上 正， 


喜 連 川 


学 幸 松 丸 

謹鐵 丸 

順宫 內 

氏 左 馬頭 


g 常 陸 0 壹萬 石、 曩 _ー 、罪ヲ^^^府 二  、  s^f  、w 稅 

得テ、官位ヲ«キ、鲭江藩-ー幽ス ョ も 


平 

一, 一 

平 


容 

定 


保 


高 

松 


松 


播磨 〇 同 

拾 K 萬 石 

讃岐 〇 同 

拾 甙萬石 

満中 〇 同 

五 萬 石 


公 

も 


hi 

平 

倉 


忠 惇 一 


〇 本 際、 慶應 武鑑、 華族 明細 短冊 一一 據リ、 叙 列 シ テ 、以 テ覽閲 -ー 便ス、 會津 以下 六 藩 當時方 一一 之 ラ討ス 、故 一一 後-一 附記 フ 

〇 

自 各藩、 徵士被 仰 付 候 者 ハ 、奉 命、 卽日ョ リ 朝臣 ト相 心得、 勿論 舊藩 二 全 ク關係 混合 無 之 御 趣意 二 候 間、 此旨 厚お、 も 得 

fit 申 ITrllt* 

一 一 月 

〇 諸 藩 一一 令 シ 、 藩士  ノ 開 成 所 pf 戶ノ 一一 "ts 、敎官 一一 任ス ル者ノ 姓名 ヲ錄 上セ シム。 

諸 藩 ヨリ、 江 戶開成 所 へ 拔擢 又ハ雇 二 相 成 候 者、 名 元 取調、 早速 辨事 役所 へ 申出 候樣被 仰 出 候 事。 

〇 諸 藩 上申書 

元 家 來 


毛 利元德 家 記 

島津 忠義 家 記 


毛 

島 


元 德 家 記 

：忠 Jifci, 


加 藤弘藏 

右、 萬延 元年 閏 三月 十日、 蕃書 調 所 出 役 敎授手 傳被申 付、 元 治 元年 八月 十八 日、 開 成 所 敎授職 被 申 付 候、 此段奉 申 上 候、 以 

上。 

仙 石 讃岐守 家來 

二月 廿 七日  •  渡邊 新之丞 

内國 事務局 叢書 

〇 

采女正 家 來左之 者 共. 開 成 所 へ 被 ー歷相 勤罷在 候、 尤大垣 表 へ 引取 候 樣申運 置 候閒、 近々 歸著可 仕 ト奉存 候、 此段御 屆申上 

候、 以上。 

戶田采 女 正家來 

吉田圑 平 


一 一 月 

〇 


江 戶 表へ 出 役 

宫 本 元 道 

橫濱 表へ 出 役 

子 安 鐵五郞 

內國 事務局 叢書 


〇 本條、 上申 ノ日ヲ 失ス。 

〇 

復古 記 卷 三十 HI 明治 元年 二  HJ 十一 日 


當時步 兵 差圖役 

頭取 相 勤 罷在候 


復古 記 卷ー 一一 十四 明治 元年 二月 十一 日  三 二 四 

諸藩ョ リ、 hd 戶開成 所 へ 拔擢又 ハ 雇 相 成 候、 名 元 取調 差 出 候樣、 被 仰 出 候 二 付テ ハ 、相模 守 家來之 内、 左 之 通。 


彌市 阵 

大築保 太 

藤 井 喜太郎 叔父 

佐 波 銀 次 

忠 介 悴 

荒 井鐵之 

致 平 次男 

兼 松延八 


當時 祌奈川 奉行 手附 

飜譯方 出 役 罷在候 


雇 

？奉ー 

仪 罷- 

同 

同 

右 之 通 御座 候、 此段申 上 候、 以上。 

三月 七日 

〇 


堀 田相模 守家來 

侬 田七郞 

內國 事務局 叢書 


堀 田攝津 守家來 

神 田 孝 平 

右 之 者、 慶應ー 一 丙 寅 十一 一月 八日、 江 戶開成 所 へ 拔擢、 同所 敎授職 竝被申 付 候、 此段奉 申 上 候、 M  -ー  相 成 居候 者 無 御座 候、 以 

上 0 

堀 田攝津 守家來 


三月 廿 四日 


村 井 圓三郞 

内國 事務局 叢書 


〇 


故家來 佐々 木貞 庵ト申 者、 咋 卯年， 其 身 一 生、 開 成 所 へ 雇 -ー 相 成 候 者 -ー 御座 候 間、 此段御 届 申 上 候 樣申付 越 候、 以上 „ 

宇 和 島 侍從內 


三月 计九 


〇 


諸 藩 ヨリ 幕府 開 成 所 へ 採用 人名 


小濱 

泉 

和歌 山 

福 山 

津 

鹿兒島 

〇 諸 藩 上申 A 


三 


杉 ra 玄 

林 正 ■ 

柳 川 春 

石 川 長次郞 

肥 後 七 左衞門 


佐 野 

宇 和 島 

松 江 

ー隔 U 

松 本 


E 孝 

々 木 貞 

江 文 

亨 


平 


佐 

辻  新 次 

佐 波 銀次郞 


桑 名 

千 村 家来 

福 山 

大垣 ， 


幡又市 

内國 事務局 叢書 


荒 

,宮1 


林 鼎 

井 鐵 之 

中 芳 


，佐 倉、 宇 和 島、 大垣、 出 石、 佐 野 五藩ノ 外見 ル所 ナシ、 今 開 成 校 所藏ノ モノ ラ併錄 


本 玄 

東京 開 成 校記錄 

- 以テ 當時ノ 現員 ヲ示 


〇 北陸 道 諸 藩 一一 令シ テ 、官軍 供 慮ノ備 ヲ爲サ シ 厶 


復古 記 卷 三十 四 明治 元年 二月 十一 日 


北陸 道 

三 二 五 


復古 記 卷 三十 HI 明治 元年 二月 十一 日  三 ニナ 

今度 御鋭祉 二 付、 北陸 道筋、 先鋒 總督、 諸 藩從兵 追々 進發被 仰 付 候 -ー 付、 國々 道筋 通行 滯陴等 之 節、 兵粮 金 米 人馬 繼立 

之 都合、 方角 諸 藩 中 合 取 計 可 申候樣 御沙汰 候 事。  金澤 I 記 

二月.；' 一日  本 莊藩記 

〇 本條、 諸 藩 分掌 ノ地ヲ 記 セス、 東海、 東 山 一 一道 ノ例 ト異 ナリ。 

〇 是 ヨリ 先、 東 山道 總督岩 倉 具定、 書 ヲ上リ 、諸 藩ヲ シテ舊 慕府ノ 領地 ヲ管セ シムル ノ事ヲ 論 

ス 、是 曰、 其 參謀北 島秀朝 |- ほ is  、等、 又 尾 張 藩 勤王 誘導 ノ事ヲ 稟議 ス。 

，奉 言上 候、 此度臣 等 改テ、 先鋒 總督之 命 ヲ蒙リ 難 有 仕 合奉存 候、 然ル 二、 先達 テ、 東 山道 鎭撫 總督被 仰 付 候 二 付、 當道 

之き. ハ 大小 トナク 、御 委任 -ー 相 成 候 事 ト奉存 候 故、 大小 名之處 置、 過日 言上 仕 候 通 二 テ、 江 濃 飛 之 三國粗 取締 申 付 置 候處、 

今般 朝廷 ヨリ 御 直-一飛 濃 之 故幕領 御 處置被 仰 付 候 御沙汰 書拜見 仕、 深ク 恐懼 之 至-一 候、 右ハ臣 等へ 御 委任 之 御 事 

ト存、 不憚已 H 碎處置 仕 候處、 御 直 一一 御咎之 御沙汰 被爲 在候テ ハ 、命令 一 一途 一一 出 *  士民 方向 ヲ失ヒ 候 場合 一一 立 至、 却テ 朝 

廷之 S  -ー  不相 成議存 候、 向後 ハ 先鋒 響 ノ  4 仰 1*5 ハ 讓 I モ被 仰 t 儀 二 候 ハ 、墓 之 I ハ 、總テ 

御 委任 被 仰 付候樣 仕度 奉存 候、 左モ無 之候テ ハ 、 鎭撫、 先鋒 兩 ナカラ 不得其 所、 遂 二 大事 ヲ誤リ 候 儀 モ可有 之、 不堪 戰兢 

之 至宾、 右 等 之 旨 趣 被 聞 食、 急々 御 評決 之 上 御沙汰 被 爲在候 樣奉願 候、 尤天 下士-民 之 方向 ヲ定 候絛、 今日 之 急務-一 テ、 

ほ 等 力 處置仕 候 儀ハ、 卽 朝廷 之 御 處置ト 相 心得 候 故、 無異儀 服從仕 候へ トモ、 鎭撫使 之 號令ハ 、不足 信者 ト相成 リ候テ 

ハ 、 實 一一 以良 大息 之 至 一一 候、 尤 今般 復古 之 御大 業、 建 武之覆 轍ヲ不 被爲蹈 候樣、 臣等之 苦心 此 二 止 リ候閒 、何分 二 モ 命令 

之 一 一一 出候樣 仕度 奉存 候、 中古 源 賴義、 奧州鎭 守 任満、 歸洛被 仰 出 候へ トモ、 民心 之 歸嚮テ 盧リ、 再任 ヲ願出 候 事モ有 之、 

表漢之 光武 ハ寇君 ヲ昔ル コ トー 年セ ント 申、 民 之 望 一一 從ヒ候 儀 モ承リ 及 ヒ候事 二 テ、 臣等カ 不才、 賴 義寇恂 二 比例 仕候ハ 


可 鬼 之 至 二..：^ 晷共、 折角 大任 ヲ蒙リ 候 事故、 日夜 寢食ヲ 忘 レ盡カ 仕、 今日 一一 至 リ候テ ハ 、常道 之 民情 少シハ 諳知仕 候 廉モ有 

之、 大任 之 一 端ハ 、奏功 仕候樣 二 モ可相 成 哉 ト奉存 候 事 二 御座 候、 臣等之 微衷 御 憐察被 成 下、 過日 言上 仕 候 處置書 之 通リ、 

被 仰 付 置 候 ハ、、 特ー 一臣 等 之 幸 ノミ- 一 テハ無 之、 乍 恐 朝廷 之 御幸 福 ト奉存 候、 此段被 聞 食 分、 速 一一 御沙汰 被 爲在候 

樣泣血 奉 懇願 候、 誠 恐誠惶 死罪 死罪 謹言。 

二月 九日 


具 


千 


定 


內國 事務 叢書 

, お 山道 總督 府建留 


總裁ほ 中  . 

議定 ほ 中 

參與. f 中 

〇 叢書 一一、 御 咎ノ三 字、 及ヒ， W 後 云々 以下 三十 五 字 ナシ、 今達留 一一 據テ 姑之ヲ 存ス。 

〇 參 II 建白書  ， 

別紙 1\ 一通、 尾 州 藩 へ 近國之 大名 家來之 者ヲ呼 寄、 誓 書 爲認候 趣、 如何 之 儀 -ー 被 爲在候 哉、 朝廷 ョ リ尾外 家 へ 何歟铜 沙汰 被 

爲在候 御 事 -ー候 哉ト、 郡 上 靑山峯 之 助 家老 鈴 木 兵 左 衞門伺 二 罷出 候、 萬 一 右樣 朝廷 ョ リ 御沙汰 被爲在 候テ、 近國諸 藩、 尾 

州 之指禪 二 相 成候テ ハ 、鎭撫 使 之號令 ハ 迚モ 難行 次第 一一 候、 右 ハ 如何 相 心得 可 申 哉 奉伺 候、 外諸國 ハ 格別、 當道八 ケ國中 之 

大小 名、 總督 之指禪 一一 隨ヒ不 申候テ ハ 、今度 之 東征 兵食 ヲ 催促 致シ候 事モ、 不相成 儀 一一 候、 何分 急々 有無 之 御沙汰 被爲 在^ 

樣奉希 候、 右 誓 書 差 出 候 節、 諸 藩 へ 應接致 候 尾 州 藩士 之 姓名、 左 二 記シ置 候。 

明 倫 堂 誘引 方 

加 藤 秀 之 進 

犬 飼 司 馬太郞 

復古 記 卷ー 一一 十四 明治 元年 二月 十一 日  三 一一 七 


復 古 記 卷 三十 g; 明治 元年 二  十一 口  三 二八 

鷲 津九藏 

右 之 通 御座 候、 吳々 前書 之 趣、 急々 御沙汰 被 爲在候 樣奉願 候。 

二月 卜 一日  栗圚 

仙太郞 各再拜 

奉呈 

岩 倉 明 公 閣下  東 山道 總督 府達留 

〇 一 一條、 批 答及ヒ 上申 ノ日ヲ 失ス、 別紙 ハ 之ヲ 略ス。 

〇 本 莊宗武 ノ 老 臣.、 朽木爲 綱 二 因 リテ、 書ヲ 上リ、 宗武ノ 庶弟某 ヲシテ 先鋒 ノ軍 二從ハ シメ、 

前 罪 ヲ贖ハ ン コトヲ 請フ。 

謹テ奉 歎願 口上 覺、  ， 

先般、 征討 將軍 宫樣、 大 坂御滯 陣中、 重臣 之 者 御 呼 出 之 上、 主人 御用 之 儀 御座 候 間、 急々 御 本陣へ 被 召 出 候 段、 御 書付 ヲ以 

テ被 仰 渡 候 二 付、 直 樣江戶 表 へ 申達、 猶早々 上京 候樣、 早 追 ヲ以テ 家 來共兩 度 差 立 候處、 去月 一 不_ 九日 附書狀 到 著、 同一 一 

十八 日頃、 發途可 仕 旨 申 越 候 -ー 付、 刖朽木 近 江 守ぬ 家 來ヲ以 、主人 御請 拉發足 日限 等 之御屆 仕度 旨 相 伺候 處、 上京 之 上 二 テ 

可然ほ 蒙 御沙汰 候、 然ル處 、其 後 發足之 便 無 之、 彼 地 之模樣 一 圓相 分リ不 申、 萬 一 拘柿 二 相 成 候 哉モ難 計、 何分 遠路 隔絶、 

一 藩 痛心 仕 候- 然ル處 、於 在所 表ハ、 西 園 寺 三位 中 將樣御 鎭撫之 節、 私共 開城 降伏、 誓紙 差 上、 城 中 御 巡邏 モ被成 下、 且 八幡 

表 二 テ、 賊徒 -1 致 與カ候 家 來之者 共、 聞亂之 上、 欵 願書 ヲ以奉 申 上 候處、 無餘儀 事情 御 推察 被 下、 御 寛大 之 御沙汰 被 仰 

出、 難 有 仕 合、 家來 一 同 奉感佩 候、 然ル處 、未タ 入京 御 差留中 -ー 御座 候 得 共、 主人 伯誉 守 一一 於 テハ、 長 州 御 征伐 之砌、 盡カ仕 

候 廉モ有 之、 專勤 王 之 志願 二 テ、 兼 テ家來 共 迄モ、 心得 違 不致樣 申 聞、 今般 東 伐 之 御 人数 御 差 向 二 相 成 候 趣 傳承仕 候 閒、. 


誓紙-一 記載 仕 候 庶子 之 者へ、 人 數爲引 纏、 右 御 人 數之内 御先 鋒へ 被 召 加 候 得ハ、 主人 共 兼テ之 志願-一 モ相 叶、 且 八幡 表-一 

於 テ家來 共 過失 之 萬 一 ヲ モ奉補 度、 在 國家來 一 同 ョ リ奉欵 願 候閒、 一 藩 事情 御 推察 被 成 下、 右 願 之 通 御 聞 濟被成 下 候 ハ 

ハ 、萬々 難 有 仕 合奉存 候、 誠 恐 誠惶謹 貢。 

本莊 彈正忠 

二月 卜 一日，  家 + 老共 

宫 津 藩 記 

〇 藩 記 一一 、福 知 山 藩 家 來ヲ以 テ參與 御 役所 へ 差 出 トァリ 、指令 原記ヲ 失ス。 

〇 毛 利 高 謙、 京-一至 ル。 

十二 日 、廣澤 眞臣ノ 大 總督 府參謀 ヲ 罷メ、 尊 テ 參 與西鄕 隆盛 、林 通顯ヲ 以テ之 一一 代フ つ- 

廣澤兵 助 

右、 大總督 參謀被 差 除、 自今 以後、 £ 國 事務 專務 一一 シ テ致所 勤 候樣被 仰 付 候。  ^  !■  a| 臣德履 ま m 

〇 西鄉 隆盛 履歴書 -ー 云、 一 一月 十四日、 大總督 宮恭謀 拜命仕 候。 

〇 十四日 達 書 

宇 和 島 藩 

御親征 ュ 付、 大總督 參謀被 仰 付 候 事。  職務 進退 錄 

〇 草津驛 11- ま ノ運貨 重量 撿查 所、 舊 一一 仍リテ 之ヲ存 シ 、膳 所藩ヲ シ テ 其 事 ヲ管セ シ ム 。 

本 多 主 膳 正 

復古 記 卷三 十四 明治 元年 二月 十二 日  三 二 九 ■ 


草 

年 問 律 
宿 

星 


0 古 記 卷 一一 一十 四 明治 元年 二月 十二 日  三 三 〇 

家  來 へ 

草津宿 貫目 改所之 儀、 是迄之 通 被 建 置、 向後 御 直 -ー稗 支配 -ー被 仰 付 候、 依 M 、石 原淸 一 郞 手代 出 役 之 儀、 以來被 相 止 候條、 

村々 厳重 取締 可 申 付 候 事"  内 國 事務局 記 

〇 

へ 

諸 荷物 貫改所 之義、 是迄之 通 被 建 置、 以後 御 直 御 支配 二 被 仰 付 候 間、 彌以 正路 可 取 計 候、 若 不法 之き 申 掛候者 有 之 候 ハ 

ハ、 早々 可. 5. 出 モノ 也。  內國 事務局 記 

〇 松 平 慶憲疾 ヲ謝シ 、嗣子 直 致 f  - ヲ江戶 ヨリ 召 シテ、 己 二 代 ラシ メント 請フ。 

此度之 御 趣意 -ー 付、 急 連 登 京、 ffl 應之御 用 相 動 度 赤心 二 御座 候 得 共、 累年 之 病惱、 冤 角不相 勝、 苦々 敷モ 上京 難 仕、 心外 畏縮 

仕 候、 依 之、 同名 萬次郞 儀、 常時 在江戶 故、 爲私 名代、 早急 呼 登、 朝敵 御 追討 御 川 之 端ヲ モ、 爲相勤 度 志願 一一 御座 候、 就テ ぺ 

道中 御 印鑑 被 下 置 候 ハ 、 難 有 仕 合奉存 候、 此段 奉欵願 候、 誠 恐誠惶 謹言。 

二月  明 石中將 

松 平 直 致 家 記 

〇 直 致 家 記 -ー 云、 願書 一 一月 十一 一日 差 出 候處、 御聞濟 二 テ御 印鑑 御 渡 有 之。 

〇 加藤泰 令、 藩 事 ヲ以テ 假歸ヲ 請フ、 之ヲ 聽ス。 t 加？ 〕 や" 

謹 テ申上 候、 此程 官軍 御ー擧 賊徒 掃除、 連-一 御 成績 朝 威 益 御 光輝、 於 闕下卽 今 之處、 御鑌 穩恐悅 至極、 然ル 上ハ、 時 難 

得践 易失ハ 古今 之 常 、此 上、 追討 之 共 連 二 御 蓮 御 急務 之 御赣 ト奉存 候、 坟 賊徒 敗走 之 後 ハ , 殘兵 四方 二 散亂、 如何 樣ノ陰 


略 暴動 難 計、 尤四 國ノ地 ハ 、 別 孤島 二 テ 、 西方 數港、 潜伏 便利 之 地 二 御座 候閒、 家來之 者 微力 相應 一一 殘置、 急 度 朝 役 相 ま 

泰令義 ハ差向 御用 無 御座 候 ハ 、 、蒙 御 暇 歸國之 上、 大藩之 指揮 ヲ受、 時宜 二 ヨリ、 敵國へ 打 入、 或 ハ 應援、 且 ハ姦賊 殘徒潛 

伏之頻 取調 仕、 聊勤勞 王事、 尸位素餐 之 罪 奉 償 度 志願 二 御座 候、 御 時 合 二 ョ リ、 蒙 御沙汰 候 ハ 、 、 難 有 仕 合奉存 候、 

敬白。 

二月  j 

〇 達 書 


守 


S  0 出 雪 守 

國元爲 取締、 御 暇 願 之 通 被 聞 食 候、 此段 申達 候 事。  加 藤泰令 家 "H 

〇 一 柳 末德、 播磨 地方 鎭撫 ノ狀ヲ 上ル。 

去月 一 ート 九日、 御 屆申上 候 姬路表 東 山 へ 出陣 之 人數、 去月 十八 日、 備前守 校外 交 方 ヨリ 依 差圖、 同日 姬路 城下 鍛治 W 關 門へ 

繰替、 當時警 衞罷在 候、 猶又、 一 揆爲 鎭撫、 加 西 郡 へ 人数 差 出 候樣、 銀山 御陣所 ョ リ 御差圖 二 付、 早速 差 出 候處、 同處 ハ 不事 

立 相濟、 多 可 郡 之 方 不穩趣 二 付、 早速 繰 込 及 探索、 一 揆徒黨 風聞 立 候 潜 居 之 者 十一 一人、 追々 召 怖 一 通 相轧候 上、 去ル朔 日、 

生 野 表 御陣所 へ 召 連 差 出 置 申 候、 最早 鎭靜仕 候 趣 -ー 付、 向後 取締 心得 方、 夫々 村 役人 共 へ 厳重 申 付 置、 右 同所 へ 相 伺候 處、 

一 ト先歸 入- 樣御差 圖相濟 、同一 一日 人 數引揚 申 候、 右 之 次第 一 應御屆 申 上 置 候樣、 對馬守 申 付 越 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

一 柳對馬 守家來 

一一 ro ^[二日  湯淺齊 

一柳 末德 家 記 

〇 書中、 所謂 去月 一 一十 九， 日ノ上 e. 書、 原記ヲ 佚ス。 

〇 東征 大總督 熾 仁 親王、 軍令 及ヒ廟 算書ヲ 諸道 總督 一一 頒ッ。 

復古 記 卷ー 一一 十四 明治 元年 二月 十二 日  三 三 一 


復古 記 卷三 十四 明治 元年 二月 十二 日  n 一一 一三 

今度 聖 斷ヲ以 御 親征被 仰 出 候-一 付 テハ、 偏 一一 蒼生 之 塗炭-! 陷リ候 ヲ被歎 思 召 候 鴻大之 聖慮ヲ 奉戴 シ、 速 一一 皇 

國平 治、 奉安 窟襟 候樣、 御 軍 列-一 被 召 加 候 大小 諸 藩、 大 二軍 備ヲ嚴 ニシ、 同心 戮 力ま 忠誠、 可遂 成功 候 事。 

一 海陸 軍 トモ 進退 驅引之 儀 ハ 、其 手 其 手 之總督 -ー 委任 被 仰 付 候條、 其 旨 可 相 心得 事、 

一 私論 ヲ以 公事 ヲ誤リ 、各藩 區々 ニ不相 成樣、 深 ク心ヲ 可用 事、 

一 別紙 陸軍 諸 法度 條々 堅 可 相 守 事、 

右 之條々 於 相 背ハ、 可 被處御 軍法 者 也。 

慶應四 年  太 宰帥熾 仁. & 

高 倉 三位ぬ 

四條大 夫お  •  北隆道 先鋒 記 

I  f;  柳 原 前光輒 Si 

〇 東海道 ハ 、橋 本少將 お、 柳 原 侍從ぬ -ー 作ル、 餘ハ 之 - 一 傲フ。 

〇 

陸軍 諸 法度 條々、 

一 長官 長官 之差圖 一一 隨ヒ、 諸事 嚴重 一一 覺悟ァ ル へ キ事、 

一 一勝 一一 驟慢シ 、一敗-一 挫折 スへカ ラサル 事、 

一進 戰之 節ハ、 總勢ヲ ニニ 分チ、 其 一 ヲ 先鋒 トシ、 其 一 ヲ中軍 トシ、 交番 二 シテ可 相 勤 事、 

但路之 遠近、 地 之廣狹 二 ヨリ、 一 一 驛或三 驛-ー . 分配 止宿 之 儀 モ可有 之 事、 

一 行軍ハ六舉-内外ヲ以-定！^ト ス へ キ事、 

ffi  、敵 境 ヨリ 先ハ、 必ス 申ノ刻 ヨリ 内著陣 勿論 之 事、 

一 總勢之 内 交番 一一 シテ、 身方 地方 一一 テ ハ 、十分 之 一 、敞境 ヨリ 先ハ 五分 之 一 之 人 數ラ以 、斥候 差 出、 巡邏 不忘可 相 勤 事、 


四 


年 


海 

先 北 大 陸 


柳 先 總 


一 各藩 ヨリー 兩人 宛、 總 督陣營 へ 可 相 詰 事、 

一 歸順之 者 ハ、 先ッ 先手 二 相 加 置、 實 行相顯 レ 候 上 、寛容 \ 一 御處分 可 有 之 事、 

一 宿陣之 不自由、 宿驛 人馬 之湊 等、 無餘儀 次第 ハ 令 勘辨、 聊權威 ケ間敷 振舞 無 之 樣可相 心得 事、 

一 於 軍 中、 上下 貴 踐寢食 勞逸ヲ 可 同事、 

一 浮說 流言 等、 總テ 軍勢 之氣鋒 二 相 拘リ候 事、 堅 不可 唱、 味方 又 ハ 敏之情 實難被 差 置 事件 聞 及 候 節 ハ 、早速 中 軍 へ 可 申出 事、 

一 ^ 一一 神社 佛閣ヲ 毀チ、 民家 ヲ 放火 シ 、家財 ヲ掠ル 等、 亂 妨狼籍 ハ 勿論 押 買 等、 堅 禁制 之 事、 

一 喧嘩 口論 又 ハ陴場 之爭ヒ 等、 堅 致 間 數樣可 相 心得 事、 

一 外國人 二 行 逢 ヒ 、亂妨 無 禮難捨 置 節 ハ 、召 柿 へ 置、 中 軍 -ー 申出 候 ハ 、 、曲直 其國之 公使 へ 相亂、 至 當之御 處置可 有 之 二 付、 

^  二 放 砲 斬殺 等 堅 禁制 之 事、 

但、 外 國人之 居住 所 へ 猥 二 不可 立 入 事、 

一 銃砲 彈藥 竝金穀 等、 分 取 之 品々 ハ、 中 軍へ 可 申出 事、 

右之條 々堅 可 相 守 者 也。 

督 

鋒 記、 東海 道 

原 前光輒 誌 

〇 . 

廟算、 

一 海陸 軍 大總督 、駿府 城 へ 礎陴ラ 被据、 諸手 指揮 被 爲在候 事、 

一 東海、 東 山、 北陸 三 道 先鋒 ハ 御沙汰 次第、 隨從之 諸 藩 兵隊 ラ 揃へ、 速 一一 進發、 路次諸 追 其他ノ 方向 ヲ定メ 、一 一月 中、 左ノ 

復古 記 卷三 十四 明治 元年 二月 十二 日  三 三 三 


復 古 記 卷 一二 十四 明治 元年 二月 十二 日  一一 一三 四 

根據 二 地方 ヲ占ム ルヲ 要ス、 

一 一 一月 中、 先鋒、 根據ニ 相 揃 候 上、 巢窟打 入 期日 ハ 、追 テ. K 總督ョ リ 指揮 可 有 之 事、 

但、 根據 へ 進入 ヲ賊 丘ハ相 ffi ミ、 其他不 得え 時勢 一一 至リ 候節ハ 、戰爭 勿論 一一 付、 決 テ油斷 スへカ ラサル 事- 

東 侮 道ハ、 駿州 興津、 岩 淵 之 兩所ヲ 見 計ヒ、 東 山道 先鋒 ト牒 合シ 、勢ヲ 分チ、 m- 府ヲ固 保シ、 本 勢. ハ、 同國 沼津ョ リ豆州 地 

一一 據リ、 時機 テ 見合、 速 二 函嶺 ヲ占メ  、斥候 險 ヲ用ル ラ 要ス、 

東 山道 ハ、 信 州 謝訪ニ 至リ、 東海道 先鋒 ノ動靜 ヲ察シ 、勢 ヲ分チ 、速  一一 m- 府ヲ 保チ、 本 勢 ハ同國 佐 久郡ニ 入、 確嶺ノ 險ヲ保 

ッヲ 要ス、 

但、 東山ハ 糧食 彈藥蓮 輸ノ 不便 利ナレ ハ、 尤モ地 利 ヲ選ラ 要ス。 

奥 羽 先鋒 SSf 「^.1 總督之 儀 ハ、 右二  a ハ 勿論、 安 IDT 上總、 下總、 常 陸 等 大小 諸侯 其 他 有志 之輩ヲ シ 、 要衝 一一 據リ、 東 

山、 北陸 一 一道 總督 ト牒合 シ 、江戶 城 ノ 後ラ衝 クチ 要 ス、 

北陸 道 ハ 、信 州 地 二 テ 、上 州 沼田、 草津等 ノ 接近 要衝 二 礎 陴ヲ据 へ、 斥候隊 ヲ 用ルヲ 要ス、 

右 東海道 ハ進 擊ヲ主 トシ、 外 二道 ハ 守 防ヲ主 トス、 尤モ 時機-一依 リ 進擊 勿論 ナリ、  - 

但、 東 山、 北陸 一 一道 ハ、 大總督 礎陣ト 隔絕、 氣脈通 シ難キ 故 二  、一 一道 總督 談合 、攻守 救應ス ル コ トヲ 要ス、 

一 三 道中、 小 藩 諸侯 ヲ以テ 、宿驛 取締 被 仰 付、 京地 ヨリ 巢窟戰 地迄ノ 地理 ヲ 定メ、 六 里 内外 程 毎-一 、宿陣 所ヲ搆 へ、 番兵 

ヲ置キ 、諸 兵 通行 ノ ffl 便ラ 調へ 、諸事 ヲ 監督 ス へ シ、 又礎陣 ヨリ 敵地 ニ臨ム 連珠 陣ヲ 作リ、 若シ 先手 一 敗ス トモ、 後陣-一 

據リ 喻上ム へ シ、 礎 陣難保 トキ ハ 、 一 歩 退キ、 後 宿陣所 二 寄リ盛 リ返ス ヘシ、 更ニ 敗走 セサ ル 覺悟ヲ 肝要 トス、 

一 兵糧 彈藥 運輸 ノ 便利 ヲ 整へ、 永 陴ニ堪 ル覺悟 急務 トス、 

但、 礎陴 ハ 勿論 宿陴所 トモ、 丘ハ糧 ノ貯へ 肝要 トス、 

一 在 陣中 ノ小 規則 ハ、 其 手 其 手 ノ總督 二 委任 ス、 一 定ノ上 諸 兵隊 一一 布令 ス へ シ、 


一 冗 兵 冗官 ヲ省キ 、軍費 ラ减ス ル コ トラ 要ス、 Hi 陣中 混雜ハ 節制 不相立 基 二 付、 左ノ御 布令 被 仰 出、 侬テ 總督所 へ 申出 ノ 

上、 著 1 帳 一一 記シ、 時々 人 數調ラ ヘラ ナス ヘシ、  W I 鎖 ，糖 i 赚 S  i  ， 

〇 本條 末項、 左ノ 布令 被 仰 出トァ ル ハ 、六日、 征討 出張 藩々 毓隊砲 隊之外 用捨 云々 ノ達、 及ヒ 兵員 上申書 雛 形 ノー 一通 ナリ、 

故 一一 之 ヲ略ス 、東 山道 總督府 諸 記、 前 ノー 一條 ラ逸シ 、單ニ 軍令 廟^ ヲ 送致 ス ル ノ 副書 ヲ載セ タリ。 

〇 柳 原 前 光輒誌 -ー 、廟算 ハ 參謀限 他見 可爲無 ffl 被 示 候 事トァ リ。 

〇 德川慶 喜 、江戸 城 ヲ德川 慶賴、 s-i で 松 平齊民 灣 iisii ト， M 託シ、 退 テ東叙 山 大慈院 二 

入リ、 入道 公 現 親王 fg  、ヲ 見テ、 罪ヲ 京師-一 謝セ ン コトヲ 請フ。 

〇 德川家 達 家 記 -ー 云、 一 一月 十一 一日 曉、 東 叙 山中 大慈院 へ 退 居 謹慎 セリ。 

〇 寬永寺 記 -ー 云、 一 一月. H 一日、 慶喜 殿本坊 へ 御 人、 宮御方 御對顔 被爲在 候處、 爲 謝罪 欵願、 御 人 京 被 下 候樣、 御 直 -ー 御賴有 之。 

〇 十 一 日 慶喜讒 達 書 

此度 御 追討 使 御 差 向 可 被 遊 段、 被 仰 出 候 哉 之 趣、 遙 -ー 奉 承知、 誠 以驚人 奉 恐 人 候 次第 -ー 候、 右 ハ 全ク、 予が 一 身 不束 ョ 

リ生シ 候 事 一一 テ 天 怒 一一 觸候 段、 一 言 之 申上樣 無之镜 一一 付、 何樣之 御沙汰 有 之 候 共、 無 遺憾 奉 命 致シ候 心得 一一 テ、 別紙 之 

通 奏聞 狀差出 候、 依 之、 東 叙 山-一 退キ 謹愼罷 在、 罪ヲ 一身 一一 引受、 只管 朝廷へ 御 詫 申 上、 億 萬 之生靈 塗炭 之 苦 ヲ免レ 候 

樣致 度ト至 願此事 一一 候、 就テ ハ何レ モ予カ 意ヲ體 認シ、 心得 遠 無 之、 恭順 之 道 取 失 ハサ ル樣可 致 候。 I 倉 %  % 家 g 

〇 別紙 奏聞 狀ハ 十九 日 二 載ス。 

〇 譜第萬 石 以上 へ 達 書 

東 叙 山 へ 御謹愼 中、 西 城 之 儀 ハ 、田 安殿 松 平 確 へ 御 賴被成 候 g 被 仰 出 候 間、 是迄之 通 相 勤 候 樣可被 致 事。 

春嶽 私記 

., 板 倉 滕 達 家 記 
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〇 萬 石 以下 へ 達 書 

此度 上意 之 趣、 御 恭順 トハ乍 、御 不束 之 御 罪ヲ御 一 身 一一 被爲 引受、 御 謹慎 可 被爲在 段、 臣子之 分 -ー テハ實 以奉恐 入 候 御 

儀 二 付、 御 趣意 柄 厚相 辨 心得 違 無 之 樣可被 致 事。  春嶽 私記 

〇 春嶽 私記 二  、以上 三條、 十 一 日、 於 江 戶表總 出仕 被 仰 出 書面 御 渡トァ リ。 ， 

〇 

松 平 確 堂 

東 叙 山 へ 御 謹慎 中、 西 城 之 儀 ハ 田 安殿 御 自分 へ 御 賴被成 候 間， 御 政事 向 諸事 取扱 候 樣可被 致 候。  春嶽 私記 

〇 春嶽 私記 一 一十一 一日 ノ條- 一 云、 作 州 鞍懸 寅 次郞ョ リ、 御 政事 向 以下 御 自分 儀 諸 向 爲鎭靜 、日々 登城 可 被 致 候ト、 達換 -ー 相 

成 候 3:: 報知 有 之。 

〇 勝 安芳 日記 二 云、 一 一月 ト 一 日、！|^5上新 一一 命 セラ レ シ總裁 ヲ召テ 、東 台 へ 御 移 居 御 謹慎 有 之 へ キ. 御旨ヲ 承ル、 

常節 新-一 被命シ ハ、 陸軍 總裁予 、副總 裁 藤澤志 摩、 海軍 總裁矢 ffl 堀 讃岐、 副 督植本 和 泉、 司 農總裁 大久保 一 翁、 副 成島大 隅， 

外 國總裁 山 口 信 濃、 副河津 伊豆， 皆 若年 寄 格ト竝 ナリ、 亦 國内之 事務 ハ 、 參政 川勝備 後、 淺野美 作、 石 川 苦狹、 松 平 左衞門 

等 ナリ、 新規 被 仰付シ ハ、 正月 廿 三日 夜中 之 事 ナリ、 當時之 形勢、 閣老板 < お 伊賀、 酒 井 雅樂、 小 笠 原 爱岐、 其 他 御 譜代 之 小 

侯 ハ 、京師 ヨリ 官位 被 召 上 ル、 者 ァリ、 或 ハ事變 二 狼^ シ テ退隱 ヲ乞フ 者、 亦上國 へ 馳登 テ、， 其領國 ラ保タ ム トス ル等、 

人心 淘々 其方 向 ヲ失ス 、錯亂 甚敷ヲ 以テ、 皆英意 ニ出ッ ル處 ヲ以、 戮カ 同心、 御 家 之 界 興 ヲ以テ 死力 ヲ奮フ へ キ時歟 、嗚 

呼、 人倫 之 大變ニ 當テ、 上 三 家 三卿ヲ 初、 井伊、 榊 原、 酒 井 之 輩、 何 之 面目 有テ 力、 私營 ヲ先キ ン シ、 主家 ニ盡 カス ル ノ藩キ 

ャ、 小臣 頗 ル愤 二 不堪 トイ へ ト で、 能ク 思惟 ス レ ハ 、其ィ ヮ レ無ヰ 二 アラス、 百年 ュ シヲ 公評 定ル、 果タ シ テ何ヲ 力 云 ハ 

ム a  . 

此夜、 諸宫 上言ス ル所、 箱 根之險 - 一因 テ、 官 兵ヲ禦 止シ、 關内 之 諸侯 二 結テ、 n 峰 之 勢 ヲ固ク セ ン ト云者 ァリ、 或ハ 使者 ヲ出 


シ テ入觀 ヲ止メ ン ト云說 ァリ、 ^上 單騎ニ シテ 御上 登ァラ ハ、 英 t 氣奮テ 軍機 盛 ニ到ラ ムト云 ァリ、 或ハ 軍艦 ヲ督シ テ攝 

海 ニ航セ ム ト云、 或 ハ長薩 之 一 ー國 デ討タ ム ト云、 大抵 其 見 ル處 大同小異 ナリ、 君 上 仰 一一 曰、 我 不肖 多年 禁闕 二 接近 シ奉 リ、 

朝廷-一 奉 對テ御 疎 意 ナシ、 伏 見 之 一 擧、 實ニ 不肖 ノ 指令 ヲ 失セシ 二 因 レリ、 不計モ 朝 敲之名 ヲ蒙ル 二 到 リテ今 マ タ無辭 、ヒ 

ト へ 一一 天 裁ヲ仰 キテ、 從來之 落度 ヲ謝セ ム、 且爾等 憤激 其謂レ 無二 アラス トイへ トモ、 ー戰 結テ不 解-一到 ラ ハ、 印度、 支 

那之覆 轍-一 落人、 皇國 瓦解 シ、 萬 民 塗炭-一 陷人 ラシ ム ル -! 不忍、 其 罪ヲ重 ネテ益 天 怒-一 觸レ ン トス、 臣等モ 我 力 此意ニ 

體認シ 、敢テ 暴動 ス ルナ 力 レ、 若 聞 力 ス シ テ輕擧 ヲ爲サ ム者ハ 、我 カ臣 一一 アラス、 旣二 伏 見 之 一 擧、 我 力 命ヲ用 ヰス、 甚敷 

ハ 、不肖 ラ廢シ テ事 ヲ發セ ン ト成ス 一一 到ル、 再ヒ 指令 二 戾リテ 我 力 意 ラ傷フ ナカ レ 、尙 御沙汰 之 趣至當 二 シ テ、 愚 輩 ノ諫ム 

へ キ處- 一 アラス 、唯 恐懼 シ テ 報 答 其 道 ラ失ス 、涕泣 シ テ 御前 ラ 退ク、 

E 此時上 言 云ク、 凡興廢 存亡 ハ氣數 二 關ス、 亦 人力 之 能クス へ キ 所-一 アラス、 今若戰 ニ決セ ハ、 上下 唯一 死ヲ 期ス而 己、 

臣 軍艦 ヲ督シ テ駿州 之 海 濱-ー 出テ、 上 岸 一 ニニ 百 之 兵ヲ以 テ宫兵 ヲ拒キ 候ハ、 我 兵 衆寡 敵セス 一 敗セ ン、 其 敗-一 乘シテ 、敲 

兵淸 見ケ關 近傍-一 逼ラ ハ 軍艦 ヲ進メ テ橫- ー是ヲ 攻擊モ セ ム歟、 極 メテ敵 ヲ破ル コ ト必 セリ、 卽時我 ヵ丘 ハヲ 增シ ヲ接戰 

シ、 艦ョ リ敵ノ 中央 ヲ破ラ ハ 、 反掌ノ 時間、 必勝 セ ン コ ト疑 ナカ ル へ シ、 此機 -1 乘シ關 東 之 士氣彌 奮 ハ 、 、徒 一一 海道 之 味 

方ヲ督 責シ、 火ヲ放 チテ敲 ノ來往 ヲ妨ク ヘシ、 然 ラン 後ハ、 軍艦 三 艘ラ率 4 テ攝海 一一 乘入リ 、西 國、 中國之 海路 ヲ絕テ 、シ 

ハラ ク 天下 之變 ヲ伺ハ ム歟、 總督兵 敗走 セ ハ、 他 二道 之 官兵施 ス策ヲ 失 ハム、 マ タ上國 海路 ヲタ 、 レテ、 運送 自由 ヲ不得 

時 ハ 、如何 ソ他 二 策 ヲ行ハ ル へ キ哉、 然レ トモ、 是ョ リ 天下 瓦解 シ、 九州 之 侯伯、 英國 二 通 シテ其 志 ヲ逞ク セン トス ル歟、 

貲 二 其 行ク處 ヲ知ラ ス 、然ラ ス シ テ 天 怒 ヲ恐レ 天 裁 ヲ仰キ テ、 順々 ト シ テ條 理ヲ蹈 マ ン ト欲セ ハ 、至難 重 リ到リ 、終 一一 

マ タ其終 ル處ヲ 知 ラス、 唯 臣等君 上 之 御 決心 ヲ拜 承シ テ、 一 死ヲ以 テ奉ス へ キナ リト、 凡 關東之 士氣、 唯 一 朝 之 怒 二 其 身 

ヲ 忘レ、 從容ト シテ 大道 ヲ蹈ム 人 一一 乏敷、 況 哉算ヲ 帷幕 一 一 廻 ラシ、 必勝 ヲ 未然 二 察ス ル 者ヲ不 聞、 且戰ヲ 主張 スル 者ハ、 

一 時潔キ 一一 似テ算 ナシ、 上 國之士 等、 舊歳已 來之所 置 ヲ考レ ハ、 所謂 逆 二 トリ テ順ニ 守 ルノ虱 ァリ、 亦 我 ヲ激シ テ其策 二 
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きラ シ ム、 策 多 クシ テ 先勝 後-一 戰フ歟 、伏 見 之 一 擧、 薩士 三百 五十 名 一一 過 キス、 長 人 三百 餘名、 其他ハ 勝敗 ヲ見テ 進退 ヲ 

決ス ルノ徒 ナリ、 我 兵 一 萬 五六 千 名、 一 敗 塗 地、 死ヲ以 テ國- 一報 ス ル時 ナシ、 關東之 士官 何 ソ其略 無 キヤ、 今 彼 大勝 ニ乘 

シ テ猛勢 不可 當、 天子 ヲ護シ テ 群衆 二 號令ス 、尋常 之 策 ノ如キ ハ其敵 スル所 二 アラス 、我 今至柔 ヲ示シ テ報レ 之 二 誠意 

ヲ以テ シ、 城 可レ渡 土地 可 レ納、 天下 之 公道-一 處シテ 、其 興 廢ヲ天 一一 任セ ム 二 ハ、 彼 マ タ是ヲ 如何 セ ム哉、 然リ トイ へ トモ、 

此事 至難 二 シテ 容易 行フ へ カラス、 故 二 申 テ云ク 、君 上 之 御诀意 確乎 不拔ニ 出サレ ハ、 臣等ノ 方向 定マ ル へ 力 ラサ ルナ 

リ、 萬 二 シテ此 事 成 ラハ、 下民 心服 ス へ ク、 天下 響應ス へ ク、 我德川 氏之攻 中興 二 シテ 革命 之 業成ル へ シ、 而後 上 天朝 

二 對シ下 萬 民-一向 テ、 其 職ヲ辱 メサル へ シ、 是此機 ュ乘シ テ從前 之 汚辱 ヲ 一 新ス へ キノ 時歟、 崇論高 議シテ 空 敷 時日 ヲ 

消ス へキハ 不可 ナ ラム 歟、 云々、  . 

叉 思惟 スラク 、今大 坂 一敗 シテ敏 之 有 ト成ル 、我 力 失 フ處、 衆 穀凡五 萬 俵、 金銀 銅 錫 之 類、 悉ク集 メテ鬻 ケハ百 一 一十 萬 内 

外 二 下 ラサルへ シ、 今上 國、 新-一 諸宫 ラ設ケ ラレ、 諸 局 新 建 ニ及ハ 、、金貨 ヲ用 ウル 多 クシ テ、 其出ッ ル所豫 メ計ル へ 力 

ラス、 官軍 東 下 之 軍費 ハ 寡少 二 箕シテ 、以テ 糧ヲ我 二 取 ラム トセ ム歟、 我 倉廩 签虚 一一 シテ 今日 ノ如 クナル ハ、 外人 ノ知ラ 

サル處 ナリ、 一 戰奮 勇シテ 我-一得 ムト ナス 必セリ 、若シ 我 至柔ニ シテ、 内外 ヲ包マ ス、 條理ヲ 以テ是 一一 報 答セム 二 ハ、 敵 

我 カ如斯 空虚 ナルヲ 知テ、 前日 出師 之算忽 チ失ス へ シ、 マ タ必戰 ヲ期シ テ進ム 時ハ、 道路 之 雜費必 ラス 是ヲ其 領主 一一 取 

ラム、 是尤 人心 ヲ損 破スル ノ擧ニ シテ、 彼 力 失策 ノー  ナルへ シ、 叉 戰鬭ニ ハ勇 威ヲ先 トス、 我 ハ至柔 ヲ示シ テ報答 條理ラ 

盡サハ 、其區 書； 遠謀 相 表裏 シテ、 英氣始 テ撓ュ マ ス歟、 不可知、 云々、 

十一 一日 拂曉、 終 一一 東 叙 山 塔 中 大慈院 へ 御 移轉御 謹ミ、 小臣 御供 -ー 立 タス、 陸軍 士官 等へ 思 召ヲ說 翁ス、 皆 勇氣ト 憤激 ト凛然 

卜 シ テ涕 血ス、 俗吏 ハ其 方向 ヲ失シ テ靑色 而已。 

十三 日、 郡 山 藩ノ洞 ケ嶺、 白 川 越 守兵 ヲ罷メ 、更 一一 吏 ヲ白川 越 二 置キ、 行旅 ヲ譏 察セ シ厶。 

柳澤 甲 斐 守 


洞ケ峠 警衞被 免 候、 白 川 越 之 儀ハ、 兵隊 引揚、 士分 兩 三人、 足 輕十人 計 相 詰、 往來 旅人 相改 勤番 可 致 御沙汰 候 事。 

二月 卜 三日  柳 澤保申 家 記 

〇随 十八 日 上申書 

i ル 4 '三日 、家来 之 者 被 召 呼、 甲斐 守 洞ケ峠 警衞被 免 候、 白 川 越 之儀ハ 兵隊 引拂、 士分 兩 三人、 足 輕拾人 計 相 詰、 往來旅 

人相 改 勤番 可 致 御沙汰 之 趣、 御 書付 ヲ以被 仰 渡奉畏 候、 然ル處 白 川 越 之 儀ハ、 京師 咽喉 之 地 ト兼テ 御達モ 御座 候 事故、 

是迄之 通人 數ヲ以 御瞥衞 仕度 奉存 候、 且亦洞 ケ峠之 儀 ハ 、最早 被 免 切 -ー 相 成 候 旨 拜承仕 候 -ー 付、 右方 へ 爲相詰 置 候 人數、 

當地 へ 引 揚可申 候 間、 京師 -ー ォ ィ テ相應 之 御 警衞被 仰 付 被 下 置候樣 仕度、 此段申 上 候、 以上。 

柳澤 甲斐 守內 

.  .  新 井 彌左衞 門 

柳澤保 a- 家 記 

〇 保 申 家 記 -ー 云、 一 一月 十八 日、 太 政宫代 軍務 局 へ 書取 « 通 差 出 候處、 右 掛リ非 藏人羽 倉 肥 前 申 聞 候 二 ハ 、欵願 等 之 聞 ェ 二 テ 

被 免 候 儀 -ー ハ無 之， 不用 之 場所 故 被 免 候 儀 -ー 候 間、 差 向 御用 等 モ無之 候 -ー 付、 勝手次第 在所 へ 人 敷 引拂可 申、 只々 疲勞等 相 

生シ 候テハ 不宜御 趣意 一一 候 間、 此旨 厚相 心得 可 申 旨 申 聞 候。 

〇 毛 利 敬 親 二 命シ、 花山院 家理ヲ 京師 二 護送 セシ ム。 

元 花 山院前 三位 中 將家理 儀、 其 藩 二 潜 匿 之 趣 -ー候 間、 早々 護送 上京 可 致 候 事。  宅 利元德 家 記 

〇 花出院 一 件 記 二 云、 元 花 山院前 三位 中 將家理 卿 御 連 越 仕 候樣、 先日 御 內移リ 相 成 候 二 付、 此度毛 利 讃岐守 上京 之 節、 一 同 

御 歸洛、 爲御 守衞長 府兵衞 附添罷 登、 辰ノ 三月 十 七日 御歸 著、 其 節元德 滞京 中 二 付、 一 應 旅館 へ 御 引 請 仕置、 卽日左 之 通 御 

届 仕 候、 

元 花山院 iir 只今 國許ョ リ御歸 著 被 成、 暫六條 へ 御 休 二相 成 居候 間、 早々 御 引渡 之 儀 御 差 圖奉願 候。 
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長 門 宰相 內 

三月. i- 七日  寺 内 暢三ー 

右、 差 出 候 書面 へ 、明日 花 山院家 へ 引渡 可 申 g  、御 付 札 二 テ被差 下 候 -ー 付、 同夜、 元德 旅館 へ 御 一治 一一 相 成 候、 翌十 八日 花 山 i 

院家御 待 請 半途 -ー 付、 今日中 御 引渡 猶豫之 儀、 內談 二 付 任 其 意、 r 九日、 家臣 柏 村 數馬被 差 添、 無 御 滞、 花 山院家 へ 御 歸著被 一 

爲在候 事。  一 

〇 制度 局、 御 艦及ヒ 軍艦旗 ノ 徽章 ヲ定メ ン コトヲ 請フ。  ， 

御 親艦號 旗、 赤地 大和 錦 二 被 相定、 御 紋牵無 之 制 -ー 可 被 仰 付 哉、  ； 

但撤之 御 軍艦 ハ 菊 之御紋 ヲ 相 ffl 候 樣被仰 付、 別 一一 日 ノ 丸 號旗相 用 候 儀 ハ 、是迄 之 通 被 仰 付 度。  一 

二  e: 十三 曰  制度  局 

內國 事務局 叢書 

〇 指令、 原 記 ヲ佚ス 、因テ 海軍 少將中 牟田倉 之 助、 當時 孟春 艦 副長タ ル ヲ以テ 、之 ヲ質ス 一一 、御 艦旗ハ 明暸ナ ラス、 軍艦 ハー 

中 檣 旗 二 菊阜ヲ 川ヒ、 後 斜檣旗 一一 日章ヲ 用フト 云。  .  一 

〇 淺野茂 長、 備中 以西 平定 ノ狀ヲ 上ル。  -  一 

德川廣 喜 反逆 -ー 付、 備中國 河邊川 以西、 備後國 福 山 初、 是 迄幕領 征伐 沒收被 仰 出 御 紋御旗 一 一流 被 卜 賜 本意 之 儀 難 有 奉 

^^候、早速私儀出張可仕處、兼テ申上候通病氣罷在候せ、家老共 へ 名代 申せ 御 旗 守護 人數差 出、 順逆 向背 亂申 候處、 素 え 

リ奉對 天朝、 聊違 心無 御座 旨、 夫々 別紙 之通リ -ー 御座 候 付、 王化 感戴仕 候樣厚 ク示讒 仕置 申 候へ トモ、 尙可然 御 差圖可 „ 

被 下 候、 御 屆旁此 段 申 上 候、 以上。  ： 

二月 十三 日  安藝 少將 


〇 別紙  . 

備後國 元幕領 

上下 村 陣屋 拉 

倫 中 笠 岡 玉 島 

右、 三 ケ所人 數差向 候處、 德川吏 卒等立 去 居候 二 付、 村 役人 以下 へ 御 趣意 申 渡 候處、 一 同 朝 旨 違 奉 恭順 罷在 候閒、 陣屋 

受取、 夫々 鎭撫之 者 差 殘資申 候。 

備 後 福 山 住 

阿部 主計 頭 

右ハ 先達 テ 、長 州、 薩州 ョ リ 取 礼 仕 候 趣 一一 御座 候 得 共、 猶被 仰 付 御 趣意 ヲ以、 及 尋問 候處， 證書差 出、 過日 御 屆仕候 通 二 御 

座 候。 

.  備中 後月 郡 

一 橋 領地 陣星西 江 原 

右ハ 一 橋 家 賄 料-一 御座 候 得 共、 元 幕 領-ー 相違 モ無 御座 候 付、 在 番ズー 者へ 御 趣意 申 渡 候處、 違背 不仕候 付、 陴屋 受取、 藏處 

ハ 一 應 封印 仕、 鎮撫 之 者 差 殘置申 候、 同所 之 儀 ハ 、在 番之者 共 心得 方宜、 陴星渡 シ方等 モ行屆 恭順 仕 居候 -ー 付、 在 番之者 其 

儘 同所 へ 差 置 申 候。 

備中岡 住 

. 東 播 磨 守 

右、 相 亂候虚 、勤 王 之 志-一 テ、 旣-ー 上京 之 趣-一 御座 候。  - 

備中成 羽 住 . 

復古 記 卷三 十四 明治 元年 二： 十三 日  三 四ー 


復 古 記 卷 一一 一十 四 明治 元年 二月 十三 日  一一 一四 二 

山 崎 主稅助 

右、 相 亂候處 、當咭 主税助 ハ 在江戶 -ー 付、 情 實難相 分 候 得 共、 同人 嫡子 壽丸竝 在住 之 者 共 -ー 於ハ、 诀テ 朝 命 違背 不仕 段證 

書 迄モ差 出、 只管 歎願 仕 候， 一 應 領地 預リ 置、 御沙汰 相 待 候 樣申聞 置 候。 

備 屮之內 一一 テ ■ 

奧平大 膳大夫 領地 


右、 本 國ヲ隔 、情 實不相 通 候 得 共、 人民 一 統 恭順 朝 旨 遂舉之 心得 二 御座 候。 


右、 城 地 等 沒收之 次第、 備前 ヨリ 可 申 上 候、 河邊川 以西 二 有 之 候 領地 之 人民 


青木 源 五郎 同 

松 平 圖書頭 同 

備中松 山 

板 倉 伊賀 

奉 命 謹慎 簾 在 申 候。 

備 中庭 瀨住 

板 倉攝津 守 

同 新 見 住 

關  伊勢 守 

同 淺尾住 

蒔 田相模 守 

同 柳 川 住 

戶田方 之 介 


右 ハ 住所、 川 以東 -ー 付、 委細 ハ 備前 ョ リ可申 上 候 得 共、 川 以西 之 儀 ハ 前段 同樣 -ー 御座 候。 

備 中東 江 原 

小 堀， 大 學 

.  同 木 子 村 

高山 安 左衞門 

同 黑 鳥 

水 谷 主 水 

同 里 山 田 

毛 利 十郞 左衞， 門 

右、 德川 吏卒之 部類 -ー 付、 領地 沒收之 心得 ヲ以、 在住 之 家來共 へ 御 趣意 申 渡 候處、 何 レ モ 奉畏、 人民 二 於テ モ 恭順 罷在候 

付、 地所 受取 鎮撫 仕置 申 候。 

備中鴨 方 

池 田 信 濃 守 

井  原 

同 福 次 郞 

同 

♦  同 左兵衞 

右 ハ 備前末 家 之 儀 -ー 付、 同 方 ョ リ 申出 候義 モ 可 有 御座 候 -ー 付、 領地 一 應巡撫 仕置 申 候、 右 之 通 二 御座 候 得 共、 石高 圖面 等委 

細 之 儀 ハ 得ト取 約、 追 テ差出 可 申 ト奉存 候、 旣 -ー 勤王 之 趣意 モ 相 立、^ 早 右 等 取調 -ー 不及分 ハ 、御 差 圖モ可 被 下 儀 ト奉存 候 

復古 記 卷 n 一十 四 明治 元年 二月 十三 日  一一 一四 三 


.  復古 記 卷 三十 n 明治 元 月 十三 口  三 四 四 

事。  野 長 勳 家 記 

〇 德川慶 喜、 极平慶 永 二 因リテ 、書ヲ 上リ、 屛居 シ テ罪ヲ 待ッヲ 陳シ、 又 書 ヲ慶永 一一 致 シ 、鎭撫 

使ノ東 下ヲ, y  メ ン コトヲ 請フ、 松 平 直 克及ヒ 大久保 忠寛モ 亦慶永 一一 復書シ 、慶喜 謝罪 ノ意ヲ 

陳ス。 

慶喜 相續 以来、 乍 不及勤 王 之 道心 ヲ盡シ 罷在候 得 共、 菲才 渾德 事々 不行屆 * 加 之、 近日 之 事 端 奉 驚 窟襟候 次第 二 立 至 

リ、深^^小恐人候-ー付、謹愼罷在、伏テ奉仰 朝 裁 候、 此段御 奏聞 被 成 下 候 樣率賴 候、 以上 

二月  慶  喜 

德川家 達 家 記 

〇 

先般、 憚 朝憲 退隱 仕、 相 續之條 差 極 相 願 候 儀 ハ 、家來 共 申立、 其 外無據 事情 有 之 故 和 願 候 得 共、 猶 熟考 致 候 得 ハ 、右 樣之儀 

^頗 候テ ハ深ク 恐 人 候 俊 一一 付、 改テ 別紙 之 通 相 願 候 問、 可然御 周旋 之 程 偏 二 御賴申 候、 以上。 

二月  慶喜 

大藏 大輔殿  ，  1^ 嶽 私記 

〇 

副 啓、 今般 鎭撫使 柬下之 由 相 聞、. a: 然關 W 江戶 市中 迄 相 越候樣 二 テ ハ 、兼々 鎭靜方 ハ 厚 申 付 置 候 得 共、 人心 動搖 過激 之 輩 如 

何様 之 儀 可 相 生 哉モ難 計、 深 ク謹愼 罷在候 旨 意テ失 ヒ 候樣成 行候テ ハ 、深 奉 恐悚候 問、 可 相 成 ハ 、右 鎮撫 使 東 下 之 儀 無之樣 

御 含 之 程 御 賴申候 、以上。 


大 東大 IT 殿  春嶽 私記 

〇 春嶽 私記 -ー 云 、卜 三日、 去 ル 五 日 慶喜公 御 直 書 御 渡 相 成 候 -ー 付、 同 七日 林 矢五郞 持參、 今朝 京 著、 卽刻 太政宫 へ 御 出仕 有 

之、 先 ッ岩倉 殿 へ 御 內談、 夫 ヨリ 三條 殿、 岩 倉 殿御 揃 之 席 -ー テ表向 御 達 二 相 成、 同時 矢 五郞ョ リ指 出前 橋 侯 御 返書、 如 左、 

正月 一 一十 五日 御 日 附之尊 翰. 相 達 難 有 奉拜見 候、 先以 天朝 御 安寧、. 次 -ー 尊兄 愈 御 勇 榮被成 御 在京 奉大賀 候、 就テ ハ 樓々 

之 御 書中 具 ，ー 奉感承 候、 旣往之 御 苦情 賨 二 深 察 仕 候、 猶此上 トモ 御 精々 之 程 奉 伏 願 候、 誠 -ー 小生-一 ハ 心底 之 萬 一 手 届 兼、 

只々 心痛 之 仕 合、 兎角 小生 一一 ハ 蒙 朝 命 候 付、 近々 所勞中 ナカラ 押テ 上京 之笞 二 付、 其 上 ハ 萬 事 御 示 敎之程 厚 奉 願 置 候， 

委細 ハ御 家來 二 申 含 置 候 間、 當 地之模 樣ハ是 ヨリ 御 承知 可 被 下 候、 發足前 繁雜之 上、 御 家 來發足 -ー差 戀リ、 先ハ 大略 御請 

迄 二 如此座 候、 謹言。  . 

二  S- 六日 認  大和  守 

大藏 大輔錄 

同 欠久保 一 翁老ョ リ呈書 如 左、 

益 御 勇健 奉賀 候、 然ハ於 尊 地 モ千萬 御 苦心 奉 遠 察 候、 矢 五 郞拉有 馬帶刀 ヨリ 御模樣 委曲 承知 仕 候、 帶刀ハ 人傑 ト見受 候 

二 付. S. 上、 御 愼被爲 在 候 御 居間 へ 召 出 之 儀 申 上、 咋夜 モ 一 時計 出 居候、 翁 日々 登城、 退出 ハ 多分 夜半 過、 朝 ハ 明 候ト、 正論 

家 Mljf ン遞軍 柔-ー 過 候 ト相咎 、其 辨觯 二食 事 候 間モ無 之、 勝 房 二 モ同樣 之 由 忍 兼、 兩 三日 同人 引 候 位 之 事 -ー 候、 乍 去 上 

御 一 人 確然 故、 翁 右 御賴申 上、 盡 死力 激論 ヲ說破 仕 居候、 老後 之 一 戰同樣 一一 テ 以身 爲的 1 能 在 候、 此四 五日 ハ 小人 ハ 一 吹 候 

得 共、 平生 愛 居候 志士  ， 一  手餘 居候、 御 一笑々々々 、閣 唐津 一 人 -ー 相 成、 疲勞甚 敷、 眞病是 二 モ 込 リ入候 、奴 御 趣意 之處、 此 

度贵家 へ 御 賴之御 謝 表 -ー 神以無 相違 事 二 候、 其 段 ハ 御 休意 爲 皇國御 盡カ伏 希 候、 熊 本 侯、 容堂侯 厚 被 仰 合 可 被 下 候、 小 

南モ 出京 候 哉 之 由、 乍 憚宜御 一 聲可被 下 候、 萬 事 此度之 御 謝 表 御 貫 之 御 信 意 故、 委曲 ハ 不申上 候、 謹言 九拜。 

二月 六日.  虛堂寬 

復古 記 卷三 十四 明治 元年 二月 十三 日  三 四 五 


復 古 記 卷 n 一十 四 明治 元年 二月 十一 一一 日  一 11 四 六 

榮井君 

一 一白、 未知 眞僞候 得 共 勑使何 之 小路 殿トカ 相唱、 信州邊 迄被來 • 家 毎 二 金 米 等 爲出候 趣 二 テ、 其 注進 來候、 每々 激論 家 

馳出タ カリ、 甚難澀 相 極 候 間 相 考候處 、眞ノ 勅使 一一 ハ 無之ト ハ 存候得 共、 堂上 方 之 御名 故、 此方 一一 テ留方 差 支 候 故、 咋 

夜 一 策 相考、 肥 藝始之 尊 地 御 役 被 命 候參與 等大侯 之此地 二 罷在候 留守居 へ 相談、 各 家 ョ リ兩 三人 モ出、 穩 n 留候積 1ー 相 

成 候、 此段モ 御 心得 -ー 申 上 置 候、 再拜。 

〇| 春嶽 私記 又 云、 同 勝 安房 殿 ョ リ呈書 如 左、 

小臣 之ヲ 海外 之 一 知己 -ー 聞ク、 近日 魯西 亞首ト シ テ、 同盟 諸國 一一 報告 ァ リ ト 、其 趣旨 一一 云、 東洋 日本 之定約 ハ 德川氏 幕府 

之 職 タル 之 時結ヒ シ所、 今日 - 一至 ッテ ハ政權 朝廷 ニ歸 納セリ トイ へ トモ、 其國之 大身 會議ー 定之事 アリシ ヲ不 聞、 一 

一 一之 侯伯 倉卒-一 出 ツル モノ ハ尤 以テ可 疑、 其條 理ヲ究 ii シ其 情實ヲ 盡シ、 其 可 討 ハ討チ 其 可 助ハ助 クル モノ ハ、 大國小 

國ヲ 保護 シ其國 之生靈 塗炭 ラ救 フ 、各 國定約 之大信 公義 之 至 レル所 ナリ、 同志 同 約 之諸國 ハ 共々 軍艦 ヲ整、 東洋-一向 フ 

テ其 是非 ヲ問ハ ント、 其實否 一一 至ッテ ハ未タ 如何 ヲ 不知 トイ へ トモ、 必其 事發セ ンャ必 セリ、 從古、 東洋 諸國 西洋 各國之 

爲 二 蹂躪、 内附ス ル者 比々 トシ テ皆 同屬、 其 邦.！： ノ小 是非 一一 人相 喰、 終 一一 其 國家ヲ 失 フヲ不 察、 私 ヲ逞ク シ テ其極 其國ラ 

破 ル 二 不出ナ リ、 今 哉 英吉利 ハ 允ハ庫 一一 ァ リ 、佛良 察、 米 利 堅 ハ 橫濱 - 一居 テ 、英之 下風 ヲ 不好、 魯國 豈此 i 固 之 下 ニ附 ンャ、 

大信ヲ 唱テ以 テ 我皇國 ヲ 内附 セン トス、 誠 一一 其眞 意之 ァ ル 所是 ヲ 掌 上 ニ視 ルカ 如シ、 然ルヲ 思 ハス、 侯伯 默 シ テ 唯其領 

國ラ^ 守セ ン トス ル ハ是ヲ 其 任 トイ ハ ンャ、 且勤 王 之 眞意マ タイツ レ 二 有 ルャ、 百 歳 二 シテ 公義 定ル、 如斯成 ル者是 

ヲ 報國ト 1 ハ ン歟、 印度、 支那 之轍不 遠、 朝廷 テ 汙辱シ 皇國ヲ 内 破ス、 其 貴 何人 - 一哉、 況ャ今 百年 ヲ不 待シテ 小 E 其 

詳鮮 ラ問ハ ン トス、 希ク ハ私ヲ 去、 公平 至當 ヲ以テ 小臣カ 疑惑 ヲ解カ ン事ヲ 、恐惶 謹 首。 

二月 五日  勝  安房 

〇 勝 安芳 日記 一一 云、 近日 官軍 拿 進ム、 諸說大 二 興リ テ紛々 タリ、 越前ノ 家老 本 多 修理 二 附シテ 、上 國參與 二 一  書ヲ呈 進シ、 


又 之ラ越 前 侯、 肥 後 侯 一一 呈達 シ テ 上 言 ヲ乞 フ。 

〇| 春嶽 私記 又 云、 同時 矢五郞 ヨリ ゆ 上 ル東狀 之 大略、  ー 

先般 御穩居 \ 一 被 仰 出 二 テ、 一 同 稍鎮靜 之處、 紀州 ヨリ 歸東 之殘 兵、 模本 等 ヨリ 再 紛亂ヲ 生シ、 激烈 輩 君 前 へ 詰 切 リ居リ 伺 

事モ難 來 次第 之 由、 〇 有志 之 諸役モ 激烈 輩 一一 迫 ラレ、 不快 引 多 ク廟議 愈 诀兼候 由、 〇 會モ退 隱歸國 之運ヒ 一一 相 成 由、 〇 山 

M へ 御 楚居之 御 設モ有 之 候 得 共、 一 日 タリ 共 御 籠 一一 相 成 候へ ハ、 直 樣惑亂 之 次第 一一 付、 無 是非 御 聞 政 之 御 運ヒ之 由、 〇 前 橋 

侯、 正月 十三 日 御 登城 御 謝 葬 之 儀 被 仰 上、 御 聞 入 レ而已 二 テ御 採用 無 之、 十八 日 モ同斷 之處、 當月朔 日 御 登城、 尙叉被 仰 上、 

R 御お B: 一一  お 成、 夜半 御 退出、 夫 ョ リ御 上京 御 運 ヒ 一一 相 成 由 •〇 老公 ョ リ前橋 侯 へ 之 御 直 書 相 達 セ シ已來 、御 謝罪 之 御筋大 

二 果敢 取-一 相 成 由、 〇 有 馬 帶刀ハ 著 府已來 所々 遊說、 四日-一 ハ 御前へ モ被召 出、 御 相談 モ被爲 在 由、 矢 五郞モ 同道 或ハ 相談 

二 テ、 大久保 殿 初處々 奔走 之 由、 〇 御 謝罪 狀 ハ疾ョ リ 御出來 一一 相 成 居候 得 共、 御 披露 難 被 成、 段々 御手 延ヒ 一一 相 成 候處、 御 

§屮4 表 御 披露 相 成候ハ 、、不 得 止 事 覺悟モ 定リ可 S- トノ御 決 一一 テ、 先ッ 御 奏上 之 御運ヒ 二相 成、 夫 ヨリ 追々 御 發表ニ 

ffl 成 事 之 由、 

私 云、 有 馬帶刀 ハ 大久保 殿 へ 罷出候 節 沙汰 有 之、 四日 夕 登城 之處、 夜 二 入、 於 御 居間 上 樣御逢 有 "乙、 祸 isi 罪 3s\4; 見 被 仰 付 

候 付 心 付 之 儀. &上 候處、 平 山 圆書殿 執筆 -ー テ大久 保 殿 へ 御 相談、 處々 御 直シ有 之、 夫 ョ リ圖書 殿 淸書之 爲退坐 二 付、 帶刀 

ョ リ大久 保殿モ 暫時 避 席 被 命 候樣相 願ヒ、 帶刀 一 人 御 膝元 へ 相 進ミ、 公之 御才識 二 被 爲長候 故 御德誼 ハ 御 短 ナル姿 二 テ、 

有司 二 御 任用 ナク、 總テ御 自任 被 遊 候 故、 御 罪 御 一 人 -ー歸 候 條瑰ヲ 諄々 言上、 仍之、 御 謝罪 之 儀ハ、 御 一 身 一一 御 引受 不被 

険テ ハ 難お 濟 次第、 關西之 事情 ヲ椎テ 十分 一一 申 上 候處、 流石 之 御 英才 一一 テ逐條 分明 一一 御會得 被爲在 由、 夫 ョ リ 再度 之 

御 謝罪 狀御 草稿 -ー 御 取 掛リ被 遊 候 由。 

〇 德川茂 承、 書ヲ 上リ、 德川慶 喜ノ嗣 タル ヲ辭セ シコト ヲ陳ス C 

謹 白、 德川慶 喜， 先般 不 容易 擧動有 之候而 已ナラ ス 、東 退 之 上 不慎之 趣 被 聞 食、 御 親征被 仰 出 候 段、 於 茂 承 深 奉 

復古 記 卷ー 一一 十四 明治 元年 二月 十三 日  三 P 七 


復古 記 卷三 十四 明治 元年 二月 十三 日  三 四 八 

恐 入 候 折 柄、 去月 一 一十 六 日、 慶喜致 退 隱跡相 續之儀 茂 承 へ 相 讓度奉 願 候 旨、 於 江戸 家老 共 へ 申 聞 候 付、 卽刻 家老 共 ョ リ斷申 

述候得 共、 一 阆 聞入不 申、 無 餘義、 同日 品川乘 船、 海路 國許 へ 罷越、 右 旨 趣 承知 仕 候處、 誠  > 一 以不得 其 意次 第 二 付、 相 續之俄 

ハ 決然 扣斷、 尙於慶 喜、 未 悔悟 謝罪 之 儀モ無 之、 退 隱奉願 候 儀 盆 罪科 ヲ相 重、 於 茂 承 モ深奉 恐 人 候 儀 -ー 付、 嚴敷 悔悟 伏罪 之 

儀 申 遣 候 儀 -ー 御座 候、 此段兼 テ御聞 置 被 成 下 候樣奉 懇願 候、 誠惶 謹言。 

二月  -  紀 伊中 納 一一 吕 

茂  承 

.  德 川 ^1!- 承 家 記 

〇 紐 茂 承 家 記 二 云、 德川家 ヨリ 達シ、 左 二 

紀伊殿 家老 衆 へ 

上 樣思召 之 御 旨 被爲在 候 -ー 付、 御 退隱被 遊、 御相續 之儀紀 伊中 納 言，.^ へ 被 仰 出候樣 朝廷 へ 御 願 被 遊 候 間、 爲 心得 相 達 

置 候撮ト ノ御內 沙汰 一一 候、 

右 之 通 被 仰 出 候閒、 此段可 被 申 越 候。 

正月 二十 六日 

右斷 書、 

上 樣思召 之 御 旨 モ被爲 在 候 付、 御 退隱被 遊、 御 相 續之儀 ハ 紀伊 中納言 ^ へ 被 仰 出候樣 朝廷 へ 御 願 立 被 遊 候 間、 爲 心得 

相 達 置候樣 -ー 卜 ノ御 内沙汰 之 趣 仰 出 候 付、 右 之 趣、 早速 中納 言.^ へ 申達 候處、 思 召 之 御 旨 ハ難有 仕 合 奉 存候得 共、 身不背 

二 シ テ其任 一一 堪サ ルノ ミ ナ ラス、 先達 テ病氣 一一 罷在、 無據 上京 延引 相 成 候付テ ハ 、 叙 慮 之 程 如何 可 有 御座 哉ト深 心痛 

之 折 柄、 右 等 i\ 一儀 御 願 立 被 成 下候テ ハ 朝廷 之 御模樣 別テ御 不都合 二 可 立 至 ハ 必定 一一 可 有 \1 、都 テ御爲 -ー モ 不宜 歟ト深 

心配 被 致 候 問、 何分 前段 被 仰 出 之 趣 難泰畏 御座 候 付、 何卒 御 冤 被 成 下 候樣舉 願 候、 最早 御頋立 二 相 成 御座 候 ハ 、 、御不 川 


之 御 取扱 被 成 下候樣 只管 奉 願 度、 此段宜 御 取扱 御座 候樣、 可 申達 旨 被 申 付 候 事。 

一一 月  山 高 石 見守 

家老 U 高 石 見守、 一 一月 一 一.,' 八日、 江 戶西丸 へ i 能 出、 相續 筋之斷 書、 淺野美 作 守 へ 差 出候處 受取、 同日 左 之 通 封 物ヲ以 同人 相 

渡 候 事、 

上 樣思召 之 御 S モ被爲 在 候 -ー 付、 御 退隱被 遊、 御 相 續之儀 ハ中納 言^ へ 被 仰 出候樣 朝廷へ 御 願 被 遊 候 段、 先達 テ 御内 

意 被 仰 出 候 趣、 中納 言^ 被 成 御 承知、 今般 御 使 被 差 下、 右御內 意之 趣ハ、 何分 -ー モ御辭 退 被 成 度 S 、段々 之 情 實被仰 立 候 

御 次第 モ 有 之 候處、 京師 御模樣 モ 有 之、 前段 御 願 之 趣 ハ御 奏聞-一 不相成 由 -ー 候 間、 此段可 被 申 上 候。 

二月 

〇 松平慶 倫、 京 一一 至ル 、德 川慶喜 ノ 支族 タル ヲ以 テ 、 上書 シ テ罪ヲ 待ッ。 

私 條奉應 召命、 且德川 慶喜及 族 之罪ヲ 闕下 -ー爲 可 奉 待、 先月 廿ー 一日 發足可 致、 旣 二 旅装 罷在 候處、 池 田 備前守 ヨリ 使者 差 

越、 出立 抑 IS 可 致 g 申 聞 候 間、 不得止 事、 其 旨 言上 -ー及 置、 發足 延引 i 能 在 候內、 同一 一十 日 奉 差 上 候 書面-一 御附札 ヲ以、 上京 可 

让ほ 被 仰 下 候 間、 兼テ御 疑惑 筋 モ不被 爲在候 -ー 付、 直 樣發途 仕度 奉 存候得 共、 何分 備前 ョ リ 沙汰 致 候 迄、 發途 見合 可 申旨尙 

又 申 聞 候 -ー 付、 其 沙汰 相 待 候虚、 去 ル朔日 早々 上京 可 仕 旨、 尙又奉 蒙 御沙汰、 右 御 書付 同 三 B 國許 へ 相 達、 重々 難 有 拜戴仕 

,5^、 お 之、 斬 T きモ twE 豫難仕 奉 I、 備前守 へ ハ、 同 四日 以 使者 御沙汰 之 趣 申 遣 置、 同 五日 國許發 足、 今日 上 著 仕 候、 乍 去 兼テ申 

上 候 通、 麼喜 暴動 奉 犯 重罪 候 モ 、其 親族 -ー 係 リ候私 敎戒之 儀 無 之、 重々 奉 恐 入 候 間、 著 後 謹慎 罷在 候、 進退 御 差 圖被成 下 候 

樣 仕度 奉 願 候、 誠 恐 誠 惶頓首 謹言。 

二月 十三 日  美 f 中 

松 平康偷 家 記 

〇 二 トニ 日 達 書 
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過日 上京 以來謹 愼之趣 一一 候 得 共、 不及其 儀 候 間、 出仕 可 致 候 事。  松 平康偷 家 記 

0 蒔田廣 孝、 松 平 親 貴、 ザ 仙 石 政 固、 錄 lg€ 港 京 -ー 至 ル 、岩 城隆 邦、 久松勝 行、 IFIgtS 

ヰ疾 ヲ謝シ 、老臣 ヲ シ テ 代リ テ京ニ 至 ラシ ム、 iifslill 家 織 田 信 成、 西 上 途中 疾 二 

罹リ、 姑 ク封邑 二 歸ルヲ 禀ス。 

今般 御 川 之 條被爲 在 候 -ー 付、 速 -ー 上京 可 仕 旨 被 仰 出 候處、 先達 御 屆申上 置 候 通、 昨春 來病氣 引 籠 it 在 候 -ー 付、 延引 仕 候 

お 何共 奉 恐 入 候、 然 ル處. 少々 快 氣相見 候 -ー 付、 去月 仕 七日、 江戶 表押テ 出立 仕 候處、 從旅中 寒 邪 相 障 リ別テ 相捲不 申、 甚難 

澀候 二 付、 最寄之 儀 -ー モ 御座 候 間、 一 先在 所 表 へ 立 寄 手當仕 候、 少モ 快方 御座 候 ハ 、 、 早々 上京 可 仕 候、 此段以 使者 御屆申 

上 候、 以上。 

織 田筑前 守 家 來 

二月 .r  二日  佐久 間^ 酒 H 

.  緣田信 及 家 記 

復 古 記 卷三 十四 終 

總 閱 

一 等 編修 宫 E 長 松  幹 

築 修兼校 勧  . 

一 等 編修 宵 臣 長  せ 火 


復古 記 卷三 十四 明治 元年 二月 十三 日 


原 


一 等 掌 記 

十一 一等 出仕 


臣 


臣 


四星恒 

石 津 發 三 


繕 


六 等 掌 記 

八 等 掌 記 

富 

一 等繕寫 

二等 繕寫 

二等 繕 


臣 

臣 


澤 

松 


渡 廣 

0 辰 

川 長 

園 賢 


三 五 


意 春 和 男 孝 郞 之 


復 古 記 卷 一一 一十 K 明治 元年 二  W 十 g:n  三 K  二 

復 古 記 卷三 十五 

W 治 元年 戊辰 一 一月 十四日-一起 リ.^ 五日 二 至ル。 

0 一 一  月 

十 1: 日、 松 平 直 己、 松 平 直 哉、 宗家 一一 屬シテ 、王事-一服 セ ント 請フ、 之ヲ 聽ス。 

此表當 節 柄 二 付テ ハ 、依 渡 守 在所 ョ リ乍聊 人数 差 出 候テ、 相當之 御用 向 爲相勤 度 懇願 M 御座 候 得 共、 元 ョ リ小藩 微力 之 儀 

御座 候 5 ぉハ、 一 手 -ー テ御川 相 勤 候 儀 難 出來、 仍本 家出 羽 守人數 へ 差 加， 如何 體之御 用 向 -ー テモ相 勤 候 樣奉願 度 段、 佐 渡守ョ 

リ申越 候 間、 宜御差 圖被成 下 度 奉 願 候、 以上。 

.  松 平 佐 渡 守家來 

神 山賴母 

〇 一 一. I 四日 批紙 

伺 之 通、 人 數差出 可 相 勤 候 事。  松 平 斑 已家記 

〇 

此表當 節 柄 一一 付テ ハ 、主計 頭 在所 ヨリ 云々 f  £ 」 ほ 文 奉 願 度 段 主計 頭 ヨリ 申越シ 候-一 付 奉伺 候 間、 宜御差 圖被爲 下 度 奉 願 候、 

以上。 

松 平 主計 頭家來 

二月  •  石原磷 右衛門 


松 平 直 哉 家 記 

〇 批紙前 一一 同シ、 伹差出 ラ差加 一一 作ル、 直 己 家 記 -ー 、 三月 廿 九日、 人 數山畸 御 警衞場 本家 出 羽 守 人数 差 加 相勤ト ァリ、 又 

直 哉 家 記、 日 ヲ失ス 、故 二 此二倂 收ス。  . 

〇 長 門 藩、 松 山 討伐 ノ際、 獲 シ所ノ 汽船 ヲ 以テ 、運輸 ノ用 一一 充 ン ト請フ 、之 ヲ聽ス 。 

先般 私共 豫州松 山 へ 打 入 之 節、 三津 ケ濱澳 一一 於テ、 松 平定 §?、 德川 ョ リ借受 之 蒸 氣船ヲ 見當候 一一 付、 應 接ヲ以 受取 乘組罷 在 

候、 早速 攝 海へ 乘 廻シ、 天朝へ 可 差 出 之處、 兵隊 運輸 方-一 付 入用 御座 候 間、 暫時 拜借被 仰 付 候樣、 朝廷 向へ 被 仰 立 可 

被 下 候 樣奉願 候、 以上。 ，  ， 


松 


山 出張 

大 嫁 


中 


二月 十三 日 

右 之 通、 豫州松 山 へ 出張 之 大隊 中 ョ リ願出 候 間、 被遂 御 許容 候 樣奉願 候、 以上。 

二月 十四日  _  長  州 

〇 批紙 

願 之 通 令 免許 候條、 御用 之 節 ハ 可 差 出 候 事。  毛 利 元 德家記 

〇 諫訪 忠誠 、疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲシテ 代 リテ京 二 至 ラシ 厶。 

御 一 新 御 變革被 仰 出 候 以後、 於 京 坂 之 間、 兵端 ヲ開候 儀 等-一 付、 追 日 被 仰 出 候 御 達 之 趣 奉拜承 候、 就 テハ、 早々 上京 忠 

勤 ラ相勵 可 申處、 豈圖 哉、 咋年 來病氣 一一 テ、 折々 起居 不自由 之 儀モ有 之、 長途 之 旅行 迚モ 上京 可 仕體無 之、 不得 巳、 重臣 千 野 

修弼爲 差 登 候 間、 相應之 御用 被 仰 付 被 下 度 奉 願 上 候、 以上。 

二月  戮訪 因幡 守 

復古 記 卷三 十五 明治 元年 二月 十四日  三 五！ 一一 
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忠 誠 

諷訪忠 禮家記 

〇 大阪 裁判所 總督 醍醐 忠順、 副總督 伊達宗城、 兵 庫 裁判所 總督 東久世 通禧、 各國 公使 -ー 大阪 -ー 

會シ、 新 一一 外國 事務局 ヲ置キ 、交際 ノ事ヲ 管 スルヲ 論シ、 且 天皇 近日 將ニ 公使 ヲ召見 セン トス 

ルヲ 吿ク、 外國 事務局 官吏 及 ヒ 諸藩ノ 老臣 等、 之 二 參 ス 。 

一 一月 十四日、 大坂 西本願寺 二 於テ、 醒醐 大納言 殿、 東久世 前少將 殿、 宇 和 島少將 殿、 各國 公使 ト應 接ノ 始末 左ノ 如シ。 

但外國 事務 掛及ヒ 諸 藩 家老 列座、 

一 東久 世殿發 話、 我 日本 政體 復古 帝自ラ 政權ヲ 握リ、 外國ノ 交際 モ、 一切 朝廷-一 テ曳 請、 裁判 可 致 旨 意ハ、 過日 兵 庫-一 

於テ 布告 セ シ如ク 相違 ァ ルコ トナシ 、此 節外國 事務局 ヲ 建立 シ、 交易 通商 一 切ノ 諸事 件、 悉 ク外國 事務官 ノ裁诀 一一 ァ ル 

ヲ以テ 、今日 改 メ テ 朝廷 守護 ノ 列藩 ト 共 一一 、各國 公使 二 會同 シ、 此 盟約 ヲ定 ム 、自 後普ク 日本人 民 ト外國 人民 ト ノ 交際- 

厚ク 誠實ヲ 盡シ、 互 一一 疑惑 ナキ ヲ以テ 主意 ト ナサ ン 、故-一 大小 ノ 事件、 外國 二 關係ス ル ノ務ハ 、外國 事務局 ノ專任 ナルヲ 

以テ、 我等 一一 就テ 帝 二 建言 スルヲ 要 セョ。 

各國 公使 曰、 先般 兵 庫 一一 テ 布告 アリシ 其證 明白 一一 シ テ、 今日 改テ 列藩 會議、 帝普ク 攻令ヲ 下シ、 兩國ノ 人民 ノ爲 メ、 

廣ク 信睦ヲ 求メ、 互 一一 誠寳 ヲ旨ト ナス ハ、 我 各 國ニ於 テモ、 兼々 渴望セ シ處 一一 シテ、 慼悅ノ 至-一 堪ス、 自今 朝廷 帝 

ヲ以テ 日本 ノ主府 ト仰キ 、萬 事 其 政令 ヲ奉セ ン ト ス。 

一 又 曰、 此度萬 國ト我 力 帝 ト條約 ヲ改メ シ上ハ 、各國 公使 二 帝 自ラ對 面シ、 盟約 ヲ立ン 、故 二 不日 上京 ァ ル へ キ旨、 各 

國 公使へ 可 申入 帝ノ命 ヲ奉シ 候、 

公使 曰、 恐 入 候、 談合 ノ上、 明後日 否 可 申 上。 


1 又 曰、 當今 戰爭ノ 後ハ、 京 攝及ヒ 諸 所 ニ鎭撫 ノ師ヲ 出シ、 過半 其 政令 行ハ レ、 旣 一一 各國ノ 諸侯 ヲ シテ、 德川慶 喜 征討 ノ師、 

京 ラ發セ シ上ハ 、不日 一一 其 成功 ァ ル へ キハ 勿論 ナリ、 自ラ 橫濱、 箱 館外 國人 在住 ノ 場所 ハ 朝廷 ノ 官吏 ヨリ 人民 安堵 ノ 

令 ヲ下ス へ シ、 則 慶喜ヲ 征討 ス ル事實 、明白 ノ罪狀 書面 ヲ 布告 ス へキ ナリ。 

公使 曰、 慶喜ヲ 討伐 ノ師、 旣 二 京師 ヲ發セ シ 上ハ、 關東ノ 形勢 安心 ナリ カタ シ、 若 シ早ク 帝 二 拜謁ス ルコト 能 ハス ン 

ハ、 速 二 浪華 ヲサリ 、橫濱 ニ在ル 人民 ノ爲メ  二  、彼 地ヲ 鎭靜セ ン コトヲ 欲ス。 

一 又 曰、 明日 中 二 ハ 上京 ノ 日限 申來 ルへク 、夫 マ テ滯 坂、 其 上進 退 セラ ル へ シ。 

公使 曰、 帝 二 謁スル 期限 ノ日 數ヲ 確定 シ、 以テ此 事ヲ約 セン。 

一 又 曰、 今日 必相 分ル へ シ ト雖、 彌 確定 ス ル ハ 明 十五 日 ト定ム へ シ。 

公使 曰、 然ラハ 明 後 十六 日朝 十字、 米國 公使館 二 於テ再 會シ、 各般 ノ 諸事 件ヲ 約定 セ ン。 

右 之 通 一一 テ相濟 、申ノ 刻、 各國 公使 退出 セリ。  太 政宫日 誌 

〇 德川 氏、 若年 寄 京 極 高富ヲ 罷ム、 S 、大岡 忠敬、 歸邑ヲ 德川氏 二 請フ、 之ヲ 聽ス。 

當今、 橋 本、 柳 原 之御兩 卿、 桑 名 表 へ 御滯陴 二 付テ ハ 、私 在所 三 州西大 平、 隣國之 事故、 人心 動瑤仕 候、 然ル處 、今般 被 仰 出 

候 通、 被對 京師 御 恭順 御 謹 愼之御 旨 趣 モ被爲 在 候 折 柄 n 付、 精々 在所 家來 共、 鎭靜專  一 二 心 掛罷在 候 得 共、 元 來定府 、殊 二 

當時御 門番 相 勤 罷在候 付 、陣屋 詰 家 來至テ 微少、 剩 東海道 往遠端 之 領地 -ー 候 得 ハ 、從 京師 通行 之 堂上 方 モ 可 有 之、 其 節 諸事 

不都合 無 之樣、 取締 方 モ行屆 兼 可 申、 加 之、 東西 繁擾之 世態 一一 候 得ハ、 無 謂 浮浪 之 徒時變 二 乘シ、 京師 官吏 等 ト僞リ 、不法 之 

事件 モ有 \1 哉 之 趣、 粗 傳聞承 込 居候 儀 一一 付、 萬 一 領分 之 者 心得 違 等 一一 テ、. 如何 樣之差 鏈等出 來候モ 難 計、 諸事 取納方 不行屆 

之 節ハ、 京師 竝對 公邊、 何共 恐 入 候 儀 -ー 付、 當惑罷 在 候 旨、 以急便 在所 役人 共 ヨリ 申 越 候 二 付、 於 私共 甚 苦心 罷在候 間、 一 ト 

先在 所 表へ 相 越、 萬 端 之 取締 方 厳重 所 置 仕度 奉存 候、 依 之、 不苦儀 御座 候ハ 、、一 ト先御 暇 被 下 置 候 樣奉願 候、 以上。 

二月 十四日  大岡越 前 守 

復古 記 卷三 十五 明治 元年 二月 十四日  一一 一 五 五 
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〇 德川 氏附紙 

願 之 通 御 暇 被 下 候 間、 勝手次第 出立 候 樣可被 致 候、 尤御 門番 之 儀 ハ 、先當 分 之內、 家 來計差 出 相 勤 可 被 申 候。 

大岡忠 敬 家 記 

十五 日、 外， 國 公使 朝見 ノ議ヲ 決シ、 島津 忠義 等 ノ 奏議 ヲ 公卿 諸侯 二 示シ、 其議ヲ 採納ス ルヲ諭 
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方今 外國之 事情 御 洞察 被 遊 候處、 世態 變革 一朝 之 儀-一 無 之 被 知 食 候、 隨テハ 別紙 £w 、一一  列藩 建 一一 一 ョ-之 次第 モ有之 候 

條、 建言 之 通 御 诀定之 思 召 候 間、 爲見被 下 候 事。  i 鍵 i 爐絲 i 

〇 春嶽 私記 二 云、 十四日、 公、 太政官 へ 御 出仕 之處、 俄 - ー御參 內相成 候樣、 岩 倉 殿 ヨリ 御 達 有 之、 下 參與之 面々 モ同樣 未 半 

刻頃參 朝 之處、 右 ハ外國 公使 參 朝 之 儀、 彼 ヨリ 不 申出 已前、 此 ヨリ 被 仰 出度 段、 浪華 東 久世殿 ヨリ 御 申 越、 小 松 ヨリ 

モ 後藤 迄申來 一一 付 テナ リ、 申 刻頃ョ リ奧御 廊下 -ー 於テ、 總裁宮 、岩 倉、 中 山、 正 三、 德大寺 等 之 諸 卿 公、 拉 下參與 迄、 御 一 席 之 

大 評議 ナリ、 拜禮之 節、 握手 或 ハ 屈 膝 等 一一 付テ之 俗論 甚敷、 更 二 不相诀 シ テ夜 一一 入、 遂 一一 歆慮伺 ト申事 二 相 成、 戌 半 刻 頃 

迄 御 手間取、 亥 刻 前 二 至リ、 漸ク 京師-一 被召參 朝 可 被 命ト御 決議 有 之、 其 段 早々 浪華へ 御 返事 有 之 由、 拜 禮之實 際-一至 リ 

テ ハ 、極内 狀ハ 未诀之 由、 岩 倉 殿欵話 セラ レ タリ、 御 場處之 儀モ、 南 殿、 條城 兩議有 之、 遂 二 南 殿 ニ被诀 タリ、 十五 日、 在京 諸 

侯總參 内 被 命、 外國 交際 之 儀 御 布告 有 之、 下 參與之 面々 モ參集 ヲ被命 タリ、 此 時外國 人へ 御 對面之 儀、 後宮 之 物議 等 有 

之未诀 一一 テ 、當路 之 公卿 殊之外 苦惱セ ラ ル 、暮時 前、 公、 岩 倉 殿 ト御 ー處ニ 天 前 へ 被爲 候、 更 一一 交際 之 事情 詳悉 極言 御明 

辨有 之、 御 退出 之 後、 岩 卿 猶滯坐 一一 テ御諫 諍 被 申 上、 漸ク 一一 シテ拜 禮モ可 被 命 一一 御 诀定有 之 由" 

〇 公卿 諸侯 奏議 

方今 外國之 事情 御 洞察 被 遊、 越 前 宰相 始獻言 申 上 候 通 御 決定 之 就 思 食、 猶亦爲 御 見 被 下 候 趣、 謹 テ拜見 仕 候、 依 之 御 一 


請 書 差 上 候 付、 宜敷御 執 奏可被 下 候、 以上。 

二月 十五 日  島 津少將 

島津 忠義 家 記 

〇 

今日 御 渡之兩 通奉拜 見候處 * 方今 外國之 事情 御 洞察 被爲 在、 猶 列藩 建言 之 次第 -ー 寄、 朝議 御 決定 可 被 遊 御 旨 趣奉畏 

tisr 依 テ向來 朝 威 盆 隆盛、 萬國 二相 輝、 敬禮ヲ 盡シ參 朝 仕 候樣、 御 基本 被 爲立儀 ト奉存 候、 以上。 

一一 a,  津和 野侍從 

,  龜井玆 監家記 

〇 

右、 被 仰 出 候 御 別紙 之 趣、 奉拜承 候、 此段 御請 奉 申 上 候、 以上。 

二月 十五 日  永 井 日向 守 直 介 

永 井直諒 家 記 

〇 加 藤 明實等 連署 

H 國 御處 置振ク 一義 一一 汁に、 列藩 建 首 之 次第 モ有 之、 獻言之 通 御 決定 思 召 候 段、 一同 聊無 異存 叙 慮 之 趣 謹テ奉 遵奉 候， 

f  加 藤 明 實家記 

二月 十五 日  市 橋 長 義家記 

〇  . 

今日 御 渡 相 成 候 御 書付 之 趣、 奉 得 其 意 候、 別段 存意 モ 無 御座 候、 此段以 使者 申 上 候、 以上。 

二月 十五 日  堀 左 衞門尉 

親 義 

度 古記 卷三 十五 明治 元年 二月 十五 日  三 五 七 


復古 記 卷三ナ W 明治 元年 二月 十五 日  三 五八 

.  堀 親廣家 記 

〇 

今日 於御假 建、 家 來迄拜 見 被 仰 付 候 御 書付 之 趣奉畏 候、 於 私 違存無 御座 候、 此段 御請 奉 申 上 候。 

二月 十五 日  京 極 下總守 

京 極 壽 吉 家 記 

〇 大 原重德 建白書 

此度六 藩 ョ リ獻言 之 趣、 蒙 敕問奉 敬 承 候、 愚昧 小 臣存意 言上 仕 候 モ 、恐縮 之 至 -ー 候 得 共、 聊愚存 言上 仕 候、 獻言之 趣意 ハ 、 

萬國 洞察 之 人々、. 殊 -ー 萬 世 不拔之 事柄 故、 忽御 奏上 之 事 -ー テ御 氷解 被 遊 候 御模樣 ト奉存 敬 承 仕 候、 乍 去、 尙又存 意 候 ハ 、 , 

可 申 上 ト之 聖慮、 誠以難 有存候 へ ハ 、伏 藏可仕 筋 ハ 毛頭 無 之 候 間、 一 一 一言 上 仕 奉 汚 聖聽 候。 

ー是 迄、 德 川政權 ヲ執リ 我意 ヲ張リ 朝廷 ヲ奉輕 蔑 候 時節 ト雖、 攘夷 被 仰 出、 天下 有志 ノ輩 如何 計 難 有 カリ、 何卒 報國ト 

思 込、 身命 ヲ投候 者 幾千 人、 斯ル 次第 ハ 皆國辱 ヲ欵キ テノ事 一一 テ、 遂 二 德川 天罰 ヲ蒙リ 、暫 行方 モ 不知 相 成、 速 -I 大攻 

御 掌握 被 遊、 兼々 思 召 之 通リ、 攘夷 二 可 椎遷ト 、諸 臣ヲ始 天下 ノ衆諸 無 僻 之 人々、 神州 之 正 氣モ可 引 立 事、 立 テ可待 杯 申 

相 喜 居候、 乍 去、 天下 未タ 治平 之 半 -I モ不 至、 紛亂 多端 ノ折 柄、 中々 以 攘夷 可 申出 樣モ無 之、 何分 國内御 平 治 之上ハ ト存 

込 居候 處、 獻言之 末 語-一至 リ參 朝 ヲモ被 命 候樣、 御 賛成 被 遊 候 樣-ー ト有之 候へ ハ、 無 程 夷人 モ 入京 致 候 樣可相 成 候、 左 

候テ ハ 、彼 尾 州 ョ リ 言上 有 之 候國事 一一 死亡 ノ者共 へ 、地所 ヲ賜リ 其靈テ モ 可 祭 ト ノ難有 御沙汰 モー 時 一一 消滅 可 仕、 然 

ハ 朝廷 之 御 儀 ハ何カ 御實ャ ラ御 不條理 二 テ ハ 、實以 衆諸總 テ向フ 所 ヲ不辨 朝廷 ヲモ 誹謗 仕 候 樣之事 一一 可 立 至 ト 、深 

恐縮 欵慨 一一 不堪 事奉存 候、 乍 併、 旣 一一 御 氷解 被 爲在候 上 ハ 、是迄 御 祈願 被 爲在候 神祖ヲ 奉始， 御代々 之 御神靈 へ モ御 

氷解 之 趣 被 仰 上、 衆 諸へ モ 十分 御 布告 相 成、 同 氷解 仕 候 上 被 許 候 樣ノ御 事 n モ相 成候ハ 、、少 シハ 承服 モ可仕 候へ 共、 只 

今 言上 有 之 諸臣之 敕問モ 、如 形ノ事 二 テ ハ迚モ 感服 ハ仕閒 敷、 慶喜 暴政 ノ時 ヨリ モ甚 敷、 人々 異存 ヲ懷 キ.、 更ニ 擾亂可 


土ト、 千 憂禹苦 不堪 言語 事 - 一有 之 候、 仰願ク ハ 、何卒 今 暫之處 被 差延、 天下 相定候 上、 御 許容 被爲 在候檨 仕度、 此儀下 文 二 

述廣、 全 體之處 政權御 掌握 被 遊 候 哉る、 忽 夷人 ヲ被近 附候樣 之 御 儀被爲 在候テ ハ 、 是 迄年來 攘夷 之 聖詭 ハ 皆 御僞言 二 

テ、 全 德川ラ 徒 一一 困苦 セラ レ候 迄歟、 但此上 ハ 打 亡シ、 和親 交易 ヲ 朝延 二 テ被遊 度 儀 御 心 組 二 テ、 正議ヲ 御主 張 被 遊 候 

0 一一  相 當リ、 天下 ノ 有志 一一 對 シ 面皮 モ無 之、 悲泣血 淚ノ事 二 候、 元來 夷人 ハ犬羊 ト唱へ 候へ 共、 近 來ハ大 一一 事情 モ相分 

リ、 應對モ 易 ク杯薩 藩士 モ申 居候 閒 、藤 藩士 一一 殊更 一一 被 命、 國内ノ 實情テ 明白 一一 申 聞セ、 政權 朝廷 一一 歸 スト 雖、 慶喜之 

亂未落 居、 紛転 憂々 、中々 外國 交際 ト コ 口 一一 無 之 筋ヲ懇 二 申 聞セ、 國內 治平 之 見込 相 立 候 迄、 何事 モ 見合 吳 候樣、 尤右交 

際 之 事 御聞濟 一一 相 成 候 上 ハ 、一 一年 三年 之後タ リ共、 信義 一一 於 テ相變 ル事ナ ケレハ 、何 ソ延日 ヲ論ス ル事ァ ラン ャ、 信ヲ 守 

レ ハ日ノ 延ル程 固 ク相成 候ハ、 神州 人 ノ定情 一一 テ、 夷人 ト異 ナル所 一一 候、 此邊ヲ 能々 了 得爲致 候樣、 薩士 一一 被 命候ハ 、 、 

御請 可申ト 奉^ 候、 ケ樣 -ー 不被 遊候テ ハ 、 慶喜モ 未 服罪 事故、 忽 異存 ヲ生ル 事 可 知事 二 候、 又 天下 之 衆 諸モ亦 異存 テ起 

シ、 更-ー 慶喜 -ー 屬シ候 者 モ出來 可 致、 左 候 得ハ更 二 擾亂ト 成 可 申 候、 ケ程之 事 二 テ獻言 ハ盡キ 不申候 得 共、 何程 書竝 へ 

候 テモ、 其 趣意 ハ 唯今 夷人 入京 候テ ハ 、忽 人心 立騷 瓦解 可 仕 候閒、 延日被 仰 出 候 ヨリ 外ナク 候、 偏 一一 此延日 之 事 懇禱仕 

候、 死罪 死罪 誠 恐 誠惶頓 首。 

二月 十六 日  重  德 

大 原重實 手記 

〇 文中 間 解 シ難キ モ ノア リ、 他書ノ 參考ス へ キ モ ノナ キラ 以テ、 一 二 原文 二 從フ。 

〇  .  . 

臣  詮 

乍 恐 言上 仕 候、 此 節外國 交際 一條 二 付、 列藩 上疏之 書面 披展、 被 仰 付 意趣 曲折 一 々誦讀 仕 候、 成程 天地 剖 判 之 初 ヨリ、 一 

視 同仁 之大 眼目 ヲ椎開 見 候得ハ 、彼是 內外之 差別 モ無 之譯ニ ハ 御座 候へ 共、 五 氣絪緦 淸濁不 齊之後 ヨリ、 千 差 萬 別 ノ小分 
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殊ヲ細 椎仕候 得 ハ 、 自然 華 夷 偏 正 之 分別 モ 無 之 不能 處可有 之 候、 是故我 神聖 繼天 立極タ マフ 處 ヨリ、 其 大同 中 一一 就キ、 

細 節目 ヲ御椎 出 シ被爲 遊、 遠近 親疎 華 夷 内外 之 分 判然 相 定リ、 天地 之 處ヲ易 へ カラス、 冠 履 之 倒 一一 置へ 力 ラサル 樣ニ 相 極 

居候 事、 天下 人々 之 所 知 -ー テ、 申 上 迄 モ無之 奉存 候、 佤時蓮 日々 二 遷リ、 形勢 月々 二換 リ候處 ヨリ、 外 夷 交際 相 開ケ候 ニ馴 

致仕、 奉 天 時候 ト. & 場合 -ー ハ 御座 候 得 共、 祀憂之 愚衷 ヨリ 考候 へ ハ 、履 霜 堅 氷 至 之譯モ 御座 候 故、 自然 偷安 荏苒 仕 候內、 恐 

多モ 萬々 一 朝 典 之微瑕 -ー 相 成 候 モ難測 奉存候 間、 何卒 篤ト 御 熟慮 之 上 列 聖御繼 承 之 御 鴻業愈 御 確守 被爲 在、 萬葉不 

易之 皇統 益 御 昌大被 遊 候 樣御贊 成 相 成 度、 乍 恐 蔡情罷 在 候、 就テ ハ 最早 此上 ハ 待 蕃客タ マ フ御禮 遇 厳正 -ー 相 立、 中古 玄 

蕃之 職、 鴻臚之 館 御 設ケ相 成 候 姿 一一 テ、 萬 國之外 迄 大度 内中 一一 御 含容被 遊、 自然 彼 ヲ制シ テ彼 一一 制セ ラレ ヌ樣、 内外 親疎 前 

後 緩急 之 辨有之 度奉存 候、 全體華 夷之 分 ハ 1 我利 之兩端 -ー 相 分 レ 候 事故、 於 皇國 盆禮義 廉耻之 正風、 凛 然仕候 得 ハ 、 自然 

ト外國 待遇 之， 道モ 公正 一一 被 行、 天地 之 鴻業愈 確定 致、 神州 之 皇統 盆 昌大、 自然 ト 大同 中 ヨリ 細目 ヲ推開 カセタ マ フ 神 

慮 ト合體 符合 仕、 天下 億兆 悉仰 天日、 海内 臣 il 益沐 皇澤候 樣可相 成、 千 萬 難 有 仕 合奉存 候、 外 國之情 態、 篤ト 熟知 モ不仕 

候 得 共、 兼 テ存込 罷在候 誠意 ヨリ、 節 角 更始 御 一 新 之 折 柄、 於 臣子之 分 其 儘 差 扣罷在 候 儀、 甚以 恐悚仕 候閒、 孤 陋管見 之 儘、 

謹テ奉 言上 候、 此上 ハ鬼 モ角モ 朝 命 之 儘 違 奉仕、 聊 異存 無 御座 候、 實恐 實惶頓 首頓首 謹言。 

. 二月 十七 曰  松 浦 肥 前 守 

松 浦 詮家記 

〇 一 一十 日 建白書 

御 朝政 復古、 舊弊 一 洗 之 間 、宇内 各國之 大勢 被 遊 御 洞察、 六 藩 獻言之 旨 趣 有 之、 斷然 外蕃參 S 勅許 可 相 成 段 奉 謹 承 候、 然 

處爾來 人心 之 不和、 從外蕃 生、 國 家之亂 階、 從外蕃 開、 天下 蒼生 高枕 無 暇、 痛惻 悲歎 -ー 不堪、 今日 之 機會、 俄 1 一 外 蕃參内 候 ハ 

ハ 、疑惑 紛々 之議難 .i= 候乎ト 奉 杞憂 候、 注 時 桓武帝 遷都 以來、 大宮 東西 鴻臚ヲ 被 爲置候 古例 二 隨 ヒ 、東 寺 ヲ以是 一一 充、 確 

乎 不可 拔之 公論 ヲ以、 控御 被爲得 其方、 人民 彌仰 皇露 候樣奉 懇願 候、 前日、 於 朝廷 御 布告 一 一十 五 人 列候 連署 謹 違 仕 候 得 共、 


艮-出 表疑團 一 結 難 氷解、 此儘默 止傍觀 過日 B 候テ ハ 、 言 路御洞 開 之 聖意 -ー 奉 背 候 儀、 不顧 固陋 寡聞、 瑣々 之 SS 言 獻芹仕 

候、 敢胃 尊厳 候 段 ハ 、恐懼 不過 之奉存 候、 誠 恐誠惶 謹言。 

二月  加 藤 遠 江 守 

加 藤 泰秋家 記 

〇 案ス ル 一一、 加 藤 明實、 市 撟長義 家 記、 同列 一同 差 出 スト 記シ、 關長克 、松 浦 詮家記 一一 ハ、 一 一十三 人 連署 ストア リ、 皆 姓名 

ヲ逸シ 、各 家 記 亦 原文 ラ逸ス 、叉 詮家記 一一、 一 應請書 ハ差出 候 得 共. 篤ト 勘考 仕、 心附 次第 別段 獻言可 仕 旨 申 上 候 事トァ 

リ、 其 餘考フ ル所 ナナ シ。 

〇 溯 菅原薰 子 建白書 

處 子 菅原 朝臣 薰子 

味 死 シテ奉 言上 候、 今般 洋夷入 朝拜 謁被爲 免 候 旨、 且又 井蛙 之 管 見 ヲ去リ 、是迄 夷人 テ犬羊 ノ如ク 相卑メ 候儀ヲ t 

メ、 皇國、 西洋 ト 彼此 之 差別 無 之、 本朝 之 舊制ヲ 被 相改、 御 制度 萬端モ 追々 西洋 各國之 法被 採用 御國是 御變更 二相 

成 候 旨 傳聞仕 候、 是ハ定 テ甚深 之 ffi^ 慮ョ リ被爲 出、 且 文武 諸 臣被 熟議 贊襄候 上 -ー テ、 御 確定 之 御 儀 ト奉存 候 二 付、 彼是 

奉 申 上 候 ハ 、甚以 テ恐入 奉 存候得 共、 狂 妄之存 意 聊奉申 上 候、 彼 夷人 入 朝 拜謁之 儀 ハ 、是迄 例 無 之 事 二 モ無 之、 往古 ハ 

唐國、 三韓、 激海國 杯、 往々 國使人 朝 之 例 モ有之 候 得 共、 何レ モ蕃國 之 御 接待-一有 之候テ 天朝 之 官位 ヲ被授 候 事 杯 有 

之、 少シ モ御 尊崇 之 儀 無 之 候閒、 右 樣之例 -ー テ御 接待 二 相 成 候 儀 -1 候得ハ 、强テ 異論 モ差起 リ申間 敷、 又後來 之害ト モ相 

成 間 敷 奉 存候得 共、 方今 之 形勢 二 テ ハ 、洋夷 共自ラ 帝國ト 稱シ、 尊大 ヲ極メ 居候 間、 注 古 之 諸蕃來 朝 之 例 格 一一 テハ、 迚 

モ 承伏 仕 間 敷、 何レ 同等 ト申儀 一一 可 相 成、 唯今 同等 之 禮ヲ被 用 候得ハ 、後來 ハ 再拜臣 ト稱ス ルニ至 リ候ハ 、必然 之 勢 二 御 

坐 候、 宋胡 錢カ奏 一一 、再 拜シ テ 不已必 降ヲ乞 - 一至 ラント 申 候モ、 實 -1 被 想像 寒心 仕 候、 且 入京 拜謁仕 候 共、 是 尸 外 來之者 

二 テ有 之、 比喩 シテ申 候 得ハ、 來客 出入 之 者 同樣之 儀-一 御 坐 候 間、 何者 來リ候 共、 包 荒 之 量 ヲ以テ 、夫ハ 夫-一 シテ置 候 力 

復 古 記 卷 三十 W 明治 元年 二月 十五 曰  三 六 一 


復古 記 卷 三十 W 明治 元年 二月 十 五日  三 六 二 

主人 之 職-一 御 坐 候處、 只今 之 形勢-一 テ ハ來客 ヲ羨ミ 候テ、 家風 迄 改候ト 同 樣之事 -ー御 坐 候、 且又 御國是 御變更 之儀ハ 、 

實以テ 重大 之 事件 二 テ 神州 興廢 存亡 此 一 擧 -1 被 爲在候 御 儀 ト奉存 候、 過日 六 藩 獻言之 趣 二 テ ハ 、漢土 人 之如ク 尊大 二 

不被遊 候 樣ト申 上 候 得 共、 是 ハ 皇國 漢土 而已 二 不拘、 假令 西洋 各國 トイ へ 共、 其國 君臣 等ハ、 自國ヲ 尊大 二 不 仕候テ ハ 、 

其 國ハ治 リ難キ 者 一一 御 坐 候、 閭巷之 細民、 一 兩人之 家僕 召使 候 者 二 テモ、 其 家主 尸 、無 此上糞 厳 大切 成 モノ ト不 存候テ ハ 、 

家相 治リ兼 候、 况ャ 皇國ハ 三千 年-一 近ク. 皇齓 連綿 ト御相 續被爲 在 候モ、 全 ク衆心 合 了ンテ 天朝 ヲ 無限 尊崇 仕候ョ 

リ、 如此 君臣 之 大分 不相亂 、萬國 一一 超 絕候ハ 、此 拿大之 効-一 御 坐 候、 又 吾國ヲ 尊大 一一 仕 候 得ハ、 他ヲ賤 ミ候ハ 自然 之 勢 二 

御 坐 候、 然ル 一一 今 其 尊大 ヲ相止 候ハ、 自ラ 御國體 ヲ破リ 候-一 御 坐 候、 御國 體破レ 候テハ 御國 威自ラ 萎靡 仕 候、 彼漢 

土人 尊大 二 テ、 夷狄 二 被 制 候 ト申候 得 共、 宋、 明、 淸杯何 レ モ 貿易 和議 ヲ以 テ國 ヲ誤リ 候、 夷人 二 愚弄 セラ レ候 事、 漢土 人 

之 論 明晰 一一 御 坐 候 間、 乍 恐卽今 コソ、 全ク 漢土 之 覆 轍 ヲ被爲 踏 候 御 儀 ト奉存 候、 加 之 皇國、 漢土 トハ 近隣 之國柄 -1 テ、 

人情 風土 モ、 左 而巳相 替リ不 申 候 得 共、 西洋 ハ數萬 里 ヲ隔、 風土 人情 モ甚 乖異 一一 候 間 皇 國人ヲ シテ、 舊習 ヲ去リ 心ヲ變 

シ テ、 西洋人 ヲ模傲 セシメ 候 儀ハ、 決シテ 不相成 儀 二 御 坐 候、 尤 西洋 ハ只々 貨利ヲ 貪リ、 禮 義廉耻 ヲ 不知 候テ、 帝王 杯 ト 

相 唱へ候 テモ、 互 商 同 樣之者 一一 有 之 候 間 皇國杯 之 仁義 勇武 ヲ 風俗 ト仕 候國ト ハ、 萬々 不同 候、 且專ラ 天主 妖敎ヲ 奉シ、 

天主 ヲ 大君 大父 ト シ 、眞之 君 父 ヲ 小 君 小 父 ト シ、 假令 大罪 ヲ犯 シ 候 共、 天主 二 媚蹈 ヒ 候 者 ハ 、最上 之 天堂 二 生レ、 忠孝 仁 

義之人 モ 、天主 一一 不蹈候 モ ノ ハ 、地獄 二 墮落 シ候杯 ト相唱 へ 候ハ、 實 二君 ヲ無 シ親モ 無 ス ル 之敎 一一 御 坐 候、 此敎 蔓延 仕 候 

得ハ、 三 綱 五常 モ廢絕 可 仕 候、 尤 方今 之 形勢 鎖 攘之論 ハ 、迚 モ難被 行、 是非 和親 交易 二 無 之候テ ハ 皇國之 御 安危 -ー 可 相 

拘ト申 候 說モ有 之 候 得 共、 卽今ハ 和 戰兩樣 トモ、 御 安危 一一 可相拘 ト奉存 候、 彼 御 國體相 立 候 上、 斯迄 淸國、 和 蘭 等 之 御 

振 合 一一 テ、 互市 御免 許被爲 在、 國使 杯、 一 通 リ外蕃 之 御 取扱 一一 テ御 接待 被爲、 在 右 二 テ 承伏 不仕候 得ハ、 戰爭 一一 被 及可然 

ト奉存 候、 若 御 國體ヲ 被爲破 候テ、 和親 交易 御 許容 二 相 成 候 得ハ、 其禍 攘夷 之 害 ヨリ 甚ク ト奉存 候、 其 故ハ、 彼 五蠻申 

合、 大軍ヲ 以テ來 寇仕候 共 皇國之 人心 一 致 シテ攘 斥候 得ハ、 自ラ 義勇 之士奮 發激勵 仕リ、 敵愾之 心ヲ引 起シ可 申、 且刀 


鎗 弓矢 等、 我 長 ス ル所ヲ 以テ、 カ戰 防禦 仕 候 得 ハ、 定テ 御大 捷可 被爲 在、 其 時 コ ソ 御 國威ヲ 宇内 二 照 耀可被 遊 、若 又 萬 

萬 一連 年 之防戰 一一、 內地 疲弊 危殆 一一 被 爲及候 共、 天祖 大祖 ヲ奉始 歴朝 之 聖靈、 別テ 先 朝 在天 之 神靈 一一 被爲 

對、 少シ モ被爲 赧候所 無 之 ト奉存 候、 此儘 一一 テ洋 夷之 制ヲ被 爲受候 得ハ、 天下 有志 ノ者而 已ナラ ス 、無智 之 匹夫匹婦 一一 至 

ル迄、 皆 天朝 ヲ憤怨 シ奉リ 、離叛 瓦解 ト相成 可 申、 彼 逆賊 慶喜， 大罪 ヲ蒙リ 候 本ハ、 外 夷 交際 ヨリ 起 リ候閒 、是又 不伏ヲ 

抱 キ 可 申、 外 夷 ハ 执置、 蕭墙 ノ 内 一一 大禍生 シ 可 申、 若 又 内地 大變 ヲ 不生候 得 尸 、 不數年 シ テ 皇國悉 ク夷風 ト 相 成、 君 父 

ヲ無シ 、上下 ヲ 亂リ、 妖邪腥 痩亂臣 賊子 ノ域ト 可 相 成ハ、 必定 之 儀 ト奉存 候 間 、實ニ 痛哭 流涕 長大息 一一 不堪 候、 薰子 婦女 

子 之身ヲ 以テ、 天下 重大 之 事件 容易 -ー獻 言 仕 候 ハ 、 閬 ヲ出ル ノ戒ヲ 犯シ、 僭踰 不遜 之 罪 難 冤 候 得 共、 漆 室 女 鍾離春 之 輩、 

皆處女 ヲ 以 テ 國事 ヲ 憂 候 テ 、古人 モ之 ヲ非ト セラ レス 候 間、 區 々 之 赤心 、坐 ナカラ 神州 夷狄 一一 沈ミ候 ヲ見ル 一一 不忍奉 

默言 候、 萬 一 狂 瞽之管 見、 蒭蓁之 謀 慮 等 聖聽 -ー 被 爲達候 儀 モ被爲 在 候 得 ハ 、鼎 鑊刀鋸 之 戮ヲ受 候 共、 聊 辭セサ ル 所-一 御 

坐 候、 在 廷樞要 之 御 方々 モ、 愚 衷御憐 察 一一 テ、 此旨 可然御 奏聞 所 希 候、 誠 惶誠恐 死罪 死罪 謹言。 

處 子菅原 朝臣 薰子泣 血拜上 

.  . 內國 事務局 叢書 

〇 本書、 上申 ノ 月日 ヲ失 ス、 薰子ハ 伏見宮 ノ 家臣 若 江 量 長 ノ女 ナリ。 

〇 秋 月 種 樹ヲ以 テ參與 ト爲シ 、青山 貞 iji 鶴 や ヲ參與 兼內國 事務局 判事 ト爲 ス。 

秋 月 右京 亮 

參與職 被 仰 付 候 事。 

二月 十五 日  秋 月 種 殷家記 

〇 種 殷家記 二、 再ヒ 十八 曰 二 載セ、 總裁 朱印 トス、 職務 進返錄 -ー ハ 二十日 二 在リ。 

復古 記 卷ー 一一 十五 明治 元年 二月 十五 日  三 六 三 


復古 記 卷三 十五 明治 元年 二月 十 五月  .  三 六 四 

〇 靑山貞 履歴書 -ー 云、 一 一月 十五 日 徵士參 與内國 事務局 判事 被 仰 付 候 事。 

〇 東征 大總督 熾 仁 親王 陛辭シ 、出師 表 ヲ上ル 、詔 シテ、 閫外 ノ權ヲ 委シ、 節 刀  一 口、 錦 旗二旒 ヲ 

賜フ、 是ニ 於テ、 大師 啓 行ス。 

今般 熾 仁 東征 大總 督ヲ奉 蒙、 今 曰 發途可 仕 候、 然處、 關 東者姦 凶之薮 淵、 天下 之 豪族 -ー 御座 候 へ ハ 、 朝廷 御 安危 之 分、 實 二 

今日 之 一 擧 -ー 御座 候、 爆 仁 其 命 ヲ奉畏 候 ョ リ、 寢 不安 席、 食不 甘味、 只管 簡拔之 明 二 奉答 對度志 念 二 御座 候 得 共、 才 弱敵 强 

其 効 難 建歟ト 夙夜 慨欵罷 在 候、 然 ト モ 、正 賊不拉 立 者 必然 之 勢 -ー 御座 候 へ ハ 、 陛下 赫々 之 御德威 二 侬リ、 海內之 侯伯 ヲ獎 

率シ、 協心 戮カ忘 身 暴露、 逆豎ヲ 不日 二 斃シ、 上 安 宸襟、 下 濟齢黎 度 至 意 ニ罷在 候、 乍然、 內外 一 心 上下 同體 盡カ不 仕候テ 

ハ、 其 廉モ難 見 儀 一一 御座 候、 幸 一一 當今 侯伯 及士庶 人、 名義 ラ重シ 天朝 ヲ尊 コト、 近古 未曾有 之 事-一 御座 候へ ハ、 陛下 刑 

賞 陟黜ヲ 明シ、 勸懲之 道 御 示 被爲遊 候へ ハ、 海内 速 二 王化 二 可 奉 服 候、 然ル處 、此砌 人情 探索 仕 候處、 政令 多 門 二 出テ、 一 

事兩端 前後 齟齬 仕 候 事件 モ有 之、 物 論 沸騰 之 由 承 及 痛心 罷在 候、 隨テ管 見 之 廉モ有 之 候 得 共、 東征 期逼， 軍務 鞅掌、 奉獻言 

隙モ無 御座、 無 據默止 仕 候閒、 向後 何卒 聖聽ヲ 開 張シ、 下情 ヲ 洞察 シ、 億兆 之 臣民 王化 ヲ奉渴 望 之 心 二 被爲充 、中興 之 

鴻業速 二 被爲建 之御處 置、 區々 之 心 奉冀望 候、 熾 仁 總裁之 大任 ヲ辱シ 、代 天工、 雖統 百揆、 爲人駑 鈍、 且遠離 左右 深入敏 地、 

累世 蟠結之 賊徒 ヲ！^ 夷仕義 一一 候へ ハ 、專 心ヲ寄 軍務 不申候 テハ其 功 難 建 候、 乍 恐 陛下 此上事 無 大小、 諸 有司 一一 諮 識シ、 公 

明 正大 之 道 ヲ被爲 開、 且諸軍 暴露 之勞ヲ 御愤察 、政道 一 途 一一 御 勉勵被 爲遊候 へ ハ 、海 C 之 臣民 何 許可 奉感戴 哉、 熾 仁 生 平 之 

至 願 不過之 候、 依テ右 件不顧 忌諱 奉獻言 候、 何卒 其 微衷 ヲ憫ミ 御 察 納被仰 度義、 冀望之 至 -ー 御座 候、 燥 仁 誠 恐 誠 惶頓首 百拜。 

二月 十五 日  有 栖川宫 家 記 

〇 有栖川 宮家 記 二 云、 一 一月 十五 日參 朝、 八景 输間 著。 

一 次 於 御 擧問所 御對 面、 節 刀 渡シ賜 


斥 
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筑 
前 
藩 
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分 
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本 田お 
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介錄曹 

^ 河 三 山 

S 野澤本 
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內 近近 
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山廣平 
中^ 岡 

左 

右兵 W 

近衞部 

權 

番 J 權 
長 尉 助 


水 橋 上 


敕 語 

今般、 征東 軍務 委任 之 間、 速 二 可 奏掃攘 之 功 事、 

但此儀 依 御風 氣、 於 御 坐 所 御 對面御 暇 乞、 於 小 御所 議定 11^^  一？ ヲ以テ 節 刀 渡 賜 

一 次 於 八景 艙閒 祝酒ヲ 賜、 

一 次 出發、 

行軍 順列、 


津和野 藩士 一 小隊 

錦旗 守 衞銃隊 


持 手官人 


持 

助 


人 

勢 


倉 

力 


田 右兵衞 大 

本 左近番 

口 尾 張 


復古 記 卷三 十五 明治 元年 二月 十五 日 


I5 

ii 
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MS 
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西 錦松赦 
室 川 

^ 伊備 
郞織豫 中 


復古 記 卷 三十 W 明治 元年 二月 十 K 日 


一一 一六 六 


錦旗 奉行 一 


名古屋 ョ リ尾 州銃隊 一 小隊 列 立 

河 鰭 大夫殿 騎馬  穂波 三位 殿 同上 

1 循  一 裙 


大總督 宫ー循 


參謀正 親 町 少將殿 一， 循 


<1 池 田 藩銃隊 一 小隊 列 立 


同附屬 二. 人 


兩人ッ 、 

騎 馬 


下 參謀林 玖十郞 騎馬 

西 鄕吉之 助 前々 日進發 

先鋒 總督 御陣 - ー引續 


^3  a ケ 御用 物 

合圖 方兩掛 


長 持 四 


名古屋 ヨリ 

〇 尾 州 藩 一 

竹 長 持 之 類 〇〇 遊 兵 


荒井驛 ヨリ  一 

〇 淡 州稻田 家臣 一 小隊 ノ半 隊列 立 

d 叉 .^  $ 筑前之 藩士 一 

^  ^ 三分 之 マ 


宫御內 初 諸 藩共駕 一一 テ 參 候 向駕ー 行 


小 荷駄 運 送 
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復 古 記 卷 三十 W 明治 元年 二月 十五 日  -  三 六 八 

吉田驛 ヨリ 


<P  ,,r  ^0 田 W 代 三 

一 筑前 兵隊、 銃 除 五 百 人、 砲 除 四 門、 諸 役附準 之、 

內ー 一 分隊 斥候 トシ テ御 出馬、 一 時 前 ニ發シ 著陣之 上、 一 分隊 ハ御 陣門へ、 一 分隊 ハ御 本陣 御玄關 へ御守 衞 トシ テ相 詰ル、 

砲隊 ハ 行軍 二 不列ト 雖モ、 異變 二 望ミ、 砲車 ヲ取 建備、 

右二 分隊 共、 行軍 中 宿 陴滞陴 共、 陣所中 巡邏、  f 

一 津和野 兵隊 ハ 、宿 陴十人 宛、 御 本陣 二 相 詰 御 旗警衞 也、 

但 兵隊 ハ 追 テ增人 數有之 候 事" 

•  有 栖川宫 東征 記 略 

〇 池 田 政 保 家 記 二 云、 大總督 有 栖川帥 宫樣御 出馬 "一 付、 麾下 爲御 警衞 一 小隊 出兵 被 仰 付、 一 一月 十五 日、 京都 出發 仕、 已後 

御用 向 相 勤。 

〇 松 平 賴聰ノ 入京 ヲ許シ 、功 ヲ立テ 自ラ贖 ハシム、 因テ 其 封地 ヲ復シ 、土 佐 藩 ニ令シ テ 、其 守 

兵ヲ 撤ス。 

高 松賴聰 


今般 逆賊 慶 喜-一 與シ、 奉 敵 官軍 大罪 不可 容之處 、全 出先 家老 共 心得 違 二 テ、 賴聰 在國中 一 切 存知 不申 段、 歎願 之 次第 被 

聞 食、 格別 寬大之 思 召、 入京 被 仰 付 候、 猶又 不日 出兵 御沙汰 モ有 \ 一 候 間、 其 砌ハ遂 戦功、 可 償 前 罪 御沙汰 候 事。 

二 月 十 五 日 

但、 入京 家 來隨從 之 儀、 百 人 ヲ限リ 、其 外 可 爲在國 候。  松 平 賴聰家 記 

〇 

土 州 へ 

松 平 賴聰拉 家来 共 ョ， リ 謝罪 欵願之 趣、 被 閬食屆 候、 別紙 御沙汰 甞、 其 藩 ョ リ賴聰 へ 可 申達 候、 徂城 領地 共、 賴聰 へ 可 引 

渡 候、 尤其藩 人數之 條ハ、 引取 候樣 御沙汰 候 事。 

二月 十五 日  松 平 賴聰家 記 

〇 賴聰家 記 -ー 云、 一 一月 一 一十 日 朝廷 ョ リ 御沙汰 有 之 趣 二 テ、 土 佐 藩 隊長 深 尾 丹 波 儀、 賴聰謹 愼ノ淨 願 寺へ 籠 出 候 二 付、 賴 

聰自ラ 出 迎候處 、去 ル！ 五日 御 日付 之 御沙汰 書 一 通、 丹 波 演述御 渡 有 之、 又 同日 同人 儀 御城 へ 罷出、 表 書院 一一 於テ、 大 

久保 中： 計、 閒島外 波 へ 御沙汰 書 之 趣 相 達、 城 地 引渡 有 之 候。 

〇 是 ョ リ先、 土 佐 藩 兵ノ松 山城 一一 入ル ャ、 藩主 核 平定 昭、 佛寺 一一 屛居シ テ罪ヲ 俟ッ、 其 家臣 土 

佐 藩 二 因リ、 上書 哀請ス 、定昭 罪重キ ヲ以 テ聽サ ス 、是 日、 土 佐 藩 二 命シ テ、 其 城邑ヲ 管守セ シ 

厶 0 

此度德 川 慶喜之 妄擧ヲ 助 候條、 其 罪 不輕趣 ヲ以、 御 征伐 被 仰 出 候 段、 恐 入 不堪 泣 血 悲歎 候、 於 定昭聊 朝廷へ 異心 無 之 候 

處. 今般 被 仰 聞 候 趣 -ー テハ、 最早 哀訴 可 申 上 樣モ無 之 奉 恐 入 候 一一 付、 所領 差 上、 謹 テ奉待 天譴 候閒 朝 命 違背 不仕候 

係、 御 諒察 被 成 下、 乍此 上、 德川家 之 儀ハ、 三百 年 治平 之 功被爲 思 召、 ー脉之 祭紀相 存候檨 朝廷 向 宜御執 奏被成 下 度 

復古 記 卷 一一 一十 S 明治 元年 二月 十 日  三 六 九 


復古 記 卷 三十 W 明治 元年 二月 十五 日  一一 一七 〇 

奉懇祈 候、 以上。 

正月 二十 七日  松 平定 昭 

久 松定謨 家 m 

〇 

主人 定昭 儀、 德川家 之 妄擧ヲ 助 候 段、 其 罪 不輕趣 ヲ以、 御 追討 被 仰 出、 定 S? 始 臣下 一 同 奉 恐 入 候、 就テハ 所領 差 上 奉 待 

天譴 候條、 全 ク奉對 天朝、 恐 敬 之 至情 ヲ表候 心底 一一 テ、 定昭- 一 於 テハ如 tl^ 體之 御沙汰 被 仰 出 候 共、 聊 遺憾 有 御座 閒敷 

候 得 共、 定昭 儀、 德川家 之爲メ E 救 之 所 不至ハ 如何 計 モ可有 御座、 乍 併、 奉對 【天朝 聊異 心無 御座 候 儀ハ、 神明 誓 テ欺罔 無 

御座、 臣下 共 -ー 仕候テ ハ 、右 等 之 心情 今 一 應奉 哀訴 度 奉 存候得 共、 最早 九重 道絕、 只々 悲歎 泣 血 之 至奉存 候、 乍此上 、寛大 

之 御沙汰 モ 御座 候 ハ 、 、實以 天地 覆 育之 御大 恩 難 有 仕 合奉存 候、 此段宜 御 執 成 被 下 候 樣泣血 萬 願 之 至奉存 候、 以上。 

松 平 定 昭 

正月 二十 七日  家来. 5 

久 松定謨 家 記 

〇 定謨家 記 -ー 云、 今般 御 征討 被 仰 出 奉 恐 入 候 -ー 付、 所領 差 上 奉 待 天譴 候 心得 二 テ、 菩提 所 常 信 寺 へ 定§ ？拉隱 居 勝 成 

一 同相 退 謹 愼罷在 候 事。  ■ 

〇  . 

土 州 へ 

松 平定 昭 家来 共 ョ リ、 謝罪 歎願 差 出 候 得 共、 賊徒 要路 之 職 -ー 罷在、 逆 謀 -ー 與 シ候罪 不輕候 -ー 付、 未 御沙汰 二 難 被 及、 城領 

地 共 其 藩へ 御預被 仰 付 候閒、 定昭 家来 共、 急 度 謹 愼候樣 御沙汰 候 事。 

二月 卜 五日  久松定 謨家記 


〇 定謨家 記 -ー 云、 土 州 へ 右 之 通 御沙汰 有 之 候 旨、 一 一月 廿 三日、 總督深 尾 左 馬 之 助 ョ リ申渡 相 成 候 事。 

〇 定昭奉 命 書 

定 S? 家來共 ヨリ、 謝罪 欵願差 出 候 得 共、 賊徒 要路 之 職 二 罷在、 逆 謀 二 與シ候 罪 不輕候 二 付、 未 御沙汰 難 被 及、 城 領地 共 其 

御 藩へ 御預被 仰 出 候 間、 定昭始 家来 共、 急 度 謹 愼候樣 勅命 之 趣、 被 仰 渡 深 奉 恐 入 候、 此 上別テ 謹慎 罷在候 問 朝廷 向 

宜御執 奏被成 下 候樣奉 哀願 候、 誠 恐 誠 惶頓首 謹言。 

二月 仕 三日  松 平定 昭 

〇 定眧 家臣 奉 命 書 

先達 テ 私共 ヨリ 謝罪 钦願差 出 候處、 定眧罪 不輕候 二 付、 未 御沙汰 - 一難 被 及、 城 領地 共 尊 藩 へ 御預被 仰 付、 定眧始 私共 急 

度 謹 愼候樣 勑命之 趣、 被 仰 渡 一 同 奉 恐 入、 此上急 度 謹 愼罷在 候、 於定 昭聊モ 異心 無 之 儀 ハ 、 先達 テ申上 候 通 二 御座 候 

間、 格別 之 御 憐愍 ヲ以テ 、寛大 之 御所 置 被 仰 出 候樣、 宜御執 成 之 程 伏テ奉 懇願 候、 誡恐誠 惶泣血 百拜。 

松 平 定 SF 

二月 廿 三日  il^  來共 

久松定 謨家記 

〇 六郎政 |i 、六 師應 援ノ命 ヲ拜ス ルヲ 以テ、 兵ヲ 京師 一一 出サ 、 ルヲ 稟シ、 且菊 章旌旗 ヲ賜ハ ン 

コトヲ IS フ、 聽 サス。  , 

〇 十日 申請書 

昨冬 ョ リ當 正月、 在京 相 勤 居候 重臣 石 井 安太 夫 へ 、 國カ相 應之人 數可差 出 段、 被 仰 渡御 暇 被 下、 則 其 段奉畏 用意 仕、 私儀 

モ參上 可 仕儀 ハ 、 此程 先登 仕 候 重臣 六大 鄉擧ョ リ、 奉 申 上 候 ト奉存 候、 然 ル處、 安太 夫 御 地 出立 後、 更 二 被 仰 出 候 ハ 、今 

復古 記 卷三 十五 明治 元年 二月 十 五日  .  三 七 一 


復 古 記 卷 三十 K 明治 元年 二月 十五 日  三 七 二 

般 御 征討-一 付、 宜仰知 尊 王 之 大義、 奧羽諸 藩 同 謀 奉應援 天師御 旨、 被 仰 渡 之 御 趣意 難 有 奉承畏 候、 此度 御請 書 奉 差 

上 候、 然テ 東國之 形勢、 奧羽 之間尤 不安 靖歟、 私 在所 モ 賊徒 之巢近 二 候 間、 策略 計議 二 不得微 隙 候、 依テ 上京 之 儀 相扣、 專 

軍旅 之 用意 仕 居、 御沙汰 次第 可 奉 馳參之 被 仰 渡 奉畏守 候、 就 テハ、 兼テ被 仰 出 候 御 紋章 之 御 旗 頂戴 仕度 奉存 候、 遠 

國之 儀-一 付、 通路 手間取、 彼是 之 儀 共 奉 恐 入 候、 何卒 遠 境 往還 之 次第 _1チ 被 聞 召 分、 此度罷 登 居候 重臣 之 者へ、 右 御 旗せ ^ 

f パ、 被 成 下候ハ 、難 有 仕 合奉存 候、 依 テ此段 奉 願 上 候、 以上。 

二月  六 郷兵庫 頭 

〇 批紙 

御 紋章 之 御 旗總督 へ 御 下 渡 有 之 候 間、 應 援兵 へ ハ 御 下 渡 -ー 不相成 候 事。  本 莊 藩 記 

〇 松平慶 永、 書 ヲ上リ 、德川 慶喜旣 二 其 罪 ヲ謝ス 、宜ク 大總督 ノ行ヲ 止メ、 速 二 諸路ノ 師ヲ班 

ス へ キヲ建 Si ス 0 

德川慶 喜 謝罪 狀指上 候 上 ハ 、此段 速 一一 天下 へ 御 布告 有 之、 早々 諸道 之 追討 使 拉諸藩 之 進軍 ヲ沮 メ、 蒼生 之 塗炭 ヲ被爲 救 候 

儀、 今日 之大 急務 ト奉存 候、 此儀ー 日 相 後 候 得ハ、 天下一 日 之勞費 難算數 名狀儀 ト奉存 候、 仰冀ク ハ， 大總督 之 御 進 發ヲ被 

.i- 候ハ 、 、是亦 生 民 之 安堵 如何 計-一可 有 御座 哉、 無上 之 御仁 政 ト奉存 候、 外 國之御 交際-一 オイ テ ハ、 昨夕 旣 二 御 決定 一一 テ御 

安心 之 御 儀 ト相成 候へ ハ、 今日 ハ内國 二 オイ テ差 向ノ 大議ヲ 建言 仕 候 、幸-一 今日 諸侯 モ參集 之 儀 候へ ハ、 右 止 兵 之 大令ヲ 

被發、 好 生 之 御仁 惠ヲ 天下 諸侯 之 民心 二 洽クセ ラレ、 御 一 新 之 御 折 柄、 是迄 凶器 ヲ被爲 動 候 ハ 、實 一一 不被爲 得 止 之 御 趣意 タ 

ル事ヲ 、御 御座 候ハ 、、騒然 タル 人心 一定 一一 歸シ、 沛然 タル 御德澤 皇國ニ 充溢 仕、 萬 生 至 公之 御 新政 ヲ奉感 戴、 轉 

凶 爲吉之 好機 會ト 奉存候 へ ハ 、當職 -ー オイ テ 至大 至 願奉存 候、 早急 之 御 評議 被爲 在候樣 仕度、 此 段謹テ 奏聞 仕 候、 恐惶謹 

言。 


二月 十五 日  臣慶永 

春嶽 私記 

〇 春嶽 私記 二 云、 關東御 謝罪 之 筋 相 立 候 二 付テ ハ 、已 二 御 建白 モ被爲 在、 猶又、 右 御 進 發御抑 沮之條 モ 、 岩 倉 殿 迄 種々 御懇 

告有之 候 得 共 、眼前 -ー 相迫リ 候儀ト 申， 是迄紛 々風聞 モ有之 儀 故、 今日 遏旅之 儀 -ー ハ至リ 兼 候 御 次第 -ー 付、 尾、 紀被 仰談、 御 

周旋 之 儀 ヲ被及 御 内談 候處是 ハ 御 指 圖之廉 一一 ハ 無 之 候 得 共、 宗家 之爲 一一 盡カ ハ 勿論 之 事 一一 テ 、夫 カ爲 二 御 嫌疑 等 可 有之譯 

ハ無 之トノ 御挨楼 一一 付、 今日 參 朝 致 居候 田宮如 雪、 安藤 飛驊守 へ 御 直談 一一 相 成處， 各 家老 東 下 周旋 盡カ之 儀ヲ及 御請 タ 

リ、 〇 雪 江、 如 雪ト 反復 論談 一一 及 ヒ 、關東 君臣 十分 伏罪、 謹 テ待斧 錢之場 一一 至リ、 面縳シ テ 軍門 へ 御悔 謝、 其 上 一一 テ 朝裁ヲ 

被 爲仰候 御 儀、 公論 至 當ナル へ キ 一一 決シ、 其 筋ヲ以 夫々 御談シ 二相 成、 叉 御 謝罪 之 筋、 和 i 呂樣 ヲ御賴 一一 テ、 總督之 軍門へ 御 

歎訴之 一 路 モ 可 有 之 ト 示談 セ リ、 雪 州 侯 モ幸ヒ 御參 C 一一  付、 右 御 相談 一一 御 加ハリ 可然 卜 ノ 思 召 ニテ、 大旨ヲ €： 臣妹尾 右 

門 迄、 霧 江 ヨリ 申談 之、 猶 明朝 參邸相 伺フ箦 也。  .  . 

田 宮如雪 執筆 -ー テ、 尾、 紀被仰 合 之 御 趣意書、 如 左、 

御 本家 ヨリ 之 御 伏罪 書ヲ、 越老侯 ヨリ 御 指 上 ，ー 相 成 候 共 御 親征御 延引 ト申 御手 順 -ー モ不相 成、 旣今 十五 日、 大總督 之 

宮御出 陴ト相 成、 越老侯 一一 モ深ク 御 苦 勞被爲 在、 方今 之 御模樣 段々 御 廻 慮 1\ー 上、 紀、 尾 等 へ 重職 急行、 東 下 之 上 盡カ之 致 

シ方ヲ 、御内 々 被 爲示候 趣、 如 左、 猶 委細 ハ 口授 一一 附ス、 

一 先般 京 坂閒之 一 件ハ、 獨御 本家 而已之 御罪ノ ミナ ラス、 第 一 、會、 桑 ヲ始、 執參拉 旗下 之士 共-一 モ有之 事 一一 付、 罪之ァ ル 

處之 者、 夫々 深 ク奉恐 入、 悔悟 伏罪、 誰 一人 抗 命 之 者モ無 \ 一 、如何 樣之 御沙汰 モ、 謹 テ奉待 朝 裁 候 樣相成 事、 

一 右 樣行屆 之 上、 田 安御隱 居、 一 橋 大納言^、 右 之 趣 之 謝罪 狀ヲ御 持參、 大總督 御 軍門 へ 御 出、 御捧 二 テ右樣 一 同 伏罪 

朝 裁 次第 -ー 相 成 候 上 ハ 、何卒 最早 錦旗 ハ御 止リ -ー 相 成 候樣御 哀訴 之 事、 

一 靜寬 院宫樣 ョ リ御 C 使 ヲ以、 大總督 へ 御 寬大之 御 歎 之 事、 

復古 記 卷 三十 K 明治元年ニ月十！^^日  三 七三 


復 古 記 卷 三十 K 明治 元年 二月 十 五日  三 七 

一 朝廷へ ハ、 輪 王 寺 宫之御 役 方ラ以 if  ーハァ  1,; ァス ，一  急行 ニテ、 前 顯之通 謝罪 狀ヲ爲 御 持、 錦旗 御 企 リ方ノ 御 欵訴之 事。 

〇 毛 利 元 周、 毛 利 元蕃、 毛 利 元 純、 疾ヲ 以テ、 老臣 ヲシテ 京 ニ至ラ シメ、 官位 復舊 ノ恩ヲ 謝ス、 

元 周、 又 老臣 ヲ シテ兵 ヲ率ヰ テ京ニ 至 ラシ メント 請ヒ、 元 純、 藩 事ヲ以 テ入覲 ノ期ヲ 綏クセ ン 

ト請 フ 、 又增山 正修、 內藤正 誠、 疾ヲ謝 シ 、老臣 ヲ シ テ京ニ 至 ラ シ 厶 。ii 靜務 

玉座 盆 御機嫌 能被爲 入、 恐悅 至極 奉存上 候、 然 ハ 、 私儀 官位 復舊尙 又 入京 御免被 仰 出、 感謝 無量 奉存上 候、 就テ ハ 急速 

闕 下拜趨 御請 可 申 上 之處、 久々 所 勞罷在 候 付、 不取敢 老臣 下野 ヲ以御 禮奉申 上 候、 此段宜 御 執 奏奉願 上 候。 

正月 廿五日  毛 利 左京亮 

內國 事務局 叢書 

宅 利元激 家 記 

〇 

玉座 倍 御機嫌 克被爲 入 云々、 i^gf 作 

正月 廿五 B  毛 利淡路 守 

內國 事務局 叢書 

〇 

玉座倍御機嫌克被爲人云々 、|^&耻^^~ル老、 • 

正月 廿 五日  毛 利 讃岐守 

內國 事務局 叢書 

毛 利 元 純 家 記 

〇 案ス ル 二  、三人 ノ謝表 皆 上申 ノ日ヲ 失ス、 其署 日、 下條、 元 周 出 丘ハノ 上申書 ト同キ ヲ以テ 、姑 ク此 二 收ム。 

〇 


一 大 新 御 時節、 早々 上京、 精々 盡カ御 奉公 可 仕 御沙汰 之 旨、 難 有 仕 合奉畏 候、 然處 私儀 持病 罷在、 種々 療養 相 加 候 得 共、 當分 

之內、 所詮 全快 出勤 可 仕體無 御座、 甚恐多 奉存候 へ 共、 前件 之 次第 二 付、 上京 難 得 仕、 就テ ハ 卽今之 御 時 合 恐 多 奉存候 間、 爲 

名 t 、家老 之 者 一 人拉 兵卒 一 中隊 差 添、 上京 爲 仕度 奉 願 候、 此段宜 御 執 奏可被 下 候、 以上。 

正 g 廿五日  毛 利 左京亮 a 

^利 1^  # 家 II 

〇 元 敏家記 一一 云、 右一 一月 十五 曰、 太政官 へ 、爲 名代 老臣 毛 利 伊織 進 達 ス 、兵卒 ハ 大阪 二 テ 宗家 兵隊 一一 合 シ、 薩兵ト 同ク、 大 

阪 城内 外ヲ守 ルト。 

1 大 新 之 御 時節， 早 連 上京、 精々 盡カ御 奉公 可 仕 御沙汰 之 旨、 難 有 仕 合奉存 候、 然處、 本家 宰相 儘、 先達 テ以來 病 氣罷在 候 

二 付、 少. お 上京 仕、 且 同姓 淡路守 儀、 久々 病氣 -ー 付、 平六郞 儀、 先達 テ、 爲 名代 上京 爲仕候 -ー 付テ ハ 、 彼是 國元 手薄 -ー 罷在、 

, ^他 クー 教ハ、 少降 上京 之 上、 御斷ヲ モ可 a. 上 候 得 共、 暫御 猶豫被 仰 付 候 樣奉願 候、 此段宜 敷 御 執 奏奉願 候、 以上。 

^.^  ；廿 二日  毛 利 讃岐守 

.  毛 利 元 純 家 記 

一 尺 新 御き 節 二 付、 私 分地 毛 利讃岐 守-一 モ、 早々 上京、 精々 盡カ御 奉公 可 仕 御沙汰 之 3::、 難 有 仕 合奉畏 候、 然處、 本家 宰相 

逸、 先達 テ以來 病 氣罷在 候 付、 少將儀 上京 仕、 同姓 於 淡 路守モ 病 氣-ー 付、 平六郞 儀、 先達 テ爲 名代 上京 爲仕、 私儀 モ 持病 罷在、 

ヒ K 誰 曰 t±.?xfl: 頼宾 次第 御 坐 候、 就テ ハ 、彼是 國元 手薄 二 付、 讃岐守 儀 急速 上京 難 得 仕、 尙 委細 之 儀 ハ 、 少將 上京 之 上 御 i 

ラモ可 申 上 候 得 北ハ、 上京 暫御 猶豫被 仰 付 候 樣奉願 度 旨 申 候、 彼 者 如 願 被 仰 付 被 下 候樣、 於 私 モ奉願 候、 此段宜 御 執奏可 

被 下 候、 以上。 

復古 記 卷 三十 K 明治 元年 二月 十五 日  三 七 K 


復 古 記 卷三 十五 叨治 元年 二月 十 K 口  三 ヒ 六 

-.. -月  毛 利 左 京 亮 

毛 利 元 敏 家 記 

〇 達 書 

毛 利 讃岐守 

上京 之 儀、 暫御猶 豫願之 通 被 仰 付 候 事。  毛 利 元 純 家.. 

〇 達 書、 日 ヲ失ス 、故 一一 此ニ 收ム。 

〇 北陸 道 先鋒 總督高 倉 永祜、 福 井 I、  二 抵ル、 齄， 

〇 佛蘭西 測量船、 塊， 港內 二 至リ、 舟人 岸 二 上リ テ散步 ス 、土 佐藩ノ 守兵、 ff|?¥ ^及 事 ヒ、 禱 S 

■ ；バ： ン凟 -ー 之 ト爭鬪 シ、 十 餘人ヲ 殺傷 ス 。 

〇 土 佐 藩 上申書 

今日 七ッ時 頃、 堺 新地 ト申處 へ、 外 國人ー 一 卜 人 計 致 上陸 及 亂妨候 趣、 町人 共 ヨリ 堺 出張 向へ 申出 候 1ー 付、 人 數ノ者 差 出 K 締 

爲致候 to  ノ處， 外 國人ー 一人 計、 應接中 一 人 逃 去、 如何 應答仕 候 哉 、兵 險ノ内 ヨリ 及 砲發、 役 手 ノ者ョ リ差 止、 相殘 一 人 乘船爲 

致 差 返 置、 取締 ノ人 數爲 引取 申 候 趣、 尙 委細 ノ條ハ 、取調 御 屆可仕 候 へ 北ハ、 前件 ノ通 申來候 一一 付、 不取敢 、右 ノ段御 届 仕 候 也 Q 

二月 十プ日  山 内璺範 家 記 

〇 案ス ル 一一、 署日ノ 六 ハ五ノ 誤 書 ナリ。 

〇 土 佐 藩 司令 士 上申書 

泉 州堺爲 取締 被 差置罷 在中、 昨 十五 日、 外 夷海濱 一一 於 テ亂暴 致 シ候樣 、市人 ョ リ訴出 候 一一 付、 直 樣立越 候 含 -ー テ、 人数お 調 

候處、 御 軍監府 ヨリ 配下 引率、 急々 出張 候樣 御沙汰 -ー 付、 即罷出 候處、 御 軍 監府御 出張 二相 成 居候 テ、 道中 -ー 於、 外 夷 亂暴之 


場所 御尋申 候處、 手引 之 者 差 立 候 樣御演 舌 有 之 中、 市人 我 藩 御 人 數モ、 西ヲ目 掛走リ 行候ョ リ、 手引 來ヲ不 待、 跡ヲ 慕ヒ濱 

邊^ 中 へ 參候處 、戶ヲ 閉門 ヲ鎮、 大 二 恐懼 之 模樣有 之、 如訴、 夷人 亂暴致 居ト相 心得 走 リ行候 中、 同所 一一 テ 夷人 兩人 へ 、御 人 

數之 中應接 二 及 否ャ、 行 兵 共 二 應接致 候 得 トモ f 默 IgJ^t "、ク 通 辯 官之者 附居不 申、 彼 勿論 言語 不通、 逃 去 之 形 有 之 ョ リ、 先 

相 執 へ 、然ル 後 談判 ヲ遂、 可 擊ヲ討 候 含 一一 御座 候處、 果シ テ兩人 之 中 一 人 脫走ィ タシ、 剩へ 其 節 御 印 之 幟ヲ橫 取シ、 稍シ テ 

取歸シ 候へ 共、 右 等 現在 之 暴擧、 況ャ 最初 ヨリ 外國 奉行 之 命 ラ不傳 、通 辯官 チモ不 取、 我 攻府ノ 許シヲ 不受、 率然-一 入港 ィ 

タ シ 、終 一一 上陸、 猥 二 婦女子 ヲ 恐怖 セ シ メ  、 或 ハ 社閣 ヲ ！^ー  稳 シ 候 段、 一 々 言語 一一 絕 シ 候 次第 一一 付、 彼 逃ルヲ 追 ヒ 同湊- 一至 

候處、 彼等 兩尺 -ー テ無 之、 十餘 人計バ ッ テ ィ ラ -ー 乘リ 居、 同船 へ 彼 夷人 モ乘 移リ、 已 一一 出船 之 形相 顯候 處、 如 此大暴 發之夷 

人、 其 儘 返 シ候テ ハ、 第一 御 國辱ニ 相 成 而已ナ ラス、 取締 之 兵 ヲシテ 右 樣之如 ク返シ 候 テハ、 私 職掌 モ相立 不申ト 相 居リ、 

不 止、 御 軍 監府之 御 下知 ヲモ不 待、 爲打拂 候 間、 此段御 達 申 候、 以上。 

辰 二月 十六 日  外務省 記 

〇^ 達宗城 上申 害 

以飛機 得 貴意 候、 然ハ咋 夜 以來、 返々 及 報告 候 於^ 佛ト土 藩 之 事、 今朝 二 至リ、 土 藩方爲 取調 候處、 何分 佛 へ 答 -ー 及 ヒ候樣 

明白 -ー 不至、 無. 東久世 一 同、 佛 公使 宿 寺 へ 罷越、 及 應接候 心得 之處、 多 ffl 云々 二 テ不 致面會 候、 尤無程 書 通 二 テ懸合 趣、 

通 辯 §lilfK、 ヲ以申 候 故 引拂、 英 公使 宿 寺 二 參 居候 處、 別紙 飜譯相 添 差 越 候 故、 寫 差出シ 候、 實 -ー 不 容易 大 危急 -ー 至、 然 

慮 當惑此 時 -ー 御座 候、 勿論 無 他 策 故、 五名 之 者 存亡 -ー 不係、 相渡義 緊要 二 付、 追々 手配 之 上、 東久世 二 モ行向 相 成 候、 此上兩 

三人 -ー テモ尋 出 候 ハ 、 、亦 談刺之 手 懸出來 可 申、 萬 一 不尋 出時 ハ 必ス開 事 端、 右 可 及 カ平穩 一一 應接ハ 可 致 心得 候處、 全 可 相 

整甚 懸念 仕 候、 先々 不取敢 此段申 上 候、 

一 上京 之 時モ此 事件 發候 一一 付、 取消 之 姿 一一 相 成 候、 是 マ テ以御 鼎 力、 日頃 迄 御沙汰 相 成、 今 一 歩之處 二 テ モ 意外 之 憂患 ト相 

至、 御 互 - 一切 齒 痛憤 一一 不堪、 乍然、 此度モ 嚴當然 之 御 裁 斷屆候 ハ 、 、右 挽 囘モ可 仕、 尙是相 伺 可 申 候、 

復古 記 卷 三十 四 明治 元年 二月 十 五日  三 七 七 


復古 記 卷三 十四 明治 元年 二月 十 五日  一一 一七 八 

一 佛、 伊、 孛、 亞ハ 第一 一時 乘船、 佛之外 明朝 出帆 之 由、 英、 蘭ハ明 早天 乘船、 出港 ハ未タ 不相分 候、 槪略右 之 趣 申 上 候、 恐々。 

二月 十六 日  宇 和 島 少 將 

三 條大納 言 ぬ 

岩 食 金 吾ぬ  外務省 記 

〇 佛國 公使 書翰 

御門 政府 

外國 事務 掛  ■ 

東久世 前少將 

伊達 伊豫 守 

兩 閣下へ 

日、 原 § 、一一  1 佛國コ ル ウエット エツ トデ ュプ レツ キス 船 乘組候 者、 右 船 指揮 之 命 二 ョ リ、 士官 兩人附 添、 堺 港へ 相 越、 港內 

，4>iK 之 測量 致 居候 處、 土 佐 之 人 無故此 モノ へ閒近 一一 迫リ、 鳥銃 ヲ以テ 俄 二襲ヒ 打、 拾 七 人 之. 2： 三人 旣 ニ卽 死、 七 人手 疵ヲ負 

ヒ 、纖  一一 f 人.照^^脫遁 レ 、其 他 之 者 ハ 、(但 シ 士官 一 人附 添) 何處 へ行キ シャ更 一一 不相分 候、 如此之 事件 ハ 、 世間 稀 一一 見聞 致 

候 事 二 テ、 最戰狹 ^f、jt1\l 所行 ト可 申、 就 テハ、 佛國ミ ニス トル ゥヱ ヌス 船中へ 一 ト先 引取 居、 尙右 行方 不相 知人々 殘ラ 

ス 死生 一一 抱 ハラス、 此方へ 御 差 返 シ被成 候樣、 明朝 第 八 時 迄 猶豫致 居候 間、 此段大 坂 ヲ領セ ラル 當時之 政府 へ 申 進 置 候、 

萬 一 右 之 通 御 處置無 之 二 於 テハ、 何樣之 御譯御 申入 被 成候ト モ、 夫 二 係 セス、 力、 ル 文明 國之法 1- 二 違 ン 事 If  % ナ ハ 

ス、 殊 一一 此程 取極メ シ 約定 及 條約之 之 文 一一 背 違 シ、 又當今 御門 政府 近傍 一一 オイ テ 重役 ヲ勤メ  、本ト 其 大名 之 家 來之處 置 

行 ハ レ候、 是 -ー 對シ 相當ト 心得 候 所 置 -ー 及 候 事 一一 有 之 候 間、 此段申 進 置 候、 謹言。 

於 大坂千 八 百 六十 八 年 三月 九日 


日本 在留 

佛國 全權ミ ニス トル レオン 0 セス 

外務省 記 

〇 佛國 軍艦 搭載 某 報告 摘錄 

千 八 百 六十 八 年 三月 十 一 日 伸 ノー」 W 兵 庫發、 米國フ アン、 フ アル ケ ン ボ ル ク氏ノ 公信、 別紙 同年 三月 八日 蒸氣ジ ュ ブ レ 

キス 號船乘 組 ペチ ト ー ル氏 報告 撮要、  . 

小 蒸氣ニ ハ、 乘組拾 五 人內、 一人 ハ 「ク ワルト ル マス トル」 ロミュ ー ル、 今一 人 ハ等ー 一等 ェ 師、. デュ レ ル」 二 テ、 小 鯨 船 二 ハ 、 

旗手 パリス、 1E- 習 士官 グイ リヨ ン乘組 タリ、 旗手 パリス」 ハ小蒸 氣ヲ岸 二 著 ケ、. グイ リヨ ン ヲ留 メテ、 人 數ヲ守 ラセ テ、 近傍 

ラ 測量 シ居 レリ、. チュ レ ル及 ロミュ ー ル兩 人、 埠頭 ヲ 散策 ス ルノ 許可 ヲ受ケ 上陸 シ、 後チ他 ノ數人 モ亦タ 上陸 セリ、 暫 クシ 

テ 一 人ノ雙 刀. H 一一  逢ヒ、 彼方 一一 招 カレ、 忽チ 一 隊ノ 兵士  二 取卷レ タリ、 而シテ 兵士 ハ、. デュ レル、 ロミュ ー ル ノ手ヲ 取リ縛 

セ ン トセ リ、 ロミュ 1 ル ハ之 ヲ免レ ン トセ シカ ト、. ヂュ レ ルハ其 爲ス所 ニ任ス へ シ ト勸メ タリ、 ロミュ 1 ル ハ、. 、チュ レ ル 二 

漸ク 一一 小 蒸氣ノ 方へ 退ク へ キラ 示シ、 不意 二 其铺リ 押へ タ ル 兵士 者ヲ振 離シ テ、 船ノ 方へ 行キシ 一一 、兵士 等 ハ之ラ 追フ、 口 

ミュ ー ル船ニ 飛込 ミ、 ス テム ノ繩ヲ 切リ、 火夫 二 蒸氣ラ 起セト 呼ヒシ トキ、 兩人共 二 打 タレ テ死シ タリ、 是 ヨリ、 右ノ 兵士 

等 ハ 數分 間連發 セリ、 乘込ハ 不意 ノ襲擊 ヲ受ケ 、唯 水 二 飛込 ミ船 後-一 隱ル、 外、 他 ノ考へ ナカ リシ 力 故 二  、其 数人 ハ ^死 セ 

シ モ W ラレ ス、 最早 活キタ ル モノ アル ノ樣 子ナケ レバ、 兵 t- 等 ハ發砲 ヲ止メ テ退キ タリ、 乘込七 人、.. チュ レ ル ノ外ハ 皆重慯 

ヲ受ケ タリ、 右.. チュ レ ルハ 混雜ニ 乘ジテ 水-一飛 込、 水夫 ノ C 一  人、 發 砲ノ頓 止-一 乘ジ テ船ヲ 押出 シ、 艫 ヲ取リ テ走リ 出テ、 

再ヒ包 丸ヲ受 ク ルコ トナ クシ テ、 船-一達 ス ルヲ得 タリ、 パリス ハ、 本船-一 歸 リテ此 異變ヲ 告ケタ ルカ 故 一一、 余ハ (ぺ チ、 ト ー 

ァ ルス) ゥュ 二 ュ ス 及ヒジ ュブレ キス 船 ノ經船 一一、 兵力 ヲ具フ ルラ 命シ、 直チ 一一 鬵官ト パリ スト 共 二 小 蒸氣ノ 方へ 急キタ 

復古 記 卷 三十 K 明治 元年 二月 十五 日  三七ブ 


復古 記 卷 一一 一十 W 明治 元年 二月 十五 日  一一 一八 〇 

ル 二  、途中 二 テ我 小蒸氣 ノ帆ヲ 揚ケテ ル 一一 逢フ、 船中 一一 ハ 七 人ァリ テ、. 3： 一  人 無疵ナ ル ノ ミ、 外 一一 一 一人 ノ 死骸 ァリ、 因テ 

毘習士 宫クリ ョ ン共七 人ハ、 行 衞相分 ラス、 恐ク ハ 先 ッ打タ レ テ後 チ溺レ タ ル者ナ ル へ シ。 

〇 前書 中死慯 人員 

卽死. 貳人 負傷 六 人 無難 豐人 デュレ ル 

後、 水底 ヨリ 見出 シ タル 者 七 人、  -  • 

パリ スト 云人ハ 無事。  外務省 記 

〇 死傷 ノ數、 一 一書 齟齬 ス ル モノ ァリ、 孰レ カ是ナ ルヲ知 ラス。 

〇 外國掛 上申書 

柬久世 公、^ 表へ 御 立 越、 善 寳院龍 海、 北 新地 之增番 休七ナ ル者、 現-一 當日之 頗末テ 見聞 セ シ i3 條左ノ 如シ、 

一 卜 五日 四 字 頃、 川 蒸氣船 一 艘バ ッ テ イラ 一 艘、 

拾 四 人程乘 組、 一 艘 八人乘 組、 一 艘八人 之 內七人 住吉邊 ヨリ 上陸、 -fl ト入不 ^^#ハ 

一 佛人六 名 旭 茶屋 二 テ 休息ス ル コ ト、 凡ソー 時餘、 

一 土 州警衞 人数-一 一十 八 人 供 廻 リ拾七 八 人 、寫 口 ヲ持ッ モノ 十 人 程、 旭 茶屋 之 東 ノロ 土壁 テ 打破 リ、 家人 ヲシ テ去 ラシ メ、 夷 

人 處置ハ 此方 一一 テ イタ スべ シ ト、 一 一階-一登 リテ發 砲 セリ、 砲丸 六 人ヲ倒 スト 見 請 タリ、 

一 土人、 佛人. 貳名ヲ 追 フテー 一十 人 程 追掛、 川 蒸 氣船ヲ 意 口 一一  テ引 寄、 直 二 發砲ス 、其 節 士官 ト覺 へ タル モノ ヲ 打取 タ ル ョ シ- 

其 他 之 モノ ハ、 砲丸 ヲ避 ケテ 水中-一 沈没 セリ、 

一 佛國人 一 名殘リ 居候 者ハ、 破戶ノ 石垣 中 ニ隱レ タリ シヲ、 ず： 之 者 之ヲ見 付、 鳶口 ヲ持テ 無理 一一 打 付ケ、 佛人 ハ倒レ タリ。 

倒レ シ佛 人ハ、 暫時 之閒ニ 蘇生 セ シト へ ：、 ノ ッテ イラ 船 二 乘移 タリ ト 見へ タリ、 

申 ノ 上刻 ナ ルべ シ 、 


一 異人 乘 リシ 船 ほ ノ. H ッ、 テ ハ、 一 丁 程 ヲ隔テ 發砲ス 、其 旗 窣ヲ打 タリ。 

申ノ 上刻 頃 出船、 

一 川 蒸 氣船ノ 器械 ヲ損シ タル ト 見ュ、  . 

海底 ヨリ 見出 シタ リシ 死屍 疵書、 左 二  、 

一 士官 ト見 へ タ ル者鱟 人、 

額 ヨリ 腦へ拔 候 砲丸 一 ケ所、 左手 脈所 ヨリ 手 之 S へ 援 砲丸 一 ケ所、 左 之 親指 之 先 ヨリ 高 指 之 先ヲ打 切ル、 

一水 夫 一名、 

右 之 目-一 疵ァリ 、外-一 無疵、 

一水 夫 一名、 

脊 ヨリ 脇腹 ザ 打拔、 

一水 夫 一名、 

二手 疵ヲ負 候 モノ-一抱 キ付 テ沈沒 セリ、 

一水 夫 一名、 

兩眼打 拔キ、 ァギト 少シク 疵ァリ 、脇腹 打拔、 

一水 一名。 

口 之 脇 ヨリ 打 込 裏へ 拨ル、  ， 

一水 夫 一名、 

脊 ヨリ 右 之 腹乳ノ 上へ 拔ル、  . 

右 之 通 相違 無 御座 候。 

復 古 一 記 卷 一一 一十 K 明治 元年 二月 十 KB  三 八 一 


月 
十 

曰 
十 

字 


中 西 五 

外 外 井 園 代 
國  寺 

事務 弘 才 
務 ^ 

局省藏 江 助 


復 古 記 卷 三十 W 明治 元年 二月 十 KB  三 八 二 


己 

一一- n 

叢 書 

〇 外務省 記、 海底 云 々以下 ヲ 載セテ 前半 ヲ佚 ス。 

〇| 小 松淸廉 書翰 

大久保 ー藏 小 松帶刀 

御用 封 ヲ以テ 申 上 候 通、 土 州、 堺表 一一 テ云々 之義 ハ、 誠 二 不 容易 重大 之 事件 一一 せ、 自速 一一 御 評議 總裁 拉內國 事務、 外國事 

務、 早々 御 下坂 相 成、 深ク 御手 不被召 付 テハ、 實ニ不 相 濟義ハ 勿論 iNl 事 二 テ、 刖御 吟味 相 打 決 候 之 儀ハ、 急速 相 片付 不申候 

テハ、 以來之 爲夫限 之 事 ト奉存 候 故、 是非 參與 之內 ヨリ モ、 四 五 人 之處ハ 下坂 被 仰 付 度 候、 佛國之 事 一一 ハ 御座 候 得 共、 ケ 

樣之事 一一 相 成 候ト、 各國 公使 モ 議論 モ致シ 候 事 一一 御座 候 へ ハ 、久世 公、 宇 和 島 公 御 出 -ー ハ 御座 候 得 共、 下 之處甚 無人、 五代 

壹人 -ー テ誠 -ー 込 入 候 付、 速 二 御 下坂 之處御 周旋 被 下 度 奉 願 候、 晝夜 外國人 へ 曳合、 內國之 人 數取鎭 方 ハ 勿論、 難捨置 公事 訴 

訟モ有 之、 壹人 -ー テ實 一一 致 方モ無 之、 誠 -ー 苦慮 千 萬 御 推察 可 被 下 候、 只今 ョ リ佛 公使 等 へ 談シ -ー 出掛. 差 急 キ用向 迄、 早々 

如此 御座 候、 何卒 御 執 計 可 然御賴 申 上 候， 早々 以上。 

二月 十六 日  外務省 記 

〇 以上 數條、 文中 往々 讀 ミ難キ モ ノア リ、 他書ノ 參考ス へ キ ナキヲ 以テ、 一 二 原文 二 從フ。 

〇| 春嶽 私記 二 云、 十七 日 曉丑剣 後、 在 坂 小 松帶刀 ョ リ 飛札 ヲ以、 土 州 兵隊 佛人ヲ 殺慯之 事件 等、 坂 地內外 事務 多端、 手 廻 

リ 不申 -ー 付、 內國 參與之 h ヨリー 兩人、 早々 下坂 之 儀 申來候 付、 雪 江 拉木戶 準 一 郞 へ 下坂 被 命， 佛 公使 華 港 引 拂之儀 ハ 、 以 

勅使、 御 抑留 可 有 之トノ 御 決 評- 1 テ 勅書 裁 制 有 之、 其 趣、 飛報 ヲ以坂 地へ 發ス ル 等混雜 ラ極メ タリ、 大久保 ー藏ハ 今朝 ョ 


リ、 雪 江ハ暮 時下 坂 セリ。 

〇 大坂 裁判所 達 書 

土 

^表 取締 被 仰 付 置 候處、 被 成 御免 候閒、 早 々 人 數引揚 、當 地屋歸 へ 屯 集 爲致置 可 屆出候 事。 

一 一 月 

〇 本條、 日 ヲ失ス 、故 ニ此 一一 收ム。 

〇 酒井忠 篤、 江戶ヲ 辭 シテ藩 一一 歸ル。 

左衞門 尉條、 先年 以來、 人 數召連 在 府罷在 候處、 今般 御 恭順 之 思 召-一 テ、 東 叙 山へ 御 謹 愼被遊 候 旨 被 仰 出、 誠以奉 

恐 人 候、 當節 多人数 爲差登 在 府仕候 テハ、 還テ 御 趣意-一良 リ候 儀ト奉 存候閒 朝廷へ モ 御 恭順 之 道、 貫徹 仕候樣 歎願 

.S. 上 候、 就テ ハ 、左 衞門尉 儀モ、 歸邑 謹慎 罷在候 旨 是又申 上 候、 尤爰元 之 儀ハ、 一 門 之 家老 松 平 甚三郞 へ 人 數相添 差 置 申 候、 

依 之、 家族 引 連 一 ト先 歸邑仕 候、 此段申 上 候 樣左衞 門 尉 申 付 候、 以上。 

酒 井左衞 門尉內 

二月 十五 日  松 平 權十郞 

洒 井忠寳 家 記 

〇| 忠寳家 記-一 云、 就 御 元服 獻 上物 之 儀、 被 仰 出 候 付、 右獻 上品 持參、 且伺 天機、 旁 朝廷へ 奉 欵願候 旨 趣 申 含、 重役 代 

復古 記 卷 三十 W 明治 元年 二； fl 十 五日  三 八 三  ， 


隊  長  へ 


裁^所 

A 內 豐 範 家 記 


後 古 記 卷 三十 K 明治 元年 二月 十五 日  一一 一八 四 

石 井 與總ト 申 者、 戊辰 一 一月 卜 五日、 江戶 出立、 三 州 吉田迄 罷登候 所、 大總督 有栖川 宮槔御 下向 御 止宿 中 -ー 付、 警衞所 へ 相斷 

扣 居候 所、 御 本陣 ョ リ御呼 出 有 之、 參謀 林^ 十郞 引合 之 上申 聞 候 ハ 、 莊內侯 ハ是ト 申 程 之 御 不審 ノ廉モ 相 見 不申候 得 共、 

何分德 川 家譜 代隨 一 之 家柄、 且 世上 一 般相唱 候 浮 說モ有 之 事 二 候 得 ハ 、 向背 之 程 判然 實效 相立不 申候テ ハ 、 相 通 候 儀不相 

成 as 申 聞 候 付、 左 衞門尉 儀、 故 ヨリ 勤 王 i\! 條ヲ 厚相 心得 罷在候 付、 今度 被 仰 出 候 就 御 元服 獻 上物 持參、 伺 天機 旁 左 

之 歎願 申 上 候 樣被申 含 罷登候 旨 ヲ 以 、欵願 申 上 候、 

此度慶 喜 叛逆 顯然 -ー 付、 爲御 追討、 東海、 東 山、 北陸 三 道 ヨリ 可 令 進發之 間、 可 助六師 征討 之 勢 旨、 御沙汰 -ー 御座 候 得 共、 

於慶喜 ハ 、 數年來 之 之 主家 之 儀 一一 モ 御座 候せ、 外 御用 之 儀 ハ何成 トモ 被 仰 付 次第 相 勤 候 儀 勿論 -ー 御座 候 へ 共、 於此儀 

難 忍 御座 候 之 間、 御 差 除 キ被下 置 度、 尤慶 喜儀觸 天 怒 候 段 奉 恐 入、 於 東歆山 深ク謹 愼罷在 候閒、 貳百有 餘年之 微忠ヲ 被 

爲 思 召、 何卒 寛大 之 御所 置 被 下 置 候 樣奉欵 願 候、 

右 之 趣 欵願申 上 候 へ 共、 終 御 採用 無 之、 奧 羽鎭撫 御總督 府仙臺 へ 御 下向 之 害 故、 右 へ 申 上 候樣被 申讒、 無餘 儀、 同所 ヨリ 引 

返 シ籠下 候、 右 ハ 書面 一一 テ申上 候 儀 一一 無 御座 候 得 ハ 、原文 無 御座 候。 

復 古 記 卷三 十五 終 

總 閱 

一等 編修 宫 臣長松  幹. 

募 修兼校 勘 

一 等 編修 官 臣 長  せ 火 

一等 掌 記臣四 星 恒 之 


復古 記 卷 三十 E 明治 元年 二月 十五 日 


原 


十二 等 出仕 臣石 津發三 


六 等 掌. 記 臣 

八 等 掌 記 臣 

寫 

一等 繕寫 臣 

二等 繕寫 臣 


澤 

松 


渡 廣 

浦 辰 

川 長 


島 


賢 


三 八 K 


意 春 相 男 孝 郞 


復古 記 卷 三十」 ハ 明治 元年 二月 十六 日 


復古 記 卷三 十六 


明治 元年 戊辰 一 一月 十六 日 ニ起リ 十九 日至ル 


三 八 六 


月 

十六 日、 議定 松平慶 永、 參與 後藤 元燁等 一一 命シ テ、 各國 公使 朝見 ノ事 ヲ掌ラ 

各 通  越 

中 


今度、 外國人 上京 參内 御用 掛被 仰 付 候 事。 

〇 南部 利剛 一一 命シ 、伊達 慶邦討 會ノ師 二 應援セ シメ、 丹 羽長國 一一 命シ 

藩 二 交付 セシ厶 Q 


シ厶。 

前 宰 

藤 象 次 

久 保 一 

戶 準 一 

澤 兵 


藏 


江 


內國 事務局 叢書 

春嶽 私記 

，其 所管 白 川 城 難、 ヲ仙直 


岡 中 


思 召 有 之、 別紙 之 通 仙 臺中將 へ 被 仰 付 候、 隨テハ 其 藩-一 ォ 4 テハ、 兼 テ被聞 召 入 候 儀 モ有之 一一 付、 俱々 勉勵 應援可 奏成 

功之 旨 御沙汰 候 事。  南部 利 恭家記 


〇 別紙 ハ、 正月 十七 日ノ 達書ヲ 指ス。 

〇 

丹 羽 I 左 京大 夫 

右、 奥州 白 川 城、 其 藩 へ 被預置 候處、 今般 會津 追討 -ー 付、 伊達 中將 ョ リ人數 差 出、 彼 地 屯 集 致 度 段 申出 被 差 許 候條、 差 支 無 

之 樣申談 可 取 計 候 事。 

一一 nr  .  丹 羽 長 裕家記 

〇 仙 臺藩記 -ー 云、 白 川 城 御 渡 被 成 下 度、 願 立 候 事 二. 申 傳候得 共、 願 立 候 趣竝御 差圖之 趣記錄 -ー 無 之 候 事。 

〇 延曆 寺ノ偕 徒、 書 ヲゼリ 、舊ニ 仍リ、 日 吉社ノ 社寺 ヲ管セ ン コトヲ 請フ。 

延曆寺 大衆 等、 誠 惶誠恐 謹言、 

請特蒙 天恩 日吉山 王大權 現社頓 事、 依 準 先例 被 勑許延 1  曰 寺 大衆 等 之狀、 

右 謹按、 舊貫 吾山 日吉山 王大權 現、 初自從 麓鎭座 以来、 年月 久矣、 其 社、 元龜 年間 悉罹 兵燹、 皆爲烏 有、 其 後山 衆 相 謀、 戮 

カ竭 思、 千 辛 萬 苦、 遂又復 舊觀、 且侬舊 仍幹社 事、 然則、 山 衆 之 於 權現感 應相關 、其 幹 社 事 也 所 由 來遠矣 久矣、 必非 適、 再 

興以來 也、 由此觀 之、 權現 靈懷、 慈悲 加祐、 在 欲 令 山 衆 幹 社 事歟， 神慮 冷 璧、 可 貴 可 仰、 不然、 豈其 永年 之 後、 到 今 猶尙侬 

然如此 哉、 至 如 其鎭座 靈告、 山上 擁護、 利 生 應驗、 救世 t 慮 等 事、 満 筆記 溢 ロ傳、 不爲不 多、 伏 願 皇朝儻 發天聰 、少垂 神 聽_ 

憐山 衆懂々 之微 誠、 降 詔、 山 衆 之 於 權現、 令 如古來 永年、 則 天恩 高 深厚 幸 之 至、 爲奉報 之、 於 權現社 前、 玉 體安穩 、寳 

長久、 天下 泰平、 四海 靜謐之 御 祈禱、 愈益抽 丹誠、 凝 精勤、 不堪 懇欽之 至、 誠 惶誠恐 謹言。 

慶應四 年 二月  延曆寺 大衆 等 上 

延磨寺 記 

復 古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十六 日  一一 一八 七 


復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十六 日  ー亍八 

〇 山陰 道 鎭撫使 西 園 寺 公望、 宮 津藩ノ 入京 ヲ 許 ス 、是 日、 其 老臣 謝狀ヲ 上ル。 . 

〇 十 一 日 達 書  . 

先達 テ 一 藩 入京 被 差 止 候處、 此度 謝罪 之 道 相 立 候 上 ハ 、勝手 二 人 京 被 差 免 候 御沙汰 候 間 右樣相 心得 可 申 事。 

二月  鎭 撫總督 

松 平 彈正忠 

家老 中  本莊宗 武家 記 

〇 案ス ル 一一 朝 命 別 二見 ル所 ナシ。 

〇 十六 日謝狀  • 

先達 テ 一 藩 人 京 御 差 止 之處、 此度 入京 蒙 御免 之 御沙汰、 一 統 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 右 不取敢 御 禮奉申 上 候、 以上。 

本莊 彈正忠 家臣 

二月  . 山 本嘉内 

辨 事局 記 

〇 榊 原 政 敬、 阿部 正恒、 大給乘 謨疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シテ代 リテ京 一一 至ラ シム、 i 麵 立 花 

鑑寛モ 亦 老臣 ヲ シテ、 兵ヲ率 ヰテ京 一一 至ラ シム。 

今般、 近畿 動搖之 趣、 於 在所 表、 少將 承知 奉 恐 入 候、 就テ ハ 國カ相 應人數 引 纏、 連 -ー 上京 可 仕 之 旨 御沙汰 之 趣奉畏 候、 依 

之、 不取敢 、重臣 由 布 安藝 組 子 引 連、 先月 十六 日、 在所 表出 立 仕 候 得 共、 風順惡 敷、 今 十六 日 安藝 先 著 仕 候、 尤 兵士 之 者 追々 

到 著 可 仕 候、 此段不 取 敢御届 申 上 候、 以上。 

柳 河 少將內 


一 此節引 連 候 人数、 

一 貳百九 拾 八 人 

内 

kn 拾 八 人 精兵 六 拾 四 人 夫卒 百 拾 六 人 雜兵 

侍大將 

由 布 安藝 

侍 頭 

山 畸近江 大村  縫 

銕砲頭 

齋藤 彌八郞 岡 田 右門 

目 付 

秋 山 一太郎 野間士 n 之 助 

立 花 鑑寬家 記 

〇| 二十 五日 上申書 

今般 近畿 動 搖仕候 趣、 於 在所 表 少將儀 承知 仕 奉 恐 人 候、 就テ ハ 先月 十 一 日、 國カ相 應人數 引 纏、 速 二 上京 可 仕 御沙汰 之 

趣奉畏 候、 早速 上京 可 仕 之處、 兼テ 歎願 仕置 候 吹出物、 咋年以 來今以 、透ト 無 御座、 少モ快 御座 候ハ 、 、押テ 上京 可 仕 覺悟ニ 

復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十六 日  三八ォ 


復古 記 卷！ 11 十六 明治 元年 二月 十六 日  三 九 〇 

御座 候 間、 先 重役 由 布 安藝 上京 申 付 候、 不苦 儀-一 御座 候ハ 天機 伺 准 后 御 方 御機嫌 等 奉 窺 度、 宜御執 奏奉願 候、 以上。 

立 花 少將內 

二月 廿 五日  岡 田作 藏 

立 花 鑑寬家 記 

〇 土 井利 敎、 東海道 先鋒 總督橋 本 實梁ノ 召 一一 赴ク ヲ以テ 、入 覲遲延 スルヲ 陳ス。 

謹テ奉 言上 候、 淡路守 儀、 今般 猶亦奉 蒙 徵命候 付、 迅速 上京 可 仕 旨 御請 奉 申 上、 旣本月 十一 一日 曉、 在所 三 州 刈 〔み 發途可 仕 

心得 御座 候處、 尾 州 參與御 役所 ヨリ、 御 掛合之 趣 御座 候 付、 同日 發旅相 見合 候處、 同 十三 日、 別紙 寫之通 御 達 御座 候 付、 急速 

名古屋 表へ 出張 仕 候、 然處、 同 十六 日 橋 本 少將樣 柳原侍從樣、從御本陣被爲召候付、 早速參上仕候處、 ^^ノ謀司海江田武 

次 方 ヲ以、 &吏共 侬擁蔽 、上京 遲緩相 成 候 廉ハ顯 然候得 共、 今度 斬 奸仕候 者 共 之 所 置、 如何 執 計 候 哉、 右 之 次第、 御 tsl^ 問 之 趣 

申 聞 候 付、 夫々 所 置 振 被 申 演候處 、承知 之 旨 -ー テ、 無 程 柳 原樣御 對謁之 上、 猶亦右 之 時 情 就 御 尋問、 前 條之通 奉 申 上 候處、 

委細 御 聞 届 之 上、 猶 書面 ヲ以奉 申 上候樣 御沙汰 付、 則 其 通 執 計 奉 差 上 候 心得 御座 候、 然處、 今般 御 寛大 之 徵命 # 感戴、 

巳 過日 御請 モ奉申 上 置、 右 之 次第 不得 止、 意外 遲延罷 成、 於 淡 路守深 痛 情 奉畏入 候、 最尾府 二 於テ ノ 御用 筋 相 濟候上 ハ 、速 

二 登 京 仕 候 心得 御座 候 得 共、 先 此段以 使者 御 屆奉申 上 候、 以上。 

土 井 淡路守 使者 

二月 十六 日  酒 井新 兵衞 

內國 事務局 叢書 

〇 本書、 上申 ノ日ヲ 失ス、 故ニ此 ニ收ム 、又 別紙 寫見 ル所 ナシ。 

〇i  土 井利 敎家記 -ー 云、 倉 田 挂太郞 、石 川 良 平、 日 高 S 平 之 三士、 1 一月 五日 發京、 同 七日 夜歸 藩、 城門 二 至、 夫々 同 勤 之 者 相 


招、 说走之 身ヲ以 城門-一迫 リ候 段、 其 罪 不龄候 得 共、 今般 別段 之以 勅書、 上京 之 儀 被 仰 出 候趣傳 承、 何卒 今一 應 愚意 及 

建言 度 候 間、 出 格 之 譯ヲ以 登城 被 差 冤、 一 言 被 聞 屆候上 ハ 、家法 一一 被 處度旨 及欵訴 候處、 更 一一 取合 無 之、 遂 一一 天明-一 オヨ ヒ 

銘々 自宅 -ー 謹慎 可 罷在樣 被 申 渡、 無 是非 歸宅仕 候、 然ル處 、猶未 上京 之 模樣モ 不承、 其 上 先年 來、 家政 向 二 付、 爲筋 云々 申 

立 候 者、 重臣 大野 信 吾 以下 拾有餘 名、 折節 筑波 山擧 動、 右浪士  -ー  關係之 趣 -ー 事寄、 權威 ヲ以、 永々 牢獄 二 差 下 置 候處、 先般 大 

赦之儀 被 仰 出 候 得 共、 右 之 御 趣意 遵奉 無 之 耳ナラ ス 、近年 二 至、 却テ嚴 重手 當申付 候 杯、 總テ淡 路守儀 ハ 、未年 若、 殊 二 養 

家相 續之閒 合モ無 之、 旁 諸事 蔑 如 致シ、 要路 之 者 我意 ヲ以、 家政 向 取扱 朝 命 之 至 重、 義理 之 順逆 テ逐 一 不申 聞、 淡 路守勤 

王 之 素意顯 レ 不申、 有志 輩 之 意 念 彼是 差 拒 候 故、 遂 二 今日 之 切迫 二 至リ候 段、 畢竟 奸吏之 所爲、 惡 二 モ餘 有事、 實 二 君 家 之 

爲怨敲 ト モ 可 申、 兩 一一 豪 之奸吏 殺害 致 シ 、微志 之 趣 建言 可 致 ト 、倉 田 珪太郞 以下 拾 八 人 之 者、 奮發 決議 致 シ 、同 八日 夕刻、 執 

政 返 城 之 路傍 二 相 待、 終 二 重臣 多 米 新左衞 門、 津田新 十 郞之兩 人 及 斬殺、 趣意書 ヲ以、 側 向 二 因 テ淡路 守 へ 申 聞、 猶目附 役 

へ モ 一 應 申達、 兩人之 首級 ヲ檇 へ 、卽 夜、 尾 州 表 へ 罷越申 候、 右 ハ 尾 張 前 大納言 殴 へ 、斬奸 之 趣意 逐 一 奉 言上 候 上、 淡 路守素 

志 之 通、 連 一一 入 京 之 運 ヒ 相 立 候樣、 御 隣 藩 之 御 好 ヲ以、 御 誘引 被 成 下候樣 仕度、 刖成瀨 家 一一 因 テ欵願 及 愁訴 候處、 一 先 評 

定所 へ 被 召 呼 御釓問 後、 又 一 同 明 倫 館 へ 被 召 寄、 事情 御 質問 有 之、 事 之 次第 御 取扱 可 被 下 置 候 間、 一 統 可致歸 藩、 尤當藩 へ 

ハ 、歸藩 之 趣意 御 取扱 可 被 成 下 趣 -ー テ、 夫々 御 役人 御 附添被 下、 且名 古屋表 在留 中、 格外 御手 厚之 御 取扱、 加 之、 此度 一 儀 二 

付 、跡-一 一 藩動搖 之邊モ 難計ト ノ御戀 念-一 モ可 被爲在 哉、 夫 是無殘 所 御 配慮 御手 當筋、 被 爲在候 由 傳承仕 候、 偖 十一 日、 何 

レモ 歸藩仕 候處、 昨 十日、 兼テ被 仰 出 候 大赦-一 付、 先年 來 幽閉 之 者 共 出 华被申 付 候、 然 ル處， 十二 日 一一 至 官軍 御先 鋒 御 

總督、 橋 本、 柳 原 之御兩 卿、 桑名驛 ヨリ 御 渡海 二 付、 御用 有 之 候閒、 淡 路守拉 斬 奸之輩 一 統、 名 古屋表 へ 參上可 仕 旨、 同 十三 

日、 尾 州 家 ヨリ 被 仰 下、 則 卽刻參 上、 同 十七 日、 御 總督御 本陣へ、 淡路 守始 一 同 御 呼 出、 動搖之 次第 御尋 二 付、 始終 奉 言上 候、 

尤御兩 卿 桑 名 御 在留、 去ル朔 日、 重役 多 米 新 左 衞門參 上 之砌、 同人 儀 、表-一 鉋 迄 勤 王 之 色 ラ顯シ 、御 答申 上 候 儀モ有 之、 御 

満足 -ー 思 召旨旣 二 御沙汰 被 成 下、 然 ル -ー 同人 之 首級 ヲ携 へ 、及 斬 奸候段 奉 言上 候 故、 彼是 御 不審 之 邊モ有 之、 別 テ淡路 守 へ 

復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十六 日  一二 九 一 


復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十六 日  三 九 二 

何 レ 正 非 之 御 ts- 有さ 二 付、 判然 御 答申 上 候處、 逐 一 御 聞 屆條理 相 立 候 -1 付、 淡 路守勤 王 之 素志 -ー 有 之 上 ハ 、證書 差 上 可 申、 

又 拾 八 人 之 者 ハ 御 搆無之 趣 被 仰 渡 候、 名 古 星 表 へ 罷出候 -ー 付、 出牢 人名 之 s  、更 -ー 重役 申 付、 矢 野 半 兵衞、 濱田篤 藏兩人 召 

連、 同 十八 日、 證書篤 藏持參 、參謀 海 江田武 次.^ ヲ以進 達、 同 十九 日、 猶御 本陣へ 篤 藏被召 呼、 參謀木 梨 精一 郞.^ ヲ以、 御 落 

掌 相 成 候 間、 速-一入 京 可 仕樣 被 仰 渡、 依テ 同日 名 古 屋表發 足、 同一 一十 五日 京 著、 三月 朔日、 初 テ參内 奉伺 天機 候 ol!^;^^ 

日ノ條 

一一 a ュ- 

〇 十八 日、 橋本實 梁へ 上申書 一 一通 

去 冬 初 度 奉 蒙 徵命 候砌、 迅速 上京 可 仕 候處、 關東 ヨリ 其 御 筋 迄 御 斷被仰 上 候 二 付、 名代 之 者 差 出候樣 沙汰 有 之、 則 十一 一 

月 中、 名代 之 者 差 出 候處、 猶 同月-一 一十 五日、 再 命 相 下 候 一一 付 * 名代 之 者 差 止、 上京 可 仕 心得 二 テ、 正月 一 一日， 江 戶表發 足 仕 

候處、 當今之 形勢 御用 之 程モ難 計、 人數其 外用 意 爲可申 付 置、 同月 ト 四日、 一 ト先 入城 仕 候處、 折節 邪氣， 一 被 相 犯 t 平臥 罷 

在 候テ、 遲々 仕 候 -ー 付、 家來 一 同 深 痛心 致シ、 人 京 之 儀 相 進 候 由 之處、 奸吏共 相 报 、追々 申達 候 誠 實之段 モ不申 聞 候 e 、家來 

之 内 三士、 不得止 之 儀 有 之、 脫走致 シ候由 申 聞 候 間、 何 樣之儀 共 不相辨 罷在候 中、 當月 五日、 再々 應之 勅命 相 下リ、 兼テ京 

師 -ー差 出 置 候 家來、 持參難 有拜戴 仕、 早々 入京 之 用意 申 渡 候樣、 家老 共 へ 申 付 置 候處、 右 等 之 儀 モ壅蔽 相達不 申、 先日、 脫走 

三士、 引 續罷歸 候 者、 前 以爲家 傍觀難 致、 一 ト先返 去、 尙歸參 致 候 趣 申 置 候-一 付、 今般 尙 勅命 相 下リ候 上ハ、 即刻 上京 可 

仕、 且右 一一 付、 申立 候 次第 有 之 趣 申 聞 候 由 之處、 是又相 拒ミ、 何レ モ舊 宅へ 差遣、 愼申付 置 候儀モ 委曲 不申 聞、 旣 一一 詔命拜 

戴 以後 モ 、兩日 徒 -1 打 過 候 之 儀、 全奸吏 之塑蔽 -ー 寄、 如此 次第 -ー ハ 候 得 共、 奉對 朝廷 私儀 罪科 可 奉 申譯樣 モ 無 之 、 家絕之 

儀 眼前 -ー 付、 家 來共之 内、 拾 八 人 奮 發及斬 奸候趣 申 聞、 首級 ハ 尾 州 表 へ 持參入 實驗、 猶以御 取次、 桑 名 御本營 へ 、爲 御屆參 

上 仕 候 趣 申 聞 候 -ー 付、 赤心 之 段 致 満足、 何 レ モ厚致 賞美 遣 候、 猶 同志 之 内、 京師 二 罷在候 同志 へ 通達 -ー 罷越候 者、 早々 呼 房、 

同 樣召遣 候 心得 -ー 御座 候、 奸吏共 i: 之 儀 ハ嚴敷 禁錮、 家族 之 儀 ハ 、 放逐 家 絕申付 候、 此 段御尋 -ー 付、 謹テ奉 言上 候、 誠 恐 誠 

惶 頓首頓 首。 


辰 二月  土 井 淡路守 

東海道 先鋒 記 

〇  . 

勤 王 遂奉可 仕 朝 命 之 御 旨 趣、 具 二 被 仰 含、 謹 テ拜承 仕 候、 抑、 崇仰 皇室 翼 戴 朝 命 仕 候、 素 ヨリ 闔藩猶 勤 王 之 道 

貫徹. 聊モ邀 奉 之 志 不相撓 候樣、 藩內 細民 迄、 充分 說諭可 仕、 微衷 之 段、 御 序 ヲ以、 朝廷 へ モ宜御 執 奏被下 度、 偏 -ー 奉冀 

願 候、 依テ 奉拜復 候、 恐惶頓 首。 

慶應四 戊辰 年 二月 十八 日  土 井 淡 路守印 

土 井利 敎家記 

〇 

覺、 

印. 來權之 進 

右 者、 爲先用 京師へ 罷出 候、 

斬首 之 節 居 合 候 者 之 内、  ， 

山 田 錄之丞 酒 井倉 助 日 高教 平 鈴 木 隆次郞 

右 者、 京師 二 罷在候 同志 之 者 へ 、爲 通達 罷出 候、 

右 之 通-一 御座 候。  . . 

土 井 淡路守 家来 

二月 十四日  松 本 速 水 

覺、 

復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十六 日  n 一九 三 


復古 記 卷 一二 十六 明治 元年 二月 十六 日  .  三 九 四 

小 谷 萬 右衞門 井川 園 生 熊 本季句 次 

斬首 之 節 居 合 候 者 之 内、 

倉 田 珪太郞 服 部 政之丞 石 川 良 造 市 川宗平 

前 島斧士 n 内 藤 九 左衞門 鈴 木彌平 

右 之 通、 淡 路守召 連罷出 候。 

土 井淡路 守家來 . 

二月 十四日  ，  松 本 速 水 

東海道 先鋒 記 

〇 以上 一 一通、 人員 前書 ト合ハ ス、 然レ トモ 別-一考 ル所 ナシ。 

〇 東 山道 先鋒 總督岩 倉 具定、 近江宮 川 f  I 紙 養 ヲ牧厶 、尋 テ之ヲ 復ス。 §<ssif 

〇 長 崎 裁判所 總督澤 宣嘉、 舊 代官 高木 某 Ig. 等 以下 諸 小吏 ヲ釆錄 シ テ、 各 職 役 一一 服セ シ厶。 

今度 格別 之 御仁 心-一 ョッテ 、御 召 抱 被 仰 付候處 御一新-一 付 テハ、 人材 御 登庸 ノ タメ、 永祿被 爲廢、 今日 ヨリ 其 職 其 

職-一 當リ、 試ノ上 黜陟. 申 付 候條、 銘々 其 旨 可 相 心得 候 事。 

慶應四 戊辰 歳 二月 十六 日 

.  長 崎驟記 

. 〇  ， 

高木 作 右衞門 藥師寺 久左衞 門 久松土 岐太郞 高木 淸右衞 門 

高 島 八 郞兵衞 後藤 五 郞左衞 門 福 田 大之丞 久松 若三郞 


右、 當 分之內 取締役 被 仰 付 候 事、 

但、 勤 役 中米 百 俵 六 人 扶持 金 五 拾 三 兩被立 下 候 事。 


右、 當分之 内 兵隊 世話 方 被 仰 付 候 事、 

但勤役 中 拾 五 人 扶持 被 立 下 候 事。 

岡田吉 太. 夫 竹 內彌藤 次 

. 帶 星 總 三 郞 三 浦 丈 右衞門 

宫 延平 宇 野 種太郞 

木 下 志賀助 西 村 四郞 太夫 

本木 昌 造 

右、 常 分 之 内 取締 助役 被 仰 付 候 事、 

但、 勤 役 中米 三 拾 俵貳人 扶持 


吉村 藤兵衞 

吉田 鶴次郞 

伊 東 福 太 郞 

松 田仙藏 


金 三 拾 五 兩被立 下 候 事。 


右、 當分之 内通 辯 役 頭取 被 仰 付 候 事、 

伹、 勤 役 中米 五 拾 俵 三人 扶持 金 貳百兩 被 立 下 候 事。 

〇 

取締役 兵 除 世話役 取締 助役 

右、 御 直 支配、 

聖廟 舉頭 

復古 


諸 熊 祐之助 

長江 晋作 

久保 山寬三 

鶴田壽 太夫 


高木 善 左衞門 


山 口 源 之 進 

馬 田 佐十郞 

尾 上 與ー郞 

野 口 豐太郎 


平 井 


兵隊 世話 助役 出納 方 元締 

卷三 十六 明治 元年 二月 十六 日 


新 組 小頭 


出納 力 
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長 崎驟記 


新 

三 九 五 


復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十六 日 

出納 方拉 通 辯 役 頭取  通 辯 役 

右、 參謀 支配、 

船 番 牢屋 丼 寄場附 醫 師 

右、 取締役 支配、 

下 番 

右、 取締 助役 支配、 

牢 守 牢 番 

右、 公事 方 掛新組 支配、 

右、 支配 竝座順 書面 之 通 相 心得 可 申 事。 


書 


役 


新組拉 


三 九 六 

聖廟 世話役 


長 崎驟記 


〇 松平容 保、 謝 狀ヲ检 平 慶永二 託シ、 咎ヲ 引キ、 自ラ 責メ、 退隱屛 居シ、 以テ德 川 慶喜ノ 罪ヲ宥 

セン コ トヲ 請フ、 是日、 江 戶ヲ去 リテ、 會津ニ 歸ル。 

不肯之 容保 謹テ奉 言上 候、 去 戌年 以來、 在京 奉職 仕 候處、 不圖モ 無限 天恩 ヲ蒙リ 、冥加 至極 奉存 候、 然處、 宗家 慶喜 以下、 

不束 之 次第 一一 テ 天 怒-一 觸レ、 御 親 征被仰 出 候 段、 遙 一一 奉伺、 誠-一 以 驚愕 之 至、 奉惱 富 襟 候條、 重々 恐 入奉存 候、 京都 之 

儀ハ 容保專 職 二 有 之、 今日 之 形勢 二 立 至 候 段、 旁以、 何共 可 申 上樣無 御座、 畢竟 容保上 慶喜ヲ 輔翼 シテ、 不能 安 富 襟、 下ハ 

頑固 辣暴之 家臣 共、 制御 不行届 之 所 致 御座 候 間、 何卒 慶喜儀 寛大 之 思 召 ヲ以、 御 取扱 被 成 下 度 奉 懇願、 容 保儀ハ 退隱之 上、 

在所へ 引退 キ、 恭順 謹慎 御沙汰 奉 待 候、 右 之 趣、 宜御取 成 御 奏聞 之 儀、 伏テ奉 懇願 候、 誠 恐 敬白。 

二月  容保謹 上 

舂嶽 私記 


〇 春嶽 私記 二 云、 伊藤 友四郞 儀、 一 一月 廿ー 一日、 江戶 表出 立、 廿 八日 歸京、 會津老 候 謝罪 狀 一 通 持參、 外 二 同家 臣共欵 願書 前記 

有 之、 故 -1 略 之。 

〇 松平容 大家 記-一 云、 容保 儀、 一 一月 十六 日、 江戶 出立、 同廿 三日、 會津 到着。 

〇 案ス ル 一一、 本書 上奏 ノ事、 春嶽 私記 見ル所 ナシ、 當時ノ 事情 ヲ以テ 之 ヲ考フ レ ハ、 蓋シ 上奏 ノ機 ヲ得サ リシナ ル へ シ、 

又 大久保 忠寬、 本 月 十九 日、 松 平慶永 一一 贈リ シ 書中 一一 、會津 昨日 國許 一一 出立 云々 ノ文 ァリ、 家 記ト合 ハス、 倂錄シ テ參考 

ニ備フ 0 

十七 日、 奉幣使 11;!. ヲ春曰 社 二 遣ス、 且國亂 二 因テ、 祭 期 遷延 スルヲ 吿ク。 

宣 命 

ス メラ  £コ トノ ラマ 力 ケマク モカ シ n カスカ  匕 ロマへ カシ n 力 力 n.ey マウ シ タマ il3  マウ サ トシコ トズ ハル フユ ノリ 匕  フル 牛/ リ マ、 イタ シ 

天皇 我 詔 旨止掛 畏岐春 日 乃 四 所 大明神 乃 廣前爾 恐 美 恐 申 給お 久申久 毎年 春 冬 乃 式日 爾舊儀 乃 隨爾奉 

タテ マツリ タマ ゥ ヅ  ォホミ テ クラ  サ、 ケモ タシメ アツ マ アツ ヒ：、 ムマ 卜、 ノへサ ナヘ イタ シタテ マツリ タマ 

出 賜 布 宇都 乃大 幣乎從 五位 下行 内蔵 助 兼 參河守 藤 原 朝臣 則 義爾令 捧持 &東 遊 御馬 調備 S 奉 出 給 布 此狀乎 

タイ ラケ ヤス ラケ  キ n シメシ  ス メラ ミカ ト  タ カラク ライ ゥ n クナク トキ ヮ カキヮ  3 マ モリ ヒマ モリ マ モリ サキハ イタ マイ ァメ / シタ ヤス ラカニ  3 ホ ン タカ ラァ タヤ 力 マ モリ 

平久 安久 聞 食 S 天皇 朝廷 乎 寳位無 動 久常磐 堅 磐 爾夜守 日 守爾護 幸 給 S 天下 泰平 爾 公民 安 穩爾護 

メ クミ タマ. J カシ コ 力 シコ. 6 マウ シ タマ fcm  マウス コ トヮケ マウ サ トシ コ ロア メ  ノ-. -タ アリサ マイ ョィョ 3  n リ. R  01』、 ヒ ツキ 力 サヌ刀 a  IT-  UJ.1J;..- ツイへ ヲ ツイ ャサ "；?  t  Jj ゥ： -ィヲ 

恤給ぼ 恐 美 恐 销申給 5 久申辭 別 S 申 久頻年 天下 乃 形勢 彌 ii 傲 励 * 化 日月 乎 重 I 田 £ 國 耻さ不 費 弊 鐘 奈人耻 * ん不 

ウレ ィサル lA  、シ カル ハカ ラサル ィ ニシム ツキ ミカ ノヒミ クニ タ、. R ヒ ヮサ ワイ. R コリ  タミ ャ  ャキ ホロ ホ アル Tf ホ ユタ カラ ソコチ ソコナ クニ サカシ マナ ルミ タレ コ、 アルべ シ 

憂患 P 穿然爾 不慮 毛 去 正月 三日 邦 内爾戰 爭乃禍 起 S 成 者 人 舍乎燒 亡 志 或 者 公 民 乎 損 害 比 國乃逆 亂 爱爾可 有 

LIS  、ォ ホン メシ  ツイ ァ -ンキ モノ タチ  KB: 刀.？ T ヲ 34JrT 力、 ルヮサ ワイ コモコ モキ々 ia-aRST ヮ レワ サ  ツイ £r!3f ゝヒト へ ッタ ナチ マネ ク トコ 口 マタ マツリ コト タ ラサル D  3 ハ 

秘奈所念行1^^遂爾賊徒等乎征腦留及|如此禍乃 交 來|留 朕 大業 乎繼 S ほ-偏 爾不德 乃 所 招 加 亦 者 祭事 乃 不足 g 夜半 

ァカ * 'キ lis  、フカ  ； -コ、 P ナヤ マサシ メタ マ ュへ  ヌ £ タチ マメ マコト コ、 口  3 キ ハカ リコ ト ック 4,1』 ゝ， ナヌ トキ 3  ヲ タヤ カナ ラサル ヒト タル 

曉時 M 奈深久 聖慮乎 令惱賜 布故爾 股肱 耳目 乃 諸 臣等毛 忠爾誠 乃 心乎以 S 良 策乎盡 恨. 化猶毛 時世 乃不 穩者 人力 

ヌョ ハサ ル トコ 口  xli ョ  ノリ ノ匕 マツ リノ ゾリ ヒ. V  ケフ  ヲ 力 ケマク モカ シ n  コズカ タチ タイ ラケ ヤス ラケ  キコ. ンメシ イマ ョ リノ チ ァシキ モ，' 

乃 所不及 I 依 S 式日 乃 祭 儀 乎 延引 S 今日 爾及 I 掛 畏岐 大明 神此狀 乎平久 安久 聞食& 自今 以後 賊徒 者 降 

モノ  * フ ツル 千 サャ f タト キタリ,^^^ ヮサヮィ l.^,、u ィマタキサ、サル ケシ ホロ ホシ タマ マス、、 £ イツ 力、 ャカ ァメ ノシタ ヤス クニ タ イラ 3 ホ. i タカ ラ ヤス クタ ノシキ ヌラ 

伏 志 勇士 者 劎乎鞘 I 縱比來 转禍錢 g 未 萠爾 消滅 賜 比 盆 神威 乎耀志 天下 乎 安 國止平 計 公 民乎康 樂爾居 

復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十七 日  三 九 七 


復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十七 日  三 九 八 

-、 タマ  スノー フミ 力 ト  タカ ラ クライ ゥコク 4^ トキ ヮ カキヮ  ョマ モリ ヒマ モリ マ モリ サキ ハイ タマな B カシコ -, カシ コム- 11、 マウ シク i;  .K\  D 

§ 賜 比 天皇 朝廷 乎 寳 位 無 動 久常磐 堅 磐 爾夜守 曰 守 爾護幸 賜！ I 恐 美 恐 申 賜 中 

慶應四 年 一 一月 十七 日  .  大內記 亲 „ ^留 

〇 按ス ル 二  、例祭 ハ 一 一月 上申 ノ日ヲ 用フ。 

〇 萬國 ノ通誼 ニ循ヒ 、外國 公使 ヲ 召 見 スルヲ 布吿 ス、 三職モ 亦 副書 シテ、 天下 ノ 大勢 宇 內 ノ 公 

法ヲ示 諭ス。 

先般、 外國御 交際 之 儀 叙 慮 之 旨 被 仰 出 候 -ー 付テ ハ 、萬國 普通 之 次第 ヲ以、 各國 公使 等 御 取 极被爲 在 候、 然處、 此度 

御 親征被 仰 出、 不日 御 出 輦被爲 遊 候-一 付 テハ、 御 餘日モ 無 之 御 事-一 付、 各國 公使、 急々 參朝被 仰 付 候-一 付、 此段可 相 

達 被 仰 出 候 事。  太 政官日 誌 

〇 

外 國御應 接 之 儀ハ、 上代 崇神 仲 哀御兩 朝 之頃ョ リ、 年 ヲ逐テ 盛 二 成 來リ、 遠 邇之各 國歸化 貢獻有 之、 其 後、 唐 國トハ 常 

常 使節 相往來 、或ハ 居留 シ 、其 交際 モ 亦自 ラ 親 敷 候、 此時 一一 常 リ 、 船 艦 之 利 未 タ開 ケス、 故-ニー 一 韓四近 ト 唐國 而已、 西洋 各 

國之事 ハ 暫差 置、 印度 地方 尙 明確 ナ ラ ス 候、 然 ルー 一 近代 一一 至 リテハ 、萬 民 所 知 之 如ク、 船 艦 之 利、 航海 之 術、 其 妙ヲ窮 メ  、 萬 

里 之 波濤 比隣 之如ク 相往來 シ 、 一 時 幕府 之 失 措 ト ハ 乍 申 皇國之 政府 一一 於テ 誓約 有 之 候 事 ハ 、 時 之 得失 一一 因テ、 其條目 ハ 

可 被改候 へ 共、 其大體 一一 至 リ候テ ハ 、妄 一一 不可 動 事萬國 普通 之 公法 一一 シ テ、 今更、 於 朝廷、 是ヲ 變革セ ラレ 候時ハ 、却テ 信 

義ヲ 海外 各國 一一 失 ハセ ラレ 、實 以不 容易 大事 一一 付、 不被爲 得 止、 於 幕府 相 定置 候條約 ラ以、 御 和親 御 取 結 二 相 成 候、 旣 二 先 

般御 布令 被爲在 候. 上 ハ 皇國 固有 之 御 國體ト 、萬國 之 公法 トヲ御 斟酌 御 採用 二 相 成 候 ハ 、 是亦不 被 爲得止 御 事 二 候、 仍テ 

越 前 宰相 以下 建白 之 旨 趣 一一 基キ、 廣ク 百官 諸 藩 之 公議 二 依リ、 古今 之 得失 ト、 萬國 交際 之宜ヲ 折衷 セラ レ , 今般、 外國 公使 

入京 參 朝 被 仰 付險、 元來膺 徵5\ー 舉ハ萬 古 不朽 之 公道 シテ、 假令 和親 ヲ講ス ル ト モ、 其 曲直 一一 侬テ、 各 國不得 止 之 師相起 


リ候、 其 例 不少、 付テハ 攻守 之 覺悟勿 ii 之 事-一 候へ 共、 和親 之 事ハ、 於 先 朝、 旣 一一 開港 被 差 許 候-一 付 皇國ト 各 國トノ 和 

親、 爱 一一 相始リ 居候 處、 其 節 ハ 幕 W へ 御 委任 之 儀 -ー 付、 諸事 交際 之 儀、 於 幕府 取扱 來リ 候、 然處、 此度 王政 一 新、 萬機從 

朝廷 被 仰 出 候 -1. 付テ ハ 、各國 交際 之 儀、 直 一一 於 朝廷 御 取扱 一一 可 相 成 ハ 元 ョ リ之御 事 二 候、 今 ャ御初 政 之 御 時、 總テ之 事 

件 ハ 、全 ク總 裁始當 職之責 一一 有 之 候、 何分 某 等 不肖 之 身 ヲ以テ 、大任 チ 負荷 シ、 非常 多難 之 時 一一 逢 候 上 ハ 、 深 ク恐潸 思慮 テ 

加 へ 、天下 之 公論 ヲ以テ 及 奏聞、 今般 之 事件 御诀定 被爲在 候、 且國 C 未タ定 ラス、 海外 萬國 交際 之 大事 有 1\ー 候へ ハ、 普 天 

率濱、 協心 戮カ、 共 一一 王事 一一 勤 勞シ、 萬國 交際 ヲ始、 萬 機悉ク 旣往將 來ヲ不 論、 無 忌 俥 詳論 極 諌有之 度、 只 急務 ト ス ル處 

ハ 、時勢 ニ應シ 活眼 ヲ開キ 、從前 之 弊習 ヲ脫シ 聖德 ラ萬國 二 光 耀シ、 天下 ヲ 富岳 之 安 一一 置キ、 列聖 在天 之 神 靈ヲ可 奉 慰、 

上 下擧 テ此 趣意 ヲ 可 奉 謹 承 候 事。 

太 政官代  ， 

二月 十七 日  .  三  職 

太 政官日 誌 

〇 前條、 日ラ署 セス、 柳 澤保申 家 記 一一 、十七 日、 太 政官代 へ 家来 ノ者罷 出、 御 書付 菟通 御波 有 之、 例 之 通觸下 諸侯 へ 通達 

可致ト ァリ。 

〇 各國 公使 ノ客館 ヲ定メ  、加賀 以下 六 藩 兵 一一 命シ テ 、之ヲ 警護 ス。 

加  州 

今度、 外國人 上京 參 內被 仰 付 候 -ー 付、 南 禪寺孛 漏 生 人 宿所 二 相 成 候 間、 滞京 中 其 藩 人數差 出、 宿 院警衞 致 候 樣被仰 付 候、 

尙 委細 之 儀 ハ 、外 國懸リ へ 可 承 合 事、 

但外國 人滯京 五六 日 二 候 事。  前 田 慶寧家 記 

復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十七 日  三 九九 


復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十七 日 


四 〇〇 


〇 


知恩院 英吉利 人 Y 瞧： な 文 


〇 


首尾、 上文 


妙 心 寺 和 蘭人.： § 

妙法 院 門跡 佛朗西 人 難、 シ 上-文 

興 正 寺 米 利 堅人 難： ン 上-文 

大德寺 伊太 里人 隨、 シ上、 文 

〇 山 內豐信 父子 二 命シ、 大阪二 赴テ、 界 浦爭鬪 ノ事ヲ 處分セ シム、 翌 ： 

差遣 ス ルヲ 禀ス。 


德川義 宜家記 

德川茂 承 家 記 

細 川 護久 家 記 

池 田 章 政 家 記 


松 平定 安家 記 

-豐 信、 疾 ヲ以テ 老臣 ヲ 

士佐 前少將 


昨 十六 日、 於^ 港、 佛國人 深淺之 測量 致 居候 處、 其 藩士、 無 故 砲撃 致 候 趣、 不 容易 條ハ申 迄 モナ ク、 各國新 二 御 交際 之 倏ハ、 

先般 御 布令 モ有 之、 萬國之 公法-一依 リ、 參 朝 等 之 儀モ、 自分 及 建言 御 採 ffl モ被爲 在 候 折 柄、 右樣之 次第 出来 候 テハ、 被 

對各國 信義 不被爲 立、 殊 二 朝廷 御興廢 二 モ拘リ 候 危急 之 大事、 全 ク於其 藩 醸成 候義、 於 前 少將、 格別 盡カ至 當之應 接處置 

可 致 候、 別紙 肚 iJM;;^ 、佛國 公使 ヨリ 差 出 候 間 申達 候 事、 

但、 病 氣之趣 ニハ 候へ 共 皇國 浮沈 之 大重事 二 候 間、 精々 所 勞相扶 、下坂 可 致 候 事。  ■ 内 %_ % 家 ？i 

〇 昨 十六 日ノ 字、 宜ク 一 昨 十五 日 二 作ルへ シ、 蓋シ山 S 豐範 上申書 此 誤ヲ傳 ルナ リ。 

〇 

土 佐少將 

別紙 之 通、 同姓 前少將 へ 御沙汰 有 之 候 此度之 事件 _ 、實 以不 容易 次第 -ー テ 、新 -ー 各國 御 交際 被爲 在、 先般 御 布令 有 之 候 

へ トモ、 未 萬國之 公法-一依 リ 御 交際 之 御 規則 モ不相 立、 殊-ー 御國 2： モ未御 平定 二 立 至 ラス、 內外之 事件、 日夜 御寢食 

モ不被 爲安候 折 柄、 力、 ル患 害ヲ釀 成シ、 深ク 宸襟 ヲ被爲 惱候、 少將事 ハ當主 之 儀 一一 モ有 之、 皇國之 御 艱難 厚 ク相心 

得、 父子 同心、 速 二 奉安 叙 慮 候樣被 仰 出 候 事。  ^  ^ 

〇 

今月 十六 り； ^ルンへ クシ"、 日 於 •  塔 港、 佛國人 測量 ノ折 柄、 私 藩士、 容易 一一 砲擊 一一 及 ヒ 候 事件、 今般 外國御 交際 被 爲在候 御 初 政ノ時 

ト申、 皇圍 信義 ノ得 喪-一 闢係 仕、 奉惱 宸襟候 ヨリ、 私儀 所勞 タリ 共、 下坂 仕、 至當ノ 取締 仕候樣 勑旨欽 違， 誠以 恐懼 仕 

候、 勿論、 右 事件 ニ付テ ハ、 迅速 下坂 仕、 藩士 共亂問 措置 可 仕 心得-一 テ、 乍 恐 勅命 ヲ モ不奉 续譯 二 候 得 共、 私儀、 此 頃持疾 

差 重、 腦 痛疲勞 平臥 一一 罷在、 舟 輿 扶病ノ 儀 モ難相 調、 不得 止、 家老 以下 重臣 共、 爲 名代 爲致 下坂- 至當ノ 措置 仕、 早々 奉安 

叙 慮 候樣、 盡カ可 仕 旨 申 聞 差遣 候、 私 -ー於 テモ病 纏勉勵 仕儀、 少 一一 テ モ相調 候 ハ 、 續テ發 程 可 仕 候。 

二月 十八 日  山 内容 堂 

復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十七 日  四 〇ー 


復 古 記 卷三 十六 叨ュ £ 元年 二 H 十七：： ：！  m〇 二  ： 

山 内登範 家 記 一 

〇 久留岛 通靖、 封 邑旁近 民情 動搖 スルヲ 以テ、 歸邑ヲ 請フ、 之ヲ 聽ス。 lit  il?、  _ 

顷日、 取締 向 被 仰 付 候 豐後國 日 m 郡 故 郡 代 窪 S 治 部 右衞門 支配 地、 精々 鎭撫仕 候 得 共、 人心 鬼 角 居合级 候、 右 - 一就 テ ハ ，- 

領 5： 人心 モ動搖 仕 候 段、 在所 家來共 ヨリ 中越 候、 何卒 爲 鎮定、 一 應歸邑 仕度 奉存 候、 御 親 征-ー 付、 御用 被 仰 付 候 檨願置 一 

御 暇 奉 願 候 ハ 、誠 二 恐 入 候 次第 一一 御座 候 得 共、 萬 一 、在所 家來 共、 撫恤之 道ヲ失 ヒ候テ ハ 、重々 恐 入 候 儀 一一 御座 候 故、 不得已 

御 暇 奉 願 候、 鎭定 ノ上ハ 急速 上京 仕 候、 此段不 苦 俊 -ー 御座 候 ハ 、 、宜敷 御 執 奏奉願 候、 以上。 

二月 十七 日  久留島 伊豫 守 一 

。批紙  ： 

無據 次第 二  ^聞 候 -ー 付、 御 暇 被 下 置 候閒歸 alw 致 候、 尤鎭定 之 上 ハ 、早々 登 京 可 有 之 候 事。  久 お 島 通 靖 家 記 一 

〇 通 靖家記 -ー 云、 一 一月 七日、 日 ffl 郡 取締 岡潘 一 同 被 命 候 -ー 付、 薩藩兵 除 引 拂相成 候處、 其 後人 心 居 合 兼、 就テ ハ 犬 牙 相 接 候； 

領 s 迄モ 鼓動 セラ レ候 趣、 報知 有 之、 依テ、 一 應歸藩 相 願、 早速 取締 地自ラ 巡囘、 說詭等 精々 相 加へ 鎭定仕 候。  1 

〇 黑田長 知、 §够 京-一至 ル、 久世廣 文、 大久保 敎義、 有 馬 氏弘、 內田 正學、 井上 正 己、 田 沼 意 尊 、量 

脇信敏 • 林 忠崇、 M^ff? 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲシテ 代 リテ京 一一 至 ラシ メ、 板 倉 勝 弘、 疾ヲ以 テス： 

觐遲延 スル ヲ謝ス 、拠 i 鄉将鎖 謹， 津 輕承昭 1-3 き 〇 十 ま f  ノ 老臣、 承昭 一一 代 リテ京 一一 在 リシ モノ、； 

藩 二 還リ、 兵制 ヲ修シ 、征討 ノ軍 一一 從ハ ント 請フ、 之ヲ 聽ス。 

咋冬越 中 守 儀、 御下問 之 儀被爲 在、 上京 被 仰 付 候處、 病 氣罷在 候-一 付、 私儀 不取敢 上京 仕、 =1^ チ M 御用 泰窺 居候 內、 追々 一 

今般 1\ー 時勢 一一 立 至 候 得 共、 人數拉 器械 トテモ 無 之候處 ヨリ、 一方 之 御 川 奉 承 候 儀 モ 難 相 成、 心外 至極 奉存候 折節、 爲奧羽 一 


御 鎭撫、 澤 三位 殿、 醍醐 少將 殿、 近々 御 下向 之 趣 拜承仕 候、 就テ ハ、 早速 馳下、 凡テ 今度 御大 革 \ 一 御 趣意 等ヲ、 越 中 守 初國 

中へ 親 シク申 聞、 益 方向 ヲ相定 、且ハ 兼テ被 仰 出 候 奧羽諸 藩ト相 謀リ、 奉 待 御 下知 奉 表 勤 王 之 微衷 度奉存 候、 原來越 

中 守 領分 之 俊 ハ 、東 奧邊陲 一一 御 坐 候テ、 土地 狭小、 隨テ 戦士 寡少、 其 上年來 多端 之 入 ffl 相湊 ヒ 、國カ 疲弊 之 折 柄、 器械 用具 二 

至 迄、 古 ？ 變之儀 一一 モ有之 候 間、 何分 行屆兼 居候 2:、 近日 戰揚 之模樣 -ー 付 テモ、 彌 兵制 改革 不致候 テハ、 必至 ト差支 候賤、 

彼是 勘考 仕、 B 夜 不堪 無心 奉存 候、 依 之 恐 多 奉 存候得 共、 何卒 一 且御暇 被 仰 付、 前段 苦心 之 趣、 夫々 行 屆候樣 御 憐愍 被 

仰 付 被 下 置. M  、伏 テ奉願 候、 舉竟 兼々 被 仰 出 候 奉 御 趣意、 犬馬 之勞ヲ 盡シ 申度ョ リノ 心願-一 御座 候條、 深 御 汲取 之 上、 

直 御沙汰 奉 仰 候、 以上。 

津輕越 中 守 家 來 

二月 十七 日  杉 山 八兵衞 

辨 事局 記 

津輕承 昭家記 

〇 批紙 

兼テ 御沙汰 之 通、 越 中 守病氣 上京 難 致候ハ 、、名代 之 重臣 可 差 出、 其 餘用向 有 之、 歸國之 儀 ハ不苦 候 事。 

津輕求 昭家記 

十八 日、 是 ョ リ先、 德川 氏ノ兵 艦、 紀 伊海 一一 入 ル ノ報 ァリ、 乃チ紀 伊、 阿波、 津三藩 二 令シ テ、 之 

ヲ探 侦ス、 是日、 紀伊 藩、 大阪 裁判所 總督- 一報 ス ル所 ノ書ヲ 上ル。 

〇 藤 堂 高潔 家 記 二 云、 一 一月 十六 日、 太. 政 宫 代 一 一條 城 へ 御 呼 出 1 一 付、 留守居 罷出 候處、 德川 兵士、 軍艦 -ー テ紀 州、 志州途 へ 上 

陸ィ タ シ候趣 相 聞 候閒、 紀州、 阿 州、 常 藩 三 藩 一一 テ 探索 致シ、 早速 可 申出 旨、 猶又殊 二 寄 候 ハ 、 、 官軍 被 差 向 候 間、 其 砌隨從 

サぉ カイ タ シ候樣 、岩 <E5 右兵衞 督御 直達 一一 相 成 候 事。 

报 古記 卷 三十，； ハ 明 兀年ニ お 十八 B  四 〇 三 


m 古 記 卷三 十六 明 ュ5: 兀年ニ H; 十八 n 

〇 紀伊 藩大阪 裁判所 總督 - 一報 スル書 

順 動 丸 軍艦、 駿府 淸水沛 へ 著 艦、、 41 又 紀州ー 一木 島 へ 、少 人数 上陸 等 致 候 風聞 有 之 候 由 二 テ 、 事 實相亂 候樣被 仰 聞 候 旨、 御 

中 聞 之 趣 承知 仕 候、 右 ハ 國許 へ 祁達 候處、 右 艦 ハ 、領海 熊 野 一 一色 浦 へ 著 船、 同所 二 テ敗兵 乘組致 出帆 候 、且又 先月 一 一十 九日、 

領海 周 參兄油 へ 蒸 氣船致 著 艦 候 付、 及 礼 問 候處、 關柬蟠 龍 丸 一一 テ、 敗 兵 乘組セ 候爲メ  、 常 浦 へ 致 著 艦 候 旨 申出 候 付、 領分 一一 

テハ、 當時ー 人モ無 1\ー、 不殘 追拂候 じ： nffl 答 候處、 直 -ー 同所 出帆、 何レ へ歟相 越、 右 之 外 蒸氣艦 領海-一 ハ著艦 無 之 候、 然處、 中 

納言 家來古 E 紋-化 ハ衞、 荒 井藤 助 下人 召 連、 國許 へ 相 越 候せ、 右 蟠龍丸 便船 ュ 付乘 組、 周 參見浦 迄 相 越、 同所 ョ リ 上陸、 和歌 山 

表 へ 罷越候 付、 此段御 答申 上 候樣， 國許ョ リ申越 候 事。  德川茂 承 家 記 

〇 茂 承 家 記 二 云、 一 一月 4- 八日、 當月十 一 日 於大坂 表、 醍醐お ョ リ、 紀州 領海 へ 、 蒸 氣船順 動 丸 入津 之 趣 相 聞 候 付、 取調 之 

儀大坂 御屋敷 御 留守居 へ 御沙汰 -ー せ、 於國許 取調 候 上、 左 之 通 御 答 e. 上 候 旨 申 參リ候 付、 此段申 上、 右 御 答 書 御 差 出 相 

成 候 事。 

〇津 藩 上 申甞 

德川 兵士、 軍艦 一一 テ紀 州、 志州邊 へ 致 上^ 候 趣 二 付、 棵 索之倏 御沙汰 之 趣 奉 敬 承、 不取敢 、家来 之 者 差遣 シ、 重々 探索 爲仕 

候處、 當月 十日 比 -ー 、右 落人 凡百 八十 人計賫 船へ 乘込、 志 州 的 矢 港 へ 入船、 直 -ー鳥 羽 港 へ 著 船 上陸 致シ、 一 治 之 上、 三州吉 m 

へ 乘行候 心 組 之處、 的 矢 へ 無 印之異 船人 港 之 儀 聞 付、 同所 へ 乘戾シ 、右異 船 へ 乘替、 東方 ヲ差 シテ 出帆 ィ タ シ 候テ憷 二見 請 

候 旨、 鳥 羽 表 二 テ承リ 巾 候、 其餘軍 II 碇泊 竝 上陸 等之條 ハ 、今以 一 切 無 御座 候、 紀州表 之 儀 ハ 、 同藩 ヨリ 御屆可 上 ト奉存 

候、 此段 申. 上 候樣、 和 泉 守國許 ヨリ 申 付 越 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

藤 堂 和 泉 守 家來 

二月 廿 六日  三 田 村 政 右衞門 

.  藤 堂 高 潔 家 記 


〇 淺野 茂勳、 書 ヲ上リ 、河邊 川 以西 ノ地ヲ 經理ス ル 姑ク舊 一一 仍ラ ゾ コトヲ 請フ、 之ヲ 聽ス。 

m 陽 道 取調 之 依、 池 W 備前 守拉 私へ 被 仰 付 候處、 播磨、 美 作、 備中、 備後 夫々 藩々 へ 改メ被 仰 付 中 渡 可 引渡 旨奉畏 候、 早 

速 出先 之 f ハ へ e. 遣 候 處奉謹 承 候、 尤備 中、 備後之 儀 ハ 、 兼テ被 仰 付 候 趣 ヲ以、 一 應 取調 相濟、 別紙 Ifes^p な、 御 屆仕候 

：迎リ 一一 御座 候 得 共、 最初 人數差 出候處 一一 テ ハ 、人心 洵々 之 折 柄、 歸向 不定 之 勢 相 見 候處、 御 趣意 得ト申 聞、 漸 ク鎭定 一一 至リ 

巾 候 付、 取調 懸 リラ 差 置、 ロハ 今人 數引揚 候 テハ、 尙又 疑惑 ヲ生シ 、如何 樣之御 不都合 筋 出 來モ難 計ト、 出先 之 者 共 ヨリ 案勞 

巾 越 候、 其- 抆 ハ 、備前 一一 ォ ィ テモ同 樣之儀 ト奉存 候閒、 最初 被 仰 付 候 運 合 ヲ以、 河邊川 以西 ハ 暫時 之 間、 其 儘 私 へ 被 仰 

付 置 被 下 候 へ ハ 、只今 迄 之 手 續ラ以 、備前 申 合、 鎭撫筋 等 飽迄盡 力 可 仕 ト奉存 候 付、 早々 御 聞屆被 下候樣 仕度 奉 存候、 此段 

巾， l: 候、 以上。 

二月 十八 日  安藝 新少將 

〇 批紙 

願 之 通 被 仰 付 候 事。  淺野長 勳家記 

〇 石 川 成 之、 鈴 鹿 山守 衞及 ヒ輜重 運輸 ノ命 アル ヲ以テ 、姑ク 藩-一 歸リ、 諸務ヲ 整理 セ ン コ トヲ 

請フ、 之ヲ 聽ス。 lltn ？、  一 

今般、 拙者 條、 鈴 鹿 山 切 所 御 警衞、 拉桑名 先鋒 之 心得 嚮導 被 仰 付、 不肯之 身分 蒙 大任、 冥加 至極 難 有奉存 候、 旣 - 一夫々 出 

丘ハ仕 候虛、 右 ハ 拙者 上京 留守中 -ー 相 成、 出張 家來共 へ 申 付 方 モ 自然 切實 -ー 不 參屆、 心配 罷在 候處、 尙又此 度 御親征 -ー 付、 

御先 鋒 諸 隊之輜 重 運送 取 計 方 被 仰 付、 不取敢 、人數 出張 仕 候、 就テハ 何卒 一先 歸國 仕、 猶在 =3 家來へ 、別 テ厚申 付 方モ有 

之、 更 -ー 丘ハ隊 改革 仕、 實 ffl 辨利 二 相 渡、 乍不 及、 少人數 ヲ以、 相 應之御 役 相 勤候樣 仕度 素 願 二 御座 候 間、 當節柄 恐 人 候 得 共、 

u 數五 十日 之 間、 御 暇 被 下 置 候樣奉 懇願 候、 尤 改革 之 基本、 粗々 相 定メ候 得ハ、 餘ハ 重臣 共 へ 相 託シ、 早々 上京 可 仕奉存 候、 

復古 記 卷三 十六 明治 元年 二： 十八 日  四 〇 五 


復 古 記 卷 三十-: ハ 明治； 兀年 二月 十八 n  !:〇」 ハ 

此 .1:^ 且御執 奏奉願 上 候、 以上。 

辰 二月 卜 八日  石川宗 I  ^  - 

〇 批紙  .  . 

願 之 通 御 暇 被 下 置 候。  石 川 成 德家記 _ 

〇 池 田 慶德、 再ヒ 上表 シ テ 、辭官 返隱ヲ 請フ、 是日、 之ヲ 聽ス、 旣二シ テ 、 又 前 命 ヲ止 メテ、 復職 

セシ厶 ◦ 

。一 一月 十 一 日 申請 嘗 

今度 寛大 之 蒙 御沙汰、 重疊 冥加 至極 奉 存候得 共、 臣康德 德川麼 喜 骨肉 之 身 ヲ以、 汚 重 爵罷在 候 段、 對 天朝 恐惶不 少奉存 

候、 素ョ リ奉 朝 命 勤 王 一 途 -ー 委身骨 候- II;- ハ 、申 上 候 迄 モ無之 候 得せ パ、 多年 病氣罷 在、 果敢 果敢 敷 御 奉公 モ仕 兼、 恐惶至 

極 奉； 候、 就テ ハ 、兩 宫辭退 落飾 退隱 仕， 國 務之链 ハ 、嫡子 三 知 麿 へ 讓職 仕、 此 上乍不 及， 闔國 全力 ヲ以、 勤 王 之 實効ヲ 相 

顯シ、 聊 奉安 窟 襟度、 謹テ 奏聞 仕 候、 辭表 早々 被 聞 食 候樣、 宜御執 奏冀 入奉存 候。 

慶應四 戊辰 年 正月 二十 七日  慶  德 

池 田 輝 知. 家 記 

〇 本日 達 書  - ■. 

s 幡中將 

出願 之 始終 御 遺憾-一 ハ被 E-y ま 候 得 北 r 多年 病氣御 奉公 之 儀難堪 趣-一 付， 願 之 通 被 聞 食 候、 尤是迄 進退、 德川麼 喜 骨肉 

私情 之 上 - ーハ、 1； ョ リ關係 不致事 二 候條、 兩宫辭 退 落飾 之 儀 ハ 不被及 御沙汰 候、 但シ 國務之 儀、 嫡子 三 知 麿 へ 讓職 之事當 

然ノ事 一一 候 得 共、 方今 ノ 形勢、 幼弱 一一 テ ハ 緩急 御 W 難辨 次第 一一 候 間、 末家ノ 内、 年長 之 者 任 撰 相續爲 致、 三 知 麿 俊 ハ 右 順 養 


子 二 可 致 s 御沙汰 候 事。  池 = お 「 家 一記 

〇 三月 一 一日 申 書 

此度退 隱之倏 、願 之 通 被 聞 食屆、 殊 一一 蒙 過 當ノ寵 遇、 末 藩 任 撰 相 續爲仕 候樣被 仰 出 之 趣、 謂 テ奉畏 御請 申 上 候、 付テハ 

，卜 連、 末 l^trnfl 模守、 年長 之 者 一一 付讓職 仕、 其 段 御 届 可 申 上 心得 ノ處、 山陰 道 總督府 ヨリ、 別紙 ノ通被 仰 聞 候 一一 付、 不取敢 

御 申 上 候、 就テ ハ 讓職御 屈 運 延相成 候」 恐懼 之 至泰存 候、 此段奉 窺 度 宜御執 奏奉冀 人 候。 

二月せ 九日  因幡 中將 

。別紙 

末 藩 家督 出願 之 依、 此度 見込 之 筋 有 之 太 政官代 へ 延期 之條 申入 置 候 間、 歸京之 上、 何分 ノ御差 圆有之 候 迄、 願書 差 扣可申 

候 事。 

二月 廿 七日  公  望 

荒 尾 近 江 へ 

池 田 輝 知 家 記 

omy; 四 3 達教 

因幡 中將 

先般 氣分 不央 _ 之 趣ヲ以 、退 隱願出 候處、 當今之 時勢 御 遺憾-一 被 思 食 候 得 共、 無 餘條願 之 筋 被 聞盒、 末 藩 ノ內任 撰相續 

之條被 仰 出 候處、 此度 山陰 道 鎭撫使 西 園 寺 中納首 ョ リ 、其 藩 之 情 實鎭撫 之 筋 ラ以、 直 -ー 及 言上 候 一一 付テ ハ 、 皇國 御大 切 

之 御 時 合 難 被爲捨 置、 速 -ー御 採 ffl 被爲 在、 最前 之 御沙汰 御 取消 被 遊 候條、 以後 病 ヲ勉メ 勤 仕 可 欽旨被 仰 出 候、 元來、 德 

川麼真 骨肉 ノ 情義 雖有 之、 疆 育之 思 食、 全 其 身 之 正邪 一一 依リ 、任用 被 遊 候 御主 意 一一 せ、 大義 滅親之 道理 ヲ以、 今日 之 

復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十八 日  M〇 七 


復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十八 日  四 〇 八 

御 旨 趣 奉 體シ、 彌以勤 王 之 實効相 顯シ可 奉安 宸襟 候樣被 仰 出 候 事。 

四月  池 田 輝 知 家 記 

〇 小 笠 原 長國、 前日 長 崎 會議所 二 哀請セ シノ 意ヲ申 シテ、 允 裁 ヲ得ン コトヲ 乞フ、 聽 サス。 

佐 渡 守 儀、 方今 之 形勢、 猶 更謹テ 朝 命 遂表仕 候 赤心 ョ リ、 於 長 崎 表、 會議所 へ 倚賴 仕、 奉 歎願 候 次第 、-ー  追々 奉 達 

御聽候 御條ト 奉伺 候、 乍 恐、 右 歎願 之 趣 出格之 御 慈悲 ヲ以 、寛大 之 御沙汰 被 成 下候ハ 、、冥加 至極 重 疊難有 仕 合奉存 候、 

此段宜 御 執 成 被 下 置 候樣、 偏 -ー 奉 歎願 候、 以上。 

小 笠 li- 佐 渡 守 家來 

辰 二月 十四日  福 田 喜 太夫 

差 添 

山 田 勘 右衞門 

小 笠 原 長 國家記 

〇 本日 達 書  • 

,  小 笠 原 佐 渡 守 

過日 歎願 \ 一 趣、 尤 1 一 ハ候得 北ハ、 岐守 、常時 閣老 任職 中 之 儀、 a 毎々 朝 命 違背 致 候 簾々 不少候 問、 土地 懸隔、 在所 表-一 テ關 

係不致 趣-一 ハ候得 共、 屹度 勤 王 之 實效相 立 候 迄 御沙汰 無 之 候 事、 

位、 ft 岐守 儀、 割腹. E. 付 候歟、 或 ハ 在所 表 へ 引取 籠居 致 候歟、 確然 實效可 相 立 候 事。  小 笠 原 長國家 記 

〇 蜂須賀 茂韶、 京 二 至ル、 励 I， 遠山 友祿、 再 ヒ疾ヲ 以テ、 入 觐遲延 ス ル ヲ禀謝 ス 。 


私儀 持病 ノ疝 積、 其 上 痔疾 不相 勝、 長途 之 旅行 難 相 成、 出京 延引 仕 候 段、 追々 御 屆奉申 上 置 候處、 去月 一 一十 八日、 江戶 表押テ 

發足 仕、 去ル 九日， 在所 到 著 仕 候、 未 タ病氣 兎角 同篇 S 能 在 候閒、 今暫ク 療養 仕、 快氣 次第 上京 可 仕 候、 此段御 屆奉申 上 候、 以 

上 0 

二月 十二 日  遠山  一一 S 濃 守 

遠 山友祿 家 記 

〇 友祿家 記、 一 一月 十八 日 差 出 ストア リ。  、 

〇 九州 鎭撫 總督澤 宣嘉、 部 內諸藩  一！ 令シ テ、 其 向背 ヲ問 フ。 

〇 口 達 

此度、 九州 鎭撫 使ト シテ 下向 候 付、 九州 諸 藩國論 一 定ノ處 、爲 心得 改テ 承知 致 度 候 付、 早々 國許 へ 懇合、 以 書取 可 申出 候。 

二月 十八 日 

、&; 又、 隣國舊 幕領、 是迄 何某 支配 致 候 哉、 叉 ハ 預リ地 等 有 之 候 ハ 、 可 申出 事。  宗 重 正 家 記 

〇 小 笠原忠 忱答甞 

今般 御下問 之 御 趣旨、 謹 奉拜承 候、 固 ヨリ 爲 皇國 • 一藩 死 カラ 盡シ、 此上 皇威相 耀候樣 仕度、 國議 決定 i 能 在 候。 

二月  小 笠 原忠忱 家 記 

〇 

今般 神州 興起 ノ 根基 ヲ被 爲定、 王攻 復古 御大 政 御 改革 被 仰 出、 就 右、 九州 爲鎭撫 御 下向 御 口 達ノ御 g 趣奉畏 候、 當時 

ノ 形勢 一一 依、 蒙 朝 命、 上京 方 取 急 候處、 遠洋 隔絕ノ 孤島、 風 勢 波？ 1 ノ爲、 渡海 不任存 意、 心外 滯船 一一 及 候、 卽今ノ 時機、 報 

國ノ 誠意、 彌相勵 皇威益 相 輝 候樣、 微力 ノ限 相盡候 ハ 、州 中 素 一 致 ノ 志願 一一 御座 候 、依 御沙汰、 溫テ此 旨 申 上 候、 宜御聽 達 

復古 記 卷三 十六 . 明治 元年 二月 十八 日  四〇 九 


復 古 記 卷三 十六 明治 元年 二  =: 十九 日  四 一 〇 

奉 希 候、 以上。 

三月 十一 日  宗對馬 守 

.  宗 重 正 家 記 

〇 秋 月 種 殷答書 

一 當家之 儀 ハ 、先祖 對馬守 春 實以來 、累世 勤 王 仕 來候處 、愈 以祖訓 相 守、 苟 王室 -ー 仇 シ候 者、 乍 小 藩、 盡 藩カ拋 身命、 宵 

軍 之 後 ニ加リ 誅伐 シ 、奉安 宸 襟度 一 同 念願 之 事、 

一 爲國家 禦外侮 候 二 ハ 、互 二 含容小 故、 同心 協力、 不失 國體、 不墜 武威 儀 第 一 ト奉存 候 間、 鬧潘其 心得 -ー テ罷有 候 事、 

一 據 夷之 絛 ハ 素志 一一 御座 候 得 共、 今日 之 勢 決 テ難遽 行 候 問、 待遇 不背禮 、約束 不失 信義、 臨機 應變 ノ御處 置、 第 一 ト奉存 候 

事、 • . 

一 變於夷 候 儀、 闔藩甚 相 惡防微 朴-漸 候 儀、 專 工夫 仕 候、 尤銃法 等 奪彼ノ 長候條 ハ 、天下 ノ善ヲ 公 二 致 候 事 一一 付、格別\ー^5^ 

1 萬 事 輕重ヲ 量 候 所 置 致 候義ヲ 基本 ト仕 候閒、 一 己之持論不貫徹ヲ憤リ、！！^9ハ乂ヲ忘、脫藩等仕候ハ、是迄爱人モ無御座候。 

三. 月  秋 月 重殷 家 記 

〇 自餘諸 藩、 答 書見 ル所 ナシ。 

ま 

十九 日、 拜任 ノ宣旨 一一 總裁 朱印 ヲ鈐ス ルノ制 ヲ定ム 、是 日、 議定 松平慶 永ヲ以 テ內國 事務局 輔 

ヲ蒹ネ 、參與 白 川 * 訓 二 神 紙 事務局 輔ヲ 兼ネ、 參與東 園 基 敬 一一 辨事ヲ 兼 シメ、 林 和靖間 詰、 大 

原 重 德及ヒ 正 親 町 實德、 中院通 富、 三 條西季 知 ヲ以テ 參與ト 爲シ、 實德 以下 三人 ヲ林和 靖間詰 

ト S ス。 


原  . 

二 

二 

内國 事務局 叢書 

〇 木條 制定 ノ日ヲ 失ス、 其之ヲ 實施ス ル、 本日  一 一 ® マ ルヲ 以テ. 姑ク此 一一 揭ク- 很鈴印 ハ總裁 局 史官 七 ：15 權 判事 以上 ヲ限ル _ 

〇 

越 前 宰相 

議定 職 S 國 事務局 輔被 仰 出 候 事。 

度應四 辰年 二月 


總 裁 


ソ 


til 


# 嶽 私， 

職 務 進 返 錄 


〇 


白 川 三位 


參奥職神祇^5?^務3輔被 . 仰 出 候 事。 

復 古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十九 日 


各 

m 


三 中正 
條院親 

西レ町 

大 

中 大 
納 納 納 

r»       a  ^ 


復 古 記 卷 一二 十六 明治 元年 二；： 《 十九 口 


慶應四 辰年 

總 裁 


〇 


一 一 月 

朱 印 


參與職 辨事被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 

總 裁 

〇 


一 一 月 

朱 印 


參與職 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 

總 裁 

〇 


一 月 

朱 印 


四  一 二 


白 川 資訓家 記 

職務 進退 錄 


柬 圚中將 


職 務 進 退 錄 


各 通  正 親 町大納 一一 一一 1 

中 院大納 一言 

三 條西中 納 言 

大. 原 宰相 


& 務 進 退 錄， 正 親 町 K 德 "中 院 

通 富 履 歷 書、 三 條西季 知事 


林 和 靖間詰 被 仰 出 候 事。 

二月  職務 進退 錄 

〇 . 

大原 宰相 

林 和 靖問詰 S 御内 條ロ向 等 取締 被 仰 出 候 事。 

一一 e:  職務 進退 錄 

〇 東圃 基敬ラ 除クノ 外、 進退 錄、 皆 一 一十 日 二 收ム、 然レ トモ 春嶽 私記、 資訓家 記、 實德、 通 富 履歴、 季知 事蹟、 皆 本日 トス、 

故， 一 其 早 キー 一 從フ、 重德ハ 二月 五日、 旣ニロ 向 取締 ノ命 ァリ、 今、 林 和 靖間詰 ト爲ス ラ以テ 、再ヒ 之 ラ命ス ルナ リ、 此例 

仕々 コ レア リ。 

〇 翻宣旨 書式 

權宫 ハ假補 也、 越方ノ 加勢、 

諸 35 輔 辨事 諸 局 判事 

右三 宫ノミ 權官 ァ ル ベ シ 、 且權官 ハ 公卿 諸侯 二 限 ルべシ 、徵士  二 アルへ カラス、 

3^ 習ハ 試補 也、  . 

諸 局 判事 試補 ハ、 徵士  二 シテ 參與タ ル へ カラス、 諸 司 頭 助 以下 試補 ハ 徵士タ ルへ カラス、 

徵士タ ル へ カラス シテ、 試ミ 一一 一 宫 ヲ命ス ル者ハ 、總テ 、 、 、 試補 被 仰 付ト云 へ シ、 5^ 判事 ハ、 試補 二 テ モ 徵士タ ル ヘシ、 

例 ヲ立ッ ルコ ト左ノ 如シ、 

徵. H 受命ノ 例、 

復古 記 卷三 十六 明治 元年 二 H; 十九 日  ra 一三 


復 古 記 卷三 十六 叨：！ a 元年 二月 十九 日 

總裁 印章 ヲ 以テ 、受命 辨事監 印傳命 ス 、 

徵士參 與職總 裁 Oil 顧問 被 仰 付 候 事。 


^ 1 四 


某氏 名 


华號 月日 

總 裁 


下 iS シ 


徵士參 與職辨 事 被 仰 付 候 事。 

徵 士參與 職、 、事務局 判事 被 仰 付 候 事。 

以上 徵士 一一  シテ參 與職タ ル へ キ^|^0 

徵十： 、 、司 頭 或 ハ助被 仰 付 候 事。 

徵士總 裁 局 史官 被 仰 付 候 事。 

以上 散士  二 シ テ參 與職タ ルへカ ラサ ル者 n 


某 

某 


氏 

氏 


某 氏 


名 


名 


名 


名 


名 


徵 十： 、 、 事務局 判事 試補 被 ■ 仰 付 候 事。 

以上 徵十： 一一 シ テ 試補 セ ラル 、 ^。 

試補 受命ノ 例、 

總裁诀 印 ヲ 執リ、 局 督印窣 ヲ 以 テ 受命 、辨 事監印 シ、 判 傳命 ス- 


司 頭 If^ljt^ 補 被 仰 付 候 事。 


總裁ノ 印 


年號 月日 


HE 督 


以上 諸 局 中 一一 テ 受命ノ 者。 


總裁局 史官 試補 被 仰 付 候 事。 

復 せ 記 卷ー 一一 十六 明治 元年 二月 十九 日 


某 藩 

某  F 


某 


某 氏 


四 一 五 


名 


名 


復 古 記 卷三 十六 治 元： 牛 二 H 十九 日 


四 一 六 


5 卜 印 年號 月日 


^ 事 


內國 事務局 叢書 

故 ニ錄シ テ參 ニ備フ 


以上 辨事 ：15 一一  テ 受命ノ 者。 

〇 本條、 福 岡 孝弟 ノ 議案 一一 係ル、 而 シ テ 諸侯 以上 ノ式ヲ 闕ク、 但シ 當時ノ 制 \ー ニ據 リシ ニ似タ 

〇 京都 裁判所 ヲ置キ 、參與 制度 事務局 輔萬里 小路 博 房 ヲ以テ 、議定 蒹 裁判所 總督ト 爲ス。 

0 博 房 履歴 -ー 云、 議定 職 京都 裁判所 總督被 仰 付 候 事。 

〇 王 師 出征、 驛遞供 僚 ノ 衆 キ ヲ 以 テ 、從征 諸 軍 二 令シ、 往來必 ス印票 ヲ用ヒ シ厶。 

今般 御 親征御 川-一せ、 宿驛 人馬 等 莫大 之 費用 二 モ可有 之、 終-一 ハ萬民 \T 難澀- 一 立 至 リ可申 哉-一 付、 出張 之 面々、 末々 迄 篤 

皮相 辨、 聊 不作法 之 所業 有 之 間 敷段ハ 勿論 之 事 -ー 候、 就テ ハ 向後 爲 取締、 左 之 通 印鑑 ヲ以、 令 通路 候樣被 仰 付 候 付、 此段 

相 達 候 事。 


ャ & 


一 4  一：？ 巧 诃 S 何 足 河 ，，、 え ；ゅ お 

人 ； 冲 


^ ITS 

ィ 1y 


つ ，お 

个ボ个 


善 


上 


マ 啊 


义ハ 兵隊 ナラハ 


辰 何月 何日 同斷 


何 州 


銃隊 以上 何人 

夫 方 之 者 何人 


復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十九 日 


以上 何人 

四 一 七 


復 古 記 卷三 十六 明治； 兀年 二月 十九 日  四 一八 

軍 防 局 章 

大總 督府章 

諸道 總督章 

右 之 通、 京都 ヨリ 發途之 面々 ハ、 來廿 五日 ヨリ、 出先 キ 諸道 ヨリ ハ來 月朔日 ヨリ、 印鑑 ヲ 以往 來被 仰 付 候 付、 街道 筋 取締 

藩々 ョ リ承 5^ 之 節ハ、 所持 之 印鑑 改相請 候 樣可相 心得 事、 

E 御用 相濟候 節ハ、 最寄之 局へ 印鑑 可 致 返上 事。 

二月  軍 防 局 

大 總督府 印鑑 


加 齡明實 家 記 


角 厘 五分 八寸ー 寸原 


J し- 
み 

IT ノ 

) !>• 

1      Mil     ■ 國— 

ほ 

秦 M 
0  aa 

IIP 

1= 

角 寸ニ寸 原 印 朱 


角 寸ニ寸 原 印泶 


〇 東 山道 總督府 印章 見 ル 所ナシ 、執事 ノ印 ヲ以テ 暫ク之 ヲ塡ス 「* 

〇 堺 浦爭鬭 ノ事 アリシ ヲ 以テ、 外國 事務局 一一 令 シテ、 外交 ノ 聖旨 ヲ 各國公 使  一 I 傳諭セ シム。 

今般 御一新 二 付、 各國 御 交際 之道モ 大略 相 立、 旣 一一 近日 參内之 儀モ被 仰 出 候處、 不圖モ 土 州家來 法外 之 所業-一 及ヒ， 

深被惱 宸襟 候、 素 ヨリ 皇帝 一一 ォ カセラ レ 候テハ 御 交 親 之 外 更ニ御 他念 モ不被 爲在事 一一 候條、 此度 之倦ハ 如何 樣ニモ 

御 取 礼 之 上、 至 當之御 處置被 仰 付 候閒、 御 交際 之 儀ハ、 聊違亂 無 之 樣被成 度 叙 慮 候閒、 此旨相 心得、 各國 公使へ 可 申 

達 候 事。  外務省 記 

〇 省 記 本書 ノ首 一一 、一 一月 十九 日、 京都 外 國宫留 記 ノ內ト 傍 署セリ 、蓋 シ東久 世 通禱、 伊達宗城 等 一一 達セシ モノ ナ ラン。 

復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十九 日  四 一九 


〇| 東海、 東 山、 北陸 三 道 總督府 印章 


丄 1^ 

ま 

刚 

1    1  J 

CD 
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復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十九 日  四 二 〇 

〇 池 田 茂 政、 上書 シテ、 致仕 ヲ請フ 、是 日、 之ヲ 聽ス。 

〇 十五 日 上申書 

臣茂 政、 誠惶誠 恐、 謹テ奉 言上 候、 

臣 不肖， 文久癸 亥年、 初テ 朝覲、 拜 龍 顏親數 奉伺 fir 感激 之餘、 日夜 服膺、 早晚、 敵、 王 憶 積年 之 宸憂ヲ 可 奉安 ト" 

區々 勉勵罷 在 候處、 時勢 變遷、 終 二 其 機 無 之 先帝 御登遐 二 相 成 候 次第、 悲泣 痛哭 ノ至 奉存 候、 就テ 今上 御 踐祐、 引續德 

川 氏 大政 返上 王政復古 之 際-一 當リ、 豈圖 哉、 慶喜 終始 奉 欺 天朝 反狀 明白、 追討 被 仰 出、 £ 外 御 多事 被 爲在候 得ハ、 臣 

茂攻、 速 二 上京 王事 二 謳 馳可仕 之處、 以所勞 之 故、 心底 - 一任 不申、 實 -ー 恐悚之 至奉存 候、 然 ル處、 當今之 形勢、 近傍 諸 藩 之 

動 靜モ未 相 分 候 二 付、 責テ之 御 奉公 ト奉存 、家臣 ヲ以、 去就 尋問 仕 候 折 柄、 松 山 征討 之 儀 被 仰 付、 御 旗下 賜 候 儀、 武門 之 其 

加 不過之 ト感戴 奮勵仕 候處、 以 皇威 追々 鎭定 二 及 候 二 付、 愈 以上 京不 奉伺 天機 候テ ハ 、不相 悔 儀 -ー 候 へ 共、 臣 茂攻、 天 

禀 多病、 殊 一一 頻年不 食 之 症 相 煩ヒ、 剩胸膈 硬 痛 等 相 起リ、 咋冬來 臥蓐罷 在、 家政 之 指揮 モ行 屆不 申、 唯今 之病體 二 テ ハ 、急 二 

囘复之 經驗モ 無 之、 深ク 心痛 仕 候、 因テ、 彼是 ヲ熱惟 仕 候-一、 臣茂 政、 辱 モ奉蒙 先帝 之 寵眷、 遂ニ 聖恩 之 萬 一 ヲ報 スル事 

不能、 今 也 朝政 御 一 新、 千載 之 一 時 一一 遭遇 仕 ナカラ、 不幸 病 痢 二 苦ミ、 駑カヲ 禁掖ニ 盡ス事 不能、 內ハ 撫育 之 任 ヲ失ヒ 外ハ 

藩 屛之職 ヲ曠シ 、從事 其所ヲ 不知、 進退 維 谷、 實 一一 恐慚 遺憾 之 至 二 奉存 候、 就テ奉 懇請 度 儀 ハ 、臣茂 政、 退隱、 末 家 之 内 養子 

二 仕、 家督 相 讓リ、 臣之微 志 繼述爲 仕、 將來 之勤勞 ヲ以、 奉 報 覆 載 之 朝恩 度、 誠 恐誠惶 不堪 至 願奉存 候、 仰冀 ハ 臣茂攻 之 情 

實 御 憫察 被 爲垂、 御 許容 之 程 奉 伏 希 候、 此段 御内 慮 奉伺 候、 稽首 謹言。 

二月  備 前少將 

池 田 章 政 家 記 一 


〇 本日 達 書 

備 前少將 

病 氣-ー 付、 退 隱願之 趣 御 遣憾二 ハ被 思 召 候 得 共、 叉 難默止 事情 ニモ被 聞 食 候閒、 願 之 通 被 仰 付 候、 尙御 時節柄 之 儀、 

速 二 末 家之內 年長 之 者 任 選 相 續可有 之 旨 御沙汰 候 事。  池 田 章 政 家 記 

〇 德川慶 喜、 王師 ノ來討 ヲ聞キ 、城 ヲ出テ 、東 象-山 二 屛居シ 、復松 平慶永 二 因テ、 書ヲ 上リ、 咎 

ヲ引キ 罪 ヲ待チ 、六 師ノ進 伐ヲ止 メント 請フ、 是日、 慶永、 其書ヲ 奏シ、 且上疏 シテ、 親 征ノ擧 

ヲ止メ 、討伐 ノ軍ヲ 班シ、 公平 ノ法ヲ 以テ、 之 ヲ處セ ン コトヲ 建議 ス、 又 慶喜及 ヒ松平 容保ノ 

臣屬、 慶永 U 因テ 哀訴 ス 。 ？ f  ； 慶果  1? ス -_、奏 

此度 御 追討 使 御 差 向 可被爲 在 哉 之 趣、 遙-ー 奉 承知、 誠 以驚入 奉 恐 入 候 次第-一 御座 候、 右ハ全 臣慶喜 一身 之 不束 ヨリ 生 

候 儀 一一 テ 天 怒-一 觸候 段、 一 言 之 可 申 上 樣モ無 御座 次第 二 付、 此上 如何 樣之 御沙汰 御座 候 共、 聊無遣 憾奉畏 候 所存 ニテ、 

東 叙 山-一 諫愼罷 在、 其 段 下々 へ モ厚申 翁シ、 假令 官軍 御 差 向 御座 候 共、 不敬 之 儀 等、 毫末 モ不爲 仕 心得-一 御座 候 得 共、 弊 

邑之條 ハ 、四方 之 士民幅 湊 之 土地 一一 モ 御座 候 得 者、 多 人數中 -ー ハ 、萬 一 心得 違 之 者 無 之 トモ 難 申、 右邊 ョ リ、 恭順 之 意ラ取 

失 ヒ、 不慮 之 儀 等 有 之 候 節 ハ 、猶更 奉 恐 入候而 已ナラ ス 、億 萬 之 生靈、 塗炭 之苦ヲ 蒙候樣 一一 テ ハ 、賨 以不忍 次第 一一 付， 何卒 

官軍 御 指向 之儀ハ 暫時 御^ 豫被成 下、 E 慶喜之 一 身ヲ被 罰、 無罪 之 生 民 塗炭 ヲ冤 レ候樣 仕度、 臣慶喜 今日 之 懇願 此事 二 

御座 候、 右 之 趣 厚 御 諒察 被 成 下、 前文 之 次第 御 聞 届被爲 在 候 樣涕泣 奉 歎願 候、 此段御 奏聞 被 成 下 候 樣奉賴 候、 以上。 

二月  慶丄 sj  口 

〇1FI 書 

復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十九 日  .  四 二 一 


復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十九 日  11  ニニ 

本紙 奉 申 上 候京攝 事件 之 節、 詰 合 居候 松 平 肥後竝 要路 1\ 一役々、 同 樣奉恐 入 候 二 付、 御處置 奉伺 候 心得 -1 テ爲愼 置 申 候 間、 

夫々 御沙汰 被 成 下 候 樣奉願 候、 以上。 

二月  德川慶 喜 

春嶽 私記 

德川家 達 家 記 

〇 案 スルニ  、家 達 家 記 及 ヒ 勝 安芳 日記 一一 、歎願 書、 前 橋 侯 へ 依賴 シ テ 、京師 へ 奏 シ 、猶 諸道 總督府 へ モ差出 ストア レ トモ、 

實ニ之 ヲ奏セ シ ハ松 平慶永 ナリ。 

〇 

臣慶永 謹テ奉 言上 候， 今般 慶喜 伏罪 之 上、 東歆山 へ 閉居 謹慎 罷在、 會桑始 夫々 處置申 付 奉 仰 敕裁 候、 謝罪 狀 ハ 旣 二 今朝 慶 

永參 内、 中 山 前 大納言へ 奏達仕 候 事-一 御座 候、 抑 於 慶喜ハ 、實 一一 謹 愼之實 効著然 イタ シ、 此上ハ 於 朝廷、 速 ーー征 東 之 

進軍 被爲 止、 行幸 モ被爲 止 候テ、 以 天下 公議、 慶喜 へ 之御處 置、 竝會桑 始之被 仰 付至當 不可 動 之 朝 裁、 早々 被 爲在度 奉 

存候、 慶喜 伏罪 謹慎 夫々 處置仕 候 テモ、 矢 張 御 進軍 行幸 等モ、 依然 御 施行 被 爲在候 テハ、 天下 之 人心 生 疑懼 候、 於 朝廷 

被爲 好事 候樣 二相 當リ、 且爲 朝廷、 國々 費 弊 ヲ極メ  、怨咨 之聲満 行路、 遂二 ハ乍 恐奉怨 朝廷 候樣之 形勢-一 立至リ 可申ハ 

必然 ト奉存 候、 慶喜 伏罪 謹慎 無 之 候 へ ハ、 天下 極 困 弊 候 トモ、 決テ聊 朝廷 之 御 無理 トモ 不奉 存、 各藩 進軍、 實 二 干城 勤 

王 之 誠 赤可顯 候、 利害 ヲ以テ 言上 仕 候 へ ハ 、 慶喜如 此閉蟄 謹 愼罷在 候 二  、 尙御 進軍 被 爲在候 へ ハ 、 慶 喜家來 過激 之 者、 萬 一 

忿怒 一一 堪兼 候處ョ リ、 幾千 人 一 心ト相 成、 前日 ヨリ ハ 必死 之 兵 一一 相 成 可 申、 乍 恐 官軍 一一 テハ諸 藩 入 交 リノ 兵隊 二 テ、 百 人 

百 心、 千 人 千心ノ 景況、 此者 共、 慶喜 伏罪 謹愼 承知 仕 候 へ ハ 、猶 以銳氣 滅却 可 仕、 勝敗 之 上 一一 至 候 テモ、 乍 恐 如何 可 有 之 候 哉、 

其 上客 戰主戰 之勢モ 有之ハ 必然 ト奉存 候、 王師 實-ー 萬 一勝 利ナキ 時ハ、 天下 是限 リト 奉憂惱 候、 何分 早々 被爲止 御 進 

軍、 公平 之 御 處置奉 願 候、 且又 今般 外國御 交際 之 上 - ー付テ モ、 今度 之御處 置、 萬 一 公法 被 爲誤候 テハ、 實-ー 御大 事 ト奉存 上 


t> お テ申上 奉リ候 通リ、 外國 ハ當 今條理 分明、 公法 ヲ以所 分 仕 候、 伏罪 謹 愼ノ上 -1 テ モ 、猶 御 征討 ト申 儀、 外 國 人 如何 

シ可& 哉、 彼モ此 度ノ御 ー處置 ヲ以、 今後 之 天下 御 攻道可 推知 奉 存候、 臣慶 永德川 支族 ノ身ヲ 離レ、 當職ノ 任 ヲ以奉 言上 

候、 萬 一 矢 張 御 進軍 行幸 之 御大 擧等被 爲在候 儀 候 得ハ、 乍 恐 天下 人心 ノ 向背 一一 關係シ 、今後 之 御大 政 先見 仕 候 得ハ可 

せ分，^^、右故、公平至當之御處置ニ出候へ ハ、 皇德 天下 ニ輝キ 朝 威 率濱- 一光 被シ、 億 萬 之 牛： 靈不啻 免 塗炭、 諸侯 モ亦感 

戴 聖 E,5 台 安 再 太平 之 天日 ヲ觀 可申ト 奉謹畏 候、 外國 人モ頗 皇政 一新 之 公法 ヲ以、 被 爲裁候 儀 一一 候ハ 、、海外 之 賞譽勿 

論 ト奉存 候、 ほ慶永 忘 狂 瞽倍越 千 冒 尊厳 身 奉 言上 候、 臣當 死罪、 謹 テ待斧 鎖、 萬 一 御 採用 被 成 下 候 へ ハ 、 天下 幸甚 之 至 

奉存 候、 臣慶喜 誠 恐誠惶 頓首頓 首再拜 謹言。 

二  rj  -  L 日  臣麼  永 

二月 T ヅ日 

春嶽私 記 

〇 春嶽 私記 二 云、 十八 日、 去ル 十一 一日 江 城 一 ーノ 丸へ 御 留守居 御 呼 出 二 テ、 御 目 附妻木 多 宮殿 ョ リ御渡 二 相 成 御 直 書、 御徒 士 

田 村 逢 一一 ー郞 持參、 4. 丸 日 SI ッ時 御供 摘、 御衣 冠 -ー テ御參 『中 山 殿 へ 御 逢、 御 奏聞 狀拉御 添 翰共藝 相 n 御 指 出 

之處、 御 落手 之 趣 -ー 付、 猶又 別段 御 逢 二 テ、 御實效 モ 相 立 候 上 ハ 、只管 御 寬典之 御 歎 達， 且內國 御 職掌 之 上 ヨリ モ、 一日 モ早 

御進軍御指留、天下萬民之疾苦ヲ被爲救、諸侯^-勞費モ御減殺有之樣被仰立、且叉 御 親征之 儀モ、 御 止リ」 一 被爲成 候樣之 

御 趣意 モ御 含蓄 一一 テ、 樓々 被 仰 立 候處、 一 段 之 御 嘉納 御領 承 有 之、 早々 御 伺 一一 モ可相 成 御 模樣之 由、 夫 ヨリ 如例宫 代へ 御 出 

勤、 御同處 一一 テ御 即席 御認 一一 テ御 建白 有 之、 右 等 之 御 誠心 貫徹 セ シ 一一 ャ、 無 程 明日 諸 卿總參 ，H 之 儀ラ被 仰出シ 力 ハ 、定 

テ此件 之 朝議 二 モ可有 之ト、 公之 御 感激 ハ不及 申、 御 家臣 共 二 オイ テモ 一同 蘇 息 之 思ヲナ セリ。 . 

〇 廣喜 家臣 哀請甞 

德川慶 喜家來 共 
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昧死 恐懼 奉 哀訴 闕下 候、 主人 事 兼々 奉 蒙 非常 之 朝恩、 深 奉 感戴候 一一 付 テハ、 別テ 皇國 \ 一 御爲、 □ 夜 心 力 ヲ盡シ 、旣ニ 

祖宗 傳來之 政權ヲ 奉歸、 引續將 軍職 ヲ モ辭返 仕、 彌以勉 勵仕罷 在 候處、 先般 京攝之 事件、 遂 一一 奉惱 窟襟候 次第 一一 立 至 リ、 

於 主人 深 奉 恐 入、 東 下以來 只管 恭順 謹愼 御沙汰 奉伺 候 心得 二 テ、 上野 寺 中 -ー 退蟄罷 在、 其 節 詰 合 居候 要路 之 者 共 ハ 、爲愼 

置 御所 置 奉 待 候 事 一一 御座 候、 抑 京攝之 事件、 主人 二 於テ ハ深ク 奉 恐 入居 候 得 共、 右 ハ 全 ク鎭撫 方 不行屆 ヨリ 相 生 シ候儀 一一 

テ、 其 胸中 ヲ 推察 仕 候へ ハ、 臣子之 分、 實以悲 泣 之 至， 片時 モ不 安次 第二 御座 候、 主人 事、 元來 皇國之 御爲、 一 點之 私心 ヲ 

不挾、 忠誠 之 外 二念 無 之 段ハ、 厚ク 御 諒察 被 成 下、 且 祖先 之 勳努ラ モ被爲 思 召 出、 格別 寛大 之 御沙汰 被 仰 出 候 核、 

幾重-一 モ奉欵 願 候。 

德川慶 喜 

二月  ，  家來 中- 

-  春嶽 私記 

德 川 家 達 家 記 

〇 容保 老臣 哀請書 

謹テ 言上 仕 候、 老募君 容保儀 去 戌年、 京都 守護 職 被 命 候處、 弊 邑之儀 ハ東奧 之 藩鎭、 且 帝都 ヲ離ル 事 一 ー百餘 里、 應援達 響 

之 道 モ無覺 束、 力 ヲ計リ 分 ヲ計テ 、其 任 二 勝サ ラ ン事ヲ 恐 レ 辭返申 候 得 共、 其 節 之 御 事體御 艱難、 皇國之 安危 一一 拘 候御揚 

合 故、 强テ可 相 勤 旨 被 命 候 一一 付、 數 百年 已來之 隆恩奉 報 度、 闔藩 決議、 京都 ヲ以 墳墓 之 地 -ー 心得 罷上 リ、 大樹 尊 王 之 趣 

意 致 遵奉 周旋 奉職 仕 候、 然ル處 * 不圖モ 先帝 無限 之 寵眷御 賞譽之 袁翰ヲ 下 シ賜リ 、其 外 度々 御 宸筆被 下 置、 恩賜 之 

品々 モ 幾度 トナク 拜戴仕 候、 元 來容保 儀誠實 一片-一 勵精 致， 毛髪 モ 私意 無 御座 候 付、 先 朝已來 格別 之 御 依賴ラ 蒙、 大病 之 

折ハ、 無 勿體モ 至尊 之 御身 ヲ以、 於 内侍 所 御 祈 禱被遊 下、 君臣 水 魚 之 情 態、 宸翰 之 表-一 モ御顯 ハシ被 下、 當 朝-一至 候 

テモ、 先帝 以來 釵慮遂 奉 守護 職 相 勵候譯 ヲ以、 叙 感思召 被 下、 参議 推 任 前後 天恩 1\ 一難 有、 主 從感戴 泣 謝罷在 候、 隨テ 

大樹 ヨリ モ度々 之 褒賞 有 之、 彼是 重々 之 隆恩、 S 國肝膽 一一 銘シ、 冥加 至極 難 有寨存 候、 前件 之 通、 兩朝 歴然 ク ル 厚眷、 sji 


保 之 誠 直、 前後 相替候 條分寸 モ無之 候、 伏 見 戰爭之 儀 ハ 、德 川内府 上洛、 先 供 一 同 登 京 之 途中 發砲被 致、 武門 之 習、 不得 止、 

應兵及 一 戰候 儀-一 テ、 敢テ 闕下ヲ 犯 候 儀 毛； S 無 之 候ハ、 萬 人 所 共 知 一一 御座 候、 然ル 二、 今日 二 於テ、 不料モ 不慮 之 汚名 ヲ 

蒙 候 段、 臣子之 至情、 日夜 慟哭、 不雪君 寃死ス トモ 不止ト 闔國诀 心 仕 候、 頑固 之 習 風、 何共 讖撫之 道 無 之、 於 私共 ハ、 至々 極 

極 苦心 仕 候閒、 此上 ハ 寸時 モ早ク 雪 霧 快晴、 一 藩 之 人民 安堵 仕候樣 幾重 -ー モ奉 懇願 候、 別紙 袁翰之 儀 ハ 先帝 御 深意 被 

爲入被 下 置 候 儀 故、 深筐底 -1 藏置候 得 共、 國事 危急 之 今日 二 差 迫 候 -ー 付、 御内々 奉 入 御覽候 間、 此 S 御 垂憐被 成 下、 乍 

恐 御 奏聞 之 權伏テ 奉欵願 候、 恐惶 敬白。 

松 平 若狹守 家老 

-  .  田 中 土 佐 

神 保 内藏助 

. 辰 二月  梶原平 馬 

上田 與大輔 

內藤助 右衞門 

詉訪 伊助 

孝 明 天皇 ヨリ 肥 後 守へ 賜ル 宸翰 寫、  ， 

堂上 以下 疎 暴論、 不正 之 所 置增長 二 付、 痛心 難堪、 內命 之處、 速 二 領掌 憂患 掃攘、 朕存意 貫徹 之 段、 全 其方 忠誠 深感悦 之餘、 

右 一 箱 遣 候 者 也。 

文久 三年 十月 九日 

右 一 箱 御詠 之寫 

たやす からさる 世に 
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武士の 忠誠の こ、 ろ を 

よろこ ひ 一し よめる 

和らく もた けき、 いも 

相 生の まつの 落葉の 

あらす 榮へ舞 

武士と こゝろ あはして  . 

いわほ を も つらぬきて 

まし 世， -の おも ひて  春嶽 私記 

〇 春嶽 私記 一一 云、 本書 會藩小 野 權之丞 、於 江戸 表、 草 尾 一 馬 迄 持參、 雪 江 迄 相廻ス ト、 而シ テ 上達 ノ事 ヲ記セ ス。 

〇| 春嶽 私記 又 云、 同時 大久保 一 翁老 ヨリ 呈書如 左、 

盆 御 勇健 奉敬賀 候、 陳者御 恭順 之虚、 幾重 二 モ 御請 合 申 上 候、 只々 若手 勇 土 云々 御城 宅 11% 激論 之 請 太刀、 眞 -ー勞 切 

候 得 共、 上 之 確然 御据 故、 夫 而已御 賴母敷 相 勤 居候、 昨夜 會計總 裁 御免 相 成、 若年 寄 事務 取扱 被 仰 付、 愈以 赤面 慚愧之 

至 候 得 共、 此 時節 强テ御 斷申上 モ却テ 恐 入、 激論 家 說解等 二 出 居候、 殿中 一一 テ認、 早々 頓首。 

二月 九日 

1 一白、 別紙 之 通、 iB 位 被爲召 放ト申 沙汰 之 者、 皆 御 役 御免 相 成 候、 55slf 人-一 ハハ有 §15" 會桑 モ尙御 安心 之 方 二、 追々 御手 

順 可 相 成 御樣子 -ー 候、 右 等-一 テ モ御 恭順 之 御 趣意 ハ御察 可 被 下 候、 再拜。 

一 翁 寬 

大藏 大輔樣  . 

OS?  紙 


御 役 御免、 如 前 雁 之 間 詰 被 仰 付、 差 扣可罷 在 候 

御 役 御免、 柳 之 間 詰 被 仰 付、 差 扣可罷 在 候 

御 役 御 免、 差 S 被 仰 付 候 

御 役 御免被 成 候 

思 召 有 之 御 役 御免被 成 候 


御 役 御免被 成 候 
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步兵 奉行 兼 

牧野 土 佐 守 

御 目 滑 

設 樂 備 中 守 

同 

新 河 S 守 

同 

.  ^  梗本對 馬 守 

歸府之 上 渡 普 

同時、 有 馬帶刀 ョ リ雪江 へ 來窨、 如 左、 

前畧、 然ハ 今日 ハ林生 著 京、 當地之 景況、 縷々 御 承知 御座 候 儀 ト奉存 候、 前 橋侯モ 十日 御 發駕相 成 申 候、 過日， 尊公 御 細 書 

二 テ、 尙更 一 翁 君 一一 モ厚配 有 之候樣 一一 伺 申 候、 咋十 一 日、 總 出仕 二 テ御 布告 相 成、 乍 恐 今 早天、 東！^ 山 へ 被爲 成、 愈 厳重 之 

御 恭順 御 籠 愼之趣 二 伺 申 候、 刖 御 奏聞 書 ハ 別段 御改 二 相 成 申 候、 定テ 尊邸ョ リ御指 出 ト奉存 候、 此兩 三日 御 延引 二 テ、 

草 尾 氏 二 モ殊之 外 配慮 有さ 事. ト奉存 候、 就テ ハ 、寡 君モ 十五 日發 足， 愚生 モ 從駕無 程 上京、 又々 萬々 御 厄介 -ー 可 相 成、 餘 

ハ拜晤 ニ讓リ 及閣筆 候、 頓首拜 上。 

二月 十二 日  帶  刀 

雪江投 

一 一十 日 、江戸 表へ 之 御 呈書被 指 立、 左 之 通、 

謹テ奉 言上 候、 去ル士 一日、 家來之 者、 西 御 丸へ 御 呼 出-一 テ、 妻 木 多宮ョ リ御渡 相 成 候 御 封 物、 以急飛 差 越、 去ル 十八 日晚 


到 著、 右 ハ東叙 山 へ 御 謹慎 被 爲成候 御 謝罪 狀、 咋十 九日 慶永參 朝、 議定 中 山 前 大納言 迄 奏達仕 候處、 落手 之 旨 申 聞 候、 

依 之、 此段 謹テ奉 言上 候、 誠 惶誠恐 頓首頓 首百拜 謹言。  . 

二  07  二十日  慶  、力 

同時、 大久保 一 翁老 へ 被 遣 御 C 書、 如 左、 . 

一 一月 九日 御 認之御 懇書、 一 咋十 八日 到 著、 春寒 去 兼 候處、 先 以德川 公 《叠 御機嫌 能、 別テ 方今 無 御 障哉ト 日々 御 案 シ申上 候、 

隨テ老 丈 愈御淸 安、 爲 皇國御 盡カ御 勤 仕 珍重 奉存 候、 抑 今般 之 御 謝罪 狀 -ー テ ハ 、實 一一 御 恭順 御 實效著 然致シ 難 有、 愚不 

宵 之 小生、 大 -ー 盡カ モ出來 欣然 之 至奉存 候、 昨日 朝 衣冠 著參 内 仕、 御 奏聞 狀、 議定 中 山 前 大納言 へ 差 出 申 候處、 落手 二 

ォ^^能々賴置候、御內々之儀-ー ハ候得 共、 主上-一 モ殊之 外 御 心配-一 テ、 今般 之 儀 ハ實ニ 被 對德川 家 御氣之 毒-一 被 思 召 

候御樣 子、 ヒソ カー 一 相 伺ヒ申 候、 乍去ィ マ タ御 若年 之 儀、 殊 一一 朝廷 役人 モ夫々 有 之、 叙慮モ 中々 マ ケッケ ラレ 候鹽梅 二 

テ、 誠 御 苦心 之 御樣子 -ー 御座 候、 今朝 ハ 岩 倉 t^ss^ 始被爲 召候テ 朝議 被 仰 出 有 之 哉 -ー 承知 仕 候、 且作日 心 付 二 テ 、小生 以當 

職 言上 仕 候 へ ハ、 宜カ ト存シ 、別紙 之 書面 草卒 於內國 局認、 副 總裁迄 出 置 申 候、 御 內々、 此 書面 德川公 へ モ被 入御 覽候 へ 

ハ、 幸甚 之 仕 合 御座 候、 © 叉 何分 精々 之儀ハ 心配 可 仕 候 間、 御 降 心 奉 希 候、 小生 十五 日參 2： 仕 候處、 被 爲召候 付 常 御 

殿へ 罷 出、 少々 御風 氣被爲 在 候 故、 御床 之 儘-一 テ御對 面、 外國 事情.^ 分 御 直-一 奏聞 仕 候處、 外國人 上京 參 内、 於 紫 

宸殿 外國人 へ 御 對面被 仰 出 候、 尤此 節、 土人 暴擧 二 ョ リ、 佛人之 忿怒 有 之 申立 候 儀 一 大闲 難、 此儀 片付 候 ハ 、 、 上京 參 

内 之 手 害， 一可 相 成 候、 小生、 過日 ヨリ 風邪 罷在候 得 共、 押 テ參官 代 熱 氣モ有 之、 甚以 迷惑 仕 候、 一 寸 事情 拜答迄 如此 也、 亂 

筆 仰 御 海恕候 也。 

二月 二十日  慶 

大久保 一翁ぬ  . 

尙々、 小生 上書 ハ德川 公 限 リト御 心得 可 被 下、 被 仰 越 候儀ハ 一 々致 承知 候 也。 

復古 記 卷三 十六 明治 元年 二月 十九 日  四 二 九 


復 古 記 卷三 十六 明治 元年 二  H: 十九 日  四. 三 〇 

〇 丹 羽 長 國、？ 書 ヲ上リ 、六師 應援ノ 命 アル ヲ以テ 、病ヲ カメ テ藩ニ 歸リ、 兵備 ヲ 整へ テ、 

命 ヲ待ン トス ルヲ 禀シ、 且兵ヲ 京師 一一 出シ、 守衛-一充 テント 請フ。 

德川慶 喜 反逆 妄擧 -ー 至 候 -ー 付、 國カ相 應人數 引 纏 上京 可 仕 旨 御沙汰 之 趣奉畏 候、 速 二 上京 可 仕 之處、 兼 テ申上 候 通、 持病 

之^^積 二 テ 遷延 仕 候 得 共、 方今 之 御 時 態ヲ辨 へ 、殊 -ー 江戶 在留 仕 居、 殆ン ト 痛心 苦慮 一一 不堪 罷在 候、 然處 御 征討 官軍 御 

進發 二 付、 奧羽諸 藩可援 御 征討 之 勢 旨 御沙汰 之 趣拜承 仕奉畏 候、 不 容易 御 重大 之 御 事柄 二 御座 候 得 ハ 、 軍旅 用意 仕 無 

油斷樣 差配 仕度、 冒 病中 一 先 歸國仕 大命 奉 待 候、 扨 又會津 御 追討 之 儀 モ被仰 出 候 趣 承知 仕 候處、 私 領地 隣 境 合界之 中、 警 

備モ不 仕候テ ハ 相 成 間 敷、 隨テ偏 小之國 柄、 人數 東西 相 分候テ ハ 、自然 兵 勢 微弱 二 落 合 候 事 一一 至リ、 甚 苦心 罷在 候、 依 之、 當 

所在 合 候少分 之人數 上京 申 付 候、 萬 一 御 守護 之 補 闕-ー モ御指 加 被 下 置候ハ 、、難 有 仕 合奉存 候、 併全以 勤王 之 微志ヲ 表 候 

迄 二 御座 候、 是等之 趣 厚 御 汲取 被 下 置候樣 仕度 奉 願 上 候、 尤 所勞少 -ー テ モ赴 快方 候 得 ハ 、上京 仕度 素 願 二 罷在 候、 此段御 

請 旁 申 上 候、 以上。 

二月 十一 日  丹 羽 左 京大 夫 

丹 羽 長 裕家記 

〇 長裕家 記- 一 云卫 京 申 付 候銃士 一  小隊、 去ル 十四 曰 江戸 表出 立、 同 十九 曰 京 著、 左 京大 夫 儀、 一 一月 一 一十三 曰 江戸 表出 立、 

一 一本松へ 歸ルト 、本書 上達 ノ日ヲ 失ス、 故 二 本日 二 收ム。 

〇 松 平定 敬、 書ヲ 入道 公 現 親王  一一. n 壬シ、 德川慶 喜ノ爲 U 救解ヲ 請フ。 

〇 松 平定 敎家記 二 云、 越 中 コト、 正月 士 一日 江 戶ニ退 居シ、 續テ 築地 下 邸 二 謹愼罷 在、 一 一月 十九 日 二 至リ、 上野 宿坊 東圓院 

ヲ以テ 、輪 王寺宮 へ 左 之 歎願 書 差 出 ス 、 

謹 テ奉欵 願 候、 今般 慶真爲 御 追討 御 親征被 仰 出 候 趣、 遙-ー 奉伺、 恐愕 彷徨、 一言 之 奉 申 上 樣モ無 御座 候、 抑 京攝之 


問， 始終、 慶喜 -ー 陪從罷 在、 補佐 不行届 ヨリ、 此度之 御 次第 -ー 被 爲至候 儀 ハ 、日夜 不堪 憂苦 候、 仰 願 德川家 累代 之勳 勞被爲 

思 召 出、 格別 之以 御仁 慈 、寛大 之 御沙汰 被 仰 出候檨 仕度、 泣 血 奉 愁訴 候 外 他事 無 御座 候、 定 敬謹愼 閉塞 奉 待 天譴 

候 折 柄、 奉 言上 候 モ深奉 恐 入 候 得 共、 臣子 苦情 何分 難默 止、 御内々 奉 愁訴 候 間、 何卒 御 憐察之 上 朝廷 向 可 然御執 成 之 

程 伏 テ 奉 欵願候 、誠 恐 誠 惶頓首 百拜。 

二月 十九 日  松 平定 敬 

但、 本文 歎願 書、 三月 一 一日、 一 橋 大納言へ モ差 出ス、 

〇| 又 云、 一 一月 下旬 ™l〕 曰 家來共 ヨリ、 輪 王寺宫 へ 左之欵 願書 差 出ス、 

主人 定敬 儀、 舊腹所 司 代 御 役 依願 被 免、 以後 此度之 事件 -ー 至リ、 奉對 朝廷 恐懼 仕 候、 依 テ歸府 後 謹慎 鶴 在 候處、 於 在所 

表、 別紙 sf; ^ニノ 十 建 八 書 日ヲ、 II 之 通 勅使 橋 本 少將樣 、柳 原 侍從樣 ヨリ 被 仰 渡 候 趣 中越、 猶別テ 恐懼 罷在候 、素 ヨリ、 

尊王 之 大義 ハ 厚相 心得 罷在 候處、 今日 之 時宜 - 一至 リ候 段、 臣子之 苦情 何分 難堪、 平生 之 心事 篤ト御 亮察 被 成 下、 此上 寛大 

之 御所 置 -ー 相 成 候 樣伏テ 奉 懇願 候、 何卒 御 垂憐願 之 趣 御 聞 屆被成 下 候樣、 御 執 成 之 程 泣 血 奉 歎願 候、 以上。 


月 


牧 善次郞 

首 藤 忠 兵 衞 


但、 本文 欵 願書、 一 一月 三十日、 一 橋 大納言へ モ， 差 出ス- 
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總 閲 
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復 
古 
記 


卷三 十六 明治 元年 二月 十九 日 

一等 編修 宫 臣 

募 修兼校 勘 

.  一 等 編修 宫 臣 

一 等 掌 記 E 

原 慕 

十二 等 出仕 臣 

校 錄 

六 等 掌 記 臣 

八 等 掌 記 臣 

繕 寫 

一等 繕寫 臣 

二等 繕寫 臣 

二等 繕寫 臣 


四 三 二 

長 松  幹 

長  ぜ火 

四 星恒之 

石津 發三郞 

澤渡廣 孝 

松 浦 辰 男 

小川 長 和 

小島  春 

藤 園暨意 


復古 記 卷三 十七 

明治 元年 戊辰 一 一月 一 不曰 - 一起 リー 一. H 曰-一至 ル  • 

〇 一 一月 

二十 曰、 議定 德大 寺實 則ヲ以 テ內國 事務局 督ヲ 蒹ネ、 參與秋 月種樹 權輔ヲ 兼ネ、 參與辻 維嶽、 

廣澤 眞臣、 大久保 利 通、 中 根師質 判事 ヲ蒹ネ 、議定 晃 親王 外國 事務局 督ヲ 兼ネ、 議定 伊達宗城、 

參與東 久世通 禧輔ヲ 兼ネ、 參與岩 下方 平、 町田久 成、 伊藤博文、 五代友厚、 寺島宗 則、 井上馨 判 

事 ヲ蒹ネ 、議定 嘉彰 親王 軍 防 事務局 督ヲ 蒹ネ、 參與烏 丸光德 權輔ヲ 兼ネ、 參與津 田 信弘、 吉井 

德春 判事 ヲ兼ネ 、參與 鷲 尾 隆聚、 壬 生 基修、 四 條隆謌 親 兵 掛ヲ蒹 ネ、 議定 中 御門 經之會 計 事務 

局督ヲ 兼ネ、 議定 淺野 茂勳輔 ヲ蒹ネ 、參與 長 谷 信 成 權輔ヲ 兼ネ、 參與 戶田忠 至、 三 岡 公正、 小 原 

忠寛 判事 ヲ蒹ネ 、議定 細 川 護久 刑法 事務局 輔ヲ 蒹ネ、 參與溝 口 負 直、 土 倉 正彥、 木 村貞通 判事 

ヲ 蒹ネ、 參與福 岡 孝弟 制度 事務局 判事 ヲ 蒹ネ、 參與 後藤 元 輝 ヲ總裁 局 顧問 ト爲シ 、顧問 木 

戶孝允 ヲ參與 ト爲シ 、项 |?、 元 彈 、孝 允ヲシ テ參與 顧問 小 松 淸廉ト 共 一一 外國 事務 掛ヲ兼 シム、 又 

幟 仁 親王 ヲ以テ 議定 兼 神 紙 事務局 督ト 爲シ、 吉 田良義 I- ヲ參與 兼輔ト 爲シ、 龜 井玆監 ヲ參與 

復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十 曰  M  一二三 


復 古 記 卷三 十七 明治 元年 二  二十 口  ョヨ 

兼 判事 ト爲シ 、植松 雅言 ヲ 參 與兼權 判事 ト爲シ 、岩 倉 具 綱 ヲ參與 兼內國 事務局 權輔 ト爲シ 、中 

川元績 a や ヲ參與 兼 判事 ト爲 シ、 五辻 安仲 ヲ參 與兼權 判事 ト爲シ 、井關 盛艮顿 SIS  、ヲ 參與 

兼外國 事務局 判事 ト爲シ 、吉田 良 星 まや 土 肥 某 條 ヲ參與 兼 軍 防 事務局 判事 ト爲シ 、平 松 一 

時 厚、 冊、 〇 萬 里 小路 通 房、 愛宕 通 旭 ヲ參與 兼 親 兵掛ト 爲シ、 鴨 脚光 長 iM§  、ヲ參 與蒹會 計 事 一 

務局 判事 ト爲 シ、 參與 助役 石山 基 正ヲ參 與兼權 判事 ト爲 シ、 近衞 忠房ヲ 議定 兼 刑法 事務局 督 一 

ト爲シ 、五條 爲榮 g 衲ヲ 參與兼 權輔ト 爲シ、 鷹 司 輔熙ヲ 議定 兼 制度 事務局 督ト 爲シ、 堤哲 長絲」 せ 一 

ヲ參與 兼 權輔ト 爲シ、 松 室 重 進 5K や ヲ參與 兼 判事 ト爲シ 、坊城 俊 章 雌？ £  ，ヲ參 與蒹辨 事 加勢； 

ト爲ス 0 

德大 寺大納 言 

議定 職內國 事務局 督被 仰 出 候 事。  一 

慶應四 辰年 二  0:  . 

總裁 朱印  職務 進退 錄 

〇  一 

秋 0： 右京 亮 一 

參與職 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月  . 


總裁 朱印 


職 務 進 退 錄 


〇 


S 國 事務局 輔 加勢 被 仰 出 候 事。 

一 一 月 

〇 


徵 士參與 職內國 事務局 判事 被 仰 付 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 

議定 職外國 事務局 督被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 

復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十日 


各 通 


秋 月 右京 亮 


辻 

中 


山 


職 務 進 退 錄 


將 曹 

澤兵助 

久 保ー藏 

根 雪 江 


職 務 進 退 錄 

階  宫 

職務 進退 錄 


四 三 五 


復古 記 卷ー 一一 十七 明治 元年 二月 二十日 

議定 職外國 事務局 輔被 仰 出 候 事。 

K 應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 

參與 職外國 事務局 輔被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 


m 二 六 

宇 和 島少將 


職務 進返錄 


東久世 前少將 


職務 進 返錄 


各 通  岩 下 左 次 右衞門 

町 田 民 部 


徵士 參與 職外國 事務局 判事 被 仰 付 候 事。 

慶應 ffl 辰年 二月 

總裁 朱印 


伊 

井 


島 

上 


才 


介 


多. 


職務 進 返錄 


議定 職 軍 防 事務局 督被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇- 

^^ノ與職被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 

軍 防 事務局. 輔 加勢 被 仰 出 候 事。 

一 一 月 

〇 


徵士麥 與職軍 防 事務局 判事 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

復古 記 卷ー 一一 十七 明治 元年 二月 二十 一 


各 通 


仁 和 寺 宮 

職 務 進 0 錄 

烏 丸侍從 

職 務 進 退 錄 

烏 丸侍從 


職務 進返錄 

烏 '德 履！ '嘗 


津田 山三郞 

吉 井幸輔 


四 三 七 


復古 記 卷 三 十七 明治 元年 二月 二十日 

總裁 朱印 


〇 


參與職 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 


軍 防 事務局 親 兵掛被 仰 出 候 事。 

一 一 月 

〇 

議定 職會計 事務局 督被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 


四 三 八 

職 務 進 退 錄 

各 通 . 鷲 尾侍從 

壬 生前 修理 大夫 

四條 前侍從 


職 務 進 退 錄 

各 通  鷲 尾侍從 

壬 生前 修理 大夫 

四條 前侍從 

職 務 進 退 錄 

中 御門 大納 言 j 


攝嚷 1 退錄 

中 御門 經之 家譜 


〇 


議定 職會計 事務局 輔被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 

參與職 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 

會計 事務 輔 加勢 被 仰 出 候 事。 

二 月 

〇 

^^,與職會計事務局判事被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 

復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十 一 


安 藝 新少將 


職 務 進 退 錄 

淺野長 勳家記 


長 谷 美濃權 介 

職 務 進 退 錄 

長 谷 美 濃權介 

職 務 進 返 職 

戶田 大和 守 

職 務 進 返 錄 

四 三 九 


復 古 記 卷三 十七 明治 元年 二  二十日 


徵土恭 與職會 計 事務 lis 判事 被 仰 付 候 事" 

K 應四 辰年 二月 

. 總裁 朱印 

〇 

議定 職 刑法 事務局 « 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 


徵士 參與職 刑法 事務局 判事 被 仰 付 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇  . 


各 通 


各 通 


三 


溝 

木 


四 四 0 

岡八郞 

原 ニ兵衞 


職 務 進 退 錄 


細 川 右 京大 夫 


職 務 進 退 錄 

細 川 護久 家 記 


口 孤 雪 

倉 修理 助 

村 得太郞 


職 務 進 退 錄 


福 岡 藤 次 


徵. H 參與 職制-度 事務 ：i5 判事 被 仰 付 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 


各 通 


徵士參 與職總 裁 局 顧問 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 


各 通 


職務 逸退錄 

0 岡 弟 I 履 歴 書 


木 

ま 


松 

戶 準 

藤 象 


刀 


職務 進退 錄 


木 

後 


松 

戶 準 

藤 象 


刀 


當 分外 國 事務 掛被 仰 出 候 事。 

一一 月  職務 進退 錄 

〇 案 スルー 一 、淸廉 、孝 允， 元 嬅ノ宣 旨 皆同シ 、然レ トモ、 其 實淸簾 ハ嚮 一一 旣二 參與 顧問 ト 爲リ、 孝 允 ハ嚮ニ 顧問 ト爲リ 、此 

日始 テ參與 二 任 シ 、元燁 ハ 嚮 二 參與ト 爲リ、 此 日始テ 顧問 一一. 任 ス 、而 シ テ 其外國 事務 掛 ハ 、淸廉 、元燁 ハ 舊任 二 シ テ 、孝 ム儿 

ハ 新任 ナリ。 

復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十日  四 四 一 


復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十日 

〇 

議定 職 神祇 事務局 督被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 

參與 職祌紙 事務局 輔被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 来 印 

〇 

參與職 神祇 事務局 判事 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 

參與職 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 


四 四 二 

有 栖川中 務卿宫 

職務 進 返錄 

吉 田侍從 三位 

職務 進退 錄 

津和 野侍從 

職務 進 退 錄 

植 松少將 


總裁 朱印 


〇 


神祇 事務局 判事 加勢 被 仰 出 候 事。 

〇 有栖川 宮家 記、 卜 九日 一一 收ム。 

〇 

參與職 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 

內國 事務局 輔 加勢 被 仰 出 候 事。 

一 一 月 

〇 

參與 職內國 事務局 判事 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

復 古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 一 


職務 進返錄 

植 松少將 

職 務 進 返 錄 


岩 倉侍從 


職 務 進 返 錄 

岩 倉 具 綱 履歷書 


岩 倉侍從 


職 務 進 退 錄 

岩 倉 具 綱 履歴書 


中 川對馬 


職 務 進 退 錄 


四 四 三 


復古， 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十日 


四 四 四 


〇 


參與職 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 

内國 事務局 判事 加勢 被 仰 出 候 事。 

〇 

徵 士參與 職外國 事務 判事 被 仰 付 候 事。 

K 應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 

參與職 軍 防 事務局 判事 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 来 印 

〇 


五辻 大夫 

職 務 進 返 錄 

五辻 大夫 

職 務 .  サ〕 退 錄 

井關 齋右衞 門 

職 務 進 退 錄 

吉 田 遠 江 

職 務 進 退 錄 


徵士參 與職軍 防 事務局 判事 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 


^^與職被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 


軍 防 事務局 親 li^ 掛被 仰 出 候 事。 

一 一 月 

〇 


復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十日 


各 ： 血 


各 通 


土 肥 典 膳 


職 務 進 退 錄 


平 松 甲斐 權介 

萬 里 小路 右少辨 

愛宕 大夫 


職 務 進 退 錄 


平 松 甲 裴權介 

萬 里 小路 右少辨 

愛 宕大夫 


職 務 進 返 錄 


鴨 脚加賀 

四 四 五 


復古 記 卷ー 一一 十七 明治 元年 二月 二十日 

參與 職會計 事務局 判事 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 

參與職 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 泶印 

〇  . 

會計 事務局 判事 加勢 被 仰 出 候 事。 

一 一 月 

〇 

議定 職 刑法 事務局 督被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 


四 四 六 


職 務 進 退 錄 


石山 右兵衞 權佐 


職 務 進 退 錄 


石山 右 ハ衞權 佐 


職 務 進 返 錄 


近 衞新前 左大臣 


職務 進返錄 


五條 少納 言 


暴 與職被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 

刑法 事務局 輔 加勢 被 仰 出 候 事。 

一 一 月 

〇 

議定 職制 度 事務局 督被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 

參與職 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 


職 務 進 退 錄 


五條 少納 言 


職 務 進 退 錄 


復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十 1 


鷹 司 前 右大臣 


截務進 JS 錄 

鷹司輔 履歴書 


堤 右 京大 夫 

職務 進返錄 

堤 右 京大 夫 

四 四 七 


復 古 記 卷ー 一一 十七 明治 元年 二月 二十日 

制度 事務局 輔 加勢 被 仰 出 候 事。 

1 一 月 

〇 

參與 職制 度 事務局 判事 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 * 印 

〇 

參與職 被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰年 二月 

總裁 朱印 

〇 


四 四 八 


坊 城 


職 務 進 退 錄 

m 功 長 家譜 _ 


松 室豐後 


職 務 進 退 錄 


坊城侍 


職 務 進 返 錄 


侍 從 

職 務 進 退 錄 

宣旨 ァリ、 其 重複 ヲ避 


辨事 加勢 被 仰 出 候 事。 

〇 宣旨 二  、總裁 朱印 ヲ鈴ス ルノ 制、 新 二 立チ シテ 以テ、 從前 議定 參與 二 任 セシモ ノ亦， 皆 一 一 官拜除 

ケ スシテ 皆 之 ヲ收ム 、又 職務 進退 錄、 種樹、 具 綱 等 加勢 ニ係ル モノ ハ 皆 朱印 ナ シ 、之 ヲ 具 綱 二 面 質 セ シ 二 、先 ッ 加勢 ノ— 

3H ヲ賜ヒ 、後 二 權輔ノ 朱印 宣旨ヲ 賜 フト、 諸家 記 ヲ案ス ル 二  、加勢 ヲ權 ト改メ シ ハ. 廿六 七日 ノ間 二 アル ニ似タ リ、 故 二 目 

ハ 當日ノ 面目 ヲ存シ 、綱 ハ 更改 ノ宣旨 一一 從フ 、〇 進退 錄、 又 嘉言 親王、 博經 親王. 山 内 豐信ノ 事務 總督 ヲ罷メ  、更 -ー 議定 二 


任ス ルノ宣 旨 ヲ載セ 、島津 忠義、 長 谷 信 篤ノ如 キハ之 ナシ、 而シテ 忠義、 信篤仍 依然 トシ テ 議定-一列 セリ、 按ス ル 二 、職制 

更定 ラ經レ ハ、 前官 旣 一一 廢ス ルヲ 以テ、 復タ 罷免 ヲ要ス ル コト ナシ、 然レ トモ、 當時 草創 ノ際、 任罷ノ 例規 未タ定 マラス、 

往々 異同 ァリ、 一例 ヲ以テ 之 ヲ律シ カタ シ、 今 職制 更定後 ノ 罷冤宣 旨 ハ 、 一 切 省略 二 從フ、 下 1\ 一二 傚フ。 

〇 島津 忠義、 淺野 茂勳、 松平慶 永、 加藤泰 秋、 池田德 澄、 池 田政詮 -I 命シ テ、. 親 征扈蹕 先 險ト爲 

シ、 細 川 護久、 毛利廣 封、 鍋 島 茂實、 松 浦詮、 松 平信 正、 龜井 兹監、 織 田 信 親、 市 橋 長義、 森 俊滋ヲ 

後隊ト 爲シ、 加 藤 明實、 小 出 英尙ヲ シテ內 侍所ヲ 守衞セ シム、 又大坂 行在所 及 ヒ太政 官代ノ 地 

ヲ定メ  、諸 藩扈蹕 ノ 兵員 ヲ 限定 ス。 

爲 御 親 征大坂 行幸 供奉 先陴被 仰 出 候 事、 

佴、 日時 拉御 道筋 等 追テ可 申入 候 事、  , 

行幸 奉 行 ， 

二月  俊  政 

越 前 宰相 邀各通 

島 津少將 殺  . 

淺野 少將邀  . 

加 藤 遠 江 守 M 

池田攝 津守邀 

池 田 信 濃守嚴 

復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十 nl  四 四 九 


復古 記 卷 一二 十七 明治 元年 二  HJ  二十 口 

〇 春嶽 私記、 十九 日 一一 載セ タリ、 今茂眧 家譜 及ヒ 五家 家 記-一 據リテ 本日 ニ收ム _ 

〇  . 

爲御親 征大坂 行幸 供奉 後陣 被 仰 下 候 事、 

伹、 日時 竝御 道筋 等追テ 可 申入 候、  ， 


四 五 〇 

松 平 茂 

忠義 以 


昭 家 譜、 島 津 

下 五家 家 記 


月 


為 


〇 

爲御親 征大坂 行幸 內侍所 御 守衞被 仰 下 候 事、 一 


長 門 少 

肥 前 侍 

細 川 侍 

巴 


松 

章 


平 

田 


市 橋 


野 侍 

出 雪 

下 總 

對 馬 


守 


守 

守 


ま 

ま 

M 

M 


行幸 奉行 


政 


各 通 


毛 利 元 德 以 

下 九 家家 記 


但、 日時 拉道御 筋 等 追テ可 申入 候 事。 

行 幸 奉 行 

二月 廿日  俊  政 

加 藤 能 登 守 嚴各通 

小 出 伊勢 守 殺 

加 藤 明 實家記 

小 出 英尙家 記 

〇 明 實家記 二、 小 出 伊勢 守 助 勤 被 仰 付 トァリ C 

〇 

一 行在所 可爲 本願 寺 掛所之 事、 

但、 内侍 所 ハ 新 -ー 取 立 之 事、 

一 太 政 官代東 本願 寺 掛所之 事、 

一 中 藩 以上、 

銃 隊五百 人 ヨリ 三百 人 迄 諸 役 付 準 之、 

近習 4. 人 ョ リ手廻 リ拾五 人 迄 之 問、 

一 小 藩  - , 

銃隊百 五十人 ヨリ 五十人 迄 諸 役 付 準 之、 

近習 六 人 ヨリ 手 廻 リ十人 迄 之閒、 

一 銃 隊之外 用捨 之 事、 

右 之 通 被 仰 出 候條、 宜可被 相 心得 候 事、 

復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十日 ■  •  四 五一 


復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十日 

但、 來 ル廿ー 一日中、 人 數付可 被 差 出 候 事、 

從僕 法令 之 儀、 各 承知 之 事 候 間 二 々不 揭條目 候。 

〇 一 一十 一 曰 達 書 I 


四 五 二 


各 通 


鍋 島 直. K 家 記 

毛 利 元 德家記 


薩 摩少將 

細 川 右 京大 失 

安 藝 少 將 

長 門少將 

越 前 宰相 

加 藤 遠 江 守 

松 平 圖書頭 

律 和 野侍從 

小 出 伊勢 守 

加 藤 能 登 守 

織 田. 出 雪 守 

市 橋 下總守 

森 對馬守 


今般 御親征 行幸 供奉 被 仰 付 候、 就 テハ、 召 連 候 兵隊 之 £ 百 人許殘 ™ 

下 置 厳重 可 致守衞 御沙汰 之 事。 

二月  ！ 


、其 餘先供 トシ テ 御 出輦兩 三日 前、 大阪 表へ 差 


島津 忠義 以下 各 家家 記、 松 平 

茂昭 家譜、 柏 原 三日月 藩 記 


〇 加 藤泰秋 以下 百人ヲ 三十 人 一一 作ル。  ， 

〇| 加 藤泰秋 申請書 

爾來不 容易 之 世態 富 襟 難 被 安、 斷然 御 親 征被遊 候 -ー 就テ ハ 、 不肖 泰秋 累世 洪大 之 御 恩 澤未能 報 其 萬 一 、 恐縮 之 至 奉 

^候 得 ハ 、此度 御 輦之側 -ー 隨從、 以 死力 御守衞 e. 上 度 奉 懇願 候、 何卒 願 之 通 被 仰 付 被 下 置 候 ハ 、 難 有 仕 合 奉存候 、 誠 

恐 誠 惶頓首 再拜。 

二月 十二 日  加 藤 遠 江 守 

.  加 藤 泰秋家 記 

〇| 扈蹕諸 藩 上申書 

一 銃 隊五百 人 一 近習 廻 拾 人 一 手 廻 拾 五 人 

右ハ此 節、 就 御 親征、 大坂 行幸 供奉 先陣 被 仰 下 候 付、 人 數付可 差 上 被 仰 出 候 趣 承知 仕 此段申 上 候、 以上。 

匿 摩 少將內 

二 月廿 二 日  ^田 仲 之 助 

慶 明雜錄 

〇 

E 御 親 征大坂 行幸 供奉 後陣 被 仰 付 候 付、 左 之 通人 數召連 S. 候、 

銃隊 五 百 人 諸 役 付 五 拾 付 近習 拾 人 手 廻 拾 五 人 

右 之 通 御座 候、 尤御達 ノ 通 百 人計殘 置、 其餘 ハ 爲先 供、 前 以大坂 表 へ 差 下 置 申 候、 以上。 

二月 廿 二日  細 川 右 京大 夫 

細 川 護久 家 記 

復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十日  .  四 五三 


復古 記 卷三 十七 叨治 元年 二月 二十日 


w 五 ra 


〇 


覺、 

一 0 百 九 拾 六 人 

內 近習 手 廻 拾 六 人 隊長 人  監察 武人 

^！附展役人 拾 八 人 銃隊 九 拾 六 人 鈹手 八 人 

右 ハ此度 御親征 行幸 供奉 被 仰 付 候 二 付、 召 連 候 人數如 新-一 御座 候、 以上。 

二 月廿 二 日 


司令官 四 人 _ 

其 外 附屬者 五 拾 人 

津 和 


野侍從 

龜井兹 監家記 


〇 一 一十一 一日 池 田德澄 上申書 

此 度 御 親征大 坂へ 行幸 供奉 被 仰 付 候處、 東 山道 兵 出 中-一 付、 供 方 人 數ヲ以 、左 之 通 召 連 候、 此段御 屆申上 候 ( 


一士 分 總人數 七 拾壹人 内 四 拾 三人 统隊  一 醫師五 人 

一 小頭 五 人 一 銃 卒八拾 人 一 卒 1 一 拾 八 人 

總人數 合 貳百五 拾 七 人、 . 

〇 

今度 御 親 征大坂 行幸 供奉-一 付、 召 連 候 人數， 左 之 通、 

ー銃隊 五 拾 人 

隊長 爱人 司令 士 五 人 鼓手 伍長 置 人 

手 廻 拾 人. 玉藥持 三人 陴具持 贰拾人 

右、 行幸 供奉 之 節 召 連 候 人數、  - 


徒士 以下 六 拾 八 人 内 四 拾 七 人銃隊 


池 田德澄 家 記 


鼓手 武人 旗 持 貳人 近習 六 人 


百 人 

隊長 壹人  軍監 三人  司令 士 十四 人 

鼓手 六 人  書記 役 壹人 玉藥持 五 人 

砲車 引手 二十 人 兵粮 方 ^^人 下役 四 人 

右、 兩 三日 前大 坂へ 相 廻 置 候 人數、 

合 銃 隊百五 拾 人、 

右 之 通 御座 候、 以上。 

二 月廿 五 日 


〇 

大 坂へ 就 行幸 2: 侍 所 御守衞 供奉 三日 前 出立 人數、 左 之 通、 

司令 覺人 嚮導 二人 銃隊 三 拾 二人 

兵糧 方 一 一人 

メ四拾 八 人 

大砲 爱挺 夫 五 人 

メ 下 夫 四 拾豐人 

人 數合八 拾 九 人 

御當日 供奉 人數、 左 之 通 ■ 

隊長 賣人 

復 古 記 


玉藥長 持四掉 夫 十六 人 


司令 « 人  嚮導 二人 

卷三 十七 明治 元年 二月 二十日 


伍長 十 e: 人 詖長 爱人 

砲手 十八 人 但 大砲 二 門 ■ 

陣具持 二十 人 


松 平 


松； 牛 信 正 家 記 


鼓手 二人 大砲 方 五 人 玉藥方 三人 


陣具持 夫 二十 人 


銃隊 三 拾貳人 


鈹手 二人 


近習 六 人 


四 五 五 


^ 隊 

卒 長 

壹 '1 
人 人 


陣雨 rI 

具 具 令 


復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十 口 

手廻リ 拾 人 51 兼 二人 書 役 二人 兵糧 方 二人 

メ六拾 三人 

玉 藥箱持 夫 二人 馬ニ疋 口 付 三人 陣具持 八 人 

メ拾 三人 

人 數合七 拾 六 人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

二月 廿 五日 


〇 

覺、 

銃隊 菟拾五 人 

近 習 六 人 

籙長持 三掉 

祖 隊長 共 

メ六拾 四 人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

- 三月 朔 


銃隊頭 壹人 

手廻リ 拾 人 

乘馬 K 又 


軍 目 付 菟人 

印 持 四 人 


使番 武人 

玉藥箱 貳； 人 


同 下役 


四 五六 

一人 隊印持 壹人 


加 藤 能 登 守 

加 藤明實 家 記 


士 1^ 人 

拾貳人 


市 撟下總 守 家 來ー 

大津佐 三. 

市 橋 長 一 


家 記 


來ル 五日 御親征 供奉 之 節 召 連 候 人數、 左 之 通、 

ー銃隊 三十 六 人 一 近習 六 人 一手 廻リ 八 人 一陣 具 持 貳十人 一玉 藥持 六 人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

淼對馬 守家來 

三 nr 朔日  小牧 半. T ぼ 

.  森 俊滋家 記 

〇 織 田 信 親 家 記 -ー 云、 三月 廿 一 日、 大坂 行幸 -ー 付、 供奉 被 仰 付 召 連 候 人數、 ， 

隊長 爱人 半 除 長 愛人  g£ 兼貳人 嚮導 四 人 兵士 廿人 兵卒 廿人 近 士拾人 

步行士 拾 人 小 荷駄 方 三人 

〇 此外諸 藩 家 記、 上申書 見ル所 ナシ。 

〇 

今度 御 親征之 儀ハ、 先達 テ被 仰 出 候 通、 萬 民 塗炭 之 苦 ヲ被爲 救 度 、以 叙斷御 決定 有 之 候 上、 王政復古 ノ爲最 第一 之 

儀 候閒、 萬 端 慈 憐之御 趣意 貫徹 候 ハ テ ハ 、忽悖 人望 自ラ 兵威 緩怠 一一 モ至候 間、 不法 亂ぉハ 勿論、 聊 之雖爲 失錯 堅 被 立法 令 候 一 

右 等 之 御 趣意 篤 ト相辨 、至 小 僕 迄 厚 被 加敎！ i 、心得 違 無之樣 肝要 二 候、 實 二 今度 之 儀 ハ 重大 之 事 二 候閒、 公武 之 差別 更 二 無 

之 候 得 共、 殊更 王公 以下 諸 司 之 家僕 共、 嚴重謹 愼無之 候 ハ テ ハ 不相成 候、 自然 違背 之 輩 於 有 之 ハ 、以 制令 可 被 及 御沙汰 旨 

-ー. 候、 此段爲 御 心得 申入 置 候 事。 

, ,  春嶽 私記 

一一 月  ，利 元 德家記 

〇 結尾 ノ 文意 ヲ案ス ル 二、 本條 ハ內讒 ニ係レ ル モノ 一一 似 タリ。 

復 古 記 卷ー 一一 十七 明治 元年 二月 二十日  四 七 


投 古 ， 記 卷ー 一一 十七 明治 元年 二月 二十 H  四 五八 

〇 墨 是可銀 ノ惯位 ヲ定メ 、我貨 き ト同ク 通行 セ シ厶。 

今般 御 一 新 之 折 柄、 外國之 交際 モ追々 被 爲在候 儀 - ー付テ ハ 、差 向爲 融通、 洋銀 一枚-一 付、 金 三分 之當 リラ 以、 無 差 支 交 遣 可 

致 旨 被 仰 出 候 間 、銘々 無 疑念 通 ffl 可 致 候 事。 

二 弓  有栖川 宮家 記 

ーヌ  IIP 利 元德家 記 

〇 元 德家記 日 ヲ失ス 、案ス ル 一一 此令 アリシ モ、 其寳ハ 開港 場 ニ止リ 、普 ク國内 一一 流通 セ シ-ー 非ス。 

〇| 外國掛 書翰 

一 维致 啓上 候、 然 ハ 先達 テ御 評議 濟 二 相 成 候 洋銀 通用 之 儀、 各國 へ モ御 調 有 之處、 左 樣相成 候 得 ハ 、於 彼方 モ 便利 之趣談 

濟 二 相 成 候 間、 別紙 之 趣 ヲ以、 早々 御國 へ 被 仰 出 -ー 相 成 候 樣被成 度」 IT 久世、 宇 和 島兩公 ョ リ御申 上 被 成 度 候 得 共、 御用 

御 多端 二 付、 拙者 廿； ハ ョ リ 可 得 御意 3：： 被 仰 付 候 問、 此段被 仰 達、 早速 御 布告 二 相 成 候 樣御取 計 可 被 成 候、 以上。 

大 坂 

二月 十八 日  ，  外國 事務 掛 

太政宫  ， 

內國 事務 

御掛中  内國 事務 叢書 

〇 書中 所謂 別紙 之ヲ 佚ス。 

〇 初テ太 政官曰 誌ヲ刊 刻ス、 sgf? 後之ヲ 裁判所 鎭撫使 及 ヒ諸藩 一一 頒ッ。 

〇 四月 五日 達 書 

近來、 太政官 二 テ 日誌 ヲ 出版 シ、 廣ク 天下 二 御 布告 被 遊 候 絛ハ、 上下 賣賤 トナク 御 政道 筋ヲ 敬承セ シメ、 一  意 一一 方嚮ス ル 


所 ラ知リ 、其條 It: 上 ヲ踐行 セシメ ントノ 御仁 慮-一 被 爲在候 一一 付、 諸國 裁判所、 諸道 鎭撫 使、 諸 藩 留守居 等へ 御渡シ 一一 相 成 

事 二 候 間、 大切 一一 取 計 ヒ 、遐 邑邊陬 末々 -ー 至 ル迄、 不 洩樣逑 一一 相 達 シ 、右 之 御 趣旨 赞貝徹 候樣、 吃 度 可 相 心得 候 事、 

但、 元 慕 府ノ預 所、 元 郡 代、 元 代官 支配 所へ ハ、 此度 取締 被 仰 付 置 候 藩々 ヨリ 可 致 通達、 寺社 領、 陴星向 等へ モ、 其最寄 

ノ藩 ヨリ 可 相 達 候 事。 

3 1  太政官 日誌 

四月  -有栖 川 宫. 家 記 

〇 前 田 慶寧闕 下 事 アル 二 際シ、 其 形 迹疑フ へキヲ 以テ、 之ヲ責 問ス、 慶寧ノ 老臣、 上書 シテ其 

情狀ヲ 陳疏ス 、是 曰 、書 ヲ 下 シ テ 、前 罪 ヲ 宥シ、 將來ヲ 戒飭 ス 0 

〇 十八 日 達 書 

加賀 宰相 中將 

先年 輦下 御變動 之砌、 尙又舊 冬同樣 形勢 一一 當リ、 上京 滯在ナ 力 ラ歸國 之 儀、 臣子之 分、 殊 -ー 武門 之 身 如何 ト頗御 不審 一一 付、 

其 旨 趣 御 尊 問 候 間、 情實互 細-一首 上 可 有 之 御沙汰 候 事。 

一 一 月  前田慶 寧 家 記 

〇 十九 日 上申書  ■ 

主人 儀、 先年 輩 下 御變動 之砌、 猶叉舊 冬同樣 形勢 一一 常リ、 上京 滯在ナ 力 ラ歸國 之 儀、 臣子之 分、 殊 一一 武門 之 身 如何 ト颇 

御 不審 二 付、 其 旨 趣 御 尋問 之 趣 御沙汰 之 御 旨 奉畏恐 入奉存 候、 宰相 中將 儀、 先年 部屋 住 中 在京 罷在候 節、 舊 幕府 之處置 

方 二 ョ リ、 長 防不穩 事情 難默止 次第、 病中 別 テ乍不 及 配慮 致シ 見込 之 處、 周旋 之 筋 モ有之 候 へ トモ、 彼是 切迫 之 事情 へ 押 移 

リ、 不 容易 擧動 二 至リ、 周旋 之 次第 齟齬 二 相 成 候 -ー 付、 京師 御 警衞之 人 數相殘 引取 申 候、 然處 病中 ト ハ 乍 申、 不都合 之 次第 

二 運 候 趣 ヲ以、 中納言 申譯ノ タ メ 先 謹慎 申 付、 家 來共不 行屆之 族、 夫 々厳重 處置申 付 朝 幕 へ 中納言 ョ リ厚御 詫 申 上、 追テ 

復 古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十日  四 五 九 


復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十日  四 六 〇 

御 宥免被 成 下 候、 將 又舊臉 出京 仕 候卽日 大政 御 一 新 被 仰 出 候 折 柄、 慶喜之 1? 下 暨會桑 一 一藩 暴 擧モ難 計、 慶喜 -ー 於テ鎭 

撫 盡カ罷 在候體 -ー 候へ トモ、 萬 一 都下 騷接 - ー及ヒ 候テハ 不 容易、 慶喜旣 一一 奉歸 大政 候 上 ハ 、 一 先 下坂、 麾下 之 者 共 厚鎭撫 

致シ、 彌以勤 王 遵奉 ヲ盡シ 候 樣致說 得 候 へ トモ、 奮發之 族無覺 束、 重疊 下坂 進、 於 宰相 中將モ 多人数 之 儀、 萬 一 方向 ヲ 

誤 リ動搖 ヲ生シ 候 テハ、 病中 親 敷 指揮 行屆間 敷、 殊 一一 此儘罷 在 候 テハ、 慶喜 下坂 之 說得存 意 モ屆兼 候 儀、 旁 追テノ 御沙汰 

モ不顧 引取 候 次第 一一 御座 候、 然處、 不日 兵端 相 開 候 場合 一一 至 リ候テ ハ 、失 事 機、 藩 屛之任 二 於テモ 不本意 之 次第、 何共 悔悟 

恐縮 罷在 候、 是等之 趣、 中納言 -ー モ奉恐 入、 上京 之 上 御 詫 モ可仕 候 へ トモ、 私共 一一 於 テモ甚 以心 痛 罷在候 二 付、 實蹟 ヲ以報 

國 之 赤心 ヲ顯 シ申度 御座 候 一一 付 御 親征之 御先 鋒 歎願 仕 候 儀 一一 御座 候、 勿論 北陸 道之條 ハ 、弊 藩 一 手 へ 御 委任 被 下 候 ハ 、 、 

一 同 感激 仕、 粉骨碎 身、 盡 忠勤 申 度 奉欵願 候、 且奉恐 入 候 へ 卜 モ 御 初 政 之砌、 都テ 御寬大 御 朝議 之 趣 拜承モ 仕 候 儀、 弊 

藩 二 於テ モ 偏-一 御 憐愍 願 之 趣 返々 懇願 仕 候、 以上。 

加賀 宰相 中將內 

二月  前 田 土 佐 守 

橫山外 記 

前田慶 寧 家 記 

〇 本日 達 書 

加賀 宰相 中將 

御 不審 之 筋 有 之 御亂問 之處、 互 細 御 返答 紙面 之 趣 彼是 齟齬 之 次第 可 有 之 候 へ ハ 、 總 テ旣往 ハ 不被爲 問 候閒、 御 理之趣 何 

モ被 聞 食 候、 乍 去、 向後 之處、 右樣 不都合 之 儀 無 之 樣急度 可 心得 御沙汰 候 事。 

二月  前 田 慶寧家 記 

〇慶 寧 家 記 二 云、 一 一月 十八 日、 在京 重臣 御 呼 立 御 書取 御 渡、 十九 日、 御請 書 指 上 険處、 廿日 御沙汰 之 通 御 達 有 之。 


〇 是 ョ リ先、 議定 內國 事務 總督 山內豐 信、 病 ヲ謝シ テ其 職ヲ辭 ス 、 未 タ報セ ス 、 適 其 家臣 堺港 

爭鬭ノ 事 ァリ、 是日、 再 ヒ書ヲ 上リ、 罪 ヲ引キ 、見 職 ヲ解カ ン コ ト ヲ請フ G 

私儀、 ft 之 亥年 及 昨 卯年 ノ 夏 敕命欽 奉 上京 仕 候 得 共、 從來 ノ 持疾、 客土  ノ 風氣 一一 被 中 候 哉、 兩度 共發動 仕、 御 暇 奉 願歸國 

仕 候、 乍然 朝廷 ノ御 爲奉盡 微衷 度、 天下 政權 朝廷 一一 相 返 シ候樣 、愚考 建議 仕、 追 テ此度 ハ 所勞タ リ共、 取 繕 上京 候樣重 

キ 敕命 一一 ヨリ、 療養中 一一 ハ候得 共、 難 有欽奉 入覲仕 候處， 太攻御 更始 被爲 遊、 不肯ノ 私 迄 議定、 內國 事務 總督 ノ兩 官職 二 

被 命 不堪 恐悚、 然共辭 讓モ不 仕 御請 申 上、 太 政 維新 ノ御 基本 相 立 候樣、 夙夜 苦心 仕 候 得 共、 當春モ 如 先度 持 疾發動 仕、 殊ュ 

今月 初 ョ リ 胸痛 甚 シ ク 、難 苦ヲ忍 ヒ 廷議 一一 與リ 候儀ハ 、預メ 覺悟仕 居候 故、 心底 一一 ハ 奮 勵仕候 得 共、 唯 其 志而巳 一一 テ 、 體軀 

困 羸、 萬  一 ノ御 奉公 モ難相 調、 以恐悚 仕 候、 仍テ 反覆 思惟 仕 候ハ、 涓埃ノ 報 効モ無 之、 此儘 臥床 一一 日月 ヲ送候 ヨリ ハ、 寧暫 

0  ノ中、 兩 官職 辭シ 奉リ、 專ラ 療養 而已仕 候 得 ハ 、却テ 速 二 快 愈 二 趣 可 申 哉、 體軀康 健 二 復シ候 上ハ、 報國ノ 赤心 存込候 丈 

ケ、 職務^ 勉仕候 條相調 可 申、 今日 ノ 事務 幅 湊ノ折 柄、 右 樣休宫 ノ儀奉 願 候ハ惶 懼ノ至 一一 候 得 共、 誠 以萬不 得 已情實 樓述仕 

候-一 付、 此段不 惡樣御 聞 取 被 仰 付 度 奉 伏 願 候 也。 

二月 十三 日  -  山 内容 堂 

.  山 内豐範 家 記 

〇 豐範家 記 一一 云、 豐信 客歲宿 疾ヲ勉 勵シテ 出京 セ シ 一一 、 一 . 一 月 初旬 ヨリ、 胸痛 甚シク 、殆ト 危篤 一一 イタ リ シ 力、 醫 藥驗ァ リ 

テ漸ク 快 愈-一 及へ ト モ、 ィ マ タ 鞅掌 ノ 職務 二 堪 カタ ケレ ハ、 本官 ヲ辭 ッ奉リ タキ 旨 ヲ上疏 セリ。 

〇 

此度堺 表-一 於テ、 私家 來共 佛國 人へ 對シ 妄擧仕 皇國ノ 安危-一 係 候 重大 ノ 事件 ヲ引 起シ候 ヨリ、 奉勞 聖慮， 私儀 多罪惶 

懼可申 上 樣モ無 御座 候、 自今 世界 ノ 公法 ヲ以、 外國御 交際 被爲在 候砌、 殊 一一 私儀 當 官職 一一 被 差 置 候 上 ハ 、 彼 表 道程 隔遠、 前 

復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十 曰  四 六 一 


復 古 記 卷三 十七 明治 元年 二  =J 二十 口  四 六 二 

日 之 妄擧全 ク不存 譯トハ 乍 申、 平生 家來共 へ 號令厳 明 -ー 行 屆居不 申 ヨリ、 右 等 不客易 事件 ヲ生シ 候 -ー 付、 此上 朝廷 寬宥 

ノ 御沙汰 ヲ以、 ioE 職 如 元 披差置 候 共、 私條 自省 慚懼仕 候 一一 付、 議定、 内國 事務 總督共 御免 奉 蒙 度 奉存候 間、 此段宜 樣御評 

議被 仰 付 度 奉 伏頋候 也。 

二月 廿日  山. M: 客 堂 

,  山 内豐範 家 記 

〇 豐範家 記 二 云、 豐信、 病 二 依 テ辭表 ヲ上リ 、ィ マ タ 免職 ノ 御沙汰 モ ァ ラサ リシ 二、  ffi- 沛 暴動 ノ事ァ リシ ョ リ * 自ラ省 

£ テ安カ ラス 事ナ リ ト シ、 重テ辭 職ノ書 ヲ上リ ヌ。 

. 〇 二十 五日 達 書 

山 .2: 容 堂 

內國 事務 總督被 免 議定 職 是迄ノ 通 被 仰 出 候 事、  i,? 通 IVS 

〇 案ス ル 一一、 職務 進退 錄 本日 ノ條. 豐信ノ 事務 總督ヲ 罷メ、 更 一一 議定 一一 任ス ルノ命 ヲ載ス 、蓋 シ、 豐信、 未 タ此命 ヲ拜ス ル 

一一 及ハ ス シテ 上表 セ シナリ 、一 一十 五日 ノ達書 ノ如キ ハ 重複 一一 屬ス レ トモ、 其辭表 二 就 テ再ヒ 批下セ シナル へ シ、 故 一一 之 

チ存 錄ス。 

〇 是 ヨリ 先、 毛 利 敬 親、 表 ヲ上リ 、木戶 孝 允、 廣澤 眞臣、 楫取素 * ノ職 ヲ罷メ ン コトヲ 請フ、 是 

日、 素 * ヲ 罷ム。 

先般、 家臣 木戶準 一 郞、 廣澤 共助、 楫取 素彥共 儀、 徵士 トシ テ被 召 出、 誠以 望外 之 恩命、 至榮身 一一 餘リ 何共 難 有 仕 合奉存 

候、 附テ ハ 身分 之賤陋 ヲ不 顧、 只管 勉勵 精々 御 奉公 爲 仕度、 節 角 朝政 御一新 之 御央、 萬 一 御用 向涓埃 \ 一寸 効 モ不相 立候テ 

ハ 、實以 不相濟 候處、 生來 之短才 微力 如何 一一 モ難堪 其 任、 日夜 痛心 罷在之 趣 私 父子 二 オイ テ モ別テ 奉 恐 入 候、 加 之、 私 藩 之 


儀ハ、 先年 來 彼是 之 行懸リ モ有 之、 未タ 天下 之 嫌疑 ヲ不免 折 柄、 海 岳 之恩眷 ヲ辱フ シ、 其 末 彼等 ヲ モ 御 徵進被 仰 付、 上 

下 不堪 感泣 之 至 奉 存候得 共、 咋今 列藩 同樣 朝議-一 參與仕 候 檨罷在 候 テハ、 却テ御 爲筋モ 如何 可 有 御座 哉 ト深ク 煩 念 仕 候、 

且ハ 多年 國難 打續、 役々 登庸 1\ー 家臣 共 、死亡 不少、 國内 人才 一一 乏敷、 兼テ 多端 之 用 向 彼等へ モ申 付、 且々 藩 屛手傳 仕置 候、 旁 

區々 之 私情、 不惡 御酌 取、 何卒 彼者ハ 御用 被 差 除 候樣被 仰 付 度 偏-一 奉 願 候、 此段宜 御 執 奏所仰 御座 候。 

二月 九日  長 門 宰相 

辨 事局 記 

宅 利 元 德 家 記 

〇 本日 達 書 

楫取素 彥， 

願 之 趣 有 之 徵 士參與 職制 度 事務局 判事 被 免 候 事。 

二月  職務 進 退 錄 

〇 案ス ル 二、 三日 官制 更定 後、 素彥ノ 判事 一一 任セ シ コ ト、 諸 記 乘旯ル 所 ナシ、 宣旨 恐クハ 事務 掛ノ 誤ナラ ン。 

〇 一 一十 六日 達 書 

長  州 へ 

太戶準 一 郞、 廣澤兵 助 徵士被 仰 付 候處、 御 It 一之 趣 煩 念 之 儀、 不得止 次第 二 可 有 之 候 得 共 朝廷 御 一 新 御 多事 之 折 柄 二 付 

御 許 客 不被爲 在 候 間 此段相 達 候 事。 

一 一 月 

長  州 へ 

木戶準 一 郞、 廣澤兵 助 兩人歸 國相願 度 趣、 猥 二 難 被 差許義 -ー 候 得 共、 國 情無 據 次第 二 付、 總裁局 含 ヲ以、 折節 歸國之 儀 可 被 

差 許 候 事。  _ 

復 古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十日  四 六 三 


復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十 H  四 六 四 

一 一 月 

但 内情 無據趣 モ 可 有 之 候 得せ- ハ 朝廷 御 一 新 之 折 柄 二 付、 深 致^ 辨 可遂參 仕事。  毛 利元德 家 記 

〇 案ス ルー 一、 一 一人 歸國ノ 申請書 ハ別 二見 ル所ナ シ。 

〇 市 橋 長義、 兵員 寡少 ヲ以テ 、東 山道 督餉ノ 役 ヲ免セ ン コトヲ 請フ、 聽サス G 

今般 御 親 征-ー 付、 先陴 供奉 被 仰 付 難 有 仕 合奉存 候、 右-一 付 可 相 成 儀-一 御座 候ハ、 柬 山道 共 粮 差配 輜重 運送 附添 御用 之 

憐、 人少 御座 候 間 御 冤 被 成 下候樣 仕度 此段奉 願 候、 以上。 

二月 廿日  市 橋 下總守 

市 橋 長義家 記 

〇 長 義家記 -ー 云、 廿ー 一日、 右願書御差！；^^之事。 

〇 毛 利 元 功、 英國龍 動 一一 遊學セ ン コトヲ 請フ、 之ヲ 聽ス。 

遊 學奉願 候覺、 

私儀、 從當地 直 樣英國 口 ン ド ン へ 遊擧 仕度 奉 願 候、 此段宜 御 執 奏可被 下 候、 以上。 

慶應四 戊辰 二月 十六 日  毛 利 平六郞 1=^ 

內國 事務局 叢書 

毛 利 元 功 家 記 

〇 本日 達 書 

毛 利 平 六. 郞 

今度 航海 英國 ti .V トン 遊 舉願之 通 被 聞 食 候、 當今之 形勢 一一 當リ、 尤專務 之 儀斷然 立志 之條 神妙 一一 被 思 食 候、 爲 皇國 

偏 勉勵可 有 之 御沙汰 候 事。 


二月  內國 事務局 叢書 

0  毛 利 元 功 家 記 

覺、 

平六郞 儀、 今般 御暇濟 -ー 付、 昨 廿日 當地 出立 仕 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

毛 利 平 六郞内 

戊辰 二月 廿 一日  河 合 三 郞右衞 門 

內國 事務局 叢書 

〇吉 井信 謹ノ 家臣、 書 ヲ上リ 、信 謹 ノ家系 ヲ叙シ 、藩 小 力 微ナル ヲ以テ 、徵發 ノ期ヲ 镜クセ ン 

コトヲ |_^フ〇 

魏丸家 之 儀ハ、 元來 京地 ヨリ 出 候 儀 -ー テ、 先祖 左 兵 衞督信 平 儀、 鷹 司 家中 興 信 房 六 男 -ー 御 坐 候、 慶安 年中、 信 平 儀 關東ョ リ 

及 招 候、 侬之、 信 房 奉伺 朝廷 蒙 勅許 候 之 上、 指 下 候 儀-一 御 坐 候、 其剠、 信 平 儀參內 天盃 拜領等 仕、 干 今 家藏仕 候、 於關 

東モ、 異諸藩 別格 取扱、 軍役 等 其 外 諸 役 相 勤 候 一一 不及事 二 取 極 有 之、 尤 領分 薄地  > 一 テ、 高 竝家來 等 撫育 仕 候 ，1 、 收納方 引 I}t 

不申、 至 テ人少 之 儀 -ー 御 坐 候、 然 ル處、 世態 變革奉 恐 人 候 御 時節 二 相 成、 今般 御親征 二 付、 諸 藩 軍旅 用意 御沙汰 次第 奉 

命 可 馳集旨 被 仰 出奉畏 候、 早速 鎮丸方 へ 申 送 候 得 共、 前件 之 次第 -ー 付、 急速 差 出 候 儀 當惑仕 候、 所詮、 小身 ハ 隨 小身、 人數 

寡數 ハ 依 寡數、 御用 可 相 勤 候 得 共、 人 數相調 器械 相 貯候迄 之處、 御 猶豫之 程 奉 願 上 候、 以上。 

吉井銕 丸家來 

戊辰 二月 廿日  古山 市 左衞門 

吉 井信 謹 家 記 

復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十日  四 六 五 


復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十日  四-ニノ 

〇 批紙、 原記ヲ 佚ス。 

〇 青木 重義、 京 二 至 ル、 11、 酒 井 忠强、 稻葉正 善 ハ疾ヲ 以テシ 、山 口 弘達ハ 幼齢 ヲ以 テ、 IS  ニ老 

臣ヲシ テ代リ テ京ニ 至 ラシ ム； 國ロ 事弘  19 

〇 東海道 ノ 先鋒 兵、 名護屋 二 會ス、 是日、 總督 橋本實 梁、 名 護屋ヲ 發ス、 S  、東 山道 ノ兵モ 亦 

大垣 ニ會ス 、總督 岩 倉 具定、 明 日 將ニ大 垣ヲ發 セン トス、 因 テ書ヲ 京師 二 呈シテ 、本道 ノ 事情 

ヲ吿ケ 、且戶 田 氏 共 幼齢 先鋒 ノ任ニ 勝 ヱ サルヲ 以テ、 獨其 兵ヲ徵 發シ、 氏共ヲ 京師 二 召 サン ト 

請フ。 

上略、 本 月 十八 日中、 諸 藩 人 數大垣 表 二 著 到 仕 候 二 付、 軍議 相 诀シ、 今朝 ヨリ 先鋒 人數相 進メ、 臣等モ 明 一 一十 一 日當地 出陣 仕 

矣心 # 一一  御座 候、 就テ ハ 戶田^ 女 正 儀、 兼テ 先鋒 之 命 ヲ蒙リ 居候 事故、 自分 出張 可 仕 ハ 當然之 儀 一一 候處. 幼年 一一 テ人數 指揮 

^ シ 候 事 モ難相 成 候 間、 人數 ノ ミ差出 シ 、 自分 之 儀 ハ 上京 勤 仕 致 度 趣、 家 來之者 願 出 候 一一 付、 其 旨 許容 仕 候閒、 朝廷 一一 於 

テ モ 、速 二 上京 可士ほ 御沙汰 被爲 在候樣 仕度 候、 右 之 趣 宜敷御 奏聞 奉 希 候、 誠 恐誠惶 謹言。 


追テ、 近日 所 置 仕 候當道 件々、 別紙 書付 之 通-一 候閒、 御 披露 可 給 候、 以上。  東. W 道 總督府 達 

〇 別紙、 原記ヲ 佚ス。 

二十 一 日、 親 征ノ期 近キヲ 以テ、 輦下ノ 守備 ヲ戒厶 、乃 チ薩摩 以下 十四 藩 一 I 令シテ •、 九 門及ヒ 

大津、 山崎ノ 守ヲ嚴 ニシ、 加賀 以下 四 藩 - 一 京師 及 ヒ傍近 ノ地ヲ 警守 セシメ  、龜山 § 藩ノ 市中 取 

締ヲ 罷メ、 多 度 津藩ヲ 以テ之 一一 代 へ 、大洲 以下 三藩ノ 市中 巡邏 ヲ 罷メ、 大聖 寺、 富 山 一 一藩 ヲ以 

テ 之-一代 フ、 又 岸 和 田藩ノ 堺港警 守 ヲ 罷 メテ、 藩 備ヲ嚴 二 セシメ 、府中 S 、藩 ヲ以テ 之 二 代へ、 

有馬慶賴、^sf 慶倫、立花鑑寬、阿部正方ヲ 召 シ テ、 攝海ヲ 守衛 セ シ 厶 、尋テ 府中 藩ヲ 罷厶。 

今般 御親征 行幸 被爲遊 候、 就テハ 御 留守中 御警衞 向、 別テ 肝要 之 事 候條、 銘々 不覺悟 無 之樣、 嚴肅可 致守衞 御沙汰 

之 事。 

二  CT  內國 事務局 叢書 

- f  黑田長 知 家 記 

〇 

各 通  薩 摩少. 將 

德川元 千代 

細 川 右 京大 夫 

淺野 新少將 

.  . 長 門 宰相 

因  州 

復古 記 卷ー 一一 十七 明治 元年 二月 二十 一日  四 六 七 


復古 記 卷三 十七 明治 元年 二お 二十  一口  四 六 * ハ 

藤  堂 


彥  根 

土. 佐 前少將 

有 馬 中 務少輔 

今般 御親征 行幸 被爲遊 候、 就テハ 御 留守中、 京都 御警 衞別テ 肝要 之 事-一 付、 其 藩 之 儀、 兼テ乾 御門 御 警衞向 被 仰 付 

置険、 就テ ハ 御 留守中 別テ無 怠樣可 致守衞 御沙汰 之 事。 

内國 事務局 叢書、 島津 

二月  忠義 以下 各 家家 記 

〇 本文 ハ薩摩 藩-一 令ス ル モノ 一一 係ル、 尾 張ハ南 御門、 肥 後 ハ寺町 御門、 安藝 ハ朔平 御門、 長 門ハ給 御門、 因幡 ハ 中立 賫御 

門、 津 ハ 下立賫 御門、 越 前 ハ ffi- 町 御門、 備前 ハ 淸和院 御門、 彥根 ハ 石藥師 御門、 土 佐 ハ 日 之 御門、 久留米 ハ 今 出 川 御門 二 作 

レ 0 

〇 

阿  州 

兼テ、 大津ロ 御 警衞被 仰 付 置 候處、 今般 御親征 行幸 被 遊 候、 就 テハ別 テ嚴重 可 致守衞 御沙汰 候 事。 

蜂須賀 茂韶家 記 

〇 

雲  州 

今投 御 親 正 行幸 被爲遊 候、 就 テハ其 藩 之 儀、 兼 テ山崎 關門御 警衞被 仰 付 置 候處、 猶叉嚴 重 可 致守衞 御沙汰 候 事。 


松 平定 安家 記 

〇 

口  N 

力  少 

今般 御親征 行幸 被爲遊 候、 就テ ハ御 留守中 京都 御警衞 向、 別テ 肝要 之 事-一 付、 其 藩 之儀ハ 京都 御 守衞被 仰 付 候條、 時々 

令 巡邏 厳重 可 致守衞 御沙汰 候 事。 ， 

二月  前 田 慶寧家 記 

〇 

.  加  州 

今般 御親征 行幸 被爲遊 候、 就 テハ其 藩 之 饞ハ、 兼 テ橋本 關門御 警衞被 仰 付 置 候處、 御 道筋-一 モ有 之、 別テ 肝要 之 事-一 付、 

as 更嚴重 可 致守衞 御沙汰 候 事。 

二月  前 E 慶 寧 家 記 

〇 

筑前 宰相 

今般 御親征 行幸 被爲遊 候、 就 テハ其 藩 之 儀、 伏 見 表 御 警衞被 仰 付 候條、 時々 令 巡邏 嚴重可 致守衞 御沙汰 之 事。 

, 黑田長 知 家 記 

〇 

松 平 兵 部大輔 

今般 御親征 行幸 被爲遊 候-一 付 テハ、 其 藩 之 儀、 丹 波 口 御 警衞被 仰 付 候條、 時 々令 巡邏 厳重 可 致守衞 御沙汰 候 事。 

松 平 直 致 家 記 

復 古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十 一日  iH ハ九 


復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十 一日  四 七 〇 

〇 

松 平 兵 部大輔 

今般 御親征 行幸 被 爲遊候 -ー 付テハ 、國元 臺場之 儀 ハ 、攝海 咽喉 御警衞 肝要 之 事 -ー 付、 猶又嚴 重 可 致守衞 御沙汰 之 事。 

松 平 直 致 家 記 

〇 龍 野 藩 へ 達 書 

今般 御親征 行幸 被 爲遊候 付 テハ、 牧方邊 警衞被 仰 付 候條、 時々 令 巡邏 厳重 取締 可 致 事。  ， 

二  cr  脇 坂 安斐 家 記 

〇 安斐 家 記 -ー 云、 右 二 付、 兼テ 京都 へ 召 連 候 兵隊 之 內、 三 小隊、 大砲 一 座、 隊長 脇 坂、 縣山本 次郞、 布施 隼 人、 同所 へ 出張 嚴 

重 取締 候、 但 五月 下旬、 休 丘 ハ歸藩 被 仰 付 候 事。 

〇 

松 平 圖書頭 

今度 御親征 供奉 被 仰 付 候 付、 市中 取締 被 免 候 事。  . 

こ 月  松 平信 正 家 記 

〇 

京 極下總 守 

京都市 中 取締 被 仰 付 候 事。 

二月 

但シ、 本 多 主 膳 正 、青山 右 京大 夫 等 是迄被 仰 付 有 之 候閒、 萬 事 可申談 事。  京 極 壽 吉 家 記 


各 通 


今度 御親征 供奉 被 仰 付 候-一 付、 市中 巡邏 被 冤 候 事。 

一 一 月 

〇 一 一十一 一日 達 書 


加 藤 遠 江 守 

津和 野侍從 

小 出 伊勢 守 


加藤泰 秋、 龜 井 玆 

監、 小 出 英尙家 記 


田稠松 


前 田 利 同家 記 


京都市 中 巡邏 被 仰 付 候 事。 

二月  - 

但シ、 前 田 飛驛守 同樣被 仰 付 候 間、 申 談可被 相 勤 事。 

〇 前 田 利 尿 記 二 云、 一 一月 一 一十一 一日、 京都市 中 巡邏 被 仰 付 相 勤. - 

〇 

岡 部筑前 守 

右 今般 御親征 -ー 付、 攝海 御警衞 肝要 之 事 -ー 候條、 ^表 之人數 ハ 引揚、 自國嚴 重 可 相 守、 尤紀州 表不穩 風聞 モ有之 候 間、 诀 

テ 無油斷 可致樣 御沙汰 候 事？ 

二月 二 卜 一日  岡 部長 職 家 記 

〇 

毛 利 左 京 亮 

右 今般 御親征 ニ付テ ハ 、攝海 御 警衞向 肝要 之 事 二 候處、 旣 - 一紀 州 表不穩 風聞 モ有之 候 間、 早々^ 表 へ 出張 、厳重 可 相 固 旨 

復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十 一日  四 七 一 


復古 記 卷三 十七 明治 元年 二  H; 二十 一日  四ヒニ 

御沙汰 候 事。 

二月 廿 一日  毛 利 元 敏家記 

〇 

有 馬 中 務大輔 

今般 御親征 行幸 被爲遊 候-一 付、 大坂邊 御 警衞被 仰 付 候、 就 テハ彼 地 御行 在中、 其方 儀 上阪可 致驅引 御沙汰 候 事。 

二月  有 馬 賴咸家 記 

〇 

.  有 馬 中 務大輔 

今般 御親征 行幸 被爲遊 候、 就 テハ攝 海 御警衞 向、 別テ 肝要 ノ事 一一 付、 其藩ノ 儀、 泉 州 堺邊請 持 被 仰 付 候條、 早々 出張 

厳重 可 致守衞 御沙汰 候 事。 

二月  有 馬 賴咸家 記 

〇 

松 卒三河 守 

今般 御親征 行幸 被爲遊 候-一 付、 大坂邊 御 警衞被 仰 付 候、 就 テハ、 彼 地 御行 在中、 其方 上阪可 致驅引 御沙汰 候 事。 

三月  松 平 康偷家 記 

〇 

松 平 三 河 守 

今般 御親征 行幸 被爲遊 候、 就テハ 大阪表 要衝 之 口々 御警衞 向、 別テ 肝要 之 事-一 候、 其 藩 之 儀、 追- ァーケ 口 請 持 被 仰 付 

候條、 早々 彼 地 へ 出張、 御指圖 次第 嚴重可 致守衞 御沙汰 候 事。 


二月  松 平 康偷家 記 

〇 康倫家 記 二 云、 三月 十日、 木津 川口 御 番所 御 固 被 仰 付 候。 

0 一  不一 一 曰 達 書 一 一通 

立 花飛驟 守 

右 今般 御親征 行幸 被 爲遊候 一一 付 テハ、 大阪邊 御 警衞被 仰 付 候、 就 テハ彼 地 御行 在中、 其方 儀 上阪可 致驅引 御沙 

汰候 事。 

二月  立 花 鑑寬家 記 

〇 

,  立 花飛驛 守 

右 今般 ■ 御親征 行幸 被爲遊 候-一 付 テハ、 攝海 御警衞 向別 テ 肝要 之 事-一 付、 其 藩 之 儀、 天 保 山 臺場受 持 被 仰 付 候條、 早々 

出張 厳重 可 致守衞 御沙汰 候 事。 

二月  立 花 鑑寬家 記 

〇 二  4" 八日 達 書 二通 

阿部 主計 頭 

今般 御親征 行幸 被 爲遊候 二 付、 大坂邊 御 警衞被 仰 付 候、 就 テハ彼 地 御行 在中、 其方 儀 上 坂 可 致驅引 御沙汰 候 事。 

二月  阿部 H- 桓家記 

〇 阿部 正方 へ 達 書 

今般 御親征 行幸 被爲遊 候、 就 テハ大 坂 表 耍衝之 口々 御警衞 お、 别テ 肝要 之 事-一 付、 其 藩 之 儀、 追 テーケ 口 請 持 被 仰 付 

候條， 早々 彼 地 出張 御差圖 次第 厳重 可 致守衞 御 汰沙候 事。 

復古 記 卷 一二 十七 明治 元年 二月 二十 1 日  四 七三 


復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十 一日  四 七 四 

二月  阿部 正桓家 記 

〇 正 桓家記 二 云、 右 二 付、 正方 上坂ス へキ害 ナルュ 、重病 二 テ然 ル能ハ ス、 藩 丘 ハー 大隊 ヲシテ 、海陸 上阪セ シメ、 屯 衞地ノ 

御 指揮 ヲ待タ シム。 

〇 三月 十四日 達 書 

阿部 主計 頭 

右 今般 御親征 行幸-一就 テハ、 攝海御 警衞向 肝要 之 事 候條、 其 藩 之 儀、 西 之 宮表嚴 重 可 相 守 旨 御沙汰 候 事。 

三月  阿部 正桓家 記 

〇 府中 藩 申請書 

今般、 辦表 へ 出張 厳重 可 相 守 御沙汰 之 御 旨 奉 謹 承 候、 然處、 弊 藩 兵隊 之 儀 ハ 、 於 浪花 本家 人數 へ 併合 仕 * 城内 竝 市中 取締 

等、 隆藩申 合 相 勤 罷在候 事-一 テ、 右スラ 手配 引足不 申、 依 之、 堺 表へ 出張 之儀ハ 御免被 仰 付 度 候閒、 此邊被 閬食分 被 下 

候 樣奉願 上 候、 以上。 

毛 利 左 京亮内 

二月 计 三日  時 田少輔 

毛 利 元 敏家記 

〇 

毛 利 左 京 亮 

右 今度、 紀州 表不穩 風聞 有 之、 出張 之 儀 被 仰 付 候處、 至 此頃穩 之 趣 相 聞、 出兵 被 免 候、 攝海御 警衞向 是迄之 通候條 御 

沙汰 候 事。 

二  or 廿 三日  毛 利 元 敏家記 


〇 随岸和 ffl 藩 申請書 

今般 御 親征ニ 付、 自國 守衞仕 候樣被 仰 出奉畏 候、 自然、 紀 州表ョ リ異變 候 節 ハ差押 候 義可有 御座 候 得 共、 小 藩 之義ニ 

付、 御 援兵 御 差 出 被 成 下候義 ト奉存 候、 爲念此 段 奉伺 候、 以上。  ，， 

岡 部 筑前守 内 

二月 卄 一日  板 倉修助 

軍 防 局 御中 

〇批 紙 

威 徒 相 見 へ 候 得 ハ、 早々 軍 防 局 へ 可 申出、 應援之 御手 當可相 成 候 事。  岡 部 畏職家 記 

〇| 立 花鑑寬 申請書 

今般 天 保 山 受持被 仰 付 候 二 付テ ハ 、左 之 件々 心得 方 之 儀 奉伺 候、 

一 御臺場 何方 ヨリ 御 引渡 二相 成 候 哉、 且萬端 之 御 指揮、 是叉 何方 ヨリ 被 成 下 候 哉 之 事、 

但、 陸戰之 器械 ハ 用意 罷在候 得 共、 海岸 防禦 之 器械 相 整居不 申， 右 -ー 付、 御 筒 竝附屬 之 品々 御 渡 二 相 成 度 事、 

一 屯所 御 借 渡-一 相 成 度 事、 

一 請 持 場所 方 限 之 事、 

一 同所 往來 船、 兼 テ役船 二 テモ御 渡 二 可 相 成 哉 之 事、 

一 異船 入津 之 節 心得 向 之 事、 

但、 受持 場所 W へ 異人 入 込、 若 シ亂妨 等 致 候 節 處置振 心得 方 之 事、  • 

一 右 受持之 間、 伺 且御屆 事 等 之 儀、 何方 へ 差 出 可 申 哉 之 事。 

柳 河 少將内 

復古 記 卷ー 一一 十七 明治 元年 二月 二十 一日  四 七 五 


復古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十 一日 

二月 廿 五日 

〇 批紙  - 

伺 之 件々、 大坂 行幸 之 上、 何分 之 御沙汰 可 相 成 候 間、 於 彼 地 軍 防 局へ 伺 出 可 申 事。 

〇 鑑寬家 記 -ー 、天 保 山邊勝 光寺 ト申寺 借受、 下陴 -ー 定置 候 事 ト ァリ。 

〇麵 多 度津藩 申請書 

此度 市中 取締 被 仰 付 候 テハ、 伏 見 表人數 出張 之 儀、 御免被 仰 付 候 樣奉願 上 候。 

二月 廿 二日 


〇 


京 


京 


四 七 六 

田作 藏 

立 花 鑑宽家 記 


私 儀 

極 下總守 

京 極 壽 吉 家 記 


極 下總守 

京 極 壽 吉 家 記 


筑前 宰相へ 伏 見 表 御 警衞被 仰 付 候條、 右へ 致 交代、 其方 人數之 儀ハ可 引揚旨 御沙汰 候 事。 

二月 廿 二日 

〇 德 川慶喜 ノ 謝罪 表ヲ郤 ケ、 松 平慶永 二 論 シテ、 罪 ヲ大總 督ニ乞 ハシム。 

慶喜 謝罪 之狀、 東征 大總督 ヲ被置 候 上 ハ、 右手 ヲ經 スシ テ 言上 之 儀 ハ 難 被 聞 召 筋 一一 付、 宜ク其 順序 ヲ以執 奏有之 候 ハ 

ハ 思 召 之 旨 可 被 仰 出 候 事。  春嶽 私記 

〇 春嶽 私記 -ー 云、 廿 一 日、 今日：^ 召 御 參内被 遊 候處、 於 虎之 間、 中 山、 德大寺 御兩卿 御對面 二 テ 勑答御 渡 有 之、 右 勒 

答 之 御 趣意 已 -ー 御 奏聞 後、 追々 御內 々 御 承知 被遊暌 御模樣 ト ハ 御 案外 之 儀 二 テ 、 御當惑 至極 思 召 候 得 共、 此期 -ー 相 成 候 


テハ、 何共 被 成 方 モ無之 一一 付、 先ッ急 飛脚 御徒 田 村 鐘 三 郞ラ以 、田 安中 納言樣 迄 如 左 被 仰 遣 之、 

以急飛 啓上 仕 候、 春暖 相 催 候處、 先 以德川 公 御 謹慎 中、 何等 之 御 障 動 モ不被 爲在候 哉、 不堪 案 勞奉存 候、 隨テ責 卿 愈御淸 

安珍 重奉存 候、 抑 召 ， 一 ョ リ今卄 一 日 午後 慶永參 朝 之處、 中 山 前 大納言、 德大寺 大納言 兩卿 御對面 -ー テ、 別紙 之 通 之 勑答 

有 之 候、 依 之、 別紙 差 上 候閒、 夫々 其 筋へ 御 差 出 有 之、 右 二 就候テ ハ 、早々 從其 表、 重キ御 役人、 東征 大總督 帥 宮御陣 ベ 、 

一 一月 十一 一日 御 渡 之 御 謝罪 狀同御 趣意 一一 テ御差 出 可 有 之、 至急 之 儀 故、 老中 始被仰 談御取 計、 一刻 モ早ク 奉 希 候、 此段爲 可 

申入 如此 御座 候、 恐惶 謹言。 

二月 廿 一 日 第 七 字  . 慶  永 

田 安中 納 言 ぬ 

同時、 大久保 一 翁老 へ 被 遣御內 書、 如 左、 

以急飛 令 啓上 候、 扨今廿 一 日 午後、 依 召 參內仕 候處、 於 虎之 間 勅答 有 之、 右 御 本書 ハ 田 安中 納言殿 へ 以直書 差 出 候、 御 

評議 有 之 儀 ト奉存 候、 中 山、 德大 寺兩卿 へ 尙叉申 談候處 、何分 御 謝罪 狀 ハ 、東征 總督帥 宮御陴 へ 被 差 出候樣 イタ シ度ト 被 

申 聞 r!S! 閒、 此段申 進 候、 柯 レ早々 重キ御 人、 帥 宮御陴 へ 御 差 出 可 被 成 候、 去ル 十一 一日、 妻 木多宮 ヨリ 小生 家来 へ 被 渡 候 御 

中、 御 謝罪 御 同 趣 一一 テ宜 候、 尤 進軍 追々 被爲 在候テ ハ 、過激 之 者 萬 一 之 儀 有 之候テ ハ 恐 入 候 故、 御 止リ之 儀、 先日. 從德 

rr 公 被 仰 遣、 右 御 趣意 モ被仰 立 相 成 候 テ宜哉 ト奏存 候、 下官モ 建白 イタ シ候得 共、 更 -ー 貫徹 不仕 候、 右 ハ 下 官愚味 不行屆 

听 ヨリ 所 致 ラン テ、 甚以恐 入 申 候、 此程 中風 邪、 押テ 日々 官代 へ 出勤 位 之 仕 合、 心中 偏 一一 御 恕察可 被 下 候、 且又、 家 來當時 

徵十毛 受鹿之 介 ョ リ 一 封 差 出 候 間、 御 落手 可 被 下 候、 委細 鹿 之 介 ョ リ書狀 中 認有之 If 知 草^ 且叉心 付 之 儀 ハ 、幸、 德川 

公 御 寳家水 府ハ、 有 栖川御 近親 -ー モ被爲 在 候 故、 何卒 水 府公拉 御實母 貞芳院 .^gi 中 源." ョ リモ 別段 御 謝罪、 帥 宫御陴 へ 

水府 ヨリ £ 々家 來等被 差 出、 德川公 御 恭順 思 召 之處被 仰 上、 御 近親 之處ヲ 以御ス カリ 之 御 侬賴被 爲在候 テハ、 如何 哉 

ト奉存 候、 表 向 御 謝罪 狀、 重 キ御人 ヲ帥宮 御 陣へ被 差 出 候トハ 別物 二 テ候、 尙又、 從靜寬 院宮ハ 帥 宮御陴 へ、 御文 ナリ御 

復古 記 卷 三十 七 明治 元年 二月 二十 一日  四 七 七 


復古 記 卷ー 一一 十七 明治 元年 二月 二十 一日  四 七 八 

人 ナリ、 或ハ 御文 ヲ御使 一一 テ被 遣歟、 是非 御 懇願 被 爲在之 儀至當 ト奉存 候、 尙 又愚衷 之趣モ 十分 申述候 間、 宜御 勘考 至 

當之御 取 計、 爲 宗家 奉 至 願 候、 番餘期 後 音 候、 取 込 用事 而已 早々 申入 候^。 

二月 廿 一 日 第 七 字  慶  永 

-  大久保 一翁る 

〇 織 田 長 易、 大和 國監 撫ノ 命ヲ受 クル ヲ以 テ、 歸藩セ ント 請フ、 之ヲ 聽ス。 j^s^ ザ 

大和 國本 代官 支配 地 御領 ト相成 候閒、 植村駿 河 守 同樣御 取締 リ被 仰 付 難 有 仕 合奉存 候、 追々 御 達 之 趣奉畏 候、 在所 家 

來共 へ 申 付 置 候、 然 ル處、 植村駿 河 守 儀 ハ 、未 在 府中 之 儀 -1 付、 家 來共計 -ー テ、 自然 不行屆 之 儀 御座 候 哉、 日夜 苦心 仕 候、 依 

之、 一 應歸邑 仕、 御 趣意 之 趣猶又 申達、 早々 取調 等 行 屆候樣 仕度、 尤 重役 之 者 拉右掛 リ役之 者 共 差 置 候 得 共、 在所 程近 之 

儀 -ー 付、 御用 之 節 ハ 御沙汰 次第 上京 可 仕 候閒、 暫御暇 被 下 置 候樣、 宜 御沙汰 奉 願 候、 以上。 

二月； h 一日  織 田 攝津守 

〇 批紙 

願 之 趣 無 據義- 一 付 御 暇 被 下 置 候、 尤 御用 有 之節ハ 早々 上京 可 致 候。  織 田 長 猷家記 

〇 德川茂 承、 京 二 至 ル 、小 笠 原貞孚 老臣 ヲ シ テ 代リ テ京 二 至ラ シ ム 、 土方 雄 永、 病 ヲ以テ 上京 

遲延ヲ 謝ス。 纖務 

〇 大總督 熾 仁 親王、 名護屋 二 抵ル。 読雜 

〇 土岐賴 知、 封 內擾動 ヲ以テ 、歸邑 ヲ德川 氏 二 乞フ、 之ヲ 聽ス。 ル、 
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古 記 卷三 十七 明治 元年 二月 二十 一日 


四 七 九 


復古 記 卷 一二 十八 明治 元年 二月 二十 二日 


四 八 〇 


復古 記 卷 三十 A 


明治 元年 戊辰 一 一月 一 不一 一 曰 二 起 リー 不四曰 - 一至 ル 


月 


日、 鍋 島茂實 ヲ以テ 議定 兼外國 事務局 權輔ト 爲シ、 平田銕 胤默嶋 g  ，ヲ參 與兼神 紙 事務 

局 判事 ト爲 ス。 


議定 職外國 事務局 輔 加勢 被 仰 出 候 事。 

一 一 月 

參與職 神祇 事務局 制 事 被 仰 出 候 事。 

一 一 月 

〇 戶田忠 至 二命シ 、奮-一 仍リテ 、山陵 修補 ノ事 ヲ管セ シ ム 


肥 前侍從 


職務 進退 錄 


平田大 角 


職務 進 返 錄 

平 S 銕 ai 履歴書 


戸田 大和 守 

山陵 荒 蕪 多年 致 恐懼 御 修補 成功 之廉ヲ 以テ、 永々 山陵 奉行 被 仰 付 候處、 今度 御一新 二 付、 更- 一山 陵 修補 奉行 被 仰 出 


内國 事務局 叢書 

戶田忠 至 家 si. 


候 間、 永々 大切 二 御 修補 可 致 事。 

二月 

〇 大澤 基壽、 華 京 極 高 福 Ifl き、 人ヲ 朝臣 ト爲 ス。 一?，fssaif: き！； 腑 

私共 儀、 先達 テ 書面 ヲ以、 相應之 御用 相 勤 申 度 段 奉伺 候處、 御附札 ヲ以、 追テ 御沙汰 可 有 之 旨 被 仰 渡 候 得 共、 何卒 朝臣 

K1 奉藏 命、 當今相 應之御 場所 等 有 之 候ハ、 勤 仕 被 仰 付候樣 仕度、 此段 早々 御沙汰 相 成 候 樣奉顧 候、、 以上。 


月 


0 本書 ノ後、 系譜 ヲ附ス 、今 之 ヲ略ス 

〇 本日 達 書 


大 

京 


、睪 


侍 

侍 


I 中 所謂 書面 原 記 ヲ佚ス 


大 

京 


澤 


歎願 之 趣 尤ニ候 間、 自今 王 臣可爲 心得 被 仰 付 候 事。 

〇 案ス ル 一一、 基壽、 後藩屛 二列 シ 堀江 藩 ト稱ス 、藩 記 此事ヲ 載 セス、 今 采錄ス ル听ノ 申請書 日 ヲ署セ ス 


辨 事局 記 


侍 從 

侍 從 

辨 事局 叢書 

達 書 モ亦辨 事局 


本日 


アル ャ否 ヤヲ 知 ラス、 但シ別 ニ據ル へ キモ ノナキ ヲ以テ 姑ク此 ニ收ム 


0 娜遷 


.囘 達 二 係ル、 其 下命 果シ テ此日 

，高 福 申請書 

書面 之 名前 何レ モ高家 一一 テ、 私共 同 樣官武 之 家柄 -ー 御座 候處、 當節 江戸 表 -ー罷 在、 其 儘 二 相 成候テ ハ歎ケ 敷 次第 二 付、 可 相 

成 儀-一 候 ハー 同被爲 召、 相應之 御用 被 仰 付候樣 仕度、 此段 私共 ヨリ 奉 願 候、 以上。 

復古 記 卷ー 一一 十八 明治 元年 二月 二十 二日  四 riM 


復古 記 

月 


卷三 十八 明治 元年 二  二十 二日 


大 

京 


四 八 

澤 


侍 

侍 


姓名 書 

宫 原 


品 

滴 子 宫 

長. 

上 一 


己 

一一 一； a 


吉良 源六郞 

驟 田 主  1 一一 la 

大澤采 女 助 


中條左 衞門督 

武 田侍從 

前 田侍從 

友 式部 

田中務 

5 木久麿 


今 

嫡子 潢 

土 


大 

戶 

畠 


六 


川侍從 

激 新侍從 

岐侍從 

1±1 き fr  5S; 

田 織 之 助 

角主税 


事 ぼ 1W 


原侍從  潢瀨侍 

川侍從  由. 良 侍 

原 新侍從  畠 山 侍 

野 大 

杉 喜 十 

馬 次 

右 之 通 御座 候 

〇 本條、 批答 見ル所 ナシ。  . 

0關長克、蒔田廣孝、備中國監撫ノ命ヲ受ケシヲ以テ、歸邑ヲ請フ、之ヲ許ス。？1^ト^§?上？、孝 

備中國 元 代官 徵 井久 之 助、 鍋 田 三 郞右衞 門 支配 所、 今般 御領 地 -ー 相 成 候 二 付、 私共 兩人 へ 御 取締 被 仰 付 冥加 至極 難 有 

仕 合奉存 候、 侬之、 早速 在所 表 家來共 へ 申 付. 村 高 帳面 拉殘穀 、其 外 年々 御 收納向 取締 爲仕可 申 候 得 共、 御領 地 之 儀 ハ 

備 中全國 所々 散在 場廣 二 御座 候 上、 懇隔仕 居候 島々 モ 御座 候 間、 取調 方 容易 之 儀 -ー 無 之、 且又 當御 時勢 柄、 家 來而已 二 打 任 

置 候 テハ、 自然 民心 居 合 之程モ 如何 可 有 御座 哉ト 痛心 疾曾仕 候、 依 之、 取調 之 規則 粗相 立 候 迄、 暫時 御 暇 被 下 置 候 樣奉願 上 

候、 尤 御 親征被 仰 出 候 御 儀ニモ 御座 候 間、 御沙汰 次第 上京 可 仕奉存 候、 此段出 格之以 御 推 恕御暇 被 仰 付 候樣偏 

二 奉 歎願 候、 以上。  ♦  . 


〇 本日 批紙 

願 之 霧 仰 付 候事。  趣 田 長廣克 孝- 醒 

〇 龜井 兹監、 其 家臣 大國隆 正、 仲、 福 羽美靜 鼓』 一一 ヲ薦 擧ス。 

此度 參與職 神祇 事務局 判事 被 仰 付 難 有奉存 候、 就テハ 家來之 €:、 大國 仲、 福 羽 文三郞 儀、 兼々 擧問 筋心掛 居候 者 二 御座 候 

間、 何卒 御 川筋 被 仰 付 被 下候樣 仕度、 此段奉 願 候、 以上。 

二  E! 廿 二日  津和 野侍從 

〇 玆監薦 舉狀  龜井玆 監家記 

大國  仲， 

右 ハ 、平 田 篤 齓1\ー 門人 一一 テ、 本 居宣長 之擧風 ヲ本ト シ、 專ラ 皇國之 古傳ヲ 相究メ  、加 之、 海外 西洋 之 書 二 モ相 渉リ、 多年 困 

舉之 カヲ以 自身 發明 之說モ 不少、 約リ 皇國 之神理 天地 閒之 大道 ナ ル譯ヲ 說出シ 候學風 一一 御座 候 事。 龜井玆 監家記 

〇 三月 四日 一一 至リ、 隆 正ハ徵 士内國 事務局 權 判事 ト爲リ 、美 靜ハ 神祇 局權 判事 ト爲ル 、案ス ル 二、 玆監ノ 薦擧狀 、美 靜ノ 

擧行ヲ 叙 セス、 蓋 シ美靜 蚤 ニ國事 一一 奔走 シ、 人 ノ知ル 所ト爲 リシ ヲ以 テナ リ。 

〇 是 _コ リ先、 佛國 公使 レヲン D ッシュ 、書 ヲ外國 事務 總督 伊達宗城 一一 致シ、 ^港 爭鬭ノ 處分ヲ 

要求 ス、 英伊 以下 各國 公使 モ亦 書ヲ致 シテ、 速 二 其 求 ニ應セ ン コトヲ 陳ス、 廷議其 言 二 從フ、 

是 曰、 外國 事務局 輔東久 世 通禧、 伊達宗城、 各國 公使 -ー復 書シ、 明日 ヲ以テ 犯罪者 ヲ刑 スルヲ 

復古 記 卷ー 一一 十八 明治 元年 二月 二十 二日  四 八 三 


復古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 二日  四 八 四 

吿ク。 

〇 十 九日、 佛國 公使 書翰  • 

御門 マセ ステミ 

外國 事務 掛 伊達 伊豫 守 閣下-一 呈ス 

佛國帝 マヤ ュ テ 全權ミ ニス トル ヨリ 

御門 政府 へ 充テ 指出セ ル 書面、 

於大 坂湊、 佛國ソ ンゼヮ トウ ヱヌ ス 船中 千 八 百 六十 八 年 三月 十一 一日、 

三月 八日、 堺表 一一 於テ、 土 佐 之 人、 佛國 海軍 之 者-一 對シ暴 戾ノ擧 動 一一 及 候 二 付、 其 償 トシ テ、 佛國ミ 一一 ス ト ル其國 帝 政府 二 

代リ、 左 二 擧ル箇 條通リ 所置ァ ラン コトヲ 御門 マセ ステミ 政府 一一 請ン、  . 

第 一 箇條、 

於テ、 土佐ノ 人、 兵隊 ヲ 指揮 セ シ土官 兩人竝 佛人ヲ 殺害 セ シ者、 殘 ラス 此 書面 京師へ 屆キシ 後、 三日 ノ内、 右 暴行 二 及 

ヒ シ 場所 一一 於テ、 日本 ノ  iB 員 竝佛國 海軍 兵隊 ノ 眼前 一一 於テぼ テ打斬 候 事、 

但、 當節大 坂 -ー ァ ル 土佐ノ 家老、 其 場 二 立 會可申 事、 

第一 一箇 條、 

殺害 一一 逢ヒ シ 士官 拉 水夫 ノ 家族 等 扶助 ノ爲 トシ テ、 卜 五 萬 トル ラル 高 ラ土佐 侯 ヨリ 差 出シ、 是 ヲ佛國 政府へ 可相納 事、 

第三 箇條、 

親王 ノ内 朝廷 ノ外國 事務 第 一 等 之 執政 タル 人、 佛國 兵隊 ノ 指揮官へ、 其 政府 ヨリ 詫辭ラ 申入 ル 、爲、 ゥ ヱスス 船中 ニ來 


第 四 茵條、 

土 佐 1  次 自分、 ゥ ヱヌス 船中 -ー 來リ、 表 一一 於テ、 自國 人、 佛人 二對シ 暴行 一一 及ヒ シ事、 如何 一一 モ氣之 毒 一 一存 候. 就 テハ宜 寛恕 

セラ レ度 候ト ノ趣ヲ 自分 申述 ラレ 候 事、 尤 之カ爲 土佐ノ 城下 近邊 一一 右船ヲ 相廻ス へ ク候 事、 

第五^ 條、 

以來土 佐 之 者、 兵器 チ帶、 外國 人ノ爲 開キタ ル港ヲ 通行 シ、 又ハ爱 一一 滯留ス ル 事ヲ嚴 敷禁ス ル事。 

佛國ミ 一一 スト ルー 一 ハ、 右 五筒條 速-一 一 々所 置ァ ラン 事 ヲ望ム 、此 公平 ナル 申立 ヲ其通 所置セ ラレ、 事 落 著スル 上ハ、 此程悄 

然 離問セ シ 懇情 平和 ノ 交際 ヲ、 改メテ 速 二 取 結 ハン 事ヲ 望ム。  外務省 記 

〇 英國 公使 書翰 

以書狀 致 啓上 候、 然 ハ 、去ル 十六 t ハ^、 五 日 午後、 帮表 -ー 於テ、 佛國 軍艦 附屬川 蒸氣乘 組人數 非道 之 殺害 二 及 候 段、 同日 夜中 

第 一 時 頃、 拙者 儀各國 同列 聞 及 候 時、 皆 一 同 憤怒 ィ タ シ候 事、 閣下 達 御 承知 之 通 御座 候、 夫 ヨリ 十 一 ケ時ヲ 相經候 1^ §1 

わ" I、 十 節、 閣下 達 ヨリ 各國 公使へ 始末 ヲ被申 述候言 譯ハ全 ク詐言 一一 テ、 行衞ヲ 不知 佛人之 儀 二 付、 注進 無 之 ヲ聞キ 、猶 一 

暦 公使 共 憤怒 ィ タ シ候事 一一 候、 右强 惡ヲ惡 ム ハ 勿論、 且 御門 政府 二 於テ、 夫 迄 1\> 取 計 方 不宜ヲ 満足 一一 不思情 ヲ示サ ン 力 

タ メ  、拙者 拉各國 公使 共、 大坂ヲ 退去 イタ シ候、 猶引上 候 節、 閣下 兩人 へ 申 進 候 一一 ハ 、 行衞 不知 佛人、 精々 探索 ヲ遂、 萬 一 彼 

等 殺害 一一 逢 候 ハ、、 必包 ミ隱シ 無之樣 トノ 事ハ、 閣下 達 モ 定テ 記 臆 セ ラレ 候 事ト存 候、 然 ル 一一 右 非命 二 逢 ヒ 候 佛人之 死骸 

ラ 引渡 セシ 手數モ 、最早 今 日 一一 至 テ全ク 相 濟候上 ハ 、佛國 公使 ョ リ 、右 無 故國民 ヲ 殺害 セ ラ レ 政府 拉國章 ヲ侮リ 候 段 

御門 政府 ョ リ. 十分 其處置 一一 及 ヒ 可申樣 申立 候笞 二 候、 右 申立 ル 大意 佛國 公使 ョ リ聞及 候處、 無理 無 之、 全ク 公平 ナル條 ト 

存候 間、 成 丈 邏滯無 之、 早速 朝廷 二 於テ御 承知 有 之 候 樣致度 候、 

右樣之 暴悪 所業 ヲ捨置 候時ハ 御門 汚名 ヲ受候 故、 早速 ト分ナ ル處置 ヲ得デ 、汚名 ヲ雪キ 惡人ヲ 差 押 ル權威 有 之 證據ヲ 被 

立 候 事 朝廷 之 大事 ト存 候、 右二 非サレ ハ、 外國 一一 於テ 朝廷 ヲ高 崇ス ルヲ 不可 得 候、 此段可 得 貴意 如此 御座 候、 以上。 

復古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 二 曰  四 八 五 


復 古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 二日  四 八 六 

二月 十九 日  ハ ルリ 1H スバ I クス 

大扱 在留 

外國 事務 總督 

東久， 世中將 

伊達 伊豫 守 

兩 閣下  外務省 記 

〇 外務省 記 二 云、 本文 書翰 各國 同意 二 テ、 連名 又 ハ 各自 二 テ差出 候事ナ ル ベ ク 、其 故 ハ後ノ 返 翰 二  、英、 伊、 孛、 米、 蘭 公使 

ノ 名宛 ァレ ハナ リ。 

〇ー 一 トー 一日 佛國 公使へ 復書 

西 1  曰 三月 八日、^ 表 一一 オイ テ、 貴國 軍艦 ョ リ 士官 竝 水夫 拾 七 人 沿海 淺深 測量 之 爲メ、 於^ 表 上陸 イタ シ候 ヲ發砲 一一 及 候 段、 

實以 暴激之 所業 二 立 到、 實以是 迄 皇帝 攻府 ョ リ、 各國 ニ對 シ信實 ラ盡サ レ 候 交際 之 主意 一一 モ 相 背キ、 別 テ懒悔 之 至 候、 

侬之， 一 同 會議之 上、 萬國之 公法 一一 依リ 今後 遺 念 無 之樣、 篤ト 衆議 ラ靈シ 候 上 皇帝 政府 へ 言上 イク シ、 約定 之 日限 ヲ誤ラ 

ス、 別紙 土 佐 兵 除 暴行-一 及 候 人數、 士官 一人、 兵隊.^ 八、 人 都合 一 一十 人、 不殘、 明廿 三日、 我 日本 \ー 刑法 二 基キ、 於^ 表 刑罰 二 

可處 候、 就テ ハ 、貴國 ハ 勿論 各 國之撿 使 立 合 之 上 處置可 致 候。 

但、 殺害 一一 逢ヒ シ 士官 拉 水夫 之 家族 扶助 金 トシ テ、 拾 五萬ト ル ラ ルヲ、 佛國 政府 へ 土 佐國ョ リ差出 候 儀ハ、 堺表之 處置落 著 

之 上 二 テ、 期限 ヲ相定 メ可申 事。 

土  K 侯 更-ー 皇帝 政府 ョ リ 上京 イタ シ候樣 B. 達 置 候 二 付、 不日 著 坂 之 上 、速-一 ゥ H ヌ ス 船中 一一 來越相 成 可 中、 右 二 付、 土 佐 

海邊. へ 責船 相廻サ レ 候 一一 不及 事。 


外 國總裁 之 親王 山 階宮、 堺表落 著 之 上、 土 佐 人 暴行 挨拶、 且 

人民 之 爲メ寳 意 相顯 シ度、 應接 之爲メ 来訪 可 相 成 事。 

土 佐 人 兵器- ブ帶シ 開港 h ヲ 徘徊 差^置 候 事。 

右 之 通 一一 候 間、 疑念 ナク 篤ト 了觯セ ラレ ン事ヲ 希フ、 謹言。 

辰 二月 卄 二日 


皇帝政^^ ョ リ、 今後 益外國 交際上 二 付 信義 ヲ被 盡、 兩國 


5- 達 伊豫 守 

東久世 前少將 


外 務 省 記 


モン シュア レオン ロッシュ 

閣 下 

〇霄 中 別紙 原 記 ラ佚ス 、伹シ 二十 人 姓名 ハ、 下 ノ處刑 ノ倏下  一一！^ ュ。 

〇 英伊 以下 各國 公使へ 復書 

西 1? 三月 八日、 於^ 表、 佛國人 一一 對シ土 佐 兵隊 之 者暴發 一一 及 候 儀 二 付、 過日 貴翰 ヲ以被 仰 聞 候 趣 委細 致 承知、 右 事件、 早 

速 衆議 ヲ盡シ 萬國之 公法 一一 侬リ 皇帝 攻府 へ 言上 之、 刖明廿 三日.. 各 暴行 一一 及ヒタ ル 士官 一 一人、 兵 除 十八 人、 都合 一 一十 人、 

我 日本 之 刑法 二 基キ 刑罰 可處 候、 委細 之 儀 ハ 佛國 公使 へ 申 遣 置 候 -ー 付、 尙 同人 ョ リ御聞 取 可 被 下 候、 此 旨如此 御座 候、 以上" 

三月 ぼ 二日  伊達 伊豫 守 

東久世 前少將 


英伊孛 蘭 米 

公 使 


復古 「 


名 

閣 下 

卷三 十八 


外務省 記 


明治 元年 二月 二十 二 


四 八 七 


復古 記 卷三 十八 叨治 元年 二月 二十 二 曰  四 八 八 

〇 山 內豐信 へ 達 書  . 

土 佐 前少將 

先般 以 勅使 厳重 被 仰 出 候 通、 於 .i^ 表、 其 藩士 對佛人 及 暴動 候 始末 、巳-一 各國御 交際 被 爲在候 上ハ、 公法-一依 リ 御所 置 可 

被 遊 思 召ヲ以 朝廷 御 取亂被 仰 付 候條、 各國 公使 申談之 上、 佛國 公使 ヨリ 別紙 筒 條之通 願 出 候 一一 付、 其 筋ヲ以 御所 置 

被 仰 付、 尤第  一 ©條 之 儀 ハ 、來 ル 廿三 日朝、 於 同所 執行 可 有 之 候、 就テ ハ 東 久世前 少將、 宇 和 島少將 へ 被 仰 付 候 儀モ有 

之 候條、 右 指揮 ヲ受可 取 計 旨 御沙汰 候 事。 

5:、 所勞 二 付テ ハ 、名代 之 重臣 早急 可 致 下坂 候 事。 

二月  外務省 記 

ヌ  山 內. 登 範家記 

〇 山 €： 豐範 へ 達 書 

土 佐少將 

別紙 之 通、 同姓 〈I 少將 へ 被 仰 出 候條、 其 in 厚ク ffl 心得 へ ク候、 爾後 右樣 之暴擧 ョ リ御國 難ヲ釀 成、 奉惱 窟襟候 儀 無 之 

樣、 闔 藩へ 鄭重 可 相 示 御沙汰 候 事。 

二月  外務省 記 

. /  ,  山內豊 範, 家 記 

〇• 東久 世通禧 書翰 

芳 札謹誦 候、 御 多祥 扑悅存 候. 然ハ佛 土 之 一 件、 頃來御 fH や \ー 程 奉 察 候、 先便 ョ リ 6. 上 候 通、 誠 以程克 談判 -ー 相 成、 爲 皇國 

大幸御 同慶 之 儀 一一 候、 付 テハ土 州 人 刑罰 之 儀 二 付、 御 懸念 被 成 候 條萬機 敬 承 候、 尤發砲 之 人 ト申テ 、一 一中 隊ヲ 極刑 之 目的 二 

ハ無 之、 乍 去、 十六 日 之 佛人之 勢 二 テ ハ 皇國百 萬 之 生靈之 塗炭 -ー 關係シ 王政復古 之 盛典 モ旣- 一地-一 墜可 申ト、 實以失 

生色 次第、 幸 哉、 今日 之 勢 一一 立 到リ、 誠 以皇運 之盛ナ ル ヲ 感佩ス ル ノ期 一一 御 坐 候、 爾後 之 憂戚 モ御尤 二 存候得 共、 目前 之 困 

難 二 比 スレハ 、如何 樣 二 モ處置 可付存 候、 尤外國 局 二 オイ ァ 、土 州 へ 發砲人 數相調 可 申出、 一 咋日申 付 候處、 昨日、 一 一十 七 人、 


號令官 、一 一人 合一 一十 九 人中 出 候 得 共、 多人數 -1 付、 猶亦發 砲 -ー及 候 者篤ト 取調 候 樣申付 候處、 號令官 共 -ー 合一 一十 人 二 取調^ 

候、 右人 體簿書 ヲ以、 今日 十一 一時 ヨリ 發船、 伊豫 守兵 庫 表 二 テ 談判 致 候 心得 二 御 坐 候、 今度 之處、 先日 之備前 之儀ト 相違 二 

テ、 f 暴 房 ヲ極メ 、且佛 之 死人 合 十六 人 f リ六 下， ^9 「； %"，  二 付、 士官 雨ん 位-一 テ ハ トテモ 不相濟 、重テ 談判 二 立 到 

リ候 テハ、 前日 ヨリ ノ手ッ 、 キ モ 水泡 ト可相 成、 重テ夫 ヨリ 減少 之 談判 之 儀 ハ難相 成 候。 

一 土 州 人 十： 法 ヲ以テ 割腹 二 治定、 明廿 三日： 堺妙國 寺 二 オイ テ刑 之、 

一 土人 帶 兵器 候 者、 開港 場 指留之 事、 

右 御所 置相濟 後、 期限 相 立候樣 談判 可 致 候 事、  . 

處置濟 迄ハ咄 出来 カネ 候、 

御 懸念 之 筋御尤 - 一存 候 得 共、 右等ョ リ外國 局 一一 オイ テ取 計出來 カネ 候 間、 左樣御 承知 可 被 成 下 候。 

一 英、 蘭兩 公使 上京 拜謁、 委曲、 長 谷 相 公 へ 申 置 候、 今日 共 庫 表 談判 之樣 子、 後藤 象次郞 明日 歸京可 申 上 候、 

一 長 谷、 兵 庫-一 テ佛 軍艦へ 乘込挨 機 有 之 朝廷 ョ リ 御叮嘩 之儀ト 西洋人 申 居、 至極 之 都合 一一 御 坐 候、 猶 委曲 ノ儀、 長谷ョ 

リ御聞 取 可 被 下、 今日 上 坂 ュ 相 成 候。 

右 之 件々 、荒 增及貴 報 候、 早々 大亂毫 海 恕萬禱 候 也。 

二月 廿 二日 や 二字 

副總裁  通禧 

i  «^  F  内國 事務局 翁 書 

萍么 T  外務省 記 

〇 前 田齊泰 Ilg3> 京 ニ至ル 

〇 德川 氏、 老中 職稻葉 正邦ヲ 罷 ム 。lgl  • 

復古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 二日  四 八 九 


毛 利元德 家 記 

鳥津 忠義 ffi, 


復古 記 卷三 十八 明治 元年 二  二十 三日  m 九 〇 

二十 三日、 金銀 舊货、 姑ク新 貨ト！ H ヒ行ハ シム。  - 

古金 銀是迄 通用 令 停え 候處 御 一 新 之 御 場合、 未 御手 モ不 被爲 届、 追テ ハ被 仰 出方 モ可有 之 候 得 共、 當分 地下 相場 ヲ以 

テ無差 支 可 致 通 川 候、 尤 御 新政 之 折 柄、 萬 一 心得 違 致シ、 竊 二 積 置 候 者 等 於 有 之 ハ , 厳重 御沙汰 可 有 之 候、 此旨 末々 迄不 

洩樣 可. &觸者 也。 

一 一 月 

〇 池 田 茂 政 、其臣 神 戶爭鬭 ノ故ヲ 以テ、 書 ヲ上リ 、屛居 シテ命 ヲ待ッ 、旨 ァリ 之ヲ問 ハス。 

〇 十五 日 申請書 

先般、 私家 来日 置帶刀 儀、 祌戶町 通行 之 節、 外國人 へ 對シ發 砲 等 仕 候 次第 不屆被 思 召、 右 號令致 シ候者 割腹 被 仰 付候條 

奉 敬 承 候、 右 ハ 方今 王政 御 一 新 \ 一 折 柄、 外國御 交際 御國體 二 相拘 候儀ヲ モ 不辨、 固陋 之舊 習ヲ以 妄動 ニ屬シ 候始未 二 付、 

恐 多 モ奉惱 宸襟候 段 重 疊奉恐 人 候、 然ル -ー、 武道 之 御 取扱 ヲ以 割腹 被 仰 付 候 段、 御 涵容之 程 奉感戴 候、 乍然、 前 條之次 

第 -ー 付、 深 ク謹愼 罷在候 間、 此上 ：！： 分 之 御沙汰 奉 伏 願 候、 誠 恐誠惶 謹言。 

二月  _  ：  _  備 


〇 本日 達 一 


少 . 將 

外務省 記 

池 田 章 政 家 記 


/.  ノ  MR 


先般、 家 來之者 外國人 へ 及 妄動 候 儀 二 付、 深 謹慎 罷在候 趣 神妙 之 儀 被 聞 召 候 得 共、 不及其 儀 旨 御沙汰 候 事。 

こ 1  外務省 記 

二月  池 田 章 政 家 記 

〇 前 田 薆寧ノ 老臣、 書 ヲ上リ 、親征 先鋒 タラ ン コトヲ 請フ、 旣ニ シテ、 慶寧又 北陸 道 先鋒 ト爲 


リ、 且親 征ノ軍 资ヲ獻 セント 乞フ、 皆聽 サス、 令 シ テ 親 兵 編制 ノ 費用 ヲ上 ラシ ム。 

〇 五 日 申請書 

方今 不 容易 形勢 一一 立 至リ候 一一 せテ ハ 、數 百年 來奉蒙 朝恩、 今日 可 奉 報 秋 ト奉存 候 一一 付 皇國ノ 御爲、 國中 身命 ヲ拋チ 

御 ia- 征ノ 御先 鋒 奉 願 度、 宰相 中將 所存 之 趣、 近々 中納 言上 京 ノ上可 奉 願 心得 之 旨、 豫テ申 越 候 趣 御座 候、 然處 今度 御親征 

被 仰 出 之 御 旨 奉 承 候 二 付、 不取 敢國許 へ 申 遣 候 上 ハ 、猶又 迅速 登 京、 存底之 程 可 奉 願 ト奉存 候、 乍 去、 遠路 殊 -ー 雪 途ノ折 

柄、 其 上、 中 納言儀 及 老年 多病 一一 モ 御座 候 故. 彼是 遲延可 相 成 哉ト深 心配 仕 候、 就 テハ、 私共 詰 合ノ者 ヨリ 奉 願 候 儀 奉 恐 入 

候へ トモ、 何卒 御 親征之 御先 鋒 被 仰 付 被 下 候 樣伏テ 奉欵願 候、 是迄、 迚モ勤 王 之 儀 ハ申上 候 迄モ無 御座 僅-一 候へ ト 

モ、 斯ク御 時勢 ト相成 候 上ハ、 盡國 カ死ヲ 以テ勉 勵勤勞 王事 仕 候 ヨリ 他事 無 御座 候、 此段厚 御 慈 評 ヲ以テ 願 之 通 御 

許お 被 成 下 候 ハ 、 、難 有 仕 合奉存 候、 前件 之 趣 只管 奉欵願 候、 以上。 

加賀 宰相 中將内 

二 月  前 田 內藏太 

前田慶 寧 家 記 

〇 二 卜 一 日 申請書 

今度 御 親征被 仰 出 候-一せ、 北陸 道 之 御先 鋒、 弊 藩 一 手 ヲ以テ 報國之 赤心 ラ顯シ 申 度、 此段奉 歎願 候、 將亦 方今 御. 一 新 之 

折 柄 御 親 祇 被 仰 出、 御 用途 之 程 奉 恐察、 相 應之獻 41- ヲ モ 仕度 奉存候 へ ト モ 、國 弊罷 在、 存底 二 モ 不任 次第、 乍 併 御 重 

大之 御用 費 ト奉存 候 間、 不 行屆ナ 力 ラ 精誠國 カヲ盡 シ 獻貢 仕度 奉存 候、 御 親 征之御 用途 二 御 指 加 被 下 候 ハ 重 疊難有 奉 

存候、 候 此段御 許容 被 下 候 樣奉願 候、 以上。 

二月  前 E 宰相 中將 

前 H 慶 寧 家 記 

復古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 三日  四 九 一 


復 古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 三日  四 九 二 

〇 本日 達 書 

加賀 宰相 中將 

別紙 出願 兩條祌 妙-一 被 思 召 候へ トモ 御親征 先鋒 之向竝 御用 途邊、 最早 夫々 被 仰 付 有 之 候-一 付、 不被及 御沙汰 候、 

依 之、 今度 大-ー 御 親 兵 御 取 立 被 仰 出 候-一 付、 右 御^ 途之儀 被 仰 付 候 旨 御沙汰 候 事。 

一 一 月 

但シ、 其 藩 中 一一 テ 御 親 兵 取調 懸可被 仰 付 候 間、 早々 任 撰 兩人可 差 出 候 事。  前田慶 寧 家 記 

〇 慶寧家 記 -ー 云、 右 御 達 -ー 付、 藩士 井口 嘉 一 郞、 安達 幸 之 助 指 出 候處、 御 親 兵 取調 掛被 仰 出、 三月 廿 八日 被 免 候 事。 

〇 随 申請書 一 一通 

今度 御 親 兵 御 取 立 被 仰 付 候 -ー 付、 右 御 川 途向之 儀 御請 申 上 置 候、 就テ ハ 、玄米 七 拾 萬 俵 ヲ七ケ 年 -ー 割合 獻貢之 儀、 御 聞 

濟被成 下 候 樣奉願 候、 尤國カ 篤 取 S1 精 誠 テ盡シ ゆ 上 候 儀 一一 御座 候 間、 何卒 願 之 通 御沙汰 被 下 候 ハ 、 、難 有奉存 候、 此段 

申 上 候 樣申付 越 候、 以上 Q 

加賀 宰相 中將內 

三月 五日  廣瀨五 卜八郞 

內國 事務局 叢書 

前田慶 寧 家 記 

〇 批紙 

願 之 通 被 仰 付 候 事。 

但、 獻貢米 之 儀 ハ 會計局 へ 差 出 可 申 候。  前田慶 寧 家 記 

〇 

宰相 中將ョ リ獻貢 米 拾 萬條之 S 八 萬 俵ハ、 國元 ヨリ 過 米 ヲ以、 於 大坂拂 立 平均 相場 一一 テ 上納 可 仕 旨 御 達 御 坐 候處、 藏敷 等、 


小 谷 兵 左 衞 門 

金澤藩 記 

ァリ、 其 後見 ル听 ナシ、 蓋 シ廢藩 二 至 n 


跡 掛リ物 米 方 定法 有 之 候 間、 何卒、 前段 諸 掛物等 雜用丈 ハ御下 渡 被 下 候 樣奉願 候、 右 御 聞濟之 上ハ、 丧以 自由 成 儀-一 テ奉 

恐 入 候 得 共、 代金 上納 之 節、 右 雜用引 去 上納 仕度 奉存 候、 此段御 聞 濟被成 下 候 樣厚奉 願 候， 以上。 

加賀 宰相 中將內 

七月 十八 日 

軍務， 

御 役 所 

〇 案ス ル 一一、 加 賀藩貢 獻米ノ 事 、己巳 ノ年ハ 、東京 軍務 官ニ 納付 セシ ムルノ 

テ 停止 セ シ モノ ナ ラン。 

〇 毛 利 元 周、 義弟 元懋 ヲ 以テ嗣 ト爲サ ント 請フ、 之ヲ 聽ス。 

〇 十四日 申請書 

養子 奉 願 候覺、 

毛 利 左 京 亮 

辰 四十 二 歳 

養父 毛 利 甲斐 守 五男 

毛 利 宗五郞 

辰 二 十 歳 

私儀 實子無 御座 候 -ー 付、 宗五郞 儀 、養父 S. 斐守實 子 -ー テ 筋目 之 儀 御座 候 間、 私 養子 仕度 奉 願 候、 此段宜 御 執 奏可被 下 候、 

以上。 

二月  毛 利 左京亮 

復 古 記 卷三 十八 明治 元年 二  二十 一一 一日  四 九 三 


復 古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 一二 曰 -  四 九 四 

毛 利元敏 家 記 

〇 本日 達 書 

毛 利 左 京 亮 

右 實子無 之 -ー 付 、養父が 斐 守 五男 宗 五郎 養子 二 仕度 旨 願 之 通 被 仰 出 候 事。 

二月  毛 利 元 敏家記 

〇 松 平 直 己、 松 平 直 哉 京 ニ至ル 。sg 記 松 

〇 土 佐 藩士 箕浦元 章 ta2 西 村 氏 同 以下 二十 人 ノ佛人 ヲ妄殺 セシ罪 ヲ正シ 、死 ヌ堺港 妙國寺 

一一 賜フ、 內外檢 吏 之 二 花ム、 刳 腹 十 一 人 一一 至ル 。佛國 公使、 遽ー 一書 ヲ以テ 、九 人 ノ死ヲ 止 メント 

請フ" 乃 チ之ヲ 本 藩-一 付 シテ、 流 一一 處ス。 

〇 一 一十一 一日 達 書 

安 藝少 將家來 へ 

此度、 土 佐 少將家 來佛人 一一 對シ及 暴行 候 者 共、 泉 州^ 表妙國 寺-一 オイ テ 、明せ 三日 刑罰 二 可處旨 朝 命 ヲ以テ 被 仰 出 候 

條、 警衞向 其 藩 へ 被 仰 付 候、 尤細川 右 京大 夫家來 へ モ同樣 被 仰 付 候 間 可 申 合、 且 刑法 掛リ木 村 得太郞 へ 引合 不洩樣 差 

配 可 致 候。 

但、 刑罰 人 數之儀 ハ 、土 佐 重役 へ 引合 之 上 可 受取 候。 

辰 二月  淺野 長勳家 記 

〇 肥 後 藩ノ達 書、 原記ヲ 佚ス。 


〇 二十 人 姓名 書 81^1、 

〇 獎浦猪 之 士ロ 

同 組 

〇 池 上 彌三郞 〇 杉 本 廣五郞 

〇淼 本茂士 n 〇 北 代 堅 助 

橋 詰 愛 平  岡 崎 榮兵衞 

〇 西 村 左 平 次 

同 組 

〇 大 石甚士 n  忤 E 民五郞 

橫 E 辰五郞  土 居 八 之 助 

〇 本日 佛國 公使 書翰 


〇 勝 賀 瀨 三 六 

〇 稻 田貫丞 

；:: ：. 善艱 太. BS  i 


金 田 時 治 

姊內 德太郞 


〇 山 

〇 柳 


本 


常 七 一 


此程、 堺表ニ オイ テ佛 人ヲ 殺害 セシ 二 付、 死刑 ニ處セ ラル へ キ土佐 二十 人之內 4§ 長 一 、人 拾 爱人メ  二 到- 

ラ レ ン事ヲ 、日本 在住 佛國 全權ミ ニス トル ヨリ 宇 和 島少將 閣下 一一 願フ。 

日本 在住 佛國 全權ミ ニス トル レオン ロッシュ 於ゥ ヱヌス 船中 

千 八 百 六十 八 年  . 

三 月 十 六 日 

〇 案ス ル 一一 註文 三ノ字 恐クハ ニノ 誤。  . 

〇 一 一十 四日 復書 

昨夜 被 差 立 候 貴翰 致拜見 候、 然ハ 昨日、^ 表 一一 オイ テ佛 國人ヲ 殺害 セ シ 一一 付、 死刑 一一 處スべ キ土藩 人 一 一十 人 之 內、 十 一 人處 

復古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 一一 一日  四ォ _^ 


竹内彌 三 郞 

外務省 記 


、暫ク 見合 セ 


外務省 記 


復古 記 卷ー 一一 十八 明治 元年 二 二十 一一 一日  四 九 六 

死刑 候處、 殘 ル 九 人 丈 ハ 見合 吳候樣 被 願 候 -ー 付 得 其 意 候、 右 -ー 付、 朝廷 へ 言上 致 置 候、 ^出張 役人 へ モ右同 樣申渡 候、 以 

上。 

外國 事務 總督 

宇 和 島少將 

佛國 公使 

モン シュア レヲン ロッシュ  - 

閣下  外務省 記 

〇 按 スルー 一 、當 時旣 ニ外國 事務 總督 ノはナ シ、 蓋シ、 宗 城未タ 新宫ノ 命ヲ拜 セサリ シ ナリ。 

〇 小 松淸廉 書翰  . 

塊 1\ 一義 追々 申 上 候 通 一一 テ 、及 發砲候 人數ー 一 卜 人、 咋日 割腹 之 御 運 二 相 成 候 半 トシ テ、 佛 公使 ヨリ 申出 候 趣 有 之、 趣意 ハ 別紙 

ヲ以申 上 候、 差 向 キ之義 故、 久世 公、 宇 和 島 公 ，ー テ御 裁決 御 答 相 成 申 候、 一 人 一一 テモ 助命 之 事 二 テ、 無 此上仕 合 御 同慶 奉存 

r 山 階宮、 伊豫 守投御 同伴、 今日 佛. Z 一軍 艦 へ 御 出 二 相成& 候、 細事 可 申 上 候 得 共、 過 刻、 後藤 氏 出立 上京 相 成 候 二 付、 同人 

委細 心得 相 成 候 趣-一 付 筆 略 仕 候、 佛ョ リ 昨日 差 出 候 書翰 ハ、 後藤 氏 持參故 別.！^ 不差上 候、 此 旨要詞 迄如此 御座 候、 以上。 

二月 廿 四日 二字  .A  ^  f 1- 刀 

木戶準 一郎 校 

廣澤兵 助；^ 

大久保 一 藏^  外務省 記 

〇 束久 世通禧 書翰 

山 階 宮ズ 「：hgl 日、 於^ 表佛 軍艦 へ 御 乘込御 挨搜、 明廿 五日、 於 神戶、 英之 W 魏船 へ 御 出御 挨梭之 事。 


一 土 州 刑 人 之 儀、 九 人 丈 命乞 之 儀、 佛之 見證人 ヨリ 申立 候、 右ハ 朝廷 之 權威ヲ 見 ル爲、 始メ ハ强ク 申立、 始メテ 威 權ノ行 

ハ ル 、 ヲ見テ 、又 自國ノ 仁恕 ヲ示 スナラ ン、 何 一一 シテモ 九 人 之 命 ヲ助ケ 得テ御 同慶 之 儀 二 御座 候、 委細 象次郞 ヨリ 可 奉 

s. 上 候、.^々 大亂毫 海恕是 祈。 

二月 廿 四日 第 七 字  通  禱 

宗  城 

三 條&- 相 閣下  ，  外務省 記 

〇ー 一十 四日 佛 公使 上書 

於大 坂港ゥ H ヌス 船中 

千 八 百 六十 八 年 三月 十七 日 

御門 陛下 一一 呈ス、 

陛下 竝貴 政府 高位 之 諸 有司 等、 此程辦 表 一一 於テ、 土 佐 之 人、 佛國 海軍 之 者 へ 對シ、 極メテ 凶暴 之 所業 一一 及ヒ シトノ 報ラ閬 

キ、 深ク 憂戚 セラ レ シ趣ヲ 以テ、 佛國帝 - 一代 リ、 余 申置タ ル償之 箇條ヲ 、急速 其通リ 處置ァ リシ ハ、 偏 ーー責 國 政府、 外 國人及 

ヒ國民 一一 對セ ラレ、 公平 友睦 且杲斷 アル ノ 趣意 ヲ示メ サル 、確證 ナリ、 

右樣 之證ヲ 示メサ レシ 上ハ 、余 二 オイ テ モ、 余力 淑德ナ ル 皇帝 之 厚意 ヲ表シ 、死刑 ニ處セ ラル 、 モノ  ノ €:、 十一 人旣 二 其 

刑 ニ處セ ラレ 、其 餘九人 ノ モノ ハ、 今當港 一一 アル 余力 國 海軍 之 指揮官 等 之 求 請 一一 ョ リ テ差留 メ シ 趣、 余 モ 不 取敢是 ヲ聞屆 

ケ タレ ハ、 右 九 人 之 者 助命 之義ヲ 許容 シ給 ハラ ン コ トヲ爱 ニ願フ ナリ、 陛下 一一 ハ愛民 之 心情 深キヲ 以テ、 必ス此 事ヲ許 

容 シ給ハ ン コ ト、 更ニ疑 ヲ容レ サ ル處 ナリ、 左ス ル トキ ハ、 此事ヲ シテ、 全日 本國へ 遍ク知 ラシ ム ルコト ニ至ル へ キ哉、 是 

迄、 外 國人ヲ 以テ仇 簪ノ如 ク思ヒ シ人々 等モ、 向 来 右 樣之誤 惑 ナキ樣 、命 斌ク 心意 ヲ 氷解 セ シムル コト出 來スへ キ哉、 外國人 

二 ハ难其 兄弟 タラン ヲ欲 スルノ ミナ リ 、謹言。 

復 古 m 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 三日  四 九 七 


レ 


復古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 三日  TO; 九べ 

日本 在留 

レオン ロッ シュ 

.  外務省 記 

〇 一 一 卜 九日 復甞  • 

土 佐少將 家來ー 一十 人、 於- 琳表、 贵國之 海軍へ 對シ及 暴行、 其 罪 ヲ正ス 之 期 一一 至リ、 拾 爱人ヲ 切テ、 後 跡 九 人 助命 致 シ候樣 、過 

日 貴翰 ヲ以 申立 之 趣 可 致 採用 SI 朝 命 有 之 候 二 付、 拙者 共 ョ リ御 報如此 御座 候、 以上。 

二月 廿 九日  . 肥 

宇 

柬 

佛國 公使 

ユア レオン 口" シュ 

閣 下 


前侍從 


口 

久 


島 

世 


少 

少 


モ 


ト务 il? 己 

夕 ぁタ 0n 


〇 土 佐 藩へ 達 書 


土 佐 少 將 へ 

其 藩士  、辦表 一一 於 テ外國 人 二 對 シ 、暴行 シ タルー 不人、 兼テ 割腹 被 仰 出處、 於 其 場、 佛人 ョ リ欵願 二 签 

見合、 朝廷 二 奏聞 致吳 候樣& 出、 其 後 別紙.;；^. s;;s、1\ 一通、 再應 助命 之 儀 願 出 候 二 付テ ハ 、此節 之 所 置 

シ候俊 二 付、 出 格 之寬典 ヲ以、 死 一 等 ヲ免シ 、其 藩へ 被 下 置 候條、 流罪 可. S. 付 事。 

二 月晦 日 


ソ、 九人ノ モ ノ 暫時 

專外國 へ 關係ィ ク 


外務省 K 

せ屮 日記 


〇官 中日 記 一一 ハ、 三月 朔日 一一 載セ タリ。  - 

〇 土 佐 藩 請 書 

今般、 土 佐 守 藩士、 於堺 表、 外國 人へ 對シ及 暴行 候 事件-一 付、 佛人 ヨリ 依 歎願、 御 寬典之 御 處置被 仰 出奉畏 候、 早速 大- 

坂 表土 佐 守 へ 申 遣、 其 上 -ー テ御請 可 e. 上 候 得 共、 不取敢 、此段 御請 申 上 候、 以上。  -! 

山 内 土 佐 守 .3: 

三月 朔日  山 S 右近： 

山 內豐範 家 記 . 

〇 豐範家 記 一一 云、 豐範國 許 二 アリシ 力、 堺 出張 ノ兵 暴動 ノ報ヲ 聞キ、 卽日蒸 氣船ヲ 發シ、 一 一月 一 不 四日 大坂ニ 著ス、 叉 云、 總 

人員 一 不名ノ  2： 卜 一 名自 裁、 餘九 人ハ、 佛蘭西 人 ヨリ 寬典ニ 被處度 33 懇願 ニ及ヒ シ故、 熊 本、 廣島兩 藩へ 御預、 三月 三日、 土 

佐 守 方 二 受取、 藩 許 二 差 下シ、 五月 二 トー 日 朝廷 御沙汰 ノ旨 一一 從ヒ處 分ス。 

〇| 外國 事務局 書翰  一 

先般、 土 佐少將 家来、 於 堺表及 暴行、 開港 地 e へ 藩 人 兵仗 ヲ携 出入 致 候義、 御 差 止 ユ 相 成 候樣、 佛 公使 朝廷 へ 申立 候 趣 有 一 

之、 其 通 被 仰 出 置 候處、 今般 於 京師、 右 間隔 相 開 吳候樣 、土 佐 前少將 ヨリ 及 直談 候處、 件 公使 承伏 致 シ候趣 申出 候、 就テ ハ 、一 

爾來 開港 地內 出入 之 條差免 候條、 爲念、 御 方 ョ リ此段 御 引 會可被 成 候、 以上。 

三月 五日  .  外國 事務局  一 

尹 藤 俊 助 1^  外務 智記ー 

二十四日、 始テ 理匦ヲ 京師 二 置キ、 言 路ヲ洞 開ス。  ； 

〇 掲示 文  一 

復古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 日  ra: 九九 


復古 記 卷 一一！ 十八 明治 元年 二月 二十 HI 日  五 〇〇 

今般 御大 政 御 一 新 一一 付テ ハ 、下々 之 情 寳、 巨細 一一 被 聞 食 度 候條、 氣ッ キ筋有 之 者 ハ 、不憚 忌諱、 書面 一一 シタ、 メ  、姓名 テ 

シ ルシ、 此 箱へ 入 置へ キ者 也。 

年號 月日  太攻宫 

內國 事務局 叢書 

〇 内國 事務局 叢書 中、 本文 ヲ載セ 、曾 一一 一 一十 四日 ノ字ヲ 揭ケ、 尾 一一 右目 安 箱 高札 ト旁 署シ、 他 書見 ル所ナ シ、 因 テ之ヲ 

京都府 二 質ス、 復書 -ー 云、 戊辰 一 一月 廿 六日、 太政官 ヨリ 御沙汰 二 ヨリ、 三條橋 高札 場 -ー 設置 ス、 同 三月 七日、 京都 裁判所 

Iwi ヨリ 堀川 rsl 町 橋 側 二 增置シ 、後 又府廳 門前 二 增置ス llJf ト、 案ス ル 二  、宣 達ハ 二十四日 二 シテ、 實置ハ 二十 六 

日 二 在 リシナ リ、 故 二 本日 一一 收ム。 

〇 諸家 一一 令 シテ、 其皁隸 ノ 祭赛 演劇 等 ノ地ニ 至リ、 撗暴 ノ行ヲ 爲スヲ 禁ス。 

當 地所々 芝居 辻 打 其 外見. セ物 等へ、 帶刀 人又ハ 仲間 體之 者無錢 一一 テ立 入、 且 寺社 祭 禮法會 等 群集 之 場所 一一 於テ、 力 サッ法 

外 之 儀 共有 之 趣 相 聞、 不埒 之 至 -ー 候、 今般 御 一 新 之 折 柄、 右樣 不法 之 儀 有 之 間 敷 候 得 共、 自然 心得 違 之 者 有 之 候 ハ 、、召 肺 

候箦- 一 付、 其 分 可 相 心得 候 事。 

二月  毛 利 元 德 家 記 

〇 是ョ リ先、 松 平賴位 |、％ 頭 譴 ヲ 舊慕府 一一 獲テ、 鯖 江 藩 一一 屛居ス 、是 B 、 其 罪 ヲ II シ、 職 位 

ヲ 復ス。 

水 戶  へ 

末 家 松 平 大炊頭 父 主稅頭 儀、 戶澤中 務大輔 へ 御 預ケ被 仰 付 置 候處、 今度 復舊被 仰 付 候 間、 早々 其 處置可 致 事。 


.  .  德 川昭武 家 記 

一 一 月  松 平 賴位家 記 

〇 案ス ル 一一 、戶澤 中 務大輔 、宜 ク閒 部下 總 守-一作 ル へ シ、 下ノ 上申書 等 一一 見 ヱ タリ。 

末 家 松 平 大炊頭 ハ乂主 税頭儀 、戸澤 中 務大輔 へ 御 預ケ、 其 後間 部下 總守 へ 禁錮 被 仰 付 置 候處、 今度 復舊被 仰 付 候 間、 早々 

其 所 置 可 致 旨 蒙 御沙汰 難 有 仕 合奉存 候、 侬テ 早速 處置方 取 計 候 事 御 坐 候、 此段 御禮旁 御請 申 上 候、 以上。 

三月  水 戶中納 首 

内國 事務局 叢書 

臣賴 位、 先年 來、 間 部下 總 守へ 禁鋼被 仰 付 置 候處、 今般 不圖モ I, チキ 朝 命 ヲ以、 復舊被 仰 付、 實以 望外 之 蒙 天恩 難 有 

仕 合、 冥加 之 至 奉感戴 候、 右 御禮旁 御請 申 上 候 、以上。 

三月  松 平 主税頭 

內國 事務局 叢書 

〇 以上 ニ條、 拉 一一 日ヲ失 ス。 

〇 賴位家 記 二 云、 元 治 元 E. 子年， 當主松 平 大炊頭 儀、 爲水戶 表 鎭撫被 遣 候處、 公儀 之 御人數 へ對シ 不束 之 所業 有 之 二 付、 ハ乂 

隱居主 稅頭儀 、官位 被 召 放、 戶澤中 務大輔 へ 御預被 仰 付、 鹿 應ニ丙 寅年、 閒 部下 總 守へ 御 預替被 仰 付 候、 又 云、 右 御 書付 

f  pi 噃 三月 七日、 宗家 水 戶中納 言 方 ョ リ相 囘リ拜 承、 間 部下 總守方 ョ リ水戶 邸 へ 引取、 同月 十七 日、 中納 言歸國 二 付、 

私儀 引 績水戶 表へ 發足仕 候、 前書 之 通 御 達 有 之、 官位 復舊ノ 儀、 別 テ御達 ハ無之 候 得 共、 從前之 通 相 心得 勤 續罷在 候 事。 

〇 小濱藩 保管 ノ舊 水戶 藩士 武田藎 |欢 以下 ヲ釋シ テ 、本 藩 一一 復歸セ シメ、 命シ テ 先主 德川 齊昭 

復古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 四 口  K〇 一 


役 古 記 卷三 十八 叨治： 兀年 二お 二十 四 口 

や 尊 王ノ 遺志 ヲ繼キ 、且 藩內ノ 奸黨ヲ 勦除セ シム。 

先年 來、 其 藩 二 罷在候 水戶浪 士武田 初、 今般 歸藩被 仰 付 候 問、 其 旨 相 心得 可 取 計 候 事。 

二 月 

〇 


K〇 二 


若 


ス 


？ S 井 忠綠家 記 

戶 へ 

德， 川^, M.MJi, 


先年 來、 若 州 -ー 罷在候 其 藩士 武田始 、今度 歸藩被 仰 付 候 間、 其 旨 可 相 心得 事。 

〇 二十 五日 上申書 

先年 來 、幕府 ョ リ苦狹 守 へ 預ケ -ー ffl 成 居候 水 戶浪士 、此 度鎭撫 勑使、 領分 中 御 取調 之 節、 右 之 者 共 尊 王 筋 志願 之 次第 御 

聞 濟被成 下、 於 御 當地御 取扱 可 被爲在 -ー 付 、四 五 輩 召 連 上京 可 仕 33、 於敦 賀表 御 達 御座 候 -ー 付、 右 京大 失 家来 之 者 召 連、 昨 

卄 四日、 四 人 上京 仕 候、 然 ル處. 此度歸 藩 被 仰 付 候 間、 其 分 相 心得 取 計 仕 候 樣御達 御座 候付テ ハ 、 取 早 御 ffl 筋 無 御座、 都 

合 次第 爲 引取 候テ可 S 哉、 此. 投奉 伺候、 以上。 

酒 井 右 京大 夫 

二月： 五日  紅 林 善 左衞門 

內國 事務 局 叢書 

洒 井忠祿 家 記 

〇 二十 八日 達 書 

水 戶浪士 中 

今般 復：. 15 被 仰 付 候 一一 付テ ハ 、 源烈之 遺志 ヲ 繽キ、 姦徒ヲ 掃除 シ、 反正ノ 實 行相顯 シ 、藩屛 ノ 任 屹度 相 立 候樣、 精々 ま 力 可 

致 候 事。  井忠綠 家 記 


〇 忠綠家 記-一 云、 太 政 宫代ョ リ、 浪. H 召 連 罷出候 樣御達 二 付、 武田 金次郞 以下 三人、 行方 百 太 郞召速 籠 出 候處、 右 之 通 御 達 

有 之、 且 別段 五辻 殿御 口 達 -ー テ、 左 之 通 被 仰 渡、 

一 佥次郞 以下、 何 モ長ク 滯京ハ 不宜、 早々 出立 爲仕可 申 旨、 

一 金 次郞ョ リ、 右 達 之 御請 書ハ 重臣 迄 差 出、 明廿 九日 午刻 迄 -ー 、留守居 持參致 候樣、 

一 同人 歸府之 節 護送 等 之 儀、 S 取扱 遣 可 申 S 朝廷 ョ リ御賴 之 旨、 

一 .！16- 士預リ 候 -ー 付、 故 幕府 ョ リ、 金 一 萬 兩差出 候 事ハ無 \ 一哉 取調、 明廿 九， 日 午刻 迄 二 可 申 上旨。 

〇 武田藎 奉 命 書 

今般 復萬被 仰 付 候 一一 付テ ハ 、 源 烈之遣 志 ヲ續キ 、 姦徒ラ 掃除 シ、 反 正之實 行相顯 シ 、藩 屛\ 一任 屹度 相 立 候樣、 精々 盡カ可 

仕 3 ほ 被 仰 渡 候 段 奉畏、 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 右 御請、 總代私 ヨリ 申 上 候、 宜御執 成 被 下 度 奉 願 候、 以上。 

水 戶浪士 

二月： h 九日  武田金 Y ジ a? 

洒 井忠祿 家 記 

〇 小濱藩 奉答 書 

昨廿 八日 被 仰 渡 候 水 戶浪士  、今般 歸藩被 仰 付 候 一一 付 テハ、 道中 護送 之 儀 取扱 遣- -可申 53s、 朝廷 ヨリ 御沙汰 之 段 奉 

畏候、 

一 右 浪士、 若狹 守へ 預ケ相 成 候-一 付 ，幕府 ョ リ、 金 一 萬 兩差出 候 儀ハ無 御座 哉 申 上 候樣、 被 仰 渡 候 趣 奉畏、 刖 取調 仕 候處、 

預ケ相 成 候 後、 右樣 一 萬 兩請取 候 儀、 曾テ無 御座、 右 預リ中 一 統 扶助 致 罷在、 文武 研究 等迄モ 世話 致 遣 候 儀 一一 御座 候。 

右 御請 申 上 候、 以上。 

酒 井 右京 大夫內 

復古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 e; 日  五 〇 三 


復古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 g:n  K〇ra: 

二月 廿 九日  福 岡 小 源 太 

•  洒井 忠祿家 記 

〇 三月 一 一日 達 書 

水 戶家來 

武 E 金次郞 

今般 歸藩被 仰 付 候 -1 付テ ハ 、本 藩 速 -ー 反 正 之 實效相 立候樣 御沙汰 -ー 相 成 候處、 同志 之 者 共 多人数、 未 タ若州 表 二 罷在 

候 由 -ー 付、 早々 彼 地 へ 立 越、 居 殘候者 共 引 連 上京 之 上、 猶大場 主 膳 正 ト巾談 、遺 算無之 樣熱議 之 上、 歸國 致候樣 御沙汰 候 

事。  . 

三 ^  洒井忠 ii 家 記 

三 /  德川昭 武家 記 

〇 忠祿家 記 二 云、 同日 御 口 達-一 テ、 武 m 金次郞 儀、 兼 テ水府 迄 送 リ届候 樣相達 置 候處、 右ハ爱 元本 國寺詰 迄 引渡 候 樣御達 

有 之。 

〇 水戶藩 上申書 

水 戶武田 金 次郞 以下 

從卒 -ー 至 迄 

人數百 11 ー拾人 

右 者、 今般 歸藩被 仰 付、 本 國寺陣 所 へ 引取、 止宿 仕 候 段 御 屆申上 候、 急速 東 下 可 仕 之處、 病氣之 者モ有 之， 延引 罷在 候、 刖 

今朝 發足仕 候、 依 此段御 屆申上 候、 以上。 

水 戶中納 首 家 來 ， 

四月 九日  ^飼贞 之 進 

辨事御 役所  德川昭 武家 記 


〇 本日 達 書 

加  州 へ 

武 m 耕 雪 齋等ョ リ、 先年 來預置 候 器械 及 品々、 若 州 -ー罷 在 候 水 戸浪 士武 初、 今度 歸藩可 致 旨 被 仰 付 候 間、 右 之 者 共 へ 可 

le^ 遣矣 事。  內國 事務 33 叢書 

〇 加賀藩 上申書 

武 m 耕 雪 齋等ョ リ、 先年 來預置 候 器械 等、 若 州 -ー 罷在候 水戶藩 浪士武 田、 始 今度 歸藩被 仰 付 候閒、 右 之 者 共 へ 可 返 遣 旨 

被 仰 渡 候、 然處、 右 所持 之 武器 火藥類 ハ 、慕府 へ 引渡 候檨 渡 候 付、 則敦賀 一一 オイ テ品々 取シ ラ へ 引渡 e. 候、 雜物 ハ 燒 

捨、 乘馬ハ 取捨 候樣 e. 渡 -ー 付、 差圖之 通 取 計 申 候、 此 段御屆 5. 上 候、 以上。 

加賀 宰相 中將内 

三月  廣瀨 五十八 郞 

内國 事務 ES 叢書 

〇 J 武田藍 上書 

卑賤 之 身、 僭上 之 儀 申 上 候 段 恐縮 之 至 御座 候 得 共、 從來、 源烈 公之 敎識ヲ 薰陶シ 、尊 王 攘夷 之 大義 相遂、 奉 報 國恩度 存念 

ニ罷在 候處、 同藩 奸ぼ共 國家之 大害ヲ 醸 シ成シ 候 儀、 怨憤 慨歎 之 餘リ、 離 國脫藩 之 身ト罷 成、 恐多モ 上京 仕、 鳳 扉 取 著 奉 懇願 

度、 於 南 越、 一 同 脫劍之 上、 官軍 之 命令 二 進 返 相 任 セ候處 、豈圖 、三百 有餘人 斬罪 之 御所 置 一一 相 成、 志願 モ签敷 不堪 悲欵、 佳 

此事 -ー 御座 候、 然 ル處、 拙臣百 三十 七 人 遠島 被 仰付罷 在、 寅 五月 中 御 赦免 二 相 成、 若 州 家 へ 御 預ケ相 成 罷在候 得 共、 先 源 

烈 公之 遣訓 -ー 基キ素 志 相遂、 雪 先輩 之污名 度、 晝夜 不安 寢茛 痛憤 血 淚之至 御 憐察被 成 下、 他日 尊攘 之 大義 被 仰 出 候 節、 不 

及 之 微力 報國之 一 節 満腹 存込 外、 寸毫モ 餘念無 御座 候 問、 幾重 二 モ 卑賤 1\) 愚 輩 -ー 候 得 共、 累年 之 素懐 柱礎 相 立 候 檨伏テ 奉 

懇願 候、 誠 恐 敬白。 

復古 記 卷 一一 一 十八 明治 元年 二月 二十四日  五 〇K 


〇 永 〇 
錄附 祐 オ: 


復 古 記 卷三 十八 叨治 元年 二お 二十 EH  五 〇 六 

辰 二月  武田 金次郞 

洒 井忠祿 家 記 

〇 小濱藩 副書 

別紙 姓名 i\ 一 者 共、 元 水藩竝 一一 常野邊 ぼ 姓 共 一一 テ、 去 子年 冬、 武田 伊賀 引卒、 常 野 州 脫走仕 、常 地 一一 於テ 降伏 仕 候 者 共 之 3：  二 テ 

御座 候、 伊賀 始 多人数 -ー 御座 候處、 梨 年 正月、 元 幕府 諸 役人 出張 仕、 於當地 罪科 -ー 應シ， 夫々 所 置 分配 仕 候 内、 別紙 之 者 共ハ遠 

島 被 e. 渡、 追テ 配所 决著仕 候 迄 禁鋼被 申 渡 候處、 寅 五月、 右 之 者 共 禁錮 中 謹愼方 格別 宜 候-一 付、 遠島 赦免 相 成 候、 其砌、 水 藩 

雜國 S 不穩折 柄、 歸國モ 難 被 中 付 哉 二 テ、 若狹守 へ 被預、 尤 家來拉 領分 中 之 者 同樣相 心得、 賞罰 等 都 テ國法 通 リ可申 付 旨 

モ、 別レ 4 一一 被 申 渡 候 -ー 付， 卽 U 禁鋼ヲ 觯キ、 番兵 等 相 止メ、 大小 刀 モ相與 、扶助 仕 候 儀 一一 御座 候、 武田金 次郞之 外、 輕輩共 一一 ハ 

御座 候 得 共、 素々 尊 擴之志 ffl 立 候 者 共 一一 ハ御坐 候 事故、 他日 相應之 御用 -ー モ相立 候 ハ 、若狹 守 -ー 御 や： 候テ モ本 懷之義 -ー 付、 

都 テ藩中 之 者 -ー 準、 取扱 仕候義 -ー 御 坐 候 、常 地 ハ 不 取締 之 場所 二 付、 佐柹表 居所 造作 仕、 昨年 夏 同所 へ 轉住爲 仕 申 候 、以上。 

酒 井 右 京大 夫家來 

二月 九日  和 田 耕 平 

内國 事務局 叢書 

北陸 道 先鋒 記 

條， 別紙 原 記 ヲ佚ス 、案ス ル 二 書中 赏地ノ 字、 蓋 シ越前 敦賀ヲ 指ス、 時 一一 北陸 道 總督高 《や 水祐本 地 二 ァリ、 刖 ニ書竝 -ー 

一一 上 リシ モノ ナリ、 而シテ 總督 府記藎 ノ 上書 ヲ 逸ス。 

小濱 藩、 北 til 道總督 へ 上牟書 

覺、 

武田耕 雪 齋殘黨 之 内總代 

濱野 辰次郞  柳 下 啓 介  莊司定 八  木 村 龜次郞 


安 島 六 三 郞  >  五 人  -. 

來 ル士ハ 日、 佐柹 出立、 灘通 S0 ヲ經、 4- 九旦 i 仕 候 積 御座 候。  1 纏 

〇l@s 等 上申書 一 一通 

若州敦 賀湊ョ リ 南西 三 里 餘ノ處 、佐 賀喜村 酒 井 若狹守 陣屋-一 テ、 水 戶源烈 公 敎訓ノ 有志 臣、 

.  け 田 耕 雲 齋 怦 

同姓 金 次郞 

附屬之 者 百 有餘人 

後 二相 改七+ 有餘人 

右 之 者 共 義ハ、 源烈 公之 隨身 ノ臣ニ シテ、 勤 王報國 必至 赤心 ノ 者-一 テ、 攘夷 破 港 シテ、 國體 挽囘ー 新 ノ先忠 ヲ盡シ 度 

込 ニ罷在 候處、 源烈公 不幸-一 シテ 死去 後、 同藩 家 司 市 川 三左衞 門ト. &奸 物、 孫. 府 ト諜コ トラ 合シ、 故 烈公ノ as 趣 ヲ反セ ン 

卜 f  、終-一 f 結テ. 尊 王 攘夷 ノ徒 ヲ繁ン トス ルノ f トヲ Si クシ、 Mf^, 書 誠 *5 立-一 ナリ、 大坎頭 做 f^s^ 鎮靜 

ノ御川 トシ テ、 書生 組ヲ 辨鮮セ ン ト， 水府城 二 入ン トス ル ノ時、 奸徒 市川ノ 下知 ラ守 リテ、 旣 二 兵端 ヲ發シ 候 ヨリ、 雙方防 

戰ト ナル、 §1 又 、其 後 防戰數 日-一 シテ、 市 川 ヨリ 幕府へ 援兵 相 賴ミ、 追々 人數 操出シ 一一 相 成、 殘兵竹 田 耕 雪齋、 

m 丸稻 之右衝 門、 山村 兵 部等ノ 除長ヲ 始メ、 餘徒 チコ トコ トク 誅戮 シテ、 以テ自 ノ奸ヲ 逞クセ ン トス ルー 一至 ル、 雖然 

孤ハ大 一一 敵 セス、 竹 田 等ノ軍 欧レ、 戰ヒ窮 テ離國 シテ、 以テ 木曾路 ヨリ 上京 シテ、 烈公ノ 旨趣ヲ 朝廷へ 奉 言上、 攘夷 

ノ 先鋒 ヲ願度 旨 ヲ兼テ 、以テ 勤 王ノ義 ヲ立ン トス ルノ國 一一 辱 サルノ 一途 ナリ、 爾ル 一一 奸ハ マス マ ス起テ 、幕府 終 二 侯 

伯 二 令 シテ、 コ レ ノ徒ヲ ウタ ン ト スルー 一、 必死 ノ兵變 二 千 人 一一 不満 ノ者、 四方 ニ敲 ヲゥケ テ戰ヲ スル ノコ ト度々 ナリ、 

就中、 信 州 松 代 ノ兵ト 信 州 ノ戰ヒ 杯、 實 二 天晴ノ コ ト 二 承 候、 其 後 美 濃 ノ國二 至 ル ノ時、 太 田 川 杯ノ戶 田ノ勢 一一 合 シテ、 彥 

根、 桑名始 諸侯 ノ 丘ハ、 コ レ ヲ防ク ノコ トァリ トキ、、 ソレョ リ美濃 谷 汲 寺 ヲ經テ 越 前 へ マ カリ テ、 北陸 道ヲ 上京 セ ン トス 

復古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十四日  5 七 


復古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十四日  |<^〇八 

ル- 一， 越 今 莊ノ驛 二 至ルノ トコ 口、 加州 li^ ハ ■I,: タ psn レヲサ 、 へ、 鎭撫 スル- 一、 右 徒 ノ者ノ  g 趣ヲ 朝廷-一言 上 シテ共 

ニ以テ ハ カルニ ヨリ テ、 此所ニ ト、 マル 二 ァリ ト辨解 再三 ノト コ 口、 終 二 一  先兵 器ヲ預 ケ鎭靜 ヲ加フ ル 二 至リ、 加州 ノ 

所置ヲ マ ッ ノ處、 豈料 ン ャ、 幕府 ノ總督 K 沼玄蕃 頭， 加州 - 一反 シ テ是 ヲ討テ 斬罪 セ ントノ ー诀ニ シ テ、 コ レ ヲ敦賀 二 引出 シ 

テ、 isltf 慶應 元年 ft 年 一 一月 四日、 十五 日、 十六 日、 十九 日、 二十 三日 ノ日ヲ 以テコ レ ラ 斬罪 ス、 凡 三百 有餘人 ナリ、 

其後忭 m 耕 雪 齊悴金 一 一耶、 幼若-一 シテぼ g~ 時 助命 シ タリ， コ レ ニック モノ 凡百 有餘人 助命 タ. リ、 其 後 酒 井若狹 守へ 預ケ 

置、 流刑 ニ處 スルノ トコ ロー 一決 ス ル迄、 兵器 ハ勿 論コ レヲト リア ケ、 脫刀シ テ、 商家 ノ土藏 へ 入 置テ、 番兵 ナホ 嚴重 ナリ、 爾 

ル 一一、 其 徒 又脫奔 ノ勢ァ ル ュ へ 、敦 賀ヲ シテ 佐賀喜 陣屋 一一 コ レ ヲ 引取、 別 一一 搆ヲ 新調 シテ、 是ヲ 厳禁 シーア， 若 州藩コ レ ヲ制 

ス 、其 後 時機 和 シ 誠心 相 貫キ、 ャ ゥャク 幕 麻 ヲ 說テ 以 テ 扶持 シ テ、 免 刀 シ テ準 藩士 ト名ク 、雖然 叉脫奔 ノ者 モア ラン ト、 其 

首長 タ ル モ ノ 粗暴 ノ徒ヲ 十 人程モ 引出 シ、 今小濱 城下 產物會 所、 茶園 屋敷 等 一一 ォカ ル、 ノコ ト、 承ル、 故 一一 天下 ノ勢ヲ 通 

ス ル 一一 人 ナク、 自若 トシ テ 幽閉 セラ ル、 於此、 舊臊月 來春來 ノ御機 會モ不 案-一 シ テ空ク 幽居 ス、 可憐 ノ 人情 一一 付、 元ョ リ 

攘夷 破 港 一決、 國體 一新 ノー  途、 是勤 王 報 國 ノ道 ヲ盡サ ン トス ルノ思 ヒ込ョ リ外ナ カリ キト、 愚存ィ タス 一一 ツキ、 此 

度 御 兩卿樣 御發途 一一 就テ ハ、 鎭撫ノ 御 趣意 モ被 仰 示、 從前 苦心 ノ程モ 思 召被爲 分、 御 機會御 布告 一一 相 成候義 一一 候ハ 

ハ、 累年 之 丹誠 百 千歳 之 喜悦 ヲ開ク 一一 アラント 存ス、 是拙カ 記憶 ス ル トコ n  ノ風說 ナリ、 御 處置ノ 處ハ 御 憐察モ 被 

爲在 之候義 ト奉存 候、 所詮 草 野 ノ 言上 取捨 思 召 一一 任ス ト乞 ノミ、 誠惶誠 恐頓首 敬白。 

.  泉 福 寺 

義  ま,^ 

〇 

前書 之 通 奉 首 上 候處、 不便 一一 モ被 思 召 候 哉、 若 州 侯 へ 御尋  一！ 相 成 候處、 若 州. 藩. H ラ以 言上 二 ハ、 何分 國政 一新 ノ折 柄ュ 

候 へ ハ 、御 在 城 中 一一 御 返答 言上 ノ義難 運 二 付、 敦賀御 著 ノ上奉 言上 候 トノ籙 一一 付、 去ル 五日、 小濱 城御發 輿、 六日 倉 見 御 


泊 、七日 佐 賀喜驛 陣屋 11% 御 泊 一一 相 成、 其 節コソ ハ 必ス御 呼出シ 二 相 成、：^ 田 金 一 ー郞 ノ徒ヲ シ テ 御 趣意 被 仰 聞 候 

樣ト奉 恐察 候處， 左樣 -ー モ被爲 成 度 思 召 -ー 候 へ 共， 何分 御 多端 之御義 二 付 無 其 事、 敦賀迄 御進途 -ー 相 成候赣 二 承 之、 甚以遣 

憾 一一 堪兼、 何卒、 右 徒 御 呼 出 シ 一一 相 成 候樣奉 言上 度ト 苦心 罷在 候處、 豈料 ン ャ 、 御 參謀職 ヲ以被 仰 下 ノ條ハ 、兩卿 福 ュ 

ハ 速 二 敦賀迄 御發途 二 相 成 候 へ 共、 御 懸念 一一 被 思召義 ハ、 右徒ノ 者 共 ノ 事、 尙叉此 度 コソ ハト 推覺シ テ 、奉 蒙 御言 ノ 

見込 モ萬 一 待 請候義 -ー 候ハ、 、却テ 右徒ノ 遺憾 一一 モ ト被 思召邊 ヨリ、 愚僧 兩 人へ 被 仰 付、 外 目 附役ヲ 被 添、 此佐賀 喜 

二相 留リ、 若 州 酒 井家 陴星 町奉行 行方 百 太郞へ 掛合ノ 上、 右 徒へ 都合 可 仕 之 旨 被 仰 下奉拜 請、 直樣 行方 百太郞 ト加談 

ノ上. 右徒ノ 者へ， 此度 御 勑使御 發途ノ 旨 趣、 拉 二 彼徒是 迄鎭靜 一一、 若 州 ノ惠ミ 二 ョ リ 起居 イタ ス段、 神妙 ナ ル義ト 被 

思 召 ノ^, 又： E 賀喜御 泊 被 爲在之 乍ラ. 御言 ヲ モカ ケサ セラ レサ ル ノ義モ 、遺憾 二 思フテ ハ ノ思召 ト云邊 、叉 右 徒此御 場合 

二 奉 値、 カク 深重ノ 思召ヲ 我輩 ヨリ 可 通 トノ御 事ハ、 是全殘 徒ノカ ラ 二 アラス、 故 耕雪齋 ノ 丹誠 盡カ ノ顯シ 二 候 段 ト ノ 

條々 申 聞吳候 樣ト、 行方 百 太 郞ヲ以 申 通 シ候處 、直樣 、金 一 一郎、 同 附屬濱 野 辰 次郞、 柳 下 啓 介、 莊司定 八、 木 村龜ー 一 郞ヲ被 

呼掛、 別席 一一 於テ御 趣意 申閬 セラ レ 候處、 金 一 一 郞義、 當病 一一 付 出席 無 之、 外 四人ノ 者、 實 一一 千 喜 萬 幸 ノ大悅 雀躍 ノ事 一一 テ、 

愉快 ノ至ニ 候 趣 二百 太郞 返答 有 之、 且又 彼徒ノ 趣意 ハ、 元 ヨリ 勤 王 攘夷 ノ 至誠 ヨリ、 難國 離別 ノ 一途-一 出テ 、不幸-一 シ 

テ、 源烈公 君拉忭 田ノ徒 ノ者不 名-一 蹈入、 辛苦 艱難 ヲ渉ル トイ へ トモ、 入 テ以尊 王ノ 大義 ハ 勿論、 半途 二 シテ不 名ノ分 

ラ モ相ス 、 キ度ト 存込候 ノ外無 他事、 此事 富徹ス ルノ道 一一 御 周旋 被 下 度トノ 事-一 候 趣、 是又百 太 郞ヲ以 申出 候 一一 付、 不 

顧 恐 私心 一一 ハ 候へ 共、 右ノ者 呼出シ 面會モ 仕度 存込、 將又志 ノ同シ キ處ョ リ 對談モ 仕度 ト、 ソレョ リ右徒 四 人 ノ考ヲ 面 

m へ 呼 出シ、 尙又右 御 趣意 之條々 再 達 一一 及 候處、 大悅如 前 一一 付、 云 何 一一 モ 不便 千 萬 一一 相 心得、 其徒ノ 者、 外-一 欲ス ル處ァ 

リテ奉 言上 趣 モ候ハ 、 、御 聞届ノ 有無 ハ 不存候 へ 共、 愚 輩 共 ョ リ奉 言上 候樣 申出 候處、 何分 今 一 應 席ヲ 引取、 從前之 

思召ヲ モ竹田 金 一 一郎へ 申 届、 金 一 ー郞 一一 モ又存 志 可 有 之 哉 モ難計 一一 付、 夫々 練 話 一 決 之 上、 書取 ヲ以所 欲 奉 言上 候 トノ事 

ュ テ開帝 仕 候、 其 義相待 居候 處、 暫ク シ テ柳下 啓 介 來テ、 百太郞 ヲ以テ 申シテ 云、 深 重ノ御 趣意、 金 一 ー郞 へ 風 聽ノ處 、實 二 

復古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十四日  K〇 九 


復 古 K 卷三 十八 明治 元年 二 HJ 二十 raH  五ー〇 

喜 悅不斜 無言 語 趣 一一 付、 卽和談 一 決 之 上、 別紙 ラ以 愚意 奉 言上 候、 宜被 仰 上 被 下 度トノ コ ト故、 卽 取 候テ御 披覽舉 

願 候 事-一 御座 候、 ケ樣之 徒 ヲ其儘 被 差 置候義 如何 一一 候 哉、 酒 井 若狹守 一一 モ採 川-一 相 成候義 一一 候ハ 、ノー  is ノ 防に ハニ モ相成 

候義 一一 候 へ 共其義 モ 無覺 束. 又 制 シ難 キ邊モ 有 之候義 ト 存候， 旣 一一 是迄其 職 紫 モナ ク 遣憾 一一 シ テ 居 食 ス ル モ ノ、 天下 二 無 

之處 一一 シテ、 彼 徒 トイ へ トモ、 其義ハ 承知 モ罷在 候 幾 一一 ハ 候へ 共、 是迄ノ 形勢 不得止 ノ事ト 被 察 候、 伏 乞、 此度參 與御役 

所 へ 被 仰 上、 人選 <nJ 庸ノ 御機會 一一 乘シ テ被召 出、 有志 ノ大藩 へ 被 附與、 必死 ノ者七 卜 有 餘人ヲ シテ其 道 ヲ御申 聞 二 相 

成、 其 道 -ー 0 シ候樣 被 爲成候 ハ 、、御 制ノ御 届-一 モ 相 成 候 事 哉、 叉舊國 へ 被 召 歸候歟 一一 致 シ遣 シ度 候、 乍 去、 此義 ハ 前書 

別紙  一一. &上候 通、 市 川 三 左衞門 ノ奸徒 沸騰 シテ、 守 國居ノ  n トナレ ハ、 容易 二 ハ左モ 被 行 難 ク候哉 二 候、 右 前條之 次第 

不顧 恐、 以 書取 愚存奉 言上 候、 御 取捨 ハ 奉 任 尊慮 而已、 誠 恐 誠 惶頓首 再 白。 

慶應四 辰 二月  泉 福 寺 

願 成 寺 

上  內國 事務局 叢書 

〇 酒 井 忠義 ノ請ヲ 聽シ、 大阪ノ 藩邸 ヲ 還付 ス。 

酒 井 右 京大 夫 

大坂表 其方 藏 屋敷 之 事、 去 正月、 御討征 之砌、 長 州 ョ リ總テ 封 付 預ケ有 之 候 分、 指 1^ 之條 出願 令 承知 候、 右 長 藩 へ 御 達 二 相 

成、 武器 之 外 返 シ被下 候 間、 其 分 可 相 心得 候條 申達 候 事。 

二月  洒 井中- 綠家記 

〇 忠祿家 記 、申請 蒈ヲ 佚ス。 


長  州 . 

去 正月、 大坂表 御 討征之 湖、 酒 井 右 京大 夫 藏星敷 事、 總テ封 付、 町人 共預ケ -ー 相 成 居候 趣 之處， 此 節酒 井 ヨリ 被 返 下 候樣出 

願-一 付、 武器 之 外 ハ被返 下 候樣、 別紙 之 通 御沙汰 候 間、 得 其 意 軍器 而已請 取、 自餘ハ 差 屄シ可 遣 候、 此段相 達 候 事。 

二月  IIP 利 元 德 家 記 

〇g 三月 一 一十三 日 再 達 書 

酒 井 右 京大 夫 へ 

其方 大坂藏 屋敷、 先般 御 征討 之砌、 長 州 家 ョ リ致 符締候 付、 此節可 差 返 段 彼 藩 へ 相 達 候處、 御請 申出 候 得 共、 其藩藏 -ー 限ラ 

ス 、雜庫 符締之 分 數多有 之 候 付、 總テ符 放 之 儀、 當節 取調 中 二 付 形 付 次第、 早々 可 申出 候 間、 此段其 藩 へ 相 達 置 候 樣願出 候 

二 付、 尙又總 テ符放 引 波 方 之 儀 ハ 、追々 御沙汰 次第 速 二 引渡 不申テ ハ、 公私 ト モ差 湊ヒ筋 不少事 一一 候條、 得 ト相辨 精々 取 

調、 早々 可 相 捌樣及 御沙汰 置 候 付、 此段可 相 心得 候 事。 

三月  洒 井 忠綠家 

〇| 長 門 藩 申請 甞 

酒 井 右 京大 夫 藏家敷 へ 御 討 征之砌 、總テ 封印 付、 町人 共預ケ -ー 仕置 候處， 此 節酒 井 へ 差 返候樣 御沙汰 之 旨奉畏 候、 尤 御討征 

之砌 方向 紛敷 族之藏 庫、 封印 ヲ付候 部類 數多有 之 、常節 封 放 之 儀 取調 中 二 付、 右 形 付 候 得 ハ早々 可 申 上 候 間、 酒 井 へ 可然 1: 

達シ祁 成候樣 仕度 候、 此段奉 願 候、 以上。 

長 門 宰相 內 

寺 €: 暢 三 

〇 三月 二十 三日 批紙 

申出 之 趣、 先 酒 井家 へ 相 達 置 候 得 共， 總テ符 放 シ 引渡 方 之 儀 ハ 、追々 御沙汰 次第 速 -ー 引渡 不相 成候テ ハ、 公私 共差湊 筋不少 

復 古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 I： 日  五一 一 


復 古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十四日  .  A  一二 

事 二 候條、 得 ト相辨 へ 精々 取調へ 、早々 可 相 捌 樣可致 候 事。  毛 利 元德家 記 

〇 本條、 上中ノ 月日 ヲ失 ス。 

〇 蜂須賀 茂韶、 書 ヲ上リ 、閫外 ノ事ヲ 以テ、 專ラ大 總督ニ 委シ、 親征 ノ擧ヲ 止メン コトヲ 建議 

ス、 報セス 0 

先般 以來、 非常 之 御英斷 ヲ以テ 王政復古 被 仰 出、 萬 事 神武 創業 之始- ー被爲 «、 朝政 御一新 被 遊 候 段 奉謹畏 候、 重疊不 

堪 感激、 皇國之 洪幅不 過 \ー 奉存 候、 微臣 儀、 兼テ 敕召 相蒙罷 在、 過日 上 著 仕 候、 然ル處 、未タ 喪中 罷在 御廟 議不 奉拜 承、 

都下 之 事情 モ 熟知 不仕、 差 出 ケ間敷 建言 仕 ル儀ハ 屹ト可 相 揮 之處、 實以當 今 之 時會、 臣子之 分 -ー於 テ默止 難 仕、 鄙 野 愚衷左 

一一 奉 吐露 候、 

今般 御親征 一一 付， 浪華 表へ 行幸 被 爲在候 段 被 仰 出奉畏 候、 右ハ 必定 御 威武 ヲ被爲 輝、 六 軍ヲ御 鼓舞 被 遊 候 御 事ト奉 

存候得 ハ 、別 テ奉橫 議候筋 一一 ハ無 御座 候 得 共、 旣 一一 征討 大總 督ヲ モ被爲 置 候 御 事故、 閬外之 義ハ專 御 委任 被 遊、 其 成功 ヲ以 

テ御責 被 遊 候 御 儀、 御 常 然ト奉 存候得 ハ 、縱令 御親征 ハ 不被 遊、 九重 二 御 垂拱被 爲在候 共 御威德 ハ 四海 -ー 相 輝 可 申、 諸 

軍ヲ 鼓舞 仕 候 義ハ、 全 將軍之 職務 - 一有 之候義 一一 テ、 乍 恐 聖斷ヲ 被 爲勞御 鈹舞不 被 遊 候 共、 可 然御義 ト奉存 候、 即今 御 一 新 

大御變 革-一 テ、 未 タ群情 相 定居不 &折柄 一一 候 得ハ、 人心 一 和ハ 第一 之 御 急務 一一 可 被爲在 ト奉存 候、 尤此度 之 御 盛擧深 御 

廟議ヲ 被 爲盡候 御 翁 一一 被 爲在候 得 共、 下民 一一 至リ 候テハ 、何ト カ御輕 擧之樣 二 申唱 へ 、人心 洶々 i 能 在 候 間、 何分 一一 モ 泰然 

御 安座 御 閫内ヲ 御 制シ被 遊， 御文 德ヲ以 テ萬民 ヲ御敎 化 被 遊、 御 武威 ヲ以テ 四海 ヲ御 鎭撫被 遊" 御 恩威 被 爲拉行 候 御義、 

當今之 御 先務 ト奉存 候、 就テ ハ 何卒 此度之 行幸 ハ 乍 恐被爲 思 召 止 度 御 義奉存 候、 誠以 僭越 不常之 建白、 恐^ 至極 二 奉 

存候、 何卒 江 海 之 御 量 ヲ以テ 御 涵容之 程 奉 希 候、 此段 宜執奏 賴入存 候、 誠 懼頓首 謹言。  蜂須贺 茂韶家 m 


〇 朽木爲 綱、 其 家臣 山陰 道 鎭撫使 西 園 寺 公望 ノ 譴責 ヲ 受ケ シ ヲ 以テ、 屛居シ テ命 ヲ待ッ ヲ禀 

ス 0 

私家 來之 者， 當春大 坂 川口 通 船改所 二 於テ、 薩 州 藩 十： 大野 莊右衞 門 ト申仁 召 «  H  、其 節 之 町奉行 へ 差 出 候 事件、 一 應 取調 被 

仰 付 候-一 付 西圚寺 殿御 守 衞被成 御免 候 段 、官軍 御 執事 ヨリ 家來之 者へ 御 達 有 之、 兼 テ差出 置 候 人 數御暇 歸國被 仰 付 

候 次第 奉 恐 入 候、 侬之、 右 取調 中 謹愼仕 居候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

二月 二十四日  .  朽木近 江 守 

. 朽木綱 鑑家記 

_  内國 事務局 叢書 

〇 麵 上申書 二通 

先日 御 屆申上 候 私家 來之 者、 當春大 坂 川口 通船改 所-一 於テ、 薩藩 大野 莊右衞 門 ト&仁 召 柿 候 始末、 詳密 取調 候處、 同所 詰 合 

之 兵卒 共 粗暴 無 禮之召 柿 方 仕 候 趣、 右 ハ 全 其 節 之 隊長 寺 田 源 五 左 衞門ト 申 者、 兼 テノ號 令 不行屆 候 故 之 儀、 一 言 K 一 申譯無 

之、 去月 廿 八日 及 割腹 候 段 届出 候 二 付、 刖右 首級 ヲ以 西 園 寺 殿 へ 御附 屬之薩 藩士 へ 可 及 謝罪 覺悟 -ー テ、 同廿 九日、 重臣 之 

者 共 國元發 途仕候 段、 在所 表 家來之 者ョ リ申越 候、 依 之、 右 取調 筋 ハ落著 仕 候、 尤 西 園 寺 殿 へ モ前條 之 次第 御屆申 上候樣 

申 越 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

三月.  朽木近 江 守 

内國 事務局 叢書 

〇 本條、 日ヲ 失ス。  • 

〇 

別紙 三 通 之 通、 去ル 七日、 伯 州 米 子 表 二 於テ、 西 園 寺 殿御 附屬之 御 執事 方 ヨリ 御 達有之 候閒、 出勤 仕 候、 此段御 屆申上 候、 以 

上 ◦ 

復古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 四日  五 二 1 一 


復古 記 

三 月 十 


卷三 十八 明治 元年 二月 二十四日 


曰 


朽 


五  一 g: 

木 近 江 守 

內國 事務局 叢書 

朽木 網鑑家 記 


〇 別紙 ハ赦 宥ノ 達書ナ リズ 「之ヲ 略ス。 

〇 本莊 宗秀、 I 霧 京-一至 ル。 

今 役 御 ra= 之 儀 御座 候閒、 上京 可 仕 旨 被 仰 出 候-一 付、 唯今 上京 仕 候、 此段御 屆奉申 上 候、 以上 „ 


月； h 四日 


本 


莊 伯 耆 守 

辨 事局 記 


0 鍋 申請書 

今般 御用 之 義御坐 候- 1 付、 上京 仕 候檨被 仰 出 候 間、 今廿 四日 ヒ著仕 候、 侬之、 奉伺 天機、 且 

伺 度奉存 候、 如何 相 心得 可 S. 哉、 此段 奉伺 候、 以上。 

二月 廿 四日  松 

〇 批紙 

可爲 勝手。  - 

〇| 一  不 七日 申請書 

一 先般来 入京 御 差 止 之處、 謝罪 之 道 相 立 候， 1 付、 今般 入京 御免 之 蒙 御沙汰 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 侬之、 御 禮之儳 

ハ 、不 取敢 重臣 ラ以奉 申 上 候 得 共、 猶直 一一 御 禮申上 候 方 一一 モ可有 御座 候 哉、 

一 前文 直 御 禮奉申 上 候 儀 一一 候ハ 、 、 天機 何濟 -1. テ奉申 上 候テ宜 御座 候 哉、 此段 奉伺 候、 以上。 

二月  木 莊伯耆 守 

〇 批紙 


准 后 御 方 御機嫌 ヲ モ奉 

平伯耆 守 

本 莊 宗 武 家 記 


直 二 御禮之 儀 ハ 、追テ 何分 之 御沙汰 有 之 候 迄 ハ 差 扣可申 候 事。  辨 事局 記 

〇 案スル 二、 前批 ハぼ爲 勝手 ト云ヒ 、後 批ハ差 扣可申 ト云フ 、宗 秀ノ罪 有無 ノ間 二 ァ ル 一一 似 タリ、 四月 十三 日 - 一至 リ 詰問 

ノ事 ァリ、 參看ス へ シ。 

〇 是 ョ リ先、 上 杉 齊憲將 二 京 二 朝 セン トス 、福 島 細- 二 抵リ、 伏 見 ノ變ヲ 聞ク、 乃 チ國ニ 還リ、 老 

臣ヲ シテ 兵ヲ率 ヰテ京 一一 至ラ シ厶。 

口 演 

.  上杉彈 正大 弼 

彌御 安全 被 成 御座 珍重 御 事 候、 今度 當御地 騷擾之 由 致 承知 驚 入奉存 候、 依 之、 爲可 奉伺 天機、 以 使者 申 上 候 二 付、 宜御沙 

汰可被 下 候。 

二月  千 坂 太 郞左衞 門 

上 杉茂憲 家 記 

〇 茂憲家 記-一 云、 正月 十五 日、 齊憲、 米澤ヲ 發シ、 先 ッ大坂 一一 至リ、 德川慶 喜へ 天下 ノ 大勢 ヲ面 論シ、 然後 上京、 爲メ  二 周旋 

ヲ盡サ ン ト欲ス 、ト 六日 、奥州 福 島 一一 到リ、 始テ 京師 擾亂ノ 報聞ヲ 得、 國議 ヲ盡シ 朝旨ト 德川ノ 事情 ヲ得テ 進退 セ ン ト シ- 

米澤へ 歸リ、 先ッ 家老 千 坂 太 郞左衞 門 一一 命 シ 、奉伺 天機、 且ッ 德川 氏依賴 ノ 懇旨 一一 報ュ、 太 郞左衞 門、 兼テ命 アル 所ノ御 

守衞兵 二百 員 ヲ率ヒ 、米 澤ヲ 發ス、 二月 廿 四日、 爲 天機 御伺參 朝、 綿 十 把進獻 之。 

〇 安部 信發、 井上 正 順疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シ テ代 リテ京 二 至ラ シム。 II 


復古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十 g 曰  五一 五 


復 古 記 卷三 十八 明治 元年 二月 二十四日 

復古 記 卷 三士 八 終 


總 閱 

一 等 編修 宫 

竹お 修兼校 勘 

一 等 編修 宫 

四 等 編修 宫 


臣長& 


長 


星 


幹 一 

I 火 一 

恒 さ 一 


十二 等 出仕 E 石津 發三郞 


校 錄 


六 等 掌 記 

八 等 掌 記 

寫 

一 等繕寫 

二等 繕 寫 

二等 繕寫 


澤 渡 


廣 

辰 


川 長 

園 賢 一 


孝 

意 


復古 記 卷三 十九 

明治 元年 戊辰 二月 二十 五日 二 起 リニ 十七 日-一至 ル  ■ 

〇 一 一 月 

二十 五日、 是 ヨリ 先、 攝津、 播磨 ニ國ノ  土民 擾亂ス 、是 曰、 明 石、 龍 野 二 藩 一 一命 シテ、 之ヲ 鎭輯セ 

シ厶。 二 藩 兵 ヲ出ス 二 及 ヒテ、 賊已  一！ 平ク。 

明  石 

龍  野 

攝、 播兩州 人 交 -ー 相 成 候 田 安、 一 橋、 會津等 領分 百姓 共、 一 探 ラ起候 趣 相 聞 候 間、 爲取押 兩藩申 合 人 數差出 可置樣 御沙汰 

.^^o  松 平 直 致 家 記 

$  脇 坂 安斐 家 記 

〇 明 石 藩 上申書 

攝、 播 - 一有 之 候 田 安、 一 橋、 會津領 へ 、 一 換爲取 押、 早速 人 數差出 候處、 最早 何 之 子細 モ無之 穩之趣 申出 候 -ー 付、 此段 御屆奉 

.e. 上 -5%, 樣. E- 付 越： li" 、以上。 

明 石 中 將家來 

三月 十日  友 部權六 

〇 

別紙 御 屆&上 候 通、 穩之趣 二 付、 人 數引揚 可 申 哉、 此段 奉伺 候 樣申付 越 候 、以上。 

復古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 日  五一 七 


復古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 五日  五一 八 

明 石 中 將家來 

三月. 1- 日  友 部權六 

〇 批紙 

別意 無之義 二 候 得 ハ 、引 揚候テ モ 不苦候 事。  松 平 直 致 家 記 

〇 安斐 家 記 -ー 云、 右 二 付、 牧方 出張 之 e ョ リ 一 隊 引分ケ 出張 爲致、 尙其 後、 藩 地 ヨリ モ 人 數差出 候處、 鎭靜 二 付 夫々 復舊候 

〇g 黨民 槪狀 

覺、 

正月 十八 日夜 放火 

同 

115. 貧妒 

同月 十九 日 晝<  マ、) 

同亂妨 

同 

同 


多 田 村總代 庄屋 

西 山 

靑 水 

同所 總代庄 星 

中 村庄 星 

奧西脇 村庄 星 

鍛冶 村庄 星 


仁 

—K 


丘ハ 


五 


左 

右 


HI 

HI 

BJ 


間 子 庄屋 


宇 右 


仏 口 


HI 


同月 十九 日夜 放火 


同 

同 

同月 廿日 朝 放火 

同月 十九 日夜 同 

同月 廿日 朝亂妨 

同 

同月 十九 日夜 同 

同 

-smwElfK ナな 』— 


中 村 

安 坂 

富 田 村 庄屋 

西 田 村 

西 脇 村 

大 庄屋 


文 

藤 


兵 


脇 村 庄屋 

俵 田 庄屋 

中 安田 村 大庄星 

三 原 庄屋 

東 安田 庄屋 

中 安田 

,  市 原 

同所 庄星 

-、 百姓 一 授之砌 、放火 亂妨 -ー 逢ヒ候 人名 付、 右  >ー 御座 候、 巳 上 


茂 

喜 

- 一 3 一一 

忠 


右 

左 


左 


兵 

丘ハ 


右 

右 


復古 記 卷三 十九 明治 元年 二  =«  二十 五日 


丘ハ 

六 兵 

與 三 兵 


五 一 九 


衞 衞 藏 衞 夫 衞 門 門 衞 衞 門 衞 衞 門 門 助 助 衞 


復古 記 卷三 十九 叨：^ -兀年 二月 二十 五 口 


辰 二月 


五 二 〇 


長 


世 良 


〇批 紙 

別紙、 多 田 村 總代庄 星 仁兵衞 以下 廿八人 之 者 l^r 亂妨、 付 火 -ー逢 或 ハ類燒 モ可有 之 候 間、 銘々 始末 委敷 書付 ヲ以可 相 伺候 


〇 

覺- 


辨 事局 記 


描屋村 彌 


一  播州 多 可 郡、 當 正月 十八 日 ヨリ 百姓 一 換之砌 互 魁 

坂 本 村 半  平 • 中 村 町 竹  藏 

中 村 町 竹藏、 坂 本 村 半 平、 粮星村 彌助ト 三人 參リ、 多 田 村 仁 兵衞方 へ火ヲ 付、 中 安田 村 大庄星 喜 兵 衞酒藏 へ 同斷， 富 田 村 高 

札ヲ取 除、 近邊酒 星へ 預ケ 置テ、 多 田 村 仁兵衞 分家 ト外壹 軒へ、 半 平、 九 郞右衞 門、 竹藏 三人 連-一 テ罷 越、 火 ヲ付候 事、 

右 巨魁 半 平、 竹 載、 彌助 三人 之 者 取調 へ 候處、 各 其 罪 -ー 伏シ候 -ー 付、 連 歸リ大 坂 獄屋 二 入 置 候 事。 

播州 多 可 郡 坂 本 村 

孫  藏 

同 中 村 町 

九 郞右衞 門 

右 兩人モ 巨魁 之樣子 -ー 相 見 へ 候 得 共、 正月 廿 三日 脫走、 詮議 致 候 得 共、 行 衞不相 分 -ー 付、 見當 次第 召 怖、 大坂苹 番之者 迄 連 

屆候樣 申 付 置 候、 其 外 生 野 銀山 支配、 大坂谷 町 支配 等ハ、 薩州 ヨリ 取調 方 相 成 候 事、 

右 播州 多 可 郡、 當 正月 十八 日 ョ リ、 百姓 一 換 巨魁 之 人數、 前書 之 通 御座 候、 以上。 

長 州 


辰 二月  世 良脩藏 

〇 批紙 

前條 本紙 右三人 旦魁之 由 相 達 候 -ー 付、 付 火、 亂妨之 始末、 遂 吟味 口 甞判形 申 付 可 伺 出 候 事。 

後條 本紙 一 一人 互 魁之樣 子 -ー 候 得 共、 脫走 -ー 付 召 怖、 大坂苹 番之者 へ 連 屆候樣 、差圖 二 相 成 居候 趣 二 付、 連 出 次第 遂 吟味 口 

書 判 形ヲ. &付可 伺 出 候 事。  辨 事局 記 

〇 

今般 王政復古 之 折 柄、 德川 軍勢 於 伏 見 表 叛逆. 依 之、 征討 將軍被 差 向 候 二 付テ ハ 、德川 領地 同 家臣 鼓 親 藩 同 謀領， 被 召 上 

候 一一 付、 御 政事 向等從 朝廷 可 被 仰 出 候 得 共、 夫 迄 之處 ハ 、年貢 其 外舊典 - 一依 ヘシ、 尤難差 置 事件 ハ 速 二 廢止 シ 、 困窮 之 

者ハ於 下々 精々 救助、 人民 安堵 セ シメ、 愼テ 朝廷 之 御沙汰 可 相 待 候 事。 

官軍 先鋒 

辰 正月 廿 三日  長  州 

辨 事局 記 

〇 

此度被 仰 渡 候 御沙汰 之 旨奉畏 候、 然ル 上ハ、 御 年貢 其 外 是迄之 通 取 立、 困窮者 之 義ハ下 -ー ォキテ 精々 救助 仕、 人民 安堵 爲 

仕、 愼テ 朝廷 之 御沙汰 可 奉 待 候、 此段 御請 申 上 候、 以上。 

辰 正月 廿 三日 五千石 一柳 拾 六 ケ村總 代 高木 村  孫 左 衞門印 

« 萬 武千八 百 石 田 安三 十六 ケ村總 代 細引 村  六 郞右衞 門 印 

« 萬 七 百石餘 會津四 拾 五ケ 村總代 加 西 郡 中 野 村 才次郞 印 

官軍 御先 鋒 

長 州 御 出張 中樣  辨 事局 記 

復古 記 卷三 十九 明治元年ニ月ニ十"^!日  五 ニー 


m 古 記 卷三 十九 明治元年ニ月ニ十^^^曰  K ニニ 

〇 以上 槪狀記 中、 題 シテ長 州 ヨリ 差 出 書付 寫ト 曰フ、 今 其 四 通ヲ抄 錄ス、 案ス ル 一一、 書中 世 良 修藏ノ 名 ヲ署ス 、當 時、 絛藏、 

追討 總督四 條隆謌 二 從テ明 石 一一 在リ、 故 一一 鎭撫 二 從爭セ シナル へ シ、 而シテ 隆謌、 諸道 記 槪# 一  モ此 事ヲ載 セス、 黨民ノ 

由緣別 一一 考フ ル所ナ シ。 

〇 福 山 藩、 其 松 山 I、 征討 ノ兵 ヲ撤セ ント 請フ、 之ヲ 聽ス。 

別紙 兩通、 四條 へ 奉 申 上 候處、 其 御 役所 へ 奉伺 候樣 御沙汰 御座 候 二 付、 此段 御 差 圖被成 下 候 樣奉願 上 候、 以上。 

阿部 主計 頭家來 

二月 廿 五日  小島 敬藏 

〇 別紙 一 一通  ， 

今般 以 別紙 奉 申 上 候 通、 定昭 伏罪 實効相 顯候儀 ハ 、先達 テ 委曲、 長 州、 土 州 兩藩ョ リ申上 候 趣 -ー 付、 逐一 御 聞 取 被 遊 候 御 儀 

ト奉存 候、 就テ ハ 、主計 頭 人 數不殘 引 揚候テ 可然儀 一一 御座 候 哉、 此段 奉伺 候、 以上。 

阿部 主計 頭 家来 

二月  岡 田 伊 右衞門 

〇 

去月 廿 五日、 於 姬路表 被 仰 渡 候 御 達 書、 同卄 七日 福 山 表へ 相 達 候 -ー 付、 翌廿 八日、 主計 頭 人數領 C 辆津 出帆 仕 候處、 連日. 

風潮 惡敷、 所々 碇泊、 當月 七日、 豫州 三津港 へ 著 岸 仕 候、 然處、 定 SF 父子 伏罪 悔悟 仕、 去月 廿 七日、 松 山 開城、 寺院 蟄居 罷在 

候 段、 長 州、 土 州 兩藩ョ リ 委曲 傳承 仕、 尙定 S? 並 家來共 ョ リ、 兩藩 へ 差 出 候 歎願 書寫、 夫々 傳覽仕 候 間、 其 儘 三 津港滞 陴罷在 

候、 尤御達 -ー 付 出兵 致 候 段、 定昭 家老 共 へ 入 仕 候處、 返書 差 越 候 儀 -ー 御座 候、 其 後長 州、 松 山城 爲見分 罷越候 -ー 付、 主計 頭 

人數モ 同樣、 去 八日、 本丸 一 三 一之 丸 並定昭 父子 住居 迄 見 分 仕 候處、 聊異條 無 御座 候、 就 テハ、 於 長 州 藩 モ人數 之 内 引揚候 一一 


付、 主計 頭 人數之 儀モ、 長 州、 土 州 へ 申 談仕候 上、 過半 領 2: 迄 爲引揚 中 候、 尤此後 之動靜 次第、 急速 出張 爲仕候 心得 -ー 御座 

候、 仍 1\ー、 夫々 紙面 差 添 此段奉 人御聽 候、 以上。 

阿部 主計 頭 家 來 

二 弓  岡 田 伊 右衞門 

〇 批紙 

人数 勝手 二 引 揚不苦 候 事。  辨 事局 

〇 片桐貞 篤、 藩事ヲ 以 テ 歸邑 ヲ請フ 、之 ヲ聽 ス。) it  ：^?、 

今般 御 親祉被 仰 出 候、 就 テハ、 御 盟主 中 御警衞 向、 別テ 厳重 御 守 衞可仕 旨 被 仰 出奉畏 候、 然ル處 、先般 腰折 地 藏邊御 

瞥衞被 卬せ、 當 時人 數差出 シ罷在 候 二 付 テハ、 一 應罷越 取締 等嚴重 -ー ^付度、且又非常之節 ハ 增人數 等差 出、 一 際 厳重 御 

警衞申 付 度 奉存候 二 付、 御 時節柄 奉 恐 人 候 得 共、 家督 以来 未 タ歸邑 不仕候 -ー 付、 當時 柄、 家來共 取締 等 中 付 度 奉存候 -ー 付、 

一 先 御 暇 被 下 置 候 樣奉願 候、 尤 重臣 之 者 差 置 御用 之 節ハ、 御 達 次第 近 場 之 儀-一 御 坐 候 間、 一 晝 夜-一 テ乘切 速 二 上京 可 仕 

候、 此段 奉伺 候、 以上。 

二月： h 五日  片桐主 膳 正 

〇批 紙  . 

可 爲願之 通 候 事。  ？ 事 F き" 

〇 德川慶 勝 >德 川 茂 承、 松 平 茂 昭書ヲ 上リ、 德川 慶喜旣 一一 其 罪 一一 服セ シヲ 以テ、 東征 ノ師ヲ 止 

メ ン コトヲ 請フ、 批シテ 大總督 一一 請ハ シ厶。 

今般、 德川慶 喜深ク 悔悟 服罪 仕、 如何 樣之 御沙汰 御座 候 共、 聊無 遺憾 奉 畏候旨 一一 テ、 東 叙 山 二 謹 愼罷在 候 段、 謝罪 及 奏 
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聞 候 趣 於國許 承知 仕 候處、 其 事 富 不忍觀 儀 二 御 坐 候 得 ハ 、 恐 人 候 得 共、 慶喜 謹慎 之 次第 被 isS 聞 食 分、 寛大 之 御沙汰 ヲ 

以 、官軍 御 進擊之 儀、 暫時 御 猶豫被 成 下、 幾重 -ー モ 御 憐恤之 朝 裁 御 降 命 之 儀 泣 血 奉 歎願 候、 誠 恐 誠惶頓 首頓首 謹言 C 

二. 月  慶勝 

德 川義宜 家 記 

〇 批答、 松 平慶永 ニ同シ 、一一 一一；； i  、日 故 二 之 ヲ暑ス 、義宜 家 記 日 ヲ失ス 、故 二 此 二 合 叙ス、 又 家譜 二 云、 右 二 付大 總督府 へ 奉 

欵願候 其顕末 記錄盟 闕ト。 

〇 

臣茂承 恐惶 謹 白 

德川慶 喜 初 會桑拉 旗下 之 者 共、 輕擧 暴動 奉惱 ま 襟 候 段、 於 茂 承 モ 深 奉 恐 入、 早速 上京、 慶喜初 謝罪 之 儀 朝議 可 奉伺 之處、 

舊臘以 來病氣 差 重リ、 不計、 上京 之儀モ 延引 仕、 猶又深 奉 恐入罷 在、 今日 上京 仕 候處、 慶喜初 伏罪 之 儀 奉 懇願 有 之 由 -ー候 得 

共、 旣 二 官軍 御 出京 二 相 成、 兼 テ奉煩 朝議 候 段、 於 茂 承、 萬々 不忍 恐懼 1\ー 至奉存 候、 就テ ハ 慶喜初 會桑等 謝罪 之 儀 ハ 御 

指揮-一 隨ヒ 說籤 仕度 奉存候 間、 暫 官軍 御 猶豫被 成 下、 何分 御 寬大之 御 處置奉 歎願 度奉存 候、 誠惶頓 首。 

二月  紀 伊中 納 一 一呂 

茂  承 

德川茂 承 家 記 

〇 茂 承 家 記 二 云、 右一 一月 廿 五日、 留守居 役 ヲ以太 政官代 へ 差 出ト、 案ス ル 一一 , 書中 今日 上京 ノ語 ァリ、 而シテ 茂 承 京 二 抵 

ルハ 二十 一日 トス 、家 記 ヲ撿ス ル 二  、一  不 一 日 此書ヲ 草シ、 松 平麼永 ニ送リ 意見 ヲ請フ ノ事ヲ 載ス、 盖シ 本日 原稿 ヲ改メ 

スシテ 之ヲ上 リシ モノ ナル へ シ。 

〇 


今般、 德川慶 喜深ク 悔悟 服罪 仕、 如何 樣之 御沙汰 御 坐 候 共、 聊無 遺憾 奉 畏候旨 一一 テ 、 東 叙 山 二 謹 愼罷在 候 段、 謝罪 狀及 

奏聞 候 趣、 於國元 承知 仕 候處、 其 情 實不忍 見 儀 -ー 御座 候閒、 支族 之 身 ヲ以、 奉 願 候 儀 何共 奉 恐 入 候 得 共、 慶喜 謹慎 之 次第 被 

爲 聞 召 分、 何卒 寬大之 御沙汰 ヲ以、 官軍 御 進 擊之儀 暫時 御 猶豫被 成 下、 幾重-一 モ御 憐愍 之 朝 裁 御 降 命 之 儀 泣 血 奉 

歎願 候、 誠 恐 誠 恐頓首 謹言。 . 

二月 廿 五日  越 前少將 

松 平茂昭 家 譜 

〇 春嶽 私記 -ー 云、 廿 五日， 當 公御欵 願書、 御國 使者 大宫藤 馬 持參、 於 太 攻宫代 東 園 殿 迄 指 出 之ト、 以上 一 一條、 批答見 ル所ナ 

シ 0 

〇 內國 事務局、 北陸 道 先鋒 總督高 倉 永祜、 四 條隆平 一一 移書シ テ、 其 職掌 ヲ論示 ス 。 . 

輕暖之 時 令 聖上 益 御機嫌 克不 斜恐悅 候、 抑 今般、 先鋒 兼 鎭撫之 職務 御蒙リ 一一 付テ ハ、 第一 巢窟へ 進入 スル ヲ專ー トス、 侬 

テ 、其 路次諸 大名 其 他方 向 ヲ定メ  、德 川遣領 一一 テ 御領 一一 相 成分 ハ、 假 一一 縣 令ヲ据 へ 、 現在 入庫 金穀ハ 勿論、 收納被 致 租稅ヲ 

取調 へ 、其 軍費 二 當テ、 殘リ金 穀ハ、 太 政 宫會計 局 二 可 附出之 i 厥 重 締リヲ 著ケ、 其 段内國 事務局 へ 御 達 シ置迄 之 御 職務 ト 

存候閒 、此段 御 心得 迄 御 達 シ申候 也。 

二月 廿 五日 

一 一白、 追々 御 進軍 ニ付テ ハ 、軍事 御 專務ト 相 成 候閒、 民政 向 之 義ハ、 内國 事務局 ヨリ 取扱 候 事 モ可有 之 候 間、 是迄御 取扱 

ゥ， 一分 承 置 度 候 事。 

一 於總 裁局モ 同意-一 候閒、 此段 申入 候 事、 

一 布令 兩途 -ー 相 成候テ ハ 不都合 一一 候 間、 御 懇念之 筋 ハ 悉ク御 示 可 給 候、 過日、 北陸 道之義 ハ 御 委任 相 成 候 得 共、 今度 先鋒 
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之 義更被 仰 蒙 候 間 如 右 申 人 候 事。 

內 國 

事務局 

高 倉 三位お 

四條大 夫ぬ  北陸 道 先鋒 記 

〇 案ス ル 一一、 東海、 東 山 一 一道 ノ總 督モ 亦宜ク 此事ァ ル へ シ、 然レ トモ 見ル所 ナシ。 

〇 土 井利 敎、 京 二 至ル、 ill  、牧野 康濟、 老臣 ヲ シ テ代 リテ京 一一 至ラ シム。 励 1 醇， 務 

〇 戶田忠 行、 是 ョ リ先、 旁 近 ノ諸藩 二 移 書シ、 與俱 一一 王師 ヲ迎 へ、 德 川氏ヲ シ テ 不義 一一 陷ラ サ 

ラシ メ、 以テ 朝廷 ノ 恩赦 ヲ請ハ ン コ トヲ 勸ム、 是日、 江 戶ヲ辭 シテ、 S5S、 封邑ニ 歸ル。 

〇 忠行家 記 二 云、 明治 元 戊 UK 年 一 一月 廿 五日 辭職、 卽日 在所 足 利 へ 歸ル、 從是 先、 上野 兩州之 諸 藩 へ 使節 ヲ遣シ 衷情 ラ演シ 

ム、 其辭 二 云、 

此程、 京 坂 之 騷擾ョ リ 錦旗 東 下 ノ御模 樣有之 由、 誠 以國家 ノ大變 恐懼 之 至 一一 御座 候、 篤ト 愚考 ィ タ シ候 二  、是吾 祖ハ乂 之 父ヲ 

擊候 二 テ、 是 カ子 タ ル者、 將何ヲ 以テ所 置致シ 候へ キ、 助父テ 祖ハ乂 一一 抗セ ハ 、父 ヲシテ 不孝 不義 一一 陷 ラシ ム ル ニ至リ 、祖父 

二 荷 擔シテ 父 ヲ擊候 半歟、 是爲子 者 之 所不忍 二 候、 サ レ ハ 孝子 ノ所爲 如何、 先ッ 祖父 二 從ヒ其 怒ノ稍 弛ムヲ 窺ヒ、 慷慨 涕泣 

シ テ ハ乂  ノ 爲 二 寬宥 ヲ 乞 二 シ 力 ス ト 存候、 德川 公、 平素 恭順 京師 ラ 御 尊崇 被 爲在候 へ ハ 、 此意 ヲ 奉シ、 公 ヲ シ テ 不孝 不義 一一 陷 

ラシ メサ ル樣 周旋 致 シ 候儀專  一 二 存候、 然 レ トモ 、古語 二 有 之、 小 杖 ハ 受之、 大杖 ハ 避 之 ト 、 王師 東下ス ル 二 以兵防 1\ー ハ 、 

負 薪 救 火力 如ク、 抑 甲府或 ハ駿城 一一 走ラ ンカ、 普 天 之 下 無 非 王土、 然ラ ハ 王師 終 一一 可 避 之 地 無 之、 鳴 呼 臣子之 分、 拱手 

無策 一一 テ 打 過 候 へ キヤ、 然レ トモ 、弊 藩 ノ如 キ元ョ リ 微力 何事 カナシ 得ン、 伏テ 願フ、 同意 ノ 諸侯 ト 盟約 シ テ 、 敬テ 錦旗 ヲ 


迎へ 王師 一一 敵ス ル者ハ 、說テ 降 之、 冥々 德川公 ヲ護リ 、事 定ル 二 及 ヒテ寬 典 ノ儀ヲ 乞 ハ 、 、必 ラス 宥恕ヲ 蒙 ラレ ン事疑 ヒナ 

シ、 コレ勤 王者、 德川 公 ヲ佐ル 次第 二 テ 、弊 藩 之 諸侯 二 望 ム 所 一一 御座 候。 

二十 六日、 再ヒ 親征 ノ期 ヲ布吿 シ、 且 衆庶 ヲ論 シ テ 、各 其 業 一一 安シ 、危懼 ヲ懷ク コト勿 ラシ 厶。 

御 親征之 儀、 先達 テ當 月下 旬ト被 仰 出 候處御 延引、 更來月 五日、 被爲遊 御出輦 、戦地 御 巡覧、 大 坂へ 行幸、 西本願寺 

一 應 行 在 -ー 相 成、 海軍 御 點撿之 上 命ヲ 四方 一一 降下 セラ レ 、速 一一 追討 之 功 ヲ被爲 聞 食、 萬 民 塗炭 之苦ヲ 御 救濟之 

叙 慮-一 被爲在 候條、 一同 厚 奉 體受、 邦 s: 一致 之 衆 カヲ以 鞅掌 イタ シ、 可 奉安 i 辰 襟 候、 末 々一一 至リ 候テモ 御仁 恤之 御 趣 

意ヲ 奉戴 シ、 聊 心得 違 無之樣 御沙汰 候 事。 

一 一 月 

但 行 在中、 東 本願 寺掛所 太攻官 代-一 被 用 候 事。  ：^國\,局日叢|8 

〇 

今度 御親征 行幸 被 仰 出 候-一 付 テハ、 種々 浮說等 申唱、 人心 疑惑 及 動 搖候趣 如何 事-一 候、 固 ヨリ 關東 平定 之 上ハ、 還 

幸被爲 在 候 儀-一 付、 心得 違 無之樣 安堵、 生業 ヲ相勵 可 申 事。 

二月  非藏人 日記 

〇 九 條道孝 ヲ以テ 奥 羽鎭撫 總督ト 爲シ、 總督澤 爲量ヲ 副 總督ト 爲シ、 副督 醍醐 忠敬ヲ 參謀ト 

爲シ、 期ヲ刻 シテ、 進征セ シム。 

九條 左大臣 

奧羽 鎭撫使 總督被 仰 出 候 事。 

慶應四 辰 二月 
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復 


ITT 己 

ぎ 


奧羽 鎮撫 使 副 總督被 

慶應四 

總  裁 

〇 


卷三 十九 

朱印 

仰 出 候 事。 

辰 二月 

.朱 印 I 
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5 八 


九 條道孝 事 積 

職 務 進 0 錄 


澤 


三 


位 


0 爲 量 家 記 

職 務 進 返 錄 


醍醐 少 


月 


- 五日 トス、 然レ トモ、 總督ノ 命 本日 二 在ルヲ 以テ、 此 二 收ム 


酷 醐忠敬 手記 

職務 逸 退 錄 


奧羽 鎭撫使 參諜被 仰 出 候 事 _ 

慶應四 辰 二 

總  裁 朱印 

〇 爲量、 忠敬 履歴書、 拉 二 一 一 

〇 

御 軍令 條々、 

今般、 奧羽 鎮撫 使 被 仰 付 候、 就テ ハ 偏-一 蒼生 ノ 塗炭 二 陷リ候 ヲ欵キ 思 召 候 鴻大ノ 聖思ヲ 奉戴 シ、 連-一 皇國平 治 奉安 

宸襟 候樣、 附屬ノ 藩々 へ 嚴重申 聞セ、 同心 戮カ盡 忠誠 可遂 成功 候 事、 

一 附屬ノ 兵隊 進退 驅引ノ 儀ハ、 其方 委任 被 仰 出 候條、 其 旨 可 相 心得 候 事、 

一 私論 ヲ以 公事 ヲ誤リ 、各藩 區 々 不 相 成樣深 ク心ヲ 可 ffl 候举、 

一 大義名分 ハ、 以不得 止 事、 干戈-一 モ及 候節ハ 、勿論 軍備 ヲ厳ニ シ、 別紙 陸軍 諸 法度 條々 堅 可 相 守 事、 

右 ノ條々 於 相 背 者 可被處 御 軍法 者 也。 


慶應四 年 二月  軍防總 督嘉彰 m 

奧羽鎭 撫總督 

九條 左大臣 殿  東征 日誌 

〇 九 條道孝 事蹟  一二  9、ー 一十 六日、 軍令 狀被 渡、 一 不 九日、 御 旗 御 渡 ノ事ト 、案ス ル 二  、 日誌 ハ日ヲ 闕キ、 道 孝 事蹟 ハ文ヲ 載 

セ ス 、別紙 ハ本月 十一 一日-一見 ヱ タリ、 故 二 略ス、 但、 其 第三、 第五、 第 七、 第 八、 第 十三 ノ 五條 ヲ省キ 、海陸 軍 大總督 ヲ軍防 

事務 總督 - 一作 ル。 

〇 

<「 般奧 羽へ 下お 二 オイ テ ハ、 公用- 1 付、 堂上 家來ノ 者、 主人 之 威 ヲ借權 威 ケ間鋪 事、 決シ テス へ カラス、 各 其 家事 ノ外、 他ノ 

事 關係ス ル コ ト堅 差留候 事、 

付リ、 諸 藩 ヨリ 附屬ノ 者 同 樣可相 心得 事、 

地下 ノ者 共、 舊來ノ 遺緒ヲ 申立、 獻納 物或ハ 陣門 出入 等 相 願 出 候 共、 決シ テ 不可 免 候 事、 

付リ、 於 下々、 私 -1 取 計 ノ儀堅 ク差留 候 事、 

少事 タリ トモ、 私ノ 了簡 ヲ以 所置ス へ カラス、 各 其 役 筋へ 相 達シ、 評 诀ノ上 可 取 計 事、 

右 ノ條々 違背 ノ者於 有 之 ハ可處 軍法 者 也。 

總督判 

東征 日記 

〇 二十 七日 囘達書 

奧羽鎭 撫總督 左 大 臣 

同 副 督澤 三 位 
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同參 謀 醍醐 少將 

右 被 仰 出、 來月 一 日 進發被 仰 出 候。  1! 細 i 讪^ 铺 n 

〇 

0  州 

來 三月 朔日、 奧羽 鎮撫 使、 京都 發途之 趣 相 達. 置 候處、 同一 一日 發途相 成 候 間、 其 旨 可 相 心得 御沙汰 候 事。 

二月 廿 九日  島津 忠義 家 記 

〇 佛、 英、 蘭三國 公使 入京 ノ期ヲ 布 吿シ、 更 二 加賀、 薩摩 以下 諸 藩 一一 命シ テ 、其 旅館 及 ヒ 道路 ヲ 

il 守セ シム。 

先達 テ 布令 二相 成 候 各國之 中、 佛、 英、 蘭 公使、 愈來廿 七日、 大坂表 發途、 水陸 通行、 同夜 伏 見 表 止宿、 廿 八日、 上京 被 仰 出 

候、 右 一一 付テ ハ 、兼テ 御沙汰 之 通リ、 凡 テ萬國 公法 ヲ以、 御 交際 被 遊 候 儀 一一 付、 一 同心 得 違 無 之樣、 於 藩々 モ嚴重 可 致 取締 

被 仰 出 候 事、 

但、 途中 注來之 節、 萬 一 彼 ヨリ 不法 之 所業 有 之 候 ハ、、 一 己 相 對之儀 ハ 不致、 諸 藩 警衞之 輩 へ 屹度 ts- 問 可 致 候、 左 候 ハ 、 、 

夫々 處置耻 辱 -ー 不 相成樣 御 公 裁可 被爲在 候、 尤、 此方 之 輩 二於テ ハ申迄 モ無之 候 得 共、 今度、 御 交際 之 初， 且 内地 多 

難 之 折 柄 二 付、 始終 之 儀 能々 相 心得、 卒爾 之 振舞 無 之 樣可致 事。 

こ 1  有栖川 宮家 記 

二月  非 蔵人 日記 

〇 一 一十 七日 達 書 

佛國 公使 之 儀ハ、 來计 八日、 大坂表 發途、 伏 見 止宿、 廿 九日 入京 被 仰 付 候-一 付、 取締 之 儀 昨日 被 觸候樣 可 相 心得 御沙汰 

候 事。 


, , 1  有 栖川宫 家 記 

二月  非 蔵人 日記 

〇 案ス ル 一一 、旣ニ 前書 ヲ達 セシ 後、 佛 公使 一 日 ヲ遲ク ス ル ノ報ァ リ シヲ 以テ、 明日 更二 本書 ヲ達セ シナラ ン、 島津 忠義、 

毛 利 元 德家記 一 一書、 拉 二 本日 トシ 、本書 中、 咋日被 觸候ノ 五 字ヲ、 別紙 同 ノ 三 字 二 作ル、 通 セサル 二 似 タリ、 故 二 本 記 一一 從 

フ 0 

〇 二十 五日 尾 張 藩へ 達 書  ， 

英吉利 人 近日 上京-一 付、 兼テ被 仰 付 置 候 通 可 被 相 心得 候、 且又 途中 警衞之 儀モ被 仰 付、 肥 後へ モ同樣 被 仰 付 候 間 可 

被 申談候 事。 

二月  德川義 宜家記 

〇 二十 五日 達 書 

筑  前. 

今般、 英吉利 拉和蘭 公使 上京 被 仰 付、 伏見驛 止宿 -ー 付、 警衞且 御用 取扱 被 仰 付 候、 尙 委細 之 儀 ハ 、 外 國掛リ 後藤 象次郞 

旅 宿 へ 可 承 合 候 事。 

二月  黑田長 知 家 記 

〇 長 知 家 記 -ー 云、 廿 五日、 佐賀藩 へ モ亦同 樣御達 有 之 候 -ー 付、 則 同藩 打 合 之 上、 後藤 象 次郞殿 へ 及 引合 候處、 廿 七日、 伏見驛 

止宿 二 付、 同所 警衞、 且 同所 ョ リ南禪 寺 迄 致 護送、 加州 藩 へ 引渡 候樣被 申談候 二 付、 佐賀藩 ハ 英吉利 受持、 本 藩 ハ 和 蘭受持 

之 處ニ申 合、 警衞人 數差出 候。 

〇 鍋 島 直 大家 記 二 云、 戊辰 一 一月、 英國 公使 入京 之 節、 伏 見 ョ リ 京都 知 恩 院迄致 護送 候 事。 

〇 本日 達 書 . 

肥  後 

復古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 六日  五三 一 


復古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 六日 

近日、 英吉利 人 上京、 知 恩院滯 留 所 相 成 候 付、 同所 警衞竝 途中 警衞共 被 仰 付 候、 尾 州へ モ同樣 被 仰 付 候 間 可 被 申談候 事。 

細 川 護久 家 記 

〇 本日 達 書 


來 ル廿 八日、 英吉利 人 上京、 知 恩 院滯菌 所 二 相 成 候 -ー 付、 入京 之 上、 滯堊中 同所 竝 -ー 途中 警衞 御用 被 仰 付 候、 尤尾 張、 肥 後 

へ モ被 仰 付 候閒、 可 申談候 事。 

〇 本日 達 書 


蜂 須賀茂 韶家記 


紀 


稻 

本 


伊 

多 肥 

柳 因 


中 

右 


模 

後 


^1 一日 

守 

守 


右、 英人旅 宿 知 恩 院引請 被 仰 付 候 事。 

〇 案ス ル 二、 本條各 家家 記載 ス ル所、 其 日及ヒ 署名 異同 ァ 

〇 一 一十 七日 達 書 


右、 英人旅 宿 知 恩 院引請 被 仰 付 候 事。 


德川 茂承以 

下 各 家家 記 

ヽ 本日 ハ 、池 田 政 禮家記 二 從ヒ、 署名 ハ 池 田 德定家 記 一一 從フ。 


本 

木 


莊 

下 


彈 正 


忠 

守 


中 

宫 津 藩 記 

足 守 藩 記 


牧洒 豐飛 大；^ 
野 井  牙、 

弼忠 则 驊膳大 
成祿守 守亮夫 

家豕 


〇 本日 達 書 1 一通 

薩  州 

來ル廿 八日、 佛蘭西 公使 上京 被 仰 付、 伏見驛 止宿-一 付、 警衞且 御用 取扱 被 仰 付 候、 尙 委細 之 儀 ハ外國 掛へ可 承 合 候 事。 

二  or  島津 忠義 家 記 

薩  州 

來 ル廿 九日、 佛蘭西 人 上京、 相國寺 滞留 所 -ー 相 成 候 -ー 付、 同所 警衞拉 途中 警衞共 被 仰 付 候 事。 

二月  島津 忠義 家 記 

〇 一 一十 七日 達 書 

酒 井 + 

安 藤 

牧 野 

右、 佛國人 旅 宿 相 國寺引 請-一 被 仰 付 候 事。 

〇 一 一十 八日 達 書 

一 騎兵 一 一騎 宇 和 島  一同 ニ騎 柳 川  一同 ニ騎 久留米  一同 ニ騎 阿 州 

一同 三騎 長 州  一同 二 騎備前  一同 二 騎因州 

右、 明 一 一十 九日、 佛國 公使 人 京 二 付、 騎馬 警衞被 仰 付 候條、 明曉 天、 伏 見 マ テ 出張、 右 藩々 申談、 混 雜無之 樣警衞 可 致 候 事。 

： ] .  池 田 章 政 家 記 

一一 月  池 田 輝 知 家 記 

〇 同上 

復古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 六日  五三 三 


復 古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 六 曰  五一 一一 四 

一騎 兵 三騎 藝州 一同 三騎 土 州 一同 三騎 肥 後 一同 五騎 薩 州 

一同 五騎 加州  一同 五騎 筑前 

右、 明廿 九日、 佛國 公使 入京 -ー 付、 騎馬 警衞被 仰 付 候條、 明曉 天、 伏 見 迄 出張、 右 藩々 申談、 混 雜無之 樣警衞 可 致 候 事。 

, 1 1  島津 忠義 家 記 

二月  黑田長 知 家 記 

〇 案ス ル 一一 、佛 公使 騎士 ノ護衞 ァリ、 而シ テ英、 蘭 一 一 國見ル 所 ナシ、 其 何故 ナルヲ 知 ラス。 

〇 一 一十 五日 達 書 一 一通 

肥  後 

兼テ、 佛蘭西 人 警衞被 仰 付 置 候處、 今度 御 都合-一 寄、 薩 州へ 被 仰 付 候 間、 爲 心得 申達 候 事。 i ま 事 護 務久局 

〇 

加  州 

孛漏生 人、 南 禪寺滯 isa 中、 警衞被 仰 付 置候處 * 都合 -ー 寄リ、 和 蘭人 滯 M 所 -ー 相 成、 近々 上京 之 害 -ー 付、 滯菌中 宿院拉 途中 共 

警衞被 仰 付 候 事。 

二月  前 田 慶寧家 記 

〇 本日 達 書 

美 作中將 松 平 E 膳 正 久留島 伊豫 守 植村駿 河 守 

關 伊勢 守 分 部 若狹守 前 田稠松 兼テ 市中 巡邏 

右、 蘭人 旅 宿 南禪寺 引受 二 被 仰 付 候 事。  雌晰 稼^^  g 

〇 一 一十 七日 達 書 

紀 伊中 納 言 美 作中將 池 田 丹 波 守 池 田 相模守 


稻 葉 


谷 

木 


右 

大 


京 


勢 


亮 

守 


本 

安 


多 肥 後 守 以上 連署 

平 內膳正 久酉島 伊豫 守 植村駿 河 守 

部 若狹守 酒 井 右 京大 夫 以上 連署 

藤 飛驛守 牧野 豐 前 守 京 極飛驛 守 

下 備中守 加 藤 出 雪 守 本莊伯 耆 守 以上 連署 

今般、 英、 佛、 蘭 公使 上京 參 內被 仰 付 候、 就テ ハ兼テ 御沙汰 之 通、 總 テ萬國 公法 ヲ以御 交際 被 爲遊候 一一 付 • 其 藩 之 儀、 滯 

京 中 市中 M 疆被 仰 付候康 、旅 宿 外 廻リハ 勿論、 通行 之 節ハ、 警衞之 藩々 申 合、 取締 向 嚴重可 致 被 仰 出 候 事。 

池田德 定、 洒 井 忠 

一 一 月  綠、 谷 衞滋家 記 

〇 池 田 政 禮家記 二 云、 右 御 達 御座 候 得 共、 人數少 -ー 付 無 據御斷 申 上、 知 恩 院之方 へ 警備 指 出 候。 

〇 本條、 原 三 通 二 係ル、 其 同文 ナ ル ヲ以テ 之ヲ合 叙ス。 

〇 一 一十 七日 達 書  . 

心得 之覺、 

一 各藩 兵隊 詰 居 相當、 三 拾 人 以上 之 人 數差出 可 申 候 事、 

一 旅 宿 近傍 へ 屯 兵 所ヲ構 へ 、晝夜 無 怠 可 致 廻番之 事、 

ー參 朝 其 他 通行 之 節ハ、 手配 ヲ以路 筋 厳重 取締 可 致 候 事、 

右 之 通宜相 心得、 引 請 之 藩々 申談、 聊不 取締 無 之樣、 精々 可 致 心配 被 仰 出 候 事。 

一 一 月 

〇 案 スルニ  、本條 、諸家 家 記 或 ハ載 セ或ハ 載セス 、蓋 シ其 達スル ハー 二 シ テ 、記 スル 所詳略 アル ナリ。 

〇 二.；' 七日 辨 事局 囘達書 

復古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 六日  K 三 五 


洒井忠 祿家記 

牧野 弼成家 記 


復古 記 卷 I 一一 十九 明治 元年 二月 二十 六日  五三 六 

今般 英、 佛、 蘭 公使 上京 參 內被 仰 付 候、 左 之 通 御 取 極 相 成 候 間、 警衞 取締 等 被 仰 付 候 藩々、 奉 得 其 意 可相勉 候、 

一 滞在中、 洛中 外隨意 徘徊 被 差 許 候 事、 

一 茶店 酒樓等 へ 私 -ー 差 越 候 儀 被 差留候 事、 

一 夜分 外出 被 差留候 事、  ■ 

一 宮方 へ 行 合 候 節 ハ 、路傍 へ 爲相控 可 申、 堂上 或 广 諸侯 へ 行 合 候 節 ハ 、雙方 道 之 半 ヲ讓リ 可爲致 通行 候 事、 

但、 宫樣方 へ、 公使 行 合 候 節ハ、 御供 頭 相通シ 通行 可 有 之、 公使 ヨリ 相 當之禮 式 可 有 之 候 間、 御 會釋可 有 之 箸 候 事 

一 諸 商 ヒ物買 求、 且小星 物 等 見物 イタ シ候 儀、 被 差 許 候 事、 

右爲 心得 相 達 候 事。 

七 日 


二月 廿 

〇  一 一 4 五日 達 書 


島津 忠義 家 記 

德川茂 承 家 記 


和 蘭人 妙 心 寺 滞留 中、 警衞被 仰 付 置 候處、 御 都合 -ー 寄リ、 南禪寺 滞留 可 相 成 候 間、 爲 心得 申達 候 事。 

二月  德川茂 承 家 記 

〇 细 三月 朔日達 書 

外國 人、 乘馬竝 乘輿ノ 儘、 九 門 通行 之 儀、 出 格 之 譯ラ以 差 免 候 二 付、 警 衞ノ士 一一  於 テモ可 爲同樣 、此段 相 心得 可 申 事。 

但シ滯 京 中 候 事。  池 田 輝 知 家 記 

〇 諸侯 一一 令シ テ、 立 烏帽子、 裏 附狩衣 等ヲ服 スルヲ 許ス。 

諸侯 列 之 輩、 自今、 立烏轄 子、 裏附狩 衣、 紫 指貫、 虎 皮 等 被 差 免 候 間、 勝手 -ー 可 著 用 候 事." 

二 弓  內國 事務局 叢書 

二月  島津 忠義 家お 


〇 松 平 慶永ノ 勤勞ヲ 賞シ、 直 衣 ヲ服ス ルヲ 許ス。  ， 

國家 多難 折 柄、 頃日 已來勵 精、 以 格別 思 食 被 聽直衣 之 事。  松 平茂昭 家譜 

〇 丹 羽 氏 中 及 ヒ 其 家臣、 勤王 誓 書 ヲ 上ル。 

私儀 勤 王 尊 奉 之 底意 ニテ、 一 切 他念 無 御座 候、 猶此 上彌勤 王 之 道 堅 相 守 候 儀 二 御座 候、 侬之、 爲證書 印形 書 判 仕 奉 差 上 

>i ^、以上 Q 

慶應四 戊辰 年 二月  丹 羽 長 門 印判 

丹 羽 氏 中 家 記 

〇 

此度、 主人 從長門 守、 別紙 證書差 上 候 通、 勤 王 尊 奉 之 外 他念 無 御座 候、 依テ 乍恐從 私共 モ此段 奉 申 上 候、 以上。 

丹 羽 長 門 守 家来 

慶應四 戊辰 年 二月  鈴 木 半 之 進 印判 

丹 羽 四 郞兵衞 印判 

丹 羽 氏 中 家 記 

〇 織 田 信學、 病 ヲ謝シ 、其 子信敏 551、 ヲ シテ入 觐シ、 水 野 勝知モ 亦 老臣 ヲ シテ代 リテ京 一一 至ラ 

ン ム 0 織 田 信敏、 永 

シ Z 野 勝 知 家 記 

〇 伊達 慶邦、 疏ヲ具 シテ、 討會ノ 不可 ヲ陳シ 、先ッ 其 曲直 ヲ 正 サン コトヲ 建議 シ、 又 使 ヲ奥羽 

諸 藩 二 發 シ テ 、之 ヲ吿ク 、是 曰、 老臣 大條 道德、 f 一一 疏ヲ 齎シ テ 京師 一一 抵ル、 旣 一一 シ テ 、 上 杉齊憲 

復古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 六日  五三 七 


, 復古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 六日  K 一一 一八 

モ 亦 使臣 ヲ遣 シ 、 上書 シテ之 ヲ論ス 、皆 上 ルヲ果 サス。 

〇 疏案 

訧德 川慶喜 叛逆、 爲 追討 近日 官軍、 東海、 東 山、 北陸 三 道 ョ リ可令 進 發之旨 被 仰 出 候 二 付テ ハ 、奧羽 之 諸 藩 宜知尊 

王 之 大義、 相 共謀 援六師 征討 之 勢 旨 御沙汰 之 趣、 以御 書付 仰 渡、 猶叉 會津容 保、 此度德 川 慶喜反 謀-一 與シ、 錦旗へ 砲發、 

大逆 無道、 可被發 征伐 軍 候 間、 臣 慶邦 一 手 ヲ以本 城 襲撃、 速 二 可奏 追討 之 功 旨 御沙汰 之 趣 謹 テ奉畏 候、 若松、 東北 之 一 孤 

城 トイへ 共、 臣慶邦 一手-一 襲擊被 仰 付 候 段ハ、 武門 之 面目-一 モ叶ヒ 難 有 奉存、 速-一 一藩 中-一 布告 出陴之 用意 仕、 官軍 御 

進發之 期-一 ハ應援 襲撃 可 仕 候、 然ル處 、弊 藩奧海 之濱ユ 僻在 仕、 道路 遼遠 朝廷 御 決議 之 御 深旨モ 詳細 不奉辨 、畿 S 上國 

之 形勢 等 唯々 傳 聞而已 一一 テ、 眞 僞處實 明白 難 決、 固陋 一 隅 之 見ヲ以 言上 仕 候 儀、 千 萬 恐 悚之至 - 一存 候 得 共、 旣 一一 言路 ヲ被爲 

開 候 上 ハ 、存付 候 次第 默止 居候 テ ハ 、臣子 之 分 難 if 不顧 忌諱 左 -ー 奉 言上 候、 抑 王政復古 朝議 御 一 新 之 折 柄、 一 且 天下 

之 兵 ヲ被爲 動、 關東御 征討 被 爲在候 段ハ、 乍 恐 重大 之 事件、 深キ 歙慮モ 被 爲有候 上 トハ奉 存候得 共、 天下 之 人心 歸著 一 定 

仕 候 事 一一 無 之候テ ハ 難被爲 成、 然ル 一一 、先達 テ慶喜 御用 被爲 有、 參 內可仕 § 御沙汰 一一 付、 會 桑等ヲ 先手 ト仕 上京 仕 候 中 

途、 右 兩藩ョ リ 官軍 へ 砲發仕 候. ハ 、叛逆 無紛 大逆 無道 之 朝敵 二 付、 追討 將軍 ヲ以、 御 征討 被 爲有候 趣 御 布告 -ー 相 成 候處、 

慶喜 臣下 等 へ 布告 之 趣 二 テ ハ 、先手 之 者關門 へ 指掛候 節、 俄 一一 薩藩勢 ヨリ 砲發 一一 及ヒ 、不得 止爭鬭 一一 至 候 由 一一 有 之、 如何 二 

モ 倉卒 紛擾 之 間、 發砲孰 力 先敦カ 後、 分明 不相辨 風 唱モ有 之、 臣慶邦 御沙汰 之 趣ヲ奉 疑、 麼喜 布告 之 旨 ヲ信シ 候 一一 ハ曾テ 

無 御 坐 候 得 共、 發砲 前後 判然 不相 辨ョ リ、 人心 ノ 疑惑 十 二 八 九 ハ可有 之、 是 人心 一 定不仕 一 條 二 御 坐 候、 德川 祖先 數 百年 之 

禍亂ヲ 定メ、 撥 亂反正 之 大勳勞 ハ 、今更 申 上 候 迄 一一 モ無 之、 累世 偃 武修文 海内 ヲ鎭靜 仕 候 事、 旣 二 一 一 百數十 年之久 一一 及ヒ、 

運 屬澆季 武威 漸 不振、 遂嘉永 癸丑 以來、 外 夷 陸續紛 至、 人心 騒然、 其 間 二 ハ慶喜 處置不 得宜、 失 體不當 之義不 少-ー モ可； 1^5: 之 

候？！ 守 共 、今日 一一 至リ、 旣 一一 政令 歸ー 、公平 正大 之 旨ヲ以 皇國ヲ 奉安 度、 深衷 ヨリ 政權ヲ 朝廷 一一 奉歸候 上ハ、 又 何事 ヲ企 


望 仕、 可 奉 背 朝廷 哉ト、 人心 之 疑惑 十 二 八 九 ハ 可 有 之、 是 人心 一 定不仕 一 一條 -ー 御 坐 候、 方今 王政復古 紀綱 一 新、 萬 民 刮目 

之 聖運 一一 被 爲當、 繼天立 極 萬 世 無窮 之 御大 業被爲 建、 誠 一一 視民如 赤子、 民 之 奉 仰 朝廷 亦 如 父母、 一 夫 不得其 所 者 ナキヲ 

奉 欽慕 候 折 柄、 海 e 之 共 ヲ被爲 動、 無辜 之 萬 民 水火 之 苦 ニ陷候 段、 可憐 可哀之 至、 必 幼 帝 之 聖 慮-一 被爲出 候-一 ハ 有之閒 

敷ト、 人心 之 疑惑 十 -ー 八 九 ハ 可 有 之、 是 人心 一 定不 仕三條 二 御 坐 候、 慶喜旣 二 退去 仕 候 後、 泰然 不動 愈 恭順 罷在候 由、 然 ル 

二  、先年、 毛 利 大膳大 夫家來 共、 於 闕下砲 發仕候 段 ハ 、 一 時 卒爾 之 誤、 一 旦 朝敵 之 汙名ヲ 蒙 リ候得 共、 眞情實 意 明白 相顯 レ 

候上ハ 、寛大 之 御 仁恕 ヲ以、 官位 復故、 人 京 御免被 成 下 候 儀、 慶 喜迚モ 一 且 祖先 之 大功 ヲ被 爲棄、 徒-一 發砲之 先 後 ヲ以、 叛 

名 ラ被爲 定候テ ハ 、諸 藩 之 心服 ハ勿 論、 下々 賤民 二 至 迄、 感服 ハ仕閒 敷ト、 人心 之 疑惑 十 二 八 九 ハ可有 之、 是 人心 一 定不仕 

四條 二 御 坐 候、 抑 又 外 夷 御 交通 之義、 追々 御 多端-一 被爲 成、 當今旣 一一 十餘國 一一 モ相 及ヒ、 當此時 一 且 天下 之 兵 ヲ動シ 、四海 

鼎 沸 之 勢 一一 至 候 得 ハ 、雖 彼等 必坐 シ テ旁觀 ハ 仕 間 敷、 各國 帝王 之 指揮 ヲ受ケ 、如何 ナ ル擧動 一一 及 候 モ 難 計、 然 ル時ハ 御國 

辱ヲ 宇内 萬 民へ 被 爲流候 姿 二 モ相 成、 人心 之 疑惑 而已ナ ラス、 寒心 祀憂 痛哭 仕 候 者、 亦 十 一一 八 九 ハ可有 之、 是 人心 一 定不仕 

五條 一一 御 坐 候、 彼是 ヲ以深 思 熟慮 仕 候 一一、 朝廷 ョ リ 出師 御 追討 之 儀 ハ 、暫ク 御 用捨 被 爲有， 慶喜等 御 譴責 之 儀、 廣ク諸 藩 

之 論定 ラ被 爲盡、 天下 ト共 一一 、正大 明白 無 偏 無黨之 公論 一一 歸シ候 御 處置被 爲有候 ハ 、 、必シ ギ不勞 六師、 彼 自服從 可 仕ト此 

段竊 -ー 懇願 奉 企 望 候、 古 一一 モ 輝德不 輝兵ヲ 先王 之 美德ト 仕、 叉斐晉 公之 處置得 宜服從 其 心ト申 格言 モ御坐 候 得ハ、 此等之 

所 へ 御 目的 ヲ被爲 注、 王政復古 藤 世 之 御 盛業、 御大 成被爲 有候樣 仕度、 臣 慶邦 微衷 御 諒察 偏 -ー 奉 懇望 候、 若不然 一 旦赫 

怒、 萬 民 之 服 不服 ヲモ御 問 無 之、 噪急御 討伐 ト申事 二 テ ハ 、諸 藩 之 向背 モ難 計、 海内 分裂 群雄 割據、 慶元 以前 之 大亂ヲ 釀シ、 

却 テ轉福 爲禍ト 申 者 二 テ、 千 萬 弗 計 之 得 者ト、 臣 慶邦竊 一一 痛心 恐懼 仕 候 、不肖 之 淺見 過 論、 極テ御 採用-一 モ相 成閒敷 ト覺悟 

仕 候 得 共、 如斯 御 盛運 之 機會ニ 逢ヒ、 徒 二 默止仕 候 テハ、 却テ 不忠 之 筋 二 モ當リ 可 申ト、 不顧越 姐、 謹而奉 言上 候、 誠 恐 誠 

恐頓首 謹言。 

二月 4- 一  日  仙 臺中將 
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仙 臺 藩 記 

〇 仙 臺藩記 -ー 云、 大條孫 三郞、 一 一月 十 一 日、 建白書 持參、 蒸氣船 へ 乘込、 同月 十四 s、 寒風 澤 出帆、 海上 風波 惡敷、 風 待 等 二 

テ隙 取、 同月 廿四 日夜、 攝州兵 庫 港 著 岸、 即夜 上陸、 同廿六 日 京 著 仕 候、 然 ル 一一 其 節 ハ 坂 本大炊 1§、 ハ 御 旗 被 相 渡、 討會 

之條件 品々 窺濟、 旣 一一 歸國、 徂木土 佐 §p〕  二 モ 、討 會之擧 遷延 一一 テ ハ 至極 不都合 之 由 ラ以、 是又 歸國、 右 兩人ハ 陸路 東歸 ：-. 

付、 途中 行 逢 -ー 相 成、 對談之 公用 モ空 敷罷成 候。 

1 京師 表 ハ 有栖川 總督御 發途、 就テ ハ 奧 羽鎭撫 使、 三月 一 一日 御 出立 被 仰 出 候 >  依テ ハ 持 參仕候 建白書 之 趣意、 悉皆 旣 

注ト相 成、 猶又 三好監 物、 II： 若松 崎 仲 太夫、 遠 藤 小三郞 居， 等 二 談合 仕 候 得ハ、 但木土 佐、 坂 本 大炊歸 國候ハ 、 、 

京師 之 事情 委細-一 申立、 定テ討 會之義 一一 诀定可 仕、 我 藩-一 ハ 王政 御 一 新 以來、 何等 之 盡カモ 無 之、 今日 ト成、 旣往 之事ヲ 

御 建白 有 之 候 テハ、 何 之 國盆ニ モ無 之、 相 扣候テ 可 然義- 一 テ、 其 節 熊 谷內藏 M 、バ 事ハ、 今日 ト相 成候テ ハ、 討會之 上、 降 

伏之義 n テ モ 周旋 被 相 盡候外 有之閒 敷、 建白 之 趣意 悉旣 往ト 成、 指扣候 ハ 、 可 然由申 聞 候。 

〇 上 杉 齊憲疏 案 

夫 神州 之 皇統 一 系 萬 古 不易、 能 東海 表 -ー 獨立シ テ外侮 ヲ不受 者、 君臣 一 和 人心 固 結、 間隙 之 無 可 乘カ故 -ー御 坐 候、 癸丑 

以來、 洋艦來 湊シ、 我 要港 一一 據リ、 我 虛實ヲ 察シ、 稍 覬覦ヲ 生シ、 駸々 日-一迫 ル、 今 也、 東征 北 伐 兵連禍 結、 列藩 疲 奔命、 萬 

民 苦 徵發候 折 柄、 彼 乘虛窺 間、 鯨 鋭ノ欲 ヲ逞フ ス ル哉モ 難 計、 千古 無衡之 金甌、 萬 一 尺. H 寸壤モ 彼-一隊 躪被 致候ハ 、、假 

令關東 ヲ汙潴 一一 シ、 奧羽ヲ 席卷ス ル 御 鴻業被 爲立候 共、 上 被爲對 在天 列聖之 尊靈、 如何 可 被爲在 哉、 臣齊憲 痛心 苦慮 

只此事 二 御 坐 候、 況ャ 玉體 九重 ヲ離レ 、遠 ク大施 ヲ進メ ラ レ 候 等 之 儀 二 至 リ候テ ハ 、 彌以 不堪 驚愕、 日夜 悲欵罷 在 候、 

側聞、 德川慶 喜 寬永寺 -ー 蟄居、 席 稿 待 罪 恐懼 恭順 之 外 無 他事、 會津 容保モ 亦竄國 悔悟 謹 愼罷在 之 由 二 候 得 ハ 、 皇威旣 二 

遠邇 一一 輝キ、 朝憲 モ凛然 相 立 候 儀、 仰 願クハ 皇運隆 興 百度 一新 之此 際、 盆 山海 之 御 度量 ヲ廣大 -ー被 遊、 神武 不殺 

ノ 聖慮ヲ 垂レ、 共 二 之 ヲ寬典 二 處シ、 其宗社 ヲ存セ ラレ、 速 - 一大 飾 ヲ返シ 、干戈 ヲ鼓メ 、更始 一 新以安 反彻、 君臣 一 和以 


防 外 侮候樣 仕度 奉存 候、 臣齊 憲遐方 -ー 僻在 仕、 事情 モ 不察、 御 成算 モ被爲 在 候內、 彼是 申 上 候 儀、 不堪 恐 悚候得 共 皇 

國 御大 事ノ際 ト存 込、 微衷 具 -ー 呈露仕 候條、 御 諒察 之 程 伏テ奉 仰望 候、 誠惶誠 恐頓首 謹言。 

辰 三月  臣藤 原齊憲 

上 杉 茂 憲 家 記 

〇 戊辰 事情 漑旨 二 云、 三月 八日、 堀 尾 保 助 二 急 上京 ヲ命シ 、重キ 建白書 ヲ付ス 、卽日 發早追 兼行 ス、 時 一一、 我 在 江 家老 毛 利 上 

總、 新 ニ來著 一一 付、 更ニ 征討 將軍 へ ノ 使節 ヲ命ス 、畢竟 ハ、 先般 堀 尾 保 助 ヲ以テ 、上 ッラ シ ム ル所ノ 建白、 上達 ノ難 キヲ 料リ、 

再 ヒ上ッ ラン コ トヲ 期ス、 上總 江戸へ 馳セ 登ルノ 後、 百方 心 ヲ盡ス ト雖モ 、時機 齟齬、 亦 上達 一一 由 シ無ク 徒 一一 旋歸 ス。 

〇 米澤 藩士 宮島誠 一 郞 手記 一一 云、 三月 廿 四日、 堀 尾 保 助、 米澤表 ヨリ 早 追 -ー テ到 著、 建白書 持 參之處 、時節 -ー 不通 ノ 建言 故、 

在京 參政莊 田 撤五郞 、及 保 助 等 一一、 右樣ノ 建白書 差 出候テ ハ、 御政體 一一 相障リ 候ノミ 一一 テ、 決 シテ閼 東征 伐 御駐メ  ノ效能 無 

之ハ 無論 ュ有之 候閒、 延引 ノ方 可然ト 極論 致 候、 其 日 御用 一一 テ 下坂 致シ、 爾後 ノ 委曲 ハ不存 候 得 共、 夫 二 テ 延引 一一 相 成 候 儀 

ト覺 知罷在 候。 

〇 戊辰 事情 槪旨又 云、 一 一月 廿 三日、 仙臺ノ 使者 安田 竹 之輔、 玉虫 左 太夫 來ル、 表 用人 倉畸 七左衞 門、 市 尹 黑井小 源太應 接ス、 

仙 侯 親書 ァリ、 使 旨 一一 曰、 今度 討會ノ 朝命ァ ル モ 疑似 ノ際其 罪 分明 ナ ラス、 因テ討 會ハ姑 置キ、 先 ッ以テ 討幕 ノ 朝意國 

議服 セス、 更-ー 建白 セ ン コ トヲ 期シ、 已 一一 老臣 大條孫 三郞ヲ シテ 上京 セ シ ム ルモ、 御 採用 ノ 如何 ヲ知 ラス、 非常 ノ 時勢 皇 

國 ノ爲メ 共-一 協心 戮カ ヲ 願フト 、廿 六日 重役 中 面 會齊憲 ノ 返書 ヲ付シ タリ 、三月 十六 日、 仙臺ノ 使者 峯岸數 之助來 ル 、用人 

中 里 丹 下、 大滝 新藏應 接ス、 使 旨 一一 曰、 老臣 大條 孫三郞 過日 ノ 建白書、 京軍已 一一 東下ノ 後一 ーテ上 ツル ヲ果 サス、 因テ 征討 將 

軍 御 出先へ 上ッ ラン トス、 顧フ ニ會津 果シテ 恭順、 速 ニ討ス へ カラス、 鎭撫使 下向 シ玉ハ 、、深 ク欵願 周旋 ラ盡ス へ キノ 國 

論 ヨリ、 今般 會へ 玉虫 左 太夫 等ヲ 差遣 シ タリ、 此段 報知 二 及ヒ候 也ト、 因テ我 カ藩モ 亦之レ 二 效フヲ 約ス。 

復古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 六日  五 四 1 


復古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 六日  五 四 二 

〇 南部 利 恭家記 二 云、 一 一月 廿 四日、 仙 藩 志 茂 又左衞 門、 氏 家 晋來使 重役 -ー 逢 申 度 旨 申 候 -ー 付、 家老 楷山佐 渡、 用人 枋内與 兵 

衞引會 候處、 今般 會津 襲撃 被 仰 付 候 得 共、 此節外 夷之 覬齪モ 難 計 二 付、 干戈 不被爲 動、 理非曲直 分明 相； r 神州 ヲ 泰山 之 

安 二 被 爲置度 -ー 付、 重臣 大條 孫三郞 上京 建白 爲致度 旨 談合 二 付、 尙從是 挨楼可 及 旨 申 聞 候 事、 

三月 八日、 右爲 挨拶、^ 人 小 野寺傳 八、 目 付 田 頭 内 藏丞仙 藩へ 差 越 候處、 目 付 朽木五 左衞門 引會、 過日 被 仰 越 候 内、 干戈 ラ不 

動、 神州 ヲ 泰山 之 安キ 一一 被 爲置候 儀ハ御 尤ニ存 候、 就テ ハ、 會藩 事情 難 相辨、 徒-一進 擊二及 ヒ候テ ハ、 奉 恐 人 候 間、 其邊具 

二 承知 致 度 旨 申 談候處 、追テ 返答 可 及 旨挨梭 二 候處、 挨援無 之 事、 

三月 十八 日、 仙 藩 大昔 小 四郞來 使、 重役 引 會之義 申入 -ー 付、 家老 毛 馬. s: 九左衞 門、 戶來樂 眠 引會候 所、 會津 襲撃 被 仰 付 候 

二  ：！^、 先達 テ 建白 之 タ メ  、家老 上京 致 候處、 最早 征討 將軍 御發向 一一 付、 右 建白 差 出 兼 候 旨 申來候 、依 之、 今般 陸奧守 名代 ト シ 

テ、 一 門 征討 將軍御 出陣 向 迄 爲差登 候、 併 夫々 出兵 都合 ハ致置 候 間、 右 御沙汰 次第 可 申入 旨 申來候 -ー 付、 猶御 左右 致 承知 度 

旨 及 挨接候 事。 

〇 佐 竹 赣脩家 記 二 云、 諸 藩 一一 使者 差 立 候 後、 引 違 一一 仙臺 使者 志 茂 又左衞 門、 氏 家 晋持參 ス 、其 書 一一 曰ク、 

德川家 叛逆 一一 付、 追討 被 仰 出 候 間、 奧羽之 諸 藩 可 爲應援 旨、 拉會津 容保反 謀 二 與候閒 、陸 奧守以 一 手本 城 壟擊之 御沙 

汰書、 御 渡 相 成 候 一一 付、 反覆 致 熟考 候處、 方今 外國覬 親モ有 之、 内亂ヲ 促候テ ハ 皇國之 御大 事 一一 可 相 至 ト深ク 痛心 之 事 

二 候、 依テ 干戈 ヲ 不被爲 動、 理非曲直 分明-一 被 相 礼、 公平 之 御沙汰 被 仰 出 候樣遂 奏聞 候、 存 慮ヲ以 家老 大條 孫三郞 

登 京 申 付 候、 右京 太夫^-一  モ御 同意 被 思 召候ハ 、、 皇國之 御 爲御協 合 有 御座 度存 候、 此旨宜 申 上 候 由 陸 奧守申 付 越 候。 

松 平 陸奧守 使者 

二月  志 茂 又 左衞門 

氏 家  晉 

復 書左ノ 通、 


德 川 家 叛逆 n 付、 追討 被 仰 出 候 間、 奧羽之 諸 藩 可 爲應援 旨、 竝會津 容保右 反 謀 -ー 與候 -ー 付、 陸奧守 投以御 一 手本 城 襲撃 

之 御沙汰 書， 御 渡 相 成 候 一一 付、 反覆 御 熟考 被 成 候處、 方今 外國覬 覦モ有 之、 内亂ヲ 促候テ ハ 皇國之 御大 事 二 可 相 至、 深 

ク御 痛心 被 思 召 候、 依 之、 干戈 ヲ不 被爲 動、 理非曲直 分明 被 相亂、 公平 之 御沙汰 被 仰 出候樣 被爲遂 奏聞 候以思 召、 

御 重役 被 指 登 候 由、 就テ ハ右 京大 夫-一 モ御 同意 候ハ 、 皇國之 御爲、 御 同心 御 協 合致 候 樣被仰 越、 具サ 一一 致 承知 候、 然ハ 

旣 二 御 親征御 確定 被 仰 出、 奧羽 鎭撫御 使者 御領 內 へ 御 下向 之 御 達 御座 候 得 ハ 、兼 テ奉命 之 廉御盡 力 被 成 候 外 存慮無 

之 儀 -ー 候 段々 、御 伏 藏不被 爲在被 仰 達 候 故、 從是モ 無 隔意 猶又相 答申 達 候。 

三 月 

〇 薪絛家 記、 日 ヲ失ス 、案ス ル 一一、 仙臺 藩、 一 一月、 使 ヲ諸藩 一一 遣シテ 京師 二 上書 ス ルヲ 報シ、 三月 一一 至リ、 再 ヒ之ヲ 大總督 

一一 上 ラン トス ルヲ 報ス、 而シテ 藩記竝 一一 之ヲ載 セス、 戊辰 新聞 記 二、 三月 十 一 曰、 仙臺藩 使ヲ秋 田、 盛 岡、 米澤、 一 一本松、 津 

輕、 會津 ニ遣セ シ コ トヲ 載ス、 盖シ 上文 戊辰 事情 槪旨 三月 十六 日 ノ條、 利 恭家記 三月 十八 日 ノ條卽 チ此事 二 シテ、 第一 一次 

ノ使 ナリ、 然ラハ 則 其 前 使 ヲ發セ シモ、 亦 秋、 盛、 米 ノ三藩 一一 止 マ ラサ ル へ シ、 但 シ自餘 諸家 記 見ル所 ナシ、 後 使 ノ如キ モ、 

亦 盛、 米 一 一藩 ヲ除ク ノ外之 ヲ載セ ス。 

二十 七日、 神跃 事務局 督幟仁 親王 ヲ罷 メ、 參與兼 神 紙 事務局 輔白 川資訓 ヲ以テ 議定 兼 神 紙 事 

務局督 ト爲シ 、參與 蒹神紙 事務局 判事 龜井 玆監 ヲ 議定 蒹神紙 事務局 輔 ト爲ス 。 

有 栖川中 務卿宮 

神祇 事務局 督被 免 候 事。 

一一 弓  有 栖川宫 家 記 

- 一月  職務 進退 錄 

〇 

復古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 七日  五 四 一一 一 


復 古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 七日  五 四 四 

白 川 三位 

議定 職 神祇 事務局 督被 仰 出 候 事。 

载務領 1 退錄 

二月  白 川 1» 訓履歷 書 

〇 

津和 野侍從 

議定 職 神祇 事務局 輔被 仰 出 候 事。 

こ 1  職務 進返錄 

二月  龜井兹 監家記 

〇 軍 防 事務局 判事 吉井德 春 二 命シ、 權判 事大 村永敏 I ほ iS 、ト共 二 軍制 ヲ 議定 セ シ 厶 。 

吉 井幸輔 

軍 防 事務 判事 被 仰 付 置 候處、 猶大村 益 次郞ト 申談、 軍制 御 基本 取調 ヲモ被 仰 付 候 事。  - 

一 一 月  職務 進退 錄 

〇 大村永 敏ノ達 書見 ル所ナ シ、 履歴書 一一 云、 一 一月 軍 防 局 一一 徵サ レ 、御 親兵ヲ 編制 シ、 兵 營ヲ伏 水 一一 建設 スト。 

〇 鷲 尾 隆聚 ノ部兵 ヲ以テ 親 兵 ト 爲ス。 

〇 高野山 出張 槪暮 一一 云、 一 一月 廿 七日、 侍 從殿附 屬之兵 除、 十 津川士 ラ除ク 之 外、 大凡 御 親 兵 二 被 召 出、 一 一條 城 へ 繰 込 被 仰 

付 候 事、 

ー去ル 十一 一月 以来、 侍從 殿所屬 兵士、 都テ千 三百 十八 人 ナリ。 

〇 長 門 藩 兵 ノ 兵 庫警守 ヲ 罷厶。 

長  州 


右、 此度兵 庫 表 御 警衞被 免 之 旨 御沙汰 候 事。 

二 月廿 七 日 

佤、 南部 美 濃 守 へ 可 引渡 候 事。  毛 利 元 德 家 記 

〇 南部 利恭家 記、 此事ヲ 佚ス。 

〇 龜井 兹監、 服役 多端、 兵員 給セ サ ルヲ 以テ、 猿 力 辻 ノ守衞 ヲ免セ ン ト請ヒ 、小 笠 原 貞孚、 藩 力 

疲弊 ス ルヲ 以テ、 在京 ノ兵 ヲ罷メ ン コトヲ 請フ、 是日、 皆 之 ヲ聽ス C 

此度 參與職 神祇 事務局 判事 被 仰 付、 猶亦 先般 錦旗 御 守衞被 仰 付 難 有奉存 候、 就テハ 彼是 人 數差閊 候 二 付、 猿 ケ辻御 

警衞 人數引 拂候樣 仕度、 尤 以後 非常 異變等 之 節 ハ 、居 合 之 人數ヲ 以 内侍 所 御 守 衞之儀 爲相勤 申 度、 此段 御沙汰. 二 相 成 候 

樣、 兼 テ奉願 候、 以上。 

二月 廿 二日  津和 野侍從 

.  龜井鼓 監家記 

〇 本日 達 書 

津和 野侍從 

右、 猿ケ， 辻 御 守衞被 仰 付 置 候處、 行幸 供奉 被 仰 付 候-一 付、 御 警衞被 免候條 御沙汰 候事リ 

一 一 月  龜井兹 監家記 

幸 松 丸 儀、 先般 被爲 召 候 二 付、 迅速 出京 可 仕 害 二 御座 候處. 咋秋 以來、 if 病 之 喉 風 症 二 テ 相勝不 申、 種々 療養 相 加 候 得 共、 

復. 古. 記. 卷三 十九. 明治 元年 二月 二十 七日  K 四 五 


復古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 七日  五 m 六 

今 以難條 仕 居 申 候、 甚以奉 恐 入 候 二 付、 聊 之人數 上京 爲 仕置 候、 然 ル處、 其 後 池 田 備前守 核、 播州 姬路 へ 御 出兵 -ー 付、 不取敢 

爲附屬 乍 少人數 差 出、 同國 飾万津 ハ 海岸 要所 二 テ 、今 -ー 警衞仕 居 申 候、 且幸松 丸 儀、 先年、 豐前小 倉 へ 引 續兩度 出張 仕候以 

來颇 ル 疲弊 仕、 當今 逼迫 堪兼罷 在 候、 就テ ハ 乍 恐 差 向 御用 不被爲 在 候 得 ハ 、何卒 右 出京 仕 居候 人數 丈ケ、 一 ト先 在所 へ 爲 

引取 候樣 仕度、 此段 奉伺 候、 以上。 

小 笠 原 幸 松 丸 家来 

二月 廿 11 日  志 水 五 右衞門 

〇 本日 批紙  - 

願 之 通 最之儀 -ー 付、 在京 人 數歸鄉 可 致 候 事。  安 志 藩 記 

〇 一 柳 賴紹、 疾ヲ 謝シ、 其 子賴明 P ヲ以テ 嫡嗣 ト爲シ 、且代 リテ入 覲セシ メント 請フ。 之ヲ聽 

ス、 明日、 頼 明 京 二 至 ル，。 

私忤 同氏 弦次郎 儀、 虛弱御 坐 候 得 共、 今般 嫡嗣 取定、 私 病氣ニ 付、 爲 名代 上京 爲 仕度 奉 存候、 此段宜 御 執 奏奉願 候、 以上。 

二月 廿 四日  一柳 因幡 守 

〇 批紙 

願 之 通 被 仰 出。  一 柳 賴叨家 記 

〇 二月 二 ト 七日 達 書 

一柳 弦次郞 

今般 上京 之 條願之 通 被 仰 付 候 間、 早々 上京 可 致 御沙汰 候 事。  f  明 

〇 賴明家 記 二 云、 一 一月 一 一十 八日、 弦 次郞著 京、 寺 町 通 春 長 寺 へ 滞在 仕 候ト。 


〇 土方 雄 永、 京 二 至 ル 、5^gi 尋テ書 ヲ上リ 、王事 二 服 セン コトヲ 請フ、 大久保 忠禮、 老臣 ヲ シ テ 

代テ京 一一 至 ラシ ム。 

御大 政 御一新-一 相 成、 誠 ニ以恐 15 至極 之 御 儀、 百般 大御變 革被爲 仰 出、 殊 寛大 御 仁恕 之 御 旨 趣 難 有 奉 拜承候 二 付 

テ ハ、 依 召 迅速 登 京 可 仕處、 持病 差 起 リ不得 止 事 遲延仕 候 段、 多 罪 奉 恐懼 候處、 別紙 之 通、 乍聊 御用 向 無 滞 相 勤 難 有 仕 

合 二 奉存 候、 然 ル -ー 輦穀之 御 下 -ー 罷出、 乍 恐 方今 之 御 機 會ヲ泰 伺候 テ ハ 、座食 安眠 可 仕 御 時節 一一 テ ハ 無 御座、 疲土之 小 藩 

一一 ハ 御座 候 得 共、 流 弊ヲ洗 除シ、 勤 王 一途 一一 勉勵、 數 千年 之 天恩 萬 分 i\ ニヲモ 奉 報 度 赤心 一一 御座 候 得ハ、 猶更奉 蒙 仰 

奉抽 忠誠 度 懇願 -ー 御座 候、 何卒 格別 之以 御 思 召、 徵志御 採用 被 爲下置 奉 蒙 御沙汰 度、 偏 -ー 奉欵願 候、 恐惶 謹言。 

二月 晦日  土方 聱 千代 

〇 別紙 

覺、 

一 東海道 爲 御鎭撫 橋 本殿 柳 原 殿御 發向之 趣 承知 仕 候 間、 爲御警 衞森村 迄、 正月 廿 五日、 « 番手 人數操 出シ、 使 番兩人 右 

之 趣 申 上 旁 御用 伺、 四日 市 驛御逗 -留先 へ 爲詰置 候處、 同廿 八日 桑 名 へ 御 進 -ー 付、 森 村 出張 之 人數、 四日 市 御 本陣 へ 御 跡 

固 メニ操 込 候樣、 御兩卿 ヨリ 御達且 御沙汰 モ無之 候 得 共、 早速 森 村へ 人 數操出 置 候 之 段 御 満足 一一 思 召 候 g 、蒙 

御 賞詞 難 有 仕 合奉存 候。 

一 東征 御先 鋒、 右 御 通行 之 趣 -1 付、 貳 番手 人數、 四日 市 へ 又 候 一 一月 士 一日 差 出、 前 以差出 置候爱 番手 人數 ハ 、 石 藥師驛 へ 押 

出御 警衞仕 居候 處 御兩卿 ヨリ 小 家-一 テ重々 之 出兵 太 儀-一思 召、 依 之、 四日 市 驛之貳 番手 ハ引揚 候樣、 权段々 勤 王盡 

力 之儀ハ 、追々 可 申 上 トノ御 達 有 之、 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候。 

一大 御總督 有 栖川宫 御 通行-一 付、 猶又 庄野驛 へ、 爲御 番兵 人 數#隊 操 出シ、 爲窺 天機、 家老 四日 市 驛へ差 出 申 候。 

復古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 七日  四 七 


復古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 七日  五 四 八 

一 御先 鋒引續 大御 總督御 通行 兵食 御 ffl 被 仰 付、 刖坂ノ 下驛ョ リ桑名 迄、 掛リ 役人 共數 人、 前廣 ヨリ 差 出、 夫是 手配 リ仕、 

右 御用 モ 無 滞 相 勤、 重 々 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候。 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

二月 晦日  土方 聾 千代 ■ 

土方 雄志 家 記 

〇 

舊 臉御變 革後更 一一 被爲 召、 尙又德 川 家 華 城 擧動之 儀 -ー 付、 追々 被 仰 出 之 御 旨 趣 拜承仕 候 二 付テ ハ 、 加 賀守儀 深 驚愕 奉 

恐 入、 早速 上京 可 仕 之處、 其 以前 ョ リ甲府 表不穩 形勢 故、 同所 へ 相 詰 居候 -ー 付、 爲 名代 重役 之 者 人 數召連 上京 可 仕 之處、 引 

續相州 邊浪徒 徘徊 仕、 旣 -ー 末 家中 務少 輔陣 星及燒 討、 5. 府、 小 田 原兩城 へ モ侵擊 可 仕 萌モ相 見、 夫.々 人 數差出 候 時宜 二 テ、 

彼是 不 一 方 混雜仕 候處、 其 後 兩地共 先 鎭靜之 方 -ー 相 成、 然處 加賀守 儀、 甲府 御城 代 被 差 免 歸邑仕 候 折 柄、 關東 御 親 征之儀 

被 仰 出 候 -ー 付テ ハ 、於慶 喜、 謹愼 畏縮 被 罷在候 儀 二 ハ 御 坐 候 得 共、 在所 表 -ー 罷 在候テ ハ 、 ^ト 事情 モ難 相譯、 依テ 暫時 出 

府仕候 M 付、 不 取敢、 重役 之 者 人 數召連 上京 仕候箦 二 テ 、旣 -ー 發途 -ー 差 臨 候 節、 弊 藩 之 儀、 東海道 筋 出兵 之 蒙 御 軍令 候 二 

付、 右人 數之條 モ差殘 、國カ 丈 之人數 在所 表へ 相 揃 置 申 候、 不取敢 、前書 御請 御 川 伺 旁、 爲 名代 私儀 上京 被 申 付 候、 侬之此 段 

中 上 候 、以上。 

大久保 加賀： 守家來 

家 老 

二月 廿， 七日  大久保 彌右衞 門 

^ 事 Els' 11 一 In 

〇 大總 督府、 書 ヲ內國 、軍 防 二 局. 一 1 致シ. 、東 國ノ 諸侯 以下 入 觐シテ 、請求 ス ル 所ァラ ハ、 宜ク其 


本府ヲ 經由ス ルャ否 ヤヲ 廉問ス へキヲ 報ス。 

〇 督府參 謀 書翰 節 略 

小出織部家來河合正三郞、御木陴前通行別紙t^^ヲ 差 出 シ候ュ 付、 林^ 十郞 ヨリ 段々 及 詰問 候處、 右 伺濟之 上、 知行 所 取締 

之 儀 -! 付 通行 致 度 g 、伺 濟之儀 ハ 朝廷 へ 之伺濟 -ー 候 哉 相 尊 候處、 全 德川家 へ 相 尊、 知行 所 取締 之 儀 罷越候 趣 -1 付、 斯御 一 

新 之 折 柄、 知行 所 取締 之條 朝廷 へ 不 相伺シ テ、 德川氏 之 沙汰 一一 隨ヒ候 儀、 更 -ー 失 方向 候 次第 不 容易 候 得 共、 最早 先達 テ主 

人 入京 仕 居候 由 -ー 候閒、 右自國 へ 罷越候 儀 ハ 差 許 候、 右樣之 次第、 過日 來 モ 、 德川 麾下 之 族 或 ハ 永 之 暇 ヲ取候 趣、 或 ハ 江戶 

引 拂自國 へ 立 歸リ、 尙 上洛 杯 ト申. 依樣々 有 之 二 付、 素 ヨリ 德川 旗下 之 者、 其 領地 モ德川 ヨリ 貰 請 候 儀 一一 付、 暇ヲ 取自國 へ 罷 

歸 ル杯ト 申 次第 -ー 於テ ハ 、少シ 其 筋 不相立 次第、 素 ョ リ 浪人 致 候 上 ハ 領地 可 有 之 儀 ハ 無 之 候閒、 先大 總督府 へ 伺 出、 且其 

節 方向 之 相 定候儀 判然 ト相 立、 誓 書-一 テ モ差 上上 京 仕、 尙進返 之 儀 天朝 ヨリ 御沙汰 之 上、 領地 萬 端 之 取締 モ可致 箸-一 付、 

以後 之處、 東 國之輩 大小 名、 其 外德川 麾下 之 者 共 末々 -ー 至 迄、 前條 N 趣 御沙汰 -ー 可 相 成 候 間、 自然 間道 ョ リ猥 二. 入京 等 仕 

候テ、 何 力 願 出 候 族 有 之 候 共、 御 採用 之 儀 ハ篤ト 御亂、 何分、 御 本陣 前 通行 之 輩ハ、 右 之 如 ク相釓 候 得 共、 追々 閒道ヲ 通リ、 

直-一 人 京 之 輩 モ有之 由 二 付、 甚 不都合 -ー 候 間、 大總 督府之 命令 承知 之 有無 御 詰問、 其 上 御 取 上 之 樣願上 候、 無 左候テ ハ 不都 

合 之 次第 -ー 相 成 候 間、 此段申 上 置 候、 仍テ 如斯候 也。 

一一 nr 廿 七日  東征 總督記 往復 菌 

〇 總督記 二 云、 督府參 謀 ヨリ 內國、 軍 防 二 局へ 送翰ノ 事ト。 

復 古 記 卷三 十九 終 

復古 記 卷三 十九 明治 元年 二月 二十 七日  K 四 九 


復 
古 

記 


卷三 十九 明治 元年 二月 二十 七日 


總 閱 

一 等 編修 宫 

纂修兼 校 勘 

一 等 編修 官 

四 等 編修 宫 

原 ^ 

十一 一等 出仕 


校 錄 


六 等 掌 記 

八 等 掌 記 

寫 

一等 繕寫 

二等 繕寫 


臣良& 


臣 

臣 

E 

E 


長 

四 


松 


幹 


お、 

星！ E 之 


臣石津 發三郞 


渡廣孝 

诚辰男 

川 長 和 

島  春 


二等 樣寫 E 藤 圊 資 意 


復古 記 卷 四十 

明治 元年 戊辰 一 一月 一 不八曰 - 一起 リー 一十 九 曰 - 一至 ル  -  一 

。二 月  一 

〇 二十 八日、 天皇 便殿 二 御 シテ、 在京 ノ 諸侯 ヲ召 見シ、 同 心 協力、 盆國事 ヲ勉メ ン コトヲ 詔 諭 一 

シ 、宴 ヲ 別殿 一一 賜フ、 又岛津 忠義 父子、 毛 利廣封 父子 ノ勳 勞ヲ赏 シ テ 、各 物ヲ賜 フ 。 

朕 夙 二 天位 ヲ紹キ 、今日 天下 一 新ノ運 二 膺リ、 文武 一途 公議 ヲ 親裁 ス、 國威之 立不立 、蒼生 之 安 不安 ハ、 朕 力 天職 ヲ盡 不一 

盡 一一 在 レ ハ、 日夜 不安 寢食甚 心 思 ヲ勞ス 、朕不 背 ト雖モ 列 聖之餘 業 先帝 之 遺 意ヲ繼 述シ、 内ハ 列藩 萬 姓ヲ撫 安シ、 外 一 

ハ 國威ラ 海外 一一 耀サ -ン事 ラ欲ス 、然 ル 一一 、德川 K 喜 不軌 ヲ謀リ 、天下 解體 遂及騷 接， 萬 民 塗炭 之 苦 一一 陷ン トス 、故、 朕 不得ー 

巳、 斷然 親征之 議ヲ决 セリ、 且已 一一 布告 セ シ通リ 、外國 交際 モ有之 上 ハ 、將來 之 處置尤 重大 二 付、 天下 萬 姓之爲 一一 於テハ ，： 

萬 里 之 波禱ヲ 凌キ、 身ヲ以 艱苦 二 赏リ、 誓テ 國威ヲ 海外 二 振張シ 祖宗 先帝 之神靈 ニ對ン ト欲ス 、汝 列藩、 朕 力 不逮チ 佐 一 

ケ、 同心 協力、 各 其 分 ヲ盡シ 、奮 テ國家 ノ爲ニ 努力 セョ。 

太政官 日誌 一 

〇 詔書、 毛 利 元德家 記、 慶明雜 錄載ス ル所 小異 ァリ、 今日 誌-一 從フ。 

〇 春嶽 私記-一 云、 廿 八日、 在京 諸侯 侬 召參内 II 用ぶ 於 御 擧問所 御對面 聖讒之 御 甞付御 垂示、 右 相 濟後於 小 御 

所 酒饌ヲ 賜リ、 夜-一入 テ退朝 ナリ。  一 

〇 忠義、 廣封 へ 達 書 

復古 記 卷 m 十 明治 元年 二 H 二十 八日  五 五一 


復古 記 卷 M 十 明治 元年 二月 二十 八 n  W 五 二 

積年 王事-一 勤勞、 遂 今日 王政復古 皇運 挽囘- 一至 候 事 、偏-一 

王室 ヲ可奉 輔佐 被 思 召 候 事。 

辰 二月 廿 八日 

〇 元德家 記-一 云、 右 戊辰 二月 廿 八日、 長 門守參 內、 薩 摩少將 一同 拜領物 之 節、 三條 大納言 殿 於 御前 被 仰 渡 候 

〇 忠義、 廣封 へ 賜物 

御文 臺 


一盡カ -ー 有 之 叙 感不斜 候、 猶此上 益 以勉勵 


毛 利 元 德 家 記 

慶 明雜錄 


原註、 銘^ 俊， 御 仕 立" 御金 具 銀 雲 

铜 ァノ 彫、 御 目 貫 金 鳳凰、 後藤 一 乘作、 

〇 忠義 ハ銘備  . 14- 利 元 德 家 m 

州 長 船 住 兼 光  島津 忠義 家 記 

〇 嵯哦實 愛 手記 -ー 云、 一 一 卜 八日、 諸 藩 被 召 出、 御擧問 所御對 面、 釵慮之 is 御 書付 被 仰 聞畢、 此後、 薩 、長 一 一藩 同所 被 召 出、 年來 

勤王 御 賞 有 之、 御 短刀、 御硯 、文豪、 右一 ー人同樣賜之候、於小御所、在京諸藩各被召賜酒1^^宫武 一 同相 和 有 勸酬、 奧座 宫武三 

職 端座 非 役 武士 著 座 也、 戌 半 返 散。 

〇 非藏人 日記 -ー 云、 一 一月 廿 八日、 於 小 御所 在京 諸 藩 一 同 賜 酒饌。 


黑 

市 


田中納 1 百 

E 下野 守 

島恃從 

極 佐 渡 守 

橋 下總守 

田 信 ま， 


越 前 宰相 

毛 利 長 門 守 

安 藝 少 將 

九 鬼大隅 守 

牧 野 豐 前 守 

1 水； 野，. K: 炊， —頭. 


美 作中將 

島津 修理 大夫 

細 川 右 京大 夫 

北 條相模 守 

京 極 飛驊守 

能 見 伹馬守 


出 I： 

津 禾 

松 浦 

仙 石 

森 


少 將 

野侍從 

肥 前 守 

讃岐守 

對馬守 


脇 坂 淡路守 


京 極 下總守  伊東 播磨守  柳 生 但馬守  片桐主 膳 正 

小 出 勢 守  池 田 相模守  加 藤 能 登 守  永 井 日向 守 

永 井信 濃 守  織 m 出 雪 守  池 田 攝津守  靑木源 五郎 

松 平 圖書頭 

〇 凡ソ 上申 禀請 ノ書、 之ヲ辨 事局 二進 啓セ シム。 

今般 大政 御 一 新 相 成 候 二 付、 諸 願伺屆 等、 都 テ太攻 i=« 代辨事 役所 へ 可 差 出 候、 伹 本紙 ニ寫 書、 相 副 一 一通 ッ 、 差 出 候 樣可祁 

心^ 候 事。 

. , _  .  辨 事局 叢書 

二月  黑田長 知 家 記 

〇 外國 公使 將ー！ 入京 セ ン トス ルヲ 以テ、 神 紙 事務局 督白川 資訓、 輔吉田 良 義ニ命 シテ、 道饗祭 

ヲ 禁 門外 一 1 修ス、 又 公使 朝參 ノ期ヲ 警護 諸 藩 二 布 吿ス。 

〇 辨 事局 達 書 

明： h 八日 卯 刻、 外國人 上京 二 付、 道饗祭 修行 可 有 之 候 事。 

但、 堺町 門前、 淸和院 門前。 

二月 卄 七日 

吉 B 侍從 三位 殿  辨 事局 叢書 

〇 神祇官 祭儀 錄 -ー 云、 外 國人參 朝 承 蕃客來 朝 之 例、 行 道 饗祭於 今 出 川、 中立 寶兩 御門、 時 岡 神祇 少史 奉仕、 衣冠、 齋服、 單 

拽、 袴。 

復 古 記 卷 四十 明治 元年 二 H: 二十 八日  K 五三 


復 古 記 卷 m 十 明治 元年 二月 二十 八日 

祭典 次第 二  H: 廿八 B  I 

卯 刻 立 高 案 於 門下 設 t 座 顧、 註屮 赚、 

先行 淸就式 

次 供 神饌 

次 著 座 

次 祝詞 

高天原 爾 事始 S 天津日嗣 乃 高 御座 現 津御祌 止 天下 所 知食須 皇御孫 之 命 乃 大宮所 t 定 米奉留 玉 敷 乃 平 乃 宫乃 大 八衢爾 湯津 

磐 村 之 如 久塞坐 大祌等 之 大前爾 S. 久八衢 比 古 八 衢比賫 久那斗 止 御名 者 申 S 稱辭竟 奉 M 今年 一 一月 乃卄 八日 云 日 爾遠幾 外國人 

等乃大 御門 近 久伏從 參來^ 依 テ廬備 疎備來 物 有 者 相 率 相ロ會 事無久 下行 者 下 乎 守 利 上 往者上 乎 守 里 夜 之 守 日 之 守 爾護利 

奉齋奉 ■ 進留 幣帛 者 明 妙 照 妙 和 妙 荒 妙奉備 御酒 者 通 邊高知 通 腹満雙 大海原 爾住物 者 鰭 乃 廣物鰭 乃狹物 奧津藻 菜邊津 藻菜大 

野原 爾 生物 者 甘 菜 辛 菜 和 米 荒 米 爾取添 &進留 宇 豆 乃 幣帛 乎 平 M 聞 食 S 皇御孫 命 乃 大御代 乎 茂 御世 乃 足 御代 爾守幸 m 給 g 

惶美 恐！ K 申 給 白须 

次 撒 神饌 退出 

原註、 高坏 三本 

00 立 紙 立：^ 掛、 

.HI 米 酒  松 魚 鮑  大根 昆布 黑米 鹽肺  鯛人參 

和布 五色 拖 痲 

〇 

今 卯 刻 障 神 祭 無滯勤 仕相濟 候、 仍此段 御 届 上 候、 以上。 

白 川 祌祇伯 殿 家 


月 


卄 

事 


〇 

同上 文 


月 


廿 

tar 


八 日 


御 役所 


0 


時 岡 神祇 史 


辨 事局 叢書 


鈴 鹿 神祇 權大祐 


御 役 1^  辨 事局 叢書 

〇 案 ス ル 一一 、道 饗祭ノ 事、 蓋 シ 之ヲ白 川、 吉田 ノ 一 一家 一一 分 命 シ テ、 之 ヲ四門 一一 修セシ ナリ、 而シ テ 、達 書 ハ 吉田氏 ヲ存シ テ、 

白 川 氏 ヲ佚シ 、祭 絛錄ハ 白 川 氏ラ載 セテ、 吉田氏 ラ略ス 、一 一書 ヲ參 看スレ ハ其事 見 ル へ シ、 但シ、 上申書 鈴 鹿某ナ ル モノ 

ハ、 士  氏 二 屬セシ モノ ナリ。 

OS 又 云、 三月 八日、 如 一 一月 廿 八日 之 儀。 


此乃玉 志 機 乃 平 乃 宮乃大 八 衢爾？ JI 津磐村 之 如 久塞坐 犬 神 等 乃 廣前爾 申 久八衢 比 古 八 衢比賫 久那止 止 御名 者 申 天 稱辭竟 奉 M 

此度遠 木 外 國人等 乃 朝廷 爾伏 從參來 S 歸往武 跡 I 荒 振 神 等 乃殘止 3,: 事 在 婆 神 夜 良 比 爾追比 給 比 下行 者 下 乎 守 里 上 往者上 乎 

守 夜 之 守 日 之 守 爾護利 奉 利 給 氏 今年 三月 乃 初 乃 八日 止 云 日 乃 朝日 乃 豐榮昇 爾進留 幣帛 者 明 妙 照 妙 和 妙 荒 妙備奉 御酒 者題邊 

高 知 甕 腹满雙 大海原 爾住物 者 鰭 乃 廣物鰭 乃 狹物奧 津藻菜 邊津藻 菜 大野 原爾 生物 者せ 菜 辛 菜 和 米 荒 米 爾取添 氏 進 留宇豆 之 is 

si^ 乃 足 御幣 止 平 I 聞食& 皇御孫 命 乃 大御代 乎 厳 御代 乃 足 御世 爾幸倍 奉 給 I 申须 辭別& 白 姑 如 斯齋穩 波 淸柳波 奉仕 

i 騰洩落 武事 有 婆 大直日 祌直日 止 見直 聞 直 給モ雷 大御代 袁堅 石爾常 磐爾守 里幸閉 給！ I 稱辭竞 奉 5, ノ宣 


復古 記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 八日 


五 五 K 


復古 記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 八 H 


^五 六 


0 


己 

、奏 


以上 逑署 本 

la! 

木 


一一 一一 a 


伊 中 

作中將 

田 丹 波 守 

葉 右 京 . 亮 

多 肥 後 守 

井 右 京大 夫 

大 膳 亮 

藤 飛 驊 守 

野 豐前守 

極 飛 驊 守 

下備 守 

藤 出 雪 守 


以上 連署 . - 

明 後 晦日 午 半 刻、 佛、 英、 蘭 公使 參 内 被 仰 付 候閒、 爲 心得 相 達 候 事. - 

二 月廿 八 日 

〇 案ス ル 一一、 此令蓋 シ警守 諸 藩 二 布告 スル モノ ナリ、 而 シテ此 外見 ル所 ナシ。 

〇 松 平武聰 ノ德川 慶喜ノ 連累 ヲ問ハ ス。 其 入京 ヲ許 シ、 功 ヲ立テ 、伏 見 擧動ノ 罪 ヲ謝セ シム、 


德 川 茂 承、 M 井 忠 

鋒、 本 多，.^ L 明 1 家 _記. 


適 武聰疾 ァリ、 途 ニ上ル コ 


匕 匕 

ム n 


ス、 尋 テ兵ヲ 出シテ 軍役 二供セ ン コトヲ 請フ。 


松 平 右近 將監 

慶喜 骨肉 兄弟 柄 二 付テ ハ 、出 格 之 思 召 ヲ以不 及 謹慎 候 事。  I  武局 脩^  I 

〇 

松 平 右近 將監 

先般、 於 伏 水 、官軍へ 對シ 及戰爭 候段不 容易 僅、 依 之、 先入 京 可被丄 之處、 過日 來、 數日謹 愼罷在 候-一 付、 出 格 1\ ー以 御 憐愍、 

不及其 俄、 早々 上京 之 上相愼 居、 先鋒 其 外相 應之 御用 願 出、 謝罪 實効 相顯候 得ハ、 寬典之 御 處置可 被 仰 付 候 事、 

旦及 戰爭候 家來之 、隊長 其 外 重立 候 者、 嚴重愼 申 付 置 候 得ハ、 追テ 御 宥恕之 御沙汰 可 有 之、 其 餘ハ國 法 ラ以、 寬大 

處置不 苦 候 事。  糊 ITIllyl ぼ 

〇 三月 十三 日 申請書 

先般、 伏 見 表 へ 出兵 之 儀 -ー 付、 恐 入 奉存、 進退 向 奉 窺 候處、 出 格之以 御 憐愁、 早々 上京 之 上相愼 居、 先鋒 其 外相 應之 御用 

舉願、 謝罪 實効相 顯候得 ハ 、寬典 之 御 處置可 被 仰 付 旨 被 仰 出、 誠 -ー 以難有 仕 合奉存 候、 就 テハ、 不取敢 上京 仕度 奉存候 

得 共、 一 咋年 來心疾 一一 御座 候處、 此節殊 一一 不相 勝、 何分 一一 モ 上京 難 仕、 更 一一 罪 ヲ重候 儀 不堪 戰慄 奉存 候、 侬之、 別紙 之 通人 數 

差 出 候 間、 如何 樣 i\ 一  御用 ヲモ被 仰 付被爲 下候樣 仕度 奉 願 上 候、 尤精々 療養 差 加、 聊 二 テモ 快方 二 趣 候 得 ハ 、直樣 上京 可 

仕 候 得 共、 只今 之 分-一 テハ 押テモ 上京 仕 兼 候、 病氣柄 御憐 察被爲 下、 此上 御 寬宥之 御沙汰 被爲 下候樣 只管 歎願 仕 候、 

以上。 

三月 十三 日  松 平 右近 將監 

〇 別紙 

覺、  . 

西洋 銃隊 四 小隊 此人數 百 八 人 

復古 記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 八日  五 五 七 


復古 記 卷 M 十 明治 元年 二月 二十 八：：！  八 

內 

指棵役 四 人  司令 士 四 人  鼓手 四 人  銃 卒 七 拾 七 人 

兵粮 方 八 人  世話 方 八 人 

外 二 從者四 人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

松 平 右近 將監 家來 

三月 十三 日  尾關 隼 人 

〇 十九 日批紙 

病氣 一一 付、 上京 難 相 成、 無餘條 情實被 聞 食 届 候 事。  松 fcf- 武脩家 記 

〇i 武聰 家臣 哀請書 二通 

今般 出 格 i\ ー以 思 召、 右近 將監 儀、 早々 上京 之 上相愼 居、 先鋒 其 外相 應之 御用 願 出 候樣被 仰 出御 仁恕 深 難 有 仕 合 

奉； 1^ 候、 早速、 作 州 表へ 申 遣 候 間、 乍 大祸中 拜承仕 候 上ハ、 不取敢 上京 仕、 御 舉公可 奉 願 候 得 共、 旣-ー 御親征 御 出輦御 

日限 モ被 仰 出 一一 相 成 候 儀-一 御 坐 候 間、 差 向 如何 樣之條 一一 テモ御 奉公 筋 被 仰 付候樣 仕度 奉存 候、 追々 御 分配 相 成 候 趣 承 

知 仕 候 一一 付テ ハ 、右近 將監 上京 マ テ ヲ 相 待 兼 候 間、 不 顧恐從 私共 歎願 仕 候、 何卒 此上 之以 御 憐愁、 急速 之 御差圖 只管 奉 

歎願 候、 以上。 

松 平 右近 將監 家來 

二月 晦日  . 伊 柬平馬 

〇批 紙 

志願 之趣最 之 次第 -ー 付、 追 テ御川 可 被 仰 付 候 間、 在京 之 人數可 届出 候 事。  松 平 武脩家 記 


〇 人數、 上申 霄見ル 所 ナシ。 

〇 

今般 出 格 之以 思 食 被 仰 出 候 御 寄付 之 趣、 右近 將監拜 承 仕 候 上ハ、 不取敢 上京、 御 奉公 筋 可 奉 願 竿：： 之處、 一 咋年來 心疾相 

烦、 此節 一 段 大病 -ー 相 成 候閒、 其， 依 如何 可 有 御座 哉ト 苦心 仕 候、 右 故 自然 遷延 相 成 候 間 -ー 、 御親征 二 付、 諸 軍 御 分配 之 期 

二 後レ、 勤 王 之 志願 不達 二 至 候テハ 、萬 悔難及 ト甚以 痛 慮 仕 候、 陸軍 ハ 旣 一一 御 繰 出 一一 相 成、 海軍 モ 不 日 御 出張 之 趣 奉伺 候 

テ、 別テ K 么 II 難堪 御座 候、 在家 兵卒 ハ 先達 テ奉申 上 候 通、 一 一十三 小隊 御座 候 之 間、 右之內 急速 差 出 候 一一 付、 海軍 御先 鋒 之 御 

方 5^ へ 御 附馬被 仰 付候檨 仕度、 左 候 ハ 出張 之 者 一 同 本懐 相 達、 決死 盡カ 忠動ヲ 抽可申 候、 復古 之 御 基 業 朝 威 御 皇張之 御 

場合、 誠忠. ブ， ー侯们 王事 鞅掌 之 秋 - 一方 リ、 獨 弊 藩 一 介 ノ微功 モ 不相 立候テ ハ 、舉對 朝廷 恐 入 候 ハ 勿 ii 、右近 將監之 素志 二 

背キ、 萬 世 迄 之追憾 -ー テ、 ほ 下 之 分 決テ不 相濟候 間、 濟越 之罪ラ 不顧、 從 私共 只管 舉希上 候、 何卒 此上出 格之以 御 憐憨、 速 

ュ 御 聞： g 被 爲下候 樣泣血 奉 懇願 候、 以上。 

三 四日  松 平 右近 將監 家老 

用人 兼 留守居 

番 頭 

徒 頭 

〇 五日 批紙 

志願 之 趣 C 取 之 次第 -ー 候 得 共、 陸丘ハ ヲ以テ 海軍 之 先鋒 ハ 難 相 成 候 一一 付、 御用 不被 仰 付 候 事。 

〇 麵大原 俊 寳-ー 贈ル書 

大原前 侍從樣 閣下 へ 奉 歎願 候、 方今 復古 之 御 基 業 朝 威 御 皇張之 御 場合 二 付、 擧藩 格別 一一 奮 發盡忠 仕度 奉存 候、 然 -ー 幸、 閣 

下 海軍 之 御先 鋒 被爲蒙 仰、 不日 御 出陣 之 趣 拜承仕 候、 就テハ 同藩 共、 何卒 御 麾下 一一 屬シ、 奉 蒙 御 指揮 候テ、 掘 身命 

復古 記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 八日  ， 五 九 


！ 關举人 

伊東 平 馬 

河 鰭 勇 馬 

興 津  實 

松 平 武脩家 記 


復 古 記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 八日  . 五六 〇 

君臣 勤 王之實 跡相顯 度奉存 候、 依 之、 別紙 litf 、ヲ 之 通 太政宫 代へ 出願 仕 候、 此度 志願 ヲ達不 申 候 テハ、 實ー 一千 悔難及 萬 

世 迄 之 遣憾 -ー 御座 候、 兼々 、 閣下 御 英邁 御 度量 之 程 奉 欽慕 居候 閒、 突然 奉 願 候 儀 奉 恐 人 候 事 二 ハ 候 得 共、 別紙 願意 貫徹、 

御 差 S1 一一 奉隨、 且ハ 一 咋秋返 城 領地 ラ離レ 候 以來、 必至 之 困窮 二 候閒、 諸事 奉 蒙 御 厚 庇候テ 成功 仕、 志願 ヲ遂申 度 奉存候 1 

何卒 赤心 御 洞察 御 聽濟被 成 下 候 樣御執 成 之 程、 只管 奉 希 願 候、 誠惶 敬白。 

三月 三日  松 平 右近 將監 家老 

用人 兼 留守居 

番 頭 

徒 頭 


尾 

節 \ 


東 


,1- 一一  I 

平 

勇 


津 


人 

實 

大 原重實 手記 

〇 相馬季 ST 官軍 應援 ノ 命 ヲ 奉 シテ 、江戸 ヨリ 藩 一一 歸ルヲ 以テ、 老臣 ヲ 京師 一一 遣シ、 姑 ク入覲 

ノ期 ヲ緩セ ン コ トヲ 1,1 フ、 之 ヲ聽ス 0 

私儀 御用 被爲在 候-一 付、 更- ー被爲 召 候 段 御 達 之 趣 承知 奉畏 候、 依 之、 早速 上京 可 仕 之處、 去 秋 中 ヨリ、 脚 氣之症 相 發シ、 長 

長 難儀 罷在候 -ー 付、 長途 之 旅行 難 相 叶、 今以 快氣不 仕、 追々 延引 仕 如何 二 モ奉恐 入 候、 然處、 今般 慶喜爲 御 追討、 官軍 自 東海、 

柬山、 北陸 三 道 御 進 發被仰 出 候、 付テ ハ 奧羽之 諸 藩 宜知尊 王 之 大義、 相 共謀 援六師 征討 之 勢 之 旨、 御 達 之 趣 謹 承知 仕 候處、 

旣 二 北陸 道 へ モ 御 進 發相成 候、 付テ ハ 弊 邑之兵 勢 手 宛 之爲、 前條 病症 押 テ此程 歸國仕 候閒、 出京 之 儀 ハ 御 猶豫奉 願 度、 依 之、 

爲 名代 重臣 爲差登 申 候、 {HI- 御 差 圖可被 成 下 候、 此段 御請 旁 申 上 候、 以上。 

二月 十五 日  相 馬 因幡 守 

〇 批紙 


御 聞 屆相成 候 事。  相 馬 誠 家 記 

〇 誠：^ 家 記 一一 云、 一 一月 十五 日 、江戸 在勤 ノ 家老 佐 藤 勘 兵衞俊 信、 用人 村 津貞兵 衞ヲ、 胤 名代 トシ テ 登京セ シ メ  、 廿 八日 書 

面 差 出ス、 季胤ハ 、十九 日 江 戶ヲ發 シ國ニ 歸ル。 

〇 細委胤 老臣. S. 請 書  • 

私^^、此程.&上置候通、因幡守爲名代登京1能在候處、奧羽筋鎭撫使九條殿、今日御下向之由奉拜承候、右 二 付、於彼地願濟之 

上 ハ 、人 數等召 連 一 能 出、 御 警衞向 相 勤候樣 仕度 奉存 候、 依 之、 御 當地之 儀ハ、 用人 村 津貞兵 衞ト申 者 差 出 置 候 間、 御用 向 被 

仰 付 被 成 下、 私條 ハ 御 暇 頂戴 仕、 急速 罷下 諸事 手配 仕度 奉存 候、 右 之 趣 御 聞 屆被成 下 候 ハ 、 難 有 仕 合奉存 候、 以上。 

相 馬 因幡 守 名代 家老 

三月 二日  佐 藤 勘兵衞 

〇 批紙 

願 之 通 御 暇 被 成 下 候 事。  相 馬 誠 家 記 

〇是 ヨリ 先、 牧野 貞利浦 S  、阪大 阪 ヨリ 江戸 二 歸ル、 是日、 老臣 ヲ遣 シテ、 書 ヲ上リ 、藩士  ノ 不協ヲ 

盧リテ 、東 歸セ シヲ 陳シ、 入觐 遲延ス ルヲ 謝ス、 批シテ 、藩 論 一 定ノ 後、 上京 シテ 命ヲ俟 シ厶。 

主人 越 中 守 儀 

今般 不 容易 御 時勢 一一 付、 滯阪 御沙汰 之 趣 相 伺 進 返 可 仕 箸 ノ處、 藩 情 之程モ 如何 哉ト 心配 仕 候 一一 付、 一 ト先 東歸、 藩 情 一 定ノ 

上 速 -ー 上京、 相 當之御 ffl 相 勤、 皇恩萬 分 之 一 モ奉報 度 志願 -ー 御座 候 間、 不 取敢、 以 重臣 奉哀謝 候、 何卒 出 格 至 仁 之 御沙汰 被 

成 下 度 此段奉 歎願 候、 以上。 

牧野 越 中 守 重臣 

復古 記 卷 w 十 明治 元年 二月 二十 八日  五六 一 


復古 記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 八日  K 六 二 

二月 廿 八日  牧野 外 記 

辨事 御中 

〇 批紙 

藩； i 一  定ノ 上、 越 中 守 上京、 何分 之 御沙汰 可 有 之 事。  牧野 ほへ 寧 家 記 

〇 貞寧家 記-一 云、 戊辰 正月 三日、 伏 見 戰爭、 荨テ牧 方 ノ肷聞 至ルト 雖モ、 臣未タ 幕議ノ 如何 ヲ知 ラス、 六 曰 夜 一一 至リ、 麾下 某 

走 リ來リ 、竊- 一臣 一一 告テ 曰ク、 將軍 今夜 城中ヲ 脫シ乘 艦東歸 スト、 臣 愕然、 卽チ獨 行 シテ城 - 一入 ル 、巳 二 人影 ナシ、 適 松 平 刑 

部 大輔ニ 遭ヒ、 共 二 返 キ去ル 、臣等 其 意趣 ヲ解 セス、 閣老 一一 面シ 相謀ン ト欲シ 、刑 部大輔 ト與ニ 天 保 山 二 赴ク、 方 二 天明、 將 

軍 ノ艦已 一 一洋 中 二 走ル、 會マ苦 年寄 平 山圖書 頭、 淺野美 作 守へ 面ス、 曰ク、 宜ク 開城 ス へ シト、 頃 クァリ 、家士 走 リ來リ 云、 

諸家 ノ 兵 奔散城 中 瓦 崩 スト、 臣 如何 トモ ナス 可 ラサル ヲ知リ 、重臣 等 二 旨ヲ傳 へ、 刑 部 大輔ト 共 二 微行 シテ、 十九 日 江戸へ 

00 シ 、卽 -11^ 登營 ス 、 將軍辭 シテ面 セス、 時-一 大阪脫 走 ノ 臣士、 詭服 潜行 シ テ歸ル モノ 日-一 陸續、 然シ テ 笠閒 有志 ノ 徒、 前 

後 出府 激論 シ、 彼ノ 開城 度 ヲ失シ 倉皇 脫走 ノ 耻辱 ヲ雪キ 、爾後 勤王 ノ 趣向 ヲ定 ン 一一 ハ 、在阪 重臣 中ノ姦 魁 ヲ 重刑 二 處 シ 、其 

他輕重 一一 從ヒ其 罪 ヲ論ス ル 一一 如 スト、 仍テ 在邸ノ 家老 一一 建言 ス、 旣 一一 シーア、 田 中小 右衞 門等歸 著、 直 二 邸廳 一一 入リ 傲然 耻ル 

色ナシ 、家老 ハ， 内藏之 進、 加 茂 内 E  、之 一一 抗論 スト 雖モ 、敢テ 屈 セス、 殆ト 罵詈 スル 二 至ル、 兩老、 議ノ 合サル ヲ憤 リ躧起 シ 

テ 退廳 ス 、有志 ノ  士、 切齒 扼腕將 一一 爲ス 所有 ント 欲ス、 於 是ャ、 用人 牧野 外 記 變ヲ生 セン コトヲ 憂ヒ、 臣ノ 手書 ヲ乞ヒ 奮然 

死 ヲ決シ 、田 中及ヒ 同伴 ノ 重臣 大戶源 内、 川畸忠 右衞門 一一 命 ヲ傳テ 、以テ 退廳セ シメ 直-一 笠閒 一一 歸 ラシ ム、 其 大阪ヲ 退クャ ■ 

家臣 等、 閣 老松 平 豐前守 へ 告ケ、 監察 妻 木 多 宫立合 一一 テ、 尾 越ノ兵 へ 城 ヲ遣ル ト雖モ 、重臣 等 家士ヲ 整頓 ス ル能 ハス、 終 二 

狼 狠汗辱 ヲ取ル 一一 至ラ シ ム 、廿 八日、 田 中小 右衞門 等笠閒 一一 歸邑 ス 、笠 間 有志 ノ徒 嘯聚シ 、 田 中 ヲ國境 上 一一 要シ、 殆 ト戮ヲ 

加 へ ン トス ル 勢ァリ 、時 二 重臣 田 村 岩 尾、 仁 加 保多宮 等、 臣 カ命ス ル所 アル ヲ以 テ之ラ 慰！ I シ、 其 意 ヲ果ス コト ヲ得セ シ メ 

ス、 因テ 田中ヲ 入檻セ シム、 又 云、 一 一月 七日、 近日 諸 藩 去就 嫌疑 ノ際、 臣ハ乂 子 同 ク府邸 二 在ルヲ 惲リ、 慕 ニ告ス シテ、 嫡子 ま 


丸 ヲ歸邑 セシム 、先 一一 重臣 及ヒ 有志 ノ士 臣ハ、 大阪ノ 故 ラ以テ 閑 二 就キ、 金 丸 ラ以テ 勤王 二 從事セ シメ ン トノ議 アリシ ョ 

リ、 俊^ ノ際侬 違 诀セサ リシ 力、 是 K 下旬 二 至リ、 衆論 始テ 一 定シ、 尋テ慕 二 告ケ私 二 致仕 ス、 未タ朝 奏ヲ經 サルヲ 以テ、 爾 

後尙 文書 一一 某 ノ名ヲ 署記ス トモ、 實ハ 此時旣 一一 内 決セシ モノ ナリ。 

〇 案ス ル 二  I 貞利 後病ヲ 謝シ、 子¥ 寧 ヲシテ 入覲セ シメ ン トス、 亦 果サス 、而 シテ其 返老セ シ ハ 十一 一月 二 ァリ。 

〇 三月 一 一十三 日 上申書 

主人 越 中 守 儀 

藩 論 一 定之 上、 上京 可 仕 心得 -ー テ 一 ト先 東歸、 別紙 之 通 夫々 處置 e. 付 候 旨 e. 付 越 候、 此 段御屆 S. 上 候、 以上。 

牧野 越 中 守 重臣 

三 月  . 

f  事 一中 


牧， 野 外 記 


家老 揚屋 入 田 中小 右衞門 

年寄 謹 慎 大戶源 内 

同  芥川圖 書 

同  川畸忠 右衞門 

牧野 貞寧 家 記 

〇 艱貞寧 家 記-一 云、 九月 十四日、 大阪 脫走ノ 諸臣處 置、 如 左、 

田 中小 右衞門 

補佐 不行 届、 自然 政體 -1 響 合、 在職 中不 似合 之 儀モ有 之、 且大阪 引 拂之儀 取 計 方 モ 可 有 之處、 家中 分散. S. 達、 家臣 困苦、 士道 

. 復 古記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 八日  五六 一一 一 


復古 記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 八日  五六 四  . 

相 欠 候 儀、 名義 ヲ モ汙候 始末、 不束 一一 付、 可處 厳科 處、 大赦 被 仰 出モ有 之、 依テ、 格 祿召放 剃髪 之 上、 以寛宥 永 揚屋 入 申 付 候 事。 

大戶源 内 

補佐 不行届 之 儀 有 之、 大阪引 拂之節 取 計 方 モ可有 之處、 家中 分散 申達、 家臣 困苦、 ± 道 相 欠 候 儀 共 名義 ヲ モ汙候 始末、 不束 

二 付、 格 祿召放 蟄居 申 付 候 事。 

芥川圆 書 

補佐 不行屆 之 儀モ有 之、 名義 ヲ モ汗シ 、不束 二 付、 格 祿召放 蟄居 申 付 候 事。 

川 崎 忠右衞 門. 

不行屆 之 儀 有 之、 且大阪 引 拂之節 取 計 方 モ可有 之處、 家中 分散 申達、 家臣 困苦、 士道 相 欠 候 儀 共、 名義 ヲ モ汙シ 、始末 不束 二 

付、 隱居申 付 候 事。 

〇是 ヨリ 先、 姬路ノ 老臣、 兵 除 及ヒ船 隻ヲ出 シテ、 東征 ノ用 一一 供セ ン コトヲ 請フ、 是日、 批シテ 

マ 凌 命 ヲ俟タ シム。 

〇 一 一月 七日 哀請書 

過日 隱居 閑亭 儀、 上京 竝 出兵 之 儀 奉欵願 STJii 、え 未タ 御沙汰 無 之 内、 尙又奉 願 候 ハ恐入 候 得 共、 此度 御 親征被 仰 出 

候 二 付 テハ、 何卒 出 格 之 御仁 慈 ヲ以、 少人數 一一 ハ 御座 候 得 共、 右 御人數 中へ 御 指 加 被 成 下 置 、且又 小船-一 ハ 御座 候 得 共、 

異國製 スク ネル 形 手 船貳艘 大阪港 へ 繋 置、 €： 豐艘 へ 米穀 鹽噌竝 一一 國產之 木綿 相 積、 同 壹艘之 方 ハ 往返 之 御 ffl 一一  相備 置、 御 

軍用-一 モ相立 候 樣被成 下 置候ハ 、難 有 仕 合奉存 候、 此段深 御 汲取、 可然御 取扱 被 成 下候樣 只管 奉欵願 候、 以上。 

三月  高 須隼人 

本 多 意 氣 揚 ； 


力 丸 五 左衞門 

池 田 太久磨 

洒井忠 邦家 記 

〇 

御親祉 行幸 御 日限 御 程近 ト奉傳 承 候、 付テハ 一 簾 之 御用 モ不相 勤、 苟安 座視 罷過候 テハ、 一藩 擧テ悲 泣 痛憤 之 至 一一 奉存 

候 -ー 付、 過日 奉 歎願 候 通、 何卒 出 格之以 御仁 慈、 出兵 拉 米穀 等 積 人 候 異國形 手 船 差 出、 今般 之 御 軍^  -ー  相備 e. 度 旨 趣、 深 

御 垂憐被 成 下、 勤 王 之 微衷 貫徹 仕候樣 御沙汰 被 成 下 候樣、 乍 恐 赤心 吐露 奉 哀訴 懇願 候、 以上。 

姬 路家來 

二月 二十 七日  力 丸 五 左衞門 

池 田 太久磨 

〇 本日 批紙  - 

追テ 何分 之 御沙汰 被 仰 付 候 事。  i 井.， 忠邦局 家 Si 

〇 有 馬 道純ノ 家臣、 書ヲ 上リ、 道 純 江 戶ヲ發 シテ西 上 シ 、途中 北陸 道總 督府ノ 召命 ァ ルー ー會フ _ 

京師 已 二 近キヲ 以テ、 先 ッ入覲 セント スル ヲ禀 ス 、後一 一 日、 道 純 京 - 一至 ル。 

遠 江 守 儀、 舊 冬被爲 召 候砌、 所勞 -ー 付、 爲 名代 重臣 差 出 置 候處、 聊怏方 相 成 候 -ー 付、 去ル 十五 日 、江戸 屋敷 發足仕 候、 旅 中 

於 在所、 勅使 御兩 卿^ ヨリ、 歸國之 上 御行 先へ 出張 仕 候樣被 仰 出 奉 畏候得 共、 素來 上京 道順-一 付、 敦-ー モ御當 地 近傍へ 

相 登 候 儀、 且又 前 命 遵奉 上京 仕 御用 奉伺、 然ル上 勑使 御沙汰 之 條拜承 可 仕 心得 -ー 御座 候、 此段御 聞 置 被 成 下 候 樣申付 越 

候、 以上。 

有 馬 遠 江 守 家 來 

復古 記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 八日  五六 K 


復 古 記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 九日  五六 六 

二月： i« 八日  今 村吟太 左衞門 

有 馬 道 純 家 記 

〇 道 純 家 記 二 云、 右 伺 之 通 被 仰 付、 一 一月 晦日 上京 仕 候。 

〇 有 馬 慶賴、 京 一一 至ル、 II、 戶澤 正實、 立 花 種恭、 津輕承 叙、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シテ代 リテ京 二 至 

ラ ン ム 0 ボ澤正 實、 立 花 種 

フ ミ ^ 恭律 輕承敍 家 記 

二十 f:- 日、 薩、 藝、 長、 三 藩 二 命シ、 外國 公使 朝參ノ 際、 建 春、 日華、 月華ノ 三門 ヲ守 衞セ シ厶。 

各通薩  州 

藝  州 

長  州 

明 三十日 午刻、 各國 公使 參 內-ー 付、 日 御門 內外警 阁可致 旨 御沙汰 候 事。 

二  0: 仕 九日  •  島津忠 義 、毛 利 元 

Z  >  ^  德、 淺野長 勳家記 

〇 日 御門 内外、 長 藩 ハ 日華 門外 二 作リ、 藝藩 ハ 月 華 門外 二 作ル。 

〇 永 井 尙服餘 s^g^l い 王/家臣、 尙服ノ 別邑、 大阪 行幸 ノ蹕路 二 係ルヲ 以テ、 奉迎 ノ條 款ヲ禀 

請ス。 

口上 覺、 

行幸 之 節、 肥 前 守 領分 往還 筋 心得 方、 別紙 書取. 贰通ラ 以奉窺 候 間、 宜御差 圖可被 成 下 候、 以上。 


永 井 肥 前 守 家 來 

g  二月  島  友三郞 

口上 覺、 

淀川 筋 御 通 船 之 節、 領分 村々 堤 筋 陸路 へ 、爲御 警衞出 役 以上 之 者、 熨斗目 麻 上下 著 用 仕 候 哉、 叉 ハ 旅 服 著 S  -ー  テ宜 御座 

候 哉、 

但 シ御逋 船 前 -ー 相 成 候 ハ 、 、其 場 一一 テ 平伏 仕 候 哉、 又 ハ 堤 際 へ 小船 用意 仕置、 右 へ 乘込 平伏 仕 候 哉、 御 警衞之 儀 一一 付 平 

伏不仕 候方宜 御座 候 哉。 

堤 筋 村々 壹番 村へ 郡 奉行 « 人 

代 宫 壹 人 

杖 突 足 輕共拾 五 人 

右同斷 

勘定 奉行 兩人 

足 輕拾五 人 

右同斷 

足 輕拾人 

通 御 之 節、 領分 境 へ 重臣 爱人 御先 御 案 內可仕 哉、 左 候 ハ 、 在所 表 へ 可 申 遣 儀 二 付、 遠方 之 儀 二 モ 御座 候 間、 陴 屋詰役 頭 二 

テ宜 御座 候 哉、 

但、 熨斗目 麻 上下 著 用 仕 候 哉、 叉 ハ旅服 二 テ宜 御座 候 哉、 

M 古記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 九日  五六 七 


上牧 村へ 

太 間 村 木星 村へ 

磯島 村へ 


復 古 記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 九日  チ. 六 八 

1 爲窺 天機、 前 宿々 御旅館へ 罷出可 申 哉、 

低 御 著 坂 御座 候 上、 御旅館へ 同 樣罷出 可 申 哉、 

一 西 街道 通 御 之 節、 領分 村 内 爲御警 衞出役 以上 之 者、 斗目痲 上下 著 用 仕 候 哉、 又 ハ旅服 著 用 箱 番所 取 建、 土間 へ 著座罷 

在 候テ宜 御座 候 哉、 

但、 御 鳳輦、 前 -ー 相 成 候 ハ 、 、其 場 -ー テ 平伏 仕 候 哉、 御 警衞之 儀 -ー 付、 平伏 不仕 候方宜 御座 候 哉、 

茨木 村へ 郡 奉行 貳人 

勘定 奉行 貳人 

代官 貳 人 

杖 突 足 輕共五 拾 人 

一 都テ 奉伺 候 儀 ハ 殿方 樣 へ 奉伺 候テ宜 御座 候 哉， 

一 通 御 夜 - 一入 候ハ、 、主人 紋付髙 張 提燈差 出、 其 外 百姓 共、 有 合 之 軒 釣 提燈差 出 候テ宜 御座 候 哉、 

但 松明 等 用意 仕置 候テ宜 御座 候 哉、 

一 柬 街道 通 御 相 成 候 ハ 、 、出 役 左 之 通、 

一番 村へ 郡 奉行 《 人 

勘定 奉行 « 人 

代 官 壹 人 

杖 突 足 輕共寛 拾 五 人 

太 間 村 

木星 村へ 


右同斷 

. 一 御 道筋 往來之 者 差留、 枝道 有 之 場所 ハ 垣 結 切、 人留仕 候テ宜 御座 候 哉、 

一 御 道筋 在家 御座 候處、 見 苦 敷 無 之 樣、. ^物 類拉 草履、 鞋拉 へ 置候テ モ宜 御座 候 哉、 百姓家 之 女 共 爲立退 置 可 中 哉、 叉ハ軒 

下 二 平伏 仕 候テ宜 御座 候 哉、 男 ハ 相殘 シ火之 元 取締 S 能 在候テ 宜 御座 候 哉、 

但、 空 家 一 一階 等 有 之 向 ハ 、戶 締切 置 候テ宜 御座 候 哉、 

一 石燈 籠、 供養塔 之 類、 其 外 便所 拉不淨 場 等、 割： b 、笹、 葭簧等 一一 テ圍置 候テ宜 御座 候 哉、 

一 通 御 之 節當朝 ヨリ 煙 差 留可申 哉、 

右 之 通 奉 窺 候、 以上。 

永 井 肥 前 守 家 來 

辰 二月  島 友三郞 

〇 批紙 

第 一 條 慰 斗 目 麻 上下 可 著 用 、小船 ffl 意 -ー 不及、 堤 -ー 平伏 之 事、 

第一 一條 重臣 豐人可 差 出 事、 但シ鼓 斗 目 麻 上下 著 ffl 可 致 事、 

第三 條 御 道筋-一 テ相窺 一一 不及、 大坂 行在所 一一 テ可相 伺、 尤 重臣 ヲ以 奉伺 候 得ハ、 同所 太 政官代 -ー テ可相 伺 事、 

第四條 斗 目 麻 上下 著 用 可 致 事、 箱 番所 取 建 之 儀 ハ可任 所 意 候、 但御 鳳輦 前-一 相 成候ハ 、尤 平伏 可 仕 候、 

第 五條 坊城頭 辨へ可 相 窺 事、 

第六條 此通、 但シ 松明 用意 可 致 事、 

第八條 往來之 者 差留、 伺 之 通 垣 結 切 不及候 事、 

第九條 伺 之 通、 但 男女 共 -ー 立 退 -ー 不及、 無作法 無 之 樣可申 付 候 事、 空 家 一 一階 等 締切 -ー 不及 事、 

m 古 記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 九日  五六 九 


m 古 記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 九 日  K 七 〇 

第卜條 供養塔、 不淨場 ノミ圍 候 事、 

第 .1 '一條 常 朝 ヨリ 煙 差 f 不及 事、  ivM- 鍵 

〇 本書、 日ラ署 セス、 辨 事局 記甞首 -ー、 卄 九日 ト 傍署ス 、故 二 本日 二 收ム、 案ス ル 一一 、辨 事局 記載 ス ル所、 陸行 舟行 ヲ分チ 

テー 一通 ト爲シ 、條目 中 注々 重複 ス ルモ ノア リ、 叢書 ハ合 シテ 一 通 ト爲シ 、颇ル 簡明 ヲ覺フ 、故 ニ鼗甞 二 從フ、 但シ尙 服 家 

記 此事ヲ 佚ス。 

〇 本 多 忠鄰、 疾 ヲ 以 テ S 藩 ヲ請フ 、是 曰、 之 ヲ聽ス 、 

咋冬、 被爲 召、 早速 上京 可 仕 ハ 勿論 御座 候 得 共、 老年 之 上 被 3^ 持病 之 疝痫、 急速 發途仕 兼 候 -ー 付、 重臣 ヲ以テ 御 屆申上 候 

處、 御 聞 濟被成 下 難 有 仕 合奉存 候、 然 ル -ー 當春之 御 事件 一一 相 蓮ヒ、 鬼 モ角モ 可 奉伺 天機 即今 ト拜 承、 乍 病中 上京 仕 候、 然 

ル處殘 寒 退 兼 候 故 哉、 逐日 差 重リ難 澀此事 一一 御座 候、 乍 恐 格別 之 御憐愁 ヲ以テ 、 一 ト先御 暇 被 下 置 候 得 ハ 、重臣 ヲ 始人數 ハ 

殘置、 私儀 歸邑、 療養 相 加 へ 本復 次第 再 上京 可 仕 心得 二 御座 候、 前 條無餘 儀 情 實御椎 察 御 聞 屆被成 下 候 得 ハ 、•  冥加 至極 難 有 

仕 合奉存 候、 以上。 

二月 十一 日  本 多 肥 後 守 

本 多忠明 家 記 

〇 再 請 寄 

去ル十 一 曰 ひ： 取 歎願 候 通、 私儀 過曰來 不快 之處、 病勢 次第 一一 差 重、 此頃ニ 至 候 テハ、 起居 動作 モ難澀 仕、 種々 療養 和 加 候 

得 共、 急速 快復 之體 モ 無 御座、 1* 以心 配 仕 候、 然 ル 二 今度、 佛、 蘭、 英 公使 參 朝 二 付、 知恩院 旅. I^i 守 衞向被 仰 付奉畏 候、 就 

テハ 重臣 ヲ始 祁應之 人数 差 出御 用 邊爲相 勤、 私儀 ハ 何卒 爲 療養 一 ト先歸 a 之條蒙 御免 度、 御 聞濟被 下候ハ 、難 有 仕 合 奉 

存候、 此段奉 懇願 候、 以上。 

二月せ 八日  本 多 1 肥 後 守 


〇 本日 批紙 

願 之 通 被 仰 付 候 事。  ^多.， 忠明局 家 li 

〇 岡 部長 寛、 江戶 ヨリ 西 上シ、 途中 疾 ニ罹レ ルヲ 以テ、 姑 ク封邑 一一 就 力 ン コトヲ 請 フ、 之ヲ聽 

ス 0 

口上 覺、 

筑 ^1 守 條被爲 召 候 得 兼 テ奉申 上 置 候 通、 昨年 來所 勞罷在 候處、 猶叉、 此度大 坂 市中 拉泉 州路 取締 被 仰 付 候 二 付、 去 

ル卄 日、 江 戶表押 テ發足 上京 仕 候 趣 3. 越 候、 此段御 屆奉申 上 候、 以上。 

岡部筑 前 守 家 來 

二月： h 七日  板 倉修助 

內國 事務局 叢書 

〇 

私 俄 此間御 屆奉中 上 候 通、 去 廿日 江戸 表出 立 仕、 奉伺 天氣、 御用 向 等 モ 相 勤 申 度 奉 存候處 、又々 途中 ョ リ所勞 相 募 難儀 仕 候、 

右 之 仕 合 -ー 付、 一 先國許 へ 引取 養生 仕、 少シ モ 快方 -ー 相 成 候 ハ 、 、早速 上京 仕度、 此段奉 願 候、 以上。 

二月せ 九日  岡 部 筑前守 

〇批 紙  ， 

願 之 通 被 仰 付 候 事。  辨 事局 記 

〇 井伊 直憲 ノ 家臣、 柳瀨關 門廢置 ノ事ヲ 禀請 ス 。 

復古 記 卷 十 明治 元年 二月 二十 九日  五 七 一 


復古 記 卷 g: 十 明治 元年 二月 二十 九日  If? 七 二 

井伊 部 頭 元 領分 、常時 預地 近江國 伊香 郡 柳 ケ瀨村 地 -ー 、前々 ョ リ關 所有 之、 掃 部 頭 家 來差置 相 守 居候、 然ル處 王政 御 

復古 御 一 新 \ 一儀 被 仰 出 候 上 ハ 、前々 之 規定 可 相 用 儀 トモ 不奉存 候閒、 御 廢止可 被 仰 付 哉、 併 京師 爲御 警衞 番兵 差 置 候 

.^ ハ 、當 正月 中、 不取敢 申 上 置 候 通 御 坐 候 得 共、 向後 モ矢張 京師 爲御阁 被 差 置 候 ハ 、 、是迄 之 通 掃 部 頭 へ 御 守 衞之御 5= 被 仰 

付 度、 左候ハ 、家 來共差 置、 出入 之 者相改 通行 爲致可 S. 候 間、 改テ 朝廷 ョ リ御 投書 御 下 ケ渡相 成 候 樣奉願 候、 此段相 伺候 

樣. 1^ 所 表 ヨリ 巾 付 越 候、 以上。 

井伊 掃 部頭內 

二月せ 九日  大塚 八十 五郎 

內國 事務局 叢書 

〇 直憲家 記、 此事ヲ 佚ス、 批紙見 ル所ナ シ。 

〇 森忠 典、 疾ヲ 謝シ、 嗣子 忠儀 1、 ヲ シテ 入覲セ シ メ、 前 田 利 鬯モ亦 老臣 ヲ シテ代 リテ京 一一 至ラ 

ノ，^  0 森忠 養、 前 E  . 

ン / 利 鬯家記 

〇 稻葉正 邦、 將 一一 江戸 ヨリ 入觐 セン トス 、德 川慶 喜、 謝罪 狀ヲ 託シ テ之 ヲ奏セ シム。 淺野 氏祐、 

|特|0 等、 之ヲ松 平慶永 -1 報道 ス 、是 气慶 永、 書ヲ 正 邦  一 I 遣リ、 之ヲ 大總督 一一 上ラ シ 厶 、正 邦遂 

二 上 ルヲ果 サス。 

〇 稻葉正 邦家 記 一一 云、 諸家 上京 ノ義御 達 有 之 候 事故、 拙者 二 於テモ 、逑 一一 上京 可 仕 ハ 當然 ノ義 -1 候處、 何分 老中 ノ 名義 有 之 

候テハ 心底-一 モ難 任、 依テ 度々 辭表差 出 候 得 共、 事務 繁雜ノ 折節、 速力 -! 聞 届-一 不相 成、 苦心 罷在 候處、 一 一月、 日 失念 、鹿 喜 

ョ リ 2 々面談 ノ赣申 越 候 二 付、 上野 寬永寺 へ 罷越 候處、 此度 上京 致 シ候 一一 付テ ハ 、 謝罪 狀相賴 度、 且常地 ノ樣子 謹慎 ノ體 


裁、 SK ケ候通 其 筋へ 中 建、 何卒 悔悟 伏罪 ノ實効 相 立候樣 周旋 可 仕 旨 依託 ノ上、 別紙 寫ノ通 自筆 ノ三通 K 一 タリ 及、 一  i ス、 

被 相 渡 候、 K 後 同月 廿 一 日， 願ノ通 老中 被 差 免 候 二 付、 同廿 六日 發足仕 候。 

〇 淺野氏 祐等甞 翰 

以書狀 啓上 仕 候. 然 ハ稻葉 美 濃 守 老中 被 免 候 上、 御 謝罪 之爲 早々 上京 候 樣被仰 渡 候、 然處、 御 謹慎 中 直 二 人 京 ハ 相 憚、 近畿 

一一 相扣 E 能 在 候、 入京 相 叶 可 申 哉、 參與衆 へ 御 聞 合 可 被 下 候、 何レ 一一 モ御欵 願 之 儀、 相 貫 候樣、 此上御 周旋 之 儀 深 ク奉賴 候、^ 

段 可 得 御 如 此御坐 候、 以上。 

二月 廿 二日  月 

へ cr,._ 本文 .\i 、戶田 土 佐 守 ！！^-ハ狄、 へ モ&遣 候 間、 爲御 心得 申 上 候 、且又 美 濃 守 儀、 來ル廿 六 七日 頃、 當地 出立 之 箸 御 坐 I 

問， 本文 之 廉其筋 御 聞 合、 御 周旋 之 筋 相 貫 候 ハ 、 ノ其段 美 濃 守 旅 中 へ 向 被 仰 越候樣 仕度、 尤否ャ トモ 可 被 仰 越 候 方、 同人 都 

合 可 相 成 奉存候 間、 乍 御手 數右通 御 取 計 被 下 度奉存 候、 以上。  春嶽私 S 

〇大 久 保忠寬 書翰 

御 細 翰 之 趣 鼓 本 ffl 修瑰被 申 聞 候 條々、 將室 ¥ へ 之 御 細 書 共 具-一 拜受、 爲國御 懇慮之 程 千々 萬々 奉 遠 察 候、 〇 於 御 形 虬之御 

謹愼モ 御獨斷 -ー テ、 上野 山中 大慈 小坊 御 端坐、 眞 二 御 慎 二 候 得 共、 表立 候 方 未 出 一一 付、 上野 宫樣、 廿 一 日 御 出立 鼓戶 

m 土 佐 守、 今 十九 日出 立 ト相成 候、 大和 守 ハ 御 使 ハ御 斷リト t 候 得 共、 是モ御 使 之 方 主 -1 相 成 候樣、 道中 先 へ 本 

復古 記 卷 四 十 明治 元年 二月 二十 九日  I 七 一一 一 


部 筑 % 守 

久保 一翁 

野 美 作 守 


復古 記 卷 g: 十 明治 元年 二月 二十 九日  五 七 四 

多修 if ョ リ爲通 候 積 一一 御沙汰 有 之、 同人 へ 談中 -ー 候、 〇 閣 一 人モ無 之、 稻美引 中 月番 モ 心得 計 故、 何事 モ 御手 延甚恐 入 候、 

翁 諸家 家來諸 役人 引合 、舌戦 可 眠 暇モ無 1\ー、 每 夜夜 打 -ー 逄候 テ努極 候、 〇 會 昨日 出立、 國許 -ー 謹 愼相成 候、 御 休意 可 被 下 候、 

桑 ハ 行方 未！ g 、家來 モ 不見掛 候 得 共、 ィ ッ レ 在方 寺 入 等 -ー モ 可 談手續 二 候、 〇 御 留守 田 安 公 S 確 堂^ 御 心得 一一 候、 田 公懇々 

御世 話 -ー ハ皆恐 入 候、 確 侯 能々 御 謹 愼之御 趣意 御 守 御 都合 宜候、 〇 西 城 締切 位 - 一致 シ、 役 談所西 城下 -ー 可 致 手續中 -ー 候、 認 

掛度 々 投筆大 亂峯御 仁恕 伏 希 候 、頓 首。 

二月 十九 日 

一 一白、 爲國御 勉精愠 -ー 希 申 候、 乍 恐、 雪江老 へ 宜御 一 笑 可 被 下、 九拜、 

扳賀始 八人ハ 屹度 愼ミ相 成 候。 

.  一 翁 寛 

榮井君 

極 2 申 上 候、 柬台 へ 被 爲成候 迄 ハ、 免 モ角モ 御 趣意 一 筋 御 貫 故、 如 翁 狂 愚 モ 一 ケ 月 計 旣勤鑌 候、 然 二 忽御 人選 筋 I 觉 諫|瞎 、之 

類大 二 可變、 勢 不可 防 不可 常-一 付、 御 使 一 條ー 三 一大事 件 御 任 之 簾々、 今少 取調 出来次第 引 籠ト； 决心仕 候、 右 等 一一 テ 胸痛 モ甚 

敷 勤 兼 候、 乍 恐 御 近親 之 御中 申 上 二 モ 不本意 之 至 候 得 共、 E 卿 御 勢 御 盛、 翁 輩 建言 中 々 不通 次第 -ー 可 至 儀 服 前 n 相 成 候、 I、 

l、yslMil ゆ 封 田 公 思 召 計 一一 候ハ、 、何樣 二 モ諫爭 可 仕 候 得 共 、何様 之 御内 沙汰 御内 沙汰 トノ 御ロ氣 二 不可 防存 候、 乍 隱 

居 參政御 役 -ー對 、決心 之 外 無 之 候、 勝 氏モ、 陸軍 局 中 歩兵 等 自由 二 不相 成トノ 申立 二 テ、 旣 二 引 込 退役 願 中 二 候、 察 候 二  、歩 

兵 云々 ハ 託言 ト^ 候、 全ハ翁 同病 ト被察 候、 是迄 激論 家 一一 テ可 爲殺覺 悟一 一度 有 之、 漸々 說破仕 候 得 共、 夫ハ 死候テ モ 快シ、 

此度之 眞綿締 ハ ヨリ 恐レ、 一人 死テハ 不相濟 、天 哉、 泣 涕泣涕 九拜。 

本 理老内 話 -ー 付、 秘中 之秘. E. 上 候。 


一民 部 公  ， 

一 一一 cvr  \ なほ 註、 敢テ衆 不望候 得せ ス  一 is 歟 

一 づ兀 ザん ム -I 候ハ、 、御 下向 御 翼 希 申 候、 

三 -i- 註、 小節 一一 御 抱 無 

一一 ー之爲^^國御ぉ任、 

其 器 之 御 常 否 ハ素 ヨリ 二 候 得 共、 右 順 二 無 之 候 ハ 、 、忽叉 大瓦觯 可 生 、當今 一 印 之 筋、 俗人 ハ 不評 候 得 A ハ、 決死 之士望 居候 

事 二 候、 彼 ヨリ 力 何 ヨリ 歟、 失 節之臣 -ー 浮說 申入、 可 恐 事 モ不少 、御 動 無 之 樣伏希 候、 頓首 再拜。 

本文 誓 

光岳 私心 者 毛頭 無 之 候。 

二月 卄 二日  一 翁 寬 

榮井君  恭嶽 私記 

〇 春嶽 私記 -I 云、 伊藤 友 四郎、 去 ル廿ー 一日 江戸 表出 立、 廿 八日 申刻歸 京、 0. 達 次第 如 左、 友四郞 儀、 先達 テ 修理 方 同道 東 下 

之處、 天龍川、 大 井川、 共 -ー 修理 方 -ー 越後 レ 逗留 -ー 相 成、 修理 方 ハ 、十三 日 午後 江戸 著 候 得 共、 友 四 郞ハ、 十六 日 已刻頃 到 著 

之. e  、翌 十七 日、 修理 方 友 四郞、 草 尾 一 馬 同道、 西 丸 登城 之處、 大久保 一 翁 4、 川 勝備後 守^ 逢對 -ー 付、 修理 方 ョ リ御直 書 被 指 

上 御 奏聞 狀 Imji 嗣ス "、請 モ 返上 之處、 一 翁. S 申 聞 候 ハ 御 奏聞 狀御 返上 之 儀 ハ 、咋日 モ 上様 へ 入御 聽候處 、兼テ 

御 心 懸リ思 召 所 御 奏聞 無 之 御 返上、 大 一一 御 満足 トノ 御意 モ有之 由、 且又、 歸京之 儀ハ成 丈ケ早 ク候テ 、此表 之 事情 申 上 二 

祁 成候樣 致皮ト ノ事之 由、？^ 叉督府 へ 御 謝罪 二  、御 使 之 人 無 之、 御 心配 之. E 等 物語 有 之、 退去 之 由、 爾後 モ右御 使、 忍 侯 ハ病 

氣、 前 橋 ハ 御 斷リ、 字 都官侯 ハ 御 使 ハ 御 斷リ、 上京 致 周旋 度ト ノ事、 漸ク淀 侯 御請 二 相 成 候 付、 其邊申 上、 旁 修理 方 ハ廿 一日 

出立、 友 四 郞ハ廿 一 一日 出立 罷歸 候處、 大磯、 小 K 原之閒 二 テ、 修理 方 事由 井驛 二 テ、 林 矢 五郎 一一 被 逢、 同道 引返 シ被申 候 二 逢 

著 之 所、 友四郞 ハ 、江戶 事情 爲申 上歸 京候樣 修理 方申閬 上樣 ョ リ土老 侯 へ 之 御 直 書 一 封、 大久保 夂呈書 一 一通、 參攻 ヨリ 呈 

書 一 通、 勝.^ 建白 竝會津 歎願 書 tj^„? 、被 相 渡 候 付、 受取 分袂 之 由 -ー テ、 夫々 指 出ス、 右 等 之 次第 共、 一 一更 後 御 歸殿之 上 御 承 

m 古 記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 九日  五 七 五 


m 古 記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 九日  ^f^七六 

知 被 遊、 夫々 御 評議 相 成 候處、 何分 東西 共 切迫 之 形勢 候 得 共、 御 謝罪 筋 ハ督麻 へ 不相 達候テ ハ 、 御 貫徹 難 相 成 候 へハ、 此表 

之 事情 早々 御 飛札 可 被 指 出ト御 決議 也、 其翌廿 九日、 參攻衆 へ 御 報、 拉 二 淀 侯 御旅 中 へ 被 遣 御 直 書、 如 左、 

一 一月せ 一日 附之 御狀、 廿八曰 申 ノ刻相 達、 退 朝 ¥f 一， 1 直 二 令 披見 候、 春暖 之砌 德川公 盆 御 安泰 被 爲在候 哉、 曰々 心中 案 

勞堪 兼、 被 a. 越 候 趣 二 テ 安堵 シ 奉遙賀 候、 各方 御 無 異御勤 仕 令 珍重 候、 抑 淀侍從 老中 被 冤 候 趣 被 申 越 令 承知 候、 其 他、 當 

今 御 謹 愼中直 二人 京 如 II： 可 有 哉ト、 段々 之 被 申 越 一 々承リ 申 候、 右 ハ過鴻 、田 安中 納言拉 大久保 一 翁 迄 申 越 候 次第 柄 二 

付、 從麼 永發急 飛、 淀 侍 從旅中 迄 別紙 之 通 申 越 候 間、 左樣御 承知 可 給 候、 只今 入京 等 之 儀、 當局 、同僚 拉辨 事宫所 へ 

取調 候テ ハ 不都合 故 不申聞 候、 依 之、 責答 如此候 也、 恐々 謹言。 

二月 廿 九日 第 九 字  越 前 宰相 

淺野美 作 守.^ 

川 勝備後 守^ 

大久保 一翁.^  . 

服 部 守.^ 

猶々 御 端 書 之 趣 令 承知 候 也。 

〇 

以急飛 令 啓上 候、 春暖 之 砌先以 愈 御淸全 珍重 存候、 抑 今般 貴所お 老中 被 免 候 上、 德川公 御 謝罪 之爲 御上 京 之 由、 淺野美 作 

守 初 ヨリ a. 越 候、 右ハ 貴所お 御 京 著 御 謝罪 狀被指 出候テ モ 大 總督宮 || 《； f 栖巳 一一 御 發向濟 之 事故、 於 御所 御 受取 ハ 

無 之 儀 ト被考 申 候、 其 子細 ハ、 先日 從德川 公之 御 謝罪 狀卽 慶永參 内、 中 山 前 大納言 迄 差 出 候處、 其 後 別紙 II j-ig ゲ之 

通 之 御 達 二 テ、 何分 從江戶 表、 御 人 ヲ以御 謝罪 狀 大總督 宮御陴 營迄被 差 出候樣 二 トノ儀 二 御座 候、 此 -1^ ハ從麼 永、 田 安 

中納 言へ 以直書 申 遣 候 間、 定テ 從江戶 、貴所お へ モ御 申達 相 成 居候 事ト存 候、 タ トヒ 江戶ョ リ不被 申 越 候 トモ、 貴所お 御 


謝罪 狀御 持參 ニテ、 一刻 モ早ク 大 總督宮 御陴營 へ 御參上 二 テ 、御 差 出 被 成 候 樣致度 候、 且又 貴所^ 御上 京 之 儀 ハ 大總 

脅宫 へ 御 伺 被 成候樣 仕度 候、 爲御 心得、 去廿  一 H  、從 朝廷 御 渡 相 成 候 書付 入御 披見 候、 仍早々 以急飛 申入 候 也、 恐々 謹言。 

二月 廿 九日  慶  永 

淀 侍從 4 

副 啓. &入 候、 扨 ハ贵所 i;^ 京都 近ク 御旅 行 被 成候テ モ 大總督 宮御陣 營之處 迄 御 引 屄シ被 成 候テ、 御 謝罪 狀御差 出 可 被 成 

候、 此段爲 念 申 進 候 也。 

二月せ 九日  _  慶  永 

淀 侍 徒お 

〇 春嶽 私記 -ー 又 云、 廿 九日、 以 飛脚 淀 侯 御旅 中 へ 、右 御 直 書 被 遣， -御 道中 -ー テ御 出逢 申 次第 指 出候樣 脚力 へ 被 仰 付 候處、 三 

月 七日、 小 田 原 紹太寺 御旅 宿 中 へ 相 達、 夫 ョ リ江戶 表 へ 罷出、 參政中 へ ノ御書 相 達、 同 十八 日、 淀 侯 返書 持參歸 京。 

去月 廿 九日 之 御 書、 今 五日、 小 田 原 紹太寺 宿 寺 へ 相 達 辱誦仕 候、 如 命 春暖 之 候 盆 御 安 健 奉賀 候、 然 ハ 正 邦 德川前 內府謝 

罪 狀持參 之 儀、 参政 ョ リ御 承知 被 成 下、 就テ ハ 、 右 謝狀、 正 邦 上京 一一 テ差 出候テ モ 、 最早 大總督 宮御發 向後 二 付 朝廷 

二 テ ハ 御請 取 -ー 相 成 間 敷 儀 故、 旅 中 差 急 總督宮 御陴營 へ 差 上 候樣可 仕、 其 節 正 邦 上京 モ 相 伺候 方 可然、 委細 被 仰 下 謹 承 

仕 候、 然ル處 、正 邦、 去月 廿 六日 江戶 出立、 同 廿 八日、 三島驛 ni 能 越 候處、 蕨 州 先鋒 之 者 ヨリ 上京 之 趣意 尊 候 故、 在 體相答 

候處、 德川之 謝罪 狀等持 參之者 ハ 、 一 應督府 へ 相 伺候 上 二 無之テ ハ 通 シ 不申害 一一 付、 彼ョ リ沙汰 致 候 上 ハ 、小 田原驛 へ 引 

返シ、 關外 二 扣罷 在候樣 -ー ト申 事故、 不得止 任 其 意 引戾. 候 上、 猶 再三 上京 之 儀 應接爲 致 候 得 共、 何分 承引 不仕、 只今 之處 

二 テ ハ朝 暮督府 ヨリ 之 命令 相 待 、空、 山寺へ 幽居 罷在 心痛 而已仕 候 事 一一 御 坐 候、 彼是 因循 致 候 内、 必 天下 之 大事 ラ可誤 

ト 胸裏 如然 -ー 御 坐 候、 焦眉 之 急難 救 儀 一一 ハ 御座 候 得 共、 於 尊 地 モ其筋 へ 御 達 シ 、旅行 速 -ー 相 成 候樣御 周旋 相 願 候、 前文 

之 事實、 宜御 諒察 御 含 置 被 成 下 候 樣是叉 相 願 候、 先 ハ 、右 等差 急 貴酬 申 上 度 如 此御坐 候、 恐々 頓 首拜。 

復古 記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 九 H  五 七 七 


復 古 記 卷 四十 明治 元年 二月 二十 九日  五 七 八 

三月 五日  正  邦 

越 前 宰相 樣 

猶々 時下 御 自愛 專 一 奉存 候、 去月 廿 一 日、 御 達 書 之 寫竝御 副書 共糙 -ー 落掌 仕 候、 且正 邦、 此度 上京 之 儀 ハ 、 謝罪 而已 二 ハ 

無 之、 咋冬 以.^ 再應之 朝 命 一一 テ 上京 仕 候 心得 之處 へ 、謝罪 狀被相 賴持參 仕候處 二 相 成 居候 閒、 其 邊モ御 含 置、 吳々 モ御 

取 成 宜奉希 候、 以上。 

〇 正 邦家 記 二 云、 一 一月 廿 六日、 所勞 快方 二 付、 爲 上京 江 戶表發 足、 同廿 七日、 小 田 原 止宿、 同所 へ 薩藩 兵隊 内海 茂十郞 被參、 

旅行 之 趣意 被 相尋候 付、 今般 上京 可 致 旨 及 答 候處， 多人数 被 召 連、 殊 -ー 兵器 ラ 相 持 セ 候 段 可 憚 旨 被 申 聞 候 付、 人 數十餘 名、 銃 

砲 等、 不殘 江戶邸 へ 差 1^ 候、 同廿 八日、 三島驛 止宿、 同所 へ 薩藩村 田 善 平 被參、 美 濃 守 殿 多人数 被 召 連、 慶喜欵 願書 持 參之由 

外 疑 敷 件々 モ有之 候 付、 御 謹 愼可有 之 旨、 大總督 有 栖川殿 ヨリ 被 仰 出 候 旨 被 申 聞奉畏 候、 且 同夜、 三 島驛、 長 藩 兵隊 宿陣相 

成 候 付、 早々 立 退 吳候樣 本陴ョ リ 申出 候 付、 臣 宇式 直ラ 以、 先鋒 除 長 鈴 木金 十 郞ト申 仁 へ 面會、 旅行 之 儀 及 歎願 候處、 冤 二 

角 小 田 原驛迄 相退キ 朝 命 可 相 待 旨、 同人 被 申 聞 候 付、 同驛 一里 程 脇 入、 生 田 村長 興 山 紹太寺 ト申稻 葉 家 菩提 所 へ 謹 愼罷在 

候、 三月 朔日、 軍 監中村 半次郞 小 田 原 旅 宿 へ 家臣 差 出、 上京 旅行 御 差 許 御座 候 樣奉欵 願 候處、 大總督 へ 委細 進 達 致 置 候 間、 

其 e 何分 之 御沙汰 可 有 之、 夫 迄 相 待 可 申 31 被 申 聞 候、 同一 一日、 同 • 人 旅 宿 へ 家臣 i 能 出 面會、 謹愼 微行 -ー テ 上京 仕度 旨 奉 願 候 

處、 只々 大 總督宮 ヨリ 之 御沙汰 可 相 待 旨 被 申 聞 候、 同 四日、 同人 旅 宿 へ 家臣！ 能 出、 面會ヲ 乞ヒ 候處、 同役 長 州 藩 佐 久間左 馬 

太 出 會被致 候 付、 段々 苦情 欵願 仕候虚 * 左 候 半 ハ 、大 總督宮 御宿 陣迄爲 欵願可 罷越被 申 聞 候 付、 宇式 直、 卽日 府中 へ 向ケ出 

立 致 候 事、 同 七日、 府中 驛 先鋒 總督 御宿 陣 へ 罷出、 參謀木 梨 精 一 郞殿 へ 面會 申入 候處、 所勞 -ー 付 面 會斷之 事、 同 八日 再罷出 

候處、 午后 可！ 能 出 旨 被 申 聞 候 付、 夫 ョ リ 大總督 宮參謀 薩藩西 鄉吉之 助 殿 へ 罷越 面會、 上京 旅行 之 儀 及 歎願 候處、 美 濃 守 殿 

多人数 被 召 連、 兵器 等 所持 之 趣、 其 外 疑 敷 件々 モ有之 候閒、 上京 差 立 候 旨、 先鋒 隊 ヨリ 注進 有 之 候 付、 上京 御 差 止 相 成 候 次 

第 之 旨 被 申 聞 候 付廉々 逐 一 申 披キ、 慶喜欵 願書 之 儀， 出立 折節 被 相賴、 難 斷無餘 儀 持 參致候 得 共、 直 樣燒捨 申 候 -ー無 相違、 a 


毛頭 異心 無 御座 候 旨申述 候處、 慶喜欵 願書 燒捨候 -ー 無 相違、 且 毛頭 異心 無 之 候 ハ 、 、同役 宇 和 島 藩 林 玖 十 郞ト申 者、 大總督 

宮 御宿 陴 -ー 一 能 在 候閒、 夫 へ 罷越欵 願 可 致 旨 被 申 聞 候 付、 先鋒 總督 御宿 陣 へ 罷越、 木 梨 精 一 郞殿 へ 面會、 前件 之 次第 申述 候處、 

彌異 心無 之 候 ハ 、 、先鋒 總督 二 於テハ 上京 被 差 許 候 間、 尙大 總督宫 へ 相 願 可 申 旨 被 申 聞 候 付、 直 樣駿府 城 御本陴 へ 罷越、 林 

欢卜郞 殿 へ 面會、 段々 至情 及欵願 候處、 聊異 心無 之 候 ハ 、 、其 證書可 差 出 旨 被 申 聞 候 付、 委細 拜承、 即同驛 出立、 同 九日 歸寺、 

前件 之 次第 謹 承 仕、 同 十日、 臣 宇式 直 へ 證 書持參 出立 爲致、 同 十 一 日、 大 總督宫 御宿 陴 へ 罷出、 林.^ 十郞殿 へ 面會、 左 之 誓文 

竝 願書き 噴 tf  、差 出 候處、 御 落手 相 成、 暫シ テ上京可被差許旨、木梨精ー 郞殿申聞、御免許之證書御渡有之^«.1^同驛出立、 

同士 一日 歸寺、 同 十四日 紹太寺 出立、 同 十五 日 沼 津驛- ーテ、 先鋒 總督橋 本少將 殿、 柳 原侍從 殿へ 面會伺 天機、 同 十六 日、 駿 

府 御.：；？ 陣 へ 罷出、 有 栖川帥 宮參謀 西 四 辻 大夫殿 二 面會、 猶又 天機 相 伺、 誓狀御 落手 之 御 答 相 伺、 夫 ョ リ追日 旅行、 同廿三 

日 大津驛 へ 止猜、 

又 云、 謝罪 狀ノ義 燒捨候 趣 申立 候 子細 ハ 、度々 家來 差出シ 、 先鋒 參謀衆 へ 通行 相 願 候 末、 雙方ノ 内 話 一一 、慶 喜ノ 謝罪 狀持 

候テ ハ、 到底 通行 御 差冤シ ハ相成 間 錦 一一 付、 慶喜 方へ 差屄シ 候歟、 又ハ燒 捨モ致 シ候ハ 、可然 哉 ノロ 氣ノ 旨、 家來罷 歸リ申 

聞 候處、 拙者 ハ紹太 寺謹愼 中前 後ハ、 官軍 一一 テ道塞 リ可差 戾樣モ 無 之、 進退 維 谷リ、 不 得已， 一時 ノ權謀 ラ以テ 燒捨候 趣 申 

立、 一刻 モ差 急キ 上京、 春嶽ト 評議 シ、 慶喜 恭順 ノ 趣意 貫 キ候樣 致 度诀心 一一 テ、 僞言 申立 候 ハ 、至情 不得 已義ト ハ乍 申、 何共 

恐 入候载 -ー 御 坐 候、 右 謝罪 狀其 儘預リ 置、 今以テ 拙者 方 二 存在 候義 -ー 御 坐 候。 

〇| 勝赣邦 建白書 

臣愚微 志 ヲ雖欲 陳于政 機 朝臣、 卑臣 有罪 之 小臣ナ ルヲ 恐レテ 不能、 仰 天日 空敷默 上シテ 臣節 二死 ス ル ハ其分 也、 雖然有 

罪ト 無罪 ヲ論 セ ス 、邦家 之爲 卑言 ヲ盡ス 者 ハ 皇國之 一 民 今日 一一 在ル ヲ以テ ノ故 也、 伏テ 惟、 皇國 外國之 通交 開ケテ ョ リ 

尊王 斥 夷 開 鎖 異同 之 說興リ 、同 屬憤爭 、是 カ爲- 一死 ス ル者 連年 比々 トシ テ絕ス 、是其 政 機 ノ轉ス へ キ モノ 不轉、 徒 一一 鎖國、 

一邦-一 可成 ノ舊例 ヲ守テ 不移ノ 故 力、 或 ハ其攻 機ノ移 ル處遲 クシ テ、 化育 ノ速 一一 成 ルノ故 力、 下 言 中 一一 壁 塞 シ テ 不通/故 
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力、 其 愤爭ノ 跡 ラ考レ ハ、 頗ル 過激 一一 失ス トイ へ トモ、 其 情 ヲ察ス ル時ハ 、共 二 皇國 ヲ愁フ 一念 深キ 一一 發セリ 、爲是 一一 死 

ス ル者、 其 深 怨之歸 ル所亦 何 人 一一 在 之 哉、 今日 二 至テハ 我德川 氏罪ヲ 天朝 二 得、 臣衆數 千 寃罪ヲ 愁訴 セ ン ト欲 シテ、 其 志 

不達、 旣 -ー 同胞 相 喻 ン ト ス、 臣愚カ 輩 其 忠諫盡 カス へ キ處、 其 機 ヲ失ス ル旣數 年 前 一一 ァリ、 今日 悔悟 涕泣ス トモ 不能 及、 今 

我 主 獨リ其 誤 テ悔テ 仰 天 裁 モノ ハ、 臣子之 分是 ヲ慚愧 斷腸ス トモ 不能 所、 終 二 激怒 シテ 同胞 憤 爭之基 固ク、 乘御 ノ道ナ 

ク、 是カ爲 一一 百 萬 生靈其 災害 ラ不遁 之 勢ァリ 、關內 如斯ナ ル ヲ聞テ 上 國是ヲ 笑 フ者ハ 戰略叉 妙ナリ トイ へ トモ， 王者 ノ 

政、 生靈ヲ 愛護 ス ル道 二 ァ ラス、 舊歳、 毛 利 家 一 ー國 二 蟄シテ 弱、 轉シ テ强卜 ナル、 關東 今日 之 弱者、 豈 後日 之强者 ニ轉 スルヲ 

思 ハサ ラン ャ、 且 同胞 相喰シ ，1、 憤死 之怨亦 何 人 ニ歸ス ル哉、 况哉、 譜代 之 主 ラ捨テ 官軍 一一 加 ラシ ムル 者ハ、 君臣 父子 相 

ia ノ道 二 シ テ 、羸弱 之 者 一 時猛勢 二 恐ル、 處ニ出 ル歟、 天朝 之 尊厳 ヲ恐レ テ 如此 成歟、 不可知 トイ へ トモ、 C 心 忌懼、 邦 

s: 人心 離散 ノ基 ト成ル へ キ必 セリ、 小 E 力 輩 哀訴 セ ン トス ル者數 百 人、 然レ トモ、 黨 ヲ結ヒ 强訴ス ルハ我 主 ノ意旨 二 反ス、 

故 二 小臣代 リテ其 微志ヲ 愁訴 ス、 亦 興廢ト 戰爭ヲ 恐ル、 二 アラス、 一片 之 誠心、 爲 皇國 開キ難 キノ 口 ヲ開キ 、ァカ ラサ マ 

一一 其 情實ヲ 訴フ、 コヒネ 力 ハク ハ 、髙明 至 正 之 慧眼 ヲ以テ 了察 高議 ヲ仰ク 二 在 ル而已 、恐 惶恐惶 誠 恐 謹言。 

辰 二月 十五 日  勝 安房 

嶽 私 記 

〇 案ス ル 二 、義 邦ノ 建白書、 本件 二 關ス ル所 ナシ、 私記、 木 日-一 併收ス ルラ以 テ此ニ 附ス、 又 勝 安芳 日記 一一、 越 前 家 ラ以テ 

京師 參與 へ 上 首 ストア リ、 然レ トモ、 私記 一一 據レハ 、其 上達 セシヲ 見ス。 
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復 古 記 卷四 十一 明治 元年 二月 晦日，  五八 二 

復古 記 卷四 十一 

明治 元年 戊辰 一 一月 晦日 


月 . 

晦日、 佛 國全權 公使 レオン 口 r ンュ 及 ヒ船將 二人、 蘭國 公務 代理 總 領事 ド、 デ、 クラ フフ アン 

ボ ル ス ブロック 及ヒ 書記官、 朝參 ス 、 天皇 之ヲ 紫宸殿 二延 見シ、 益 交際 ヲ厚ク シ 、 之ヲ 久遠 二 

耍ス ル ノ旨ヲ 勅諭 ス、 公使 等 恩命 ヲ奉シ テ退ク 、是 日、 英國 公使 モ亦將 一一 朝 セン トス、 途中 刺 

客ァリ、其從衞ヲ銜突ス、遂-ー朝ス ルヲ2^4サス。 

御門 御 對面被 致 度 候 間、 明 卅日第 一 字 參朝有 之 度 候、 右 之 趣 御 案内 申入 候、 此 段如此 御座 候、 以上。 

二月 廿 九日  肥 前侍從 

宇 和 島少將 

東久世 前少將 

デ ー テ クラ ファン， ネル スブ 口" ク 閣下  外國 事務局 叢書 

〇 英、 佛 公使へ ノ 書翰 ハ之ヲ 佚ス。 

〇 外國 公使 參朝 次第 

一 前日、 各國 公使 へ 何 刻 sif 洋 令參 內之 旨、 外國 事務 輔 ョ リ、 書翰 ヲ以 三ケ國 公使 へ 通達 ス、 


一 當日. 各國 公使 參 内 之 節、 外 國掛リ 公卿 諸侯 建 春 門 内 迄 出迎、 

^、外 國掛リ 判事 一人 ッ 、、公使 旅館 迄 前 導 トシ テ被 遣、 公使 同道 一一 テ參 內ス、 

一 公使 虎 ノ問迄 誘引、 外國 事務 輔相 勤、 

ffll 、判事 附添、 

> 虎ノ間 座席 進退、 外 國掛リ 公卿 諸侯 相 勤、 

^ 半 事； ^之 

一 茶菓 ヲ賜フ 程 合ハ、 外 國掛リ 判事 取 計ヒ、 配膳 ハ使番 二 テ 取扱 フ、 

一 各國 公使 相 橘 候 段、 外國掛 公卿 諸侯 ョ リ以 非藏人 注進、 

一 II 總裁 及外國 事務 督輔， 内翅 事務 督輔出 會ス、 皇帝 出御 于南 殿、 

一 内國 事務 輔 出御 之 旨 ヲ 外國掛 リ 公卿 諸侯 へ 通達 ス、 

一 外國掛 リ 公卿 諸侯 公使 ヲ 誘引 ス，、 

但、 虎 ノ間ョ リ、 日華 門 内 ノ東階 マ テ 誘引、 夫 ヨリ 直 二 昇 殿、 

但、 判事 §、 日華 門外 マ テ、 外 國掛リ 非 藏人ハ 東 階下 マ テ附 添、 

一 日華 門. 2:、 外 國掛リ 公卿 諸侯 誘引、 之 先 へ 内國 事務 輔 先導 ス、 

一公 使ノ日 華 門. 2：  二 入 ルザ 見 テ樂ラ 奏ス、 

一 前 導 ノ  .2: 國 事務 輔 誘引 シ テ 、直 一一 本 座 一一 著ス、 

一公 使、 東 階 ヨリ 昇 殿、 外國 事務 輔 誘引 ス、 

一 公使 拜 天顔、 
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一 公使 名 披露、 山 階宫， 三條 大納言 恃ス、 通 譯外國 事務 判事 伊藤 俊 介 亦 侍ス、 

一有 勅語、 大臣き 1、 之ヲ 傳フ、 

一 公使 奉答 ス 、  ， 

一 判事、 公使 ノ奉 答ラ言 上ス、 

一 公使 隨從 之±宫 進テ拜 天顔、  ■ 

一 隨從 士官 名 披露、 判事 言上 ス、 

一 判事 傳 勅 じ：：、 

一 禮式 相濟、 公使 西 階 ヲ下リ 、月 華 門 ヨリ 返ク、 

一 公使 ノ月華 門外 へ 出ルラ 見テ奏 樂ヲ. ム。  太 政 {K 日 誌 

〇 木 文、 盖豫定 ノ儀注 一一 係リ、 事後 ノ叙 記-一 非ス。  - 

〇 

一 一月 三ト日 午ノ半 刻、 佛國 公使 「レ ラン ロッシュ」、 ベ 二 ュ ス船將 「口 ヮ」、 シュビ レツ キス 船將 「ベ ティト ヮ ー ル」 參 

朝、 fflr 副總 裁始メ 公卿 諸侯 及掛リ 役員 列座。 

一 皇帝 陛下 親 シ ク 敕 シ テ 曰、 貴國 帝王 安全 ナ ル ャ 、朕 之 ヲ喜悅 ス 、自今 兩國之 一 父 際 益 親睦 永久 不變ヲ 希望 ス 。 

佛 公使 曰 天 白 If: 陛下、 今日、 各國 公使 等 一一 拜謁ヲ 賜ヒ シ ハ 、余、 佛國 一一 對シ玉 ヒテ、 御 厚意 ナ ル確 證ト仰 キ奉ル 也、 

貴 國ノ衆 民 一一 於 テモ、 如 斯高明 ナル請 ヲ知ル 上ハ、 卽 H 天皇 陛 y ノ尊キ 御 宸意ヲ 遂舉ス ル コ ト、 疑 ラ容レ サ ル所ナ 

リ、 故 二 今日 ハ 、 卽後來 一一 長ク 記念 ス へ キヨニ シテ、 貴 國ト各 國ト、 至誠 ノ交諠 ヲ親ク ス ル始ナ ル ヲ以テ 、余 我國 

帝 陛下-一代 リ 天皇 陛 下竝 一一 貴國 ノ 幸福 盛 美 ヲ祈リ 、深ク 神明 ノ 守護 ァ ラン コ トラ 奉 願 也。. 

同 日 、 和蘭國 公使 「ド 、デ、 ク ラフ、 フ ァ ン， ネル スブ 口？ ク に 書記 「 ク ラ ィ ン ゲ 1 ス J 參 朝。 


一 皇帝 陛下 自 カラ 敕ス ル前ノ 如シ. 

和 蘭 公使 曰、 隨近報 承 リ候處 、和 蘭國王 陛下 安全 也、 天皇陛下 長 ク御 安全 ラ保タ セ玉ヒ 、且御 在位 幾多 ノ年ヲ 重ネ玉 

ハンコ トヲ希 S 王 シ奉ル 也。  太 政 官 曰-誌 

〇 春嶽 私記 二 云、 晦日、 今日 外國 公使 入朝 拜禮之 事 ァリ、 第 一 字 ョ リ、 佛、 蘭 之 公使 ハ 人 朝 シ テ、 英國 公使 ヲ待 二 不至、 朝 f 

ハ i  、三 字 二 至 ッテ、 人 朝 之 途中 二 テ亂妨 ニ逢フ ノ 風聞 有 之 候 付、 速 二 一 ー國 公使 ヲ シテ拜 禮之儳 式ヲ竟 ヘシ メ、 畢テ於 板 敷 

, 11.1 は . 

諸 官對接 中 へ 、後藤 象 一 一郎 來テ變 ヲ吿ク 、其 次第 如 左、 

英 公使、 知 恩院之 旅館 ヨリ 十一 一人. 之 騎兵 ヲ前 驅ト シ 、中 井； 先導 シ テ 、門〕 -则 ョ リ繩 手通リ 一一 右 轉シ、 象 二 郞ハ、 猶 公使 卜 

共 一一 門前町 二 ァ ル時、 前途 俄然 トシ テ騷擾 ヲ發ス ル故、 象 一 一 郞乘付 ケミタ ル ュ、 弘藏 一 浪士ト 戰ヒ、 弘藏旣 二手 負 テ 僵レク 

ル際 ナリ、 象 ニ郞、 馬 ヨリ 飛 下リ、 忽チ 二 右 相手 之 浪士ヲ 討 留メ、 猶 同類 之 有無 ヲ尋ル 二、 英 之通辨 サト ー 此場 一一 アリシ 

力、 今一 人ラ見 タリ トイへ ル故、 其邊 搜索ス ル 二  、 町家 之 軒下 二 一  人 之 手 負 ァ リ 、 就テ a ル 二 重傷 二 ン テ氣 息奄々 タ リ、 水 

ヲ與へ 介抱 シテ、 英人ト 立會、 同類 ヲ問フ 二、 初 ハ隱セ シカト 、已ニ 一  人 ヲ生捕 タリ トイ フ - 一因 テ、 一 一人 之 姓名 出處 テ白狀 

ス、 f J i J -^^ws^ !i ?f t 、此時 朝廷 ヨリ 迎ニ出 タル 五代 才助 行懸リ タル 故、 象 次 郞ハ、 ォ 助ヲシ テ 公使 ヲ導 キ 

旅館-ー歸ラシ メ、象次郞ハ ^^藏之手常等ヲ命シテ、唯今參 朝 セリト 、白キ 羽織 ノ紐袴 等へ 鮮血 ヲ濺キ 、息 モ繼 キア へ ス注 

進 セリ、 諸 in: 是 ヲ聞テ 驚愕 騷然 タリ、 不得 止、 兩國 公使へ モ此由 ヲ告タ ル ニ颇憂 勞之氣 色 ァリ、 英 公使 ヨリ ノ *M 閽,， スクモ 

來リ、 匆々 トシ テ辭 シテ 退朝セ リ、 〇 英之騎 共 九 人外 -ー 士官 一 人 傷 キ タリ、 九 人ハ 輕慯 一一 シ テ 、一人 ハ 重 慯\> 由、 弘藏 頭上 

之 慯稍深 ケレ トモ 絕命 二 ハ至 ラサル .B。 

〇 外國 事務局 督晃 親王 以下 ヲ 英國 公使 ノ客館 一一 遣 シ テ、 之ヲ 慰問 シ、 且書ヲ 遣リ テ之ヲ 謝ス、 

又 諸 藩 一一 令 シテ、 犯人 ヲ 搜索 シ 、警護 ヲ嚴 ニス、 尋テ護 衞ノ險 長 ヲ按問 シテ、 之ヲ 譴罰 ス 。 
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〇 春嶽 私記-一 云、 公使 退 朝 後、 諸 官集議 之 上、 外 國掛リ 山 階宫、 東久 世ぬ、 宇 和島老 侯、 内國 -1 テハ德 大寺^ 竝吾公 等、 速 

一一 英 公使 旅館 二 御行 キ向 ヒ發作 不慮 之 御 挨拶 ァ リ、 公使 モ、 無餘儀 情態ヲ 目擊セ シ故カ 敢テ怒 ラス、 明日 早 謝 狀ヲ袷 ハ ラ 

ン事ヲ & 出 タリ、 公、 豫侯ト 共 二 公使 之 便 室 一一 入、 閑晤ス ル 談話 平常 一一 異ナ ラサ リシ 由、 翌朔 日、 三條、 岩 倉 兩卿御 退散 ョ リ 

旅館へ 御行 向 候、 昨日 之 暴動 ヲ謝セ ラレ、 生 柿 之 者ハ、 來ル 四日 帶刀 ヲ奪ヒ 十： 籍ヲ 削リ、 斬首 シテ 三日 之閒梟 木-一 戀ク へ キ 

ノ 書面 ヲ示サ レ タリ、 

咋日、 於 途中 同類 申 合、 白ヌヲ 以隨兵 へ 爲手負 候 二 付、 參 內 モ被 差延、 御 交際 ヲ妨亂 行 之 始末、 重疊之 不屆者 二 付、 帶刀 

ヲ奪ヒ 士 籍ヲ 削リ、 來ル 四日 顯戮 斬罪 之 上、 三日 之 間 令 梟首 事 、 

是等之 次第-一 ョッテ 、公使 顔 ヲ解キ 、此上 異義 無 之由ヲ 陳述 シテ、 明 後 三日、 再參 朝ス へ キ事ヲ 約定 セリ。 

〇 

咋 1 一 月^日、 閣下 參朝之 中途 * 大和 之產、 三 枝蓊、 城 州 桂 村 之產、 朱 雀 操、 意外 之 暴行 一一 及、 貴國之 兵士 數.^  - 一手 ヲ負セ 候 次 

第一 一 相 運 ヒ候處 、幸 附添之 者 ヨリ、 一 人ハ 打留、 一 人 ハ貴國 丘 ハ士召 铺候段 申出 候、 尤我ノ 政府-一 於 テハ、 專外國 交際 ヲ重シ 

普 親睦 テ厚セ ン カ爲、 參朝之 儀モ 申入 候 儀ハ、 兼 テ御諒 知 之 通 候處、 頃日 -1 至リ、 右樣之 所業 數々 有 之 候ハ、 畢竟 我ノ 政令 

不 行屆ョ リ生候 次第、 各 國へ對 シ實以 汗 背 心外 之 至 候、 勿論 右 之 者 餘類之 有無 精々 探索 ヲ盡シ 、何 處迄モ 根 ヲ可斷 候、 又 召 

柳 候 三枝蓊 ハ 、兩國 政府 之 重大 之 禮 式ヲ妨 ケ不屆 至極 -ー 付 、厳科 -ー 可處 ハ 勿論 之 事 -ー 候、 且又、 貴國之 兵士 手 負 者 治療 不相 

屆、 終 二 及 死亡 候歟、 叉 ハ是 ヨリ シテ 職掌 二 離レ、 活計 ヲ失フ 者ハ、 我 政府 ョ リ 至當之 養育 料 ヲ與 へテ、 忿恚之 一 端 ヲ 慰 シ 

申 度ハ、 我 政府 之實意 候閒、 此段 貴下 兵士  、ノ 勿論 本國 政府 へ モ 厚意 貫徹 候樣、 以 書面 申入 へ ク旨朝 命 有 之 候 -ー 付、. 此段 如是 

御座 候、 以上。 

辰 三. 月 一 日-  三 條大納 言 

.  岩 倉 右 丘ハ 衞 督 


9  r  外務省 記 

T  官中 日記 

〇 英國 公使 復書 

fe. 朔日附 御 書 致披閲 候、 然 ハ 一 咋 晦日、 拜謁之 タメ 皇宮 へ 罷參 途中 一一 於テ、 拙者 へ 對シ暴 發有之 候 段 御門 政府 へ 聞 ェ 

シ處、 御 痛心 セラ ル 、 趣 致 承知 候、 杈條 約ヲ取 結ヒシ 外國へ 對シ、 親睦 ヲ被盡 度 思 召 ヲ以テ 、折角 御門 陛下 ヨリ、 各國公 

ぉラ 御請， 相 成 候 得 ハ 、 本國 皇帝 ハ 勿論 政府 一一 於テ モ、 日本 ニ對シ 御門 陛下 同樣之 懇情 ヲ抱キ 、且他 之大國 皇帝 ヲ拿崇 

ス ル禮儀 ヲ以テ 御門 陛下 ヲ敬ス ル本急 ヲ顯カ タメ、 早速 洪恩之 御請 待ヲ受 度罷出 候處、 豈計ン ャ、 不幸-一 シテ惡 心 之 者 

共ァ リ テ、 右 御門 之 思召ヲ 妨奉ラ ン トセ シハ 、元 來、 本國 皇帝 へ 對シ 至極 失敬 之 所業 二 候、 御門 陛下 一一 對シ猶 一 曆之失 

敬 ニ當候 段、 閣下 達 可 被 察、 自然 御門 政府 ヨリ、 早速 右 一 件 之 處置可 及 箦ト信 候 故、 閣下 達 へ 苦情 ヲ 申立 不致、 且 御門 

ョ リ數度 見舞 之 使者 ヲ被遣 而已ナ ラス、 猶閣 下達 ヨリ 御 書 狀被差 越、 生殘候 同類 探索 等 被 及 候 ハ 御門 拉 一一 其攻府 一一 於テ， 

眞實 一一 如 斯暴發 有之ヲ 痛心 被 成證據 一一 候へ ハ 、矢 張 是迄之 通 御 懇親 可 申ト存 候、 且 昨日、 閣下 達 へ 面 會之砌 御 談シ申 候 ハ 、 

此度 之虚置 ハ 、勿論 閣下 達 被 仰 候 通、 是迄攻 令 不行届 之處、 自今、 政令 十分 行 届 へ キ 樣盡カ イタ シ 、後 來右等 之 所業 無 之樣、 

御 處置可 有 之、 尤是 迄、 貴 國之內 、外 國人ヲ 犯 候 ラ潔キ 事 ト思フ 黨與有 之 候處、 最早 今日 一一 至リ テハ、 外國人 殺害 ヲ可 耻樣 

二 至 ラサ レ ハ 、職掌 不相濟 事、 貴國 政府 二 於テ被 察、 猶 御門 於テ モ 外國ト 懇親 之 交ヲィ タ シ度 故、 外國 へ對シ 惡業ナ ス モ 

ノ ハ 、日本 之國害 二 相 成 二 付、 萬 一 右樣之 所業 二 及 候 者 ハ 、厳重 一一 罰 ヲ可與 旨、 天下 中 へ 布告 スへ キ御 約束 一一 御 坐 候、 右 之 

意 ヲ以テ 御 布告-一 相 成候ハ 、 、右 惡黨ノ 者 心 ヲ改ム ル ハ 必然 也、 是又 外交 永久 相續ノ 一  端ト存 候、 且此 公使館 護 卒之內 、或 

復古 記 卷四 十一 明治 元年 二月 晦日  E 八 七 
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、ノ 死亡 シ 、或 ハ 怪我 之 療治 不行屆 二 テ、 其 職 ヲ離レ 候 モ ノ有之 候 ハ 、 、養育 料 被 差 出度 御門 之 御意、 拙者 ハ 勿論、 定テ本 

國 皇帝 陛下 於 テ モ 定テ 満足 二 被 思 召ト存 候、 右 者 怪我 之淺深 ヲ 吟味 シ 、 本國 政府 一一 於テ、 請 取 理有之 ト 思 ヒ 拙者へ 命ヲ 

下シ 候ハ、 、^可 申 人 候、 就テ ハ 皇.： 呂 へ 參 內 之爲、 拙者 一一 附添 居候 後藤 象 次郞、 中 井 弘藏兩 人 之 立派 ナ ル 所業 ヲ不得 

不述、 右 兩人自 已\ 一命 ヲ 不惜、 只々 職掌 ヲ盡シ 度 意 ヲ以テ 、早速 殺， ポ： 人 へ 打 掛リ、 其 場 二 テ 一 人ヲ 打取 候 へ ト モ、中井，は^|^ 

深手 ヲ負シ 段 氣之毒 至 ニ存 候、 尤 拙者 之 申立 ラ不被 待 トモ、 日本 帝王 拉國民 之 名 ヲ惜、 如 斯我命 ヲ不顧 候 モノ ハ、 自然 御 

門 之 寵愛 ヲ可 蒙箸存 候、 右 之 段 囘答如 斯御坐 候、 以上。 

三月 二日  ハ ルリ 1 ヱ スパ. ー クス 

,  三條大 納 言 

岩 倉 右 兵衞督 

德大 寺大納 言 

越 前 宰 相 

0  T  外務省 記 

mp  7  せ屮 日記 

〇 諸 藩 へ 達甞 

今般 被 仰 出 候 通、 今 晦日 英國 公使 參 朝掛於 途中 亂妨之 所業 有 之、 終-一 參 朝 及 延引、 實以不 容易 事體致 出來、 此御處 置 

振 如何 收拾相 整 可 申 哉ト、 深 被爲惱 宸襟、 誠 ュ以奉 恐 人 候 次第、 就テ ハ 、 前 以嚴重 御沙汰 之 趣 モ有之 末 二 候條、 於 藩々 モ、 

^又 手厚 取； r 不審 之 者 有 之 候 ハ 、 召 柿、 速 -ー 可 申出 候、 萬 一 等 間 -ー 相 心得 候 者 於 有 之 ハ 、屹度 咎被 仰 付 候 事。 

一一 鳥 忠 義 家 記 

黑田長 和 家 記 

〇 警護 諸 藩 へ 達 書 

今般 被 仰 出 候 通、 今 晦日、 英國 公使 參 朝掛於 途中 亂妨之 所業 有 之、 終-一 參 朝 及 延引、 實以不 容易 事體致 出来 皇國 


島 津 忠 義 家 記 

德 川 義 宜 家 記 


お 津 忠 義 家 記 

前 田 利 同 家 記 


之 御大 事 一一 モ 相 係 リ候儀 -ー 付、 此御處 置 振 如何 收拾相 整 可 申 哉ト、 深ク 被爲惱 富 襟、 誠 二 以奉恐 入 候 次第 一一 候、 就テ ハ 、 

せ 藩 之 僅、 兼 テ警衞 被 仰 付 置 候 得 ハ 、別 テ嚴重 可 致守衞 ハ 勿論 之 事 -ー 候 得 共、 猶以厚 可 相 心得 候、 此注萬 一 右樣之 所業 出 

来 之 節、 警衞之 者 傍 觀體之 條於有 之ハ、 其 主人 之 落度-一 被 仰 付 候 事。 

一  月 

〇 巡邏 諸 藩へ 達 寄 

d  但 、眷衞 ノ字ヲ 市中 巡遽 一一 作リ、 守衞 ズ 字 ヲ 取締 二 作 

ル、 節ノ 下、 眷衞之 者 傍 觀體之 儀 於 有之ノ 十二 字 無シ、 

〇 肥 後 藩 上申書 

今 晦日、 英人參 内 之 儀 被 仰 出、 午刻 頃、 知恩院 旅館 新 門 ヲ出候 -ー 付、 三 藩 警 衞 之人數 ハ 前後 -ー 罷在 候處、 通行 之 途中、 新 

橋 通： i 手邊 二 於テ狼藉^;?有之、英人 へ 手 ヲ負セ 候 二 付、 右參 内 之 儀 ハ 見合、 同所 ョ リ 旅館 へ 引返 候 由 申出 候 -ー 付、 此段不 

閣御屆 申 上 候、 以上。  • , 

細 川 右 京大 夫 内 

二月 晦日  青地 源 右衞門 

內國 事務局 叢書 

〇 叢書 中、 阿波 藩モ亦 同一 ノ 上申 ァリ、 之 ヲ略ス C 

〇 巡 i! 諸 藩 上 中 書 

今 晦日、 英人參 5： 之 由 -ー テ、 新橋 通繩 手筋 へ 通 掛候處 、北 之 方 ヨリ、 帶刀之 者 一 一人 計罷 越、 刀拔、 馬上 之英人 へ 切 付 由 、依 

之、 早速 警固方 ヨリ 右帶刀 人ヲ討 雷、 爱人ハ 召 捕 候 趣-一 御 坐 候、 未 何方 之 者 共 不相知 候 得 共、 不取敢 此段御 屆申上 候、 以上。 

市 中 

二月  御 取締 方 
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辨 事局 記 

〇 肥 後 藩 隊長 上申 衆 H 

咋晦日、英國公|^參 内 之 節、 私共 儀 途中 警衞ト シ テ、 尾 州、 阿 州 之 隊長 申談、 行列 先 ヲ守衞 仕、 午 半 刻、 知 恩 院發途 繩手迄 

押 行 候虚、 英人之 騎馬 隊列 ヲ亂シ 、不 一 方 混 雜-ー 付、 銃卒 行列 ヲ圓メ  、早速 場所へ 乘付 候處、 士 一  人 軒下へ 斬 倒レ、 一人 ハ被 

生 怖 居候 付、^ 繩手通 之 左右 絕切、 通路 ヲ留取 固、 同類 吟味 イタ シ候處 、右 兩人之 外見 懸不 申、 然處、 後藤 象次郞 ヨリ、 一 應 

英人爲 引取 候 樣附屬 之 者 へ &聞 候閒、 其 通 相 心得 厳重 -ー 守衞 イタ シ、 知恩院 へ 引取 申 候、 此段 御屆仕 候、 以上。 

細 川 右 京大 夫 內 

三月 朔日  堀 内 彈右衞 門 

井上 儀 左衞門 

內國 事務局 叢書 

〇| 暴動 槪狀 

左 ノ文ハ 、千 八 百 六十 八年ョ リ千八 百 六十 九 年 -ー 至 ル米圃 外交 往復 書 集 第 一 卷中 gglfy^fe^A  二；？ ル トコ 口 ヲ譯ス 

ル モノー 一  シテ、 當時、 我國， 一 在留 セシ 彼國 公使 ヨリ、 本國 外務 執政へ ノ 報告 二 係ル。 

〇 英 公使 ハ ルリ ー パ— クス及 衞士等 京師 ニ於テ 襲撃-一 逢フ、 

今月 廿 三日 (千 八 百 六十 八 年 三月)、 京師 一一 テ、 英 公使 ガ、 天皇 二 謁見 セ ン ト參朝 ノ 途中、 狂暴 ノ鎏擊 一一 逢フ タ ル事ハ 、讀 者ノ 

旣ニ 聞知 ス ル所 ナリ、 今其實 况ヲ 明解 セ ン トス ル、 宜ク、 此日 公使 ガ其 旅館 ナル 寺院 ヲ出テ シ際ニ 於 ケル、 行列 ノ 次第 ヲ心 

一一 記ス ルヲ 要ス、 狭テ、 其 行列 タ ルャ、 公使館 ノ衞士 監督 某 ト舊薩 摩 藩 土  二 シテ、 今ハ 朝廷 ノ 官吏 タ ル 中井弘 藏ナル 者ノ兩 

人、 之 力 先鱖ヲ ナ シ 、其 次 ハ 公使館 附 騎馬 ノ衞士 、其 次ヲ パ ー クス 公使 ト ス 、 外國 事務局 ノ重宫 後藤 象 次郞、 馬上 二 テ其傍 

二 在リ、 「サト ゥ」 氏 亦 之 ニ伴フ T ブラ トシヤ ゥ」 及 「ブ リュ— ス」 ノ 兩 ：！^ 宫、 第 九微嫁 ノ丘ハ ヲ率ヒ 叉 之-一 從ヒ T ミツ トフ オル 


ト」 氏 ハ馬ヲ 得 サレハ 肩 輿 二 テ 其後ョ リス、 爱ニ  了 K 天 幸 ト云フ へキハ 、公使館 附醫官 「ゥ ヰル ス」 氏、 拉 客員 ト シテ 公使 二 

隨從シ 上京 シ タル 「， ネル ス」 及 「ラ ィ ディ ン クス」 ナ ル英國 海軍 ノ兩 醫宫、 亦此 日、 夬ノ 行列 ガ闕門 二 入 ル ノ景况 ヲ觀ン ト、 

其 列 後-一 隨行 セリ、 斯クテ 旅館 ョ リ行ク コ ト僅カ 二 數百ャ ルト 一一 シテ、 夫ノ 行列 ノ 先手、 旣 一一 街角 ヲ轉ス ルャ、 忽然 數名ノ 

日本人、 兩傍ノ 人家 ヨリ 突出 シ來リ 、刀ラ 揮 テ縱橫 無盡ニ 切 廻リ、 其 勢 頗ル猖 獗ナリ 、於是 乎、 馬 ハ此騷 動 二 驚キテ 暴レ出 

シ、 加 フル 二 街路 狹隘 二 シテ、 警衞ノ 士モ、 其 手槍ヲ 使用 ス ル 一一 自由 ナ ラサ ル ヲ苦ム 、時 二  、中 井 弘藏急 二- iSl ョ リ飛 下リ、 進 

テ 暴徒 二 向 ヒ戰フ タリ シガ、 偶々 蹉跌 シ痛ク 頭部 ヲ傷ク 、折 柄 今 一 人ノ 暴徒 (此 擧ャ 暴徒 ノ數 僅-一 一 一人 ナ リシ ト 見ュ) 又 

閬入 シ 來 リ、 前後左右 ヲ亂 撃シ、 人 ヲ傷ス ル甚タ P ラス 、此時 二 當 リ 、 後藤 象次郞 ハ 、 公使 ト 共 二 尙未タ 街角 ヲ轉 セサ リシ 

ガ、 先手 ノ此騷 a ヲ視ル ョ リ、 忽チ馬 ヲ下リ 馳セ赴 ヒテ、 旣 二 危ク見 へ タ ル中井 ヲ救ヒ 、立ト コ 口  ニ彼ノ 暴徒 ヲ斬リ 其首ヲ 

刎 子 タリ、 然ルモ 、後 ヨリ 出 タル 今一 人ハ、 尙ホ恰 モ猎子 ノ荒ル 、 力 如ク、 四方 ヲ切 廻リ、 身 二 銃劍槍 刀或ハ 拳銃 ノ爲 一一 數 

ケ 所ノ疵 傷ヲ受 ルト雖 トモ、 更- ー屈ス ルノ色 ナク、 其 擧動ノ 意外-一 出テ 、進退 ノ 神速 ナル、 實 ニ驚ク へ キ數多 ノ人ラ 傷シ、 

遂 二 人家 ノ後 園ュ逃 レ去ル 一一 及ヒ、 力 盡キ勢 窮テ此 ニ捕縳 ニ就キ タリ、 此 變ャ、 警衞ノ 士卒 慯ヲ 被ム ル渾へ テ九， 人、 但シ其 

內 一人 ハ 日本人 ナ ル 馬丁 一一  シテ、 叉 馬 ノ被傷 四 頭 ナリト 云フ、 途中 斯ル 事變 ノ生セ シ事ナ レ ハ 、先ッ 參朝ラ 見合 セ、 第 一 ノ 

急務 ハ、 夫ノ 傷者 等 ヲ 旅館 一一 送 リ還ス 二 在リ、 初メ 此變ノ 起ル、 事 不意 二 出テ、 敏ノ 多少 計リ難 ク 、衆 群 中 ノ 人叉ソ ノ敵タ 

ルモ 知ル可 ラス、 加ル 一一、 狹隘チ ル 街路 一一 於 テノ事 ナリ、 斯ル際 二 臨 ンテ、 彼 輩皆毫 モ屈ス ル所 ナク、 非常 ノ働ヲ ナセシ ハ 

實 ニ賞ス ル- ー堪へ タリ、 而 シテ爲 ニ慯 ラ負フ タ ル者ノ 内 一一 ハ 、流血 甚 ク殆ン ト死 ニ至ラ ン トス ル ノ恐ァ ル ァリ、 是 二 於テ、 

醫 官等 舉生 カヲ 盡シテ 、是等 ハ 先ッ假 リニ 血止ノ  ノ手當 ヲ施シ 、血液 欠耗 ノ爲メ  、身 體旣 一一 衰弱 ヲ極メ  、馬-一 跨リ能 ハサ 

ル ハ , 人夫 ヲ傭フ テ之ヲ 運搬 セ シ メタ リ、 但シ、 人夫 ヲ慵フ ニ少シ ク 時問ヲ 消費 セリ、 叉稍ャ 身體ノ 自由 ヲ得 ル ハ 、苦ヲ 忍 

ヒ tji ョ リ 歸館セ シメ、 叉夫ノ 怖縛ノ 暴徒 ハ、 人夫 居サ レ ハ 、其 近傍 二 店 ヲ出セ ル 商人 兩人ヲ シテ、 强テ之 ヲ運バ シメ タリ、 

醫 官等 ガ 治療 ヲ施ス 一一 勉强 二 シ テ能ク 深切 ヲ盡シ 、且 其術ノ 巧妙 ナ リシ ハ、 誠 ニ感ス ル ニ餘 リア リ、 殊ー 一之 ヲ 補助 ス ルノ 
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人 モナ ク、 只タ 暫時 間 一一、 先 ッ假リ 一一 慯所ノ 手當ヲ 終リ、 傷者 ヲ シテ、 速 一一 病床 二 安臥 スルテ 得 ルニ至 ラシ メタル ハ、 實ニ 

是レ醫 宫ノ功 ト云フ へ シ、 

却說、 夫 ノ怖縛 ニ就キ タル 暴徒 一一 於テ ハ、 取敢へ ス 吟味 アリシ 一一、 外 二 ハ與黨 ナシト 陳シ、 元 ト己レ ハ 大坂ノ 近傍 ナル某 寺 

ノ僭徒 二 テ、 親 兵隊 二 編入 セラ レン コ トヲ士 心シ、 京師 ニ出タ ル ヲ供セ シガ、 第一 ー囘ノ 吟味 二 テ、 始メテ 外 二 モ與黨 ァリ、 

共 二相 謀テ 外人 テ 殺害 セ ン 爲メ來 リシ 旨 ヲ白狀 セリ、 曰； え 一一 於テ、 先キ 二 後藤 象 次 郞カ斬 ル所ナ ル彼ノ 一  人ノ 首級 ヲ出 シ、 

之 ヲ示ス 一一 、 即チ其黨與ナリ ト云フ、而シテ、 }?1水レ又云フ、己レ此前曾テ外人ヲ05^メ ルコ トナシ ト、 又 第三 囘ノ 吟味 ニ至リ 

テハ、 外-一 尙ホ三 名 ノ黨與 ァリテ 、提レ 若 シ事ヲ 果サ、 ル トキ ハ 、彼 輩相續 ヒ テ 起ルノ 手苦ナ リシ ト白 狀セ シカハ 、其 黨與 

釆心ク 皆 直 一一 柿縳 セラ レ タリ、 

抑 此舉ャ 、僅 ニ兩人 一一 シテ、 殆ン ト七拾 名 許ノ英 人ヲ襲 搫シ、 斯ク 多人数 ヲ傷ス ル ヲ得タ ル ハ、 實ニ是 レ驚ク ニ堪へ タリ， 

此日パ ー クス 公使 ハ 、盛 服 ヲ著シ 肥大 ノ瑪 二 乘居タ ルコ トナレ ハ、 暴徒 之 t ァ 目指 シ刀ヲ 揮テ 切掛 ケ タ リ シカ、 權レ 々跌 

キ其犯 ヲ失セ シ ョ リ、 其 刀 ハ 公使 ノ 馬丁 一一  及ヒ、 HI  丁 其 脚部 ラ慯 セラ レ 、「サ トウ」 氏 ノ乘リ タ ル 一:il、 マ タ 之 カ爲ー 一ヶ所 ノ庇 

ヲ被 ムリ、 公使 ハ幸 二 シテ奇 難 ヲ免レ タリ、 

此變 二 就テ ハ、 天皇 政府 ノ 措置 誠 一一 喜フ へ キアリ * 彼 ヨリ 求 ムルァ ル ヲ俟タ ス シテ、 英 公使 一一 對シ テ ノ 此無禮 一一 謝 スルノ 

道 ヲ盡サ レ 、其 夕、 直 一一 天皇 ョ リ親シ ク勑使 ヲ以テ 公使 ヲ慰 «: カァ リ、 且ッ 朝廷 ノ 官吏 及 重立 タ ル 諸侯 等、 又. S ラ 來リテ 負傷 

若 ヲ訪ハ ル 、 等、 其 痛欵ノ 情、 眞 二 誠心 二 出 ルャ疑 ープ容 レサ ル所 ナリ、 然 トモ、 政府 ガ其實 愦ヲ表 セラ レ タル 第一 ノ 確證ト 

云フ へ キ ハ、 外人 一一 對シ 暴擧 ニ及フ ハ、 朝廷 二 於テ、 甚 タ惡ム へ ク嫌フ へ キノ 所行 ト 思惟 セラ ル 、g  、布告 ヲ以テ 全 國ニ知 

ラ シメ ラレ タル ノ 一事 一一 シテ、 武士 タル 者斯ル 犯罪 ァ ル 一一 於 テハ、 佩刀 ラ奪ヒ 身分 ヲ下シ テ±籍 ヲ削ル へ ク、 叉 其 罪ノ重 

大 一一-渉 ル モノ ハ 、死刑 ノ上 三日 ノ臭首 ニ處ス ヘシ ト ノ 事ナリ キ.、 天皇 旣 一一 親 シク、 外人 ニ對シ 友情 ヲ表セ ラ ル 、 ノ 明證ヲ 

與へ ラレ、 又加ル 一一 此令 ァリ、 是 ヨリ シテ、 日本人 中 マ タ 外人 ヲ 疾惡ス ルノ 思念、 竟 一一 地 ラ拂フ テ？^ 威ス ル ニ至ル ハ 必然 ras 


ス へ キカ、 若シ、 實 -1 今般 ノ擧ノ 如キ、 即チ此 思念 ョ リ出タ ル モ ノ タラサ ルヲ 得ス、 外人 ヲ 殺害 シ、 我 身 死罪 ヲ免 レサ ル ハ、 

彼 輩 亦 自ラ之 ヲ知ル ト雖モ 、憂 國ノ 熱心 制 抑 シ難キ ノ然ラ シ ム ル所 ナリ、 是レ、 彼ノ 暴徒 ノロ ョ リ出タ ル語辭 一一 依 テ徵知 

ス ル 一一 足 レリ、 蹈レ ノ如キ ハ、 斯ク 外人 ヲ殺ン ト迄謀 リシ モ、 後漸ク 外人 ガ甚 タ己レ 二 懇親 ナルヲ 知リ、 始メ テ先キ ニ報國 

ノ爲メ ト亡女 信シタ ル 所行 ノ、 却 テ非ナ リシ コ トヲ 悔悟 セ シト 云フ。  外務省 記 

〇 尾 張 藩 へ 達 書 

去月 晦日、 英國 公使 參 内 之 節、 途中 警衞之 儀 ハ 、其 藩 へ 被 仰 付 置 候處、 於 途中、 對英人 亂妨之 振 廻 -ー 及 候 者 有 之 候處、 警 

衞 1\1 者 如何 之 所 置 致 候 哉、 其 節 之 始末、 隊長 之 者 ョ リ委敷 書付 ヲ以、 早々 可 申出 候 事。 

三月 八日  刑法 事務局 

但、 阿 州、 細 川 等 へ モ御達 相 成 候 事。  德 川義宜 家 記 

〇 義 {且 家 記 一一 云、 本文 之 趣 申 上書 付 留欠テ 見 H スト、 叉 蜂 須賀茂 韶家記 ハ達書 ヲ佚シ 、 細 川 護久 家 記 ハ 上申書 ヲ井テ 之 

ヲ 佚ス。 

〇 阿波 藩 除 長 上申書 

私共 義、 去月 晦日、 英 國人參 内 仕 候 節、 三 藩 ^^.5、 申談之 上、 後隊警 罷在、 先隊 へ ハ 壹町半 餘モ相 隔居申 所、 知 恩院門 

前通リ 大和 橋 筋へ 折 曲 候 所 二 テ、 小銃 一 一 一 發相聞 候 内、 先 隊混雜 之模樣 二相^ へ、 殊- 一路 傍 見物人 群集 之 中 一 入雜杏 二相 

至、 進退 不得 自由 候 得 共、 組 銃隊之 s: 半 除 分配、 急速 相 進 メ警固 可 仕 €:、 英國人 引返 シ來リ 候 一一 付、 兩隊 相纏メ 知恩院 へ 

護送 仕、 i 能 歸候義 -ー 御座 候、 前顯之 懇リ、 後 除罷在 程隔候 事故、 亂妨之 模樣等 相 iE< 認メ不 申 候、 御 尊 -ー 付 此段申 上 候、 以上。 

三月 二日.  蜂 須賀美 作 

蜂須賀 茂韶家 記 

〇 山 崎 藩 隊長 上申書 
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去月 晦日、 英國 公使 參 朝 之砌、 肥 後 守 人數、 新橋 通リ. 辻々 警衞被 仰 付 候處、 元 來> 小 藩 小人 數之上 、右 新橋 通リ ハ小辻 等 

殊ノ 外多ク 御座 候 一一 付、 聊 ノ人數 夫々 へ 分配 爲仕嚴 重 相 守、 私共 儀ハ 新橋 通リ 半途 一一 屯 集 仕 居、 屢持 場内 辻々 巡 見 等 仕 候 

ュ 付、 新橋 通 リ持場 中 ハ 、英人 モ無滞 通行 相 成 候、 然 ル 二 新橋 通リ ョ リ繩手 通リ北 へ 廻 リ候テ 、 俄 二 人馬 動 搖ノ體 相 見 へ 、 

如何 ノ譯哉 ト相窺 居候 へ ハ 、何者 共不相 分、 右 繩手ノ 辻 南ノ方 衆人 群集 ノ中ョ リ 突出、 亂暴相 働 候 趣 一一 相 聞 へ 、右繩 手 ハ 最 

早 持 場外， 一 ハ相成 居候 得共、 夷人 御 警衞阿 州樣御 人数 等 者、 持 揚中全 ク通リ 切 二 モ相 成居不 申、 新橋 持 場 境へ ハ、 少々 輕輩 

ノ 者 差 出 置 候 一一 付、 不取敢 、外 辻 々分配 ノ 人數引 纏、 持 場辦迄 押出 シ 度 存候得 共、 何分 人馬 ノ 蹂躪 甚敷、 夷人 銃隊竝 一一 阿 州 

樣御 人数 モ、 當方持 場ノ方 へ 次第々々 御 一 M シ 一一 相 成、 往返 ノ混 雜動搖 一一 テ、 持 場 際 迄 人數ノ 運ヒ更 一一 相付不 申、 種々 心配 仕、 

斬々 人數 押出 候處、 素々 短兵急 ノ擧動 一一 せ、 最早 亂暴之 徒、 倒死 仕 候 次第 一一 御座 候、 就テ ハ 、右 殘黨餘 類 杯、 萬 一 持 場 群聚之 

中 二 潜 K 等 ノ程モ 難 計 相 心得、 乍 不及夫 々 手配 申 付 候 得 共、 差テ 怪敷見 請 候 者 モ 無 之、 殊 一一 衆人 羣亂之 中 一一 、諸 藩士 等 モ 混 

交 仕 候 儀 一一 付、 自然 疎忽之 所業 一一 相 成候テ ハ , 却 テ恐人 候 一一 付、 前後 模樣相 伺 居候 折 柄、 外國 事務 御掛ョ リ、 一 ト先 英人歸 

き 一一 付、 道筋 之 群衆 追 拂候樣 被 仰 渡、 早速 町家 ハ 、店 等 締切. S. 付、 尙 知恩院 門前 迄、 諸人 ハ 盡ク相 制 シ歸宿 一一 相 成 候 勿 印 

書 之 通、 郡聚中 急遽 之條、 別テ 持 場 離 レ 之 場所 -ー モ 御座 候 問 、何事 モ 確證 二 ハ 難 相 成 御座 候 得 共、 唯々 見受候 形勢 而已 荒々 

奉 率 上， 、尤持 場 接近 ノ場 一一 付テ ハ 、彼是 心配 モ 仕 候 間、 早速 右 之 趣、 尾 州樣、 紀州樣 迄 申 上 置 候、 右 及 亂暴候 場所 ハ 、 繩手 

通 辻 ヲ少々 北へ 相廻リ 居候 場所 一一 御座 候ノ 間、 初度ノ 委細 ハ 何共 難 相 分、 右ノ外 一一 申 上 候簾モ 御座 ナク候 得 共、 御尋被 

仰 出 候 -ー 付、 不取敢 、以 書取 奉 中 上 候、 以上。 

本 多 肥 後 守 

人数 隊長 

三月 十三 日  小 S 源 太 n> 

.  本 多 忠明家 記 


〇 忠明家 記 一一 云、 三月 十二 日、 刑法 事務 御 役所へ 家 來ノ者 御 呼 出シ、 去月 晦日、 英人參 內 ノ砌、 亂暴ァ リタ ル 始末、 持 

場 ノ儀旦 細 取調、 明 十三 日 午ノ刻 迄-一 、差 出 シ申ス へ キ旨仰 渡 サレ候 一一 付、 右 之 通 差 出 候。 

〇 三月 十七 日紀伊 以下 十 一 藩 上申書 

紀 伊中 納 言 内 

隊 長 

西 鄉淸輔 

安 藤 治 兵 衞 

此外十 藩 

隊長 連名 

今般、 英國 公使 入京 之處、 知恩院 へ 止宿 二 付、 私共. 隊 二 テ近邊 警衞之 儀 被 仰 付、 晝 夜廻番 巡邏 等、 無 怠慢 相 勤罷在 候處、 尙 

又、 去ル 晦日、 右 公使 參 朝 之 害-一 付、 往還 道筋 警衞之 儀 被 仰 付 候-一 付、 各藩 申 合、 別紙 之 通 往還 之 受場割 ヲ以、 人數手 

配 等 仕 候 儀 - 一 御座 候、 然 ル處. 、右 公使 參 朝 懸ケ、 於 繩手邊 亂妨之 所業 有 之、 終 一一 參 朝 及 延引 候 段 御 不都合 之 儀 -ー 付、 右 

繩手邊 ハ 、何 レ 之 人 數受場 二 候 哉 取調 可 申 上旨、 本 多 肥 後 守家來 へ 被 仰 聞 候 趣 承知 仕 、則 取調 候處、 右 ハ 發端 各藩 申 合. 

手廣之 場所 -ー テ辻々 等 多々 故、 自然 取 混 候 事 哉 配當拔 -ー 相 成 有 之、 今更 如何 共 申 上方 無 之、 隊長 一 統不 行屆之 段、 何共 奉 恐 

入候義 -1 御座 候、 此段御 詫 申 上 度、 手 續之趣 有 體奉申 上 候 間、 宜御 取扱 被 成 下候樣 仕度 奉 願 上 候、 以上。 

三 月 

〇 別紙 

英國 公使 參 朝 之 節、 警衞 道順、 

新橋 通邊  本 多 肥 後守隊 

復古 記 卷四 十一 明治 元年 二月 晦日  五， 5 五 


卷四 十一 明治 元年 二月 晦日 

池 田 丹 波 守隊 

木 下備中 守； 隊 

池 S 相 摸守隊 

一 柳 因幡 守隊 

京 極 飛 驊守隊 


K 九 六 


復 古 記 

三 條通境 町通リ 

押 小路 通リ 境町邊 

境 町 御門 邊 

故院 御所 邊 

日 之 御門 邊 

從 是歸路 

淸和院 御門 邊  前 E 飛驊 守隊 

丸太 町通リ 寺酊邊 加 藤 出 雲守隊  • 

押 小路 通リ 寺町邊  本庄伯 耆守隊 

三條 大橋遷  稻葉 右京亮 除 

繩手新 門前  紀 伊中 納言隊  . 

〇 批紙 

辻 堅 之 十 一 藩、 書面 之 通 一 同 奉 恐 入 候 得 共、 亂妨之 場所、 近ハ紀 州、 本 多 二 テ、 右兩藩 御所 置、 其 他 ハ御構 不被爲 在 候 事" 


三 月 


〇 尾 張、 阿波 一 一藩へ 達 書 


各 通 


刑法 事務局 

德川茂 承 家 記 

尾  州 


去月 @ 日 、英國 公使 參 内 之 節、 右 藩士 警衞之 途中 非常 之 義有之 候條、 兼テ御 布令 之 御 旨 趣 モ有之 候處、 不行屆 之 儀 -ー 付、 


屹度 可 被 仰 付 筋-一 候 得 共、 此度寬 典 之 御所 置 ヲ以、 其 節 警衞之 隊長、 五日 差扣被 仰 付 候 事。 

三 H: 廿日 


〇 紀伊、 山 崎 一 一藩へ 達 一 


各 通 


刑法 事務 as 

德 川 義 宜 家 記 

蜂 須賀茂 韶家記 


木 多 肥 後 守 


右 ， J 士、 去月 晦日、 英國 公使 參 内 之 節、 街 巷 警衞相 勤 候 上 ハ 、兼テ 御 布令 之 御 旨 趣 モ有之 候處、 途中 非常 之 儀 有 K 一、 全 街 巷 

轡 liSi 方 不行屆 -ー 付、 急 度 可 被 仰 付 筋 -ー 候 得 共、 此度寬 典 之 御所 置 ヲ以、 其 節 警衞之 隊長、 五日 差扣被 仰 付 候 事。 

三 弓ナ日  . 刑法 事務局 

德川茂 承 家 記 

.  本 多 忠明家 記 

〇 肥 後 藩 奉 命 害 _ 

去月 晦日、 英國 公使 參 內之 節、 當藩之 者 警衞之 途中 非常 之 儀 有 之、 兼々 御 布令 之 御 S 趣 モ有之 候處、 不行屆 之 儀 二 付、 屹 

度 可 被 仰 付 筋 -ー 候 得 共、 此度寬 典 之 御所 置 ヲ以、 其 節 警衞之 隊長、 五 日 差扣被 仰 付 候 段、 御 達 之 趣 奉畏、 右 之 者 早逨差 

扣申付 候、 此段 御請 中 上 候、 以上。 

細 川 越 中守內 

池遷惊 右衞門 

辨 事局 叢書 


三 月 廿 


〇 細 川 護久 家 記、 達 書 ヲ佚ス 、本書-一 據レ ハ、 盖シ尾 阿 ニ藩ト 同文 ナル へ シ- 

〇| 英國 公使へ 贈ル書 

復古 記 卷 11 十一 明治 元年 二月 晦日 


五 九 七 


復古 記 卷 四 十一 明治 元年 二月 晦日  五 九/ 

以 手紙 致 普 上 候、 然ハ常 年 一 一月 三い 日、 閣下 參 內之 途中 二 オイ テ、 貴國 護送 兵 之 内 一 一人 疵ヲ 蒙リ 、終-一生 業 難營ニ 至リ候 

$ ハ 、今般 歸國相 成 候 趣、 我 政府 二 テ モ致 承知 候、 就テ ハ 、三月 朔日附 之 書簡 ヲ以テ 申入 置 候 通リ、 我 政府 -ー テ、 右一 一名 之タ 

メ 養育 舍差送 申 度 存候得 ハ 、右 養育 之爲竝 右一 一名 之 外 疵受候 六 名 へ 償 補 トシ テ、 此度 洋銀 費 萬 四千 枚 差 進 候、 依 之、 右 金子 

之 儀、 銘々 へ 可然御 分配 被 下 度御賴 申入 候、 右 爲可得 貴意 如此 御座 候、 以上。 

外 國官准 知事 

辰 八月 廿 七日  東久 世中將 

英國 公使 

サ， I ハ ルリ 1 パ 1 クス 

閣下  外務省 記 

〇| 九月 朔 日英 國 公使復 書 

以 手紙 致 啓上 候、 然ハ 拙者 儀、 去 三月 一 一十三 日、 lii^ 參 内 之 途中 二 テ、 日本人 亂妨 イタ シ候 モノ 有 之、 其節ミ 二 スト..' 

所 附護衞 之 者 疵ヲ受 候-一は、 右 償金 拙者 忝 致 受納 候、 恭謝之 儀 朝廷へ 御 傳奏被 下、 拙者 恭敬 之 意 朝廷へ 致 貫徹 候ハ 、、 

大慶 可存 候、 右 金子、 左 之 通 致 分配 候、 乍 序責下 へ 申 上 候、 

第一 蔽ヲ受 、身體 自由-一 相成不 申、 無 餘篛可 致 歸國兩 人 之 者ハ、 五 千弗ッ 、手 當可致 積-一 テ、 一 萬 弗、 本國ロ ルド シッフ 

之 手 二 テ、 右兩人 一一 始終 善 キ手當 可 致候爲 メ  、拙者 本國 之外國 事務 -ー 預リ、 重立 候 セクレ タリ ー へ 相 送 申 候、 

第二 右英國 一一 送 リ候所 之 路用 トシ テ、 兩人 四百 滞ッ 、手 當致シ 候、 

第三 殘金 三千 二百 弗ヲ、 重 疵ヲ受 候 六 人 之 モノ へ 五 百 弗 宛、 薄 疵ヲ受 候 者 二 ハ 百滞ッ 、致 配當 候、 謹言。 

千 八 百 六十 八 年 第 十月 十六 日 

英吉利 國 特派 公使 


外 國宫准 知事 

柬久世 中 


兼 全權ミ ニス トル 

ハ ルリ 1 パ 1 クス 


T  外務省 記 


〇随 明治 一 一年 英國 公使 甞翰 

以書 ^ 致 上 候、 然 ハ 去年 一 一月 晦日、 余參 內 之砌、 附添 騎兵 之 内 深手 ィ タシ候 二 付、 向後 勤 役 相 止 候兩人 養育 料、； p、1 手 

ヲ 負ヒ宾 者、 償金 トシ テ 八月 廿 七日 之 貴 書 ヲ以テ 、洋銀 豐萬 四千 枚 被 差 越 候 趣、 本國 政府へ 通達 ィ， タシ 候處、 我 政府 オイ テ、 

羞分ナ ル手 當トテ 満足 -ー被 思 候閒、 余 ヨリ 責國 政府 へ 謝 詞可申 進 樣被命 候 間、 此段爲 可 得 貴意 如是 御座 候、 以上。 

英 國 公 使 

ハ ルリ 1 ヱスパ 1 クス 


正月 四日 

東 久世中 


〇s 九月 一 不一 一 曰英國 公使 書翰 一 一通 


T  .  外務省 記 


我、 去ル 西洋 第三 月 二十 三日、 皇帝 陛下 一一 入親ノ 途中 暴擊 ヲ受シ 節、 足下 ノ擧 動膽勇 讚嘆 ス へ キヲ、 我 政府 深ク 記識セ ン 

ト^ シ、 足下 二 一  振 ノ劍ラ 贈ル、 コレ 足下 卓タ ル所 爲ヲ我 政府 ノ 記念 ニ備へ ント ナリ、 今 其品ヲ 足下 二 傳寄セ ョト ノ命ヲ 

受ケ、 予 ニ於テ 欣喜 \ 一至 ナリ、 侬テ、 予、 又 足下 ノ國家 ニ報ス ル純忠 ナルュ ヨリ、 武運 ノ長 ク久 シキヲ 懇願 スル詞 ヲ玆ニ 表 

ス ルナ リ 0 

千 八 百 六十 八 年 第 十 一 月 六日 

復古 記 卷四 十一 明治 元年 二月 晦日  五う" 


復古 記 卷四 十一 明治 元年 二  晦： u  六 〇〇 

橫濱， 報 利 太尼亞 使臣 館 一一 於テ 

ハ ルリ 1 パ— クス 

後藤 象 次郞棍 

〇 

去ル 第三 月廿 三日、 僕 皇帝 陛下へ 拜謁ノ タメ  -ー參 内 イタ シ候 途中、 僕 等 同勢へ 狼 籍者致 壟 擊候處 、其 節 足下 力 猛絕 

倫 之 御 働 有 之 候 段、 女王陛下 之 政府 へ 相 達シ、 女王 深ク 不堪 感激 候、 依 之、 足下 拔群ナ ル 擧動ヲ 永ク 記念 二 偏へ ン トテ、 態 

態 一 劍ヲ 制作 シ テ、 コ レ ヲ 足下 一一 贈 リ度ョ シヲ申 越 候、 

我輩 儀、 右證據 之品ヲ 足下 へ 相 渡 候 役目 ヲ命セ ラレ 候 事、 僕ノ 面目 何事 力 不過之 候、 就テ ハ 、從 來貴國 二 疆場之 事 有 之 候 節 

ハ、 足下 カ貴國 君民 之タ メ  二 忠勤 ヲ盡シ 、大功 ラ立 ラレ 候 儀 ハ明嘹 二 候 得 共、 何卒 其 節、 右 劍ヲ號 令 之タ メ  二 御用 ヒ相成 度. 

コ レ 我輩 鄙心竊 一一 所冀 一一 候。 

辱 知 

ハ ルリ— パ— クス 

中并 弘藏^  外務省 記 

〇 大 原 俊實ヲ 以 テ 海軍 先鋒 ト 爲 ス 。 

〇 海軍 先鋒 日誌 -ー 云、 一 一. 月卅日 海軍 先鋒 被 仰 付 候 旨、 烏 丸 侍 從被申 渡 候 事。 

〇| 海軍 先鋒 參謀 

肥 前 藩 

濱 野 源 六 ■ 


薩摩藩 

.  中原 猶助 

？ 3^  (.Is  一一 一一" 

〇 大 原重實 履歴書、 手記 等、 宣旨ヲ 佚ス、 先鋒 記 二 云、 猶助 ハ 侬所勞 辭退ト 、而シ テ其之 二 代 リシ モノ ヲ載 セス、 案スル 二、 

四月 一 一十 八日、 品 川 海 一一 於テ 軍艦 交付 ノ際、 植本武 揚ノ甞 翰、 及 ヒ 先鋒 府ノ復 書、 拉ニ源 六 一人 ノ名 ヲ署 セリ、 刖 猶助辭 

職ノ 後、 別 二 新官ヲ 命セサ リシナ ル へ シ。 

〇| 重 意 ^寄 一一 云. 三月 一 日、 海軍 之 職 一一 就ク 力 爲メ、 赤 報隊之 事務 ヲ、 東 伊佐男、 荒木 尙 一 、 武 S 文藏、 阿部 ト郞等 二 委 

任ス。 

〇 井伊 直憲、 疾ヲ 以テ、 大阪 行幸  一！ 扈從ス ルコ ト能ハ ス、 因テ 老臣 ヲ シテ、 兵ヲ 率ヰテ 沿路 ヲ 

警護 セ シ メント 請フ。 

今般 御親征 二 付、 浪華 表 へ 行幸 被 爲在候 二 付 テハ、 私儀 爲御 警衞、 御供 奉 願 度 奉 存候處 、病 氣今以 全快 不仕候 二 付、 爲 

名代 重役 之 者人數 引卒、 御 途中 御 警衞爲 仕度 奉 願 候、 御 聞 濟被成 下候ハ 、難 有奉存 候、 以上。 

二  rn^ 毎日  井^ 掃 部 頭 

內國 事務局 叢書 

井 伊 直 憲家記 

〇 三 01： 十八 日演達 

願 之 趣 神妙 -ー 被爲 聞 食 候 得 共、 多 人數之 御供 之 儀 二 有 之、 不及其 儀 候 段 被 仰 出 候。  井伊 憲家 記 

〇 有 馬 氏弘、 疾ヲ 謝シ、 在京 ノ 老臣 ヲ シテ代 リテ事 一一 從ハ シメ ン卜 請フ。 

今度 御變革 追々 被 仰 出 候 御 g 趣 モ被爲 在 候-一 付、 私儀 早速 上京、 可 奉 窺 天氣 箸-一 御 坐 候處、 病氣罷 在、 速 上京 仕 兼 奉 

復 古 記 卷四 十一 明治 元年 二  晦日  六 〇 一 


復古 記 卷四 十一 明治 元年 二月 晦日  六 〇 二 

恐 人 候、 侬之、 先 重臣 之 者此度 上京 爲仕、 奉 窺 天氣、 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 從素勤 王 仕 候 心底 御座 候 得 共、 未 病 氣罷在 

殘念 至極 奉 布 候、 非常 御 時節 相辨. 少々 モ 快方 御 坐 候 ハ 、 、押テ 上京 可 仕 心得 御 坐 候 -ー 付、 出京 迄爲 名代 爲差登 置 候 重臣 へ 、 

高 相 應之御 川 向 被 仰 付 被 下 置 候 ハ 、 、志願 相 立 誠 二 以難有 仕 合奉存 候、 乍 小 藩 如何 樣共盡 力 精勤 仕度、 何卒 微衷 御憐察 

被 成 下 候樣、 可然 御 執奏偏 -ー 奉 懇願 度 旨 申附越 候、 以上。 

有 馬 兵 庫 頭 重臣 

二月 晦 n  安西 彌右衞 門 

辨 事局 記 

〇 氏弘家 記、 此事 ヲ佚ス 、且 批紙兒 ル所ナ シ。 

〇 鍋島齊 正、 靑山 忠敏、 長 岡 護美き、 お igfl、 京 二 至ル、 i%i?nll 黑田直 養、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シ 

テ代 リテ京 一一 至 ラシ ム。 If- 

是月、 參與櫻 井元 憲ヲ 罷ム。 III 

〇 制度 事務局 權 判事 井上 長 秋、 SS 權 議ヲ 上リ、 衣服 ノ制 ヲ定 メント 請フ。 

軍事 急迫 ノ 御 時節、 文事 竝 ヒ 被爲 興、 人材 ヲ 公撰シ 玉 ヒ 、旣 二 制度 ノ局モ 相 立 候 上 ハ 、申 上 ル迄 モナ ク 、定テ 御手 ヲ可被 著 候 

得 共、 近來 衣服 ノ制、 貴賤 無差別 上下 混雜、 競 テ異服 ヲ著シ 候樣成 行、 外國 交際 ノ時 一一 臨ミ、 見 苦 敷 次第 ト奉存 候、 右ハ 治世 

ノ-; W 習、 長袖 ノ流弊 去 リ兼候 二 ハ勝ル へ ク候得 共、 我國ノ 制度 不相 立、 リ 二 異風 二 成 行 候- ァハ、 異邦 ノ 正朔 ヲ奉ス ル ニ齊 

ク、 大ナ ル 御失體 ト奉存 候、 乍 去、 我 從前ノ 服、 何 トナク 廢絕 一一 及 ヒ候モ 、軍 中 不便、 旁 不得止 ノ勢ヒ 一一 候、 侬之， 何卒 今般 聖 

斷チ以 テ 古代 簡易 ノ制 一一 基キ、 今 ぼノ宜 一一 從ヒ 、用捨 斟酌 シテ 上下 ノ分ヲ 定、 軍役 一一 モ 相 立 候樣、 公卿 ヨリ 准 士迄服 制ヲ被 


改、 輕卒 以下 者 胡 服 ヲ川ヒ テモ不 苦 g、 被 仰 出度 奉存 候、 右 取調 方 ニ付テ ハ、 古今 二通 シ服制 等 委シキ 人^ 有 之， 私 存知 ノ 

者-一 モ峰 リ阓甞 ト申ハ 、右邊 相 心得 候 者 二 御 坐 候、 是 一一 被 命 候 テモ、 畫圖、 雛 形 等 取調、 見込 ノ程モ 可 申 上^ 右 

ハ 固陋 ノ癖說 一一 類 シ 候へ トモ、 彼 孔子 ノ被髪 左 衽ノ語 モ 有 之 通リ、 國體 二 關ル譯 二 テ、 追々 海外 一一 使節 等 御 差 立 可 相 成 候 

間、 必ス古 來ノ國 風ヲ不 失樣、 衣服 モ嚴正 一一 無 之 テハ、 外國 一一 笑ヲ トリ 可 申、 旁 今曰ノ 急務 ト奉存 、不奉 顧 賤陋奉 一一 a 上忙 

恐 lif—  井上 石 見 

制度 事務局 叢書 

〇| 福 岡 孝弟 等 服 制 草案 五 通  • 

衣服、 

延喜式 -ー 、凡 衣 袖口 闊無 高下、 同 作 一 尺 一 一寸 巳 下、 其 腋闊者 一 尺 四寸、 其 表 衣 長 織 著 地、 

今 大意 此制 一一 從ヒ、 左ノ 如シ、 

禮服、 缺腋袍 li、Tg 一一 一 状、 四 幅祷、 

衣製寸 K 貴賤 分 チナク 、唯、 冠 拉服色 繞絹等 ヲ以テ 上下 ヲ分 ッ、 

軍服、 0  VS  0^  i  0¥s 

筒 衣服 色、 除 中 一 樣タ ルべ シ、 

以上 表 衣、 其 下 襲、 汗衫 等、 亦 袖口、 腋闊、 表 衣-一 准ス ベ- ン、  、 

右 制 相 立 上ハ、 從來ノ 狩 衣、 水 干、 ひ. r 拉 上下 肩 衣、 平 袴等廢 之、 伹 ffiH ハ短掛 tt^ リ丼 平袴タ ルべ シ 

頭髮、 

復古 記 卷四 十一 明治 元年 二月 晦日  ■  六 0 三 


m 古 記 卷 Ml 十一 明治 元年 二お 晦日  六 〇 四 

堂上 ハ總 髪、 冠髻、 諸侯 以下 帶刀 以上 ハ 總 髪、： sr 0^.  5： 臨 軍 者 ハ 斷髻、 便 一一 從フ ベ シ 、庶 人帶刀 セザル 以下 

ハ ST 額髮 ヲ除ク べシ。 «s 

〇 井上 長 秋 案  ， .  • 

衣服， 

禮服、 

き 原註、 袖口 一  尺 二  t 腋 n 一  尺 四寸、 袖 ノ長サ 

^手首 ヲ限ル 、俗- 1 云 角 袋、 カイ コ ミ等廢 之、 

服 色 一 位 深 紫、 三位 以上 淺紫、 四 位 深緋、 五位 淺緋、 六 位 深綠、 無位 以下 平絹 或 布、 無紋タ ル へ シ。 

〇| 無位 黃袍、 但緣黃 等無紋 

下 壟 單袍 一一 准 シ減小 之、 表 袴、 

大口 帶 ，f 前ノ 如シ、 冠 i ノ如 シ、 SS 履、 直垂 引立烏帽子鎖餘用へ^p 麻 上下- I 艱、 .fli§- ヲ 

ij, 一 Bva 目 4, 原註 公 

〇箋 立 肩^ 子 侯 兼用 之、  . 

一 曰禮 服、 

缺胶袍 顧 鬧ー袖 尺 ロニ 一寸 《 -、 岡 幅祷、 

服 色 冠 21 等 如 前、 其外廢 之、 

一 曰禮 服、 

狩 衣 名 ヲ改ム べシ、 

服 色 等 如 前、 諸侯 以上 從前ノ 製 ヲ不變 、以下 袖口 八寸 ヨリ  一 一 一寸 迄、 胶闊 一 パ ヨリー 尺四寸 迄、 袖 ノ長サ 手首 ヲ限ル 

表 袴 或 四 幅 袴、 

、.ffl 原註、 親王 一 位 白 接、 以下 六 位 迄 

パ树白 無地、 無位 以下 常服ノ マ 、、 


〇l 三位 已 上白 緩、 四 位已下 平絹 白 

立烏轄 子、 

履、 

常服、 

0 哉 原註、 袖口 八寸 ヨリー. 尺 一一 1.:if,i,p 

^織 一尺 ヨリー 尺 四寸迄 騎馬 以上 鞭 裂 

服 色 一 位 深 紫、 三位 以上 淺紫、 以下 禁之、 

fer/s 註、 椅高或 m 

衫幅好 一一 應ス、 

左右 膝ノ 上、 菊 緩ヲ付 尊卑 ラ分 ッ、 一 位ハ 紫、 三位 以上 紫 白、 以下 紅白、 無位 ノ者不 著 之 

平 羽 織 平 袴 庶人著 之、 

予夸 お. dir. 原註 、俗-一 云：， 義 1^  - - 

斗お 挎、 士分 以上 著 之 

51 0 ゆ 原註、 士 〈-5 以  . 

右二 行如從 前、 旅行 等 好 一一 應シ著 用 之、 或曰廢 之、 常 服又ハ 軍服 ヲ以テ 旅 服 二 兼用 ス ヘシ 

軍 月  . 

豈 Ig 原註、 公卿 諸侯 ノ外、 錦 緩 ヲ禁、 

^直 垂ス、 以下 士分 迄、 絹 或布ヲ 用 ュ 

陣羽織 前-一同 シ、 

-ぉブ お 原註、 隊長 以上、 肩 左右-一 金 鏠书兵 

筒袖 筒 袴 士白紋 、徒 土 以下 無软ク ル ヘシ、 

服 色隊中 一様 タル ヘシ、 叉國々 家々 ノ印 有へ シ、 守 衞番士 巡邏 ノ 士卒、 或 船中 叉ハ 防火 ノ時、 軍服 常 服 貴賤 兼用 ス へ シ 

0 囊引立 烏 暢子顕 f# 之 卿、 諸 

以 上 

復 古 記 卷四 十一 明治 元年 二月 晦日  六 〇K 


復古 記 卷 四 十一 明治 元年 二月 晦日  六 〇 六 

一 下 壟、 汗衫、 袖口、 胺 S1 等 表 衣 一一 准ス へ シ、 

一 右二 不擧 所、 從前ノ 服 類 總テ廢 絕ス、 

一 婦女子 ノ服 追テ改 ヘシ、 

, 頭髪、 

おぶさ 原註、 公卿 以  ま變^ 註、 公 き 原註 、公卿 諸  <Jg 原註、 地下 官人  A き^ 註、 無位 以 

總髪下！！^分迄、  冠 卿 諸侯、 紗，^ 俟ノ 童子、  、お fe- 以下 ノ 童子、  も魏 下庶人 迄- 

ぜ，, さ 原註、 兵士 兵卒 

簡便 二 マカス、 

〇ハ<^3 森 種 松 案 

續 日本 後紀 所載、 從四 位下 池 田 朝臣 春野傳 曰、 春 野宿 老能說 故事、 或 可 採容、 此十年 冬 1?^ お ナ長リ t 將有 大甞會 事、 天皇、 欲 

修喫就 幸賀茂 河、 春 野 以掃部 頭 奉 處蒲陴 、看 諸 大夫所 著當色 其裾曳 地、 大暌 曰、 是尋常 之 装束、 非 神事 之 古體、 便指自 所著爲 

古 體之證 、其 据離地 差 高 而袴襴 露見 矣、 諸 大夫皆 驚 云、 古 之 儀 制 I 歸、 後代 當效 之、 春 野 衣冠 古檨 身長 六尺 餘、 稠人之 中揭焉 

而立、 會集 衆人莫 不駐 眼皤々 、國老 如 此者今 刖不見 也， 

續 日本 紀曰、 和 銅 元年 閏 八月 丙 申 制、 自今 以後、 衣 襟 口 閥 八 寸已上 一 尺已 下、 隨人 大小 爲之、 

延喜彈 正式 曰、 衣 袖口 閥、 無 問 高下、 同 作 一 尺 一 一寸 已下、 其 胺闘者  一 ci< 四寸、 

拾芥抄 曰、 衣服 寸法、 

袍 袖口 闊、 五位 已上  一 《<爲 限、 六 位已下 八寸、 女 亦 准此、 If  ^賓 f 

袖闊  一 八寸 以下、 袴 廣不及 三 幅、 服 1；, 長 日 ^~セ 

衣 袖 I 廣、 同以  一 

所見 右 ノ如ク 一一 御座 候、 何卒 右 等 御 折中 、常世 一一 被行ャ スク 候檨、 御 考定被 遊 度奉存 候、 促シ 愚； 1^ ノ趣ハ ァラァ ラ左ニ 申 

上 候、 宜ク御 取捨 可 被 下 候、 


一 冠 古制 ハ、 伊勢 ま、 丈 ノア ラァ ラ辨へ タ ルガ 如ク 一一 モ可有 之 候へ トモ、 今日 二 行 ハレ ガ タク 候ハ ム ト奉存 候. 尤 古代 ノ 

ゥ i,- 二 テ が 一一 縫 作 タル モノ 一一 テ、 降雨 二 逢へ バ、 冠ヒ シゲテ 見 苦シカ リシ 趣、 淸少納 言 ノ 草紙 二見 ェ候、 古畫ド モヲ通 

考仕候  一一、 ハガク i ク、 額ハ深 ク候樣 相見ェ 候、 兼 好 ノッレ ッレ草 二 モ、 追々 巾 子 高クナ リテ、 舊キ冠 宫ニ收 リガ タ 

クナレ ル 故-一、 冠莒ノ 緣ヲ耱 ク足シ テ川フ ル. E ミヱ 候、 五 百年 ノ前旣 一一 如此 シ、？ ぱ世ノ 巾 子高キ コ ト推テ 知べ ク候、 何卒 隨 

分古體 一一 叶 ヒ 候 樣被爲 在 度 候 事、 

一 衣袍 ノ 裁縫、 長大 ナルハ 樣世ノ 弊風 ト 奉存 候、 身體 ノ 大小 二 合セ、 進退 一一 便利 ヨロ シキ 樣被爲 在 度 候、 角 袋、 カノ- コミ等 

ハ尤モ 1=: ノ a- 勿タ ル へ ク候、 法隆 寺所傳 ノ聖德 太子 ノ御 影像、 多 武峯ノ 藤 原 縑足公 ノ御畫 像、 榮 山寺 ノ 武智痲 a 公ノ 

御 像、 叉ハ小 野道 風、 能 美 宿 禰ノ畫 像、 サテハ 伴 大納言 ノ賓卷 ナド、 皆 古へ ノ 衣服 ノ 制度 ヲ相 徵ス ル 二足 リヌ べキ モノ  二 

候、 又 上-一 引出 候 池 田 春 野 朝臣 ノ容體 、御 勘考 被 爲在度 奉存候 事、 

一 表 袴 大口 當世ノ 體ハ檔 低 クナリ 候へ ドモ、 カツ カツ 古 體存リ 候 樣奉存 候、 

一 S 紗或ハ 絹 二 テ鏠 作リ、 漆ヌ リタ ルガ 本體 ト奉存 候、 ム 力 シ九條 師輔公 御 妻室 逝去 ノ後、 手 宫ヲ開 見 玉ヒシ カバ 、師 

輔公ノ 烏帽子 ト襪 トヲァ マ タ縫ヒ テ收. 置玉ヒ シ. m 大鏡 二 ミ ェ候、 

一 狩 衣 尻 長 カラ ズ、 袖 大ナラ ザ ル樣ニ 被爲在 度奉存 候、 

一 常 W ノ 指貫 ハ、 ァ マリ 長大 一一 過キ候 樣奉存 候、 指子ノ カタ 隨分 簡便-一可 被爲在 候、 

地下 之 輩、 是迄麻 上下 著用ノ 場合 ハ、 身分 ノ程々 一一 合セ、 布 衣 袴 著 用古樣 一一 相 叶 ヒ可申 候、 平常 ハ 羽織 半袴タ ル へ ク候ー 

軍事 一一 ハ 直垂、 小 袴、 陴^ 織、 或 ハ 筒袖、 羽織 等 便利 一一 任 セ 可 申歟、  さ .  ナヤ 

一 斤 ft5 轄子 平繙、 或 ハ布ニ テ縫 作リ、 漆 ヌリ、 或 ハ澀ヒ キ候モ 便利 ヨロ シキ 候、 但シ晝 夜 蒙リ候 テモ、 頭 ノ惱ミ 無 キヤウ 

二 が 二 スキ 候樣、 作リ 候コト 肝要 タ ル へ ク候 、蒙古 襲 來ノ畫 卷ナド 二、 烏 脩 子 ヨリ 髪 ノ生際 スキテ 見 ヱ 候 體塞キ 有 之 

お、 冠モ 古體ハ ミナ ソ ノ樣 一一 髮際ス キ移リ テ見ュ 候體、 古 畫像等 一一 分明 一一 御座 候、 

復古 記 卷四 十一 明治 元. 年 二月 晦日  六 0 - 


復 古 記 卷 s: 十一 明治 元年 二月 晦日  ，  六 〇 八 

一 布 衣 身 ノー I 銜 k 分 短 ク候テ 便利 ナルへ ク候、 古畫ヲ 通考仕 候-一、 大體膝 ヲ過候 程 一一 相見ェ 候、 袖尤 モ短狹 一一 有 之 度 候、 

又 身分 ノ 品等-一 ョ リ、 鍋或ハ 布-一 テ作リ 候 コト御 定有之 度奉存 候、 

一 奴 袴 裁縫 短 狭-一有 之 度 候、 就中 指 子ノ方 簡便 一一 可 有 之 候、 長 保 三年 ノ 制-一、 衣 袖拉袴 廣同以 一二  „ ^六寸 1 爲レ限 ト旯ェ 候 

御定- 一依 リ申度 舉；！ ^候， 

ー淺沓 l^li ハ雨濕 一一 損シ ヤス ク、 木沓 ハ拜趨 ニ破レ ヤス ク候テ 、時 二 フレテ 失禮ヲ モ現ス へ ク候、 烏 皮 沓ト相 見 ヱ 候 令 

制-一基 ツキ 候テ、 足 ニ合ヒ 候ォド 一一 皮 二 テ鏠 作候ハ 、 、奔走-一 モ雨濕 二 モ 破損 ノ患ヒ ス クナク 、尤モ 簡便-一可 有 之奉存 

,1  お、 

一 平常 著 川ノ半 袴ハ、 後 紐ヲ廣 クシ テ 腰板 ハ廢ス へ ク候、 總テ袴 ノ襠ハ 高クァ ルへキ モノー 一  テ、 低キ ハ 柔惰ノ 弊風 ト奉存 

候、 博ク古 畫等ヲ 見合 セテ、 袴 ノ窄ク 襠ノ高 力 リシ 樣體ヲ 椎知ス へ キコト 、奉存 候、 

一 直 垂ハ、 便利 ノ服 ニテ、 軍服-一 ハ然ル へ ク 候へ ドモ、 上 ヲ著込 二 シテ、 袴ヲ上 ニ著ル モノ  二 候へ ハ、 上ヲ 5^ ス ル體 相-一 候 

へ ハ、 禮容ニ ハ不 肯ノ服 ナリト 古人 モ申 候、 鎌 倉、 足 利 等 執政 ノコ 口  、專 ラ直垂 流行 仕 候ハ、 卽チー 一氏 上ヲ 凌ギテ 權ヲ恣 

二 シ タル 相ノ 自然 ト ァラハ レ候體 二 御座 候へ ハ、 尤當世 二 御 ffl 心 可 被 爲在コ ト 、奉存 候。  ， 

谷 森 諸 陵 助 

〇 山 田 有 年 案 

有 位 以上 服 製 

袍 

以前 ノ袖 ノ關サ ユキ 等減ス へ シ、 |« い f?l,l,wllry レー、 尺 カク 袋、 カイコ ミ 等廢ス へ シ、 色 深 紫 以下 令 式 文等ノ 通リ改 

ム へ シ、 但シ有 来 リノ 分ハ裁 鏠ノミ 改メ、 色 ハ先其 儘 二 テ 新調 ノ 節改ム へ キ歟、§^^j?lノト節メv- 


袍ニ 應シ袖 ノ闊サ ュ キ 等減ス へ シ、 据 是迄ノ 定メヲ 夫々 减ス へ シ、 へ 緩!^  . 

下 襲-一 應シ 袖減ス へ シ、 

表 袴 

在來 通リ、 

大口 

同上、 

帶 

先 是迄ノ 制 一一 從フ 歟、 

同上、 

淺沓 

廢ス へ シ、 烏 皮 履 ニ改ム ヘシ、 

狩 衣 

袖ノ ユキ 一幅 半、 同闊サ 減スへ シ、西^^へ袍ンー 

同挎 

雨足 ノロ  ノ闊サ ヲ诚ス へ シ、 s^、 

奴 袴 ハ廢ス へ キ献、  . 

直垂 

尋常 ノ節地 合 差別 有へ シ、 尤袖 ノ闊サ ユキ 等減ス へ シ、 1^ へ袍ン 一に 袴 ハ切ル へ シ、 
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鎧直垂 

非常 ノ節、 地 合 錦、 緩、 平絹 ノ 差別 有へ シ、 

冠 

烏帽子 

謹お 上 候、 仰 上古 ハ i ァケ SV#1 也、 人皇 ノ初 チヨ、 ャリ傳 リシ 服 制 二 マ； ァ ハ：？き：；嚴禮 ナル 衣服 ハ I 也、 今 

一一 置キ 新甞 祭、 臨時 祭 等 二 著 用 セラ レシ 小 忌 衣 ニテ明 也、 本名 ヲ棒ト 云、 中 昔 ヨリ 縫 胺 ヲ 加へ 用 ヒープ 文 is  ノ衣 トシ 

闕肢ヲ 武官 ノ服 トシ 給ヒ、 今一 ー於テ 如此、 

椎 古帝ノ 御世 ュ 、始テ 冠ト位 ト諸臣 二 賜リ、 孝 德帝ノ 御世 二  、七色 十三 階 ノ冠ヲ 製 セラ レ 、後 又 冠 十九 階ヲ製 セラ ル 

天 智帝ノ 御世 一一 廿六 階ノ冠 ヲ製シ 給フ、 

天 武帝ノ 御 K  二 聖明 ノ英斷 ラ以、 右 數品之 冠 ヲ廢セ ラレ、 漆 塗 ノ紗ノ 冠 ラ製シ 給ヒ、 上下 ヒ トツ ニ定メ 給フ、 實ニ 輕便ナ 

ル 御 事 一一 テ 、今 一一 至リテ 此 餘風殘 レリ、 冠ハ 右 之 通 リナ レ トモ、 衣服 ハ其 了ナル 故-一、 方今 御聖斷 ヲ テ、 純粹ノ 古制 

-i ツキ 、國化 ハカ リニ シ テ 、流 弊 ノ 镜腋拉 二 狩 衣 及 襖 子 製 ノ物 ヲ廢セ ラレ、 上 一品 ヨリ 下 初位以 下 ニ至ル マテ 次第 二 袖 

ノ廣 サ竝ニ 据ノ長 サヲ縮 メラ レテ、 上下 ノ分 チラ 定 ラレ 度奉存 候、 袍 トイ フ トモ、 袖 サへ各 別 二 寸法 ヲ縮メ 候 〈 ノ 戎服ト 

川テ同 フス、 古圖ニ モ見ュ 、衣服 ノ制ハ 仕立樣 二 テ、 各國 ヲ別ッ モノ 故 二  、仕 立方 ヲ先定 ラレ、 海外 ノ ハ テ マ テ モ、 是カ 本 

朝ノ制 トイ フ事ヲ 、彼 ヨリ 唱 フル 樣 ニナ ラサ レハ 我 國ノ國 體竝ニ 制度 不相 立、 又 衣服 ノ製ノ 數カ多 クテハ 本朝 風ト云 

事 カ也國 ヨリ 見 へ 兼 申 候 事 ト奉存 候、 誠惶誠 恐頓首 敬白。 

四月  ^川圖 書 

衣服 

朝 服 

.0 原註、 縫 

ネ腋、 缺腋、 

袖口 一  尺 1^5 寸、 

腋 551 之、 


四幅祷 

豊 

1 瓜 月 

布 衣 

袖口 腋？ 1 准袍、 

差 袴 

常 服 

短掛 

襠高袴 

筒袖 短掛 

小 袴 

右 有 位 以上、 

筒袖 

筒 袴 

右 兵士 兵卒、 

頭髮 

總 髮冠髻 幼時 總角 

右 公卿、 

總 髮曲髻 幼時 總角 

右 諸侯 已下庶 人 迄、 

寺 僧ノ外 剃髮ヲ 禁ス、 

但 臨軍且 洋行 ノ者 斷髻ヲ 許ス。 
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續 日本 紀卷八 

元 正 天皇 之 條下云 

二月 壬 戌 初 令 二 天下 百姓 右 1A 襟 云々 

此 文ヲ以 テ考レ ハ、 有官ノ 人ハ、 是 迄-一 右 襟-一 

相 成 候テ、 百姓 計 リ其マ 、 一一 相 成 ルト思 ヮル、 

此時 _ 一  上下 同樣 一一 被 定候物 也、 

今 赤 紐ハ肩 一一 付ル コ ト右有 左 ァリ、 大古 ハ如此 

物 也、 聖德 太子 眞像、 守屋 ノ 眞像 ヲ 見ル- 一、 蟬頭 

付 シ物也 、赤紙 ノ姿成 見へ ス、 首 紙ハ右 画一 一 ハ巾 

ニ寸 位-一見へ 申 候、 

丈、 高位 ノ人ハ 、足 クヮ迄 クリ、 袖 ハー 尺 二 一寸 

位 I 一見 ュ、 

下宫 ノ人ノ 丈つ 帶 ヨリ 少シ下 二 有 リテ甚 短シ、 

袖八寸 以下 七寸 位-一見 ュ、 身巾 ハ 高下 共 一尺 二 

寸位ー I 見ュ、 袖ノュ キハ、 貴ハ 手先 W 寸位モ 餘ル、 

下 {B/ 人ハ 手首 一一 止ル、 此服ヲ 神主 亦ハ 大禮ノ 

時 一 一 用ヒ ラレ 度 候、 何 モ 麻 白 也、 常 II 用ヒ タキ 物 

ハ、 此通 一一 シテ、 首 紙-一 蟬頭 一一 テ宜敷 候、 丈ハ著 


丈 一一 テ 可也、 常 一一 ハ絹、 麻， 人ノ 高下 一 1 從フ、 

祌紙式 -ー 

綿  一 ；. S 九十 屯、 調 布 六十 七 段、 三 丈 四 尺、 紅花 六 

一に S 上, <H! 

厂 SS 衣料 

同上 

絹 十四 疋三 丈、 十疋 ハ被 料、 四疋三 丈靑摺 衣料、 

同上 

！ 5=  キ. お. r  or …八 疋廣 一 尺 五寸、 八疋廣 一 尺 一 一寸、 

禾. す： pels- 八疋廣 一 尺 並 長 ra 丈、 

此 文ヲ以 テ見レ ハ、 反物 ノ巾 ノ廣狭 ァリ、 然共 

今 II 小 忌 一 1 ハ 身巾 一 巾 也、 大甞會 ノ卯日 調進 

ノ 御衣 II ハ今 一一 袖 一 巾 ナリ、 

神祇 式 一一 、募 摺袍、 靑摺袍 Ijfg 、古 へ 人文 開 ス 、 

ヮッ 力-一 摺衣 位ノ文 華開ケ シ. JsT 今 一一 傳リ テ、 靑 

摺衣ヲ 神事 一一 用ヒテ 古典 ト ス、 

慶應四 年 夏自造 

皇都左 寺 螺川象 
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ァヲ ン 

換子 

袖 ノ閥サ 、位 袍ト同 シク、 三位 以上 一 尺、 K 位以 

下 八 寸> 

是 一一 奴挎 ヲ 著 用 シ タル ヲ、 上 下 合 テ、 源平 ノ比ョ 

リ直垂 ト號ス 、保 元/比 二 ハ、 換 一一 大口 挎、 亦 ハ 

換-ー 奴持ノ 文字 有 リテ、 上下 別 々一一 書物-一 ハ見 

ェ 、 

倭名鈔 -ー 、 

換子唐 令 諸 給 時 服 二 冬 則 白換子 一 領 1 

延喜彈 正式 -1 、 

凡庶 人 以上 不レ得 一一 襖 子 重 著 一 

此 文ヲ以 テ見レ ハ、 下賤 ノ者ノ 服 一一 テ、 輕便成 

故 軍服 1 一 用 ュルコ ト明 也、 

衣服 令 -ー 、 

位換 侧、 靴 襖、 縹襖 兵衞 

著 用、 以下 衞士 桃皮染 さ？ 色衫 也、 

衫ト ハ、 羽 袖 無キヲ 云、 延喜 式-一、 衫 一一 モ緖ヲ 

付 ルコトー ケ處見 ュ 、 

慶瘛四 年 六月 造ル 

皇都左 寺 蝶 川 花押 
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今ノ表 袴、 檔ニ 枚、 下リテ 左右 一一 縫 付ス、 予考ル 

一一、 付 ザル物 ナレハ 、一枚 一一 事タ レリ、 二 枚有ル 

一一 ハ如此 、左右へ 一枚 ッ 、縫 付 タル ト思フ 、古圖 

一一 モ 凡 見 ェ、 檔モ甚 短 シ、 夏 ハ 單 、冬 ハ 拾、 古阖 一一 

モき 一見 ュ、 

常-一 ハ絹、 麻、 人ノ賁 賤 一一 俲フ、 

儀式-一 用 ル餘ハ 、外 ノ挎、 神事 一一 ハ必麻 一一 テ W ヒ 

クキコ ト也 、神主 ハ 、常 一一 モ 御社 用 一一 ハ用ヒ タキ 

コト 也、 

慶應四 年 W 月 自造ル 

左 京 東 寺 蛲川圓 書 

花押 


延喜式 一一 是ヲ 中袴ト 云、 今ハ 誤チテ 大口 椅ト 云、 

大口 ハ持 ノロ 閥キ故 二、 古 へ大 ロノ 名 ァリ、 今 其 

實存ス ル物、 能狂言 ノ 大口 也、 屮袴ハ 袷 一一 テ、 0 

寒ノ時 表持ノ 下へ 著ス、 今 ノ下衣 ヲ用ル モ 同シ、 

,ー  、  u-i 二 要 表裏 sl^e 一一， 一 

一 肭祁. IH  二  ノ  T お 一 腰 丈、 腰 料 一 丈 
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メ S 一お 

I  東纽 音，  一 きお 


/人 


火口 持 

義經 衿、 信 玄持ト 云 物ヲ^ ル -ー、 此四五 年 前-一 " 

此 ノ掠ノ 如 シ、 前後 巾 四 巾 也、 檎 ノ下ノ ヲクビ 

ヲ入レ タルモ ァリ、 元來、 日本 ノ 古制 ハ表袴 ナリ、 

紐 一筋-一 テ ハ、 人々 一一 緒ノ 付方替 レリ、 亦 同人 ト 

云 へ 共、 夜 ノ 重 衣 -ー テ、 替 レルョ リ 便利 ヲ主 ト シ 

テ、 常 一一 ハ、 投ノ紐 前後 二 筋 一一 制ノ 出來シ ト思ヮ 

ル、 是今ノ 神事 ノ時ノ 摺袴ヲ 以テ證 トス、 据モ 表 

松 卜 同 シク、 裏ヲ I 寸 表へ ハミ 出 タシ、 是へ小 紐 

ヲ入レ テ下括 トス、 ロノ 閥 サ今ハ 七寸 K 分、 甚 

古 體成ル 明 也、 ヮ キ 付モ絲 一一 テ 力 ； レリ、 是ハ 

表 袴 ノヮキ 付 ノ上ヮ キア ケノ 堺 成處少 シカ ガレ 

リ、れ^-  -ila ヒ候 物ト思 ヮル、 表ノ 挎ノゾ キノ 如ク 

成 ルカ 古制 也、 

表持ノ 亂レ椅 ヨリ 1? ヒシ物 也、 此 マチ ハ 足ノ內 

モ 、 ス レ候 ヨリ、 角 椅出來 候ト存 ラレ 候、 是モ檔 

下 切 レノ引 カレ シ 處有ル ョ リ、 今ノ檎}^年前 ョ 

リ新ク 一一 制ノ出 來シ事 也、 著用ノ ヨキ コト ハ、 當 

今 椅宜敷 候、 古へ ノ； i 太刀 短刀 ノ時ハ 、前後 同寸 

一一 テ 著用梵 敷 候 へ 共、 當今 ノ 大小 ヲ差ス 時 一一 ハ、 

今 ノ裕ノ 通 リ後ノ 畏キガ 便利 也、 後ノサ ガル コ 

ト無シ 、依 テ此へ ンヲ折 屮仕リ 度コト 也" 

慶應 HI 年 秋自造 

t ん寺蝶 川 花押 
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〇 

ゥッ クシ キケ. N リ  ケ カレス テ タル 

印度 之釋迦 ハ登ル へ キ 王位 ラ棄 捨シ、 瓔路細 侯 ノ衣ヲ 捨テ、 道路 ニ落タ ル糞掃 物 ノ小切 ヲ拾ヒ 、垢 機ヲ洗 ヒ濯キ テモ、 

五色 ノ殘レ ル ヲ人ノ 執著 セ ン コ トモ 難 計 トャ思 ヮレテ 、何共 知レ ヌ濁レ ル染汁 ヲ造リ 、其 染汁ヲ 装 1^ ト名 ッケ、 右 ノ拾ヒ 

集 メタ ル小 切ヲ染 ナシ、 是ヲ 縫緩リ 衣服 トナシ 、則 身 一一 マ トヒテ 寒暑 ヲ凌キ 、且又 肖 ラ其身 ヲ降シ 、鉢 ヲ持テ 人 ノ餘セ ル盒 

ヲさァ 身 ヲ養ヒ 、朱 砂 ニ塗レ ル殿星 ヲ立出 テ林下 二 身 ヲ安シ 、天地 ノ 理ヲ考 へ 、自ラ 敎道ヲ 建テ、 偏 ク國中 二 弘通シ 、遂 二 

我 本朝-一 及 ヘリ、 方今 ノ！？ 侶ハ 其遣敎 一一 ゥ トク シ テ 、錦繡 綾羅 ヲ身 一一 著シ、 慈悲 哀愁 ノ心 モナ ク、 釋迦ノ 行 業 二 違 ヘリ、 

力 、 ル 復古 ノ折柄 一一 御座 候へ ハ、 右 美麗 ノ袈装 衣 等總？ 著用不 仕樣 一一 被 止、 夏 《鼠色 ノ麻、 冬ハ 鼠色 ノ 木綿 一一 被 定度旨 申 

候 擧像兩 三人 モ有之 申 候、 亦 西洋 一一 テ佛敎 ラ學フ 輩ハ、 其國々 ノ 衣服 ヲ用ヒ テ、 佛國ノ 衣服 ハ 一 節 禁制 一一 テ、 心 計リヲ 移シ、 

我 國體ノ 風儀 ノ替ラ ヌ事ヲ 主 ト致シ 候 趣 本朝 一一 テ モ 袈裟 ヲ 被止テ 我國ノ 服ヲ著 用サセ ラレ 度 旨、 或 外 國擧者 申 聞 候、 

何 レモ 尤ナル 申 分-一 御座 候、 此度禮 服 御 制度 之 折 柄 故 乍 序 奉 言上 候、 恐惶 敬白。 

四月  ま】 川圆書 

制度 事務局 叢書 

〇 小 河 一 敏屐歷 書 一一 云、 一 一月 廿五 日、 衣服 制度 取調 掛被仰 付、 又木 人手 記 一一 云、 戊辰 ノ春 出京 ノ砌、 衣服 制度 ノ事、 兩總裁 へ 

御 直面 一一 テ申述 候處、 右 取調 掛被仰 付、 相掛 ハ 井上 石 見、 平田大 角、 蜷川圆 書、 山 田 阿波 介其餘 モ有之 候歟、 諳記 セス、 其 後 

追々 取調 上申 候へ トモ、 御采 用 御 施行 不相 成、 己巳 之 年 官制 改正 之 際、 右 御用 掛モ 被廢 候、 但シ 取調 ノ 大略 ハ、 袍ノ 古制 ト 

近 制トヲ 折衷 シテ禮 服 トシ、 狩 衣 直 垂等ヲ 折衷 シ袖 ヲ細ク シ テ 通常 ノ禮服 トシ、 羽織袴 ノ袖 ト裾ト ヲ細ク シ テ 平服 トス ル 

等 ナリ。 

〇 案ス ル 一一、 孝弟 等モ、 取調 掛ラ命 セラ レテ 建議 セシ ナル へ シ、 然ル 二  、別 一一 見 ル所ナ キヲ以 テ月未 二 收ム。 

〇 毛利廣 封、 書 ヲ上リ 、癸丑 以来 外 六 乂論ノ 沿革 得失 ヲ陳 シ、 I 定ノ 國是ヲ 守リ、 萬 國ト： j 登 1 セ 


ン コトヲ フ。 

臣廣封 謹テ奉 言上 候、 先般、 越 前 宰相 一 同 建言 之 儀、 癸丑 已降、 天下 之 勢 S 變遷、 遂 一一 今日 之 御 時 體ト相 成候テ ハ 、目下 之 御 

虚置、 右 建言 之處 一一 著 落 仕 候 外 無 御坐ト 奉存、 連署 奉 言上 候、 抑 旣往ヲ 椎究仕 候處、 幕府 一 旦其 術ヲ失 ヒ候テ ョ リ、 御國是 

逛變換 開鎮之 論 一 定不 仕、 天下 是カ爲 -ー肝 腦塗地 候 者 不可 枚 擧悲欵 之 至 ニ奉存 候、 然處、 臣廣封 父子 追々 陴述仕 候 通、 癸丑 

已來、 偏 -ー 皇 威御更 張. 國是御 一 定ラ奉 企 望、 只管 叙 慮 -ー 奉 基、 名義 條理相 立候樣 -ー ト、 不顧 微力、 藩 屛之任 一 途 心懸罷 

在 候 内、 戊 午 下田 條約被 差 許 候 一一 付テ ハ 、即 チ開國 二 御 一 定ト 奉存、 一 藩 方向 相 立 居候 處、 壬 戌 - 一至 リ、 ハ乂子 上京 親ク 奉伺 

候 得 ハ 和 宮御東 下 一 條 ヲ奉始 叙旨專 ラ鎮國 一一 被 爲在候 御 事奉拜 承、 殊 一一 癸 亥 一一 至リ、 大樹 家 上洛、 奉 勑擁斥 之 布 i^n 相 

成 候 一一 付、 彌以 艱難 危急 ハ臣子 之 分 一一：！ i: 天恩 之 萬 一 ヲ奉 報度ト 決心 仕、 人民 ラ 鼓舞 激勵シ 、身 ヲ以テ 自先シ 候處、 臣廣封 

父子 之微誠 貫徹 不仕、 遂 二 孤立 之 姿 ト相成 闕下 二 拜趨ヲ 不得仕 次第 -ー 立 至 リ候得 共、 元来、 臣廣 封：！； < 子 進 返趨舍 一 己 私 

二 出 候 儀 毫鐘モ 無 之、 偏 一一 叙 慮 遵奉 之 心得-一 御 坐 候處、 幕府 布令 前後 齟齬 ヨリ シテ、 御國是 從テ變 換シ、 臣廣封 父子 禍 

難-一 陷溺仕 候樣相 成、 此餘ハ 社稷 ト共 -ー 灰 滅仕候 外 無 之ト覺 悟罷在 候處、 乾 綱 新 張、 今日 之 御 盛時 -ー 遭遇 シ、 再生 之 

鴻恩ヲ 奉 蒙 感泣 之 至 1 一 奉存 候、 然處、 四 境 閉塞 以來、 國外之 情 態 甚迂潤 -ー 打 過 候 得 共、 外國 交際 之 儀 其 他 種々 被爲盡 廷議 

候 御樣子 略傳承 仕リ、 今般 上京、 親 シ ク 先年 來之 御行 懸等 精細 相 窺 候 得 ハ 、旣 -ー 開港 勑許 海外 各國 へ 御 布告 被爲 有、 旣 二 

御 國是御 確定、 開 國之御 規模 被 爲立候 御 儀、 續テ 王政 御 一 新 萬 機 御 親裁 之 秋 ト相成 候、 付テ ハ 内外 之 形勢 前日 之 比 二 

無 之、 卽チ國 家 之 御 安危 皇威之 御 隆替、 辱ク モ 御聖德 一一 關係 仕、 今後 之 御 擧措最 重大 之 儀 ト奉存 候 二 付、 外國御 交際 

ハ 、 宇 S 公義 之係ル 所、 内國 一 家 之 紛擾 ラ以、 宇 之 公義 ヲ害 シ候樣 二 テ ハ 、萬國 一一 對シ 可愧儀 一一 御 坐 候 間、 乍 恐 神武 之 

御 聖業ヲ 御 禮 認被爲 遊、 專ラ 天下 之 耳目 ヲ 一新 シ、 人心 之 方 嚮ヲ相 定メ、 確乎 不拔之 聖斷ヲ 以テ、 天下 二 臨御 被爲 

遊、 外 ハ 宇内 萬國 -ー 拉立 シ テ 不被 爲愧、 内 ハ 列聖 之神靈 二 被爲對 御 遺憾 無之樣 不堪 懇願 之 至、 誠 恐 誠 惶頓首 謹言。 

二月  長 門少將 

復古 記 卷四 十一 明治 元年 二月 晦日  六 ニー 


復古， 記 卷四 十一 明治 元年 二月 晦日  六 ニニ 

内國 事務局 叢書 

毛 利 元 德 家 記 

〇 叢書、 元德家 記、 拉 一一 日 ヲ失ス 、加 藤 明 實家記 晦日 ノ條- 一 云、 去廿 七日、 太 政宫代 ヨリ 松 浦 肥 前 守 御 呼 出-一 テ、 別紙 長 州 

建白書 寫 一 通 被 相 渡 候 趣、 京 極 佐 渡 守 ヨリ 廻 達 有 之ト、 之 ニ據レ ハ、 其 上書 セ シ ハ 、蓋 シー 一十 七日 以前 二 ァ リ。 

〇 土 佐 藩士 石 田 忠鄕， 等、 書 ヲ上リ 、鹽飽 、小豆 二 島 ま？、 岐鎭撫 ノ狀ヲ 陳シ、 朝 命ヲ得 テ之ヲ 

管 守シ、 且 伊豆、 佐渡ノ 諸島 ヲ安 輯セ ン コトヲ 請フ。 

•  微賤 之 私共 

不顧恐 謹 テ奉願 候、 今般 大政 御一新 御仁 德被爲 施 皇國 無罪 之 域 一一 被 遊 候 御仁 意、 於 私共 モ深 奉感戴 候、 就 テハ德 川 

支配 之 島々、 元 來貧地 二 テ、 生活 之爲 二 而已 終身 日夜 困苦 罷在候 上、 德川之 暴政 宽酷 -ー 苦ミ難 仕 候 儀 見聞 仕、 實 -ー 嘆 敷 奉 

存候、 旣 -ー 先達 テ、 四國 近海 鹽飽七 島 之 居 民、 私怨 - 一依 テ紛 援爭鬭 及、 民家 ヲ 放火 シ、 卽死 怪我人 夥敷有 之、 打 捨置候 ハ 、 如 

何 成 行 候モ難 計、 早速 同所 へ 罷越、 惡徒ヲ 捕、 窮民 ヲ救、 人心 鎭定致 候 段、 於 播州、 四條 殿下 へ 御 達 申 上 候 通 一一 御 坐 候、 鹽飽 

ス ラ如此 -1 御 坐 候 得ハ、 況テ 佐渡ケ 島、 新 島、 三 宅 島、 八丈島 ハ 流人 モ 多ク罷 在、 兼 テ人氣 モ不穩 、此節 柄別テ 貧窮 一 1 迫リ锓 

亂仕候 俊、 眼前  >ー 御 坐 候 間、 此度 御仁 政 之 趣 拜承爲 仕 候 ハ 、 、如 解 倒 戀奉存 感泣 -ー 不堪 儀 必然 -ー 御 坐 候、 ^共、 先年 有 故 

テ彼地 へ 罷越， 土 風 民情 モ相辨 罷在候 間、 島々 へ 渡リ 御仁 政 之 難 有 御 趣意 ヲ速 一一 布告 仕、 窮民 ヲ救、 暴 惡ヲ禁 、民心 ヲ鎭 

定仕、 厚キ御 趣意 爲奉感 佩 度、 且又 島々 一一 德川之 命 ヲ受、 航海術 習練 致 候 者 モ有之 候 間、 猶以 來屈强 之者ヲ 撰ミ、 傳習爲 致、 

追々 海軍 へ 御 收用被 仰 付 候 ハ 、 、兵備 充實 御 國威皇 張 被 遊 候 基 トモ 相 成 可 申 ト奉存 候、 即今 逆徒 御 征伐 萬 民 塗炭 之苦ヲ 

被 爲救候 -ー 付、 不一 方 御 心配 被 遊 候 折 柄、 微賤 之 私共 ト雖、 一 日 片時 モ束手 安居 i 能 在 候 儀、 誠 -ー 以恐多 奉存、 單思盡 力 忠誠 

ヲ抽、 御 國恩萬 分 之 一 ヲ モ奉報 度 赤心 一一 御 坐 候 間、 右島々 取締 被 仰 付 被 下 候樣奉 懇願 候、 誠惶 謹言 

土 州 海援除 


辰 


月 


石田英 

長 岡 謙 

勝 閒桂三 

島 田 源 八 

佐々 木 多 


吉 


吉 

良 

郞 

P 

あ 


參 與 


御 役所 


內國 事務局 叢書 


〇 


先般、 飽七島 之 居 民 紛擾 仕 候-一 付、 私共 鎭撫致 候 儀、 播州-一 オイ テ 四條 殿下へ 御屆 仕置 候、 右 居 民 朝廷 之 海軍へ 御收 

m 被 遊 被 下 度 段 奉 願置类 慮、 讃岐國 小豆 島 モ鹽飽 同 樣鎭撫 仕 罷在候 間、 右 兩島共 鎭撫之 命令 被 下 置 候 樣奉願 候、 以上。 


辰 二月 


m 古 記 卷 四 十一 明治 元年 二月 晦日 


土 州 海援隊 

長 岡 謙 

石田英 

六 二三 


吉 

吉 


復古 記 卷四 十一 明治 元年 二月 晦日  六 二 四 

ヽぉ 

參 與 

御 役所  内國 事務局 叢書 

〇 一 一書 上申 ノ日、 及ヒ批 紙詳ナ ラス、 案ス ル 二、 本 月 九日、 備前藩 鞭飽、 小豆 島 等 ヲ土佐 藩 二 交付 ス ルノ 上申書 ァリ、 云、 

土 州 ヨリ 掛合有 之、 右三 島 ノ儀ハ 土 佐 守 取調 所 二 付、 同藩へ 受取 申 度 由 二 候 間、 夫々 引渡 シ仕 候ト、 此文 二 據レハ 當時未 

タ 朝廷ョ リ 判然 取締 ノ命ァ ラサ リ シ 一一 似 タリ、 伊豆、 佐 渡 一 一島 ノ如キ ハ別 二見 ル所 ナシ。 

〇 本 多 忠鵬、 病 ヲ謝シ 、老臣 ヲ シテ代 リテ京 二 至ラ シメ、  S  、前 田 利 同モ亦 老臣 ヲ シ テ兵ヲ 

率 ヰテ京 ニ至ラ シ厶、 

私儀 今度 御沙汰 之 趣 -ー 付、 人 數召連 上京 可 仕處、 先達 テ御屆 e. 上 候 通、 持病 之 痔疾 不相勝 候 -ー 付、 先 重臣 へ 人數相 添、 上 

一： 小 申 付 心得 -ー 御座 候處、 少々 宛 快方 二 趣 候 -ー 付、 押テ 在所 出立 可 仕、 且旣 二 用意 向 相 務候程 之 族 g> ゆ、 二 付、 重臣 爲指登 候 

之 儀 相 控候處 、又々 前 症再發 仕、 何分 旅行 難 相 成、 發途 延引 罷成深 ク奉恐 入 候、 先 重臣 へ 人 數相添 爲指登 申 候、 相應之 御用 

被 仰 付 被 下 候 樣奉願 候、 勿論 少 モ 快方 之上ハ 速 二 上京 可 仕 候、 何卒 前條之 次第 厚 御惓 察、 方今 上京 延引 之 儀 御 猶豫被 

成 下 候 之 樣奉願 候、 以上。 

二月  前 田稠松 

前 田 利 同家 記 

〇 

覺、  _ 

一 豈人 家老  ー菟人 隊長  一 壹人 司令 師  一 戴 人 番頭  一 貳人 軍 目 


五 拾 三人 戦士 

五 拾 人 兵粮 方 


八 拾 五 人 銃隊 


右上 京人 數如斯 御座 候、 以上。 


月 


拾 三人 右 附屬打 方 


三 挺 大砲 


拾 人 右 附屬打 方 „ 


前 田 稠松內 

磯野 新九郞 

前 田 利 同家 記 


復 古 記 卷 四十 一 終 


一 等 編修 官 

袋 修兼校 勘 

一 等 編修 官 

四 等 編修 宫 

原 纂 

十一 一等 出仕 

校 錄 

六 等 掌 記 


長 

澤 


復古 記 卷四 十一 明治 元年 二月 晦日 


松 

星 恒 

津 發 三 

渡 廣 

六 二  K 


幹 

ぜ火 

之 


孝 


復古 記 卷 I： 十一 叨治 元年 二  H 晦ロ 


六 一 一 六 

八 等 掌 記 E 松 浦 辰 

0 寫 

一 等繕寫 臣 小川 長 

二等 繕寫 E 小 島 

二等 繕 寫臣藤 囿 賢 


意 春 和 男 


復古 記 卷四 十二 

明治 元年 戊辰 三月 朔 日-一起 リ 三日-一至 ル • 

〇 三月 

朔 日 、鍋 島齊正 ヲ 以 テ 議定 ト爲シ 、史官 毛 受洪及 ヒ 長 岡 護美 ヲ 參與 ト 爲シ、 參與田 中輔、 坊城 

俊 章 及 ヒ洪ヲ 以テ辨 事ヲ兼 シメ、 參與荒 川 良知 ヲ 罷ム、 尋 テ 齊正 、 護美 - 1 軍 防 事務局 輔 ヲ 兼 

シム a 

肥 前前 中將 

議定 職 被 仰 出 候 事。  " 

.  官中 日記 

三月  鍋 島 直 正事廣 

〇 

毛 受鹿之 助 

徵士參 與職辨 事 被 仰 付 候 事。 

慶應四 年 辰 三月 

,  職務 進退 錄 

總裁 朱印  毛受洪 履歴書 

一  . 

〇 

長 岡 良 之 助 

復古 記 卷四 十二 明治 元年 三月 朔日  六ニ.^ 


復古 記 

仰 付 候 事。 


卷四 十二 明治 元年 一一 一月 朔ロ 


六 二八 

辨 事局 叢書 

細 川 護久 家 記 


〇 


各 通 


坊 

田 


中 


侍 從 

之 輔ー 


參與辨 事 被 仰 出 候 事。 

慶應四 年 辰 三月 

總裁 朱 

〇 輔ノ宣 旨ハ、 參與ノ 上、 徵 士- 

〇 


P  職務 進退 錄 

印  坊城俊 章 履歴書 

-字 ァリ。 


荒 川甚作 

免 候 事。  i 川1§  ^？家 n 

〇| 一 一月 一 一十 六日 申請書 

謹テ奉 言上 候、 弊 臣荒川 甚作事 先般 參與職 奉 命！ 能 在 候處、 先頃 3 リ病 氣不相 勝、 急速 全 愈 可 仕樣 體無 御座 候 付、 方今 之 御 

時勢、 出勤 遷延 相 成 候 儀 ハ 恐 悚之至 候 間、 右 職 御免被 成 下候樣 仕度、 付テ ハ 右 跡 撰擢仕 候處、 弊 臣中村 修之進 事 同 樣之者 -ー 

御座 候 付、 替 トシ テ 奉職 候樣 仕度、 此段奉 伏 願 候、 誠惶誠 恐頓首 敬白。 

二  GT  大納 言 慶勝上 

內國 事務局 叢書 

〇 二日 達 書  肥 前前 中將 

議定 職 軍 防 事務局 輔被 仰 付 候 事。 


慶應四 年 辰 三月 

總裁 朱印 


〇 同上 


官中 日記 

b 島 直 續 


長 岡 良 之 助 


{BI 中 曰 記 

細 川 護久 家 記 

思 召 ヲ以テ 、左 京亮從 f;;- 位下 二 任叙セ ラル。 


參與職 軍 防 事務局 輔被 仰 付 候 事。 

慶應四 年 辰 三月 

總裁 朱印 

〇1 護久 家譜 -ー 云、 三月 一 一日、 護美 軍 防 事務局 輔拜 命、 且是 マ テ 精勤 格別 

〇暗 殺 ノ禁ヲ 申ス。 ， 

近來於 所々 嗜殺之 者 有 之 候、 付テ ハ 一 同 布告 二 モ及置 候得ト モ 、今 以相止 -不 申、 重疊 難相濟 次第 -ー 付、 彌 以嚴羞 取締 方 被 

仰 付 害 二 候、 於 諸 藩右樣 心得 遠 之 者 ハ 有 之 閒敷候 得 共， 卽今 何方 モ 大勢 詰 込 居候 儀 -ー 付、 精々 亂方行 屆候樣 被 仰 付 候 事。 

三 e: 一日 

本文 取締 方 之 儀 ハ 、裁判所 へ モ被 仰 付 置 候 付、 承 合 取 計 可 被 申 候 事。 

刑法 局 

.  別 本官 中日 記 

毛 利元德 家 記 

〇 加 藤 明實、 扈蹕中 錦旗 ノ守衞 ヲ罷メ ン ト請フ 、是 曰、 伊東 長 ヲ以テ 之 一一 代へ、 赤穗 藩ノ姬 

路 守兵 ヲ罷ム 、柳澤 保 申、 大阪 一一 赴 キテ、 安治川口  ノ 守兵 ヲ督セ ント 請ヒ、 他 田 政禮、 疾 ヲ以テ 

歸藩セ ント 請フ、 a  二 之 ヲ聽ス clf? ザ 

復 古 記 卷四 十二 明治 元年 三月 朔日  六 二 九 


復古 記 卷四 十二 明治 元年 一一 一月 朔日  六 三 〇 

今般 御 出 輦ニ付 5: 侍 所 御 守衞 供奉 被 仰 付 候 一一 付 テハ、 兼テ弊 藩へ 御 預相成 候 日 之 御門 御逮、 能 登 守 留守中 之處" 

外方 へ 御 預相成 候 樣此段 奉 願 上 候、 以上。 


月 晦日 


〇 


日 之 御門 御 旗 御 守衞被 免 候 事。 

〇 

日 之 御門 御 旗 御守衞 被 仰 付 候 事。 

〇 


加 藤 能 登 守 家 来 


西 村 


森 


均 兵 衞 

加 藤 明 實家記 

能 登 守 へ 

, 加 藤明實 家 記 

播磨 守へ 

伊 ^s- 長 ？；^ 家 記 


美 作 守 

森 忠 儀 家 記 


右 姬路表 人 數差出 長 陣-ー 相 成 候條、 早速 引取 休息 可 致 旨 御沙汰 候 事。 

三月 朔日 

〇 

攝州 安治川口 御 警衞、 兼テ被 仰 付 置 候處、 今般 御 親征、 來ル 五日 御 出輦被 仰 出 候-一 付、 私儀 出 坂 仕、 御警衞 向尙又 

厳重 申 付 度、 且時々 奉 窺 天機 度 奉存候 二 付、 暫滞坂 仕度 此段 奉伺 候、 以上。 

三月 朔日  柳澤 e" 斐 守 

〇批 紙 


可 爲窺之 通 事。  澤 お S- 家 記 

私^? a 々 御 屆申上 候 通、 病症 一一 テ 永 々 引 籠居 奉 恐 入 候、 精々 治療 相 盡候得 共、 迚 モ 急 々 快復 難 仕 旨、 衆 醫申聞 候、 就 テハ至 

テ 少人數 -ー 御 坐 候 得 共、 家來 之者殘 置、 一 ト先 歸邑仕 療養 相 加 度奉存 候、 御 時節柄 甚以奉 恐 入 候 得 共、 前條之 次第 御 憐察被 

成 下、 御 暇 被 下 候 樣可然 御 執 成モ被 下候ハ 、 、難 有 仕 合 二 奉 存候、 此段御 內慮奉 願 上 候、 以上。 

二月 廿 九日  池 田 丹 波 守 

辨 事局 記 

〇 本日 批紙 

病氣 二 付 內願之 通 御 暇 賜 候 事。  池 田政疆 旨 


〇 興 福寺學 侶、 書ヲ 1 一 

衞セ シム。 


举行坊 城 俊 政 一一 上リ、 使役 ニ供セ ン コトヲ 請フ、 是日、 命シテ 御服揠 


ヲ 


〇 一 一月 一 一十 四日 申請書  - 

口上書 

今般 御 親征被 仰 出、 不日 行幸 可被爲 在 之 旨 奉拜承 候、 不取敢 、乍 恐 天氣 御機嫌 奉 窺 上 候、 就テハ 微力 之 A 

得 共、 相應之 御用 向 何卒 被 仰 付 候 樣奉願 上 候、 此段宜 御 聞濟之 程伏テ 奉願ヒ 候、 以ヒ。 

三月  興 福 寺 

學侶中 

御 奉 行 

復 古 記 卷 ra 十二 明治 元年 三月 朔日  1  一二 


二 候 


復古 記 卷 g: 十二 明治 元年 三月 朔日  六 一一 三 

坊城頭 右 中辨殿  興 福 寺 記 

〇 興 福 寺 記 二 云、 過日 相 願 候 二 付 行幸 御 親 服 御 韓櫃御 守 衞之義 、興 福 寺へ 被 仰 付 之 旨、 三月 朔日、 坊城 頭辨^ ヨリ 御 

達 有 1\1、 勘 解 由 小路.^ へ 供奉 人 數書差 上 候 事。 

〇 軍 防 事務局 督嘉彰 親王 、昨日 ノ變、 親 兵 二 出 テシヲ 以テ， 、書ヲ 上 リ罪ヲ 乞フ。 

御 親 兵 中、 咋 三十日、 不都合 之 儀 出來、 全 ク嘉彰 始不行 屆恐入 候、 仍テ奉 待 御沙汰 候 事" 

三月 一日  軍 防 局 

總裁局  官中 日記 

〇 批紙ヲ 佚ス、 案ス ル 一一、 三 枝蓊、 朱 雀 操、 甞テ鷲 尾隆聚 二 從フ、 一 一月 一 不 七日、 隆聚所 部 ノ兵ヲ 親 兵 ト爲ス 二 及ヒ、 二人 

モ亦其 中 一一 在リ。 

〇 池 田 茂 政、 播磨、 美 作、 備中諸 藩 以下 歸順 ノ狀ヲ 奏ス。 

丹 波長 門 守 SI 一皿 i 猜  一； I 

！  領地 s 錄 一通  . 


同國 


同國 


一 柳對馬 守 

小 笠 原 幸 松 丸 

池 田彈正 

池 田 右近 將監 

池 田 保 之 助 

松 平 備中守 

松 平信 濃 守 


證書 

献上 目錄 

證書 

領地 H 錄 

證書 

H 錄 

證書 

證書 

添書 

誇 書 

誇 書 
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0 


領地 s 錄 

添書 

領地 具 

領地 H 錄 

領地 H 錄 

領地 目錄 


通 


美 作 


池 田 鎗三郞 

八 木 但馬守 

本德寺 

土  TIN 太 4^ 頭 

土星 采女正 

土 岐隼人 正 

S 藤 金ー郞 

花 房 近 江 守 

池 田 福 次 郞 

吉備津 社家 藤 

右 ハ 、先般 德川慶 喜反狀 明白 


證蒈 

添書 

證書 

書付 


K 通： 


備中 


證書  一 逝 

同 領內延 生 寺 朱印 寫 

證書  一 通 

證書  一 通 

證書  一 通 

證書  一 通 

證書  一 通 


領地 H 錄 

朱印 寫 

高 ゾ 55 帳 

一通 

高 人別 書 

高 人別 書 

高 人別 書 


歎願 書 

朱印 寫 


物 成 書 


一 通  高 物 成 書 

井權頭 藤 井 駿河守 

一一 付、 追討 被 仰 出 候砌、 近國 藩々 去就 亂問爲 仕 候處、 何 レモ 異心 無 御座 朝 命 奉戴 之 外 他念 

無 御座 候 段 申出 候 二 付、 爲 實効證 書、 高 物 成 書 共 取 置 申 候、 則 四十 五 通 差 出 申 候、 右 之 2:、 丹 羽 長 門 守 ョ リ爲御 用途 米 炭 等 

差 出度 趣 ゆ 出 候、 願書、 添書 共 是亦差 出 申 候、 お 之 段 御 屆申上 候、 宜御執 奏奉希 上 候、 以上。 

一 一 月 


前 少 


辨 事局 記 

池 田 章 政 家 記 

〇 證 書， 領地 目錄 類、 章 政 家 記 之 ヲ戴セ ス ， 三 草 藩士  ノ 申請書 ハ 、丹 羽 氏 中 家 記 二 據リ 、左 二 補錄 ス、 案スル 二  、此時 氏 中 

江戸 二 在リ、 家臣 ノ藩ニ アリシ モ ノ 此事ヲ 申請 セ シ ナリ。 

〇 

口 上 

復古 記 卷 w 十二 明治 元年 三月 朔日  ブニ 一三 


復古 記 卷 S! 十二 明治 元年 三月 朔日  六 三 四 

私共 儀、 去 ル廿 一 日、 以制紙 御請 書 奉 差 上 候 通、 勤 王 之 外 別 心無 御座 一 同 承服 仕 候、 右 二 付、 不取敢 、緣 之人數 一一 テ モ差出 

可 申 害 之處、 何分 陴星 住人 少之儀 二 テ奉恐 入 候、 右 等 之 處御差 含 被 成 下候樣 仕度、 依 之、 聊之品 二 御座 候 得 共 王師 御川途 

之 へ 御 差 加 被 成 下 候 ハ 、 難 有 仕 合奉存 候、 以上。 

丹 羽 長 門守內 


慶應四 戊辰 年 正月 


播州 三 草 

雄 城 紋右衞 門 

雄 城 左太郞 


上 


田 

山 


角 

又 


太 夫 

兵 衞 

十 郞 


〇 別紙 

目 翁 

一 米百傻 . 一 炭 貳百五 拾 俵 

以上 

〇 三月 五日 批紙 

默納之 品 不被爲 請、 長 門 守 上京 歸順之 實効相 立 候 樣可致 盡カ候 事。  丹 现氏屮 家 記 

〇 氏 中 家 記 二 云、 備前藩 へ 差 出 候 口上書 へ 、御 附紙有 之、 辨事傳 達 所 ヨリ 下ル。 

〇 鍋 島直彬 京 二 至 ル 、板 倉 勝 己、 疾 ヲ以テ 老臣 ヲ シ テ代リ テ京 二 至ラ シ 厶 。 ，i2 


〇 東 山道 先鋒 總督岩 倉 具定、 下 籠 訪驛， - ー抵ル 。龍 I 羅 

二日、 車駕 啓行ノ 期ヲ延 フル ヲ布 吿ス。 

來 五日 御親征 行幸 御 延引、 日限 追テ被 仰 出 候 事。  •  5  1. 

有 栖パ宮 1\ダ 記 

三月 二日  毛 利 元德家 記- 

〇 參與久 保 田 秀雄ヲ 罷ム。 

〇 久保 田秀雄 履歴書 -ー 云、 戊辰 三月 一 一日 參與職 被 免。 

〇 英國 公使 明日 參朝ス ルヲ 以テ、 薩摩、 紀伊 以下 諸 藩 二 命 シーア、 禁 門及ヒ 道路 ヲ警 守セ シム、 

. 明 三日、 英國 公使 參 朝 被 仰 付 候條、 此 內以來 度々 被 仰 出 之 旨、 更ニ左 之 件々 等 篤 度 相 心得、 彌以不 取締 無 之 樣可致 厳 

重 御沙汰 候 事、  - 

一 公使 旅 宿 知 恩院新 門前 通、 繩手 通、 三條 通、 1. 介 W 通行 之 事、 

一 往來 筋、 已之刻 ョ リ旅宿 へ 引取 迄 諸人 通行 留之 事、  . 

但 左右 橫 道木戶 締切 之 事、  . 

一 往來筋 住居 町家 其 外 共 家 子 召 仕 之 外、 他人 一 切 滞留 被 差留候 事、  I 

但諸 藩士 等、 兼テ 止宿 之者ハ 格別 二 候 得 共、 萬 一 其 者 共 致 暴行 候 節ハ、 其 主人 之 落度 二 モ被 仰 付 候條、 於 引 請 精々 可 

致 吟味 候 事， 

一 同斷 住居 之 者 公用 ハ 勿論 私用 タリ 共、 難 差延用 向出 来、 他 へ 往來之 節 ハ、 町 役 方 其 他 向々 へ 申出、 免許 ヲ請ケ 可 致 通行 

f  、 

复 古記 卷 四十 二 明治 元年 三 a- 二日  ，  ブ 三.^ 


復 古 記 卷 十二 明治 元年 三月 二日  六 三 六 

但脇方 ョ リ、 -:1 文 居住 之 者 へ 同 斷之節 ハ 、木 戶太戶 守衞之 藩々 へ 相 達 免許 ヲ請ケ 、同 斷、 尤總テ 用 辨之事 二 付、 多人數 

通行 ハ 不相成 候 事、 

右 之 通宜可 相 心得 候 事、 

三 月 

〇 

各 通  薩 


明 三日 午刻、 英國 公使 參 內-ー 付、 日 御門 内外 警固可 致 旨 御沙汰 候 事。 

三 月 二 日 

〇 日 御門 內外、 藝藩 ハ 月 華 門外 - 一作 リ、 長藩 ハ 日華 門外 - 一作 ル。 

〇 


毛 利 元 德 家 記 

官 中日 記 


藝 

長 


島津忠 義、 淺 野 長 

勳、 毛 利 元 德 家 記 


紀 伊中 钠 言 


右 境 町 御門. M: ョ リ 日 御門 IP 一、 

右英國 公使 參 朝當 日、 注來筋 前書 之 通、 藩々 引 請 更-ー 被 仰 出候條 、一手 持ハ 格別、 相 持 之 部 ハ申談 、兼テ 御沙汰 之 旨、 

篤ト相 心得 厳重 取締 可 致 候 事。 

三 月  德川茂 承 家 記 

〇 案ス ル 一一、 書中 所謂 前書 ノ通 云々 ニ據レ ハ、 紀伊 一 藩 二 達セシ モ ノ  ニ非サ ル 二 似 タリ、 蓋シ 一 藩數藩 二通 シテ 之ヲ W 

ヒシナ ラン 0 


右、 境 町 南 詰 ヨリ 曰 御門 迄、 

右、 英國 公使 參 內當 日、 往來筋 前 A 

篤ト相 心得 厳重 取締 可 致 候 事。 

三 月 

〇 


I 之 通、 藩々 引 請 更-ー 被 仰 出 候條、 一手 持ハ 格別、 相 持 之 部 ハ申談 、兼テ 御沙汰 之 旨、 


內國 事務局 叢書 

京 極 高 厚 家 記 


池 田 丹 波 守 

池 田 相 模守 

右、 知 恩院新 門前 通 繩手通 角 迄、 

右、 英國 公使 參 朝、 往來筋 前書 之 通、 藩々 引 請更ニ 被 仰 出 候條、 一手 持ハ 格別， 相 持 之 部 ハ申談 、兼テ 御沙汰 之 旨、 篤 

ト相 心得 厳重 取締 可 致 候 事。 

三 g  池 田德定 家 記 

〇 前 田 利 環 家 記 二 云、 三月 三日、 英國 公使 參朝 二 付、 御警衞 持 場 厳重 取締 被 仰 渡 相 勤。  . 

〇2: 國 事務局 叢書 中、 加賀、 臼杵ー 一藩、 本日 公使 參朝警 衞奉命 ノ請書 ァリ、 而シ テ達書 兒ル所 ナシ。 

〇 立 花 種恭、 藩 兵 ヲ以テ 宗家 ノ險伍 二 附シ、 征役 一一 從 ハント 請フ、 之ヲ 聽ス。 

復古 記 卷四 十二 明治 元年 三月 二日  六 三 


復古 記 卷 M 十二 明治 元年 三月 二日  六 一一 一八 

今般 官軍 御 東 下 一一 付 テハ、 出 雪 守へ モ御陴 へ 參集仕 候樣、 蒙 御沙汰 難 有 仕 合奉存 候、 就 テハ速  一二 應 御 下知 f 所ハ、 I 

可&害 之處、 弊 家之穀 ハ 右樣 出陣 等 之 節 ハ 、往古 ョ リ、 同姓 立 花飛彈 守、 備之 S: へ 相 加 リ同樣 出 勢 仕來候 家筋 二 御座 

候 へ ハ 、於 當時モ 舊來之 通、 一 同 出 勢 之 義奉願 候、 然ル上 ハ 、 出 雪守當 今之應 分限 御 奉公 相 勤 度 志願 -ー 御座 候、 若 別段 之 人 

數出シ 被 仰 付候テ モ 、領知 替以來 、小高 之 家來共 四方 一一 散在 相 成 居候 へ ハ 、假令 出 勢 仕候テ モ 、實備 之 御用 辨ハ迕 モ難相 

立 二 付、 何卒 御 賢察 被 成 下、 前 顯之通 被 仰 付 被 下 候樣、 宜御執 奏奉願 候、 以上。 

立 花 出 雲 守 內 

辰 二月 廿 八日  庵原 覺兵衞 

も 事 

御 役所  立 花 種恭家 記 

〇 種 恭家記 -ー 云、 右 願書 三月 一 一日 辨事御 役所 ョ リ御呼 出 -ー テ願之 通 被 仰 出 候 事。 

〇 九 鬼 隆義、 疾ニ 罹リ、 入觐ス ルコト 能 ハサ ル， ヲ以テ 、米 ヲ獻 シテ、 軍資 ニ供セ ント 請フ、 之ヲ 

聽ス。 

〇 朔日 申請書  • 

今般 爲 御 親征、 来ル 五日、 大坂迄 龍駕 ヲ被爲 遷候段 被 仰 出 候、 然處、 私儀 病氣少 ニテモ 快方 候ハ、 、押 テモ馳 登 相 

應之 御用 奉伺 度 志願 二 候 得 共、 何分 一一 モ兼テ 御 屆申上 候 通、 今 以同篇 -ー テ 上京 不仕、 甚以 恐懼 殘念之 至 奉存候 、且又 先頃 攝 

津國元 代官 地 取締 被 仰 付、 責テ ハ 此儀ナ リ ト モ盡カ 仕度 存 居候 處、 右 地之內 モ 、 大坂兵 庫 表 裁判所 一一 テ御取 計 相 濟候條 

被 仰 出 候、 左候テ ハ 、假令 不快 タリ ト モ 、此節 柄 何 之 御用 二 モ 不相立 候閒、 乍聊 御 親征御 用途 萬々 分 之 一 端 迄 二  、  ^1<千 

石獻上 仕度 奉存 候、 蕞爾小 藩 之 微忠御 憐察被 下 候 得 ハ 難 有 仕 合奉存 候、 此段御 執 奏之程 偏 -ー 奉 願 候、 以上。 


三 月 


九 鬼 長 門 守 

九 鬼 隆義家 記 

〇 達 書 

九 鬼 長 門 守 

今度 就 卸親征 行幸、 米 千 石獻上 仕度 旨 神妙 之 至-一 候、 行幸 來ル 五日 御 延引 候 間、 上納 等 之 儀 ハ追テ 御沙汰 候 事。 


三 月 二 日 

〇 二 卜 二日 再 達 書 ， 

書面 獻米大 坂 會計局 出張所 へ 相 納可申 事" 

三 月  . 


會 計 


九 鬼 隆義家 記 


裁 半 tw: 

九 鬼 隆義家 記 


九 鬼 隆義家 記 


〇 四月 八日 上申書 

米 千 石 代金 三千 兩 

右 之 通 上納 仕 候、 以上。 

〇 隆義家 記 二 云、 三月 廿ー 一日 御親征 -ー 付、 獻米大 坂 何ノ地 へ 運送 可 然哉伺 上 候處、 右 之 通 被 仰 出 候 -ー 付、 四月 八日 大坂會 計 

事務 出張所 へ 上納。 

〇 松 平定 安、 失火 ノ際、 參朝等 / 事宜 ヲ 禀請 ス 。 

一 非常 出火 之 節、 公卿 御門 ヨリ 西 御 唐 御門へ 參入、 御 假建所 ヨリ 參 內 奉伺 天氣 候テ宜 御座 候 哉、 

但シ 主人 著 服 之 儀、 自然 陣羽織 火事 装束-一 テ參 内 仕、 其 儘 奉伺 天氣候 テ不苦 儀-一可 有 御座 哉、 尤供之 者モ、 火事 装 

復古 記 卷四 十二 明治 元年 三月 二日  六 三 九  ， 


復 古 記 卷 四 十二 明治 元年 三お 二日  六 四 〇 

束 或 胴 服 裁 付 相 ffl 候テ モ 不苦候 哉、 

一 右 同斷之 節、 九 口 御門 内 馬上 不苦事 二 候 哉、 且供連 之 內靈役 等 馬上 之 者、 下馬 如何 相 心得 宜 御座 候 哉、 

伹 時宜 二 ョ リ、 手 廻銃隊 等、 九 門 内 へ 召 連候テ モ 不苦儀 二 御座 候 哉、 

一 右 同斷之 節、 九 口 御門 内 高 張 提燈相 ffl 宜 御座 候 哉、 

但高張 ハ 、御 唐 御門 外 二 殘 シ 置候テ モ 宜 御座 候 哉、 

一 右 同斷、 馬上 馳付候 -ー 付、 御堂 上方 へ 御行 逢 申 上 候 共、 禮節不 仕 引取 候砌 ハ 、平 月 之 通 相 心得 候テ宜 御座 候 哉、 

但家來 馬上 之 者、 自然 同樣相 心得 不苦候 哉、 

一 出火 之 節、 參 內可仕 御 方 切、 東 加 茂 川、 西 堀川、 南 ニ條， 北 鞍馬 ロト 相 心得 奉 窺 天氣候 心得-一 テ宜 御座 候 哉、 

徂 格別 延燒 二 不至、 速 -ー 鎭火 -ー 相 成 候 得 ハ 、不及 其 儀 心得 1 一 テ宜 御座 候 哉、 

一 大地震、 大風 雷 等 之 節 奉伺 天氣候 心得 ニテ宜 御座 候 哉、 

一 非常 -ー 付參 內且返 出 之 節、 參與衆 へ 進 返 之 儀 御 屆申上 候テ宜 御座 候 哉、 

右 之 廉々、 豫 奉伺、 兼 テ御差 圖奉願 置 候 樣申付 之 候、 以上。 

出 雪 少 將留守 居 

三月  津川六 郞右衞 門 

〇 批紙 

第 一條 伺 之 通 一一 テ宜 候、 

第一 一條 主人 ハ 九 門 C 乘込不 苦 候、 重役 ハ 九 門外 二 テ 下馬 之 事、 銃隊 ハ 九 門外 -ー 可 留置 候 事、 

第三， 第 四、 第五、 第六條 伺 之 通-一 テ宜 候、 

第七條 進退 之 儀、 林 和 靖間詰 へ 可 被屆候 事。  辨 事局 記 


〇 奥 羽 鎮撫 總督 九條道 孝、 副總 督澤爲 量、 京師 ヲ發 ス、 仙臺、 薩摩、 筑前、 長 門 四 藩 兵 之 二 屬 

シ、 天童 藩 之 力 前 導 タリ、 紀伊、 安藝、 筑前、 出 雲 四 藩 ヲシテ 汽船 ヲ出サ シ厶。 

〇 九 條道孝 事蹟-一 云、 三月 一 一日 京師 進發 下阪、 同月 十 一 日 天 保 山沖乘 船。 

〇 一 一月 十三 日 達 書 

仙 臺中將 

今般、 奧羽鎭 撫使爲 警衞、 其 藩 詰 合 之 兵 除 百 人 附添被 仰 付 候 事。  仙 臺藩記 

〇 

筑 前 宰 相 へ 

右， 今般 奧羽 鎮撫 使 守衞被 仰 付 候條、 銃隊 二百 人 附屬致 シ候樣 御沙汰 候 事。  • 

二月： t; 四日 

但、 日限 之 儀 ハ追テ 可 相 達 候。  ， 黑田長 知 家 記 

〇 案ス ル 二 、家 記 二、 一 一十 八日 二 至リ、 百 人 ヲ減ス ルノ再 命 ァリ、 下條 所謂 百 五十 餘人ハ 、夫卒 ヲ併セ テ之ラ 箕セシ ナリ。 

〇 

0  州 

右、 奧 羽鎭撫 使、 三月 一 日 發途相 成 候-一 付、 銃 隊百人 附屬致 候 樣可致 旨 御沙汰 候 事。 

二月 卄 七日  島津 忠義 家 記 

〇 

長  州 

復古 記 卷 I： 十二 明治 元年 三 3«  二日  六 四 一 


復 4 古 記 . 卷 四十 二 明治 元年 三月 二日  六 TO-  二 

in 、具 3 爲鎭撫 親 附之兵 引 連 被 差 越候條 御沙汰 -ー 相 成 候處、 御 詮議 之 旨 有 之、 親 附之兵 召 連 候 儀 ハ被差 止、 尙鎭撫 使 三月 

朔日發 途相成 候 -ー 付、 銃 除 百 人 附屬致 候 樣可致 旨 御沙汰 候 事。 

二月 廿 七日 

〇 


毛 利 元 德家記 


各 通 


奧羽 鎮撫 副 督參謀 へ 致 附屬、 大坂 ョ リ乘船 可 致 候 事。 

二月 廿 七日 

〇 

兼テ勤 王 之 旨 趣 被 聞 食 之處、 今度 奧羽兩 國鎭撫 使 發向被 仰 出 候 二 付、 右 可 致 先導 之 旨 

三 月 二 日 

〇 五日 再 達 書 

此度奧 羽 先導 被 仰 付 候 間、 早々 出張 可 致 候 事。 

但、 人數百 人餘、 

三 月 

〇 富 久之助 ハ左近 將監ノ 子 ナリ、 時 二人 覲シ テ 京師 一一 ァリ。 ■ 

〇 


薩 

長 


島津 忠義 家 記 

毛 利 元 德 家 記 


織 ffl 左 近將監 

御沙汰 候 事。 

官中 日記 

綠 E 信 敏家記 

織 田 富 久之助 


S 


防 局 

綠田 敏 家 記 


各 通  紀 伊中 納  一一 一一 口 

出 雪少將 

右、 今般 奧羽鎭 撫總督 被 差 下 候 -ー 付、 其 藩 持 合 之蒸氣 艦愛艘 御用 候條、 來卄 五日 迄、 兵 庫 港 へ 廻 著候樣 御沙汰 候 事。 

二月 十三 日 

m 、廻 著 之 上、 早 々 太 政官代 軍務 掛 へ 屆出 候樣被 仰 付 候 事。  鶴お ^^総 ； g 

〇 

安 藝 少 將 

右、 今般 御親征 -ー 付、 其 藩 持 之 蒸氣船 御用 相 成 候 間、 差 出 候樣被 仰 出 置 候 所、 奧羽 鎭撫使 大坂ョ リ御乘 船 相 成 候條、 日 

限 ハ追テ 可 申達、 其 旨 相 心得 候樣 御沙汰 候 事。 

二月 廿 五日  淺野長 勳家記 

〇  . 

安 藝 少 將 

三月 一 一日、 奧羽 鎭撫使 京都 發途、 貳百五 拾 人 計 直-一大 坂 ヨリ 乘 船-一 相 成 候 間、 其 藩 蒸 氣船早 々廻船 可 有 之候樣 御沙汰 候 

Tap 

二月せ 九日 

徂、 賄 萬 端仙毫 ョ リ可差 出 候 事。  淺 野長勳 家 記 

〇 黑田長 知 家 記-一 云、 三月 一 一日、 總 督九條 左大臣 道 孝 公、 副 總督澤 三位、 參謀 醍醐 少將. 奧 羽鎭撫 トシ テ 京都 ヲ發シ 、同 十 一 

日、 浪華 ヲ發纜 シ給フ 、藩ノ 司令 大野 忠右 衞門貞 固、 軍 監杉山 新 五 右 衞門友 善 等 百 五十人 餘、 薩長 一 一藩 ノ兵ト 共 二 其 守衞タ 

復古 記 卷四 十二 明治 元年 三月 二日  六 四コー 


復古 記 卷四 十二 明治 元年 三月 二日  六 四 四 

〇 紀伊藩 上申書  ， 

九條殿 、醍醐 殿， 澤 殿御 三方 トモ、 大阪表 就御發 艦， 同所 幸 橋 中 納言星 敷 へ 御 立 寄 之 上、 同 星 敷 下 ヨリ 川 船-一 御乘 込、 於 安治川 

沖， 一 ニッ + ハ— ル蒸氣 艦へ 御乘 移、 咋ト  一 H 午 半 刻 \ー 頃 御 出 颯相成 候 旨、 同所 詰 役人 共 ヨリ 申 越 候、 因 テ此段 奉 申 上 候 、以上。 

紀 伊中 納 言 內 

三月 十二 日  .^^野.：'ナチ 

內國 事務局 叢書 

〇 筑前藩 申請書 

此節 御親征 御用 被 仰 付 候美 濃 守 手 船 環 籠 丸、 奧羽 鎭撫使 御 川-一 御 遣 方 相 成 候 旨、 於大坂 表、 去 七日 天満 W 會 所-一 

テ御達 二 相 成 候 旨、 同 表 詰 合ノ者 ョ リ申越 候、 然 一一 右 船 ハ 、於 爱元拜 借 之 儀 奉伺 御 許容 被 爲在候 儀 二 付、 如何 之 都合 二 御 

座 候 哉ト大 二 懸念 仕、 早速 軍務 局御戀 へ 御 引合 仕候處 -4^ 阪表 ヨリ ハ何， メ ル御懸 合 モ 無 御座、 美 濃 守 人数 モ 、同 樣滯 阪爲仕 

置矣 樣御談 御座 矣 一一 付、 早速 大阪詰 ノ者 へ 申 遣 候 得 共， 右. 飛脚 之 者懸違 ヒ 、又々 t 阪表 一一 テ 前文 御 達さ 夫-、 京都 ョ リ 御指圖 

無 御座 候テ ハ御請 難 申 上段、 一 應相 伺ヒタ ル由 之處、 右 ハ彼御 方 ヨリ 御 屆被爲 在 候 且 根元 朝廷 御 川 一一 御 遣 方 相 成 候 

儀 二 候 得 ハ 、聊無 懸念 指 出候樣 ト ノ 御談 一一 付、 美 濃 守 人數乘 セ組、 咋ト 日、 鑌撫使 御船 御 一 ， 同 出船 爲仕候 申 越 候、 此段御 

屈 仕 候、 以上り 

黑 田 美 濃 守 內 

三月 十一 日  井上 六之丞 

黑田長 知 家 記 

〇 文中、 所謂 七日 ノ達 書、 家 記之ヲ 佚ス。 

〇 紀伊藩 申請 « 一 一通. 


此度被 仰 出候紀 伊中 納言 所持 之蒸氣 船、 來ル廿 五 日 迄、 兵 庫 港 へ 可 相 廻 箸 二 御 坐 候、 付テ ハ 船將 初航海 熱 練 之 者 無 御 坐 

候 付、 御 人 數御乘 組 之 儀 一一 付、 萬々 一 之 儀 等 御座 候テ ハ深恐 入 候 付、 何卒 航海 熟練 之 向 御 人镤之 上、 御 乘組セ 御座 候樣 仕度 

旨、 國許 役人 共 ョ リ申来 候 付 此段奉 願 上 候、 已上。 

紀 伊中 納 言 內 


月せ 三日 


西 鄉圖書 

中島 三 郞右衞 門 


〇 批紙 

急速 之倏 -ー 付、 御 人 無 之 候閒、 是迄乘 組 之 人 數精撰 致 爲乘組 可 差 出 候 事。  德川茂 承 家 記 

一 蒸 氣船相 用 候 石炭 用意 無 御座 候 -ー 付、 兵 庫 港 1 一 テ御下 渡 被 成 下 候 樣奉願 候、 

一 右 へ 乘組之 者、 食料、 諸雜 費用 意 可 仕 哉、 御 下 相 成 候 哉、 奉伺 候 事。 

〇 批紙 

第 一條 精々 其 藩 二 テ手當 可 有 之 候 事、 

第一 一條 食料、 諸雜 費用 意 可 有 之 候 事。  德 川 茂 承 家 記 

〇 仙臺藩 上申書 

今般 奧羽爲 御 鎭撫使 澤 三位 樣 醍溯少 將樣被 遊 御 下向 候-一 付、 爲御警 衞人數 百 人 差 出 候 樣被仰 渡 候-一 付、 右人 數組、 

左 二 御 届 申 上 候、 

一 隊長 « 人 上下 七 人  一 人數 取締役 责人 上下 h: 人  一 游擊隊 貳拾人 下 六 人 

但、 右 貳拾人 ハ 御駕籠 廻リ御 守衞仕 候、 御 軍装 之 節 ハ 甲胄 著、 平日 ハ 平服 -ー テ 御供 爲仕 候、 

復古 記 卷 m 十二 明治 元年 三月 二日  六 四 五 


復古 記 卷 m 十二 明治 元年 一一 一月 二日 

一 兵器 方、 勘定 方 兼 役人 _貳 人 上下 n: 人 一 小銃 隊貳隊 

一 彈藥箱 四 荷  一 旗 « 本 

右 之 通 御座 候、 以上。 


六 四 六 


小人 目附壹 人 

長 持貳掉 


I 中將內 

松畸仲 太夫 

內國 事務局 叢書 


〇 本條、 上申 ノ日 テ失ス 0 

〇 一 一月 十三 日出 雪 藩 申請書 

今般、 奧羽御 鎭撫御 總督被 差 下 候 二 付、 私 所持 之 蒸氣船 一 艘 御用 二 付、 來 ル廿 五日 迄 "一 、兵 庫 港 へ 廻 著 仕候樣 御沙汰 之 趣 

難 有 仕 合奉畏 候、 何卒 御用 相 勤 度 奉 存候得 共、 蒸 氣魏船 適 破損 所 出來、 舊冬長 崎へ 差遣 置 候處、 此節 修復 出 來歸帆 之 程 如何 

可 有 御座 哉、 一 應國元 相尋不 申候テ ハ、 如何 樣 トモ 御請 難 申 上、 右ハ 往返 日 數モ有 之、 御 日限 モ被爲 在 候 儀、. 甚以 心痛 至極 

奉存 候、 此度之 御 ffl 途 ハ 如何 體 -ー モ 仕 相 勤 度 奉 存候得 共、 右樣之 次第 如何 相 心得 候 テ宜有 御座 哉、 有形 奉伺 候 間 御 差圖奉 

願 候、 以上。 

二月  出 雪少將 

追 啓、 木 船 之 分 ハ 先般 此表人 數粮米 爲蓮轉 、敦賀 港 へ 相 廻シ歸 帆之砌 海上 二 テ損所 出來、 宮津港 へ 乘入 修復 罷在 候處、 彼 

表 鎭撫使 ヨリ 御 亂シ之 儀 有 之 由 -ー テ、 滯船 i 能 在 候 樣御談 相 成、 當時彼 港 へ 滞 船 罷在候 仕 合、 尤右木 船 御 亂之儀 御免 -ー 相 

成 候 テモ、 古船殊 一一 器械 等數々 損シ有 之、 御用 立 候 程 千 萬無覺 束、 別テ 此度ハ 大切 之 御 用途、 萬 一 之條有 之候テ ハ甚以 奉 

恐 入 候 儀、 如何 仕 候 テ宜敷 可 有 御座 哉、 是亦可 然御差 圖被下 置候樣 仕度 奉存 候、 以上。  松 平定 安家 記 

〇 定 安家 記 一一 云、 卽日伺 書 差 出 候處、 廿日、 期限 後 レ候テ モ 不苦候 間、 修復 出來 次第 兵 庫 港 へ 乘廻 候樣御 差圖有 之ト、 然 


レ トモ 鎭撫 總督 啓行ノ 時、 修繕 未タ成 ラス シテ、 遂 ニ此命 ヲ奉ス ルコト 能 ハス。 

〇 天 章 藩 申請書 一 一通  ， 

今般、 奧羽鎭 撫使御 下向-一 付、 兼テ勤 王 之 趣旨 被 聞 食 先導 被 仰 付 候 義難有 仕 合奉存 候、 依 之、 猶 心得 方 左 二 奉伺 候、 

一 神武 不殺之 御 武威 二 體シ、 率濱 聖德ラ 奉戴 仕 候 樣可心 掛候得 共、 猶御總 督之御 下知 一一 隨ヒ可 申 候 事、 

一 左 近將監 病氣、 富 久之助 在京 之 儀 二 付、 重臣 之 者 申 付 先導 可 仕 候 事、 

但 時宜 二 寄 御屆& 上、 歸國 先導 可 相 勤 候 得 共、 先 重臣 可 申 付 候 事、  . . 

一 奧羽 先導 之 an 爆 御沙汰 候 段、 先祖 信 長 二 對シ、 家 之 面目 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 然ル處 、奧ハ 無雙之 大國、 地理 情體 

難 探得甚 以心 配 仕 候、 羽 ハ 居 國之義 二 付、 村 山 郡 一 一城 十三 陣專務 二 仕、 其 他力 之 及 處御總 督之御 指揮 二 隨 ヒ 、精々 盡カ先 

導 可 仕 候 事、 

一 右 御 川-一 付 差 下シ候 重臣、 道中 禁裏 御 w 之 输符相 用 不苦哉 K 一事、 

右ハ被 仰 付 候 御 趣意 萬 一 不得 適所 候 テハ奉 恐 入 候 間、 未 左 近 將監へ ハ不 申達 候 得 共、 急務 之 義-ー 付、 私共 ヨリ 奉伺 候樣 

富 久之助 申 付 候。 

織 田富久 之 助家來 

三月 五日  津日： K 解 由 

士 a 田大八 

〇 批紙 

檢符相 用 不苦候 得 共、 道中 宿驛 -ー 於テ、 聊權威 ケ間敷 振舞 無 之 樣可相 心得 候 事、 

外 都 テ伺之 通、  緣 s 信 敏家記 

〇 

復古 記 卷 四 十二 明治 元年 三月 二日  六 四 七. 


復古 記 卷四 十二 明治 元年 三月 二日  六 四 八 

今般、 御先 導 被 仰 付 候處、 左 近將監 二 ハ 病 氣在邑 中、 富久 之助赣 在京中 二 付、 不取敢 、重臣 吉田大 八 へ 名代 申 付 候、 此段御 

届 奉 申 上 候、 以上。 

織 田 富久之 助家來 

三月  吉田縫 殿 

織 田 信 敏家記 

〇 本條、 日 ヲ失ス 、盖シ 前書 同日 ナル ヘシ。 

〇 大久保 忠禮、 堀 田 正 倫 等、 四十 三人、 連署 上疏 シテ、 德川慶 喜ノ爲 二 哀ヲ 請フ、 批シテ 之ヲ大 

總督 二 上 ラシ ム 、忠 禮等遂 ニ上ル ヲ果サ ス 。 

謹テ奉 言上 候 、私： ハ儀、 先祖 以來德 川 家臣 馬 二 ハ有之 候 得 共、 普 天 率. H 王臣 王. H 之 儀 二 有 之、 況ャ 累代 過分 之 官位 爵秩 頂戴 

罷在、 奉 蒙 莫大 之 天恩 候 得 共、 今般 御 政事 御 一 新 之 折 柄、 萬 分 之 裨補モ 無 之 恐惶戰 慄罷在 候、 然ル -ー、 去ル 正月 三日、 不科 

モ德川 氏 當卞： 入 朝 之 折 柄、 先 驅\ 一 者 共 行 違 ョ リ 意外 之 及 戰爭、 近畿 之 地 一一 於 テ礮煙 ヲ動シ 候 段 承知 仕、 一 同 驚愕 失措罷 

在 候處、 終 二 此度奉 蒙 御 窟怒御 追討 被 仰お 候 段 、實- ー當主 不束 ヨリ 生 候 事、 今更 辨疏可 仕樣 モ無之 候 得 共、 元 來當主 儀 

ハ 、先年 來 先 朝 非常 之寵眷 ヲモ奉 蒙、 決テ貳 心無 之段ハ 天地神明 モ照 is 爲在、 億兆 人庶モ 承知 仕 候 儀 一一 御座 候、 乍然 一 

時號令 不嚴處 ョ リ、 右 等 之 不始末 二 及 候 段 ハ重々 奉 恐 入、 坂 城 モ 急速 返 去、 江 戶歸城 後 モ 恐愤 謹愼罷 在、 先祖 墳墓 之佛寺 二 

閉居 候 次第、 私共 德川氏 恩 意ヲ受 罷在候 身 一一 取候テ ハ 、貴 一一 片刻 モ 坐視 傍觀 S 能 在 候 一一 不忍、 何卒 天地 覆 載 之 御仁 慈 ラ以、 

寬宥之 御 處置被 仰 出候樣 仕度 奉 願 候、 乍然、 私共 德川氏 -ー 附屬罷 在 候 身分 -ー テ 、 今般 之 儀 如何 樣 -ー モ 諫爭 抑止 可 致笞之 

處、 隔地罷 在 其 儀 -ー 不及 段、 多 罪 之 身 ヲ以欵 訴仕候 段、 非 分 ヲ不顧 奉 恐 入 候 得 共、 何分 二 モ 前文 申 上 候 當主謹 愼恐惶 之儀モ 

有 之、 且ハ德 川 氏 祖先 奉對 朝廷、 恭順 之 道 ヲ璧シ 亂ヲ戡 シ治ヲ 致シ、 奉安 1 辰 襟 候 微勳ヲ 思 食不被 爲捨、 何卒 格外 之 


0 ラ 以、 寬恕之 御沙汰 被 成 下 候 ハ 、 、 獨德川 氏 再生 ゥ， 一 御 恩 澤而已 ナ ラス、 關東諸 州 百 萬 之 生 靈鋒鏑 之難ク モ 相 免 レ 


盛代 御 復古 之 御 盛 意 二 モ可 被爲叶 哉、 乍 恐嶁螘 纖芥之 微衷 御酌 取 被 下 一 

惶^ 白。 

二月  大久保 加賀守 堀 田 相模守 

土 岐隼人 正 鳥居 丹 波 守 酒 井 紀伊守 

堀 田 攝津守 保 科 彈正忠 S 藤 長壽麿 

土星^ 女 正 阿部 美 作 守 土 井 大炊頭 

久世 隱岐守 安 藤 瑰 三郞 板 倉 5- 斐 守 

水 野 肥 前 守 S: 藤 志 摩 守 大給縫 殿 頭 

加納嘉 元次郞 久松大 藏少輔 米食 丹 後 守 

山 口 長次郞 田 沼 玄蕃頭 堀 右京亮 

内 田 主 殿 頭 稻葉備 後 守 井上 辰 若 丸 


幾重 ュ モ御執 奏之條 泣 血 流涕奉 哀訴 懇願 候、 恐 


松 平 伊賀 守 

水 野 日向 守 

柳澤 伊勢 守 

秋 元但馬 守 

黑 田 筑後守 

酒 井下 野 守 

酒 井 姓次郞 

有 馬 兵 庫 頭 

井上 宮內 


内 藤紀伊 守 

本 多 能 登 守 

柳澤 彰太郞 

水 野 眞 次 郞 

大岡主 膳 正 

大久保 中 務少輔 

米津 伊勢 守 

瀧 脇 丹 後 守 


^  ^  ^  一  1 一一：" 

堀 田 正 倫 家 記 


〇 批紙 

反狀 明白 一一 付 御 親 征迄モ 被 仰 出、 關束 征伐 


シ テ 大總督 進軍 相 成 居候 付、 本文 欵願之 旨 趣 其 筋 へ 可 申出 候 事。 

妒享 局  J 

松 平 忠鱧家 記 

〇 堀 田 正 4™ 家 記 一一 云、 一 ー月十六日、德川氏ノ臣加藤^^藏、正倫ノ重臣等ラ城中 一一 招キ、 之 一一-謂 テ曰、 東國諸 藩主、 若 シ德川 氏 

ノ恩 ヲ忘レ ス ン ハ、 盍ソ西 上シテ 哀訴 シ、 德川氏 ノ罪ヲ 謝 シ憐ヲ 乞 ハサ ルト、 正倫大 二 之 ヲ然リ トシ、 是ニ於 テ東國 諸藩ノ 

重臣 ヲ 邸-一 會議シ 、乃チ 書 ヲ作リ 連署 シ、 先ッ 重臣 數人 ヲ遣リ 西上セ シ ム て i 倫ノ 重臣 書ヲ齎 ラシ 京 二 入ル、 三月-一 一日、 諸 

復古 記 卷 I： 十二 明治 元年 三月 二日  プ四九 


復古 記 卷四 十二 明治 元年 三 H 二日  六 K〇 

藩 ノ 重臣 數人 ト同ク 、之ヲ 太政宫 ニ上リ 哀訴 ス、 時 二 大 總督旣 二 東發 アリシ ヲ、 以 テ命ァ リ 、 之 ヲ督府 二 上 ラ シ ム 、蓋 シ 正 

倫 等東國 一一 在リ、 上國ノ 形勢 ヲ詳 一一 セサル 二 因 リテ、 遂 一一 此擧ー 一至 リシ ヲ以テ 、直 一一 東歸 シ テ 當時 ノ事體 ラ告ケ タリ 、後遂 

二 上ルコ ト ヲ果サ ス。 

〇 十七 日 上申書 

今般、 主人 共、 欵 願書 へ 御 附札ヲ 以御差 圖被成 下 候 -ー 付、 大御總 督御陣 前 迄 可 罷出旨 申 上 候處、 右 ハ 當御事 體不相 辦進達 

仕 候 -ー 付、 御 時節柄 之 御 事情、 主人 共 へ 篤 ト申聞 度 候 間 御 t: 前 へ 罷出候 儀 ハ 一 ト先 見合 候樣仕 候、 此段御 届 申 上 候、 以上 „ 

大久保 加賀守 家来 

三月 十七 日  正木 權 太夫 

. 堀 S 相模守 家来 

依 ffl 七郞 

松 平 伊賀 守家來 

■  赤 座 壽 兵 衞 

.  堀 S 攝津 守家來 

木 村 健次郞 

內國 事務局 叢書 

。請 岩 城 平 藩 上申書 

先達 テ、 德川 慶喜爲 謝罪、 元 帝 臈菊三 席 之 諸侯 申 合、 欵 願書 重臣 ヲ以奉 差 上 候處、 主人 理三郞 儀 加 連 有 之 候、 然 ル處、 理三郞 

儀 追々 勤王 之 道 勉勵仕 候 心得 二 テ、 先般 家族 鈴之丞 へ 重臣 加 茂 下 左 内 差 添、 美 濃 國采地 へ 爲差登 候砌、 柬 海道 於 荒 井 宿 


大總督 樣へ勤 王 無二 之 誓詞 奉 差 上候處 正 親 町中 將樣 ヨリ 格別 之 奉 蒙 御感 貰、 其 段 急速 理三郞 方へ 申 遣 候處、 厚奉感 

佩、 病 氣未タ 全快 モ不仕 候 得 共、 押テ 上京 可 仕ト、 旣 二 去月 廿 九日 發途罷 在 候、 隱居鶴 翁儀モ 在所 奥州 磐 城 平 へ 罷越 御鎭 

»使^1|^奉窺 御 指揮 候 心得 二 テ、 去 ル 五日 出立 仕 候、 右 之 趣 共 以早便 申 越 候 間、 於 御當 地、 大久 保加賀 守^ 重臣 大久 保彌 

右衞 門、 堀 田相模 {.Ks- 重臣 食次甚 太夫 へ 對話之 上、 右 歎願 書中 理三郞 名前 除 連 仕 候 二 付、 此段御 屆申上 候、 以上。 

安 藤 理 三 郞家來 

三 弓.； '四日.  野々 山 甚右衞 門 

內國 事務局 叢書 

〇g 餓野藩 上. &書 二通 

口上 覺、 

今度 帝 鑑席於 江戶表 -ー 從 席上 德川 氏當主 謝罪 -ー 付、 欵願可 申 上段 相談 有 之、 右 同所 二 テ ハ 、 御 當地之 御 模樣柄 モ委敷 相 分 

リ不申 事故、 任 相談 諸家 一 統 重臣 上京 可 致 段 申 合 相 成、 彈正忠 重役 之 儀ハ從 早春 上京 二 付、 詰 合 之 重役 ヲ以 諸事 申 合、 不都 

合 無 之 取 計 可 申 段 申 付 越 候處、 於 當表申 談モ無 之、 差 急 歎願 書大久 保加賀 守^、 松 平 伊賀 守^、 堀 田相模 守， 祕、 堀 田 攝津守 

重役 ヲ以被 差 出 候 旨 追テ承 之、 尤 御模樣 一一 寄 追々 相 勤 可 申 段 承 之、 依 テ彈正 忠義 ハ 除名 二 相 成 居候 事 二 心得 罷在 候處、 

去ル 十一 日 又々 總督宮 樣へ欵 願 甞可差 出 段 相談 有 之 候-一 付、 除名 之 儀 席上 之 方へ 申 述候處 、先般 之欵 願書-一 連名-一 テ、 

ベ 「度 之 願 一一 相洩 候儀甚 不都合 之 段 申 聞、 初 テ承之 驚 入、 殊 二 彈正忠 二 モ近々 上京 之 趣 申 越、 當方 ョ リ モ御當 地 之 御 模樣柄 

鷹 申 下シ、 追々 承知 一一 付 、江戸 表 ヨリ モ欵願 之 儀 ハ 見合、 除名 二 取 計 可 申 段 申 付 越、 旁以斷 二 及、 今般 歎願 之儀ハ 除名 仕 候、 

先般 差 出 候 歎願 連名 ハ 、全 以申合 不行屆 一 向 心得 不申、 甚 不都合 之 儀 奉 恐 入 候 得 共、 彈正 忠義 ハ 除名 相 成 候樣、 格別 之以 

御 隣 憨御執 成 被 爲成下 度 此段御 斷奉申 上 置 候、 以上。 

,  保 科 彈正忠 留守居 

復古 記 卷四 十二 明治 元年 三月 二日  六 五一 


復古 記 卷 m 十二 明治 元年 三月 二日  六 二 

三月 十五 日  ，  西 池 虎之助 

同家 来 

.  , :4： 幡鏠藏 

.  辨 事局 叢書 

事局 ーョ" 

〇  .  . 

口上 覺、 

別紙 口上書 n 申 上 候 儀、 甚 不都合 之 段 ハ 私共 ョ リ御斷 申 上 置 候 趣、 席上 之 方 へモ斷 "一 及 置 候 間、 此段御 許容 被 成 下 度奉懇 

願 候、 以上。 

保 科 彈正忠 留主居 

三月 卜 五日  西 池 虎 之 助 

同家 來 

ハ<^ 幡 縫 藏 

〇 十七 日批紙 

連名 欵 願書 ハ 於 常 地 御請 込 不相成 二 付、 前日 被 差 下 候 得 共、 最前 連名 不都合 之 次第 ハ被 聞 食 置 候 事。 辨 事局 記 

〇 翻 泉 藩 上申書  . 

先達 テ、 德川 慶喜爲 謝罪 三席ノ 諸侯 申 合、 歎願 書 差 出候處 御附礼 ラ以被 仰 出 候 趣 恐 人泰存 候、 能 登 守 儀、 元 ョ リ深奉 重 

潮廷、 實 ハ 續有之 候 重臣 上京 爲 仕置 候 儀 二 御 坐 候、 右 -ー ：t: 、於 御當 地、 大久 保加賀 守， 校 衆 へ 對談之 上、 右 歎願 書中 能 登 守 

除名 仕 候、 此段御 屆奉申 上 候、 以上。 

本 多 能 登 守 家 來 


三月 十七 日  平野. ぼダ 

.  辨 事局 lb 書 

0 藤 堂 高潔、 京-一至 ル。 s、 

〇 北陸 道 先鋒 總督高 倉 永祜、 金澤， ニ抵ル 。他 i 謹 

〇 是 ヨリ 先、 德川慶 喜 大師 東下ス ルヲ 聞キ、 其臣隸 ヲ戒飭 シテ、 罪 屍 ヲ犯ス コ ト勿 ラシ ム、 是 

日 又 之ヲ申 論ス。 

〇 一 一月 一 ー十八日^^告書 

京都 ヨリ 御 軍勢 御 差 向 相 成、 旣 一一 東海道 筋へ 御先 鋒 御 發行之 由 二相 聞 候、 然 共素ョ リ 朝廷へ 對 シ深ク 謹 愼罷在 候 儀 二 

付、 此上如 si 之 御沙汰 有 之 候 共、 恭順 勤 王 之： 志 相 貫 候 檨可致 二 付、 萬 一 官軍へ 對 シ輕擧 暴動 致シ候 モノ 有 之候テ ハ 

天朝 へ 對シ恐 入候而 已ナラ ス 、夫 カ爲 誠意 モ 不相 立、 萬 民 塗炭 一一 陷候檨 可 相 成 候閒、 心得 違 無之彌 謹慎 罷在候 樣可致 候、 忠 

義之志 二 出 候 共、 相 二 差 悖候テ ハ 爲 一一 不相成 候 間 、能々 此 主意 ヲ體認 シ 、诀テ 暴動 無 之樣、 堅 相 守 可 申 候。 

德 川 家 達 家 記 

〇 

大目 附へ 

此度從 京都 表 御 軍勢 御 差 向 二 相 成， 旣 東海道 筋 へ 御先 鋒 發行之 由 相 聞 候、 然共素 ヨリ 朝廷へ 被 爲對、 深 ク御謹 愼被爲 在 

候 儀 二 付、 此上 如何 樣之 御沙汰 有 之 共、 御 恭順 被爲 在、 勤 王 之 御 素志 相 貫 候 樣被遊 候 思 召 -ー 付、 萬 一 官軍 へ對 シ輕擧 暴動 

致 候 者 有之テ ハ 、天朝 へ 對シ恐 入候而 已ナラ ス、 夫カハ 《5 一一  御 誠意 モ 不相 達、 萬 民 塗炭 二 落 入 候 樣可相 成 候 間、 心得 違 無之樣 

復古 記 卷四 十二 明治 元年 三月 二日  六 五三  - 


復古 記 卷 ra 十二 明治 元年 三月 三日  六 K 四 

彌 一 同 謹慎 罷在 候檨可 致、 忠義 之 志 一一 出 候 共、 相 達 候 趣 二 差 悖候テ ハ御爲 不相成 候閒、 能々 御主 意之 趣體認 イタ シ、 诀テ妄 

• 動 無 之樣、 相 守 可 申 32 仰 出 候、 

右 之 趣向々 へ 可 被相觸 候。 

一 一 月 

〇 春嶽 私記、 一 一月 一 不一 一日 ノ條- 一、 此書ヲ 載セテ 云、 私 云、 追考 一一 今 曰 於 江戸 表 被 仰 出ト、 案ス ル 一一、 此書首 一一 大目 付へ ト 

揭ケ、 文體モ 亦其當 ヲ得タ ル 一一 似 タリ、 前書 ハ家記 編輯 ノ際 更改 セシ モ ノ 一一 似 タリ、 故 二 之ヲ併 錄ス、 銜日ノ 異同 ニ至リ 

テ ハ孰レ カ是ナ ルヲ知 ラス。 

〇 本日 再譫書 

此程 相觸候 通、 從 京都 御 軍勢 御 差 向 相 成、 寶以奉 恐 入 候 儀 一一 付、 只管 恭順 謹慎 御沙汰 相 待 候 事 一一 付 軍 へ對シ 決テ粗 

忽之擧 動 有 之 間 敷 候、 右 ハ 天朝 へ 對シ恐 入 候 儀 ハ 申 迄モ無 之、 且 府下 百 萬 生靈ヲ 塗炭 一一 陷入候 樣相成 候 儀 一一 付、 實以不 

忍 次第 候、 縱令 忠義 之 志 一一 出 候 共、 此旨 二 相 悖候モ ノ ハ予カ 意 一一 背キ候 モノ 一一  テ、 予カ身  一一 pJ: ヲ加フ ルモ同 樣之儀 二 付、 此 

3S 篤 ト相辨 へ 心得 違 無 之 樣可致 モノ 也。  德 川 家 達 家 記 

三日、 上巳、 外國 公使 朝見 ス ルヲ 以テ、 參賀ヲ 停厶。 

〇 二日 達 書 

明 三日 外 國人參 內-ー 付 不及參 賀候 事。 

三月  辨 事局 叢書 

〇 英國 公使 スル、 ハ ルリ，'、 ヱ ス、 パ， 'タス、 及ヒ 書記官 朝 參ス、 勅 論 奏對、 略 前 儀 ノ如シ 、又 前 

日 途上 ノ 變 ヲ 宣慰 ス、 是曰、 佛、 蘭 二 國 公使 モ 亦禁內 一一 參同 ス。 


三月 三日、 英國 公使 ハ ルリ ー、 パ ー クス、 書記 ミツ トネ— ルド 參 朝 一 皇帝 陛下 自力 ラ勑ス ル前ノ 如シ、 

英八ム 使 曰、 我本國 帝王 陛下 安全 也 天皇陛下 御 ts- 問ノ 件々 且御 懇親 ノ 勒意、 余 欣然 トシ テ本國 政府 一一 可 奉 通達 也、 夫 

外國 交際 ノ儀ハ 貴 國御政 體ノ立 一一 隨テ、 益 堅固 ナルべ キ事 一一 シテ、 此節 貴國 一一 於 テ全國 一 般ノ 御政體 ヲ被爲 立、 萬 

國ノ 公法 ヲ甚 根ト被 爲遊シ 故、 追々 外國 交際 盛ナ ル へ キ義 必然 ト奉存 也、 

皇帝 陛下 又 勅 曰、 去ル 三十日、 貴公 使參朝 途中 不慮 之 儀 出來、 禮式 延引 遣憾之 至-一 候、 今 曰 改テ參 朝 満足-一存 候、 

英 公お nr 先日 參 內之 途中 暴 發ニ出 會セシ 所、 今日 天皇陛下 ヨリ 難 有 御 綸言 ヲ蒙リ 、且其 場 二 於テハ 天皇陛下 臣 

人 ノ 功力 ラ受ケ 難 有奉感 佩、 尙今 日 ノ厚キ 御 待遇 ヲ 以テ、 過日 ノ 不幸 ハ 奉 忘 除 候 也 、 

右 之 通 二 テ相濟 退出 セ リ。  ナ 日 -W 

〇 本日 囘達書 

自佛 公使、 各國 一 同、 總裁內 國外國 致 談判 度 趣 申出 候 二 付、 今 午 半 刻、 佛、 蘭 公使 參 內、 英 公使 御 對面之 後、 應接之 箸 二 

相 成 候 事。 •  有 栖川宫 家 記 

〇 外務省 記， 一 云、 戊辰 春 三月、 英、 佛、 蘭 三 公使 參 C  ノ節、 於 御所、 三條 公、 岩 倉 公、 中 山 公、 德大寺 公、 越 前 公、 東久世 公、 宇 和 

島 公 及 小 松 、木戸、 後藤、 五代、 伊藤 等 列席 應接如 左、 

各 公使 曰、 兵 庫 開港 後、 居留地 未タ 成就 セサ ル 一一 ヨリ、 以後 條約 濟外圃 人民 ラシ テ、 兵 庫 神戶ノ 間、 何ノ地 ヲ不論 シーフ 雜 

居セシ ムル； 1 トヲ 許ス、 如何 ト問 フ、  . 

列 坐 中 ヨリ 答テ 曰、 兵 庫、 祌戶中 雜居ノ 赣ハ難 差 許、 然レ 共、 生 E 川ト 宇治野 川トヲ トシ テ其間 二 居留 スル コト ヲ許ス 

へ シ、 各國 公使 此事ヲ 許諾 ス。 

0 春嶽 私記-一 云、 英國 公使 人 朝ノ儀 举リ、 佛、 蘭ノ 公使 モ^」 會シテ 開港 等 ノ諸件 ilm ヒ有 之、 暮時前 相濟散 朝。 . 

〇 嵯峨實 愛 手記 一一 云、 總 裁内國 外國掛 等、 各國 公使 ト有 談判、 刑法 ノ事 ヲ談ス ル由 ナリ、 外國 事務局 筆記 一一 、於 虎之 間 各 

復古 記 卷四 十二 明治 元年 三月 三日  六 *^ 五 


復古 記 卷 M 十二 明治 元年 三 = ^三日  六 五六 

國 公使 等 有 談判 ト、 案ス ル -ー、 手記 所謂 刑法 ハ、 蓋 晦日 犯人 ノ處分 チ謂フ ナリ。 

〇 

今 日 、繭 人參 e 被 仰 出 候 -ー 付テ ハ 、途中 警衞之 儀嚴叢 可 致 之 御沙汰 候 事。 

三 月 三 日  辨  事 

n  MM 

.  筑 州 

重臣 中  黑田長 知 家 記 

〇 前 m 廋寧家 記 一一 云、 三日、 和 蘭 公使 入朝 ス、 本藩ノ 兵士 道途ヲ 警衞 ス 。 

〇 案ス ル 一一、 佛 公使 警護 ノ 薩藩モ 亦同ク 此令ァ リシナ ル へ シ、 家 記 之 ヲ伕ス 、但 小濱藩 以下 ノ 申請書 ヲ 下-一 附錄ス 、時 二 

四 藩 モ亦佛 公使 ノ護 衞タ リ。 

〇 滅小濱 以下 四 藩 申請書 

今度 佛國 人參 朝 拉其他 通行 之砌、 辻々 御警衞 四 藩へ 被 仰 付、 一藩 ヨリ 人数 三 拾 人 宛 指 出、 辻々 相 固 可 中 樣御達 御座 候 

處、 遠方へ 罷越候 節ハ、 四藩ノ 小人数 一一 テ ハ； モ行屆 兼 心配 仕 候、 右一 一 付、 一 ト 辻-一 凡 拾 人 程 之 人 數差置 不申テ ハ難 相成樣 

奉^ 候、 左 候 時 ハ 、十一 ー迂祁 阁候寄 外 可 仕樣 モ無 御座 候 間、 出先 之模樣 -ー 寄、 小路 之 辻ハ相 除キ、 人 通 リ多キ 辻々 へ 、其 見 計 

ヲ 以& 合、 臨機 之 取 計 仕 相 岡候樣 仕度、 四 藩 申 合此段 奉伺 候、 以上。 

酒 井 右京 大夬內 

三 月 二 日  福 永 准 之 助 

安 藤 飛 驊 守 内 

津守源 之 丞 


內國 事務局 叢書 

酒 井忠祿 家 記 

〇 忠祿家 記 二 云、 右 之 伺 書、 外國 事務局 へ 差 出 候處、 伺 之 通 可 相 心得 旨 御 達 有 之ト、 本文 牧野 豐前守 谷大膳 亮ノ名 ヲ署セ 

ス、 蓋 之 ヲ略ス ルナ リ。 

〇 一 柳賴 明、 其 父賴紹 勤王 ノ 素志 ヲ陳 シ テ 、親征 一 1 從 ハント 請フ、 又 水 野 勝 知 ノ 老臣、 勝知ノ 

召命 ヲ 罷メ、 藩 二 赴キ、 ，一様？ 冗 王事 一 1 服セシ メント 請フ、 批シテ 其 歸藩ヲ 許 シ 、 後 命ヲ俟 シ 

ム 0 

父 困幡守 儀、 兼 テ簟攘 之 志、 難 有モ達 天聽、 亥歲 大和 行幸 之 供奉 被 仰 付 有 之 候處、 形勢 俄 二相 變其 儀被爲 止、 爾來憂 

慮 積年 遂癎鬆 之 症 相發、 在 今日 未 離 病 蓐仕合 御 坐 候、 然處、 此度 王政 御 一 新 之 折 柄、 叉 候 御 親征被 仰 出 候 二 付テ ハ 、 

押テ 出馬 可 仕處、 何分 疲勞强 不能 其 儀 深 奉 恐 入、 因テ 微弱 之 私ヲ以 奉伺 天氣、 續 テ寡單 之人數 御用 二 モ相立 閒敷候 得 共、 

供奉 御 人 數之內 へ 御 差 加 奉 願 度 含 御 坐 候處、 最早 御 人 數御揃 相 成 候 趣傳承 仕、 此 上達 テ奉願 候 モ奉恐 人 候 得 共、 聊 因幡 守 

素志 相 達候樣 仕度 奉 存候閒 、何卒 以 格別 之 御 垂憨、 供奉 御 加勢 成 共 被 仰 付 被 下 候 得 ハ、 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 此段 

不得止 奉 歎願 候、 以上。 

三 三日  一 # 弦 ？^ 郎 

內國 事務局 叢書 

一 柳 賴明家 記 

〇 批紙ヲ 佚ス、 且此後 扈蹕ノ 事 見ル所 ナシ。 

〇 

奉 歎願  . 

日向 守 儀 

復古 記 卷四 十二 明治 元年 三月 三日  プ. 七 


復古 記 卷四 十二 明治 元年 一一 一月 三日  六 五八 

勤 王 之 志願 -ー 付、 近々 江府 出立 可 仕 候 得 共、 今度 奧羽筋 へ 御 鎭撫使 御 下向 被爲 在 候 趣 二 付、 小 家 誠 二 寡人數 微力 ュ 候 

得 共、 御先 鋒 之 列 二 被 召 加 候歟、 叉 ハ 在所 最寄 人馬 繼立 御用、 或 ハ 御 下向 御 警衞方 等 被 仰 付 被 下候樣 仕度 奉存 候、 右 奉 願 

候 通 被 ra: 付 候 ハ 、日向 守 儀 上京 二 不及、 在所 へ 爲 取締 罷越、 夫々 御用 向 用意 可 仕 旨 被 仰 出 候 ハ 、猶 協力 同心 仕 可 奉盡忠 

節 候、 前書 之 件々 御 垂憐被 成 下、 何卒 奉 歎願 候 通、 被 仰 付 被 成 下 候 ハ難有 仕 合奉存 候、 此段奉 願 候， 以上。 

水 野 日向 守 重臣 

鈴 木 半之丞 

差 添 

佐 藤 伴 右衞門 

〇 批紙 

日向 守 上京 -ー 不及、 追テ 何分 之 指揮 被 仰 出 候 事。  辨 事局 記 

〇 本書、 月日 ヲ署セ ス、 上申 ノ日モ 亦詳ナ ラス、 辨 事局 記、 本日 二 收ム、 姑ク之 二 從フ。 

〇佛 、英、 蘭三國 公使、 將 一一 京師 ヲ辭セ ン トス 、加賀 以下 諸 藩 一一 命シ テ 、之ヲ 護途セ シム。 . 

〇 一 一日 達 書 

0  州 

右、 佛國 公使 警衞向 引 請 被 仰 付 置 候 -ー 付、 下坂 之 節、 中途 警衞向 ハ 勿論、 手 當掛候 儀 一 切 取 計 無 不都合 樣、 大坂迄 可 致 護 

送 被 仰 付 候 事、 

但、 下坂 日限 追 テ可達 候 事。 

三 弓  島津 忠義 家 記 

〇 同上 


右、 蘭國 公使 警衞向 等 引受 被 仰 付 置 候 1 一 付、 下坂 之 節 中途 警衞向 

伹、 下坂 日限 追 テ可相 達 候 事。  . 

三 月 

〇  ， 


勿論、 手 當相懸 候 儀、 一 切 取 計 大坂迄 可 致 護送 候 事。 


各 通 


黑田長 知 家 記 


金 


安 

宇 


澤 

伊 

藝 

和 


中 

中 


一一 一一 ：1 

1  一一 一口 


宰 


島 


少 

少 


明 四日 卯 上刻、 佛 公使 下坂 -ー 付、 相國寺 門前 へ 刻限 無遲々 可 差 出 事。 

騎馬 警衞 五 匹 

三 月 三日  辨事 

官中 3 記， 德 川 茂 

承 以下 各 家家 記 

〇 本文、 安藝 藩 ハ 三 匹、 宇 和 島 藩 ハニ 匹-一作 ル 、叉官 中日 記 -ー 、薩摩 藩 五 匹、 肥 後、 長 門、 阿波、 久留米 四 藩 各 二 一匹、 柳 河 藩 

1 一匹 ノ文ァ リテ達 書 ヲ載セ ス、 諸家 記モ亦 見ル所 ナシ。 

〇 

各 通  京 極 佐 渡 守 

復古 記 卷四 十二 明治 元年 三月 一一 一日  六 五 九 


復古 記 卷四 十二 明治 元年 三月 三日 


九 


六 六 〇 

鬼 大 

安 藤 飛 


木 

水 


伊 


明 四日 卯 上刻、 佛 公使 下坂 二 付、 相國寺 門前 ヨリ 寺 町、 五條 橋、 伏 見 街道 筋 警衛 人 數可差 出 候 事" 

但、 場所 人數等 ハ 、別紙 之 輩 ト申合 可 差 出 事。 

三 月 三  A 

〇 別紙 


曰 


京 

ブ 


石 

東 


鬼 


對 

播 


佐 

仙石讃 

木下備 


勢 守 

驊 守 

岐 守 

中 守 

馬 守 

炊 頭 

路 守 

磨 守 


渡 守 

禺 守 

勢 守 

岐 守 

中 守 


伊 
中 

納 


東官 伊脇 水 森 

家記播 淡大對 
g 磨 坎 ほ 
宮高守 守 頭 守 


記 伊 


右 之 通 、費 人 宛 被 相 觸候閒 、御 順 達 -1 ハ 不及候 事" 


〇 


明 四日、 英國 公使 下坂 二 付、 巡邏 人 數寅刻 -ー 摘、 伏 見 表 マ テ 途中 厳重 巡邏 可 致 事" 

三 月 三 日 

〇 


本 

木 


田 

多 肥 

柳 因 


下 


丹 


右 


出 


波 守 

模 守 

京 亮 

後 守 

0 守 

中 守 

雪 守 


德川茂 承 家 記 

池 田 德定家 記 


復古 記 卷四 十二 明治 元年 一一 一月 一一 一日 


六 六 


復古 記 卷四 十二 明治 元年 三月 三日  六 六 二 

筑  前 

明 四日、 蘭國 公使 下坂 -ー 付、 警衞人 數寅ノ 刻 -ー 相 揃、 途中 厳重 警衞可 致 候 事。 

三 月 三 日 

但、 通 船 之 儀 可 然取計 可 有 之 候 事。  黑田長 知 家 記 

〇 本日 大溝 藩へ 達 書 

明 四日、 蘭國 公使 下坂 付、 巡邏 人 數寅之 刻 相 揃、 伏 見 表 迄 途中 厳重 巡邏 可 致 事。  分 部 光謙 家 記 

〇 案ス ル -1 、四日 ノ實 事-一 據レ ハ、 肥 後、 阿波 一 一藩、 英 公使 ヲ大阪 一一 護送 ス、 而シテ 達 書 ヲ佚ス 、其 他モ亦 一 々事 實ト 符合 

セ ス〇 

〇i 大溝藩 請 書 二通 

今般、 蘭國 公使 下坂 -ー 付、 伏 見表ョ リ 巡邏 人数 差 出 候樣、 御 達 書 之 趣 奉 畏候得 共、 若 狹守家 來共之 儀ハ、 兼 テ雪母 坂 御守衞 

一 際 厳重 更-ー 蒙 御沙汰、 其 上當時 官軍 爲 御用、 鳥 井本 ヨリ 醒ケ井 迄驛々 取締 被 仰 付、 夫，々 漸ク 手配 等 仕 候 上、 今 叉 柏原驛 

持 場增被 仰 付、 精 之 限盡國 力、 最早 在京 者 勿論 在家 人數 共、 唯今 -ー テ ハ 少分之 儀モ差 出方 無 御座、 深 心配 仕 候、 委細 ハ 先 

達テ 總人數 積リ以 書付 御 屆申上 候 得 共、 此上出 格之以 御 憐愍、 右 御 役 之儀ハ 何分-一 モ被成 下 御 冤 候樣、 不取敢 必至 奉 

欵願 候、 以上。 • 

分 部若狹 守家來 

三月 三日  藏田 琢磨 

御 役所 

〇  .  . 


此度、 蘭國 公使 下坂 二 付、 伏 見 表 迄 巡邏 差 出 警衞可 仕樣、 今 曉御御 達 書 之 御 旨 趣 奉 謹 承 候、 然 ル處、 若狹守 家 來共之 儀 ハ 、別 

紙 奉 申 上 候 仕 合 -ー 付、 乍殘 念差當 御請 奉 申 上 兼、 不得 止、 卽刻 必至 歎願 仕 候處、 其 旨 東 久世樣 へ 言上 可 仕 候樣、 乍 惮於當 御 

局 御 挨接相 成 候 二 付、 則 不取敢 御 本殿 へ 參上 相^ 候處、 御 留守中 -ー 被 爲在否 御 左右 之 程 モ被伺 兼、 彼是 心配 而巳 居候 テ ハ 、 

追々 通 刻 相 成 重々 奉 恐 入 候 間、 進退 無 是非 今 一 應欵 願書 進 達 仕 候 得 ハ、 更-ー 蒙 御沙汰 彌 可奉畏 次第 二 御座 候 得 共、 在京 

少人數 之 俄 ハ 、先般 侬御差 圖都テ 引 拂候閒 、何卒 此上出 格之以 御 憐愍、 即時 之 處雪母 坂 御 守衞所 ョ リ差略 仕、 先 右 御用 向 

鬼 哉角爲 m 勤， J ^儀 ハ 、難 相 叶 儀 -ー 御座 候 哉、 尤御 場所柄 之 儀 ハ 一 際 嚴重爲 仕 候 得 共、 萬 一 前件 被 成 下 御 採用 候 共、 是又呼 寄 

候往來 >ー モ 手間取、 段々 延刻相 成 候 -ー 付、 尙更 心痛 仕 候 得 共、 何分 急速 之 御 場合-一 付、 此段不 顧 恐謹テ 御内 慮 奉伺 候、 以上。 

分 部 若 狹 守 家 來 

三月 四日  藏田琉 磨 

卸き. 斤  分 部 光謙 家 記 

翁 \f  戶 

〇 光謙 家 記 一一 云、 三日、 右 御 冤 願書 差 出 候虚、 卽刻御 指令 一一 テ、 如何 樣 二 モ差繰 相 勤 候 樣御ロ 達 一一 付、 四日 早朝、 再ヒ 書面 ヲ 

以 テ 伺- 5^ 處、 卽刻御 指令 -ー テ、 右 願書 ハ 御 留置 被 成、 願 之 趣 ハ 冤 候 段 口 達 有 之、 但 シ 右 御 指令 拜承仕 候 刻限 -ー ハ 、 最早 公 

使 下坂 モ相濟 候 仕 合一 一 御座 候。 

〇 板 倉 勝殷、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シ テ代 リテ京 二 至ラ シム。 il ま 

復 古 記 卷四 十二 終 . 

總 閱 

復古 記 卷四 十二 明治 元年 三月 三日  六 六 三 


復古 記 卷四 十二 明治 元年 三月 三 n 

,  一等 編修 宫 臣 

纂修兼 校 勘 

四 等 編修 宫 臣 

二等 協修 臣 

原 纂 

十二 等 出仕 E 

校 錄 

六 等 掌 記 臣 

八 等 掌 記 臣 

繕 寫 

一等 繕寫 臣 

二等 繕寫 臣 

二等 繕寫 臣 


六 六 m 

長 松  幹 

四 屋恒之 

中 村 鼎 五 

石 津發三 郞. 

澤渡廣 孝 

松 浦 辰 男 

小川 長 和 

小島  春 

，園 賢 意 


復古 記 卷 St 十三 

明治 元年 戊辰 三月 四日 二 起リ 五日 二 至 ル 


CP  一 

四日、 蜂須 賀茂韶 ヲ以テ 議定 兼 刑法 事務局 輔ト 爲シ、 荒 尾 成 章 11^ 恼ヲ 參與兼 刑法 事務局 判事 一 

ト 爲シ、 神 紙 事務局 判事 平 田 鐵胤ヲ 內國 事務局 判事 ト 爲シ、 參與田 宮篤輝 ヲ以テ 內國 事務局 ： 

判事 ヲ兼ネ 、外國 事務局 判事 寺 島 宗則ニ 制度 事務局 判事 ヲ兼 シム。 

阿波 少將 

議定 職 刑法 事務局 輔被 仰 出 候 事。  職務 進退 錄 

三 弓  蜂 須賀茂 韶家記 

〇 茂 韶家記 五日 トス。  ■ 

〇 

荒 尾駿河 

徵士參與 刑法 事務局 判事 被 仰 付 候 事。  職務 進退 錄 

三 Rr  池 田 輝 知 家 記 

〇 輝 知 家 記 五日 トス。  一 

復古 記 卷四 十三 明治 元年 三月 四日  六プ五  一 


復 古 記 卷四 十三 明治 元年 三月 四日 


六 六 六 


〇 


神祇 事務： 判事 被 免、 內國 事務局 判事 被 仰 付 候 事。 

三 月 

但、 擧制之 儀、 是迄之 通 無 油 斷心掛 可 申 候 事。 

〇 進退 錄但 書ナ シ。 

徵士 參與職 s: 國 事務局 判事 被 仰 付 候 事。 

慶應四 辰年 三月 

總  裁 朱印 

〇 副 達 

京都 裁判所 之 可 爲附屬 被 仰 付 候 事。 

三 月 

〇 如 雪 事蹟 拉 - 一日 ヲ 失ス。 

當分 制度 事務局 判事 被 仰 付 候 事。  ； 


平 田大角 


職 務 進 返 錄 

平 田鐵胤 AJi 書 


田宫如 


職務 進返錄 

田宮如 雲 事 蹟 


田宫如 


田 宮如雲 事蹟 


寺 島陶藏 


但、 外國 事務局 判事 如 元 候 事。 

三 月  職務 進退 錄， 

〇 久留米 藩 二 命 シテ、 神戶ヲ 警守セ シム、 尋テ柳 河、 大洲 ニ藩ヲ シテ 神戶、 西宮ヲ 守衞セ シメ、 

久留 米藩ヲ 罷厶。 


久留 米中 將 


右、 州 W 戶御 警衞被 仰 付 候 間、 兵士 三百 人 差 出、 薩 摩少將 人數ト 申合勉 勵候樣 御沙汰 候 事" 


三月 四日 


有 馬 賴咸家 記 


〇 


立 花飛驊 守 

右、 天 保 山 御 警衞被 仰 付 置 候處被 免、 神戶御 警衞被 仰 付 候 間、 薩州人 數ト申 合 可 致 勉勵旨 御沙汰 候 事。 

三月 五日 

但、 神 戶之儀 ハ 、外國 人人 込 之 場所柄 二 付、 別 テ無油 斷可致 取締 候 事。 

〇 鑑寬家 記 -ー 云、 右 -ー 付 差 出 候 人數、 銃隊ー m 一 一十 六 人、 役 付 六 人、 夫卒 六十 七 人。 

〇 


立 花 篮寬家 記 


右、 西宫、 神 戶等御 警衞被 仰 付 置 候處被 免候條 御沙汰 候 事" 

三月 七日 

〇 

復古 記 卷四 十三 明治 元年 三月 四日 


久留 米中 將 

有 馬 賴咸家 記 

六 六 七 


復古 記 卷四 十三 明治 元年 三月 四日  六 六 八 

此 度西宫 御 警衞蒙 御沙汰 候 段奉畏 候、 右 御請 申 上 候、 以上。 

三月 七日  加 藤 遠 江 守 

內國 事務局 叢書 

〇 本 條達書 ヲ佚ス 、故 一一 奉 命書ヲ 以テ暫 ク之ヲ 補フ。 

〇 是 ョ リ先、 藤 堂 高邦ヲ 召ス、 是日、 京 一一 至ル 、命シ テ 宇治 關門ヲ 警守セ シ ム 。 

藤 堂 佐 渡 守 

宇治 關門 御用 有 之 候 間、 早々 上京 可 致 旨 御沙汰 候 事。 

二 弓： h 五日  藤 堂 高 邦家 記 

〇 

藤 堂 佐 渡 守 

宇治 關門御 警衞被 仰 付 候條、 可 致 厳重 御沙汰 候 事。 

三月 五日  藤 堂 高 邦家 記 

〇 高 邦家 記 二 云、 御 召 -ー 付、 三月 朔日久 居表發 足、 同月 四日 京 著ス。 

〇 京 極 高 典 ノ請ヲ 許 シ テ 、市中 取締 ヲ 罷メ、 松 平 義勇 ヲ以テ 之 二 代フ。 • 

. 私儀 

此 度不存 寄、 當 市中 取締 被 仰 付 難 有 仕 合 -ー 奉存 候、 依テ 微力 之 及 候 程 ハ盡カ 仕度 素 願 二 御座 候 得 共、 何分 右 御 役 ハ 失費 

人 遣 不少、 小身 二 ハ 過分 之 儀-一 テ、 忽藩中 扶助 モ難仕 次第-一可 至ト、 甚當惑 心痛 罷在 候、 右二 付テ ハ厚キ 朝 命 之 儀 二 ハ候 

得 共、 迚 モカ ，ー 不能 候 二 付、 深 恐縮 遣憾 -ー奉 存候得 共、 御免 之 儀 奉 願 上 候。 


三月 朔日 


京 極下總 守 

京 極 壽 吉 家 記 


官中 日記 

京 極 壽 吉 家 記 


〇 本日 達 書  。 

京 極 下總守 

先般市中は^{^之儀、被 仰 付 置 候 得 共、 微力  一丁 ンテ不 克其任 之 旨 願 之 趣 有 之、 取締 之 儀 被 „ 免 候 事 

三 月 

〇 壽吉家 記、 日ヲ 失ス。 

〇 

松 平 範次郞 

京都市 中 取締 被 仰 付 候 事。 

三 月 

但 取扱 振 之 儀 ハ 、裁判所 之 下知 ヲ 可受 事。 

〇 義 生家 記、 松 平 範次郞 ラ高須 藩 二 作リ、 但 A 

〇 池 田 茂 政、 淺野 茂勳、 各書ヲ 上リ、 

isi  ニ仍 ラント フ、 之 ヲ聽ス 0 

備中國 之義、 先達 テ川邊 川 東西 ヲ以、 藝備ー 一藩へ 取調 被 仰 付、 其後關 伊勢 守、 薛 田相模 守へ 改被 仰 付奉畏 候、 然ル處 、松 

山之義 ハ 、城 地 拉家來 共 弊 藩 へ 御預 二 相 成 居 申 候 上 ハ 、御 裁許 被 仰 付 候 迄、 川 之 東西 二 不抱、 土地 人民 一 圓弊藩 へ 御預被 

成 下 候 樣奉願 上 候、 左モ無 御座 候 テハ、 民心 疑惑 仕 、鎮撫 方行屆 兼、 甚以 苦心 仕候閒 、何卒 右 之 邊更- 一 蒙 御沙汰、 其 旨領內 

復古 記 卷四 十三 明治 元年 三月 四日  六" Z 九 


.rB! 中日 記 

松平義 生家 記 


" ナク且 五日 トス 

雷 松 山ノ封 也及ヒ 河邊川 以西 ノ地 ヲ管ス 


レ 


コ ト、： g  二 其 


復 古 記 卷四 十三 明治 元年 一一 一月 四日  六 七 0 

へ 布告 仕、 民心 安堵 爲 仕度 奉 存候、 此段 只管 奉 願 上 候樣、 備前守 申 付 越 候、 以上。 

備 前少將 留守居 

二月 十四日  澤井 宇兵衞 

池 田 章 政 家 記 

岡 山 藩 記 

〇 再 申 書 

山陽 道 取調 之義、 先達 テ、 夫々 藩々 へ 改被 仰 付 候 趣奉畏 候處、 過日 備中松 山 表之義 奉伺 候 後、 猶叉 人情 目撃 熟 察 仕 候處、 

漸 今日 - 一至、 僅 -ー歸 向 モ相定 居 申 候 趣 -ーハ 候へ 共、 所々 差 出 置 候 人数 等 引揚候 ハ 、 、如何 樣之及 動 搖候モ 難 計 情體、 旣 二相 

見 候 向モ有 之、 自然 左 樣之義 御 坐候テ ハ 、御 不都合 之 次第 重々 奉 恐 入 候 付、 是迄 取調 掛之 所々、 S 初 之 御 運 ヒヲ以 、其 儘 被 

仰 付 置 候樣、 出先 之 者 ョ リ申越 候、 尤此 段藝州 一一 於 テモ同 樣之義 ト奉存 候 間、 申 合 御 不都合 無 之樣、 精々 盡カ 仕度 奉存 候、 

此段 早々 御 聞 屆被成 下候樣 仕度 旨、 備 前守ョ リ申付 越 候、 以上。 

備前 少將內 

二月 十八 日  澤井 宇兵衞 

岡 山 藩 記 

〇 本日 批紙  • 

松 山 領之義 ハ 、追テ 何分 之義被 仰 出 候 迄 ハ 、土地 人民 共 一 圓其藩 へ 被預置 候條、 鎭撫方 行 *s 候 樣可致 心配事。 

池 田 章 政 家 記 

〇 家 記、 藩 記、 批紙 ヲ 前書 ノ後ニ 附ス、 而シテ 家 記 ハ 後書 ヲ佚ス 、案 スルー 一、 前書 ヲ上リ 未タ命 ヲ得ス * 因 テ復タ 後 請 ァ 

リ、 故 一一 批紙ヲ 後-一 收ム。 


山陽 道 取調 之 儀、 池 田備前 守拉 私へ 被 仰 付 候處、 播磨、 美 作、 備中、 備後、 夫々 藩々 へ改メ 取調 被 仰 付 申 渡 可 引渡 旨 奉 

畏、 早速 出先 之 者 共 へ 申 遣 候 處泰謹 承 候、 尤備 中、 備後之 儀 ハ 、 兼テ被 仰 付 候 趣 ヲ以、 一 應 取調 相濟、 別紙ね S;E 巧 J 

御 屆仕候 通 二 御座 候 得 共、 最初 人數差 出候處 一一 テ ハ 、人心 洶々 之 折 柄、 歸向 不定 之 勢 相 見 候處、 御 趣意 得ト申 聞、 漸ク鎭 

定ニ至 リ申候 付、 取調 懸 リラ 差 置、 只今 人 數引揚 候 テハ、 尙又 疑惑 ヲ生シ 、如何 樣之御 不都合 筋 出 來モ難 計ト、 出先 之 者 共 

ョ リ案勞 申 越 候、 其 段 ハ 備前ォ ィ テモ同 樣之儀 ト奉存 候閒、 最初 被 仰 付 候 蓮 合 ヲ以、 河邊川 以西 ハ , 暫時 之 間， 其 儘 私 へ 

被 仰 付 置 被 下 候 得 ハ 、只今 迄 之 手 續ヲ以 、備前 申 値 鎭撫筋 等 飽迄盡 力 可 仕 ト奉存 候 付、 早々 御 聞屆被 下候樣 仕度 奉存 候、 

此段申 上 候、 以上。 

二月 十八 日  安藝 新少將 

〇 本日 批紙 

願 之 通 被 仰 付 候 事。  辨 事局 記 

〇 請 十六 日 備前藩 上申書 

元 松山領 備中國 下道 郡 久代村 百姓 共、 年貢米 之 儀 二 付、 彼是 騷立 候樣子 -ー 付、 不取敢 、郡 方 之 者 差遣 シ 取調 爲 致候處 、百姓 共 

多 人數、 竹槍 等 ヲ携、 嘯 聚致候 得 共、 一 先 鎭靜之 上、 藝州 出張 役人へ モ及掛 合 置 引取 申 候、 其 後 鬼 角 徒黨ヲ 建、 沸騰 ノ模樣 相 

聞 候 得 共、 川 西 ハ 藝州 鎭撫ノ 事故、 其 儘 -ー 致 置 候處、 今般 松 山 領之儀 -ー 付、 御 附紙之 次第 モ 有 之 候 -ー 付、 右 徒 黨張本 召捕吟 

味 可 仕 ト相考 、去ル 六日、 铺手之 者 同村へ 差 向、 尤 多人数 連 印 致 居 申樣子 二 付、 動搖之 程モ難 計、 右 爲手當 兵 除 操 出 置、 徒黨 

之內 五六 人 取 押 候處、 是 ョ リ先、 連 印之內 重立 候 者ト數 人、 同國玉 島藝州 出張所 へ 、出願 之 儀 有 之 罷越居 申 候 趣 -ー 付、 懸リ 

之 者 同所 へ 差 向、 藝州 役人 へ 、右 ノ者共 相 渡 シ吳候 樣及應 接 居 申 e  、脫走 仕 候 旨、 藝州 役人 共 ヨリ 申出、 不都合 之 儀 - 一有 之 

候 得 共、 右 之 群 ラ離レ 罷越居 申、 一 一人 之 者 ハ 受取 居 申 候、 就テ ハ 、右 徒 黨之者 共、 趣意 曲直 ハ 不分明 候 得 共、 自然 何方 へ 出訴 

可 仕 モ 難 計 候 間、 其 節 ハ 一 同 御 下 ケ渡被 下 度、 左 候 得 ハ 精々 遂 吟味 候 上 -ー テ 、猶又 相 伺候 儀 モ 可 有 御座 ト奉存 候、 右 ハ 當節 

復古 記 卷四 十三 明治 元年 三月 四日  六 七 一 


復古 記 卷四 十三 明治 元年 三月 四日  六 七 二 

柄 兵隊 繰 出 候 儀 二 付、 旁 以御屆 申 上 置 候樣、 國許ョ リ申付 越 候、 以上。 

池 田備前 守內 

三 3r  澤井宇 兵衞. 

辨 事局 記 

〇 永 井直諒 、永 井 直 哉、 谷 衞滋、 公事 或ハ 疾ヲ以 テシ、 1 凰 二 歸藩ヲ 乞フ、 是日、 皆之ヲ 聽ス。 M や 3 

-ー 上リ、 直 哉、 

衞滋ハ 六日、 

私儀 御 當地火 役 蒙 仰、 滯 京 相 勤罷在 候、 且又 今般 御親征 行幸 被爲遊 候-一 付 テハ、 御 留守中 御 警衞被 仰 付奉畏 候、 

然 ル處、 河 州 牧方驛 被 遊 稗 一 泊 候 趣 粗 承知 仕 候、 同所 之 儀 ハ 私 御領 御預所 二 御座 候 間、 罷越御 守 衞奉申 上 度、 尙又 大阪表 

御留泊 中、 在所 程近 之 儀 -ー 御座 候 得 ハ 、臨時 御用 之 節、 家來 共而已 二 テ 、 自然 不都合 之 儀 御座 候テ ハ 奉 恐 入 候 二 付 * 一  先歸 

邑遠 幸迄滯 城、 夫是 指揮 仕度 奉存 候、 右 御 聞 濟被成 下 候 上 ハ 、 御 留守中 御 警衞向 竝火役 之 儀 ハ 、重役 之 者 へ 厳重 申 付 置 度、 

此段奉 願 候、 以上。 

二月 晦日  永 井 日向 守 

永 井直諒 家 記 

〇 再 請 書 

今般 御親征 行幸 御 延日被 仰 出 候 趣 奉 承知 候、 然ル處 、兼テ 蒙 御沙汰 罷在 候西宮 ヨリ 山 畸關門 迄 之閒、 別 テ樞要 之 

地 二 付 、守 城始 夫々 取締 等、 家來共 へ 厳重 申 付 置 候 得 共、 何分 私儀 在所 表 へ ハ 未タ 初入不 仕、 土地 不案內 之 儀 -ー 御座 候 二 付 _ 

一 先 ッ歸邑 仕 候テ、 夫 是見分 之 上 指揮 仕置 度、 且又 御 道筋 牧方驛 之 儀モ、 猶以 不都合 之 儀 無 之樣、 精々 申 付 度 奉存候 、依 之、 

廿日 之 御 瑕 被 成下疾 ま^ 奉 願 上 候、 御 聞 濟被成 下 候 上 ハ 、當御 地 火 役 之 儀 ハ 、在邑 中 重役 之 者 へ 嚴重 -ー 申 付 置 度奉存 候、 彌 . 


行幸 御 日限 被 仰 出 候 上 ハ、 猶奉窺 御指圖 次第、 兼 テ奉願 上 置 候 通、 牧方驛 へ 罷出、 御 守衞 仕度、 此段奉 願 上 候、 以上。 

三月 四日  永 井 日向 守 

內國 事務局 叢書 

永 井直諒 家 記 

〇 直 諒家記 二  、御 口 達 二 テ伺之 通トァ リ。 . 

〇 

大和 國 御料 所 之 内、 私 領分 辰 寄 支配 被 仰 付 被 下 置 閒敷哉 之 旨、 鎭毫久 我 大納言 殿へ 伺 書 差 出 候處、 伺 之 通 被 仰 付 候 

段 被 仰 渡 候 趣、 在所 家來共 ョ リ申越 候 間、 御 屆奉申 上 候、 右 二 付、 爲 取締 一 應歸邑 仕度 奉存候 間、 暫時 御 暇 奉 願 候、 取締 相 立 

候 上 ハ 速 二 上京 可 仕 候、 此段不 苦 儀 -ー 御座 候 ハ 、宜御 執 成 奉 願 候、 以上。 

二月 廿 六日  永 井信 濃 守 

〇 本日 批紙 

可 爲願之 通 候 事。  永 井 直 哉 家 記 

〇 直 哉 家 記 二 云、 前 條之儀 御 達 有 之 候而已 一一 テ、 未 タ實地 御 引渡 無 之 折 柄、 和 州 全 國之舊 代官 地拉諸 藩預地 共、 總 テ鎭臺 

一一 テ 管轄 被 致 候體裁 一一 相 成 申 候。 

〇  . 

私儀 

先月 上旬 ヨリ、 齒痛罷 在 候 上、 持病 之 積 氣差發 、其 後 時候 一一 相障リ 療養 相 加 へ 候處、 少シ ハ快ク 御座 候 得 共、 冤 角 寒 熱 往来 

難 S 仕 候、 在所 之 儀 ハ 隣國、 旁以 暫時 歸邑 養生 仕度 奉 願 上 候、 少 シ モ 快方 御座 候 得 ハ 、 急速 上京 可 仕 候、 當地 佛國人 警衞人 

數之儀 ハ 、重臣 之 者 へ 猶嚴重 相 心得 候 樣申付 置 候 間、 右 願 之 通、 一 先 御 暇 被 下 置 候樣、 此段宜 御 執 奏偏 -ー 奉 願 上 候、 以上。 

三月 四日  谷大膳 亮 

復古 記 卷四 十三 明治 元年 三月 四日  六 七三 


復古 記 卷四 十三 明治 元年 三月 四日  ナ七四 

,  事 局 記 

願之甬 P  谷 衞滋家 記 

〇 伊達 宗德、 松 山 平定 二 就 キシヲ 以テ、 其兵ヲ 班へ スヲ 稟ス。 

兼テ豫 山 御 征伐 二 付、 應援之 兵 差 出候樣 御沙汰 御座 候 -ー 付、 國許 へ 兵員 相 備置申 候處、 去月 廿 七日、 先鋒 之 面々 松 山 表 

へ 討 入 候 樣相聞 申 候閒、 早速 松 山 境 大洲領 郡 中 迄、 兵 土 差 出 申 候處、 彼方 伏罪 開城 致 候 趣 二 付、 隊長 之 者 松 山城 へ 罷越、 土 

州 出兵 之 隊長 へ 及 示談 候處、 領內 一 圓鎭靜 二 相違 無 之 趣 -ー 付、 最早 應援之 廉モ無 之 候閒、 過 ル 六日、 人數爲 引揚申 候、 此-段 

以 使者 御 屆申上 候、 以上。 

二， a  •  宇 和 島侍從 

伊達 宗德家 記 

〇 土屋寅 直、 极平 賴繩、 陸 石 改 王稱， 阿部 正恒、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シ テ京 一一 至ヲ シム。 糊驩 

書、 阿部 

正 恒家記 

〇 英國 公使 ヲ 襲擊セ シ 兇徒、 三枝眞 洞、 I ゃ大朱 雀貞固 ゆ ヲ 梟首 二 處シ、 其黨 三人 ヲ流ス 、尋 

テ 外交 ノ朝旨 ヲ海內 二 吿諭 シ 、撗逆 ヲ 外人 二 加 フル コト勿 ラシ ム。 

申 渡、 

浪 人 

サイ  クサ  シ ゲル 

三 枝 蓊 

其方 儀、 此度 入京 被 仰 付 候 英吉利 公使、 參內之 途中、 同類 申 合拔刀 切懸リ 手疵ヲ 負セ、 御 新政 之砌、 外國御 交際 ヲ妨 ケ、 ® 


行 二 オヨ ヒ、 朝廷 ラ輕候 次第、 重 疊不届 之 至 一一 付、 苗字 大小 御 取揚、 斬罪 之 上 梟首 被 仰 付 之。 

以上  梟 日数 三日 

三月  刑法 事務局 

•  外國 事務局 筆記 

〇 

棄札案 

浪 人 

三 枝 蓊 事 

蓊 

此 モノ、 入京 ヲ免サ ル 、外國 公使 參 內 之砌， 亂行 ラ働キ 朝廷 ヲ奉 輕ン シ候 所業、 重科 タ ル 一一 ョッテ 、如此 梟首 申 付 之 者 也。 

右壹紙 

浪 人 

朱 雀 操 事 

操 

此者、 人 京 ヲ免サ レ シ外國 公使 參 內之砌 、亂行 ヲ働キ 、旣 二死 ス トイへ トモ、 朝廷 ヲ奉 輕ン シ候 所業、 重科 タ ル ニョッ 

テ、 如此梟 、首 申 付 之 者 也。 

右 ft 紙  外國 事務局 筆記 

〇 

復古 記 卷 SI 十三 明治 元年 三月 四日  六 七 五 


復 古 記 卷四 十三 明治 元年 三月 四日  六 七 六 

英人 へ 及 亂妨候 慕 儀、 今朝 粟田口  -、. ^テ 斬罪、 無 故障 相濟、 同人 竝操 首級 共、 梟首 取 計 置 申 候 事。 

三,^ 四日  外國 事務局 筆記 

〇 案 スルー 一、 本書 蓋シ 刑法 事務局 ノ報文 二 係ル。 •  ， 

. 〇 

川上 邦 之 助 

松林 織 之 助 

大村貞 助 

右ノ者 共、 去 一 一月 卅日、 英國 公使 參 朝 之 節、 狂暴 之 所業 ヲ企候 者 共 ヨリ 及 示談 候砌、 條理辨 別 取 押 置 候 趣 一一 ハ 候へ 共、 至 

重 之 大典 沮廢致 シ候 儀、 乍 存知 政府 へ モ 不訴 出、 始終 私情 ヲ 以 皇國之 災害 ヲ釀成 致 シ 候義、 誠 以不輕 罪科 候 間、 永 ク 遠 流 

被 仰 付 候 事。 

三月 五日 

〇 七日 松 江 藩へ 達 書 

松 平 出 羽 守 

別紙 之 通 被 仰 付 候閒、 其 旨 可 相 心得 候 事。 

〇 別紙  ；： 


官中！ n 記 

外務省 記 


川 上 


大 

松 


國 之 助 

村！： 助 

林 織 之 助 


右三人、 今度 隱岐國 流罪 被 仰 付 候閒、 護送 方 之 儀 手配 イタ シ、 用意 調 次第、 裁判所 へ 可 申出 候 事 „ 


三月  內國內 事務局 記 

〇 案ス ル -ー、 九月 二 至リ、 三人 皆赦 ニ遇テ 歸ル。 

〇 刑法 局奏案 

英 人へ 亂妨 イタ シ候者 

右考、 此度 入京 被 仰 付 候 英吉利 人參 内 之 途中、 同類 申 合、 拔刀切 懸リ手 庇 ヲ負セ 候 次第、 御 新政 之砌、 外國御 交際 ヲ 

妨、 亂行之 及 辰 舞 候 始末、 屹ト御 重 典 二 不被 處候テ ハ 朝 威モ立 兼、 外國へ 被對候 テモ相 濟申閒 敷、 右二 付、 卽日參 内 

モ被 差延、 大 不敬 ヲ犯候 筋-一 モ罷 成、 途中 劫囚之 者、 律條 -ー オイ テ上ヲ 犯 候 造 意、 不輕 儀ヲ以 死罪 一一 相定、 增テ此 節 之 儀 外 

國御 交際 迄 被 設候砌 、右 之 振舞 重 疊不屆 者 -ー 付、 顯戮 斬罪 之 上、 梟 示 可 被 仰 付 哉。 

伹梟示 ハ、 日數 三日 程モ可 被懸置 哉、 尤申渡 之 節、 苗字 大小 御 取揚被 仰 付、 平 人 二 落サレ 戮-ー 可 被 就 哉、 且又 同類 之 首 

級モ、 右一 同 梟首 可 被 仰 付 哉 ト奉存 候 事。 

刑法 事務局 

〇 翁 以下 ノロ 共 書、 諸 書見 ル所 ナキヲ 以テ、 之ヲ 司法 省 ニ質セ シニ、 一  モ存ス ル モノ ナク、 唯 刑法 局 一通 ノ奏 案ァ ル ノ 

ミ、 卽チ 本書 是ナリ 、然レ トモ 其實 二 上申 セ シ ャ否ハ 詳ナラ トス 云、 案ス ルニ、 蓊等ー 一人 ノ處 刑、 之ニ據 リシ モノ 一一 似タ 

リ、 故 一一 收錄シ テ參考 -ー 供ス。 

〇| 北 畠 治 房 撰 三枝蓊 履歴 一一 云、 此人 本管 郡 山 藩 下 添 下 郡 椎木村 一 向 宗淨蓮 寺 住 侶淨尙 也、 其 性澹： e 一一  シ テ、 平素 物 二 拘 

泥 セス、 然シテ 一 視 一 聞 曾テ不 遺、 頗强 記、 初 儒 業 テ平群 郡 東 安堵 村 醫生今 村宗伯 ニ受、 側 ラ詩賦 作文 ヲ嗜ム 、卜 八九才 二 

暨ンテ 、伴 林 光平 ノ門ニ 入リ、 歌 擧-ー 汲々 タルコ ト殆五 七 年、 又 書法 ヲョ クシ、 藤本 鐵石 一一 南畫 ノ法ヲ 受ケ、 兀堂或 ハ 眞洞 

眞道人 ト號ス 、又 芳満、 祥満ト 名ク、 國訓共 -ー與 志 痲呂、 專ラ 武技 擊劎ヲ 嗜ミ、 蒙 刻 一一 精シ、 同人 夙憂國 慨世 之 志 念 厚ク、 疇 

昔 逆 焰熾盛 之 際、 勤 王 奔走 之 時、 靑 木精 一 郞又市 川 芳丸ト 變稱シ 、文 久三癸 亥 秋 御 親征御 布令 之 期、 南山 稱兵之 一 擧 ニ當 

復古 記 卷四 十三 明治 元年 三月 四日  六 七 七 


復古 記 卷四 十三 明治 元年 三月 四日  六 七 八 

リ、 故 寺ヲ脫 走シ、 四郞 || ッ ト倶ニ 五條 一一 赴ク、 十里ノ 行程、 翌十 七日 申 牌 彼 地 二 達ス、 義軍 已 二 鈴 木 源內ノ 邸宅 襲擊ノ 

最中、 敲邸之 門前 一一 オイ テ中山 盟主 一一 謁シ 、爾来 同人 馬廻リ 近侍 ヲ ツトム、 同 ク廿 五日 ノ 夜中、 軍 高 取城ヲ 襲擊ノ 途中、 戶 

毛 村-一 オイ テ 、伴 林六郞 - 一向 ヒ、 慨然 ト シ テ 云、 嗟 呼、 如斯 無謀 無算之 行軍、 奚ソ得 勝算 乎ト 、 其儘脫 隊行衞 ヲシ ラス 、爾後 

因 州 -ー 赴 キ 、國學 生 某氏 年 平 ノ家ヲ 主 トシ、 陽 二 文事 ヲ弄シ 、陰 一一 同士 ヲ募 ル、 丁 卯 秋、 有 故、 浪華 隆摩堀 願敎寺 一一 歸寓、 同 冬 

鷲 尾 家 高野山 二 發向之 頃、 依 事故、 水 戶藩香 川 敬 三 同 寺 二 來會、 夫 ヨリ 野 山 二 赴キ， 曾テ爲 探索 京攝間 二 出、 翌辰 正月 四日 野 

山 二 復報シ 、爾来 輜重方 副 長ラッ ト ム、 同月 十日、 鷲 尾 家 浪華 二 發向之 時、 義徒五 百 六十 人 ト野山 之本營 二 留守、 翌ー 一月 中 

旬， 總勢 凱旋 ノ時、 同 輜重ヲ 掌リ、 歸京 解職、 同家 南 一 番隊 二 加リ、 同月 廿 七日、 右 隊御親 兵 一一 被 爲徵ノ 時、 衆ト倶 一一 一 一條 城 

二 參リ、 同廿 九日 、朱 雀 操ト、 初テ參 朝ノ 英人ラ 組擊 一一 及ヒ、 終 一一 三月 四日 於 栗 田 ロ被處 死刑 候、 是 同人 國事 一一 關ス 

ル顚末 之槩略 也。  .  ， 

〇 朱 雀 操 履歴書 見ル所 ナシ。  ， 

〇 英國 公使へ 書翰 一 一通 

以 手紙 致 啓上 候、 然ハ 過日 於 伏 見驛、 東久 世少將 ヨリ、 亂妨 人餘類 三人 之 者、 同罪 二 可 申 付 樣御話 申 置 候處、 刑法 局 二 於テ、 

右三人 之 モノ、 厳シ ク遂 吟味 候處、 別冊 口 書 之 通、 右 惡業之 企 致 承知 候 故、 朋友 之 親 ヲ以、 手ヲ 盡切諫 一一 及 候 旨 一一 ハ 無 相違 

候 得 共、 右 之 次第 全ク 政府 一一 屆出 モ不 致、 甚以不 行 届 之 至 一一 付、 生涯 孤島 遠 流 之 刑ハ、 我國法 一一 オイ テ 死刑 チ除ク 之 外、 至 

極 之 重科 - 一有 之 候、 就テ ハ 一 應御 相談 之 上、 右 之 刑法 ヲ可相 行 箸 之處、 所 置 失當、 彼是 手拔 二 相 成 候 段、 重疊我 政府 之 過失 

二 テ 、責國 -ー 對 シ 如何 -ー モ 申 譯無之 候 -ー 付、 拙者 共 ョ リ 右 御 詫 申入 度 如 斯御坐 候、 以上。 

辰 三月 七日  •  岩 倉 前中將 

三 條大納 言 

英國 公使 


サァハ ルリ 1 ハ 1 クスケ i ヒ  . 

閣下  外務省 記 

〇 外務省 記 二 云、 別册 口 書見 へ ス 、尙 取調 へ シ ト。 

〇 

以 手紙 致 啓上 候、 然 ハ 於 京師、 去 ル 晦日 參 内 之 中途、 及 暴行 候 三 枝 慕、 朱 雀 操 斬罪 - ー處シ 梟首 -ー 及 候、 罪狀之 文意、 公使 ヲ 

輕シ候 場合 一一 相 成、 必 竟外國 交際 不取 馴ト ハ乍 申、 第 一 日本 政府 之 不行屆 ヨリ 牛： 候 次第、 別テ 失敬 之 至 二 候、 就テ ハ 別紙 開 

港 地 へ 之 布告 書 ハ 、通行 之 儀 其 儘 差 置 候 得 共、 入京 被 仰 付 候トノ 云々 迄、 消除キ 布告 ィ タ シ置、 爾 來右樣 失敬 之 文意、 屹 

ト無之 樣可致 候 間、 此節之 儀ハ御 海容 可 被 下 候、 御 出帆 後 相 成 候閒、 以 書面 此段御 詫 申 進度 如 此御坐 候、 以上。 

辰 三月 九日  肥 前侍從 

宇 和 島少將 

東 久 世 前少將 

英國 公使 

サァハ ルリヱ スパ 1 クス ケシビ 

閣下  外務省 記 

〇 以上 一 一書、 謝狀 二 係ル、 但シ 公使 駭議ノ 事、 別 一一 見ル所 ナシ。 

〇■ 外國 事務局 輔 書翰 

以 手紙 致 啓上 候、 然ハ 貴國之 公使 參 e 之 中途、 及 暴行 候 三 枝 齋罪狀 之 儀、 過日 入御 覽候 紙面、 今日 市中 へ 普ク 相觸、 尙町 

內 會所每 - 一張 紙 イタ シ候樣 申 渡 置 候 間、 此段爲 御 心得 如是 御 坐 候、 以上。 

三月 十日  伊達 少將 

東久世 前少將 
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英 國 公使 代 

ミット ホルト 

閣下  外務省 記 

〇 十 一 日復書 

御 尊 翰 拜讀仕 候、 然ハ 浪人 三 枝 蓊罪狀 之 儀、 今日 市中 ヘア マ 子 ク御張 出 シ之趣 委細 承知 仕 候、 右 之 趣 書面 一一 相認、 公使 へ 差 

送 可 申 候、 然處 先日 朝廷 ヨリ 公使へ 御 約束 相 成 候-一 ハ、 長 崎 竝神戶 へ モ御張 出 之 由 候 得 共、 是等ハ 如何-一 御座 候 哉、 爲念 

得 貴意 度、 御 報 旁如此 御座 候、 早々 以上。 

ミット ホルト 

伊達 少將 

東久世 前少將 


閣 下  外務省 記 

〇 書中、 神戶、 長 崎 云々 ノ答 辨ハ、 四日 ノ書東 中 二見 ュ。 

〇 七日 布告 書 

今般 王政 御一新 一一 付、 朝廷 之 御 條理ヲ 追ヒ、 外國御 交際 之 儀 被 仰 出、 諸事 於 朝廷 直-一 御 取扱 被爲 成、 萬國之 公法 ヲ 

以、 條約御 履行 被爲在 候-一 付テ ハ、 全國之 人民 叙旨ヲ 奉戴 シ、 心得 違 無 之樣被 仰 付 候、 自今 以後 猥ー 一外 國人デ 殺害 シ、 

或 ハ 不心得 之 所業 等 致 候 モノ ハ、 朝 命 一一 饽リ、 御國 難ラ釀 成候而 已ナラ ス 、 一 旦御 交際 被 仰 出 候各國 一一 對シ、 皇國之 

御 威信 モ 不相立 次第、 甚 以不屆 至極 之 儀 一一 付、 其 罪 之輕重 一一 隨ヒ、 士列之 者 ト雖モ 、至 當之典 刑  > 一 被 處候條 、銘々 奉 朝 命、 

猥ニ 暴行 之 所業 無 之樣被 仰 出 候 事。 

£ 1  黑田長 知 家 記 

三 月  春嶽 私記 


〇 佛、 英、 蘭三國 公使 京師 ヲ辭 ス 、加 賀、 薩摩 以下 諸 藩 之 ヲ衞送 ス 。 

〇 外國 事務局 筆記 -ー 云、 四 曰各國 公使 下坂 也、 叉 云、 五 曰佛國 公使 へ 大和 錦 拾 五卷被 下、 公使 下坂 二 付、 神戶 運上 所 へ 陸奧 

陽 之 助、 寺 島 陶藏等 之 名宛 一一 テ 爲持遣 ス 。  • 

〇 案ス ル 二  、英、 蘭 一 ー國 公使 モ亦 宜ク同  一 ノ 贈遺ァ ル へ シ、 而シテ 見 ル所ナ シ。 

〇 諸 藩 上申書  - 

被爲 召 候佛國 公使、 明 四日 卯 上刻、 相國寺 出立、 今 出 川、 寺 町 通、 五條 橋 ヨリ 伏 見 街道 通行 伏 見 著、 直 樣當朝 川下 仕度 申出 

•5^ 閒、 此段御 屆申上 候、 以上。 

薩摩 少將內 

三 月 三日  內田仲 之 助 

A:^ 事局 In!" 

〇 案ス ル -ー、 前日 ノ達書 一一 據レ ハ、 佛 公使 ヲ大阪 一一 護送 セシ ハ薩摩 藩 ナリ、 而シテ 家 記、 上申書 ヲ 佚ス。 

〇 

佛人 歸阪、 今朝 六 ッ時過 相國寺 出立 仕 候 -ー 付、 道筋 警衞 仕、 伏 見 表 二 テ乘船 仕 候ヲ見 請、 警衞 之人數 引取 申 候、 此段 御屆申 

上 候、 以上。 

酒 井 右 京大 夫家來 

三月 四日  ■,  •  佐 橋邦衞 

辨 事局 記 

〇 
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〇 

今 四日 卯 上刻、 佛 公使 下阪 云々。 卿 Si 建 

右 之 通 被 仰 付 御 達 二相 成 候、 面々 申 合、 今 寅 上刻 ョ リ人數 差 出、 伏 見 驛迄相 送、 唯今 引取 來候 -ー 付、 此段御 屆申上 候。 

京 極 佐 渡 守 内 

三月 四日  . 多 賀越中 

辨 事局 記 

〇  . 

佛 公使 爲警衞 、人數 差 出、 藤 森 迄 警衞無 滯相濟 、只今 引取 申 候、 此段御 屆奉申 上 候、 以上。 

水 野 大炊頭 家来 

三月 四日  早見 友藏 

辨 事局 記 

〇 

佛國人 今朝 下阪 仕 候 二 付、 伏 見 迄警衞 之人數 只今 罷歸、 相國寺 屯所 引拂申 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

三月 四日  谷大膳 亮 

. ^事！ 11^ き。 

英國 公使、 一 咋 四日 知 恩 院旅宿 發足仕 候 -ー 付、 兼 テ御達 之 通、 四 藩 申 談警衞 仕、 伏 見 表 ヨリ 淀 舟 二 乘組、 咋曉八 時 過大 阪八 

軒 家 へ 著、 上陸 爲致候 害 之處、 天 保 山 沖 へ 碇泊 之 軍艦 へ 、直 -ー 乘移申 度 段 申出 候 付、 四 藩 申談、 俄 -ー 及 其 手配、 幸 越 中 守 手 船 

國許ョ リ相廻 居候 付、 公使 以下 大阪戎 島 ヨリ 乘組セ 、昨晝 九 時分、 同所 出船 仕 候 段、 護送 役 長 之 者 ヨリ 申 越 候、 此段 御屆仕 

候、 以上。 

細 川 越 中守內 


三月 六日  池邊粽 右衞門 

辨 事局 記 

〇 八日 上申書 

英國 公使、 去 ル四曰 知 恩 院旅宿 發足仕 候 二 付、 兼 テ御達 之 通、 四 藩 申 談警衞 仕、 伏 見 表 ヨリ 淀 舟 -ー 乘組、 同 五 曰 曉八時 過大 

及 八 軒 家 へ 著、 上陸 爲致候 害 之處、 天 保 山 沖 へ 碇治之 軍艦 へ 、直 二 乘移申 度 段 申出 候 二 付、 四 藩 申談、 俄 及 其 手配、 細 川 越 中 

守 手 船國許 ヨリ. 相 廻 居候 一一 付、 公使 以下 大阪戎 島 ヨリ 乘組セ 、同日 同所 出船 仕 候 段、 彼 地 ヨリ 申 越 候、 此段 御屆仕 候、 以上。 

蜂 須賀淡 路守內 

三月  伴剛 太夫 

辨 事局 記 

〇 文中 所謂 四 藩、 肥 後、 阿波 一 一藩 ノ外考 ル所ナ シ。 

〇 

蘭人 途中 警衞 無滯相 勤、 一 咋四 日夕、 大阪表 到 著 仕、 公使 宿 館 迄 相 送、 人數 引取 申 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

加賀 宰相 中將內 

三 月 六日  恒川新 左衞門 

辨 事局 記 

〇 前 由 慶寧家 記 二 云、 四 曰、 我 兵士、 筑前藩 兵ト共 二  、 和 蘭 公使 ラ大阪 -ー 護送 ス。 

〇 黑田長 知 家 記， 此事ヲ 佚ス。 

〇 

南禪寺 へ 止宿 罷在候 蘭人、 咋四 日朝 出立 歸阪仕 候 付、 伏 見 迄警衞 之人數 差遣 シ、 御用 向 無 滯相濟 申 候、 依 之、 同 寺 近傍 屯 兵 
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所、 拉 市中 巡邏 共 人數引 上ケ申 候、 此段御 届 申 上 候、 以上， - 

美 作中將 留守居 

三月 五日  奧村 牧夫 

辨 事局 記 

〇  . 

昨 四日、 和蘭國 公使 歸阪 1 一 付、 伏 見 迄 護送 仕、 警衞 御用 向 無 滯相濟 候 二 付、 南禪寺 近傍 屯 兵 所 人數引 上ケ申 候、 此段 御屆申 

ヒ候、 以上。 

前 田 稠松内 

三月 五 np  磯野ぎ 九 W 

前 田 利 同家 記 

〇 

咋日、 和蘭國 公使 歸阪 二 付、 伏 見 迄 護送 仕、 警衞 御用 向 無 滯相濟 候 -ー 付、 此段御 屆奉申 上 候、 以上。 

久松內 膳正內 

三 弓 五日  長 島 專左衞 門 

.  久松定 弘家記 

〇 

昨日、 和 蘭 公使 歸阪 二 付、 伏 見 迄 護送 仕 候、 警衞 御用 向 無 滞 相濟候 二 付、 南禪寺 近傍 へ 出張 罷在候 人 數引揚 申 候、 此段御 届 

申 上 候、 以上。 

.  植村駿 河 守家來 


三月 五日  村 田， 5 四郞 

植 村 家 壺 家 記 


〇 謝 尾 張 藩 以下 上申書 五 通 

英吉利 人、 今 四日 午 上刻、 知 恩 院發途 相 成 申 候、 依 之 御 屆申上 候。 


德川元 千代 內 

尾 畸將曹 


三月 四日 

辨 事局 記 

〇  - 

英人爲 取締 差 出 置 候 人數、 昨日 下阪 仕 候 -ー 付、 爲 引取 申 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

三月 五日  池 田 相模守 

辨 事局 記 

〇 

今般、 英國 公使 上京、 知恩院 下宿 相 成 候 二 付、 同所 近傍 へ 屯所 取設、 警衞人 數差出 候樣被 仰 付、 則 出張 罷在 候處； 昨 四日 

英國人 下阪 二 付、 紀州藩 隊長 へ 爲打合 之 上、 出張 人數爲 引拂申 候、 此段御 届 春 申 上 候、 以上。 

本 庄伯耆 守家來 

三 五日  淼田重 兵 衞 

辨 事局 記 

〇 

佛人 下阪 二せ、 兼 テ御菌 申 上候警 衞人數 、昨 四日 引揚申 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

牧野 豐 前 守 家 來 
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復古 記 卷四 十三 明治 元年 一一 一月 五日  六 八 六 

三月 五日  伏 木 熊 士ロ 

辨 事局 記 

〇 

英國 公使 下阪 二 付、 知恩院 -ー 相 詰候紀 伊中 納言 人數 、昨日 同所 爲 引取 候 間、 此段奉 申 上 候、 以上。 

紀 伊中 納 言 ：E 

三月 六日  小 林 六 左衞門 

辨 事局 記 

〇 牧野 貞利、 黑田直 養、 德川氏 ニ請ヒ 、江戸 ョ リ其藩 ニ歸ル 。| 麵！ s;if 

五日、 是 ヨリ 先、 丸龜、 大洲 以下 十四 藩 二 命 シテ、 吏人 ノ 民政 11 通 セ シ モノ ヲ選 擧セ シム、 是 一一 

至リ、 之ヲ 諸道 一一 分遣 シ、 所在 ノ郡邑 新-一 官地 -1 屬セ シ モ ノヲ巡 按シ、 府庫 ヲ檢シ 、民 瘼ヲ恤 

スり  . 

〇 一 一月 一 一十 日 達 書 

今般 王政 御一新- 1 付テ ハ、 是迄天 科 ト稱候 地所、 悉皆 御領 ト相成 候 間、 下民 之 情 實悉被 聞 食 度 候 間、 紛擾 之 時節、 或强 

盜或ハ 暴 客之爲 二 被惱候 箇所 モ有之 哉 之 趣、 深被惱 窟襟候 得 共、 國事御 多端 之 折 柄、 自然 御仁 心 モ行届 兼 候閒、 內々 爲 

監察 諸道 へ 被 遣 候、 於 藩々 得 御 趣意、 正直 一一 シ テ郡村 之 吏務 一一 長 シ候 者、 兩三輩 急々 撰 舉可差 出 候 事、 

但 代官 之 情實、 村民 之 苦情、 S 收納 租税 金穀之 有無 取調 之 儀、 被 仰 付 候 事、  難  ー| 難 総 ， 

〇  . 

京 極 佐 渡 守 


小 出 伊勢 守 

加 藤 能 登 守 

市 橋 下總守 

右 家 來之內 三、 太 政 官差急 御用 二 付、 當分御 雇 被 仰 付 候-一 付、 差 出 候 人名、 明日 午刻 迄 可 申出 候 事。 

二月 二十日  魏.  * 

京 極 高 德 以 

下 各 家 家 記 

〇 市 橋 長 義家記 二 云、 一 一月 一 一十 日、 今 午刻 重臣 御 呼 出 シ御達 二 付、 重臣 淺井藏 人、 留守居 役 大津忠 右 衞門差 添 出頭、 諸家 重 

臣揃之 上、 於 鶴 之閒、 內國 事務 總督 德大寺 大納言 殿 直達、 其 節 出頭 重臣 姓名、 

京 極 佐 渡 守 重臣 

.  多 賀越中 

加 藤 遠 江 守 重臣 

大橋播 磨 

脇 坂 淡路守 重臣 

井口 金 右衞門 

秋 月 右京亮 重臣 

坂 田少部 

.  牧野 豐前守 重臣 

川 手內膳 

•  .  朽木近 江 守 重臣 
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朽木 木工 允 

加 藤 能 登 守 重臣 

_ 菅  直 記 

木 下 備中守 重臣 

.  小川 九十 九 

小 出 伊勢 守 重臣 

太 田 發之進 

森 對馬守 重臣 

今 村 文 右衛門 

九 鬼 大隅守 重臣 

松 田 藤之丞 

.  谷 大膳亮 重臣 

布施 三 平 

右 當方共 都合 拾 三 家 ナリ。 

〇 案ス ル 一一、 分遣 人名 中 、戸田 忠至ノ 家臣 ァリ、 長義家 記、 之 ラ佚ス ルー 一 非 サレハ 、後一 一命 セラ レシ ナルへ シ、 又 長 義家記 

一一 據レ ハ、 加藤泰 秋、 脇 坂 安斐、 牧野 誠 成、 朽木爲 綱、 秋 月 種殷、 九 鬼 隆備、 谷 衞滋、 森 俊滋、 同 ク此命 アリシ ナリ、 今 並 二 達 

書 ヲ佚ス ルヲ 以テ、 其 事ノ家 記-一 散見 セシ モノ ヲ 後-一 抄錄ス 、泰 秋、 誠 成、 爲綱、 種殷、 俊 滋ハ全 ク之ヲ 佚ス。 

〇 安斐 家 記 二 云、 一 一月 十九 日 ぐ.,^ 二 豕來之 内 三人、 太 政 官差急 御用 二 付、 當分御 雇 被 仰 付。 

〇 寧 隆家記 二 云、 一 一月 廿日、 御用 -ー 付、 租税 相 心得 候 者 差 出 候 樣御達 -ー 付、 一 人 申 付 上京 爲致 候。 


〇 衞滋家 記 -ー 云、 一 一月 廿日、 家 來之内 一 孰 人 太 政 官差急 御用 二 付、 當分御 一 厘 被 仰 付 候 段 御 達 -ー 付 申 付、 同廿 七日 京 著。 

〇 一 一月 一 一十 五日 足 守 藩へ 達 書 

其方 家來之 內、 郡 村 事務 關係之 者、 太 攻宫へ 御用 二 付、 當分 御麗被 仰 付 候條、 至急 可 差 出 旨 御沙汰 候 事。 

二月  太政宫 

木 下 利恭家 記 

〇 加 藤 明實家 記 -ー 云、！ 一月 晦日、 御雇ノ 家臣、 德野耕 平、 川 島 爲三郞 御 呼 出 -ー 付、 留守居 差 添、 太 政官代 へ 罷出 候處、 内國掛 

辻將曹 r ^、青山 小三郞 、會計 掛小原 仁兵衞 r^as 席、 左 之 通 口 達 有 之、 德川領 初、 總テ 天 料 ト相成 郡 村、 其 藩 各方 へ 取調 被 

仰 付 候 間、 其 村々 當時金 穀 何程 殘有之 候 哉、 收納 之穀其 土地 二 隨 ヒ 拂立 候歟、 叉 ハ 大坂、 京師 等 へ 引取 候 儀 共、 都合 宜敷 二 

應シ取 計 候樣被 仰 出 候、 尤其邊 之 所 ハ W 人 共 へ 申 付 置 候 間、 其 者 共 御 引 連 有 之、 便利 宜敷樣 取 計 可 被 成 候、 猶 委細 之 儀 

ハ， 國々 郡 村 割合、 兩三 日中 御 達 可 申 候、 就テ ハ鎭撫 總督、 東海道、 東 山道へ 御 越 有 之、 御 方々 へ 御 窺 之 上、 御 執 計 可 被 成 被 

.S. 渡。 . 

〇 長 義家記 -ー 云、 一 一月 三十日、 御雇ノ 家臣、 西 岡喜津 治、 三 保 正 太郞、 田 村 曾 八右衞 門、 太政宫 へ 罷出、 於 松 之閒、 内國 事務 辻 

將曹 、青山 小 三郞、 會計 事務 小 原 仁 兵 衞出 坐、 今般 御 雇 被 仰 付 候、 御用 向之義 ハ 、諸道 へ 被 差遣、 鎭 撫使拉 裁判所 之 方 へ 

罷越相 伺ヒ、 金 穀共其 所々 -ー テ御 入用 引殘之 分、 早々 京師 へ 差 送リ可 申、 尤 近日 之內 諸道 へ 御 割付、 拉 日限 等 被 仰 出 候 間、 

用意 致 置 候 樣內達 有 之、 

但其 節、 掛リ 町人 壹人ッ 、被 差 添 候 旨 モ被申 聞、 諸 藩 御 雇人 何レ モ被召 呼、 同 樣被相 達 候 事。 

三 五日、 御雇ノ 家臣 三 保 正 太郞、 京 極 佐 渡 守 家 來福田 又 助、 朽木近 江 守 家來： ^内 三郞助 三人 一 同 呼 出 一一 テ、 內國懸 リ靑山 

小 三 郞ヲ以 、北陸 道筋 爲 取調 被 差遣 候 旨 達 シ 、 

5： 鎭撫使 金澤表 -ー被 爲入候 間、 夫 迄罷越 候樣可 仕、 尤明後 七日 出立 可 致處、 會計局 ヨリ 御 差 添 之 仁モ有 之、 用意 出 來兼候 
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二 付、 來ルト 日頃、 出立 心 S 能 在 候 樣被申 聞 候。 

會計 事務 小 原 Li 丘ハ衞 ラ以、 御 印鑑 拉宿々 村々 へ 之 御 達 御 判 書 被 相 渡。 


右 之 者 爲租稅 取調 方 御用、 北陸 道 令 通行 候、 仍テ 宿々 村々 人馬 無 滯可差 出 者 也。 

辰 三月 

北陸 道 宿々 村々 

役人 中 

北陸 道筋 取調 被 差 添 町人 


烏 丸 四條上 ル所 

上嵯哦 

大津 御用達 


竹 

三 


林 

fcl 

中 


六 九 〇 


ft 三 郞 

保 正 太 

田 又 


<1 曰 111^ 裁 .sw-  tw; 


彥 市 

上 與 助 

村^ 助 

邊 伊 左衞門 


右 被 遺 候閒、 諸事 申 談可取 計 旨 達 有 之、 同所 二 テ及 面會候 事。 

三月 十七 日、 西 岡秦治 御 呼 出 二 付 罷出候處、 此迄 内達 之 通、 來 ル 十九 曰 3 リ、 i 道筋 へ 8 候 樣被 相 達、 左 之 御 書取 御 


覺、 

道中 拉滯留 中 食料 等 之 儀、 且 人馬 貨 錢之條 ハ 御 渡 相 成 候 事、 

但 京都 會計局 -ー ハ請取 可 申 事、 


一 先 觸之條 ハ 京都 裁判所 へ 可 願事、 

一 鑑札 之 條ハ御 下 ケ相成 候 事、 

一 道中 綺符認 方 之 儀 ハ 御用 ト可 相認 事、 

一 兩褂駕 IS 提灯、 法被 等， 之 分 ハ 、自分 二 テ相辨 へ 可 申 事、 

低 提燈ハ 自分 紋之 事、 

1 諸道 出 役 御 割付 人名、 左 之 通 被 仰 出 候、 

尤去ル 十五 日 御 割付 相 成 候 得 共、 少々 相違 -ー 付、 尙叉 今日 改テ被 仰 出 候 事。 

東海道 筋 

•  秋 月 右京 亮 家 來 

岩 村 虎雄 

脇 坂淡路 守家來 

.  根來忠 兵 衞 

市 橋下總 守家來 

西 岡喜津 治 

柬山 道筋 

小 出 伊勢 守家來 

.  人羅安 右衞門 

木 下備中 守家來 

更井軍 次兵衞 

復古 記 卷四 十三 明治 元年 三月 五日  六 九 一 


復 古 記 卷四 十三 明治元年三月1^=ー日  六 力 二 

谷 大膳 亮 家 來 

田 口 盛 右衞門 

. 山陰 道筋 

森 對馬守 家来 

小 西 定十郞 

小 出 伊勢 守家來 

山 e 孫 右衞門 

山城 國 

牧野 豐前 守 家 來 

木 戶益藏 

. .  加 藤 能 登 守 家 來 

德野耕 平 

大和 國 

牧 野 豐 前 守 家 來 

森 河 大次郞 

加 藤 能 登 守 家 來 

,  川 島 爲 三 郞 

河內國 

.  加 藤 遠 江 守家來 


復 
古 

記 


和泉國 


攝津國 


山陽 道筋 


卷四 十三 明治 元年 三月 日 


龜 田 文 左衞門 

九 鬼 大隅守 家来 

中  新 平 


木 


坂 淡 

角 


路 守家來 

澤精之 進 

中 守家來 

田 喜 助 


木 


谷 


鳥 

大 


中 守 家来 

羽 宗 郞 

膳 亮 家 來 

田 唯 平 


森 對馬 守家來 

小牧 半十郞 

小 出 伊勢 守家來 

甲 田 次 郞右衞 門 

戶田 大和 守家來 

六 九 三 
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六 九 四 


菊 


恒 


西 海道 


筑 前、 筑 後、 豐 後 


肥 前、 肥 後 


九 鬼大隅 守家來 

近藤圑 

朽木近 江 守 家来 

居間 良 

加 藤 遠 江 守 家來 

岡 本 儀 

脇 坂淡路 守家來 

本 莊利之 


次 


市 橋長義 家.. 記 

內國 事務局 叢書 


モ 御座 候 間、 心得 方 之義、 左 之 通 奉伺 候、 


〇j 三月 朔日西 大路 藩 申請書 

今般 諸道 へ 御 遣 相 成 候 蒙 御 內命候 -ー 付、 不 取敢、 ffl 意 仕 候 一 

一 金 穀差出 並書狀 等差 上 候 節、 御名 宛之義 奉伺 候、 

一 鎭撫 使^ 御所 置-一 テ、 米穀 御預ケ -ー 相 成 候 箇所 之 外 -ー、 未タ 御手 入 無 之 村方モ 取調 可 仕^ 

一 諸 藩へ 御 預ケ之 筒 所ハ、 其 藩々 一一 テ 取調 仕置 可 申、 此分モ 其 藩々 ョ リ金穀 差 出 候 樣可申 付 哉. 

一 諸道 へ 御 遺 相 成 候 一一 付テ ハ 、役名 之義 奉伺 候、 


一 御用 鑑札 之義 御下ケ 二 相 成 候 樣奉願 候、 

一 道中 翁 符板認 方 之 義ハ 如何 可 仕 候 哉、 

一 道中 人足 貨錢 之蘧 如何 可 仕 哉、 

一 道中 休 泊 旅籠 之義 ハ被下 -ー 可 相 成 哉、 自分 賄 -ー 可 仕 哉，  . 

一 兩掛 駕 挑 灯 法被 

右 等 之 品 御下ケ 二 可 相成義 御座 候 哉、 自分 二 テ 用意 仕 候 節 ハ 、印 之義 如何 可 仕 候 哉、 

右 之 趣 早 々 御 差 S1 被 成 下候檨 仕度 奉伺 候、 以上。 

市 橋下總 守家來 

西 岡喜津 治 

三 保 正太郞 

S 村 曾 八 右衞門 

〇 七 B 批紙 

第 一條 會計 35 判 名宛-一 テ指出 可 申 事、 

第. 一 一條 鎭撫使 御所 置 二 テ、 御 預ケ相 成 候 箇所 ハ 勿論、 其餘 御手 入 無 之 村 方 之 e  、舊 慕領 並家來 領分 等 一一 テ、 何方 ヨリ モ取 

. 締無之 場所 ハ 臨時 取調 可 申 事、 

第三 條 諸 藩 へ 御預ケ 之茵所 ハ 、 其 藩々 ョ リ 取調、 會計局 へ 伺 可 申出 箸 二 候 間、 此分 ハ 金穀差 登候樣 之差圖 -ー 及 不申候 事- 

第 四 條 役名 之義 ハ追テ 御沙汰 之 事、 

第 五條 鑑札 之義ハ 御下ケ 二相 成 候 事、  • 

第六條 御川ト 認可 申 事、  、 

古記 卷四 十三 明治 元年 三月 KB  六 九 K. 


復古 記 卷四 十三 明治 元年 三月 五日  六 九 六 

第七條 人足 貨錢之 義ハ、 兼 テ御定 之 通 相 拂往來 可 致 事、  ， 

但御 雇中ハ 道中 宿錢之 義ハ被 下-一 相 成 候 事、  • 

第九條 此ケ條^！分 一一 テ賄可申事、 

祖雜 用之義 ハ御下 ケ-ー 可 相 成 候 事、 

. 印之義 ハ 勝手次第 之 事。  市 橋 畏義家 記 

〇 蜂須賀 茂韶、 親征 ノ蜃蹕 タラ ン コトヲ 請フ、 從衞旣 二 具ルヲ 以テ、 姑ク 京師 ヲ 留守 セ シ厶。 

過日 上京 後、 喪中 謹 愼之折 柄、 御廟 議之御 一 端 ラモ不 奉伺 候 得 共 、杞憂 之餘、 不取敢 、愚昧 之管兒 言上 仕 候 所、 彌 浪華 行 

幸 被 遊 候 趣 被 仰 出 謹 テ奉畏 候、 勿論 深 御廟 議ヲ被 爲盡候 上 宸斷 ラ以、 多 恐 モ斯迄 聖躬ヲ 被爲勞 御 親 征被遊 御 儀 

二 可 被 爲在候 得 ハ 、最早 可 奉 橫議條 一一 モ 無 御座、 隨テ 徵臣忌 明 モ 仕 候 事故、 家督 御 禮奉申 上 候 上 ハ 、何卒 供奉 之 列 -ー 御 指 加 

被 仰 付 度奉存 候、 尤 供奉 之 諸 藩、 疾 御治定 一一 モ相成 居候 事 -ー ハ 可 被 爲在候 得 共 、何分 一一 モ此度 之 御盛擧 闕下 -ー滯 在 空 

敷 坐 臥 罷在候 テハ、 實以 遣憾之 至、 臣子之 至情 默止難 仕、 只管 奉 懇願 候 間、 宜敷 御 諒察 被 成 下、 同列-一 御 指 加 被 仰 付 被 

下 候樣、 幾重 二 モ奉願 候、 以上。 

•  二月 廿 九日  阿波 少將 

〇 本日 批紙 

供奉 之 諸 藩 御 治 定相成 居候 二 付、 難 被 及 御沙汰、 尤追テ 被 召 加 候 儀 モ 可 有 之 哉 二 付、 先 滞京 御 留守中 可 致守衞 被 仰 出 

候 事。  辨事 GS 記 

〇 毛 利 元 周 ノ退老 ノ請ヲ 聽シ、 養子 元愁ヲ シテ其 封ヲ襲 カシム。 

〇 朔日申 請 書 


隱居舉 願 候覺、 

長 門 宰相 內證分 毛 利 左 京 亮 

無 高  辰 四十 二 歳 

毛 利 宗 五 郞 

辰 二十歳 

私教、 兼テ 持病 之 留飮、 時々 衂血有 之、 加 之頻々 痙攣、 近 來別テ 相 募 候 一一 付、 種々 療養 仕 候 得 共、 一 體年來 持病 之 儀 -ー 御座 候 

B 一, ハ、 所設 全快 出勤 可 仕體無 御座、 未 隱居相 願 候 年齢 二 ハ 無 御座 候 得 共、 即今 之 御 時勢 上京 等 モ難得 仕、 空々 罷在候 之 段 深 

奉 恐ん 疾、 之、 隱居被 仰 付、 家督 無 相逮、 同氏 宗五郞 へ 被 下 置 候 樣奉願 候 間、 此段宜 御 執 奏可被 下 候、 以上。 

麼應四 戊 年 二月 廿 八日  毛 利 左 京 亮兩判 

毛 利元敏 家 記 

〇 

毛 利 左京亮 事、 久々 所勞罷 在、 即今 之 御 時勢 上京 モ 難 仕 深 奉 恐 入 候 間、 隠居 被 仰 付、 家督 無 相違、 同氏 宗五郞 へ 被 下 置^ 

樣奉顧 度 申 候、 於 私 モ 同 樣奉願 候、 此段 御 執 奏所仰 御座 候。 

二月 廿 八日  長 門 宰相 

宅 利 元 敏家記 

〇 本日 達 書 

毛 利 左 京 亮 

來 多病 隠居 願 之 趣、 尤 -ー 相 聞 候 間、 被 聞 食 候、 就テ ハ 同氏 宗五郞 へ 、家督 無 相違 被 下 置 旨 被 仰 出 候 事。 

慶應四 戊辰 三月 五日  P 
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毛 利元敏 家 記 

〇 

長 門 宰相 

末 家 毛 利 左 京亮、 從來 多病 隱居願 之 趣、 尤-ー 相 聞 候 間 被 間食 候、 就テハ 同氏 宗 五郎へ、 家督 無 相違 被 下 置 旨 被 仰 出 候、 

仍爲 心得. S. 達 候 事。  14- 利 元 敏家記 

〇 脇 坂 安斐 、藩 事 ヲ 以 テ 歸封 ヲ 請ヒ、 堀 直賀、 封 彊會津 二 隣 スルヲ 以テ、 先ッ 歸リテ 民心 ヲ鎭 

辑シ、 後 -1 入觐セ ン ト 請フ、 1 級 一一 之 ヲ聽ス 。籙、 七 時日 上-一な リ、 

〇 朔 日安裴 申請書 

播、 攝入交 之 場所、 人民 動搖 イタ シ候 付、 爲鎭撫 人 數差出 候樣、 過日 被 仰 付 候 付、 則 出張 爲致 候處、 右 等之邊 ヨリ 城下 近邊 

何 トナク 人心 不穩、 就- y ハ 一 ト先 歸邑、 夫 々鎮撫 方 申 付 度、 暫時 御 暇 被 下 置 度、 尤牧方 邊警衞 人 數之義 ハ 、京師 一一 殘置申 候、 

且亦 御用 之 節 ハ 速 二 上京 可 付 候閒、 此段 奉伺 候、 已上。 

三 月 

〇 本日 批紙 

願 之 通 御 暇 被 免 候 事。  脇 坂 安斐 家 記 

〇 

私條 

兼 テ被爲 召 候處、 舊冬以 來申上 置 候 通、 病氣 一一 テ追々 遞延罷 在 候處、 當今 形勢 不 容易  > 一 付、 乍 病中 押テ 上京 仕度、 夫々 用 

意モ 仕、 來ル廿 八日 發途之 心 組罷在 候處、 在所 ヨリ 以急飛 申 越 候-一 ハ、 今般 賊徒 御 征伐-一 付テ ハ、 人心 不穩折 柄、 北陸 道 


御 眞撫吏 御 下向 -ー モ相成 候 一一 付テ ハ 、種々 浮說等 申唱、 不 容易 次第 相 成、 爲夫 領内 人心 居合不 申、 致 動 搖候趣 申 越、 心痛 當 

靈議存 、此上 息 如 li 情 -ー 可 押 S モ 難 計、 殊 -ー 0i ハ 、會讓 I 儀、 其 上 II  -ー  ハ IP 所 等 モ 多 

分 有 之、 當今之 御 時勢、 何 樣之變 動 一一 可 相 成 哉 モ 難 計 奉存、 然處、 私 留守中 一一 テ ハ 別テ 取締 方 モ 不行 届、 萬 一 心得 遠 之 取 計 

方 等 御 坐 ま ハ、 奉對 朝廷 不相 i ト深 I 人、 就テ ハ切 f 場合 片時 5 豫仕 兼、 一 先在 所へ 8、 取 蹄 I 靈申付 

置、 且 領内 人心 居 合方 等 迄、 精々 申 翁 之 上、 早速 上京 可 仕 候 間、 前顯之 次第 御 憐察之 上、 御 聞 置 被 成 下 候樣、 此段奉 願 上 

候、 以上。 

二月 廿五 


曰 


左 京 亮 

內國 事務局 叢書 

堀^ 弘家記 


堀 弘 家 記 


〇 木 日批紙  • 

願 之 通 御 暇 被 免 候 事。 

〇 案ス ル 一一、 批紙、 書意ヲ 誤觯ス ル -ー似 タリ。 

〇 板 介" 勝尙、 嚮ニ朝 會ノ命 ヲ奉シ 、又 奥 羽 應援ノ 令 アリシ ヲ以テ 、書 ヲ上リ 、入 覲歸藩 ノぉヲ 

禀 ス of  45、 戶是 日、 批 シ テ 入朝 セ シ ム 、勝 尙遂 ニ朝ス ルヲ果 サス。 

王政 1 古大 I 一  新 -ー 付、 I 上京 可仕篇 御沙汰 之 趣、 謹テ M 候、 就 右上 京 可 仕皇、 昨年来 足 痛 二  ill. 

I 舊 f リ I 二相 障、 囊仕候 ar 冤 角 相勝不 申、 長途 之 旅行 難 仕、 不得 止、 出立 及邇々 甚奉恐 入 候、 然ル處 、爲 御 

追討 官軍 御進發 -ー 付テ ハ 、翁秦 藩 申 合 應援 之 御沙汰 二 付、 不取敢 、在所 表 へ 其 手配 皇 シ 置 候得 共、 元 來人少 之 弊藩 

二 テ大- 一、 い 痛 仕 候處， 御親征 一一 付、 軍旅 用意 仕 御沙汰 次第 奉 命 可 馳參旨 ヲモ被 仰 出 候 御 書 附之趣 謹 テ奉畏 候、 曰汇 

平 追々 切 ：=」 之 御 場合 -ー 付、 歸邑仕 官軍 方 御 指揮 可 奉 待 哉、 舊 冬已來 不快 罷在候 得 共、 斯 ル御 時勢 二 せ、 押テ 早々 上京 可お 

復 古 記 卷四 十三 明治 元年 三月 五日  六九プ 


復古 記 卷四 十三 明治 元年 一一 一月 五日 

哉、 兩樣之 儀 奉伺 候閒、 可然 御沙汰 被 成 下 候樣、 此段奉 懇願 候、 以上。 

三 月朔日 


七 〇〇 


板 倉 甲斐 守 


內國事 接 局 叢書 

权倉膨 達 家 記 

〇 本日 批紙  . 

氣分 快方 候 ハ 一 先 上京 可 致 事。  板 倉 勝 達 家 m 

〇 老臣 申請書 

奧羽之 諸 藩 申 合 應援之 御沙汰、 其 後 被 仰 出 候 御 儀 等 御座 候處、 甚 切迫 之 御 場合 1 一 付、 在邑仕 ion 軍 方 御 指揮 可 奉 待 哉、 

且病氣 一一 罷在候 得 共、 押テ 上京 可 仕 哉、 奉伺 候處、 氣分 快方 二 候ハ、 一 ト先 上京 可 致 之 g 御 附札之 趣、 謹テ 承知 奉畏 候、 右二 

付、 私儀 急速 罷下リ 、甲斐 守 病氣 快方 -ー 御座 候 得 ハ 、上京 可 仕樣 申達 候 二 付、 一 ト 先歸府 仕度、 此段 奉伺 候、 以上。 

板 食 甲斐 守 家老 

三月 七 曰  S 川 敎之助 

板 倉 勝 達 家 記 

〇 木條、 批紙ヲ 佚ス、 勝 達 家 記 二 云、 灘川敎 之 助、 三月 十日 京都 出立、 同 十八 日 江戸 二 著ス、 然 ル 二  、&. 斐守、 旣 二 當月 四日 

出立、 福 島 一一 赴ク、 侬テ福 島 一一 歸リ、 御附紙 ヲ以テ 御達ノ 旨、 5. 斐守へ 申 傳フ。 

〇 再 申 書  • 

甲斐 守 進 返 奉伺 候處、 病 氣快候 ハ、、 一 先 上京 仕 候樣、 先達 テ以 御 附札被 仰 出 候 -ー 付、 其段爲 申達、 家來共 早速 罷下候 

處、 著 府已前 、奥州 筋 當今之 形勢 -ー 乘、 浮浪 之 徒 多 立 廻不穩 趣-一 付、 進 返 伺 中 二 ハ 御座 候 得 共、 事 至急 之義 -ー モ有 之、 機會不 

取 失樣、 不 取敢、 在所 表 へ 一 先立 歸罷越 、家来 共 へ 厳重 手配 申 付 置、 直 樣歸府 御沙汰 奉 相 待 候 心得 -ー テ 、在所 表 へ 罷越候 

處、 前條 一 先 上京 仕 候樣蒙 御沙汰、 難 有 承知 奉畏 候、 右 -ー 付、 急速 在所 表發 途上 京 仕 候 心得 -ー 御座 候處、 不圖、 從仙臺 表、 


以 急使、 會津御 征討 之從 御 總督樣 通 御 之 節 、城内 御 本 陴應援 等 之 儀、 精々 手配 仕 候樣、 別紙 之 通 被 仰 付 候-一 付、 最 

前 於 京地 伺 之 上-一 モ 御座 候 間、 上京 仕 候 段 如 書 附奉申 上 候處、 猶叉 別紙 之通以 御附札 御沙汰 御座 候 間、 右 別紙 兩通寫 

相 添、 此段奉 申 上 候、 以上。  - 


月 十 


曰 


〇 別紙 一 一通 


板 食 5- 斐守內 

永島禾 も 

板 倉 甲斐 守 


撫總督 


今般、 會津 征討 應援之 手當、 精々 可 有 之、 且又 其 藩 通行 之 節 ハ 、城 內可爲 本陣 事。 

三月 廿 四日  . 

〇 

先達 テ、 甲斐 守 へ 上京 可 仕 旨、 從 朝廷 御沙汰 御座 候處、 折節 病氣籠 在、 追々 延引 仕 候 -1 付、 爲 名代 重役 之 者爲差 登、 別紙 

三 H 朔日、 ノ ク i 一 司 rE- 處、 御 附，， - 一一 テ 上京 可 仕 旨 被 仰 出 候、 然 ル處、 此度 會津御 征討 之應援 手當可 仕、 且又 當藩 御 通 御 

之 節、 當 城可爲 御 本陣 旨、 以御 書付 被 仰 付奉畏 候、 此 節病氣 快方 -ー 相 成、 且追々 上京 仕 候樣被 仰 出 候 -ー 付、 應 援手當 

御宿 城 之 儀 ハ 、家來 共 へ 申 付 置、 來 ル卄 八日 在所 發足仕 候、 此段御 屆宜申 上旨、 甲斐 守 申 付 越 候。 

板 ま 甲斐 守內 

三月 廿 六日  松原 作 右衞門 

淺井貞 之 丞 

御 附札寫 此度 上京 之處、 一 先見 合、 會津 征討 之應援 致シ、 奏功 之 上、 上京 可 有 之 候 事。  辨 事局 記 

復古 記 卷 四 十三 明治 元年 三月 五日  七 〇 一 


復 古 記 卷 s: 十三 明治 元年 三月 五日  七 〇 二 

〇 小 笠 原 長國、 大坂 二 抵リ、 書ヲ 裁判所 總督 醍醐 忠順 二 上リ、 屛居シ テ罪ヲ 待ッ、 又之ヲ 朝廷 

二 禀 ス 、是 日、 批 シ テ京 一一 入リ後 命ヲ俟 シ厶。  ， 

〇 總督ニ 上ル書 

佐 渡 守 儀、 舊冬 以來、 從 朝廷 被爲 召 候 末、 御 當地迄 參著仕 候處、 追々 被 仰 渡 候 次第 有 之、 甚以奉 恐 入 候、 依 之、 差扣罷 

在 候 儀 -ー 御座 候、 以上。 

小 笠 原 佐 渡 守家來 

二月 廿 八日  山 E 勘 右衞門 

小 笠 原 長國家 記 

〇 

舊冬佐 渡 守 俄、 御用 被爲在 候-一 付、 上京 仕 候樣被 仰 出 候砌、 持病 ノ疝 積-一 付、 快方 次第、 早速 上京 可 仕 旨 奉 申 上 置 候處、 

猶 叉舊臘 更被爲 召 候 付、 其 段 申 遣 候處、 追々 快方 仕 候 付、 押テ 上京 仕 候 積 之處、 別段 奉 欵願度 次第 御座 候 付、 旁 差 急 手繰 

仕 候 由、 然 ル處、 去月 十八 日、 被 仰 渡 之 趣 急 便 ヲ以申 遣 候處、 船中 行 違 -ー罷 成、 同廿 七日、 大坂表 迄 參著之 上、 右 御沙汰 - 

之 趣 奉拜承 之、 重 疊奉恐 入 候、 侬之、 上京 之 儀ハ差 扣罷在 候、 此段奉 申 上 候、 以上。 

小 笠 原 佐 渡 守家來 

三月 二日  山 田 勘 右衞門 

辨 事局 叢書 

小 笠 原 長國家 記 

〇 本日 批紙 

上京 謹愼罷 居、 謝罪 之 實効相 立 候 ハ 、 、何分 之 儀 可 被 仰 出 候 事。  小 笠 原 長國家 記 


〇 

佐 渡守條 御沙汰 之 末、 昨 十 一 日大坂 表出 船、 今 十一 一日、 千 本 通、 一條； へ 入、 大超寺 へ 旅 宿 謹 愼罷在 候、 此段御 届 奉 申 上 

_  .  小 笠 原 佐 渡 守家來 

三月 十二 日  山 田 勘 右 衞門. 

小 笠 原 長 國家記 

〇稻宜 長行ノ 老臣 京 一一 在ルモ ノ、 龜山藩 二 因 リテ書 ヲ上リ 、其 主ノ爲 ニ哀ヲ 乞フ、 是日、 批シ 

テ 長行ヲ シテ歸 順 ノ實ヲ 舉ケ、 後 命ヲ俟 シ厶。 

去月 廿 五日、 於 四日 市驛、 勢 州 龜山藩 取次 ヲ以テ 、橋 本 少將. ^、柳 原 侍從^ へ 、 別紙 之通欵 願書 奉 差 上 候處、 御 落手 被 成 下、 

主人 依 御 不審 之 筋 御座 候 間、 家 來之者 一同、 追テ 御沙汰 御座 候 迄 謹 愼罷在 候樣、 且 歎願 之 趣ハ 神妙 之 旨 被 仰 渡、 

難 有 仕 合奉存 候、 然處、 欵願之 趣 被爲遂 奏聞、 家 來之者 早々 上京 可 仕 旨、 去 朔日被 仰 渡 候 段、 龜山藩 ョ リ 通達 -ー 付、 直 

樣 同道、 同 七日 京 著 仕 候、 歎願 書 之 通、 主人 並 家 來之者 一 同 悔悟 仕、 皇國之 御爲、 誠忠 盡カ可 仕 赤心 二 御座 候 間、 格別 之 

以 御憐憨 御 宥免之 御沙汰 被 成 下 度、 難堪 痛心 猶亦 奉欵願 候、 誠惶 謹言。 

稻垣平 右衞門 家来 - 

. 二月せ 二日  .  山 本 唯 右衞門 

門 野 豐右衞 門 

門 野 但兒 

〇 別紙 

度 古記 卷四 十三 明治 元年 三月-天日  .^〇 三 


復古 記 卷四 十三 明治 元年 三月 五 口  •  七 〇 四 

去 三日、 德川慶 喜 上洛、 先 供人 數伏見 表 迄 相 登 候處、 如何 之譯柄 ヨリ 事 起 候 哉、 異變之 儀 出來、 遂-ー 戰爭罷 成 候處、 主人 稻垣 

平右衞 門人 數モ <M 料米警 固、 於 大坂表 去 朔日被 申 付、 不 得止罷 登、 其 節 伏 見 表 二 止宿 罷在 候處、 右異變 大小 砲 之 響 二 相 驚、 

著 具等モ 用意 不仕、 殊更 食料 米 警^ 之 俊 -ー 付、 直 樣淀表 へ 引返、 食料 米 之 方 心配 罷在 候處、 戰爭 之人數 追々 敗走、 平 右衞門 

人數 へ 入 交リ候  >ー 付、 大小 彈丸 飛激、 少人數 之 儀、 何分 危急 之 場 -ー 至リ 候處、 役々 ョ リ因差 圖聊相 支、 食料 米 追々 繰 下ケ候 

儀 -ー 御座 候、 然處此 度、 德川慶 喜 御 追討 被 仰 付 候 段 、御高 札 之趣始 テ奉傳 承、 重々 奉 恐 入 候 次第 n 落 入、 後悔 仕 候 得 共、 實 

以不得 止 場合 -ー テ、 奉對 朝廷 異心 等 毛頭 無 御座、 右 之 次第 主人 承知 仕 候 ハ 、恐 入 早速 御託 可 奉 申 上 儀 ト奉存 候 得 共、 在 江 

戶 -ー 付、 彼是 相延、 在 邑家來 共 一 同 不安 恐懼 痛心 深 奉 恐 入 候、 勿論 主人 儀、 奉對 朝廷、 異存 ハ 決テ有 御座 間 敷、 皇國之 御 

爲、 誠忠 盡カ仕 候 儀 ト奉存 候 間、 不顧 恐此段 只管 奉 歎願 候、 何卒 寬大之 御仁 惠ラ以 、赤心 悔悟 之處 御 洞察 御 聞 濟被成 下 

度、 仍 テ家來 一 同ョ リ不取 敢奉欵 願 候、 誠惶 謹言。 

稻垣 平右衞 門家來 

正月 廿 四日  山 本 唯 右衞門 

門 野 豐 右衞門 

門野但 見. 

稻 S 長 敬 家 記 

〇  . 

志 州 鳥 羽 藩 三人、 宗十 郞家來 同道 上京 仕 候 段、 先達 テ御屆 申 上 候處、 右三人 之 者 ョ リ、 別紙 歎願 書 差 出度 旨 申 聞 候 -ー 付、 進 

退 仕 候 間、 宜御執 成 被 下 置 候 樣奉願 上 候、 以上。 

石 川宗十 郞家來 

二月 廿 二日  题池重 右衞門 


〇 本日 批紙 

稻垣 平右衞 門家來 三人 上京 欵願之 趣 、尤之 旨 趣 二 候 得 共、 主人 歸邑歸 順 之 道 相 立實行 ヲ擧候 上、 寬宥之 御沙汰 モ 可 有さ 

候 間、 三人 之 儀 先 御用 無 之 候 二 付、 可 致 歸國被 仰 付 候 事。  M 馴碰聽 絲 i 

〇 松 平 賴英、 本 多 助成、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シ テ代 リテ京 二 至ラ シム。 fl^l"」 内 小 isfef 

〇 大總督 熾 仁 親王 駿府城 -ー 入 ル 。先鋒 總督橋 本 實梁、 副總督 柳 原 前 光来 會ス。 


復 古 記 卷四 十三 終 


一 等 編修 宫 

四 等 編修 官 

二等 協修 

卜ー 一等 出仕 

六 等 掌 記 

八 等 掌 記 

一等 繕寫 

二等 繕寫 

二等 繕 寫 

撿 閱 


長 

松 


IF 一 


松 

村 鼎 

津 發 三 

渡 廣 

浦 辰 

川 長 

囿 ，腎 


幹 

郞 

意 


復古 記 卷 S 十三 明治 元年 三月 五日 


モ 〇 五 


M 古 記 卷 w 十三 明治 元年 三月 K 口 


七 〇. 


一 等 編修 宫 

一 等 編修 宫 

三等 編修 官 


重 野 安 


田 


正 啓 


監 


事 三 


安 


復古 記 卷四 十四 

明治 元年 戊辰 三月 六日 - 一起 リ 八日 ニ至ル 

〇 三 月 

六日、 九州 鎭撫 總督 澤宣嘉 二 命シ テ、 西 海道 ヲ 統轄 セ シ 厶 、因 テ薩 摩、 肥 後 以下 ノ諸藩 二 令シ 、 

舊代官 地撿 査等ノ 事、 之 ヲ總督 一一 申セ シム。 

九州 一 圓御 委任 之 義御願 之 趣 承 候、 先般 從 朝廷 差 向 民情 爲鎭定 、最寄 之 藩々 へ 代官 地所 取締 被 仰 付 候 得 共、 實地諸 藩 

之 方向 御 點撿之 上、 夫々 御 改候テ 宜候閒 、御 改可被 仰 越 候、 尤 九州 之義ハ 總テ御 委任 二相 成 候 事。 內國 事務局 記 

〇 案ス ル 一一、 內國局 記達留 中、 此書ヲ 載 セテ其 名ヲ署 セス、 蓋シ 澤宣嘉 二 令セ シ -ー 係ルコ ト疑ナ シ、 但、 書中 御 願 之 趣 云 

云ハ、 別 二見 ル所 ナシ。  - 

〇 

.  各 通 11 摩少將 

細 川 越 中 守 

奧 1^ 大膳大 夫 

黑 田^ 斐守 

中 川 修理 大夫 

.  久留島 伊 豫 守 

復古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 六日  七 〇 七 


復古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 六日 


七 〇 八 


九州 取締 之せ 

〇 島 津忠め 

〇 七日 達 1 


r 鎭撫使 へ 御 委任 -ー 相 成 候閒、 先般 御沙汰 有 之 候 元 代官 地所 取調 之 上、 鎭撫使 へ 可 申出 候、 此段爲 心得 申達 候 

.  內國 事務局 記 


S. 豕記、 五 ta トス 


各 通 筑 


黑 田 


長 崎 並 九州 等、 今般 鎭撫 使へ 

三 月 

〇 鍋 島 直 大家 記、 八日 トス 

〇 十一 一日 達 書 


御 委任 -ー 相 成 候 間、 爲 心得 申達 候 事。 


宰 相 

前中將 

下野 守 


內國 事務局 記 

黑田長 知 家 記 


秋 月 長 門 守 


九州 取締 之 儀、 長 崎 裁判所 へ 御 委任 -ー 相 成 候 間、 預リ地 高 辻 帳 等 取締、 長 崎 へ 指 出 伺 事 等、 總テ 同所 へ 可 申出 候 事。 

内國 事務局 記 

〇 十七 日 達 書 

薩 摩少將 

日向 國元郡 代 達 田 治 部 右衞門 支配 地、 咋年、 伊東 左 京大 夫、 秋 月 長 門 守、 內藤備 後 守 へ 舊 幕府 ョ リ預ケ 候 趣、 右 ハ 其 儘 三 藩 

一一 テ 差配 可 有 之 箸 一一 候、 此旨可 相 心得 候、 但 内藤備 後守義 ハ 、順逆 向背 不分明 之 廉モ候 ハ 、 , 其 藩 二 テ、 地面 取締 向 差配 有 

之義 勿論 之 事 二 候、 右 等 之邊、 長 崎 裁判所 へ 申出、 萬 事可受 管轄 候 事。  内國 事務局 t 


〇 卜 八日 達 書 


御領 所 御用 向爲 取扱 候 役人、 兩 三人 ッ 、爲致 在京 候樣、 去月 五日、 相 達 置 候へ 

候 二 付、 伺 等都テ 同所 へ 可 申出、 仍テ右 取扱 役人 出京 一一 不及候 事。 

〇 卜 七日 達 書 


各 通 薩 摩少將 

奧平大 膳大夫 

中 川 修理 大夫 

黑 田甲裴 守 

久 留島 伊豫 守 

モ 、 西 海道 之義 ハ 、 長 崎 裁判所 へ 引受 相 成 

.  內國 事務局 記 

肥 前 侍從， 


太政官 ヨリ 諸 達 布令 等、 一 切 九州 鎭撫 使へ 其 藩 ヨリ 可 被 中 入 候 事。 

三. 月  内國 事務局 記 

〇 肥 前 藩 申請書  . 

演 說覺、 

太 政宫代 ヨリ 諸 御 達 御 布令 等、 一 切 九州 鎭撫使 へ 申入 候樣被 仰 付 候、 付テ ハ 海路 之 節 ハ 、於津 々浦々、 增舸 子等 手 當仕候 

樣之儀 モ可有 御座、 將又 陸路 一一 テ 人馬 之繼立 等、 遲々 不 仕樣、 兼 テ鎭撫 使 御用 之 小 錢被相 渡 置、 其 段 海陸 共 御 觸達相 成 居候 

樣有 御座 度 候。 

肥 前 侍從內 

三月 廿 二日  百武作 右衞門 

復古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 六日  七 〇 九 


M 古 記 卷 w 十四 明治 元年 三月 六日  七 一 〇 

内國 事務局 叢書 

〇 鍋 島 直 大家 記、 此事 ヲ 佚ス、 批紙モ 亦詳ナ ラス。 

.^^^u^lm  -ー  I 候、 上國 ハ 如 霊、 gi 可 被 謹ト令 I 候、 I 曰 靈之前 ハ 、蒙 御 面. 

お、 風， i^Mna 之 、且| 一 テ佛公 i 接 I 件モ有 之、 li  、漸本 月 SIS 、十五 曰 朝 I、 其 

Jus" ハ iirlil 光 仕 I、 乍 恐 重論 上 候、 I  till 滅之大 弊痼結之 廉、 一 洗" 

«^1： 民 一一  付、 夫々 所 分 仕 候、 何分 役名 I 多分 有 之 候 場所 一一 テ、 自 ラ弊モ 多分 有 之、 御遙 霞 入 候、 委 

^ま pgfl 取复ハ 、孚解 之 儀ト奉 存候、 於 貴君 モ f 御 多 務之御 事 i 囊、 隨分謹 家 柱石 之 御 任、 铜 

i 义^ ト稱御 聞 取 願人 候、 何レ S 取調 候 件々 ハ 、逐 一 可 及 言上 候 I、 先不取 f  上 

^^HHH ハ 、 從來 肥、 11 ハ iMzlil  -ー  1^^^ 

ク分， II 致、 井上 閬太、 5 木 醫郞、 野村總 七、 松 方 助左衞 門、 揚井謹 杯、 其 他 正直 二 シ テ 才幹 ァリ 且人 望ま ， t 

^ 登庸 仕、 地 役人 杯 急度 申 付、 是 II ラ 一 改革 仕 I 悟 二 有 之 候處、 右 -ー 付 肥、 筑杯頗 ル 不平 之 由 ァ I カ內 f 

間、 何分 11 風ヲ 八紘 二 及 t  、萬 if 救ヒ、 ^l^u 

i 寸、 是||通 一一 テ ハ迚モ 難行 屆 相考候處、 前文 之樣 一一 私論 モ可被 行 哉 之 萠モ有 ま 間 ィ ッ レ 1廷£ へ 何；：； 矣可 

H^^l  、ノ  、乍餘 所、 一二 四郞 へ モ御 I 候 ハ 、 、 御 了解 ト存 候、 |極內| 上篇、 lif 候 

差 急 大亂書 高 免 願 度 候 也。 

二 月 二  4 曰  宣 嘉 

三條 P  內國 事務局 叢書 


此度、 佐々 木 三 il 郞差出 候條、 別紙 之 情實、 御 聞 取 願 入 候、 就テ ハ 、 

薩人 野村總 七 

土人 佐々 木 三四郞 

右、 長 崎 裁判所 參謀 助役 申 付 候、 此儀 二 付. s: 情 申 上 度 件々 、 實 ハ 諸 藩士 多分 出 崎 -ー 有 之 候處、 衆議 之 上 人材 登庸 仕 候處、 右 

兩人之 虛當所 之 人望 モ能々 歸シ有 之. 且隨分 急 度 御 役 二 立 可 申ト存 候閒、 右 之 通 先 申 付 置 候 間、 尙又自 朝廷 モ徵 土- ヲ以、 

畏崎 裁判所 參謀 助役 之 猫 被 仰 付 給候ハ 、都合 宜敷、 於 本人 モ 一際 盡カ可 仕ト存 候、 然處、 御内 聞-一人 申 度 次第 ハ、 佐々 

木 三 四郞儀 ハ 、 從來容 堂 並 後藤 象 次 郞杯ト 、議論 不相合 候 -ー 付、 先日 ョ リ、 度々 歸國之 事 申 來リ候 由 二 有 之 候 得 共、 右 申 付 

候 二 付テ ハ 、本人 モ 可 相 勤覺悟 二 有 之、 且又 外 二 人物 モ 唯今 難 有 之 ト存候 間、 其 邊御含 -ー テ 、 今度 上京 之 便 一一 、 容堂並 象 次 

郞等ョ リ、 抑留 致 シ候モ 難 計ト深 心配 仕 候條、 岩 倉 殿-一 ハ、 先頃 容堂ヲ 御 挫 キノ 御 樣子モ 拜承仕 居候 事故、 右樣 抑留 イタ シ 

候 樣之條 有 之 候 ハ 、 、爲 國家御 說破被 爲遊給 候 儀、 偏 -ー 希入存 候、 何モ御 勘考 之 上、 宜御盡 力 願 入 候、 右樣 ノ 嫌疑 モ有之 

候閒、 堀 直 太 郞ヲモ 差 添 差 出シ候 間、 何分 之儀宜 希人存 候、 差 急 大亂書 御 推 覽希入 候 也。 

二月 二十日 

三 條 "1 中 納 言 殿  宣  嘉 

3 石 倉 前中將 殿、 

内國 事務局 叢書 

〇 是 ョ リ先、 高 松保實 一一 命 シ テ 、其 子 實村ヲ 召還 ス 、是 日、 保實 ニ付シ テ之ヲ 幽ス。 

復古 記 卷 w 十四 明治 元年 三月 六日  七 一一 


设 古記 卷四 十四 明治； 兀年 三お 六 n  七 一二 

御淸 安令賀 候、 然ハ東 國之儀 御 細 示 承 候、 何分 御引戾 -ー 相 成 候 樣ト存 候、 殊 -ー 潢濱邊 へ 罷越、 暴 擧等有 之候テ ハ 、不 容易 大 

失 措 一一 モ可相 成 候 間、 右樣、 之 儀 決テ無 之樣、 厚 御 心配 御 取 計 可 給 候、 右邊之 處モ御 不安心 -ー モ候ハ 、 、 猶更 早々 御 引戾シ 

無之テ ハ 、寳 -ー 心配 之 事 二 御座 候閒、 深 御 厚 配 之 樣ト存 候、 此等之 趣、 三條亞 相始御 同席 申談御 答申 人 候、 尤拜見 之 書面 類 

ハ 、總テ 三條家 へ 差 出 置 候、 仍如此 也。 

辰 二月 十三 日  實  愛 

高 松 三位 殿  高. 松 保實家 記 

〇 保 實家 記-一 云、 男 正 五位 實村、 去ル 戊辰 正月 十七 日夜 ヨリ 脫走 出陣、 三月 一 一日 歸京、 同 六日、 其 廉ヲ以 謹慎 被 仰 付。 

〇 山 內豐範 、大坂 二 在リ、 病 ヲ以テ 藩ニ歸 ラント 請フ、 之 ヲ聽ス Q 

此度 御親征 御沙汰 二 付、 上京 仕 心得 二 罷在候 折 柄、 辦表 事件 -ー 付直樣 登坂 仕 候、 仍テ速 -ー 上京 仕、 奉伺 天機 度 素志 二 御 

座 候處、 發程前 ヨリ 瘧疾 一一 被 犯、 從來 ノ持疾 御座 候 上、 初テ ノ瘧 疾猶以 逐日 疲勞 平臥 一一 罷在、 不遠 中、 參 朝 可 仕 見 付モ無 

御座、 a 容堂儀 上京 ノ條 一一 付、 歸國仕 療養 相 加 へ 申 度、 當御 時節 惶懼ノ 至 一一 御座 候 得 共、 不得止 奉 言上 候、 御憐 察被爲 加、 

御 評議 被 仰 付 度 奉 願 候、 上。 ， 

三月 五日  .  山 S  土 佐 守 

山 內 豐 範 家 記 

〇 本日 達 書 

山 內 土 佐 守 

過日 上 坂、 其 後登 京 可 伺 天 氣之處 、依 所 勞歸國 願 之 通 被 仰 付. 候 事。  內國 事務局 記 

〇 大總瞀 幾 仁 親王、 三道ノ 先鋒 媳督二 令シ、 本 月 十五 日ヲ期 シテ、 江 戶城ヲ 進擊セ シム。 li 總 


〇 東 山道 先鋒、 賊 ir^ ヲ 勝沼驛 Ifm 一一  撃チ テ、 之 ヲ破ル ti 總 

〇 諸道 ノ兵、 賊ト鋒 ヲ交ュ ル、 此ヲ始 ト爲ス 、爾後 戰爭 大關係 ナキモ ノ ハ之ヲ 略ス。 

〇 田安慶 頼、 If 婦 ヲノ稱 ース、 1寄 ヲ 東海道 先鋒 總督橋 本 實梁ニ 上リ、 勤王 ノ 素志 ヲ 陳シ、 且 

德川慶 喜 ノ爲ニ 哀ヲ乞 フ、 是日、 命 シテ慶 喜 謝罪 ノ實ヲ 擧ケ、 且 緩急 ノ際、 親子 內 親王 ヲ護衞 

セ シム。  • 

〇 三月 三 曰 哀請書 一 一通 

今般 王政 御 復古 被 仰 出、 依 之、 近畿 始 宗家 -ー 於 傳來仕 候 地、 夫々 御 鎭撫之 御處置 故、 是迄慶 喜 相傳仕 候攝、 播、 泉 之 地 モ 、 

右 -ー 準シ旣 二 上 知 被 仰 出、 引 續&. 州^ 地 モ 、 不日 御沙汰 モ 可 有 御 坐 哉 之 由、 陣星詰 之 者 ョ リ S. 運 傳承敬 伏 仕 候、 臣 慶賴、 

兼々 1^ 一途 皇國 武門 之 要 道 ヲ全シ 奉 報 國恩 赤心 二 付、 累年 無 他事 弓馬 講究 罷在 候處、 不測、 宗家 當節之 場合-一 立 至 

虎 段、】 S せ 恐 1^ 今更 嘆願 愁訴 之 道 無 之 候 得 共、 抑 朝廷 之 御 寛大 ヲ以、 三 家 共 之 内、 其 外 一一 モ 恭順 之 輩ハ、 領地 等 先々 之 

通 被 &出宾 一敬 承 仕、 誠黄大 之 天恩、 偏-一 國家萬 全 貴賤 安堵 御仁 政 之 基 ト奉欣 戴、 臣慶賴 素 ヨリ 勤 王 盡忠之 志 

願-一 付、 何卒 靈讓御 籠、 御仁 f 以被 列武 族、 主 雷 心 協力 必至 勉勵 奉答 I 度、 I 御 採用 相成纖 、只管 奉懇 

願 候、 誠 惶謹首 。 

： ,1  田 安中 納 ま 口 

_  一  P; 

慶 賴 

謹テ奉 言上 候 、不肖 臣慶賴 、乍 愚昧 家定依 遺言、 無 餘儀家 茂 幼年 二 付攻務 後見 仕、 追々 成長 ニ隨被 免、 然 ル處其 後 -ー 至、 右 墓 

复 古記 卷四 十四 明治 元年 三月 六日  七 一三 


復 古 記 卷 M 十四 明治 元年 三月 六日  七 一四 

職 中 不都合 之 事共 有 之、 奉對 朝廷 奉 恐 入候閒 、官位 一 等 辭返隱 居 奉 願 候處、 願 之 通 被 仰 出、 今年 迄久 々政務-一 關係不 仕、 

只々 謹慎 罷在 候處、 今般 慶喜 不所存 ヨリ 事 起、 奉 蒙 朝敵 之 罪名 候 段、 誠-一 以絕 言語 奉 驚嘆、 於 慶賴モ 深 奉 恐 入 候、 然 ル處、 

慶喜東 歸後無 間 靜寬 院宮、 天 fsE 、殊之 外心 配 被 致德川 家政 之處、 引 請 相談 致 吳候樣 、厚 沙汰 有 之 候 得 共、 奉對 天朝 深 奉 

恐 人 候 段 ヲ以、 固 辭退仕 候處、 當今不 容易 場合、 殊 -ー 兩所 ハ 女 儀 事故、 深 前後 之處 心痛 被 致 候 二 付、 無異儀 承諾 致 候樣申 聞、 

尤 御所へ ハ從 靜寬 院宮、 假令 日々 i 能 出家 攻向 相談 仕 候 共、 無念-一 不相成 樣可申 上 置 旨 沙汰 有 之、 不背臣 慶賴、 素 ヨリ 勤 

王 遂奉之 志願 -ー 付、 右兩所 ハ 別段 之 方々 -ー モ有 之、 深憂 之 折 柄、 再三 厚 沙汰 被 致、 實以 情愛 之 程 察 考仕候 得 ハ 、 何分 傍觀 

難 忍、 不得止 一 應之請 -ー 及、 乍 微力 兩所之 介 添 迄 二  、 日々 罷出 居候 得 共、 夫 迄 共々 當今 之處於 御所 被爲 思 召 候 儀モ難 

測、 深戰慄 至極-一 御 坐 候閒、 願ク ハ此上 臣慶賴 微意 不被 爲捨、 未 ：1<寸 之 實功モ 無 之 儀-一 ハ候得 共、 御 場合 ニテ於 下賜 勑命 

テハ、 彌以 廣ク對 衆人、 發輝ト 、主從 一致 朝廷 正大 之 御仁 政 奉 仰、 右 兩所之 守衞ハ 勿論、 天朝へ ノ御 奉公 粉 骨勉勵 仕度、 

且又 慶喜 謝罪 之 儀、 今更 嘆願 愁訴 辨解言 路無之 儀 御 坐 候 得 共、 何卒 祖宗 以來之 儀 ヲ被爲 思 食 、寛大 之 御仁 政 之 程 只管 奉 

仰 度、 臣慶賴 、咋今 百 尺 竿頭 一 歩 進 之 望 場合、 泣涕奉 悲願 候、 誠 恐 誠 惶頓首 謹言。 

二月  田 安中 納 言 慶 賴 

東海道 先鋒 記 

*  德川慶 賴家記 

〇 本日 達 書 

兼 テ謹愼 一 途、 且 今般 王政復古 之 折 柄、 勤 王 之 素志 貫徹 致 度 被 願 出 候 段、 神妙 之 至 -ー 候、 然 ル 上ハ、 朝 敲慶喜 恭順 謝罪 

之 儀、 其 實効屹 然相立 候樣、 格外 之 盡カ可 有 之 候、 萬 一 其 儀 其 力 -ー 難 及 候 節 ハ 、 靜寬 院宮、 天 琼院兩 所 遷輿之 輔佐 可爲專 

要 候、 尤遷輿 一一 付テ ハ 、其方 所當 今、 預メ難 定置 候 間、 精々 官軍 中 へ 導 送 可 有 之 候、 若 又 其 儀 モカ 不及候 節 ハ 、何方 へ ニテモ 

可然御 場所 へ 護送 ィ タ シ 、厳重 守 衞可有 之 候、 右 秘要之 機 事、 無 油 斷可被 相 心得 事。 

副 將 


-  德 川慶賴 家 記 

〇 柳 原 I 輒誌、 上申 ヲ以テ 五日 ト爲シ 、又 七日 田 安中 納言 へ 中 付 秘事 ァリ、 之 基 スト、 蓋シ 此事ヲ 指ス。 

〇 德 川氏ノ 家臣、 淺野 氏祐、 川 勝廣運 t  ，官軍 東 下 ヲ以テ 、書 ヲ佛國 公使 二 致シ、 撗須賀 製 S 

；听ホ 5! 營 ノエ ヲ停 ム。 

11 然 ハ 橫藝霞 銕所造 營之 義 ハ 、 a 政府 之 御 霞 ヲ以、 追々 成功：！ u^^;:!!T?t!!s;- 

I 中 ョ リ 大君 糧中之 折 柄、 京地 ョ リ 官軍 下向、 旣 二 相 州 箱根 ヲモ 越候 趣 -ー 5, 萬  一 fish モ^オ 越 

f, 乍 併、 先年 兩 II 允？ 經テ、 閒隔 ナク 取極シ 謹所ナ レ ハ 、 造雾 休業 ィ タ シ 候理、 素ョ リ無暴  一一 ノ  f 

只 ps^tiii 勢、 画篇 通ク御推慮有 之 度、就テハ鎭靜ィタ シ 候迄、 露.？ 所, 

::4r イタ i 且又 11 囊、 大君糧 中 二 モ I、 不行屆 次第 モ 御座 箭 、首長 始 同所 ニ蓄 I テ、 萬  一 

El. ハ 不 容易義 一一 テ、 深ク 心配 ィ タ シ讓 一一 付、 休業 i 表 へ ill ハ 一一、； SJ^JJ " 

モ 可然 i$ ハ 、 、其 段 首長 へ 雷 達 有之 纏ィ ^ シ度、 尤當今 之 事情 且 切迫 一一 オヨ ヒず、 £所奉，£ぉ方取ー-_リ 

可 致 旨 申 付、 首長 へ モ 其段 申入 置篇 二 御座 候、 右 之 趣 ハ 館 へ if: 御警 致之 處、 常 節國事多 之 折 柄、 U  、け 

^svin  m レ ト i 御議之 上、 ゥュル 二 1 君 i 致 纖御甚 有 逢 右 可 |意如 

斯 御座 候、 以上。  . ^勝備 後 守 花押 

三 月 六 日 

復古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 六日  七 一 


復 古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 七日  七 一六 

淺野美 作 守 花押 

レオン ロッシュ 閣下  外務省 記 

七日、 大津 裁判所 ヲ置キ 、議定 長 谷 信 篤ヲ以 テ總督 ト爲ス of  gf、 

長 谷 宰相 

大津 裁判所 總督被 仰 出、 近 江、 若 狹可爲 支配 候 事。  魏谷務 f、ss 

〇 信 篤 履歴書、 十日 ト爲ス 、案ス ル 一一、 有栖川 宮家 記、 三月 一 日ノ條 一一 、常時 ノ  {to 貝 テ載セ 、其 中 一一 大津 裁判所 兼 近 江 、若 

狹總督 長 谷 宰相 ト ァリ、 而シテ 拜任ノ 日 ハ知ル へ カラス、 今 職務 進退 錄 二 從ヒ 本日 二 收ム。 

〇 諸 藩 二 令 シテ、 士庶ノ 逋逃ヲ 禁シ、 言 路ヲ洞 開シ、 民情 ヲ疏 通セ シム。 

王政 御 一 新 之 折 柄、 天下 二 浮浪 之 者 有 之候テ ハ 、實 一一 不相濟 儀 一一 付、 士分 之 者 ハ 不及申 農 商 タリ 共、 一 切 脫國不 致 樣嚴敷 取 

締被 仰 付 候、 舉竟 言路鬆 塞、 攻 令之不 行屆ョ リ、 自然 脫國之 者 相 生シ候 事故、 無上 下 皇國之 御爲ハ 勿論、 主家 之 爲筋等 

存込、 建言 致 シ候者 ハ 、大 一一 言 路ヲ洞 開シ、 公正 之 心 ヲ以、 其 旨趣ヲ 十分 一一 盡サセ 、上下 隔絕之 患 無 之 樣可致 候、 尙其趣 一一 寄. 

リ 太政宫 代へ モ可 申出 候樣被 仰 出 候 事。 

三 七日  內國 事務局 叢書 

三ダ 4  卷嶽 私？ - 

〇 堀親義 ノ退 老ノ請 ヲ聽シ 、養子 親廣； ^一 ヲ シ テ 其 封 ヲ襲 カシム、 又 酒 井忠惇 ノ 入京 ヲ止メ  、其 

官位 ヲ擺 ク。 

私儀 病 氣上衝 、其 上 寒 熱 頭痛 强 難儀 仕， 暫參 朝 モ 不仕、 引 籠 療養 相 加 へ 罷在 候處、 急， 速 全快 可 仕體無 御座、 當節柄 奉 恐 入 候閒、 

一 門 堀 三之丞 儀、 養女 へ 聱 養子 仕、 家名 相續爲 仕、 私儀 隱居被 仰 付 被 下 候 得 ハ 、重 疊難有 仕 合奉存 候、 依 テ此段 奉 願 候、 以 


上 ( 


二月 廿 六日 


堀 左 


&  m ォ 

辨 事局 叢書 

堀 親 廣家記 


〇 


g 氣-ー 付 隱居願 之 通 被 聞 召 候、 就テ ハー 門 三之丞 家名 相續無 相違 被 仰 付 候 事。 

慶應四 戊辰 年 三月 七日 

〇 按 スル， 一 、本 條、 內國 事務局 ノ達書 二 係ル、 花押 ハ局 督德大 寺實則 ナリ。 

爱萬七 千 石 所持 之 儘、 無 相違 三之丞 へ 被 下 置 候 事。 


堀 左 衞門尉 

蠡 


堀親廣 家 記 


堀親廣 家 記 


〇 親 廣家記 二 云、 三月 七 曰 、內國 事務 總裁 f  へ クシ i 德大寺 大納言 殿 へ 高 之 僅 相 伺候 處、 右 之 通 御 達 相 成。 

〇  1 

同 苗 左 衞門尉 儀病氣 -ー 付、 今般 隱居願 之 通 被 仰 付、 難 有 仕 合奉存 候、 就テ ハ 柯 卒早々 在所 表 へ 爲 引取、 養生 爲 仕度 奉存 

候、 此段御 聞 置 被 下 度奉存 候、 以上。 

三月 十日  胡 


三 之 丞 

堀 親 廣 家 記 


〇 親 廣家記 一一、 親義ー 一十 日 上途ノ 上申書 ァリ、 之ヲ略 ス- 

〇  . 

復古 記 卷 M 十四 明治 元年 三月 七日 


七 一 七 


復古 記 卷 四 十四 明治 年 元三 月 七日 


七 一 八 

井稚樂 


被 止 入京 官位 候 事。 

三月 七日 

〇 忠 邦家 記、 頭 ノ字ヲ 省ク、 案ス ル 

シナリ 0 


官 中日 記 

洒井忠 邦家 記 

、忠悸 官位 褫奪ノ 命， 宜ク 正月 姬路城 討伐 ノ時 一一 アルへ シ、 蓋 シ騷接 ノ際偶 遲延セ 


〇 鍋 島 茂實、 支族 直彬ヲ シテ、 代 リテ長 崎 鎭衞ヲ 按行セ シメン ト請フ 、之ヲ 聽ス。 If 上 f  、目 

〇朔 日 上申書 

私儀、 先般 議定 職外國 事務 權輔被 仰 付，、 誠 以難有 仕 合奉存 候、 然處、 此度 同姓 前 中 將>- 議定 職 被 仰 付、 重 疊難有 仕 合 奉 

^候、 總テ ハ 長 崎 表 當番之 儀 -ー 付 御 番請取 差 付、 御 番所 其 外 爲巡見 罷越候 從前之 規定 一一 テ 、殊此 度 王政 御一新 一一 付テ ハ 、 

彼是 申 付 置 度 次第 モ 御座 候處、 私 條當御 役 其 上 行幸 供奉 ヲモ被 仰 付 置 候 付、 御 暇 之 儀 差 付 奉 願 候 モ奉恐 入 候處、 幸此 

度： .1 中 將條、 末 家 鍋 島 備中守 召 連 登 京 仕 候 -ー 付、 萬 事 右 之 者 へ 相 含、 先 以不差 置 * 私爲 名代 長 崎 表 巡 見 等 其 外 申 付 度奉存 

候、 此段 奉伺 候、 以上。 

三 月  肥 


〇 本日 達 書 

長 崎 表警衞 巡見爲 名代、 鍋 島 備中守 御 暇 歸國之 儀、 願 之 通 被 聞 食 候 事。 

三 月 


侍 從 

鍋 島 直 大家 記 

侍 從 

鍋 島 直 大家 記 


〇 直 彬家記 二  、三月 七日、 本家 へ 御達ト ァリ。  . 

〇 議定 島津 忠義、 俸 金ヲ辭 ス 、聽サ ス 。 

私事 議定 職 被 仰 付 置 候處、 月給 イ マ タ御取 究モ無 之 候 得 共、 此節 御金 五 百 兩被下 候 旨 承知 仕、 難 有奉存 候、 乍然 累代 過分 

之 領知ヲ モ被下 置 候 付、 誠 以奉恐 入 候 得 共、 職務-一 付 被 下方 之 條ハ御 斷申上 候、 此段宜 敷 御 執 奏奉賴 候、 以上。 

三月 六日  .  薩 摩少將 

〇 批紙 

出願 之 S "神妙 之 至 候 得 共、 金 五 百 兩無辭 退 拜受可 致 候 事。 

三 ni>  辦 事局 記 

島^ 忠義 家 記 

〇 山 內豐範 、別 子 銅山 、ノ事 狀ヲ陳 シ テ 、之ヲ 管理 セ ン ト請 フ 、聽サ ス 。 

豫州宇 摩 郡 別 子 銅山、 住友 吉右衞 門ト申 者、 年 久數致 開鑛、 三千 五六 百 人許モ 生業 仕 候 者 有 之、 德川舊 領川之 江 a 郡 米 額、 

右 鋼 山 へ 扶持 方 トシ テ賨 渡來候 先例 一一 御座 候、 仍テ此 度 取締 二 差 向 置 候 家來共 ヨリ、 當春 以後 渡 方 被 差. i:S 候テ ハ 、四千 二 

近キ 人口 必至 ト&料 一一 差 岡へ 、其 上 近年 諸 色 高 憤 一一 付、 雜費甚 敷、 銅 利 年 ラ遂テ 減少 仕 候 場合、 旁 以忽チ 生業 ヲ廢シ 可 申、 

不便 之 4-  二 付、 如何 可 被 仰 付 哉、 太 政宫之 御沙汰 奉伺 候 樣申來 候、 然 -ー 彼 地 海陸 遼遠 -ー 付、 時々 之 事務 組 細 共 奉伺 候 

條、 注 返 二 日月 ヲ峻シ 、且業 前 一一 オイ テモ行 屆兼可 申 候 間、 銅山 世話 方 並 川 之 江 四 郡 試 |£ 、米 額 寶渡方 共、 一 切 鄙 藩 へ 御 

試 トシ テ、 四 五 年 之 御 任 被 仰 付候ハ 、、下 ハ 四千 許 之 人口 牛： 業 一一 放 レ不. & 、上ハ 朝廷 御 爲銅利 增益仕 候 樣奉存 候、 此 

段 御 聞 濟之上 ハ 、目今 銅礦之 盛衰 其餘跡 取扱 振 等、 委細 帳面 ヲ以可 奉伺 閒、 宜御 評議 被 仰 付 度 奉 願 候、 以上。 

三 R:  •  山 内 土 佐 守 

^"蓬 

復 古 記 卷 s: 十 g 明治 元年 三月 七日  七 一九 


復古 記 卷 S 十 n 明治 元年 三月 七 口  七 二 〇 

本文 米憒、 去 卯年 分 六 千 石 之. s: 三千 石ハ、 去 冬 悉皆 相濟 居候 趣、 殘リ 三千 石、 川 之 江藏 許-一 差置キ 御座 候 -ー 付、 當 三月 彼 地 

之 相場 參荷 一、 一  g ；〕 ヲ以寶 渡 候 得 ハ 、代金 ハ 限 月 ヲ定メ  、上納 爲仕 先例 二 御座 候。 

〇 批紙 

銅山 之 條ハ、 追々 御 見込 モ可 有， \. 一  二 付、 願 之 趣 難 承 届、 尤當節 之處、 取締 向 竝職方 之 者 扶助 等ハ、 從來之 振 合 ヲ以、 取 計 可 有 

v,io  辨 事局 記 

〇 柳 生 俊 益、 歸藩 ヲ請ヒ 、京 極 朗徹、 養父 高 朗^=  ノ疾ァ ル ヲ 以テ、 歸藩ノ次ま^!^- 京師 一一 詣ラ 

スシテ 、直 一一 藩-一就 カシメ ント請 フ、： a 一一  之 ヲ聽ス 。lf Ij ？、 

〇 四日 申請書 

先般 不 容易 形勢 二 付、 不取敢 、去ル 正月 中 上京 奉伺 天機 候處、 弊 藩 在所 之 儀 ハ 打 捨置候 始末 二 付、 種々 輕重之 辨モ無 之 儀 

ト奉存 候 得 共、 右 取締 方 暫歸邑 御 暇 奉 願 上 度奉存 候、 萬 一 緩急 之 節 ハ 皇 都弊邑 距離 塵 十 餘里之 儀 -ー 付、 迅速 馳著 準備 可 

仕 候閒、 何卒 前件 之 次第 被 聞 食、 暫歸邑 御 暇 被 • 卜 置 候 樣奉仰 願 候、 以上。 

三月 四日  柳 生 但馬守 

〇 本日 批紙 

願 之 通 御 暇 被 免 候 事。 

•  辨 事局 記 

柳 生 俊 郞家記 

〇 六日 申請書 

私 養父 長 門 守 儀 

右、 去ル 丑年 出 麻、 於 同 處病氣 二 罷在、 尤 老年 之 儀 二 付、 快方 モ仕 兼、 無 餘儀四 ケ年之 間 滯府罷 在 候 之處、 此度 御一新 二 付 

江 戶星敷 引拂、 去ル 廿日 江府 出立、 今 六日 大津驛 止宿 仕 候 -ー 付、 登 京 之 上 可 奉伺 天 氣處、 病中 -ー 付 勤 上 難 仕、 依 之、 道中 附 


京 極 佐 渡 守 


辨 事局 記 

京 極 高 德 家 記 


® 仕 候 重臣 之 者 差？ II- 可 奉伺 天氣、 長 門 守 儀ハ、 格別 之 御憐憨 ヲ以、 歸邑被 仰 付 被 下 候樣、 御 執 成 ラ以、 宜御執 奏奉願 

候、 以上。 

三 月 

〇 木 日批紙 

願 之 通 被 免 候 事。 

〇 辨事 2^ 記、 九日 トス。  . 

〇 細 川 興 貫、 森 川 俊 方、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シ テ代 リテ京 一一 至ラ シム。 雕 又 丹 羽 長國、 支族 

一 柳國敬 i 、ヲ シテ 代觐セ シメ ント請 フ、 遂ニ果 サス。 

左 京大 夫條、 兼テ被 召 置 候處、 先般 關東 御 征討 被 仰 出、 且會津 御 追討 御座 候 趣 二 付、 歸國仕 候 段、 別紙 御請 書 一一 一 ^1、 日 

差 上 候處、 抑 大御變 革 王政 御 復古 之 折 柄、 可 奉伺 天機 素願モ 御座 候 得 共、 積年 之 宿 病、 去冬來 病勢 猶更相 募、 永々 之 儀 

餹怦 仕、 迚モ 長途 之 旅 行 難 相成體 一一 テ、 素 願 モ不相 立、 殘懷 至極 相 心得 候 趣 一一 相 聞 候、 右 之 姿 一一 テ 遷延 仕 候 ヨリ、 一 頻之者 

爲 名代 上京 爲仕候 儀 、如何 可 有 御座 哉、 右ハ左 京大 夫 繼嗣無 之 -ー 付、 一類 一 柳 信 次郞弟 同姓 四郞 儀、 行々 養子 相 續之儀 奉 願 

皮 心得 一一 テ 、旣 一一 國許 へ 取敎育 i 能 在 候、 未 幼弱 之 事 -ー 御座 候 得 共、 重臣 之 者 差 添 上京 爲仕遂 召命、 左 京大 夫 素 心 ヲモ安 

候樣爲 仕度 奉存 候、 此段從 私 御 慮 奉伺 候、 以上。 

丹 羽 左 京大 夫 家老 

三月 七日  江 口 三 郞右衞 門 

〇 批紙 

伺 之 通 可然候 

復古 記 卷 十四 明治 元年 一一 一 HJ 七 口  ， 七 二 


事 ん 1111" 

ま 征總督 記 


復 古 記 卷 g; 十四 明治 元年 三 =« 七 口  七 ニニ 

左 京大 夫義、 伺 御用 奉伺 天機 旁 上京 仕 之處、 乍 心外、 病 氣同篇 一一 テ 長途 之 旅行 相 成 兼、 殊 二 左 京大 夫 女子 而已 二 テ 、未タ 

家督 男子 無 之、 且 近来 多病 一一 相 成、 旁 致 養子 度、 一 柳 信次郎 一一 ハ 緣類 一一 モ有之 候 -ー 付、 同人 弟 四郞儀 養子 -ー 相 願 度 含 一一 テ 、 

常春 江戸 表 下向 之 節、 右 四 郞條ー 一本松 表 へ 致 同道 居候 所、 未タ 養子 二 ハ 不奉願 候 得 共、 右 四郞儀 上京 爲致御 ffl 筋爲 伺、 且奉 

爲伺 天機 度奉存 候、 此投 御内 慮 奉伺 候、 以上。 

丹 羽 左 京大 夫內 

三 月  江 口 三 郞右衞 門 

〇批 紙  ， 

伺 之 通、 四 郞儀爲 名代 可爲致 上京 候 事。  丹 羽長裕 k 

〇 按ス ル 一一、 前條、 辨 事局 記、 七日 二 收メ、 批下ノ 日 ヲ署セ ス、 束 征總督 往復 記 二 ハ、 書 尾 三月 七日 ト署シ 、批 紙ヲ十 一 日 

トス、 而シ テ 、長 裕家記 ハ後條 ヲ載セ 、上. &、 批下拉 二日 ヲ佚シ 、其 文 異同 ァ リ、 併錄 シ テ 參考 二 備フ。 

〇 再 申 書 

左 京大 夫 儀、 兼テ被 召 置 候處. 積年 之 宿 痫憊俘 仕、 迚 モ 長途 之 旅行 難 相成體 -ー 付、 爲 名代 一 類 一 柳 四郞儀 上京 爲仕 奉伺 

天機 度 段、 過日 御内 慮 奉伺 候 所、 伺 之 通 被 仰 出 候 -ー 付、 名代 之 者 早速 上京 可 仕 之處、 今般 會津御 征討 之應援 精々 手當可 仕， 

且又 領内 御 通行 之 節ハ、 城 內可爲 御 本陣 旨 御總 督^ ヨリ 御 書取 ヲ以被 仰 付 候-一 付テ ハ、 兵 勢 減少 不致樣 仕度、 上京 之 

方 如何 進退 仕可然 哉， 御 總督樣 御 出陣 先へ 別紙 之 通 御內慮 奉伺 候 所、 會津 征討 中ハ 上京 可 見合 御附 札ヲ以 御沙汰 御座 

候 付、 此節 名代 上京 爲仕候 儀 ハ 相控、 討 會鎭定 之 上、 早 ん 上京 爲致候 樣可仕 旨、 國元 ョ リ 申 越 候 間、 此段御 屆申上 候、 以上。 

丹 羽 左 京大 夫 内 

閏 四月 廿 八日  日 野 七郞治 


辨事御 役所 

〇 別紙 之ヲ 略ス。 

〇 勝 山 藩 健、 美 作 警備 ノ 兵 ヲ撒還 セシヲ 禀 ス Q 

先般、 作 州爲御 取締、 池 田備； M 守 殿御 人数 出張 二 付、 備後守 人數差 出、 右 御 人数 へ 差 加 置 候處. 

リ御達 -ー 付、 去月 廿ー 一日 領内 迄 引 揚候旨 申 越 候、 此段御 屆申上 陵、 以上。 


丹 羽 長 裕家記 


同 退陣 仕 候樣、 備前守 殿 ョ 


三月 七日 


三 浦備後 守 家 來 

渡 邊恒太 


〇 石川總 管、 德川氏 二 請ヒ 、江戸 ョ リ其藩 二 歸 ル 。§、 

八 日 、 橋 本實麗 ヲ以テ 參與ト 爲ス。 


内國 事務局 叢書 

一一 一浦 顯次 家 記 


本 大 


^百 


別 本官 中日 記 

橋 本實麗 履歴書 


參與職 林 和 靖間詰 被 仰 出 候 事。 

〇 實麗 手記 -1 云、 八日、 除服 出仕 i 御 禮申上 一 役、^ 詰 f  了、 退出 之處可 見合 之 旨 被 示、 申 剋 計 於 林 和 靖閒、 中 山前亞 

相、 三 條前亞 相 列座、 自今 參與職 竝林和 靖閒詰 可存被 仰 出 候 旨 被 申 渡、 元來 愚昧 質且御 時勢 柄 恐懼 不少之 間、 再三 雖及固 

辭、 何分 被 仰 出 之 儀、 是非 御請 可 申 上 被 示、 依 之不得 止-事 乍 恐懼 御請 申 上、 且兩卿 被 示 曰、 是 迄議奏 商量 之 分 相 心得 候樣、 

且 至大 事件 ハ 、太 政 宫代可 出席 之 旨 也。 

〇 市中 取締  一 二 藩 s% ヲ以テ 京都 裁判所 二 屬ス。 

復古 記 卷 HI 十 gl 明治 元年 三月 八日 


復 古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 八日  七 二 四 

是迄、 市中 取締 三 藩、 自今 京都 裁判所 附屬候 間、 爲御 心得 申入 候 事。 

三月 八日  內國局 

官中 日記 

〇 案ス ル 一一、 三 家家 記、 拉 二 此事ヲ 佚ス。 

〇 是 ヨリ 先、 典 藥少允 高 階經由 等、 書 ヲ上リ 、醫 學ヲ興 復シ、 歐洲ノ 方技ヲ 兼用 セ ン コトヲ 

請フ、 是日、 令シテ 歐方ノ 所長 ヲ采 用ス。 

本朝 醫學、 從來 漢土 之 法 御 採用 -ー テ、 私共 モ家祖 以来、 漢法 ヲ以テ 奉仕 i 能 在 候處、 近來 世上 西洋 醫法盛 一一 被 相 行 候 二 付 先 

帝 樣之御 時 御所 向 - ー於テ ハ夷法 御 採用 不被爲 在 候 二 付、 和漢 之醫法 勉勵可 仕、 就テ ハ醫學 所 被 下 置、 學頭兩 人 被 仰 付、 

竝 二 講師 兩人被 補、 寮 宫人候 得 共、 同 寮， M 一一  於テ 異存 之 者 有 之、 一 致 不仕候 儀 哉、 於 今 醫學取 建 候 事モ無 御座、 其 儘廢絶 二 

相 成、 誠 以欵ケ 敷 次第-一 奉 存候、 然處、 今般 御攻道 御一新 外國御 和親 被 仰 出、 廣ク 宇内-一 皇威御 耀被爲 遊 候 御 儀ュ御 

座 候 得ハ、 醫道モ 御國攻 ニ於テ 御仁 濟之御 一 端 ト奉存 候、 旣- 一外 國ニ 於テ ハ、 人命-一 拘リ候 事故 深ク 貴重 仕、 各國ニ 

於テ、 醫學 所、 醫 病院、 癲狂院 等 相 設ケ、 醫擧ヲ 相勸メ  、偏ク 衆 ffil 之 疾苦 ラ濟ヒ 候 事 一一 御座 候、 元 來外國 之 風俗 何事 二 不拘研 

究ヲ 重シ、 日 新 之學ヲ 貴ヒ候 得ハ、 切 惑-之 功 日 二 加リ、 漢土 古來 之 法 ニ勝レ 候事モ 御座 候、 然處、 同 寮 内 二 於テ、 漢法 修行 之 

儀サ へ 廢絕仕 候 事 一一 テ、 切磋 之 功 モ 無 之、 唯 家 傳之法 一一 因循 シ、 秩祿ヲ 世襲 仕、 等閑 一一 打 過 候 事、 誠以無 冥加 次第 二 テ、 私共 

ニ於テ ハ、 深ク 歎息 罷在候 得 共、 今日 之 形勢 一一 至リ候 テハ、 難 打 捨置儀 一一 奉存候 一一 付、 何卒 早々 醫學 開講 可 仕 被 仰 出、 和 

漢之醫 法 講習 之儀ハ 勿論、 西洋 醫法 二 テモ 所長 ヲ 採用 仕、 廣ク 醫擧ヲ 勸メ、 猶 病院 等 被 相設、 鰥寡 孤獨 貧窮 無資 行旅 艱難 之 

者へ 御 施薬 被 下 置、 皇國 ニ於テ モ深ク 御仁 恤之御 政道 被爲在 候樣、 外 國へ御 耀-ー 相 成候樣 仕度 奉存 候、 尤從來 、和漢 之 

法 全備 仕 候？ * 共、 西洋 法 二 モ 新規 發明之 術 御座 候 二 付、 御 採用 相 成 候テ可 然奉存 候得ハ 、以来 一 同 衆 法 折衷、 精々 修行 可 仕 


可 被 仰 出 候、 若 又此儀 御請 不奉申 上 候 肇ハ、 其 旨 趣 御轧之 上-一 テ、 各 和漢 之醫 法、 精々 勉勵仕 候 樣可被 仰 付 候 、且又 皇 

上-一 於 テハ、 是非 和漢 之法ノ ミナ ラテハ 、御用 不被爲 在 候 御 儀-一 御座 候 得ハ、 猶更 和漢 之 法 切 礎 勉勵不 仕 候 テハ、 不相叶 儀 

二 奉存 候、 何分 從來 之舊弊 一 洗不 仕候テ ハ 、 追々 鄙 拙之醫 道 二 相 成、 外國 へ 被爲對 御國辱 一一 相 成 候事モ 御座 候 哉 ト奉存 

候、 猶叉醫 學所拉 -1 醫 病院 等 御 取 建 二 付テ ハ 、 .2: 外 雜科修 擧仕候 儀 -ー 付、 何卒 實 學實驗 之良醫 へ , 學頭拉 -ー 取締役 被 仰 

付、 官醫 一一 限ラ ス 、蔽澤 之 醫士 一一  テモ、 材藝ヲ 以テ御 撰 擧被爲 遊、 醫擧 講師 一一 可 被 仰 付奉存 候、 醫擊 ハ 誠 一一 小道 一一 御座 候 

得 共、 皇國御 政 典 御 全備 之 御 一端 トモ 奉存候 -ー 付、 不省恐 此段奉 建言 候、 猶醫學 修行 仕 法 之 儀 ハ 、前文 御 採用 モ 相 成 候 

ハ 、 、追々 可 奉 申 上奉存 候、 以上。 

二月  高 階 典藥少 允 

. 高 階 筑 前 介 

內國 事務局 叢書 

〇 本條、 上申 ノ日 ヲ失ス C 

〇 本日 達 書  - 

西洋 醫術ノ 儀、 是迄被 止 置 候 へ 共、 自今 其 所長 一一 於テ ハ 、御 採用 可 有 之 被 仰 出 候 事。 

三月  官中 日記 

〇 高 階 經由再 申 書 

口上 覺、 

西洋 醫術、 是迄於 典 藥寮ハ 被 差 止 置 候 得 共、 自今 其 所長 一一 於テ ハ 御 採用 -1 相 成 候樣、 先達 テ被 仰 出 一 同奉畏 候、 尤寮 C 

モ追々 有志 之 輩 有 之 候 得 共、 右 醫術傳 習 之 儀、 當時 西洋 醫術ヲ 以テ、 開業 仕 居候 醫師 共モ 追々 有 之 候 得 共、 隨從傳 習 仕 候 程 

-ー舉 術 有 之 候 醫師無 之 候-一 付、 何卒 洋醫 名譽之 者、 攝海 迄被爲 召 登 居留 被 仰 付、 有志 之 者 共修擧 親炙 可 仕 候樣被 仰 

復古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 八日  七 二 五 


復古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 八日  七 二 六 

出 候 得 ハ 、 追々 西洋 醫術傳 習 仕 候テ、 皇國 從來之 和漢 醫術 等モ 折衷 兼備 仕 候 得 ハ , 往々 急 度 御用 一一 相 立 候醫師 出來可 

仕 ト奉存 候 -1 付、 不顧恐 奉 建言 候、 御 採 ffl  二 モ相成 候 得 ハ難有 仕 合奉存 候、 仍テ此 段 奉 申 上 候、 以上。 

辰 四月 廿日  高 階 安藝 守 

萼 

^  ^  ^  辨 事局 叢書 

锅^^  外國 事務局 筆記 

〇 本條、 批紙 ヲ佚ス 、之ヲ 經由ノ 子經德 二 質スニ  、文書 散佚 シ テ 詳ナ ラス ト云。 

〇 是 ヨリ 先、 核 平 賴聰京 二 詣リ、 屛居罪 ヲ待チ 、上書 シテ、 軍資金 ヲ獻セ ント 請フ、 是日、 之ヲ 

聽. ス。 

つ 三日 申請書 一 一通 

別紙 之 通、 先般 於大坂 表、 家來共 ョ リ奉 歎願 置 候處、 其 後 入京 御免被 成 下、 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 急速 罷登、 於 興 正 寺 

深ク 相愼、 御沙汰 奉 待罷在 候處、 未タ 出兵 等 之 被 仰 出モ無 御座、 奉 恐入罷 在候義 一一 御座 候、 別紙 一一 家來 ハ ヨリ モ 申 上 候 

通、 天朝 之 御爲、 一 際 奉 忠誠 度 志願 -ー 御座 候 間 * 國カ 相應之 御用 向抽 丹誠 相 勤 申 度、 此段 只管 奉 欵願度 折 柄、 方今 於 

朝廷 モ、 莫大 之 御 用途 可 被 爲在御 義ト奉 恐察、 自然 右 等 之 御用 筋 二 テモ可 被 仰 付 御義モ 御座 候 ハ 、 、 乍 微少 此度 爲持罷 

登 居候 間、 速 二 調達 仕 候テ成 共、 奉 報 御 厚恩 萬 分 之 一 度奉存 候閒、 賴聰 心中 御 諒察 被 成 下、 御用 筋 早々 被 仰 付 被 下 候 

ハ、、 重々 難 有 仕 合奉存 候、 此段 何分 {且 御 執 奏奉願 候、 誠 恐 誠 惶頓首 謹 首。 

戊辰 三月  賴 聰 花押 

口 達 書、 


別紙 歎願 書 -ー 、何卒 御用 之 筋 被 仰 付 度 段、 相認 御座 候 得 共、 高不相 應之義 ハ 、如何程 盡カ 仕度 心底 一一 テ モ 、中々 出來不 

申義ニ 付、 精々 相 働、 總#數 拾 萬兩 追々 奉 獻上度 奉存候 間、 御 用途 二 モ御指 加 被 成 下 候 得ハ、 重々 難 有 仕 合奉存 候、 尤 

今般 一 度 二 拾 貳萬兩 相 揃 指 上候義 ハ 、迚 モ 相 整 不申義 -ー 付、 只今 八 萬 兩獻金 仕、 殘 四萬兩 ハ 、來已 年 ヨリ 三 ケ年ニ 皆 螩候樣 

奉 願 度、 此段宜 御 執 成 之 程 伏 テ奉願 上 候。 

〇 別紙 

先般 於 姬路表 御 總督樣 へ 、 賴聰拉 家中 一 統 謝罪 歎願 之爲 實證、 兩赛臣 小 夫 兵 庫、 小 河 又 右衞門 首級 奉獻上 候處、 御 實檢之 

上 情 寳御聞 屆被成 下、 其 旨 可被爲 及御奏 聞、 就テハ 不日 關東 御 追討 被 仰 付 候 義モ被 爲在候 節？.； q パ隊指 出 天朝 之 御 

爲抽 忠勤 顯實効 候ハ、 可被處 寬典旨 被 仰 出、 重々 難 有 仕 合 奉 謹 承、 猶此上 萬々 宜奉願 上 候 段、 過日 賴 聰謹テ 御請 書 奉 指 

上 候-一 付、 最早 出兵 之義被 仰 付 候 事 激ト、 日夜 謹 愼奉待 上 候處、 今般 御 親 征可被 遊 旨 被 仰 出 候 由-一 テ、 追々 諸 藩 御 人 

數御繰 出 -ー 相 成 候 樣奉傳 承、 如何 之 御模樣 - ー被爲 在 候 哉ト、 奉 恐 入 深 痛心 仕 候、 右 二 付、 何卒 乍 小 藩、 此時粉 骨 碎身盡 力 

让、 天朝 之 御爲抽 忠勤、 奉 報 御 厚恩 萬 分 之 一度 志願 二 御座 候 間、 乍 恐 相 成義ニ 御座 候 得ハ、 先鋒 被 仰 付、 御 出兵 之 

隊伍 -ー 御， 说入被 成 下 候樣被 仰 付 候 得 ハ 、冥加 至極 重々 難 有 仕 合、 武門 之 面目 相 立 申 候 二 付、 幾重 -ー モ 此段奉 歎願 候、 尤御 

兵隊 追々 早 御 繰 出 之 御模樣 二 モ奉相 窺 候 得 ハ 、御 人 數積モ 有 之 事故、 出兵 之赣 ハ 、如何程 奉 歎願 候テ モ、 不 ffl 叶御義 一一 御座 

候 得ハ、 此上 パ 何共 致 方 無 御座、 誠 以奉恐 入、 空 ク偷安 消光 仕 候 存念 ハ、 賴聰 ハ元 ヨリ 於 一藩 モ诀テ 無 御座、 何分 一一 モ 出兵 

之 外 何 成 共、 國 カ相應 御用 向 被 仰 付 候 得 ハ 、重々 難 有 仕 合奉存 候、 譬國. s: 之虚 ハ 、如何 樣 不自由 困窮 之 配リ方 二 相 成 候 

共、 斯ル 御大 事 之 御 場合 天朝 之御爲 故、 賴聰初 家中 一 同聊 相厭不 申、 微力 之 可 相 及丈ハ 精々 盡 忠誠、 御用 之 筋 被 仰 付 候 

樣奉蒙 仰 度、 ロハ 管 奉 歎願 候 間、 萬 端 宜御執 成 伏 テ奉願 上 候、 誠 恐 誠 惶頓首 謹言。 

賴聰內 

慶應 四 辰年 二月  蘆澤 伊織 

復古 記 卷 四十 II 明治 元年 三月 八日  七 二 七 


復 古 記 卷四 十四 明治 元年 三 八 n  七 二八 

辨 事局 記 一 

松 平 賴聰家 記 一 

〇 高 松 藩 記-一 云、 一 一月 卜： A 日、 於大 坂、 重臣 ヨリ 薩州 藩へ 指 出 スト。  •  一 

〇 本日 批紙 

追々 欵願之 趣 ヲ以、 征東 出兵 可 被 仰 付 之處、 一 ト先 海陸 御 人 數御配 當相濟 候 一一 付テ ハ 、力 、 ル御時 合 一一 對シ、 此儘罷 在 候 

儀 如何-一 モ難 安、 依テ御 軍費 兪拾貳 萬圓、 調獻 仕度 志願 之 趣 被 聞食屆 候、 尤身 上等 御沙汰 筋 之 儀ハ、 追 テ可被 仰 出 候 

fio  辨 事局， 記 

a-  松 平 賴聰家 記； 

〇 口 達 書批紙  - 

願 之 通 被 仰 付 候、 納方儀 ハ 會計局 へ 相 納可申 事。  嚷 平, も 家 ， . 

〇 賴聰家 記 -1 云、 御上 京 -ー 付、 一 一月 廿 五日 御 乘船、 同廿 七日 大阪 川口 へ 御 著 船、 同 晦日 御 入京、 興 正 寺 御旅館 へ 御 著 座、 三月 一 

三日、 蘆澤 伊織 御 使 一一 テ、 岩 倉 殿 へ 右 之 通 御 進 達 相 成 候處、 三月 八日 辨事御 役所 へ 留{寸居御呼出、御附紙ラ以テ御達有^1候ー 

ュ 付、 同 十日， 金 八 萬 兩會計 局 へ 御 上納 相 成 申 候。  一 

〇 生 駒 親 敬 |1||!?%ス 瀧 ノ請ヲ 聽シ、 命シ テ. 奥 羽 鎭撫使 一一 屬セ シム。  一 

〇 三月 二日 申請書  一 

今般 王政 御 復古-一 付、 諸侯 上京 被 仰 出、 同列 ニモ 追々 被 仰 付 候 趣 傳承仕 候、 辱小臣 祖先 大職冠 縑足之 孫、 參議從 三位 一 

房 前 之 後裔、 左 京 進 家 廣四代 親 正 者、 被敍從 五位 下、 任 左 近； K 夫 賜 讚岐國 一 圓、 高 松、 丸 龜兩城 者 其 所 築 候、 其 子 一 正敍從 四： 

位下 任讃岐 守、 孫 正 俊 敍從四 位下 任讃岐 守、 曾孫 高 俊 敍從四 位下 任爱岐 守、 世襲 父祖 之 所領、 奉 頂 朝恩 候 段、 當時 眷遇ー 

之 厚、 子孫 之 面目 誠寳難 有 仕 合 二 奉存 候、 然處、 寬永中 家隸共 不都合 之 儀 -ー 付 同 國浚收 、於 出羽國 矢島莊 一 萬 石 被 宛 行、 一 C 一 

治 中 嫡子 右 衞門尉 高淸、 愛 弟 之 餘權之 助 俊 明 一 一千 石 分 知 仕 候、 卽 分家 甸之助 祖先 -ー御 坐 候、 高 淸八千 石 -ー テ、 柳 之 間 萬 石 格； 

參勤 交代 仕、 領政向 等都テ 自分 仕置 致 來候儀 御 坐 候、 兼々 勤 王 之 志 額 -ー 御 坐 候 得ハ、 文久四 甲子 歳、 奉 窺 天機、 且敞邑 一 


之 土產ヲ モ 貢獻 仕度 旨 、幕府 閣老迄 伺候 處、 其 儘 指揮 無 之、 邊土之 小 封押テ モ 朝 覲仕兼 候 段、 不堪 遺憾 奉存 候、 然處、 近畿 

之 同列 追々 朝 覲仕候 間、 御沙汰 之 儀 モ可有 御 坐 哉ト、 且夕渴 望 候 得 共、 不任 心底 悲歎 消光 罷在 候、 累世 全ク勤 王 可 

仕 家筋 御 坐 候へ ハ、 何卒 御 垂憐被 成 下、 上京 被 仰 付 候樣奉 歎願 度、 先達 テ家隸 共へ 申 含 馳登セ 候處、 其 後 無程奧 羽鎭撫 

使 御 下向 被 仰 出 候 趣、 傳承仕 候 二 付テ ハ 、 小臣 所領 羽 州 之 一斑-一 モ 御 坐 候 へ ハ 、分家 甸之 助引纒 急速 罷下、 一 萬 石 之 御 軍 

役備 置、 緩急 之 御 用途 相 勤 度 乍 恐 奉 懇願 候、 然上 ハ 不厭 犬馬 之勞勉 勵盡カ 仕、 聊奉報 無窮 之 天恩 候 樣相成 候 へ ハ 、祖先 之 

本懷 小臣之 面目、 千 海 萬 岳 難 有 仕 合奉存 候、 此段出 格 之 御沙汰 被 成 下 候樣、 御 執 成 幾重 二 モ奉 歎願 候 、誠 恐 誠惶謹 白。 

二月 廿 一日  生 駒 大內藏 

辨 事局 叢書 

〇 

願意 被 聞 食 届、 奧 羽鎭撫 使へ 被 召 付 候條、 折角 領 S 之 人民 困苦-一 不至樣 加 勘辨、 御 奉公 可致樣 御沙汰 候 事。 

三月 八日  生 駒 親 敬 家 記 

.〇 親 敬 家 記 二 云 、王政 御一新 被 仰 出 候處、 兼テ勤 王 之 志願 二 付、 早々 上京 用意 仕 候處、 奧羽 御 鎭撫使 下向 之 趣 二 付、 

弊 邑羽州 矢 島 へ 罷下 御用 相 勤 度 段、 直樣 京師 へ 家 隸馳登 奉 願 候處、 三月 八日、 於 太 政官被 仰 出 候 御沙汰、 右 之 通。 

〇 東 木 願 寺 光勝、 募 化 ノ 金毂 ヲ獻ス 、因テ 書 ヲ賜ヒ テ之ヲ 賞ス。 

東 本願 寺 

先般 爲粮米 補 闕東向 被 仰 出 候處、 速-一 盡カ獻 金 神妙-一 思 召 候、 尙又可 有 誠忠 勉勵候 事。 

三月  東 本願 寺 記 

〇 東 本願 寺 記 -ー 云、 1 一月： i! 六日 光勝 歸京、 玄米 四千 俵、 金 五 千 兩獻上 之 事、 但 玄米 ハ 正月 ョ リ 四月 迄、 十 一 ケ度 -ー 默納、 金 五 

復古 記 卷四 十四 明治 元年 一二 月 八日  七 二 九 


復 古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 八日  七三 〇 

千兩ハ 三月 八日 獻上 二 付、 同日 御 書 下 之 事。 

〇 是 ヨリ 先、 遠 藤 胤城、 加 藤明實 -1 因 リテ哀 ヲ乞フ 、是 日、 其 家臣 書ヲ 上リ、 胤城、 東 山道 總督 

一一 就 テ罪ヲ 謝 スルヲ 以テ、 入 覲遲延 スルヲ 禀ス。 

去月 廿 八日、 東 山道 鎭撫 總督、 同 副總督 衆、 江 州 三 上 陣屋 へ 出張 相 成、 詰 合 之家來 へ 別紙 之 通 被 仰 渡 候 段 承知 仕、 愕然 

奉 恐 人 候 次第 二 御座 候、 右 樣奉蒙 勅勘 候 儀、 悲欵 痛哭 之 至、 可 申 上 樣モ無 御座 奉 恐 入 候 二 付、 御城 下迄罷 出、 謝罪 歎願 可 

仕 心得 -ー 御座 候 得 共、 遠路 彼是 日數相 掛遍延 仕候テ ハ 、猶更 奉 恐 入 候 間、 先 不取敢 家 來共差 出、 此段 懇願 仕 候閒、 前文 之 次 

第 柄 厚 御 汲取 被 成 下、 格別 之以 御憐 察、 其 御 筋 へ 宜敷御 執 成 之 程 奉 願 候、 以上。 

二月 十六 日  遠 藤但馬 守 

城& 

加 藤 能 登 守 核.  遠 藤 就 城 家 記 

〇 文中、 別紙 家 記、 之ヲ 略ス。 

〇 一 一月 一 一. 1- 八日 加 藤明實 申請書 

乍 恐 奉 歎願 候、 遠 藤 但馬守 儀、 奉對 朝廷 不埒 之 儀 有 之 -ー 付、 江 州 野 洲郡三 上 陣屋 拉 知行 所 被 召 上、 取締 之 儀、 私へ 被 仰 

付奉畏 候、 直 樣人數 差 出、 人民 王化 二 服 シ候樣 取 計 仕 居候、 然處 於^ 馬 守、 素 勤 王 志願-一 ハ 御座 候 得 共， 定府 身上 進退 

不 任意、 彼是 稽滞仕 候 内、 在所 三 上 陴星詰 之 者 、愚昧 二 シ テ 不辨 是非、 東 山道 鎮撫 總督樣 へ 不明 二 御 對申上 候 趣、 何共 奉 恐 

入 候、^ 竟伹馬 守 指揮 不行屆 之 所 致、 於 伹馬守 深 奉 恐縮 候. 何卒 出 格ノ御 憐憫 ヲ以、 入京 御免被 成 下、 勤 王 赤心 相 貫候樣 

被 仰 付 被 下 度 奉 懇願 候、 私儀 隣壤 二 付 親 相 交 居、 不忍視 奉 歎願 候、 御 聞濟之 程 奉 願 上 候、 誠 恐誠惶 謹言。 

二月  加 藤 能 登 守 


事 

御 役所  加 藤 明 赏 家 記 

〇 明 實家記 二 云、 遠 藤 但馬守 家 來山田 小 太郞、 W 取 圖書ー 一人、 江戶ョ リ歎 願書 ヲ以テ 相 上 候處、 小太郞 心配 二 餘リ亂 心 致 候 

哉、 勢州莊 野宿 一一 テ 自殺 候、 圖書 一 人 水口 へ 罷出、 但馬守 衷情 哀訴 仕 候 一一 付、 隣 境 之 情難默 止、 添書 ヲ以 歎願 仕 候。 

〇 案ス ル 一一、 明實家 記、 胤城 ノ欵 願書 ヲ載 セス、 胤城 家 記モ亦 云、 原文 散佚 シテ 詳ナ ラスト。 

〇 

從柬 山道 鎮撫 御 總督樣 、江 州 愛知川 驛於 御 本陣 難 有 仰 ヲ蒙リ 、右 御 趣意 ヲ以テ 、去ル 二月 十四日、 乍 恐 書附ラ 以テ奉 

歎願 置、 隨 御 指揮 迅速 東 下、 但馬 守へ 種々 不 容易 御寬大 御仁 政 之 御 旨 趣、 具-一 爲致拜 承 候處、 無量 之 天恩 心 膽ニ銘 

シ 、唯 落涙 仕 居候 而已 二 御座 候、 此上 ハ 須臾 モ 起臥 罷在候 次第 一一 テ ハ 诀テ無 御座、 同月 廿 一 日、 憤然 江戶 表發途 仕、 當 三月 

四日， 濃 州 大垣表 迄馳附 候處、 最前 御 總督樣 同所 御 本陴拂 -1 付、 夫 ヨリ 晝夜 兼行、 御進發 先へ 推參、 御 仁恕 之 御 

沙汰 -ー取 線リ、 第一 登 京 遲延之 罪 狀可奉 歎願 心底 一一 テ 、 信州路 へ 突出 仕 候 一一 付テ ハ 、 但馬守 登 京 之 儀、 暫時 延引 可 仕 

段、 彌以多 罪 奉 恐 入 候條、 私共 ョ リ可奉 欵願樣 、同所 ョ リ早追 ヲ以申 付 越 候 -ー 付、 不取敢 右 之 段 奉 歎願 候、 何分 -1 モ登 京 

通延之 罪狀相 重リ候 段、 幾重 ニモ 御 寬宥之 奉 蒙 御沙汰 度、 謹テ奉 祈願 候、 以上。 

遠 藤但馬 守家來 

辰 三月 八日  餌 取圖書 

塚 本 九 一郎 

〇 十 一 日批紙 

登 京 可 及 延引 之 段ハ被 聞 食屆候 事。  遠 藤 胤城 家 記 

〇 再 申 書 

復古 記 卷四 十四 明治 元年 三 月 八日  七 = 二 


復古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 八日  七三 二 

伹馬守 儀 

柬 山道 鎭撫 御 總督樣 御 進發先 へ 椎參 仕、 御 仁恕 之 御沙汰 二 取 鎚リ、 第一 登 京 蓮滯之 罪狀可 奉欵願 心底 二 テ 、 當 

八日、 子細 奉 申 上 候 通、 同月 六日、 濃 州大垣 出立、 信州路 へ 突出 仕、 武 州蔽驛 へ 至 著、 御 總督樣 へ 相 應之勤 向 奉欵願 候處、 

同廿 一 日、 於 板橋驛 、戸田 川 渡 舟 場 御 固 被 仰 付、 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 右 之 趣 同驛ョ リ、 早 追 ラ以申 付 越 候 - 一せ、 不取 

敢 御 届 申 上 候、 附テハ 伹馬守 登 京猶更 遲延仕 候閒、 此段モ 御 聽置被 下 置 候 樣奉願 候、 以上。 

遠 藤但馬 守家來 

三月 廿 八日  塚 本 九 一郎 

〇 三十日 批紙  . 

被 聞食屆 候、 關東 鎭定之 目途 モ 相 見 候 ハ 、速 二 上京 可 致 候 事。  遠 藤 i 减家記 

〇 青山 幸宜、 京 一一 至 ル 、蹄 細|、 秋元禮 朝、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シ テ代 リテ京 一一 至ラ シム olw 

〇 松 平定 敬、 德川氏 一一 吿ケ テ 、江戸 ヲ去リ 、其 別 邑柏崎 if 浦 一一 赴ク。 

越 中 儀、 兼テ 築地 下屋敷 二 閉居 罷在 候處、 菩提 所 深 川 靈巖寺 へ 相 越、 猶叉 謹慎 罷在申 候、 此段申 上 候。 

松 平 越 中家來 

二月 廿 四日  生 沼 藏之丞 

松 平定 敎 家 記 

OS: 申 書 

主人 越 中 儀、 兼 テ申上 置 候 通、 菩提 所靈巖 寺へ 閉居 謹 愼罷在 候 之處、 當地 二 テ 謹慎 罷在 候テ ハ 、自然 御 不都合 之 筋 モ有之 候 

間、 遠隔 之 地 へ 相 越 謹 愼可仕 旨、 東 叙 山 ョ リ御內 沙汰 之 趣 御 達 二 付、 不得止 事、 分領 越後 柏 崎 表 寺院 へ S 能 越謹愼 仕度、 只今 出 


立 仕 候、 尤 先達 テ入 寺、 上樣御 寛大 之 御所 置 ヲ相願 天譴 ヲ奉待 候 旨、 輪 王 寺 宫樣、 一 橋樣 等へ 歎願 書 モ差出 置 候 儀-一 付、 

右 之趣ハ 朝廷 向へ 御手 寄 ラ以被 仰 上 被 成 下候樣 仕度 奉 存候旨 申 付 候、 侬之此 段 申 上 候、 以上。 

松 平 越 中家來 

三 月  ，  豐田 淸 兵 衞 

松 平家 敎家記 

〇 定敎家 記 一一 云、 一 一月 廿 四日、 定敬深 川 靈巖寺 へ 罷越謹 愼ス、 旣 一一 シ テ宫軍 追々 江戶表 へ 發向 一一 相 成 ル -ー 付、 萬 一再 ヒ 齟齬 

ヲ 釀シテ ハ 、謹慎 無-一 一之 障 モ生シ 、大切 ノ 折柄ナ レ ハ 、遠隔 ノ 地へ 避ケョ ト、 慶喜ョ リ 内意  一！ 付、 三月 八日、 江戶 出立、 船路 

越後 柏 崎 一一 趣キ、 謹 愼ス。  - 

〇 中 村武雄 手記 二 云、 初メ 我公已 ニ江戶 二 著 キ玉ヒ 、邸 S  ニモ人 リ玉ハ ス、 晝夜御 登城 被爲 在、 會津 侯ト共 一一、 大坂ノ 御 趣意、 

今 一 度 思 召 被爲立 候樣、 種々 首 ヲ盡サ ルト云 トモ、 前 將軍更 二 用 ヒ玉ハ ス、 却テ 寡人ヲ シテ此 一一 至ラ シ メ シ ハ、 肥 後 ト越中 

トノ 業ナリ 杯仰セ ラル 、程ノ 事故、 今 ハ致シ 方 無 之 トテ、 築地 ノ邸 ニ歸 ラセ 玉ヒ、 是 ヨリ 閉居 シテ出 テ玉ハ ス、 江戶ノ 議論 二 

ハ、 桑名モ 巳-一 罪 ニ服シ 、德川 家 二 モ御 恭順 ノ上ハ 、御 謹愼 ノ 外 有 之閒布 ト テ 、謝罪 狀 ヲ 肥 後 藩 . 一一 託 シ テ 御 謹慎 在 セ ラル、 大 

坂 ノ殘兵 江戶 一一 著 シ 、此 有樣 ヲ見テ 、有志 ノ士ハ 憤怒 一一 堪ス、 相 議シテ 申シケ ルハ、 夫レ 大坂ノ 事、 固 ヨリ 毫末 モ 朝廷 二 敵 

スルノ 意 アル 一 一 非ス、 君 惻ノ奸 ヲ掃ハ ン ト欲ス ルナ リ， 不幸 二 シテ 軍サ敗 ルト云 トモ、 其 誠心 天地 二 質 シテ疑 ヒナ シ、 誓テ挽 

囘ノ策 ヲ立テ 、日月 ヲ シテ 光明 ナ ラシ ム へ 、ン、 且德川 氏 奸臣ノ 陷ル所 トナリ 、看々 顚覆 二 至 ン トス、 祖先 ノ御 神靈之 ヲ何ト 

力 云 レナ ン、 我 藩ハ固 ヨリ 譜代 ノ世臣 、必 ス興廢 存亡 ヲ共ニ セサル ヲ得ス 、今 主家 危殆 ニ臨ン テ興復 ノ軍サ ヲ立サ ル 時ハ、 

何 ヲ以テ 東 照 公-一地 下 一一 見へ ン、 桑 名ニテ ハ、 御 母 公 御 介弟敏 中二 在セ ラル 、事 ナレ ハ、 我 公 恢復 ヲ謀 ラル 、時 ハ、 御兩君 

ノ 事未タ 如何 ラ知 スト 云 トモ、 古へ ョ リ 忠孝 ハ 兩全ナ ラスト 云リ、 去レト モ叉之 ヲ處ス ルノ方 ヲ說キ 、唯 其 所在 而 致死 ト 

云 リ 、今德 川氏ノ 危急 如此ナ レ ハ 、是親 ヲ捨テ 君 - 一致 スノ 時ナリ ト論 シ ケ ル 、又 恭順 家ノ說 一一 ハ 、今 母 公介 弟 敵中 二 在 セラ 

復古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 八日  七三 三 


復古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 八日  七三 四 

ル 、 一一 、當方 1 一 於テ 過激 ノ處 置ァ ラ ハ 、御 兩君ノ 御身 甚タ 危シ、 縱ヒ德 川 氏 一 一忠 ナリト モ， 御 養子 ノ 御身 ヲ 以テ， 御 兩所ヲ 死 

地 一一 陷 ラレ テ ハ、 不孝 不友ノ 罪 ヲ逃レ マ シ、 且德川 氏モ御 恭順 之 事ナレ ハ、 妄リ 一一 恢復 ヲ說ク 者、 獨リ 御兩君 二 忍フノ ミナ 

ラ ス 、併 セ テ 德川氏 二 負クナ リトノ 論 ナリ， 夫レ 德川氏 ノ 社稷 ハ 祖宗ノ 社稷 一一 シ テ 、今將 軍 ノ 社稷 二 非ス， 縱ヒ 今將軍 ノ 措置 

何 クニ 出ルト モ、 其 事 日光 ノ御 神意 一一 叶 ハス ハ、 之 力 臣子タ ル者、 豈默々 トシ テ枉テ 其 意 ニ從ハ ン ャ、 彼ノ生 ヲ偷ミ 死ヲ惜 

ム ノ徒、 說ラ御 兩君ト 德川氏 一一 借 リテ、 己 力 偷安ノ 非 ヲ掩フ ハ- 惡ミテ モ猶餘 リア リ、 如此 恢復 恭順 ノニ 論、 紛々 トシ テ合 セ 

ス 、邸 中日 夜 一一 雜沓ス ル中、 前將軍 ハ 上野 二 入テ御 恭順 被爲 在、 我 公 ュ モ 寺院 二 入テ御 謹慎 被爲在 ル ノ樣、 德川家 ョ リ內讒 

アリシ 故， 邸中ノ 有司 共ハ 一議 二 モ及ハ ス、 御 入院 トノ事 ナリ、 有志 ノ人々 此事ヲ 聞キ、 固 ク爭フ ト云ト モ 用ヒラ レス、 爱 

一 一 馬場 良 介 ト中村 武雄ハ 、常 二 同室 二 ァリ、 深 ク恹復 ノ事ヲ 語ヒケ ルカ. 此日モ 、政府 二 テ 入院 ノ事 ヲ爭へ トモ 其 言聽レ ス、 

旣 ニ夜モ 深ヌレ トモ 憂愤 シ テ 寐ラ レス 、遂 一一 一策 ヲ案 シ出シ 、密 二 封 事 ラ 認 メ、 明ルヲ 待テ 公 ニ上リ ケリ、 其 言 二日 ク、 大 

坂 ノ軍サ 敗レテ ヨリ 國事日 二 迫 切シ、 閣下 寐テ席 テ安ン シ玉ハ ス、 食テ味 ヲせン シ玉ハ ス、 舉竟事 ノ此ニ 至 リシ モ、 微臣等 

其 力 ヲ盡ス コト 未タ至 ラサル 故ナレ ハ、 實ニ悲 痛感 愴 二 堪へサ ルナ リ、 往事 咎ム ル ト云ト モ盆ナ シ、 責テ ハカ ヲ將來 £ 

シ、 前日 ノ罪ー ァ償ン 、是臣 等 夙夜 志ス所 ナリ、 抑古ョ リ 忠臣 義士 寃枉ヲ 負ヒ、 其 志ヲ明 ニス ルコト ヲ得サ ル者、 歴々 一 ナラ 

スト 云ト モ、 今日 ノ事ノ 如キ、 奸 if  ノ徒 二 陷 ラレ、 多年 ノ御精 忠モ、 埋沒シ テ明 カナ ラサル ノ ミナ ラ ス、 忌々 シキ 朝敵 ノ名ヲ 

食セ ラレ 、空 クー 室 一一 御 幽閉 被爲 在、 遂 二 ハ 御 入院 迄 被 爲遊候 ハ 、實 二 痛嘆 一一 堪サル 事ナリ 、如 此臣 子ノ情 不可 忍ノ時 二 至 

リテ モ、 人心 未タ 大義 ニ振ハ ス、 百年 士ヲ 養フ ハ何ノ 爲ソ、 有事 ノ日ヲ 待 テ其用 ヲ收ム ル 一一 非ス ャ、 然ル 二 今日 二 至リ、 身ヲ 

殺シ テ仁ヲ 成スノ 士ナキ ハ、 閣下 ノ御 無念 嘸 ャト奉 深 察 候、 是 ト申ス モ 百年 太平 ノ習、 深 ク骨髓 一一 入タ ル故ト ハ云 ナカラ、 

閣下 ノ 御 深意 ノ在ル 所ヲ知 サル故 一一 モア ラン 、今日 御 入院 ノ事ハ 、實 一一 悲痛 慘怛 ノ極 ニテ、 少ク臣 子 ノ情ヲ 存スル 者、 誰 力 

痛 悼 セサラ ン ャ、 閣下 願 ハ此ノ 時ヲ以 テ諸臣 ヲ殿內 ニ被爲 召、 親ク 御内 讒被爲 在、 其奮發 ノ念ヲ 鼓舞 セラ ル 、時 ハ、 群下ノ 

者モ 閣下 ノ御 趣意 ヲ熟 察シ、 頗ル 報復 ノ志 ヲ奮ハ ン、 然ル 上、 臣等モ 亦 自ラ盡 ス所ァ ル へ シ、 如 此時ハ 人心 漸ク 振ヒ、 國是 


淅ク定 マ リ、 恢復 ノ地 ヲ爲ス 二 足ラ ン ト. &上ケ レ ハ 、我 公 二 モ殊ノ 外御感 納被爲 在、 直 一一 令ヲ下 シテ、 一 統ノ 者盡ク 出頭 セ 

ョトノ 事 一一 テ、 其 日 邸 £ ノ 者共參 殿 ニ及ヒ ケリ、 巳 一一 集リ シコロ ヲ計リ 、先 ッ神札 一 枚 宛 ヲ下シ 賜リ、 諸 臣ノ福 ヲ祈ラ レ ケ 

レ ハ、 皆々 深 ク其惠 ミラ 感佩ス 、頃 クシ テ、 公 出 テ諸臣 二 面 シ玉ヒ 、皆々 ノ者共 大坂ョ リ 以來. 不 一 方 勤勞， 疲勞ノ 程 察 シャラ 

ル、 然ル 一一 不幸 一一 シテ 今日 ノ 事-一至 リシ 故、 格別 其勞 ラ慰ス ルヲ 得ス、 一統 ノ難義 嘸ャァ ラン、 寡 人 モ不得 止、 今日 靈厳寺 

一一 入テ 謹愼ス へ シ、 汝等益 其身ヲ 愛護 シ、 報 國ノ志 ヲ磨キ 、寡 人ヲ シテ少 ク安ン ス ル所ァ ラシ メ ョ トテ、 s  二 入 ラレ ケ レハ、 

皆々 感 槍セサ ル パ ナシ、 此日公 ハ遂 二 寺院 二 入 ラレ ケリ、 中 村、 馬場 ノ兩 人ハ、 人心 如何 ト察ス ル -1、B^> テ少 ク心ァ ル者ハ 

盡ク 感激 二 堪ス、 我公ヲ シテ 今日 ノ言ヲ 出サシ ムルハ 、寳 二 悲痛 ノ至 リナ リト、 嘆 ク者コ ソ多 カリ ケ ル、 時 n ソ好ケ レ トテ 

其策ヲ 案ス ル 一一、 蓋 シ我邸 中 一一 モ 有志 ノ 士ナキ 一一 非 スト 云 トモ、 同盟 合 從セサ ル故、 其 力 分 レテ權 ナシ、 今 有志 合シテ 一 ト 

ナリ、 其 議論 ヲ立ル 時ハ、 一 人 一 己ノ 論ナ ラス シ テ其カ 强シ、 因循 之說ヲ 破ルノ 策、 此 一一 過ル者 有ル マ シトテ 、兼 テ相澤 安 

兵 衞ハ、 年輩 一一 テ壯 士ノ望 ミア ル者 故、 先 ッ此事 ヲ相澤 二 謀 リシ 一一、 相澤 一議 二 モ及ハ ス、 - 同意 シ タリ ケレ ハ 、去 ハ事ヲ 謀 

レ トテ、 先ッ 囘狀ヲ 以テ密 一一 議ス へ キ事ァ ル故、 深川ノ 八幡へ 會セ ョ トテ、 有志 ノ人々 ニ達セ シ 二  、此 日會セ シ者ハ 廿餘名 

ナリ、 是ニ於 テ 反覆 痛切 恢復 ノ義ラ 說シ處 、皆々 同意 シ テ深ク 同志 ノ約ヲ 結 ヒケリ 、是 ヨリ 有志 ノ 議論 稍 伸 ルラ得 タリ、 是 

時 官軍 尸 東海 、束 山 ノ兩道 ヨリ 江戶 二 迫 リ 、先手 ハ已 一一 近 ツキ タリ 、輪 王 寺宫深 ク 東西 ノ 分裂 ヲ 憂 へ 、之 ラ和 セント テ， 親 ラ 

駿附ニ 出テ、 有栖川 親王 二 面 シ玉ヒ 、講和 ノ事 ヲ說レ タレ トモ 其 事 調 ハス 、前將 軍 ハ 益 御 謹慎 二 テ 、會津 、莊内 侯 モ已 ニ歸國 

ヲ命セ ラレ、 大事 爲ス へ クモ ァ ラサ レ ハ、 我 公一 一 ハ北越 柏 崎 ニ御轉 駕被爲 在、 會津ト 謀リテ 義兵 ヲ擧 ラル 、 ノ 外ナシ トテ、 

數々 大計 ラ論 スレ トモ . 議論 紛 々トシ テ 決セス 、恭順 ラ唱 フル 者ハ 、執 攻吉村 又 右衞門 ヲ魁首 トシ テ-死 ヲ恐レ 生ヲ偷 ム者ハ 

盡ク其 論-一 左 袒シ、 恢復 論ノ 人々 ハ、 政府 一一 ハ山脇 卜左衞 門、 淼彌ー 右衞 門、 町 田 老之丞 、立 見 鑑三郎 、馬場 三 九郞ヲ 初メト 

シテ、 相澤等 同志 ノ壯 士竝 近侍 ノ人々 、谷 三十 郞、 中 山 源 十郞、 山 脇 阜太郞 、高木 剛次郞 等 十餘人 -ー テ、 曰 夜 靈巌寺 一一 會シ テ 

事ヲ 謀リケ リ、 是時宫 軍 先鋒 ハ已ニ 箱 根ヲモ 打踰へ 、神奈 川 、 品 川邊迄 モ來リ シ 二  、我 藩 二 テハ 事未タ 決セス 、空 ク 議論 二 日 
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ヲ 送ルノ ミナ レ ハ、 有志 ノ人々 手 二 汗ヲ握 ラヌ者 ハナ シ、 爱 二 岡 本 雅次ハ 、象テ 壯士ノ 同盟 中 二 在リ、 共 ニ事ヲ 謀リケ ルカ、 

其 父 平 塚 奥 市， 兄 平 塚 照 尾、 深 ク其非 ヲ責メ 、是非々 々同盟 ヲ脫セ ョ ト迫 リケレ ハ 、雅次 同志 二 從へハ 父兄 二食 キ， 父兄 一一 從 

へ ハ 忠義 ヲ欠キ 、又 同志 二 モ負ク 故、 三月 五日 遂 二 自殺 一一 及 ヒケリ 、時 一一 年 十九 歳 ナリ、 雅次ハ 、天性 質 直 二 シテ義 ヲ好ミ 、事 

一一 臨ンテ 果诀ナ ル者ナ リシ 一一、 惜ミ テモ餘 リア ル 事共 ナリ、 斯テモ 議論 未 タ诀セ ス、 寺 中 邸 C 鼎 ノ沸ク 力 如クナ リシ. 前將軍 

ョ リ 御內, i ノ旨ヲ 、大久 保 一 翁ョ リ傳へ ラレ、 越 中、 府下 ニ在ル ハ宜シ カラス， 僻遠 ノ地 一一 退キ 謹慎 シテ、 朝 裁 ヲ待ッ へ シ 

ト 沙汰 ァリ、 議論 始テ诀 シケリ 、兼 テハ 議論 如何 シテモ 決 セサレ ハ、 公 ヲ奉シ テ會津 へ 走 ラン ト覺悟 シケレ トモ、 密 ニ謀ル 

者 ァリテ 事 此-ー 及 ヒシハ 、實 一一 踊躍 一一 堪サ ルナ リ 、山 脇 十 左衞門 ハ、 預メ魯 國ノ蒸 氣艦ヲ 装シ置 タル 故、 我 公一 ーハ 三月 八日、 

寺院 ヨリ 築地 邸へ 還 ラセ 玉ヒ、 其 ヨリ 御乘船 二 テ橫濱 へ 寄 セ玉ヒ 、撗濱 二 滞在 セラ ル 、 コト 八日、 十六 日 御發艦 ュテ、 廿 

三日 新 潟 二 達 シ玉ヒ ケリ、 山脇ハ 公二 供奉 セ シカ、 船中 二 テ、 長岡ノ 家老 河 合 嗣之介 ト深ク 相 結 ヒケリ 、凡ソ 公二 從ヒ シ者 

ハ百 人計リ 一一 テ、 其 餘ノ者 共ハ、 陸地 ヨリ 栢崎 一一 至ルへ シト ノ事ナ リシ 一一 、盡ク ハ栢崎 - 一至 ラス、 或ハ 府下 二 潛伏シ 、又ハ 

桑 名 二 歸リ、 越後 ュ至 リシ 者 一 一 百 名 一一 ハ踰 へサリ ケリ、 是モ 器械 ヲ持チ 行 ケト申 シケレ トモ、 道路 如何 ト危ミ テ檇へ ス、 後 

一一 船 二 テ柏崎 ニ途リ シ 二 、佐 渡 二 滯泊中 、官軍 ニ奪ハ レ タリ トソ。 

〇 親子 內 親王、 將 一一 大總督 一一 哀請ス ル所 アラント ス、 因テ 田 安 慶賴ヲ シ テ其 臣隸ヲ 撫輯セ シ 

ム 0  . 

〇 靜 寬院宫 日誌-一 云、 八日 田 安中 納 言に 面 會、 官軍 御 進に 付て は、 天兵 下々 の 者 共、 粗暴の 義無樣 、少將 ね 賴の女 使 差 出し 

てはい か 5, や、 付て は當 地下々 迄、^ 叉鎭 撫之爲 書取 出し 度 趣 相談す、 至極 宜旨 返答、 尤天御 方へ も 示談 候 事、 酉 刻 書付、 錦 

を以、 田 安へ 渡し 置、 

此度 追討 使 差 向ら れ 候に 付、 末々 に 至る 迄 も 不敬 之義無 之樣、 此 程より 精々 仰 付ら れ候事 乍、 猶叉 御！ M 遊 度 思しめ し 候， 朝 

詩 


廷 にも？^ 罪 之 次第により、 いか 樣 にも 寛大の 御所 置 有らせられ 候御樣 子に 御 伺 被 爲有候 得 共、 當地多 人 數之內 に は、 萬 一 

心 5 な？ 3 の 者 候て、 其邊 より 恭順 之 意 取 失 候て は、 朝廷に も 最早 寛大の 思 召も堪 させられ、 德川家 も 是限之 由、 京都より 御 

何 被 爲有候 間、 假 令忠赣 を；：^ 候ても， 恭順 之 意 取 失 候て は、 朝廷ね 恐 入 思 召 候已不 成、 立 させられ 候 御 家名 も、 立 させら 

れす候 様に 成 行 候て は、 竄以 御殘念 至極に 思 召 候 間、 人氣御 取鎭之 事に 付、 此度 大總督 御宮 殿御 陣中ね、 上 藤 御 使に 立ら 

れ候 間、 何卒 靜寬院 宮樣、 御當 家の 御 爲に深 御 心痛 被 爲有候 思 召、 下々 迄 も 貫徹 致、 恭順 之 意 取 失ざる 樣相心 樣、 厚 御 

諭の 事 御賴遊 はし 候 事。  - 

九日、 天皇 、太 政官代 二 臨ミ、 三 職ヲ召 シ テ 、 高 野 保 建 I、 清水 谷 公考 建議 ノ 蝦夷 開拓 ノ 可否 ヲ 

諮詢 ス 、群議 其利ヲ 陳ス、 是日、 又宴ヲ 百官-一賜 ヒ 、其 勤 勞ヲ賞 ス 。 

〇 太政宫 日誌 一一 云、 三月 九日 辰 刻、 太政官 代へ 行幸 被爲 在、 御坐ノ 間へ 出御、 玉 坐 近 ク三職 テ被爲 召、 親ク 蝦夷 地 

開拓 之 事お ラ 御下問 有 之、 一同 大ヒ 一一 開拓 可然之 g ヲ 言上 ス、 此儀相 濟テ麦 WE 肴ヲ 賜フ。 

勑旨 曰、 先帝 深厚 之 |g 旨 御 機 述被爲 遊 度、 至 重 之 富 慮被爲 在、 偏-一 寬洪ヲ 以御國 基 ヲ被爲 立 度 思 食 候處、 兵 革草卒 

一一 起リ、 不可 言 之 勢 - 一至 リ、 内外 御 多難 之砌、 三 職 百官 之 輩 奮 發勉勵 之 力 二 ヨリ、 即今 粗方 向 相立キ 候 段、 深ク 御満 DS^K、 

侬之、 乍 聊酒眷 ヲ下シ 賜 候 間、 各 積 日 之 勞苦ヲ 可 慰 候、 然リト 雖モ巢 窟未タ 平 カス、 人心 深 憂懼 ヲ抱候 得 者、 尙此上 忠誠 ヲ 

盡 シ志ヲ 遠大-一期 シ、 皇威ヲ 振起 シ萬 民ヲ 安堵 セシメ 、宿 昔 之 叙 慮 貫徹 候樣 御沙汰 候 事。 

〇 春嶽 私記-一 云、 上下 精勤 之 御 褒詞、 岩 倉 卿 御 讀渡シ 一一 テ酒饌 賜 之。 

〇 高 野 保 建、 淸水谷 公考 建議 

蝦夷 島 周囘ー 一千 里 中、 德川家 小吏 之 一 鎭所 而已、 無事 之時モ 懸念 御 坐 候處、 今般 賊徒 御 征討 被 仰 出 候 ニ付テ ハ 、東 山道 

往來 相絕シ 、德川 莊内等 之 者 共、 彼 地 一一 安居 仕事 ハ難相 成、 島内 民 夷 二 制度 無 之， 人心 如何 當惑仕 候 儀 一一 有 之 へ ク ャ、 不軌 之 

復古 記 卷 四十 w 明治 元年 三月 九日  七三し」 


復 古 記 卷 四十 b: 明治 元年 三月 九日  一 三, 

輩 御 坐 .5% へ ハ 、竊 一一 喊徒之 聲援ヲ ナシ可 申モ難 計、 魯戎 元来 蠶食之 念 盛 二 候へ ハ 、此虛 一一 乘シ 島中 一一 潢行シ 、兼テ 垂涎 イタ 

シ I 地久春 古丹 等-一 I シ、 如何 樣之雲 可 有 之 モ難計 候へ ハニ 曰 モ早ク 、以御 人 簾 撫使等 御 差 下 一一 テ、 御 多 務中モ 

段被爲 在. 勢 ヲ示シ 、御 外聞 -ー モ相 成候樣 仕度、 且漁魚 之 利 モ夥敷 場所 一一 テ、 御 軍費 之 一 助 二 モ可相 成 候閒、 乍 不肖 臣等 

二 於 テモ掘 身命 勉勵 仕度 存候、 皇政 復古 之 折 柄、 右 等 之 逢 モ 必定 被 仰 出 候儀ト ハ 奉 存候得 共、 寒暖 之 違 モ有 之、 内地 二 

テー 一三 月 之 延引 ハ 、 彼 地 二 テ 五六 月又ハ 一 年 之 手 後ト相 成、 今年 內 条略難 相 立 候閒、 n: 分 早々 御 採用 相 成候樣 仕度 奉存 

^, 此段 去月 以來 議論 仕 居候 儀 - 一有 之、 海 氷 流澌之 時節 一一 相 至 候 へ ハ 、魯人 軍艦 、毎年 久春內 へ 罷出候 間、 當月中 -ー モ御 差 

下 二 相 成 候 樣被遊 度 積リ、 警 衞人數 ハ 有志 之 者 共 兼 テ相約 候 分、 箱 館 諸 所 散在 之 者 ヲ除テ 、現在 一 一 百 人 計 軍艦 共有 之、 金穀 

之 類 ハ 紀 州、. 江 州 等 一一 於テ、 彼 地 -ー 引合 御 坐 候 町人 共、 盡カ 仕度 內願 一一 及 候 者 多ク御 坐候テ 、內々 支度 ハ 粗 調 居候 閒、 何卒 

公論 ヲ以、 即日 御 評诀被 仰 付、 今般 行幸 被爲 在候已 前-一 勅許-一 相 成候樣 仕度 奉存 候、 猶互細 之 儀 有志 之 者 共 別紙 差 

出 候 間、 宜敷御 參考之 程 奉 懇願 候、 誠 恐誠惶 謹言。 

二月 廿 七日.  J 

內國 事務局 叢 潘 

外國 事務局 筆記 

〇 別紙 ハ 散佚 シテ 見ル所 ナシ。 

つ 再 申 書 

一 蝦 Jie 之 儀、 諸 藩 へ 御 布告 被 仰 付、 有志 之 者 何時 モ 自由 -ー 令 移住 候 得 ハ 、積年 彼 地之爲 二 苦心 仕 居候 者、 多分 可 有 之 

I, 一  同 奮赴ィ タ シ盡カ 可 仕、 猶大 坂、 敦賀諸 所 一一 會所ヲ 設ケ、 應援爲 致 度 # 候、 

一 全島 所 置 有志 之 者、 深 見込 モ有 之、 兼 テ約置 候 者 一一 テモ、 微忠湘 貫 可 申ト存 候、 尤 一己 之見ヲ 主張 イタ シ候 者ノ 奇手 異 

^有 之矣テ モ 、妄 一一 撰 ffl 仕 間 敷 候 得 共、 猶御 懸念 被 爲有候 ハ 、 、諸 藩 有志 之 輩 御 人 撰 ヲ以テ 、可 然御擧 用 被 仰 付 度存候 

一 鎭無 £ 卸 差. - 一一 相 成 候 得 ハ 、松 前 家 二 於テ モ 船路 案 S 仕度 由、 就テ ハ 松 前表 著 到 之 上. 一 先 箱 館 へ 布告 仕方 可然哉 德川家 


人數ハ 一 同 蓄財 之 爲-ー 罷越候 族 而已、 直-一 箱 館 一一 著 船候テ モ更 一一 懸念 無 之、 社稷 之 爲-ー ハ德川 家 ヲ顧候 箸-一 無 之 樣申居 

候 輩 モ有之 由， 右 等 之 者 召 出 候 得 ハ 、箱 館 一 局 ハ 必定 瓦解 ィ タ シ 可 申， 增テ會 津莊内 之 外 ハ、 何 レモ 異存 無 之 候 間、 諸 藩 

陣代等 召 出シ、 復古 之 御 趣意 相 喩候得 ハ難有 御請 可 仕、 民間 ラ 議論 イタ シ候輩 - 一至 テハ 勿論 一 一存 候、 

一 魯西亞 國並諸 蕃之儀 ハ 、 一 切 御 趣意 一一 相 本 ツキ 、是迄 之 通交 易 等 仕、 稅銀 ヲ出シ 規則 一一 違背 不仕候 得 ハ 、自他 之 差別 ナ ク 

へ" 親交 度存 候、 尤大 事件 -ー 至テ ハ 伺 之 上 宜令所 置、 北 地 經界之 儀、 萬 一 魯人 議論 於 有 之 ハ 、 一 千年 來 本朝 二 相 屬候揚 所、 

德川家 一一 テ雜居 之 約 一一 取 極 候 ハ 、於 天朝 存外 之 儀 二 候 得 共、 是迄令 委任 候廉 モ有 之、 猶 伺 之 上 返答 可 致 ト應接 仕 候 

へ ハ 、奧地 開拓 之 名義 十分 相 貫 可 申ト存 候、 箱 館 在留 英人ブ リツ キス ト 、ン 有志 之 者 一一 テ 、 終身 彼 地 一一 居留 仕度 念願 御座 

候 由、 右 等 之 者 召使 候 得ハ、 自然 航海 等 之 諸 術モ相 開ケ、 魯人 -ー 對候爲 -ー モ 宜敷存 候、 

一 箱 館 表 所 置 相 付 候 上 ハ 、夷 地 巡 見 イタ シ、 自然 石 狩 等 之 所 一一 引 移リ、 德川氏 因循姑息 之 風習 ヲ令 一 洗、 奧地 開拓 之 策ヲ運 

シ、 大義 天下 二相 貫候樣 仕度、 石 狩 近邊ハ 全島 要害 之 地 一一 御座 候 由、 彼 地 一一 根據 イノ メ シ、 是迄客 二 取扱 候 場所 ヲ主 ト變候 

得 ハ 、早々 開拓 之 功 モ 相 立 候 道理 ト存 候、 

一 北 地 全島 雜居之 約 二 テ 、今更 議論 仕 候 モ 實 ハ 仕方無 之、 只管 開拓 肝要 一一 候 間、 有志 之 輩 一一 命 シ 、東北 奧地 へ 遣 シ 經營爲 仕 

度、 尤 東北 ハ魯人 滞在 無 之、 形勢 宜敷 場所 二 御座 候 由、 早々 所置爲 仕度 存候、 富 内、 久春 古丹 等 モ內外 御 趣意 相 辨候輩 -ー 

命 シ 、漁夫 等 多 人 數繰込 令 指 韁度存 候， 

一 一 一八 運上 之 法 -1 隨 ビ 請負人 ヲ廢シ 、其 地 出 稼 之 者 共、 直 樣居注 爲致候 得 ハ、 俄 一一 開拓 之 功 モ 相 立 可 申 由 一一 候 得 共、 夫 一 1 テ 

ハ、 松 前、 箱 館 諸 所 之 町人 共大 二 困却 イタ シ、 紛々 異論 相 生シ、 却 テ御煩 ト可相 成 モ難計 候 間、 土人 建言 之狀ヲ 察シ、 情理 

不相戾 、人心 悅服候 樣所置 仕度 存候、 兵法 調練 旁 物 產擧ヲ 講究 シ、 人心 怠屈 不仕候 樣可令 鼓舞 ハ勿論 一一 候 得 共、 何分 安靜 

ヲ木ト シ、 下々 私財 ヲ以テ 經營ィ タ シ候外 ハ 、篤ト 加 勘考、 妄 -ー擧 動 仕 間敷存 候、 

右 件々 、見込 之 有增奉 建言 候、 猶 方略 委細 之 儀 著 到 之 上 伺候 樣 仕度 存候、 成功 ヲ急 一一 シ邊置 ヲ開候 ハ 、-古 之 之明戒 一一 テ、 

復古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 九日  七三 九 


復古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 九日  七 00 

昔 李 唐 玄宗之 時、 郝靈 仙、 突 厥默接 之苜ヲ 獲テ、 不世 之功ト 自負 候 所、 宋璟、 賢 相 トシ テ 其功ヲ 抑へ、 一 年 之 後" 

授， Ki; 得 ハ 、靈 仙卽チ 勵哭シ テ死 タリ ト申モ 、宋環 之意實 一一 邊鴛ヲ 被 慮 候 儀、 於 臣等モ 深 愚 慮 S 能 在 候、 猶 衆議 ラ. 

候 間、 萬 一 御失體 -ー モ ffl 成 候 樣之義 有 之 候 得 ハ 、如何 樣之 刑典 モ 預 御沙汰 度存 候、 誠 恐誠惶 謹言。 

三月 十九 日  保  建 

公  考 

內國 事務局 叢書 

〇 十日 達 書 

別紙 ||;1?;<ノ 昨日 被議 候、 蝦夷 地 開柘之 儀、 鎭撫使 被 差 立 候、 遲速之 儀、 來卜ー 一日中、 建言 可 有 之 候气國 f 務局 叢書 

外國 事務局 条記 

〇 對議ー 一十 五條 

今^^ 高 野 少將、 淸水谷 侍從、 蝦夷 島 開發及 建言 候 旨 趣、 急務 至當之 議論 感佩 候處、 御 採用 之 御 決議 -ー 相 成 候 故、 速 -ー 任 撰 

鎮撫 使 可 被 差遣 候、 於 嘉彰モ 、右 一 條兼々 懸念 之 次第 有 之、 軍艦 金策 等 ノ儀速 一一 行 届 候樣、 過日 來家來 共 へ .5. せ、 此 策行屆 

候 得 ハ 、見込 之 趣 可 致 建言 覺悟之 折 柄、 豈阖ャ 、兩人 之 建言 速 二 御 採用 皇國 之大幸 候、 併大島 之儀不 容易 事件 候 故、 彼 

島 五部 之 中 平分 之 境界 ヲ 定、 其 一 分 嘉彰 へ 被 委任 候樣 懇願 候 也。 , 

三月 十二 日  嘉  w^- 

內國局  內國 事務局 叢書 

〇 

蝦夷 島 之 儀ハ、 寒國 -ー ハ 御座 候 得 共、 土地柄 之 趣 承 居候 事故、 御 開拓 之 儀、 至極 重 疊之御 儀 ト奉存 候 事。 

三 月 十 二 日  資  訓 白 川 

内國 事務局 叢書 


〇 

蝦夷 地 開拓 之 儀、 去 九日 首 上 仕 候 通、 至 當之御 儀 ト存候 間、 速 鎭撫使 被 差 向 可然存 候、 乍 去 蜋夷接 境 之 事 -ー 候 得 ハ 、 御 人 撰 

肝要 ト存 候、 自餘 見込 無 之 候 事。 

三月 十二 曰  徑 


之 


中 御 

內國 事務局 叢書 


〇 


忠 


房 近衞 

内國 事務局 叢畫 


蝦夷 地 開拓 之 儀、 鎭撫使 被 差 立 候、 通 速 之 事 何等 之 見込 モ無之 候、 可 然御取 計 祈存候 也。 

三月 十二 日 

副總裁 御中  ， 

〇 卜 一 一日 淺野長 勳對議 

蝦夷 地 開拓 之 儀、 所存 御下問 之 趣奉畏 候、 此度御 一 新 之 御 場合 皇威 海外 萬國迄 モ 光耀仕 候樣、 被 爲在度 程 之 儀 二 候 得 

ハ、 素 ヨリ 我 力 皇國中 尺地 モ 王化 ヲ不蒙 所 御座 候テ ハ、 御 都合 之 儀 一一 付、 開拓 ハ當然 之 御 事 ト奉存 候、 尤御 別紙 ヲ以 

御下問 被 爲在候 鎭撫使 御 差 立 之遞速 緩急 ハ 、 地形 情 態 熟知 不仕候 間、 可否 難 申 上 • 衆論 之所歸 ヲ以、 聖 斷被爲 在、 可然哉 

ト； 存 -3^ 事。  內國 事務局 叢書 

#ffl  淺野長 勳家記 

〇 

今般 蝦夷 地 開拓 之 建言、 篤 ト拜見 熟考 仕 候處、 何 以奉申 上 膀纖無 御 坐、 建言 之 次第 御 採用 被 仰 付、 可 然御儀 ト奉存 候、 此 

段 御請 奉. E. 上 候、 以上。 

三月 卜 二日  蜂須賀 阿波 守 

内國 事務局 叢書 

復古 記 卷四 十四 明治 元年 一一 一月 九日  七 四 一 


復古 記 卷 四十 四 明治 元年 三月 九日  七 四 二 

〇 

蝦夷 地 開拓 之 事、 去 九日 言上 候 通、 別段 異見 無 之 候、 就テ ハ 鎭撫使 被 差遣 候 遲連之 儀、 土地 不案内 之 儀 -ー 候 間、 猶彼 地之模 

樣 巨細 承知 候 者 -ー 御下問 被爲 有、 御 決定 之 上 ハ 、速 -ー被 差遣 可 然存上 候 事。 

三月 十二 日  信 篤 長 谷 

內國 事務局 叢書 

〇 

蝦夷 地 開拓 之 儀、 去 九日 言上 仕 候 通、 至 當之御 儀ト存 候、 就テ ハ得ト 御 人 撰 之 上、 鎭撫使 被 差 向可然 儀ト存 候、 遲速之 儀ハ、 

何分 不心得 之 土地、 可 及 言上 見込 モ無之 候、 仍此段 言上 候 也。 

三月. T  二日  信  成 長 谷 

內國 事務局 叢書 

〇 

去 九日、 め 御前 御沙汰 被爲在 候 蝦夷 地 御 開拓 之 事-一 付、 兩 朝臣 建白 ヲモ 披見 被 仰 付奉畏 候、 臣不肯 斷然明 決 之 義ハ難 

申 上 候 得 共、 建言 之 旨 公平 至 當ニ存 候、 乍 恐 御 採 ffl 被 遊、 御 開拓 被爲在 度奉存 候、 元 來魯人 之 蝦夷 地ヲ 侵掠 セ ン ト欲ス ル事 

多年 二 シ テ、 旣 ュ 故人 モ 深憂 スル處 二 候、 況 ン ャ 我 邦 ト連續 之 地 一一 候 得ハ、 此ヲ彼 二 併呑 セレ 候テハ 、後來 大患 之 基ト相 

成 候 哉-一存 候、 所謂 先ス ル時ハ 人 ヲ制シ 、後ル 、時ハ 人 一一 制セ ラレ 候 格言 モ有之 候 得ハ、 一 日 モ早ク 鎭撫使 御 差 向 可然儀 

ニ奉存 候、 將又 町人 有志 之 者 共、 內願ノ 事件 ハ 如何 可 有 \ 一哉-元 ヨリ 下情 ハ 利欲 ヲ主ト 致シ候 得ハ、 若 盡カモ 己 力 身 ヲ富サ 

ン 爲 一一 願 候 モ 難 計存候 * 乍恐專 ラ 公論 ヲ 以テ 、夷 民 之 承服 仕候樣 御高 # 被 遊 度奉存 候、 鎭撫使 御 差 向 遍速之 儀 一一 於 テ 

ハ、 建白 之 旨 趣 並 不肖 前段 申 上 候 義モ有 之 候へ ハ、 精々 駸 速-一 被 仰 出度 存候、 依テ蒙 御下問 候-一 付、 聊愚存 申 上 候、 宜 

御明 裁 奉專願 候、 誠 惶誡恐 謹言。  . 


三 月 


曰 


哲  長 堤 

內國 事務局 叢書 


〇 


Iss 被 下- 5^ 蝦夷 島 地 開拓 之 儀、 何 之 所存 モ無 之、 彼 地 熟練 之 者 御 人 撰 被爲在 候テ、 御 採用 可然ト 奉存候 事。 

三 トニ 日  隆 聚重 

時  厚 平 松 

.  光  德 烏 丸 

通  旭 愛宕 

内國 事務局 叢書 

〇 

S 夷 地 開拓 御遞連 之 儀 御下問 被 仰 付 奉 謹 承 候. 右 御 取扱 御 專任之 儀、 御 精 撰 ヲ以. 成 丈 早急 御 施行 被 爲在度 樣奉存 候 、以上。 

ト 時攝津 

毛 受 鹿 之 助 

神 山 左多衞 

內國 事務局 叢： 書 


三 0: 十 


曰 


〇 

蝦夷 島 事情、 有志 之 者 共 默言之 條熟鬵 仕 候處、 如何 二 モ難被 遊 御棄置 御模樣 一一 有 之、 早々 御 採用 被. 爲在、 鎭撫使 御 差 下 二 テ 

御 新政 御 布告 被 遊 度、 且 神社 等 モ御取 建 二 テ 、夷 民 共 御 國恩ヲ 相辨候 樣爲致 度奉存 候、 彼 地 之 事 一 向不案 二 候 得 共、 右 御 

尋 二 付 愚 存奉申 上 候 事。 

復古 記 卷 四十 四 明治 元年 三月 九日 


七 e: 三 


復古 記 卷四 十四 明治 元年 三： 《 九日  七 四 四 

三月 十二 日  稚 ， 言 植松 

内國 事務局 叢書 

〇 

蝦夷 地 開拓 之 儀、 先達 言上 仕 候 通、 至 當之御 儀 ト奉存 候閒、 早々 鎭撫使 御 差 下 シ專要 ト奉存 候、 就 テハ申 上 候 迄 モ無之 候 得 

共、 彼 地 開柘之 儀ハ 、實以 重大 之 事件 -ー御 坐 候 間、 御 人 撰 之 儀 僞奉希 候、 仍首上 仕 候 也。 

三月 十二 日  安仲 f?J 

內國 事務局 叢書 

〇 . 

蝦夷 地 開拓 之 儀 ハ 、過日 直 -ー 言上 仕 候 通、 至當之 御 儀 ト奉存 候、 就テ ハ 鎮撫 使 被 差 立 候遲逨 之處、 存意可 上旨 奉拜承 候、 

開拓 御 決定 之 上 ハ 、速 -ー 被 差 向 可然存 候、 乍 去 建言 之 上 -ー 有 之 候 有志 之 者 共、 尤情態 相 辨候儀 -ー ハ 可 有 之 候 得 共、 $ 怖 叉 出 格 

王化 一一 服 居候 諸 藩 中、 御 人 撰 -ー テ被差 添、 且其最 寄 土地 案内 之 諸 藩 中 ョ リ モ 出張 被 仰 付、 實 -ー 皇威之 相 輝 候樣有 \ 一度 

賤 ト奉存 候、 仍 言上 仕 候 事。 

三月 や 二日  基  正 石山 

內國 事務局 叢書 

〇 

蝦夷 地 開拓 之 事件 -ー 付、 保 建、 公考 等 朝臣 言上 一 紙 爲見被 下、 所存 被 尊下 候 旨 謹 奉 候、： 愚昧 之 質 何共 難 辨候得 共、 差 當リ鎭 

所 無 之候テ ハ 、 元 來夷族 之 儀、 自ラ 制度 難 立、 且ハ 賊徒 散兵 彼 島-一渡 リ、 如何 樣之擧 動 可 有 之モ難 量ト存 候、 魯戎蠶 盒之儀 

ハ有之 間 敷 候 哉、 旣各國 御 和親 被 爲在候 上 ハ 、聊モ 懸念 無 之 儀ト存 候、 併 彼 地 奧端有 之、 端 方 計 此方 へ 屬 シ候樣 -ー モ傳承 候、 

其 境界 如何 樣 -ー 有 之 候 事 哉 不辨候 間、 腚ト モ難申 上 候， 且又 互 細 之 儀 別紙 二 有 之 候 由、 旁 是非 難 申 上 候、 何分 衆議 以至當 御 


處置之 儀 李 祈 候 也。  ， 

三月 卜 二日  實麗橋 本 

內國 事務局 叢書 

〇 

去 九日、 太 政 宫代於 御前 御下問 之砌、 出御 中 御 空 坐 守 固 仕 候-一 付、 其 御座-一 不令 侍陪候 I 一 付、 更 御下問 之 趣 恐 人 

敬 承 仕 候、 從元 愚昧 之 重 德殊- 一 蝦 地 不案內 之 事故、 一 言 吐露 可 仕儀 無 之 候、 乍 去、 水 戶故齊 g» 卿、 彼 地 之 儀 苦心 之 事 書取 共 

一 覽仕候 儀モ有 之、 何樣 一一 モ可被 捨置地 一一 ハ無 之、 殊 一一 御 時節柄 故、 一 日 モ早ク 御世 話 有 之 度 事 ニ奉存 候、 就テ ハ此地 之 事 

二 心配 仕 居候 當時、 岩 倉 家 一一 附屬仕 居候 杉 浦 直 三 郞左衞 門 ト申者 心配 仕、 先達 テ德川 家 へ 存意 申立 候 儀 モ有之 候 旨、 直 二 

本人 ョ リ承候 事 モ有之 候、 ケ樣之 者 -ー 御 尋被遊 御所 置 被 爲有度 事 ト奉存 候、 自餘可 令 言上 儀 無 之 候、 誠 恐誠惶 謹言。 

三 月 十三 日  重德 大原 

、  . 內國 事務局 叢書 

〇 十三 日答議 

蝦夷 開 地 之 事、 御 評議 御 尋問 之 趣 夫々 敬 承 仕 候、 抑 境 ヲ廣メ 民 ヲ息ス ル事ハ 聖主之 御最業 一一 シテ、 極メテ 皇天 之被爲 

好 候 御 事務 ト奉存 候 得 ハ 、 聊モ被 爲捨置 閒敷御 儀 ト奉存 候、 本朝 之 人員 モ近來 餘程增 益 仕 候半歟 二 候へ ハ 、壯勇 之 徒 被 駆 

催候テ 、速 -ー 御 取 掛リ被 爲在候 樣有之 度 愚考 仕 候、 併 彼 地 之有樣 一一 オイ テハ 、是迄 何 之 取調 モ 不 仕置 儀 一一 付、 可 申 上 委細 之 

存付モ 無 御座 候、 此間 一 覽被仰 付 候 建白 之趣モ 御座 候 へ ハ 、 其 筋 功 者 之 者 へ 御 委任 專 一之 御 事 ト奉存 候、 且申上 迄 ハ 無 御 

座 候 得 共、 開 地 民 育之 御 法 一一 引 添 候テ、 皇 國之敎 令懇々 ト御 施行 被爲 在、 不經 多年 シ テ 、m  -ー  神州 之 部 內ト相 成、 敬 上 

報 本 之 風條行 ハ レ 候 樣之御 次第、 冀望仕 候 事 -ー 御座 候、 右 ハ 御 尋問 之 御請 迄 言上 仕 候 處如此 御座 候、 頓首謹 首。 

三月  津和 野侍從 

復古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 九日  七 四 五 


復古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 九日  七 四 六 

內國 事務局 叢書 

龜井兹 監家記 

〇 

蝦夷 地 之 儀 二 付 所存 尋被 下奉畏 候、 不顧恐 多 1 目上 仕 候、 臣案ス ル 一一、 古 ヨリ 能 ク地ヲ 開 キ候者 ハ 、 必 先兵 食ヲ足 シ、 

ヲ帚ィ 、泉 ニ能數 千里 之 地 ヲ開キ 候、 然ル 二 賊之巢 穴 未拔、 民心 尙安ス カラ 不ル 二、 深ク 不毛 二 入 リ開カ ン ト欲ハ 、寧 不可 

ナ ラン、 不如 陛下 斷然 御 親 征\ 一儀 ヲ被决 候 上ハ、 賊ノ巢 穴拔ケ E 民 安ク、 然後鎭 撫使ヲ 被 差遣 候テ、 不蓮ト 乍 恐奉存 候、 

併臣從 本、 蝦夷 ノ 地理 及 情實ヲ 不知 候 間、 何共 難 申 上 候、 何卒 彼 ノ地ノ 情 實ヲ能 ク知ル 者 一一、 御下問 被 爲遊候 得ハ尤 可然奉 

ャ rKT 昧矇愚 臣及發 言 候 段、 何共 恐 多 奉 存候得 共、 聊奉 建言 候、 尙宜 聖斷伏 奉 願 候、 誠 恐誠惶 頓首頓 首。 

三 月  俊 孝 坊狨 

內國 事務局 叢書 

〇 

蝦夷 地 開拓 之 儀、 去 日 蒙 御下問、 且 一 紙 建白書 爲見被 下 謹 承 仕 候、 右樣御 開拓 二 相 成 候 ハ、、 一 新 之 折 柄、 民 夷 追々 王化 

二 服シ 、最御 國是之 筋 ト奉存 候、 乍 併 私共 元 ョ リ其 風土 情 態 承知 不 仕儀 一一 候 得 ハ 、得失 之絛 ハ 何共 難 申 上 候、 付テ ハ鎭撫 使 

御 差 立 之 儀 ハ 、何分 海路 遠隔 之 事 二 モ 候 得 ハ 、議論 御 研究 之 上、 御 熟 算被爲 在 度 奉 祈 望 候 事。 

三月  松 室 豐 後 


內國 事務局 叢書 

〇 

蝦夷 地 開拓 之義、 所存 無 之 候 へ 共 、鎮撫 使 被 差 立 候 通 速 之 義難申 候、 猶 衆議 之 上 可 被 诀存候 事。 

0  熙 鷹 司 

内國 事務局 叢書 


〇 

蝦夷 地 開拓 之 事、 事情 不案内 候閒、 不辨 可否 候、 以 群議 宜在 聖 斷矣。 


博  房 12 

內國 事務局 叢書 


〇 

. ^夷 地 開拓 之 事、 去 九日 言上 仕 候 通、 見込 無 御 坐 候、 鎭撫 使邏速 之儀ハ 御下問 被爲 在、 御 诀定之 上、 速 被 差遣 可 然存上 候。 

.  爲  榮 五條 

.  内國 事務局 叢書 

〇 

去 九日、 於 御前、 三 職へ 被 尊下 候 蝦夷 地 開拓 之 事、  ■ 

右、 所 意 可 申 上 敬 承 仕 候、 元來彼 土地 逐 一 承知 不仕、 甚 不案内 候條、 彼 土地 得ト 心得 候 輩-一 被 聞 食、 御 評決 可 然奉存 候 事。 

實  德 § 親 

內國 事務局 叢書 

〇 

復古 記 卷四 十四 明治 元年 一一 一月 九日  七 四 七 


復古 記 卷四 十四 明治 元年 三月 九日  七 四 八 

保 建 朝臣、 公考 朝臣 等 建言 候 蝦夷 地 鎭撫使 之 事、 蒙 御下問 深 奉 恐入存 候、 元來 海外 遠島 之義、 不知 事實 何共 難 申 上 候、 併 . 

王政 御 復古 御 一 新 之 折 柄、 彼 地 御 開拓-一 付テ ハ 、少モ 早 被 置鎭撫 使、 軍 防 嚴固被 仰 出候ハ 、 、魯 戎蠶 食、 久春、 古丹 等 割 據之ー 

憂 相 除 可 申歟、 專被盡 衆議、 叙斷可 被爲在 奉存上 候。  一 

通  富 中院 

內國 事務局 叢書 一 

〇 

蝦夷 地 開 柘之事 被 尋下之 趣 謹 承 候、 別段 所 ^無 之 候、 唯 廣被遂 衆議 之 上、 聖斷之 程 奉懇祈 候。  一 

季  お 西  一 

內國 事務局 叢書 - 

〇 案ス ル 二  、本日 ノ議ハ 之 ヲ三職 二 下セシ ノミナル へ シ、 此外對 議見ル 所 ナシ。  一 

〇 毛 利廣封 ヲ以テ 議定 ト爲シ 、議定 鍋 島 齊正ノ 軍 防 事務局 輔ヲ 罷メ、 制度 事務局 輔ヲ兼 シム。 一 

長 門少傳  一 

議定 職 被 仰 出 候 事。 

三 H,  職務 進退 錄 

三月  毛 利元德 家 記 

〇  , 

長 門少將 

先達 議定 職 被 仰 出 候虚、 段々 奉辭之 次第、 情 實不得 止 儀、 無據 事-一 被 思 召 候 間、 職掌 之 儀 ハ不被 仰 付 御 都合 二 有 之 候 _ 

處、 猶又 方今 事情-一 付 テハ、 議定 職 之 儀 再應被 仰 出 候處、 速 奉 命 有 之 候 段、 御 満足 被 思 召 候、 彌 以勉勵 奉公 可 有 之 

樣 御沙汰 候 事。  j 


三 弓  毛 利 元 德 家 記 

〇 元 德家記 二 云、 一 一月 十六 日 御 用 之條 -ー 付、 太 政官代 へ 參上可 仕 御沙汰 有 之 候 得 共、 當 日所勞  >ー 付、 參上仕 兼 候 旨 御 斷申上 

置、 追 テ右御 川筋、 內々 正 親 町 三 條實愛 へ 相 何 候處、 議定 職 可 被 仰付ト ノ御事 -ー 付、 奉 役 之 儀 一一 付テ ハ、 不得止 2 情モ有 

之、 何卒 被 差 除 被 下 候樣、 三條實 美、 岩 倉 具視、 正 親 町 三 條實愛 之 三 卿 へ 、 家 來ヲ以 種々 及 歎願 候 得 ハ 、 遂 -ー御 聞屆相 成、 同 

i: 一 一日、 太 政官代 へ 留守居 御 呼 出 一一 付、 寺 內暢三 ト申者 出頭 爲仕 候處、 非 藏人松 尾但馬 ヲ以、 先日 御 ffl 召 二 付テ ハ、 正 親 町 

三條卿 へ s 願 之 趣、 總裁職 被 聞 届、 御 取消 -ー 相 成 候 段 御 授ケ有 之 候、 其 後 三月 九日、 更 二 議定 職 拜命仕 候 次第 二 御座 候。 

〇 案ス ル 一一、 家 記 ニ據レ ハ、 前 命ハ未 タ發セ ス シテ 中止 セシモ ノナリ 、第 ニノ 達 書、 被 仰出ノ 字、 蓋シ 措辭ヲ 失ス。 

〇 

•  肥 前前 中將 

職 務 .J  SSI 錄 

軍 防 事務局 輔被 免、 制度 事務局 輔被 识出候 事。  . 鍋 島 斑 正 事蹟 

〇 直 正 事蹟、 十三 日 トス、 今 職務 進退 錄 一一 從フ。 

〇 薩摩藩 ニ命シ テ、 鷲 尾隆聚 ノ邸ヲ 守衞セ シム、 之 ヲ辭ス 、建 部 政世モ 亦 華頂宮 ノ 警衞 ヲ 罷 メ 

ント JJS フ、 之ヲ 聽ス。 

鷲 尾ぬ 爲警衞 、人数 拾 人 可 差 出 旨、 御 達 之 趣 承知 候處、 東海、 東山兩 道、 大坂、 兵 庫 竝奧羽 鎭撫使 へ モ 、附屬 出 共 仕 居候 へ ハ 、 

繰 合 兼 申 候 付、 無 據御斷 申 上 候 樣申付 候 付、 此段申 上 候、 以上。 

.  島津 修理 大夫內 

i 二月 九日  内 田 仲 之 助 

島津 忠義 家 記 
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〇 守衞 ヲ命セ シ ハ、 一 一月 一 一 卜 九日 二 ァリ、 指令 原記ヲ 佚ス。 

〇 . 

正月 三日 以来 異變 -ー 付、 在所 表 ョ リ人數 早速 上京 仕 候處、 猶又 姬路表 へ モ 、備前 先鋒 人 數差出 候 -ー 付、 小 家人 少引足 不申候 

間、 在京 人數ハ 一先 引取 候樣 仕度 旨、 伺 之 通 被 仰 付 候、 然ル處 右 伺 中 華 頂宮樣 へ撰士 十六 人、 醍醐 大納言 樣へモ 十 人、 爲 

御 警衞差 出 候檨被 仰 付 罷在候 -ー 付、 御警衞 之儀ハ 如何 可 仕 哉ト相 伺候 處、 先 其 儘 相 勤候樣 御沙汰 -ー 付、 殘人數 計 引取 

S. 候、 其 後醍醐 樣 之分ハ 御免 -ー 相 成 候 得 共、 華 頂宮樣 御警衞 十六 人 之 外、 增人 數等モ 用意 仕 居候 處、 病 氣之者 追々 出來 仕、 

此節 御供 -ー 差 支 申 候、 且 御親征 一一 付テ ハ、 代人 早々 呼 寄 可 申 候處、 日 數モ相 懸リ、 其 上姬路 表へ、 人 數差出 罷在候 一一 付、 彼 

是人數 引足不 申、 御警衞 手薄 之 段 奉 恐 入 候 、依 之、 華 頂宮： ^御 警衞之 儀ハ、 一 先 蒙 御免 度奉存 候、 此段奉 願 上 候、 以上。 

建 部 三 二 郞家來 

三月 九日  松 本元 太. 郞 

辨 事局 記 

建 部 揆家記 

〇批 紙  - 

願 之 通、 華 頂宮御 警衞被 免 候 事。  辨 事局 記 

〇辨 事局 記 、十日 トス  . 

〇是 ヨリ 先 、戸田 氏 共 ヲ召ス 、是 日、 京 一一 至ル。 

〇 氏 共 家 記 -ー 云、 一 一月 廿 四日、 太攻宫 代 -ー テ、 左 之 通 口 達 有 之、 

采女 正^ 願 之 趣 被 聞 召 候 間、 人 數百人 程 召 連 上京 可 致 §。 

但、 日限 之儀ハ 別 御 達. S 、： 之 .i^ 。 


〇 

去 三日 御 屆申上 候 通、 五日 在所 表 發途、 唯今 京 著 仕 候、 此段御 屆申上 候 、以上。 

三 月 九日. 

〇 案ス ル 一一、 氏 共 上京 ノ事ハ 、之ヲ 東 山道 總督 二 申請 シ、 總督之 ヲ奏セ シナリ 、一 一月 一 一十 日 

〇 松平賴 升、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シ テ代 リテ京 一一 至ラ シム。 ill 


戶田采 女 正 

內國 事務局 叢書 

-陈 參看ス へ シ。 
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卜 終 


一 等 編修 官 

四 等 編修 官 

二等 協修 

十一 一等 出仕 

六 等 掌 記 

八 等 掌 記 

一 等繕寫 

二等-繕 寫 

二等 繕寫 


長 

讼 


屋 恒 

村 鼎 

津 發 三 

渡 廣 

0 辰 

川 長 

島 

圚 0 


幹 
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一等 編修 官 重 野 安 

. 一 等 編修 宫 川 田 

三等 編修 宫 藤 野 正 


啓 


監 


事 三 
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復古 記 卷四 十五 

明治 元年 戊辰 三月 十日 二 起リ十 一-日 ニ至ル 

〇 三月 ■ 

十日、 浪士ノ 私 一一 貴紳 二 託 シテ、 其附屬 兵ト稱 スルヲ 禁 ス 。 

是迄 浮浪 脫走之 者、 自然 附屬之 姿 一一 相 成 居候 處、 以來宮 堂上 方附屬 兵ト唱 へ 、 相 集 候 儀 堅 ク被禁 候、 若爲 朝家、 忠誠 ラ遂 

ケ度 輩ハ、 太 政 官軍 防 局へ 願 出 候へ ハ、 何分 之 御 詮議 可 被 仰 付 旨 御沙汰 候 事。 

三月 十日  有 栖川宫 家 記 

官中 日記 

〇 是 ョ リ先、 奥 平 昌服ヲ 召シ テ、 大阪ヲ 守衛 セ シム、 時 一一 昌服疾 1 一 罹ル、 而シ テ其 子昌邁 大 

阪 二 在リ、 是日、 書 ヲ上リ 、自ラ 父 二代ラ ン ト請フ 、之ヲ 聽ス。 

今般 御親征 行幸 被 遊 候-一 付、 大阪 警衞被 仰 付 候、 附テハ 彼 地 行 在中、 其方 儀 上 阪懸ケ 引致 候樣 御沙汰 候 事。 

二月  奧平 昌邁家 記 

〇 本條、 日 ヲ佚ス 、案ス ル 二  、此達 書、 一 一月 一 一， i- 一  日、 有 馬 慶賴等 二 命セシ モノ ト 同文 ナリ、 恐ク ハ 同日 ナラ ン、 叉 別 二 達 

書 一通 ァリ 、其 意 前 二 同シ、 今 之ヲ 略ス。 

〇 本日 申請書 

今般 御 親 ffi 行幸 被爲 遊 候、 就 テハ大 坂邊御 警衞、 大膳大 夫へ 被 仰 付 候閒、 彼 地 御行 在中、 上 坂驅引 仕へ ク旨 御沙 

汰 一一 候處、 大膳大 夫 儀 何分 病氣 相勝不 申、 出 坂 仕 兼 候 趣 此節申 越 候、 然處、 私儀 上 坂 仕 居候 -ー 付、 何卒 右 代リ被 仰 付 被 下 
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候樣 仕度、 此段奉 願 候、 以上. -  . 

三月 九日  奧平美 作 守 

〇 批紙  一 

司 之 通 候 事。  奧平昌 邁家記 一 

〇 秋 月 藩 二 命 シテ、 二 條城ノ 栅門ヲ 守衞セ シ厶。 gl  一 

〇 惑 W 慶喜、 其 臣梅澤 亮ヲ遣 シ 、東 山道 總督岩 倉具定 二 因リテ 、哀 請書ヲ 上 ル 、具定 之ヲ納 レ 、一 

後 命ヲ俟 シム、 是日、 慶喜之 ヲ其臣 僚 二 吿ク。  一 

中 山道 御 總督附 へ爲御 歎願、 大目 付 梅澤孫 太郞被 差遣 候處、 別紙 之 通 御 總督府 ヨリ 被 仰 出 候 趣-一 テ、 先鋒 隊長 相 渡； 

候閒、 爲 心得 相 達 候、 就テ ハ彌以 御 恭順 之 御 趣意 厚相 守、 诀テ 心得 違 無 之樣被 仰 出 候。  一 

三 月  - 

右 之 趣、 萬 石 以下 之 面々 へ 不洩樣 可 相 達 候。  - 

別紙 ，  一 

德川慶 喜拉家 來共欵 願書 三 通 一， 一一 細对 針 f  被 致 傳達及 披露 候處、 右 ハ 早速 朝廷 へ 御 差 出 可 有 之、 乍 去、 今度 先鋒 總ー 

督之勑 命 ヲ蒙リ 御發向 -ー 付、 今更 私 二 進軍 ヲ止候 事 ハ 難 被 遊、 何分 大總 督宮、 及 東海、 北陸 兩道 之總督 共、 於 江戸 表 御 會議ー 

之 上 可 被 仰 渡 候、 尤慶喜 一 身 之 進退 ハ 朝 命被爲 伺候 上 二 無之テ ハ 、私 -ー 御 取 計 難 相 成 候、 

右 之 趣、 慶 喜家來 共へ 可 申 渡 旨 御沙汰 候 間、 御 達 申入 候 也 C  一 

東 山道 總督府  一 

參  謀 一 


御 人數中  春嶽 私記 

〇 春嶽 私記 二 云、 三月 十日 、江戸 表 一一 於テ、 川 勝 備後守 殿 ヨリ、 大小 御 目 付へ 御 達、 右 ノ如シ 、私記 又 左 ノ告籯 書ヲ 載セタ 

リ、 今 併 錄ス。 

〇 

甲 州 表 人 氣騷立 候 -ー 付、 爲鎭撫 差遣 候 衆 之內、 脫走之 者 モ 相 加、 對 官軍 爭端開 候 哉 之 趣 相 聞 へ、 右ハ 兼々 被 仰 出 候 御 趣意 

-1 相 背 候 者 共 -ー 付、 召 捕 次第、 夫 々厳重 御 處置可 有 之 候 間、 心得 違 無 之 樣可被 致 候、 

右 之 趣向々 へ 不洩樣 可 被相觸 候。 

三月 ト日  春嶽 私記 

〇| 千 人 隊頭欵 願書 

普 天 ノ下莫 非 王土、 率土 ノ濱荚 非 王臣、 關東ノ 陪臣、 誠 惶誠惶 謹 奉欵願 候、 今度 德川 家、 奉對 天朝 如何 樣ノ 次第 御座 

候 儀 哉、 陪臣 ノ 私共 不 奉お 候 得 共、 御 追討 使 御 下向 被 爲在候 趣、 奉 承知 驚 入 奉 恐 入 候 次第、 號哭啼 泣ノ至 - ー奉存 候、 縱令 

官軍 御 下向 御座 候テ モ 、 不敬 ノ儀 毫末 モ仕間 敷、 天朝 へ 恭順 ノ道不 取 失 樣可致 旨、 且寡君 恭順 勤 王 之 素志 相 貫 キ候樣 

可 致、 猶又當 節 心得 違 無 之、 彌 一 同 謹 愼罷在 候 樣可致 旨、 再三 被 申付罷 在， 於 私共 殊更 恭順 敬 肅之外 他念 無 御座 候、 一 同 

勤 王 謹慎 之 素志 不相改 、且 東照宮 勤 王 治 國以來 、三百 年 天下 之 至 治 隆盛， 數代 苦心 仕、 政務 執行 候 大義 鴻勣ヲ 被 忍 

食， 德川家 之 儀、 何卒 御 寛大 之 御所 置 被 成 下 候樣、 只管 奉 歎願 候、 尤私 共 東 鄙 二 罷在、 朝廷 之 御 禮節不 相辨、 何方 へ 申 上 

可 然哉不 奉存、 只管 奉 懇願 度 一 心 二 テ、 不顧恐 御 軍 前 -ー 奉 申 上 候、 懇願 之 趣 千 萬 御 採用 被 成 下 候 ハ 、大幸 不過之 候、 陪臣 

等誠惶 誠惶頓 首稽鎮 謹言。 
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復 


慶應四 年 三月 


卷四十！^; 明治 元年 三月 十一 日 

德川慶 喜 家 

千 人隊之 頭 

山 本 彌左衞 門 源 忠孝 

中 村 左 京 藤 原 安賢 

窪 田 金 之 助 源正繩 

志 村 太 郞源直 錫 


河 野忠次 郞越 智通聿 

志 村 源 一 郞 源直康 

荻 原 糗母源 友 親 

石 坂 鈴 之 助 源義敬 


御 追討 使 殿下 一 

御 執事 中樣ー 


七 五六 


石 坂彌次 右衞門 源義禮 

原 半 左衞門 平齓龍 

荻 原 土 岐次郞 源昌緯 

山 本 錦太郞 源忠久 

池 田 輝 知 家 記 


〇 輝 知 家 記 一一 云、 三月 十日、 武州八 王子 驛 へ 著陴、 常 所 居住、 德川氏 千 人 同心 頭ノ 者、 路傍 一一 出迎、 右ノ欵 願書 差出ス ト、 

但シ 指令 ヲ佚ス 、故 一一 此ニ附 錄ス。 

十 一 曰、 神武 天皇 祭、 使 11、 ヲ畝傍 陵 一一 遣 シテ、 幣帛 ヲ奉 ス。 

神武 帝 山陵 使 宣命辭 別 

天皇 我 詔 旨 止 掛畏岐 畝 傍 山 乃 東北 陵爾 恐 美 恐 奏賜 ^ 久 奏去元 治 元年 1- 始 S 限以 永代 S 毎年 常例 乃 幣帛 乎 令 發遣免 

從ー 一位 行 權中納 言 源 朝臣 通 祐乎差 使 S 令 捧持 攻奉出 賜 布此狀 乎平久 安久 聞 fes 天皇 朝廷 乎 寳位無 動 久常磐 堅磐爾 

夜 守 日守爾 護 幸 賜 a 四海 無事 久 國家 無故久 安穩 泰平 爾恤助 賜！! 恐 美 恐 f 奏賜 M 久 奏辭別 S 奏久 近頃 天下 乃 形勢 不穩 g 不 

慮 毛 去 正月 爾 干戈 乎 動 J 災起 *』 問 毛 無久 彼 凶徒 等者罷 返^ 禮 猶毛 人心 乃 不安 須國家 乃 不靜爾 依 S 數多乃 鎭撫使 乎 四方 爾 

令 差 向 S 連爾 女欽賊 乎令絕 所 念 行 須彼止 云 比 是止云 布 内外 乃 禍乃屡 到 I 留誠爾 危急存亡 乃 時 ^ ネ終食 乃閒毛 御 心 不安 

须 造 次 I 忘貔 不賜須 深久 恐體 重久 患 比 賜 布 此狀乎 平久 安久 聞 食 S 天皇 朝廷 乎 寶位 無動久 常 磐 堅磐爾 夜 守 日 守爾 護 

助 賜 § 自今 以後 者 天下 安穩爾 四海 靜謐爾 無事 久 無故久 護 幸 賜 I 恐 美 恐 5 奏賜 I 久奏 


慶應四 年 三月 八日 

〇 

神饌、 

〇 神酒 一 一升 


大内記 新作 留 


土 高坏 二 墓 添、 

盛-折 榧 一 一 合 1 

載 二 檢掛盤 1 

盛-折 榧 一 一 合 1 

盛 11 折櫃ー 一 合 1 


〇 綾 鱟丈 


內极 チー 一口 源 註、 土器 二 枚、 

糸并？ r-  一  "LtK-K^  二  £ な. r 

〇 白 餅 五 拾 

〇 せ 鞭 鯛 一 一尾 

〇 時菓 

〇 時 菜 

幣帛、 

〇 錦 爱丈 

御祭 典 次第、 

當 日早旦 諸 陵 寮 宫先參 rr 向 御陵 1 點 TT 撿 敷設 1 刻限 就 1 lis 外- 

次 寮頭參 進 陵 前 1 寮 官等 相從參 進、 

次 寮 頭 向 二 山陵 1 再 拜兩段 拍手 兩段寮 官等 從， 一 其 後 1 羅拜 拍手 一 如 n 寮 頭 作法 T 

次 寮 頭拜跪 謹奏ニ 今日 御祭 奉仕 之 由 1 訖寮官 一 拜退 下、 加に 

次寮官就>1辨備所1辨^1備御酒饌幣物等？ 

次 樂官參 進 著 座、 

次寮官 率- 1 守戶 1 就 n 陵 前 1 令 レ敷二 高 案下 敷葉薦 f 

次寮官 异1| 高 案 1 共 進 並 TT 列 陵 前葉 薦上！ 返、 

復古 記 卷四 十五 明治 元年 一一 一月 十一 日 


〇 五色 帛 各壹端  〇 五色 絲 各壹兩  〇 布 * 端 


同 手水" 


七 五 七 
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次 寮 頭 進 n 陵 前 1 藥官奏 レ樂、 

次寮宫 次第 相 進 立、 

次自 11 下 藤 1 轉 TT 傳役送 打 敷 供御 物 等 1 寮 頭 陪膳先 敷-打 敷 於 高 案 上-次 供 ご 白 餅-次 御酒 盞 土器 次 瓶 子 次 鯛 次 菜 次菓陪 膳訖寮 

ion 退下樂 止、  ， 

次 寮 頭拜跪 拍手 兩段 申- -御饌 祝詞- 訖 拍手 兩段 一 拜退、 

次寮宫 令,， 一守 戸敷， 1 勅使 座 T 

次 勅使 參向寮 頭 出 11 迎 東門 1 先導 至二隍 

次 寮 宫舁， 1 幣物 高 案 1 共 進 立 11 供饌 K 一前？ 

次寮官 一 同 著 座、 

次 勅使 就 1- 陵 門外 1 解い 劍 下い 据從宫 供 n 手水？  . 

次 勃 使 人 11 陵 門 1 徐歩 參進 樂宫發 11 鼓笛 之 音 T 

次 勑 使參， 一進 陵 前 1 之 間寮官 一員 捧 ま 串 1 趨進獻 二 勅使 T 

次 勃 使 執， 一玉 ^eM 著 11 陵 前座？ 

次 勑使 作法、 

次 励使讀 TT 上 宣命 1 訖目 n 寮 宫？ 

次 寮官 一員 進 跪 n 勃 使 座 下 T  . 

次 勅使 賜- 1 宣命 于寮官 1 寮 官請取 副 II 于缀 1 立 進 n 陵 前 1 跪 II 于折敷 之 前 T 

次寮官 一 員 執， I 脂燭 1 進 二 宣命之 傍 1 渡 II 脂燭 1 退、 

次燒 TT 上 宣命 1 訖 徐歩 退 就- 1 勅使 座 下 1 跪 申 二 燒舉之 由 1 復座、  - 


次 使 作法 退出 樂止先 1 是寮頭 起 レ座佇 n 立 陵 門-先 TT 導 勅使 1 至 n 于隍 外？ 

次 勑使更 進 有 >1 私拜 1 此閒寮 頭 佇 丄ュ隍 外 T 

次 勅使 退 出隍外 1 寮 頭 先導 奉レ 送- 1 東門 T 

次 寮宫起 A 座 令 1- 守 戶撒二 勑使座 1 訖出 n 于隆外 1 待 1- 寮 頭歸參 1 一同 手水、 

次 寮 頭更進 n 陵 Si 拜 跪謹奏 1 一 幣物 供饌 可い 奉い 撒 之 由)， 

次 寮官ー 一員 進 异= 幣物 案 1 撒 却、 

次 寮 頭 又 進- 1 陵 前1 樂宫 叉奏ニ 物音 T 

次 寮頭撤 Tf 却 御酒 饌 1 寮 官共進 轉傳送 下 如 二 初 儀 T 

次 寮 頭 再 拜兩段 拍手 兩段寮 官等 共 從ニ寮 頭 作法 1 訖樂 ±^ 

次 iug 返 下、 

次寮官 一 同 退 下、 

明治 三年 三月 十一 日  諸 陵 御祭 典略抄 

〇 案ス ル -1、 祭典 a* 抄、 畝 傍 陵 祭 ノ條、 明治 一 一年 前 ハ單ー 一宣 命 ヲ載セ 、三年 ハ則 神饌 祭儀 等ヲ詳 叙ス、 之ヲ 式部 寮-一 質セ 

シ 二  、元 治 元年 本 陵 再興 後、 年々 ノ 祭典 異同 ナシ、 略 抄載ス ル所 詳略ァ ルノ ミト、 因テ 三年 載ス ル所ノ モノ ヲ此 二 補塡ス 

〇 在京 ノ 諸侯 一一 令 シテ、 官位 任叙ノ 年月日 ヲ 錄上セ シム。 

官位 宣下 之 年月日 急 御用 候閒、 以書附 、明 十一 一日 辰 刻 迄 -ー、 必 太 政官代 へ 可 差 出 候 事。 

何年 何月 何日 

叙 某 位、  . 

復古 記 卷 四十 If" 明治 元年 三月 十一 日  七 K 九 


月 


辨 


川 田 役 
茂 長 
承知 所 


卷 S: 十. 九 明治 元年 三 W: 十一 日 一 


復古 記 

任 某官、 


〇 各藩 上申書 

覺、 

嘉永五 壬 子年 十一 一月 十九 日 叙從四 位下 任侍從 

元 治 元 5- 子年 四月 十八 日 任少將 

黑田 下野 守 官位 宣下 之 年月日、 右 之 通 御 坐 候 、依 御 達、 此段申 上 候、 以上 ( 


七 六 〇 


家 記 

家 記 


三 月 


曰 


黑田美 濃 守 内 

井上 六 之 


丞 


内國 事務局 叢書 

黑田長 知 家 記 


〇 


文久三 亥年 一 一月 十 一 日 叙從四 位下 

元 治 元 子年 四月 十八 日 任少 將- 

右、 官位 宣下 之 年月日-一 御 坐 候、 以上。 

三月 十二 日 


任侍從 


安 藝 新 少 將 

內國 事務局 叢 


官位 叙任 之 年月、 左 之 通 御座 候、 

文 攻十年 亥十二 月廿 二日 叙從四 位下 任 信 濃 守 


任侍從 

任 肥 前 守 

任 左近衞 權少將 

任 左近衞 權中將 

兀治 元年 子 四月 宰相 蒙 御椎任 候處、 再 應御辭 退 奉 申 上 候 末、 御 許容 相 成 候、 以上 ( 

, 三月 十二 日 


同 十一 年子 十二月 十六 日 

天 保 元年 寅 十 一 月廿 三日 

同 六 年 未 十二月 十六 日 

安政 六 年 未 十二月.！' 六日 


. 任 侍 從兼信 濃 守 j 


〇 


官位 叙任 之 年月、 左 之 通 御 坐 候、 

文久 元年 酉 三月 卜 三日 敍從四 位下 

同 年 十一 Is 七日  任 肥 前 守 

以上 

三月 十二 日 


〇 

天 保 九 年 戊戌 十一 一月 十 一 日 敍正四 位下 任 左 近衞權 少將、 

復古 記 卷四 十五 明治 元年 三月 十一 日 


i 荊中將 

內國 事務局 叢書 

鍋 島 直 大家 記 


私 


前侍從 

内國 事務局 叢書 


七 六 


復 古 記 卷四 十五 明治 元年 三月 十一 日 

嘉永四 年 辛亥 十二月 十六 日 任 左近衞 權中將 ^ 


七 六 二 


一 元 治 元年 甲子 四月 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

三月 十二 日 

〇 

萬延元 申年 三月 九日 

元 治 元 子年 四月 十八 日 

三月 十二 日 

〇 

化 四 未年 正月 十一 一日 

安政 七 申年 正月 十八 日 

元 治 元 子年 四月 廿 九日 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

三月 十 二 日 

〇 

元 治 元 甲子 年 五月 五日 


推 任 參議敍 正 四 位 上 


任 敍從四 位 上侍從 

任少將 


敍從四 位下 

任少將 

任中將 


ffi 寺^ 


前 宰相 

內國 事務局 叢書 


蜂須賀 阿波 守 

内國 事務局 叢書 


有 馬 中 務大輔 

內國 事務局 叢書 


敍正四 位下 


安政 四 丁 己年 十一 一月 十六 日 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

三月 十二 日 

〇 

安政 一 一 こ 卯年 十一 一月 十六 日 

元 治 元 甲子 年 五月 五日 

三月 十 二 日 

〇 十一 一日 上申 

元 治元& 子年 五月 五日 

同 年 八月 九日 

右 之 通 御座 候、 以上。 


〇 

度 應元こ 丑年 一 一月 三日 

三 月 十 二 日 


任中將 


敍從 五位 下 

敍從 五位 上 


敍從四 位下 

任 左 京大 夫 


任 肥 前 守 


敍從 五位 下 任 遠 江 守： 


美 作中將 

內國 事務局 叢書 


松 浦 肥 前 守 

內國 事務局 叢書 


青山 左 京大 夫 

內國 事務局 叢書 

靑山 忠誠 家 記 


加 藤 遠 江 守 

內國 事務局 叢書 


復古 記 卷 四十 K 明治 元年 三月 十一 日 


七 六 三 


復古 記 卷 四十 K 明治 元年 三月 十一 日 

〇 卜 一 一日 上申 

元 治 元 甲子 年 四月 六日  敍從 五位 下 任 佐 渡 守 

右 之 通 被 仰附 候、 以上。 

三 月 

〇 

安政 二 こ 卯年 十二月 十二 日 敍從 五位 下 任 左 兵衞佐 

文久ー 一 壬 戌年 十月 十八 日  改遠江 守 

文 久三癸 亥年 十月 廿 八日  敍從四 位下 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

三 e: 十二 日 

〇 

慶應三 卯年 三月 十五 日  敍從 五位 下 任 圖書頭 

右 之 通 御 坐 候、 此段申 上 候、 以上。 

三月 十二 日 

〇 

弘化四 丁 未年 十二月 十六 日 敍從 五位 下 任 豐前守 


七 六 四 


藤 堂 佐 渡 守 

内國 事務局 叢書 

藤 堂 高 邦 家 記 


有 馬 遠 江 守 

內國 事務局 叢書 


松 平 圖書頭 

內國 事務局 叢書 


右 之 通 御 坐 候、 以上。 

三月. 十二 日 

〇 

嘉永 五子 年 十二月 十六 日  敍從 五位 下 任 大炊頭 

右 之 通 蒙 御 tsl^ 候 -ー 付 奉 申 上 候、 以上。 

三月 十 二 日 

〇 

嘉永六 丑年 十二月 十六 日  敍從 五位 下 任 但馬守 

右 之 通 御 坐 候、 此段奉 申 上 候、 以上。 

三月 十二 日 


〇 

慶應四 辰年 一 一月 廿 六日 

右 之 通。 

三月 十一 


敍從 五位 下 任 攝津守 


曰 


〇 十二 日 秋 月 種 樹上 申 

復古 記 卷 四十 K 明治 元年 三月 十一 日 


牧 野 豐 前 守 

內國 事務局 叢 


ガ 野ナ. 5=^  一  si 

內國 事務局 叢書 


松 平 但馬守 

內國 事務局 叢書 


池 田 攝津守 

內國 事務局 叢書 

七 六 五 


復古 記 卷四 十五 明治 元年 三月 十一 日 

文 久ニ年 十二月 廿 六日  敍從 五位 下 任 右京亮 


〇 

文久四 甲子 年 十一 一月 十五 日 

右 之 通 御座 候、 以上。 

三月 十二 日 

〇 

弘化四 未年 十一 一月 十六 日 

右 之 通 御 坐 候、 以上 G 

三 s 十二 日 

〇 

嘉永ー 一 酉年 十一 一月 十六 日 

三月 十二 日 

〇 

慶應元 KJft 年 十一 一月 一 一十 五日 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 


敍從 五位 下 任 伊勢 守 


敍從 五位 下 任 備中守 


被敍從 五位 下 被 任 信 濃 守 


敍從 五位 下  任 能 登 守 


七 六 六 


內國 事務局 叢書 

0  0 家 f ま 


小 出 伊勢 守 

内國 事務局 叢書 

小 出英 家 記 


木 下 備中守 

內國 事務局 叢書 


池 田 信 濃 守 

內國 事務局 叢書 


三 月 十 


曰 


〇 


慶應ニ 丙 寅年 十二月 十八 日， 敍從 五位 下 任 淡路守 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

三月 十二 日 

〇 

r:^ 化 四 年 丁 未 十一 一月 一 一十 八日 敍從 £ 位下 

同年 同月 同日  任 飛驊守 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

三月 十 二 日 

〇 

嘉永元 戊 申 歳 十二月 十日  敍從 五位 下 任 伊豆守 

右 御 fs- 付 申 上 候、 以上。 

三月 十二 日 

〇 淼俊溢 家譜 二 云、 元 治 元 甲子 年 七月、 對馬守 ト改ム ト。 

復古 記 卷 四十 W 明治 元年 三月 十一 日 


加 藤 能 登 守 

內國 事務局 叢書 


土 井淡路 守 

內國 事務局 叢書 


京 極飛驛 守 

內國 事務局 叢書 


森 對馬守 

內國 事務局 叢書 

七 六 七 


復古 記 卷 四十 M 明治 元年 三月 十一 日 


七 六 八 


〇 

文久四 甲子 年 正月 廿日  敍從 五位 下 任 丹 後 守 

右 之 通 御 坐 候、 此段御 屆申上 候。 

三月 十二 日  池 田相模 守 

内國 事務局 叢書 

〇 池 田德定 家譜 -ー 云、 文久四 子年 三月 十五 日 轉任內 匠 頭、 慶應元 こ 丑年 七月 廿 八日 轉 任相模 守ト。 

〇 

文 久元辛 酉年 十二月 十六 日 敍從 五位 下 任 相模守 

元 治 元 甲子 年 五月 十三 日  推敍從 五位 上 

三月 十二 日 

〇 

萬 延元廣 申年 十二  e: 十六 日 敍從 五位 下 任 * 岐守 

元 治 二 乙 丑年 十二月  任 下總守  ， 

右 之 通 御 坐 候。 

辰 三月 十 二 日 


北 條相模 守 

內國 事務局 叢書 


京 極下總 守 

內國 事務局 叢書 

京 極 壽 吉 家 記 


〇 

文久三 亥年 正月 廿 一 日 


御 推任敍 大和 守 從五 位下 


三 月 T 


曰 


〇 


嘉永元 申年 十一 一月 十六 日  敍從四 位下 

嘉永 五子 年 十一 一月 十六 日  任侍從 

元 治 元 子年 四月 十八 日  轉任 左近衞 權少將 

右 之 通 蒙 宣下 候 二 付、 此段御 屆申上 候、 以上。 

三月 4- 九日 

〇 

文 久元辛 wo 年 十二月 十六 日 敍從 五位 下 任 佐 渡 守 

慶應四 戊辰 年 三月 廿 二日 


〇 

天 保 六 こ 未年 

^化 三 丙午 年 

文久四 甲子 年 四月 卜 日 

復古 記 


敍從四 位下 一 

任侍從  ，ー 

任少將  一 

卷 四十 K 明治 元年 一一 一月 十一 日： 


戶田 大和 守 

内國 事務局 叢書 

私儀 


藤 堂大擧 


内國 事務局 叢書 

藤 堂 高 潔 家 記 


松 平 佐 渡 守 

内國 事務局 叢書 


七 六 九 


復古 記 卷四 十五 明治 元年 三 H 十一 日 

同 年 同 月 卜 四日  敍從四 位 上 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

三 月 

〇 

嘉永ニ 己 酉 十二月 十六 日 敍從 五位 下 任 佐 渡 守 

元 治 元 甲子 五 B 五日  被從 五位 上 

右 之 通 被 仰 付 候。 

三 月 

〇 

天 保 十一 年 庚 子 十二月 十六 日 敍從 五位 下 任隱岐 守 

萬延 元年 炭 甲 十二月 十六 日  敍從四 位下 

元 治 元年 甲子 五月 五日  任侍從 

右 之 通-一 御 坐 候、 以上。 

三 月 


七 七 〇 


宇 和 島少將 

內國 事務局 叢書 


京 極 佐 渡 守 

內國 事務局 叢書 


津和野 侍從內 

大 〔4: 庄 三 郞 

內國 事務局 叢書 


〇 

天 保 六 年 未 十二月 廿 八日  敍從 五位 下 任 飛驛守 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

三 月 

〇 

天 保 七 年 丙申セ 二月 十六 日 敍從 五位 下 任 讃岐守 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

辰 三 月 

文久 元年 辛 酉 十二月 十六 日 被 敍從 五位 下 被 任 大隅守 

元 治 元年 W. 子 五月 五日  被 敍從 五位 上 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

辰 三 月 

〇 

弘化元 甲 辰年 十二月 十六 日 敍從 五位 下 任 下總守 

復古 記 卷四 十五 明治 元年 三月 十一 日 


安藤 飛驟守 . 

内國 事務局 叢書 


仙 石讃岐 守 

内國 事務局 叢書 


九 鬼 大隅守 

内國 事務局 叢： 


七 七 


復古 記 卷四 十五 明治 元年 三月 十一 日 

右 之 通 被 仰 出 候。 

三 月 


〇 

文久 元年 酉 十一 一月 十六 日 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

三 月 

〇 

安政 一 一年 十一 一月 十五 日 

元 治 元年 五月 十三 日 


〇 島津 忠義 上申 

安政 六 年 未 一 一月 七日 

〇 


敍從 五位 下 任 播磨守 一 


任 中納言 

正三位 御椎敍 


敍從四 位下 任少將 


七 七 二 

市 撟下總 守 

内國 事務局 叢書 


伊東 播磨守 

內國 事務局 叢書 


金 澤中納 ^一一 曰 

內國 事務局 叢書 


S 國 事務局 叢書 


紀 伊中 納 言 源 茂 承 


安政 六 年 十一 一月 一 日 

元 治 元年 五月 十五 日 

〇 

慶應 三年 六月 十 一 日 

〇 

慶應四 年 三月 一 一日 

〇 毛 利廣封 上申 

安政 元 甲 寅 三月 九日 

文 久元辛 酉 十一 一月 十六 日 

〇 

安政 四 巳年 四月 廿 六日 

元 治 元 子年 1: 月ト 八日 


任 權中納 言 

御推敍 正三位 


敍從四 位下 任侍從 


敍從 五位 下 任 左京亮 


敍從四 位下 

壬お W 


任少將 

敍從 ra 位 上 


任侍從 任 長 門 守 一 


德川茂 承 家 記 


細 川 右 京大 夫 


長 岡 左 京 亮 


內國事 移 局 叢書 


內國 事務局 叢書 


松 平 出 羽 守 
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七 七三 
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. 、  內國 事務局 叢書 

〇 

慶應 ニ寅歲 十二月 廿 八日  敍從 五位 下 任 出 雪 守 

織 田 出 雪 守 

內國 事務局 叢書 

〇  . 

文 久ニ壬 壬 戌 十二月 十六 日 敍朝 散大夫 任 主計 頭 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 

松 平 主 

内國 事務局 叢書 

〇 諸侯 參罷錄 ニ據ル 二、 當時京 ニ在ル モノ 七十 人、 而シテ 本 條載ス ル所 四ト七 藩、 其餘ー 不三藩 ハ原記 ヲ佚ス 、案ス ル 

一一 、四月 十三 日 二 至リ、 全 諸侯 再 ヒ此命 ァリ、 參看ス へ シ。 

〇 藤 堂 高 邦、 宇治 一一 赴キ、 自ラ關 門 ノ守衞 ヲ撿セ ント 請フ、 之ヲ 聽ス。 

私儀 

今般 侬 御 召 上京 仕候處 * 宇治 闢門御 警衞被 仰 付 候條， 嚴重可 仕 旨 蒙 御沙汰 難 有 仕 合奉存 候、 是迄モ 形勢 柄 二 付、 增 

人數 等差 出 置 候 得 共、 此度 改テ蒙 勅 誌 候 -ー 付テ ハ 、 此 上猶更 節制 分配 等 之 儀 、厳重 一一 差圖 仕度、 依 之、 暫時 彼 地 へ 罷越申 

度、 此段 奉伺 候、 以上。 


〇 本日 批紙 

可 爲伺之 通 候 事。 

〇 

覺、 

一 關門朝 六 時相 開、 暮六時 閉可申 哉、 

一 勅使 之 御 方 

總裁樣 

副 總裁樣 

御 輔弼 樣 

宫樣方 

親王 樣方 

御門 跡樣方 

右、 御 方々 樣御 通行 之 節ハ、 總 土下座 可 仕 哉， 

一 議定 衆樣 

參 與衆樣 

右、 御 方 ん 御 通行 之 節、 總 F 座 可 仕 哉、 

其餘、 堂上 方 大名 衆 御 通行 之 節 ハ、 下座 二 及 申 間 敷 哉 

一 天盃 

復古 記 卷 四十 K 明治 元年 三 HJ 十一 日 


復古 記 卷 S: 十五 明治 元年 三 HJ 十一： w  七ヒ六 

御撫物 

右、 御 品 御行 之 節 下座 不仕、 尤 不敬 之 儀 無 之 樣相制 可 申 候、 

一 諸 通行人 改方之 儀、 國所、 姓名、 往先 等承轧 、厳重 相 改相通 可 申 哉、 尤 朝臣 之 衆モ、 役名、 姓名 承 礼 可 相 通 哉、 

但、 馬、 駕籠 等 -! テ 通行 之 者、 從者 ョ リ斷 見改候 ハ 、下馬 下乘 二 不及、 且 夜中 拉 出火 又 尸 多人數 通行 之 節 ハ 、 一 際 厚相 心 

得 相 改可申 候、 

右 ハ 、此 度改テ 宇治 關門御 警衞被 仰 付 候 二 付、 通 シ方之 儀 奉伺 候、 以上 C 

藤 堂 佐 渡 守家來 

三月 十二 日  靑木藤 太 

內國 事務局 叢書 

.  藤 堂 高 邦 家 記 

〇 十五 日批紙 

第 一條 關門之 儀 伺 之 通可爲 事、 

第二 條 伺 之 通リ、 

第三 條 役々、 堂上、 大名 等へ ハ 下座 可 致 候、 無 役 之 堂上、 大名 等へ ハ不及 下座 候 事、 

第四條 天 否、 御 撫物等 へ ハ 下座 可 致 候、 其 外 御用 荷物 等 へ ハ 不及 下座 候 事、 

第 五條 伺 之 通リ。  藤 堂 高 邦家 記 

〇 戸澤 正實、 六師應 援ノ命 ヲ奉ス ル ヲ以テ 、江戸 ヨリ 藩 二 就キ、 兵備 ヲ 修理 セ ント 請フ、 是日、 

之ヲ 聽ス。 

中 務大輔 儀 


今度、 闢柬爲 追討 官軍、 自 東海、 東 山、 北 陛三道 御 進發被 仰 出 候-一 付 テハ、 奧羽之 諸 藩宜知 尊王 之 大義、 相 共謀 援六師 

征討 之 勢 旨 御 達 之 趣 謹 承 仕 候、 旣 -ー 三 道 御發向 二 相 成、 猶又奧 羽 筋 へ 鎭撫使 御 下向 -ー 付テ ハ 、會藩 等 之 變動モ 難 計、 兼 

テ手當 向 厳重 申 付 置 候 得 共、 領邑之 儀 ハ 、出 羽 國邊鄙 之 土地柄 微力 之 小 藩、 殊 ，ー 去 ル 亥年 上京 仕、 其 以來久 々歸 邑不 仕、 取 

締不 行屆深 心痛 S 能 在 候 、依 之、 奉 申 上 候 儀 奉 恐 入 候 得 共、 兼 テ奉申 上 候 通 、病中 二 ハ 御座 候 得 共、 押 テ歸邑 仕、 兵 勢 一 際嚴重 

手當申 付、 御沙汰 次第 國カ 相應之 御用 相 勤候樣 仕度、 勤 王 之 志願-一 御座 候、 何卒 御 垂惜被 成 下、 願 之 通 被 仰 付 被 下 

置候ハ 、、難 有 仕 合奉存 候、 此段奉 願 候 、以上。 

戸澤 中 務大輔 重臣 

三月 穴 曰  竹 村 直？ 

〇 本日 批紙  ， 

願 之 通 被 免 候 事。  戶澤正 實家記 

〇 榊 原 政 敬、 奥 平 昌邁、 - 一書 ヲ上リ 、德 川慶喜 ノ爲二 哀ヲ 乞フ、 批シテ 、之ヲ 大總督 一一 上 ラシ 

ム 0 

德川慶 喜、 從來 過失 有 之 候處、 又々 早春 於 伏 見 鳥 羽邊、 先 供 之 者戰爭 -ー 及 候 -ー 付、 斷然御 征討 被 仰 出、 天威 厳重 不堪 恐懼 

戰栗之 至奉存 候、 私儀 ハ德川 氏 三河以 來世祿 之舊臣 -ー 御座 候處、 年少 不背故 扶持 1M 救 モ不行 届、 ケ樣之 場 4«  -ー  至候テ ハ 、實 

以其罪 難遁、 上 ハ 奉對 天朝、 中 ハ 德川 氏-下 ハ 私 祖宗 ニ對シ 、面目 モ無之 次第 奉存 候、 私儀 遠方 險處仕 居候 事故、 早春 之戰 

爭 始末 繊悉ハ 承知 不仕候 得 共、 全 慶喜不 行 届、 一 時 之 過失 ヨリ 奉惱 窟襟候 次第-一 立 至、 恐懼 之 至 可 奉 陳謝 樣モ無 御座 候、 然 

ル處、 普 天 之 下 率土 之濱、 皆 王土 1| 付 聖朝 二 於 テ 必罰 必誅之 御決斷 二 相 成候テ ハ 、 慶喜 天地 間 二 身 之 措 所有 之 閒數、 右 

樣相 成候テ ハ 、 痛 藩 不關之 者 二 テ モ 不堪 憐愍 奉 存候、 况ャ 私 她 ^ヲ％ クスハ 、上 二 テ ハ 、實以 日夜 痛哭 仕候テ モ 、悲哀 不減、 水醬モ 

復古 記 卷四 十五 明治 元年 三月 十一 日  七 七 七 


復 古 記 卷 W 十- 明治 元年 三月 十一 日  七 七 八 

難 人口 次第 -ー 御座 候、 何卒 天地 包含 1\ー  大恩 ヲ以テ 、今般 之 過失 御 宥赦被 成 下 置 候樣奉 懇願 候、 且德 川家康 天下 二 大勳勞 

有 之、 櫛風沐 雨、 應仁 以來之 大亂ヲ 掃蕩 シ、 三百 年 大平之 基 ヲ開キ 奉安 窟襟、 其 ヨリ 以來列 世 恭順 崇敬 之誠ヲ 盡シ、 列聖 

御寵待 不淺、 然ルニ 慶喜 一身 之 過失 ヲ以 テ、 宗社忽 諸， 不 祭事 二 相 成 候 テハ、 泣 血 悲痛 無此 上奉存 候、 仰 願 ハ德川 氏 先祖 以 

來 之勳勞 恭敬、 深ク 思 召 被 下 置、 厚ク 御仁 恩ヲ被 爲垂、 宗廟 社稷 永存 仕候樣 御所 置 被 成 下候ハ 、、德 川 臣民 一同 再 造 

之 大恩 ヲ感戴 可 仕、 此段奉 哀訴 候、 六 拾 餘州皆 一 王 之 民 二 御座 候 得 ハ 、私 祖宗 以來 無量 之 天恩 奉 荷、 聖明之 雨露 二 沐浴 仕 

候 得 ハ 、 從來 勤王 之 志願 厚 心 掛罷在 候、 此段赛 哀訴 候 趣、 莫大 之 聖意 ヲ以テ 御 許容 被 下 置、 德川 氏宗社 依然 血 食 仕 候 

ハ 、 、恩 上 之 恩惠上 之惠、 如 柯 報 効 可 仕 哉、 實以 感激 奮發、 向後 皇國 之爲， 二 盆盡心 竭カ可 仕奉存 候、 哀痛 憂懼 之餘、 不禪 

尊嚴奉 哀訴 懇願 候 間、 宜敷御 取 計 被 下 度 奉 願 候、 誠 恐 誠 惶頓首 謹言。 

正月 廿 九日 *  榊 原 式部. K 輔 

〇 本 日批紙 

反狀 明白 二 付 御 親 征迄モ 被 仰 出、 關東 征伐 ト シテ、 大總督 進軍 相 成 居候 一一 付、 本文 歎願 之 旨 趣、 其 筋へ 可 申出 事。 

榊 原 政 敬 .JZA 記 

〇 政 敬 家 記 -ー 云、 一 一月 廿 三日、 辨事御 役所 へ 家臣 中 根 善 次郞、 淸水大 内藏、 榊 原 左 近 一 同罷 出、 御 使番中 川大炊 へ 別紙 歎願 

書 差 出 候 節、 同人 共 口上、 

此度、 德川慶 喜 一 時 之 過失 ヨリ、 奉惱 宸襟候 段、 式部 大輔 二 モ 不堪 痛哭 悲歎、 重疊恐 入奉存 候、 就テ ハ 、 一 身 之 過失 ョ リ 、 

德川宗 社 斷滅之 場合 二 モ立 至リ、 式部 大輔ニ モ 恐縮 罷在 候、 何卒 慶喜之 罪、 格別 之 御 慈悲 ヲ以テ 御 赦免、 德川家 宗社血 

食 仕 候樣奉 歎願 度、 懇願 之 趣意 ハ 委細 書面 御座 候 M 付、 何分 御 披露 被 下 置 候樣、 御 願 奉 申 上 度 旨申述 候處、 暫指扣 候樣申 

聞 候 一一 付、 則 指 扣罷在 候處、 同人 1能 出 候 テ申聞 候 趣、 左ノ 如シ、 

御 書面 之 儀ハ辨 事局 へ m  -ー  御 落 Hf^  -ー  相 成 候、 御 奏聞 之 上 猶御尋 之 儀 有 之 節 ハ 、御 呼 出、 御沙汰 可 有 之 候 事。 


〇 再 請 書 

此度 御 親征被 仰 出 候 旨奉拜 承、 悲痛 號慟、 不知 手足 之 所 措奉存 候、 然 ル處、 慶喜自 反、 フ シ テ深ク 罪過 ヲ悔ヒ 、 天 

威 ヲ畏レ 速 -ー 出城、 東 叙 山 へ遁レ 恐懼 修省 仕、 廢錮責 罰、 唯 天 斷ヲ奉 仰、 更-ー 臣民 ヲ曉 喻シ、 上下 一 同謹愼 恭順 之誠ヲ 

致シ 、奉 报六師 等 之 心 毛頭 無 之、 懲創 悔咎之 實顯然 明白 二 御座 候 得 ハ 、 何卒 龍駕 ヲ被爲 停、 大飾ラ 被爲還 候樣、 只管 

奉懇祈 候、 伏 惟 聖朝至 慈 深 仁 ヲ以、 天下 萬 民 ヲ壽康 之 域 一一 被 爲置度 思 召 候處、 慶喜 一身 之 不束 ヨリ 罪過 ヲ犯 シ、 天 

怒 二 觸レ、 奉 傷 聖 天子 御 惻儘之 心、 斧 鎖 之 誅ヲ可 被 爲加事 二 立 至リ候 ハ 、 過日 モ奉申 上 候 通リ、 私儀 年少 不肖、 且 遠隔 

罷在候 トハ乍 申、 全ク E 救 之 力 不行屆 之 所 致、 獨慶喜 之 罪 而已ナ ラス、 多 罪 戰栗深 ク奉恐 入、 可 奉 陳謝 樣モ無 御座 候 得 

共、 臣子之 情難默 止、 悲痛 切迫、 敢テ冒 威 尊重 テ奉 哀訴 候、 仰 願 ハ 聖明覆 載 之 御 恩、 江 海 之 御 量、 慶喜悔 過 伏罪 之 誠、 

懲創自 新 之實、 御 憐愍 被 下 置、 何卒 雷霆之 威ヲ被 爲霽、 再 ヒ奉仰 天日、 祖先 之 祭祀 ヲ奉 シ， 猶無涯 之 天恩 奉感戴 

候樣 御 寛大 之 御 處置被 仰 付 被 下 度、 泣 血 俯伏 奉 懇願 候、 此段宜 敷 御 執 成 被 下 置 候 樣奉願 候、 誠惶誠 恐頓首 謹言。 

二月 廿 八日  榊 原 式部 大輔 

內國 事務局 叢書 

榊 原 政 敬 家 記 

〇 政 敬 家譜-一 云、 慶應 三年 十一 一月、 大樹 政權 返上 一一 付、 可被遂 衆議 トノ仰 ヲ承リ 、在所 高 田 表 ヲ發シ 、同 キ四年 戊 正月、 加 

賀國迄 到 リシ 一一、 過ル 三日 伏 見ノ變 起リ、 引 續キ御 親 征ヲモ 可 被 仰 出 旨 ヲ聞キ 、實 一一 恐愕 痛哭 一一 不堪、 一 先 ッ高田 表へ 引 

シ、 速 二 重臣 中 根 善 次郞、 淸水大 内 藏等ニ 登 京 申 付、 闕下 一一 哀訴 シテ、 慶喜 罪過 御 宥赦、 德川氏 宗祀ノ 不絕ン コトヲ ロハ 

管 懇願 スト 云 へ ト モ 、事情 愈 切迫 二 至 ル ヲ聞キ 、猶又 重臣 原 田 權左衞 門、 仁 木數馬 等ヲ差 登セ、 再ヒ 哀訴 書ヲ奉 ル。. 

〇 按スル 二  、政 敬 家 記 二 云、 三月 一 一十 四日、 原 田 權左衞 門 等 登 京 申 付、 辨事御 役所 へ 差 出 候 歎願 書 右 之 通、 伹進達 日限 

相分不 a- ト、 批紙モ 亦 之 ヲ佚ス 、因 テ此 二 併 錄ス。 

〇 

復古 記 卷四 十五 明治 元年 三月 十一 日  七 七 九 


復古 記 卷四 十五 明治 元年 三月 十一 日  七 八 〇 

乍 恐 謹 テ奉申 上 候、 德川慶 喜 儀、 今般 背 朝 意 候 趣 ヲ以、 大逆 無道 之 奉 蒙 天 罪、 誠 以奉恐 入 候、 然 ル 一一 、昨年 一 一條 城 引拂、 

大坂城 へ 滯在、 臣下 過激 之 徒 精々 鎭撫罷 在 候 之處、 不圖モ 、一 一日 一件-一 立 至リ候 儀、 全 慶喜之 本意 二 モ無之 趣、 乍 併 畢竟 慶 

喜 不都束 ヨリ 差 起 候 儀、 今更 寸分 之 申 譯モ無 御 坐、 於 臣昌邁 モ實以 恐懼 之 至 二 奉 存候、 然處、 慶喜 儀東歸 以後、 深 悔悟 謹 

慎、 幾重 ニモ 朝廷へ 恭順 之 道 相 立 度 ト、 旣 一一 關西 二 采地有 之 向 ハ 速 二 爲 引取、 假初 二 モ 兵備 ヲ 不設、 祖先 墳墓 之 地 へ 蟄 

居 i 能 在、 天下 生靈 塗炭 之 苦 一一 替へ、 一 身 ヲ以、 謹テ 天譴 ヲ奉待 候 ヨリ 外、 他念 無 之 儀 ハ顯然 見聞 仕 候 儀 一一 御 坐 候 間、 何卒 

右 之 情實御 諒察 被 成 下、 乍 恐 德川家 祖宗 以来 之 勤 勞ヲモ 被 思 食、 天地 覆 翼 之 恩ヲ以 、寛大 之 御所 置 被 仰 付 候 ハ 、千々 萬々 

難 有 仕 合 -ー 奉存 候、 昌邁 幼若 不肖、 前後 之 御 時 合不奉 承知、 右 樣之儀 申 上 候 モ奉恐 入 候 得 共、 於 德川家 ハ 、恩顧 家筋 之 儀 二 

モ有之 候 得 ハ 、 何分 以不 忍傍觀 坐視、 此度 謝罪 之 奏聞 御 坐 候 由 -ー せ、 謹 テ御詫 奉 申 上 候、 伏テ願 ハ 愚 衷之程 御酌 取、 宜敷 

御 聞 濟被成 下 候樣、 泣 血 奉 歎願 候、 以上。 

三月 三日  奧平美 作 守 

〇 本日 批紙 

反狀 明白 云々、 If  、-ー  奧平昌 邁家記 

〇 昌邁家 記-一 云、 慶應四 戊辰 年 一 一月 廿 六日、 德川家 御 追討 ノ義ヲ 哀訴 歎願 トシ テ 上京、 武州品 川 ヨリ 乘船、 同 晦日 大坂著 之 

處、 主上 近々 大 坂へ 行幸 可被爲 在、 於 同處可 奉伺 天機 旨 被 仰 出 候 二 付、 則 家臣 奧平與 四 郞並荒 尾 利右衞 門、 鈴 木 閑 

雲、 森蓁 坪等ヲ 上京 セ シ メ  、右 之 歎願 書ヲ 太政宫 へ 差 出シ、 終 二 三月 廿 三日、 大總督 駿府御 軍門 へ 歎願 書 差 出 候。 

〇 海軍 先鋒 大原 俊實、 京師 ヲ發ス 、乃 チ薩 摩、 肥 前、 久留米 三 藩 二 命シ テ、 汽船 及ヒ 兵隊 ヲ出サ 

シ厶、 尋テ肥 後、 阿波 一 一藩 兵ヲ シテ 陸路 之 二 屬セ シ厶。 

大原 前侍從 


右、 丘 (庫 へ 出張、 軍艦 相 揃 次第、 同所 ョ リ進發 可 有 之候條 御沙汰 候 事。 

三 月 八日 

低 、隨 從ト 人-一可 限、 日限 之 儀 ハ追テ 可 被 仰 出 候 事. -  § 原 中 重ち 事 ii 

〇 

大原 前侍從 

來 十八 0、 兵 庫 港 揚碇、 關東 へ 可 被 差 廻 旨 被 仰 付 候 事 「) 

軍 防總督 

三月 ト 六日  仁 和 寺 宫 ■ 一 

大原重 實事蹑 

〇 薩摩 以下 三 藩へ 達 書 一 一條 

各 通  薩  州 

•  肥  前 

久留米 

.  蒸氣船 

右、 來ル I 八日、 兵 庫 港 揚碇、 關東 へ 可 被 差 廻 旨 御沙汰 候 事， - 

三 月 卜 三日 

〇 

銃 除人數 百人乘 組、 駿州三 島 へ 著 船、 江 城 之 模檨ヲ 窺ヒ、 潢濱港 へ 乘廻シ 、彼 地 警衞被 仰 付 候 事。 

大原侍 從殿拉 參謀兩 人 へ 諸事 御 委任 相 成 候 間、 各々 其 差 圖ヲ受 候樣可 心得 候 事。 
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復古 記 卷 四十 K 明治 元年 三月 十一 日 


〇 軍 防 局 書翰 


右、 三 藩 之 船 へ 御乘込 -ー テ宜 敷、 尤人數 百 人 宛 可 差 出 被 仰 付 有 之 候。 


久 


七 八 二 

島津忠 義、 鍋 島 直 

大、 有 馬 賴咸家 記 


留 


米 


右 ハ人數 百 人 宛、 陸路 潢濱へ 可 相 廻 被 仰 付 候 事。 


參 謀 


薩 州 


中 


巴 H 

月 リ 


野 源 


该 


右、 御 乘込之 船 へ 爲御乘 込 可 有 之 候 事。 

右 之 通 -ー 御座 候 間、 此段 申入 候、 以上。 

三月 十六 日  軍  防：^ 

大原前 侍從殿  大原重 實事费 

〇 重實 事蹟 二 云、 三月 九日、 兵 庫へ 出張 勝手 タ ルへキ 旨達セ ラル、 トー 日、 京師 ヲ發、 高瀬舟 ニ乘 下坂 ス、 卜 四日、 兵 庫 二 至 

テ. 軍艦 已揃ャ 否 ヲ問フ 、十六 曰、 匿 藩 所轄 船豐瑞 丸一 一 乘シ、 神 戶揚碇 、浪華 天 保 山 沖 一一 著 卸碇、 肥 州 藩 所轄 船 孟春 丸、 筑後藩 


所轄 雄飛 丸 同時 二 著ス、 先是、 肥 山 1 藩 濱野源 六、 薩 州 藩 中原 猶助、 海軍 參謀 命セ ラル、 中-原 猶助、 病 ヲ以テ 命 ヲ辭ス 十 「ノ& 

孟春 丸 一一 乘船、 豐瑞 丸、 雄飛 丸 同時 揚碇、 天 保 山 沖 ヲ發ス 、此 日、 套 一字 過ョ リ 風雨 隨作ル 、人 夜 テ停マ ス、 船艦殆 傾覆 セ ン 

トス、 不得已 、泉 州 沖 ヨリ 蒸氣ヲ 轉シ、 北 ハ庫港 一一 人 テ卸碇 、卜 九日 發兵庫 港。 

〇 細 =. 護久 家譜 二 云、 三月 十三 日、 橫濱警 衞ノ丘 (除 百 人出 張 セ シメ、 彼 地 ニ於テ ハ 、 大原侍 從ノ指 禪ヲ受 へ キ 旨命ァ リ、 同 

十八 日、 隊畏白 石淸兵 衞、 之ヲ 引率 シテ 京地 ヲ發シ 、陸行 戶塚驛 二 到ル。 

〇 蜂 須賀茂 韶家記 -ー 云、 三月 4- 八日、 今般 大原 殿御 東行 二 付、 兼テ 出京 罷在候 上田 甚五右 衞門隊 共 出兵 仕 候 事。 

〇 中 川 久昭、 毛 利 高 謙、 京 二 至ル。 Issf 

〇 松 平 慶永ノ 臣江戶 二 在ルモ ノ、 六師東 下物 情洶々 ノ狀ヲ 報ス、 慶永 其變亂 ヲ生セ ン コトヲ 

恐 レ 、書ヲ 岩 倉具視 二 致シテ 、姑ク 東征 ノ師 ヲ駐メ  、謝狀 ヲ採錄 モント 請フ 、是 日、 又 中 根師質 

ヲ f5 シ テ、； jHj ハ音. -ヲ 申ス。 

〇 春嶽 私記 -ー 云、 三月 十日、 去ル 四日 江戶 表出 立 之 飛脚 今夕 著、 彼 表 愈 御靜謐 -ー テ、 御 恭順 之 筋 御行 届 二 付、 橋 公 モ已ニ 御 

發途之 御 運 一一 相 成處、 此頃 出立 之 淀 侯、 三島驛 一一 テ 州 先鋒 ヨリ 之懸合 一一 テ、 小 田 原 大紹寺 へ 潛居之 體ト相 成、 御 謝罪 狀途 

中 二 擁 蔽淹留 シ テ 、督- 肘 へ ハ 相 達 間 敷 形勢 之 由、 日光 宮樣御 聲懸リ 一一 テ 、箱 根 以東 へ ハ 進軍 無 之 趣 候 得 共、^ 候 ト稱シ テ追 

追 進 人 之 由、 府下 有志 之 面々 鎭靜 勿論 ナカラ、 暴動 之 者 今日 二 モ難 計、 甚 危殆 之 景況 一一 テ 心痛 至極 之 由、 縷々 細 一一 本 多 修理 

方 ヨリ 申來， 一 付、 公 二 モ以之 外 御努神 一一 テ 、夜 二 人、 右修现 方内狀 一一 被 添、 岩 倉 卿 へ 被 遣御內 書、 如 左、 

1 筆致 啓上 候、 先 以愈御 安全 被 成 御 勤務 奉敬賀 候、 陳 ハ 、唯今 江戶表 ョ リ急 飛脚 到來、 家 來之者 ョ リ 別紙 之 通 申 越、 誠以 

驚愕 之 至、 皇國之 御大 事、 實 一一 旦夕 一一 切迫 シ奉恐 人 候、 爲 皇國 伏冀ク ハ、 唯今 ョ リ早々 御手 ヲ附ラ レ 、 先以 律 進軍 
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御 指留、 謝罪 狀御 取揚 二  ffl 成 候樣、 迅速 被 仰 付 候 半 テハ、 實ニ 危急 無 此上儀 ト奉存 候、 何分 今夜 中 一一 モ御發 令 之 程、 爲 

天下 奉 仰 願 候、 猶外 二 申 越 候 義モ御 坐 候 へ ハ 、委細 ハ 明朝 貴 宅 へ 參上可 及 面馨、 至急 之 條而已 拜啓仕 候、 恐惶 謹言。 

三月 十日  慶永 

右 兵 衞 督 殿 

右御卽 報、 如 左、 

令 謹 承 候、 先 以彌御 安泰 欣然 候、 陴ハ、 江戸 表 ヨリ 急 飛 御 到來之 g  二 テ 木旨拜 見、 且段々 示 讒之條 々御 心中 令 恐察 ri^  、一 

去、 決 テ深ク 御 配慮 之 筋ハ有 之閒敷 哉、 三 道 之 進軍 著 府之上 ハ 、素ョ リ 今日 ，ー 至不得 止歟、 又 謝罪 之 道 不立筋 毛頭 無 之 事 

ト カ子 く 愚 慮 候、 併總督 へ 凡テ 不通 ト申事 ハ 、頗 如何 之 事ト存 候、 右 等 ハ 速 -ー g 辨可仕 候、 何分 ，ー モ春来 御内 話 モ有之 

事、 於 E ハ聊存 込 之 儀モ有 之、 總督 ヨリ 決極ハ 御 伺 出-一 和 成 候 害 一一 付、 戰爭， 一 スラ不 相 成 候へ ハ、 必ス御 配慮 之 * カハ 無 

之 哉ト存 候、 右-一 付、 明日 來臨之 事 ハ御斷 申入 候、 尙 明後日 拜上 萬々 可 中 承 候、 仍早々 御請 迄 如此候 也。 

三月 十日 夜  1、  B 

御 受 

尙 々 、此御 報 旨 趣 ハ 尊 卿 限 リ 必御洩 シ 無 之樣、 御 覽後早 々 御 火中 可 給 候 也。 

右 御 報 之 趣 -ー ハ 候 得 共、 是 -i テ御 安心 モ難被 遊 -ー 付、 猶 明朝、 尊 江 被 指 出、 可 被 及 御 建言 御 趣意 之 次第、 雪 江 へ 被 仰 含 之、 

十  一 H 早朝、 爲御 使、 雪 江， 岩 倉 殿 へ 參上 之處、 唯今 三條殿 へ 御 出 之 趣 二 テ 御斷リ 二 候 へ 共、 强 テ御對 面相 願 候テ、 昨日 東 

報 之 通リ、 御先 鋒府 S へ 御 打 入 二 相 成 候 節、 不逞 之 徒、 萬 一 及 暴擧候 半モ難 計、 左候テ 事破レ ，ー 及候テ ハ 、天下 モ夫切 之 事 

二 テ、 太平 之 命脈 モ絕 候 事 ト相成 候へ ハ、 何分 一一 モ御 進軍 ヲ被止 候 力、 叉 其 儀ハ閫 外ハ御 委任 之 事-一 テ、 御製 肘 難 被 成 

御 次第 一一 モ候ハ 、 、此件 公議 一一 附セ ラレ 、御 進 止 御 決 一一 相 成 候 樣トノ 御 建言 之 御 趣意 縷々 及 陳述 候處、 卿 御 申 一一 ハ 、慶喜 如 

形 恭順 ト申、 加 之 大久保 勝 等 之 周旋 行 届 候 事 一一 候 得 ハ 、诀テ 暴動 之氣遣 ハ 有 之 間 敷 候 へ ハ 、兵端 之開ク へ キ 道理. 賠之 卜 、r^ 


引 無 之  一！ 付、 此頃英 公使 へ 對シ 暴動 之 次第 ヲ以、 意 科 外 -1 發シ、 不得止 事情 モ有之 趣 申 上、 漸 -1 御 落 意 有 之、 從是 三條殿 へ 

御 出 之 事 -1 候 得 ハ 、 兩途 之內何 ト 力 御 談可被 成、 宫 へ 御 委任 トハ乍 申、 御所 置 之 結局 ハ 、 是非 御 伺 -ー 可 相 成 御手 續 -ー 候 へ 

ハ 、其 節 ハ 急 度 御 含 モ有之 段 御 申 聞 有 之、 罷歸右 之 趣. &上 候處、 猶又 三條、 岩 倉兩卿 へ 被 遣 御 直 書、 如 左、 

1 翰 啓上 仕 候、 春暖 之砌、 先以 兩卿愈 御淸安 奉謹賀 候、 抑 今朝、 中 根雪 江 指 出、 愚意 之 趣 爲申上 候處、 段々 御 懇情 御 返 

答 之 趣、 雪 江 i 能 歸申聞 謹 畏奉存 候、 何分 至急 之 儀、 一 刻 モ早フ 御 決議 奉 至 願 度、 幸 只今 兩卿御 集會之 事 一一 モ被爲 在 候 故、 

早 々 御 相談 被 決 候 樣奉企 望 候、 此段早 々 及 言上 候 也、 恐惶 謹言。 

三月 十一 日  慶  永， 

三 條大納 言 .  . 

岩 食 右兵衞 督 4 

十一 一日、 官代 へ 御 出勤 之處、 岩 倉侍從 A ョ リ、 右兵衞 督^ 御 逢 被 成 度 候閒、 御 退出 御 見合 セ被 成皮ト ノ御傳 語 有 之、 七 時 頃、 

督^ 御 出勤 -ー テ御對 談有之 ハ 、 一 咋日御 申立 之 御 次第、 三條^ 御談之 上、 御先 手 -ー テ壅蔽 等 無 之樣、 昨夜 急 飛 ヲ以、 元帥府 

へ 御 申 通有 之 出、 阻 旅之義 ハ 閬外之 事 一一 テ 、今更 御 取 計 方 無 之 由、 且又 行幸 ハイツ レー 1 可 被 爲在候 得 共、 御 日限 ハ 御 不定 

之 由、 太 攻宫ハ 御移シ 一一 モ相 成不申 由、 就テ ハ 公ハ 御殘リ 二 相 成 候 檨トノ 御 談-ー 付、 御 人 數計ハ 被 指 出度 ト御 申入 置-一 相 

成 .£。  . 

〇| 春嶽 私記 -ー 云、 六日 夜 二 入、 去月 一 不 八日 江 戶表發 之 飛脚 到 著、 於 彼 地、 本多修 f 始 諸方 之 有志 周旋 盡カ シテ、 遂 -1 一 

橋 公 朔日御 發途、 大總督 御 軍門へ 御出迎 -1 被 決 由、 日光 宫モ 同樣之 由、 修理 方 ヨリ 申 來ル、 私 云、 一 一月 4- 八日、 於 江戸 表、 大 

目 付 ヨリ 御 達、 如 左、 

上 樣東叙 山 へ 御 謹慎 御 謝罪 被爲在 段、 日光 御門 跡 二 於テ 不被爲 忍 候 -ー 付、 來ル 二十 一 日、 御發途 御上 京 被 成 候 段 被 仰 人 

候、 此段爲 心得 向々 へ 可 被 達 候。 
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.  1 一 月 

同時， 田 安 黃門公 ヨリ、 去月 一 一十 一 日 被 差 立 候 御 飛札 之 御内 報 書、 如 左、 

以急飛 御 差 越 之 貴簡、 廿 七日 晝八ッ 時 雪 手 致披閲 候、 先 以盆御 安全 珍重 奉存 候、 然ハ御 別紙 之 趣 委細 承領、 右 御 謝罪 狀持 

參之儀 一一 付テ ハ 、 一 橋 大納言 殿御 使 相 勤 候 積リ、 咋日 評诀ィ タ シ 御請 被 致 候、 右 一一 付テ ハ 、猶又 急 連發途 一一 相 成 候 樣可申 

谁 拙 生 今日 ハ登 營不致 候-一 付、 家老 ヲ以、 西 城へ 申 遣 候、 夫々 へ モ及演 達、 猶此上 一一 モ厚ク 取 計 候 樣致シ 可 中 候、 左樣 

御 承知 可 被 下 候、 所要 而巳 早々 如 此御坐 候、 謹言。 

二月せ 七 曰 #7  0  賴 

松 平大藏 大輔牧  ， 

私 云、 此 時修瑰 之. 狀、 柬土之 事情 形勢 ヲ詳 盡セ シ物ナ リシ 力、 可惜、 其 所在 ヲ失 セリ、 雖然、 當時 之^ 勢 追想 之爲、 修理 手 

錄ヲ 略抄シ テ、 左 二 記ス、 

手錄 云、 一 不一 一日、 截州西 倉澤ョ リ林矢 五郎 同道 引返 シ、 廿 四日 一 一字 江戸 著、 五 字 登城、 大久保 一 翁 老拜謁 、田 安 公 御 使 之 

事、 尾、 紀 へ 御談 二 相 成 候樣及 物語 候處、 翁 被 申 聞 候 ハ、 此儀ハ 巳-一 上樣 二 モ 御 心 付 二 テ、 翁 ョ リ^3.上 二 相 成處、 田 公大 御 

驚愕 二 テ、 是迄 御旅 行 被 成 候御覺 へ 無 之 候 得 ハ 、御 遠方 へ ハ 御 出 難 被 成 趣 二 テ、 彼是 御 延引 相 成 有 之 由、 〇 上檨御 恭順 御 

*s』 ハ御 御請 モ宜方 二 候 得 共、 會津隱 居 ト計リ 一一 テハ、 誠-一 伏罪 之 印モ無 之體、 松 山 始隱居 跡目 家督 相 續等之 御不都 

合 有 之候テ ハ 、誠 -ー 以不相 叶 次第、 此邊御 一 暦 ノ御盡 力 有 之 樣申上 候處、 其 筋合、 大久保 殿 二 ハ能祁 分 リ有之 候 得 共、 會主 

人ハ歸 國-ー 相 成 候 得 共、 家 來共更 二 不慎、 精兵 五 百計 居 殘リ、 御城 内 二 テ 調練、 或 ハ 祌奈川 へ 手勢 出張、 奉行 へ 一 萬 五 千 

兩ヲ 借リ、 武器 相 求 等 ノ事有 之 候 得 共 、畢竟 上樣 モ 御 捨切リ 難 被 遊 思 召被爲 在、 諸 有司 モ 多 ク荷擔 、先達 モ 御 役 方 謹慎 

之 御沙汰 ノ節、 會モ急 度 慎 被 仰 付、 伺濟 一一 モ 相 成處、 發表之 期 一一 至リ 何方 一一 テ 力 消滅 シ、 何共 御沙汰 一一 不 相成ト 申樣ナ メ 

勢 之 由、 廟堂 二 テ會之 事 ヲ議セ ラレ 候ハ、 一 翁老 一 人 二 テ應答 之 相手 モ無之 運 ヒ 之 由、 仝 一十 五日、 淀 侯 モ被罷 出 由 一一 テ- 


大久保 殿 ョ リ申 來リ、 修理、 矢 五郎 上野 大慈院 へ 參上 之處、 淀 侯 御 逢 有 之 二 付， 矢 五郎 ヨリ 京師 之 事情 詳達之 上、 會之 御所 

置 無 之、 此 儘-一 テハ 不相濟 趣、 修理 トモく 嚴敷 申立 候處、 淀 侯 ハ篤ト 御 了解 有 之、 一 翁老咄 二， 上 樣モ御 承知-一 テ、 御 直 

二 モ會人 へ 御 說得之 思 召 之 由、 乍 併 家 來共俄 二 不殘歸 國候樣 二 テ ハ 、、迚 モ 引取 申 閒敷候 得ハ、 先ッ 下屋敷へ 爲 引取、 主人 

ハ 國元 へ 差 下 シ 、謹愼 御沙汰 相 待 候 樣被仰 付 候 趣、 御所 へ 被 仰 立 御 思 召 之 由、 夫々 御 役々 御所 置 之 御 草稿 等 御談有 之、 

矢 五 郞儀ハ 、尙又 妻 木 多 宮殿へ 出會， 一 條及嚴 達 候處、 盡カ可 有 之トノ 事-一 相 成、 仝 一十 六日、 京都 廿日 立 飛脚 著、 此者鳴 

海 二 テ總督 宮御著 之 宿 札 見受候 由、 吉田宿 -1 テ何ト 力 申 堂上 方 御 出 有 之 由、 日坂邊 一一 薩長 人 數見受 、其 次 へ 細 川、 尾 州 之 

人 數有之 由、 小 田 原 一一 テ 上野 宮御治 見 受候由 申達 之、 <j 廿 七日、 京都 廿 一 日立 之 飛脚 著、 此者岡 崎 一一 テ總 督宫、 藤 枝 二 テ 

薩、 長 探索 人數 五十人 計、 荒 井 -1 テ橋 本、 柳 原 兩卿拉 人 數五千 計 見受候 由、 〇 今 早朝、 大久保 へ 行、 會狀相 伺 フ處、 咋日御 評 

議相 成處、 諸 有司. 一 人ト シテ被 聞 入 衆 無 之 勢-一 テ、 迚モ不 相 叶、 上樣 二 モ眞 一一 御 見 捨ハ難 被成處 困難 之 由、 會モ 役人 共 

ハ內 心ハ知 ラス、 表 向 ハ說得 一一 服 候 樣相見 候 得 共、 表 方 下々 一一 至 迄、 一 同 不服 之 體-ー テ被致 方 無 之 由、 教田 麻公ハ 迚モ不 

叶、 昨日 ハ大 議論 二相 成 候 得 共 迚モ不 行、 依テ 田、 橋 之 .2: 御 一 人 ト申事 切-一 申、 且橋 公へ 御 目 付 川 勝 ヨリ 申 上 候處、 固ク御 

斷リ 二 相 成 候 付、 無據 拙者 申 上、 漸之事 -ー テ御聞 入 -ー 相 成、 今 一 應表向 被 命 候 ハ 、 、御請 可 有 之 旨、 御 答 相 成 由、 〇 自然、 江 

城 點儉御 謹 愼之樣 子 見 届 等 之 儀、 兵隊 入 込候テ ハ、 人心 沸騰 一一 及フへ キ故、 御 承知 難 被 成 候 得 共、 勑使拉 供人 迄 之 儀 候 得 

ハ 、御 頓著無 之 思 召 之 由、 〇 此日、 紀州ョ リ山高 石 見守 到 著 之 爲知有 之、 明日 八 時頃ョ リ紀邸 へ 罷越 候樣申 來ル、 右 -i 付、 

尾 之 方 取調 候處、 重役 出府 ハ 無 之、 水 野 彥三郞 相 心得 周旋 n 付、 明日 午後 盤 邸 へ 可來由 返答 有 之、 〇 橋 公 又々 御辭退 -ー 付、 

夜 二 入、 服 部 筑前守 被 遺 由、 A 廿 八日 會之 件猶又 申立 可 然向大 久保殿 へ 申 談處、 監察 中 -ー テ堀貞 之 助、 妻 木 多宫、 梅澤孫 

三 郞輩候 得 共、 此人々 承知 一一 テ 上樣 へ 申 上候テ モ、 上樣ハ 其 者 へ 爲御任 二 テ、 御 引受 一一 ハ 不 相 成、 此所 至難 之 由、 〇 

日光 宫樣 ハ 、駭府 -ー テ 總督宫 へ 御 對面之 御 都合 一一 テ、 御 發途御 道中 モ御 緩々 被 爲入候 由、 〇 靜 寬院宮 樣御內 使、 御 道中 へ 

御文 ハ六ケ 敷 -ー 付、 淀 侯 御内 使 御 兼 -! 相 成 候 得 ハ 、德川 之 御 使 計 -ー 無 之 故、 可 然歟之 御 見込 モ 有 之 由、 〇 午 時 水 野 彥三郞 
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復古 記 卷 四十 W 明治 元年 三月 十一 日  七 八 八 

來リ、 京地 一一 テ 老公 樣 ヨリ 御沙汰 二 付、 重役 出府 可 致處、 無人 一一 付、 詰 合ノ役 二 テ致 SI 旋候樣 申 來候得 共、 此表 重役 ハ事 

-1 馴 レ 不申 故、 彥三郞 へ 周旋 委任 一一 相 成 由、 右 二 せ、 廿 六日 橋 公 へ 出 候處、 御前 へ 被 召 出御 使 被 仰 蒙處、 三 家 ト違ヒ 部 

屋 住同樣 不事馴 候閒、 彥三郞 出候ハ 、、行 クトノ 御意 有 之 候 得 共、 事務 多端 且 主命 モ無之 故 ヲ以テ 御 辭退申 上、 藉臣之 内 

御 同道 可 然旨申 上 候 得 ハ 、御 人 無 之 候 間、 何分 罷出 候樣 御沙汰 一一 テ、 私 不罷出 候 得 ハ 、 橋 公モ御 止メ可 被成ト ノ仰 故、 無 

是 fc^ 及 御受、 毎日 一一 ハ御發 途難被 成 トノ御 儀 候 得 共、 一 日 モ早キ 方 可 然ト存 候 由、 大總督 府-ー テ御 詰問 ァ ル へ キ歟ト 、殊 

ノ外 恐怖 之 御 樣子之 由 申 一一 付、 タ トヒ御 詰問 有 之 共、 都テ 不都合 ト御 引受 一一 テ御 謝罪 有 之 候 得 ハ , 其 上 御 詰問 可 有 之 

樣無之 ト答フ 、彥 三郞又 云、 會 先達 テ之欵 願書 ハ功 能書 同様 故、 此度改 テ純粹 謝罪 狀指出 候 樣及說 破處、 君 侯 歸國故 急々 

二 ハ難被 行 勢 故、 詰 合 家来 ヨリ 指 出 候 樣申聞 、大方 落 著 之 由、 又咋夜 ト歟、 所々 張 紙， 報國 勇士 連、 希 ハ來廿 八日 樓 馬場へ 

寄 合申談 候樣ナ ト有 之、 誰 力 ハ 不存候 得 共、 御 謹愼 之妨ケ 一一 相 成 候、 素ョ リ. r 八^ 以上 幾 百 人 トカ殘 居候 由、 歸國セ シ ハ 

老人 婦女 之 類 之 由、 頭分 ハ隨分 相 分 リ有之 候 得 共、 下 ノ向カ 不落付 之 由、 路費ナ ク ハ 藉 ヨリ 被 下候樣 申立 候 由、 何分 此度 

ハ 會始役 方 迄 之 謝罪 狀、 橋 公 御 持 參之心 積リ之 由、 〇 一 一字 頃ョ リ、 矢五郞 同道 紀邸 へ 罷越、 山 高 石^ 守 對談之 所、 別 二 好 

手段 モ無 之樣子 二 テ、 弊藩ハ 事情 二 疎ク、 周旋 家樣 之者ハ 皆々. 國元 -ー 罷在甚 無人、 尊藩ハ 京都 へ モ御 出御 事馴之 事故、 何 

ナリ御 心 付 被 下 候 へ ハ 、評議 之 上 御 加 ハ リ可 申杯ト ノ 談判 二 テ、 別 二 ま 力 之 工夫 モ無之 由 等 ラ申セ シ迄 也、 

右 ハ 廿 八日 飛脚 發迄ラ 略記 ス ， 

毎日， e 一々 飛 却 之 者 報告 二 付テ モ 、官軍 駸々 御前 進 之處、 江 府之御 仕出 御遞緩 一一 テ、 御手 後レ -ー 可 相 成 模樣、 難 安寢食 次第 

二 寸、 4 「早朝 修理 ョ リ大久 保 殿 へ 、先 一 橋 家老 一一 テ モ被指 出候テ ハ 如何 ト ノ書而 指 出 置、 後刻 登城 之處、 大 一 殿面會 二 テ 

被 申 候 ハ、 橋 公へ ハ 若老 一一 テ 、河津 伊一 兄 守大 監察 二 テ、 河 田 相模守 監察 一一 テ、 朝 倉 藤 十 郞被指 添 由、 橋 公 御沙汰 一一 、薩人 小 

田 原 迄 押 來候趣 故、 陸行 ハ 御 好 無 之、 汽船 ュ テ駿州 淸水港 へ 御 著、 夫 ョ リ駿府 へ 御 出 被 成 度、 陸行 -ー テ淀 モ止ラ レ 、 日光 

宫モ 進ま- 1^ 處ナ レ ハ 、又々 御 出 戀、薩 ノ賤人 一一 御留 ラレ 被 成 候 事 ハ難被 成 一一 せ、 田 安 公、 確 《*K ム御出 -1 相 成 可 然トノ 御中 


出 二 テ 、迷惑 被 致 候 由 二 付、 修理 云 、何分 御船 ハ 不可 然、 强テ 御舟 二 相 成 候 ハ 、 、s  、確 一 一 公之 内 御 陸行 相 成候樣 申達 之、 G1 

光檨御 役^ 覺王 院ハ、 山ヲ越 向へ 行 居候 故歟、 薩 ノ宿割 體之者 三 四 人 小 田 原へ 来リ、 淀 ハ召シ 人-一 非ス、 通 シ難シ ト指留 

困窮 \ 一虚、 日 ヲ經テ 、武器 ヲ除テ 通行 不苦 トノ事 一一 テ、 漸ク 前進 之 由、 〇 日光 樣御 策ハ、 薩ノ宿 釗樣之 者 ヲ被召 連、 關門ヲ 

越テ御 泊リ、 關門ヲ 以關東 之 過激 輩 ヲ遮リ 、又、 薩. 長 之 進入 モ御 指留之 御積ナ ル由、 〇 奧宮樣 之 御 直 書ハ御 嫌疑 有 之 、御 出 

來難被 成 ー1 付、 御代 筆 御封ナ シ 、田、 橋 御兩宛 -ー テ御誊 付 出 候 ラ御持 參之御 積 之 由、 〇 靜宫樣 ョ リ 京都 へ 被 指 上 候 女 使、 今 

日 晝頃著 之 由、 〇 午後、 矢五郞 同道、 橋 邸 へ 罷出處 、御用 人 川 村 淸輔、 中 根 長 十 郞逢對 -1 テ 物語 n  、鬼 角 西 城 間違 ノ  i  二 テ 

渉 取不. &由、 夜 二 入、 若 老河津 殿御 出、 靜宮御 使今晝 著、 是 ハ參 内モ 不出來 、御文 ハ 受取 タ ト計 申來由 二 テ大 嘆息、 會、 桑、 

松 山 之 謝罪 狀、 桑 家 ハ 家來計 一一 テ出候 由、 御持參 之靜宮 御文 モ 、于今 御 到 來無之 由、 橋 公 御舟 ノ事 相談 二 付、 決テ 不可 然、 

彼必潢 道杯ト ノ 申立 二 テ、 受付 申 閒敷ト 申達、 多分 御 陸行 -ー 可 相 成 趣 之 由、 御舟 行 i\ 一 御内 慮 ハ 、 一 段 尾 州 へ 被爲 入、 老侯 へ 

御 相談、 夫 ョ リ督府 へ 御 出 可 被 成 御 心算 被 爲在事 之 由、 〇 水 野 云、 宫御使 京 著、 卽 日ハ參 €： 出來不 申、 翌日 二 相 成 由 御 

直筆 御 返事 有 之 事、 實說 -ー 候、 〇 田、 橋兩 公之 御 謝罪 狀之義 御 相談 有 之、 愚存之 次第 夬々 申 上， 御 草稿 出 來ス、 仝 二月 朔日、 

箱根關 門、 薩、 長、 大村之 人數詰 切， 諸 荷物 繼立 難出來 趣、 小 田 原 問屋 ョ リ 申達 有 之 由、 〇 板 倉 用人 ョ リ草尾 迄 報知、 小 田 原 藩 

ョ リ 一 昨日 之 飛脚 相 達、 日光 宮樣 ョ リ藝州 重役 へ 御戀合 、官軍 箱 根 以東 へ 不罷 越樣被 仰 出 候處、 奉 畏候得 共、 寒 氣之折 

柄、 山中 二 ハ 堪兼候 -ー 付. 畑、 湯本邊 へ 罷越、 督府御 下知 相 待候樣 仕度 ト. S. 上、 御聞濟 ュ 相 成、 宮樣 ハ 小 田 原 御？ 5 立 -ー 相 成 由、 

宵 軍 右兩所 二 屯 集、 爲 探索 日々 五六 人ッ 、 、小 田 原 以東 へ モ罷越 候 得 共、 一 泊ハ不 致、 夜分 ハ歸陣 之 由 、仝 一日 彥藩脇 伊織、 

潢川源 藏來訪 云、 淀 出立、 日光 樣モ御 立、 橋 公 モ御立 ト相成 候 へ ハ 、 形迹ハ 具備 候 得 共、 押强 キ人ラ 附屬ス ル外ナ シトノ 

談 二 相 成、 橫川 ハ 室賀 へ、 脇ハ西 城、 修理 ハ 橋 邸 へ 罷出、 橋 公 御 立 ハ 明 後 四日 早朝 ト御 治定之 由、 河津、 河 田、 朝 倉 指 添、 

御 川 人ハ川 村、 中 根 之 由、 水 野 彥三郞 モ隨從 、是ハ 道路 御 滞 モ有之 候 ハ、、 舟-一 テ駿州 へ 罷越積 之 由、 〇 明 早朝、 若年 寄 服 

部筑前 守、 御 目 付 堀貞之 助， 謝罪 狀持參 出立 之 由、 〇 靜宮 御代 筆 御 書付，. モ出不 申 事 -ー 相 極 由、 〇 日 坂 -ー テ薩人 或 人 二 問、 大 
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復 古 記 卷 四十 K 明治 元年 II 一月 十一 日  七 九 〇 

久保 一 翁 殿 ハ 何故 出不申 哉、 外 之 人 一一 テ ハ 不相 叶、 御 役 方 二 無之テ ハ 不相叶 ト申セ シ由 一一 付、 勝 氏 ト兩名 二 テ海江 E へ 

之 書 狀ヲ、 去 冬 薩 邸變ニ 囚人 二相 成 有 之 薩人ヲ 御免 一一 テ、 持參セ ル由、 仝 二日、 彥藩脇 來リ、 木 曾路へ モ 一 手 謝罪 使 御 指 

出 可 然トノ 示談 有 之 由、 木曾路 へ ハ 彼 藩 人 數モ指 出 有 之處、 鎭撫使 岩 倉 殿之參 謀， 薩 人 有 馬 藤 太、 京人 宇田 栗 圓大， 過激、 直 

二 江戸 へ 蹈込可 申 勢 之 由、 〇 咋日、 橫川， 室賀 へ 相談 之處， 御 小姓 頭取 成 田下總 守、 荒 并筑後 守、 新 村 主計 頭 等 可然、 御 小姓 

二 テ モ m 村 左 十郞、 千 S 要 モ可然 人物 之 由、 其 段 脇 ヨリ 朝 倉 へ 物語、 今日 登城 心配 可 有 之 トノ事 之 由、 〇 淀 侯 近習 役 之 者 

早驅 一一 テ著 申達 趣、 淀 侯三 島驛迄 i 能 越處、 it 州 先鋒 之 者， 使ナレ ハ诀シ テ通シ 難ク候 間， 被 引返 候 樣支事 一一 付、 小 m 原 迄 引 

返 シ 、菩提 所 紹太寺 へ 逗留 懸合 一一 相 成處、 使ナ ラ ハ 難 通 候 得 共、 督府 ョ リ御指 圖有之 候 へ ハ 可 通 候 間、 督府 へ 懸合 一一 相 成 

候 樣トノ 事 ニテ、 此道塞 リタ ル由ラ 申来レ ル由、 然ル 一一 於 朝延、 老公 迄 御 汰沙有 之、 督 麻へ 御 達 一一 相 成 候 樣之御 書付、 今 

朝 服 部筑前 守持參 出立 故、 夫 一一 テ 貫徹 二 モ可相 成 由、 右 一一 付、 何分 水 野 彥三郞 早々 督府 へ 遣シ、 周旋 不爲 致候テ ハ 、 軍門 

へ 通 徹之道 無 之 二 付、 爲 相談、 暮時前 ョ リ矢 五郞， 彥三郞 方 へ 罷越、 〇 中 山道 謝罪 使 ハ 、由 良 信 濃 守 殿、 大目 付 栴澤孫 三郞、 

御 目 付 櫻 井 庄兵衞 今朝 出立 -ー 相 成、 松 平 播磨守 不快 -ー 付 出勤 次第、 北陸 道 へ 被罷出 由、 此道之 參謀ハ 律 田 山三郞 故、 都合 

可宜 由， <1 四 曰 朝、 矢 五 郞歸リ 來リ、 昨夜 待 明 シ候得 北ハ、 彥 ニー 郞歸 リ不來 由、 彥三郞 僕、 廿六曰 尾 州 出立 二 テ咋 B 者、 督府ハ 

金ハ存 宿、 兩卿 ハ 駿府 逗留 之 由、 軍勢 ハ 尾、 紀、 細 川、 藤 堂 之 由， 薩 、長 ハ 島 田 前後 二 關門ヲ 構 へ 、薩 ハ 箱 根 -ー 、小 ra 原 藩大村 ハ 

畑 之 由、 藤澤 一一 テ薩人 一 一人 ラ 見受タ リト 云、 〇 八 半時 頃 登城、 大 一 殿 へ 逢對、 淀 侯 之 事 一一 付テ モ 、 御 謝罪 狀 軍門 へ 可 相 達 

見込 相 伺處、 京都 之 被 仰 出ヲ， 服部筑 前持參 K 一外 ナジ ト ノ事 一一 付、 夫モ 先手 一一 テ不 知事、 督府 ヨリ 御 指 圖之上 杯 ト申候 

テ ハ 、又々 閉塞 一一 及 候へ ハ 、尾 州 勢 モ 出 居候 事、 水 野 彥三郞 被 遣、 一 ト 周旋 如何 ト 申達 候 へ ハ、 願ハ 敷トノ 事-一 付、 此 一人 

二 テ モ 不安心 一一 候へ ハ 、細 川 勢 之 二 御 心 當之人 ハ 無 之哉ト 申達 候處、 幸、 熊 藩 金 坂 熊 太郞、 咋日 モ 大久保 殿 へ 來候由 被 

申 -ー 付、 其 者 内談 可 然ト申 談ス、 海 江 田へ 手紙 之 事 承リ、 其邊 一一 テ被成 方 ハ有之 間 敷 哉 申出 處. 夫ハ安 e5 ト兩名 一一 テ 一 筆 

可 遣 ト云迄 之 事 一一 テ、 其 邊之事 一一 非ス、 且安 12!? へ 賴置候 迄 之 事 ヲ被申 聞、 〇 退出 途中 下馬先 一一 テ、 水 野 彥三郞 二 逢ヒ、 同 


道再ヒ 登城 相談 之處、 橋 公 へ 水 野隨從 一一 テ ハ 、總督 之 方 之 周旋 難出來 一一 付、 替リ 人心 配、 妻 木 へ 被 命 所、 同人 痢疾 一一 テ道 

中 難 出来、 品 川 迄 ハ 可 行、 其 上 -ー テ 之談決 二 相 成 不定 一一 付、 兼テ 物語 有 之 淸水畸 太郞、 氣槪 モ 有 之、 此人 ナ ラ ハ 行 屆可申 

ト妻木 へ 談候處 、其 人 連レ來 候樣、 一 橋 之 物 頭 格 - 一可. S. 付 旨 一一 付、 昨夕 下 谷 宅 相 尋候處 、向島 へ 引越 由 二 付、 向島 へ 行キ + 

逄 t 處、 隱 遁ゥ， 一志 決シ、 引 込 候 由 一一 テ斷リ 候 得 北ハ、 色々 說得、 祿之爲 一一 非ス 候へ ハ 、祿 ハ辭 シ職ハ 可受ト ノ事 一一 相 成、 只今 

跡 ヨリ 麥候 由、 今朝 橋公ト 一 處 一一 出す-可 致 所、 昨夜 ヨリ 歸宅不 致仕 合、 何分 此所 -ー テ ハ談モ 整 兼 候閒、 品 川 迄、 矢 五郞罷 

越候樣 致度ト ノ事 二 テ 退出、 矢 五 郞ハ直 二 品 川 へ 罷越、 〇 會津、 一 咋日 ヨリ 今日 二 掛ケ、 國 へ 引取 由 二 テ、 舟 車 一一 積、 和 田 

食兩星 數明退 之 由、 

右、 去月 廿八曰 後、 四 曰 飛脚 發迄 之東狀 也、 五 曰 以來、 修现 出立 迄 之 手 錄モ、 爱 一一 附記 シーア、 他 曰 ノ想察 一一 備フ、 

〈1 五日 晝時 過、 林 矢 五 郞品川 ヨリ 歸リ 云、 漸ク之 事 二 テ彥 三郞、 御先 へ 罷越候 事 一一 相 成處、 淸水畸 太 郞モ橋 公之 御 緩怠 ヲ 

焦チ、 御先 へ 參リ懸 合 有無 可 申 上 3= 一一  テ 、御先 へ 參候 一一 付、 何分 矢 五郎 ハ御 一所-一 參リ 候樣被 仰 出 候 得 共、 御供 之 儀 ハ 

嚴敷御 斷リ巾 上 候處、 見 へ隱レ 一一 致 候テ成 共罷越 候樣、 左 樣無之 候 得 ハ 、橋 公 モ御進 ミ無之 トノ御 事 一一 相 成 一一 付、 何分 罷 

歸 S. 談、 一 兩 日中-一可 罷出ト 申 上 引取 候 由、 橋 公 ハ右等 之 御 失望 二 ヨリ、 今 晚ハ品 川 二 御 逗留、 明日 ハ金奈 川、 七日 藤澤、 

八日 大機ト 申 御宿 割 之 由、 右 二 付、 素ョ リ橋公 御附添 ハ 難出來 次第 故 御 斷可申 上、 乍 併、 右 御 謝罪 御請 取 之 有無 ハ 、 見 届 

候 テ可及 復命 事 二 候 得ハ、 明日 叉ハ明 梭朝此 表出 立、 道中 一一 テ御 模樣致 承知、 直 二 歸京之 上 可 申 上 ト申談 、其 段 矢 五郞ヲ 

以 一 翁 殿 へ 申達 處、 至極 可然ト ノ挨梭 之 由、 <1 六日 晝時 登城 候 所、 呼出モ 有之處 二 テ、 於大廣 間、 河 mffl 模守殿 而會、 御 謝 

罪狀、 御 別紙、 田、 橋 一 一公 御欵 願書、 錦旗 之 書、 都合 四 通 御 渡 有 之、 夫 ヨリ 雁ノ閒 一一 テ、 一 翁 殿 ヨリ 修理 へ 八 丈 縞 三 反， 矢 五 

郞 へ 一 一反、 柬台 思召ラ 以被爲 頂戴、 其 節 之御咄 一一 、中 山道 一 揆樣之 騷キ有 之 一一 付、 鎭撫之 御 人 數被指 出 候 所、 宫軍ト 行 

當可申 次第 一一 相 成 ，ー 付、 昨日 御 使 番被遣 候 得 共未歸 由、 陸軍 不承知 ト申樣 -ー テ ハ 當惑 1\ー 至リ、 何分 爲 引取 不 申候テ ハ 不 

^叶 トノ事 也、 〇 日光 宫樣ハ 、覺 王院ョ リ申 上、 箱 根 御 越 二相 成 由、 〇 橋 公ハ薩 人 來リ、 橋 公之 御 謝罪 ノ次第 ナラハ 、其 段 

復古 記 卷 四十 K 明治 元年 三月 十一 日  七 九 一 


復古 記 卷 四十 明治 元年 三月 十一 日  七 九 二 

督府 へ 和 伺 可 申 候閒、 夫 ヲ御待 被 成 候 樣トノ 事 之 由、 〇 服 部 等 モ同樣 御 謝罪 之 筋 二 候ハ、 、督府 へ 可. e. 達 候 間、 夫 迄扣居 

候 樣トノ 事 一一 テ、 大磯 へ 逗留 之處、 又 別人 來リ、 只今 人數 追々 繰 込 一一 相 成 候 間、 混雜出 €候 テ ハ 不宜候 間、 此所引 拂候樣 

トノ事 二 付、 無據、 戶塚 へ 引 反 居 由、 〇 問 、諸 勢 追々 進來候 ハ、、 何處マ テ モ御入 レ被成 候 哉、 其通リ ト ノ答 ナリ、 左 候 ハ 

ハ 、唯今 ト相 成候テ ハ 、京都 ュ テ 周旋 ョ リ外無 之、 早々 出立 可 仕ト& 候處、 尙厚ク 御 盡カ被 ffl 願 候 旨 被 申 聞、 〇 大廣問 入 

側 口 一一  テ勝^ 一一  逢ヒ、 中 山道 之混雜 如何 ト問フ 、誠 二 ゥ ルサク テナ ラ ヌ、 鎭撫ノ 人ハ安 カ遣シ タ ノ シャ、 夫 力 ヮ ルクハ 

安房 力 朝敵 ト ナツ テ モヨ ィ、 一 揆 カ居テ 官軍 ノ妨 ケシテ ハナ ラヌ 故、 人數ヲ 出シ、 夫 力 事 ニナ レ ハ、 無 是非、 夫 切ノ事 

シャ、 會 人力 入 組 杯 ハ濟ヌ コ トシヤ、 早 ク鎭撫 力 出 來タ、 又奸 民力 一 萬 五 千 計 故、 咋日モ 品 川へ 人 數ラ出 シタ、 鎭 撫ノ爲 

ノ 安房 力 申 付 タノ シャ 、橋 公ト 河 津カ其 人 數ヲ歸 シ タ 、 安房 ハ 總督テ ハナ ケレ トモ 軍事 取扱 故、 安房へ 御任セ ノコ トシ 

ャ 、夫ヲ 撟公テ モ濟ヌ 、只今 安房. ハ 最早 出來 ヌト云 切 テ仕廻 フタ、 橋 公 ト河津 ノ首ヲ 切 テ出サ 子 ハ 承知 セ ヌ、 然ラ ハ總督 

テ モ何テ モ別 二 置 力 ョィ、 貴^ 御歸 リナ ラ ハ、 宜 今日 ii 人 二 モタ セテ、 大島ト 海 江 田へ 手紙 ヲャ ッタ、 御 逢ナラ ハ安 房ハ 

最早 出 來ヌト 云 フタ、 皇 國ノ亂 トナレ ハ互ニ 賊トナ ルシャ 、御 力 サン ト御 祖母 サ ン ノコ トハ、 安房 力 護 ルト云 フテ下 

サレ ト云テ 引力 ル、 此 生死 ノ境 一一 至テ、 橋 公テモ ナン テモ、 軍事 二 彼是 ス ル者 アツ テ ハ 承知 セ メト怒 ラル、 故、 御尤 至極 

ナレ トモ、 此 危急 ノ揚 一一 テ御忍 ヒ下サ レト& 上ル、 〇 細 川 留守居 澤村 條藏、 今朝 京 ヨリ 來著セ ル故 往訪、 京狀 ヲ問フ 二 無 

異條、 五日 御 親征被 仰 出 而已、 廿 八日 京發、 三日 大 井川 ニテ、 總督宮 二 御 出逢 申 候 得ハ、 今日 駿府へ 御 著 ナルへ シ、 兩 

卿 モ御立 ナク、 宫樣御 待 之 檨子之 由、 日光 i 呂檨 昨日 箱 根 一一 テ御 出合 申 候、 今日 頃駿府 へ 御 著 ナルへ シ， 東海道 出軍 ノ 隊長 

ヲ問フ 二、 御 備頭淸 水 縫 殴、 御 番頭 藤澤彌 次右衞 門、 柏 原 要人、 御 奉行 副役淺 井新 九郞、 御 兩卿附 添 周旋 方 益 田勇ト 云、 今 

日ハ 山、 薩、 長 ハ戶塚 ナルへ シ， 咋日ハ 藤 澤ナル 由、 東 台 御所 替リ 等ノ說 ァリ、 如何 ト問フ 故、 素 ヨリ 不知 トイ へ トモ、 

決 テ左樣 之 事 ハ有間 敷 ト答フ 、暮 時前歸 邸、 A 七日 朝 六 時 過、 盤 邸 出立、 四時 過， 川 崎少シ 手前 一一 テ水野 彥三郞 一一 逢フ、 引 

反シ品 川へ 行ト 云、 且 云. 薩人ァ リ、 橋 公 一一 至ッテ 問フ、 一橋 公一 萬 五 千ノ兵 ヲ率テ 防禦 ス ト聞ク 、如何、 答 云、 决テ左 二 


非ス、 最 恭順 謝罪 之 筋 二 テ 兵器 ァ ルコ トナシ 、彼 驚キ タ ル體 一一 テ 左樣ナ ル ャ 、 御 謝罪 之 事 ニ候ハ 、 、 何分 督府 へ 可 伺、 其 

上 一一 テ可及 御 指圓、 夫 迄ハ御 退留可 被成ト ノ事 一一 テ、 好意 之樣 一一 聞フレ トモ、 詮ス ル處兵 ヲ上メ ス、 宮樣、 橋公ヲ モ人質 

二 取ル樣 -ー テ ハ 大變之 次第、 且 水野忠 四郞、 先達 テ越 老公 ョ リ尾 老公 へ 御 廻 シ之御 謝罪 狀ヲ、 督府 へ 持參セ シ其 歸リ唯 

今 逢 5. 候、 督府之 模樣、 御 謝罪 狀計 二 テ御實 跡 ナクテ ハ不 叶ト、 其 語氣舊 內府之 of  避 リア、 之 級ヲ望 ムカ 如シト 

云、 如 此ナル 時 ハ大變 ナリ、 今 之內、 首謀 之 者 ヲ斬テ 謝候樣 二 有 之 度ト存 候、 乍 併京說 如何、 咋朝澤 村， 俯 藏著タ ル笞 ナリ、 

聞タ ル事 モナ キヤ ト問フ 故、 何ノ噺 モナ シ ト答 へ タルー 一 、 夫-一 テハ成 リ不申 候、 彥三 郞ハ是 ヨリ 品 川 へ 罷越、 脩藏 ヲ呼ヒ 

及 相談 度 候 間、 林 ハ 明晝迄 逗留 消息 可 相 待、 修理 ハ 早ク歸 京、 根本 へ 力 ヲ盡シ 吳候樣 致 度 由、 且尾公 ヨリ 總督 へ 御 出シ之 

御 謝罪 狀 ハ 、內々 之 事 候 得 ハ 、今 一 應、 老公 ヨリ 總督 へ 被 仰 立 -ー 相 成樣致 度、 且又 靜宮ヲ 女主 二 立 テ繼統 K1 御盡 力、 拉 

ニ德川 有志 之 者 ラ御履 被 成候モ 一 策 ナル由 等 ヲ說テ 分袂、 川崎驛 一一 テ午 飯、 矢 五 郞ヲ橋 公之 御機嫌 伺 一一 指 出、 高木 文 平 

トラ 殘シテ 西土 シ 、此夜 神 名川驛 一一 投ス。 
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復古 記 卷四 十六 

明治 元年 戊辰 三月 十一 一日 ニ起リ 十三 日 ニ至ル 

〇 三月 

十二 日、 毛 利 敬 親 ノ 請ヲ聽 シ 、其老 臣吉川 經幹ヲ 以テ支 封 ト爲シ 、藩屛 二列 ス。 

私家 來 古川 監物 家筋 之條、 別紙 之 通 二 付、 御 一 大新之 御 時節-一 御座 候 得ハ、 相 應之御 ffl 端 ヲモ爲 仕度 奉存候 間、 私 末 家 二 

被 仰 付 被 下候ハ 、 、難 有 仕 合奉存 候、 何卒 格段 之 御 詮議 ヲ以、 被遂御 許容 被 下 候 樣偏奉 歎願 候、 此段 御 奏達所 仰 御座 候。 

長 門 宰相 

。別紙 

私家 來吉 川監物 家筋 之 俊ハ、 大職 冠縑足 公之 遠裔、 ェ藤爲 憲七代 孫、 馬 三 郞景義 男、 三郞 經義， 駿河國 吉河邑 二 居住 仕、 始テ 

吉河ト 稱シ、 或 ハ吉香 或 ハ木河 等 之 字ヲ相 用、 終 二 吉川ノ 字 一一 改、 其 子 小 次郞友 兼、 正 治 一 一年 梶原景 時 父子 逆 意之 時、 三郞 

丘 ハ衞景 茂ヲ討 捕、 其 身モ被 疵相果 候、 其 子左衞 門尉經 兼、 父 之忠賞 トシ テ、 播磨國 福 井莊之 地頭 職 一一 被 補、 其子經 光、 安藝 國 

大朝、 本 庄等之 地頭 職 -ー被 補、 其 子 次 郞經高 始テ藝 州罷下 候、 右經高 ヨリ 十代 治部少 輔興經 - 一至 リ、 實子無 之 二 付、 私 先祖 

陸 奧守元 就 ノー 一男 駿河守 元 春 儀、 興 經從弟 之 續ニ付 養子 仕 候、 右 元 春、 元龜 元年 三月 廿七 H 叙從四 位下、 同 三年 三月 廿 七日 

被 任恃從 候、 其 子 治 部 少輔元 長、 家督 問 無 之果候 付、 元 長 弟 藏人廣 家、 兄 之 遺跡 ヲ受繼 、天 正 十六 年 七月 廿 五日、 元 就 孫 右 馬 

頭 輝 元 上洛 參 内 仕、 被 叙從四 位下、 任 侍從候 節、 輝 元 叔父 小 早 川 筑前守 隆景、 相 共-一 被叙從 五位 任 侍從、 天盃 頂戴 仕、 廿 

復 古 記 卷 II 十六 明治 元年 三月 十二  H  七 九 五 


復古 記 卷四 十六 明治 元年 一一 一月 十二 日  七 九 六 - 

八日、 輝 元參議 -ー 任 候 節、 隆景相 共 -ー 四 位 -ー 進ミ、 重テ 天盃 頂戴 仕 候、 其節ョ リ 一 族 典 諸大夫 -ー 列候 者數多 御座 候、 然處、 

慶長 一 亂後、 不限吉 川、 右 一 族 共勒モ 家來之 格式 相 極 候、 乍 去 吉川條 ハ 、 一 族 之 中 二 テ モ 元 就 一 一男 之流ト 云、 且對 私家 別テ 

忠節 之 筋 有 1\ 一 候 付、 知行 ヲ六萬 石餘遣 置、 格式 モ各別 申 付 置 候、 其 後 寛 永 十 一 年 將軍入 朝 之砌、 元 就 曾孫 長 門守秀 就、 豫 

參仕候 節、 吉川 儀， 前件 之通旣 一一 陪臣 罷成候 得 共、 天 正 之舊格 ヲ尋候 心得 ヲ以、 廣家子 內藏助 廣正ト 申 者ヲ、 國許ョ リ召連 

候テ 上洛 仕 候、 右 之 通 辱 朝官、 殊 一一 再度 迄 天 不紙テ モ 頂戴 仕 候 閥閲之 家筋 之 者 -ー 付、 先祖 以來手 置 候 得 共、 去 文久三 

年 私 父子 別 テ難有 天恩 ヲ相受 候 後、 於私モ 祖先 之 志 ヲ繼候 心得 ヲ以、 猶 手厚 申 付、 於 €： 證ハ末 家 之 格 仕置 候、 且於監 物モ、 

私 父子 從來勤 王 之 微衷 ラ請繼 、乍 陰 モ心志 ヲ奉寄 王室 候 テ罷在 候處、 同年 同氏 少將 儀、 歸國之 御 暇 泰願候 節、 監物條 芊 

早 召 寄、 兵 庫 表 御 警衞向 心得 候 上 出立 可 仕 段、 御沙汰 有 之 候 付、 早速 上京 仕 候處、 追々 御用 向 被 仰 付、 重 疊難有 仕 合 奉存、 

乍 不及モ 精々 #: 力 仕 候テ、 奉 遂其節 候 事 御座 候。  辨 事局 記 

〇 本書 一 一通、 毛 利 元 德家記 之ヲ載 セス、 辨 事局 記 モ亦上 ノ日ヲ 佚ス。 

〇 本日 達 書 

長 門 宰相 

右、 家臣 吉川監 物 家 t れ之條 、侬願 格別 之 思 食 ヲ以、 向後 可 爲末家 御沙汰 候 事。  g 利ズ 家 

〇  • 

吉川監 物 

右、 主人 長 門 宰相 侬願、 格別. \ 一  思 食 ラ以、 向後 可 爲末家 被 仰 出 候、 就テ ハ彌以 宗家 ラ 輔翼 シ、 協心 戮カ、 藩 屏之任 可相盡 

御沙汰 候 li$^。 

£1  官中 日記 

三月  吉川經 健 家 記 

〇 松平賴 升、 再ヒ 討會ノ 先鋒 タラント 請フ、 之ヲ 聽ス。  . 、、 


乍 恐 奉 願 上 候 口上 覺、 

德川慶 喜 御 追討、 會津 御 追討 應援蒙 御沙汰 奉畏 候、 於小臣 身-一 餘リ候 次第、 難 有 恐 入 候 仕 合-一 奉存 候、 素 動 王 之 道 

相 貫 度 志願 -ー 候處、 頃 年 癇症 相烦、 引 籠 罷在候 二 付、 家 來總代 ヲ以奉 願 上、 何樣 -ー モ粉骨 碎身可 仕 ハ 、爲臣 職務 一一 御座 候 間、 

可 相 成 御 儀 -ー 御座 候 ハ 、 、會津 御 追討 御先 手 一方へ 被 仰 付 候 樣奉願 上 候、 幾重 二 モ 報 國之實 情 被 聞 召譯、 此段宜 敷 御 

執 成 御沙汰 之 程 偏 奉 願 上 候、 以上。 

松 平大學 頭家來 

い 日  遠 藤 無 位  增子鼎 一 

岡 野 左 門 柳 橋 h 

防御 役所 

御 役人 中 


三 月 


郞 三本 木鎗 三 郞 


1!  一一  a 


松 平 喜 德 家 記 


〇 


欵願之 趣 神妙 二 候 問、 會津 征伐 先手 被 仰 付 候 旨 御沙汰 候 事。 


三 月 十 

〇 木 日 上. &書 

覺、 

一 隊長 « 人  一 

右 之 通 御座 候、 以上。 

復古 記 


曰 


&平 大擧頭 


松 平 喜 德家記 


諸 役人 二 拾 人 


指圖役 拾 人 


士分 百 三 拾 人 


卷四 十六 明治 元年 三 十二 日 一 


七 九 七 


復古 記 卷四 十六 明治 元年 一 1 一月 十二 日  七 九 八 

松 平大辜 頭 家 來 

柳 橋 内 記 

松 平 喜 德 家 記 

〇 喜 德家記 一一 云、 掘 許 へ 備置候 兵員 書 指 出 候 樣御達 一一 付、 右 之 通 差 出 候ト、 案ス ル 一一 、討 會應 煖ノ命 ハ 一 一月 十三 日 一一 ァ リ、 

德川慶 喜 云々 ノ事ハ 、別-一見 ル所 ナシ。 

〇 議定 山 內豐 信、 疾ヲ大 坂 一一 養 ハン ト請フ 、之 ヲ聽ス 。 

私條 前日 胸痛 仕 候 節、 英國 醫宫兵 庫 ョ リ招キ 療治 ヲ受、 藥汁 奏功 快方 一一 趣 候 得 共、 元來 ノ宿疾 ハ 今 一一 平常 一一 復シ 不中、 寒 喧 

不順 ノ氣候 一一 被惱、 爲時發 動 仕 候 故、 日々 平臥 二 罷在 候、 兼 テモ奉 言上 候 通、 客土 故ノ儀 一一 付、 英 國醫宫 ヨリ モ早々 生國ニ 

歸リ、 幼時 ヨリ 惯候水 土 ノ氣候 一一 被 扶候ハ 、 、自然 全快 可 仕、 左モ 無之テ ハ藥驗 無覺束 段、 侍醫共 迄吳々 戒メ置 候 事 一一 御座 

候、 然 一一 、私儀 今以テ 議定 之 職 一一 被 指 置 候 上 ハ 、歸國 ノ儀奉 願 候存意 ハ 、诀シ テ無 御座 候 得 共、 暫時 ノ閒 下坂 仕、 療養 仕 候 ハ 

ハ 、彼 地 ハ海濱 故、 私生國 南海 ノ氣候 ト# 驚 仕 可 申 ト奉存 候、 旣 二  症 -ー 付 一 度 官職 御斷申 上、 へ 「又 右 樣私願 申出 候 儀、 奉 

恐 入 候 次第 一一 御座 候 得 共、 此上ノ 御 仁恕 ヲ以、 下坂 ノ御暇 奉 藏候樣 、宜御 評議 被 仰 付 度 奉 伏 願 候、 以上。 • 

三月 十日  . 山 容堂 

,  辦 事局 記 

山 内 豐範家 記 

〇 木 日批紙 

本文 病氣爲 療養 下坂 之 願、 無 餘儀被 聞 盒候閒 、願 之 通 御 暇 被 成 下 候 -! 付、 快氣候 ハ 、 、早々 上京 可 致 候、 議定 職 之 儀 ハ 可 

爲是迄 之 通 被 仰 付 候 事。  .  # 事局 記 


〇黑 田 長溥、 老臣 ヲ シテ 長崎ヲ 按行セ シメ、 其 地異 狀ナ キヲ 稟ス。 

長 崎 表 御 警衞、 從前之 通 被 仰 付 候 二 付、 御 番所 爲 見廻 可 ！能 越 候處、 持病 之疝邪 -ー テ 旅行 難 仕、 依 之、 家老 黑田美 作 差 越 候、 

彼 地 彌別條 無 御座 旨 承知 仕 候、 此段御 届 申 上 候、 以上。 

三月 朔日  黑田美 濃 守 

黑田畏 知 家 記 

〇 松 平 忠和ノ 老臣、 藩 兵 京-一 至ルヲ 稟シ、 使役- 1 供セ ント 請フ。 

覺、 

番頭 « 人 物 頭 量 人 大目 附量人 銃 隊九拾 人 

右 者、 此度上 國變動 -ー 付、 御 守衞之 心得 ヲ以差 出、 咋十 一 日 迄 追々 到 著 仕 候、 少人數 之 儀-一 ハ御坐 候 得 共、 御 時節 祸相應 之 

御用 モ 御 坐 候 ハ 、 、被 仰 付候樣 仕度 旨、 在所 表 ョ リ a. 付 越 候 問、 此段私 ョ リ奉願 候、 以上。 

松 平 主 殿 頭 家 老 

三月 十二 日  板 倉 八 右衞門 

內國 事務局 叢書 

〇 本多忠 直、 Igig 、酒 井 忠經京 二 至ル、 本 多 忠紀、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シテ代 リテ京 二 至ラ シ厶。 

辨事 IS 記、 本多忠 

直、 洒井忠 經家記 

〇是 ヨリ 先、 德川慶 喜、 入道 公 現 親王 二 就テ、 罪ヲ 朝廷 ニ謝セ ン コトヲ 請フ、 親王 乃 チ駿府 一一 

詣リ、 大總督 熾 仁 親王 一一 謁シ、 書ヲ上 リ哀ヲ 乞フ、 是日、 大 總督、 公 現 親王 二 諭シ、 慶喜ヲ シテ 

復古 記 卷四 十六 明治 元年 三月 十二 日  七 九九 


復古 記 卷四 十六 明治 元年 一一 一月 十二 日  八 〇〇 

謝罪 ノ實 ヲ表セ シ厶。  • 

〇 寬永寺 記 -ー 云、 一 一月 や 五日、 慶 喜ぬ ョ リ覺王 院被爲 召、 宫御方 御 直 二 御 人 京 被 下 候 樣御賴 之 由、 午後 退出 掛ケ 、 御 同人 ョ 

リ宮御 方 へ 、至急 御 人 洛御依 賴御直 書 持參、 界殿 云々 言上 之 事、 

一 同 十六 日、 御上 京 御 發舆、 御 日限 廿 一 日ト 御治定  >ー 相 成 候 事、 

一 同 十七 日、 德川 譜代 之 諸 藩、 榊 原 式部 大 輔.. 秋 元但馬 守、 土 屋釆女 正、 黑田 甲斐 守、 松 平 左衞門 尉、 大 岡す： 膳 正、 其 外兩三 

家、 主君 慶寞： 爲 謝罪 嘆願、 宮御方 御供 仕度 段 追々 願 出 候處、 何 レ モ 御聞濟 -ー 相 成、 家老 置人ッ 、 御供 仕 候 事、 尤 謝罪 嘆願 

之 儀 -ー 付、 武器 持 參之儀 ハ固ク 御 差 止 -ー相 成、 增上 寺始各 宗觸頭 ヨリ、 何レ モ德川 家 御 謝罪 御 取扱 之 願 出 候 事、 

一 同廿 一 日、 ケハ， ^自讃 院亮榮 儀、 俄 -ー 御供 被 仰 付 候 事、 

一 同日 御 發舆、 川 畸驛御 止宿、 廿ー 一日 藤 澤驛御 止宿、 自證院 御前 へ 被爲 召、 大總督 宫御方 迄 御 ffl 被 仰 付、 御先 へ 可 罷越旨 被 

仰 付 候 事、 

一 三月 六日、 駿府 へ 御 著、 十三 日 マ テ御 在留、 十四日 同所 御 發舆、 廿日 上野 御 著、 

〇 按ス ル 二  、寺 記 一一 又 云、 御 嘆願 拉御應 接等ノ 次第 ハ、 市ケハ <t ：自證 院相心 # 居候 一一 付、 取調 言上 可 仕 候ト、 自證院 記、 下條 

二 載ス ル モ ノ 卽チ是 ナリ、  .  - 

〇 公 現 親王 哀請書 

德川慶 喜 事、 前 月 東 歸以來 、營中 二 謹慎 罷在、 靜寬院 宮拉拙 IT 其 他 列藩 等 へ 御所 表 御 詫 之 儀、 厚相 賴有之 候處、 未タ 朝敵 

之 嚴譴、 御 赦免 之 御沙汰 モ不 奉伺 之 由、 猶 近日 御 追討 使 發向有 之 哉 之 致傳 承、 一 際 恐懼 戰慄、 去ル 十一 一日 當山 へ 相 越、 

別 書 ヲ以欵 願 申出、 且普天 之 下 率土 之濱、 一 王 之臣土  -ー  御座 候 得 ハ 、 慶 喜初數 萬之臣 子、 天地 問 措 身無處 旨、 泣 血 哀訴 有 

之、 何 トモ 燜然之 至、 不覺 涕淚袖 ヲ沾シ 候、 鳴 乎 窮鳥 入懷、 況於法 中 境界 乎、 且夫彌 御 追討 被 爲在候 得ハ、 於 慶喜ハ 別 書 之 逝 

厚相 心得、 譜代 麾下 等輕輩 -ー 至 迄、 苦 口 申 iM 置 候 事 二 候 得 共、 人心 動亂 安危 之 際、 社稷 存亡 切迫 之 極、 萬 一 一 夫激發 萬卒響 


應 K ー變 無ッ， 一 ト モ難& 、終 一一 億 萬生靈 非命  一一 土歸 シ 、宽 鬼枉魂 満山 遍野 一一 モ 可成 行 哉、 左 候 得 ハ 、 王政 一 新 181- 御仁 政 ヲ被爲 

施 之 祭， 一 人 可 奉^ 寢襟 哉ト深 恐縮 之 事 二 候、 依 1\ー、 倍 程 登 京 之 心得 之處、 客冬來 腹中 痛 悼 之 餘氣カ 未 全、 百般 苦心 中、 十 

五日 、再注 慶喜ョ リ 懇願、 其 他 水 戶中納 言、 田 安中 納言 初、 諸 役人 拉毫 下等 一 同 泣 血^ 請 二 付、 翌十 六日 彌登京 相 诀候處 、譜 

代 恩顧 之 諸潘多 攀隨從 、俱 -ー 哀訴 仕度 旨 申出、 廿 一 日 令 發途候 得 共、 道路 種々 差 支 有 之、 行程 遲緩 之. n 、猶氣 欝再感 、小 田 原 

驛 -ー 小留、 加養 之 折 柄、 不圖モ 先鋒 之士 ョ リ、 拙 儈進程 之 儀、 其 御 方 へ 被 相 伺、 無餘 儀運延 二 相 成 候、 仰 願、 慶 喜罪ラ 祖先 墳 

慕 之 地 奉 待、 恭順 之 至誠、 數萬 之臣 子拌吿 無 虚之至 痛、： 別 書 諸 藩 泣 血 哀訴 之 旨 等 御 聞 屈、 聖朝覆 載 之 仁恩垂 賜被爲 在、 

朝敵 之嚴譴 御 赦免 御 追討 使 御 猶豫之 儀 偏 願 上 候、 

〇 別 書 

此度御 追討 使 御 差 向 可 被 爲在哉 之 趣、 遙奉 承知、 誠 以驚入 舉恐入 候 次第 御座 候、 右 全 臣慶喜 一 身 之 不束 ヨリ 生 シ候儀 -ー テ、 

天 怒 二 觸. i% 段、 一 言 之 申上樣 モ 無 御座 次第 一一 付、 此上 何樣之 御沙汰 御座 候ト モ 、 聊無 遺憾 奉畏候 所存 一一 テ 、 御當山 一一 謹愼 

罷在、 其 段 下々 迄 へ モ 厚 申詭、 假令 官軍 御 差 向 御座 候ト モ、 不敬 之 儀 等、 毛髮モ 不爲仕 心得 一一 御座 候 得 共、 弊 國之儀 ハ 、四 

方 之ナ民 輻湊之 土地 一一 御座 候 得 ハ 、多 人數中 二 ハ 、萬 一 心得 違 之 者 無之ト モ難 申、 右邊 ョ リ 恭順 之 意ラ失 じ、 不慮 之 儀 等 有 

之 候 節 ハ 、猶更 奉 恐 入 候 而已ナ ラ ス 、億 萬 之 生靈、 塗炭 之苦ラ 蒙候檨 一一 テ ハ 、寳 以不忍 次第 一一 付、 何卒 官軍 御 差 向 之 儀 ハ 、暫 

時 御 猶豫被 成 下、 臣慶喜 之 一身 ヲ罰シ 、無罪 之 生 民 塗炭 ヲ免 レ候樣 仕度、 臣慶喜 今日 之 懇願 此事 一一 御座 候、 右 之 趣 厚 御 諒察 

被 成： 卜、 文 之 次第 朝廷 へ 貫徹 仕 候樣、 御 取扱 之 程 涕泣奉 歎願 候、 以上。 

二月  慶  喜 

寬永寺 記 

〇 寬永寺 記 ， 一 云、 前書 ハ 自證院 へ 御 使 被 仰 聞 候 節、 寫ヲ以 御 渡 之 儀 二 付、 御名 無 之 候 得 共、 本蔷 ハ 官、 御名、 御 宛名 等 有 

之 候 儀 ト 奉存 候、 後書 ハ 全 ク 寫 ヲ 以 テ 、宫御 方 ョ リ 自證院 へ 御渡ノ 儀-一 テ 、本書 ハ 定テ 慶喜 公 へ 御差屄 ノ儀ト 奉存候 卜 。 

復古 記 卷 II 十六 明治 元年 三月 十二 日  八 〇 一 


m 古 記 卷四 十六 明治 元年 一一 一月 十二 日  I へ 〇 二 

〇 自證院 記 二 云、 一 一月 甘 一 日、 俄 一一 宮御 上京 御供 被 仰 付、 卽日 發途、 廿ー 一日 川崎蹀 覺王院 ノ宿亭 へ 到 謁シ、 京都 急使 ノ命ヲ 

奉 ス 、宜其 ノ所向 ヲ 示セト 、覺 王院曰 ク 、未 目 擊スル 處不拔 一一 非ス、 詳細 ノ事 今夕 ヲ 待テ ト 、 

一 後 時、 龍王 院 同道 御旅館へ 伺候 拜謁ス 、今般 御 哀訴 上洛 ノ思 召、 到底 輿論 公議 ノ所 向ヲ 咨詢シ 奉、 而メ 亮榮ノ 愚意 管 見、 

忌諱 ラ脫シ 、勤王 ノ大理 、救 慕ノ 所懐 ラ陴述 、應答 數遍、 尊慮 ノ確如 タル ヲ領 守ス ル他ノ 議ナシ 、然ル 二宮 御 方 近頃 御不 

例 、 强 テ 侵發シ 玉フ、 依テ 寒暖 風土 以テ 上申 シ退 ス、 

一 廿 三日、 慶喜公 謝罪 ノ 願書 及ヒ 宮御 哀訴 狀、 有栖川 親王 官軍 總督 帥せ 2 御 方 へ ノ御書 等託セ ラレ 奉持 シ、 今日 申 刻 發途、 

一 卄 七日 午刻 前、 亮榮金 谷 宿へ 著ス、 然ル 一一 追 時 前軍 著陣、 混 踏 言語 ヲ絕ス 、問屋 ナル者 ヲ招キ 、宫 急使 ノ旨 ヲ傳へ 、前 鋒ノ 

兩卿御 著 陣候ハ 、 、直 一一 其 32 ヲ達シ 、進 返ノ 便宜 ヲ 周旋 ナサ ン コ トラ 倚 賴ス、 暫時、 藤 兵衞ナ ル者 來テ、 只今 菊 川 ト申所 

へ 著 シ玉フ 由、 重テ 頃刻 一一 シ テ 、只今 御 著 宿 注進 ス 、幾許 隊 ノ鼓聲 地 ヲ搖シ 、整肅 律ヲ感 ス 、數刻 ラ過キ 、亮 正服 シ テ 陴營 

へ 緩 昇シ、 以テ 通シ、 指令 アツ テ 一 室 一一 恐座シ 待ッ、 

一 有 つ 柳 原卿ノ 近習 魔 ••lif.; ぱト申 人面 謁ス、 亮曰ク 、今般 御 討伐 トシ テ總督 有栖川 親王 御 下關之 趣、 輪 王 寺宮深 ク御哀 

願 之爲、 旣 一一 發 駕成サ レ 候處、 路中 御所 勞 一一 付、 急使 ト シ テ亮榮 奉 命 仕、 慶喜公 謝罪 狀、 歎願 ノ御甞 共託セ ラ レ 、御發 軍 

前著 京 仕、 何國 マ テ モ 盡カ ラ 遂ケン 心底 一一 候處、 御 迅速 ノ 御著陣 一一 テ 、掌中 ノ物ラ 失 ナヘ ルノ憶 一一 候、 御兩卿 へ謁シ 奉リ、 

歎訴恐 レ ヲ顧ス 、上. &仕 へ キー： n 命 セ ラ レ 候 段 申 演候處 、身分 ヲ尋ラ レ 候 一一 付、 輪 王寺宮 院家ナ リト 應フ、 

一 案 2：  二 侬テ、 兩卿ノ 下段-一 平伏 致 シ候處 、達 テ進坐 ヲ許サ ル 、 一一 付 接近 シ、 先 塞暖ノ 情、 御 軍 行ノ努 ヲ慰シ 奉リ、 宮御哀 

訴ノ深 キヲ演 へ 甞狀 ヲ呈ス 、橋 本 卿 曰 、予等 先鋒 卜 シ テ 進、 宮御願 志 ノ载ハ 、不日 大 總督府 ノ 親王 御 著陴之 レ有ル 問、 參 

謀 正 親 町 少將、 西 四 辻大夫 二 就 テ詳悉 ニセ ラルへ シト、 亮陣 曰、 慶喜 天 怒 厳譴ヲ 蒙リ、 兹 二 到 恐縮 ノ至、 去 リナ カラ 東 

叙 山中 一一 謹愼 悔悟 候 上ハ、 何卒 相應ノ 領地 ヲ下 サレ、 千萬ノ 家臣 妻子 離散 ノ 患難-一 陷 ラサル 樣、 萬 一 窮鬼ノ 極 一一 到 レハ、 

續命 糊口 ノ成不 二 侬テ、 掠奪 ヲ民ニ 致シ、 府在ノ 人民 妻子 離 脫ノ害 ヲ爲ス コ トモ 測 リ難ク 候 じ 口 哀訴 シ奉ル 、卿 宣ク、 慶喜 


ノ 信義 貫徹 シ、 家臣 肅誠 ナレ ハ、 所詮 本ノ如 クハ成 ラサ レ トモ、 盒祿 一一 付 力 サルコ ト有 ラスト、 亮恩詞 ヲ謝シ 奉ル、 復ヒ 

問 詰 玉 フハ、 宮御 上京 二 付、 一 一十 餘藩ノ 大名、 各 家 來ラ以 保護 ス ト承ル 、何ノ 所 爲ナル ソト、 亮答 曰、 此籠拙 僧 關係ス ル義 

二 之 レナ ク 候へ トモ 、道中 ノ 人民 疑懼 ヲ生ノ 擧ナリ ト愚慮 仕 候閒、 兼 ヲ坊官 家 司 者 へ 條理 ヲ談シ 候處. 同人 共 申 聞 候 ハ 、 

宮御方 ハ第竞 王子 ノ御 事故、 奉戴 朝廷 ノ 心得、 且 諸侯 共-一 欵願 主張 ス ルノ謂 ナリト 申 候、 去 ナカラ 無識ノ 下人、 自然 

動搖計 リ難キ 一一 依、 解 力 ン コ ト ヲ要ス ト勸メ 置 旨 上申 ス、 其 外 上申 ノ事 之レ ァリ 候へ トモ、 要務 二 非 ラサ レ ハ之ヲ 省ク、 

一 廿 八日 拂 曉發途 、道中 兵 除 少ク、 然ル處 、大 總督府 昨日 荒 井驛御 治陴、 今日 濱松宿 御 著陣ノ 由、 侬テ 同宿 內 二 テ 一 商店 ヲ 

借 リ 休. or 問屋 ノ 役人 ヲ招キ 、後刻 御陴門 へ 御 出頭 ノ 手段 進退 適宜 ヲ申シ 談ス、 

一 申 刻 頃、 大 總督府 只今 御 著營ノ 旨、 正服-一 テ御 本陣 ノ動靜 ヲ窺ヒ 居候 處、 御 使 ラ以、 自！^ i 院家來 一 人 罷出候 樣達セ ラル、 

ゆ ァ取リ 敢ス、 伊東 喜 作 祐啓ヲ 以テ相 候ス、 正 親 町 卿 ノ臣某 „隨 お 碑、 然謁者 t? 日ク、 過 刻 宿 役 ノ者ヲ 以達奏 セラ 

ル、 其 顚末ラ 具-一 セス、 日光 宮御 使節 太 儀 一一 候， 就テ ハ大 總督府 ノ宮、 京都 御 發軍ヲ 承知 ノ上 出立 候 哉、 啓應テ 上申 ス、 全 

ク御 出軍 之ナキ 前、 上京 ヲ遂ケ 候 心底 一一 候處、 遲延仕 候 上 ハ 、當驛 御陣營 一一 於テ 、 欽訴仕 ル 所存 ヲ 以伺ヒ 奉 候、 又 謁者尋 

ラ ル、 曰ク、 當宮 へ 使 一一 候 哉、 參謀兩 卿 へ ノ御使 二 候 哉、 啓 答 曰ク、 有栖 川宮樣 一一 、雌^;5^ク;;、ン"ぱ廣由テ御兩卿 へ 御 倚 賴願上 

尤 乍 日、 御先 鋒 御兩卿 へ 上申 仕ラ レ 、御内 意 在 セラ レ候ノ 由、 自證院 申 居候 旨、 謁者添 心 一一 曰、 御玄關 へ 出頭、 御 書類 

總督府 へ 差上然 ル へ ク 旨 也、 啓諾 シ 、只今 直 一一 參殿仕 ル 段 申演、 歸宿、 

一 正服 直 一一 御陣營 御す- 關 マ テ相越 候、 西 尾 隱岐守 初 夥多 ノ 警衞、 整然 隊伍 ヲ列 シ昇營 ヲ許サ ス 、 應復數 度 一一 及 ヒ之ヲ 許可 

ス ル 一一 到ル、 御 陣頭へ 昇テ啓 奏ス、 一席へ 案 內ァリ 、御 本 陴中縱 橫ノ雜 踏、 圆 書及ハ ス、 夜 戍ノ刻 前、 有 栖川宮 御 方 諸大夫 

前 川 式部 少丞 謁見、 先 二 尋 ラル、 曰、 贵僧ノ 身分 奈 ン ト、 亮榮 曰ク、 輪 王 寺宫院 家法 印大 僧都 東 坊城前 大納言 聰長卿 猶子 

ナル as ヲ 以テ 具サ 一一 答 フ、 謁者曰 、御 使 ノ 件 承リ度 ト 、榮 應テ 曰 ク 、今度 德川慶 喜 降伏 謝罪、 輪 王寺宫 上洛、 大 總督府 閣下 

へ 御 哀訴 ノ思召 一一 候處、 御所 勞 二 付、 急使 ヲ奉命 仕、 上京 ノ 途中、 今日 當宿 へ 御 著陴、 直 一一 昇 營ノ段 恐 入 候 へ ド モ 、使 職 止 

復 古 記 卷四 十六 明治 元年 三月 十二 日  八 〇 三 


復 古 記 卷四 十六 明治 元年 三月 十二 日  八 〇 四 

ヲ得ス 、御 親書 及 慶喜御 詫 書 共 出 奏願上 ルト、 前 川 氏 へ 捧ケ、 尙 昨日 先鋒 ノ兩卿 へ 欵願ノ 旨趣モ 上申 ス、 . 

一 亥 刻 頃、 參藤正 親 町少將 殿ノ臣 出會、 少將 殿御 會ノ旨 ヲ以テ 案内 一一 由テ 下段-一進、 守 衞ノ士 數十人 列ス、 正 親 町 卿 上段-一 

座居セ ラレ、 印挑燈 一 張 ラ置カ レ 、强. テ御 會釋- 一依 リ 上段 二進 ミ、 辰 下 ノ禮ヲ 上申 ス、 卿 曰、 只今 犬 總督府 へ、 日光 宮御方 

ョ リ 御使ノ 趣太義 一一 候、 參謀 相役 四 辻大夫 事、 所勞 一一 付 下宿 致 候、 御， 使 ノ旨詳 悉承リ 度、 榮啓 肅應テ 曰ク、 德川慶 喜東歆 

山 へ 恭順 謹 愼罷在 候處、 宮御方 御 苦 辛御寢 4£| 安 ン セラ レス、 偏へ 一一 上 奉安 窟襟、 下 萬 民 塗炭 ノ獄 苦ヲ愁 マ セ 候 外 御 他 

念ナ ク 、御欵 願書 之 通 相違 之 レナ ク 、御所 勞 中推テ 御發途 ノ處、 自然 運滯勝 -ー 付、 先 御 使 ヲ以テ 仰 上 ラ レ 候、 卿 宣ク、 宮御 

方途 中 ョ リ御引 戾還府 ノ思召 力、 亮榮 曰ク、 左樣 容易 ナ ル義 一一 之 レ ナ ク、 片時 モ速 一一 上洛、 玉 衣 一一 縫 ラセ ラレ， 御 哀願 徹 

底ノ義 一一 候、 然 ル處 大總督 府宫御 方、 是迄御 著 陣ノ上 ハ 、深 重 御 歎願 御 指揮 ヲ蒙ラ セ ラ レ候御 決心 一一 候、 御 憐恕願 奉 旨 上 

申 二 及 候、 卿 宣ク、 大 總督府 へ 進 セラ ル御 書類 拉 一一 慶喜 謝罪 狀閱シ 候處， 自然 恭順 ノ形 姿見 へ ス 、書 文中 一一 、自身 恭順 罷在 

候へ トモ、 萬 一 心得 違ノ 者、 何樣 ノ暴擧 二 及 フ可カ 計 リ難ク 、億 萬 ノ生靈 塗炭 ノ苦 云云 ト、 箇樣ノ 意 得 二 テ、 恭順 ノ 貞操 謝 

罪 ノ眞衷 貫 難ク、 萬 物覺朿 ナク、 是等ノ 一  紙 御 宥恕ノ 義ハ相 立 間鋪、 輪 王 寺宮御 書中 殊勝 ノ御事 一一 候へ 共、 大 總督府 進發、 

且 主上 御 親征、 一 囘坂 都へ 御 進發御 治定、 斯ク 重大 ノ御 義、 一 紙上-一 テ御寬 典 相 立候義 一一 之 レナ ク、 慶 喜眞衷 氷鲜ス ル 

ノ所置 之 レ無テ ハ 、宫御 方 上京 何分 ノ御欵 願 二相 成 トモ 、成功 之レ 有間鋪 云云、 亮懼然 戰慄シ S ク 、厳 銘肝 言語 相絕シ 

只管 恐縮 仕 候、 猶宮御 方 へ 詳細 言上 仕ル へ ク候、 卿 宣ク、 宫御方 上京 ノ上、 猶深ヰ 御 思惟 ノ義 之レ有 ルャ、 亮應 曰ク、 御 尊 

二 候 へ 共、 私 一一 於テ其 ほ相辨 へ ス候、 前言 呈露仕 外、 御 欵願ノ 異途之 レ有ル 間 鋪ト存 奉 候、 卿宣ク 、江戸 市中 ノ動靜 等 情 

態 如何 ト、 亮榮應 曰、 私 僧侶 ノ事ュ テ 心得 候载之 レ無ク 候、 德川 恭順 謹慎 故、 士民 自然 ノ愼、 市 頭靜カ 二 テ、 鼓 砲煉丘 ハノ喧 

聲モ之 レナ ク事 一一 候、 卿 宣ク、 諸 大名 國元 ヨリ 人數頻 二 上下 ノ  S 相 聞 候、 如何 哉、 亮應 曰、 近來 諸侯 ノ 藩士 多 ク數々 交代 

勤務 ノ由、 曾テ 怪鋪篛 ハ 巷談 街說之 レ ナ ク候、 卿 宣ク、 今度 宮御方 警衞ノ 向々、 一 一十 餘藩 ノ士 隨行ノ 由、 是 ハ ト、 亮應 ル 二 , 

昨日 先鋒 ノ兩 卿へ 上申 ス ル處ノ 言 ヲ以テ シ、 且 江戶ョ リ 此方 御 嫌疑 ノ靡之 レナ ク候 半、 卿 示 テ曰ク 、前言 說ク所 ノ如ナ 


レ ハ 、此 is 宫御方 へ 上申 然 ル へ シ 、御 陣中 混雜 二 テ 、大 總督府 ョ リ ノ囘答 御 返書 能 ハ サ ル旨、 亮榮啓 シ退營 、子 刻 歸宿、 

一 前件 危急 ノ機 一一 迫リ、 止 ヲ得ス 、曉丑 刻 大雨 濱松 驛ヲ 發 シ 、三月 四 日 日暮、 沼津驛 へ 著 ノ處、 宫御方 御快氣 一一 付、 今日 小 田 

原 ヨリ 三 島 驛へ御 越 ノ由傳 聞 二 付、 夜雨 ヲ凌キ 三 島驛著 ノ處、 當驛 官軍 充満 一一 付、 宮御方 山中 一 小破 寺へ 泊セ ラレ、 覺王 

院 一人 下山 二 付、 往テ 而會 シ 、翌 五日、 復 ヒ 宫へ隨 從ス、  ， 

一 六日、 吉原宿 御 發途、 駿府 本陣へ 御 著、 其 SI 太 總督府 へ 御 屆ケ、 卽刻御 登城 ノ義御 伺 ノ處、 今日 遍刻 一一 付、 明 七日 ノ御 指圖 

ナ リ、 

一 七日 辰 刻 御 登城、 龍王 院、 覺王院 、自 證院、 戒善 院隨從 登城 也、 對面所 ニ扣 へ、 宫御方 案 n 一一  侬テ 、 大總督 有 栖川宫 へ 御對 

面 ii 不  11 間 德川慶 喜 公 謝罪 狀、 宫御 歎願 書 差上ラ レ 御 哀訴 懇切、 書類 御預， 暫ク シ テ御 下城、 覺王院 、自 證院相 殘リ、 一 

應ノ 御沙汰 ヲ待 ッ、 而メ 武家 參謀西 鄉吉之 助、 林^ 十郞 出會、 覺王院 ョ リ御欵 願 ノ 次第 上申 シ 、德川 譜代 ノ 大名 一 不一 軒 

御 詫 書 連署 一通 ヲ呈 ス、 ぷ f ス漣名 西 鄉曰ク 、篤ト 相 調、 大總督 御 熟考 ノ義、 後日 囘答 及ハ ル旨 云々 退去、 

一 八日、 先鋒 ノ宫軍 御 兩師、 明 九日 進 マ レ候 由、 定テ 府下 動 搖ノ情 態 御 悲欵、 今暫 進軍 猶豫御 哀訴 ノ使 トシ テ、 自證院 、戒善 

院同 登城 ノ處- 西鄉、 林 ノ兩參 謀謁セ ラル、 亮榮 曰ク、 先鋒 ノ兩卿 御前 軍 ヲ率シ 、明 九日 御 進 發ノ由 、江戸 城動搖 男女 逃散 

ノ兆之 レア ル由、 宮御方 深ク御 心痛 ノ餘、 今暫ク 延日ノ 段、 御 歎願 仰セ上 ラレ 候 旨 啓 中ス、 西鄉氏 曰、 御使ノ 旨大總 督へ披 

露達ス へ ク、 然シ軍 行 ノ令ハ 止 難 キコト 一一 候、 就 テハ、 此頃關 東 ヨリ、 凡 三千 程 ノ兵甲 州へ 差向ル 二 付、 縣令某 入府 差 止 候 

處、 彼 レ申シ 募ル、 言 一一 曰ク、 當 府ノ義 ハ未タ 王領ナ ラサ ル 一一 テ押テ 進擊ス ルノ 形勢 一一 由テ、 官軍 1;!^ ト^ ゃ止ヲ ヱ 

ス戰爭 一一 及ヒ 候 由、 早速 探索 ノ處、 慶喜 ノ命 一一 係 レリ ト答、 斯クノ 如クナ ル時ハ 、東海 ハ 宮御方 謝罪 御 歎願 アツ テ、 甲 州 へ 

-•V チカ マ 、にき？ snn&MtA.^ チ 44JU ラレ 矣 &-ト ) - 、 原註、甲州 へ 赴ク處 ノ 兵 ハ 、先壬 生浪人組近藤勇、镜カ 八 十人計 ノ嗒！；ー^-感然さ 

兵う 向フ 大 總督宮 街ぎ 今ん ヲ： iJi セ ラレ 候 事 ナリ ー 兵ト 後一 一知 ル 、勇自 奮シテ 此舉ヲ 爲ス、 豈慶喜 公 ノ知 ル所ナ ラン、 1" ケぇ オ^ター も 

應曰、 慶喜惑 ヘリ ト雖、 天 怒 嚴譴ヲ 悔謝シ 謹愼至 レ リ 、輪 王寺宮 二 泣 血 倚賴シ テ 、東海 二 降伏 ス、 何 ノ所爲 アツ テ 、甲 州 

へ微兵 ラ向ケ 天丘ハ ヲ拒コ トヲセ ン、 恐クハ 他ノ舉 ニ候ハ ン、 若 其 暴擧ァ ル 時ハ、 宮ヲシ テ奸究 ニ陷ル 、者 ナレ ハ、 別 二 御 
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ル訴ノ 载ナキ ヲ得ス 、何卒 實際 ヲ重テ 伺奉ル へ シト 上申 シ 退去 ス、 其眞 妄ヲ鮮 セス、 

一 九日、 覺王院 御 使 トシ テ 登城、 武家 兩參謀 出會、 覺王院 曰、 咋日、 先鋒 ノ御兩 卿 御 進軍 ノ義暫 ク御延 日 御 歎願 ノ處、 御 軍令 

ノ御 シ、 御 得心 一一 候へ 共、 御注意 ノ程猶 御内 願 一一 之 レ有段 上申、 且ッ甲 州 表、 慶喜ノ 命 ヲ以テ 向 兵 官軍へ 抗シ 候！； n  、深 

ク御 驚愕 ノ 事情、 現今 朝廷へ 對セ ラレ 御 謹慎 モ成サ ル へ キ 事柄 御 內伺仕 候、 西鄕氏 曰、 御 進軍-一 付 御 配 意 ノコ ト猶申 

上 へ ク、 &州 事件 未 タ腚ト 分リ兼 候. Eli サ レ 、退去、 

一 十一 日夜、 大總督 宫御方 ヨリ 明 十二 日 御 囘答有 之 二 付、 御 登城 仰 セ進セ ラレ 候 也、 

一 十一 一日 四時 御 登城、 自證院 、覺 王院隨 身、 御對 面、 兩暴 諜ノ 卿、 先鋒 ノ兩 卿、 武家 參謀 方列セ ラレ、 大總 督宮、 慶喜 降伏 謝罪 

御欵願 ノ趣、 御 採用 相 成難ク 、依テ 御歸府 ノ上、 謝罪 ノ資效 相 立 候樣、 成サ ル 可クト ノ御 囘議、 輪 王 寺宫宣 ク 、追々 御 進軍 

ニ於テ ハ、 萬 一 諸 民 1^ ハ 舊慕士 脫走ノ 者、 心得 違 暴動 致候ハ 、 、 一 失激 發萬卒 響應ス ルノ 古語 モ之レ ァリ、 恐怖 ノ至、 御 

寛恕 下サレ 度、 是 ヨリ 役僧 共 差 下シ、 慶 喜へ 申 詭シ、 拙 偕ハ直 一一 天機 窺 上京 仕ル へ ク段 仰セ上 ラレ 候處、 大 總督宮 宣ク、 

今度 ハ 一 往御歸 室 ノ上、 魔 喜 へ ； i;- 御 翁 成 ルへ クトノ 御 事 一一 テ 、猶 細々 御 欵願仰 上 ラ レ 、午 ノ刻過 御 下城、 覺 王院、 自！ „"院 

相殘、 何分 ノ 御沙汰 相 待處、 武家 參謀林 氏 出會、 輪 王 寺宮御 歎願 書、 其 餘甞類 御 差 房、 御 欵願ノ  3：! 御 殊勝 一一 之 有リ候 へ 共、 

旣 二十 ：！ 今ノ 成敗、 朝敵 ト相成 候 入 鹿、 將門等 一 致ノ儀 各方 法 中 一一 テ直 務ノ事 ニ關 セサレ トモ、 天地 間 一一 於テ、 一 體ノ事 心 

得ラ レ 候ヱャ ト、 亮曰、 御說； M  ノほ敬 承 仕、 宮御方 一一 モ 御 遺憾 之 レナ キ御事 一一 候、 扨慶喜 恭順 ノ實效 二 於テ 顯然、 勑許 

ノ歎訴 如何 仕へ ク哉、 林 曰、 身 軍門-一 臨、 罪ヲ 待、 城郭 ヲ渡シ 、親族 向島 等へ 返 居シ、 軍艦 ヲ出シ 、大砲、 小銃、 軍器 一 切 差 

上、 恭順 ノ道顯 明 相立ッ へ キ苦ノ 事、 然ル 一一 御親征 モ之レ ァ ル程 大事 一一 及、 一 紙ノ 上、 謹愼 恭順 ノ  3：： ヲ以、 御 詫ス ト雖 

トモ、 御 寬典ノ 御所 置 之 レ有率 一一 ハナ キ間、 云々 亮 縮畏シ 曰、 前件 御 說翁ノ 旨 敬 承 仕 候、 此 ノ如ク 恭順 ノ實效 ラ奏ス ル上 

ハ、 慶喜 助命 ノ義ハ 果シテ 在 セラ ルル ャ、 林 曰、 助命 ノ御 處分ハ 安堵 タ ル へ キナリ 、宫御 方へ 其旨ハ 上申 然ル 可キナ リト、 

覺王院 上申 曰、 深 重 ノ御现 解、 宫御方 具 一一 御 承伏、 然ル上 ハ拙佾 先達 歸府仕 ル へ ク、 宫 御方モ 支度 次第 御 還府、 慶喜實 効 


ラ奏 スへキ ノ御敎 iM 成サ ル へ ク、 聊カ關 東 阁執慶 喜へ 私ス ル ノ御情 態、 毛 髮モ之 レナ キ事 一一 テ、 只々 府在 無辜 ノ 人民 一 

體ノ 大變、 深 ク御心 痛 二 之 レ有ル 段懇々 上申 ス、 亮榮 曰、 御前 軍 追々 江 戶へ操 入 候ャ、 答 曰、 先 川 崎. M  ニ屯ノ 事-一 候由ナ 

リ、 西 鄉參謀 今日 不在、 江戶 へ 迫ラ レ 候事ナ ルカ、 

一 兩院御 暇 賜 退去、 宮 御旅館 へ 參上、 先刻、 武家 參謀方 ヨリ 理解 逐 一 上申 ノ處、 御 歎息 ノ御氣 色、 此上御 訴訟 ノ道之 レナ ク、 

尊 念 鹿 喜 恭順 ノ眞 衷ヲ、 薄 幕臣 勤王 ノ誠 一一 歸シ、 朝廷 寬典ノ 御所 置テ 降サレ 候、 三寶ノ 冥鑑ヲ 仰キ、 柬照祌 祖ノ靈 應チ 

祈願 ス ル 二 決心 スト、 細々 御 勤 王ノ 尊慮 ヲ窺ヒ 、准 后宮 逝去、 輪 門 御 當職間 ナク、 御 若年 ノ御 苦心 ヲ恕シ 奉 リ感淚 忍 兼 

候、 就 明 後 十 ra 日 御 發途御 還 府治定 、覺王 院ハ早 打 一一 テ 今夜 發足ノ 苦、 夫々 相 心得、 自證院 登城 一一 テ、 其 an 御屆 一一 及ヒ 候、 

一 ト 三日、 自読院 今 午刻 頃 急 一一 召サセ 候、 參上 候處、 御内 命 ヲ以テ 、余 先日 箱根路 通行 ノ節、 何レ ノ兵 十： ナ ルカ、 余力 驚 前 へ 

接近 イタ シ、 乘馬ノ 者 初縱橫 一一 供 立ヲ斷 切、 歌 詈度ナ ク悖慢 無 禮セリ 、今日 一一 處シ、 恥辱 ヲ覆フ コ ト ハ聊カ 念 トセ サ レ ト 

モ 、未甞 テ逢サ ル ノ暴擧 、其 過ァラ ン コ ト ヲ憂、 其方 善 ク謀レ ト ノ命、 初テ敬 承シ驚 愣、 ,1  、ノ此 # 動 此行、 輪 王寺官 へ 寇ス 

ルー 一 非ス、 朝廷 ヲ蔑 スルノ 理忍フ へ ケ ン、 謹テ奉 命シ、 未ノ刻 登城 謁ラ 乞、 林 參謀出 會， 侬 前件 ノ事ヲ 以テ訴 へ、 且江戶 

近-傍 一、 テ、 各藩 ノ 中隊長 ヲ以テ 、守衞 願 奉ル旨 上申、 林 曰、 未曾有 ノ無禮 一一 候、 直 一一 大總督 へ 伺フへ キ由、 追 付 出會、 御 使 

ノ 意趣、 此方 宮御聞 一一 達シ 候、 殊 ノ外ナ ル 事-一 思 召、 諸 軍 輕卒へ 迄、 屹度 觸 ラレ 候、 御 歸路御 氣遣之 レナ ク、 侬テ添 人 二 ハ 

及 ハサ ル 3:1、 切 一一 囘答ナ リ、 亮榮 重テ、 御繁事 中段々 敬， 承 仕 候、 然ナ 力 ラ、 輕卒ノ 中、 若 或 狂暴 或ハ 醉狂ノ 徒、 奉 令 喑キ者 

- アツ テ、 一 一一 御 權威ヲ 募リ、 宫ノ 何者 タ ルヲ辨 へ サ ル^^-、又前轍ノ擧ァ ル時、 拙儈 使命 ラ過ッ ノ責メ ァリ、 請 憐恕ラ 加 へ 

一  へ 、林 氏 曰、 危ムナ カレ、 其 事 ナシト 、扣 首謝シ 去。 

〇 岡 山 藩 記 二 云、 三月 五日 輪 王 寺 宮樣、 箱根路 途中、 庵室 へ 御 踟蹰之 趣 承リ、 兼 テ御達 有 之 候 付、 森 下 立 太郞、 平 井 源八郞 

兩人 越、 御用 人豐島 伊勢 守 へ 面會、 御 達 之 趣 ヲ以、 質問 之 大意、 宮樣 御上 京 之 御 旨 趣 承 候處、 伊勢 守 ま -ー 、御上 京 之 御 旨 

趣ト巾 ハ 、別 俄 -ー モ無 御座、 此度慶 喜 朝敵 ト被罷 成 候 段、 御 悔ミ御 恐縮 被 成、 去月 十一 一日、 上野 大慈院 へ 街 退隱被 成、 謹愼恭 

, 役 古 記 卷 ™: 十，： ハ 明治 元年 三お 十二  H  八 〇 七 
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順 二 テ、 宮樣 御衣 之 袖 -ー 取 鎚、： ftl: 御 欸願被 成 候 ハ 、此 度、 朝敏之 汚名 相 相 蒙リ、 先代 之 恥辱 ト罷 成リ、 萬 民 塗炭 之 疾苦 爲 

請 候 儀、 全 ク慶喜 之 不束 ヨリ 事相 起リ、 一 身 之 罪 罰 如何 共 難 致、 此上ハ 如何 樣之 厳罰 相 蒙リ候 共、 相 甘シ候 間、 何卒 先代 之 

恥辱 相 雪キ、 萬 民 之 疾苦 相 免 候樣、 欵願之 外 無 之、 一 入 宮 之御盡 力 奉 願 トノ御 事 一一 付、 宮樣- 一 モ 御所 勞-ー 被 爲入候 得 共、 

神祖以來三百年之御間柄、御^^賴 -ー ォ ィ テ 不被爲 得 止 事、 御所 勞 ナカ ラ、 押テ 御上 京 一一 相 成 懸候處 、榊 原 式部 大輔、 松 平 左 

衞門 尉、. H 屋采女 正、 黑 S 筑後守 等 之家來 共、 德川家 之 安危 此 時候 間、 何卒 宮樣 -ー 御 隨從申 上、 欵願相 達度ト ノ 志願 -ー テ、 

小 田原驛 迄、 御供 巾 上罷越 候處、 同驟 へ 薩藩 .2: 海泰 助、 長 藩 佐 久問左 馬 太、 大村藩 永 岡 治 三 郎等 相 見 へ 、 唯今 御 尊 之 通 二 質 

問 被 致 候 付， 前段 之 趣 御 答 -ー被 相 及 候處、 各位 被 申 候 一一 ハ 、總督 ヨリ 之 御 達 一一 テハ， 十三 藩 之 兵隊、 御供 .& 上 御警衞 イタ シ 

お 由、 其 藩々 之 御供 ハ、 ffl 成不 巾トノ 事-一 付、 決 テ左樣 之 儀 無 之 旨 返答 致 置、 宮樣 へ^ 上候處 * 宫二 モ殊之 外 御 驚被爲 

遊、 總督 之處， 左 樣之御 聞込 二 相 成候テ ハ 、泰恐 入 候 トノ御 事 一一 テ、 四 藩 之 御隨 從モ、 小 m 原 ヨリ 御 差 返 -ー 甜 成 候 御 都合 

二 テ、 执被仰 聞 候 二 ハ 、小事 ヲ以 大事 §1^ ゆ £ヲ 誤候テ ハ 、却 テ德川 氏 \f 」 二 相 係 候 間、 此段 能々 相 辨へ可 t 

ト ノ御敎 付、 ra: 藩 \ ー御隨 從モ、 淚 ラ拂ヒ 江 戶へ 引取 候 由、 就テ ハ 戒善院 等 之 使 僧 ヲ以テ 、 督府 へ 御 伺 一一 相 成 候 節、 橋 

本、 柳 原兩夂 モ 、 夫 等 之邊厳 敷御鞫 問 被 爲在候 由、 宮樣今 R 是迄御 越 相 成候權 ハ、 駿府へ 御 越 被 遊、 大總督 へ 御 對面被 

巧 御 聞濟相 成- i^sl 、御行 進 被 遊 候 トノ御 事 一一 テ 、此ほ 諸 藩而會 -\ 一節、 宮樣之 思 召 傳達致 吳候樣 ト ノ 賴談 -ーテ 、丁 

寧 反復 情 實相訴 、憫然 之 事 -ー 覺申 候。 

〇德 川慶 喜、 役 其 臣隸ヲ 懇諭シ 、輕舉 妄動 シテ、 罪戾 ヲ犯ス コ ト勿ラ シ厶。 

〇 春嶽 私記 ュ 云、 十一 一日、 於 江戸 表、 大小 御 目 付 へ 御 達、 如 左、 

一 梳 大納赏 4、 大總督 有 栖川宮 へ 御 逢、 此方 御 事情 御 貫徹 之 御手 續候 間、 御沙汰 不相 待、 妄動 イタ シ候齐 ハ 、 公武 之 御 

爲ヲ 败リ、 以之外 之 筋-一 付、 此」： ：！ 厚相 心得 候樣、 末々 迄 嚴敷可 被 申 渡 候。 


ム之 趣、 向々 へ 不洩樣 可 被相簡 候。 

近 3 以來 d 々同志 ヲ¥フ ヒ、 隊名ヲ 私 二 ゆへ、 甚 £^ ハ 本 勤 有 之者ト 雖モ、 私ニ隊 へ加ハ リ候^^^ モ有之哉 二 お 聞 へ ん 

-ー  候、 以後、 右 樣之義 ハ 不相成 候、 尤御ー 《5 筋 3- 込 有 之^ ハ 、各 其！ ii 支配 へ s. 立 可 受指圆 候。 

三 月 

お 之 趣、， M々 へ 不洩樣 可 被 相 摘 候。 

勅使 御 下向 -ー 付、 先達 テ中ョ リ、 謹 愼之御 趣意 相 守 候樣、 度々 被 仰 出 候 得 共、 多 人 數之內 -ー ハ 心 違 之 者 有， Z 一、 表 -ー ^ 

命ヲ逸 奉シ候 テモ、 心中 竊 二 不平 ヲ抱キ 候 樂有之 哉 二 相 聞、 右 ハ素ョ リ忠窗 之 心底 二 出 候 事 二 付、 臣子之 分 二 オイ テ、 尤 

之義 -ー ハ 候 得 共、 一 兩人之 心得 逮 ヨリ、 上ハ 上様 御寺 入、 御 恭順 被爲在 候 御 趣意 モ 水泡 ト相 成、 下 ハ 億 萬 無 寧 之 生 民 塗 

炭 之 苦-一 陷リ、 御 家之范 U ハ 勿論 * 皇國 紛亂之 端う 一-相 成 可 申 候、 千^ 之 後 迄モ、 御お 家不： 止 不信 之 名ラ被 爲受候 

成 候 ハ ， 、假令 誠忠 之 心 -ー テ 一 死 ラ遂候 共、 眞之 武士-道 二 相 叶 e. 間 敷 一一 付、 能々 勘辨 イタ シ 、忍ヒ 難キ義 ヲ忍ヒ 居候 

51? 可 被 致 候、 尤 昨今、 大總督 府竝宫 軍 先鋒へ モ、 灾々 御 申立 二相 成 候 次第 冇之 問、 御 趣意" Z 一虚-厚 ク相 守リ、 不忠 不義 之" ケス 

擧不致 樣可被 心^ 候。 

三 月 

右 之 趣、 向々 へ 不洩樣 早々 可 被相簡 候。 

十三 日、 副岛 種臣 一』 |§ ず ヲ以テ 參與兼 制度 事務局 判 ト爲シ 、議定 細 川 護久 ノ 刑法 事務 W 捕 

ヲ 罷厶ゥ 

鍋 島 肥 ，；1 {寸 内 

副 島 二 ば 

復古 記 卷 s: 十.： ハ 叨治 元年 三 十三 日  八 0 ブ 


復 せ 記 卷 四 十六 明治 元年 三 H: 十三 口  八  一 0 

徵士  i 職、 制度 事務局 判事 被 仰 付 候 事。  I 島務種 f 履退歴 德 

0  ： 

細 川 右 京大 夫 

刑法 事務局 輔被 免 候 i5^。  «  ^ 

〇 薩摩、 安藝、 長 門 三藩ノ 大阪市 街 取締 ヲ改 メテ 巡邏 ト爲シ 、高 島 藩兵ヲ シテニ 條城ノ 栅門ヲ 

警守セ シ厶。 

各迎陵  W 


島 Si 忠 義、 淺 野 長 

勳、 毛 利 元 德 家 記 


.  長 

大坂 市中 取締 被 免、 市中 巡邏 被 仰 付 候 事。 

三 月 

〇 

饊訪 因幡 守 

家 来 へ 

一 一條 城 西 野 口 柵 門 警衞被 仰 付 候 事。 

三 月 十三 日 

。纏 高 島 藩 S. 請 書 

先達 テ申上 置 候 人數到 著、 重 e 之 者モ相 詰罷在 候處、 何分 小 藩 之義寡 人數， 一 テ、 御用 一一 モ難相 立 哉 ト奉恐 入 候 得 共、 此儘 


高 島 藩 記 


盖 置候テ ハ、 氣相弛 可 申 哉ト深 心痛 仕 候、 侬之、 恐 入 候 願 一一 ハ候得 共、 太 政 官代御 柵 2、 空 御 番所 之 向 一一 テ モ 、暫時 タリ 共、 

勤番 被 仰 付 被 下 置 候 得 ハ 、於 K 幡守 心底 モ 、深 難 有 仕 合 可奉存 候、 此段宜 御沙汰 奉 願 上 候、 以上。 

饊訪 因幡 守家來 

三月 三日  林  魯兵衞 

,  內國 事務局 叢書 

訪忠鱧 家 記 

〇 祠^  ノ 公卿 一一 因リテ 執奏 シ、 及ヒ 其 配 下 タル ヲ停 メ、 之 ヲ 神紙官 一一 屬ス、 又 別當 社僧 ノ 類、 

悉ク 蓄髪セ シ厶。 

此皮 王政復古 神武 創業 之始 ニ被爲 基、 諸事 御一新 祭政一致 之 御 制度-一 御 囘復被 遊 候-一 付 テハ、 先 第一 种祇宫 御 再 

奥 御 造 立 之 上、 追々 諸 祭 奠モ可 被 爲興儀 被 仰 出 候、 侬テ、 此旨五 幾 七道 諸 固 -ー 布告 シ、 往古 二 立 歸リ、 諸家 執 奏 配下 之 

0 ハ被 止、 普ク 天下 之 諸 神社、 神主、 禰{且 、祝 神 部 二 至 迄、 向後、 右 神祇官 附屬 一一 被 仰 渡 候 間、 官位 ヲ初 諸事 萬 端、 同宫 へ 

願 立 候 樣可相 心 事、 

但、 猶追々 諸 社 御 取調、 竝諸祭 奠之儀 モ可被 仰 出 候 得 共、 差 向 急務 之條有 之候ハ 、可訴 出 事。 

鳥津 忠義 家 記 

三月  宅 利 元 德 家 記 

〇 按スル 一一、 此時、 舯祇宫 未タ立 タス、 而シテ 其 執奏、 配下 ヲ停ム 、事 實阻格 ノ患ァ ル 二 似 タリ、 蓋シ、 祌祇 事務局 二 於テ、 

假 二 之ラ 管セ シナル へ シ。 

〇 

今般 王政復古、 舊弊御 一 洗 被 爲在候 二 付、 諸國 大小 之 神社 一一 於テ 、僧形 一一 テ 、 別當或 ハ 社僧 杯 ト相唱 候 輩 ハ 、 復飾被 仰 

W 候、 若 シ復飾 之 儀、 無 餘儀差 支 有 之 分 ハ 可 申出 候、 仍テ此 段 可 相 心得 候 事、 

復古 記 卷 ra 十六 明治 元年 三 H 十三 日 -  八 一一 


復古 記 卷 四十.： ハ 明治 元年 三月 十三 日  八  一二 

但、 別當、 社僧 1\ー 輩、 復飾之 上 ハ 、是迄 之 僧位、 佾宫 返上 勿論 -ー 候、 官位 之 儀 ハ 、追テ 御沙汰 可 被爲在 候閒、 當今 之處、 衣服 

ハ淨衣 -ー テ勤仕 可 致 候 事、 

右 之 通 相 心得、 致 復飾候 面々 ハ 、常 35 へ 届出 可 S. 者 也.。 

辰 三月  祌祇 事務局 

辨 事局 記 

〇 紐 神祇 事務局 布告 書 

今般、 諸 社 執 奏、 配下 被 止、 以後 种祇 事務局 支配-一 被 仰 出 候-一 付、 左 之 通、 可 相 心得 候、 

一 諸國之 社家 諸 願、 並 重 キ伺屆 等、 其處之 裁判 領主、 御料 所 御 預之向 ヨリ、 添書 ヲ以テ 可 申出 事、 

但シ、 有限 大社 等 格 合 有 之 神職 之 向 ハ 、可爲 別段 候、 且是迄 支配 下 之 モ ノ、 並 下 社家 等ハ、 其 頭 -ー テ取极 候 上、 本文 之 通 

お、.^ 得 ID. 申 幕 

一 神 階 之 儀 ハ 、嚴重 取調 無之テ ハ 、容易 不被 仰 出 候 事、  . 

一 神職 官位 願 之 儀、 嚴重 取調 之 上 可 申出 事、 

一 總テ 社家 繼目之 儀 ハ 、上京 致サセ 取調、 差 免 可 申 筋 -ー 候 得 共、 處 -ー 寄候テ ハ 、 裁判 領主、 御料 所 御 預之向 ョ リ 取調 

承 之 候 上、 差 免 候 儀 モ可有 之、 猶 祭服 初 著 川 向 等、 是迄之 流 弊 ヲ去リ 、簡易 之 規則 相 立、 追 テ可及 沙汰 候 事、 

右 之 通、 五畿 七道 へ 早 々布告 之 事。 

三月  神祇 事務局 

別 本官 中日 記 

〇 按スル 一一、 本條、 別 本 宵 中日 記、 前條 トサパ 二 晦日 二 收ム、 而シ テ諸書 載 セサル 所 ナリ、 恐ク ハ、 草案 二 シテ發 布 セサル モ 

ノ  二 係ル、 姑 ク錄シ テ^%考 ニ供ス 0 


〇 十八 日 布告 書 

神社 執奏、 支配 之 儀、 自今、 於 神祇 事務局 取扱 被 仰 出 候 間、 執 奏之儀 被 止 候 事、 

但、 神 {呂、 賀茂 傳奏、 此迄通 之 事。  別 本官 中日 記 

〇 按スル  一一、 國 事務局 叢書、 木 文執奏 被. i= ！ノ 下、 伊勢神宮、 賀茂下 上 社 南曹、 石淸水 ニ於テ ハ、 先 ッ是迄 之 通、 可 相 心得 

被 仰 出 候 事 - 一作 リ、 三月 廿ー 一日、 伺 濟-ー 相 成 候 §  、正 親 W 殿 ヨリ 被 仰 渡 トァリ 、此 一一 附記 シ テ參考 -ー 供ス。 

〇 卜 九日 口 達 書 

是迄諸 神社 執 奏被成 來之御 家々 ョ リ、 其 社名 御 書記 シ、 來 ルー 一十一 一日 限、 辨 事局 へ 御 申達 被 下 度 候 事、 

附， 別 當付之 神社 モ 不洩樣 、御 申達 被 申 候 事。 

三 月 


〇| 諸家 上申書 

口 狀覺、 

右、 是迄當 家 執 奏 御座 候 事。 

三月 二十日 

辨事御 役 

〇 

E 後國 


注 吉 社 


所 


復古 記 卷四 十六 明治 元年 三月 十三 日 


祇 事務局 

有 栖川宫 家 記 


森 社  上 御 靈 社 

勸修寺 殿 

三 宅 右 衞門尉 

辨 事局 叢書 


八 一 三 


m 古 記 卷 ti 十六 明治 元年 三月 十三 日 


八  一 M 


鹿 島 社 

春 日 社 

佐 乃 富 社 

都 波岐社 

兵 主 社 


常陸國 

伊勢 國桑名 

同 國桑名 

同 國桑名 

同 國中跡 村 

近江國 五條 村 

尾 張 國春日 郡 

右 神社、 是迄御 執 奏被成 候、 此段被 仰 入 候、 以上" 


曰 


三月 廿ー 

^ 葛 

御傳達 & 


鷹 司 殿 内 

牧 式部 少輔 


辨 事局 叢書 


〇 


口 狀覺、 

是迄、 諸 神社 執 奏被成 來候御 家々 ョ リ、 其 社名 書記、 今廿ー 一日 限、 御 差 出-一可 相 成 樣御達 之 趣、 被 成 御 承知 候、 則 淡 路國、 湊 

神社、 安政 三 返 年 十一 一月、 御 常 家 御 奏-ー 相 成 候、 右 之 外、 御 執奏之 神社 無 御座 候， 此段御 屆被仰 入 候、 以上。 

德 大寺 殿御 家 

三月 廿 二日  堀川 西 市 正 

^ 事 


御 傳達 

〇 

江 州大津  精 大明祌 

右、 兩 家執奏 二 御座 候 事。 


%： '事! Li  Ik 备 


神主 和 田 和 泉 守 

難 波大納 l〉a 殿 家 

三月 廿 二日  澤山丹 次 

飛鳥 井 前 大納言 殿 家 

市 岡 式部 

辨 事局 叢書 

〇 

尾張國 中島 郡  一 宮 眞淸田 太 神宮 社 

右、 從先々 執 奏成來 候、 仍 S. 入 候 也。 

很、 當社別 當職無 之 候 事。 

三月 廿 二日  隆晃 油 小路 

辨事 御中  •  辨事 IS 叢書 

〇 

洛北幡 村 八幡宮、 先代 高 有、 俊景 等、 正 保 頃 迄 住居 候處、 靈元院 御 母 公 新廣儀 門院 御 願 -ー 付、 屋敷 地、 別 當山迄 御所 望 -ー 相 

成 京 住 候 得 共、 八幡宮 代々 信仰 致來、 社 向 寄附 仕 候處、 追々 大破、 改造 宮 - 一 付、 後水尾 院 靈元院 御代々 御 信仰 御 寄附 度 

度 有 之ぶ 取 勑願所 朱印 地-一 テ候得 共、 御所 方 御札 獻上 M 付、 從俊宗 代、 表 向 執 奏-ー 相 成 有 之 候、 仍此段 御 届 3. 入 候 也。 

復古 記 卷 ml 十六 明治 元年 三月 十三 日  八 一 五 


復 古 記 卷 S 十六 明治 元年 三月 十三 日 

K, 三 月 晦日 

辨 事局 

御 中 


八 一 六 


有 


長 緩 小路 


辦 事局 叢書 


〇 


口 狀覺、 

城 州 愛宕 郡 修舉院 村 氏 祌驚森 社 

右、 元祿ー 一年 頃 迄、 神 號須陀 天 王 -ー テ 御座 候處 

洞 中 之 御 鎭守格 -ー 御座 候テ、 至 今、 祭禮之 節、 例年 御 初 德御備 被 爲在候 事、 

一 禁裏 御所 

一 仙 洞 御所 ョ リ、 祭禮之 具、 御 寄附 之 品 モ有之 候 事、 

右、 鷺森 社儘ハ 、是 迄、 此 御室 御 支配 二 御座 候、 仍此段 御 屆被仰 入 候、 以上。 

慶應四 辰年 三月 

御 役所 


鬚 咫天王 

靈元 院樣、 往古 ョ リ 之訓讀 -ー テ 、鬚咫 天王ト 文字 御 改被爲 在、 且鷺森 ハ 


音 羽 御所 御內 

村.. tl Tn  計 


辨 事 叢 書 


〇 

下總國 

美 濃國 


香 取 社 

ョ. J 土 原註、 當 

白. 時 中絶、 


執奏、 右 之 通 御座 候、 以上 一 


三 月 


〇 


車お つ ffi^  下螺酔 

右、 是 迄執奏 候、 仍テ此 段 御屆被 申入 候、 以上。 

三 月 

辨事御 役所 

〇 

覺、 

丹波國 桑田 郡 山國庄 式 内 神社 

右ハ、 當家執 奏 御座 候、 以上。 . 

辰 四月 二日 

& 事局 

御 役所 

〇 


五社 明 神 


條 殿御 內 

入江 兵 部 權少輔 

辨 事局 叢書 


舟橋 侍從 三位 家 

永 諸 主 殿 

辨 事局 叢書 


葉 室 前 大納言 殿 家 

渡 邊民部 


辨 事局 叢書 


城 州こ^ 郡 大山 崎 八幡宮、 淸和 天皇 貞觀 元年 宇佐 宮 ヨリ 御 遷座、 宮殿 御造營 成就-一 付、 同 二 年 八月 廿 三日、 勅使 御 

復古 記 卷四 十六 明治 元年 三月 十三 日  八 1 七 


參向 


復 古 記 卷四 十六 明治 元年 三お 十一 一一 日  八 一八 

奉 幣御 作法 有 之、 夫 ヨリ 以後 、毎年 四月 三日、 勅 祭 被爲行 候處、 洽承之 頃、 兵 亂-ー 仍テ、 社 司へ 被爲 成、 勅 詔 


勑吏少 將代之 蒙 永 宣旨、 社 職 之 者、 日 頭 之 祭 fl 相 勤、 御撫 物、 例年 正月 五日 御 引替、 拉正、 五、 九月 三 ケ度御 政 默上仕 候、 往 

古 ハ 社頭 御造營 之處、 寬永. T 年 ョ リ關 東造營 一一 相 成、 小破 之 分 ハ 御神領 朱印 之 E 一一  テ取繕 仕 候 、往古 ョ リ 社家 年 摩 ラ以、 inn 

位 奉 蒙 勅許 候、 去ル a 年 八月、 白銀 三百 枚 御 寄附 被爲 在、 常 家 代々 執 奏仕來 候 事。 

櫛 笥中將 殿 家 

梅 川 勘 解 由 


,應 四 辰年 四 二 日 

辨 事局 傳ー 


御 役所 


辨 事局 叢書 


〇 


那智 


,  熊野皇 大神宮 但 本宫 新宫 

右、 從來 撿校宫 御 職掌 ヲ以、 御 執 奏被 成來候 事、 

此外、 山伏 別 常致シ 來候紳 社、 諸 圃數多 有 之 候 得 共、 神 階 相 願 候 別赏之 外、 钢執 

致シ 來候紳 社、 不殘被 書 出 候 義ハ、 諸國 散在 之義 -ー 付、 急速 御 取調 難 相 成 候 事。 I 


相 成 候 神社 無 之 候、 尤 前書、 山伏 別當 


四 月 


一 一 日 

事 傳 


J 院宮御 使 

人 谷 近 江 


介 


役 所 


辨 事局 叢 


〇 


此度、 取 計 仕 候 神社、 社名 可 書記 之 旨畏承 候、 


左 之 通、 

四 月 三 

御 

小 烏 大明神 由緒 之 儀 

四 月 三 

き 筹 


小 烏大明 祌別當 比 教山正 覺院末 


神應山 護國寺 


松泉坊 


曰 


中 


，先年 地 火 之 節、 書 附類不 殘燒失 仕、 總テ相 分 リ不申 候 間、 此段 宜敷預 御沙汰 候 也。 


曰 


卸 中 


家 水無瀨 

辨 事局 叢書 

家 

辨 事局 叢書 


〇 


家 


西 八 王子 午 頭 天皇 由緒 書、 別紙 之 通 差 出シ候 間、 宜敷預 御沙汰 候 也。 

四月 三日  ぎ 

御 中 

〇 別紙 

由 緣書、 

抑、 當社勸 請 之 最初、 人皇 四十 一 一代 文武 天皇 御宇、 奉 刺 命、 大竇元 辛せ 年、 行 基 菩薩 作之勸 請、 卽 本朝 一 一十一 一大 社隨 一 、而 

後 三條院 御宇、 延久六 年 亦 預官幣 也。 

比 叙 山 正 覺院末 日光 宫御 支配 西 八 王子 午 頭 天 王別當 神應山 護國寺 
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七 御 

御 

大 津 

劍 

國 

野 八 

菌 

天 

幡 

土 

社 宫 

社 

社 社 

復 古 記 卷四 十六 明治 元年 三月 十三 日  八 二 〇 

麼應四 戊辰 年 四月  松 泉 坊慈觀 g 

辨 事局 叢書 

〇 

尾張國 

同 

三 河 國 

山城 國  —.. ； 

右 之 通 候、 仍此 段御屆 申入 候 也。 

四月 卜 二日  .  豐房 itis 閑 寺 

辨事 御中  辨 事局 叢書 

〇 

口上 覺、 

諸 社 執 奏御廢 止 二 付、 御 達 之 趣 被 致 承知 候、 就テ ハ 、是 迄當家 執奏、 尾 州 名古屋 古渡 稻荷社 へ 相 達 被 申 候、 此段 御屆被 申入 

候、 以上。 

正 親 町 大納言 殿 家 

四月 十七 日  杉 本 伊織 

辨事御 事  辨 事局 叢書 

〇 案ス ル 一一 、諸家 ノ執 奏ヲ司 リシ モノ、 此數 氏-一止 マ ラス、 然レト モ、 此外別 二見 ル所 ナシ。 

〇 久留島 通靖、 其 治下 要害 ヲ闕ク ヲ以テ 、保 防 ヲ築キ テ 不虞 一一 俯 ヘン ト 請フ、 之ヲ 聽ス、 其 家 


臣、 又 窮民 救恤ノ 事ヲ禀 ス、 批シテ 之 ヲ 長 崎 裁判所 二 請 ハシム。 

仆豫守 在所 陴 g 本 ハ 、誠 二 僻地 二 テ、 兵備 要害 至テ 手薄、 其 上 冬 月 寒氣殊 二 劇ク、 星 瓦 ハ嚴塞 霜雪 ノ爲メ 破 碎仕候 故、 府庫 

倉廩-一至 ル迄 悉ク茅 茨而巳 一一 御座 候、 右 一一 付每々 火災 一一 種リ、 動 モス レ ハ延燒 多分 一一 罷成申 候、 今日 之 時勢 ニ罷 成候テ ハ、 

萬 一 1\ 一條 有 1\1 候 節、 土寇數 輩-一 テモ、 風 勢 ニ乘シ 放火 仕候ハ 、、陣屋 本ハ 一 日 半時 モ相保 候衡ハ 難出來 次第 ニテ甚 懸念 罷 

在 候、 右 様 手薄 一一 テ ハ 王土 ヲ 受領 仕 居候 任 一一 モ堪不 申、 深 ク恐入 候 次第 n 御座 候 、陣屋 近傍 角 埋山ト テ深林 中 一一 古城跡 

御座 候、： 1： 卒右深 林 中 之 道路 ヲ通シ 、少々 修覆ヲ 加 へ 非常 之 變-ー 備置、 且 近傍 -ー堡 防 一 一三 ケ處造 立 仕置 度奉存 候、 此段不 苦 

條 ュ 御座 候 哉、 奉伺 候樣 伊豫 守 在所 家來共 ョ リ願出 候、 此段 奉伺 候、 以上。 

久留島 伊豫 守 家來 

三 K 十三 日  島 E 泰雄 

內國 事務局 叢書 

森 藩 記 

〇 批紙 

願 之 趣最之 次第 -ー 付、 道路 修覆堡 防 造 築 不苦候 事。  森 藩 m 

〇 

本紙 之 通、 伊豫 守 在所 家來共 ヨリー 一月 甘 日 之 仕出 ヲ以願 出 候、 伊豫 守歸邑 仕、 且 先日 被 仰 出 候 次第 モ有之 候 故、 在所 二 テ 

九州 鎭撫 使へ モ願出 可 申 候 得 共、 海路 百 數十里 之 往復 故、 前後 行 違 -ー モ相 成、 急速 通 徹難仕 モ難測 御座 候 故、 本紙 之 通 奉伺 

候、、 以上。 

久留島 伊豫 守 家來 

三 3 十三 日  島 田泰雄 

〇 本紙 

復古 記 卷 e; 十六 明治 元年 三月 十三 日  八 一二 


復 古 記 卷四 十六 明治 元年 三月 十一 一一 日  八 ニニ 

兼 テ御屆 & 上 置 候 豐後國 日 S 故 郡 代 支配 地 之內津 江山 一 鄉ハ、 山 閒療地 二 テ 米穀 不熱之 土地 二 御座 候、 平 牛： 隣 國近境 之 米 

穀 ヲ仰キ 、飢 渴ヲ凌 居候 處、 此度之 形勢 二 至リ、 人心 動 搖近境 米穀 之 出入 ラ禁シ 候 者モ有 之、 闔鄉 飢餓 二 迫 候 勢 二 御座 候、 

何卒 貢 米 之 内 ヲ分チ 、右 律 江鳏之 窮民 テ救ヒ .S. 度、 左 候 ハ 、 聊 之穀數 一一 テ、 闔鄕 飢餓 ヲ免レ 可 申奉存 候、 此ュ； «不 苦 僅 一一 御座 

候 哉、 奉伺 候樣 伊豫 守 在所 家來共 ョ リ願出 候、 此段 奉伺 候、 以上。 

久留島 伊豫 守 家來 

三 月 十三 日  島 田泰雄 

〇 批紙 

此表 -ー テ ハ 難 及 指圖、 鎭撫使 へ 可. a. 出 候 事。  辨 事局 記 

〇 再 申 書  • 

豐後國 日 田 故 郡 代 支配 地之內 窮民 救恤之 儀、 先日 願 出 候處、 九州 鎭撫使 へ 可 申出 御沙汰 之 旨， 早速 伊豫 守 在所 へ 申 遣 置 

候 得 共、 猶叉推 テ欵願 仕 候、 常 表 ョ リ 在所 迄 百 數十里 之 海路、 在所 ョ リ長崎 迄 七 八十 里 之 陸路 -ー 御 坐 候 得 ハ 、在所 ョ リ長崎 

迄 之 往復 トテモ 餘程之 日數 ヲ 費 シ 可. &候、 窮民 之 飢餓 ラ救候 日 二 當リ、 斯ク 道路-一 月日 ヲ費シ 候而巳 -ー テ ハ 、 撫恤之 道 モ 

行 屈 兼 候 哉-一 深ク 懸念 仕 候、 此上 遷延 仕候樣 一一 テ ハ、 窮民 之 凱餓ヲ 坐視 ス ル 一一 不忍 朝 命 之 下 ルヲ不 待、 他日 之 朝譴ヲ 

不顧、 倉廩 ヲ開キ 窮民 ラ救候 場合 二 至リ可 申奉存 候、 何卒 當表 一一 テ 急速 之 御 指圖有 i\ 一度 奉 願 候、 先頃 鎭撫使 へ 御 委任 -ー 

相 成 候 儀 モ 、 早速 在所 へ 申 遣 置 候 故、 鎭撫使 へ 願 出 候儀ト ハ 奉 存候得 共、 猶叉當 表 御指圓 次第、 急 飛 船 ヲ以テ 申 遣 可 巾 

候、 先日 御沙汰 有 之 候 儀、 推 テ欵願 仕 候 ハ深恐 入 候 得 共、 徒-一 道路 二 月日 ヲ費シ 、窮民 盆 困苦 仕、 萬 一 動 搖之儀 有 之候テ 

ハ猶更 恐 入 候 故、 不顧 恐懼 奉 歎願 候 、以上。 

久留島 伊豫 守 家來 

三月 ト 九日  島 田泰雄 


辨 事局 叢書 

.  辨 事局 記 

〇 二十 二日 批紙 

陸地 七 八十 抛 之 路程、 取 急候ハ 、十四 五日-一 ハ 往返 モ可有 之、 夫ラ難 待凱餓 一一 迫 リ候勢 有 之候パ 、、臨機 暫時 之 取 S モ可 

有 之 候 得 共、 一 且長崎 裁判所 へ 御 委任 被 置 候 儀ヲ、 更 一一 此表 一一 テ ハ指圖 - 一難 及 候 事。  . ^事局 き。 

〇備 前 藩、 金 岡 港 拘留 ノ松平 武聰ノ 家臣 ノ處分 ヲ請フ 、是 日、 批シテ 之 ヲ武聰 二 還付 セ シム。 

〇 九日 申請書 

先達 テ松平 右近 將監家 來，大 坂 敗 兵 之 者 共、 備前 守領. 2： 金 岡 港 二 テ差 留警固 仕置、 其 段 御 屆中上 候處、 御 裁許 之模樣 二 寄 

被 仰 付 .5^ 品 モ有之 候 間、 夫 迄 之 所 御 預被成 候 31 被 仰 出 候、 然ル處 、此度 右 之 者 共 御 裁許 被 仰 付 候せ、 同藩へ 請 取 申 

度 申 e,--5^、 相 度- ^テ モ 不苦儀 一一 御座 候 哉、 奉 窺 候樣^ 付 越 候、 早急 御沙汰 被 成-十 候 樣奉願 候、 以上。 

池 田備前 守家來 

三月  澤井 宇 兵 衞 

〇 本日 批紙 

,-ム 平 右 £ 將監 へ 御沙汰 之 趣モ有 之、 其 藩 一一 預ケ被 置 候 敗 兵 之 者 共、 右近 將監 へ 引渡 旨 不苦候 事。 . 池 田 章 政 家即。 

0 一柳 末德 、京-一至 ル。 iii 

〇 小 笠 原 忠忱、 年 幼 ナルヲ 以テ、 老臣 ヲシテ 兵ヲ率 ヰテ京 一一 至 ラシ ム。 

今 化、 國カ， *5 人 數差出 候樣被 仰 出 候 付、 私儀 登 京 可 仕 箸 之處、 幼少 之 儀 一一 付、 爲 名代 重臣 島 村志津 摩、 人 數召連 差 登 候 

ST 相應之 御用 筋 被 仰 付 被 下 置 度 奉 願 上 候、 以上。 

二月 廿 一日  小 笠原豐 千代 丸 

復古 記 卷四 十六 明治 元年 三月 十一 一一 R  /二三 


復 古 記 卷 m 十六 明治 元年 三月 十三 日  八 二 g; 

〇 

今般、 豐 千代 丸 爲 名代、 重臣 島 村 志 津摩差 登、 咋 十一 一日 著 京 仕 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

小 笠原豐 千代 丸 留守居 

三 月 -十 三 日  入江 宗 記 

小 笠 原 忠忱家 記 

〇 再 &書ー 一通 

先達 中 ョ リ 追々 御 屆申上 置 候 通、 豐 千代 丸 人 數著揃 ffl 成 候處、 常 御 形勢 其 儘 差 置 候 モ 不本意 之 至奉存 候、 柯 卒相應 之 御用 

筋 早々 被 仰 付 被 下 置 度 奉 願 候、 以上。 

小 笠原豐 千代 丸 留守居 

三月 十五 日  入 江 宗 記 

小 笠 原忠忱 家 記 

〇  . 

口上 覺、  .  ， 

豐 千代 丸 在所、 一 昨年 來 必至 之 疲弊、 一 藩 殆可及 飢谒程 之 困苦 罷在、 出兵 之手當 盡果、 寳以操 合 兼 候 得 共、 當御 形勢 -ー 付 幾 

重ニモ 艱難 ffl 忍、 勤 王 之 赤心 貫徹 仕候樣 精々 申！ i 、上下 一同 一際 奮發 上京 仕 候 儀-一 付、 早々 御 川筋 被 仰 付 被 下 置候ハ 

ハ 、豐 千代 丸始 兵隊 一 同、 難 有寸忠 相勵申 度奉存 候、 以上。 

.  小 笠原豐 千代 丸 留守居 

三月 十五 日  人 江 宗 記 

内國 事務局 叢書 

■  小 笠 原忠忱 家 記 


O 親子 2： 親王、 手書 ヲ 束 海道 先鋒 總督橋 本 實粱、 東 山道 總督岩 倉具定 -ー 致シ、 暫ク其 進軍 ヲ 止 

メ ン ト請フ 、報 至 ルー 1 及ヒ テ、 內 親王、 再 ヒ其臣 隸ヲ戒 諭ス、 是 曰具定 板橋驛  一！ 抵ル。 

〇 橋 本實粱 家 記 1 一 云、 三月 十三 日、 沼 津驛御 滞陣、 靜寬院 宮樣御 使 於 ふぢ 殿ぬ 當驛へ 御 著 -ー 付、 爲御 用談、 lii: 刻 前 俄 之 御供 

揃 二 テ被爲 成、 戌 刻 歸陣、 十四日 未 刻 同 段、 暮時前 御 歸陴。 

〇 

此 度 追討 使 被 差 向 候に 付、 追々 御 進の 御樣 子に 伺候 間、 當地之 士民 不敬 之義無 之樣、 慶賴尊 奉、 恭順 之實意 にて 精々 申詭 

居候 へ 共、 何分 常 家 興 廢之計 難に 付、 疑惑の 念より 、多人数の 中には 心得 違 之 者 候て、 其邊 より 恭順 之 意 取 失、 動 亂之義 も 

相 生し 候て は 朝廷 へ 恐 入 候已不 成、 當 家より 謝罪 之 道 も絕果 候て は、 實以殘 念 至極に 存、 私に も 其邊深 心配 致 候に 付、 此 

程 藤東歸 致し、 議定 返答の 趣 家臣 共 へ も 申 聞せ、 猶又 精々 說得 之樣、 慶賴 へ 申 付 置 候、 差 越 候 申 樣恐入 候 へ 共、 常 家 家臣と 

ても慶 喜に 附屬 致不申 、勤王の 道 相 守 候 者 は、 定而御 咎は不 被 爲有候 やと 存候 間、 もし/、 其 思 召に も 被 爲在候 は、、 其 旨 

私 へ 御沙汰 戴 候 は 、 、猶又 家臣 共 へ も 申 聞せ 厚說得 致し 候 は ， 、御仁 惠を 仰、 自然人 氣も 和らき 候 やと 存付候 間、 くるし か 

からす 候 は 、 御沙汰 成 下され 候樣 願度存 f  、官軍 御 進に 相 成 候と も、 慶直： 附屬の 者 は 御 征伐、 無罪 之 者 は 寛大の 御處置 

被爲在候思召、下々迄も祁通し、人氣動搖致し.&さぬ御計策伏而願上度、實に鎭撫方日夜心痛致し-.::^、、私は女の事、猶以 

行： g 不巾候 得 共. 慶賴： 深く 心痛の 簠意 助度存 候、 あまり 前後 も か へり 不 願こゝ ろみ f  、くるしから す 候 は 、 、此 よし 大 

總督宫 殿 へ 御取成の事、幾重にも御賴申入-^^、、以上。 

d. し 少才き 靜 寬 院 

/ ソ =p^  屏 

静寬 院宫日 誌 

〇 靜寬院 せ！ 1 曰 誌-一 云、 ト七曰 未 刻 過、 藤 歸府、 沼津 宿に て 十三 日、 十 ra: 曰 少將に 面會、 大總督 より 御 渡しの 御 書付 三 通、 少將 

復 古 記 卷 S: 十-; ハ 明治 元年 一一 一月 十一 一一 日  八 二 K 


復古 記 卷 四 十-; ハ 明治 元年 一二お 十三 日  八 ニナ 

より 極内に 見せられ、 拉に 返書 一 通持歸 る、 返書 大略、 

極- s: に 見せられ 候 書付 は、 德川 家臣 之 內大久 保 一 翁、 勝 安房、 山 岡 鎮太郞 三人..^ 大總督 へ 歎願 之 次第 有 候に 付、 別紙の 通盡 

力 可致樣 三人へ 仰 付ら れ候 事、 右 實功立 候 は 、、家名の 所 は 寛大に 可 被爲處 由、 付て は 城 は 是非 明 渡しに 相 成 候よ し、 田 安 

より 立 退の 事 中 出 候 は 、 、速 可 立 退 樣當地 人々 鎭撫可 致 事、 官軍へ は兼而 指揮 有 之 候 得 共、 猶叉 今日 使 を 出し 申 渡され 候 

事、 藤大夫 ！ 周旋 申 付ら れ候 事、 田 安 へ も 直 書 を以申 遣され 候 事、 猶又 口上に て、 此 度の 一 件慶喜 恭順の 道 立 候 は ， 、 家名 

之條は 如何 樣共 寛大の 御 取 計 可 被爲在 旨、 大 總督宫 殿御 さたの 由 故、 德川 家臣 下々 に 至る 迄 も慶喜 一 人の 爲を不 思、 祖家 

以來の 家名 相 立 候 か 肝要に 付、 鎭撫の 樣盡カ 可 致 候樣、 且は此 度 之 義は慶 喜 御 征伐に て、 强 ちに 德川を は 取 滅と中 思 召に 

，：之 旨 申 越さる。 

〇 東 山道 總督府 日記-一 云、 十三 日、 蔽宿御 滞陣、 靜寬院 宫御使 玉 島 謁見 致シ候 事。 

〇 

三月 十三 日、 和 宫之御 直 書、 老女 玉島ナ ル 者持來 ル也。 

返 もく-御 征 5^ SS. 上の 樣願 候に て は 決して 無 之 ま 、、あしか らす御 聞 取 の 檨御賴 申 入.^ --、 めて 度、 かしく 

々春暖 15,、、 彌 御機嫌よ く 成らせられ 候、 めて 度 忝く 存 f, さ樣に 候へ は、 此度は 誠に 恐 入 候 事件に 付、 此程藤 上京 致 

し、 東歸 S 上 委細 承り 候處、 實々 恐 入 候 事共に 候、 慶喜事 悔悟 伏罪、 東 叙 山に 謹 愼罷在 候、 iB 軍 御 進に 相 成 候ても、 不敬 之载 

無 之樣、 厳しく 中 付 御座 候へ 共、 何分 四方の 士民 輻輳 之 土地に も 候へ は 、多人数の うちに は 心得 違の 物 候て、 其 逢より 恭順 

之 意 て は 朝廷へ 恐 入候已 ならす、 赏 家の 安危に か. - はり 候 事と 其邊 深く 心配 致し、 鎭撫の 事に 付 願 之義有 之、 大 

督 宮殿 府中に 御 滞陣の 御樣子 故、 藤 事咋曰 出立 致し.？，、 何卒々々 右 御 返答 伺候 迄の 處、 其 御手の 御 軍勢 御 進. は、 し はし 

御 猶豫の 事， ふしてく 願 A^. 、右の 次第 急使に て 大總督 宮殿 へ 巾 入 置 候 ま ， 、何卒 御着 府 の處、 御 猶豫願 上 f  、 双方 

共 下輩の 听 ろより 大事 を 引出し 候て は、 i 莨 以殘念 至極に 存 f ま、、 私心 中 御 憐察成 下され、 御 勘辨の 樣くォ くも 御賴 


.& 入る く、 委細 は 玉 島より 御 聞 取の 樣と 存.. ？、 いそき 大々 らん 書よ ろしく 御 はんし 御賴申 入^,、、先は早々申入^？、 

可 祝。 

三月 十 一 日 認 

いは 倉 

大夫 殿へ 參る  靜寬院 

m 山道 總 督府叢 紙 

〇 

和 {on 樣 へ 御請 書 草稿 

謹而 御文 寨拜見 候、 其 後 は久々 御機嫌 も不 奉伺、 深 恐 入 f  、扨此 度 ははから さる 御大 變に立 至り、 主上に も 御 配慮 不淺、 

私共に も 深 奉 恐 入 候、 夫に 付、 東 山道の 總督被 仰 付、 不得止 • 事 下向 仕 候 事に 而、 決而 無法の あらく しき 輕卒之 所業 仕 候 

次第 は 毛頭 無 之 候閒、 御 心安く 被 思 召 候よ ふ 奉 願 上^?、 誠にく 御 心痛の 御 趣意、 私共に も 嘸々 御 心配の 御 事と もと 

乍 恐 奉存上 候、 此 上は慶 喜に 於而、 謹 愼之廉 相 あら はれ 候 は  >  、決 而戰爭 を 好の み 候 譯には 無 之、 何分に も、 此方に 而 はす 

すむ もしり そく も 大總督 の 御 さしつ をう け f 間 御沙汰の 御 趣 は 私共，. Q いかよ ふと も 相诀御 答申 上 兼 候へ 共、 御 趣意 

之處は 深々 恐 入 f、 幾重に も 相 守り 居候 間、 御 配慮 不被爲 在 候 樣奉願 候、 先年 兒中 種々 御高 恩 蒙り f 御 事故、 とふ 

そと ふそ 御沙汰の 通り 御 返事 申 上 度存上 f 得 北 ハ、 お 申 上 候 通り、^ 1 人の 計ら ひに も參り 兼、 誠にく 殘念之 事に 御座 

候、 私共 此度之 御用 被 仰 付 候 も 心に まかせさる 事な から、 御存知 も 被 爲在候 通り、 父 事 も 宫樣之 御 事に 付、 長々 のつつ 

しみの、 所、 此度 御免被 仰 付 候 次第に 而、 私此 度の 御用 御請 不申 上候而 は、 又々 いかよ ふの 御沙汰 奉 蒙 候 も はかり かた 

く、 旁 心痛の みっか まつい、 やむ ことみ-得す 下向 仕 候 譯に而 、其邊 御 推察 被 下 置 不惡思 召 被 下 置 候樣、 偏にく 願 上.. タ、、 先 

は 御 返蓽迄 あらく めて 度 かしく。 

设 古記 卷四 十六 明治 元年 一一 一月 十三 日  八 二 七 


復古 記 卷 EI 十六 叨治 元年 三月 十三 日  八 二八 

追而 い さ ゐ 之き は H.1 島 へ 申 聞 候 間、 御 聞 取 のよ ふ 願 上 山道 總督府 叢書 

〇 木 書、 草稿 ト題ス レ トモ、 下 ニ載ス ル 所ノ靜 寬院宫 日誌、 返書 文 言 大略 云々 ト合ス 、蓋 シ 一一  此甞 ヲ呈セ シナル へ シ。 

〇 靜 寬院宫 日誌-一 云、 十三 日 酉 刻 過、 玉 島 歸參、 板 橋 木陴へ 今朝 玉 島 出、 

岩倉大 夫、 同 八 千 丸 面會、 返書 持歸 る、 返書 文意 大略、 大總督 御 下知 次第 S 事故、 私に 取 計 は 相 成 難 候へ 共、 御 下知 迄 は 常宿 

に 滞留の よし 申 越さる、 井に 當 地の 人氣 精々 鎭撫可 致樣、 官軍 下々 へ も. S. 付ら れ候趣 文 井に 玉 島へ 口上に て 申 聞ら わ 候 事 一 

〇 又 云、 十八 日、 田 安に 而會、 藤より 承り 候 子細 e. 聞、^ 叉 說得盡 力の 檨申 聞、 右に 付猶又 書付 出し 候 趣 申 聞 承知 之 事、 右 書 

付 寫- 

先達 仰 出され 候 通、 德川御 家名 之 儀 は、 慶喜 恭順 之 道 相 立 候 は、、 如何 樣共寬 大之御 取 計 可 被爲在 g  、大總 督宮樣 御沙汰 之 

由、 此程御 使に 立ら れ候、 上 腺東歸 致し 伺 歸り候 間、 猶々 當地士 民 謹 愼之道 相 守 候樣遊 はし 度、 假令德 川 家臣たり 共 、官軍 

に歸 順、 勤 王の 者 共 は、 御 ffi 伐 被 爲在候 義に而 は 決 而無之 由に 被 爲在候 間、 其邊厚 心得、 慶喜 一 身の 事 彼是 不 論、 只々 祌 

君 以來之 御 家名 相 立 候 樣心懸 諫愼相 守 候 は 、 、神 君御始 御先 代 方 へ の 忠節 是に不 過と 思 召 候に 付、 此 程より 當地之 者 共へ 

厳 敷 謹愼仰 付ら れ候閒 、宜 軍よりも 粗暴 之義 無之樣 、東海、 東山兩 道の 御先 鋒總督 より 嚴敷御 指揮 之樣、 此程御 使 差 立ら れ 

候 節 御賴遊 はし 候 、官軍に も 元より 粗暴 之義無 之樣御 指揮 有 之 候 由の 靜寬院 宮樣御 願に 付、 獬叉 夫々 へ 御 申達し に 相 成 候 

由に 候 間、 彌以常 地 之 者 共 恭順 之 意 取 失 候て は、 相 濟不申 候、 萬 一 暴擧等 候て は、 靜寬 院宮樣 仰ら わ 候 御 事 も 詐謀之 樣に可 

相 成 候て は、 朝廷へ 恐 入 思 召候不 成已、 此後御 賴み事 も 立せられ す 候 樣に相 成 候て は御殘 念に 思 召 候 間、 靜 寬院宮 樣御當 

家 之 御爲， 且は 下々 動搖 致し 申さぬ 樣、 深 御 心痛に て 御 願 遊 はし 候 御 事故、 其邊 下々 迄 相 通し、 猶々 恭順 之 意 取 失 巾さぬ 樣 

仰 付ら れ候樣 、靜寬 院宮樣 御賴遊 はし 候 事。  - 

〇 靜 寬院宫 日記 一一 云、 此御 書取 田 安中 納言 殿へ 御 渡し 御達しの やう、 御 賴に相 成 候 事、 二十 一 日 田 安中 納言 殿より 仰 上ら 

れ t!^ 、此 間宮樣 より 御 直々 に 仰 出され 候 趣、 若年 寄初大 順に 愼候樣 との 御沙汰、 早々 若年 寄 始へ御 伺せ に 相 成 候處ハ 何れ 


も 有難り 候よ しに 而、 田 安中 納言 殿より 街禮仰 上られ 候。 

〇 束. 總督府 日記 二 云、 十三 日. &前 刻、 藤 御 出馬、 曰暮、 板撟 御著陴  >ー 相 成 候 事。 
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復古 記 卷四 十七 

.  明治 元年 戊辰 三月 十四日  一 

〇 三 月  一 

十四日、 天皇 紫宸殿 二 御シ、 公卿 諸侯 ヲ率 ネテ、 天神 地 紙 ヲ祭リ 、國是 五章ヲ 約定 ス、 曰、 廣 クー 

會議ヲ 興シ、 萬 機 公論 二 決ス、 曰、 上下 心ヲ  一 ニシ、 盛 二 經綸ヲ 行フ、 曰、 官武 一途、 億兆 其 志 ヲ- 

遂ケ、 人心 ヲシテ 倦 マサ ラシ ム、 曰、 舊染ノ 陋習 ヲ破リ 、天地 ノ 公道 二 基ク、 曰、 智識 ヲ 世界 ニー 

求メ、 大ー！ 皇基ヲ 振起 ス、 又詔シ テ、 洪業ヲ 紹述 シ 、蒼生 ヲ 安撫 セント 欲 スルヲ 吿論 シ 、各 私見 一 

ヲ去テ 、公義 一 一遵 ハシム。  一 

〇 太攻官 日誌 一一 云、 三月 十四日， 南 殿 一一 於テ 天神地祇 御 誓 祭被爲 在、 公卿 諸侯 會同 就約ノ 次第 左ノ 如シ。  . 一 

一 午ノ刻 群臣 著 座、 

公卿 諸侯 母 星、 殿上人 南 磨、 徵十： 東厢、 

ー鹽水 行事、  -  一 

神祇 輔勤 之、 吉 3 三位 侍從、  一 

一 散光 行事、  ，  一 

神祇 權 判事 勤 之、 植松 少將、  \ 一 


一 神祇 督著 座、 白 川 三位、 

一 舯於 H 志 神 欲、 

神祇 督勤 之、 

一 獻供、 

神祇 督、 同輔、 同權 判事 等 立列拜 送、 同輔、 津和野 侍從、 點撿、 

一 天皇 出御、 

御祭 文讀 上、 

總裁職 勤 之、 一一 一條 大納言 >  . 

一 天皇 御 神拜、 

親ク 幣帛 ノ 玉串 ヲ奉 獻シタ マ フ、 

一 御 誓書讀 上、 

總裁職 勤 之、 

一 公卿 諸侯 就 約、 

伹 一人 宛 中央 二進 ミ、 先ッ 神 位 ヲ拜シ 御座 ヲ拜シ 、而後 執筆 加 名 0 

一 天皇 入御、 

一 撒 供、 

拜送如 初、 

一 神 阿 計 神 歌、 

神祇 督勤 之、 

1 群臣 退出、 
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御祭 文 之御寫 

カケマ  カシコ  アマ ヅカ ミク ニツカ £  T ホ マへ コ卜シ ヤヨ t ト プア マリ 3 カノ 匕 イク ヒ  タリ 匕  ヱ ラビ サ- タメ ネ ギ マウ  'マ  アマ ヅ カミ .1 コト 3 サシ マ， ァく. - 

懸久毛 恐 支 天神 地 祌乃 大前爾 今年 三月 十 四 日 乎 生 日 乃 足 日 登 撰 定 天 禰宜申 左 久今與 利 天津神 乃 御言 寄 乃隨 仁. 大 

ンタ ォホヰ マツリ コト トリオ コナ. fszi、  二  £ コタ チマへ ツキ；/ トモ クニく ノミコ トモ チ トモ ッっ サ,、 ノヒ卜 、モ ヒキ .ti-tM フネ コノカ i トコ ォホ マへ C ケヒ. 、チカ コロ  マ 力 モノ コ 

下乃大 政 遠 執 行 、"止 親 王 卿 臣國々 諸 侯 百 寮 宫人遠 引 居 連 天 此祌床 乃 大前仁 誓 近 起 頃 保 比 邪 者乃是 

コ カシコ  ァラ 々ヶ  ァ メノシ タサャ キ  サャ キヒ コ、 n オタ 匕 くく  i カレ コ、 ブモ テア メノ. レタ モロ ヒト トモ チカラ ァ-; n- 口  &• 1 1 ス ヘラ ァカ マツリ コト 

所 彼 所 仁 荒 備備比 天 天下 佐 夜 藝仁佐 夜 藝人乃 心 毛平穩 § 良 故是以 天下 乃 諸人 等 乃 力 袁合世 心袁ー 皇 我 政袁 

アナ、 ヒ マツ ッ 力へ マツ ラセ タマ  コ じノミ マウス 中 ヤシ 口  3 コャマ コト ヲキ タカ ナン 力"' テ マツ カタ チ キ コシメ ァ メガ シタ ォホ ミク カラ ヲサ メタ マ メグ ミ タマ タニク * サ ワタル キ" ミシラ 

輔翼 奉 利 令 仕 奉 給 阴止請 祈 申 禮代波 橫山乃 如 置萵成 fli 奉 留形袁 聞 食 「な 天下 乃 萬 民 袁治給 比 育 給 比 谷 蟆 乃 狹渡留 極 白 

クモ ヌリ牛 ム カフス 力 ギリ ソ キキア タ ナス モノ ァ ラシ メタ マ  トォッ ミオ ヤノ ミコ卜 ミ タマノ フユ 力、 フ  トコ ンへ ッ 力へ マツ  ヒト トモ ケ フ  ゥケヒ  タガ  モノ テシ 

雪 乃 墮居向 伏 限 逆 敵 對者波 令 在 給 波受遠 祖 尊 乃 恩 賴 袁蒙利 天 無窮 仁 仕奉禮 人 共 乃 今日 乃 誓約 爾違波 無 者 波 天 

シ.. -チ キ  タ チマチ ッ ミナ ヒ タマ  モノ  ス メカ ミト ヮ マへ ゥケ匕 ョ n トモ ゥシタ マフ J 之, y 

神 地祇 乃 倐忽仁 刑罰 給 波 m 物 曾 お 皇神等 乃 前爾 誓 乃 吉詞 申 給 g 久 申。 

御 誓文 之御寫 

一廣 ク會議 ラ興シ 萬 機 公論-一決 ス へ シ、 

一 上下 心ヲー 二 シテ盛 ニ經输 ヲ行フ ヘシ、 

一 宫 武 一 途 庶民 ニ至ル 迄、 各 其 志 ヲ遂ケ 、人心 ヲシ テ倦 マサ ラ シメン コトヲ 要ス、 

一 舊來ノ 陋習 ラ破リ 、天地 ノ 公道 ニ基ク へ シ、 

一智 識ヲ 世界-一 求メ大 一一 皇基ヲ 振起 ス ヘシ。 

我國 未曾有 ノ 變革 ザ 爲ント シ 朕躬 ヲ 以 テ衆 一一 先 ン ジ 、 天地神明 二 誓 ヒ、 大-ー 斯國是 ヲ 定メ、 萬 民 保全 ノ 道 ヲ 立 ン ト ス 

衆亦此 g 趣 一一 基キ 協心 努力 セ ョ 。 

年號 月日 御諱 
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復古 記 卷 g: 十七 明治 元年 三 a- 十 Is  八 三 S 

J®8 誠 ニ以テ 感銘 一一 不堪、 今日 ノ 急務、 永世 ノ 基礎、 此他 二 出へ カラス V 臣 等謹テ 叙旨ヲ 奉戴 シ 、死ヲ 誓 ヒ^ 勉從 

事、 冀ク ハ以テ i 辰 襟 ヲ安シ 奉 ラン。 

慶應四 年 戊辰 三月 

總裁名 印 

公 卿 各 名 印 

諸 侯 各 名 印 

. -- しん， \ん の おん-つつ L 

Ili^Ttr  v->  、  、  、£  ま？) く こ、？； i  e ら A- っ^«- たて.！ S つ-  て ふせきき や-?、 たへ  た-り ひ，て>^  .^-んがふ  ち ふ 

g ま^ ¥S て 口 £g を bi. あ、 f を 以て 一 1 國に 1, 立し 列祖に 事へ 奉らん やと 朝夕 恐懼に 堪ざる 也、 竊に 考 る^ 中 

i 輒 へて より ik? 豕 i んを ir にし、 ¥i 诞 SI を鄉 &ん して、 t は i して S を 51^、 Jg^ の 父 として 絕て 赤子の 情 をと 

资る こと や ふ りなし、. おに の たるも^^ のみに^り^、 其が 爲に 今日 朝廷の 尊重 は 古 へに 倍せ しが， 瓜 

くにて 組^ は ITIf へ は： Pii る 、こと &辦 し、 か 、 る^ ir て ^ゲま て に^ 11 せんや、 今般 朝政 一 ^ う 卞 

に 難り、 マ H^" 卩 g て 4TM.,feM が& ざる S は、 IS  t か S なれば rSsS  CSTXg を S し 心ん ぎ を 苦め 艱難の 先に 立、 古 

t& の &.^ せ li ひし li を^み i& を斷 めて こそ、 lit し て 天ん g;y^ して^^の たる r に， m かざる ベ し、 往昔 列祖萬 J ゆ 

らし、 ず のこと あれば JK^S. どして これ を しず 一 ひ 朝廷の 政總て 簡易に して、 如 此 尊重ならざるゅへ、君臣相§- 

しみて！^ぉずぃ|^、觀湾}1^下に|まひ斷^|^に|ル^しなり、&なにずねぉ.【チ8|に酽け、 各國 四方に 相 雄飛す る _s 時に 當り、 

匿^み ritis にう とく is を し  一 t の 效を. はからす 朕 徒らに 九重 中に 安居し、 一 日の 安き を偷み 百年 £ 

リ，1  、一  フ，  つ、， - 7  v,^  つせ い i づか  J- てまつ  しも おくてう くるし  こと お， V  ゆ (  - 

.慰ハど55る、ときはムぬに^^軋の&#を受け、上は 列聖を |寸し め 奉 り、 下 は 億兆 を 苦しめん 事 を 恐る、 故に 肤こ、 に 百 

g 霸.： & く纖ひ § の！： Isn を ii じ、 T ぉの議 f  i す、 ，^?をぼ£ し證 ぎきし、 遂に は 里 £ 

を し. i& を ぎ がに し、 を の きに ん ことみ」 欲す、 汝 億兆 舊來の 陋習に 慣れ 尊重の み を 朝廷の 事 


となし gi のが i を しらす g 一た び 足 を 擧れば 非常に 驚き、 種々 の 疑惑 を 生じ 萬ロ紛 として-朕が 士 5 をな さ > 

らしむ るお は、 に I  ^をして たるず」 を 失 はしむ るの みならす、 從て 烈祖の 天下 を 失 はしむ る 也、 汝 億兆 能々 朕 

が こ士 r ゲ し、^ s-it を？ お i 我 を&り 朕が 業 を 助て 神州み 保全し 列聖の m 靈を 慰し 奉 らしめば、 生前の 

こ. つじん 

幸甚な らん。 

く で S 一 iST 生い を ®l させ き iitSk  ijlf ザ ^ ^々"之 il に 至る 迄 敬 承し 奉り 心得 違 

これな く こくが ため せい その ぶん つく  こと 

無 之 國 家の 爲に 精々 其 分 をます へき 事。 

三 1,  悤 

三月  „ ホ  i 

輔  弼 

大政 官日 誌 

官中 日記 

〇 紫 スルー 一 、誓約 ノ法、 首 二 奉答 書 ヲ揭ケ ，次 -1 姓氏 稱號ヲ 注記 シ、 誓 盟ノ際 本人 其 實名ヲ 手記 ス、 當時京 一一 在ラ ス 、若シ 

クハ 疾病 事故 ァ ル モノ、 及 ヒ後ニ 入 覲セシ モノ ハ 、漸次 誓 二 就ク、 但シ 原書、 十四日 ノ條、 實名ヲ 空白-一 シテ、 後ュ 重出 

スルモ ノア リ、 或ハ 重出 セサ ル モ ノア リ、 其詳ナ ルコト 得 テ考フ へ カラス、 今一 二 原書 ニ從ヒ 之ヲ下 二 揭ク， 六位藏 人中 

下 大夫亦 誓-一 與ル。 

〇 公卿 諸侯 奉答 書 四 通 

勅意 宏遠 誠以テ 感銘 二 不堪、 今日 ノ 急務 永世 之 基礎 此他 二 出 可 ラス、 臣 等謹テ 叙旨ヲ 奉戴 シ、 死 ラ誓ヒ 黽勉 從事、 冀ク ハ 

以テ 窟襟ヲ 安シ奉 ラン。 

慶 應四年 三月 十四日  ， 

有栖川 太宰帥  三 條大， 納 言 實美  • 岩 倉 右共衞 督具視 

復古 記 卷四 十七 明治 元年 三月 十四日  八 一一 一 五 


復古 記 卷 s 十七 明： 

中 山 前大納 言 忠 能 

山 階 治 部鯽晃 

華 頂 二 品 博 經 

德大 寺大納 言 實 刖 

長 谷 宰相 信 篤 

蜂 須 賀 少 將 茂 韶 

鍋 島 前 中將直 正 

龜井侍 從玆監 

細 川恃從 護久 

中 院大納 首 通 富 

三 條西中 納首季 知 

堤 右 京大 夫哲長 

正 親 町中 將 公 董 

橋 本少將 

四條 前 侍 從隆謌 

平 松 5 '费權 介 時 厚 

5 石 倉 侍 從具綱 

澤前主 水 正 

秋 月 右京亮 種樹 


十 H:B 

正 親 町 三： f 前 大納言 實愛 

仁 和 寺 二 品 嘉 彰 

近 衞新前 左大臣 忠房 

中 御門 大納 言 經 之 

松 平 宰相 慶永 

島 津少將 忠義 

鍋 島 侍 從直大 

正 親 W 大納 言 賨 德 

橋 本大納 言 實 麗 

大原 宰相 重德 

吉 田侍從 三位 良義 

東久世 前少將 

五條 少納 言 爲 榮 

鷲 尾 侍 從隆聚 

石山 右兵衞 權佐基 正 

萬 里 小路 右 少辨通 房 

愛 { お 大夫通 旭 

戸田 大和 守忠至 


八 三 六 

有 栖川中 務卿幟 仁 

聖護院 ニ品嘉 言 

鷹 司 前 右大臣 輔熙 

萬 里 小路 中納 is 博 

白 川 神祇 伯資訓 

^達 少將宗 城 

毛 利 小 將廣封 

淺 野新少 將 茂 勳 

醋 醐大納 言 

久 我大納 言 通 久 

西圓寺 三位 中將 公望 

東 園 中 將基敬 

植松 少將雅 言 

壬 生前 修 理權大 夫基修 

長 谷 美 濃 權介信 成 

烏 丸 侍 從光德 

坊城 侍從俊 章 

五辻 大夫 安仲 

長 闹左京 亮 護 美 


伏 式部 卿 邦家 

近衞前 左大臣 忠熙 

難 波大納 言 宗 弘 

飛鳥 井" 1 大納言 雅典 

今 城 ^ 大 納 言 

冷 中納 首 

m 中納 首 齊 泰 

淸閑 寺中納 言 豐 房 

八條 前中納 言 隆 祐 

阿野 宰相 中將 公誠 

四辻宰 ffl 中將 公賀 

久世前 宰相 通熙 

藤 井 二 位 

梅圓前 右兵衞 督 

倉 橋大藏 卿泰聰 

石 井 左 衞門督 

0  三  位 

伏 原 三位 


• 九條 左. 臣 

ill 大寺 前.；^ 大臣 

久我 前. M 大臣 

庭 m 大納 首 重 胤 

柳 原 前大納 言 光 愛 

裏 松 前火納 言 

愛お 中納 赏 通 祐 

淸水 ハ，^ 中納 言 公 正 

六 條 前中納 言 有 容 

三室戶 宰相 陣光 

今 城宰加 中將定 a 

町 尻 前 宰相 量 補 

七條前 宰相 

五 辻 二位 高 仲 

六 角 三 位 

吉 田 三 位 

岩 倉 三 位 具慶 

西 四 辻 三 位 

平 松 三位 


復古 記 卷 g: 十七 明治 元年 三月 十 m:  口 


火 炊 御門 右大臣 家信 

一 條前 右大臣 

綾小路 按察使 有 長 

日 野 前大納 首 資 宗 

廣橋 前大納 言 胤 保 

0 室 前大納 言 長 順 

山 科 右 衞門督 言 成 

松 平中納 言 茂 承 

野宮 〈g 中納 言 定 功 

西洞院 宰相 信 堅 

栴溪 宰相 中 將通善 

竹屋前 宰相 光 有 

藤 波 二位 敎忠 

萩原 二位 員光 

豐岡 前 大 藏 卿隨資 

淸岡 式部 權大 輔長熙 

三 室戶 三位 雄 光 

慈 光寺 三位 

石 野 三位 基 安 

八 一一 一 七 


復 古 記 卷 四 十七 明： 

唐 橋 式部 大輔 

高 松 三位 保實 

交 野 左 京大 夫 時 萬 

梅 圓 三 位 實 紀 

高 野 三 位 保 美 

棚 n 三位 靜康 

飛 烏 井侍從 三位 雅望 

節 4:3  ^  ノ，^ 韶 

松 木 中 將宗有 

西 大路 少將 

千 種 〈1 少將有 文 

愛お 中 將通致 

高 野 少將保 建 

醍 刚少將 

裏 辻 0 中 將 公 愛 

中圔左 til 權頭 

小  侍 從長季 

六 條少將 有 義 


堀川 三位 親賀 

池 尻せ！ I 内 卿 胤房 

藤 井 三 位 行 道 

慈 光寺 太宰大 1^ 有 仲 

堀川 新 三位 康隆 

耱 波 三 位 

食 橋 三位 泰顯 

i "露 寺 頭 辨勝長 

中 山 前 中將忠 愛 

押 小路 遠 江權介 

三條 西少將 公 允 

小 <q 中將補 

町尻少 將量衡 

大炊 御門 少將師 前 

石 野 治 部 大輔基 佑 

圚 池少將 公 靜 

淸水ハ み 侍從公 考 

庭 m 侍 從重正 


八 三 八 

山 井 三位 氏暉 

土 御門 民 部 卿晴雄 

北 小路 左 京權大 夫隨光 

舟 撟侍從 三位 康腎 

淸 M 三 ^51 長 說 

一： S  0 三 位 

山 科 內藏頭 言 繩 

汕 小路 中 將隆晃 

滋野 井中 將實在 

武者 小路 少將 公香 

石山 中 將基文 

難 波中將 宗 fvS 

高 丘 兵 部大 铺紀季 

六角 大藏大 輔博通 

園 中將基 0 

高 辻 少 納 富 修 長 

溢 野 井 侍從公 壽 

山 本少 將實攻 

坊城頭 辨俊政 


松 平 中將、 倫 

七 條備中 植介信 祖 

忭 ム -ぬ 頭怖贤 

唐 橋 大內記 在 綱 

松 平少將 定 安 

風；： 十. K 和權介 公紀 

浆 iiS 從爲紀 

藤 波 伊勢 權守 言 忠 

有 馬 遠 江 守 道 純 

勸修寺 右 衞門權 佐 經现 

西 大路. K 夫隆修 

西 洞 院大夫 信 愛 

淸閑寺 侍 從盛房 

^觯由 小路 出 雪權 介光尙 

5^ 小路 讚岐權 守定明 

大 原 左 馬 頭 靈 朝 

阿野 侍從 實 允 

復古 記 卷 h: 十七 明治 元年 三 


大 原 前 侍 從俊實 

山 井 勘 解 由 次 i ほ 氏 胤 

千 種 侍 從有任 

汕 小路 侍 從隆董 

三 室 戶左共 衞佐和 光 

伏 原少納 首 宣 足 

中 園 近江權 介資受 

坊城大 舉頭任 長 

押 小路 彈正 少弼 公亮 

黑 m 少將長 知 

靑山左 京大 失忠敏 

築 室 左 少辨長 邦 

栴圃大 夫實靜 

蔽大夫 覽 方 

廣橋侍 從胤光 

花园. K 夫實延 

藤 ハ 4： 越 前 權 介爲遂 

せ 露 寺. K 夫義 長 

梳松 右京 權大 夫雅 德 


富 小 路 前 中 務大輔 敬 直 

梅 溪侍從 通 治 

慈 光寺 大膳 權大 夫お 仲 

緩 小路 少將有 良 

豐岡中 務權大 輔健資 

有 馬 中 將慶賴 

获 原右衞 門佐爲 種 

錦 織 中務大 輔敎久 

松 木 從宗順 

藤 堂 少將 高潔 

勘觯出小路横右中辨^^生 

竹屋左 衞門佐 光昭 

四 條大夬 

冷 。水 大 夫爲柔 

東圓. K 夫 基 愛 

澤 生水 正宣種 

中 御門 大夫經 明 

石 井 民 部 大夫行 知 

八 =1 九 


復 古 記 卷四 十七 叨： 

河 緒 火夫 

裏 松 中 務權少 輔良光 

橋 本大夫 實陳 

石野大 夫基將 

岩 倉 大夫具 定 

唐 橋 大夫在 正 

京 極 佐 渡 守 朗 徹 

櫛笥大 夫隆義 

毛 利 伊勢 守 高 謙 

中 川 修理 大夫 久昭 

木 下備中 守利恭 

池 E 信 濃 守政詮 

京 極 下 總守高 典 

松 平 主計 頭 直 哉 

小 出 伊勢 守英尙 

加 藤 能 登 守 明 實 

松 平 圖書頭 信 正 

細 川 差 次 藏人源 常 典 

德川元 千代 德成 


十四日 

難 波 大夫宗 明 

桑原 大夫輔 長 

岡 崎 修理 權大夫 

慈 光寺 大和 權守和 中 

植松大 夫雅平 

日 野 西 越後 權介 光善 

九鬼大 驟 守隆備 

錦 小路 丹 波 權介賴 言 

安 藤 飛 驛 守 直 裕 

巿 橋下總 守長義 

京 極 飛驛守 高. 厚 

水 野大炊 頭忠幹 

松 平 佐 渡 守直已 

朽木近 江 守 爲 綱 

藤 堂 佐 渡 守 高 邦 

織， m 出 雲 守 信 親 

池 H 攝津 守德澄 

壬 生 禰藏人 小 视明麗 

織 田富久 之 助信敏 


八 E:〇 

淸岡 大膳大 失長延 

武者 小路 人. 夫實世 

三 室 戶大夫 治 光 

八 條近 江 植 守隆吉 

柬久 世大夫 

松沛肥 前守詮 

北 條相模 守氏恭 

倉 橋 因幡 權介 泰淸 

仙 石 讚 岐守久 利 

牧 野 豐 0 守 

森 對馬 守俊滋 

能 見 伹馬守 親 贵 

伊東 播麿 守長壽 

池 S 相模 守德定 

加 藤 遠 江 守 泰 秋 

土 井淡路 守利敎 

北 小路 極跪大 江俊昌 

藤 島 新 藏人藤 原 助 順 

森 帶 刀忠儀 


土方 聱 千代 雄 永 

堀 三 之 丞親廣 

相 良 遠 江 守 0  S 

本 多 平 八 郞忠直 

松ギ 大和 守直克 

島 津 淡 路 守 忠 寬 

柳澤 甲斐 守 保 ゆ 

稻 葉 右 京 亮 久 通 

渡 邊丹後 守 綱 

久松大 藏少輔 勝 行 

毛 利 讚 岐守元 純 

稻 垣若狹 守太淸 

岩 城 左 京大 夫隆邦 

土 岐隼人 正賴知 

酒 井 左 京 亮 忠 經 

西尾隱 岐守忠 篤 

、龍 脇 丹. 《K 守 1"。 敏 

靑山大 膳 亮 幸 宜 

什 腰 龍 若正舊 

復古 記 卷四 十七 明治 元年 三 


靑木源 五郎 重 義 

井上 河内 守 正直 

板 實攝津 守 勝 弘 

植村剑 次 郞家壺 

前 田 飛 iS 守 利 i.? 

稻葉美 濃 守 正 邦 

宗 對 馬 守 篛 達 

遠 山 言 農 守友祿 

三 宅備後 守康保 

高 木 主 水 正正 坦 

細 川玄蕃 頭 興 貫 

大岡越 前守忠 敬 

細 川 豐 前 守 行 眞 

松 平日 向 守直靜 

堀 H 出 羽 守 正 養 

三 沛玄蕃 頭 顯 次 

土 井大炊 頭利與 

小 笠 原 幸 松 丸貞孚 

安 藤 理 三 郞信勇 

： 十四日 


一 柳 弦 次郞賴 明 

本 庄 宮 €： 少糊道 美 

一 柳對馬 守末德 

松 平讃岐 守賴聰 

松 平 左 京大 夫賴英 

本 多 主 膳 正康穰 

土 井 能 登 守利恒 

增山對 馬 守 正修 

小 笠 原 左 衞門佐 長 守 

久松 壹岐 守 定 法 

丹 羽 長 門 守 氏 中 

堀 右 京 亮 之 美 

松 平 主 殿 頭忠和 

大河 €： 右 京 亮 輝 照 

森 川 內膳正 俊 方 

井^ 右京亮 直 安 

間 部下 總守詮 道 

酒 井 姓 次 郞忠實 

井上 宫 S 正 順 

八 四 一 


m 古 記 卷四 十七 明治 元年 三月 十 四日 


松 平 太刀 若康倫 

柳澤 伊織 光邦 

松前敦 千代 隆廣 

織 田 修理 信 及 

永 井 日向 守 直 介 

水 野 和 泉 守忠精 

奧平美 作 守昌邁 

永 井 肥 前 守 尙 服 

C 藤備後 守攻擧 

松 平 周 防 守康英 

立 花 出 雪 守 種 恭 

長 門 宰相 敬 親 

石 川 日向 守. 成 之 

ゆ 達 若狹守 

彥根中 將直憲 

伊達 侍從 宗 德 

秋 元 刑 部 大輔志 朝 

本 多 河 守 忠 貫 

太 ffl 備中 守資美 


京 極右 近高陣 

伊柬彥 松祐歸 

吉 川芳之 助經健 

黑 田甲裴 守長德 

四 辻大夫 公康 

水野眞 次郎忠 弘 

柳川少 將鑑寬 

堀 田 相 模守正 倫 

大給 左衞門 尉近說 

稻葉備 後 守 正 善 

京 極 主 膳 正 

保 科 彈正忠 正 盆 

前 田 丹 後 守利豁 

喜 連 川 左 馬 頭 

因幡 中將 

備前侍 從章攻 

秋 月 長 門 守種殷 

九 鬼 長 門 守隆義 

建 部 內匠頭 政 世 


八 四 二 

松 平 驚 次 郞直致 

土星 餘七 麿擧直 

鳥居 右近 忠文 

櫻 井 遠 江 守 忠 興 

野宫 大夫定 穀 

輙訪鍟 次 郞忠禮 

加 納 嘉 元 次郞久 宜 

酒 井 右 京大 夫忠祿 

大 給鏠殿 頭乘謨 

小 笠 原 佐 渡 守長國 

稻垣平 右衞門 

本庄 彈正忠 宗 武 

毛 利淡路 守 元 蕃 

酒 井 直 之 助忠邦 

松 山 少將勝 成 

戸田 丹 波 守 光刖 

五 島 飛 驟守盛 德 

松 平 能 登 守乘命 

前 S 多慶 若利嗣 


阿 部 元 次 部正桓 

內藤金 一 郞文成 

平野 內藏 助長 裕 


〇 


明治 元年 戊辰 九 ■ 月 十三 日 

因幡 中 將慶德 

明治 元年 戊辰 九月 十九 日 

山 內中納 言 豐 信 

岡 部彌次 郞長職 

池 田 久 之 助 喜 延 

明治 二 年 己巳 正月 廿 五日 

松 平少將 茂昭 

關 伊勢 守長充 

谷 大膳 亮 衞 滋 

織 田 攝津守 長 易 

淺野近 江 守 長 厚 

眞 田 信 濃 守 幸 民 

木 下敏次 郞悛愿 


毛利宗 五郎 元 懋 

山 名主 水 助義濟 

西 四 辻少將 公 業 


€： 藤 若 狹守賴 直 

田 玄蕃 頭 意 尊 

山內驚 豐 誠 

大澤右 京大 失 基 壽 

山 €： 少將 豐 範 

牧 野 豐 前 守 誠 成 

本 多 肥 前 守 忠 明 

柳 生但馬 守悛盆 

S 相 模守廣 孝 

戶田采 女 正 氏 共 

山 崎 壽 丸 治 祇 


a- 達 締之助 宗 敬 

池 S 久米之 助 

岩 倉 勘 解 由 長 宫具經 


い a 古記 卷 II 十七 明治 元年 三： 《 十四日 


藤 志 摩 守 正 誠 

本 多 修理 忠鵬 


大河 S 刑 部 大輔信 古 

戸田 淡 路守氏 良 

脇 坂 淡路守 安斐 

片桐主 膳 正貞篤 

永 井信 濃 守 直 哉 

稻垣對 馬 守 長 敬 

鍋 島欽次 郞直虎 

八 四  一二 


復 古 記 

松 沛 豐 

一月 十九 日 

前 S 宰相 中 將慶寧 

小 笠 原 近 江 守貞正 

一月 二十 二日 

橋 本 中 將實梁 

一月 二十 三日 

澤右 衞門權 左宣嘉 


卷四 十七 明治- 兀年三 HJ 十四 nr 

太 郞 近 


〇 


刺 意 宏遠 云々、 な、 文 一 


I 一同 シ ■ 

明治 元年 戊辰 十 一 月朔 

一 撟大納 首 茂 榮 

水 野 出 羽 守忠敬 

黑 E 筑後守 直 養 

石 川 若 狹守總 管 

阿部 駿河守 正恒 

大久保 中務少 輔敎義 

戶 E 長 門 守忠行 

田 主 殿 頭正擧 


曰 


成 瀨举人 正正 把 


田 

中 


遠 

有 


安 

-■}! 一一- 

馬 


中 

紀 


日 一 

伊 

丘ハ 


一一 一一 n 

0 


0 

正 

；!；  一口 

政 

氏 


八 四 四 


加 藤 出 S 守 泰 令 


秋 元但馬 守 禮 朝 

鳥居 丹 波 守忠寳 

大岡主 膳 正忠莨 

大河 内豐 前 守 正 質 

水 野 肥 前 守忠順 

米贫丹 後守昌  一一 一一 口 

新庄 下野 守 直 敬 

本堂 式部 丞親久 


松 平雅樂 頭賴策 

扳倉百 助 勝 敬 

堀 恭之進 直 登 

吉井鐵 丸 信 謹 

同月- i 日 

松 平 確 堂齊民 

同月 十九 日 

德川 三位 中 將家達 

溝 口 誠 之 進 直 H=! 

柳 澤彰太 郞德忠 

同年 十二月 五日 

細 川 中 將韶邦 

六 鄉兵庫 頭政鑑 


〇 


勑意 宏遠 云々、 f 町；； 

明治 二 年 己巳 六月せ 七日 

树原侍 從攻敬 

上 杉 侍 從茂憲 

松 平和 泉 守 


牧野 金 丸貞邦 

酒 井 知 三忠彰 

大田原 姓 丸勝淸 

井上 辰 若 丸 正 己 

松 平廿ニ 麿賴之 

戶田土 佐 守 忠友 

大 久保岩 丸 忠良 


德川 民部大 輔昭武 

上 杉 駿河守 勝 道 


戸澤 中務大 輔正實 

鍋 島甲裴 守直紀 

細 川若狹 守 


大久保 三 九 郞忠順 

大關泰 次 郞增勤 

山 口 長 次 郞弘達 


相 馬 囚幡守 IK 一-胤 

松 平 主 税頭賴 位 

秋 H 萬 之 助 映 季 


松 平 伊 賀 守 忠禮 

生 駒 讃岐守 親 敬 


復 古 記 卷四 十七 明治 元年 三月 十四日 


前 田 侍 從利同 

大村丹 後 守純熙 

鍋 島備中 守直彬 

八 四 五 


m 古 記 卷 MI 十七 明治 元年！ 一一 月 十 m 日 


安部 攝津 守 信 發 

池 田 丹 波 守政禮 

久世順 吉廣業 

酒 井信 三郞忠 E 

板 倉 敎之助 勝 達 

牧野 銳橘 忠毅 

藤 三 郞信美 

本 多 什 仙助實 

堀 ¥ 次 郞直弘 

同年 七月 十七 日 

弘 前 藩 知事 承昭 

同月 廿 二日 

津輕從 五位 承 叙 

同年 八月 十三 日 

西 尾 藩 知事 乘謨 

同年 十月 二 日 

久保田 藩 知事 義堯 

同年 十 一 月.； '四日 

高 梁 藩 知事 勝弼 


久留島 伊豫 守 通靖 

佐 竹 壹岐 守 義 理 

酒井德 之 助忠祿 

本 多 丘ハ 庫 助忠仲 

田 村鎭丸 崇 顯 

内 藤 英之助 政 憲 

南部 璟之 助榮信 


高須藩 知事 義生 


八 四 六 

牧野 伊勢 守 忠 泰 

足 利 左 馬頭 聰氏 

阿 部 基 之 助 正 功 

南部 彥太 郞利恭 

松 平 豐 熊 信 安 

南部 雄 麿 信 方 

水 野 禊 之 助勝寬 

分 部 掃 部 助 光明 


桑 名 藩 知事 定敎 


同年 十二月 十二 

小 諸 藩 知事 康濟 

三年 班 午 八月 十 

豐津藩 知事 忠忱 

四 年 辛 未 五月 四 

忍 藩 知事 忠敬 

〇 中 下大夫 奉答 書 三 通 

勅意 宏遠 云々、? 、文 

慶應四 年 戊辰 三 

武 E 侍 從崇信 

吉良源 六 郞義方 

有 馬 次 郞廣泰 

近 藤 兵 庫 助^ 虎 

服 部 中保 固 

溝 口 越： ¥ 家 壹 

山 口内 匠直英 

杉 沛越前 正 尹 

大河 内 鋼 之 助 信 E 

久松榮 之 助忠武 


曰 


七 日 


曰 


月 


足 利 木久麿 

大友 式部 義 敬 

松 平豐三 郞康敏 

今 大路 中務大 輔正經 

戶田三 郞四郞 氏 盆 

松 平 式部 忠， お 息 

近 藤 力 之 助用諫 

曾 我 千代 松助尙 

坪 飛 驊定盆 

花房 外 記 正 緩 


宫 內省記 


復古 記 卷四 十七 明治 元年 三月 十四日 


戸田 中務氏 

大澤采 女 

溝 口 攀人助 直 

秋 元 一 擧 國 

五 井 弘 之 助 忠 

米津小 太夫 田 

近 藤 登 助 利 

鍋 島 颖之助 直 

秋 山 虎之助 正 

西 鄕新太 

八 四 七 


貞 

影 

永 


復古 記 卷四 十七 明： 

近藤攀 人國川 

戶 m 熊 之 丞氏寬 

久 永 岩 士  n  0 

井上 厚之助 正 義 

大河 內監 物疋 

柴 田 岩 五郎 勝 誠 

新 id 鋼 五 郞直與 

島津又 吉久純 

岡 部 加 賀長直 

戶 m 松 三郞忠 篤 

水 野 春 四 郞忠善 

竹 本 左 門正誡 

大 島 雪 四 郞義行 

川 勝驟之 助廣成 

堀 順 三 郞 直 意 

山 本 小 膳 正直 

遠 藤 新 六 郞常懷 

三 好 時 之 助長 貞 

岡 田 六 次郞 善 直 


十 1： 日 

巨 勢 大隅利 光 

本 多 日向 助眞 

西 尾 錦 三郞敎 穀 

大 草 三 吉 高 朗 

仁 賀保孫 九 郞誠成 

石 m 横 之 助總銓 

岡 野 雄之丞 

松 平 B- 次郞 

S 藤釤士 n 正從 

太 田 彥十郞 

問 部 2： 膳 

仙 石鐵次 郞久寧 

HI 揚大助 

落 合 纏 太郞道 義 

千 本 彌八郞 

松 平 圖 書乘武 

諭 訪左源 太賴威 

渡邊鐘 次郞 保 

稻垣藤 九 郞長皮 


八 四 八 

松 平欽ニ 郞忠厚 

本多寬 司忠陣 

高木 義太郞 正義 

皆川鏈 之 進 庸 德 

久保 式部 敎 愛 

太 S 運 八 郞資道 

阿部 志 津摩正 順 

平 岡 笨人績 之 

仙 石 播磨政 相 

村 瀨 ^SI 次 郞 重 義 

宫 城 福 之 助千國 

小 笠 原 外 記長刖 

戶 m 彥次郞 氏 S 

大久保 彥太郞 

岡 部 魅〉 ゾ M  ^ 利 

宫 崎 太 郞泰道 

山 口 新 五 郞直眧 

蒔 田留十 郞廣生 

奥山 主 税良匡 


齋藤次 郞左衞 門 利 愛 

別 所 孫 四 郞矩方 

永 井 吉之丞 直 尹 

同年 十 一 月ト 四日 

足 利 木 久麿基 永 

太 田彥次 郞資智 

久 永岩吉 郞章武 

仁 賀保佐 五 郞誠愨 


淸 水次郞 

鈴 本 萬 次 郞重備 

寬 帶刀正 行 


ま 


大澤基 治 

石 川 三 平 總 參 

岡 野 延五郞 知 則 

堀 助 次 郞親序 


〇 


勅意 宏遠 云々、？ I は、 文 

明治 元年 戊辰 十 

今 川侍從 

前 田 侍 從長献 

長澤内 記資寧 

福 原 e 匠資生 

新田 满次郞 俊 純 

酒 井 采女忠 篤 

S 藤 駒 次 郞信重 

本 多 駒 之 助正國 


月 十九 日 


國 廣 


菅沼左 近 將監定 長 

上 杉 源 四 郞義順 

品 川 第二 郞氏次 

大田原 帶刀淸 明 

戶 田太郞 光武 

大久保 與七郞 忠告 

藤 堂 秉之丞 良 連 

菅 谷 主 税介政 勝 


坪 

淸 


垣左衞 門通德 

藤 備中忠 一 

內敍次 郞利昌 

岐峯次 郞賴功 

山 盆 之 助 景 福 

部 篤志 郞詮功 

水 次 郞義方 


宫 

松 


復古 記 卷四 十七 明治 元年 三月 十四日 


原 侍 從義路 

田 織 之 助 信 眞 

野 雄 之 助資愛 

須與 一 資興 

世 三 四郞廣 崇 

久保兵 庫敎興 

野 式部 忠和 

平 采女信 懿 

八 四 九 


度 古記 卷 g; 十七 明治 元年 三月 十四日 


石 川 又 四 郞正敬 

杉 浦 桂 之 進攻 芳 

織 田 主 水 正 治 

加 藤 右近 明昭 

永 田 勝 左 衞門直 知 

大久保 銑 三 郞敎孝 

識訪 甲斐 守賴匡 

同年 十二月 五日 

生 駒甸之 助俊德 

河 野 庄左衞 門 通知 


〇 


勅意 宏遠 云々、^ ば、 文 


慶應四 年 六月 

大澤侍 從基壽 

榊 原 越 中 守 照 求 

中條兵 庫信汎 

松 平 與次郞 敬 信 

朽木 主計 助 之 綱 

伊東 鑒之 助祐敦 


松 下 加 兵 衞 重 光 

德 永主税 昌大 

井戶 金平 弘光 

^ 訪 萬 吉郞賴 超 

本 多 吉 彌 忠 宏 

進 佐 渡 守成 孝 


渡邊 虎之助 濟 


京 極 侍從高 福 

最上 駿河 守義連 

織 田 主計 信任 

平野 内藏 助長 裕 

金 森 左 京 近 明 

知 久左衞 門 五 郞賴謙 


八 五 〇 

有馬鐵 三郞刖 忠 

日向 小傳太 正直 

加 藤彌次 郞明吉 

安 藤 左 京 高 美 

三 井 萬 三 郞良忠 

玉虫 八左衞 門維矩 


多 賀靱負 高 智 


畠 山侍從 義勇 

日野大 擧資訓 

山 名主 水 助義濟 

戶川 主馬 助達敏 

五島 銑 之 助 盛 明 

小 笠 原 兵 庫 助長 裕 


庄池松 淺本根 蒔 堀 仙 互 武舟花 水橫松 小能咼 

田 平野 多 來田田 石 勢 田 房 野 田 平 出 勢 木 
八十 _ ^邦 榮錄主 右鑛兵 助 國權上 大日 伊 
十鎗一 之 三 太/. 之 レ柳兵 之 之 總和向 勢 

チ 税人 輔郞郞 H 十 近助渾 衞助助 介 守 守 守 

一 安一 勝 長 成盛廣 一久 利 信 —職 貞榮 忠秀賴 守' 
興 郞寬發 功 富 德 儀 徵國敬 助 居 尙松敏 實富庸 


三板 小一 
枝 倉 出色 
政 小 播 丹 
三次 糜後 


酒 酒 

秋 

木 

大 

淺 

瀧 

井 * 

月 

下 

河 

野 

川 

m き 

幾 

辰 

内 

友 

斧 

太 

孫 

太 

部郞 

郞 

郞 

郞 

郞 

忠 忠 

種 

秀 

長 

利 

復古 記 卷 EI 十七 明治 元年 三月 十四日 


朽木和 泉 守 綱 美 

小 笠 原加賀 守長穀 

守 直 記 

守 秀 道 

郞勝運 

郞 守 道 

永 井 左 門直剛 

上田 繚次 郞義命 

柴田 七九郞 

一 柳 信 次 郞直明 

近 藤 利 三 郞攻敏 

甲斐 庄帶刀 正 光 

藤 懸 左 京永武 

水 谷 主 水勝昌 

片桐 銀三郞 貞 明 

長 谷川 都 五 郞勝龍 

朽木勇 太 郞爲綱 

菅沼直 七 郞定基 

伊東 常ニ郞 


水 野但馬 守忠昌 

松 井信 濃 守康功 

池 田 右近 將監賴 誠 

牧 相 模守義 道 

内 藤甚郞 正義 

石川靱 負總範 

酒 井 富 之 助 

大給求 馬乘惠 

靑山內 記幸勸 

小 出 主 水 有 常 

靑木 九十 郞直永 

石河藏 人貞昭 

勇 

舜 

誠 

尙 


復古 記 卷四 十七 明治 元年 三月 十四日 


久留島 修理 通 孝 

竹 中 万壽藏 重任 

內藤 甚十郞 忠良 

永 井大之 丞直穀 

曾 我 勝 太 郞純祐 

多 羅尾織 之 助光弼 

島 田 新 三郞直 行 

本 多 岩 次 郞忠保 

村 越 三十 郞顯民 

土方 靱負 久已 

武 島 顓 之 助 直 方 

安部 關次郞 信 喜 

桑 山 錄太郞 重 信 

中島 與五 郞隆成 

明治 元年 戊辰 九月. 

菊 地主 膳刖忠 

戶川隼 人 安宅 

關 左 近 盛 令 

松 井 主馬 康弘 


三 日 


市 橋 傳七郞 長 賢 

京 極 要 之 助 高 驥 

靑 木 寅 之 助 義 權 

谷 藏 人衞久 

土方 兼 三 郞 雄 道 

松 浦 左 京  恒 

安 部 政太郞 信 德 

今 井 彥ニ郞 好 近 

桑 山 修理 正範 

丹 羽 小 左 衞門正 親 

片桐內 藏助信 成 

小 堀 權ト郞 政 安 

角南哲 三郞忠 愛 

松 平 太 郞左衞 門信汎 

齋藤宮 内 三 義 

靑 山 三 之 助 幸 待 

八 木 十三 郞補政 

設 樂 帶 刀貞鑑 


森 

戶 

安 


八 5 

宗 兵 衞攻德 

出 織 部秀祭 

井伊 S 和康 W 

山舍 人元吉 

島鐵太 郞義和 

錄藏衞 通 

川 右近 達 利 

田 熊 三郞信 一 

部 主 殿信淸 

0 鎭 之 丞 厚 

井 鏗之助 忠 正 

出 助 四 郞秀庸 

邊 嘉 一 郞 鏡 


船 越 柳 之 助景略 

内藤彈 正忠寬 

佐 野 房 之 助 率 行 


明 冶 元年 戊辰 九月 十九 日 

橫瀨筑 前 守貞固  新田 信 濃 守貞時  六角 主稅 名代 雄 太 郞廣宣 

前 田愿ト 郞長禮  岡 田 鍪之助 善 長  勝 田 鋼 吉 

宫內省 記 

〇™ 木戸 孝 允 建議 

謹而奉 建言 候、 舊主毛 利 敬 親父 子、 甲子 以來蒙 譴責、 臣亦敬 親父 子 之 左右 -ー 在リ、 久敷防 長 -ー 伏在、 四 境 閉塞 不奉窺 朝 旨 

之 所在、 然處、 先般 辱 クモ臣 蒙 命、 列 朝 班 倩 已注之 跡ヲ奉 恐察 候 一一 先帝 旣 二 叙 旨ァリ テ各國 へ 被 相 達 候 趣モ有 之、 開 

鎮 之國是 不問 シテ 自ラ 判然 タリ、 依テ 維新 抑 其 條理ヲ 被 爲遂、 已 一一 去月 晦日 各國 公使 モ奉拜 天顔 候 次第-一有 之 候處、 維 

新 之 日 尤淺ク 、御主 意 未普ク 通徹不 致、 諸藩尙 方向 ヲ異 -1 シ、 隨 テ草莽 輩モ擲 身命、 却 テ國家 之 禍害 ヲ釀 成シ、 屢誤 方向 候 

者モ現 一一 不少、 國家之 不幸 不 容易、 a 於 彼等 憫然 之 至 候、 仰キ 願クハ 前途 之 大方 向ヲ 被爲定 至尊 親敷ク 公卿 諸侯 及 百官 

ヲ卒ヒ 明 神 -ー 被 爲誓、 明 一一 國是之 確定 ァ ル所ヲ シテ、 速 一一 天下 之 衆 鹿 一一 被爲 示度 不堪 至 願 候、 誠惶誠 恐頓首 再拜。 

- 戊辰 三月  木戸 準 一 郞敬ま 

木 戶孝允 奏議錄 

〇 奏議錄 自註 -ー 云、 本書 御 採用 相 成、 顧問 參與數 人 へ 御 下命 有 之、 各々 及 建言、 其 中 ョ リ御採 擇被爲 在、 五 事 之 誓文 ヲ被 

定、 國是之 一 定ヲ 天下 へ 被 爲示候 事。 

〇 新發田 藩兵ヲ シ テ華 頂宮ヲ 護衞セ シ ム 。|£|  , 

〇 一 刃 メ英國 公使 兇徒 ノ撗虐 ニ遭ヒ シャ、 法律 ヲ設 ケテ、 將來ヲ 禁戒セ ント 請フ、 因テ 禁令 ヲ草 

シテ之 ヲ示ス 、是ニ 至リ、 公使 其 公布 ヲ促ス 、乃チ 明日 ヲ以テ 之 ヲ耍地 二 揭示ス ルヲ 報ス。 

复 古記 卷 ra 十七 明治 元年 三 HJ 十四日  八 五三 


復古 記 卷 四 十七 明治 元年 三月 十 w 日  八 Kra 

過日 御 約束 相 成 居候 外國人 へ 對シ及 亂妨候 節 所 置 振 等 之義、 國中 布告 ハ 勿論 辻札 へ 掛ケ、 普ク 我人 民 -1 知ラ シメ 候爲、 相 

認候 別紙 草稿、 拙者 共 ヨリ 差 上 候 樣總裁 ヨリ 承 候閒、 御請 取 可 被 成 候、 此段如 斯御坐 候、 以上。 

辰 三月 四日  東久世 前少將 

宇 和 島少將 

肥 前侍從 

英國 公使 

サ— ハ ルリ 1 パ— クス ケシビ 

閣下  外務省 記 

〇 案ス ル 一一、 別紙 ハ 七日 ノ 布告 書-一 シテ、 四日 ノ條ニ 載ス、 故 二 之 ヲ略ス 、很雖 モノ 下、 削 士籍ノ 三字ヲ 加フ。 

〇 

英國 公使 返 翰 

千 八 百 六十 八 年 三月 廿 九日 

去ル廿 七日 貴 書、 咋日 落手 セリ、 其 中二、 京都-一 テ諸 閣下 ト余ト 同意 セ シ如ク 、外 國人ヲ 攻擊ス ル ノ 刑罰 ニ付テ 御門 攻府 

ョ リ之達 シ窨之 寫シモ 共-一封 入 セリ、 右 達 シ書之 文面 ヲ、 兵 庫、 大阪ニ テ 公布 ス へ キヲ、 其 掛リ之 役人 ニ命シ 給ラハ 、余 二 

オイ テ 満足 ス へ シ、 就テ ハ 其 港 及 市中 二 テ敦レ ノ地 二  、 右 達 シ書ヲ 高札 二 公布 セラ レシ ヤヲ、 コ ンシュ ル又 ハ副コ ンシュ 

ル -ニ シ給フ へ シ、 且又 長畸ニ オイ テ モ同樣 二 公布 ァラ ン事ヲ 希フ、 此書 ニ謹テ 余力 誠意 ヲ睐 ス。 

英國 公使 

.  ハ ルリ— パ— クス 

東久世 前少將 


宇 和 島少將 

肥 前侍從 

閣下  外務省 記 

〇 

英國 公使 代書 翰 

以 書翰 致 啓上 候、 然 ハ 先般 於 京都、 政府 ョ リ私國 公使 へ 御定約 -ー 相 成 候 二 ハ 、以來 外國人 へ 對 シ 、殺害 S 亂行等 - 一可 及 ト存 

矣 モノ  ノ タメ  、早速 新法 度 御 立 被 成 候 趣 之處、 旣 -1 十日 餘 一一 相 成 候 得 共、 此儀 如何 御 坐 候 哉ト、 各國 公使 共 日々 相 待 候 二 付、 

尙英國 公使 爲 心得、 右 御法度 之 趣 何日 頃 御 張出シ 一一 相 成 候 哉、 右 之 段 御 尊簡 一一 テ私 へ 御 通達 被 下 候 樣奉願 候、 以上。 

英國 公使 代 

三月 十二 日  ミット ネル ト. 

伊達 少將 

東久世 前少將 

下  外務省 記 

〇  • 

英國 公使 代へ 返 翰 

ホ日御 書翰 被 下 致披閱 候、 然 ハ 先般 於 京都、 政府 ヨリ 貴國 公使 へ 御定約 一一 相 成 候 一一 ハ 、以來 外國人 へ 對シ、殺害拉^^3行等 

-1 可 及 者之タ メ  、早々 新法 度 被 相 立 候 趣 之處、 旣 一一 十日 餘 一一 モ相成 候 得 共、 此儀 如何 哉、 各國 公使 爲御 心得、 右 法度 何日 頃 

張 出， 一 相 成 候 哉、 書翰， 一 力 御 通達 申 候樣御 紙面 之 趣 致 承知 候、 則 五代 才助ヲ 以及御 答 候 閒御聞 取 可 被 下 候、 並 昨日 御 返 翰 11 

f 細 (難 、之 趣モ致 承知、 三 枝 蓊罪狀 之義、 早速 長 崎、 祌戶 へ モ張 出シ之 都合 二 取 計 申 候、 此段御 報 如是 御 坐 候 、以上。 

復古 記 卷四 十七 明治 元年 三月 十四日  八 五 五 


復 古 

三 月 • 


記 


卷四 十七 明治 元年 一一 一月 十四日 一 


三 日 


八 五六 

伊達 少將 

東 久 世 前少將 


英國 公使 代 

ミット ホ， >  ト 

足下  外務省 記 

〇 案スル 一一、 五代友厚 ノ 使命、 別 二見 ル所 ナシ。 

〇 

英國 公使 代-一 贈ル 書翰 

以 手紙 致 啓上 候、 然 ハ 先般 於 京師、 公使 へ 談判 相 成 候 外國人 へ 對 シ 無 鱧 暴行 イタ シ候 モノ 刑法 律、 一 般之 制札 へ 相 顯候樣 

ト之 云々 -ー 付、 昨日 東久世 前少將 ヨリ 御 話 申入 置 候 趣 有 之 候處、 於 京師 刑法 律 相 定候迄 之 間、 張 紙ヲ以 市中 町會所 門前 へ 

相 顯置候 樣可致 旨 申來候 -ー 付、 明日 中 可 致 布告 候 間 左樣御 納得 被 下、 橫濱 へ モ御 通信 可 被 下 候、 此旨爲 可 得 御意 如 此御坐 

ri^  、以上。 

辰 三月む 四日  伊達 少將 

東久世 前少將 

英國 公使 代 

ミット ホ^ト 

閣下  外務省 記 

〇 案ス ル 二  、文中 所謂 布告 書ハ 、四日 一一 載ス ル所ノ モ ノ  二 シテ、 卽チ 十五 日 揭示ノ 第四榜 ナリ。 

〇 阿部 正靜、 白 川 一一 復封セ ン コトヲ 請フ、 報セ ス。 


美 作 守 儀、 一 昨 寅年 六月 中. 奥州 棚 倉 へ 所 替被申 付 候處、 其 節 領民 頻騷擾 仕 候譯ハ 、積年 不如意 之 勝手 向 -ー ハ 御座 候 得 共、 數 

十 年 來之舊 法 ，ー テ、 領民 養育 方 民心 ヲ得 候儀モ 御座 候 哉、 領主 ヲ相 慕、 度々 元 幕府 役人 衆 途中 へ 罷出、 駕籠 訴等 仕、 或 ハ他之 

御領 主 へ 欵訴 仕、 是非 所替之 沙汰 相 止 候 樣及欵 願 候 始末、 右 二 付、 役人 共甚 心配 仕種々 說得鎭 撫仕候 得 共、 多 人 數之事 二 テ 

行届不 €• 、於 美 作 守 深 苦心 罷在候 折 柄、 松 平 周 防 守^  二 ハ川 越へ 所替相 成、 左 候 得 ハ入代 リト申 儀 -ー モ無 御座 候閒、 右爲鎭 

撫所替 期限^ 豫之 儀、 家來竝 領民 及欵願 候處、 右ハ元 御當地 ヨリ 被 仰 出 候 御 趣意-一 ハ 不被爲 在 候 哉 之 旨奉拜 承候賤 

モ 御座 候 付、 再三 關東 へ 欵願仕 候 得 共 承引 無 之、 去 卯 八月 中、 棚 倉 城 へ 引 移、 白 川 城 之 儀 ハ 丹 羽 左 京大 夫. *^ 家來 へ 引渡、 御 

同所 御 預-ー 相 成 候、 然ル處 、當辰 一 一月 朔日、 再 白 川 へ 所 替被申 付、 上下 一 同 喜 悅此上 無 御座 候、 就 テ篤ト 熟考 仕 候 得ハ、 再舊 

領屄之 儀 モ御復 政 一一 御基キ 天朝 之 御恩澤 ヨリ 出 候儀ト 上下 不堪 感泣、 勤 王 之士氣 モー 曆相振 候. 然ル處 、二月 卄六 

日 又 達 二 テ、 一 一月 朔日所 替之儀 ハ當時 恭順 中 二 付 取消 候 樣被申 付、 左 候 得ハ全 ク關東 ヨリ 出 候 儀 ト奉存 候 付、 折角 振 立 

候 士氣モ 又々 相 挫 可 申 哉ト、 美 作 守 深 痛心 罷在 候、 侬之、 此上 改テ從 天朝 、白 川へ 所替被 仰 付 被 下 置候ハ 、、此 上 御 

鴻恩 ヲ奉感 戴、 彌土氣 興起 可 仕 ト奉存 候 間、 何卒 寛大 之以 御高 評 右 被 仰 付 被 下 置 候 樣奉願 度 旨、 美 作 守 申 付 候 間不奉 

顧 恐此段 奉 歎願 候、 以上。 

阿部 美 作 守家來 

三 月  三 雪 理 兵 衞 

內國 事務局 叢書 

^  事  111^  一  1 一一。 

〇 阿部 正 功 家 記， -ー 云 、戊辰 一一 一月、 再 奥州 白 川 へ 所 替ノ儀 、於 西 京 奉 願、 尙又 同月 中 相 伺候 處、 願 ノ 趣追テ 御沙汰 可 有 之 旨、 同 

廿 四日 御 附謹有 之、 後遂 -ー 御沙汰 無 之 候。 

〇 細 川 利 永、 本莊道 美、 京 二 至ル。 Inly 

復古 記 卷四 十七 明治 元年 三月 十四日  八 K 七 


復古 記 卷四 十七 明治 元年 三月 十四日  八 五八 

〇 是 ヨリ 先、 德川慶 喜 ノ臣山 岡 高 歩。 I 力 大總督 府ノ參 謀西鄕 隆盛 二 就 キテ、 其 主ノ爲 一一 哀ヲ 

乞フ、 勝 義邦モ 亦 書 ヲ 隆盛 二 致 シテ、 其 意 ヲ陳ス 、犬 總督、 乃 チ實効 ノ目ヲ 指示 シテ、 之ヲ 遣ル、 

是 日 、 義邦及 ヒ 高步 等、 隆盛 ノ營 一一 抵リ、 指示 ノ 目-一就 キテ、 其 情 願 ヲ陳 請ス、 隆盛、 乃チ東 

海、 東 山 一 一道 ノ 先鋒 總督ー 1 牒シテ 、假 一一 明日 ノ 進軍 ヲ 止ム。 

〇 勝 安芳 日記 二 云、 三月 五日、 旗本 山 岡 鎮太郞 二 逢フ、 一 見 其爲人 二 感ス、 同人 申 旨 ァリ、 生ヲ 同伴 シ テ駿府 へ 行キ、 參 

謀西鄕 氏へ 談セ ムト 云、 我 レ是ヲ 良 トシ、 言上 ヲ經テ 其事ヲ 執セシ ム、 西鄉 氏へ 一 書ヲ 寄ス。 

無 偏無黨 王道 蕩々 矣、 今 官軍 逼鄙府 トイ へ ト モ 、君臣 謹テ 恭順 之 道ヲ守 ル ハ 、我 德川氏 之士民 トイ へ 卜 モ 、皇國 之 一 民 

成 ルヲ以 テノュ へ ナリ、 且 皇國當 今 之 形勢 昔時 二 異ナリ 、兄弟 牆 二 セメケ トモ、 其侮ヲ 防クノ 時成ル ヲ知レ ハ ナリ、 雖 

然鄙府 四方 八達、 士民數 萬 來往シ テ、 不敎之 民 我 力 主 ノ意ヲ 解 セス、 或 ハ此大 變ニ乘 シテ不 覊ヲ計 ルノ徒 、鎮撫 盡カ餘 力 

ヲ殘サ ス トイへ トモ、 終 二 其 ゆ 斐無ク 、今日 無事 トイ へ 共、 明日 之變誠 二 難 計、 小 臣鎭撫 カ始ト 盖キ、 手 ヲ下タ ス ノ道無 

ク、 i4i 敷 飛 彈之下 一一 憤死 ヲ决ス ル而 己、 然 トモ 後宮 之 尊 位 一 朝此 不測 之變 二 到ラ ハ 、頑 民 無賴之 徒、 何等 之大變 lis:  二 

可發 哉、 日夜 焦慮 ス、 恭順 之道從 是破ル トイ へ トモ、 如何 セム其 统御之 道 無 キヲ、 唯 軍門 參謀 諸君 能 ク其情 實ヲ詳 一一 シ、 

其條理 ヲ正サ レン コ トヲ、 且 百年 之 公評 ヲ以テ 泉下 二期 ス 二 ァ ル而 巳、 鳴 呼 痛 哉、 上下 道 隔ル、 皇國之 存亡 ヲ以 テ心ト 

ス ル者 ナク、 小 臣悲欵 シテ訴 へ サ ルヲ不 得ル所 ナリ、 其 御所 置ノ如 キハ敢 テ陳ス ル所 二 アラス、 正 ナラハ 皇 國之大 

幸、 ー點 不正 之御擧 ァラハ 皇國之 瓦解、 -亂臣 賊子 之 名目 千載 之 下 消 スル所 ナカラ ム歟、 小 臣推參 シ テ 其情實 ラ 哀訴 セ 

ン トス レ 共、 士民 沸騰 鼎 ノ如ク 、半日 モ去ル 能 ハス 、唯愁 苦 シ テ鎭撫 ヲ事ト ス、 將タシ テ其勞 スルモ 亦 功 ナキヲ 知ル、 然 

トモ 其 志 不達 ハ天 也、 到 于此際 何ソ疑 ヲ存セ ン哉、 誠 恐 謹言。 

三 月 六日  勝 安房 


參謀 軍門 下 

〇 西 四 辻 公業 私記-一 云、 勝 安一 iisr 大久保 一 翁、 山 岡 鐵太郞 ヨリ、 西 鄉吉之 助ラ以 段々 申出 候 次第 有さ、 別紙 之 通 内々 右三 名 

へ 被 仰 渡、 九日 相 達ス。 

靜寛 院宮御 儀、 田 安中 納言 へ 御 含 メ相成 候 事件 モ有之 候 一一 付、 御 趣意 貫徹 ィ タシ 候樣ー 向 盡カ之 事。 

右一 紙 

一 慶喜 儀、 謹愼 恭順 之 簾 ヲ以テ 、備前 藩 へ 御 預可被 仰 付 事、 

一 城 明 渡 可 申 事、 

一 軍艦 不殘可 相 渡 事、 

一 軍器 一 宰可相 渡 事、 

一 城内 住居 之 家臣、 向島 へ 移リ、 愼可罷 在 事、 

一 慶喜 妄擧ヲ 助ケ候 面々 、厳重 -ー 取調 謝罪 之 道 屹度 可 相 立 事、 

一 玉石 共 一一 碎ク之 御 趣意 更無之 二 付、 鎭定之 道 相 立、 若 暴 擧致候 者 有 之、 手 一一 餘リ候 ハ 、 官軍 ヲ以 可相鎭 事、 

右 之條々 寶効 急速 相 立 候 ハ、、 德川氏 家名 之 儀 ハ寬典 之 御 處置可 被 仰 付 候 事。 

〇 安芳 日記 又 云、 十日、 山 岡 氏 東歸、 駿府 一一 テ西鄉 氏へ 面談 君 上 之 御意 ヲ達シ 、且 總督府 之 御内 書 御所 置 之箇條 書ヲ乞 

フテ歸 レリ 、鳴 呼、 山 岡 氏 沈勇 二 シ テ 其識高 ク 、能 ク君上 之英意 ヲ演說 シテ 殘ス所 ナシ、 尤以テ 敬服 ス ルニ堪 タリ、 此程ョ 

リ、 法 親王 拉 一 橋 殿、 參政 服部筑 前、 河津 伊豆 等、 駿府或 ハ 箱 根 へ 御 出張 御 歎願 之事ァ リシ 力、 各 一 ツモ 御 採用 トモ 聞へ ス 、 

獨リ山 岡 氏行ク 一一 當テ 總督府 一一 達シ、 參謀 等此御 書付 ヲ渡 セリ、 歸府後 諸宫驚 懼シテ マ タイフ 所 ナシ、 宫丘 ハハ日 一一 府下 

二 逼ル、 大久保 一 翁、 川勝備 後、 淺野美 作、 向山 隼 人 輩、 諸官 一一 謀 リテ御 書付 一一 附キテ 歎願 ス ル所 ァリ、 是ヲ 以テ參 謀-一達 ス 

へ キ旨ナ リシ 力 トモ、 我ヲモ フ所 ァリ、 宫兵府 城 ニ近逼 シ諸士 必死 ヲ極ム ル ユア ラサ レハ、 上意 ヲ シ テ達セ シ ムルコ ト能 
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ハス、 マ タ官兵 モ我カ 動靜ヲ 察知 セ ス、 一 擧其通 不通 ヲ試ミ 、成否 ヲ天 二 任 力 セシ ニハシ カス ト云テ 、輕ク 動 カス、 竊 一一 聞 

ケ ル コト ァリ、 官兵當 十五 日 江 城 進擊ト 云、 三 道 之 兵 必死 ラ極 メ進メ ハ 、後口 其 市街 ヲ燒 キテ 退去 之 念ヲタ 、 シメ、 城 地 二 

向テ 必死 ヲ期セ シ ムト、 若 今 我 力 欽願ス ル 處ラ不 聞、 猶其先 策 ヲ擧テ 進 マ ム トセ ハ、 城 地 灰燼 無辜 之 死 數百萬 終 一一 其遁カ 

レシ ム ルラ知 ラス、 彼此 暴擧ヲ 以テ我 ニ對 セン ニハ、 我モ マ タ彼 カ進ム 一一 先キ ン シ、 市街 ヲ燒 キテ其 進軍 ヲ妨 ケ、 一 戰 焦土 

ヲ期セ ス ン ハ 有へ カラス、 此意此 策 ヲ設ケ テ逢對 、誠意 ニ出ッ ル 二 ァ ラサ レ ハ 、恐 ラクハ 貫徹 爲シ カタ カラム 歟、 愚 不肯是 

一一 氐テ 一 點疑 ラ存セ ス、 若 百 萬 之生靈 ヲ救フ 一一 ァ ラサ レハ 、我 先是 ヲ殺サ ムト、 斷然 決心 シテ 以テ 其策ヲ 囘ス。 

卜 三日、 高 輪 薩 州 藩邸 一一 出張、 西 鄉吉之 助へ 面談 ス 後宮 之 御 進退 一 朝 不測 之變 ヲ生セ ハ 、 如何 ソ其御 無事 ラ保タ シメ奉 

ラン 哉、 此 事易キ 一一 似テ其 實ハ甚 難シ、 君 等 熟慮 シテ其 策 ヲ定メ ラレ ム 一一 ハ、 我 カ輩モ マ タ宜敷 焦 思 シテ其 當否ヲ 量 ラム 

歟、！ ^ト不 1 ト興 ト廢ト 二 到リテ 今日 述ル處 二 ァ ラ ス、 乞フ 明日 ヲ以 テ決セ ム トス ト云。 

十四日、 同所 二 出張 西 鄉へ面 會ス、 諸 有司 之 歎願 書ヲ 渡ス。 

第一 ケ條 

隱居之 上、 水戶表 へ 愼罷 在候樣 仕度 事， 

第二 ケ條  - 

城 明 渡 之 儀 ハ 手 續取計 候 上、 卽日田 安 へ 御 預ケ相 成候樣 仕度 候 事、 

第三 ケ條、 第 四ケ條 

軍濫、 軍器 之 儀 ハ不殘 取收メ 置、 追 テ寬典 之 御所 置 被 仰 付 候 節、 相 常 之 員數相 殘シ、 其 餘ハ御 引渡 申 上候樣 仕度 事、 

第五 ケ條 、 

城內 住居 之 家臣 共ハ、 城外 へ 引 移 シ愼罷 在候樣 仕度 事、 

第 六ケ條 


慶喜 il 女 舉ヲ助 ケ候者 共 之 儀 ハ 、格別 之 御 憐憫 ヲ以テ 御寬典 一一 被 成 下、 一 命 一一 拘リ候 樣之儀 無之樣 仕度 事 

伹萬石 以上 之 儀 ハ 、本文 御寬 典之廉 一一 テ 朝 裁 ヲ 以被 仰 付候樣 仕度 候 事、 

第 七ケ條 

土民 鎭定 之儀ハ 精々 行 屆候樣 可 仕、 萬 一 暴擧 イタ シ候者 有 之 手 二 餘 リ候ハ 、、其 節 改テ相 願 可 申候閒 、官軍 ヲ以 御鎭壓 

被 下候樣 仕度 事、 

右 之 通 屹度 爲取計 可 a. 候、 尤寬典 御處置 i\! 次第 前以相 伺候 へ ハ 、 士民 鎭壓之 都合 二 モ 相 成 候 儀 二 付、 右 之邊御 亮察 被 成 

下 御 寬典之 御處置 之趣爲 心得 伺 置 度 候 事、  ， 

此時參 謀 品 川へ 到 ルノ說 ァリ、 敢テ 一 書 ヲ寄テ 云。 

.y. 年 已來、 上下 公平 一 致 之旨ァ い ト モ、 各 其 中小 私 ァリ、 終 ニ當 日之變 -ー及 フ者ハ ，皇國 人物 乏敷 二 因ル、 就中、 伏 見 之 一 

擧 一 一 一之 藩士 ヲ目 シテ 失錯 ァ ルハ我 カ耻ル 所、 《„>11 々タ ル 天下 終 二 同胞 相 1 &、 何ソ其 陋成ル 哉、 我輩 忠諫 一 死ヲ以 テ報ス 

へ キモ、 旣 二 其 失 前日 二 ァ リ、 今日 何 之 面目 アツ テロ ヲ開 カム、 然 トイへ トモ 不日 一一 シテ 一 戰數 萬生靈 ヲ損セ ン ト ス、 其 

^名 節 条理 之 正 敷 二 ァ ラス、 各 私憤 ヲ抱 藏シ テ 丈夫 之爲 へ キ所 一一 アラス、 吾人 是ヲ 知レ トモ、 官軍 猛勢 白ヌ 飛彈 ヲ以テ 

謾  一一 =^ 弱 之士民 ヲ劫サ ハ、 我 モマタ 一 共ヲ 以テ是 一一 應セス ンハ、 無辜 之 死 益 多 ク生靈 之 塗炭 盆 長 力 ラ ン歟、 軍門 實 二 

皇國 一一 忠ス ル志ァ ラハ、 宜敷其 條理ト 情 實ヲ詳 一一 シ、 後一 戰ヲ 試ミ、 我輩 モ マ タ能ク 其 正 不正 ヲ顧 ミ、 敢テ謾 一一 輕舉ス へ 

カラス、 嗚呼、 我 主家 滅，. u 一一 當テ、 一 之 名 節 大條现 ヲ持シ 、從容 死 ニ就ク 者無キ ハ、 千載 之 遺憾 二 シ テ、 海外 之 一 笑 ヲ引ク 

而己、 我輩 是ヲ 知レ トモ、 カ支ュ ル能ハ ス、 共 二 魚肉 セラ ル 、者 ハ、 深怨銘 肝、 日夜 焦 思シ、 殆ト 憤死 セ ン トス、 憐レ其 心 

裡ヲ 詳察 ァラハ 、軍門 ニ臨テ 一 言 ヲ談セ ム、 幸 二 熟考 セラ レ ハ 、公私 之大 幸、 死後 猶生 ルカ 如クナ ラム、 謹言。 

辰 三月  勝 安房 

參謀 軍門 
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我西鄉 一一 申テ 云、 大政 返上 之 上ハ、 我 力 江 城下 ハ 皇國之 首府 ナリ、 且德川 氏數百 萬之祿 地 ヲ保ッ 所以 ノ モ ノ ハ 、幕府 之 入 

費ニ充 ラム 力 爲ナリ 、此ー 一 ッハ宜 敷 大攻ト 共 二 其 御處置 如何 ラ伺フ へ キナル へ シ、 況 哉外國 交際 之 事 興 リシ ョ リ、 其談ス 

ル所 獨德川 氏之爲 一一 アラス、 皇國之 通信 二 シテ我 力 私 二 アラス、 印度、 支那 之 覆 轍 顧 ミサ ラム 哉、 今日 天下 之 首府 二 在テ、 

我 力 家 之 興廢 ラ憂テ 一 戰我 カ國民 ラ殺サ ムコト ハ、 寡 君 決 テ爲サ 、 ル 所、. 1^ 布フ所 御所 置 公平 至 當ヲ仰 力 ハ 上天-一 耻ル所 

ナク、 朝 威是ョ リ 興起 シ、 皇國 化育 之 正 敷 ヲ見テ 、響應 瞬間 一一 全國 一一 及. ヒ、 海外 是ヲ聞 テ國信 一 洗 和 信 盆 固 カラム、 是ノ 

意 我 力 寡君獨 リ 憂テ、 臣肇之 不解之 所 ナリト 云々、 西 綁申テ 云 ク我 * 人 今日 是等 ヲ诀 ス ル 不能、 乞 フ 明日 出立 督府 へ 言上 

ス へ シ、 亦 明日 侵擊之 令ァレ トモ トイ ッテ、 左右 之 隊長 二 令シ、 從容 トシ テ別レ 去ル、 亦 彼 力 傑出 果決 ヲ見ル 二足 レリ、 嗚 

呼 伏 見 之 一 擧我 過激 二 シ テ 事ヲ 速ャ カー 了ン、 天下 人心 之 向背 ヲ察セ ス 、 一 戰塗地 天下 洶々 ト シ テ 不定、 薩藩 一 一 一之 小臣 

上 天子 ヲ挾ミ 、列藩 二 令シテ 出師 迅速、 猛虎 之 群羊 ヲ驅ル 二 類 セリ、 何 ソ其奸 雄成ル 哉。 

十六 日、 品 川 二 テ薩 州ノ諸 隊長 相 良已下 一一 引合 フ、 彼我 カ城內 へ 胸壁 ヲ造リ 、地雷 ヲ造ク ル等紛 々之 說ヲ 聞テ、 頗ル 疑念 ァ 

リ、 西 鄉去ル 二 及テ、 諸 隊戰ヲ 好 テ號令 困難 セ リ、 我 マ タ侵擊 ラ延テ 籠城 セ ム セ ム歟ト 疑フ、 我 是ニ答 テ云ク 、諸 臣數百 代 

相 續ノ城 地 ヲ渡ヲ 欲 セス、 主命 ヲ 不用 夜陰 ニ到レ ハ、 小 壕ヲ造 リ小墩 ヲ設ク 、然レ トモ 主 之 意 二 アラス、 疑ハ レム 二 ハ竊ニ 

來リテ 城外 ヲ見ラ レム 二 ハト。 

咋日 法 親王 之 陪僧覺 王院、 駿河 ヨリ 歸府， 其 書付 ヲ見ル 一一 云. 先將軍 單騎ニ シテ 軍門 一一 到 リ降ル 一一 ァ ラサ レ ハ、 寬典之 御所 

置 二 及 ハス、 然レ トモ 將軍 コレラ 爲ス能 ハサ ル時ハ 、田 安殿 名代 二 テ可 然歟、 コ レ 大總督 之御內 命ナリ 云々、 我是 ヲ聞テ 

且怒リ 且恨ム 法 親王 ハ唯其 御 寬典ヲ 懇願 ァラ レ テ足リ ナム、 何 ソ我主 ヲ辱ス ル 之擧ラ 御内 歎ァラ レ シ ャ、 爱ニ  二人 ァリ、 

一 物 ラ買ハ ム トス ルニ、 一  ハ 百 金 ヲ出サ ムト 云、 一 ハ 三百 金ヲ出 タサ ム トイ ハ、 、其 人 三百 金 二 奥へ テ、 以テ百 金ヲ以 テス 

ル者 ニ與へ サル ヘシ 法 親王 ト 總督之 御内 談爱 ニ出テ 尸 、我輩 之 小 臣^ 齒 斷腸ス トモ、 彼 決テ用 ヒサ ル へ シ、 今日 之 事 

上下 眞ー 一力 ヲ用ュ ル者ナシ、止ナム敏ト云ッテ激論ス、マタ參謀へ 書ヲ送リテ是テ支ュ0| 1^ル1ー〔§?"腦^！、 


覺王 院東歸 後、 其 周旋 之 行屆カ サ ル ヲ憤テ 、專ラ 一 戰ヲス 、メ テ不 止、 謾ニ 有司 ヲ會シ テ戰ヲ 主 トス。 

〇 春嶽 私記-一 云、 去 ルー 一十一 一日、 立 江 戶表ョ リ之 飛脚 著、 草 尾 一 馬ョ リ來狀 之 内。 

三月 十四日、 御 目 付 櫻 井 庄兵衞 、勝 安房 守 督府參 謀 引合、 先ョ リ指越 候 書 狀寫、 

咋日、 督府 軍門 へ 引合 候處、 欵願 之儀ハ 一 己 之 返答 ハ難相 成 大 總督府 へ 言上 之 上 何トカ 返答 可 致 旨、 且 軍門 參謀、 右 伺 

卜 シ テ駿府 へ 直樣 出立 可 致 ト申聞 候、 御先 隊 明日 之 進撃 ハ ， 前件 伺 濟迄差 止 置 可 申閒、 先隊 へ對 シ暴攀 無之樣 精々 取 計 

可 申 旨 -ー 付、 今夜 ョ リ右之 段 嚴重之 御 處置御 觸出等 可 然奉存 候 故、 急 キ右申 上 度 如 此御坐 候。 

參政衆  安. 房 

〇 東 山道 總督府 達 書 

明 曰 江 戶打入 之 儀 相 達 置 候 得 共 大 總督宮 ョ リ被仰 越 候 次第 モ有 之、 明日 之 處先相 見合 セ 可 申、 尙 日限 之義 ハ 追テ 可及沙 

汰候閒 、此旨 可 相 心得 候 事。 

三月 十四日 

右 之 通 被 仰 出 候 間、 御 達 シ申人 候 也 C 

總督府 

參  謀  東 山道 總督府 諸 達 留 

〇 案ス ル 二、 西鄉 隆盛 進軍 ヲ止メ シ ノ令， 別 二見 ル所 ナシ、 故 一一 東 山道 總督府 ノ達書 ヲ采リ テ之ヲ 塡ス、 又 本書 中、 大總 

督宫 云々 トァ レ トモ、 其實 此時ハ 隆盛 ノ假令 一一 シテ、 大總 督府ノ 眞令ハ 十七 日 二 ァリ。 

〇| 春嶽 私記 二 云、 先頃 出府 被 仰 付 候 本 多 修理、 去 ル 七日 江戸 出立、 今 十四日 未明 著 I、 同人 別段 申 上 候 ハ 、彼 表 極鎭靜 

-1 テ追々 官軍 進入 之 節、 亂雜之 儀 無之樣 所々 へ 警固之 兵隊 被 指 出 候 儀ハ、 官軍へ 御屆有 之、 町々 へ ハ謹テ 可 奉迎 旨 張 札 等 有 

之 由、 乍 去 萬 一 亂妨等 有 之 節 ハ 、官軍 -ー ハ 無 之亂、 賊 -ー 候へ ハ 、速 -ー 可 討 取手 害 モ有之 由、 〇 上野 二 ォ ィ テ御謹 愼之御 樣體撿 

復古 記 卷四 十七 明治 元年 三月 十 W 日  八 六 三 


復古 記 卷四 十七 明治 元年 三月 十四日  八プ W  . 

杏； 等 之 事、 穩 便-一 出候ハ 、無 子細 御 許容 可 相 成、 モシ 兵 ラ以テ 迫 ルノ勢 ナト有 之候ハ 、 、诀テ 御 許シ無 \ 一 御 含 之 由、 當時已 

ュ 御 脫走御 不在 之浮說 モ 相唱 へ 候 由、 〇 天 璋尼公 種々 御物 數奇有 之、 田 公之 二役 セ ラレ 非 材之人 御 擧用之 御内 意 モ有之 

お、 尼 ヘム ハ事ニ ョ リ威ヲ 和宮 二 借ラ セ ラレ 候 次第 モ有 之、 至難 之內景 二 テ、 大、 勝 一 一氏 モ大 二 困難 之 儀 モ有之 由、 〇 會ハ 

屋敷 モ 立派 二 引 拂ヒ、 見事 ニ歸國 之體ナ ル由、 桑 ハ御東 下以來 君臣 共 二 柯 方へ 潛慝ニ ャ、 更 二形 迹無之 由、 〇大 、勝 一 一氏 ハ 

何 處迄モ 御 恭順 二 テ 貫徹 之 定見 之 由、 〇 大氏 へ 和 宮樣御 委托之 內勅有 之、 勝 氏 モ同斷 力 ト ノ事之 由。 

又 云、 徒 飛脚 I 三日 江戸 表出 立、 一 翁老ョ リ 呈甞。 

盆 御 勇健 御 在京 被爲 在爲國 奉賀 候、 東 台 二 ハ 御 心配 多 ヨリ 百事 御戀 念甚 敷、 事々 御 恭順 -ー 相 障 候 趣 之 御 シ 力 リ計 二 

テ 多忙 極 候. 〇 御先 鋒薩 勢、 六 鄉迄モ 渡來之 由、 薩中 一一 ハ西鄉 、海 江 田 氏 等モ人 居候 由、 海 江 田 ヨリ ハ傳言 モ申來 候、 右兩人 

等參候 事故 皇國 -ー 疵ラ付 候樣之 無法 ハ 有之閒 敷、 長 之 方 二 モ桂氏 等來候 趣、 若シ 御 恭順 不貫節 ハ 、 右數輩 へ 一語 不 

談死候 ハ 遺憾 之 事 -ー 候、 橫 4k*H 生 出京 -ー 相 成 候 哉、 小 松 氏 ハ 未 出、 此地 モ 人少々 出 候、 萬 一 服 I、 不江 城灰ト 相 成 候 共、 人 

多ク出 居候 ハ 、何 力 ト可致 事 モ可相 成 候、 〇 御先 鋒 一一 テ御 謝罪 狀不請 取手 際、 上手 掛碁 打-一類 候、 實ハ爲 德川氏 一一 ハ能 

灸ニ候 得 共、 可惜 ハ灸ト 不心得 人 多 一一 ハ難澀 之 至 一一 候、 彼 趣向 力 所見 一 著 下 一一 候、 何方 モ人少 ト被存 候、 鳴呼頓 首。 

三月 十二 曰  一翁  寬 

榮井明 侯 

一 一白、 時 令 御 自愛 專 一 奉存 候、 只今 之 勢 二 テハ 皇國 一度 ハ 泥沼 之如ク -ー 可成 體、 如何 ト モ 可 致 見込 更 一一 無 之 候、 再拜。 

草 尾 一 馬 ヨリ 林 矢五郞 へ 來狀之 £、 

一 去ルト 日、 靜寛院 宮樣御 使お 藤ノ 方、 東海道 通リ 柳、 橋 一 一 卿 へ 御 書 持參、 

一 &. 州 勤番 之 者、 百姓 等鎭撫 之爲. 大久保 一 翁指圖 二 テ大 久保剛 ハ、 近 御 遣 之處、 甲 州笹？ 峠 手前 一一 テ 官軍 ト 出逢 候 

二 付、 一 且其 趣意 申 越 候處、 官軍 先隊 ョ リ放發 二 付、 無據 一 度 應砲候 得 共 恭順 -ー 相 障 候 二 付、 剛始東 奧之方 へ 脫走、 


一 上 州 筋 土民 騷立、 且江戶 脫走之 步兵立 交 候 -ー 付、 爲鎭撫 勝 安房 之指圖 -ー テ遣シ 候 歩兵 頭 古屋佐 久左衞 門、 松 波 某、 官軍 

ト 出逢、 深 谷 宿邊迄 行 兵隊 引退、 間道 羽生驛 ヨリ 梁 田 迄引戾 候、 途中 三月 九日 朝、 旅 宿 へ 官軍 發砲俄 -ー應 砲 候 得 共、 步 

丘ハ脫 走、 古星モ 宇都 宮迄引 去、 松波モ 舟-一 テ關宿 迄 引、 

右大久 保^ 之惭、 

一 橋 公 七日 以來、 池 上 本 門 寺- 1 テ御 逗留 之處、 昨 十一 一日、 御 進 二相 成樣申 來リ、 池 上 御 發途ト 申 事。 

一日 光 宮ハ、 七日、 九 3 之 兩日總 督ト御 逢 、七日-一 ハ餘 程六ケ 敷、 九日-一 ハ御 都合 宜方ト 申 事。 

一 稻葉ハ 家 來ハ關 所 通行 不苦旨 申 來リ、 兩人駿 府へ指 出 候處、 九日 朝 迄 歸リ不 申。 

一 品川モ 板橋モ 官軍 人 込 關所取 建 候 由。 

一 岩 倉 ハ 十三 日 桶 川 御 止宿 ト申事 C 

一 —一 一日、 薩州人 盆 満休之 介， I テ ^ifpi. 氏人- 1. 遊 擊除山 岡 鐵太郞 、過日 小 田 原 へ 罷越、 西鄉 へ 面會 談判 別紙 ケ條書 持 歸リ- 西 

鄕 ヨリ、 兩人 へ 申處、 甲 州 上 州 等 之 混雜 ハ 不都合 -ーテ 候 得 共、 少々 之 事ハ有 リ內、 诀テ夫 等 之 義ヲ冤 ャ角ハ 無 之、 官軍 

モ輕輩 ハ少々 之 事ハ有 リ內、 御 互 之事シ ャト 云、 叉 云、 川 崎 ヨリ ハ 一 人モ兵 ヲ不進 心得 之處、 手 違 一一 テ品川 迄 入 込 候 由 * 

西 鄉行キ 進 兵 指留候 由噺有 之。 

1 來ル 十五 日、 江 城へ 進擊 M 付、 十五 日 前 ，ー、 大 一 、勝 安-一 應接可 致 ト吉之 助 申 聞 候 由、 其 節 ケ條之 返事 有 之 樣申候 由 、依 

テ大 困窮、 彌應接 致 候 事 - 一決 候ハ 、 、鼈 下 有司 邊之 印書 二 テ モ 取不申 候半テ ハ 、假 令應接 ハ 整 候 共 i 能歸リ 一 命 無 之、 且 

再ヒ亂 一一 可 相成ト 心痛 之 由 G 

一 坂 城 -ー テ甚敷 上樣 へ 相 迫 候 者 瀧川播 磨、 塚原但 馬、 小 野內膳 一一 テ可有 之ト申 事。 
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八 六 六 


復 古 記 卷四 十七 終 


等 編修 官 長 松 


四 等 編修 宫 

二等 協修 

五 等 掌 記 

七 等 掌 記 

二等 繕寫 

一 等繕寫 

二等 繕寫 

儉 閱 

一 等 編修 官 

一 等 ぎ 

三等 編修 宫 


中 

松 

/， 


屋 恒 

村 鼎 

渡 廣 

浦 辰 

川 長 

園 賢 


田 

田 


幹 

禾 

意 


安 繹 一 


百 川 


三等 編修 官 藤 野 正 啓 


監 


事 三 浦 


安 


復古 記 卷 四十 A 

明治 元年 戊辰 三月 十五 日 ニ起リ 十八 日 ニ至ル 

〇 三 月 

十五 日、 車駕 發京ノ 期、 及ヒ 海軍 ヲ大阪 海 ニ閲ス ルヲ布 吿シ、 且親 征ノ旨 趣ヲ申 論ス、 乃チ加 

賀、 薩摩以 下 ノ諸藩  一 I 令 シテ、 輦下 及ヒ、 沿道 ノ 守備 ヲ嚴- ーセ シ厶。 

柬 山道 官軍 先鋒 旣 -1 戰爭- ー及ヒ 、賊軍 敗走 ノ旨 -ー ハ 候 得 共、 東海道 亦 如何 共 難 計 趣 言上 有 之、 旁以 海軍 出帆 被 差 急 御 出 

辇被遊 候條、 各 其 分 相 心得 出 格 勉勵可 有 之 旨 御沙汰 候 事。  - 

三月 十五 日 

御親征 日限 御 延引 之處、 來廿 一 日 御 發途、 石 淸水社 御參詣 同所 御 一 泊、 廿ー 一日 守 口 御 一 泊、 廿 三日 御 著 坂、 其 後 

海軍 整備 叙覽 可被爲 在 之 旨 被 仰 出 候 事。 

三月 十五 日 

但 シ 太 政 官代被 移 候 儀 ハ 先 被 止 候 事。 

今般 王政 御一新 萬機從 朝廷 被 仰 出 候-一 付テハ 皇國 内遠邇 トナク 蒼生 安堵 致 シ候樣 日夜 御 憂慮 被爲 在、 斷然 

御親征 行幸 被 仰 出、 尙 海軍 整備 天覧 被 遊、 關東 平定 之上ハ 速-一 還 御被爲 在、 大-ー 列聖之 神靈 ラ被爲 奉安 度、 

深 重 之 思 食- 1 付、 上下 心得 違 無之樣 名々 可盡其 分、 御沙汰 候 事。 

三月 十五 日 

復古 記 . 卷 四十  <  明治 元年 三月 十 a 日  八 六 七 


復古 記 卷四 十八 明治 元年 三月 十 五日  八 六/ 

伹シ 億兆 之 君 タル 天職 ラ 被爲 0 御親征 行幸 被 仰 出 候處、 委キ 御 趣意 ヲ不辨 モノ 共、 只々 朝廷 之 御上 テ奉 

按候故 力、 或ハ 一 家 之 盛衰 目前 之 榮利ヲ 相 考候故 力、 全 體ノ御 危急 ヲシ ラス、 種々 之 浮 說申唱 へ、 彼是 疑惑 ヲ生シ 候儀モ 


有 \ 一哉 一一 相 聞 へ 、甚以 如何 之 事 一一 候條、 末々 一一 至 迄 急 度 安堵 致シ 生業 ヲ可營 候 事。 

〇 

各 


0 


太 政せ 日 誌 


1 


筑 


長 


堂. 


大坂 行幸 之 上、 海軍 天 覽被遊 候 二 付. 軍艦 竝-ー 蒸氣船 共著 坂 候 得ハ、 天 保 山 沖へ 碇泊、 天 i 

但、 右 之 趣、 早 々 大坂 へ 可 申 遣 旨 被 仰 出 候 事。 

三 月 十六 日 

〇 

各藩 軍艦 蒸 氣船共 在阪之 分、 明廿ー 一日 已之刻 迄 二  、西本願寺 軍 防 局 へ 可 届出 旨 御沙汰 之 事。 

sit 丸 寺從、 萬 里 小路 右 少辨、 細 川 右京亮 爲見分 御 差 越 候條、 在 阪之舶 へ 知 達 可 致 候 事。 


？相 濟險迄 ハ 出帆 被 差留候 事。 


前田慶 寧 以 


0 

尾 ； 

雪 ： 

〇 朔日" 


月廿 一日 

. 肥 後 

久留 米 

右 留主居 中 


筑 


長 

土 


藝 

勢 


紀 伊 


今般、 御親证 行幸 被爲遊 候、 就 テハ御 留守中 京都 御警衞 向、 別テ 肝要 之 事-一 候條、 嚴重可 致 守衞旨 


局 


德川茂 承 家 記 

中 納 1  一一 一口 

御沙汰 候 事。 

別 本官 中日 記 

德川茂 承 家 記 


〇 


ぎ 


來 五日 御親征 行幸 之 節 御 小 休 鳥 羽 城 南 離宮 境內、 兵士 貳百人 御守衞 可致樣 御沙汰 候 事。 

三月 一日.  .  德川茂 承 家 記 

㊀ト 七日 達 書 三 通 

各 通 前 田中納 言 

蜂須 賀少將 

今般 御 親征、 來ル廿 一日 御 發輦被 仰 出 候處、 京師 ハ 列聖 山陵 之 所在、 殊-ー 桂 宮准后 御 方-一 モ被爲 在、 御大 切 之 御 

儀ハ 勿論 二 候、 然ル 一一 御親征 -ー 付テ ハ 、種々 浮 說ヲ唱 へ 人情 不穩 趣、 自然 不良 之賊黨 等其虛 一一 乘シ、 良民 ヲ惱シ 候 樣之事 

有 之候テ ハ 、實 以不 容易 次第 彼是 深 被爲有 宸憂 御 留守中 京師 守護 之 儀、 其 藩 外 -1 蜂須賀 少將、 島 津少將 等 三 藩 へ 御委 

任 候 間、 各 S. 合、 洛中、 洛外 屹度 取締、 諸 民 安堵、 不 被爲惱 |» 慮樣、 精々 盡カ可 致 旨 御沙汰 候 事。 

復古 記 卷四 十八 明治 元年 三月 十五 日  八 六 九 


復古 記 卷！： 十八 明治 元年 三月 十五 日  八 七 〇 

：  官屮曰 記、 金 澤 藩 記、 

三月  蜂 須賀茂 韶 家 記 

〇 蜂須 賀茂韶 二、 令ス ル モノ ハ 蜂須 賀少將 ヲ 前 田 中納言 二 作ル。  . 

〇 

島 津少將 

今般 御 親征云 々 f  ,.JJ^ 其 藩 外 二 加州、 阿 州 等 三 藩 へ 御 委任 被 遊 候 間、 屹度 取締 諸 民 安堵 可 致 候、 殊 -ー 其 父子 儀 ハ 積年 之 

忠勤 別 テ深賴 思 召 留守 之 任 ヲモ被 命 候 儀-一 付 叙 慮 之 御 旨 厚ク相 心得、 精々 盡カ可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 

.  官中 日記 

三月  島津 忠義 家 記 

0 细島津 某 書翰 節錄 

御親征 一 條モ 追々 御 日 延相成 候 得 共、 來 ル廿 一 日、 彌御 出輦被 仰出モ フ ハ 相違 有 之 間 敷 太守 樣 二 モ 供奉 先鋒 被爲蒙 勒 

命 候 得 共、 咋日 重臣 覺人御 召 列レ、 御參 内 被爲在 候樣御 達-一 付、 御參 内 之 處此節 行幸 被爲在 候ハ、 、浪華へ 御 遷都 

再度 還 幸 ハ無之 杯樣々 之 流言 浮說、 宮中へ 相 響キ、 准 后 方大キ 一一 御 心配 被爲 在、 三條 公、 岩 食 公 杯、 イツ レ此節 行幸 不 

相 成候テ ハ 、 順逆 名義 不相 立ト ノ趣、 死ヲ以 奏聞 一一 被爲及 候處、 乍漸 行幸 之 御 蓮 モ相附 、右次 第 一一 付テ ハ 此御方 樣御殘 

リ御 取締 モ被爲 在 候 へ ハ 、宮中 ハ 無 申 迄 一 統 人心 安堵 モ相 著候譯 故、 供奉 御 下坂 被 遊 度、 御 胸中 ハ 被 爲察候 得 共、 是非 御 居 

殘、 御 跡 之 處萬端 御賴被 遊トノ 御沙汰 上意 迄 モ被爲 在、 且 小生 御 召 列 レ御參 內故、 別段 岩 倉^、 中 山^ 等ョ リ 右同樣 

之 趣 ラ以、 イツ レ 重役 之者モ 能々 御 趣意 致 貫徹、 御 取締 向 厳重 相 心得 候 樣可仕 御 達 二 テ、 外樣 一一 ハ 加州、 阿 州 二 テ、 尤 取締 

方 限 ハ中之 京 此御方 様、 上 之 京 阿 州、 下 之 京 加州 ト御達 相 成 申 候、 三 藩 致 談合 御 取締 行 届 候 檨可仕 御請 仕置 候。 

三 IT 卜 八日  島津 伊勢 

桂お 衞 on 牧  島津 忠義 家 記 


藤 堂 大 學 頭 

來廿 一日 御親征 行幸 八幡 御 一泊 二 付、 近 邊御警 衞可致 旨、 御沙汰 候 事。 

三月 十七 日 

但 場所 之 儀 ハ 奉行 坊城 頭辨 へ 可 伺 出 候 事。  5 ^纏 総 雜 読 

〇 筑前 藩ノ達 書ハ、 八幡 ヲ石淸 水 二 作リ、 近邊 ノー 一字 ナシ、 又 本 藩ハト 八日、 津藩ハ 十九 日 二 ァリ、 薩 摩藩ハ 翌日 之ヲ罷 

ム 0 

〇 

松 平 右近 將監 

人 数 

大阪 行幸 中、 大津ロ 巡邏 可 致 旨 御沙汰 候 事。 

三月 十九 日  松 平 武修家 記 

〇 い 九日 達 書 

-  松平讃 岐人數 

火 坂 行幸 御 留守中、 竹 田 街道 東 洞 院近邊 巡邏 被 仰 付 候 事。  松 平 鎮聰家 記 

〇 賴聰家 記 二 云、 右 之 通 太政宫 ョ リ御達 有 之 候 二 付、 不取敢 、百 人 以下 之 御供 人 數之内 ョ リ巡遲 相 勤 申 候、 尤兼テ 於 京都 御 

人 數御人 用 可 有 之 哉 二 付、 先 大坂迄 操 出候樣 京都 ヨリ 申來、 三月 一 不 三日、 一 不 四日 兩日 二  、銃 手 九 小 除、 除 長、 御馬 廻、 番 

復 古 記 卷 四 十八 明治 元年 三月 十五 日  八 七 一 


復古 記 卷四 十八 叨治 元年 三月 十五 日  八 七 二 

頭 岩 島 柳 之 助始諸 役者、 大砲 四 門、 砲 隊長 寄 合、 御 番頭 辻 意 圖始諸 役者 御 繰 出 -ー 相 成、 右 之 內统手 五 小隊、 大砲 四 門人 京、 銃 

手 二 テ 巡邏 相 勤、 殘銃手 四 小隊 ハ 大坂ョ リ 引返 申 候。 

〇 

各 通 紀 伊中 納 言 

•  蜂須 賀少將 

稻 葉 美 濃 守 


明廿 一 日 御親征 行幸 之 節、 御 道筋 自城南 離宮 淀 迄、 御 守 衞可致 旨 御沙汰 候 事。 

三月 廿日 

〇 本文 阿波 藩 ハ 自三條 七條迄 - 一作 リ、 淀 藩 ハ 自淀 八幡 迄 二 作ル。 

〇 


德川 茂承以 

下 各 家 家 記 


十津 川鄕士 


十 津川鄕 兵 出張 事錄 


明廿 一日 御親征 行幸 之 節、 御 道筋 自^ W 三 條迄御 守 衞可致 旨 御沙汰 候 事。 

三月 廿日 

伹シ山 科鄕士 へモ被 仰 付 候 間、 萬 事 申 合 可 相 勤 候 事。 

〇 案ス ル 一一、 山 科 鄉士ノ 達 書見 ル所 ナシ。 

〇 十津川 郷士へ 達 書  ， 

三月 廿 一日、 大 坂へ 行幸、 卯 下 刻 南門 ヨリ 御 出 輦被爲 在 候-一 付、 十 津川鄉 士四拾 六 人 供奉 被 仰 付 候 事。 

但御唐 榧 御 警衞六 人 檇銃之 事。 

一一 一 弓  十 津川鄕 兵 出張 事錄 


〇 本條、 日ヲ 失ス。 

〇| 紀伊藩 申請書 二通  1 

去ル 五日 御親征 行幸 之 節 御 小 休 鳥 羽 城 南 離宮 境 內爲御 守衞、 兵士 百 人 差 出 可 申樣被 仰 付 候處、 同日 ハ御 延引お 

成 候、 就テハ 來ル廿 一 日 行幸 之 節、 前 條同樣 爲御守 衞人數 同所 へ 差 出 候 樣可仕 哉 奉伺 候、 以上。 

三月 十七 日  紀 伊中納 言 

〇 十八 日批紙 

書面 伺 之 通 相 心得、 人 數差出 候 樣可致 事。  德 m 茂 家 W 

〇 

今般 御親征 行幸 被 遊 候、 就テハ 御 留守中 京都 御 警衞向 厳重 可 仕 in 御沙汰 之 趣 奉 謹 承 候。 右-一 付、 心得 振 等 夫々 御 

差 圖被成 下候樣 仕度 此段 奉伺 候、 巳 上。 

三月 十七 日  紀 伊中 納 言 

德川茂 承 家 記 

〇 茂 承 家 記 -ー 云、 御 留守中 御 警衞之 儀 ハ 、本陣 近 邊嚴重 二 相 守 候樣、 三月 十九-日 御 達 有 之。 

〇 禁令 五條 ヲ定 メテ、 之 ヲ海內 二 頭チ、 舊 幕府 ノ 揭榜ヲ 撤ス。 

諸國之 高札 是迄之 分 一 切 取除ケ イタ シ、 別紙 之條々 改テ揭 示 被 仰 付 候、 自然 風雨 之 タメ 字 章 等 塗滅候 節ハ、 速-一 調替可 

旦、 定三札 ハ 永年 揭示被 仰 付 候、 覺札之 儀 ハ時々 之 御 布令 二 付、 追 テ取除 之 御沙汰 可 有 之、 尙御 布令 之 儀 有 之 候 節 

ハ、 覺札ヲ 以揭示 可 被 仰 付 候 一一 付、 連 一一 相揭ケ 、偏 境 一一 至ル マテ 朝廷 御沙汰 筋 之 儀 拜承候 樣可被 相 心得 候 事、 追テ 

復古 記 卷四 十八 明治 元年 三月 十 日  八 七三 


復 古 記 卷四 十八 明治 元年 三月 十五 日  八 七 四 

王政 i: 一  新後揭 示-一 相 成 候 分ハ、 定三札 之 後へ 當分 掲示 致 置 可 申 事。 

三 月 

第一 札 

定 

一 人た る もの 五倫 之 道 を 正しくすべき 事、 

一 鰥寡 孤 獨廢疾 の もの を憫 むべき 事、 

ころ いへ や  V/ い ねす と- つ あ： ぎ やう 

一 人 を 殺し 家 を 燒き財 を 盗む 等 之 惡業 ある まじく 事、 

慶應四 年 三月  太政宫 

第二 札 

定 

何事に よらす、 よ ろしから ざる 事に 大勢 申 合 候 をと とうとと な へ 、 ととうして しいてね が ひ 事く わ だつ る をごう そと い 

ひ、 あるひ は 申 合 居 町村 を たちのき 候 をて うさん と 申す、 堅く 御法度たり、 若 右 類 之 儀 これ あらば、 早々 其 筋 之 役所へ 申出 

べし、 御 ほふび 下さるべく 事。 

慶應四 年 三月  太 政 

第三 札 

定 

きりしたん 邪宗 門 之 儀 ハ 堅く 御制禁 たり、 若 不審な る もの 有 之ば、 其 筋の 役所 へ 申出べ し、 御 ほ ふび 下さ るべ 

慶應四 年 三月  太 政 

第 四 札 


宫 


i( 

in2 


覺、 

今般 王政 御一新 一一 付 朝廷 之 御 條理ヲ 追ヒ、 外國御 交際 之 儀 被 仰 出、 諸事 於 朝廷 直チ 一一 御 取扱 被爲 成、 萬 國之公 

法 ヲ以條 約 御 履行 被爲 在 候-一 付而 者、 全國之 人民 叙旨ラ 奉戴 シ、 心得 違 無 之樣被 仰 付 候、 自今 以後、 猥 リー 一外 國人 

ヲ 殺害、 ン、 或 者 不心得 之 所業 等 イタ シ候モ ノ ハ 朝 命 二 悖 リ御國 難ヲ釀 成シ候 而己ナ ラス、 一 且御 交際 被 仰 出 候各國 

二 對 シ 皇國之 御 威信 モ 不相立 次第、 甚以不 届 至極 之 儀 一一 付、 其 罪 之輕重 一一 隨 ヒ 、士列 之 モノ ト雖モ 、削 士籍至 當之典 刑 

-ー 被 處候條 、銘奉 朝 命、 猥 リニ 暴行 之 所業 無 之樣被 仰 出 候 事。 

三月  太政官 

第五 札 

覺、 

王政 御. 一新-一 付 テハ、 速-一天 下 御 平定、 萬 民 安堵 一一 至 リ諸民 其所ヲ 得候樣 御 煩 慮被爲 在 候 一一 付、 此折柄 天下 浮浪 之 

者 有 之候樣 二 テ ハ、 不相濟 候、 自然 今日 ノ 形勢 ヲ窺ヒ 、猥リ  一 一士 民 トモ 本 國ヲ脫 走 イタ シ候 儀堅ク 被差留 候、 萬 一 脫國之 

者 有 之 不埒 之 所業 イタ シ候 節ハ、 主宰 之 者 落度 タ ル へ ク候、 尤此御 時節 一一 付、 無上 下 皇國之 御 爲又ハ 主家 ノ爲 筋等存 

込 建言 イタ シ候 者ハ、 言路 ヲ開キ 公正 之 心 ヲ以其 旨 趣 ヲ盡サ セ 、依願 太 政官代 へ モ可 申出 被 仰 出 候 事。 

但、 今後 總テ士 奉公人 ハ不及 申、 農 商 奉公人 ニ至ル マテ 相 抱 候 節ハ、 出 處篤ト 相 亂シ可 申、 自然 脫走之 者 相 抱へ、 不埒 

來御厄 害 一一 立 至リ候 節ハ、 其 主人 之 落度 タ ル へ ク候 事。 

三月  太攻 宫 

太 政官日 誌 

- ,  黑田長 知 家 記 

〇 按ス ル 1 一、 本條 公達 ノ曰、 諸 書記 ス ル所 一 ナ ラス、 長 知 家 記 一一 云、 十五 曰 高札 文案 御 達 有 之 ト、 而シテ 曰 誌、 十四日、 十 

五日 ノ問 ニ載セ タリ、 故 一一 本日 一一 收ム、 又閏 四月 四日 二 至リ、 第三 札ヲ更 定ス、 其條ヲ 參觀ス へ シ。 

復古 記 卷四 十八 明治 元年 三月 十五 日  八 七 五 


復古 記 卷四 十八 明治 元年 三月 十 日 

〇| 高槻藩 禀請書 

御預所 村々 高札 之 分、 

定、 

此度被 仰 出険御 徵條、 

慶、 應四年 三 月 

右 之 趣 被 仰 出 候 條堅可 相 守 者 也。 

覺、 

一 此度被 仰 出 候 御 徵條、 

三 月 

右 之 通 被 仰 出 候 間 堅 可 相 守 者 也。 

私領 村々 高札 之 分、  . 

定、 

此度被 仰 出 候 御 徵條。 

慶應四 年 三月 

右 之 通 被 仰 出 候 間、 當領 £ 之 輩 急 度 可 相 守 者 也。 

右 之 振 合 -ー 相認候 テ宜敷 御座 候 哉 奉伺 候、 以上。 


八 七 六 


太 


曰 


太 


曰 


政 


宫 


政  官 


向 


太  政 

曰  向 


永 井 日向 守 家來 

三月 卄五日  鈴 木 治 三 郎 

〇 批紙 

此 通-一 テ可然 、名前 ハ永井 日向 守 ト相記 シ可然 候、 私領 之向モ 同文 言 一一 テ可然 候、 名前 是又 同樣之 事。 辨 事局 記 

〇 內國 事務局 權 判事 長 谷川 景隆 MIS" ヲ以 テ參與 兼內國 事務局 判事 ト爲シ 、議定 伊達宗城 

ノ大坂 裁判所 副 總督ヲ 罷厶。 

長 谷川 仁 右衞門 

參與職 内 國 事務局 判事 被 仰 付 候 事。 

,  別 本官 中日 記 

三 月  長 谷 川 景隆事 聩 

〇 

宇 和 島少將 

職務 1 ERl 錄 

大坂 裁判所 副 總督被 冤 候 事。  供達宗 德 家 記 

〇 宗德家 記、 十七 日 ト ス 、蓋 シ任所 到達 ノ日 ナリ。 

〇 池 田 茂 政 ノ請ヲ 聽シ、 支族 政 詮ヲシ テ其後 ヲ承ケ 、政 詮ノ子 政 保 f- 一一  父 ノ封ヲ 襲 カシム。 

〇 十日 申請書 三 通 

臣茂攻 、今般 以病氣 之 故 退 隱奉願 度 段 奉伺 御內慮 候處、 情實 御 憫察 被 爲垂、 願 之 通被爲 聞 食 屆候旨 奉拜承 不堪 感喜之 

至奉存 候、 就テ ハ 末 家 池 田 政詮儀 年長 之 者 -1 御座 候閒、 以 政詮 養子 -1 仕、 家督 相續被 仰 付 被 爲下候 樣伏テ 奉 懇願 候、 誠 恐 

誠 惶頓首 謹 首。 

復古 記 卷四 十八 明治 元年 三月 十五 日  八 七 七 


復古 記 卷四 十八 明治 元年 三月 十五 日  八 七 八 

三月  -  備 前少將 

〇 • 

別紙 願書 之內、 政詮ト 御座 候 者、 末 家 池 田 信 濃守義 二 御座 候 間、 此 申 上 置 候、 以上。 

三月 十日  備 前 少 將 

〇 

今般 奉 願 候 備前守 家督、 信 濃 守へ 被 仰 付候ハ 、、家格 之 通 從四位 侍 從拜任 被 仰 付候樣 仕度、 此節 柄右樣 之義泰 願候條 

奉 恐 入 候 得 共、 何卒 舊格之 通 被 仰 付 候 ハ 難 有 仕 合奉存 候、 此段奉 願 上 候、 以上。 

備 前 少 將家來 

三月 十日  澤井 宇兵衞 

〇 批紙 

家格 之 通 從四位 侍 從拜任 可 被 仰 付 候 事。  池 田 章 政 家 記 

〇 十一 一日 申請書 

私 義以病 氣之故 今般 返 隱之義 奉 願、 家督 相 續之義 、末 家 池 田 信 濃 守 へ 被 仰 付 候 樣奉願 候、 右 願 之 通 被 仰 付 候 ハ 、 、信 濃 

守 家督 相 續之義 、同人 嫡子 同姓 满次郞 へ 被 仰 付被爲 下候ハ 、難 有 仕 合奉存 候、 此段宜 樣御執 奏奉希 上 候、 以上。 

三 月.  備 前少將 

池 田 章 政 家 記 

〇 本日 達 書 

今般 病 氣-ー 付 退 隱願之 通 被 聞 召 候、 就 テハ末 家 池 田政詮 養子 家督 相 續願之 通 無 相違 被 仰 付 候 事。 


慶應四 戊辰 年 三月 十五 日 


書 


〇 


追 執 啓 信 濃 守 如 元 之 事、 

同 宣下 候 可 令 存知 給 候 也。 

侍 從從四 位下 等 之 事、 

宣下 候、 珍重 存候 、仍 早々 申入 候 也、 恐々 謹言。 

三 月 十六 日 

〇 案ス ル 一一、 經理ハ 勸修寺 右 少辨， 時 二 職 事 タ- 

〇 本日 達 書 


半タ pi 

池 田 章 政 家 記 


今般 本家 家督 相續被 仰 付 候、 付テハ 嫡子 同姓 満次郞 へ 信 濃 守 相續被 仰 付 候 事。 

慶應四 戊辰 年 三月 十五 日 

〇 阿波、 土 佐 一 一藩 ノ近江 取締 ヲ罷メ 、其 地ヲ 巡警セ シ ム、 一 一藩 1 觑 一一 之 ヲ辭ス 


理 

池 田 章 政 家 記 


也 田  一一 一一 口  0 守 

池 田 政 保 家 記 


土 


今般、 大津 裁判所 ヲ被置 候、 就テ ハ 江 州 取締 之 儀ハ被 冤、 同處 巡邏 被 仰 付 候 事。 

復古 記 卷四 十八 明治 元年 三月 十五 日 


七 九 


復古 記 卷四 十八 明治 元年 三月 十 ff! 日  八 八 〇 

三月 十五 日  •  蜂 須賀茂 韶家記 

〇 案 スル 二、 一 一藩 取締 ノ命 ハ 、東海、 東 山 一 一道 先鋒 總督 ノ下ス 所-一 係ル、 而シテ 、其 地 ハ 舊 代官 地、 會津及 ヒ旗 下士  ノ采邑 

等 二 シ テ、 近 江全國 ヲ管ス ルー 一 非ス。 

〇 

今般、 議定 職 刑法 事務局 輔被 仰 付奉畏 候、 右 ハ 至大 之 任 一一 テ、 愚昧 之 茂韶 不堪 負荷、 職掌 ヲ相辱 可 申ト深 恐懼 罷在 候、 

隨テ 熟考 仕 候處、 刑法 事務 之 儀ハ 諸方 裁判所 一一 オイ テ亂明 仕 候 上、 當局 へ 相 達來候 件々 其事實 -I 就テ 考究 仕、 輕重 科目 相 

定候 職掌 一一 テ 、裁判 ノ職ヲ 相 兼候テ ハ 、事務 混 滑繁雜 一一 相 至、 自然 公平 至 當之處 置 ラ失ヒ 候 基 一一 モ相至 可 申 ト奉存 候、 然處 

先達 テ以來 近江國 取締 被 仰 付、 是迄ノ 取 行方、 裁判 ハ 勿論 刑法 ノ儀モ 相 兼 候 姿 一一 有 1\ー、 取締 ノ儀ハ 、全 裁判所 兼 近 江若狹 

總裁 一一 屬候 職掌 -1 相當、 刑法 ノ 職務 一一 扦袼支 吾 仕 候 而巳ナ ラス、 根元 其 局 ヲ御區 別 被 仰 付 置 候 御 規則-一 モ 相違 仕 候樣奉 

存候、 就 テハ、 近江國 取締 拉-ー 彼 地裁 判 ノ儀共 祸冤被 仰 付、 何卒 御 規則 通、 刑法 職務 一筋 一一 被 仰 付 被 下候ハ 、難 有 仕 

合奉存 候， 此 段被爲 聞 召 分 被 下 候樣奉 懇願 候閒、 宜敷執 奏 奉賴存 候、 誠 恐 誠 惶頓首 謹言。 

三月 十四日  蜂須賀 阿波 守 

内國 事務局 叢書 

〇 一 一十 四日 達 書 

蜂須賀 少將へ 

近江國 取締 S 彼 地裁 判 之 儀 共 願 之 通 被 冤 候 事。  別 本官 中日 記 

〇 本條 上申書 達 書、 茂韶家 記拉ー 一之 ヲ佚ス ，案ス ル 一一 、茂 韶ノ此 書ヲ上 リシ ハ 十四日 一一 シテ、 翌十 五日 取締 ヲ冤ス ルノ命 

ァリ、 然レ ハ 、一 一十 四日 ニ至リ テ再ヒ 此命ァ ルノ 理 ナシ、 宫 中日 記、 日 ヲ誤マ リシ 二 非サ レ ハ、 草案-一 シテ 發セサ リシ モ 

ノナリ 、併 錄シ テ參考 -1 備フ。 


〇 

今般 御親征 御 發靱被 遊 候 御 留主中 彼是 深宸 憂被爲 在 候-一 付、 京師 守護 之 儀、 前 田中納 言、 島津少 將申談 精々 盡カ 

可 仕 S 御沙汰 之 趣 謹 テ奉畏 候、 然所兼 テ丘ハ 庫、 大津 へ モ御警 衞人數 指 出 有 \ー、 猶又 今日 橫濱表 爲御警 衞銃隊 發程爲 仕 候、 

懸 何分 人數行 足不 申、 分配 方當惑 仕罷在 候、 然所 皇都 之儀ハ 列聖 山陵 ヲ奉始 娃宫 准 后 御 方 モ被爲 在、 實 以不輕 

御 留主中 -ー 候 得 ハ 、洛中、 洛外 取締 向 親 敷 申談、 精々 盡カ 乍不及 奉安 宸念 度、 拉兼テ 相 蒙罷在 候宜秋 御門 之 儀 ハ 、御留 主 

中 尙更御 守 衞奉申 上 度 志願 二 御座 候 得 ハ 、何卒 前顯兵 庫御警 衞大津 巡邏 之 儀、 早々 御免被 仰 付 被 下 度 此段奉 願 候、 以上。 

三月 ト 八日  蜂須賀 阿波 守 

內 II 事務局 叢書 

〇  . 

今度 大津御 裁判所 御 差 置 -ー 付、 江 州 取締 之 儀 ハ 御免被 仰 付、 同所 巡邏 被 仰 付奉畏 候、 然  > 一 當時諸 所 出兵 等 仕、 相 殘人數 

鮮 二 付、 恐 多 奉 存候得 共、 不得止 難 相 調 奉存候 間、 此段宜 御 評議 被 仰 付 度 奉 懇願 候、 以上。 

三月 廿 三日  山 2:  土 佐 守 

內國 事務局 叢書 

山 内 璺範家 記 

〇 豐範家 記 一一 云、 江 州 取締 免サ レ 猶巡 遜ヲ命 セラ レケレ トモ 、土 佐 守 在京 人數 一一 テ手宛 届 キ兼御 斷申上 ル。 

〇 一 一藩 申請書 竝 ュ 批紙ヲ 佚ス、 案ス ル 二 、本 月 一 一十 五日、 膳 所 藩 上申書 二 、 大津 巡邏 阿 州 藩 代 被 仰 付ト、 叉 蜂 須賀茂 韶家記 

二 、閏 四月 十一 一日、 神 戶警衞 被 仰 付、 兵 庫之 方 被 免 トァリ 、土 佐 藩 ノ事ハ 別 ニ考フ ル所 ナシ。 

〇 牧野 誠 成、 書 ヲ上リ 、其 治 所田邊 京師 ノ 北門 タル ヲ以テ 、歸 藩シテ 守備 ヲ修メ ント 請フ、 之 


復古 記 卷四 十八 明治 元年 一一 一月 十五 日  八 八 一 


復古 記 卷四 十八 明治 元年 三 十五 日  -ノ八 二 

豐前守 在所 丹 後 國田邊 表 之 儀 ハ 、海岸 多 御座 候、 其 上 城下 迄 著 船 相 成、 船懸 等至テ 便利 宜敷 場所 -ー テ、 前々 ョ リ 京地 之 北門 

ト モ 申昌、 纖ー 不 一 里 之 道程 直徑 七里ト 申來、 其 上 北 丹 波 ハ 山路 間道 モ 多 御座 候、 就テ ハ 近 來洋船 二 テ 航海 自在 之 御 時節 

二  S ハ 、大政 幕府 へ 御 委任 之砌 ハ 禁裏 守護 職 竝所司 代 ョ リ、 御守衞 向 一 際 嚴重相 立候樣 毎度 厳命 モ有之 候 付、 自國警 

衞御 奉公 一途 二相 勤 精々 盡カ 仕、 近 來砲臺 等モ築 立. 追々 大砲 禱造仕 、銃 隊繰練 等 モ聊勉 勵罷在 候 儀 御座 候、 然處 今般 王 

政 復古 御 一 新 之 折 柄、 此程 追々 被 仰 渡 候 御 事件、 何レ モ 重大 之 御 儀、 萬 一 北海 ョ リ異變 出來候 儀モ難 計ト殆 心痛 罷在 候、 前 

紫 之 通 樞要之 土地柄 御廟 算 モ 可 被 爲在候 御 儀 差 越 申 上 候 筋 ハ 無 御座 候 得 共、 此 上盡國 力、 一 際 京地 御守衞 厳重 相 立候樣 

仕度 存心 二 御座 候 間、 右 情實御 洞察 被 成 下度此 「枚 奉伺 候、 以上。 

牧 野 豐 前 守 家 來 

二月 ー 九日  伏 木熊吉 

〇 

去 卜 九日 別紙 之 通 奉伺 候處、 未 御沙汰 モ不被 爲在候 儀再應 奉伺 候、 深 桊恐入 候 得 共、 何分 不 容易 場所柄 ト 相 心得 罷在 候、 且 

先般 出 陰 道 御 總督西 園寺樣 ョ リ 、丹 波 國何鹿 郡 鎭撫方 之 儀 モ 被 仰 付 有 之、 旁 小 藩 之 儀 -ー モ 御座 候 得 ハ 、 彼是 人數 分配 仕 

候テ ハ 、資備 W 立 中間 敷ト甚 心痛 仕 候、 此段被 成 下 御 洞察、 迅速 歸國之 御沙汰 被 成 下 候 ハ 、警衞 一 途 二 相 心得 忠勤 仕度 心 

底 ュ 御座 候、 依 之不得 止重テ 奉伺 候、 尤 重臣 之 者 差 置 御用 之 儀 可 奉伺 候、 以上。 

牧野 豐前 守 家 來 

二月 廿 九日  伏 木 ^«士ロ 

〇 本日 批紙  . 

申立 候趣尤 次第 二 付、 歸國被 免 候 事。  牧野 弼ぉ家 S 

〇 靑山 幸宜、 東 山道 總督ノ 譴責 ヲ蒙 リシ ヲ以テ 、上書 哀ヲ 乞フ、 是日、 批シテ 京師 二 屛居シ 、後 


<^叩ヲ俟シ厶0 

今般、 主人 峯之 助義 上京 仕 候 途中、 遠 州 藤 枝驛ョ リ、 以 使節 別紙 書取、 東 山道 總督府 御行 軍 先 へ 差 出 候處、 當月ー 一日， 信州識 

訪驛 へ 參著、 同所 御陴營 -1 テ參謀 北 島 仙 太郞^ へ 申達 候 趣、 右 一一 付 翌日 同驛 一一 テ 使節、 之 者 御 呼 出、 別紙 勑書御 渡 二 相 成 

候 .IT 昨夜 使者 引取 申 聞 候 -ー 付、 愕然 奉 恐懼 候 次第 -ー 御座 候、 乍 去 因循 遲延之 罪科 難 遁御坐 候 得 共、 弊 藩 二 於テハ 、正月 以 

來、 飛 州 高山 拉 一一 濃 州 笠 松 御 取締 等 被 仰 付 候 一一 付、 兼 テ申上 候 通 夫々 藩 力 ヲ盡シ 出 勢 仕 候、 且 先頃 東 山道 出兵 被 仰 付 

候 二 付、 是又乍 少人數 差 出、 今日 1 一 到、 右 兵隊 ハ 總督府 -ー 隨從仕 居 申 候、 過日 高 松 殿御 歸京之 節 モ 、 守 衞之儀 總督府 ヨリ 被 

命無滯 護送 仕 候 事-一 御座 候、 殊ニ遲 々トハ 乍 申、 峯之助 儀モ當 今上 京、 一 藩 擧テ奉 命 仕 候 心得-一 御座 候-一 付、 在所 表-一 謹 

慎 仕 候樣- ートノ 御沙汰 ハ被爲 免、 相應 御用 筋 被 仰 付 被 下 候 得 ハ難有 奉 命 盡カ可 仕 候、 何卒 御 寬典之 御 處置被 下 候 

ハ . 感謝 無量 奉存 候、 尤右御 指揮 御座 候 迄 ハ 、峯之 助 進退 如何 相 心得 可 申 哉 奉 窺 候、 右 之 段 不顧恐 奉 愁訴 候、 巳 上。 

靑 山 峯 之 助 内 

三月 十日  緩 部 誡ー郞 

菱 田 督右衞 門 

〇 別紙 一 一通 

私儀 爲勤 王、 去 ル廿ー 一日 江戸 表出 立、 東海道 通 旅行 仕、 今日 遠 州 藤 枝 驛迄到 著 仕 候、 向後 ハ彌 以遂奉 王事 仕度 志願 二 御 

坐 候、 此上 ハ 御 指揮 次第 奉 命 可 仕 候、 以上。 

二月 廿 七日  靑山峯 之 助 

〇 

•  靑 山 峯 、 之 助 

去ル 正月 三日 之變動 二 付、 德川慶 喜 朝 敲顯然 之處、 今日 - 一 到 迄賊地 -ー 罷在 天 氣モ不 相 伺 段奉對 朝廷 全 君臣 之 道不相 立、 

復古 記 卷四 十八 明治 元年 三月 十五 日  八 八 三 


復古 記 卷四 十八 明治 元年 三月 十五 日  八/四 

依 之、 於 在所 謹 愼候樣 、雖然 其方 家來共 ヨリ 欵願之 義モ有 之 候 -ー 付、 旁以 出兵 申 付 置 候 間、 他日お 士之戰 功 二 ョ リ寬大 之 

御沙汰 可 被 爲在條 、心得 逯無之 樣可致 候 事。  .¥  『 ru 

；^. jsf*  ufr  1111= 

戊辰 三 EJ  靑. W 幸 {且 家 記 

〇 本 日批紙 

東 山道 先鐘督 H リ 御 ||尤裏第 二 可复 I 共、 德 I 匿 ヒ、 S 逢 助 上 S ハ 、 、 於 在所 覆 同樣當 

地 二 テ差扣 居候 得 ハ 、追テ 何分 之 赣可被 仰 出 候 事。  靑 山 幸 宜 家 S 

〇 幸 宜家記 -1 云、 三 01： 廿 五日、 岩 倉 殿 板橋驛 御陴營 へ 、京都 詰 家 來之者 差出欵 願書 差 出 候處、 翌廿 六日、 御 書取 ヲ以 謹慎 祸 

免 之義被 仰 出 候 段、 家 來之者 引取 申閬 候。 

〇 舊韮山 代官 江 川 英武、 Imi- 書ヲ 上 リ 、 其 家系 及 ヒ 管 地 私 田 ノ 沿革 ヲ陳シ テ命ヲ 請フ、 是曰 

批シ テ舊ニ 仍ラ シム。 

獻貢米 奉 願 候 書付 

嗚呼 ケ間敷 奉 恐 入 候 得 共、 私儀 鎭守府 將軍左 馬權頭 源満仲 次男、 大和 守賴親 ヨリ 實子 相續 三十 八 世 之 孫 -ー テ 其 先 ハ大ネ 

國奧野 郡 宇 野 -ー 住居。 

本文 宇 野 之 莊三在 村地內 -ー 、只今 以 祖先 墓所 御座 候、 

恐多モ 世々 勤 王 之 家筋 二 テ、 賴親 ヨリ 六 世 宇 野 七 郞親治 保 元 度 新院 之. 御 味方 二 屬シ、 御軍不 有利、 其 後 宇 野太 郞親 信、 

宇 野 之莊ョ リ豆州 江川 之莊、 只今 之 韮 山 へ 引 移、 

私 住居 之 儀、 其 節 建立 之 儘 -1 テ殆ト 七 百年 一一 ヲョヒ 候。 

地名 ヲ以 江川 ト相改 、爾來 世々 浮沈 有 之、 慶長 度、 德川 祖先 關柬 入國 Z 節、 本領 安堵 タ ル へ ク旨申 渡御 座 候ヲ、 北條 家之士 一一 


差 障 候 モノ 有 之、 知行 四千 八 百 九 石餘、 村數 拾三ケ 村、 先ッ 代官 所ト 心得、 物 成 之 十分 一 被 相 渡、 

證文寫 

江川 手前 之 御代 宫所 十分 一 被 下 之 由、 被 仰 出 之段タ シ 力 一一 承 候、 以上。 

申 三月 八日  伊  熊 印 

,  大 4- 兵 印 

彥 小形 印 

長 谷 七 左 印 

舊領 -ー 離 レ元祿 度 -1 至リ、 自餘之 縣令拉 支配 地 拾 萬 石、 口 米 永 拉切米 百 五 拾 傣被宛 行、 其 以前 借 米 等 モ仕候 得 共、 何分 家來 

共 扶助 -ー差 支、 旁 前書 親 信 ヨリ 累代 除 地、 則 私 星敷郭 M: 之 内 空地 田畑 二 開發、 作 德豐凶 二 寄、 一 一三 百儀ッ 、 收納 仕、 同 樣持傳 

候 山林 竹 木 等 賣拂、 夫是 ヲ以漸 ク相續 i 能 在 候 儀- 1 テ、 右 屋敷 内 田畑 山林 等 之 儀 返上 町 仕 候 哉、 又ハ 鎌倉時代 前 ヨリ 數 百年 

持 傳候倏 -1 付、 是迄仕 來之通 相 心得 不苦御 儀 -ー 可 有 御座 哉、 然 ル上ハ 恐 多 奉 存候得 共、 向後 爲 冥加、 右 收納米 何程 成 共 御 

沙汰 次第 奉獻貢 度、 右 ハ 王政復古 之隆際  <ー 遭遇 仕、 誠 以難有 御 儀 祖先 勤 王 之 素志 繼述仕 候 眞哀ヲ 奉 表 呈候儀 -ー 御座 候、 

依 之、 此段奉 願 候、 以上。 

戊辰 三月  江川 太 郞左衞 門. 

〇 本日 批紙 

願 之趣舯 妙-一 被 聞 召 候、 家柄 之 儀- 1 モ 候得ハ 格別 之 御憐許 ヲ以、 累代 除 地 持傳之 分、 是迄之 通 御 預ケ被 成 候、 且收納 米 

之 h 貢 獻儀モ 常 分 不及其 儀 候 旨 被 仰 出 候 事。  江川 英武 筆記 

〇 本書、 上申 ノ日 ヲ佚ス 、英武 筆記 二  、御 付 札 西 京 太政宫 二 テ被 渡、 但 三月 十五 日 ト ァ リ。 

〇| 英武 筆記-一 云、 戊辰 一 一月 中、 東海道 鎭撫總 督府桑 名 御陣所 ヨリ 御 召-一 付、 池 鯉 鮒〕 御 陣へ參 上 仕 候處、 勤 王 之 御！ M 竝 

復古 記 卷 四 十八 明治 元年 三 HJ 十五 日  八 八 5 


復古 記 卷 四 十八 明治 元年 三月 十六 日  バ"， ノブ 

二人 數出 之條 御沙汰 有 之、 勤 王 之 御請 書拉 二人 數之 儀ハ 御免 願書 共 差 上、 御 落手 相 成、 上京 拉 兵食 人馬 賄 方 被 仰 付、 召 

連 候 手代 同所 ヨリ 差 1^、 留守居 附屬ノ 者へ 手配 申 付 置、 直-一 出立 上京 留守中 同月せ 九日 御 親征- 一せ、 神奈川 以東 兵食 人馬 

賄 御 ffl 改テ 大總 督宮蒙 御沙汰、 附屬之 者 差 出 相 勤、 在京中 家系 之 次第 申 上， 往古 鎌倉時代 前 ョ リ持傳 候 屋敷 廓內、 m 畑 山林 

等 返上 可 仕 哉、 叉 ハ 是迄之 通 相 心得 不苦御 儀 二 御座 候 ハ 、 、田畑 作 德米ノ €： 獻貢之 儀 太政官 へ 奉伺 候處、 神妙 -ー 被 思 食 

家柄 之 儀 -ー モ候 間、 是迄之 儘 御 預ケ被 遊. 獻貢米 モ當分 不及其 儀 旨 被 仰 渡、 右 勤 王 御請 仕 候 -ー 付. 舊 幕府 暇 之 儀 相 願 置 候處、 

同 四月む 四日、 願 之 通 聞屆候 段、 勘定 奉行 木 村 兵庫ョ リ達有 之、 御先 鋒 參謀方 ヨリ 支配 地 之 儀 ハ是迄 之 通 支配 可 罷在旨 、-ー 

附屬之 者 へ 談 -ー 付、 是迄附 屬手附 手代 共 勤 王 仕 候 二 付、 据置之 儀 留守居 元締 ョ リ 參 謀拉舊 幕府 勘定 所 へ 届書 差 出 申 候 n 

〇 井上 正直、 久松 勝吉、 相良賴 基、 板 倉 勝弘、 京 二 至ル。 § 紅 鳥居 忠寶、 小 笠原貞 正、； 

病ヲ 謝シ、 g  二 老臣 ヲシテ 京 一一 至 ラシ ム 。M や 丘 spis 鳥  ，  」 

〇 北陸 道 先鋒 總督高 倉 永祜、 高 田麵、 ニ抵ル 。iii  一 

十六 日、 是 ヨリ 先、 東 山道 總督岩 倉 具定、 永 井 尙服ノ 入觐ヲ 止ム、 旣 一一 シテ、 尙服旨 ヲ得テ 京 二 

至ル、 是日、 上書 シテ、 起居 ヲ候 セント 請フ。 

〇 二月 二十四日 達窨  ー 

永. TtN 所お 守  _ 

是迄御 不審 之 筋 有 之 候處、 自身 申立 之 趣 尤之事 -ー 付、 出兵 申 付 候 上 ハ 、此後 兵士 之 戦功 二 ョ リ其罪 御 宥免可 相 成、 夫 迄 之 一 

間 於 在所 謹愤罷 在、 入京 之 儀 ハ 遠慮 可 致 候 事。  一 

東. W 道 總督府 諸達留 ； 

戊辰 二月  永 井 尙服家 記 一 


〇 尙服 家譜 -1 云、 麼應三 丁 卯年 十一 一月、 德川慶 喜被對 天朝 反逆 之 罪 狀有之 -ー 付、 若年 寄會計 奉行 辭職 仕、 同 四 戊辰 年 正月 

廿 九日、 爲勤 王賊中 ラ脫シ 歸國、 於 在所 謹慎、 同年 三月 二日、 大坂表 行幸 一一 付、 領分 河 內國佐 太、 木 尾 村兩所 通 御 御 

小 休 等 被 仰 出 候 -ー 付、 御用 筋 御 差 支 無 之樣、 乍 謹慎 中 同所 へ 罷越 御警衞 仕度、 東 山道 總督府 へ 愁訴 申 述候處 、御 採用 相 

成、 上京 勝手次第 之 旨 被 仰 出、 同 十三 日 登 京 仕 候。 

〇 

去月 ±1 二日、 柬 山道 鎭撫 御 總督樣 、在所 加納驛 御 通行 之 砌爲伺 天機 御 目 見 仕 候處、 早速 歸邑柳 妙 1\ 一至-一 候 段 蒙 

御 賞詞、 猶亦 出兵 被 仰 付 難 有 仕 合奉存 候、 然 處同廿 四日、 於 御嶽 驛 御 進發先 御 本陣 出兵 ハ被 仰 付 候得廿 r 猶又 謹慎 

罷在 候樣蒙 仰 奉 恐人畏 候、 然處其 後 浪華 行幸 被 仰 出、 領分 河 州 佐 太 表 通 御-一 付、 乍 謹慎 罷 出御 警衞且 萬 事 指禪等 

仕度 段 愁訴 仕 候處、 登 京 勝手次第 之 旨 被 仰 出、 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 依 之、 去ル 十三 日、 御 届 申 上 候 通 不取敢 登 

京 仕 候、 然處 近日 行幸 御 日限 モ被 仰 出 候 趣 傳承仕 候-一 付 テハ、 迅速 佐 太 表へ 可罷 下儀ハ 勿論 之 儀 一一 御座 候 得 北 ハ、、 以格 

別 之 御 宥恕登 京 御免、 此頃中 輦毂之 下 ニ乍罷 出、 不 奉伺 天機 罷下候 俊ハ、 何分 臣子之 至情、 私始 一藩 之 者 共 不堪 泣 

血 造憾之 至奉存 候、 依 之、 甚奉恐 入 候 得 共、 出 格之以 御 哀憐、 右 至情 御 諒察 被 成 下、 奉伺 天機 候 儀 御 聞 濟被成 下 置 候 

樣謹テ 奉 懇願 候、 以上。 

三 月 十六 日  永 井 肥 前 守 

辨 事局 記 

永 井尙服 家 記 

〇 尙服家 記 -ー 云、 右 歎願 誊差出 候處、 何等 ノ 御沙汰 無 之 ト 、又 家譜 二 云、 廿 一日 御出輦 -ー 付、 河 內國佐 太 表 へ 越、 乍隱 

然御 警衞相 勤。 

〇 

今般、 主人 肥 前 守傻侬 御 冤 入京 仕 候-一 付、 奉伺 天機 候 上 行幸 之 節、 領分 河 州 陣屋 表へ 罷下、 御 警衞拉 指揮 仕度 奉存候 
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復古， 記 卷 g; 十八 明治 元年 三月 十六 口  八 八 八 

間、 出 格 之 御 哀憐 ラ以 奉伺 天機 候 儀 御 聞 濟被成 下候樣 仕度、 頃日 奉 懇願 置 候 儀 -ー 御座 候、 最早 御 日間 モ無之 候 事故、 

乍 恐 何卒 急速 御 許容 蒙 御沙汰 候樣、 猶叉伏 テ奉再 願 候、 以上。 

永 井 肥 前 守 家 來 

三月. 一 '九日  .  島 友 三 郞 

辨 事局 記 

〇 晦日. &請書 

今般 御親征 -ー 付、肥前守儀太田宿ョ リ御嶽宿迄共<„^1取計、宿々警衞人馬繼立世話向被 仰 付、 無 滯相勤 難 有 仕 合 奉存候 

且 去月 廿 一 日， 在所 加納 へ 著 仕、 卽刻東 山道 鎭撫 御總督 ， 岩食樣 へ 御 屆申上 御 目 見 モ 仕、 奉 窺 天機 候處、 此度關 東 へ 

兵馬 御 差 向 -ー モ相成 候 折 柄、 勤 王 之 志 ヲ以致 歸邑候 段 神妙 二 思 召、 手 人数 百 人 可 差 出樣蒙 仰 御警衞 仕、 是又難 有 仕 合 

奉存 候、 其 後 於 御嶽 宿 入京 之儀ハ 遠慮 可 仕 is 蒙 御沙汰 奉 恐 入 候、 然 ル處， 今度 行幸 被 仰 出、 領分 河内 國佐太 拉木屋 村 

兩 所へ 御 小 休 御 也 宿 等 モ可被 仰 出 哉 二 付、 御 差 支 等 無 街座樣 指揮 仕度 奉存 御 總督樣 へ 奉 歎願 候處、 入京 被爲 冤 

候條蒙 仰 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 直樣 上京 仕 其 段 太 攻官へ 御 屆申上 置 候 儀-一 街 座 候、 其 後 街 出輦- ー付猶 又. &上、 

佐 太 表へ 罷下未 奉伺 天機、 肥 前 守 日夜 不堪 心痛 薆悶罷 在 候、 何卒 寛大 之 街 哀憐 ヲ以、 於 大坂表 奉伺 天機 候樣 御沙 

汰之程 偏 -ー奉 歎願 候、 以上。 

永 井 肥 前 守 家 來 

辰 三月  .  島 友 三 郞 

. ^事 iii^ き" 

〇 以上 一 一書、 批 紙詳ナ ラス、 尙服家 記ハ則 本書 ヲ併セ テ之ヲ 佚ス。 

〇 渡邊章 綱、 高木 正坦、 S  、水 fesr 石 f  -1 至ル。 翳 sr 內 


〇：！^^ョリ先、田安慶賴、書ヲ堀親義及ヒ上野、信濃ノ諸藩主ニ造リ、緩軍ノ事ヲ東山道總督-ー 

請 ハシム 、時 一一 親義 京師 一一 在リ、 乃チ岩 倉具視 一一 哀訴 ス 、具 視、 之ヲ 大總督 一一 上ラ シ ム、 是日、 

親義ノ 使者 駿府二 至ル。 

〇 堀 親廣家 記-! 云、 1 一月 十七 日、 左 衞門尉 江戸 邸へ、 田 安中 納首ョ リ使 番大岡 修理 ヲ以、 左 之 甞狀差 越 候 旨、 江戶詰 家來ョ 

リ在 所信 州餓田 へ 中越、 大岡 修理 口上、 

此頃 鎭撫使 追 々 5. 信 迄 御 下向 之 趣 承知 致 シ候、 然 ル處、 當時御 謝罪-!: 欵願中 之 儀 -ー モ候 得ハ、 摩下ハ 勿論 農 商 等 二 至 

迄、 精，， 《 相眞居 樣被^ 度 候 得 共、 追々 hd 戶近ク 御 下向 一一 相 成候樣 一一 テ ハ 、萬々 一 微賤 之 者 共 御 謹 愼之御 趣意 取 失 ヒ 

鎭撫 使へ 對シ、 萬々 一 粗暴 之 所業 等 有 之 候 テハ、 被爲對 天朝 深 ク被奉 恐 入 候-一 付、 御 欵願之 御 下知 有 之 候 迄ハ、 暫其邊 

二 御 猶豫被 致 候樣、 何卒 钢 周旋 ラ以御 談判 有 之 度 御 賴被成 候。 

田 安中 納言ョ リ 之來狀 

以 手紙 致 啓 達 候、 然ハ 鎭撫使 追々 S. 信 迄 御 下向 之 趣 致 承知 候、 然處、 已 一一 御 承知 モ有之 候 通、 當節御 謝罪 御 欵願中 二 テ- 

束歆山 へ 御 謹 愼之趣 二 モ 有 之 候 得 ハ 、麾下 ハ 勿論 農 商 等 二 至 ル迄、 精々 相愼 居候 樣被仰 出 候處、 萬 一 鎮撫 使 追 々江戸 

近ク被 參候樣 一一 ーァ ハ 、自然人 心 動 搖致シ 、就テ ハ 微賤 之 者 共、〕 f 1 御 謝罪 御 欵願之 御 趣意 取 失 ヒ 鎭撫使 へ對シ 粗暴 之 

所業 等 有 之 候 テハ、 被對 天朝へ 深 ク被恐 入 候 儀-一 付、 何卒 御 周旋 ヲ以、 右 等 之 意味 篤ト 鎭撫 使へ 御 說話有 之、 從 天 

- 朝 右 御 謝罪 御 欵願之 御 下知 有 之 候 迄 ハ 、 暫其 場所 二 被爲 居候 樣御 談判 有 之度存 候、 右 ハ .辦 直 書ヲ以 御賴可 有之箦 之處、 

當時御 謹 愼中之 儀 -ー 付、 從 拙者 御 達 申 候、 吳々 モ可然 御 周旋 有 之度存 候、 此段 申入 度如斯 御座 候 、以上。 

二月 十三 日  田 安中 納 首 

堀 左 衞門尉 4 
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復古 記 卷四 十八 明治 元年 三月 十六 日  八 九 〇 

お 之 趣 上、 信兩州 諸侯へ モ被賴 候 旨、 大岡 修理 申 聞 候。 

あ \ 一通 申 來候處 、其 頃、 隱居 左衞門 尉、 當主 三之丞 共 上京中 二 付、 尙又 在所 表ョ リ 京都 表 へ 申 越、 於 同所 蜂須賀 淡路守 ヲ以 

岩 食ぬ へ 相 伺候 處、 關東 鎮撫 之 儀 ハ 有 栖川宮 御總督 へ 御 委任 之 儀 二 付、 急使 ヲ以御 出張 先 へ 可 申 上旨 御 差圖有 1\ー、 尤ロ 

上、 書取、 來狀共 御 入用 1 一 付 御 留置 被 成 候、 右 -ー 付、 早速 東海道 御 出張 先 へ 、 使者 藤 枝 甚九郞 差 出 候處、 有 栖川御 總督駿 

府御 滞在中、 三 or 十六 日、 御旅館 へ 使者藤枝甚九郞|能出，參謀林^$ト郞方面會 二 せ、 口上、 書取、 來狀寫 共 都合 贰通差 出、 其 

節 使者 口上。 

三 之 丞江戶 屋敷 へ 、田 安中 納言 ヨリ 使者 ヲ以 別紙 之通賴 御座 候 一一 付、 蜂須賀 淡路守 ヲ以岩 倉ぬ へ 相 伺候 處， 鎭 撫之條 ハ 

御總督 へ 御 委任 之條 -ー 付、 急使 者 ヲ以、 御 出張 先 へ 可 申 上旨 御 差 31 二 付、 則 右 富 貳通持 參差出 申 候、 尤 本紙 之 儀. ハ 岩 倉ぬ 

御 入用 之 趣 一一 テ御 留置 相 成 候 段 申述。 

林 玖 十郞方 答、 左 之 通、 

田 安ぬ 御狀竝 添書 共 御兩卿 へ 披露 致 シ候處 、最早 鎭撫御 總督モ 御 發途之 事故、 途中 一一 御 猶豫ト 申 儀 一一 モ相成 兼、 御欵願 

通リ 一一 モ參リ 兼 候 哉 モ難計 候 間、. 貳通共 御 返却 被 成 候 害 之處、 遠路 被 差 越 候 事故、 御 留置-一 ハ相成 候 得 共、 書面 之 通 二 ハ 

周旋 行 届 兼 候 哉モ難 計、 旣 二 日光 宮樣ョ リ被仰 進 候 一 條モ有 之 候 得 共、 未タ 御诀議 一一 モ 不被爲 成 候 間、 左樣相 心得 候 

樣被申 聞 候。 

右 之 趣、 三月 廿 三日、 使者 罷歸申 聞 候。 

〇 德川 氏ノ臣 僚、 江 戶城ヲ 避テ、 田 安 慶賴ノ 第二 徙ル。 

〇 德川家 達 家 記 二 云、 三月 十六 日、 城 中 之 諸 役人 引 拂田安 館 -ー 詰ム。 

〇靜 寬院宮 日誌 二 云、 今日 表引拂 二 相 成、 若年 寄 一 人 はと まり 候よ し. & 入の 事。 


十七 日、 長 崎 裁判所 參謀大 隈重信 I 歡 |§> ヲ以 テ參與 兼外國 事務局 判事 ト爲シ 、撗濱 二 駐在 セ 

シ厶 0  • 

• 肥 前 藩 

大隈 八太郞 

徵十： 參與 職外國 事務局 判事 被 仰 付、 潢濱 在勤 可 有 之 事。 

職務 進退 錄 

大隈重 信 履歴書 

〇 案 スルニ  、闺 四月 十日 一一 至リ、 橫濱 裁判所 在勤 二 改ム。 

〇 在京 諸侯 五節 參賀等 ノ 條規ヲ 定ム。 

一 五節句、  . 

一 每月朔 日、 

右、 在京 之 諸侯 爲 御 祝詞 參 内 可 有 之 事。 

一 毎月 賣度ッ 、 、  • . 

但、 廿 九日 之 外、 勝手 -ー 天機 可 相 伺 事。 

右、 參 內著服 之 儀、 上京 初 度 ハ 官位 有 之 輩 衣冠 直垂 勝手次第、 無官 之 輩 ハ 直 垂著用 之 事。 

但、 一 一度 目 ヨリ 直垂 上下 可 任 所 意、 羽織袴 被禁候 事。 

右 之 通 被 仰 出 候 閒此段 申達 候 事、 

三 月 

追 テ近來 e. 合、 日 々 . 禁中 假建所 へ 御 ffl 爲伺 i 能 出 來リ候 輩 ハ 、御 規則 相 立 候 迄 當分是 迄 之 通 相 心得 可 申 事。 
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毛 利 元 德家記 

島津 忠義 家 記 

〇 內國 事務局、 其 民政 掛ヲ舊 西 奉行所 一一 徙シ、 民政 役所 ト稱 ス。 

〇 辨事囘 達 書 

S 國局 事務 分課 民政 掛リ之 者、 元 町奉行 西 役所 へ 出張 候 -ー 付、 向後 元 西 役所 ヲ 民政 役所 ト唱へ 候條、 內國局 ヨリ 通達 有 之 

^  二 吋、 比 段 申入 .5 ^事。  別 本官 中日 記 

〇 藤 堂 高潔 一一 命シ テ.' 親征  一一 S 從セ シ 厶 、黑田 長 知、 池 田 章 政、 飾 1、 相良賴 基、 愿從ヲ 請フ、 頼 

基ノ請 ヲ聽： 一.- ス、 旣二 シテ、 長 知疾ミ テ從フ コト能 ハス。 

〇 藤 堂 高潔 家 記 -ー 云、 三月 十七 日、 禁中 御 假建所 -1 テ 今般 御親征 行幸 -1 付、 大學頭 供奉 被 仰 付 候 旨 御 口 達 有 之。 

〇 

今般、 御親征 行幸 被 爲遊候 -ー 付、 御 留守中 御 警衞被 仰 付 候 旨 御 達 之 趣奉畏 候、 然處、 此節之 行幸 ハ 格別 1\ー 御 事柄 二 付、 被爲 

叶 御 儀 -ー 御座 候 ハ 、 、供奉 相 勤 申 度 此段御 執 奏奉願 候、 以上。 

二月 廿 四日  黑田 下野 守 

〇 本日 演達 

今般 行幸 -1 付 御供 奉 被 仰 出 候 事。 

三 3  黑田長 知 家 記 

〇  . 

私儀 本家 相續被 仰 付 候、 就テハ 今度 行幸 供奉 被 仰 付 候 樣奉願 候、 此段宜 樣奉希 候、 以上。 


三月 十七 日  備 前恃^ 

〇 十八 日批紙 

願 之 通 供舉被 仰 付 候 事。 

辨 事局 記 

池 田 章 政 家 記 

此度 逆徒 討 罰 被 仰 出 候 段、 於 在所 承知 仕 奉 驚 人 候、 依 之、 御先 手 -ー テモ相 勤 度、 寡兵 殊-ー 未 鍊之者 -ー ハ 御座 候 得 共、 不取 

肯 上京、 挪 身命 御 浩恩之 萬 一  > 一 奉 報 候樣申 付、 家 來之者 差 出 候處、 海上 不順 -ー テ 常 場 之 御 間 -ー 逢 兼、 遣 憾此事 -1 御座 候、 

於 私モ引 續發足 途中 差 急 上京 仕 候處、 御親征 行幸 被 仰 出、 來ル廿 一日 御 出 輦被爲 在 候 段 奉 承知、 今般 之 御用 モ不相 勤 

候テ ハ甚 以殘念 至極、 年來之 素志 モ不相 立、 家 來共迄 日夜 焦心 罷在 候、 何分 遠路 不都合、 御 日限 モ相 迫、 强テ奉 願 候 機 奉 恐 

入 候 得 共、 被 加 御 量 察 是非 行幸 供奉 被 仰 付 被 爲下候 樣奉願 候" 

三月 十七 日  相 良 遠 江 守 

〇 批紙 

御沙汰 -ー 不被及 候 事。  •  き 事局 _w 

〇 請 備前 藩 申請書 1 一通 

信 濃 守義、 此度 御親征 行幸 供奉 被 仰 付 候-一 付、 左 之 趣 奉伺 候、  ， 

一 先陣 被 仰 付、 何 藩 何 藩 之 間-一 供奉 仕 候 テ可然 哉、  . 

一 銃 隊之外 ffl 捨ト被 仰 出 候 得 共、. H 分 以上 槍 爲持不 苦 候 哉、 

一 御 治 之 節 天機 奉伺 候 テ不苦 候 哉、 

一 金 鼓 貝 相 圖爲致 不苦候 哉、  . 

一 丘ハ粮 ハ 手前 一一 テ其所 其 所 二 設置 可然 哉。 
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一 陪卒召 連 不苦候 哉。 

一 旅 宿主 人 之分ハ 夫々 へ 被 仰 付 置 候 由-一 候 得 共、 銃 隊之者 等 之 下宿 ハ 如何 相 心得 候 テ可然 哉。 

一 頭 奉行 之 者 騎馬 一一 テ不苦 候 哉。 

一 於 大坂表 頭 奉行 之 者 騎馬 二 テ銃隊 取扱 仕 不苦候 哉。 

一 御出輦 御供 揃 御 時刻 御相圖 等、 夫々 御 規则拜 承 仕置 度 奉 願 候 事、 

一 夜中 篝爲 持候テ ハ 、銘々 火藥携 居候 閒、 提燈爲 持 候 心得 -ー 御座 候、 

但、 道々 一一 テ篝差 出候ハ 、 、提燈 モ爲持 不申候 事、 

一行 幸- 1 付、 是迄諸 藩へ 被 仰 出 候 御 書付 類 不苦儀 ハ拜見 被 仰 付 度 事。 

右 之 通 何卒 早急 御 差 圖被成 下 度 奉冀上 候、 以上。 

備 前 侍從 留守居 

三月 十八 日  澤井 宇兵衞 

內國 事務局 叢書 

池 田 章 政 家 記 

〇 批紙 

第 一條 行列 之 儀 ハ行 幸 奉行へ 可 承 合 申 候 事、 

第二 條 槍 之 儀 ハ被禁 候 事、 

第三 條 御 泊 之 節ハ其 儀-一 不及候 事、 

第四條 各藩 相圖之 儀ハ、 混 雜モ有 之 候-一 付 被 指 止 候 事、 

第 五條 自分 賄 之 事、 

第六條 兼 テ定限 之 御沙汰 相 成 居 事、 


第七條 行幸 奉行 承 リ合可 申 事、 ， 

第八條 騎馬 不苦候 事、 

第九條 同斷、 

第 4- 條 行幸 奉行 承 合 可 申 候 事、  池 H 章 政 家 記 

〇 

信 濃 守籙、 此度爲 御 親 征大坂 へ 行幸 供奉 先陣 被 仰 付 候  >ー 付、 左 之 人 數召連 申 候。 

銃 隊 四百 五十人 諸 役 付 八十 人 近 習 十 人 手廻リ 十五 人 

陪卒拉 夫 方 等 ハ 右人 員 之 外 二 御座 候。 

右 乙內百 人餘殘 置、 其餘 ハ 爲先 供、 前 以大坂 へ 差 下 置 申 候 心得 -1 御座 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

備前 侍從 留 守 居 

三 月 十八 m  澤井宇 兵 衞 

.  池 H 章 政 家 記 

〇黑 田 長 知 再 請 書  ， 

今般 御親征 行幸 -ー 付、 願 之 通 供奉 被 仰 付 難 有 仕 合奉存 候、 然處、 私儀 一 兩日 時候 -ー 相 障リ、 專加 療養 居候 得 共、 寸度 博々 敷 

無 御座、 明後廿 一 日 迄 ハ 、何分 供奉 相 勤候樣 -ー 快復 仕 間 敷奉存 候、 依 之、 奉 恐 入 候 得 共、 供奉 御 冤 被 仰 付 度 奉 懇願 候、 尤相 

應人數 指 出御 守護 爲申上 度、 且又 御 留守中 警衞ヲ モ相勤 度 御座 候、 此段宜 ク御執 奏奉賴 候、 以上。 

三月 十九 日  wh; 田 下野 守 

黑田長 知 家 記 

〇 長 知 家 記 二 云、 右 之 通 相 願 候處、 人 數之儀 差 出 候  >1 ハ 不及 旨、 坊城殿 ョ リ御演 達 有 之 候。  , 
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〇 府中 藩 - 一命 シテ、 給門ヲ 守衞 セ ジム。 

〇 毛 利 元 敏家記 -ー 云、 三月 十七 日、 大 阪御警 衞之內 ヨリ、 一 小隊 更 -ー 入京 给 御門 御 警衞被 仰 付 候 事。 

〇 植村家 保、 松 平 直靜、 將 一一 江戸 ヨリ 入覲 セン トス、 途中 疾 一一 罹レル ヲ以テ 、姑ク 藩 一一 歸リテ 

疾ヲ養 ハント 請フ、 妓ー 一之 ヲ聽ス 、家 保、 其 子家壺 i-A ヲシテ 代 リテ京 一 一至 ラシ ム。 

乍 冬 J*〕  g. 召 私儀 急速 登 京 可 仕 之處、 所勞 二 テ引込 罷在候 旨 御屆申 上、 無據 重臣 之 者爲差 登、 舊ま± 二日 御 ffl 向 奉伺、 且不 

容易 御 時勢 之 折 柄 -ー 付、 人 數出等 之赣相 伺候 處、 神妙 二 被 思 召、 相 應之人 數登京 可 仕 旨 卽日被 仰 出、 翌 十四日、 市中 見 

回 可 仕 旨 奉 蒙 御沙汰、 重々 難 有 仕 合奉存 候、 其 後 鬼 角 病 氣快無 御座 候 ま ハ、 非常 之 御 時節-一 付、 去月 廿 三日、 押 テ江戶 表 

3? 立 仕.！^、 就テ ハ直樣 上京 可 仕 箦之處 、病中 殊 二 旅 勞甚敷 難 澀仕候 間、 不得止 事、 一 先在 所 表へ 罷越 保養 仕度 奉存 候、 依 之、 

同道 罷在候 養子 糾八郞 儀、 爲 名代 從 途中 登 京爲仕 候、 何卒 爲奉窺 天機 度 此段奉 伏 願 候、 甚奉恐 入 候 得 共 不苦儀 -ー 御座 候 

晷 ハ 、右 同人 へ 御沙汰 被 成 下 候 樣奉願 候、 以上。 

三月 十七 日  、  植村駿 河 守 

〇 批紙 

本文 顧 之 趣 御 聞 画 相 成 候、 御用 御沙汰 之義 名代 不相成 候 二 付、 病氣少 一一 テモ 快候ハ 、早々 上京 可 致 事。 

植 村 家 壺 家 記 

〇 案ス ル 二  、家壺 、代 親 ヲ許サ レサ リシ モ 、猶 京師 二 留在シ 、十九 日 二 至リ、 起居 ヲ候シ 誓約 二 就 ケリ。 

〇 

松 平日 向 守 儀 、兼 テ被爲 召 候 -ー 付、 早速 上京 可 仕 之處、 其 節少々 不快 罷在候 -ー 付、 療養 仕 居候 處、 此頃 - 一至 リ少々 快 御 坐 

候 ニオ： 、押テ 去月 廿 五日 江戶表 發途、 中れ 道 通 旅行 仕 候處、 於 途中 又々 相 障、 直 二 上京 モ仕兼 候 二 付、 去月 晦日、 追分 宿 ヨリ 


一 ト 先在 所淸崎 迄罷越 療養 相 加、 尤聊 一一 テモ快 御 坐 候 ハ 、 、速 -ー 上京 可 仕 心底 二 御 坐 候 間、 此段奉 願 上 候、 以上。 一 

松 平日 向 守 内  一 

三月 十五 日  荒木 靜馬ー 

〇 本日 批紙  一 

本文 願 之 趣 御 聞 屈 二 相 成 候 事。  辨 事局 記 ： 

〇 松平慶 倫、 書ヲ 上リ、 德川慶 喜ノ爲 一一 哀ヲ 乞フ、 聽サ ス 。  一 

^川慶 喜 御 追討-一 付 朝 命 邀奉可 仕 旨 被 仰 出、 素 ヨリ 違背 不仕ハ 御請-一 及ヒ候 通-一 御座 候、 臣慶倫 德川之 支族-一 乍罷ー 

在、 兼テ 医 救 不行屆 、今日 -ー 立 至 候 段 恐悚之 至奉存 候、 然 ル -ー 、其 罪臣 等-一 不被 爲逮、 頃日 上京 奉 待 天譴 候 モ謹愼 二 不及、 

出仕 可 仕 旨 被 仰 出 聖恩 高大 謹テ 畏奉存 候、 如此蒙 寬宥候 身 ヲ以、 及 歎願 候 儀 重 疊奉恐 入 候 得 共、 慶喜已 一一 其 罪 悔悟、 

|5^欲^中 一 室 一一 閉居 恭愼罷 在 候 儀 承知 仕， * 其 心中 只管 相 察、 親戚 之 情實悲 欽涕泣 之 外 無 御座 候、 仰願ク ハ 無量 之 天恩 ヲ 

以 謝罪 之 次第 被爲 聞 食譯、 慶喜之 罪 等 ヲ被減 御 征東之 軍旅 御駐 二相 成、 祖先 累代 之 忠勤 被爲 思 ft 出 格 之 御 寬典被 

仰 出 被 下 候樣、 臣 慶倫ォ ィ テ 不堪 哀泣 懇願 之 至奉存 候、 誠 恐誠惶 頓首頓 首。  , 

三月 ー 日  美 作中將 

E 慶 倫 判 

〇 本日 批紙 

德川之 支族 -ー テ 欵願之 趣 ハ 無餘儀 次第 二 モ 可 有 之 候 得 共、 旣 一一 大 總督宫 進軍 相 成 候 上 ハ 、自當 地 容易 軍旅 難 被 相駐， 勿 一 

論 江 戶城討 入 和 成 候 共、 慶喜初 家臣 一統 眞- 一恭 順 謹 愼實効 相 盡候ハ 、、追 テ至當 之 御 處置モ 可 被 仰 出 候-一 付、 只今 不 

皮 r. 乂  S. 少太 l^、i40  辨 事局 記 

1^  f . お^..^ 事  松 平 康偷家 記 
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復 古 記 卷四 十八 明治 元年 三月 十八 日  ダプ八 

〇 大河 內信 古、 稻葉久 通、 安部 信發、 京 二 至ル。 が IsSii 藝 

〇 大 總督熾 仁 親王 、書 ヲ 英國公 使 二 遣リ、 其 東征 ヲ 吿ク。 

過 月外國 事務 總裁 ョ り 及 布 吿 候 通、 德川 慶喜以 兵力 犯 皇都、 一 敗 之 後 妄擧、 從助之 諸侯 共 二 江戶城 二 歸 ル 、其 後 擧動不 相 

分、 我等 皇帝 ヨリ 受海 陸軍 大總督 之 命、 欲； sa 非、 此 趣意 各國 公使 へ 宜傳告 致依賴 候。 

日 木 政務 總裁兼 海陸 軍 大總督 

慶應四 年 三 0:  T 七 R  二 品 織 仁. 印 

英 國 公使  ， 

東征 總督 記 

几下  外務省 記 

十八 日、 詔 シテ、 准 后藤 原 氏 ヲ尊レ ^ テ、 皇太后 ト日ヒ 、大宮 ト稱ス G 

〇 十一 一日 達 書 

立 太后 

來 二十 一日 御 治 定之處 、被 改、 來十 八日 已刻被 仰 出 候 事。  式部 寮き n 

〇 按ス ル 二 日時 定ハ 、丁 卯 十 一 月 一 一十 日 二 ァ リ。 

〇 

本 宮冊命 次第、 

刻限 冊 命 使 II 朝 右臣冲 將參向 入、 

朔平玄 〔隙 等 門 立南楝 門外、 

出逢 啓 事由、 . 一 揖、 


亮返 入、 

七 『，义 力 £.g<、s„J,- 原註、 高麗 帖 一 帖加東 

此閒^^- 屯 3^ 座 於 渡 3^ 京錦茵 東北 妻 東面、 

次 亮歸出 吿 由、 ー揖、 退 入、 

次 使 人 楝門昇 著 渡 殿 座、 

次 啓 册命之 由、 

次 亮取祿 §1領.5 大使 賜 之 退 人、 

次 使 起座 降杏脫 進出 南 庭、 

拜舞、 

次 使 退出、 

〇 本日 達 書 三 通  き 

淮后御 方 立 太后 宣下 被爲濟 候-一 付、 自今 被稱 大宮候 事。  . 

三 月 

〇  . 

今 十八 日 立 太后 宣下 被爲濟 候-一 付、 明 十九 日、 二十日 之 e 御所 竝 大宮御所へ 恭賀 可 有 之 候 事、 

但、 衣冠 著 用 之 事、 

追テ 今日 參賀之 輩 ハ 不及其 儀 候事リ 

〇 

今 4" 八日 立 太后 宣下 被爲濟 候-一 付、 在國之 面々、 爲 名代 重臣 差 出 禁中 大宮御所へ 恐 悅可申 上 事、 

但、 廿 七日 罷出可 申 上 事。 

復古 記 卷四 十八 明治 元年 三月 十八 日  八 九九 


式 部 寮 記 


有 栖川宫 家 記 

黑田長 知 家 記 


有 栖川宫 家 記 

座 1 田 長 知 家 記 


復古 記 卷 w 十八 明治 元年 三月 十八 n  九 〇〇 

.  黑 田 長 知 家 記 

モ利元 德家記 

〇 朝 貴ノ名 稱ヲ冒 シテ、 金銀 ヲ貸 與ス ルヲ 禁ス。 

近來、 宫堂 上方 名目 一一 テ御 貸附金 ト稱シ 、取扱 候 向 モ往々 有 之 趣 -ー 相 聞、 以之外 之 事 一一 候、 今般 御 一 新 之砌、 右樣之 儀ハ無 

之 箸、 自然 右 等 似寄 之 儀 取扱 候 者 有 之於テ ハ、 御 亂之上 嚴重之 御沙汰 候 間、 心得 違 無 之樣被 仰 出 候 事。 

別 本官 中日 記 

〇 是ョ リ先、 德川德 成 二 命 シ テ 、親征 二 愿從セ シ 厶 、德成 幼齢 二 シテ、 騎ー！ 堪ヱ サルヲ 以テ、 先 

ッ大阪 二 赴 力 ント 請フ、 松 平 慶永モ 亦疾ヲ 以テ、 扈蹕ヲ 辭ス、 是日、 15  二之ヲ 聽ス。 

来月 五日 御 親 祉大坂 行幸 供奉 後陣 被 樣仰付 候 事、 

但、丑半刻無遲々^||集之事。 

行幸 奉行 

二月 廿 六日  俊  攻 

尾 張 元 千代 殿  德川義 宜家記 

〇 十日 申請書 

謹テ奉 言上 候、 今般 爲 御 親征、 大阪へ 行幸 被 遊 候-一 付、 臣元 千代 供奉 御 後陣 被 仰 付、 幼 冲之身 ヲモ不 被 爲弃、 鹵簿 \ 一 

列 末 二 被 加 候 段、 無 逢 之 天恩 難 有奉感 戴、 武門 之 顯榮銘 肝 之 至 二 御座 候、 然處、 幼 冲之儀 行軍 騎馬 -ー 難堪、 自然 不行屆 之 

儀 出 來候テ ハ 、正 堂 六師之 列ヲ奉 亂恐悚 至極 奉存候 聞、 元 千代 儀 ハ 何卒 稱出輦 以前 下阪 仕、 彼 地 於テ御 奉衞相 勤候樣 

仕、 度 此段奉 仰 願 候、 誠惶誠 惶頓翻 頓頻。 


辨 事局 記 

德 川義宜 家 記 


三 月  德川元 千代 上 

辨 事局 記 

〇 本日 批紙 

願 之 趣 被 聞 召屆候 御 出輦前 下阪 候 旨 御沙汰 候 事、 

〇 義宜家 記、 本書 ヲ佚 ス。  一 

〇 

今般 親征 行幸 被 仰 出 候-一 付、 慶永蒙 供奉 之 命、 武門 之 冥加 無此 上深畏 入奉存 候、 然ル 所、 過日 來所 勞罷 在、 騎馬 

難堪、 侬之、 重 疊奉恐 入 候 得 共 、先陣 供奉 被 免 度 奉 願 候 、且又 御 警衞人 數ハ差 出 御親征 御用 相 勤 度 此段モ 奉 願 候 也。 一 

三月— 八日  慶  永- 

坊城 頭辨. *4  ^ 

〇 批答 

御親征 行幸 供奉 依 所 勞理被 聞 食 候、 仍早々 申入 候 也。  一 

三月 十八 日  俊  政 _ 

越 前 宰相 4  春嶽 私記： 

〇 春嶽 私記 一一 云、. r 八日、 公 過日 來御 所勞 二 テ 、 宫代 モ 御 不參勝 二 被 爲在候 御 儀 故、 御供 奉 之 儀 モ御勤 マリ 兼 可 被 遊 哉 ト , ： 

三條 殿、 德大寺 殿 へ 御 内談 之 上、 今日 右 之 通 御 直達 被 遊。  ，  一 

〇 毛 利 元 純、 入 覲ノ次 大阪ー i ル、 適 行幸 ノ 期-一際 スルヲ 以テ、 本 地 二 逗留 スルヲ 禀ス。 

先般、 主人 讚岐守 儀、 早々 上京 仕候樣 御沙汰 被爲在 候處、 其砌 本家 大膳大 夫 儀久々 病氣、 末 家 之 左 京 亮淡路 守 儀 同 樣不相 • 

復古 記 卷 I： 十八 明治 元年 三月 十八 日  九 〇  一  ！ 


復古 記 卷四 十八 明治 元年 三月 十八 日  九 〇 二 

勝、 平 六^ 賤 ハ 上京中 一一 テ 、國元 彼是 手 蒲 -ー 付、 大膳大 夫 ヨリ モ 暫御 猶豫柑 ■ 候處、 如 願 被 仰 出 難 有奉存 候、 然處、 舊臘入 

京 被 免、 官位 復舊之 御 禮ヲモ 未 申 上 候 一一 付 天機 伺 旁 上京 仕度、 一昨 十六 日、 大坂到 著 仕 候處、 來ル廿 一日 行幸 被 仰 出 

候 趣 -ー 付、 彼 地 滯在仕 候、 此段御 屆奉申 上 候、 以上。 

毛利讃 岐守內 

三月 卜 八日  吉 山 喜 一郎 

〇批 紙 

本文 聞 届 相 成 候 事。  毛 利 元 翻 {豸 記 

〇 稻垣 太淸、 京 二 至ル、 S  、南部 信 順、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シテ代 リテ京 二 至ラ シム 。聽 i 


復 古 記 卷四 十八 終 


一 等 編修 官 

四 等 編修 官 

二等 協修 

五 等 掌 記 

七 等 掌 記 

一 等繕寫 

一 等繕寫 


長 

松 


松 

村 


IF 一 


辰 

長 


島 


幹 

春 


九 

〇 


三 藤 依 川 重 
沛 野 田 田野 
正 百 安 


二等 績 寫 

檢 閲 

1 等 編修 官 

一 等 編修 宫 

三等 編修 官 

三等 編修 宫 

監 事 
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